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第八卷 教義 研究 上 


一 本卷 は、 基督教の 敎 義に關 する 著者の 諸 論文 を 集輯編 募せ る ものにして、 上下 

ニ卷 のうちの 上卷 である。 所 收の各 文 は、 凡て 一度び、 著者 主筆の 『聖書 之 硏究』 に 

發 表せられし ものである。 

一 本 卷は篇 を 「神に 關 する 研究」、 「イニス. キリストに 關 する 研究」、 「聖霊に 關 

する 研究」、 「人に 關 する 硏 究」、 「罪と 救 ひに 關 する 研究」、 「(俊 活と來 世と に關 する 硏 

究」 及び 「基督 敎 問答」 に 分つ。 

一 各篇 は、 內容 的に 更に 若干の lEil 分に 分た る。 但し 其の 區 分に 特別の 名 稱を附 せ 

す。 

一 「基督 敎 問答」 は、 問答 體の諸 論文 を發表 年代の 順に 集輯 せし ものである。 内 

容 的に は 他の 篇に屬 す 可き ものと 雖も、 問答 體の 形式 をな す もの は 凡て 此の 篇に收 む。 

本篇の 大部分 は 嘗て 著者 自らに よりて 『基督 敎 問答』 の 一書と して 刊行せられ しもの 


である。 

一 著者の 文に して 甚督敎 の敎義 に關聯 する もの は 他に 尠 くない。 一一. 初期の 著作 上』、 

『舊 約硏究 上下』、 『新約 研究 上中下』、 『感想』 及び 『講演』 等の 諸 卷を參 照 せられん 

こと を 望む。 

一 本卷 には卷 末に 『第 八 卷內容 年譜』 を附 し、 各 文の 發 表せられし 年月 を 明かに 
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敎義 研究の 必要 

多くの 人が 基督 敎は 知る に 甚だ 易き 宗敎 であると 思 ふ。 基督 敎の 困難なる は 之 を 行 ふに 在って 知る 

に 非す と 思 ふ。 彼等 は 使徒 ョ ハネの 言と して 傳 へらる、 

愛な き 者 は 神 を 知らす 神 は 卽ち愛 なれば 也 

との 一一 一目 を以 つて 基督 敎は盡 きて 居る と 思 ふ (ヨハネ 第一 書 四 章 八 節)。 故に 彼等 は 其れ 以上に 基督 敎を 

研究 せんとし ない。 研究 は哲學 者、 神學 者、 彼等の 稱 する 「敎師 方」 の爲す 所であって、 普通の 信者 

は 特別に 之に 努力 を 費す の 必要 は 無い と 思 ふ。 前年 私が 敎會の 或る 有力者と 或る 實際 問題 を 議論した 

時に、 其 人 は 或る 大敎會 の 長老で あるに 關 はらす、 私に 向 ひ、 冒頭 第一 に、 力 を 籠め て 曰うた。 

厶  <"< "厶  <1<1<<"<1<"<3 厶厶 

私 は 聖書 を 知らない けれども …… . 

と。 是は其 人に 取り 恥の 言葉で なくして 高ぶりの 言葉であった。 聖書 は 知らない、 そんな 事は怎 うで 

も 可い、 然し 貴下の 爲す 事は惡 いと 云 ふので あった。 資に 驚き入り たる 次第で ある。 そして 斯 かる 人 

に澤 山に 會 ふので ある。 彼等 は 敎會に 就き、 敎勢擴 張に 就き、 社會 問題に 就き、 殊に 教師 誰れ 彼れ を 

教 研究の 必要  1 


«  K  K 究 要  一- 

批； t する に 方って、 澤 山に 言 ふべき 事 を 有つ が、 基督 敎 普通の 敎理に 就き、 明確なる 何等の 曾 ふべき 

事 を 有たない。 基督 敎で 云ふ祌 なる 者 は 何 を 指して 云 ふ 乎、 其 存在の 確 證は之 を 何處に 求むべき 乎。 

聖書 は 何故に 責き 乎、 如何なる 意味に 於て 神の 雷なる 乎。 罪と は 何 ぞ耶、 罪と キリストの 十字架の 關 

係。 キリスト は 何故に 神に て 在 まさねば ならぬ 乎。 死の 問題。 復活と キリストの 再臨、 等々 である。 

靳 かる 問題に 就いて 信者 は 其 教師 達に 敎 へられす、 故に 確乎たる 理解 を 有たない ので ある。 彼等 は 唯 

熱心と 犧牲と を 要求 せらる。 唯 愛せよ、 與 へよ、 傳 道せ よと 勸 めら る。 然し 乍ら 何故に 愛すべき 乎、 

何を傳 ふべき 乎、 其 事に 就いて 知る こと 殆んど 零で ある やうに 見 へ る。 

然し 乍ら 是れ では 不可い。 祌は 人に 理性 を 與へ給 ふて 理を以 つて 彼等 を 動かし 袷 ふ。 彼が 聖靈を 降 

し 給 ふ 場合に も、 感情 を 動かす 前に 理性 を 照らし 給 ふ。 神 は 光であって、 道理に 由ら すして 何事 も爲 

し 給 はない。 勿論 道理に 由って 萬 事 萬 物 を 解す る 事 は出來 ない、 然し 道理に 由って 多くの 事 を 解す る 

事が 出来る。 道理 を 無視して、 之を賤 めて、 何事 も 解す る 事が 出来ない。 天啓と 稱 して 決して 道理 を 

離れて 降る もので ない。 我等 は 道理に 由って 知り 得る 丈け 知りて 其れ 以上 を 天啓に 由って 補 ふて 頂く 

ので ある。 道理の 無き 所に 迷信と 敎會 の敎權 とが 跋愿 する。 慎むべき である。 


バウ ロ微 りせば 

余 は 時々 E 心 ふ、 若し 使徒 バウ C1 が 居らなかったならば サゾ 好った であら ふと、 其 時 は 頃 はしき 神學 

なる 者 は 無くして、 隨 つて 敎會 もな く敎派 もな く、 唯單 純なる キリストの 敎訓 のみ 存 して、 基督 敎は 

實に單 純 無 の 者であった であら ふと 、バウ a は 確かに 祌學の 元祖で ある、 彼微 りせば 基督 敎は 今日 

の 如く 面倒なる、 込 入った る 者で 無った に 相 遠ない、 余 は 實に或 時 はパゥ a の 居ら ざり しこと を 望む 

者で ある、 叉 は 居りし も 彼の 書翰 を 新約聖書の 中より 取 除きた く 欲 ふ 者で ある。 

山上の 達訓、 放蕩 兒の 話、 是れで 基督 敎は 足りて 居る ではない 乎、 何 を 好んで 神の愛に 就て 論究す 

るので あら ふ 乎、 バウ El は 基督 敎を 無理に、 叉 無益に 困難く した 者で はない 乎、 彼 は S 督敎を 神學化 

した 者で はない 乎、 バウ C1 の 在りし こと は 基督 敎に 取りて 最も 悲 むべき ことで はない 乎。 

然 かし 是れは 一時の 感 である、 基督 敎を 棰く淺 薄に 見た 時の 感 である、 殊に 余の 罪、 余の 救 濟に就 

て 深く 感じない 時の 感 である、 バウ 口 は 基督 敎を 困難く したので はない、 深く したので ある、 人の 心 

の 奥底にまで 達する 宗敎 としたの であろ. キリストの 敎訓を 傅 ふるに 止まらす して、 其 性格 を 究め、 

之に 由て 人の 行爲に 止まらす して、 其 本性 ま で を 改造す るに 足る の 眞理 を啓發 した ので ある、 實にパ 

•  ,  »  , 嘗 , »  9  ,  00、  9  9  ,  9  0  ,  9  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0 

ゥ P に 由 て 基督 敎は 宗敎 とな つたので ある、 道理に 合 ふ キリスト 崇拜は バウ n を 以て 始 つたので ある 

バウ u 欲り せば  一二 


バウ 口ぬ りせば  EI 

一 i 昔 書の 示す キリスト は 主として ラビ (敎師 ) としての キリスト である、 ラビ 我等 爾は 神より 来りし 

師 なりと 知る と-一 コ デモ は キリストに 向って 曰 ふた、 爾 うして 是れが 福音 記者が 主に 傳 ふる キリスト 

である、 爾 うして 若し キリストが 其れ だけの 者で あるならば 彼 は 孔子、 釋迦、 ソクラテスと 類 を 同う 

する 者で ある、 大 なる 敎師、 聖賢の 一 人、 而 かも 共 最も 大 なる 者、 其れ だけで ある、 彼の 血、 彼の 死、 

ふ,、 t  おも 

彼の 復活、 彼の 昇： 大に、 我等 人類の 生命に 關 はる 犬なる 3 呉理が 含って 在る とのこと は 主に バウ 口に 由 

て閬 明せられ た ことで ある。 

キリストに 傚 ひ、 彼の 如く 謙 遞 に、 彼の 如く 柔和に、 彼の 如く 勤勉に、 彼の 如く 慈悲なる ことが 我 

等 基督 信者の 目的で ある こと は 言 ふまで もない、 然しながら 扉に 沈める 我等 をして キリ ストの 完全に 

達せし むる の途に 就て は 我等 は 之 を 福 昔 書が 示す キリストの 敎訓 以外に 於て 求めなければ ならない、 

一 i 昔 書 は 人が 神に 到る の途を 示して 居る、 然 かし パ ゥ は 特训に 人が キリ ス トを 通う して 祌に 到る の 

途を 示した、 。ハウ B は 明白に 人と 神との 問に キリスト を篮 いた、 爾 うして、 斯 くして 人と 神との 關係 

を 間接に して、 二者の 間 を 離した やうで は あるが、 然 かし 神人 間の 中保者 を 確定し、 二者 を繁 ぐに 愛 

の 純金の 鍵 を 以てした、 問 接なる こと は必 しも 疎遠 ななこと ではない、 否な、 直接の 關係は 多く は陂 

れ 易い 關係 である、 媒介 者に 由らざる 夫妻の 關 係の 如き、 慈母の 愛 を 以て 繁 がれざる 父子の 關 係の 如 

き、 直接に して 返て 危き關 係で ある、 神と 人との 關係も 其 通りで ある、 直接なる は 望し き やう なれ ど 

も、 實際は 維持す るに 最も 困難なる 關係 である、 勿論 祌の 場合に 於て は 彼より 進んで 人との 關係を 絶 

つが 如き こと は 無しと 雖も、 人が 神の愛 を 誤解し、 彼の 正義 を 忿怒と 見做し、 終に 彼 を 離れ 去る の 場 
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合 は澤山 ある、 キリスト は 人 を ra: く 神に 繁ぐ ために 必要で ある、 キリスト を 明かに 中間に 居いて 神と 


人との 關係を 間接なら しめし パ ゥ ロは兩 者の 關係を 非常に 强 めた 者で ある。 

人 は 行爲に 因て 敕 はる k ので はなく して 信仰に 因て 救 はる \ の であると 言 ふた パ ゥ B は 如何にも 善 

行 を輕視 めた やうに も 見える、 爾 うして 或る 場合に 於て は キリストの 行爲其 儘を眞 似て、 自我 以外の 

力に 賴 まない 方が 救濟 の捷路 である やうに 見える ことがある、 然しながら 是れ 我等の 心に 永久の 平康 

を與 へる 途 でない こと は、 是れ亦 明かなる 事賁 である、 人 は 行爲に 因て 救 はる、 に 非す、 信賴に 因て 

救 はる k ので あると 聞いて 永久の 平和 は 初めて 我等の 心に 臨む ので ある、 我等 弱き 罪人の 完全に 爲し 

得る こと は實は 信賴の 一事で ある、 仁愛、 喜樂、 慈悲、 良 善、 溫柔、 撙節、 是れ 我等が 爲 さんと 努め 

て滿 足に 爲し 得る ことで はない、 是れを 完全に 爲し 得る ことが 救濟 であると な らば、 我等 は 失 せ ざ 

る を 得ない、 然し 我等に 一事 完全に 爲し 得る ことがある、 其れ は卽ち 信頼 卽ち 信仰で ある、 我等 は 神 

の 慈悲と 恩惠と { 有 恕とを 充分に 信す る ことが 出来る、 此 意味に 於ての 完全の 信仰 は 罪人なる 我等と 雖 

も 容易に 懐く ことが 出來 る、 然り、 我等の 罪が 深ければ 深い 程、 此 信仰 を 懐く ことが 容易で ある、 恰 

かも 病人の 疾病が 重ければ 重い 程、 醫師に 頼る の 心が 强く なると 同じで ある、 雨う して 若し 此 心が 神 

を 歡ば し 奉る に 最も 責 い 最も 實效 ある 心で あると 敎 へられて、 我等 は 始めて 永遠より 永遠に 涉る 深い 

强ぃ 堅い 淸ぃ 平和 を 全身に 感 する 事が 出來 るので ある、 人 は 信仰に 由て 義 とせら る、 と は實に キリ ス 

トの 幅 音の 眞髓 である、 此事 なくして 福音 は 福音で ない、 雨う して 此事を 最も 強く、 最も 明らけ く、 

n つ 最も 繁く宣 ベた 者 は 使徒 パゥ a である、 人 は 信仰に 由て 救 はる \ と は祌學 的 命題で はない、 是は 

深き 宗敎的 信念で ある、 基督 信徒の 平和の 依て 立つ 土臺を 一 一一 百 以て 表白せ る 者、 是れが 信仰に 因て 救 

はる、 との 敎義 である。 

バウ nsB りせば  五 


バウ "微 りせば  六 

バウ n は 雄 かに 基督 敎祌學 の 元祖で ある、 バウ 口 の 基督 論な くして 後世の すべての 煩雜 なる 基督 論 

は 無った であら ふ、 然しながら 兹に バウ 口の 神學に 就て 一事 我等が 忘れて はならない 事が ある、 卽ち 

バウ 0 の神學 たる 神擧 のた めの 祌學 ではなかった こと、 是れ である、 然り、 パゥ 口の 神學 たる 新たに 
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祌學を 建てる ための 神學 ではなく して、 舊き 死せ る 無用なる 祌 學を壞 つため の神學 である、 バウ 口の 

祌學は 明かに 反神學 的で ある、 多分 バウ 口 程 神 學論を 嫌った 者 は あるまい、 然しながら 己れ 祌學 を以 

て 育てられし 彼 は 神 學を壞 つため に 祌學を 用いた ので ある、 彼 は 敵 を 屠る に 其 武器 を 以てした ので あ 

る、 彼は單 純なる キリストの 幅 音 を 愛した、 然るに 彼の 敵が 祌學の 紛糾 を 以て 彼 を 縛らん とせし が 故 

に、 彼 は 同じ 網羅 を 以て 己 を 護り、 叉 其 敵を壓 伏せん としたの である。 ， ， 

其れが 故に 今に 至る も 神 學の縲 練を斷 つに 最も 有效 なる 武器 はパ ゥ & の 書翰に 顯 はれた る 彼の 祌學 

論で ある、 猶太 祌學を 破らん ために 物せ ちれた るパ ゥ P の 神學論 は羅馬 天主 敎神學 を 破る ために も、 

英國監 将敎會 神 學を破 るた めに も、 米國め 數^ りなき 宗派 神學を 破る ため にも 有力で あ る 、 今よ リ後 

誰も 我を擾 はす 勿れ、 我れ 身に イエスの 印 記 を 佩び たれば 也 (加 拉太書 六 章 十七 節〕 と、 此 確信に 基き し 

バウ P の 神學は 如何なる 神學を も掃攘 する に 足る、 叉 如何なる 祌 學も此 確信に 基く 彼の 祌學 を： 複 へす 

こと は 出来ない、 バウ！ 1 は 確かに 祌學 者であった、 然 かし 神 學 研究 を 目的と する 今の 祌學 者の 如き 者 

ではたかった、 彼の 神 學は祌 學掃攘 のた めの 神學 であった、 故に 寳際 的に 最も 有益なる 神學 であった- 

祌學が 悉く バウ の 祌學の 如き 者と なって、 信者 も 敎會も 祌學の 害 を 蒙らざる に 至る ので ある。 

なか  すで ナ で  しま 

。ハウ n 微 りせば、 然り、 パ ゥロ微 りせば、 パゥ 0 微 りせば 基督 敎は 業に 旣に 消へ て 了った であら ふ- 

或 ひ は 今^ ほ^して 居った にせよ、 ァ ルメー ーャの 山中、 或 ひは黑 海の 濱 あたりに 小なる 一宗 敎 として 


存 して 居った であら ふ、 バウ ロ微 りせば 基督 敎は^ 界的 宗敎と はならなかった に 相違ない、 隨 つて 我 

等 極東の 住民 は 終生 之 を 目に も环 にもす る ことが 出来なかった に 相違ない. - 

爾 うして 是れ必 しも バウ 口 の傳道 151： 域の 世界的な りしに のみ 因る ので はない、 散布の lEi 域 は 如何に 

廣く とも 生氣の 薄い 種 は 永く は 繁殖し ない、 基督教が バウ 口に 由て 世界的に なり、 又 永久 的に なった 

に は 地现的 以外 何に か 他に 理由が なくって はならない、 雨う して 其れが バウ 口 の傳 へし 敎義の 性質に 

存せ しこと は 言 ふまで もない、 パゥ ti に 由り て 基督 敎は 濃厚に して 精鋭なる 者と なった、 福音 其 物 は 

美 は 美で あつたが、 然 かしま だ 人、 殊に 罪人の 良人 を 刺 通し、 其 暗 處に存 する すべての 邪悪 を 露出し、 

之 を 神の 前にまで 引き 來 りて、 赦免の 恩 惠に與 からしむ るに は 足らなかった、 人の 罪の 餘 りに 犬なる、 

や 一 ひ oooooooocoooooooococf  co  oooooooooooooo^-  0  0  0  0 

優しき イエスの 言の みに て は 之を滅 すに 足らなかった、 故に 神 は 1  非に 生れし バウ 口 を 起し、 彼 をして 
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己に 罪の 赦免の 恩惠を 充分に 味 はしめ、 而 して 世界の 萬 民 をして 彼に 由て 同じ 恩 惠に與 からしむ るの 

0  0  0  0  0  0  0 

途を 設け 給 ふた。 

實に 四； i 昔 書 は 我等の 良心の 外より 働ら き、 バウ a の 書翰 は其衷 より 働く、 前なる 者 は 太陽の 如く、 

其 和煦を 以て 外より 我等 を 燥め、 後なる 者 は 地中の 水の 如く、 其 濕潤を 以て 衷 より 我等 を 萌芽 さしむ、 

イエスの 恩惠 我等 を取卷 き、 使徒 等 (殊に パゥ 口〕 の勸吿 我等 を勵 まして 我等 は 終に 救 はる k ので あ 

る、 使徒 等の 遣せ し 書翰 は實に 福音の 半分で ある、 是れ なくして はィ H スの 敎訓も 充分に 其 目的の 效 

を 奏しない ので ある、 若し 大 なる 使徒に も 劣らず (哥林 多 後書 十一 章 十二 節〕 して 倒ら きし 使徒 パゥ 口が 

なかったならば ィ H ス の 福 昔 も 半 は 其 救靈の 能力 を 失 ふで あら ふ。 

し iB/、  いはれ 

故に 近頃 我等の 屢々 耳に する 「パゥ 口より ィ H スに 還れ」 との 或る 祌學者 等の 聲は 全く 謂な き 言で 

ぺ ゥロ微 りせば  七 


パゥ I：  sw り せ ば 

ある、 我等 は パゥ！ ^を 離れて ィ H スに 還る こと は 出来ない、 我等 は バウ" に 由て イエスに 携 来られた 

る 者で ある、 故に 若し パゥロ を 離れるならば ィ H スをも 離れざる を 得ない 者で ある、 バウ 口に 由て 觀 

ざる イエス は 我等， 新人 を 救 ふために は 至て， 能力 弱き ィ H ス である、 パゥロ は 我等が ィ H スを其 萬 善の 

种 性に 於て 解す るた めに 必要で ある、 バウ 口な くして ィヱス は 解らない、 バウ たくして 基督 敎は消 

えて 了 ふ、 バウ 口 はパゥ n のために 貴い ので はない、 彼 は 神の 遣し 給 ひし 使徒と して 貴い ので ある、 

せ は 神の 定めし 旨と 預め 知り 給 ふ 所に 應 ひて (行傳 二 章サ三 節) 遣され た 者で ある、 故に 我等 彼 を 排斥 

して 終に は祌 を.^ 斥す るの 扉に 陷ら ざる を 51^ たい、 故に 余 は 今 も尙ほ 敬虔 以て パゥロ の 書翰 を 研究し 

四 iF.? 昔 書 同様、 神の 言 として 之 を 戴く 者で ある。 


神に 關 する 思想 

無神論と 有神論、 自然 神 敎と萬 有 神 敎と唯 一 祌敎 との 區別 

神に 關 する 思想に 數 限りない、 然れ ども 之 を 左の 一 一種に 大別す る ことが 出来る、 

} 一 一、 有神論 

H 無神論と は 讀んで 字の 如く 神 は 無い と 云ふ說 である、 卽ち 萬椒の 起原と 其 持 綾と を 神 (靈) 以 

外の 力に 歸 せんとす る說 である、 或 ひ は 物質の 無限 存在 說を唱 へ、 或 ひ は 力の 無窮 行動 說を道 ふ、 或 

ひ は 更らに 進んで 宇宙 偶然 形成 說 となり、 或 ひ は 極端の 不可 識說に 走る、 然 りと 雖も る 所、 無神論 

は 物 を 先にして 靈を 後に する より 起る 說 である、 而し て 人 自身が 靈的實 在 者 であるが 故に、 彼に 由て 

絕對的 無神論の 唱 へられん こと は 不可能で ある、 世に 無神論 を唱 へて 憚らない 人が あるが、 然し 大抵 

の 場合に 於て は、 彼等 は自 から 之 を 確信して 唱 ふるに あらす して、 世の 淺 薄なる、 而 して 時には 傲慢 

にして 不道德 なる、 所謂 「有神論」 に對 して 之 を ふるので ある、 吾人 は 人が 神 は 無しと 唱 ふる を 聞 

いて、 直に 彼 を 目して 無祌 論者と 見做して はならない、 吾人 は 先 づ彼は 如何なる 神 を 無しと 云 ふ 乎、 

其 事を究 むべき である、 今の 敎會 の唱 ふる 神 を 無しと 云 ふ も 吾人 は 決して 無神論者で はない， パ リサ 
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ィ宗の 立場より 見て ィ H ス キリスト は 無神論者であった、 羅馬 天主 敎會の 立場より 見て ル ー テル、 力 

ルビン は 同じく 無神論者であった、 英國の 聖公會 は 一 時 は 其 離反 者た るゥ H スレ. "を 無神論者と 認め 

た、 カル ビン 主義 を 奉す る 長老 敎會 すら、 哲人 ノ —パリスが 「神 を 以て 醉 ふたる 人な り」 と 言 ひて 辯 

護せ し哲 學者ス ピノ ー ザ を 無神論者 なりと 稱 して 彼 を 追 翁して 止まなかった、 近世に 至り 人道の 大戰 

士 たりし トマス • ペイン は 無神論者の 名 を 以て 印 記せられ、 渐く 彼の 死後 百年の 今日に 至り 彼 は此汚 

名より 脫 する ことが 出来た、 天然 學者ハ ムボ ー ルトは 第 十八 世紀に 於け る 第一流の 學 者であって、 博 

愛、 敬虔、 共に 群を拔 くの 人で ありし にも 關 はらす、 彼が 常時の 敎會の 信仰に 冷淡な りしが 故に、 無 

祌 論者の 汚名 は亦此 名士の 上に も 冠せられ た、 然るに 彼れ 死して 後、 或 人 は 曾て 彼 を 辯 護して 曰 ふた、 

神の 名 を ：！ に唱 へざる も、 宇宙に 法則の 行 はる k を認 むる 人 は 無神論者に あらす、 ハム ボルト は 

ち. し  ■ 

宇宙 を 法則 的に 解して 自 から 有神論 者なる を證 せり 

と、 誠に 世に は 無神論よりも 更 らに惡 しき 無神論が 行 はる、 ので ある、 卽ち 口に 有 神を唱 へて 身に 無 

神 を 行 ふ 無神論で ある、 ィ H スが 無神論者で あつたので はない、 彼 を 殺した る祌學 者と パリ サイ 宗の 

人 等が 眞寳の 無神論者で あつたので ある、 余輩は未だ.：^ニ」：止直なる學者にして絕對的無祌論者でぁる 

0  0  0O00OO0O00OOC00 

者の 世に 在りし 事 を 知らないの である。 

^_ 祌は 無しと 云 ふ 說に對 して 神 は 有る と 云 ふ說が ある、 宇宙 は自 から 成り 叉自 から 己 を 維持す る 

にあら すして、 或る 他の 力に 由て 成り 又 己 を 維持す る 者で あると 云 ふ、 卽ち 宇宙 は 全能に あらす して、 

全能なる 者 は 宇宙 以外に 有る と 云 ふ、 是れが 有神論で ある、 然し 神 は 如何にして 在る 乎、 此 問題の 解 

決 如何に 由て 有神論 は又數 派に 別れる ので ある、 之 を 左の 三 派に 大別す る ことが 出来る、 


AT 自然；^ 敎 

B、 萬 有祌敎 

で/  t イズム 

c、 唯一 神敎 

幻 自然 神 敎の唱 ふる 所に 由れば、 祌は 有る、 宇宙 は 彼に 由て 造られた に 相違ない、 然し 神の 造りし 

宇宙 は 完全で あるが 故に 彼が 今 之に 干涉 する の 必要 はない、 恰 かも 大 機械 師に 由て 作られた る 機械の 

如く， 宇宙 は 神の 手 を 離れて 以來自 働 的に 運轉 する 者で ある、 祌は之 を 造化の 發 端に 於て 認める こと 

が 出来る、 然れ ども 其繼 綾と 維持と に 於て、 隨て叉 人類の 萬 事に 於て、 神の 行動 を 認める こと は出來 

ない、 神 は 主として 造物主で ある、 攝理 者で はない、 神は崇 むべき である、 然れ ども 其 援助 を 仰ぐ も 

無益で ある、 天然 は 法則に 從て 進み、 人類 は 道理に 由て 歩む、 宇宙 は 玩具で はない、 人類 は小兒 では 

ない、 二者 共に 神の 問斷 なき 干涉を 要する 者で ない、 祌は今 は 宇宙と 人世と を 離れて 其 外に 立ち 給 ふ • 

而 して 天然と 人類と は 獨り自 から 其賦與 せられし 法則に 從ひ、 其 定められし 目的に 向て 進む 者で ある 

と 0 

^ 神 を 宇宙の 外に 置て 自然 神敎が ある、 神 を 宇宙の 中に 留めて 萬 有 神敎が ある、 前者 は 一一 一一 n ふ、 神 は 

機械 師 であって 宇宙 は 完全なる 機械で あると、 後者 は 曾 ふ、 祌は靈 魂であって 宇宙 は 其身體 であると- 

前者 は 言 ふ、 完全なる 自働的 宇宙 は 其 神より 賦與 せられし 能力に 由り て、 今や 彼に 頼らす して 獨り自 

から 開發 進化す る ことが 出來 ると、 後者 は 言 ふ、 宇宙 は 神と 同體 にして 彼 を 離れて 寸時 も 存在し 得る 

者に あらす、 誠に 使徒 バウ n の 曰 ひしが 如く 我等 は 被に 頓 りて 生き、 叉 動き、 又存る こと を 得る 者で 

あると (行 傅 十七 章サ八 節)、 神を餘 りに 遠く 離ら したの が 自然 祌敎 である、 餘 りに 近くに 引 寄せた のが 

神 に 翻す る 思 ？れ  一 111 


神に にす -0  0  %  一  に 

冇祌敎 である、 前者が 祌は 星界の 彼方、 宇 {.m の 外に 在し 給 ふと 言 ふに 對 して、 後お は祌は 天上 天 下 

地上 到る 所にまで^ 在し 給 ふと 云 ふので ある、 自然 祌敎に 神 を 敬して 遠け るの 危險が あり、 萬 有神敎 

に 祌に狎 れて之 を輕ん する の 傾向が ある、 祌を 草に 於て 見、 蟲に 於て 見、 世の 惡 人に 於て すら 見て、 

彼 は 終に？ おむべからざる 者と なる ので ある。 

§ 唯一 神敎は 0 然神敎 と 萬 有神敎 との 間に 立て、 二者の 眞现 を；；^ 合する 者で ある、 宇 は 神の 造り 

たる 者で ある、 而 して 神 は 今猶ほ 宇，： a の 中に 在りて 造化の 活動 を 繼け給 ふ、 宇宙 は 完成され たる 者で 

ない、 故に 祌の手 を 離れて 獨り自 から 發 達する ことの 屮 Z 來る 者で ない、 又 未成の (千- W は 以て 完全に 神 

を表顯 はすに 足りない、 祌 は字宙 の 中に 在りて 觸らき 給 ふ、 然し 宇宙 を 以て 義 きる^で はない * 宇 苗 

は大 なりと 雖 も 祌は宇 {£ よりも 大 である、 宇宙 は 常に 祌 より 力の 注入 を 受けて 其 生長 發達 を繼 くる 者 

である >  我等 は 草と 蟲 とに 於て 祌のカ を 見る、 然し 祌 御自身 を 觀 ない、 祌は宇 笛を踪 合した る 者で は 

ない、 彼 は 其れ 以上で ある、 祌は 人類の 友で あると 同時に 叉 其 父で ある、 故に 親むべく して 叉崇 むべ 

き 者で ある、 自然 祌敎の 誤謬 は 神を嚴 父と して 見て、 之 を 遠くる にある、 萬 有 神 敎の誤 護 は 彼 を 兄弟 

として 見て 之に 狎る& にある、 然れ ども 唯一 祌敎の 長所 は 彼 を 父と し 見、 又 友と し 見て、 彼 を 完全に 

解す るに ある。 

無神論 は 吾人の 耐え 得らる i 所でない、 祌 なし、 靈魂 なし、 愛な し、 唯-百 目の 力と 無感の 物質 ある 

のみと 云 ふ、 若し 宇宙と 人生と が斯 かる 者であるなら ば、 哲人 セネ 力の 曰 ひしが 如く 

最も 幸福なる こと は 生れ ざり しこと なり、 其 次に 幸福なる こと は 1 日 も 早く 死す る ことなり 


である、 無神論 は 意味な き 宇宙と 目的な き 人生と を 吾人に 提供す る 者で ある、 吾人 は 之 を 信じて (若 

し 信じ 得る として) 絶び ffl の 人と 成り 了らざる を 得ない。 

然 らば 自然 神敎は 如何で ある 乎と 言 ふに、 是れ 叉實際 的に 多く 無神論と 異ら ない 者で ある、 神 は 在 

ると 雖も 達すべからざる 者で あると 聞いて、 彼 は 吾人に 取りて は 無い と 同然の 者と なる ので ある、 

我 袖の なみだに とまる 影と だに 

知らで 雲井の 月 やすむらん 

天上の 高き に 在して 下界の 慘事悲 事 を 見て、 降て 之を援 けんとせ ざる 神 は 我 神と して 仰ぐ に 足りない、 

ssf に 吾人の 崇拜 物た るに 過ぎざる 神 は 木石 を 以て 刻まれた る 偶像と 何の 異なる 所 はない、 然り、 斯か 

る 神 は 偶像に も 劣る ので ある、 偶像 は 耳 無き が 故に 聽 かないの である、 然るに 自然 祌敎の W する 神 は 

耳 有 て聽 かないの で あ る 、 無情 是れ よりも 大 なる はない、 自然 神敎は 到底 吾人 の 心靈的 要求 を充 たす 

に 足りない。 

然 らば 萬 有 祌敎は 如何と 云 ふに、 其 中に 多くの 愛すべき、 慕 ふべき、 麗 美的 眞 理の存 する こと は 明 

かで ある、 神 は 風に 於て 在り、 水に 於て 在り、 彼 は 花に 在り て^き、 星に 於て 輝く と 聞て、 何人も 其 

誘引 力 を 感ぜざる を 得ない、 神 は 無い ので はない、 勿論 在る、 祌は 天 の 高き に 在す ので はない、 地の 

低き に 在して 吾人 を繞圍 し、 吾人 を 保育し、 母が 其 子 を 手に 取りて 育む が 如くに、 吾人 を 其 大聖 手な 

る 地の 上に 置て 愛撫し 給 ふと、 萬 有 祌敎は 科學と 衝突し ない、 叉 詩歌 美術 を 供す るに 足る、 萬 有祌敎 

に理 があって 又 情が ある、 宜べ なり、 ス ピノ ー ザの 如き 理性と ゲ ー テの 如き 情 性と が齊 しく 喜んで 之 

を 受けし や、 余 耀も亦 時には 其麗 美に 惹 かされ、 嚴正 冷酷なる 唯一 祌敎を 去て、 寬 容溫柔 なる 萬有祌 
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敎に 行きた く 思 ふ ことがある。 

然しながら^ 有 祌敎の 歷美は 表面的で ある、 少しく 深く 之 を 探り 見て、 其 中に 多くの 失望の 種子の 

港 匿し ある を 認めざる を 得ない、 萬 有が 若し 神であるなら ば、 或 ひ は 若し 神の 完全なる 自顯 であるな 

らば、 何故に 其 中に 罪なる 者が ある 乎、 何故に 萬 有 は 相互 を 毀損し、 互に 相 (！^ ひ、 相鬪 ふので ある 乎" 

叉 萬 有 は 果して 神の 如くに 無窮なる 乎、 之に 依頼 性の ある は 如何、 萬 有 は 我が 靈 魂の 聲を閜 く か、 我 

は 萬 有を與 へ らる k も 之 を 以て 滿足 する ことが 出来る 乎、 

人、 若し 全^界 (全 宇宙) を 得る とも 其 生命 (靈 魂) を 失 はぐ 何の 益 あらん 乎 

との ィ H スの 一一 百 は 我が 全身 全靈に 響き 涉る聲 ならす や、 宇宙 は 美で ある、 然れ ども 其 美 は 我の 全 性 を 

滿 足さす る 美で はない、 我に は尙ほ 宇宙 以上の 美の 要求が ある、 卽ち 神の 聖 額の 美を拜 せんとす るの 

要求が ある、 而 して 其の 美た るゃ樓 花が 旭日に 香 ふ 美で はない、 夕陽が 富 士の巅 を 照らす 美で はない _ 

十字架の 上に 首 を 低れ 

事竞 りぬ 

と 叫びし キリストの 美で ある、 我が 衷に は 萬 有 神 敎を以 てす るも充 たす 能 はざる の 空虚が ある。 

而し て 其 理由 は 明白で ある、 人 自身が 神 の 性 を 佩び て 無限 的 であって 宇宙 以 上で あるから である、 

神の 理想 は 措て？ I はすと して、 人の 理想 も 亦 宇宙 以上で ある、 人 は 其の 理想 を 宇宙より 受けた ので は 

ない、 直に 神より 受けた ので ある、 故に 彼 は 宇宙に 同化すべき 者に あらす して、 宇宙 は 彼 (人) に 同 

化すべき 者で ある、 宇宙 は 未だ 完全なる 者で はない、 之 を 完成す るの 職分 を 神 は 人に 委ね 給 ふたので 

ある、 故に 人が 宇宙 を 以て 神と 同視す る は 自己 以下の 者 を 以て 神と 見做す と 同然で ある、 神 を 宇宙 大 


に 解す るの も、 亦-： H 由 性に 解す るの も、 彼 を 人 以下に 解す るのと 等しく ある" 

萬 有 神 敎に尙 ほ 一 つの 大 なる 缺點が ある、 其れ は 明，：：： に 善惡を 別す る ことが 出來 ない 事で ある、 

若し 萬 有が 神の 完全なる 自顯 であるならば、 其 惡事も 亦 神の 行爲 である、 而 して 萬 事 を 天然より 學ぶ 

に 至て、 人 は 必然的に 天然まで 墮 落す るので ある、 昔時に 於け る希獵 人の K 落、 文學 復興 時代に 於け 

る^ 太 利 人の 墮落、 叉 所謂 『自然主義』 を唱 へて 恥と せざる 日本人 現 時の 墮落は 皆な 兹に 基く ので あ 

る、 天然 は 神の 作で ある、 然れ ども 未だ 神の 理想に 達した る 者で はない、 人 は 神の 子で ある、 故に-太 

然 よりも 遙 かに 神の 理想に 近き 者で ある、 故に 人 は 直に 神に 學 ぶべき 者であって、 天然に 學 ぶべき 者 

ではない、 神の 生み 給へ る 一 子に 於て 神 を瞻ん とせす して、 天然に 於て 彼 を 見ん として、 人の 倫理的 

感覺は 鈍らざる を 得ない。 

兹に 至て 余輩 はモ ー セ、 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 イエス、 バウ rt 等に 由て 唱 へられし 古き 舊き 唯一 神敎 

に歸ら ざる を 得ない ので ある、 之に 元始に； 大地と 其 中に ある 萬 物 を 造り 給 ひし 神が ある、 之に 义 イン 

マ ヌ H ルと稱 へられて 人類と 共に 在し 給 ふ 神が ある、 而 して 一 一 者 は 二つの 神で はない、 同 一 の 神で あ 

る、 宇宙 を 作り、 其 上に 在り、 其 中に 降りて 之 を 保育し 給 ふ 神で ある、 此祌は 自然 神敎の 供す るが 如 

き 高き に 居りて 字宙と 人生 とに 干與 はらざる 無情 無感 の 神で はない、 然れ ばと て 宇宙 の 中に 閉籠 めら 

れて、 天然 以外に 何事 を も爲し 得ざる 神で もない、 彼 は 宇宙 を 造て 宇宙よりも 大 なる 祌 である、 宇宙 

を 以て 徐々 として QI 己を顯 はし 給ふ祌 である、 彼の 意 旨が 人の 道で ある、 人 は 宇宙に 由て 大に 神に 就 

て 知る 所が ある も、 彼の 意 3s は 之 を 直に 彼に 就ての み識る ことが 出来る、 

夫れ 人の 情 は 其 中に ある 靈の 外に 誰か 之 を 知らん や、 此の 如く 神の は 神の 靈の 外に 知る 者な し 
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と (哥林 多 前 * 二 章 十一 節〕、 基督 者が 此 世 に 在て 此 世め K でな きが 如くに、 人 は 此.； 丄 S に.^ て此宇 {£ の 

屬 ではない、 彼 は 神の S である、 故に.： を 通しての みならす、 叉 直に、 然り、 特に 直に、 祌と 交通 

する 者で ある。 

萬 有祌敎 のみ 能く 科學と 和合して、 唯 一 神敎は 之と 衝突す る 者で あると 言 ふは大 なる 誤謬で ある、 

宇宙 は 宇宙 を 以て 解釋 する こと は出來 ない、 叉 宇宙 以外に 出ざる 神 を 以て 解釋 する こと は^ 來 ない、 

宇宙 は 宇宙よりも 大 なる、 且つより 完全なる 神 を 以ての み解釋 する ことが 屮 I 來る、 若し，： 千宙 以外に .1 

がないならば、 •： 千宙も 人生 も 失 Slf: である、 二者 共に 依 賴的資 在 物で ある、 故に 獨り自 から 發達 上進す 

る ことの 出来る 者で ない、 宇宙 以外に より 犬なる 且つより 完全なる 祌が 在て、 完全の 现 想に 向て 之 を 

導きつ、 あり 給 ふと 知れば こそ、 宇 {€ にも 人生に も 無限の 希 §11- が^する ので ある。 


神に 關 する 思想 

其 一 無神論と 不可思議 論 

神に 關 する 思想に 様々 あるが、 之 を 左の 四 種に 大別す る 事が 出来る。 

第 一 、 無神論 Atheism. 不可思議 論 Agnosticism. 

第一 一、 自然 神敎 Deii. 


第三、 汎神論、 萬 有祌敎 Pantheism. 

第 ra、 有神論 Theism. 

無神論 は讀ん で 字 の 如く 祌 は 無しと 云ふ說 である。 日本に 於て は 中 江 兆民 並に 幸德 秋水 に 由て 公然 

と 口 へられた る說 である。 然し 西洋に 於て は實 際に 無神論 を唱 ふる 者 は 至って い。 所謂 「無神論者」 

なる 者 は 大抵 は敎會 者に 斯く稱 せらる i 者で ある。 有名なる トマス • ペインが 其 好き 例で ある。 彼 は 

熱心なる 有祌 論者で ありし に拘 はらす 當 時の 敎會 に反對 せし に 由り 無神論者の 汚名の 恪印を 押された 

ので ある。 又 グラッドストンの 政敵たり し チヤ I ルス. ブラッド ロ| の 如き、 正義 人道の 熱愛者たり 

しに 拘 はらす 英國の 基督 信者 全體に 無神論者 として 取扱 はれた 者で ある。 私の 如き 若し 英國に 生れた 

ならば 其 國敎會 (si 公會) に 無神論者 として 极 はれた に 相違ない。 英國に 生れす して 誠に 幸福で ある。 

酉洋、 殊に 英米 ニ國に 於て は 無神論者 は 主として 敎會が 製造した 者で ある。 是 等の 所謂 無神論者 は祌 

は 無い と 云うた ので はない、 敎 會の敎 ふるが 如き 淺酷 にして 不公平なる 神 は 無い と 云うた ので ある。 

玆に 於て か 絕對的 無神論者なる 者 果して 有り やとの 問題が 起る ので ある。 そしてべ ー コ ン、 ァヂソ ン、 

ァ ー ノ ルド 等の 諸 大家 は 「無し」 と 答へ たので ある" 神 は絕對 的に 無しと 云 ふ 者の 有り やう 害な しと 

云 ふので あった。 そして 若し 斯 かる 論者が あつたと すれば、 それ は 感情的に 唱 ふるのであって 理論的 

に 確と 信す るので ない。 敎 會と敎 職と を 嫌 ふが 故に 彼等の 唱 ふる 神 を 嫌 ひ、 其 存在 を 否定す るの が 常 

である。 然し 乍ら 時には 終始 一 貫せ ろ 無神論者 たきに 非す。 ホイ ヱル バッハ (F212.bach) の 如き は 

其 一 人で ある。 彼 は 曰うた 

太陽が ある 如く 明，：：： に、 晝が ある 如く 確 實に祌 は 有る 事な し 

紳 に 關 すろ S 想  一九 


； t に^する b; 究  二  o 

と- リ グス ク.. ン • フ E 1 レンス (Gustave  Flovu.ells)  M/N 

我等の 敵は祌 である、 祌を： W む 事が 知 H 抓 はの 始 である、 人類が 若し 進歩す るなら ば、 それ は 無神論 

の 基礎の 上に 立って^ ある 

と。 幸德 秋水 も 度々 之に 類す る 事 を 首うた。 然し 斯 かる 確信の ある 無神論 は 稀れ である。 我等 は 之に 

對し 反駁 を 試む るの 必要 を 感じない。 

無神論に 似て それよりも 理論的に 遙 かに 有力なる は 不可知論 又は 不可 思議 論 (Agnosticism) で あ 

る。 E だは ハツ キリと 祌は 無しと は 云 はない、 有る 乎 も 知らないが 知る ベから すと 云 ふ。 人 問に は祌と 

云 ふが 如き 現象界 を 離れた る 者 を 知る の 能力な しと 云 ふ。 神の 存在、 其 歸性等 を 究めん とする は、 地 

球に 背した る 月の 华 面に 就いて 思議す るが 如き、 不可能の 業で あると 云 ふので ある。 そして 不可思議 

論の 有名なる 主唱 者 は トマス . ハク スレ —であって、 彼の 論鋒に 當 るべ からざる 者が あった。 英國の 

基督 敎會は 彼の 爲に 非常に 苦しめられた。 不可思議 41 は 第 十九 世紀 の 後 牛 期 に 於け る 學者 の 信仰 茵條 

であった。 ハ —バ |ト • ス ペン サ I は哲學 者と して、 レズリ1 スチ一ブンは文學^|<-として此說を唱 

道した。 その 如何に 侮るべからざる 說 である 乎 は 之に 由ても 知らる。 問題 は 認識論の それで ある。 

r 識る」 と は； r そやとの 問題で ある。 祌は 勿論 物を識 るが 如くに 識る こと は屮 I 來 ない。 我等 はまた 幾 

の 命題 を設 明す るが 如くに 神の^ 在を證 明す る 事 は 出来ない。 然し 乍ら 人 は 自己 を 識り叉 相互 を 

識る。 人に 知己 ありと は 不可思議で ない。 神 を 知る の 知識 は此 種の 知識で ある。 祌は時 問 空間に 箧く 

ことか 出来る 實在 物で ない が、 然し 彼が 實在 者で ある 事 は 充分に 思惟す る 事が 出來 る。 若し 祌は 思議 

十る 能 はすと 云 ふなら ば、 世に 思議す る 能 はざる 者が 許 多 ある。 故に 不可思議 論の 歸着 する 所 は 懐疑 


說 である。 何事 も 不明なる に 至る。 ハク スレ ー 夫人が 其 夫の 墓碑に 彫附 けし 碑文 は 有名で ある。 

懼る k な 淚の裡 に (K: 會を) 待つ 者よ 

彼 (神) は 今 猶ほ其 愛する 者に 睡眠 を 與へ給 ふ。 

若し 永久の 睡眠な らん 乎 そ は 最善の 者 たるべし。 

是を聖 めら れ たる 不可思議 論な りと 云 はん 乎。 

然し 乍ら 無神論 は 論で はなく して 事實 である。 神 は 無しと 唱 ふる 者 必 しも 無神論者 でない、 神 は 有 

ると 言 ふ者必 しも 有神論 者で ない。 明， 日に 無神論 を唱 ふる 者 は 甚だ 尠 しと 雖も、 神 は 無き が 如くに 行 

ふ 者 は濱の 砂よりも 多く ある。 人 は 大抵 實際的 無神論者 である。 基督 信者と 稱 する 人まで が 大抵 は然 

いつは あなど  も の  ねす  いまし t;! 

りで ある。 神 を 詐り慢 り、 神の 所有 を竊 む。 神の 誡命を 守らざる 事、 彼 は 有る も 無き が 如し。 無神論 

の 不合理なる は 云 ふまで も 無い が 神 は 有る と唱 へて 無き が 如きに 振舞 ふ 者 は 無神論者 以上の 罪人で あ 

るリ 

其 二 自 然神敎 

神 無しと 云 ふが 無神論で ある。 祌 有る や 無き や 知る ベから すと 云 ふが 不可知論 叉 は 不可思議 論で あ 

る。 祌は 有る、 然れ ども 其れ は 基督教の 聖書が 示す 如き 奇跡と 稱 して 天然の 法則 を 破りて まで 自己 を 

人に 顯 はさんと する が 如き 者で ない。 神 は 天然の 理 であり 宇宙の 原因で ある。 故に 道理 を 以て 天然 を 

通う して 探り 求むべき 者で あると 唱 ふるが 自然 神教 である。 故に 自然 神敎は 主として 學者 殊に 哲學者 

神に 齒 する a 想  ニー 


神に 問す る 研究  ニニ 

の 11^ 仰で ある。 第 む 八枇紀 の學者 政治へ 尿の 宗敎は 大抵 自然 神敎 であった。 有名なる ボル テャ、 彼の 弟 

子たり しフ レデ リツ ク 大王、 米國の フランクリン、 ヮ シ ン トン、 ジ H フハソ ン等は 凡て 自然 祌敎； 一:^ 者 

として 分類 さるべき である 。そして 义 プラト ー を 始めと して デカルト、 ライプ- ッッ、 ウルフ、 カン 

卜に 到る まで、 大哲學 者の 祌に關 する 信仰 は 凡て 自然 神敎 的であった と  一一 一 5 はざる を 得ない。 其 ^ に 高 

い 貴い 者の ある は 言 ふまで もない。 詩人 ヮルヅ ヮスの 曰 ふ 

天然 を 通う して 天然の 神に 到る 

との 信仰で ある。 其 意^に 於て 凡ての 基督 信者が 其 信仰の 一 面に 於て 自然 祌敎 信者で ある。 祌は萬 物 

の屮 心であって 其繁 ぎで ある、 宇宙の 原因で ある。 宇宙 はまた 完全なる 機械であって、 其れ 自身に て 

運轉 して 誤らす、 其 發端を 全智 全能の 神に 受けて 餘は獨 り 開展し 獨り發 達する と 云 ふ。 宇宙と 人生と 

を斯 くの 如くに E て 見えない 事 はない。 我等 も 亦 カントと 共に 「我が 上に は 星の 空 あり、 我が 衷には 

道 德の法 あり」 と 言 ひて 人た るの 貴 尊 を 維持す る 事が 出来る。 

然し 乍ら 自然 神 敎を以 つて 我が 信仰の 全部と 見る こと は 出来ない。 神 は單に 造物主で ない、 萬 物 を 

造りて 今 は 天の 高き に 在して 遙 かに 其 發達を 見て 樂 しみ 給 ふ 者で ない。 彼 は 八， も 猶ほ萬 物の. s: に 在り 

て 働き 給 ふ 者で ある。 神學の  一一 一一 n 辭を以 つて 云 ふなら ば 「神 は emmaneiit, 外在し 給 ふの みならす 亦 

imm;u-<-nt- 内在し 給 ふ」 である。 宇宙 は 神の 手 を 離れた る 完全なる 機械で はない、 今 猶ほ聖 手の 內に 

：:^ して 其 保育の 下に 在る。 宇宙 は大 なりと 雖も 神の 御 心 を 示す に 足りない。 

それ a ゴ ス肉體 と 成りて 我等の 問 に 寄れり、 我等 その 榮を 見る に 誠に 父の 生み 給 へ る獨 子の 榮に 

して 恩寵と 眞實 にて 充てり ( ヨハネ 傳ー 章 十四 節) 


と 云 ふが. g き a 理は之 をた. ぐの 天然に 由て 識る こと は 出来ない。 道理と 天然と は 人生の 大事 實 なる 罪 

を說 明せ す、 また 之 を 除く の 途を敎 へない。 玆に 於て か 神の 自顯の 心 要が 起る。 科學 と哲學 丈け では 

足らす、 祌の聖 皆の 示顯に 基け る 宗敎 の 必要が 起る。 要す るに 自然 祌敎は 祌に關 する 不完 全なる 13- 方 

である。 神の 半面 を a て、 他の 半面、 而 かもより 深い 半面 を 見ざる 見方で ある。 隨 つて 其 結果た る 基. 

敎的 有神論に 及ばざる 遙 かに 遠し である" ボル テャ傅 を 讀んで 人 は 皮肉 家に 成り 易く、 フラ ンクリ 

ン傳を 護んで 人 は 常識に 長け る も 熟 信 家に はならない。 祌を 天の 彼方に 遠くより 拜 せんとして、 我心 

に迎 へ て 彼と 偕に 歩まん としない からで ある。 

^ま i^Jtsf に 祈 禱の心 は 起らない、 そ は 彼 は 何事 も 天然の 法則に 出て 行 はれ、 神が 之に 關涉し 給 

ふ 事 は 無い と 信す るからで ある。 彼 は 形而上 學 的の 神 を 信す るので あって、 實際 的に 倒き 袷 ふ 彼 を 信 

じない、 故に 天然の 法則に 從 つて 行 はんと 欲する 以上に、 義を行 ひ 不義 を斃 さんと 欲する 心 は 起ら 

ない。 若し ヮ シン トン ゃジ H フハ ソン の 如くに 自由 獨 立の 爲に戰 ひし 人 ありと すれば. それ は 彼 は 彼 

の 信仰 以上に 行うた ので ある。 歐米諸 國に唱 へられし 自然 祌敎が 注々 にして 其 主張 以上に 出し は、 濃 

厚なる 某 督敎的 環境の 内に 唱 へ られ たから である。 ワシントン が獨り 跪いて 祈る を 目 撃した る 人 あ 

りと 云 ひ、 フランクリンが 米 國議會 開 會に當 つて 神に 祈 禱を捧 ぐべき を 主張し、 それが 傳統的 習慣と 

して 令 日 猶ほ行 はる & 如きが 其 例で ある。 要するに 自然 祌敎も 亦 一 の學說 たるに 過ぎない。 人 は その 

最善の— 瞬？？ に 於て 祌の 救扬を 求め、 いと 近き 援助 者と して 彼に 依り 键る。 學說 として は 祈禱を 否 認し 

て、 贲際 として は 之 を 是認す る。 神 を 天帝と 稱し、 造物主と 呼んで 遠くより 之 を 敬 ふ は 彼を拜 する の 

途 でない。 。ハウ 0 がァ テン ス の學者 達に 言 へ るが 如くに 

神に？ * る 二三 


神に Ml- する 研究  二  £ 

祌は 我等 各ん を 離る.^ こと 遠から ざる 也 

である (行傳 十七 章サ七 節」。 勿論 我等 神に 近づいて 彼に 狎る、 のでたい" 彼 は 人が 彼に 狎れ すして 近 

づき 得る の 途を備 へ 給うた。 自然 神敎が 求む る 凡ての 條作を キリストの 福 昔は充 たす、 そして 充 たし 

て 更に 多く を 之に 加 ふ。 道理と 天然と が 我等 を 導く 所 は 自然 神敎に 止まらない、 ィ H ス キリストの 御 

父なる 眞の 神にまで 我等 を 到らし む。 力の 祌、 法則の 神、 道理の 神 を 通過して 更に 愛の神にまで 到ら 

しむ〕 我等 は 自然 神敎を 背理と して 爽 ない、 福音の 眞理に 至る 過程と して 尊重す る。 其 意味に 於て プ 

ラト—、 カント、 其 他の 學者は 非常に 尊く ある。 や k とも すれば 迷信の 迷路に 人り 易き 我等で ある。 

天然の 指導に 由り 道 现の垣 を 越えす して 父なる 神に 歸ら ねばならぬ。 惟 彼の 懷に 人る まで 途中の 宿泊 

に 安住せ ざらん ポを。 

其 三 汎神敎 

神 は 有る、 彼 は 宇宙 を 離れて ある、 •： 于宙は 神の 完全なる 作品と して 彼 を 離れて 獨り自 から 完全 を 目 

指して 發 達しつ、 ある、 故に 人 は 宇宙の 理 なる 道理に 從 ふの 外に 神に 事 ふるの 途 なく、 道理 是れ 神な 

りと、 爾ぅ云 ふの が 自然 神敎 である。 

然ら すと 汎神教 は 云 ふ。 神 は 有る は 勿論の こと、 宇宙と 偕に 在り、 宇宙の 内に 在る、 然 り.： チ宙其 物 

が 神の 一. 部 ヘリで ある、 若し 祌の靈 が 宇宙に 充 つるならば、 宇宙 は 之 を 神の 體と稱 すべきで ある。 神と 

宇宙と 係 は 造物主と 被 造 物との 關 係に 非す、 靈と 肉との 關係 である、 そして 靈肉 共存して 人が 有 


るが 如くに， 祌は 宇宙の 別名た るに 過ぎない、 卽ち 宇宙に 靈と 物との 兩面 ありて、 我等が 普通 宇 と 

稱 する もの は、 神の 物的 半面に 過ぎない。 人 は 其 意味に 於ての 祌の 子で ある、 そして 其 意味に 於て は 

星 も 蟲も岩 も 木 も 凡て 祌の 子で ある、 使徒 パゥ 口 も 言 ひしに 非す や 

する！ 

夫れ 我等 は 神の 巾に 生き、 動き また 在るな り、 汝 等の 中の 詩人の 或 者 も 「我等 は 叉 その 裔 なり」 

と 云 へ るが 如し C 仃^ 十七 章 二八 節」 

と。 「神の 中に 生き 又 動き 叉 在る」 と 云 ふ は 「神で ある」 と 云 ふと 殆んど 等しく あるで はない 乎。 

汎神敎 は 和 蘭 生れの ユダヤ人 ベネ ヂクト • スビノ ザに 於て 最も 徹底せ る 且つ 論理的に 完全なる 形に 

達した。 單に 思想の 系統と して 見ても 是れ 以上に 完全なる 者 を看屮 I す 事 は 出来ない。 ス ピノ ザ は 今日 

猶 ほ哲學 者の 王で ある。 我等が 汎神敎 を 誹る 前に、 先づ 之をス ピノ ザに 就いて 聽くを 要す。 私 はまた 

凡ての 汎祌敎 信者の ス ピノ ザに 就いて 學 ばんこと を勸 む。 汎神敎 も亦ァ ブラ ハ ム の 遠 孫スピ ノ ザに 於 

て 其 極致に 達せり と 云 ふ は實に 不思議で ある。 

然し 乍ら 哲學的 思想と して 見す して、 單に 凡人の 観察と して 見て、 汎祌敎 に莊嚴 美の 我等 を 牽附け 

て 止まざる 者が ある。 .： 于宙は 決して 容易の もので ない。 宇宙 は 玩弄物に 非す、 單 なる 精巧なる 機械に 

非す、 最大より 最小に 至る まで 生々 たる 生物で ある。 今や 理化學 の說に 由れば、 原子 は 決して 死物に 

非す、 生命 其 物で ある。 原子 は 太 El 系と 同じく 小宇宙であって、 電子の 一 團 より 成る 小 世界で あると 

の 事で ある。 そして 我等 は 電子の 屬性 活動に 就て 僅に 其 一端 を 知り 得た に過ぎない。 電子に 就て 凡て 

を 知る は 人體に 就いて 知悉す る 丈け 困難で ある。 そして 電子 は體に 非す して 力で あると 云 ふ。 見え ざ 

る 力の 電子が ありて それが 相 共に 働いて 見 ゆる 原子と なりて 萬 物 構成の 基礎と 成る ので あると 云 ふ。 

神に 罔す る S 想  二 五 
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此場合に於 て祌は-^！旭チで ぁ ると 云 ひ て 玴論上 何 の 矛盾を^；；；屮？^！^は出來な い 。 は 祌凤， -と稱 し て 思想 

に， E りて 神の 布 在 を證明 せんとし たが、 人： -は賓 驗科學 に 出り て 明かに .：尤.《 人生 の お 火 」 ひ 〈现 たる 此眞理 

を證 明す る 事が 出来る。 祌を 試験管の に a- る ことが 出來 ると 云 ふので ある。 ス ピノ ザの 汎神的 折；！ 學 

が 今や 理化學 の實驗 として 現 はれた と 云 ふので ある。 

汎神敎 の 長所 は その 單 純なる に 在る。 汎祌敎 に 由て 說 明し 能 はざる 事資 とて は 一 つも 無い。 其點に 

於て 有神論 は遙に 劣る。 有神論に 不可 調和 的 原理が ある。 それに 信仰の 必要が ある、 故に 純理 知的た 

るべき^ 學に 適合し ない。 ^學 者が 自づと 汎神論に 傾く は 之が 爲 である。 汎神論の 魅力 も 亦玆に 在る • 

之に 由って.： 于宙と 人生と を 無碍の 思想 系統と して 之を腦 裡に畫 くこと が出來 る、 そして スピ ノ ザの 所 

謂 「神の 理知的 愛」 に 耽ける isf- が屮 Z 來る。 若し 自然 神敎 が科學 者の 宗敎 であるならば 汎神敎 は 哲學者 

と义學 者の 宗敎 である" ゲ ー テもレ ッ シ ン グもス ピノ ザの？ み-小 拜. 家であった。 我が 靑年哲 學者大 西 祝 君 

の 如き！：； 本の ス ピノ ザ を以 つて 自 から 任す る 人であった。 私 は 唯 君が スピ ノ ザに 傚 はすして 獨 立を棄 

て 帝 國大聲 の敎授 となられ し 事 を悲ん だ。 私と 大西 君との 交際 は此 時に 絶えた。 同時に 叉^の 不幸が 

始 つた。 私は^«に就ぃて言ぅた 「犬 西 君の 才能 を 以てして 君 は 歐洲に 於て M の 學ぶ所 はないだ らう」 

そして 事 實は其 通りであった。 君 は 洋行 一年 を 經て病 を 得て 歸 朝し、 稀れ に 見る 竹學的 天才 を 持 

して 年若く して ゆ を 去った。 惜 みても 猶餘り ありで ある。 是は 序に。 

そして 私を以 つて 言 はし むれば、 祌敎 の缺點 は竹學 的組綠 として 餘 りに 完全なる に 在る。 神 を 萬 

物に 於て 見て、 萬 物の 價 値が 上る と 同時に 祌の惯 彼が F るので ある。 凡ての 物が 金に 化する 時に 金に 

^値が 無くなる が 如し" そして 凡ての 人 を 女と 呼ぶ 人に 眞の 友人な きが 如くに、 凡ての 物に 於て 神 を 


見て、 祌は 無き に 等しくなる。 汎祌敎 の 自然の 結 ra^ は 無神論と 異ならない。 印度の 婆羅門 敎に 於け る 

が 如くに、 極端の 汎祌敎 は 極端の 階級 制度 を 生んだ。 萬 物が 若し 神で あるならば 蛇 も 神で ある、 も 

神で ある。 動物？ ぉ拜は 祈！： 學 的に 辯 I は せらる、 に 至る。 佛敎 は元來 無神論で あるが 印度の 汎神敎 の 感化 

を 受けて 善惡の 差训觀 念に 甚だ く ある。 r 覺 つて 見れば 善な し又惡 なし」 と敎 へて 撣ら ない。 汎祌 

敎に 「永遠の 然り」 と 「永遠の 否」 とがない。 其 感化の 下に 人 も社會 も道德 的に 麻痺して 了 ふ。 スビ 

ノ ザ の 場合に 於て は 彼の ュ ダャ 性が 彼 を 保護した。 

其 四 基督 敎 有神論 

神 は 無しと 云 ふの が 無神論で ある。 有る か 無い 乎 其 事 は 人間の 知識 を以 つてして は 解らない と 云 ふ 

のが 不可知論 である。 祌は 有る、 然し 完成すべき {-H 由 を 造りし 以上、 今や 其 成 行に 干 涉し給 はない と 

云 ふの が 自然 神敎 である。 神 は 有る、 有り 過ぎる 程 ある、 萬 有 其 物が 神で あると 云 ふの が 汛神敎 叉 は 

萬 有神敎 である。 其 内に 孰れ も 一面の 眞理 なきに 非す。 敎會で 謂 ふやうな 神 はない。 神 は 知識 を以っ 

て 知悉く す 事 は 出来ない。 神 は 萬 物の 上に 超然と して 居て 之 を 統御し 給 ふ。 神 は 又 人類と 天然との 5: 

に 宿り 給 ひて、 之と 苦樂を 共に し、 其 發達を 助け 給 ふ。 祌に關 する 何れの 見方 も 彼の 一 面 を 見る 者で 

あるに 相違ない。 然れ ども 其の 何れもが 祌に關 する 完全なる 見方で ない 事 を 我等 は 主張す る。 

有祌論 は祌を 人格者と して 見る 見方 である。 人格者と 云 ひて 神 は 人の 如き 者で あると 云 ふので はな 

い。 少く とも 人の 如き 者で あると 云 ふので ある" 神 は 何で あっても 人 以ドの 者で ない に 相違ない。 獸 
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ゃ爬蟲 であり やう^がない。 又 月 や 星で あり やう 害がない。 星 は 如何に 大 なりと 維 も、 物と 力との 塊 

に過ぎない 。人 一人 はヒマ ラャ 山よりも 貴く ある。 故に 神が f に 現 はれ 給 ひし 時に、 レバ ノン 山ゃナ 

ィル 河と して 現 はれ 給 はすして、 べッレ ヘム の嬰兒 として 現 はれ 給へ りと 云 ふに は 深い 眞理が ある。 

神 は 物に 非す 力に 非す 生命で ある、 そして 生命の 最も 向上せ る 者が 人 問の 自覺 性で ある。 我 は 我な り 

と 知る 其自覺 である。 Hii! れ 以上に 猶ほ 生命 あり や. 我等 は 知らない。 然し 乍ら、 若し 神が あると すれば 

自 者 以下の 者で あり やう 害がない。 若し 神様が 御 自分の 在る 事 を覺へ 給はないなら ば、 彼 は 人 ii 以 

下の 者で ある、 故に 神と 稱す るに 足りない。 人 は 萬 物の 靈 であれば、 神は靈 以下の 者であって はなら 

ぬ U 神は靈 なりと 云 ふは少 くと も靈 なりと 解 釋 して 誤りない。 靈 ならざる 者 は 人間 以下の 者であって 

神で ない。 

神 を 宇宙ず Z 物に 於 て 探る が 抑々 間違の 初めで ある。 天文 學 者の ラランド は 神 を 星の 世界に 求めて 之 

を 看 出し 得なかった ので ある。 彼 は 之 を 己が 內に 探るべき であった、 さう したならば 看 出した であら 

う。 祌は人 を 己れ に 象りて 造り 給へ りと ある。 故に 若し 神 を 見ん と 欲せば 之 を 人の 衷に 見るべき であ 

る。 そして 他人の 攻を 見る こと は 出来ない から、 之 を 己が 衷に 探る より 他に 途 がない。 人 は 實に已 を 

知って 神 を 知る ので ある。 

{iH 由と 云へば 大き 過ぎて 誰に も 知る こと は 出来ない。 然し 自分 は 之 を 知る ことが 出来る。 知悉す 事 

は 出来ない が 大略 は 知る ことが 出来る。 私 は 何事 を も 知らす とも 私自身 を 少し は 知って ゐる 積り であ 

る。 私に 身體が ある、 是は 私の 身體 であって、 私き 身 は 身體の 持主であって、 私 は身體 でない。 私 は 

身 體を以 つて 生れ、 身 體を续 して 逝く。 私 はまた 身體の 何處に 宿る 乎、 其 事 を 知らない。 考 へる 時に 


は 2S を以 つて 考へ、 感 する 時には 心臓に 感 する。 然し 私は腦 でも 心臓で もない。 それならば 私 は何處 

にゐる 乎、 身 體にゐ ると は 思 へ ども 此所 に昆ょ 彼 所に 見よ と 云 ひて 私自身の 居所 を 指す こと は 出来な 

い。 私 は 私の 身體 に充滿 して ゐ ると 云 ふの が 事實に 最も 近い 一一 一一 口 方で ある。 神と 萬 物 も 亦 同じで ある。 

神 は 私と 同じく 靈 であり 給へば 宇宙の 何 處にゐ 給 ふと 云 ひて 其 居所 を 指す 事 は出來 ない。 神は靈 とし 

て 宇宙 萬 物に 充滿し 給 ふ、 然れ ども 私自身が 私の 身體 でない やうに、 神 は 宇宙で ない。 宇宙 是れ 神な 

りと 云 ふ は、 私の 身 體是れ 私な りと 云 ふと 同じで ある。 

私 は 又 知る、 私の 內で 最も 貴い 者 は 愛で ある 事 を。 私に 力 も あり 智慧 も あるが、 それよりも 私の 愛 

は遙 かに 貴く ある。 其 如くに 神 は 全能 全智で あり 給 ふが、 それが 故に 特に 貴い ので はない。 神が 能力 

と 智慧 丈け であるならば、 愛に 生く る 小なる 人は祌 以上に 貴く ある。 然れ ども 聖書 は 神 は 愛な りと 敎 

へて、 祌 はまた 愛に 於て 完全なる 事を唱 へる。 人 は 自己に 省みて 神 はさうな くて はならぬ 事 を 知る。 

「汝 等惡き 者なる に 善き 賜物 を 其 子に 與 ふる を 知る、 況して 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 善き 物 を 

與へ ざらん 乎」 と は 聖書の 敎へ 方で ある、 卽ち 人に 較べて 神に 就いて 敎ふ。 故に 「天地 萬 物の 造 主に 

して 其 主宰者なる 眞の 神よ」 と 呼び まつる は 不完全なる 呼び 方で ある、 「我等の 主ィ H スキ リストの 

御 父なる 眞の祌 よ」 と 呼び まつる が 本當の 呼び 方で ある。 祌は大 犬 星 や オラ イオン 星座に 於て よりも 

より 完全に マリヤの 懷に 抱かれし 嬰兒ィ H スに 於て 現 はれ 給うた ので ある。 

如斯 くにして 人 は キリスト を 知って 初めて 神を識 るので ある。 「我 を 見し 者 は 父 を 見し なり」 と 彼 

が ピリ ボに言 ひ 給 ひし は 犬なる 眞理 である。 ィ H スが 神た るの 證據は 彼が 完全に 愛し 給 ひし 事に 於て 

.J;^ る。 愛 は 宇宙 最大の もの、 故に {.He よりも 大 たる 神 は 完全の 愛で あらねば ならぬ。 神 を 物質的 宇宙 
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に 求めす して、 之 を 人の 衷に 探りて、 此 結論に 達せざる を 得ない。 祌に關 する 思想と 云 ひて 六ケ 敷い 

問題で ない。 神 は 探るべき 處に求 むれば 着 出す に 難くない。 「道 は汝に 近く、 汝の 口に 在り、 汝の心 

にあり」 とパ ゥ 口が 云うた 通りで ある，。 マ 書 十 章 八 節〕。 


祌に關 する 思考 

神の 存在の 證明 

事物 を證 明す るに 三ッ の 方法が ある。 其 第 一 は數 學的設 明で ある。 2x2  =  4 と 云 ふが 如， き、 三角 

形 h の 角度 は 二直角に 均しと 云 ふが 如き、 其 他 微分 積分の 妙现に 至る まで、 d 明现に W 發 して、 t 一確 

に證 明す る 事が 出来る。 數學的 證明は 否お を 許さぬ 證明 である。 故に 證 明と 云へば 數學的 性質 を帶ぶ 

るの 必要が ある。 若し 道義の 正當 も、 神の^ 在 も數學 的に 設明 する 事が 出来るならば、 人類の 幸. 幅此 

上な しと 考 へて、 此 事に 從 事した 折；： 學者は 掛 くない。 有名なる ヂカ ー 卜の 如き は其顯 著なる 一 人で あ 

る。 彼 は 「我 は 思惟す、 故に 我 は 存在す」 との 自明 理 より 出 發 して、 宇宙 萬 物 を 思惟 的に 組立ん とし 

た 0 

然し 乍ら 萬 物 は 之 を數學 的に 說明 する 事 は 出来ない。 生物と 其 器官の 機能、 其 常 性、 行狀等 は、 之 

を數學 的に 知る 事 は 出来ない。 生物 を 知る の 途は觀 察で ある。 楠 物义は 動物に 就て、 吾人 は敎现 的に 


「新く あらねば ならぬ」 と 一 H ふ 第は屮 Z 来ない。 連 綾せ る 注意 深き 觀 察の 結論と して、 「斯く ある」 と 

報 4c する までで ある。 事の 眞僞は 觀察卽 ち 研究の 正否に. ffl て 定まる ので ある。 若し！： 一  の 注意と 觀察 

と を 以てするならば 何人も 同 一 の 結論に 達し 得べ しと は 此證明 法の 前提で ある。 

然し 乍ら 世に は 觀察卽 ち 外面より する 研究 を 以てして は 知る 事の 出来ない 者が ある。 それ は 人格、 

叉 は 精神、 叉 はべ ルソ チリ チ ー と稱 する 者で ある。 精神 叉 は靈魂 は數學 的に 其 大さ父 は 重さ を 量る 事 

が 出来ない。 叉科學 的に 其 性質 又は 行 狀を識 る 事 は屮： 來 ない。 人 は 之 を 硏究窒 に牧容 して、 枓 學的觀 

察 を 施して 知る 事 は 出来ない。 人を識 るの 途は 同情で ある。 研究者 自身が！： 情 を 以て 其 人の 心に 入り、 

彼と 共に 感じ、 計り、 ァ スパイ ャ して、 幾分な りと も 其 人 を 知り 又 解す る 事が 出来る。 靈を 知らん と 

欲すれば 靈と眞 とに 依る 他に 途 がない。 

依て 知る- 物 を 知る に 三ッの 方法 ある こと を。 其 第一 は 數學的 方法、 之 は 無 生 的 物體に 適用すべき 

方法で ある" 其 第二 は 觀察的 方法、 之 は 有 生 的 天然 物に 適用すべき 方法で ある" 第三 は 同情 的 方法、 

之 は 靈的實 在 者卽ち ペルソ ナリチ ，1 に 適用すべき 方法で ある。 凡ての 物 は 同一 の 方法 を 以て 知る 事 は 

屮 Z 来ない。 星 を 知る の 方法 あり、 花 を 知る の 方法 あり、 鳥と 獸を 知る の 方法 あり、 又 人 を 知る の 方法 

ありで ある。 方法 を 誤 まりて、 如何に 犬なる 熱心 を 以てする も 其 目的 を 達する 事 は出來 ない。 

人が 神 を 知る の 方法 は、 彼が 相互 を 知る の 方法で なければ ならない。 彼 は數學 的に 機械と 計算と を 

以て 相互 を 知る 事が 出来ない やうに、 亦 神 を も 知る ことが 屮 Z 来ない。 彼 は 亦 草木 や 禽獸を 知る 方法 を 

以て 人 を 知る 事が 出来ない やうに、 神 を も 知る 事が 出来ない。 人 を 知る の 方法 は 彼に 同情す るに 在る。 

神 を 知る の 方法 も亦是 である。 自分が 祌の 如く 成らん と 欲して、 幾分な りと も 彼 を 知る 事が 出來 るの 
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である。 

そして ィ H スが唱 へ 給 ひし 神 を； i るのへ；^ は是 であった。 彼 は 曰 ひ 給うた 「我が 敎 ふる 所 は 我が 敎に 

非す、 我 を 遣 はし、 者 (神) の敎 なり、 人 もし 我 を 遣 はし k 者の 31.: に從 はぐ. 此敎の 神より 出る か 又 

己に 由り て 言 ふなる か を 知るべし」 と (ョ ハ ネ傳七 章 十七 節 )o 此事 を； 史に ハ ッ キリと 敎 へし はョハ ネ第 

一書 ra 章 七 節 八 節に 於け る 言で ある、 曰く 「愛 ある 者 は 神に 由り て 生れ 且神 を識 るな り、 愛な き 者 は 

神 を識ら す、 神 は 卽ち愛 なれば 也」 と。 神を識 らんと 欲すれば 人 を 愛せざる ベから す、 神 は 愛 なれば 

愛せす して 神 を 識る能 はすと。 卽ち神 は 究理 的に 叉 は 思索的に 識る能 はす、 實行 的に 識るを 得べ しと 

の 事で ある。 そして 是は 凡ての 靈を識 るの 途 である。 自分が 幾分 か 聖人の 道を體 得する に 非れば、 m 

令 まの 當り 聖人に 會ふ とも、 彼 を 聖人と して 認 むる こと は 出来ない。 神を認 むる の途も 亦； M じで ある- 

カント wr: 學の 術語 を 以て 曰 ふなら ば、 神を識 るの 知識 は 實際的 知識で ある。 神の 33 に從 つて 初めて 祌 

と其敎 の 何たる 乎が 判る ので ある。 事物 を識る 上に 於て 人の 同情心に 確然た る 價値ぁ る を 認めた る は 

近世 哲學 の大 進歩で ある。 

神と 天然 

元始に 神： 大地 を 造り 給へ り (釗世 記 一章 一節〕。 

ヱシュ ンょ、 全能の神の如き者は他に^？るなし. 是 は- 大に乘 りて 汝を 助け • 雲に 駕 して、 其 威光 を 現 はし 給 ふ 

(申 <s ^卅三 章廿六 節/ 


けもの  ち..."  けだ. b の 

林の 諸の 獸は 我お なり、 山の 上の 千々 の牲畜 も亦然 り。 我 は 山の すべての 鳥 を 知る， 野の 猛き獸 は 皆な 我 有な 

り (詩篇 五十 篇十， 十 一 節〕。 

天然 は靈妙 不思議で ある、 然し 天然 は祌 でない。 神が 天然 以上で ある 計りで なく.^ 人 も 亦 天然の 上 

しらべ  つか  . 

に 立つ。 人が 天然 を祌 として 仰ぐ 時に 彼 は 噴 落し、 之 を 僕と して 役 ふ 時に 彼 は 上進す る。 而 かも 其廣 

さは 量り 知る ベから す、 又 之に 現 はれた る 智慧と 能力と は、 人の 想像 以上で ある。 人 は 終生 研鑽 を 怠 

りすして 草の葉 一枚 を 知悉す 事が 出来ない。 詩人 ホヰ ット マ ンが言 ひし 如く、 鼠 一 疋が 億々 萬の 無祌 

論者 をへ コ マす に 足る。 天然と 稱んで 之 を 輕く視 る 者 は 自分で 自分の 無 學を表 はす 者で. ある。 人は灭 

然 以上で あると 云 ふ は、 天然 はッ マラない 者で あるとの 事で ない、 人は祌 に似て 無限に 尊く あると 云 

ふ 事で ある。 

天然 は 神に 非す、 然れ ども 靈妙 不思議にして、 人の 量 知る 能 はざる 者で ある。 然 らば 天然 は 何で あ 

000  OO0O000OOOOOO00OOO0  ,  . 

る 乎。 神が 御自身 を 現 はさんと て 造り 給 ふたる 者で ある。 或は 神の 御 心の 物に 現 はれた る 者で ある。 

Nature  is  material  representation  of  God である。 故に 人の 立場より 見て、 天然 は 神 丈け 廣く乂 高 

く 又 深く、 祌 丈け 不思議で a 驚くべく ある。 天然 を祌と 見る は 間違で あるが、 物 を 以てする 祌の 表現 

と 解して 能く 之を說 明す る 事が 中 H 来る。 

人 は 「神と 天然」 と 云 ひて、 天然 を 神と 離して 考 ふるが 普通で ある。 天然の 法則と 稱 して、 神と 雖 

も變更 する 事の 出来ない、 必然的 方 則で ある 乎の 如くに 思 ふ。 然し 乍ら 所謂 天然の 法則 は 天然 ra; 有の 

法則で ない、 天然に 賦與 せられた る 法則で ある。 恰 かも 貨幣に 現 はる k 彫刻 は 貨幣 有の ものに 非す 

して、 外より 印刻 せられた 者で あると 同然で ある。 其 事 は 法則に 多くの 例外 ある 事に 由て 判る。 或は 
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一 の 法則が 他の 法則に 由て 超越 せらる k 事に 由て 判る。 生物界 を 支配す る 法則 は 鑌物界 を 支配す る そ 

れとは 全く 異ぅ。 天然 は 千篇 一律、 唯 一 の 法則 を 以て 支配 せらる \ 者 でない、 法則の 上に 法则 ありて、 

而 かも 夫れ がすべ て 一 大 調和の 下に 働く ので ある。 

祌は 天然の 如き 者で ある 0 人 は 天然 を 知て 神 を識る 事が 91 來る。 神の 大さ、 其 能力、 其 智慧、 悉く 

i こしへ 

天然に 於て 現 はる。 「それ 神の 見るべからざる 永遠の 能力と 祌 性と は 造られた る 物 (天然) により 世 

はじめ 

の创 より 悟り 得て 明に 見るべし」 と バウ 口 が 羅馬書 第一章 二十 節に 於て 言 ひしが 如くで ある。 殊に 祌 

こうき， フ せい  ooooooooooocoooooooooo〇oo  00 

の 恆久性 を 天然に 於て 見る ので ある。 天然の 法則が 永遠 不易で ある 乎の 如くに 人に 思 はる k 程、 神 は 

永久に 變ら ざる 者で ある。 人 は變り 易き 者で ある、 彼 は 祌に傚 ひて 神の 如くに 變ら ざる 者と なる。 小 

人 は變り 易し、 偉人 は變ら す。 哲學者 カントの 運動 時間に 由て ケ 一一 ヒ ブルダの 巿民は 其 時計 を 正した 

りと 云 ふ。 天然の 法則が 神の 聖旨と 離れて 働く のでない、 法則 其 物が 聖旨 を 表 はすので ある。 神の 聖 

旨 は 正確で ある、 彼 は 變り給 はない、 我等 天然の 法則に 從 ひて 歩みて 神と 偕に 歩みつ k あるので ある。 

天然 は 第二の 聖書で ある。 第一 の 聖書 は la に 聖旨 其 物を傳 へ、 第二の 聖書 は覺官 を通ケ して 間接に 同 

じ 聖旨 を俾 ふ。 神の 律法と 天然の 法則と は 其 根本に 於て 一 ッ である。 

同じ 事 を 進化の 法則に 於て 見る 事が 出来る。 「初に は 苗、 次に 穗 いで、 穗の 中に 熟した る穀を 結ぶ」 

との ィ H スの 御言 葉 は 克く此 事 を 語る ものである。 「神の 挽 曰は轉 る事遲 し」 と 云 ふ。 神 は 事 を爲す 

に 一 定の 順序に 從ひ給 ふ。 美 は 醜に 代り、 善 は惡に 勝ち、 完全 は 最後に 来る。 進化の 途は 神が 事を爲 

し 給 ふの 途 である。 但し 人が 天然 を 神と 混同せ ざらん が爲 に、 神 は 時々 天然に 超越して 働き 給 ふ。 天 

然全體 が 神の 表現で ある。 そして 奇踌 はたし かに 其 一部分で ある。 我等 は此美 はしき 天然の 內に 在り 


て 神の 懊の內 に 抱かる 、ので ある。 「我等 は 彼に 賴 りて 生き 叉 動き 又 在る 事 を 得る」 たりとの パ ゥ 口 

の 言 は 何れ の 方面より 見 る も眞理 で ある。 

父なる 神 

我 は 天地の 造 主 * 能 はざる 所な き 父なる 祌を 信ず (使徒 信 經)。 

父が 其 子を憐 むが 如く  M ホバは 已を畏 る ゝ者を 憐み袷 ふ (詩篇 百 一一 ー篇 十三 節)。 

- でんな ちのみご  はら 

婦そ の乳兒を忘れて已が胎の 子を憐まざる15^-ぁらんゃ、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我 は汝を 忘る 、 ことなし 

(ィ ザャ書 四十 九 章 十五 節)。 

彼等の 艱難の にヱホ バも なやみ 給 ひて 其 前の 使者 を もて 彼等 を 救 ひ. そ の 愛と その 憐憫と に 由り て 彼等 を暖 

ひ， 彼等 を もたげ、 昔時の 日常に 彼等 を 抱き 給へ り (： 同 六十 三 章 九 節)。 

神 は 萬 物の 造 主、 すべての 智慧と 能力の 源で あると は 信す るに 左程 難くない。 神 在りと は 人間 自然 

の 信念であって、 其 事 を絕對 的に 否定す る 者 は實は 殆んど 無い ので ある。 然るに 基督 敎は單 に 超自然 

の 神の^ 在 を 唱道す るに 止まらない、 父なる 祌の 存在 並に 活動 を 高調す る。 天地 萬 物の 造 主 は^せて 

愛なる 父で あると 稱ふ。 玆に 基督 者の 特質が ある。 信者 は單に 有神論 者で ない、 神 を 父と して 仰ぎ、 

子と して 之に 事 ふ。 此點に 於て 基督 敎は 儒教、 萬 有 祌敎、 自然 神敎 等と 異 ふので ある。 

神 は 父で あると 云 ふ、 其 證據は 何 所に 在る 乎。 聖書 は 明かに 其 事を敎 ゆと 雖も、 天然 人生の 事實に 

多く 之に 反する 者 あるに 非す や。 「ピリ ボ、 ィ H スに曰 ひける は 主よ 我等に 父 を 示し 給へ、 然 らば 足 
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れり」 とョ ハネ傳 十四 章 八 節に あるが 如く、 我等 何人も 若し： 大地の 造 主が 實に我 父で あると 云 ふポが 

解るならば、 幸福 此上 なしで あるで あらう。 

人 は 子 を 知る に 依て 父 を 知る ことが 出來 る、 父と しての 神 を 知る 唯一 の途 は、 子た るィ H スを 知る 

に 在る と は 聖書の 示す 所であって、 實に 完全に 父なる 神 を 知る の 途は之 を 除いて 他 にないの である。 

然れ ども 天然 は 父と して 祌を 示さす と 云 ふ は 誤謬で ある。 第二の 聖書なる 天然 は、 縦し 第一 の 聖書 程 

明確と、 深刻に 父 を 示さす と雖 も、 然し 乍ら 深く 天然 を 解して 其 内に 父なる 祌を發 見せざる を 得ない 

と 思 ふ。 親が 其 子 を 思 ふの 心、 此 はたし かに 天然 性で はない 乎。 そして： 大然 性の 內で 最も 美 はしい 者 

ではない 乎。 我等 は 之 を 植物に 於て 見、 亦 動物に 於て 見、 そして 最も 發 達せる 形に 於て 之 を 人 問に 於 

て 見る ので ある。 花の^く も此爲 である、 . おの 囀る も亦此 ためで ある。 天地 萬 物より 子 を 生む 

子 を 愛する 親の 心 を 取 除いて 其 最善 最 美の 者が 取 除かる k ので ある。 天然 は 善き 家庭と 同じく 

0  0  0  0 

位で ある。 

そし て 此心は 何處か ら來た の で ある 乎。 人 は 云 ふ 自然に 發 達した 者で あると。 然し 乍ら 喷水は 其 源 

より 高く 3^ ら ざるが 如く、 天然 も 亦 其 中に 無い 者を屮 I す こと は 出来ない。 若し 天然 は 其 物 以上の 者 を 

出す 事が 出來 ると 云 ふなら ば、 天然 は 最大 奇 grn じあって、 天然で ない。 天然が 天然で ある 以上 は 法則 

に從 はなけ^ば ならない。 無から 有が 出る と は反则 である、 不法で ある〕 そんな 事 こそ 有り やう 苦 は 

0000000000  oooo'oooooooooooooooooooooo 

ない。 天然に 親心の 有る の は、 萬 物の 源なる 神 は 父で あり 又 母で ある 最も 養き 證據 である。 天然 は 物 

を 以てする 神の 表現で ある。 そして 其 天然の 內で、 最も 美く しい、 最も 贵 むべき 者 は 愛で ある。 そし 

て 愛の 最髙の 表現 は 親心で ある。 其れ故に 祌は 愛で ある、 父で あると 云 ひて 決して 迷信 を 語る ので は 


ない。 最も 高い、 叉 最も 深い、 叉 最も 美しい 眞理を 語る ので ある。 

人 は 今や 性の 研究に 熱中す る。 誠に 當然の 事で ある。 そして 「最も 善き もの は 最も 腐れ 易し」 との 

誇に：^ れす、 此 研究 は 最も 濫用され 易く ある。 然し 乍ら 正當 に、 潔き 心 を 以て 兩性 問題 を 研究して 直 

に 神性 問題に 到着 せざるを得ない。 「父が 其 子を憐 むが 如く、  H ホバは 己 を 長る、 者 を 憐み給 ふ」 と 

云 ひ、 义 「婦、 己が 胎の子 を 忘る、 事 あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も、 我 は汝を 忘る、 事な 

し」 と 云 ふ。 此は 聖書の 言であって、 亦 天然の 敎 である。 天然 は 明かに 父なる 神 を 現 はす 者で あると 

きロ する。 

人間 は 下等動物より 進化した 者で あると 云 ふ は 決して 無神論で ない。 下等動物に 多くの 美 はしき 愛 

の發 現が ある。 鯨 や 熊が 其 子 を 愛する 愛に、 人 も 及ばざる 深い ものが ある。 是れ亦 神より 出た る 愛で 

ある。 彼等 を 祖先と して 有ち たれば とて 決して 恥辱で ない。 

攝理の 神 

汝等 公道 を 荷 蔬に變 じ、 正義 を 地に 擲 つる 者よ. 昴 宿 及び 參宿を 造り、 死の 蔭を變 じて 朝と なし、 畫を 暗く し 

て 夜と なし、 海の 水 を t- びて 地の 面に 溢れさす る 者 を 求めよ、 其 名 は エホバと 云 ふ (ァ モス 書 五 章 七. 八 節)。 

二 羽の 雀 はー錢 にて 售に 非ず や， 然るに 汝 等の 父の 許な くば 地に 陽る こと 有ら じ。 汝 等の 髮 また 皆數 へらる。 

故に 懼る、 勿れ- 汝ゃザ は 多の 雀よりも 優れり つ 馬太傳 十 章 二 九， 三十 節)。 

祌が祌 である 以上、 其 意志が 行 はれねば ならぬ。 其 聖旨が 成らねば ならぬ。 神 は 完全なる 者で あら 
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ねばならぬ。 其 意志 も 亦 完全で あらねば ならぬ。 其 完全なる 意志が 行 はれて こそ 彼 は 神で あるので あ 

る、 我等 は 完全なる 意志の 實 現に 由て、 祌の 存在 を認 むる ので ある。 

そして 神の 聖意は 天然、 歷史、 並に 我 身に 於て 行 はれつ & あるで はない 乎。 先づ 天然に 就て 見ん に. 

天然に 莫大の 破壞カ あり、 萬 物 元始の 混沌に 歸 るの 可能性 多き に 係 はらす、 秩序と 善美と は 其 內に現 

はれつ、 あるで はない 乎。 若し 「暴力 是れ 力なり」 であるならば、 地上に 花や 鳥の 現 はれ やう 害 はな 

く、 岩と 水と 空氣 とのみ が 全地 を 占領し 居るべき 害で ある。 地が 徐々 として 美化され たと 云 ふ 事、 其 

內に蘭 や 石竹 や 薔薇の 如き 纖 美なる 花が 現 はれて 蕃殖す ると 云 ふ 事、 其 事が 所謂 盲目の 天然 力に 反い 

て 高い 玴 想が 行 はれつ、 あるとの 證據 では あるまい 乎。 强ぃ 者の 勢力が 徐々 に 減じて、 弱い者の 勢力 

が 次第に 增 して 行く と 云 ふ 事 は、 靈は 物と 肉と に 勝ち、 神の 聖 ilni が 終に 完全に 行 はる- -に 至るべし と 

の 最も 確かなる 證據 では あるまい 乎。 天然 物 進化の 途を迪 つて、 我等 は 聖書に 「狼 は羔 と共に 宿り、 

豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 接、 牡 獅子、 肥た る 家畜 共に 居りて 小さき 童子に 導かれん …… そ は 水の 大洋 

を 覆 ふが 如く M ホバ を 知る の 知識 地に 充っ ベければ 也」 と 讀んで 少しも 不思議に 思 はない ので ある 

(ィザ ャ書十 一 章 九 節： _o 

そして 天然 界に 於て 行 はる k 事が 人類の 社會に 於ても 亦 行 はる k ので ある。 社 會は壓 制に 始 つて 自 

由に 終らん としつ、 ある。 是 れ當然 である やうで 實は 甚だ 不思議で ある。 勢力 は 常に 壓制 家の 側に 在 

る。 之に 對 して 自由 は 常に 微力であって、 若し 生存 競爭が 勢力の 問題であるなら ば、 自由の 勝利 は少 

しも 昆 込がない ので ある。 然るに 人類の 歷史に 於て、 弱い 自由が 常に 勝って、 强ぃ壓 制が <w に ft けた 

と 云 ふ 事は大 なる 不思議と 云 はざる を 得ない。 自由 又は 正義に 神が 味方し 給 ふが 故に、 其 勝利 を 見た 


のであって、 若し 自然の 成 行に 任 かしたならば、 暴力が 永遠に 勢力 を 揮って 止まない であらう。 人類 

の 歷5„ ^は 正義 實現、 自由 發 達の 歷史 である。 其 事 其れ 自身が 神の 聖 33 が 行 はれつ K ある 何よりも 明か 

なる 證據 であると 思 ふ。 べッレ ヘムの 牛小屋に 生れし 弱き 援 けなき ィ H スが、 終に 人類の 王と して 崇 

めら る 、に 至った と 云 ふ 事で、 神の 存在 を 確かむ る 事が 3^ 來 ると 思 ふ。 

そして 總て 正義の 爲に戰 つて 勝った 者は此 感を懷 かざる を 得ない。 不信者と 雖も 「天佑」 を 語る が 

常で ある。 人力 以外の 有る 力が 彼等 を 助けた 事 を 知る からで ある。 殊に 基督 者 は 此感を 深く せざる を 

あ /、  、4 ろづ  あ 

得ない。 眞の 基督 者 は 常に 世の 弱者、 社會の 少数者で ある。 バウ：！ の 所謂 「世の 汚樣 また 萬の 物の 塵 

招」 である。 彼 は 政』 肘 や 社 會に賤 しめらる & のみなら す、 キリストの 名 を 以て 呼ばる &敎會 にまで 嫌 

はれ 又 斥けら る、 が 常で ある。 世に 憐れなる 者と て キリストの 眞の 弟子の 如き はない ので ある" 然る 

に 彼の 首が 終に 擡げられ、 世 は 終に 彼の 實カを 認めざる を 得ざる に 至る。 實に 斯んな 不思議 は 無い の 

である。 彼の 場合に 於て 所謂 生存 競爭は 少しも 働かない ので ある。 若し 天然 力 以外に 力がないならば. 

彼が 結 減 せらる \ のが 當然 である。 彼に 敵の r 營壘を 破る 程」 なる 戰の器 は あるが、 それ は 肉に 鳩る 

器で はない。 神が 彼に 在りて 戰ひ給 ふに 非れば、 彼の 勝利 は 不可解で ある。 政權 と金 權とを 盛に 利 川 

して 敎 勢の 擴張を 計る 歐 米の 基督 信者に は此 超自然的 勢力 を 認める 事 は 出来ない。 然し 眞の 福音 は 如 

斯き此 世の 勢力 を 以て 世に 勝った 者で ない。 使徒 ョ ハネは 曰うた 「誰か 克く 世に 勝たん や、 我等 をし 

て^に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り」 と。 そして 此信カ こそ 神より 來る 力であって、 此カを 身に 實驗 

して 神の 存在 並に 活動 を實感 する ので ある。 

祌は實 際の 世界に 於て 今 も猶ほ 日毎に 活動し 給 ふ。 人と； 大 然と は 彼の 目的 を 破る 乎の 如くに 見える 
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が、 神の nn 的 は 成就して 人の 目的 は 失敗に 終る。 深く 探れば 天然 は 神の 聖旨の 表現であって、 歷史は 

彼の 聖 業の 成 行で ある。 祌は 無しと 云 ふ は 宇宙人 生の 極く 淺ぃ 見方で ある。 何よりも 確赏 なる は 神の 

在し 給 ふ 事で ある。 


神の 存在の 確證 


余 は 神 は 在る と 信す る、 其 最も 確かなる 證據は 余 自身が 存在す る ことで ある、 余 は 余の 父母 を 透う 

して 世に 生れ 来った 者で あるが、 然し 余に は 余の 父. 母が 生む ことの 出来ない ものが ある、 卽ち 余に は 

余の 靈 魂が ある、 卽ち 獨り斷 じて 獨り行 ふ 所の 者が ある、 是れは 余の 父母と は 何の 關係 もない 者で あ 

つて * 是れは 直に 神より 出で 来った 者で ある、 是が卽 ち 余 自身であって、 余の 人格で ある、 余の 肉體 

の 變遷と 同時に 變遷 せざる もの、 余の 責任の 存 する 所、 余の 不朽の 部分、 自我の 中心 點、 余は斯 かる 

玄妙なる 者の 余の 衷に 在る を 知る が 故に 神の 存在 を 信じて 疑 はないで ある。 

余 は 勿論 祌を會 得する こと は 出来ない、 卽ち 神の 全 體を窺 ひ 知る こと は 出来ない、 然しながら 此宇 

に 在て 余の 知る 最も 高貴なる 者 は 人 問 であって、 人間の 中で 最も 高貴なる 部分 は 彼 の 靈魂 であるが 

故に、 神は少 くと も 人間の 靈 魂の 如き 者でなくて はならない  、 祌は靈 以上で あるか も 知れない、 

然しながら 神は靈 以下の もので ない 事 丈け は 明瞭で ある、 結果 は 源 因より 大 なること は 出来ない、 我 


が靈は 宇宙 萬 物の 上に 立つ 者で あるから、 萬 物の 絵 合が 如何に 微妙 を 極む ると も 我が 靈を 生む こと は 

屮 I 來 ない、 靈 のみが 靈を 生む ことが 出来る、 祌 のみが 我が 靈の 父で ある、 星雲 も、 太陽系 も 直 徑八千 

哩の此 地球 も 我が 靈を 生む ために は 何の 能. „ 力 を も 有たない、 我 は 我が 靈に 於て は 宇宙 以上であって 靈 

なる 神の 子供で ある。 

< ^は 亦 余の 靈に 鑑みて 余の 神の 聖書に 示す が 如き 神で ある こと を 知る、 余の 靈の 性質の 中で 最も 貴 

きもの は 愛で ある、 余が 余の ために 何の 求む る 所な きに 至て 余 は 始めて 余の 世界 以上の 者で ある こと 

を覺 るので ある、 爾 うして 五 尺の 體艇に 宿る 余で すら 愛 を 以て 其 生命と 爲 るなら ば、 全 宇宙に 宿る 祌 

にして 愛なら ざるの 理由 はない、 余 は 余の 生みし 子 を 愛する の 心より 推量り て、 余の 靈 魂の 父なる 祌 

そ だ  よ きら の 

の 必す愛 以下の 者で ない こと を 信す る、 余 は 惡の裡 に 生育ち し 者 なれ ども < 水の 子の ために 善 物 を與ふ 

る を 知る、 然るに 若し 余の 靈の出 所に して 其 父なる 者に 此 愛の 心がない とすれば、 1^ 人なる 余 は 世界 

以 上 で あると 同時に 亦神以 上の 者でなくて はならない、 然し 斯 かる 背理 は 勿論 余が 信ぜ んと 欲して 信 

する ことの 出来る もので はない。 

神は靈 である、 亦 愛で ある、 爾 うして 靈 であり 愛で ある 余の 父なる 祌が 余が 彼 を 愛する よりもより 

深き， 且つより 大 なる 愛 を 以て 余 を 愛し 給 ふとの 聖書の 告示に 接して、 余は滿 腔の 認諾を 以て 之 を 信 

する ことが 出来る、 是れは 雨う あるべき 害で ある、 祌は 愛でなくて はなら たい、 爾 うして 其 愛 は祌の 

^< -に應 ふたる 愛でなくて はならない、 余 は 余の 小に 較べ て 見て 神の愛 は 少く とも 宇宙 大 でなくて はな 

らな い こと を 知る。 

余の 自覺 以外に 在る 神の^ 在の 證據の 廢る時 は ある 乎 も 知れない、 然しながら 余の 實在を 某 礎と し 
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て 立つ 神の：^ 仰 は < 水の 絶滅せ ざる 限り は 魔たら ざる ものである、 人 は祌を 知らす して 自己 を 知る こと 

の出來 ないやう に、 自己 を 深く 知れば 知る 程、 祌を識 るに 至る 者で あると © ふ。 


神の 在る 證據 


夫れ 我等 は 彼に 賴 りて 生き 义 動き 乂 在る こと を 得るな り、 汝 等の 詩人 等 も 云へ るが 如し 「我等 は 

其裔 なり」 と (使徒 行傳 十七 章 サ八節 )o 

我等 信仰に 由り て 諸の 世界 は 神の 一一 一一 口にて 造られ、 此く見 ゆる 所の 者 は 見 ゆる 所の もの に 由り て 造 

られ ざる を 知る (希 伯 來書十 一 章 三 節〕。 

私供 は辑ば 神の 存在の 證據を 人に 要求され ます。 如何して 之に 應 する 事が 出来 ませう 乎。 

^  ^  ^  0  ^  ^  0  0  0  0  0  0  0  O0O0OOOOOOOOOOOOO0 

神の なせの 證據を 提供す るの 困難 は、 問題が 餘 りに 明白で あるから であります。 祌は 第一 に 在る 者 

であります。 彼れ 在って 萬 物が あるので あります。 我れ 在り、 人 あり、 天 あり 地 あるが 祌 在る の较も 

確實 なる 證據 であります。 祌は萬 物 存在の 基礎であります。 若し 神が 無い とすれば、 何物 も 無い 苦で 

ぁリ ます。 萬 物 一として 永久 的なる はなく、 完全なる はありません。 故に 夫れ 自身に て 存在す る； は 

出来ません。 恰も 堅い 地の 無い 所に 波の 揚 りゃうな く、 雲の 浮き やう 害が 無い と 同然であります。 コ 

P ム ブス は 渺茫 たる 大洋の 上に 流木の 浮ぶ を 見て 陸地の 在る を 知りました。 其 如く 空間に 浮ぶ 流木の 


如き 地球 や 巧 や 星の 在る 事に 由て、 宇宙 存在 の 基礎た る 神の 杯 在が 知らる &の であり ます。 

然 し 乍 ら 斯う 云うた 所 で 人 は 私供の 論證に 服し ません。 宇宙 萬 物 を 基礎と して 論じます る 時に、 神 

は 無い との 說は、 在る との 說 丈け 夫れ 丈け 容易に 築く 事が 出来ます。 祌は 見る 事は屮 I 來す、 量る 事 は 

出来す、 现學 的に 其 存在 性質 等を證 明す る 事が 出来ません。 夫れ 故に 在る と 信じて 取 掛れば 其：！：^ 在の 

證據 を何處 にで も 得る ことが 出来ます が、 無い と 信じて 此 問題に 對し ますれば 神 は何處 にも 之 を 看 出 

す 事 は出來 ません。 佛國 有名の. 天. 文學者 ラランドが 曰うた 事が あります 「余 は 大形の §1?: 遠 鏡 を 以て 天 

界隈な く 探りし と雖 も、 未だ 會て祌 を 見し 事な し」 と。 「祌を 信ぜざる 天文 學者は 狂人な り」 と 一一 一一 口 ひ 

し大 天文 學者 ありと 思 へば、 又 ララ ンドの やうなる 天文 學者 もあります。 故に 神 は理學 者の 實驗に 由 

て 知る 事の 出来る 者で ない 事 は 確であります。 

然 らば 神の 存在 は 如何して 知る 事が 出来る 乎と 云 ふに、 夫れ は 信す る 事に 依て あります。 そして 

信す ると は、 道理に 反し、 利害 觀 念に 强 ひられ、 無理に 信す る 事ではありません。 信す ると は 我が 衷 

0  0  0  0  0-0  0  0 まこと 0  0OO0COOOOOO00 あか _.- 一 

に 起る 自然の 聲を 眞の聲 として 受取る 事であります。 嬰兒が ffll を 慕 ふ 心 は 自然に 湧く 心でありまして、 

そして 叉 深い、 强ぃ， 眞の 心であります。 私供が 祌を慕 ふ 心 も 亦 人と して 私供に 自然に 起る 心で あり 

まして、 之 を 迷信と して 受取ら す、 私供に 植付けられし 天然 其 儘の 心と して 受取って、 玆に眞 の 信仰 

が 起る のであります。 そして 此 信仰の 心 を 以て 萬 物に 對 します る 時に、 萬 物 は 父の 聖 手の 業と して 我 

眼に 映り、 私供 は 少しも 道理に 反く ことなくして、 萬 物 を 解し、 其 美 を 讚美す る 事が 出來 るので あり 

ます。 信す ると 信ぜざる と は 學究的 に 何の 差別 は 無い やうに 見えます が、 然し 乍ら 學究に 熱心 を 供し、 

其 興味 を增 し. すべての 知識の 調和 一 致 を 計る 上に 於て、 信仰 は遙 かに 不信仰 以上の 勢力で ある 事 は. 
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何人も 否 む 事 は 出来ない と 思 ひます。 其 證據に は、 世に 不信仰の 學者は 無いで はありません が、 信仰 

の學 者の 勢力 は遙に 不信仰の それに 勝 さります。 古へ より 今日に 至る まで、 ^界的 大學者 は 大抵 は 熟 

心なる 有神論 者で ありました。 單に 哲學者 丈け に 就いて 曰うて 見ましても、 ソクラテス、 プラト ー、 

プ 口 チ ナス、 デカ— ト、 ス ピノ ー ザ、 ライブ- ッッ、 ベ I コン、 カント 等 何れも 祌 在りと 信じて 其存 

在 並に 活動 を證明 せんとして、 終生の 力 を 注いだ 人達であります。 

如斯 にして、 神の 存在の 證據は 信仰 を 基礎と して 立てら る \ 者であります が 故に、 其證 明た る や 主 

として 部分的で なくして、 全體 的で ある 事が 解ります。 恰 かも 大 美術家の 畫 いた 槍の やうな 者で あり 

まして、 其大 天才 は 之 を點ゃ 線に 於て 見る 事 は 出来ません、 其 全體の 構造、 趣 辯に 於て 見る ので あり 

ます。 宇宙 萬 物 を片々 に 研究して、 其內に 神の 聖 意と 云 ふが 如き 者 を 讀む事 は 出来ません。 同じ 事 を 

■  デ> ^イン 

個人の 生涯に 於ても 見ます。 信者の 日々 の 生涯に 於て 別に 神の 意匠と 云 ふやうな 者 を 見る 事 は 出来 ま 

せん。 然し 乍ら 彼の 全生涯 を觀 察しまして、 殊に 百年 二百 年の 後から 之 を 見まして、 其の まことに 神 

に 導かれた 生涯であった 事 を 知ります。 國の 歷史に 於て 殊に 然 りです。 其 毎月 毎年の 出来事に 由て、 

祌の 御手が 其 上に 加 はりつ、 ある 事 を 知る 事 は 出来ません" 然し 乍ら、 百年 叉 は 千年の 後より 之を觀 

察して、 人間以上の 意志が 之 を 起し、 之を椎 持し、 終に 之 を 亡した 事 を 知る 事が 出来ます。 丁度 山水 

を 遠方より んで 景色が あり、 近づいて 之 を 見る 時に、 汚點 のみ 眼に つく やうな 者であります。 哲學 

者 は 概ね 信者で あるに 對 して、 科 學專門 家の 內に 不信者の 多 いのは 此理に 由る ので あると 思 ひます。 

信仰 は 人の 衷に存 する 統一 の 精神であります。 之と 相對 して 知識 は 分解の 能力であります。 人が 知識 

にの み 依て 萬 事 萬 物 を說明 せんとす る 時に、 彼 は自づ から 無神論に 傾きます。 然し 乍ら 宇宙 も 人生 も 


分解した 丈け では 解りません。 之 をー體 として 見て、 部分と 部分との 關係を 明かに して、 其の まこと 

にコズ モス (整 體) なる 事が 解ります。 人が 神 を 信す るに 到りし 時に 彼 は 統一 者になる のであります。 

そして 單に 知識の 方面から 見まして、 統一 は 分解 丈け それ 丈け 必要であります。 

神の 在る 證據 は、 神が 在る と 信じて、 人の 能力が 非常に 增す 事に 在ります。 先づ 第一 に 創作と 云 ふ 

事 は 神 を 知って 始まります。 祌の 信仰の ない 所に 釗 作と 稱 すべき 创 作はありません。 單に藝 術 丈け に 

就いて 考 へて 見まして、 神の 信仰の 無い 所に 大藝 術の 興った 例 は 何處に 在ります 乎。 西洋に 於て は藝 

術 は 希 臘で始 つた 者であります が、 X 布 隠 人が 强き 信仰の 民であった 事 は 明かなる 事實 であります。 希 

來人は 信仰の 民であって、 希 臘人は 文藝の 民で あると 云 ひて、 希 瞧人は 日本 今日の 腐敗 文士の やう 

に 無 信仰 不道徳の 民であった 乎の やうに 思 ふは大 なる 間違であります。 希 臘藝術 は强き 高き 深き 宗敎 

的 觀念を 以て 始 つた 者であります。 其 事に 間違はありません。 そして 中古 時代より 近 世紀の 初期に 方 

て、 大 美術 を^に 供した 者 は 3： んな 人であります 乎。 ミケル. アン ゼロ ー., ラフ ハエ ル、 レオ ナ— ド. 

ダ.ヴ インチ、 レム ブラントと 云 ふて 一人 も 無神論者 は 在りません。 其反對 に、 孰れ も哲 學者ス ピノ 

—ザ 同様 「神に 醉 うたる 人」 でありました。 美術と 信仰の 關 係に 就て 述べん とすれば 際限が ありませ 

ん J ま那、 印度、 日本に 於ても 同じであります。 信仰 衰退の 今日に 於て 美術の 形は殘 つて Si5 ます、 然 

し 何處に フィヂ ヤス、 運慶 等の 大膽 にして 眞に 迫る の 互 作が あります 乎。 萬 物の 靈 なる 神に 接しての 

みクリ HI シ ヨン (創作) があります。 神が 萬 物 を 造り 給 ひし 其 能力の 分與 にあ づ かりて、 人 も 神に 

似て 或 物 を 造り 得る のであります。 無神論が 生みし と 云 ふ 所謂 「創作」 は 創作で はなく して 破壞 であ 

ります。 否定が 其 特徴であります。 否定、 反逆、 破壞、 …… 無神論の 强 きは此 にあります。 肯定、 順 

神の 在る sralK  BI 五 
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法、 建設、 創作の 積極的 能力 は 信仰に 由て 臨む 者であります。 • 

そして 事 は 單に藝 術に 七 まりません。 人生 活動の すべての 方面に 於て、 眞の 神に 對 する 眞の 信仰 は 

偉大なる 積極的 結果 を 生じます。 私供が 第二に 考 へて 見たい 事 は、 大 信仰に 由ら すして 興った 大國家 

は 何處に 在る 乎、 其 事であります。 X 布臘 人が 素より 信仰の 民であった 事 は 前に 述べた 通りであります。 

H ヂ ブトに 大國 家と 大 文明の 起り しも 其 強い 高い 宗敎に 依りし 事 は 疑 ふに 餘地 がありません。 バビ 。 

ン、 アツ シリ ャ又然 りであります。 羅馬人 は 政治的の 民であって、 X 布臘人 程の 敬神の 民で はあり ませ 

んで すが、 然し 公義 を 愛し、 法律 を 重ん する 點に 於て、 確に 信仰の 實際的 方面に 長け て 居ました。 そ 

して 古代 を 去って 近代に 至りまして、 深遠なる 政治 運動 はすべ て 深き 宗敎心 を 以て 始まりました。 力 

ルビ ン 主義の 敎が 英國を 立直し、 和 蘭 共和 國と 北米 合 衆 國を與 した 最大 原因であった 事 は 何人も 

否定す る 事 は出來 ません U 近代の 代議 政 體 がプ n テス タン ト敎の 敎義を 以て 始 つた 者で あるとの 英國 

法现 學者ジ H 1 ムス . マッキントッシュ の說は 深い 観察に 出た 者で あると 思 ひます U 近代史に 於て 信 

仰 を 無視して 起った 國家は 佛蘭西 共和 國と勞 S 一お 露國 であります。 然し 乍ら 一 一 者 何れも 危ぃ 立場に 立つ 

者で ある 事 は 認めざる を 得ません。 そして 叉 政府 は 無宗敎 であり ますが、 佛人露 人 孰れ も 深い 宗教心 

の！^ であります。 兩國 の强味 はや はり 其 信仰 厚き 民に 於て 在る ので はありますまい 乎。 

そして 日本 國は 如何です か。 日本 國の 建設者 は 不信仰の 人で ありました 乎。 敬神 愛國は 日本 建國の 

根本的 精神 ではありません 乎。 日本が 束 洋諸國 の內で 優秀の 國家を 成して 居る 理由 は 其 建設者 の 優秀 

の宗敎 心に 在る ので はありますまい 乎。 日本人 は 特に 宗敎 的國 民であります。 何れの 宗敎も 日本人の 

心に 植附 けられて、 著る しき 發達を 遂げました。 日本人から 其 宗敎心 を 取 除いて 日本の 國 家が 維持し 


得らる k 乎、 大 なる 疑問であります。 

畢竞 する に、 祌の 存在の 證明は 2X2=^4 と 云 ふやうな 性質の 者ではありません。 之 は 「^^"き樹は善 

き 5^ を 生じ、 惡 しき 樹は惡 しき 果を 結ぶ」 と 云 ふやうな 論法に 依る 者であります。 神の 存在 を^ 定的 

に證 明す る こと は 出来ません。 哲 學者デ 力， -卜は 其 事 を 試みて 失敗し ました。 神を識 るの 途は 義人 や 

紫 人を識 るの 途と 同じであります。 卽ち 自分が 或る 程度まで 義人 又は 欺 人に 成らなければ 識る ことが 

出來 ません。 本當の 義人 は此 世の 人の 參數に は 不義の 人と して 認めら る、 者であります。 然るに も拘 

はらす 彼 は 義人で あるので あります。 神 も亦然 りであります。 祌の心 を 慕 ふて 始めて 祌を識 るので あ 

ります。 人 は 誰でも 2x2  =  4 の眞理 なる を 知ります。 然し 乍ら 祌の聖 意 を 行さん と 欲する 者の みが 祌 

の 在る 事、 其聖 意が 絕對 的眞理 である 事 を 知ります。 此は 循環論法の やうであって 決して さう では あ 

りません。 力 ントの 有神論 も 亦是れ 以外の 者で はない と 思 ひます。 


神の 存在の 證據 

i こしへ  .ー， ふ か 

永遠の 祌は汝 の 住所な り、 汝の 下に は 永遠 の 腕 ありて 汝を支 え 給 ふ (申 八 S 記 三 十 三 考ーヒ 節， 一 

汝等 H ホパ の恩惠 深き を嘗ひ 知れ. M ホバ に 倚 賴む者 は 福な り (詩 三十 四篇八 節)。 

我等 は 彼 (神) に 頼りて 生き また 動き また 存る こと を 得るな り (使徒 行傳 十七 章 二八 i 卽ソ。 

神のお lis  1： 七 
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其 良心 之が 證を なして 其 思念た が ひに 或 は^め 或は 褒る こと を爲 せり (羅馬 書 二 章 十五 節 )o 

神の^ 在 は 宗敎の 第一義であります。 神 在りての 宗敎 でありまして、 祌 なくして 宗敎も 信仰 も 無い 

のであります。 イクラ 聖書 を 博く 研究し、 宗教の 奥義に 達したり とて、 神の 在 まし 給 ふ 事が ハツ キリ 

と 解らない 5? 合に は、 聖書 知識 は 何の 用 をも爲 さない のであります。 然るに 實際は 如何で ある 乎と 云 

ふに、 私供 は 時々 神 を 見失 ふので あります。 書を學 び又敎 へつ、 ある 間に 神が 見えなくなる ので あ 

ります。 隨 つて 信仰の 與 味が 消えて、 自分 は 何を爲 しつ & ある 乎 を 疑 ふので あります。 祌相 乎の 信仰 

であります。 然るに 其 相手の 神様の 御 姿が 簿 らいで、 信仰が 签に 成る のであります。 其れ故に 私供 は 

度々 元の 問題に 立歸 り、 r 祌は 在る 乎」 の 問題に 就いて 考 へねば たりません。 

0-OOCOODCOO0OOOOOOOOOOOOOOO 

神の 在る 第一 の證據 は 私供 各自に 靈 魂の 在る 事であります。 私供 备自は 道理に 從ひ、 一 定の 意志 を 

以て 第一 に 自分の 身體 を、 其 次ぎに 自分に 屬 する 凡ての 物 を處理 して 行く ではありません 乎。 靈 魂の 

無い 所に 統一 はありません。 統一 の 在る 所に 私供 は 巾 心的 生命の^ 在 を 認めます。 そして 宇- W 全體に 

統一 の 行 はる &を 見て、 私供 は 其 中心に 之 を 統御し 指導す る 生命 卽ち 神の 在る こと を 認めます。 5- 論 

ゆに 多少の 混亂は 無いで はありません。 然れ ども 混亂は 暫時の 出来事であって、 整理 は 全般の 法則で 

み だ れ  や はらぎ 

あります。 「神 は 混 亂の祌 に 非す 和平 (調和) の 神な り」 と バウ！： がコ リン ト 前書 第 十四 章 三 三 節に 

； て 一一 一一 II うたの は眞现 であります。 日月 星辰の 運行 を 見た 丈け で 神 は 調和の 神で ある 事が 判明り ます。 

此 完備せ る 昔樂の 如き 宇宙の 中心に、 私供が 祌と稱 し 奉る 大靈 魂が^ 在 しないと は 如何しても 思 はれ 

ません。 
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祌が 在る 第二の 證據 はんに 良心の 有る ことであります C 良心 は 人の 衷に 響く 聲で あります が、 彼の 


聲 ではありません。 人の 衷に 響いて 人 以外の 者の 聲 であります。 之 は 彼 を 賞め ます 又 彼 を 責めます。 

大 なる 描 威を以 つて 彼を赛 判き ます。 是は 誰の 聲 であり ませう 乎。 或る 學者は 良心 進化 說を唱 へて、 

良心 は 元 來社會 制裁の 聲 であった 者が、 終に 人の 性に 化して 良心と 成った ので あると 云 ひます。 然し 

若し さう であるならば、 何故に 異 つた 社 會に異 つた 良心が 發 達しない のであります 乎。 何故に 東洋 西 

洋と 云 ひて 全く 異 つた 社會に 於て 東洋人 の 良心と 西洋人 の 良心と 全く 異 つた 良心が 出來 なか つたので 

あります 乎。 然るに 事實 如何と 云 ふに、 良心 は 大體に 於て 世界人 類 共通であります。 良心の 事に 於て 

丈け は 東西 兩洋を 始めと して、 アフリカ 人、 ァ ウス トラ リャ 人、 ァ イノ、 ェ スキモ ー、 アメリカ 土人に 

至る まで 共通であります。 人に 良心が ある 故に、 今日まで 全く 交通の なかった 民族が、 新たに 交際 を 

始めて、 相互 を 知り、 相： 立に 接近す る 事が 出來 るので あります。 實に 不思議であります。 私が 惡 いと 

m:- ふ 事はシ ベリ ャ rw: 地の 土人 も、 南米 南端の パタゴ 一一 ャ人 も惡 いと 思 ふので あります。 此 * は 何 を 示 

します 乎。 人類 を 治め 給 ふ 者が あって、 其 命令 は 萬 民に 遍く 行渡り、 彼 は 同一 の聲を 以て 或は 賞め 或 

は 責め 給 ふと 云 ふ 事 を 示します。 人が 良心の 苛 責に遇 ふて 苦しむ と 云 ふ は實に 不思議であります。 彼 

は 何故 之を壓 伏し 得ない のであります 乎。 自分で 自分の 聲を 抑へ 得ない 理由 は 無いで はありません 乎。 

然るに 事實 抑へ 得ない のであります。 良心 は 彼の 衷に 響いて、 彼 をして 其ォ I ソリチ ー より 免 かる、 

事 能 は ざ らしむ る の であります。 良心 は 人 の衷に 響く 神 の聲 であると 云 ふの が 良心に 關 する 最も 待き 

說 明であります。 人 は 未だ 會て祌 の 聲を閜 いた 事 はない と 云 ふの は 間違であります。 人 は 毎日 毎時 神 

の聲を 聞きつ \ あります。 「祌は 御自身 を 證し給 は ざり し 事な し」 と パゥ& は 異邦人に 說 いたと 使徒 

行 傅 十 ra 章 十七 節に 記いて あります が、 實に祌 は 常に 御自身の 存在、 權能を 私共 各自に 證し給 ひつ.. 

神の 存在の 證據  I： 九 
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あります。 私供 は 良心の 15?^ を 聞く 度 毎に 聖き祌 の聲を M くので あります。 實 に莊嚴 なる 事であります。 
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神が 在る 第 ご： の？？ は-おおが ゆに 行 はる k と 云 ふ^で あ ります。 此は考 へ て 見れば 實に 不思議 の 事 

であります。 ゆ a 小に 與 ひって 正義に 反對 します。 「不義 は此 所に も 彼 所に も」 とテ 一一 ソ ンの 詩に 在り ま 

す やうに、 不 翁は大 なる 勢力 を 以て 世界 到る 所に 行 はれます。 若し 政府が 爲す がま K に存 して S!E- きま 

す な ら ば 何れの 國 家も數 年なら すし て 亡びて 了 ひ ます。 國民 の 利益 を以 て 利益と す ベ き大會 社の ， ^幕 

を 調べ て 見ます ると、 其 内に 身の 毛の 彌 立つ やうなる 大惡 事の 行 はれつ k ある を 聞く のであります。 

若し 人類 以外に S か大 偉力が ありて、 其 行動 を 支配す るに あら ざれば 世界の 破滅 は 明白の 成行きで あ 

ります。 然るに^も！： も 破滅せ ざる 而已 ならす、 徐々 に、 而 かも 確實に 正義 を實 現しつ k あります。 

會 社の 重役 は 不義 を計畫 し、 內閣諸 大臣 は 輕薄を 行 ひつ k あるに 拘 はらす、 新 光明 は國民 全體に 臨み 

つ」 あります。 此^ は 何 を 示します 乎。 祌は其 造り 給 ひし 世界 を 人の 手に のみ 任 かし 給 はす、 人が 全 

體に 彼に 反き まつりし に拘 はらす、 世界と 人類と に 係 はる 其 聖旨 を 行 ひ 給 ふ 事 を 示す ではありません 

乎。 此， の 萬 事は國 民の 輿論 を 以てして は 行 はれません U 奥 論の 上に 神の 聖旨が あります。 そして 最 

後に 此聖 33 が 行 はる k の で あ り ます。 世界が 今日 ある を 得し は 軍人 や 政治 (豕 の 能力に 依って はあり 

ません。 人の 服より 見て 或る 不思議なる 能力が ありて、 不義 は 之 を 去り、 正義 は 之 を 保； t 獎勵 した か 

ら であります。 之を稱 して 「正義 を 目的と して 働く 能力」 と 一 K ひます。 そして 斯 かる 能力 は储 かに 在 

ります。 歷史を 讀んで 何人も 認めざる を 得な いのは 此能 力であります。 天然 も 人類 も 自分自身の 力で 

發 達する のではありません。 或る 他の 力が 之 を 導きつ、 あるので あります。 人が 全體に 攝理を 信す る 

の は 之が 爲 であります。 凡ての 偉人 は 攝理の 在る こと を 信じました。 彼等 は 自分の 力で 自分の 運命 を 


切 いたので はない、 或る 他の 力が 自分の 爲に 道を備 へ、 自分 を 其 道に 伴れ て 行いて 。おれた ので ある 

と 信じました。 神 は 良心と して 私共 各自 を內に 導き 給 ひ、 攝理 として 外に 導き 給 ふので あります。 

0^00-00000000000000000  OCOO 

神 の 在る 第 の 證據は 人 の 祈りが 聽 かる k 事 であります。 多く の 人 は 此事は 神の 在る 證據 になら な 

い、 其 反對に 無い 證據に 成る と 云 ひます。 卽ち 彼等が 爲 した 祈り は 大抵 聽 かれなかった から 祌は 在る 

者で ない と 云 ひます。 私自身の 經驗に 依って 考 へて 見ても 斯 かる 場合 は 無いで はありません。 私に も 

多くの 聽 かれざる 祈りが ありました C 私 は それが 爲に 神の 存在 を 疑うた 事の ある を吿 白し ます。 然し 

乍ら 克く考 へ て 見 ますれば、 私が 聽 かれない と 思 ふ 祈り は 凡て 私自身の 利害に 係 はる 祈りであります。 

此は祌 の 御 眼より 見て 小なる 祈願でありまして、 聽 かる k の 必要な き 祈りで ありまし たらう。 之に 對 

して 私の 犬なる 祈り は 凡て 聽 かれた と 信じます。 叉聽 かれつ、 あると 信じます。 そして 此は聽 かる、 

に 最も es 難なる 祈りで ありました。 殆んど 無理な 祈願と 思 はる X 程の 祈願で ありました。 私に 私の 實 

驗を巾 上ぐ る こと を 許して 戴きます。 私 は 青年時代に 一 つの 大膽 な、 そして 其 時の 場合から 考 へて 見 

ま 十れば 無謀なる 祈り を 神に 捧げました。 それ は r 祌樣 私に 日本 全國を 下さい」 と 云 ふ 祈りで ありま 

した。 其 意味 は 勿論 太閤 秀吉の やうなる 日本 國の 領主と して 下さいとの 祈りではありませんでした。 

日本 全國に キリ ス トの福 昔 を說く 事の 出来る やうに して 下さいとの 祈りで ありました。 今より 四十 年 

前に 一 個の 日本 青年が 爲 した 祈りと して 大膽 極まる 祈りで ありました。 私 は 北海道に 在りて 此 祈り を 

捧げました。 米國に 在りし 間此 祈り を續 けました。 そして 日本に 歸 つて 後に、 幾度 も 祈りの 精神 を 挫 

かれました けれども 一 にも 角に も此 祈り を續 けました。 そして 事實は 皆様 御 承知の 通りであります。 

凡ての 事が 共に 働い て此 結果 を持來 したので あります。 此 間に 在りて 勿論 私自身 も 或る 事を爲 しまし 

神のお 在の！ r=  SS  五一 
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た。 然し 乍ら 私 以外の 凡ての 事が 手傳 つて 私 をして 今日 ある を 得しめ ました。 私の 友人 は 勿論の 事、 

私の 敵まで が 凡て 此 事に 就て 私 を 手 傅って 吳れ ました。 此 事に 就て は 伊藤博文 公、 山 縣有朋 公、 大 

重， 信 侯が 皆な 私の 協力者で ありました。 日淸戰 (J^、 日露 戰爭、 日獨 戰爭、 終に は 昨年の 米國の 排日 行 

爲 までが 私の 願望 成就 を 助けて 吳れ ました。 實に 不思議であります。 私 自信が 私の 祈りの 聽 かれし 事 

を 信す るに 困難 を感 する 程に 不思議であります。 

そして 如 此き事 は 私 一 人に 限る 事ではありません。 新田 義貞が 比 叙 山の 日吉 神社に 熱誠 を 籠め て捧 

げし 祈りが 德川 家の 日本 統一 の 因を爲 したので あると 日本の 歷 史家が 云 ひます が、 實 に^に 不思議な 

る 者と て 自分に 利ハ の 無き 人の 祈禱の 如きはありません。 此は 確かに 聽 かる、 者でありまして、 此世 

の 凡ての 善事 は斯 かる 祈 禱に應 じて 成った 者で はありますまい 乎。 コ ロム ゥ H ルが英 國の爲 に 祈りて 

な.' 日の 英國が あり、 ワシントンが 米 國の爲 に 祈りて 今日の 米國 があった ので あると 信じます。 祌が定 

め 給 ひし 條 件に 循 つて 祈りて 祈禱は 必す聽 かれます。 其 事の 闲難は 問題ではありません。 此 山に 對ひ 

て 動け と 命 すれば 動く のであります。 其處に 人た るの 名譽 と特樣 とがあります。 彼 は 祈り を 以て 宇- 3 

の 主宰者 を 動かす 事が 出來 るので あります。 

最後に 神の 存在 は 人類の 輿論であります。 縦し 一派の 學者ゃ 思想家 は 之 を 否定し ましても、 人類 全 

|g は 神の 實在を 信じて 疑 ひません。 而-」 たらす 人類の 內で 最上 最善の 者 は 凡て 神の 存在の 堅き 信者で 

あります。 ソ クラ テ ス より 力 ン トに 至る まで 第 一 流の 哲學者 は 一 人 も 续らす 堅き 信者で ありました。 

祌は 在りと 信じて 萬 事を爲 すが 最上の 智慧であります。 


イスラエル ょ聽 け、 我等の 神 M ホ バ は 惟一の H ホ バ なり C 申命記 六 章 四 節， JO 

祌と稱 ふる 者 或 ひ は 天に 在り、 或 ひ は 地に 在りて 多くの 祌、 多くの 主 あるが 如しと 雖も、 我等に 

に *>- ひとり 

於て は 惟一 の 神 卽ち父 あるの み (哥林 多 前書 八 章 五、 六 節)。 

それ 中保 は 一 人に 屬 ける 者に 非す、 祌は卽 ち 一 人な り (加 拉太書 三 章 二十 節 )o 

「神 は 一 なり」、 是れ 基督 敎の 根本的 敎義 として 何人も 疑 はない 所で ある、 乍然、 其 如何に 深い、 

如何に 廣 ぃ敎義 であるか は 多くの 人の 知らない 所で あると 思 ふ。 

祌は  一 ^！^りとは單に數に於て 一 であると 云 ふこと 許りで はない、 質に 於ても 亦理に 於ても 一 である 

と 云 ふこと である、 宇宙に 眞理 多し と 雖も祌 は 一な りと 云 ふが 如き 深い、 廣ぃ、 美 はしい 眞理 はない 

ので ある、 此眞理 をす ベての 方面に 於て 解して 基督 敎は 勿論の こと、 宇宙 萬 物 は 悉く 解し 得らる- -の 

である、 祌は 一 なりと、 是れ に 始めて 出て、 最も 深い 哲學 である、 ピサ ゴ ラス、 プラト ー の 哲學に 

4- まらない、 今日の カント、 ス ペン サ ー の哲學 と雖も 之より 以上に 達する こと は 出来ない、 人類が 其 

賦與 せられし 總て の 智慧 を 絞り出して 是れ よりも 深 い 哲 學を考 へ 出す ことが 出来な いので ある。 

神 は 一 つで ある、 多數 でない、 八 百 萬で はない、 故に 其 爲し給 ふ 事に 不和 撞羞の あり やう 害 はない、 
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に 不調の あるが 如きに 見 ゆる は 是れ單 に 爾ぅ見 ゆるに 過ぎない、 人の 眼の 達せざる 奥に 於て は 萬 

物 はすべ て 悉く 調和で あるに 相違ない、 一 ッの祌 に ニッの 意志の あり やう 苦 はない、 神が 一 つで ある 

以 k は 萬 有 は 一 元に 始まり、 眞现は 一 现に歸 し、 人類 は 終に 一 圑 とならざる を 得ない、 科學の 根底 も、 

哲學の 某 礎 も、 歷史 の終點 も、 祌は 一 なりと 云 ふ、 此 古き 舊き 敎義に 於て^ るので ある。 

祌は - ッ である、 故に 彼は單 純で ある、 一 なる が 故に 人 机め る、 繁雜な る、 複雑なる 者で ない に栢 

違ない、 淸き心 を 以てすれば 何人に も 解し 待ら る 、者で あるに 相違ない、 ^かも 嬰兒の 如き 者で あつ 

て、 天眞 爛熳、 無 偽 正 善の 者で あるに 相違ない、 神の 解し 難き は 彼が 複雜 なる が 故で はない、 單 純に 

過ぎて 餘 りに 透明なる が 故で ある、 恰 かも 英雄の 心の 如く、 淸風 霽月、 一 點の塵 を 留めざる が 故に 人 

は 彼 を 解し 得ない ので ある、 人 は 容易に 多くの 神 を 信す る、 然し 容易に 獨ー 無二の 祌を 信じない、 純 

淸は 彼等の 堪えられない 所で ある、 故に 彼等 は 多くの 不純なる 神 を 作りて、 己が 不潔 を蔽 はんとす る Q 

神 は 一 つで ある、 故に 率直で ある、 

H ホバ 言 ひ 給へば 成れり 

と- "ムふ (詩篇 三 卜 三篇九 節)、 彼に ありて は 意志と 實 行と は 一 つで ある、 彼 は 世の 所謂 方法 手段 を 11 じ 給 

はない、 太陽の 光線が 直に 物 を 照す が 如くに 祌の聖 3 曰 は 直に 人の 心に 臨む、 單 一にして 率直なる 祌は 

何の 媒介 者に も 由ら すして 直に 其 恩 惠を萬 物に 施し 給 ふ、 天使に 由ら す、 敎會に 由ら す、 使徒、 §\1！ 人、 

教職 等に 由ら す、 御自身 親しく 直に 吾等 を 導き 給 ふ、 單純は 煩雑 を 嫌 ひ、 眞直を 愛す、 單 純の 人 はす 

ベて 雨う である、 軍 一 の 祌が闞 うでない 理 はない。 

祌はー である、 故に 彼 は 不朽で ある * 彼に 始め もな く、 亦 終り もない、 彼 は卽ち 永遠 的實在 者で あ 


る、 生 は 合成で ある、 死 は 分解で ある、 故に 單ー にして 純正なる 神に 生死の 有り やう 害 はない、 神に 一 

永生の 存 する は是れ がた めで ある、 死 は 彼に 取て は 不可能で あるから である、 惟一なる が 故に 不朽 不 

滅 である、 而 して 不純、 不潔、 混成、 粗雑の 人類 は 惟一 の 神に 結ばれて のみ 不朽なる を 得る ので ある-, レ 

神 は 一 である、 故に 彼 は 平和で ある、 彼と 競 ひ 爭ふ者 はない、 叉 彼が 取て 代るべき 者 はない、 彼 は 

獨り 在て 獨り 足りる 者で ある、 故に 永久の 平和 は 彼に 於て 存る、 人 は 人に 賴て 他の 人と 爭 はざる を 得 

ない、 國に賴 て 他の 國と爭 はざる を 得ない、 敎會 に賴て 他の 敎會 と爭 はざる を 得ない、 然れ ども 神に 

頼て 彼は爭 はんと 欲する も 得ない、 

夫れ 祌は亂 の 神に 非す 和平の 神な り (哥林 多， 前書 十四 章 三十 三 節〕、 

山の 祌は 海の 神と 爭 はん、 日本の 祌は露 西亞の 祌と爭 はん、 聖公會 の 神 は メソヂ スト 敎會の 神と 爭は 

ん、 然れ ども 獨ー 無二の 宇宙の 神は爭 ふに 爭 ふべき 神がない、 彼 は 其 必然性より 亂の祌 に 非す して 和 

平の 神で ある、 人 は 惟一 の 神 を 信じての み 始めて 相互に 和す る ことが 屮 I 來る、 神 は 唯一な りと 敎 へら 

れし 時に 人類 は 始めて 平和の 福音に 接した ので ある。 

「神 は 一たり」、 誠に 單 純なる 敎理 である、 然し 單 純なる 丈け それ 丈け 深い 且つ 廣ぃ 敎理 である、 

人類の すべての 智慧 を盡 して 此敎理 の 奥義 を 識り悉 す ことが 出来ない、 基督 敎の 奥義 はすべ て 此單純 

にして 透明なる 敎理の 中に 罩 つて 居る。 

汝、 神 は 惟一な りと 信す、 如此 信す る は 善し、 惡鬼も 亦 信じて 戰慄 けり (雅各 書 二 章 十九 節〕 

神 は 一 なりと 信じて (信す ると 稱 して) 互に 相爭 ひ、 神 は 一 なりと 信じて 其 直接の 恩 惠に與 からん と. 


； t に する 五六 

欲せす、 祌は 一 なりと 信じて 敎會、 祌學、 禮式 等、 迂曲の 路に 由て 彼 を 探り 奉らん とし、 神 は 一 なり 

と：： ：5 じて 祌と 財と に 兼ね 事 へんと す、 「祌は 一 なり」 と 信す る は 易い、 惡鬼も 亦 能く 之 を 信す ると 云 

ふ、 然し 神 は 一 なりと 信じて 之 を 行 ふ は 難い、 大抵の 基督 信者 は祌は 一 なりと 唱 へて 實は其 事 を 信じ 

ない、 彼等 は實際 的に は 未だ 多祌敎 信者で ある、 不純なる、 矛盾せ る、 隔絶せ る 爭亂の 神 を 信す る 者 

である、 故に 祌はモ ー セを 以て 特に 此事を 其 民に 敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 

イスラ H ルょ聽 け、 我等の 神 M ホバは 惟一 の H ホバ なり、 ：：： 汝、 之 を 其 心に 在らし め、 勤めて 

汝 等の 子等に 敎へ、 家に 坐す る 時 も 路を步 む 時 も、 寢る時 も 興る 時 も、 之 を 語るべし、 汝叉之 を 

汝の 手に 結びて 號 となし、 汝の 目の 間に 置 一」 誌と なし、 又汝の 家の 柱と 汝の鬥 に 書記すべし (申 

命 記 六 章 四— 九 節)。 

神 は 一 なり、 神 は 一 なり、 吾等が 寤寐 にも 忘るべからざる は此 事で ある。 


神の 全智 全 能 に 就 て 


神 は 全智 全能で あると 云 ふ、 誠に 其 通りで ある、 然し 全智 全能と 云 ふ は、 神 は 御自身、 獨 りで 全智 

_<+ 能で あり 給 ふと 云 ふこと ではない、 斯 かる 全智 全能 は 虚偽 の 全智 全能で あって、 神の 全智 全能で な 

ほん 

い^は ft ふまで もない、 眞 正の 全智 全能 は 一人 丈け で 全智 全能で ある ことで はない、 すべての 人に す 


ぺ て の 智識 を與 へ、 すべての 能力 を 供し 得 る 全智 全能で なくて は ならな い 。 

而 して 神の 全智 全能 は斯 かる 全智 全能で ある、 使徒 ヤコ ブの 一一 一一 口 を 以て 曰へば 神 は 

咎 むる ことなく 惜 むこと なくして、 凡ての 人に 與 ふる 

者で ある (雅各 書 一 の 五)、 祌は此 世の 貴族 や 富豪の 如き 者で はない、 卽ち獨 り 有して 獨り 誇る 者で は 

ない、 彼 は 自己に 大能を 有して 之 をす ベての 人に 頒 たんと 欲し 給 ふ 者で ある、 神の 全智 はゲ 時の 博士 

等の 博識の 如き 者で ない、 卽ち之 を 以て 誇りと なし、 獨り 社會の 上位に 立ちて 其 尊敬 を 求めん と 欲す 

る 者で ない、 祌の 全智 は 萬 民の ための 全智で ある、 彼が 之 を 以てすべ ての 幽暗 を 照らし、 彼等 を 導き 

て 彼れ 御自身の 如くに 成らし めんと 欲し 給 ふための 全智で ある。 

此 世の 事 を 以て 神 を 1： 斷し 易き 此 世の 人 等 は 神の 大 能と 聞けば、 唯 遠くより 彼 を 敬す る 丈け であ 

つて、 自 から 進んで 其大 能の 分配に 與 からん としない、 彼等が 祌の大 能 を 見る こと、 此^の 貴 挨ゃ富 

豪の 邸宅 を 見る が 如くで ある、 卽ち、 彼等 は 之 を 全然 他人の 所有と 見做し、 到底 自身 等の 分配に 與か 

る 二との 屮 I 来る 者で ない と 忍 ふ、 然し 神 は 人で はない、 彼 は 貴族の 大 なる 者、 又は 富豪の 雄なる 者で 

はない、 彼 は 父で ある、 人類 を 造り、 之 を 父の 心 を 以て 愛し 給 ふ 者で ある。 

故に 父なる 神 は 御自身の 全能 をす ベての 人に 頒ち與 へんと 欲し 給 ふ、 彼の 造り 給 ひし 此 小さき 地球 

で すら 殆んど 能力の 無盡藏 である、 人が 之 を開發 し、 之 を 使用す る は 彼の 最も 喜び 給 ふ 所で ある、 然 

し 神の 造化 は此 小さき 地球に 止まらない、 地球 以外、 H 1 テルの 充ち盈 つる 所に ドレ 丈け の 能力が 貯 

へられて あるか、 吾人の 豫想 する 事す ら出來 ない 所で ある、 人類が 物質的 宇宙に 貯 へられた る 神の 大 

能 を 使 ひ 盡す時 は 未だ 幾 億 萬 年の 後で あるか 判 分らない。 

» の 全智 全能に 就て  五 七 
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然し 祌の大 能の 分 與に與 からん と 欲して 何にも 必 しも 地球 以外に 出で、 或 ひ は 又獨り 全地 球 を 占領 

する に 及ばない、 祌の大 能 は 彼の 造り 給 ひし 物よりも、 彼れ 御自身に 於て より 多く 實在 する、 我等 は 

彼れ 御自身より 直に 其大 能の 自. S なる 御 分配に 與 かる ことが 出来る、 人が 人た るの 特權 は玆に 在る、 

彼 は 彼の 靈を 通して、 靈 なる 神より すべての 能力の 御 分配に 與る ことが 出来る、 何にも 必 しも 信仰の 

能ハに 限らない、 病疾を 癒す 能力 を も、 必需の 糈を 得る 能力 を も、 其 他 我等の 要する すべての 他の 能 

力 を も 直に 神より， 戴く ことが 出来る。 

我等 は 「全智 全能の 神」 と 唯：！ 靡に 唱 へて はならない、 我等 は實に 誠に 斯 かる 神の 在し 給 ふ 事と 信 

じ、 實に 誠に 彼に 倚り 奉り、 實に 誠に 其 無限の 智慧と 能力との 御 分配に 與 からなければ ならない、 是 

れが祌 を 信す るの 眞實 の途 である、 神 は 人類が 斯の 如くに 彼 を；^ ぜんこと を 欲し 給 ふ、 我等 は此 世の 

多くの 人が 爲 すが 如くに、 唯 徒らに、 交際 道具と して 神 を 信す ると 稱 して 基督 敎に r 歸依」 して はな 

ら ない。 


人格 的の 神 


基督 者の 神 は 天然、 法則、 能力と 云 ふが 如き 非人 格 的の 者で ない。 彼 は 「アナ ク」 と 云 ひて 呼び 掛 

くる^が 出來、 又 「我れ」 ，こ 云 ひて 我等に 臨み 給 ふ 人格 的の 神で ある。 此點に 於て 基督 者の 神 は、 哲 


學^ の 神、 又は 政治家の 神と は 全く 異ふ。 眞の祌 は 天地 is? 物の 造 主であって、 まるべき 者、 敬 ふべき 

者、 ？ おむべき^、 事へ 服 ふべき 者、 然り 愛すべき 者で ある。 故に 若し 神 を 何者に か 比ぶ ベ くんば、 彼 

は 星 や 山 や 風 や 電氣ゃ 禽ゃ獸 に 比ぶべき 者に 非す して、 人に 比ぶべき 者で ある。 祌は少 くと も 人 以上 

である。 人に 非す と雖 も、 人に 在る 最善 最 美の もの を 無限に 具へ 給 ふ 者で ある。 人間の 立場より して- 

神 は 人格者で あると 云 ふより 外に、 彼の 何たる 乎を言 表 はすの 言がない ので ある。 

然 らば 人格と は 3： である 乎。 人格と は 俗に 云 ふ 人品で はない。 英語の personality の譯. 字であって- 

イン ヂヅ ィヂュ 7 リチ— 

人た るの 資格 を 云 ふ。 人格の 何たる 乎 を 知らん と 欲せば、 先づ 個性 ilKlividulllit.y の W たる 乎 を 知る 

ひとつ  1, ぶか 

の 必要が ある。 個性 は單獨 性で ある。 一 より 他に ない 性質、 又 之を備 へたる 者で ある。 同じ 物の 多く 

ある を 「團 栗の 脊 較べ」 と 云 ふ。 故に 一 箇の圑 栗に 個性が あると 云 ふ 事は屮 Z 来ない。 團栗は 種の 一 箇 

あきん か 

たるに 過ぎない。 然し 乍ら 生物が 進化す るに 從 ひて、 其 個性が 顯 明になる。 犬 や 馬に 至って、 一 疋の 

犬 は 之 を 他の 犬より 判別し 得る に 至る。 而 して 個性の 最も 發 達せる 者が 人で ある。 人 は 萬 人樣々 であ 

る。 我 は 我れ 一人であって、 我と 同じき 者 は 全 宇宙に 一人 もない。 類似 は 唯 程度の 問題で ある。 我に 

稍 4- 似た る 者 無き に 非す、 然れ ども 全然 我れ 如き 者、 我 を 二つに 割った 者、 斯 かる 者 は 全 宇宙 を 探る 

も 一 人 もない ので ある。 依て 知る 個性 は 人に 於て 其發 達の 極に 達せる を。 

人格 は自覺 せる W 性で ある、 Personality  is  self-conscious  individuality. 木の葉と 雖も 個性 は絕 

對 的に 無い と は 云 ひ 得ない。 多少の 相違 は ある、 然れ ども 僅少の 相違で ある。 高等生物に 至って 相違 

あきらか 

は 益々 顯 著になる、 然れ ども 其 相違 を自覺 する に 更に 一 段の 發達を 必要と する。 而 して 人に 至って^ 

性 は其發 達の 極に 達して、 之に 自覺が 現 はれた ので ある。 卽ち 個性が 人格と 成った ので ある。 人た" る 

人格 的の 神  E 九 


神に 閱 すろ s 究  六 0 

我れ、 日本人なる 我れ、 關東 人なる 我れ、 內村 家に 生れた る 我れ、 鑑 三と 名付けられし 我れ、 唯一 人 

の 我れ、 善 かれ 惡 かれ 全 宇宙に 二と は 無き 我れ、 それが 人格で ある。 そして 萬物發 達の 順序と して 人 

格 は 最後に 現 はれた る 者で ある。 之に 絶大の 淋しみ が 無いで はない が、 同時に 叉 絶大の 貴 尊が 伴 ふ。 

唯一 つより 外に 無き 者、 それ故に 金剛石よりも、 世界よりも、 宇宙よりも 貴き 者で ある。 嬰兒ー 人の 

生命が 全國 の 常よりも 贵 いと 云 ふ譯は 之に^る ので ある、 卽ち其 人格に 由 るので ある。 

そして 人に 人格が あって 祌に 之が 無いで あらう 乎。 此賴 りなき 弱き 微 さき 私に 此 無上の 性格が 有る 

に拘 はらす、 神 は單に 非人 格 的の 法則 又は 能力で あるで あらう 乎。 若し 神が 盲目の 力で あると 云 ふな 

らば、 助けな き 人格者なる 私 は 誰に 向つ て^の 苦痛 を訴 へて、 其 援助 を 仰ぐ であらう 乎。 神が 若し 人 

格 衰义は それ以上の 者でないなら ば 宇宙 は混亂 である、 暗黑 である。 そんな ッ マラない 意味の ない 宇 

宙を 想像す る こ と は 出來な い 。 

玆に 至て 聖書の 示す 所の 神の 最も 合理的に して、 侗 人性 を備 へたる 人類 を 完全に 滿 足させる 事の 出 

來る 神で ある ことが 判明る。 

唯 彼 獨り天 を 張り 海の 濤を 履み 給 ふ。 又 北 斗、 參宿、 昴 宿、 及び 南方の 密室 を 造り 給 ふ (ヨブ 記 九 

章 八， 九 節)。 

我 は エホバ なり、 他に 一 もな し、 我 は 光 を 作り 又 暗 を 造る、 ：… 我 は ェ ホバ なり、 我す ベ て是等 

の 事を爲 すなり (ィ ザャ書 四十 五 章 六、 七 節 )o 

M ホバ 我に 顯 はれて 曰 ひ 給 ふ、 我れ 窮 なき 愛 を 以て 汝を 愛せり、 故に 我れ 絶えす 汝を惠 むたり 

2 1 ミヤ 記 三十 一 章 三 節 


断くて 我等 基督 者の 神 は 人の 如き 祌 である。 我等が 父と 呼び まつり、 主として 仕へ、 友と して 親しみ 

得べき 神で ある。 斯 かる 神が 在し 給 ふが 故に、 我等 各自 は獨り *1 に 立ちて、 寂し さに 耐へ 得る ので あ 

る。 そして 彼に 守られて 我等 は 康く叉 喜ぶ ので ある。 


神 は 愛な り 

(約 翰 第 一 書 第 四 章) 

祌は 愛な りと 云 ふ、 是れ は祌は 愛する 者で あると 云 ふ 事で はない、 亦 愛 は 神の 特性で あると 云 ふ 事 

でもない、 祌卽ち 愛で あると 云 ふ 事で ある、 則ち 愛と は 神の 別名で あると 云 ふ 事で ある。 

神 は 愛な り、 愛は祌 なり、 故に 祌を 解せ すして 愛 は 判明らない、 愛 を 解せ すして 神 は!：!！ ら ない、 

神 は 愛で あり、 愛は祌 であるから、 我等 は 神 を識て 愛する ことが 出来、 愛して 神 を識る ことが 出來る 

ので ある。 

昔時 は 神 を H  口 ヒ ムと稱 へた、 能力 ある 者の 意で ある、 宇宙 萬 物 を 造りし 者、 地の 基 を 置え、 晨星 

を 天に 懸けし 者、 仇 を 報 ゆる 者、 又 忿怒の 主、 己に 逆ら ふ 者に 仇 を 報い、 己に 敵す る 者に 向いて 憤 恨 

ナホ ム 

を 含む 者であった (拿 翁 書 一章 二 節)、 神 を大能 者と 稱 へたの は 之が 爲 めであった、 卽ち爲 さんと 欲して 

爲す能 はざる ことなき 者であった からで ある。 


it に. 關する 究  六 二 

叉 神 を智養 叉 は 聰明と 呼び 奉った、 

H ホバ 智慧 を もて 地 を 定め、 聰明 を もて "大 を 置へ 給へ り • 其智； .1 によりて 海岸 は 湧 で、 雲 は 露 

そ k ぐな り (箴言 =1 章 十九、 廿節 )o 

祌は 全能者であって、 又 全智 者で ある、 大 なる 帝王であって、 又 犬なる 哲學 者で ある、 畏 るべき 者で 

あって、 叉 敬 ふべき 者で ある。 

然しながら 神 は 愛で あると は、 nli! れ キリストに 由て 始めて， に 傅 へられた る眞理 である、 福音の 福 

音た る は 殊に 此大眞 现を傳 ふるから である、 神 は大能 者で ある、 然れ ども 能力 は 彼の 特性で はない、 

山 を 摧き嚴 を 裂く の は 彼が 喜び 給 ふ 事で はない、 神 は 全智 者で ある、 然れ ども 智慧 は 彼の 特性で はな 

い、 彼 は 智者 を愧 かしめ、 學者を 迷 はしむ る を 以て _ 快 とし 給 はない、 神 は 愛で ある、 能力 以上、 智 

以上の 愛で ある、 彼が 喜び 給 ひ、 好み 給 ひ、 誇り 給 ふ 所の もの は "-pn じある、 彼 は 能力 を 示し， 給 はな 

い 時 も ある、 然しながら 愛 を 懷き給 はない 時 はない、 そ は 愛 は 彼の 本體 であるから である、 能力 は 彼 

久 一..」 ある、 故に 神 は 大能を 帶び給 ふと ある (詩篇 六十 五篇六 節〕、 智慧 は 彼の 装飾で ある、 故に 智慧 は 

真珠に 愈れ リと ある：， パき 一-" 八" 一： 十： i 叩)、 然れ ども 愛は祌 の本體 である、 彼より 智慧 を 去り、 權能を 去る 

も， 神は祌 にして、 萬 物の 首長で ある、 神 は 愛で ある、 權能 ではない、 智慧で はない、 祌 より 權 能と 

0OOO0OO  OOOC のこ 0  0  00  00  00  0000  00 

智慧と を 除き 去て 愛の みおり し 者が、 ィ H スキ リストで ある、 爾 うして 彼 は 曰 ひ 給 ふた、 我 を 見し 者 

は 父 を 見し なりと。 

：狎は 愛たり、 故に 神が 我等に 賜 ふ 最大の 恩賜 は 愛で ある、 祌は必 しも 我等に 權能を 賜 はない、 彼 は 

イエ スに之 を 賜はなかった、 祌は其 愛子が 敵に 嘲 けられ、 らる k 時に 方ても、 彼に 天より 萬 軍 を 召 


びて 之を滅 すの 權能を 賜はなかった、 イエ スは资 しめら るれ ども 自 から 謙りて 口 を 開かす 屠場に 索 か 

る」 0 の 如く、 毛 を 剪る 者の 前に 默す 羊の 如くに して 其 n を 啓ら き 給 はたかった、 然し 神 は 其 時に 

著 しく 愛 を 彼に 與へ給 ふた、 彼 をして 十字架の 上より 父よ 彼等 を赦し 給へ、 其 爲す所 を 知らざる が 

故な り と 叫ばし め 給 ふた、 十字架に 釘 けられし イエ スには 自己 を 救 ふに 足る の 能力 さへ 無った、 然し 

彼 は祌の 子であった、 愛の 外、 何物 を も 有ち 給 は ざり し 弱き 援助な き 者であった。 

權 能の 在る 所必 しも 神の 在し 給 ふ 所ではない、 權 能は惡 魔に も 在る、 祌を惡 み 其 道 を 嫌 ふ 者に して 

植能を 握る 者 は # に 決して くたい、 惡魔も 亦 神に 傚 ふて 奇蹟 を 行 ふた (出 埃 及 記 七、 八 章 を 見よ)、 

惡 魔は义 智慧に 富んで 居る、 神と 惡 魔との 異なる 所 は其權 能と 智慧に 於て f はない、 若し 權能 ある 者 

が 貴む ベ き 者であるなら ば 惡魔も 亦 貴む ベ き 者で ある、 若し 智慧 ある 者が 敬 ふべ き 者であるなら ば惡 

魔 も 亦 敬 ふべき 者で ある、 祌と惡 魔との 異なる 所 は其權 能と 智慧と に 於て はない、 其 愛に 於て ぐち 

な、 悪魔に は 何が あっても 愛 はない、 愛 は 神よ リ出づ (四 章 七 節)、 惡 魔に は 愛 はない、 故に 愛な き 者 

は 神 を識ら ず、 神 は 卽ち愛 なれば なリと ある (八 節〕。 

愛、 愛、 吾等の 希 ひ 求むべき 者 は是れ である、 權能は 要らない、 有って 甚だ 危險 である， 智慧 は 要 

ら ない、 有って 返て 吾等 を 迷 はす、 要る 者 は 愛で ある、 敵 を 倒す ための 權能 ではない、 我 を 倒さん と 

す る 我 敵 を 愛す る 愛 で ある， 是れ 吾等の 最も 要求す ベ き 者 で あ る 、 吾等 基督 者 は 權能を 以て 自 から 守 

らんと は k ない、 愛の 中に 恐怖 ある ことなし、 全き 愛 は 恐怖 を 除く と あれば (十八 節) 吾等 は 愛 を 以て 

敵に 向 はんとす る、 吾等 は權 能の 足りない の を 歎かない、 愛の 足りない のを悲 む、 愛 を 以て 溢れさへ 

すれば 天 上天 下 恐るべき もの は 一 つもない。 

神 14 愛 な h-  六 三 


神に ！i す， 0  究  六 E: 

聖靈の 降臨と 云 ふ、 然り、 昔時 は聖靈 の 降臨に 接して 者 は 猛きカ を 得、 知 曰 者 は 深き 妙 理を曉 つた、 

士師ギ 、デオンの 如き、 預ー 一一 一口 者 ダ-ー H ルの 如き は 其 例で ある、 然し 今 は それと 異なる、 聖靈、 卽ちィ ヱ 

ス キリ ストの 靈の 降臨 は 殊に 愛の 注入で ある、 神 はん マ は 愛と して 吾等の 靈に 降り 給 ふ、 故に 凡そ 愛に 

居る 者 は 神に 居リ、 神 また 彼に 居る と 云 ふ (十六 節)、 我等に 權 能が 加 はり たれば とて 必 しも 聖靈が 我 

等に 降った と は 限らない、 權能は 時には 政府より 加 へられ、 叉惡 魔より 加 へらる、 智慧 とても 同じで 

ある、 然れ ども 我等の 靈に 愛が 加 はって、 吾等 は の 祌の靈 が 吾等の 衷に 臨みし こと を 確認す る 、 

其 時 吾等の 汚れた る 體は聖 き 神の 聖殿 となる、 其 時 吾等 は眞に 誠に 神の 宿る 所と なった ので ある、 ィ 

ムマヌ H ル、 神 我等と 偕に 在りと は此 事で ある。 

神 は 愛な り、 故に 神の 事業と は 愛 を 以て 愛の 國を此 世に 建設す る ことで ある、 愛 は 其 目的であって 

叉 其 手段で ある、 權 能と 束縛と 威力と は此 事業に 與 かって 何の 力 もない、 權 勢に 由らず、 能力に 由ら 

ず、 我靈に 由るな りと エホバ は 4n げ給 ふた (撒 加 利 亞甞四 章 六 節〕。 

祌は 愛な り、 依て 祌の 事業の 忍耐の 事業で ある ことが 判明る、 人 は 容易に 愛 を 感じない、 彼 は仰壓 

する こと 易く して 感化す る こと 甚だ 難い 者で ある、 然るに 吾等 基督 者 は徐々 たる 愛の 感化 力の 外、 M 

の 勢力 を も 使って はならない の である、 吾等 は 十字架に 上げら る、 も 吾等の 權カを 使って はならない 

やに 

ので ある、 キリストの 生涯と 其 福 昔宣傳 法は是 であった、 卽ち 使徒 パゥ 口 の 所謂る 神に 和らがん こと 

を 人に 願 求す る ことであった (コ リント 後書 五 章 二十 節〕、 愛の 淚を 以て 世の 罪人に 改悔を 願 求す る こと、 

疋れが 基督 者の 傳道 法で ある。 

祌は 愛な り、 基督教の すべて は簡單 なる 此 語の 中に 含まって ある、 海よりも 深く、 山よりも 高く、 


宇宙の 無限大なる を 以てする も此 一 語 を 限る こと は 出来ない。 

神の 忿怒に 就て 

余輩 は 曾て 神に 忿怒 は 無い と 曰 ふた、 然るに 聖書に は 所々 に 神 は 怒り 給 ふと 書いて ある、 例へば 

子に 從 はざる 者 は 生命 を 見る こと を 得 じ、 且つ 祌の怒 その上に 留 らん (約 翰 傳三章 三十 六 節 )o そ は 

神の 怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 の 凡の 不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる (羅馬 書 一章 十八 節〕。 

0  0  0  もとれる も Q 

汝等人 の 虚 一一 一一！！ に 欺かる、 事 勿れ、 神の 怒此 等の 事に 因りて 背 逆 者 に 至 る 也 (W 卯 所 書 五 章 六 節)。 

是 等の 章節に 由て 見る も 神に 怒の ある こと は 明かで ある、 然 らば 余輩 は 如何にして 祌に 忿怒 は 無い と 

云 ふ 余輩の 提言 を 維持す る 事が 出来る 乎。 

怒に 二つ ある、 今假 りに 二者の lEil 別 を 立てん ために 其 一 つ を 忿と云 ひ、 其 第二 を 怒と 云 ふて 置かう、 

ッ I モス  オル サ 1 

ぺ#臘 語の thumos と crg.G とであって、 其 間に 自 から 明白な る^が ある。 

忿は發 怒で ある、 一時の 怒に あら ざれば 不道理なる 怒で ある、 故に 忿怨 とも 云 ひ、 忿懣と も 云 ふ、 

禽獣に も 有る 怒であって、 恨 を 報ゐん とする 念で ある、 忿恨、 忿 f5 の 熟語が 能く 其 意義 を顯 はして 

る、 今 紫 書に 由て 見る に 

會 堂に 在りし 者大に 憤り 起て ィ H スを邑 の 外に 出し 云々 (路加 傳四章 二十 八， 二十 九 節 )0 

si の に 就て  六 t 


it に J! する tS 究  六 六 

彼等 之 を 聞きて 甚 しく 怒り 叫びて 曰 ひける は エベ ソ 人の アル テ ミスよ 云々 (使徒 行傳 十九 章 二十 八 節)。 

夫れ 肉の 行 ひは顯 著な り、 卽ち …… 妒忌、 忿怒 云 々(加 拉太書 五 章 十九、 二十 節)。 

以卜： の 場合に 於て 怒 はすべ て惡ぃ 怒で ある、 ィ H スを 狡さん とせし ナザレ 人の 怒、 バウ a を 殺さん と 

. せし H べソ 人の 怒、 肉の 行 ひなる 怒、 卽ち 使徒 ヤコ ブが 「人の 怒 は 祌の義 を 行 ふ 事 をせ ざる 也」 と 一一 一一 n 

ひし 其 怒で ある 〔雅各 書 一章 二十 節)、 而 して 以上の 場合に 於て は 原語 は 「ッ ー モス」 であって、 「オル 

、ゲ ー」 ではない (雅各 書 は然ら す)、 卽ち 下等なる、 禽獸 的の、 復簪の 念 を 心に 蓄 ふる 怒で ある、 而 

して 余 耀が祌 に 忿怒がない と 云 ふの は此 種の 忿怒が 無い と 云 ふので ある、 使徒 バウ „ "を 以て 「父なる 

者よ、 汝 等の 子 を 怒らす る こと 勿れ」 と 敎へ給 ひし 神に 此不 道理なる、 發情 的の、 復譬を 意味す る 怒 

の あり やう 害 はない (w^ 所 書 六 章 四 節〕。 

勿論 玆に 適切の 文字 を 以て 二種の 怒 を^つ こと は 出来ない、 支那 文字 を 以てしても、 忿 とか、 憤と 

か、 怒と か、 ii とか、 瞋 とか 種々 の 文字が あるが、 然し 大抵 は 何れも 惡ぃ 意味に 於て 用 ゐられ て 居る、 

熟語と して は 義憤が あり、 丹 憤が あるの を 見れば 憤の 字 は 稍 や 深い 淸ぃ怒 を 表 はす やうで あるが、 然 

し 悲憤 も あり、 鑿： 愤も あれば、 之れ とても 神の 怒を言 表 はすた めに は 用 ゐられ ない、 新約聖書に 於て 

は 前に 述べし が 如くに、 大抵の 場合に 於て は 神の 怒 (ergo と 人の 怒 (tlulmos) とが 區^ して あるが、 

左れば とて、 二者が 混同され て ある 箇所 も 決して ii くない、 哥羅西 書 三 章 八 節に 「恚 憾、 忿怒」 と譯 

して あるが、 前なる は 「オル ゲ ー」 であって パ 後なる は 「ッ ー モス」 である、 默示錄 十五 章 七 節に 

「神の 怒 を ぼ まれる 金の 金捥」 と あるが、 それ は 「ッ ー モス」 であって、 大抵の所に於ては人の怒を^!^ 

はすた めに W ねられた る 言葉で ある、 同十六^«f十九節に 「釗 しき 怒の 酒」 と あるの も！： じ 言葉で ある、 


如斯 二者 を 明，；：： に IhC 训 する は 困難で あるが、 然し 大抵の 場合に 於て は 神の 怒と して は 「オル ゲ ー」 が 

用 ゐられ て あり、 人の 怒と して は r ッ ー モス」 が 使 はれて ある、 縱し又 一 ー者の問に實質上の15^刖がな 

いにしても、 程度の 區^ の ある こと は 確かで ある、 卽ち オル ゲ ー は 深い 怒で、 「ッ ー モス」 は淺ぃ 怒、 

前なる 者 は 喜 怒 & に 現 はれす と 言 ふが 如き 深怒幽 憤であって、 後なる 者は躁 怒と 云 ふが 如き、 瞋恚と 

云 ふが 如き、 外に 現 はる、 感情的の 怒で ある 事 は 明かで ある。 

玆に 於て か 神の 怒なる 者の 何で ある 乎 は 明かで ある、 是れ 深い 怒で ある、 義 しい 憤で ある、 怒る よ 

り は 寧ろ 愁 ふる 怒で ある、 大河の 底 を 流る.^ 水の 如き 深き、 洪 いなる、 靜 かなる 怒で ある、 人 問の 一一 m 

紫 を 以て 言 ふなら ば 憂悒の 文字が 最も 善く 斯 かる 種類の 怒 を 言 表 はすで あら ふと 思 ふ、 卽ち 人が 神の 

尊 嚴を瀆 し、 宇宙の 法則 を 破る を 見て、 神が 人に 對 して 憂 ひ 且つ 心安から す 念 ひ 給 ふこと、 是 れが祌 

の 怒で あると m 心 ふ、 而 して 祌に此 怒の ある こと は 確かで ある、 人が すべて 其 罪を悔 改めて 父なる 神に 

還り 來 るまで は 祌の此 怒 は 解けない、 神に は 別に 不安と て はない が、 乍然、 其 子等が 雜に 沈み、 聖& 

に 背 逆り て 行 ひつ、 ある を 見て は、 彼 は 不安に 堪へ給 はない、 " だれ 子に 對 する 父の 怒で ある、 淚の充 

ち盈 つる 怒で ある、 愛の 一 面であって、 聖 くして 貴き 怒で ある。 

祌に馨 憤 はない、 怨怒 はない、 小忿 はない、 然し 聖憤は ある、 甚だしく 罪 を 嫌 ひ 給 ふ 心 は ある、 卽 

ち 人の 言 ふ 忿怒なる 者 はない が、 然し 我等が 神の 聖靈を 受けて 始めて 推量す る ことの 屮 I 来る 罪に 對す 

る 深き 憂愁 は ある、 我等 は 神に 忿怒がない と 言 ふて 彼に 此 宇宙 大の聖 憂の ある こと を 忘れて はなら な 

い。 故に 聖書 は絕對 的に 怒 を 禁じない、 キリスト さへ も 怒り 給 ふた、 

イエ ス怒を 含みて 環視し、 彼等が 心の • 頑 硬なる を 憂へ 云々 (お 可 傳三章 五節〕。 

神 の ^5- 怒 に &5 て  六 七 
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0  を さ. li つ 一 

イエ ス怒を 含み 彼等に 曰 ひける は、 嬰兒を 我に 来らせよ 云々 仝 十 章 十四 節 )o 

艾^^書が特に怒を許して居る場合もぁる、 

怒て lis- を 犯す 勿れ、 怒て 日の 入る までに 至る 勿れ、 惡 魔に 處を 得さす る こと 勿れ 所 書 四 章 二 

十六、 二十 七 節)。 

を 犯す ことなく 怒れとの ことで ある、 怒る も 可な り、 然れ ども 罪 を 犯す 勿れと、 卽ち兹 に 正 當の憤 

怒の ある ことが 示して ある、 乍然、 如何に 正當 なる 怒と 雖も怒 は に 陷ゐり い、 故に パゥ a は 其 事 

を めて 居る、 「怒て 日の 入る まで 云々」 の 原語 は 之 を直譯 すれば 「日 をして 汝 等の 怒の 上に 人ら し 

むる 勿れ」 となる、 玆に 「怒」 Parorgismos と ある は 前の 「怒て」 (0rg.iz5) と あると は 別の 言葉で あ 

る、 卽ち 激怒と か躁 憤 とか 譯 すべき ものであって、 永く 之 を 心に 憤けば 道德上 甚だ 危險 なる 怒で ある、 

故に バウ 口 は 日の 入る まで 之を蓄 ふる 勿れ、 惡魔 をして 其 機に 乘 じて 汝等を si- に陷ゐ らしむ る 勿れと 

誡め たので ある、 今、 パゥ n の 言 を意譯 すれば 左の 如くに なると 思 ふ、 

怒る も 可な り、 然れ ども 怒て 罪 を 犯さ る やう 注意せ よ、 激怒 は 直に 之 を 抑へ よ、 之 を懷て 夜に 

人る 勿れ、 一日の 激怒 を 翌日まで 持 越す 勿れ、 恐く は 汝等惡 魔の 乘 する 所と なりて 挽：！ し 難き 危 

險に 陷ゐる こと あらん。 

是れで 忿怒に 關 する 聖書の 敎訓は 明白で ある、 約め て 曰 へば 神の 如く 怒るべし とのこと である、 而し 

て 其 如何に 深 い m ぃ義 しき 怒で ある 乎 は 彼を識 て の み 知る ことが 出来る、 其 他の 怒 はす ベ て" である、 

^くべき、 悪むべき、 絶滅すべき， 4 である。 


天然と 聖 書 の 證 明 

神 は 全能 全智で ある、 彼に 力の 不足 はない、 彼が 欲んで 爲し能 はざる 事 はない、 努力と 云 ふが 如き、 

苦心と 云 ふが 如き、 叉 之に 伴 ふ 失望と 云 ふが 如き は 人に ある ことであって、 祌 にある ことで はない、 

無限の 力 を 具備し 給 ふ 神に 取りて は 何事 もお々 たる 業で ある、 彼の 一 命に 由て 宇宙 は 成り、 彼の 一 言 

に 由て 國民は 興る、 神 は 人の 心 を 以て 量るべからざる 者で あると は、 大抵の 人が 神に 就て 信す る 所で 

ある。 

然しながら 是れ して 爾ぅ である 乎、 神 は 果して 努力し 給 はざる 乎、 神に 架して 失 はなき 乎、 造 

化 は Hi- して 易々 たる 業で ありし 乎、 是れ 事賁の 問題で ある、 單に 信仰の 問題で ない、 神 は 全能で あれ 

ばと て 何事 を も 容易に 爲し能 ふと は 限らない、 我等 は 如何なる 問題 を 攻究す るに 方ても、 自己の 推定 

を 以て 之に 臨んで はならない、 先づ 委しく 事實の 如何 を 究め、 然る 後に 確實 なる 結論に 達すべき であ 

る 0 

神の M たる 乎 を 知る に 二 ッの途 が ある、 其 第一 は 天然で ある、 其 第二 は 聖書で ある、 而 して 二者 は 

して 勞 せざる、 劬 まざる、 而 して 時には 失^せざる 神 を 吾人に 傳 ふるや、 是れ余 M が兹に 特に 攻究 
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せんとす る 問題で ある。 

.:千南^€物が祌の ー氣呵 成に 由て 成った 者で ない 事 は 近世 科學の 充分に 證明 する 所で ある、 萬 物 は 誠 

に 使徒 バウ « の 一 百 ひしが 如く 今に 至る まで 歎き K っ勞 苦む 者で ある 〔羅馬 書 八 章サニ 節)、 天然 其 物が 之 

を 其 一-向より 見れば 苦闘で ある、 一粒の 種子が 地に 落ちて、 夫れ が 生長して. 种 たび 實を結 ぶに 至る は 

容易の 事で ない、 之に 寒 熱の 妨害が ある、. 蟲 害の 危險が ある、 他の 植物との 生^ 競爭が ある、 是 等の 

障害に 悉く 打 勝ちて、 玆に 始めて 種子が 幼芽と なりて 地上に 萌え出 づ るので ある、 斯 かる 次第で ある 

が 故に： 人然は 極の 繼緩を 計る がた めに 饒 多の 種子 を備 ふるので ある、 或る 植物 學 者の 計算に 依れば 藝 

の 一 秘 なる Polygonum  kpathifolium は 平均 三千 百 十九 粒の 種子 を 産して、 其 中生 長して： 冉 たび 實 

を 結ぶ に 至る 者 は 僅かに 十六 乃至 三十 六に 過ぎない とのこと である、 雜 草の 一 なる 藝に 於て すら 爾ぅ 

である、 高等 植物なる 桃李 梅樱の 類に 至て は 其 更らに 甚だしき を 見る ので ある、 紅 ^ 枝に 盈ち、 萬顆 

稍に 叢り て、 幼樹の 地上に 生す る^ は實に i^l 々たるので ある、 天然 は 一 莖の艸 を 作らん ために 干 粒の 

種子 を 魔し、 一本の 樹を 出さん ために 萬 顆の實 を 結ぶ、 玆に 確かに 努力が ある、 力の 浪費が ある、 流 

産の 失 S!i "が ある、 一 塞の 艸と雖 も 容易に 5： 來る もので はない、 故に 輕忽 にすべき 者で ない、 能く； 大然 

の 勞カを 解す る 者 は 然物 なれば とて 濫りに 之 を 毀損し ない、 志士が 山林 を贵 び、 仁^が 狩獵を 忌む 

は是 れが爲 めで ある、 之 を 造り 給 ひし 祌の 服より 見て 天然 物 はすべ て 甚だ 貴く ある、 彼の 許しな くし 

おつ 

て  一 ^^の5*:も地に隕ること無しと云ふは此事を云ふのでぁる(馬太傳十章サ九節)0 

ベ， 地上 を 離れ て 地 其 物 の 形成 の 由來を t サ 0 に 、 其實に 容易 の 業に あら ざり しこと を視 るので ある、 


其大 さより 云 ひて 地球 は 天體屮 決して 最大の 者で はない、 之 を 太陽に 絞べ て 見て 二者の 體積は 一 と-百 

三十 萬の 比例で ある、 地球 は 天王星の 六十 四 分の  一 、 土星の 七 百 ra 十分の 一 、 木星の 一 干 三百 分の 一 

である、 火星と 稍 や 同 積に して、 金星 水星よりも 少しく 大 なりと 雖も、 然 かむ 太陽系 中に 在て 決して 

大を 以て 誇る ことの 出来る 者で ない、 然れ ども 太陽 を 中心として 海王星まで 一 一十 七 億 九 干 一 一 百 萬哩の 

廣 さに 涉る虚 空の 大洋の 中に 漂 ひて、 直徑八 千哩に 足らざる 此 地球の みが 能く 生物の 發 達に 適し， 他 

は 火星 を 除く の 外 は、 少く とも 今の 狀態を 以てして は、 其 用を爲 さない やうに 見える、 想 ひ 見る、 神 

が 始めて 人類 を 置く に 適する の 地 を 造らん と 欲し 給 ひて 其聖 業に 就き 給 ひしゃ、 彼れ 先づ 星雲 を凝转 

せしめて 太陽系の 原 質 を 造り 給 ひ、 更らに 進んで 先づ 第一 に 海王星 を 空間に 生み 給 ふたので あら ふ、 

然 りと 雖も、 其、 太陽 を 距る餘 りに 遠き に 因り、 且つ 其、 密度の 餘 りに 低く して、 稍々 水の それに 等 

しきが 故に、 人類 居住の 地と して は 全く 不適 當 なる を 認め 給 ひたれば、 彼 は 之 を 棄て給 ひて 更らに 他 

の 者 を 試み 給 ふたので あら ふ、 故に 彼 は 更らに 造化の 聖業を 繼け給 ひて、 天王星 を 造り 給 ひしと 雖 も- 

是れ叉 海王星に 似た る缺點 あるが ために 終に 又 彼の 放棄す る 所と なった ので あら ふ、 土星 は 其 次に 造 

られ、 之に 伴 ふに 十 箇の月 あり、 之を繞 るに 三重の 環 ありて、 其 夜の 美 はし さは 地球の それの 及ぶ 所 

にあら すと 雖も、 而 かも その 餘 りに 大に 過ぎて 冷却の 速度 甚だ 遲く、 今尙ほ 水よりも 稀薄なる 密度に 

於て あるが 故に、 是れ叉 以て 人類の 住所と なすに 足らす、 徒らに 空間に 遣され て、 今 は ぼかに 望遠鏡 

裡に 映りて 學 者の 賞 讚 を 博す るに 過ぎない ので あら ふ、 次ぎに 產 出された のが 木星で ある、 遊星 中の 

巨人と 稱 せられ、 地球よりも 大 なること 一 千 三百 倍、 八 箇の月 を 有し、 赤 黄色の 光 を 放ち、 金星と 相 

對 して 寫 蒼の 双璧で ある- 其餘り に 美しき が 故に スヰ ー デン ボル グは 木星 は 天使の 住處 なりと 唱へ、 
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カント は ii-w 魂 未 來の第 宅の 在る 所で あると 云 ふた、 然れ ども 嚴密 なる 科 學は斯 かる 想像 を 許さない、 

木 Sill の 比宽は 水の それより 少しく 多い 丈け である、 木星 は 未だ 流動 體の狀 態に 在る 者で ある、 卽 ちん：' 

お ほ 未熟の 遊星であって、 山、 未だ 現 はれす、 海 未だ 成らざる の狀 態に 於て 在る 者で ある、 遊星 屮の 

E 人なる 木星 は 人類の 住所と して は 何の 價値 もない 者で ある、 億 萬 年の 後 はい ざ 知らす、 今、 其處に 

™; 性の 發達、 靈 性の 向上 を 目 if せんこと は 望んで 益な き 事で ある、 木星の 次ぎに 成りし は 火星で ある. 

^れ或 ひ は 人類の 住所た るに 適した 乎 も 知れない、 故に 火星に 至て 稍々 造化の 大 主眼た る 心 靈發顯 の 

nn 的 は 達せられ たので ある 乎 も 知れない、 然れ ども、 此 目的 は 其 次ぎに 成りた る 地球に 於て 始めて 完 

全に 達せられ たので ある、 之よりも 大 なる 四 筒の 遊星と、 之れ と 稍々 相等しき ー茵の 遊星と、 而 して 

火星と 木星との 問に 散在す る 六 百 有餘の 所謂 小 遊星が 成りて 後に、 鼓に 始めて 人類の 住所に 適する 此 

地球が 成った ので ある、 其 後 之よりも 小なる 金星と 水星と が 成った、 然れ ども 其、 太陽に 接する 餘り 

に 近き が 故に、 是れ又 生物 發育 のために は 適しなかった、 斯の 如くに して、 太陽系 中に 在りて 小なる. 

地球の み 惟り 造化の 目的 を 完全に 達した ので ある、 他 は 悉く 失敗と 云へば 失敗であった、 失 §S と 云へ 

ば 失 はつであった、 目的に 達せん として 達し 得なかった 者で ある、 余輩 は 太陽系 を概觀 して、 .V 彫刻 帥 

の： H 事 場 を 見る が 如きの 感を 起さ^る を 得ない、 其 中に 多くの 未成品が ある、 半ば 天才の 现想を 現 は 

十に 止て、 全く 之 を 現 はさ る 者が ある、 聞く ミケル . アン ゼロが 鑿 を 以て 大理石の 大 塊に 對 する や. 

sst. 救！； にして 彼の 理想 を 其 上に 現出し 得 ざれば、 直に 取て 之を棄 て、 更らに 他の 巨 塊 を 試みたり と 

云 ふ、 《千 宙の大 彫刻師なる 神が^ 界を 造り 給 ふに 方て、 之に 類す る 苦心 經營が ありし やうに 見える. 

其 架 旨 を先づ 海王星の 上に 試み 給 ひ、 之に 嫌ら すして 天王星 を 試み、 尙ほ之 を 以て 足り 給 はすして ホ 


星 を 試み、 更らに 木星 を 造り、 火星 を 造り、 終に地球を造り給ひて其聖，意を充たし給ひしゃぅにy^^<^ 

る、 創 ゆ 記 一 章に 所謂 

神、 之 を 善と 觀 たまへ り 

と は 神の 其 時の 聖， 感を 述べた もので あら ふ、 神 は 吾人の 住所なる 此 地球の 成りし を 見て 「善し」 と歡 

呼し 給 ふたので ある、 實に大 なる 苦心であった、 億々 萬 年を經 過し、 多くの 失望 を 重ね、 多くの^ 界 

の 屑 を 出し、 終に 成った のが 此 小なる 地球で ある、 地の 貴 いのは 之れ がた めで ある、 神が 之 を 瞳の 如 

くに 愛し 袷 ふの は 理由の 無い 事で はない、 彼の 努力に 由て 成った 者で あるから である、 彼が 終に 其 上 

に 彼の 像に 象りて 造り 給 ひし 人類 を 置き、 彼等の 上に 彼の 無限の 愛 を 注ぎ 給 ひしに も關 はらす、 彼等 

が 彼に 反き まつりて 惡 の奴隸 となり 了る や、 彼 は 特に 彼の 一子 をして、 特に 此 小なる 地球に 降らしめ、 

人類の 救濟と 同時に 萬 物の 復興 を 計り 給へ りとの こと は、 地球 形成の 由来に 照らし 見て 信す るに 決し 

て 難い 事で ない、 人 は 容易に 苦心 經營の 結果 を棄 てない、 眞 正の 美術家 は 生命 を 棄ても 自己の 作品 を 

保存 せんとす る、 神が 全地と 人類と を 保存 せんとて 其 獨子を さへ 惜み給 は ざり しと 云 ふ は 此现に 基づ 

くので あると 思 ふ。 

神の 工作なる 天然が 彼に 就て 示す 所 は 以上の 通りで ある、 神の 意 旨を傳 ふる 聖書が 彼に 就て 語る 所 

も 亦 之 と 異なら な い 、 gA: 書 は 神の 努力と 熱心と 歡 喜と 失 §1^- と に 就て 語る、 聖書が 吾人に 示す 所の 神 は 

餘裕掉 々として、 安座して 宇宙 を 案出す るが 如き 氣樂 なる 神で はない、 彼に 熱心が ある、 

H ホバ の 熟 心 之 を 成し 給 ふべ し 
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と ある r 以资 ：„si 書 九 章 七 節)、 彼 は 叉 工夫が 辣腕 を 振て 事を爲 すが 如く、  ^カして正^^ を行ひ給ふ、 

其臂の カを發 はして 心の II れる者 を 散らし 

と ある (路加 傳 一章 五十一 節)、 彼に 熱淚が ある、 憤慨が ある、 堪え難き の 苦痛が ある、 聖書が；. In 人に 示 

す 所の 神 は 確かに 人に 似た る祌 である、 彼が 特^に 吾人の 注意 を惹く 所以 は玆 にある、 天の 高き に 在 

して 祈 ：！ 學的安 離 を 以て ド界 を瞰 ig し、 其 愚 を 憐れみて 之に 干涉 はらざる が 如き は、 聖書が 吾人に 一： 小す 

所の 祌の爲 し 給 ふ 所ではない。 

聖書 は 造化に 關 する 神の 苦心 を傳 へない、 造化に 關 して は 聖書 は單に 

H ホバ言 ひ 給へば 成れり 

と 一一 m ふて 居る (詩篇 三十 三篇九 節)、 卽ち 宇宙 は 神の 一 言の 下に 成りし やうに 傳 へて 居る、 基督 信者 全 體 

が 宇宙 天然の 事に 關 して 神 を 全然 誤解す るに 至りし は、 聖書の 斯 かる 實辭に 基因して 居る ので ある 平 

も 知れない、 然しながら、 天然の 事 を 去て、 人の 事に 至れば、 §AJ 曰 は 始めより 終に 至る まで 神の 努力 

と心勞 とを傳 へて 居る。 

祌は 己の 像に 象りて 人 を 造り 給 ふた、 而 して 之に 彼が 造り 給 ひしす ベての 物を與 へ：^ ひ、 之 を 祝福 

して 繁榮發 達の 途に 就かし め 給 ふた、 然るに 人 は 造らる、 や 否や 直に 神に 反き、 惡 魔の 聲に聽 きて. nS 

えら  こゝろ 

から 揮んで 神の 敵と なった、 此 時に 祌に大 なる 失 があった、 聖書 は此 時に 於け る 神の 心情 を傳 へて 

臼 ふ、 

是に 於て M ホバ 地の 上に 人 を 造りし こと を 悔いて 心に 憂へ お へり 

と 、剖 記 六 章 六 節)、 一 擧 して 自己に 似た る 人 を 造らん との 神の 計畫は 失敗に 終った、 アダムと 其 妻 H 


パ は 神を識 るの 智識よりも 此^の 智識 を 好んで 神の 前より 逐 はれた * 叉 其 チカ イン は 嫉妬に 驅られ て 

其 弟 アベ ルを 殺した、 其 他 も 亦す ベて 之に 類す る 行 爲に出 たれば、 神 は 人類の 此悲 むべき 狀態 を臂は 

し 給 ひて 失望の 聲を 揚げて 宣 ふ た 、 

我靈 永く 人と 爭 はじ、 其 は 彼 も 亦 肉 なれば なり 

と (創世記 六 章 三 節〕、 我は此 上、 我. 靈を 以て 人 を 導かん とて 努力せ じ. 彼 も 亦 F 等 動物と 何の 異なる 所 

なければ なりとの ことであった、 祌は アダムと 其の 子孫と に 就て 甚く 失 §卞 一し 給 ふたので ある， 工 ギン 

の 園に 地上の 天國を 見ん と 欲し 給 ひし 祌の 計畫は 全く 失敗に 終りた るので ある。 

而 して 其 後の 人類の 經歷は 神の 側より 看て 失望の 連繽 であった と 云 ふより 外 はない、 神が 地上に 萬 

圃 を 起し 給 ひし は、 彼等が 彼 を 探り 求めん がた めであった、 

神 はすべ ての 1- を 一 つの 血より 造り、 悉く 地の 全面に 住ませ， 預 じめ 其 時と 住所の 界とを 定め 給 

へり、 此は人 をして 祌を 求めし め、 彼等が 或 ひ は 採り 當る •  事 あらん ためなり 

との パ ゥ p がァ テン 人に 語りし 言辭は 能く 神の 此^ 一〕 = を 言ひ盡 したる 者で ある、 然るに 事實は 如何で 

あった 乎と 云 ふに、 其 正反對 であった、 萬 國は擧 つて 彼を棄 た、 彼等 は擧 つて 彼 を 忘れた、 否な、 事 

は玆に 止まらない、 彼等 は 彼を棄 て、、 自己よりも 低き 物 を 取て 祌 として 之に^ へた、 

彼等 は 神の 眞を易 へ て 偽と なし、 造物主よりも 受造物 を 崇め 奉りて 之に 事 ふ 

と 〔羅馬 書 一章 廿 五節〕、 或 ひ は 天 體を拜 し、 或は 動物 を拜 し、 或 ひ は 彼等の 中の 一 人を拜 して、 其 前に 

跪 坐して 言 ふ、 

神聖なる 者よ、 我等 を 助け 給へ 
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と、 人類の 此狀態 を |i はし 給 ふ 神の 心情 は 如 M であら ふ 乎、 祌が 預言者 ィザャ を 以て イスラ H ルに對 

して；^^？り給ひしーー：：！：辭は义彼が^國のぉに對して語らんと欲し給ふ所でぁるに相違なぃ、 

力た 1-  そだて  そむ- 

天よ 聽け、 地よ 环を倾 けよ、 H ホパの 語り 給 ふ 首 あり、 曰く、 我れ 子 を 養 ひ 育し に 彼等 は 我に 反 

けり、 屮は其 主 を 知り、 驢 は 其 主人の 厩 を 知る、 然れど イスラ H ル は識ら す、 我 民 は 悟らざる- 

なり (以 赛亞書 一章 二、 三 節)。 

斯くて 神の 则 より 見て 萬國の 興起 は 其 目的 を 達しなかった、 「神に 反き 去る」 の 一事に 於て は 萬國は 

あや ** 

其 歩調 を 一 にした、 アツ シリャ 人 は 其武を 以て 錯り、 ギリシャ 人 は 其智を 以て 錯り、 H ジブ ト人は 共 

ちゃ i  あやま 

輝-を 以て 錯り、 支那 人、 印度人、 日本人 等 も 亦 各自 其 長所 を 以て 錯 つた、 彼等 は齊 しく 彼等 を 造りし 

t こと  もと 

父なる 眞の神 を 忘れた、 彼等 は齊 しく 不孝の 子で ある、 神に 悖る の 一事に 於て は 彼等 は 皆な 類 を 同じ. 

くす る 者で ある。 

々を 造て 人の 巾に 人ら しき 人 を 得す、 國を 造て 國の 中に 國 らしき 國を 得す、 故に 國の 中に 一 國を撵 

らんで、 之に 其 聖3£ を傳 へんと 努め 給 ひ、 人の 中に 少數の 人 を簡ん で、 彼等 を 彼に 似せん と 努め 給 ふ， 

た、 聖書に 所謂る 豫定 とは此 である、 卽ち 理想の 者 を 獲ん とする 神の 努力の 事實の 上に 現 はれた る- 

事で ある、 多く 國を 造って、 其 中に 现 想の 一 國を 狻ん として イスラ H ル の豫定 があった ので ある、 多. 

く 人 を 造って 其 中に 少數の 義人 を據ん として 預言者と 使徒と 聖徒との 豫定 があった ので ある、 誠に 祌 

に 於ても 人に 於ての 如く 生む は 易く して 宽 つる は 難いので ある、 國 として は 萬國の 中- 小なる イスラ 

H ル のみ 能く 少しく 祌を識 り、 人と して は 少數の 彼に 擇 まれた る 者の み、 能く 少しく 其聖 3日 を 窺 ひ 得 

たので ある。 


斯 くの 如くに して 聖書 は 始めより 終に 至る まで 神の ゲ J 力と 選擇 と、 之に 伴 ふ 失び- 1 と歡 喜との 記錄で 

ある、 人類 全體を 去て イスラ H ルに のみ を 囑し給 ひし 時に 祌に大 なる 失望が あった、 イスラ H ル全 

體を 去て、 其 中の 少數 者に の み^を 繋ぎ 給 ひし 時に 彼に 犬なる 失望が あった、 又其聖 子が ドに聖 めら 

れ たる 者の 一 圑を 集め、 之 をして 聖旨 を 地上に 成さし めんと し 給 ひしに、 其 目的 も 亦 敗れて、 基督 敎 

會 今日の 狀態を 見る に 至て、 彼に 叉大 たる 失望が あるに 相違ない、 萬 人の 救 はれて 眞 理を曉 るに 至ら 

ん こと は 神の 望み 給 ふ 所なる に は 相違ない が (提摩 太 前書 二 章 四 節)、 然し 事實は 神の. 此 希望に 叶 はす、 

召さる、 者 は 多くして 救 はる &者は II ない ので ある、 實に 一 國の 神の 聖旨 を 根柢と して 與 らん こと は 

容易の 事で はない、 叉 一人の 救 はれて 神の 子と ならん こと は 容易の 事で はない、 努力して 宇宙 を 造り 

給 ひし 神 は 叉 努力して 人 を 救 ひ ふ、 人類の 歷史は 人の 側より 見て 罪惡の 歷 史 である、 然し 神の 側よ 

り 見て 努力の 歷史 である、 如何にして 其 理想 を 人の 中に 見ん 乎と て祌は 元始より 努力し 給 ふので ある。 

*■  .X- 

-X-  A. 

わ ざ 

神が 努力して 成った る 信者で ある、 故に 彼 は 永久に 之 を 棄て給 はない ので ある、 彼 は 彼の 手の 作 を 

うちす 

打 棄て給 はない (約 百 記 十 章 三 節〕、 彼の 丹精に 由て 生みた る 子で ある、 故に 彼は宜 ふたので ある 

,1- んな ちのみご  は.. t- 

fe> 其^ 兒を 忘れ、 己が 腹の 子を憐 まざる 事 あらん や、 

縱ひ 彼等 忘る & こと ありと も 我 は 汝等を 忘る ことなし 

と (以 赛亞書 四十 九 章 十五 節)、 努力の 無い 所に 愛 はない、 愛 は 努力し、 叉 努力して 自 から 增 進す さ 者で 

ある、 神が 其 子 を 育つ るに 努力し 給 ふ は、 彼に 力が 不足す るからで はない、 彼 は 愛で あるから である、 

； t に 在りても 彼 は 努力して 愛を顯 はし 給 ふので ある。 
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ィ ェ ス キリストの 父なる 神 


fweK す べき 哉 我等の 主ィ H スキ リストの 父な る 神、 慈悲 の 父、 凡ての 安 慰を赐 ふ 神。 ^林 多 後書 

一 卓 三 節。 

神 は，？ 9- めに 御 自，： ^を 能力の 祌 として 顯 はし 給うた。 H ル シャ ダイと 云 ひ ェ II ヒム と 一 K ふの は此 意味 

こぼ  お ほか^ 

に 於ての 神であった。 天地 萬 物の 造 主と 云 ふ は此祌 である。 彼 は强き 者で ある。 壞っ 者で ある。 〔1^;^ 

として、 叉 雷 ii として 顯 はれ 給 ふ 者で ある。 天然 學が 我等に 示す 神 は此祌 である。 太陽、 火 犬 星、 ァ 

ルク チラス、 孰れ も 能力の 塊なる を 示す。 神の 力に 就て は 我等 今：！ 1 の 信者 はァ ブラ ハ ムゃ ヨブが 知り 

しよりも 遙に 多く を 知る。 そして 大； 大然に 接して 人類に 初めに 起り し感は 恐怖であった。 彼 は 神の 前 

に 屈んだ。 

我れ 汝の 指の 業なる； 大を觀 る 時、 

汝の 設け 耠 へ る =: と 星と を 見る 時、 

人 は 如何なる 者 なれば 之を聖 念に 留め、 

,< ^の T は 如 3： なる 者 なれば 之 を 顧み 給 ふや、 

と は M ん にも 起る 觀念 である r 詩八篇 三、 四 節 )。 天の 火なる を 見て 人 は 己が 小なる を 感じ、 他の 强き 


を 觀て彼 は 己が 弱き を覺 る。 天然 は 祌の大 なる 御 業で あるが、 然し 乍ら 天然に 由て 人が 知る 神 は 必然 

性の 法 M を 以て 働き 給 ふ强き 無限大の 神で ある。 

神 は 第二に 御自身 を 道理の 祌 として 顯 はし 給うた。 天然 は單に 盲目的に 動く ものに 非す、 一定の：^ 

則に 順って 働く ものなる 事 を 人類 は 後に 至って 知った。 因 菜の 法則 ありて、 原因な くして 結 2!- なく、 

總 ての 原因 を 知って 正確に 結果 を豫 知し 得る 事 を 知った。 宇宙 は 偶然の 產 物で なく、 合理的の 機械で 

ある 事が 解った。 天然に 奇蹟な く、 故に 正 當に之 を 解して 迷信の 起り やう 害な し。 原因 ありての 結 5^ 

であれば、 人 は 其 惡運を 歎く の 理由な く、 播 いた 權は必 す 之を擭 取らざる ベから す。 願 ふ も 無益、 祈 

るも訟 なし、 と は 宇宙の 此觀 察より 起る 觀念 である。 

神 は 第三に 御自身 を 正義の 神と して 顯 はし 給うた。 人 は 天然の 一部分で あるが、 彼の 內に 天然 物に 

ない ものが ある。 それ は 道義 的 性質 を帶 びた る 良心で ある。 彼に 善惡の 観念が ある。 善を是 とし 悪 を 

非と する。 此觀 念の 何虚 より 彼に 臨みし 乎 を 知らす と雖 も、 彼が その 强き 制裁 を受 くる は事實 である- 

縱し 一一 イチ H の 如くに 道德は 人が 勝手に 設けし 境界であって、 彼 は 亦 勝手に 之 を 取 除く ことが 出來る 

と 云 ふと 雖も、 道德は 依然として 其 猛威 を 逞し、 之 を 無視す る 者 は 天然の 法則 を 無視す る 以上の 害 

に會 ふ。 道德は 絕對的 命令で ある。 之に 服從せ ざれば 終に 其粉碎 する 所と なる。 そして 罪 を 天に 得て 

訴 ふる 所な し。 正義に 叛 いて 刑罰の 降る は 必然で ある。 能力と 法則との 神の 外に 正義の 神が ある。 祌 

は 偏視る 者に 非す、 罪人 は 正義の 神の 法廷に 牽 かれて 彼が 宣告し 給 ふ 判決に 服従す るまでに ある U 

W 上 は 人類 全體が 神に 就て 知る 事實 である。 能力と 法則と 正義、 此は离 物の 造 主なる 神より 離す 能 

はざる 彼の 屬性 である。 そして 人 は如此 くに 祌を 解し、 恐れ、 戰 If き、 悶え、 悲しむ ので ある。 人 は 
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寳は神 を 知らないので はない、 知り 過ぎる 程 知って 居る。 唯 祌が餘 りに 恐ろしき が 故に 彼 を 忘れん と 

欲し、 或は 說 明し 去らん とする。 若し 神が 愛すべき 者で あり、 人の 祈 禱を聽 く 者で あり、 人に 同情し、 

其 苦しみ を 取 去る 者で あると 知るならば、 何人も 更らに 深く 彼 を 知らん と 欲し、 叉 更に 近く 彼に 近 か 

んと 欲する ので ある。 そして ィ H ス キリストに 由り て 神 は 如此き 者と して 御自身 を顯 はし 給うた ので 

ある。 「我等の 主ィ H ス キリス 卜の 父なる 神、 慈悲の 父、 凡ての 安 慰 を 賜 ふの 祌」 と 云 ふの が 此祌で 

ある。 此は實 に 慕 ふべき 神、 同時に 亦 人類が 意外とす る 神で ある。 神が 斯 かる 者で あると は キリスト 

を 待って 初めて 骨に 示された。 今で こそ 「祌は 愛な り」 と は 何人も 口に 唱 ふる 所な りと 雖も、 その. 切 

め て^に 唱 へられし 時には、 人 は 之 を 聞いて 驚き、 怪んで 容易に 信じなかった ので ある、 そして 今-: n 

ほ 容易に 信じない ので ある。 

能力の 神で ある、 同時に 愛の神で ある、 故に 其 無限の 能力 を 愛の 爲に用 ひ 給 ふ。 法則の 神で ある、 

時に 亦 愛の神で ある、 故に 法則 を 重んじ 給 ふと 雖も 之に 縛られない。 愛の 在る 所に 自由が ある。 そ 

して 必然的なら ざるが 自由の 特性で ある C 自由 は 法則に 循 つて 働く と雖 も、 然れ ども 法則 を 支配して 

法 以上で ある。 愛の神 を 知って 人 は 法則の 宇宙に 在りて 其 機械的 制裁 を 受けざる に 至る。 玆に 於て 

か 祈禱聽 許の 可能 を 信じ 得る に 至る。 更らに 叉 正義の 神で あると 同時に 愛の神で ある を 知って、 罪 を 

"太に 得る も訴 ふる 所 ある を 知る。 正義 は 罪 を 赦す能 はすと 雖も 愛に 此權が ある。 愛 は 勿論 正義 を 尊重 

十る、 故に 正義 を 無視し 之に 叛 いて 罪 を赦 さない。 然れ ども 正義に 由て 罪 を赦 すの 途を 知る。 愛 は 正 

美 を 包容し 之 を 透徹して 其 目的た る 5§ の赦 しを赏 行す る。 神 は 能力で あり、 法则 であり、 正義で ある 

以上に 愛で ある を 示されて、 我等の 神と {Tw と 人生に 關 はる 思考が ー變 する。 


キリストの、 父なる 祌。 父と は單に 生みの 父で ない。 愛の 父で ある。 勿論 普通の 場合に 於て 生みの 

父に 愛が 伴 ふ e 然れ ども 生みて 愛せざる 父が ある。 如 此き父 は 父で ない。 キリストの 父なる 神 は 彼 を 

愛する に 由り て 其 父た るを顯 はし 給うた。 卽ち彼 は 慈悲の 祌 である。 叉 凡ての 慰め を赐 ふの 神で ある „ 

又 「キリストの 示し 給 ひし 父なる 神」 とも 解す る 事が 出来る。 二者 孰れに する も キリス 卜の 神 は 父の 

性 を 具へ 給 ひて 慈悲と 安 慰と に 富み 給ふ祌 である。 慈悲と は 優 さしい 心で ある。 「父が その子 を憐む 

が S く  H ホバは 己 を 長る、 者 を 憐み給 ふ」 と ある 其 心で ある (詩 百三篇 十三 節)。 又 「婦 その 乳 兒を忘 

れて 己が 眙の 子を憐 まざる こと あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我 は汝を 忘る、 ことなし」 と 

云 ふ 其 心で ある (ィザ ャ書四 九 章 十五 節〕。 神に 慈悲が ある、 fl きを 憐 むの 心が ある。 星 を 天に 吊し、 山 

を 地に 植 ゑし 神に 此 心が ありて、 而 かも それが 彼の 中心で あると 云 ふ。 斯 かる 祌を キリスト は 我等に 

示し 給 ひ、 之 を 己が 父と 稱び 給うた ので ある。 此は キリ ス トを 待ちて 初めて^に 示されし 事であって _ 

彼れ 以外に 斯 くも 明確と 徹底的に 此事を 示した 者 は 無い。 此は 人が 自 から 知り 難き 測り 難き 事で ある * 

然れ ども 示されて 此く あらねば ならぬ と 頷く ので ある。 

キリストの 父なる 祌を 示されて 人 は 自由にな り、 希望 を 起す ので ある。 天然の 能力に 塑 せられ、 其 

法則に 束縛 せらる i 間 は 彼に 自由 はない。 彼 は 自然 的 原因に 超越す る 事が 出来たい。 或は 不治の病に 

概り、 或は 經濟 的に 行 詰って、 彼 は 癒され 叉 免 かる、 の途を 知らたい。 「駄目」 の 一言の 下に 彼は絕 

に 沈む。 天然が 援助 を 供せ ざる 所に 援助 を 求む るの 希望な く、 人力の 盡 きる 時が 希望の 絕 ゆる 時で 

ある。 然し 乍ら 我等の 主ィ H スキリ ス トを死ょり甦らせ給へ る神を父とし持っ者に絕&^-なる者はなぃ 

彼はび1-みに反して§1^!む。 そして 彼の 望み は 空しくない。 必す免 かる k の途を 示されて、 救 ひに 與 りて 
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喜ぶ。 科學、 科 學と云 ひて 唯： 大然 に， E りて 天然に 勝たん と 欲して、 勝ちて 反って 敗北に 終る ので ある。 

え 化 は 人 を 自由にせ すして 益々 束縛す る。 電 iir 瓦斯、 水道の 便宜 を 離れし 時の 近代 人の 憐れ さよ。 

所？ S 火然 の：.^ 服 は 如何に 其 度 を 進む る も 、愛の神の 信仰の 代 S を爲す こと は屮 Z 来ない。 

神 は 愛の 父で ある。 共 事 を 知る に 竹學に 依り 宇宙 を 探る に 及ばない。 各自が 己 を 探れば 其 事が 判明 

る。 私に 肉體が ある。 I 人の 知る 私 は 私の 肉體 である。 身長が 高い とか、 低い とか、 色が 黑ぃ とか， 曰 

いと か、 目方が 何 貫 あると か、 夫 は E 人に も 解る^ であって、 彼 は 私の 力量に. e て 私 を 知る ので ある。 

然し 私の 價爐は 私の 肉 體を以 つて は 量られない。 私に 知識が ある、 私の 愤 依 は 私の 知識の 程度に 由て 

お まる。 今日の 日本人が 何よりも 頒腦の 明晰なる を 欲する は 彼等の^ igs! 準の 此れに 在る を 示す。 乍 

然ら 知識. y けで 人の 價値は 定まらない。 私に 强ぃ 正義の 觀 念と、 之を實 行す るの 强ぃ 意志の 無い 以上、 

私に 知識が いくら 有っても 私 は 人と して 價 値の 至って 尠ぃ 者で ある。 然し 乍ら 正義 は 人 を 堅く し、 嚴 

しくして、 彼 をして 人類の 愛護 者、 fi^ 者と 人との 友たら しめない。 玆に 於て か 彼に 愛の 必要が ある。 

私が 正義の 人た る 以上に 愛の 人た るに 至って、 私 は 人た るの の價 値を發 揮す るので ある。 依て 知る、 

^人 多數の 知る 私 は 肉體の 私で ある。 其 內少數 識者の 知る 私は學 者と しての 私で ある" 更らに また 少 

救の 知る 私 は 良心の 私で ある。 そして 極々 少數の 知る 私 は 愛の 私で ある。 そして 木 當の私 は 最少 數の 

知る 愛の 私であって、 其 他の 者 は 私 を 知らない 者と 稱 して 可い ので ある。 私に 在て は 私の 愛が 私の 良 

心と 一 娘 腦と體 力と を 支配し、 私 は 低い 私 を 無視せ ざれ ども、 之 を 以て 高い 私の 欲する 所 を 行 はんとす 

る 0 

神 も 亦 同じで ある。 宇宙 萬 物 は 神の 身體と 見る ことが 出来る。 其 法則 は 神の 理法 を顯 はす もので あ 


る。 而 して 天然の 法則 以外に 正義が 行 はる。 卽ち萬 物の 造 主 は 人格者で ある 證據 である。 然し 乍ら 祌 

は 正義 を 以て は盡 きない、 彼 は 愛で ある。 神 は 力で あり、 法則で あり、 正義で ある 以上に、 慈悲の 父、 

凡ての 慰安 を 賜ふ祌 である。 私の 中心、 存在の 基礎が 愛で あらねば ならぬ が 如くに * 神の 中心、 その 

有って 在り 給 ふ 本源 は 愛で ある。 そして 斯 かる 祌を 我等の 主ィ H ス キリスト は 我等に 示し 給うた ので 

ある。 科學と 倫理 學 とが 示す 以上の 神 を キリスト は 我等に 示し 給うた。 驚くべき 示顯 である。 森羅萬 

象 は 父の 愛に 由て 動く とい ふので ある。 兹に 於て か 我等 は 恐れす、 法則の 宇宙に 在りて 我等の 祈禱の 

聽 かる k を 信じ、 正義の 神に a4 を赦 すの 心 ある を 疑 はない ので ある。 

哲學者 へ ー ゲル の 言に 曰く 

神に 關 する 偽 はりの 叉は惡 しき 思考 を 有する 國民 は、 惡 しき 制度と 惡 しき 政府と 惡 しき 法律と を 

有す。 

r 祌 など は 如何で も 可い」 と 云 ふ 程 愚かなる 事 はない。 神に 關し 正しき 高き 思考 を 懐かす して 人生 何 

事 も 善く ある 能 はすで ある。 神 は 愛に 因り 義と 法と 力と を 以て 働き 給 ふと 知って、 人生 萬 事が 調和せ 

る發 達を遂 ぐるので ある。 キリスト は 完全なる 神 を 世に 示して、 世 を 救 ふの 某 礎 を 置え 給うた ので あ 

る 0 
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ィヱ ス • キリスト に關 する 硏究 


イエスキリスト 


イエスキリストと 云 ふ、 基督 敎の總 體は其 中に あり。 

「イエスキリスト」 は 有 名詞に あらす、 イエス は 人名に して キリスト は 職名な り， ナザレの イエ 

スは キリス ト卽 ち受膏 者な りとの 意な り。 

ユダヤ人 は 言へ り、 キリスト は 後の 曰に 世に 臨み 給 ふべ し、 然れ ども イエ スは キリストに リ すと、 

而 して イエス はみ I から キリスト なりと 観へ 給 ひしが 故に、 彼等 は 彼 を 捕へ、 終に 彼 を 十字架に 釘け た 

り。 

ユダヤ人に 對 して ィヱ スの 弟子 等 は 言へ り、 イエ スは實 に キリスト なりと、 彼等 は 斯く唱 へて 彼等 

の國 人の 迫害す る 所と なり、 或 者は馘 られ、 或 者 は 石に て 撃 たれたり。 

今や イエ ス キリストと 唱 へて 何人も 我等 を責 むるな し、 恰 かも コ ロム ゥ H ルと唱 ふス。 力.^  く、 ぅホ 

レオンと 15! ふが 如く、 我等 は單に 過去の 人物 を 指して 稱ふ. が 如くに 思 はる。 

然れ ども 初代の 信者に 取りて は 決して 然ら ざり しなり、 彼等 は 生命 を 賭して イエ ス キリ ス トと は へ 

しなり、 是れ 彼等の 信仰の 標語な りしな り、 彼等 は 其 故に 此 f より 離 絶せられ たり、 ィヱス は キリス 

ト なりと 唱 へしが 故に 彼等 はィ H スの 如くに 人に 嫌 はれ、 其逐ふ 所、 其攻 むる 所、 其 殺す 所と なりた 

イエスキリスト 


イエス リストに^ すろ K 究  八 八 

イエス キリス 卜、 イエス は キリス 卜な り、 ヨセフの 子な りし ナザレの イエス は 神の 受膏 者に して ュ 

グャ 人の 王な り、 神の 子に して 萬 物 は 彼に. S て 造られたり * 人類の 首にして 其 最後の.：^ 判 人な り、 ん / 

日自 から 基督 信者な りと 稱 する 者はィ H ス キリストと：： に唱 へて、 5^ して ィ H スは キリス ト なりと 信 

十る 乎。 

イエ ス キリ ストと 謂 ふ、 基督 敎の すべ て は 其 中に 杯す、 而 して ィ H スは キリ ストな りと 解して 人生 

も 宇 {£ もー變 せざる を 得す、 人類に 臨みし すべての 眞理の 中に、 ィ H ス キリスト、 卽ちィ H スは キリ 

ストな りと 云 ふ 一 言の 中に 含まれた る 眞理の 如くに 遠大に して 革命的なる 者 あるな し。 


偉人 ィヱス 

偉人 は 平民の 心を體 得した る 者で ある。 偉人 はす ぼ拔 けて 偉ら い 人で ない、 平民の 代表者であって、 

平民に 偉ら くせら る、 者で ある。 グ ラッド ス 卜 ン をグ レ ー 卜. コム モ— ナ ー 卽ち大 平民と 呼んだ のが 

其 好き 一 例で ある。 クロムウエル、 ワシントン、 フラ ンクリ ン、 文豪 トル ス トイ、 哲學者 力 ン 卜、 孰 

れも 自身 平民であって、 平民の 辯 護 者で ありし が 故に、 今猶 偉人と して 祟 めら る&の である。 平： 

平信徒、 平の 字が 附く 者が 偉ら いので ある。 人 は 平民の 階級 を脫 して、 特殊 階級の 者と なって、 自か 

ら 偉大 性 を拋^ して、 大 なる 小人と 成る ので ある。 

最大 偉人 は 主 イエス • キリストであった。 彼 は 御自身 を 人の子と 稱び 給うた。 王の 子に 非ず、 預言 

者の 子に 非す、 貴族 權 門の 子に 非す、 平 K 中の 平民、 人の子であった。 アダムの 子と 云 ふと！： じで あ 

る。 故に 萬 民の 友で あり、 人類の 王で ある。 ィ H スを 主と 戴いて 我等 何人も 平：^ たら ざらん と 欲する 

も 得ない。 此ィ H スを 敎會の 首長と 仰いで 世 をして 彼 を 誤解せ しむる の 虞れ が 多い。 又 彼 を 首長と し 

て 戴く wh、 敎會は 彼の 標準にまで 達せねば ならぬ。 大寺院 大敎 堂に 祭られて ィ H スは 平民ら しくな 

くなる。 大學 者に 學位 を與 へて 彼の 品位 を贬 すが 如くに、 ィヱ スを大 監督の 上に 藍いて 彼の 聖名を 傷 

ける。 ィ H スは大 平民であって、 平お はィ H スの 如き 者で ある。 敎會が 彼 を 祭り 上ぐ る こと を 4- むる 

禕人 イエス  八 九 
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ならば- 全^3^:の平民は舉って彼を彼等の首長として仰ぎまっ るでぁらぅ。 

眞の イエ ス 

イエ スは 偉お なる 人で あると 云 ふ、 彼 は洵に 偉大なる 人で ある、 偉大なる 人で あるが 故に 小さく あ 

る、 彼 は 今に 至る まで 世に 認められない 程 小さく ある。 

人 は 言 ふ、 ィ H スの名 は 令 や 全世界に 轟き、 彼の 名 を 知らない 者と て は 一人 もない、 彼の 偉大なる 

は 彼の 世界的 名聲に 由て 知る ことが 出來 ると。  . 

然れ ども 事 實は爾 うでない ので ある、 ィ H スは 今猶 依然として 人に 知られな いので ある、 世が 稱揚 

する ィ H スはィ H ス ではない ので ある、 是れ 世の 想像に ィ H ス の 名を附 けた 者であって ィ H ス 御自身 

と は 全く 遠った 者で ある、 ^に 轟く ィ H スは 所謂 「敎會 の 首長」 である、 大 なる 宗敎 家で ある、 信徒 

の 大軍を 率 ひて^ 界 征服の 途上に 在る 者で ある、 所謂 「偉大なる 人物」、 神が カイゼル として 顯 はれ 

し 者、 貴顯 紳士まで が 敬 仰す る 者で ある。 

然し 乍ら ィ H ス は如斯 くにして 世に 顯 はれ 給 ふ 者で はない、 在 まさ る 所な き 彼 は 極めて 少數の 人 

A づ から あら  <3厶<3<:<:<"<1<3厶厶<1<3  △△<"<"△ 厶 厶厶厶 A<  だい 

にの み 自己 を顯 はし 給 ふので ある， 世に 實はィ H ス程 人に 知られない 者 はない ので ある、 若し 人の 大 

は 彼 を 知る 世人の 多少に 由て 定めら る-者であるなら ば、 ィ ェ スは 小人 中の 小人で あると 云 ふこと が 


出來 るので ある。 

英國聖 公會の 奉戴 的會 長なる 英國 皇帝 陛下 は 多分 ィ H スを 知らない であら ふ、 露國正 敎會の 公認 的 

首長なる 露國 皇帝 陛} ^も 亦ィ H スを 知らない であら ふ、 大羅馬 天主 敎的 陛下と 稱 せらる & 西班牙 國王 

陛下 も亦ィ H スを 知らない であら ふ、 其 他 錦爛の 法衣 を 身に 纏 ひ、 寶 玉の 法 冠 を 首に 戴く 法王、 大僧 

正、 大 監督 等 も 多分 ィ H スを 知らない であらう、 彼等が 頌讚 する ィ H スは眞 實のィ H ス ではない、 此 

世の 憧憬す る 理想的 人物に ィ H スの 名を附 けたに 過ぎない 者で ある、 ィ H スは今 猶ほ大 伽藍 や 大會堂 

しづ ふせや 

を 避けて 賤の 伏屋に 居り 給 ふので ある。 

鳴呼靜 かなる ィ H ス、 政治 運動と 大擧傳 道と を 嫌 ひ 給ふィ H ス、 隱れ たる 虚しき 心靈を 愛し 給ふィ 

ェ ス、 彼 は 多数に 稱揚 せられん より は 少數に 接 けられん こと を 好み 給 ふ、 余 は 其 少數の 一 人た らんこ 

と を 欲する 者で ある、 余が イエスの 弟子で あると 云 ふの は、 英國 皇帝 陛下 叉はョ ー ク叉は カン タ I バ 

リ ー の 大僧正と 信仰 を 共に すると 云 ふこと ではない、 余 は 人に 知られない ィ ェ ス の 弟子た らんと 欲す 

る 者で ある、 余の 仰ぎ奉る ィ H スは 所謂 斯 世の 主で はない、 其 正反對 である、 

斯 世の 主 …： 彼れ 我に 與 はる ことなし. 

と 彼 は 言 ひ 給 ふた C 約 や 5 傳 十四 章 三十 節)。 フィリップ. マウ 口 ー は 眞理を 語った、 彼の 言 は 激越で ある 

が 其 中に 犬なる 眞理を 含んで 居る、 彼 は 曰 ふた、 

斯 世の 王 は 言 ふまで も 無く 惡魔 である、 而 して 文明 世界の 王と して 崇めら る、 イエ スはィ エスに 

非す して、 ィ ヱ スの 大敵なる ァ ンチ キリ スト、 卽ち 自分勝手に キリストの 名 を 襲 ふたる 惡魔 彼れ 

自身で ある 


lu. ス， キリストに する w 究  九 二 

と、 是れ ゆの 體 -.g を 愛する 敎會者 流 の 耳に は大 なる 褻濱の 如くに 聞 ゆる 言 で ある、 然しながら 打消す 

ベから ざる. V 眞现 である。 

おり 偉ナ、 なる ィ H ス、 ^が 其 偉大 を認 むる 能 はざる が 故に 偉大なる ィ H ス、 自己 を I 日 者と 達者と 

に隱し 赤子に 顯 はし 給 ふが 故に 偉大なる ィ ヱ ス C 撝太傳 十 一 章サ 五節)、 偉大なる を 好ます して 反て 微小 

なる を 愛し 給 ふが 故に 偉大なる ィ H ス、 余 は此 小なる が 故に 犬なる、 現 はれた るが 如くに 見えて 實は 

隱れ たる 此ィ H ス の 弟子の 一 人た らんこと を 欲する 者で ある。 


ュ ダ ャ人 としての ィ ェ ス 

(馬 太傳 第一章の 所 示) 

イエス はュ ダャ 々である、 我等 は 其 事 を 忘れて はならない。 

^に 民族の 数 は 多く ありと 雖も ユダヤ人 ほど 驚くべき 民族 は 無い、 今 は 其 數は千 三百 有餘 萬で あつ 

て、 世界 备國- や： る 所に 散在して 居る、 彼等 は 限られた る 國土を 有たない、 然れ ども 孰れの 國に 在りて 

も 有力なる 地位 を 占めて 居る、 數 多き 5：! 族の 中で ユダヤ人 のみが 全世界 を國 として 有つ 者で ある、 誠 

に眞 正の 意味に 於ての 世界的 民族と て は ユダヤ人 を 除いて 他に ない。 

ユダヤ人 は 最も 古い 民族で ある、 アブラハムの 體 より 出た る 者と 稱 せられ、 gi くと も 四千 年 問の 歷 


史を 有って 居る、 ユダヤ人が 歷史の 舞 臺に現 はれし 時には 未だ 羅馬 もなかった、 希臘も 無った、 アツ 

シリャ は 未だ 起ら す、 エジプトと カル デャが 其 古き 文明 を繼 けて 居った 頃であった、 すべての 國 民に 

輿 亡が あつたが、 ユダヤ人 のみに は是れ がなかった、 彼等の み 時代の 變遷 と共に 遷ら す、 綿々 として 

今日に 至った、 而 して 彼等 は 今日 尙ほ 少しも 衰退の 兆 を 示さない、 文明の 諸方 面に 立て 益々 生長 發達 

しつ k ある 0 

此 最も 廣き、 最も 舊き 民族 は 又 其 人口の 比例に 最も 多くの 偉大 人物 を產 した、 單に 宗敎的 人物と し 

て 見す して、 世界的 人物と して 見て、 何人 かモ ー セ、 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 バウ 口 等の 上に 出る ことが 

出来る 乎. 然れ ども ユダヤ人の 活動 は 宗敎界 に 限られない、 人生 M れの 方面に 於ても 彼等 は 第一流の 

地位 を 占めて 居る、 單に 近世 歷史 を通覽 して、 余 S 車 は 彼等の 中に 幾多の^ 界的 偉人 (而 かも 平和的 偉 

人) を發 見す るので ある、 哲學 者と して は スビノ ー ザが ある、 昔樂 家と して は メンデル ゾ ー ンが ある、 

社き 改良 家と して は ラサル、 力 ール • マルクスが ある、 政治家と して は ヂスレ —ルが ある、 新聞記者 

として はド ブ nl ヴ イツが ある、 理財家と して は ー トシ ルト 一家が ある、 非 戰論は 組織的に 最も 

精密に 始めて ユダヤ人なる ド ブロッホに 由て 唱 へられた、 叉す ベての 宗派 的 嫌惡を 去りて 倫理的に 

萬 國の民 を 結合 せんとの 遠大なる 目的 を 以て 起された る 所謂 「倫理 運動」 なる 者 も 是れ亦 同じ ユダヤ 

人なる アド レル 博士の 主 道に 由て 始 りたる 者で ある、 ユダヤ人 は 其 祖先より 革命的 民族で ある、 モ ー 

ゼを 以て 始まり、 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 バウ 0 等を經 て、 ス ピノ ー ザ、 ブロッホに 至る まで 大志 を懷 き、 

偉 想を唱 へ、 以て 人類 を 根本的に 革 正せん と 計りた る 者で ある、 彼等 は武を 以て 鳴らない、 馬と 戎 

ぐる. む かし 

車と は 彼等に 取り 昔時よりの 禁物で ある、 然しながら 音樂を 以てして、 哲學を 以てして、 理財 を 以て 

ユダヤ人と しての イエ ス  九 三 


イエス • キリストに す る^ 究  九に 

して、 而 して 最近に 至りて は非戰 論と 社會 主義と 倫理 運動と を 以てして 彼等 は 誤謬に 沈む 社 會を其 根 

本より 救 はんとしつ、 ある、 

人 は その 劍を 鋤に 打ち かへ、 その ^ を 鎌に 打ち かへん、 國と國 と は 劍を舉 げて相 攻めす、 又戰爭 

を 習 はざる ベ し 

との 預言者 ィザャ の 理想 は、 今の ユダヤ人に 巾ても 眞擎に 信ぜられ、 彼等に 由て 其 實現は 努められつ 

つ ある。 

而 して キリ ス トと I 稱 へられし ナザ レのィ H ス も亦此 偉大なる ユダヤ： 族の 一 人であった、 彼 も亦理 

想の 人であった、 彼の 血脈に も 亦 革命の 血が 流れて 居った、 彼 も 亦 平和の 福 昔の 宣傳 者であった、 ュ 

ダャ 人であった 故に 彼 も 亦 四海 兄弟 主義^であった、 ィ H スは 誠に^ 界 最大 最舊の 民族た る ユダヤ人 

の產 であった、 哲 學者ス ピノ ー ザと 質 を 共に し、 貧に 居り、 迫害せ られつ、 其 所信 を 貰いた る 者で あ 

つた。 

勿論、 孰れの 民族 も 多少の 偉人 を產 した、 然れ ども 若し^に 人類の 救 主が 生る.. - とするならば、 何 

の 民族が 之 を 生む に 最も 適して 居る 乎と 問 ふなら ば、 公平なる 歴史家 は隨路 せす して 答 ふるで あら 

ユダヤ 民族で ある 

と、 英！ 11^ 埃は廣 しと 雖も 未だ 人類 的で あると 稱 する こと は 出来ない、 露 西 より 人類の 救 主が 出づる 

と 聞、， て 他の 國 1.^ は 決して 之 を 信じない、 ユダヤ人 を 除く の 外、 すべての： 族 は國家 的で ある、 .§ ち 

護るべき の 國土を 有し、 奉すべき の 政體を 戴く 者で ある、 英國 より 英國の 救 主は屮 r つるで あらう、 露 


國 より 露 國の救 主 は S るで あらう、 米國 より 米 國の救 主 は ST つるで あらう、 然しながら ユダヤ 民 埃の 

み 能く 人類の 救 主を產 する に 適して 1  あると 思 ふ、 此 一 寸の國 土 を 有せざる 民、 此 一 臺の 大砲と 一 艘の 

取 艦と を 有せざる 民、 此 民が 誠に^ 界 平和の 唱迸 者、 愛なる 祌の實 現 者、 卽ち 人類の 救 主 を 産す るの 

特 權に與 つたので あると 思 ふ。 


ィヱス の 先生 


イエ スに^^-子のぁった事は何人も知って居る、 然し 彼に 先生の あった こと を 多くの 人 は 知らない、 

然し ィ H ス にも 亦 先生が あつたの である、 路加 傅 記者が 彼の 幼時 を 記して 

彼れ 智慧 も 齢 もい ゃ增り 神と 人と に "化々 愛せられたり 

と ある を 見て 彼に も 亦 彼を敎 へし 先生の 有った ことが 判明る。 

然し 其 先生た る此 世の 先生ではなかった、 ィ H スは パゥロ の 如くに 當 時の 碩學ガ マリ H ルゃヒ レ ル 

の 如き 人に 就て 學ば なかった、 彼 は 學校敎 育 を 受けた る 人で ない、 其點 から 見て 彼に 先生 は 無かった 

と 云 ふこと が 出来る、 然れ ども 彼 も 亦 或 人に 敎 へられす して 成長した 者で ない、 彼の 父 ヨセフ は 確か 

に 彼の 善き 敎師 であった、 彼の 母 マリヤ も 亦 多く 彼に 敎 ふる 所があった らふ、 乍然、 彼 を 最も 多く 敎 

へた 者は當 時の 人で はなく して 昔時の 人であった、 彼の 唯一 の敎課 書が 舊約 聖書であった こと は 疑な 

イエスの 先生  九 五 


イエス リストに 囲す ろ s 究  力 六 

い 所で ある。 

而 して 舊約 人物の 屮で 彼が 最も 親炙した 者 は 預言者であった こと は是れ 亦 疑ない 所で ある、 其 事 は 

彼の 取りし 生 泥の 方針 を 見ても，!： 明る、 亦 彼が 彼の 説敎に 於て 數々 引用せ し舊 約の 言辭を 見ても 執 明 

る、 彼 は 喜ん で舊約 聖書 全 體を讀 まれし と雖 も、 特に 注意 し て 預言者 の 書を讀 まれし こと は 確で ある 

ィ ザャ、 M レ ミヤ、 ホ ゼャ、 ミカ、 ダ 一一 ヱ ル等は 彼の 特 愛の 預言者であった らしく える、 彼 は 彼等 

の 一 K に 由て 祌の聖 皆 を 知り、 己の 天職 を 認めた ので ある、 舊 約の 預言者 等より イエ スを 離して 見て 彼 

擊 9  • 曹誊  OOO0OO0O0OC-OCOOO0OOOOOOC) 

は 解らない、 預言者 を 知る はィ H スを 知る 上に 於て 最も 肝要で ある。 

余 楚は思 ふ、 今日までの 世の キリスト 觀 なる 者の 多く 完全 を缺 きし 理由 は、 彼 を 彼の 弟子の 方面よ 

りの み 見て、 彼の 先生の 方面より 見 ざり しに あると、 然し 人 は 何人と 雖も其 弟子の み を 見て 解る 者で 

ない、 必す其 先生 を も 見なければ ならたい、 人の 弟子 は 其 正面であって 其 先生 は 其 裏面で ある、 人 は 

先生より 出て 弟子 を 以て 外に 現 はる、 者で ある、 而 して ィ H スの 場合に 於ても 此 通則 は 破れない、 ィ 

エス も 亦 其 弟子に 由ての みならす 其 先生 を 以て 知らるべき 者で ある、 ィ H スを 主として 拜し、 敎會の 

首長と して 仰ぎ、 靈 魂の 監督と して 載き し は 弟子の 立場から 見ての 事で ある、 乍然、 ィ H スの 先生な 

りし 言 者の 立場から 見て、 彼は斯 かる 宗敎 的崇拜 物で ない、 預ー 一一 一口 者が 人で ありし 如くに ィ H スも亦 

ん である、 預言者が 革命 者で ありし が 如くに ィ H スも亦 革命 者で ある、 預言者の 立場より 見た る イエ 

スは イスラ H ル の 最も 犬なる 者で、 其 理想 を 宇内に 施さん とした 者で ある。 

余輩 は 勿論 玆にィ H スは預 言 者 の 弟子で あると 云 ひて 預 言者以 下の 者で あると 云 ふので はたい、 弟 

子 は 其 帥より 大な る 能 はすと ィ H ス が 其 弟子 に吿 げし は 弟子 は 先生 以上に 達する 能 はすと 云 ふたので 


はない、 先生が 受けし より 以上の 待遇に 與 かる こと 能 はすと 云 ふたので ある， 而 して ィ H スが 預言者 

以上の 人であった こと は 何人も 疑 はない 所で ある、 師に 就て 師 以上に 達する 者が 能く 其 師に學 んだ者 

ィ H スは 預言者に 學び、 能く 其 精神 を 汲み、 終に 預言者 中の 最大 預言者と なった ので ある。 


自己に 關 する ィ ヱ ス の 無能 


人 を 救 ひて 己が 身 を 救 ふ 能 はず (馬 太 傳サ七 拿 四 十二 節)。 

往来の 者 イエス を 罵り 首を搖 りて 曰 ひける は、 噫、 聖殿を 毀ちて 之 を 三日に 建つ る 者よ、 自己 を 救 ひて 十字架 

を 下りよ、 祭司の 長 學者等 も 同じく 嘲弄して 互に 曰 ひける は、 人 を 救 ひて 自己 を 救 ふ 能 はず、 イスラエルの 王 

キリスト は 今 十字架より 下るべし、 然 らば 我等 見て 之 を 信ぜん と (馬 可傳 十五 章 二 九 1 三 二 節〕。 

是 れはィ H ス の 敵が 彼に 向って 放ちた る 嘲弄の 言辭 である、 嘲弄の 言辭 では あるが 然し 事赏 である. 

ィ ェ ス はまこと に 人 を 救 ひ 得て 己が 身 を 救 ひ 得なかった ので ある。 

ち ろ- 1.* ゎづら  1 でんな  さ **  いや  しに  おこ 

十一 一年 血 漏 を 患 ひし 婦を只 彼に 們 りし 丈に て 癒し 給 ひし 彼れ、 ャィ 口の 死し 娘 を 一 言の 下に 起し 給 

をん な せつ  こ ひ  むすめ 

ひし 彼れ (路加 傳八 章)、 力 ナンの 婦の 切なる 請に 應 じて 其 女 を 癒し 給 ひし 彼れ (馬 太傳 十五 章〕、 五の パ 

ンと 二の 魚 を もて 五 千 人 を 養 ひ 給 ひし 彼れ (仝 十四 章〕、 其 弟子の 海に 溺れ ざらん がた めに は 一 言の 下 

に 風 を 止め 波 を II め 給 ひし 彼れ (仝)、 己 を 殺さん として 來 りし 者の 耳に 們 りて 其 傷 を 醫し給 ひし 彼 

自 じに 薛 する イエスの 無能  九 七 


ィ 一一 ス， キリストに すろ 究  九 八 

れ (路加 傳サニ 章)、 其他數 限りなき 奇 ga^ を 行 ひし 彼れ ィ H スは 今や 其 敵に 十字架に 釘 けられ、 民の 嘲弄 

を 身に 浴びながら 己 を 救 ひて 十字架より 下り 來る ことが 屮 I 來 なかった ので ある、 民と 祭司と 學者 とが 

彼 を 嘲け つたの も 無理で ない、 ィ H スは兹 に 確かに 己の 無能 を 示し 給 ふたので ある。 

而 して 此 事た る イエスの 敵の 嘲弄の 種であった ばかりで ない * 又 彼の 弟子の 疑問の， であった、 彼 

は 何故に 此時 彼の 大能を 現 はして 己 を 救 ひ 給はなかった ので あるか、 彼に 己 を 救 ふの 能力が 無かった 

ので は あるまい、 然 らば 何故に 彼は此 場合に 於て 奇踏を 行 ひ 給はなかった ので ある 乎、 彼 は 其 師を護 

らんと して 其 敵の 一 人の 耳 を 削 落せし ぺ テ B に 向って 曰 ひ 給 ふたで はない 乎、 

我れ 今 十一 一軍 餘の 天使 を 我 父に 請 ひて 受 くる こと 能 はすと 汝等思 ふ 乎 

と r 馬太サ 六の 五十 三)、 而 して 此危 急の 場合に 於て 天使 は 彼のた めに 現 はれ、 彼の 敵を逐 散らして 彼 を 

十字架より 取 下さなかった ので ある。 其 理由 抑々 如 他と。 

而 して 此 疑問に 對 して 敎會が 今日まで 提供し 來 りし 解答 は、 斯く爲 さ ればィ H スは噴 罪の 實を擧 

ぐる ことが 屮 I 來 なかった からで ある、 彼に 其 時と 雖も己 を 救 ふの 能力が 無った ので はない、 彼 は 故意 

に 之 を 使用し 給はなかった ので ある、 卽ち 「聖書に 應 はせんた めに」 イエ スは此 場合に 於て 其 奇蹟 力 

を侦 用し 給はなかった ので あると。 

某して 爾ぅ であら ふ 乎、 イエ スは 菜して 此時 己に 有る 能力 を 故意に 使用し 給はなかった ので あらう 

乎、 余 は 雨う 思 ふ 事は屮 I 来ない。 

余 M は此 世の 善人に して 克く己 を 忘れて 他人の ために 蹇 せし 人の、 己の ために 計って 甚だ 拙、 自家 

のために 行って 甚だ 無能なる を 見た、 善人の 善人た る 所以 は兹に 在る、 卽ち、 自己 を 他人の ために 消 


費し 盡 して 自己の ために 何の 剩す 所な きに 在る、 況して ィ H スに 於て を やで ある、 善人 中の 善人なる 

ィ ェ スが人 を 救 ひて 己 を 救 ひ 能 は ざり し は敢て 怪しむ に 足りない、 若し 彼が 他 を も 救 ひ 自己 を も 救 ひ 

得しなら ば 彼 は 神の 子ではなかった、 愛の 化身たり し 彼 は 他の ために 自己の 能力 を 使ひ盡 して 己の た 

めに 餘す 所がなかった、 彼が 大能 なりし は 他 を 救 ふ 時に 於ての みであった、 彼が 自己の 利益 を 計らん 

ために 奇践を 行 ひ 給 ひしと は 聖書に 一 囘も 記して ない、 彼 は 全然 無愁 であった、 而 して 自己の 利益と 

安全と を 計る がた めに は 全然 無能であった らしく ある。 

故に 十字架に 上げられし 此 場合に 於ての みで はない、 彼の 全生涯 を 通う して 彼 は 自己の ために 奇蹟 

を 行 ひ 給はなかった、 彼 は 世の 志士 仁人と 同じく 自家の 家計 を さへ 整へ る ことが 出来なかった、 故に 

死に際して 彼の 母 を さへ 彼の 弟子の 一人に 委 托せざる を 得なかった、 (約 翰傳 十九 章サ 六、 七 節)、 彼に 

多くの 肉體の 兄弟が あつたが、 其 一人 も 彼の 生存 中、 彼 を 救 主として 認めなかった より 見ても、 彼が 

他人に 盡 くす こと 懇切に して 骨肉の ために 盡す ことの 甚だ 冷淡であった 事が 判る、 彼の 鄕 人と 兄弟と 

は 幾囘か 彼に 向って 曰 ふたので あらう。 

み-つから いや  な  ふるさと 

醫 者よ 自身 を醫 せ、 我等の 聞し 所の 汝が カペナ ゥン にて 行せ し 所の 事 を 自己の 家鄕 なる 此土  (ナ 

ザレ) にも 行すべし 

と 路加 傳四 章サ三 節)、 然し 斯くィ H スを 詰りし 彼の 鄕 友と {豕 人と は 愛の 何たる 乎 を 知らなかった ので 

ある、 愛 は 自己の ために 盡す こと を 知らないの である、 愛 は 犠牲で ある、 自己に 遠き 者に 篤く して 自 

己に 近き 者に 薄き 者で ある、 而 して 自己に 對 して は 全く 無能なる 者で ある、 愛と は斯の 如き 者で ある 

英語の ； Love  (愛) は ； Leave  (去る、 棄る) であると は 余輩の 曾て 唱 へた 所で ある (『求 安錄』 を 見 
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よ— 本 全集 第一 卷ー 五 五 頁)， 普通の 男女の 愛に 於て すら、 其 最も 純粹 なる 者は此 性質 を 佩る 者で ある、 

親 は 子の 病 を 着る 時に 自己 を 知らない、 况 して 神が 人 を 愛する に 於て を や、 キリス トイ H スが己 を 

^うし 給へ りと 云 ふ は 此事を 云 ふに 相違ない (腓立 比 書 二 章 七 節〕、 神學 者の 謂 ゆる キリストの wenosis 

(虚脫 ) なる 事 は 此事を 云 ふので あると 思 ふ、 「虚 脫」 は 單に榮 光の 虚脫に 止まらない、 能力の 虚脫 

を も 含む、 キリス トイ H スは他 を 救 はんがた めに 神と 匹く する 所の 事 (榮 光〕 を 棄て給 ふたに 止まら 

す、 反て 己を虚 うし 僕の 形 を 取り 給へ りと ある は、 彼 は 自己に 關 して は 無能 無資格の 者と 成り 給へ り 

との 事で あると 思 ふ。 

「人 を 救 ふて 己 を 救 ふ 能 はす」、 是れィ H スが キリスト 卽ち 神の 子た るの 確實 なる 證據 である、 彼 

に 若し 此事 がな かりし ならば 彼 は 如何に 多くの 奇践を 行 ひ 給 ひしと する も 彼 は祌の 子でなかった ので 

ある、 他に 對 して は 全能、 自己に 對 して は 無能、 鳴 呼 尊き かな ィ H スょ、 汝は 誠に 神の 子な り、 汝は 

誠に 愛の 化身な り、 汝に 於て 我等 は 始めて 愛の 何たる 乎 を 見るな り、 汝の敵 は汝を 嘲け りて 汝に係 は 

る 最大の 讚美 を唱 へたり、 汝は實 に 人 を 救 ふて 已を救 ふ 能 は ざり し、 故に 我等 は 救 主として 汝を 仰ぐ 

なり、 汝は 誠に 限りなく 我等 を 救 ひ 得る 者な り。 

イエ スは斯 く 自己に 就て は 無能な りし、 然 らば 彼の 信者と 稱し、 地上に 於け る 彼の 代表者な りと 稱 

する 敎會は 如何、 鳴 呼 彼等 はィ H スに 反し、 如何に 己 を 救 ふに 熱心に して 他 を 救 ふに 冷淡なる よ、 己 

の 事と あれば 熱心 湧き、 智慧 立 ころに 生す るに 反し、 他の 事と あれば 如何に 冷淡に して、 如何に 愚 純 

なる よ、 彼等 は 熱心と 云へば 自己の 敎會 に盡す ことで あると 思 ひ、 智慧と 云へば 自己の 利益 を 計る こ 

とで あると 思 ひ、 其 手段 方法 はすべ て 悉く 自己 擴張 のために 講ぜら る、 彼等 は此 世の 人と 共に、 自己 


を處 する に 拙なる 者 を 呼んで 愚者と 稱し、 他 を 倒して 自己と 自己の 黨派を 起す 者 を 呼んで 智者と 稱し 

策士と 稱し 人物と 稱 して 之 を 敬 ひ 尊ぶ、 彼等の ィ H ス と相距 る何ぞ 遠き や、 イエ ス にして 若し 彼等の 

目の前に 十字架に 釘 けられ 給 はん 乎、 彼等 は パリ サイの 人、 學者 等と 相 和し、 彼 を詬り 首を搖 りて H 

ふならん  ， 

喧、 聖殿を 毀ちて 之 を 三日に 建る 者よ、 自己 を 救 ひて 十字架 を 下りよ、 …； 人 を 救 ひて 自己 を 救 

ふ? iS はす 

と (馬 可傳 十五 章サ九 ー 卅 一節)、 然れば 我等 ィ H ス の忠實 なる 弟子た らんと 欲する 者 は 彼に 傲 ひて 益々 

他人の 事に 關 して は 慧く 自己の 事に 關 して は 拙く、 他人の 事に 關 して は 熟 心 溢れ、 自己の 事に 關 して 

は 甚だ 冷淡、 卽ち人 を 救 ひ 得て、 自己 を 救 ふ 能 はざる 者と なるべき である。 


附 言 

余輩の 此所 說に對 して 聖書より 反對 の證據 が擧ら ないで はない、 約 翰 傳十章 十八 節に 依れば， イエ 

スは ュ ダャ 人に 告げて 曰 ひ 給 ふたとの ことで ある。 

我より 之 (生命) を 奪 ふ 者な し、 我れ 自 から 之 を捐 るな り、 我れ 之を捐 るの 權能 あり、 亦 能く 之 

を 得る の權能 あり、 我 父より 我れ 此 命令 を 受けたり  ， 

と、 之に 由て 見れば ィ H スは 最後の 眞 際に 於ても 尙ほ 自己 を 救 ふの 能力 を 有って 居た やうに 見える。 

叉 前に 引用せ しィ ェ スがぺ テ 0 に吿 げし 言に 添 へ て 左の 如きが ある。 
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若し 然 かせば (卽ち 十二 軍餘の 天使 を 呼んで 自己 を 救 はんに は) 此く あるべき 事を錄 しし 聖昏に 

如何で 應 はん 乎 

と r 馬 太 傳サ六 章 五 四 節)、 之に 由て 見れば イエ スは 聖書に 示されし が 如くに 己が 身の の 1^ の聰 として 

終らん がた めに、 已を救 ふ 能力 を 有ち 給 ひしに 關 はらす、 故意に 己 を 敵に 附し給 ふたので ある。 

其他尙 ほ 反對の 證據を 擧げる ことが 出來 やう。 之に 對 して 余輩の 答 ふる 所 は 大略 左の 如くで ある。 

一、 福音書 はィ H スが 此^ を 逝り 給 ひて より 早くして 三十 年、 遲 くして 七十 年後に 書かれた る 者で 

あるから、 其 中に 當 時の 敎會の 信仰 を 書 込んだ 所が 多く ある、 ； i 昔 書 は イエスの 一一 一一 ロ行錄 としての み 見 

る 事 は 出来ない、 是れは 一種の 神學 書で ある、 故に イエスに 就て 記述す るに 方て、 知らす 識ら すの 間 

に當 時の 信者の 信仰 を 書き 聯 ねたので ある、 ィ H ス の 死 其 物 を代牘 的に 見る に 至りし は 或 ひはィ H ス 

御自身 を 以て 始 つたので はなく して、 ユダヤ 思想より 全然 脫 出す る 能 は ざり し當時 の 信者 の 信仰に 基 

いたので ある 乎 も 知れない。 

二、 乍然、 縱し是 等の 言が ィ H スの 口より 出た にもせ よ、 其 事 は 以て 自己に 關 する ィ H スの 無能 を 

否定す るに 足りない、 能力に カ學 的なる と 倫理的 なるとが ある、 イエスに 能力が 無くして 之 を 現 はし 

給 は ざり しので あるか、 或 ひ は 能力 は 有りし と雖も 愛の 故に 之 を 現 はさ りしので ある 乎、 其 事 は 外 

面から は 判斷ら ない、 唯、 彼が 能力 を 現 はし 給 は ざり し 事、 其 事 は 明かで ある、 而 して イエ スの 如き 

愛 を 以て 生命と 爲 せし 者 (倫理的 實在 者) に 取りて は、 愛の 故に 現 はさぐ りし は 現 はすべき の 能力が 

有ら ざり しに 等しく ある、 愛 は 人 をして 他に 對 して は强か らしめ、 自己に 對 して は 弱から しむる 者で 

ある， 愛の 支配す る 所と なりて 能力 は 他に 對 する 時に 增 進され、 自己に 對 する 時に 滅 殺さる、 故に ィ 


エスの 如き 愛の 化身に 在て は 自己に 對 する 時 は、 能力 は 有る も 無き に 等しく あつたに 相違ない 5^ に 

自己 を 救 ふの 能力が あった、 彼 は ST に 神に g しき 者であった、 乍然、 彼 は 愛の 故に 之を棄 てた、 彼は自 

己 を 救 はんがた めに は 無能に 成った、 而 して 無能で あつたと、 余輩 は此く 思惟す る ことが 出来る。. , 

イエ スの 意識 を， f ふに 方て 余輩の 取るべき 安全の 方法 は、 聖膺の 此の 言 彼の 言に 由ら すして、 i か 

4i きか き^^か is に 依る 事で ある、 而 して 之に 加 ふるに 神の 心に 像り て 造られし 吾人 人類の 意識 を以 

てして、 余輩の キリスト 觀は其 大體に 於て 誤謬がない と 思 ふ、 余輩 は讀 者の 參考 までに 玆 に此霄 を附 

して 置く。 


イエスの 矛盾 

或る ガ曜 HQ 午後、 友人 獨 逸人 某と 散 ® をが じ C ろ 附近 田圃の に 取る， 談は 日本人の a 俗 ra: 題よ = ひ 基督 信者 ゃゾ 

f 仰 問題に 移り. 終に 玆に揭 ぐる 題目 を 想 出す るに 至れり. 彼れ 問 を 起し， 我れ 之に 和し. 落 合の 里に *  ^ 

司ケ 谷の 森に、 夏の 日の 甚 る、 を 知ら ざり き." 

イエ スは 理想の 人であります、 彼 は 我等 基督 信者が 仰いで 以て 完全 無缺の 人と 見做す 人であります • 

然るに 此 人に?^ g があった と 云 ふので あります、 是 れは餘 りに 奇矯の 言の やうに 聞え ます、 然しな が 
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ら事 實は豫 想と 全く 違 ひます、 ィ H スの 行爲に 多くの 矛盾が ありました、 是れ 福音書の 明白に 示す 所 

であります。 

へり,、 v-o もの  C びき 

イエ スは己 は 柔和なる 者で あると 曰 はれました、 「我 は 心 柔和に して 謙邏者 なれば 我 軛を負 ひて 我 

に學 ベ」 と： n はれました (馬 太傳 十一 章サ九 節)、 然るに 斯う 曰 ひ 給 ひし 彼 は 時には 繩を もて 鞭 を 作り、 

神の 殿に 在て 賣買 する 者 を叱咜 し、 「我が 父の ぎ を 貿易の 家と する 勿れ」 と 罵られまして 彼等 を 殿よ 

り逐 出されました (約 翰 傳ニ章 十二 節 以下)、 是れ イエ スの 矛盾の 第一 ではありません 乎。 

みづ  みつ yi り  i-u 

イエス は叉自 から 「稅吏 井に， 罪 ある 人の 友」 を 以て 任ぜられ、 パリ サイの 人に して 彼 を 請き て 貪 を 

共に せんとす る 者が あれば、 喜んで 其 請き に應 じて 其 客と なられし に 關らす (路加 傳七章 卅六節 a 下)、 

常に パリ サイ 人 を 罵て 歇み給 はす、 「噫、 汝等禍 ひなる かな 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と 繰 返 

のろ 

し 繰返して 彼等 パリ サイの 人を咀 はれました、 喜んで パリ サイ 人の 客と なられし かと 思へば、 同じ パ 

リサ ィ人を 富 を 極めて 罵られました、 是れ イエ スの 矛盾の 第二ではありません 乎。 

ィ ェ スは叉 其 弟子に 命じて 「異邦の 途に往 く 勿れ、 又サ マリヤ 人の 邑 にも 入る 勿れ， 惟 イスラ ェ ル 

の 家の 迷 へ る 羊に 往け」 と 曰 はれまして 當 時の 傳道を イスラ H ル 人の 中に 限られ (馬 太 傳十章 五節 以下/ 

, ゲ-ん な  つか  二  も 

己 も 亦 力 ナンの 婦に 吿げて 「ィ スラ H ルの 家の 迷へ る 羊の 外に 我 は 遣 はされ す …… 兒 女の パ ンを 取て 

なけ あ す，、 ひ 

犬に 投與 ふる は 宜しから す」 と 曰 ひて 救濟を 求む る 彼女の 請 を 斥ん とせられ しに 關 はらす (仝 十五 章サ 

ほとり  をん な 

一節 以下)、 ヤコ ブの井 戶の邊 に 於て サ マリヤの 婦に遭 ひ 給へば 之に 彼が 爲 されし 說敎の 中で 最も 深い 

？ r  こ ひ  ：.1 すめ いや 

もの を聽 せられ、 又 犬とまで 呼び 給 ひし 力 ナンの 婦の乞 を 納れて 直に 其 女を痊 されました、 己 は 特に 

イスラエル の 家の 救 主で あると 曰 はれながら イスラ H ル の 家の 者よりも 異邦の 民 を 愛し 給 ひました、 


是れィ H スの 矛盾の 第三ではありません 乎。 

其 他數へ 来れば ィ H スの 矛盾 は 之に 止まりません、 其毋に 向て 「我 時 未だ 至らす」 と 曰 ひ 給 ひて 其 

要求 を 担 まれし 乎と 思へば、 直に 其 願 ひ 通りに 水 を 葡萄酒に 化して 彼女 を 喜ばし 給 ひました (約 翰傳ニ 

章)、 叉 彼の 隣人 や 兄弟が 彼に エルサレム へ 上らん こと を勸 めました 時には 彼等に 答 へ て 「我 時 未だ 至 

らす、 汝 等の 時 は 恆に備 はれり」 と 曰 はれまして、 曖昧の 中に 彼等の 勸吿を 葬られながら、 彼等が 上 

京せ し 後に、 彼 も 亦績ぃ て 上られました (仝 七 章 二 節、 以下〕、 是等は 惡く解 すれば 虚言の やうに も 聞え ま 

して、 イエス の 言と して は 受取り 難い やうに も 見えます。 

雨う して ィ H ス 許りではありません、 ィ H ス の 精祌を 最も 善く 解した 使徒 パゥ の 行爲に 於ても 多 

くの 矛盾 を發 見す る ことが 出来ます、 彼れ パゥ は ユダヤ人 を懊 ける 方便と して 其 弟子 テ モ テには 割 

禮を行 ひながら (使徒 行傳 十六 章 三 節べ 同じ 弟子の テト ス に 割 禮を强 ひんと する 者が ありました 時には 

怒て 之 を 担み ました (加 拉太書 二 章〕、 叉 己 は へ ブライ 人中の へ ブ ライ 人で あると 曰 ひて 誇りながら、 時 

に は 彼が 有ち し羅 馬の 市民 權を振 廻 はして、 自分の 生命の 保安 を 計りました (使徒 行傳サ ニ章廿 五節)、 

是等も 亦 矛盾と 云 へば 確かに 矛盾であります、 弟子 は其師 に似て 時には 政略 を 弄した と 基督 敎の敵 は 

云 ひませ う。 

是れは 抑々 如何う いふ 譯 であり ませう 乎、 聖人 や 義人に 矛盾が あっても 宜 いもので ありませ う 乎、 

彼等 は 主義 一徹の 人で たくて はならないで はありません 乎、 從 つて 言行一致、 始終 一貫 は 彼等の 特性 

たるべき ではありません 乎、 實に イエ スの 敵が 彼 を 誤解した 现 由の 其 一 つ は 彼等が 稱 して 以て 彼の 行 

爲の 矛盾と なした 者であった こと は 明かであります、 彼等 は イエ スを 了解す るに 非常に 苦み ました、 
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善人の やうに も 見え、 惡 人の やうに も 見え、 聖人の やうに も 見え、 偽善者の やうに も 見え、 誠 實の人 

の やうに も晃 え、 策略の 人の やうに も 見え、 柔和なる 人の やうに も 見え、 殘 酷なる 人の やうに も 見え 

ました、 彼等 は 困 迷の 極、 或 時 は 彼に 問 ふて 曰 ひました 

我等 を 幾 時まで 疑 はする や、 汝、 若し キリスト ならば 明かに 我等に 告げよ (約 翰 博 十 章廿四 節) 

と、 彼等 はィ H スの 如き 人物 を 解し 得ませんでした、 彼等 は 所謂る 主義の 人 を 解し 得ました、 叉斯か 

る 人 を 非常に 尊敬し ました、 其 主義の 何たる 乎 は 彼等の 深く 問 ふ 所ではありません、 帝國 主義で も、 

世界主義 でも、 平： 主義で も、 社會 主義で も 何んでも 宜 いのであります、 彼等 は 唯 複雜に 堪えない の 

であります、 彼等 は 唯 彼等の 理想の 人より 單純を 要求す るので あります、 水晶の やうな 透明なる 人生 

覜、 之 を 一丸と なして 呑 込む ことの 屮 I 來る やうな 敎義、 一 言に して 足れり と 云 ひ 得る やうな 倫理 系、 

是れ 彼等が 要求す る 所であります、 然 かも ィ H スは斯 かる 主義 一 天 張りの 人ではありませんでした。 

イエ スに M 故に 矛盾が あつたので ありませ う 乎、 彼は學 者で はない からであります、 彼の 人生観な 

る もの は …… 若し 彼に も斯 かる ものが あつたと しま すれば …… 之 は 彼が 沈思 默考鍊 磨 研究の 結果と し 

て 得た ものではありません、 彼 は 所謂る 篤 學の士 ではありませんでした、 溫 厚の 君子ではありません 

でした、 彼 は 心 を 鍊り思 を 凝らした 結果 救 主として 世に出た 者ではありません、 其點に 於て 彼 は 確か 

に ソクラテス や 孔子 や 釋迦と 違 ひます、 イエ スは 「哲人」 ではありません、 所謂 螢雪の 功 を 積んだ 者 

ではありません、 ィ H スを 世の 先生と 見た のが 彼の 同時代の 人が 彼 を 全然 誤解した 重なる 理由で あり 

ます、 又 今の 人が、 殊に 今の 東洋人が 彼 を 解し 得たい 重なる 理由であります。 

イエ スは 神の 子であります、 故に 最も 純正なる 意味に 於て 人の子であります、 彼 は 人の 手 を 以て 磨 


き 上げた る寶 玉の やうな 者ではありません、 「人手に よらす して 山より 鑿り 出された 石」 の やうな 者 

であります、 (但以 理書ニ 章 四十 五節)、 イエ スは叉 婦人の 纖手 によりて 造られた る 造花の やうな 者で は 

ありません、 彼 はシャ II ンの 薔薇の 花であります、 造花 は 之 を 解剖す るに 至て 容易く あります、 然か 

し 天然の 花 は 其 一 瓣と雖 も 之 を 知悉す こと は 出来ません、 イエ スは 神の 子であります から 叉 天然の 子 

であります、 彼 を 解す るの 困難 は 天然 を 解す るが 如く 困難であります。 

誰か 天然に 矛盾がない と 云 ひます か、 天然 は實に 矛盾 だらけで あると 云っても 宜しう 厶 います、 天 

然程 美 はしい 者はありません、 然 かし 亦 天然 程懼 ろしい 者はありません、 岩間に 、呋 く 石竹と せハ 傍に a 

く 瀑布と、 何ん と 矛盾， して 居る ではありません 乎、 然 かし 同じ 天然であります、 濃紫に 山 端 を 彩る 夕 

^と、 炎天に 人畜 を鎔す 夏の 正午の 太陽と、 何ん と 矛盾して 居る ではありません 乎、 然 かし！： じ 天然 

であります、 一滴の 水の 中に も數 萬の 動植物が 生々 として 動いて 居る 乎と 思へば、 蒼弯は 星の 蜜 埃 を 

揚げて 永久に 廻轉 して 居る ではありません 乎、 然し 同じ 天然であります、 そよ 吹く 風 もあります、 又 

大船 を、 i す 暴風 もあります、 然 かし 同じ 天然であります、 天然と は學 者の 腦裡に 容易く 牧 まる やうな- 

微少な 者ではありません、 是れは 學者を 呑 込むべき 者でありまして、 學 者に 吞 込まるべき 者で はあり 

ま ん、 然 かり 天然に 數 限りなき 矛盾が あります、 然 かし、 我等 は 天然 を 讚美して 止みません。 

あま * のの 星なる 我等の 主ィ H ス キリスト は 神の 懷を 出て 直に 此 世に 臨まれた る 者であります から、 彼に 

も 亦 我等 狹き 人間の 目から 親ました 時には 多くの 矛盾が あります、 彼 は 世の 罪 を 負 ふ 祌の盖 であり ま 

す、 それと 同時に 又 r ュダの 支 派より 出た る 獅子」 であります (默示 錄五章 五節)、 彼 は シャロ ンの 薔薇 

であります、 それと 同時に また 「H ッ サイの 根め ざし、 異邦人 を 治めん とする」 救 ひの 大樹で ありま 
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す (羅馬 書 十五 章 十二 節)、 ィ H スは 小であります、 又大 であります、 彼に 小兒の 心が あります、 又 父な 

る 神の 能力が あります、 彼に 婦人の 愛と 淚と があります、 叉 國民を 打碎く 忿怒が あります、 彼の 細き 

微少き 聲に 接する は、 夏の 涼風に 接する が 如くであります、 然 かしながら 彼の 叱" ％ する 所と なるや、 

暴風 も 其 聲を收 めます、 ィ H スは 宥め 給 ひました、 叉 怒り 給 ひました、 泣き 給 ひました、 义 罵り 給 ひ 

ました、 小兒を 愛し 給 ひました、 祭司 長老 牧伯を 詛ひ給 ひました、 ィ H スにー 定の 主義なる 者 はあり 

ませんで した、 卽ち 「必す 泣くまい」 とか、 「必す 怒るまい」 とか、 云 ふやうな 规 則はありませんで 

した、 彼 は 非常に 小兒を 愛せられ ましたと 同時に 御自身が 犬なる 小兒 であり 給 ひました、 小兒に 主義 

や 方針 や 規則の ないやう にィ H ス にも 爾ん なお 木はありませんでした、 イエス は 泣く 時には 泣き、 怒 

る 時には 怒り、 愛する 時には 愛し， 憎む 時には 憎み 給 ひました、 ィ H スに は^の 外見 を 憚 かる 遠慮な 

る 者はありませんでした、 彼 は 父の 懐より 出て 小兒の 自由 を 以て その 一 生 を 終られました。 

然 らば ィ H スは無 主義、 無節操、 氣儘 勝手の 人であった 乎と 云 ふに、 勿論 雨う ではありません、 彼 

は祌の 子、 謙 遞權牲 の 模範であります、 彼の 矛盾なる 者 は 二心より 出た る 矛盾ではありません、 彼の 

矛盾に 大 なる 調和の ある こと は 少し 深く 彼の 生涯に 就て 究めた 者の 齊 しく 認 むる 所であります、 彼 を 

外より E すして. 2： より 見て 御覽 なさい、 彼 ほど 合宜の 人はありません、 彼の 中心に 自己 を 置いて 彼 

の 生涯 を 見て 御覧なさい、 是れは 整然たる 道德的 大宇宙であります、 ィ H スを解 せんと 欲せば ィ H ス 

の自覺 に 達しなければ なりません、 己に 祌の 生命 を 受けて 神の 子の 一 人と 成りて 「長子 ィ H ス キリ ス 

ト」 を 見て 御覽 なさい、 彼の 姿 は 富士山の それよりも 善く 相 合して 居る ことが 判ります。 

ィ ェ スの 矛盾なる 者 は 世の 俗人より 見た る 矛盾であります、 天使の 眼に 映す るィ H ス の 生涯に は 矛 


盾 は 一 つもない と 思 ひます。 

或 人が 曾て 米 國の大 詩人 ヰット マ ンを責 むる に 彼の 言行の 矛盾 を 以てしました、 其 時 彼 は 答へ て 

我に 矛盾 あり、 然り、 確かに あり、 

そ は 我は大 なれば なり 

と 一一 一一 n ひました、 彼の 意、 蓋し 小 君子に は 矛盾な からん、 然れ ども 宇宙 大を 求む る 詩人に は 矛盾な から 

ざる を 得すとの ことで あつたので ありませ う、 人は大 なれば 大 なる 程、 矛盾 は 免 かれません、 勿論 卵 

に 生れた る 人間の 矛盾で ありま すれば 是れは 悉く ィ H ス の 矛盾と 較 ぶべ き 者で ない こと は 明かで あり 

ます、 然 かしながら 所謂る 偉人の 矛盾なる もの は 其 すべてが 矛盾で ない こと、 其 事 も 叉 明かで ありま 

す、 ル ー テル は 矛盾の 人で ありました、 然しながら 世の 人が 思 ふ 程の、 叉 思 ふやうな 矛盾の 人で は あ 

りません- コ ロム ゥヱル も 雨う であります、 モ ハメット も爾 うであります、 我が 日蓮 太閣の やうな 人 

も爾 うであります、 圓滿の 人と 稱 へらる k ワシントン で すら 怒った 時には 當 るべ からざる 人であった 

とのこと であります、 主義の 人の 模範と して 仰がれし グ ラッド スト ンも 幾囘か 表裏 反覆 を 以て 彼の 政 

友 政敵 雨つな がらに 責められました、 小人 は 英雄の 心 を 知りません、 爾 うして 己の 解らない こと は悉 

く 之 を 矛盾と 稱 します、 同じ やうに 罪の 人に は ffi- き 神の 子 は 解りません、 我等 はィ H スに 矛盾 を 認め 

て、 彼 を 斥けて はなり ません、 己れ ィヱス の 心 を 神より 賜 はりて ィ H スの 矛盾に 神の 犬なる 調和 を認 

むる に 至る やう、 常に 祈るべき であります。 
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イエス は誠實 であった、 故に 時と 場合に 依て は 過激であった、 彼 は 穏和 一方の 人ではなかった、 彼 

は 時には 怒り もし、 篤り もした、 人 をして 彼 は 狂 ひ 居らす やと 思 はしめ し 程までに 過激であった。 

彼 は 彼の 聖 父の 家の 商人に 漬 さる k を 見て 憤怒に 堪えす、 繩を もてぎ を 作り、 其 金 を 散し 其 案を闺 

おひい！；！  ち 、 み や  せ：' でん けっせい 

し、 彼等 を逐 出して 聖 父の 聖殿を 聖め給 ふた、 斯くて 聖 殿潔淸 のた めと あれば、 彼 は 暴力に 訴 ふるこ 

と を さへ 辭し 給はなかった。 

彼 は 叉 偽善者 を 罵る に 方て 特に 柔和の 風 を 装 ひ 給はなかった、 彼 は 烏 は 之 を 烏と 呼び、 驚 は 之を鴛 

と 稱び給 ふた、 「噫 汝等禍 ひなる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と、 叉 「蛇 嫂の 類よ、 汝等 いか 

で 地獄の 刑罰 を 免 かる、 を 得ん 乎」 と * 人 を 罵る 言に して 是 よりも 過激なる はない、 然 かも ィ H スは 

時には 斯 かる 言 を發 して 少しも 憚 かり 給はなかった、 彼 は 能く 愛し 給 ひしが 故に 時には 能く 憎み 給 ふ 

た、 エホバの 家の 熱心 彼 を 蝕へ りと ありて、 彼 は 時には 憤怒の 焰を 以て ki が 身 を 焦し 給 ふた。 

怒らす、 憤らす、 時と 場合に 依て は 過激なら ざる 人 は其內 心に 於て 不實 なる 冷淡なる 人で ある、 人 

の 誠實は 彼が 稀に 發 する 激怒に 由て 現 はる- -の である、 余 M の 知る 範圍に 於て、 すべて 偉人 は 過激で 

あった、 ル ー テル も 過激であった、 コ ロム ゥ H ルも 過激であった、 柔和 を 以て 稱 せられし ワシントン 


すら 時には 過激の 一一 一一！： を發 して 彼の 副官 を 震駭せ しめたとの 事で ある、 ，i ^んゃ 人類の 王なる ィ H スに於 

て を や。 

信者 はィ H スの 弟子で ある、 故に 彼 は 常識？ 1 滿を唱 へて 《s らす 捫ら すの 生涯 をのみ 途る こと は出來 

ない、 彼 は 時には 怒らざる を 得ない、 過激なら ざる を 得ない、 繩を 以てせざる も 舌 を 以て 或 ひ は 筆 を 

以て 强き 鞭撻 を 虚偽の 此 世に 加へ ざる を 得ない、 過激 を 恐れて 常に 平靜 をのみ 維れ 勉 むる 者はィ ェ ス 

の忠實 なる 僕で はない。 

イエス は何故に人に^5まられし乎 


世に 未だ 曾て ィ H ス ほど 善き 人 は 無った、 其れと 同時に 叉 未だ. 曾て ィ H ス ほど 人に 憎 まられ し 者 は 

無った、 彼 は 柔和であった * すべての 人 を 愛した、 爭論を 嫌った、 何物 を も 己に 求めなかった， 然る 

に 彼 は 誰に も 愛せられなかった、 彼 は 党に すべての 人の 憎惡 の焦點 となって 十字架に 釘 けられた、 是 

れ抑々 ドウ 云ふ譯 であるか、 善人 はすべ て 人に 愛せられ、 敬 はるべき 者で あるに、 何故に ィ H ス のみ 

はすべ ての 人に 憎まれし 乎、 何故に 彼の 兄弟 も、 鄕黨 も、 敎會 も、 國人 も、 竟には 彼の 弟子まで も、 

此 柔和なる 神の 羔を 憎んだ か、 是れに は 何， にか 深き 理由がなくて はならない。 

ィ ェ ス がんに 憎 まられ し 理由の 一 つ は 確かに 彼が 常に 正義 を 採て 動 かざりし 事で あつたに 相 遠ない、 
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人、 其惡 しきに 因りて 光 を 愛せす、 反て 暗 を 愛す、 凡て 惡を爲 す 者 は 光を惡 み、 其 行 を 責められ 

ざらん がた めに 光に 來らす (約 翰 傳三章 十九， サ 節〕。 

イエ ス 彼等に H ひける は …… 世は汝 等を惡 むこと 能 はす、 我を惡 む、 そ は 我れ 彼等が 行 ふ 所は惡 

しと 證 しすれば なり (仝 七 章 七 節〕。 

イエ スの 放ちし 光の 餘 りに 熾烈な りしが ために 彼 は 多くの 人に 悪 まれた、 A と 鵝とは 日光 を 嫌 ふ、 俗 

人 は 淸士の 席に 堪え 得ない、 世が 光の 證明 者なる イエ スを惡みしはその§^-に定められんことを恐れて 

である。 

然しながら ィ H スは雜 の 詰責 者ではなかった、 彼 は 明かに 雜を 認め 給 ひし も、 左れば とて 之 を摘發 

し 其 暴露 を 悅び給 ふ 者ではなかった、 否な、 事 實は其 正反對 であって、 彼 は 罪を責 むる 者なる よりも 

寧ろ 之 を赦す 者であった、 サ マリヤの 婦人に 五 人の 夫の ありし こと を 認め 給 ひしと 雖も、 彼女が 話題 

を轉 じて 彼の 詰責 を 避けん とせし や、 彼 は 彼女の S§ を 追窮し 給はなかった (約 翰傳四 章)、 叉奸淫 を爲し 

たる 時 其 ま k 執 へ られし 婦人に 對 しても 彼 はた ^ 

我 も 亦 汝ひ罪 を 定めす、 往て搏 び靠を 犯す 勿れ 

と： 11 ひ 給し に 止って、 其 他 を 問 ひ 給はなかった、 ィ H スは 實に稅 吏と 罪人との 友であった、 彼の 如く 

に 罪人の 近づき 易い 人 は 無かった、 人の 罪を責 むる に 酷な りし はィ H スで なくして 彼の 敵對に 立ちし 

當 時の 宗敎 なりし パリ サイの 人であった、 ィ H スは 人に 對 して は 寧ろ 寛大に 過ぎて 苛酷で はな か 

つた、 彼 は 常時の 宗敎 家の の 叱責に 堪え 得すして 泣き 悲む 彼の 國 人に 告げて 曰 ひ 給 ふた、 

凡て 疲れたる 者、 叉 重荷 を 負へ る 者 は 我に 來れ、 我れ 汝等を 休ません、 我 は 心 柔和に して 謙遞り 


たる 者 なれば 我 軛を負 ひて 我に 學べ、 汝等 心に 平安 を 獲 ベ し 

と o づ太傳 十一 章サ 八， 廿九 節)、 此 言を發 せし イエス は 決して 冷酷なる 宗敎家 叉 は 無慈悲なる 神學 者の 

類ではなかった、 故に 彼が 人に 惡 まれた の は、 侃々 たる 正義の 唱道 以外、 何に か 他に 原因がなくて は 

ならない。 

而 して 其 原因 は 之を發 見す るに 難くない、 ィ H スは其 道德が 他に 優れて 餘 りに 高潔な りしが 故に 人 

oooooooooo  00000000000000.'、 み O0O0O0O  0 

に 憎まれた ので はない、 彼が 彼の 父なる 神に 忠實 ならん として 人に は 何人に も與せ ざり しが 故に、 そ 

れが ためにす ベての 人に 憎 まられ たので ある、 卽ち彼 は無黨 派、 無 敎會、 無國 家な りしが 故に、 すべ 

ての 黨派、 すべての 敎會、 すべての 國 人に 憎 まられ たので ある、 世に 孤獨 なる 者と て祌と 偕に 在る 者 

の 如き は 無い、 而 かも ィ H スは神 をのみ 友と したる 者で ある、 世は斯 かる 者 を納れ ない、 此世 はすべ 

て黨 派で ある、 黨派 でない 者は此 *1 の 者で はない、 黨派は 常に 相互に 爭 ふと 雖も、 何れの 黨派 にも 屬 

せざる 者 はすべ ての 黨 派の 斥く る 所と なる、 世 は 黨人を 嫌 ふと 雖も、 結對 的に 黨派を 離れた る 者 は、 

之 を 恐れ 之を諱 みて またい、 ィ H スが 全然 世の 斥く る 所と なりし は 半ば は此 恐怖、 半ば は 此嫌惡 に 

因る ので ある。 

然るに ィ H スは 如何であった 乎と 云 ふに、 彼 は 或る 意味に 於て は 彼の 家族 を さへ 認めなかった、 彼 

は 彼 を 我 子と 思 ひ、 親の 命と あれば 何事 も 之に 從 ふべき 者と 信ぜし 彼の 母 マリヤに 吿げて 曰 ふた 

何故 我 を 尊る や、 我 は 我 父の 事を務 むべき を 知らざる 乎 

と (路加 傳ニ章 四十 九 節)、 如何にも 母 を 蔑ろにし たるが 如き 言で ある、 叉 曾て 彼が 說敎 しつ、 ありし 時 

に 彼の 母と 兄弟と が戶 外に 立て 彼 を 尋ねつ k ありと 云 ふ を 聞い て、 彼は聽 衆の 上に 彼の 兩手を 仲べ て 

イエス は 何故に. <■ に aHt られし 乎  一二 二 
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HI ふた 

我 母、 我 兄弟と よ、 それ 神の &に從 ふ 者 は 是れ 我が 兄弟、 我が 姉妹、 我が a なり 

と (お 可 傳三章 卅三節 以下〕、 是れ赏 に 彼の 一族 を 無視した る 言であって、 普通の 道德を 以てして は 到底 

赦 すべから ざる 者で ある、 ィ H スには 或 場合に は 母 も 無った、 兄 „s も 姉妹 も 無った、 伹 神が あつたの 

みで ある、 ヨセフの 家 もなかった、 ダビデの 血統 もなかった- 唯 神と 神が 彼に 賜 ひし 靈の 兄弟 姉妹が 

あつたの みで ある、 故に 彼の 兄弟 も 彼 を 信ぜ ざり しとの 事で ある (約 翰 傳七章 五節)、 彼等 は 多分 彼の 在 

生 中 は 彼 を 疑 ひ、 彼 を惡ん だで あら ふ、 彼等 は展 々相互に 一 W ふたで あら ふ、 骨肉 を 疎んじ、 他人と 親 

む 者 は 家に 背き 道に 乖る 者で あると、 斯く 一一 目 ひて 彼等 はィ H スの 行爲に 就て 屡々 大 なる 不快 を 感じた 

であら ふ。 

彼の {豕 人に 對 して 爾 うで ありし ィ H スは 彼の 居 村に 對 して 叉 彼の 家 鄕に對 して 雨う であった ので あ 

る、 彼 は 特训に ナザレの 村の ために も、 亦 ガリ ラャの 州の ために も盡 さなかった、 彼 は 彼の 故 鄕の產 

せし 名人 物と 名乘て 之に 名 譽を歸 せんとす るが 如き 事を爲 さなかった、 彼 は 世界の 有で ある、 ナザ 

レ 一村の 有で ない、 彼 は 人類の 有で ある、 ガリ ラャ 一州の 有で はない、 故に 彼れ 故鄕 に；^ る や、 鄕人 

相 築って 彼に 一席の 說敎を 乞 ひ、 彼の 口より 出で し 恩 惠の言 を 聞き、 之 を奇み 且つ 稱 讚し 時に、 彼 は 

少しも 彼等の 歡迎に 心 を 奪 はる、 ことたく、 他^に 於て 爲せ しと 同じ 奇跡 を 亦 彼等の 前に 於て 爲 すべ 

しとの 彼等の 要求 は 斷然之 を 斥け、 返て イスラ H ルの 歷史を 引いて、 預言者 は 其家鄕 にて は 敬 重 まる 

る 者に 非す との 實例を 述べた、 之 を 聞きた る ナザレ 人 は大に 憤り、 起て ィ H スを s の 外に 引出し、 投 

おろ 

下さん とて 邑の 建ちた る 山の 睚 にまで 曳往 きたりとの 事で ある (路加 傳四章 十六— 卅ニ 節)、 鄕 人の 歡迎 


を悅 ぶの は 誰し もの 情で あるが、 イエス は 斷然之 を 斥けた ので ある、 彼等 は ナザレの 出身者と して 彼 

を 以て 全國に 向て 誇らん とした、 然 かれ ども 彼 は 彼の 鄕 人の 斯 かる 虚榮の 器具と ならん こと を 全然 肯 

じなかった、 彼 は 神の 屬 である， 世界の 救 主で ある、 一村、 一 鄕の專 有 物で はない、 ナザレの 村民 は 

此事を 知るべき である、 而 して 彼等 をして 此事を 知らし めんがた めに 彼 は 玆に此 峻厳の 態度 を 取り 給 

ふたので ある。 

ナザレの イエ スに 非す、 叉 ガリ ラャの イエ ス にあら ざり し 彼 は 猶太 國のィ ェ ス なりし かと 云 ふに、 

繭う でなかった、 彼 は 彼の 公生涯の 首途に 於て 政權を 握て 國を 救へ との 惡 魔の 誘惑 は 全然 之 を 斥けた、 

彼 は 終生 國 事に は i はり 給はなかった， 彼 は 彼の 在世 當時、 猶太 國に 於て 盛に 行 はれし 羅 馬の 覊胖ょ 

り脫 せんとす る 猶太 人の 愛國 運動に は 一 切 加檐し 給はなかった、 彼 は 猶太 國の 亡びん こと を預 想して 

此事 を悲ん で.^ まざりし も、 然れ ばと て 其 政治的 獨立を 謀らん がた めに は 彼 は 一 臂のカ を も 貸し 給 は 

なかった、 是 れ愛國 心に 富める 彼の 圃 人と？ 5- 子と が 彼に 就て 常に 怪んで 止 まざりし 所であった、 イエ 

スは 政治に 全く 無頓着であった、 彼に 愛 國の心 は 有った が、 彼 は 之 を國威 宣揚の ために 顯 はさな かつ 

た. 彼の 弟子に 愛國 黨のシ モン は 有りし かど も (力 ナンの シ モンと 稱 せられし は是れ である)、 彼れ 

自身 は 此黨に 3： の 關係を も 有たなかった、 彼 は 多分 此黨 よりして は S 々國 贼、 賣圃奴 を 以て 目せられ 

たで あら ふ。 

鄕黨に 組みせ す、 政 黨に與 から ざり しィ H スは 此^に 在て 此 世の 者でなかった、 去らば 彼に 彼の 身 

を 託する 敎會 ありし 乎と 云 ふに、 是れ又 彼に は絕對 的に 無かった、 彼の 在世 當 時に 猶太 國にニ 大敎派 

があった、 其 一は サド カイ 派であって、 其 他の 者 は パリ サイ 派であった、 サド カイ は 神殿 を 司る 成 式 

イエスに： i- 故に 人に 4Hi られし 乎  11£ 
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派であって、 パリ サイ は 聖經を 護る 赏行 派であった、 當 時の 宗敎家 は 此ニ大 派の 屮 孰れに か 身 を投ぜ 

ざる を 得なかった、 一 一 者の 問に 常に (i_ ^論宗 議の絕 え ざり し は 言 ふまで もない、 彼等 は 猶太！； の 宗敎界 

を 彼等の 間に 一 一分せ し 乎の 如くに 思 ひ、 彼等の 配下に 屬 せざる 者と て は 之 を 信仰の 人と して 認めな か 

つた。 然るに ィ H スは兩 派 孰れに も屬し 給はなかった、 彼れ せて 聖殿 を淸 め、 サド カイ 派の 歡心を 己 

に惹 きしこと ありし と雖 も、 彼等の 更らに 彼より 休徵を 要求す るに 遭 ふや 

汝等此 殿 を 毀て、 我れ 三日に て 之 を 建てん 

と 一一 一一 n 放ちて 彼等の 此 要求 を 斥けた、 サド カイ 派は鉉 に 彼 を 其 中に 引 入れん とする の 希 を 絶ちて、 其 

後 は 常に 彼の 反對に 立て 彼 を 苦め た (約 翰 傳ニ章 十二 節 以下〕、 而 して 此事を 見て取りし パリ サイ 派は奇 

貸、 居くべし となし、 彼 を 「しれの 敎 派に 引 人れ て 犬に 其 敎勢を 張らん とし、 其 長老の 一 人 二 コデモ を 

送り、 彼 をして 竊 かに 彼に 人 會を勸 めし めんと せし も、 訪 ひし 者 は 返て 訪 はれし 者の 說破 する 所と な 

りて、 其 訪問の 目的 を たし 得すし て 茫然 として 立 還りし と 云 ふ 始末 で あ る (約 翰傳 三 章〕、 斯くて 丫ェ 

スの 眼中に は サド カイ 派 あるな く 叉 パリ サイ 派 あるな く、 唯 神と 其 福音 あるの みであった、 故に 彼 は 

H の 博 かる 所な く當時 の 宗教家 を 篤 て 曰 ふた、 

喧、 汝等禍 ひなる かな、 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ 

と、 々に 由て 事を爲 さんと は 毛頭 思 は ざり しィ H ス には敎 派に 馬して 其 勢力 を 借りる の 必要 は 毫もな 

かった、 神 は敎會 以上で ある、 廣1- は宗義 以上で ある、 神と 眞理 とに 身 を 委ねし 者 は 一 宗ー 派に 己 を 

投 する こと は s,z 來 ない、 神の ために は a を も 拒みし ィ H スは サド カイ、 パリ サイの 兩大派 を も 拒んだ。 

斯くて ィ H スは 絶對 的に 孤獨 であった、 彼 は 彼の 家人 を 怒らし、 鄉黨を 怒らし、 國人を 怒らし、 敎 


きを 怒らした、 彼に 取りて は 地上に 於て 彼の 賴 るべ き 者と て は 何にもなかった、 沟に 彼が 曾て 彼に 從 

はんと 欲せし 或る 學 者に 吿げ給 ひしが 如く、 

狐 は 穴 あり、 天. S の 鳥は奧 あり、 然れど 人の子 は 枕す る 所な し (馬 太傳 八章廿 節) 

であった、 人は鄕 人の 同情 を說 くも ィ H スには 夫れ はなかった、 人は國 民の 後援 を 語る もィ H スには 

夫れ はなかった、 人 は 敎會の 保護 を 口にする もィ H スには 夫れ はなかった、 ィ H スは 社交的に は 全く 

赤裸々 であった、 賴 りなき、 助けな き 者と てィ H スの 如き は 無かった C 

此 人世の 無宿者、 浮浪 人  人 は 擧て此 人 を 憎まざる を 得なかった、 家の ために も盡 さす、 村の 

ために も盡 さす、 地方の ために も靈 さす、 國 のために も盡 さす、 又 孰れの 敎會 のために も盡 さす、 唯" 

神と 人類との ために 盡 すと 稱す、 國人は 擧て此 人 を 憎まざる を 得ない、 故に 他の 事に 於て は 常に 相反 

目して 止 まざりし 黨 派も此 事に 於て は 相 一致し、 愛國黨 はへ 。デ黨 と 一致し、 サド カイ 派 は パリ サイ 

派と 結び、 歩調 を 一 にし 運動 を 共に して、 此 なき 鬥外漢 を 十字架に 釘け たので ある、 ^かも 一羽の 

白鳥が 鴉の 群に 人り しが 如く、 黨派 なき 者が 黨 人の 中に 人り て 此悲慘 の 運命に 遭遇 せざるを得ない、 

イエ スが 人に 憎まれし は 彼が 取りし 超然の 態度に 因る、 世に 超然 主義 を唱 ふる 者 多し と雖も イエ スの 

如くに 此 主義 を 完全に 實 行した る 者 はない、 而 して 此 主義 を 實行 せんと 欲する 者 は イエ スの 如くに す 

ベ ての 人に 憎まる、 こと を覺 悟し なければ ならない。 

超然 主義 を實 行す る は斯の 如くに 困難で ある、 然しながら 此 主義 を實 行す るに 由ての み眞 個の 平和 

は^に 臨む ので ある、 世に 黨 派の 存在す る 問 は 爭鬪は 止まない、 我が 村と 云 ひ、 我が 地方と 云 ひ、 我 

國と云 ひ、 我が 敎會と 云 ふ 者の 存在す る 間 は 世に 競爭、 戰爭、 論 爭は絕 えない、 我れ と 我が 有なる 

イエス は 何故に 人に a? まられ し 乎  一 一七 
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者 全く 無き に 至って 枇に大 國は來 るので ある、 ィ H スに此 嫌 ふべき 「我れ」 は 無った、 故に 彼 は 人の 

「我れ」 に 由て 成る M 體 义は黨 派に 己を委 ぬる こと は 出来なかった、 人 はすべ て 主我の 人で あるのに 

彼れ のみ は 無我の 人であった、 而 して 主義の 人 は黨を 結ぶ も 爭鬪の 人であって、 無我の 人 は孤獨 なる 

も 平和の 人で ある、 イエス は 猶太 人と して 羅馬 人と 爭 はなかった、 パリ サイの 人と して サド カイの 人 

と爭 はなかった、 然し 無我の 人と して 主我の 人と ハサった、 平和の 人と して ハ. -鬪の 人の 殺す 所と なった ( 

然しながら 萬 人の 憎惡の 焦點と 成って 殺されし ィヱ スは玆 に 萬 人 平和の 途を？ 1 き 給 ふた、 彼 を 殺す 

ことに 於て 始めて 相 一 致せし すべての 黨派は 彼 を 殺して 始めて 黨派 分立の 理由 を 了った、 黨派 は黨派 

のために 在る ので はない、 人の 利 愁が之 を 在らし むる ので ある、 黨派は 偶像の 如き 者で ある、 人 は 之 

に 事 ふるが 如くに 見 ゆれ ども、 實 は是れ 人の 作りし 者であって、 人 を 造りし 者で はない、 人が 黨 のた 

めに 盡 すと 云 ふ は實は 己れ のために 盡 すので ある、 己れ にして 無 からん 乎、 黨 はない ので ある、 (^^ 鬪 

の 源 ra は黨派 分立に 於て 非す して 己れ に 於て 在る、 利己の 心に して 之 を 絕っを 得ん 乎、 黨は 絶え、 爭 

鬪も亦 絶 ゆるので ある。 

十字架に 釘 けられし ィ H スを 看よ * 彼 は パリ サイに 非す、 叉 サド カイに 非す、 羅馬 人に 非す、 又猶 

太 人に 非す、 彼 は 人で ある、 「己れ」 を脫 したる 人で ある、 彼が すべての 人と 異なる は 此點に 於て あ 

る、 人 はすべ て其屬 する 政黨を 異にし 敎會を 異にすと 雖も、 「己れ」 を 尊ぶ の 一 點に 於て はすべ て 皆 

な 同一 である、 故に 人 は 何 派 何 黨と稱 して 相互に lEl:^ すべき 者で はない、 人 は 皆な 同種 同類で ある、 

卽ち雜 人で ある、 パリ サイ 對 サド カイで はない、 罪人 對キ リストで ある、 彼等 は 相 結んで 此人を 殺し 

て；； IT しく 同一 の 罪に 定められた、 卽ち パリ サイ も サド カイ も、 羅馬人 も 猶太 人 もす ベて 暗き を 好む 罪 


人で あるとの ことが 判明に 成った。 

然れば 相 噬むを 止めよ、 人の子よ、 相 食 ふ を 止めよ、 の裔 よ、 パリ サイ は サド カイよりも § め-から 

す、 猶太 人 は羅馬 人よりも 義 しからす、 相 共に 神の 子 を 殺せし 者、 何れ か 極惡の 罪人なら ざる を 得ん 

や、 然 らば 劍を其 稍に 納めよ、 國 民よ、 宗 義を鬪 はして 自己 を義 とする を 止めよ、 宗敎 家よ、 人、 

如何で 靠人 を鞫き 得ん や、 汝 等が 相 謀りて 屠りし 神の 子の 前に 懺悔せ よ、 而 して 相互に 赦 して 相互に 

和らげよ と、 是れィ H スの 十字架が すべての 黨人 すべての 宗徒に 向て 吿 ぐる 所で ある。 

ィ H スは聖 なる 孤獨を 守りて 萬； W 平和の 基 を 開き 給 ふた、 我等 彼の 弟子た る 者 も 亦 彼に 傚 ひ、 能く 

寂寞 を 忍び 孤獨に 堪え、 喃々 擾々、 到る 所と して 爭鬪 の稱 ならざる なき 此憐 むべき 人の I に 在て 我等 

相應の 平和の 種 を 蒔くべき である。 


姦淫 罪に 對 する ィ ヱ ス の 態度 


少しく 注意して 一 i 音 書 を 讀む者 は 姦淫 罪に 對 する ィ H ス の 態度に 就て 奇異の 感を 起さ、. - る を 得ない、 

ィ H ス程 姦淫 を 嫌 ひたる 人 はない、 此 罪に 對 する 彼の 詰責 は實に 峻厳 を 極めた る 者で ある。 

凡て 婦人 を 見て 色情 を 起す 者 は 中心す でに 遂淫 したる 也、 故に 若し 汝の 右の 服 汝を此 罪に 陷 さば 

抉 出して 之を棄 てよ、 そ は 五體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 入れら る \ よりも 勝れば なり、 叉 若 

姦淫 罪に 對する ィヱス の 態度  一 一 九 
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し汝の 右の 乎 汝を此 "eS に陷 さば 之を斷 りて 棄 てよ、 そ は 五體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 人れ ら 

る k よりも 勝れば 也 (馬 太傳五 窣廿八 I 三十 節 )o 

此は ハ.^ 淫 を 其 根本に 於て 誡め たる 一一 一一 n 葉で ある、 此警誡 に 接して 我 は淸淨 なり、 我 は 姦淫 を 犯せし こ 

となし と 一一 一一 n ひ 得る 者 は 一 人 もない、 ィ H スの 赛淫の { 疋義 より 見て、 人 は 3： 人 も 凡て 悉く 赛夫 淫婦で あ 

る、 ゥリャ の妻バ テセバ を 辱 かしめ し ダビ， デ王 ばかりで はない、 叉 其 兄弟 ピリ ボの 妻へ ロデャ を娶り 

て 妻と なせし 分封の 君へ a. デ ばかりで はない、 人と 云 ふ 人、 賢人と11^ふ賢人、 聖人と 云 ふ 人 は イエ 

スの 前に 出て はすべ て 悉く や 焱淫の 人で ある、 ィ H スが此 I を稱 して 

姦淫の 世 

と 云 ひ 給 ひし は I- 由な き 事で はない (馬 太傳 十二 章 卅九節 「奸惡 なる^」 と譯 せられし は 「惡 くして 

姦 ^ を 犯す^」 との 意で ある)、 人類の 落 は 最も 明かに 其 姦淫の 傾向に 於て 顯 はる、 者であって、 

此點に 於て 淸淨 であって、 人 は 其 中心に 於て 淸淨 であるの である、 而 して ィ H スは其 敵に 對 して 

汝 等の 中 誰か 我 を 罪に 定 むる 者 あり や 

と 問 ひかけ 給 ひて 彼に は汚稱 の痕迹 だも^せ ざる こと を 示し 給 ふたので ある、 而 して 之に 反して 聖ぺ 

テ n と稱 せらる k  、レモ ンぺ テ 。さへ も 始めて ィ H スの 跪た る 乎を識 りし 時には 彼の 足下に 俯して 

主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り 

と 叫ばざる を 得なかった ので ある (路加 傳五章 八 節)、 聖パ ゥ a の 言と して 傳へら る 、者の 中に も、 彼が 

あり ri* 

未だ ィ H ス を識ら ざり し 時の 狀態を 述べ て 

我等 も 前に は …… 諸般の 慾と 樂の 扠餘と 爲れる 者な り 


と の  一一 H の ある を 見て (提多 書 三 章 三 節〕、 彼れ. ハウ n にも 亦 此不淨 不潔の 自覺の 强烈に 起り し 時の ありし 

ことが！： 明る、 誠に ィヱ スの 言行と 其 功績と を錄 せる 新約聖書 を總稱 して 之 を 「純 淸の 書」 と稱 する 

ことが 屮 Z 来る、 誠に 世界 萬卷の 書の 中に 在て 惟り 新約聖書 のみ 汚 竊の痕 迹だも 留めす と 言 ふこと が 出 

來る、 此點に 於て は 古事記 も 不潔で ある、 哥蘭經 も不淨 である、 イエスキリストの 在し 給 ふ 所の み姦 

淫の痕 迹だも §2 めない ので ある。 

然るに 玆に 最も 奇異なる 事 は、 斯 くも 汚碳 猥褻の 微塵 を さへ 容赦し 給 は ざり しィ H スが實 際の 姦淫 

者に 向て は 非常に 寬大 でありし ことで ある、 淸淨の 化身たり し 彼が 汚穢に 接した らん 場合に は 之を峻 

担、 嚴責 して 止み 給 は ざり しならん と は 誰し も 想 ふ 所なる に、 事 實は豫 想の 正反對 であって、 イエス 

は 姦淫 雜に 接して 容易く 之 を 赦し給 ふたので ある、 此事 たる 今日の 吾人 をして 奇異の 感を 起さし むる 

のみなら す、 又甚 たく 彼れ 在世 當 時の 彼の 觀察者 を 惑 はしめ たので ある、 彼が 曾て パリ サイの 人なる 

富豪 シモ ンの 家に 客たり し 時に、 彼の 背後に 立ちて 彼の 足に 注ぐ に 貴き 香油 を 以てし、 其 頭髮を 以て 

すじ や-.. - 

頻りに 之 を 拭 ふ 一人の 婦人が あった、 而 して 主人 シ モン は 能く 彼女の 素性 を 知りし が 故に、 彼女に 對 

する ィ H ス の 態度 を 怪しみ 獨り 密かに 心の中に 言 ふた、 

此人 若し 預言者な らば 捫 りし 者 は 誰なる 乎 叉 如何なる 婦 なる 乎 を 知らん 

と、 そは此 婦人 こそ 其邑に 住める 有名の 醜業婦であった からで ある、 然るに 此 疑問の シモ ンの 心の中 

に 起り し を 知り 給 ひし ィ H スは 少しも 婦人 を 責め 給 ふこと なく、 返て 斯 かる 疑問 を 起せし シ モン を 責 

め 給 ふた、 醜業婦の 彼の 身に 捫 りし 事 はィ H スの 咎め 給 ひし 所ではない、 自己の 義を賴 みて 悔改 の必 

要 を 感ぜ ざり し パリ サイの 人シ モ ン こそ， 彼の 養吿を 蒙りし 者で ある、 婦人に 對 して は 彼に 唯 慈愛の 

森淫 S に する ィヱス ニニ 
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1 一一 一一：： があった のみで ある、 

汝 の；；： E 仰汝を 救へ り、 安然に して 往け 

と (路加 八 章 ra 十七 節以： 卜 を 見よ)、 傳 說の傳 ふる 所に 由れば 此 婦人 こそ 有名なる マグ ダリヤの マ 

リャ であって、 爾後 終りまで 忠 實にィ H ス に從 ひし 者で あるとの ことで ある。 

ィ H スに 近づきし 第二の 淫婦 はサ マリヤの 婦 である、 イエ スが 疲れて ヤコ ブの 井の 傍に 坐し 給 ひし 

時 に、 彼に 近づきて 談話 を 交 はせ し 一 人の 婦人が あった、 彼より 

汝往 きて 汝の夫 を 呼び 來れ 

との 痛き 命令 を 受けし も、 彼女の 之 を 担み たれば、 ィ H スは 

汝に 夫な しと 首へ るは理 なり、 そ は汝に 翁に 五 人の 夫 ありて 今 ある 者 は汝の 夫に 非す、 汝のー 百 ひ 

し. Hn 具な り 

と 言 ひて 彼女の 眞相を 看破し 給 ふた、 然るに 厚かましき 彼女 は 痛き 此 一 擊を 意に 介せ ざるが 如くに 見 

せかけ て、 らに 談話 を繼 けんとし たれば、 ィ H スは 特に 彼女 を追窮 せんと 爲し給 はす、 彼女の 質問 

に應 じて へ 0 々として 深玄の 眞现を 彼女に 說き袷 ふた、 玆に 淸淨の 化身と 相對 して 淫猥の が 坐した 

ので ある、 然るに 淸淨 なる 者 は，. 恚 て不淨 なる 者 を 斥け 給 はす、 其 不淨を 摘 指して 之 を 非 認し給 ひしと 

雖も、 而 かも 人 は 其 の 故 を 以て 之 を 憎み 給 はす、 反て 之 を 愛し 給 ひて、 之 をし も 神の 子供と なさ 

ん として^め 給 ふた、 玆にィ H スの淸 淨は對 照に 由り て 一層 明かに 顯 はれた ので ある、 純淸は 不淨を 

憎ます して 反て 之を赦 す、 囂 然として 不潔 を 憤る は 不純の 證 である、 サ マリヤの 婦を 相手に ヤコ ブの 

井の 傍に 坐し 給 ひし 時に ィ H スは 特に 神の 聖子 として 我等の 前に 顯 はれ 給 ふたので ある。 


イエス は 一時 以上の 一 一つよりも 更ら に醜惡 なる 姦淫の 實 例に 接し 給 ふた、 彼の 敎敵は ある 時 一 人の 

現行犯の 淫婦 を 彼の 許に 曳來 りて 彼に 其 處分を 乞 ふた、 彼等 は 曰 ふた、 

師ょ、 此婦は 姦淫 を爲し 居る 時 其 儘 執 へられし 者な り、 モ ー セは 其の 律法の 中に 此の 如き 者 は 石 

にて 之を擊 殺すべし と 命じたり、 汝は 如何に 雷 ふや 

と、 淸淨無 坂なる ィ H スは此 汚れた る 婦人 を 如何に 處分 すならん やと 周 園の 人々 は眸を 凝らして 窺 ふ 

たで あら ふ、 然 かも 其 中に 立て ィヱス は 婦人に 對 して 何 を も 語らす、 何 を も爲し 給はなかった、 唯 身 

を 屈めて 指に て 地に 畫き、 事の 自然の 成 行 を 待ち 給 ふた、 然るに 彼等が 尙も 切りに 彼に 問 ひて 迫りた 

ればィ H スは 起て 静かに 曰 ひ 給 ふた、 

汝 等の 中 罪な き 者、 卽ち 曾て 姦淫の 罪 を 犯せし 事な き 者 は、 先づ 石に て 彼女 を擊 つべ し 

と、 斯く E ひて 彼 は 再び 身 を 屈めて 地に 畫き給 ふた、 而 して 此 意味 深き 威嚴 ある 一言に 由て 萬 事 は 決 

せられた ので ある、 淫婦 をィ H スに訴 へし 者の 中に 自身 姦淫の 罪の 汚染より 全然 離^せる 者 は 一 人 も 

居なかった、 故に 一 人 去り 一 一人 去りて 終に はィ H スと 婦人との み淺 つた、 鼓に 於て ィ H ス は 婦人に 向 

て 曰 ひ 給 ふた、 

^よ、 汝を訟 へし 者 は M 處へ往 きしゃ、 汝の を定 むる 者 はなき 乎 

と、 而 して 「主よ 一 人 もな し」 との 彼女の 答に 對 して 彼 は 彼女に 曰 ひ 給 ふた、 

我 も 亦 汝の罪 を 定めす、 往 きて 再た び 罪 を 犯す 勿れ 

と、 實に 著る しき 活晝 である、 未だ 此 人の 如く 言 ひし 人 あらず (約^ 傳七章 四十 六 節)、 此 人の 一言に 由 

て 淫婦 は 其 罪を赦 され、 彼女 を訟 へし 者 は 其 S 非 を (.- めら れ たので ある、 余輩の 知る 範園內 に 於て ソク 

に 對 すろ イエスの E. 一度  ニニ 一一 
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ラ テ スも 孔子 も釋： i も 斯くは 語らたかった。 

^實は 以上の 如くで ある、 姦淫 を 憎みし こと 激烈に して 深刻な りし ィ H スは 驚くべき 寛仁 を 以て 遂 

淫を行 ふ^を 赦し給 ふた、 一 見して 姦淫 雜に對 する ィ H ス の 態度に 大 なる 矛盾が ある やうに 見える、 

ィ H スは 蟲淫の 事に 關 して は 其 所信 を實 行し 給 は ざり しゃう に 見える、 其 理由 は那邊 に^する や、 是 

れ 31 人 も 知らん と 欲する 所で あると 思 ふ。 

其现 由の 第 一は イエス の ，非 の 救^ 力に 存す るので あると 思 ふ、 ィ H スは 自在に ナ.^ 淫" 非を赦 して 彼 は 

如 3： なる II を も赦し 得る の 權能を 父より 授けられし 者なる 事 を 示し 給 ふたので あると 思 ふ、 罪の 中 

に 在りて 最も 醜惡 なる 此雜を 自在に 赦し 得る 者 は 其 他の すべての 罪 を赦し 得る 者で あるに 相 遠ない、 

マグ ダリヤの マリヤ や、 サ マリヤの 婦ゃ、 姦淫 を爲し 居る 時に 其 儘 執 へられし 婦が斯 くも 容易く ィ H 

ス に赦 されたり と 聞きて すべての 人 は 其 犯せし， きの 赦免に 就て 失 sli! しないの である、 我れ 如 3： に大 

なる 11 人で あれば とて 未だ 幸に して 斯 くまで 身 を 汚せし ことなし、 而 かも 主 は寬仁 もて 彼等 を さ へ赦 

し 給 ひたりと 閒 いて 我 は 我が 救 極に 就て 失 せざる に 至る ので ある。 

夫れ 人の子 地に て 罪 を赦 すの 權 ある こと を汝 等に 知らせん とて 

と：： ひ 給 ひて ィ H スは 衆人 凝視の 巾に 權疯を 病む 者 を 癒し 給 ふた、 彼 は 同じ こと を 彼の 心の 屮に唱 へ 

給 ふて 姦淫の 婦を赦 し 給 ふたので あると 思 ふ、 

人の 行 ふす ベての sli- は 身の 外に あり、 然れど 姦淫 を 行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな り 

と。 ハ ゥ a の 曰 ひし 其 遂淫の 扉 をす らィ H スは 容易く 赦し給 ふと 聞いて、 玆に 彼の 赦し 得ない 罪と して 

は此 世の中に 一 つも 無き こと を 明かに 示された ので あると 思 ふ。 


然しながら 其 他に もま だ 理由が あると 思 ふ、 而 して 其 主なる 者 は 姦淫 罪の 性質に 於て あると 思 ふ、 

人の 犯す 凡の 罪の 中に 姦淫 は 最も 犯し 易き 罪で ある、 其 重大の 罪なる に關 はらす、 姦淫 程见 すに 易く、 

义 犯す 機會の 多い 罪 は 無い ので ある、 是れは 一人に て 犯す 罪に あらす して 二人に て 犯す 罪で ある、 叉 

犯す に 苦痛な くして 反て 快 樂の伴 ふ 罪で ある、 叉隱 すに 易く して 叉 辯疏の 理由 を附 する に 易き 罪で あ 

る、 故に 人類の 罪に して 最も 多く 行 はる. -は此 罪であって、 文明 のん？' 日と 雖も絕 つに 最も 難き は叉此 

i^J; である、 故に 神 は 深き 憐愍 を 以て 此 罪に 陷り 易き 人類 を霄 はし 給 ふので ある、 ノアの 洪水 ありて 後 

こ 

人、 地の 面に 繁衍 はじまりて 女子 之に 生る、 に 及べる 時、 神の 子等 人の 女子の 美 はしき を 見て 其 

好む 所の 者 を 取りて 妻と なせり、 M ホバ曰 ひ 給 ひける は我靈 永く 人と 爭 はじ、 そ は 彼 も 亦 肉 なれ 

ばな りと (創世記 六 章 一 —三 節) 

是れ祌 に 取り 其 子 に關 する 失望の 聲 でありし と 同時に 叉 憐愍の 聲 で あ つ た 、 「彼 も 亦 肉な れば 也」 と、 

憐む ベ し 彼 も 亦 下等動物 の 性 を享け て 、 靈 なる 祌の靈 的 訓戒 を 直に 其靈 に 受く る こと 能 は ざれば 也と 

の ことであった、 而 して 祌の此 憐愍 を覺 りし 詩人 は 彼に 己が 罪の 赦免 を 乞 ふに 方て 曰 ふた、 

M ホバ の 己を畏 る、 者 を 憐み給 ふこと は 

父が 其 子を憐 むが 如し、 

エホバ は 我等の 造られし 狀を 知り、 

我等の 塵なる こと を 念 ひ 給 ふ 

ちり 

と (詩篇 百三篇 十三、 十四 節)、 姦淫 は 性慾 濫用の 罪であって 肉に 屬 ける Sli である、 人が 塵なる が 故に 陷 

に 封 マる イエスの § 一度  ニー 五 
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る 罪であって、 靈 なる 天使に は 無き S 卵で ある、 故に 神の 側より 見て！ w むべき と 同時に 义憐 むべき で 

あ る、 神が 之に 對し て宽仁 の 態度 を 取り 給 ふ は それが 爲め で あ ると 思 ふ。 

叉 人の 側より 見て 兹淫は 犯し 易き 罪なる が 故に、 同時に 义悔ひ 易き である、 扉に も械々 の 種類が 

ある、 使徒 ョ ハネの 曰 ひしが 如く 死に 至る 罪 あり、 然れど 亦 死に 至らざる 罪 あり (約 翰 第一 書 五 章 十六、 

十七 節)、 而 して 姦淫 は 重大の 罪た るに 關 はらす、 癒し 難き の 罪で はない、 卽ち必 しも 「死に 至る」 罪 

ではない、 人の 陷る 罪の 中に > 症 淫 よりも 遙 かに 危險 なる 1§ は 他に 幾 個 も ある、 卽ち 傲慢の 如き、 讒害 

の 如き、 妬 忌の 如き、 詭譎の 如き は 1:=- れ である、 是等は 皆な 肉の 罪で あるより は 寧ろ 靈の 罪で ある、 

意志の 邪惡 なる より 起る 罪であって、 肉の 荏 弱なる より 生す る 罪で ない、 隨て祌 の 側に 在ても 亦 人の 

则に 在ても 赦す にも 除く にも 甚だ 難き^ である、 傲慢 は 遂淫と 異なり、 肉 を 有たざる 天使 も 亦 陷り易 

き 罪で ある、 閨 門の 事に 關 して は 些の咎 むべき 所な き 人に して 神 を 長れ す、 人 を 敬 はす、 傲慢、 不禮、 

不情、 不慈、 巖 石の 塊の 如き 人の ある こと は 人の 能く 知る 所で ある。 

兹に 於て 我等 はィ H スが何故に>^^淫を犯せし者ょりも學者。ハ リサィの徒を嫌ひ給ひし乎、 其 理由 を 

少しく 窺 ひ 知る ことが 出來 るので ある、 パリ サイの 人シ モンの 場合に 於ても、 亦現行犯の淫^！を石に 

て擊 たんと せし パリ サイの 人の 場合に 於ても、 イエ スは 淫婦の 味方に 立て パリ サイの 人に 杭し 給 ふた、 

ィ H スには 赛淫を 犯せる 婦 よりも 遙 かに 憎むべき 者が あった、 學 者と パリ サイの 人、 祌學 者と 自稱宗 

敎家、 己が 目にある 梁木 を 知らす して 他の 目にある 物 屑 を 除かん とする 者、 我 は 他の 人の 如くに 强奪、 

不義、 姦淫せ すと 曰 ひて 神の 前に 已を義 とする 者、 …… ィ H スが 其聖 一き 心の 根底より 憎み 給 ひし 者 は 

斯の人 等で ある、 彼 は 淫婦よりも 是 等の 人 を 嫌 ひ 給 ふた、 彼は滿 腔の 恚怒を 籠め て 幾 同と なく 彼等 を 


詛 ふて 曰 ひ 給 ふた、 

噇、 汝等禍 ひなる かな 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 

と、 而 して 彼等に 對 して 撣ら すして 曰 ひ 給 ふた、 

我れ 誠に 汝 等に 告げん、 稅吏 及び 娼妓 は汝 等よりも 先き に 祌の國 に 人るべし 

と (馬 太傳廿 一 章 三十 一 節〕、 ィ ェ スの 眼より 見て 「死に 至る 罪」 は學 者と パリ サイの 人の 犯す 罪で あつ 

て、 稅 吏と 娼妓の 犯す 罪で はない、 己を義 とする の 罪 は 身 を 汚す の 罪よりも 遙 かに 大 である。 

福 昔 書に 錄 された るィ H ス の 庇 保 ひ 給 ひし 姦淫 1； の 犯人が 主として 婦人で ありし こと は 我等の 注意 

すべき 事で ある、 彼が 姦淫の 男子 を 庇 保 ひ 給 ひし 實例は 一 ッも 載せて 無い、 是れ或 ひ は 彼の 在世 當時 

に 在て は、 今の 東洋 諸 邦に 於け るが 如く、 女子 は 男子よりも 特に 罪業 深き 者と して 見做され、 男子の 

犯せる 罪の 其 源 因 は 女子に 在りと 信ぜられ たからで あるか も 知れない、 現に 使徒 バウ „1 の 言と して 傳 

へらる、 者の 中に も アダムと ェ バ の 罪 を 較べて 

アダム は 惑 はされ ざり しなり、 婦は惑 はされ て 11 に陷 いれり 

と ある を 見て (提摩 多 前書 二 章 十四 節， }當 時の 思想の 一 斑 を 窺 ふこと が 出来る、 而 して 此 時に 方て ィ ェ ス 

が 特に 淫婦 を 赦し給 ひし は、 彼が 姦淫の 罪 を 其 根本に 於て 除き 給 ふの 實證 を擧 げんがた めであった 乎 

も 知れない。 

然しながら ィ H スは婦人なればとて特に其荏弱を憐れみて其>^^淫の罪を赦し給ふたのではなぃ、 彼 

とへ々.： * し  もちもの あそびめ 

が 述べられし 放蕩 子の 譬 話に 於て、 彼れ 放蕩 子が 其 產を盡 く 集め 遠 園へ 旅行し 其處 にて 其 分 资を妓 の 

ために 耗 したりし も、 悔 ひて 父の 許に 還り 來れば 父 は 喜んで 之を迎 へ、 悉く 其 罪を赦 し、 犢を宰 りて 
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其^ 還 を 祝したり と ある を 見て、 ィ H スは 姦淫 罪の 赦免 を 女子に のみ 限り 給 は ざり しこと が 判明る、 

殊 に 新約 を 去て 舊約 に 至れば、 ダ ビ デ 王の 實 例に 由 て最惡 の 姦淫 罪たり と 雖も悔 ひ て赦 されざる 者な 

く、 叉 一た び は此罪 に陷 りたり と雖 も、 悔 ひて 復 たび 神に 還れば 彼 は 

我が 心に 適 ふ 王 ダビデ 

と 宣 ひ て 其 恩寵 を 之に 繼け給 ひしとの 事が 明かに 示されて あるので ある、 H ホバ の祌は 姦淫 を 憎み 給 

ふと 同時に 又 之 を 赦し給 ふとの 事 は 舊新兩 約 聖書 を 通う して 明かに 示された る 祌の聖 33 である。 

余輩 は 斯く述 ベ て 勿論 姦^ を 輕視し 又 は 之を歸 護せ ん とする ので はない、 姦淫 は 犯し 易き 雜 である、 

故に 危險 なる 節で ある、 是れは サタンが 思慮な き 者の 爲 めに 設 くる 陷穽 である、 之に 陷る者 は 多く、 

陷 りて 復 たび 上り 得すして 其 中に 死す る 者 も くない (箴言 第 七 章 を 見よ)、 然れ ども 危險 なれば と 

て 囘復の 見込な き 罪で はない、 是は必 しも 死に 至る の 罪で はない、 其 性質より 言 ひて 偽善、 傲慢、 讒 

害の 如き 罪で はない、 是は 主の 憐み 給ふ雕 である、 肉の 弱き より 起る 罪で ある、 故に 自身に 在りて は 

非常に 愼 むべ き 卵で あるが 他人に 在りて は 寬容を 以て 赦 すべ き 罪で ある、 ， 症淫は 特に 同情すべき 罪で 

ある、 癲狂 が： IE 情すべき 病で あると 同然で ある、 普通の 人が 顏狂を 嫌 ふが 如くに 普通の 義人と 宗敎家 

と は 姦淫の 雜を嫌 ふ、 然れ ども 二者 共に 不治の病 ではない、 ィヱ スは 能く 疯癲を 癒し 給 ひ、 叉 能く 紊 

淫を赦 し 給 ふた。 

然るに 自 から 基督 信者と 稱 する 者に して ィ H スの此 心 を 知る 者が gl たい、 彼等 は _ ^淫の 罪に 對 して 

殊に 厳格に して 其 他の 罪に 對 して は 甚だ 寬大 である、 彼等 は 容易に 偽善 を 容す、 爭鬪と 詭譎と 護 害と 

毀 謗と は 盛んに 彼等の 間に 行 はれる、 然れ ども 彼等 は 之 を 措て 問 はない、 然れ ども 若し 彼等の 中の 弱 


き 兄弟 叉 は 姉妹の 或 者に して 姦淫の 罪 を 犯す 者が あれば、 或 ひ は 犯したり との 風評の 立つ 事が あれば、 

彼等 は 怒て 一 齊に 起ち 上り、 石 を 以て 之に 對し、 其 名 を 毀ち、 其 靈魂を 殺さ れば 止まない、 然し 是 

れィ H スの爲 し 給 ふたる 所ではない、 ィ H スは 神學 者と 自稱 宗敎 家と に對 して は 厳で あつたが^ 淫を 

犯せし 者に 對 して は 甚だ 寛であった、 ィ H スは 姦淫 を 憐んで 僞善を 詛ひ給 ふた。 

イエス の 此心を 善く 辨 へ しパ ゥ a は 曰 ふた、 

兄弟よ、 若し 圖らす も 過に 陷る者 あらば、 汝 等の 中 靈に充 つる 者 は 柔和なる 心 を 以て 之を規 It す 

うつ 

べし、 亦自 から を も 顧みよ、 恐らく は 汝も亦 誘 はる- 1 こと あちん 

と；： 加 拉太書 六 章 一 節〕、 而して使徒の此勸言は殊に人が^^！^淫の罪を審判かんとする場合に於て適切でぁ 

る、 

亦自 から を も 顧みよ、 恐らく は 汝も亦 誘 はる \ こと あらん 

と、 詩人 ゲ ー テの 名作 フ ハウ スト 劇に 於て 潔白の 少女 マ ー ガレ ッ トが 近隣の 女子 某の 墮 落の 淵に 沈み 

し を 聞き、 甚く 之 を 憤りし 後、 遠から すして 自身 それ以上の 墮 落に 陷 りし ことが 書いて ある、 姦淫の 

罪 は 他人に 於て 之 を責む る よ り も 寧ろ 自身 に 於 て 慎む べき 罪で ある。 

氺  ホ 

汝 姦淫す る 勿れ 

とはシ ナイ 山の より 火と 煙と 大 なる 聲に伴 はれて モ ー セに 降りし 神の t 誡 である、 

汝の 信仰 汝を 救へ り、 安全に して 往け。 

我 も 亦汝を 罪に 定めす、 往 きて 再び 罪 を 犯す 勿れ。 
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と は 夕陽 煌めく ガ リラ ャの 海の 邊に、 又は 淸き 涼しき シ B アム の 池の 端に 於て ィ H スに 由て 傳へ られ 

し 福 昔で ある、 而 して 我等 は 乇 ー セ の 法よりも ィ H ス キリ ス トの 福音に より 多く 耳 を 傾く ベ きで あ 

る 0 

イエスの 愛國心 

イエス 此十 二人 を 遣さん として 命じて 曰 ひける は 異邦の 途に往 く 勿れ、 又サ マリヤ 人の 邑 にも 入る 勿れ、 惟ィ 

スラ H ルの 家の 迷へ る 羊に 住け (お太^ 十 章 五、 六 節)。 

镜 ヱルサ レムよ M ルサ レムよ、 預言者 を 殺し 汝に遣 さる k 者 を 石に て 打つ 者よ、 母 鶴の 雛 を 其 翼の 下に 集む る 

-,、 .li  あれち  のこさ 

如く 我れ 汝の 赤子 を 集めん とせし こと 幾囘ぞ や、 然れど 汝等は 欲せ ざり き、 視ょ汝 等の 家 は 荒 地と なりて 遣れ 

ん、 我れ 汝 等に 告げん、 主の 名に 託り て 來る者 は 福な りと 汝 等の 曰 はん 時 至る まで は 今より 後 汝等我 を 見ざる 

べし (仝廿 一 1 一章 卅七節 0- 下)。  . 

若し 我が 兄弟 我が 骨肉の ためな らんに は 我れ 或 ひ は キリス ト より 絶れ 沈淪に 至らん も 亦 我が 願な り (羅馬 書 九 

章 三 節 〕。 

兄弟よ、 我れ 心に 願 ふ 所、 祈る 所 は イスラ ヱ ル の 救 はれん ことなり (今； 十 章 一 節)。 

基督 敎に 愛國 心なし と は 余 W が a 々耳に する IS である、 實に 基督 敎に 世に 謂 ふ 所の 愛國心 はない、 


卽ち國 を 誇り、 敵 を 憎み、 國 家の ためとな らば 正義 も 人道 も 措て 問 はざる 世人の 謂 ふ 所の 愛國心 はた 

い、 基督 敎は斯 かる 愛 國心を 罪惡の 中に 算 ふるに 躊路 しない、 是は 私欲 を國 家に 移した 者に 過ぎない- 

愛國 心と 云へば 立派で あるが、 自己中心の 一種と 知って は 決して 尊むべき 者で ない。 

然 らば 基督教に 愛國 心なし 乎と 云 ふに 決して 爾 うでない、 基督 敎に 愛國 心が ある、 ィ .H スには 確か 

に是れ があった、 亦 彼の 心 を 善く 知りし 彼の 弟子 等に も是れ があった、 其 事 は 聖書の 明かに 示す 所で 

ある、 聖書に 愛國 心の 文字が 揭げて 無い と 云 ふて 愛國 心の 不存 を唱 ふる は淺薄 極まる 觀察 である、 聖 

たくさん  あ ふ 

書に 愛國の 文字 はない、 然し 愛國の 事實は ある、 澤山 にある、 充ち 溢る & ほど ある。 

イエス は 勿論 彼の 故國を 愛した、 アブラハムの 國、 モ ー セ の國、 預言者 等の 園なる イスラ H ルの國 

を 愛した、 然し 彼 は 世の 人が 之 を 愛する が 如くに は 愛さなかった、 彼 は 彼の 在世 當 時の 彼の 國 人の 例 

なら  くみ  tvQtJ き 

に 習って、 政治的に 彼の 故 國を救 はんと は爲 さなかった、 彼 は 彼等に 組して 當時 主權を 猶太 國の 上に 

橄 ひし 羅馬 人に 叛き、 之を排 し、 之を攘 ひて 故 國の獨 立 を 計らん とは爲 さなかった、 彼 は 政治に 就て 

は 冷淡に あら ざれば 無頓着であった、 彼 は 之が ために 彼の 國 人に 嫌 はれた、 彼が 終に 彼等に 由て 十字 

^に 釘 けられし 其 理由の 一 は、 彼が 彼の 國 人の 要求に 應 じて 政治的に 又は 軍事的に 彼の 國に盡 さなか 

つたから である。 

そと  は ら 

イエス は國の 外なる 敵を攘 はんと 爲 なかった、 然しながら、 それよりも 更らに 恐るべき 內 なる 敵 は 

之を殲 さんと して 全心 全力 を盡 した、 彼 は 政治的 獨立は 之 を 計らん としなかった、 然し 神に 依る 心靈 

的 獨立は 之 を ni- に 供 せんとして 彼の 生命 を 捧げた、 ィ H スに 愛國 心がなかった ので はない、 充ち 溢る 

る ほどあった、 但彼は 之 を *1 の 人と は 全く 異 りたる 方面に 向て 注いだ ので ある、 外敵 を敝 K さんと せす 
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して 內敵を 減さん とした、 政治的に 獨立 せんとせ すして 心靈 的に 獨立 せんとした、 愛國心 有無の 問題 

ではない、 其 使用法の 問題で ある、 ィ H スの 愛國心 は^の 人の 夫れ と は 全く 其 使用法 を 異にした ので 

ある。 

而 して 彼の 死後 千 九 百年 後の 今日より 見て 彼 は 彼の 愛 國心を 誤用した ので あらう 乎、 彼 は 彼の 國人 

史家 ヨセフ ハ スに傚 ひ、 軍 を 率 ひ， 砦に 據り、 以て 羅馬 人に 杭して、 能く 彼の 國 のために 盡 したで あ 

らう 乎、 或 ひはィ H スが 時の 獨立 軍に 加 はりし が 故に、 勝利 は 終に 猶太！； に歸 して、 其 國威は 宇內に 

揚り しゃも 未だ 以て 知る ベから すで ある、 然し、 若し 爾ぅ あつたと して 如何、 猶太 國は國 家と して 干 

九 百年 後の 今日まで 其 存在 を 綾け たで あら ふ 乎、 甚だ 疑 はしき 次第で ある、 埃 及 も 滅び、 維，， 馬 も 滅び、 

X 布 贈 も 滅び 其 他の 諸 邦 も 亦 起て は 叉 滅びし 後の 今日、 猶太 國 のみが 今猶ほ 存在 せんこと は 信す るに 最 

も 難い 事で ある、 然しながら 猶太 人が 干 九 百年 後の 令 日猶ほ 世界の 大勢 力と して：： i し、 他の 國民 は悉 

く 滅びし も 彼等の み 猶ほ其 人種的^ 在 を 綾け 居る 其 理由 は、 彼等 は 幸に して ィ H スの 如き 愛 國者を 幾 

人と なく 有った からで あるに 相違ない、 實に義 は國を 高く し 罪 は 民 を 辱し むであって (邀言 十四 章卅四 

節)、 愛 國心を 外に 向て 注がす して 內に 向て 注ぎ、 外敵 を攘 はんとす るよりも 寧ろ 內敵を 威さん として、 

人 は 已が國 を 永久に 保存す る ことが 出來 るので ある、 固 家の 保存 上より 見て ィ H ス の 愛國心 は： 等 

の もので あつたと 言 はざる を 得ない、 イエ ス は外國 人の 罪 を 貴め す、 自國の 民の を 責めて、 其 民 を 

永久に 保った ので ある、 猶太 人の 今日 ある はィ H スと 彼の 前後に 現 はれし 猶太 國 特産の 平和的 大 

者の 功に 歸 せざるを得ない。 

イエス は 高き 深き 強き 愛國 心が あった、 故に 我等 彼の 弟子に も 亦是れ がなくて はならない、 我等 も 


亦 我等の 國を 愛さたくて はならない、 而 かも ィ H スの 如くに 之 を 愛さなくて はたらない、 卽ち其 外敵 

よりも 内 敵 を 憎まなければ ならない、 我等の 中に も 亦 多く 存在す る學 者と パリ サイの 人の 類 を 彼等の 

面 を懼れ すして、 偽善者よ、 蛇： の 類よ と 呼ぶ の 勇氣を 持たなければ ならない、 卽ち劍 を 以てせす し 

て 義を以 てして 國を救 ふの 行爲に 出で なければ ならない、 斯の 如くに 我等の 愛 國心を 使用して 我等 も 

亦ィ H ス が其國 人に 憎まれし が 如くに 我等の 國 人に 憎まる k に 相違ない、 斯く なして 或る 種の 十字架 

は 我等の 上に も 亦 置かる \ に 相違ない、 然しながら 國に斯 の 如きの 愛國 者が 出す して 其國は 永く 存っ 

こと は 出来ない、 我等 若し 誠に 我等の 國を 愛するならば、 我等 は 十字架に 釘 けらる k もィ H スの 如く 

に 我等の 國を 愛さなければ なら な い 。 

今や 基督 信者 は 一 般 に愛國 心を輕 する、 彼等 は 基督 敎は 世界的 人類 的の 宗敎 であるとの 理由の F に 

愛國 心と 云へば 偏狭 固執の 者で あると 思 ふて 居る、 而 して 彼等の 此 態度が 基督 敎は 非國家 的な りとの 

世の 非難 を 招く に 至りし 一 つの 理由で あると 思 ふ、 乍然、 預言者 もィ H スも 彼の 弟子 等 も 決して 非國 

家 的ではなかった、 彼等 は實に 激烈に 國家 的であった、 唯 前に 述べた 通り、 彼等 は 世人と 全く 異 りた 

る 方面に 向て 其國 家的觀 念を發 表した ので ある 、神が 各人に 其 國を與 へ 給 ひし は 彼が 之 を 愛し 之と 共 

に發 達せん ためで ある、 人 は 誠に 其國を 愛して 己 を 愛する ので ある、 國は 自己の 一部分であって、 國 

を 疎 じて 彼 は 自己 を球ぜ ざる を 得ない、 人 は 一人と して は 實に價 値 夥 なき 者で ある、 彼が 國家 大に擴 

大しての み 彼 は實に 自己の 眞 個の 重量 を感 する ので ある、 愛 画心 は國 のために のみ 必要で ない、 又自 

ル 1.  さよ たか 

己の ために 必要で ある、 「我 は 國家」 なりとの 佛王 路易第 十四 世 の 言葉 は 其聖き 高き 意味 に 於 て 亦 我 

等 各自 に も 適用す ベ き 者 で ある。 
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イエスの 弟子と なりて 愛 國心は 之 を 去るべき でない、 之を聖 むべき である、 世の 人 は 威 を 以て 宇 ^ 

を壓 伏せん とする が 故に、 我等 は 愛 を 以て 之 を 導 化せん とすべき である、 劍は强 きが 如くに 見えて 甚 

だ 弱い者で ある、 之に 反して 愛 は 弱き が 如くに 見えて 最も 强ぃ 者で ある、 全地 は 終に 柔和なる 者の 手 

よろ  お ぼつ. 

に歸 すべし と 云 ふ、 愛 を 以て 身 を 損 甲 ふ愛國 者が 立つ にあら ざれば、 其國の 運命 は 實に覺 束な き 者で 

ある。 


偉人 以上の ィ ヱ ス 

イエ スは 偉人で あると 云 ふ、 然し 乍ら 新約聖書の 示す 所の イエス は 人 を 以て 議る ことの 出来る 者で 

はない、 バプ テス マの ヨハネに 就て は 

兹に人 あり、 神より 遣され たり、 其 名をョ ハネと 云へ り 

と 記せし 約 翰 傳はィ H スに 就て は 述べて 云へ り 

- r,-^  やど  さ か え  ひとりご 

夫れ 道 肉體と 成りて 我等の 間に 寄れり、 我等 その 榮光を 見し に沟に 父の 生み 給へ る獨 子の 榮 光に 

し て 恩惠 と眞實 に充り 

と (一章 六 節 及び 十四 節〕、 玆に イエス は ヨハネと 類 を 異にした る 者と して 示された ので ある、 ヨハネの 

偉人なる は 何人も 疑 はない、 然し 乍ら ィ H スはョ ハネ 以上であって 偉人 以上で ある。 

又 云 ふ 洵に約 翰 傳は祌 なる ィ H スを傳 ふる なれ ども 共 觀福昔 書 は 人なる ィ H スを傳 ふと、 果して 然 

る 乎、 馬 太 傳はィ H スの 言と して 傳 へて 云 ふ、 

凡て 疲れたる 者 叉 重荷 を 負へ る 者 は 我に 来れ、 我れ 汝等を 息ません 云々 

と (十一 章 サ八節 以下)、 是れ 果して 人の 發し 得る 曾なる 乎、 偉人と 稱 せらる &哲學 者 カント は斯く 語り 

し 乎、 文 や ゲ ー テは斯 く 語りし 乎、 偉人 グラッドストン は斯く 語りし 乎、 彼等が 若し 斯く 語りたり と 
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云 ふなら ば 彼等 は 偉人で はなく して 狂人で あつたので ある、 凡て 疲れたる 者 は 我に 來れ 我れ 汝等を 息 

ません と 云 ふ、 自家 尊重 も 故に 到りて 其 極に 達せり である、 常識 ある 人 (而 して 偉人 はすべ て 常識に 

富める 人であった) は 決して 斯 かる 言 を發 しない、 彼等 は 自己の 實 カを識 る、 自己で 自己 を すら 息 ま 

する ことの 出来ない 者で ある こと を識 る、 して 他人 を や、 況して 凡て 疲れたる 人 を や、 凡て 疲れた 

る 人、 重荷 を ft へる 人 を 自己に 招いて 之に 休息 を保證 せる 人 は 狂人で なければ 愚人で ある、 是は 智者 

の爲す 所でない、 而 かも ィ H スは此 事を爲 したので ある、 而 して ィ H スは此 言を發 して 撣ら なかった 

ので ある、 而 して 人はィ H スの此 一一 目 を 信じて 彼に 詣 りて 失望し なかった ので ある、 眞實の 休息 は 彼に 

於て 在る ので ある、 彼に 於ての みある ので ある、 ぺ テロが 彼に 一一 一一 n ひしが 如く 

主よ、 我等 爾を 離れて 誰に 往 かんや、 爾は 永生 を 有し 給へ り 

である (約 翰 傳六章 六 八 節 〕、 齢 三十 を 越 ゆる 一 一 ッか三 ッの靑 年に して、 全世界の 貧者 病 者 孤兒^ 婦を自 

己に 招いて 之に 平安 を 約束し、 而 して 其 約束 を充 たして 今日に 至りし 者 は SSf に 偉人 を 以て 評すべき 者 

ではない、 彼 は 偉人 以上で ある、 然り、 人 以上で ある、 神と 偕に ありし 道の 肉體と 成りて 人類の 間に 

寄りし^、 卽ち 神で ある。 

又 云 ふ、 イエ スは 神な りとの 一一 一一 n は 之 を バウ Q の 言の 中に 發見 する 能 はす、 パゥ B は 明かに イエ スは 

ダビデの 裔 より 生れたり と 言 ひて 彼の 人なる を證 明せ りと (羅馬 書 一章 三 節)、 果して 然る 乎、 之を哥 林 

多 前書 八 章 六 節に 於て 見よ、 

我等に 於て は 惟一 の 神 あり、 卽ち 父な り、 萬 物 之より 生り 我等 も 亦 之に 歸す、 叉 惟一 の 主 あり 卽 

ちィ H スキ リストな り、 萬 物 之に 由り、 我等 も 亦 之に 由る。 


- 一と は 

是は ュ 一一 テリ ャ ン 主義者が 其 所謂 惟 一 主義 を 主張す るに 方て 常に 引用す るパ ゥ 口 の辭 である、 然れど 

も何ぞ 知らん、 此辭 こそ ュ 一一 テリ ヤン 主義 を 反證否 {4- する 辭 である こと を、 バウ 口 は 玆に萬 物の 起原 

なる 惟一 の祌の 外に 萬 物の 造 者なる 惟一 の 主 を 認めた ので ある、 萬 物 は 父なる 祌 より 生り、 主なる ィ 

H ス キリストに 由り て 成れり と 言 ふて 居る ので ある、 イエ スは萬 物の 起原で あると は 言 はない が、 萬 

物はィ H スに 由れ り、 卽ち 彼に 由り て 成れり と 言 ふて 居る ので ある、 パゥ 口 の此 言た る や 全然 約翰傳 

記者のそれと 一 致して：1^5るのでぁる、 卽ち、 

萬 物 之に 由り て 造らる、 造られた る 者に して 一 として 之に 由ら で 造られざる は 無し 

と (， 約翰傳 一 章 三 節)、 ィ H ス造 物說は 約翰傳 記者 を 以て 始まりた る 者な りとの 說は 成立 しないの である。 

我等 信者に 取りて は 惟一 の 主 あり、 卽ちィ H スキ リストな り、 { 千 宙萬物 は 彼に 由り て 成り、 我等 

々リス チヤ 二 

も 亦 彼に 由り て 新たに 造られて、 基督 者た る を 得たり 

との 事で ある、 何等の 霄ぞ、 是は 何人も 人に 就て 言 ひ 得る 言で はない、 萬 物 は 孔子に 由り て 造られた 

りと 言 ひ 得る 人 ある 乎、 縱令 子路額 同の 孔子 崇拜を 以てする も 斯くは 言 ひ 得なかった ので ある、 宇宙 

はソ クラ テ スに 由り て 成れり と 言 ひ 得る 人 ある 乎、 縱令 プラト ー のソ クラ テ ス崇拜 を 以てする も斯く 

は 言 ひ 得なかった ので ある、 然るに。 ハ ゥ 口 は 其師ィ H ス に 就て 斯く言 ひて 揮らなかった ので ある、 而 

して 後世 は 斯く言 ひ 放ちし パゥロ を 以て 狂人と 見做さなかった ので ある、 孔子 は 賢人で ある、 ソ クラ 

テス は 偉人で ある、 然れ ども ィ H スは萬 物の 造 者で ある、 孔孟 釋 基と 稱 して キリスト を單に 世界の 大 

敎師の 一 人と 見做す 者 は 未だ 新約聖書の 彼に 關 する 言明に 深き 注意 を拂 つたことの 無い 者で ある。 

勿論 ィ H スの 神た る ことに 關 する 新約聖書の 證明は 以上の 一一 一一 n を 以て 盡 きない、 注意して 此書 を讀む 

人 の イエ ス  一三 七 
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者 は 思 はざる 所に ィ H ス崇拜 の 跡を認 むる ので ある、 他人 はい ざ 知らす、 新約聖書 を 作りし 人 等はィ 

H スを 人と して は 認めなかった ので ある、 彼等に 取りて は イエス は 神の 子、 宇宙の 造 者、 萬 物の 中心 

であった、 詩人 テ 一一 ソンの 言 を 以て 云 ふなら ば 「權カ ある 神の 子、 不朽の 愛」 であった ので ある。 

而 して 此 事た る 單に 新約聖書 記者 等の 持說に 止まらた いので ある、 ィ H ス の祌 たる こと は 今日の 我 

等に 取り 重大なる 關 係の ある 事で ある、 ィヱ スが 若し 單に大 敎師の 一 人で あるならば 世界 も 我等 も 今 

猶ほ 失^ 暗夜に 沈； t する ので ある、 人類 は 道德を 以てして は 之 を 救 ふ 事が 出来ない ので ある、 世界 は 

之 を 救 ふに 强き大 なる 救 者 を 要する ので ある、 道を傳 ふるのみ ならす、 之 を 全人 類 全世界の 上に 行 ひ 

得る 能力 ある 敕者を 要する ので ある、 小 は 我 一人の 靈 魂より 大は國 家人 類に 至る まで、 神なる 救 者に 

由る にあら すして 其 救濟を 完成う する こと は 望めない ので ある、 而 して 世に 現 はれし すべ ての 人の 屮 

rooooooor-coooc-ooooooc-oc-cooooo  つ，、， りて  すく ひて 

に 惟り ィ H ス のみ 此 人類の 要求に 應す るの 資格 を 具へ たので ある、 萬 物の 造 者なる 救 者 を 待ての み 萬 

物の 改造 を §1^1 むこと が屮 I 來 るので ある、 我靈 魂の 造 者の み 能く 罪に 沈める 我 を 活かし 瑕な き 汚な き 者 

となして 我を聖 父の 聖 前に 默 ぐる ことが 出來 るので ある、 イエ スが 若し 人で あるならば 我が 救^ は 失 

Jini である、 社 改造、 天國 建設の 如き、 單に 詩人の 夢想と して 取扱 ふより 他に 途 はない、 世界人 類の 

OO0OO0O0O000OCOO000000O0O0O0OO0O0O0O00O000 

希望 は 一 に懸 りて 神の 素性と 實 力と を 有し 給 ふ 活ける ィ H ス キリストに 在りて 存す るので ある、 イエ 

スの 神性 を 單に神 學說の 一として 見做す 者 は 極く 淺 薄に 聖書 を 解し、 又 極く 淺 薄に 人生 を 観る 者で あ 

ると 田 じふ。 


キリスト は 誰 乎 


パリ サイの 人の 集まれる 時ィ H ス 彼等に 問 ふて 曰 ひける は、 汝等 キリストに 就て 如何に 思 ふ 乎 

(マ タイ 傳廿ニ 章 四 一 、 四 二 節 )o 

人世に 種々 の 問題が ある、 然れ ども 其 重大なる 事に 於て 此 問題に 及ぶ もの はない。 「汝等 キリスト 

に 就て 如何に 思 ふ 乎」。 是れが 人生の 最大 問題 叉 は 唯 一 の問题 である。 此 問題の 解釋に 由て 人の 一 生 

の 如何 は 定まる ので ある。 

キリスト は 誰か。 道德家 か。 世の 所謂る 宗敎家 か。 孔孟 釋 基と 稱 して 孔子 釋 逸と 類 を 同う する 者で 

ある 乎。 偉人 か。 理想の 人 か。 預言者 か。 何 か、 誰か。 大工 ョ セ フの 子であって、 ガリ ラャ 人の 一 人 

でありし 乎。 「然 り」 と 大抵の 人 は 答 ふ。 而 して 今や キリスト 敎の敎 師等も 「然 り」 と 答へ て 憚らな 

い。 「人間と して 見た るィ H スキ リスト」、 是れ 近代 人の 特に 知らん と 欲する 所で ある。 其れ 以上 は 

さ 想で ある。 迷信で ある。 雲を摑 むが 如き 問題で ある。 知る も 益な く、 又 知る ことの 出來 ない 問題で 

あると 彼等 は 曰 ふ。 

+ゑ 

ィ ェ ス 御自身が 玆に パリ サイの 人に 反問して 曰 ひ 給うた。 若し キリストが ダビデの 裔 であると 言 ふ 

ならば、 ダビデ は 何故に 詩篇 第 百 十篇に 於て 彼 を 主と 呼びし や。 大王 ダビデが 主と 呼び 奉りし 者が い 
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かで 其裔 ならん やと。 而 して 大王の 主たる 者 は 人で あり 得ない。 キリスト は 人に 非す、 少 くと も人以 

上の 者で あるとの 事で ある。 

キリスト は 人の子に 非す 神の 子で あると 聖書 は 明かに 言 ふ。 更に 明白に 神で あると 云 ふ。 問題 は 唯 

我等 は 彼に 關 する g め 書の 言 を 其 儘に 受取る ことが 出來 るか、 其れで ある。 キリスト を 神な りと 云 ふ は 

日本人が 乃 木 大將を 祌に祀 りしが 如くであって、 尊崇の 餘り 神と 呼んだ ので は あるまい 乎。 目に 見え 

ざる 神が 人の 貌を 取りて 現 はれ やう 害がない。 キリ ス トが 神で あると 云 ふ は 比喩に あら ざれば 迷信で 

あると 0 

理論 は 今 は 措いて 問 はす、 聖書 記者の みならす、 其 後の 偉人 聖徒の 多数が ィ H ス キリスト を祌 とし 

て 崇め、 之に 天の 主として 事へ し 事實を 如何せん。 彼等の 名を兹 に列擧 する に 及ばす、 彼等が 孰れ も 

世界の E 頭、 人類の 指導者で ありし を 如何せん。 ダビデが 主と 呼びし 者 は、 ビク トリ ャ女皇 も、 グラ 

ッ ドス トン もが 亦 主として 崇め 奉りし 者で ある。 其方が 人で あり やう 害がない。 何人も キリスト を 偉 

人の 內に加 へ て 甚だ 不 似合なる を 知る ので ある。 

然 らば 如何にして キリストの 神なる を 知り 得べき 乎。 人が 自分 を 知って である。 或は 近く キリ スト 

に 接して 彼に 自分 を 示されて である。 自分 は 偉い 者、 差した る 罪 を 犯した る覺 えたし と 云 ふ 者 は、 其 

頭腦は 如何に 明晰で あると も キリ ストの 神で ある こと は 解らない。 然 らば 如何にして 自分 を 知る こと 

が 出来る 乎と 云 ふに、 聖書に 記された る キリスト を 知る に 由て ある。 日に 三た び 自己 を 省み たれば 

とて、 自分の 咒 はれた る 14 人で ある 事 は 解らない。 キリスト を 知って 自己 を 知り、 自己 を 知って キリ 

スト を 知る ので ある。 是れ 循環論法であって 賴 むに 足らす と 曰 ふ 者が あらう が、 然し 罪に 死せ る 人の 


救 はる k 途は之 を 除いて 他に 無い の である。 恰も 暗き に 住む 人 は 光に 由て 光を認 むる より 他に 途 がな 

いと 同じで ある。 ぺ テロ はィ H ス の 奇躊を 見て 己が 罪人なる 事 を 知った。 彼 は 其時ィ H ス の 足下に 俯 

して 曰うた 「主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り」 と (ルカ 傳五章 八 節 )o 如何なる 哲學も 聖書 研究 も此 

好ましき 結果 を靈 魂の 上に 起す こと は 出来ない。 キリ スト は 神な りと 信じ 得る に は 頭の 上達よりも 心 

の變 化が 要る。 

同じ 事 を 他の 方面より 說明 する 事が a? 來る。 コ リント 前書 十二 章 三 節に 於て バウ a は E うた、 「人 

は 聖靈に 由ら ざれば ィ H スを 主と 謂 ふ 能 はす」 と。 ィ H スを 主卽ち H ホバ の 神な りと 認 むる は 聖靈の 

示しに 由る との 事で ある。 之と 略 ぼ 同じ 事をィ H ス はべ テ a に吿げ 給うた。 「汝等 は 我 を 言 ひて 誰と 

する 乎」 との イエ スの 問に 對し、 ぺ テ Q が r 汝は キリ スト、 活ける 神の 子な り」 と 答へ し 時に、 ィ ェ 

スは 彼に 曰 ひ 給うた、 r ョナ の子シ モンよ、 汝は福 ひなり、 そ は 血肉 此事 を汝に 示せる に 非す、 天に 

在す 我 父な り」 と (. マ タイ 傳 十六 章 十三— 十七 節 )o キリスト は 神の 子な りと は 父が 聖靈を 以てべ テロに 

示し 給 ひし 所で あると 云 ふ。 プラト I の 哲學も ヒレル、 ガ マリ H ルの神 學も之 を 彼に 示した ので はな 

い、 祌 御自身で あると 云 ふ。 故に 鼓 高の 知識で ある。 神の 啓示に 接せ ざれば 得る ことの 出来ない 知識 

である。 

然 れば獨 りぎ めの 獨斷 である 乎と 云 ふに、 さう ではたい。 其 證據は 之 を 人生 宇宙 萬 般の說 明に 之 を 

適用して 見て 解る。 普通の 學 問の 場合に 於ても、 テ オリ ー は學究 的に は 得られない。 此は インス ピレ 

1 シ ヨンの 一種で ある。 之 を 鍵と して 萬 物の 說明を 試みる に、 的中す る 者 多き が 故に、 終に 眞理 とし 

て學 者の 認 むる 所と なる ので ある。 

キリスト は 誰 乎  一 w 1 
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人なる キリスト 

基督 敎に 於て 異端 は 唯 二つ ある。 二つ 以上 は 無い。 異端 第 一 は キリ ス トは 人で あると 云 ふこと であ 

る。 然し キリスト は 人に 非す 神で ある。 聖書に キリスト は 神で あるとの 明. E なる 言 はない が、 然し 彼 

の 性格、 彼の 行爲 より 考 へて 見て、 彼が 人で ない 事 は 明かで ある。 殊に 彼が 人の 罪を赦 すの 權能を 有 

し、 人 はまた 其 罪を赦 されん が爲に キリストの 如き 者 を 要求す る點 より 考 へて 見て、 彼は祌 でなくて 

はならぬ 事が 判明る。 基督 信者 全體が 今日に 至る まで キリ ス ト祌 性の 信仰の 爲に鬪 かった 理由 は玆に 

在る。 是は 敎會が 課する 信條 であるから でない、 罪人の 要求で あるから である。 キリストが 若し 人で 

あるならば、 私に 罪の 赦 しの 確信な く、 復活の 希望な く、 永生の 約束 は 在り 得ない ので ある。 私 は 今 

日まで 幾囘も キリストの 神性に 就て 論じた から 玆に之 を 繰 返さない。 唯 それが 基督 敎の 根本で あり、 

私の 救の 巖 である 事を斷 言す る。 

.  OOO0OOOO0  ム<"厶<"厶厶<1厶<1厶厶<厶<<厶厶厶厶<3厶厶 

異端 第一 一は キリスト は 人で ない と 云 ふ 事で ある。 此は キリ スト は 神で ない と 云 ふ 事 丈け それ 丈け 大 

なる 異端で ある。 キリ ストの 神た る を 否定す る は 異端で あるが 彼の 人た る を 否定す る は 同じ 丈け の異 

端で ある。 そして 斯 かる 異端 は 創始から 在った ので ある。 使徒 等 は 力 を 注いで キリストの 神た る を 主 

張した と 同時に 彼の 人た る を 主張した。 キリスト は 神でなくて はならぬ、 亦 人でなくて はならぬ と 云 


•: 初代 信者の 主張であった。 そして 今日と 雖も此 第二の 異端が 盛に 行 はる k ので ある。 塞 督敎會 全 

gu^i キリスト は祌 なりと 主張す るに 熱心なる 餘 りに 彼の 人なる を 忘れる ので ある。 羅馬 天主 敎會、 希 

臘 敎會、 英國聖 公 會等を 始めと して、 正統 敎會 を以 つて 自 から 任す る 多くの 新 敎諸敎 派が 同一 の 立場 

に 在る ので ある。 卽ち キリスト を 神と して 崇む るの 餘り彼 を 人と して 學ぶを 怠る ので ある。 彼等 は 第 

一 の 異端 を 排斥す るに 成功して、 自 から 第二の 異端に 陷 るので ある。 

聖書 は 明かに キリストの 人た る を 示す。 其 事 を 最も 明かに 語る 雷 はテ モ テ 前書 一 一章 五節で ある" 

神と 人との 問に 一 位の 中保 あり、 卽ち 人なる キリス トイ H スな り。 

と。 又 キリスト は 人に 非す との 異端 を排 して 曰 ふ 

多くの 偽 預言者 出て 世に 入れり。 凡そ ィ H ス キリストの 肉體 となりて 臨り 給へ る こと を認 はす 靈 

は 神より 出づ、 之に S りて 祌の靈 を 知るべし。 凡そ ィヱ ス キリスト (の 肉體 となりて 臨り 給へ る 

こと) を認はさ^^る靈は神ょり出るに非す、 卽ち キリス 卜に 敵す る 者の 靈 なり。 此 者の 將 さに 來 

らんと する 事は汝 等が 聞け る 所な り、 今旣に 世に 居れり 

と (ヨハネ 第一 書 四 卓 一— 三 節 )o 玆に キリスト を 人と して 認めざる 事の 異端で あり、 而 して 其 異端の 旣 

に 信者の 間に 行 はる.^ 事が 明かに 示されて ある。 其 他 新約聖書 全體 より 見て 彼が 人たり し 事 を 疑ふ餘 

地 はない。 彼に 兄弟が あり 姉妹が あり、 彼 は 働き、 疲れ、 喜び、 怒った。 彼の 村人 は 彼 を 彼等の 一 人 

として 考 へた。 縱し 彼が 神でなかった にしても、 彼がん でありし 事 は 3： よりも 明お である。 此事を 忘 

れて、 叉 此事實 を輕ん じて、 基督 敎は 解らない。 敎會は 其 會議に 於て 「彼が まことに 神た る 者で ある」 

と 議決した が、 其れと 同時に キリスト は 「まことに 人た る 者で ある」 と、 信者 全體は 主張せ ねばなら 

人なる キリスト  1 will; 
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ぬ。 ピラトが ユダヤ人に 向 ひ、 ィ H スを 指して r 此 人を視 よ」 と 云 ひし 如くに、 我等 も 亦^ 界に向 ひ 

て 「人類の 模範た る此 人を視 よ」 と 云 はねば ならぬ。 

キリスト は祌 である 叉 人で あると 云 ふ。 然 らば 孰れが 眞 なる 乎。 神で ある 者が 人であって はなら す 

人で ある 者が 神であって はならないで はたい 乎。 私は此 問に 答へ て 曰 ふ 「キリスト は 人で ありし が 故 

®  ®  ©  ©  ©  あら Asi  ,  みづ から 

に 神で ある」 と。 人間 其 物が 元々 神の 表現であった。 神が 人 を 造った と 云 ふ は、 神が 人と しての 自己 

を 現 はし 給へ りと 云 ふ 事で ある。 若し 祌とは 如何なる 者で ある 乎と 問 はる k ならば 彼 は 人の 如き 者で 

あると 答 ふるが 最も 當然 である。 人 は 神の 子で ある、 そして 子 は 親に 似、 親 は 子に 似る は 勿論で ある- 

人 を 視て祌 を 知る ので ある。 然るに 第一 の アダム は 其 犯せし 罪に 因りて 神の 子た るの 资格を 失った。 

玆に 於て か 神 は 第一 一の アダム を 遣り 再び 御自身 を 現 はし 給うた。 其れが 主ィ H ス キリスト である。 

それ 。ゴス (道) 肉體 となりて 我等の 間に 寄れり、 我等 其榮を 見る に、 實に 父の 生み 給へ る獨子 

の榮 にして 恩惠 と眞理 にて 充てり 

と あるが 如し (ョ ハネ傳 一 章 十四 節 )o 

キリス トは 人で ある、 そして 人と して 神 を 現 はし 給うた。 我等 も 亦 人なる ィ H ス キリストに 傚 ふて 

神の 子と 成る ことが 出来る。 基督 敎は 宗敎 であって 道德 でない と稱 して、 キリストに 傲 はすして 神の 

子た るの 特權に 與る事 は 出来ない。 キリスト を 人と して 見る の 必要 は玆に 在る。 彼 を 人類の 模範と し 

て 仰いで、 彼に 傚 ひて 生活すべき である。 彼 を 神と して 祭り、 唯 主よ 主よ と 呼び まつりた 丈け で 彼の 

弟子た る 事 は 出来ない。 彼れ 御自身が 曰ひ耠 ひしが 如くで ある。 

我 を 呼びて 主よ 主よ と 曰 ふ 者盡く 天國に 入る に 非す、 之に 入る 者 は 唯 我が 天に 在ます 父の 旨に 遵 


ふ 者の みなり (馬 太傳 七章サ 一 節)。 

と。 敎會と 某 督敎國 と は キリスト を 主よ 主よ、 神よ 神よ と 呼びつ」 あるが、 彼の 明，：： なる 誡命を 守ら 

ない。 彼を祌 として 拜むを 知って、 人と して 彼に 學 ばんと しない。 彼等 は敎義 的の オル ソ. ドック ス 

(正教 徒) であって 實際 的のへ テ tl ドック ス (異端者) である。 

キリストに 傚 ふと 云へば、 人 は 直に 彼の 如くに 完全に 成る 事で あると 思 ふ。 そして 完全に 成る 事 は 

到底 不可能で あるが 故に、 彼等 は 到底 キリストに 傚 ふ 能 はすと 云 ふ。 然れ ども キリスト は 我等より 完 

全 を 要求し 給 はない、 卽ち 我等が 思 ふが 如き 完全 を 要求し 給 はない、 完全 は 凡ての 點に 於て キリスト 

の 如くに 成る 事で ない、 人 を 愛する 事で ある。 殊に 敵 を 愛する 事で ある。 消極的に 云へば 惡に抗 は ざ 

る 事で ある。 愛 を 主義と して 之に 循 つて 步んで 人 は祌の 目の前に 完全なる 者と して 認めら る、 ので あ 

る。 馬 太 傳五章 四 三 節 以下の ィ H スの 言が 此事を 示す ので ある。 天に 在ます 汝 等の 父 は 其 日光 を 善 者 

にも惡 者に も 照らし、 雨 を義き 者に も義 からざる 者に も 降らせ 給へば、 汝等 も亦汝 等の 敵 を 愛し、 汝 

等 を， 諷ふ者 を 祝し、 汝等を 憎む 者 を善視 し、 汝等を 虐待し 迫害す る 者の 爲に 祈禱 せよ と敎 へて、 彼 は 

最後に 曰 ひ 給うた ので ある。 

是 故に 天に 在ます 汝 等の 父の 完全なる が 如く 汝等も 完全なる べし 

と。 此 場合に 於て 完全なる 事の、 敵 を 愛する 事で ある こと は 明，：： である。 ィヱ スは乂 i§ りなき 生命に 

人る の途 にっき 彼に 質問 を 試みた る靑 年に H ひ 給うた 

汝 もし 完全な らん 事 を 欲するならば、 往 きて 汝が 所^ を賫 りて 貧者に 施せ、 さすれば 太に 於て 財 

あらん、 而 して 來 りて 我に 從へ (馬 太傳 十九 章 十六 節 以下〕。 
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■ と。 此場 合に 於て 完全なる 事 は愁を 絶ちて 人に 盡す 事で ある。 如此 くして ィ H スの誡 命 は 守る に 難 か 

らす である (ヨハネ 第一 * 五 章 三 節 )o 愛 は 完全の 道で ある。 人 は 愛する 時に、 完全なる おとして 神に 認 

めら る k ので ある。 

キリスト を祌 として 拜 する 時に 我等 は 彼 を 信じて 救 はれん と 欲し、 彼 を 人と して 3 おむ る 時に、 彼に 

倣 ひて 人 を 愛して 救 はれん と 欲する。 そして 信 は 愛 を 起す が 如くに、 愛 も 亦 信 を 生む。 信より 愛に 至 

るの 途が 在る が 如くに、 愛より 信に 達する 途が ある。 ニ途 孰れ を 採る も、 我等 各自に 信な かるべ から 

す 亦 愛な かるべ からすで ある。 そして 完全の 途は 「愛に 由て 働く 所の 信」 である (ガラ テャ書 五 章 六 節)。 

信 先き なる 乎 愛 ii- きなる 乎 は 人に 由て 異なる。 然れ ども 信 ありて (あると 稱 して) 愛な き 場合 多し U 

OOOOOOOOOOOOOOOOO0-  ccc-oooc-oolcocooo-coo 

我等 は 信の 起る を 待って 愛する に 及ばす。 ィ H スに傚 ふて 直に 愛する ことが 屮 Z 來る、 そ は 愛 は 信 丈け 

それ 丈け 簡短 にして 易き 途 なれば 也。 

異端 は 單に說 の 異端で ない、 行爲の 異端で ある。 キリスト を 人と して 見ざる 異端 は 多くの 誤りた る 

-行爲 として 現 はる。 某 将敎會 全 體が陷 りし 異端 は此與 端であった。 彼等 は キリストの 神なる を 認めて 

人なる を 認め ざり しが 故に 多くの 悲しむべき 想と 罪と を 犯した。 昔時の 敎會は キリストの 神性 を 主張 

する こと 不完全な りとの 理由の 下に ァリ ヤン 派の 信者 を 絶滅した。 十七 世紀の 和 蘭に 於て は 同一 の理 

出 の 下に カル ビン 派 は アルヌー 一 ヤン 派 を追窮 し、 無辜 を 殺し、 聖徒 を逐 放して 眞理に 事へ つ、 ありと 

思うた。 そして 歐 米の 基督 敎界に 於て キリ ス トの祌性を主張するに方て兄^^を憎むことは少しも惡ぃ 

事で ない とん，' でも 忍 はれて ゐる。 卽ち 祌學的 キリストが 說 かれて 倫理的 キリスト は 忘却せ られつ、 あ 

る0 キリスト を 神との み 見て 人と して 見ざる の 害 は玆に 至った ので ある。 キリストに 傚 はんとせ すし 


て、 唯 彼 を m まんと する。 それが 所謂 基督 敎國全 體の誤 護で ある。 彼 を 思想 的に 解 せんと 欲して 實行 

的に 學 ばんと しない。 其 結 菜と し て 基 替敎國 今 口 の 慘 狀が資 現した の である。 

キリスト は祌 である、 其の 最も 確實 なる 證據は 彼が 完全に 愛を實 行し 給うた 事に 於て 在る。 彼が 處 

女より 生れたり と 云 ふが 如き、 叉 は 墓より 復活し 給へ りと 云 ふが 如き、 彼の 實 行の 完全 を 以て 說 明す 

べき 事で ある、 卽ち キリスト は 神ら しき 生涯 を 送り 給うた、 故に 祌で あらねば ならぬ と 云 ふので あつ 

て、 彼は祌 であった、 故に 神ら しき 生涯 を 送り 給うた と 云 ふので はない。 若し キリスト は 神で ありし 

が 故に 神ら しき 生涯 を 送り 給へ りと 云 ふなら ば、 我等 は 不完全なる 人間なる が 故に 到底 神ら しき 生涯 

を 送る 能 はすと 云 ふ 事になる。 斯 くして 祌 なる キリスト は 弱き 憐 むべき 我等に 取りて は、 我等の 崇拜 

の 目的物と なる の 外 は 何の 用な き 者と 成る ので ある。 そして 歐米人 は 尊む ベ き 彼を兗 に 如此き 者に 爲 

して 仕舞うた ので ある。 慨歎 此上 なしで ある。 我等 東洋の 基督： 者 は 新たに 彼を學 ばなければ なら. s_ 

ま を 入 1 して 學 ふで 彼の 神た る を 知り、 彼と 偕に 神の 子と 成らねば ならぬ。  
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イエス は 神の 子 キリスト (ョ ハ ネ傳 二十 章 三十 一 節〕 なる を 信す るの が 基督 敎 であり、 其 事を傳 ふるの 

が傳 道で あり、 其 事 を 探る のが 聖書 研究の 目的で ある。 そして 人生に 多分 之よりも 貴い 眞理 はなく、 

イエス は W 何なる 意味に 於て 神の 子で ある 乎  一 ra 七 
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循っ て 之を學 び、 之を傳 ふるに 優 さる 事業 はない と 思 ふ。 

イエ スは 如何なる 意味に 於て 神の 子で ある 乎。 彼が 奇跡的に 生れた からで ある 乎。 彼が 奇蹟 を 行 ひ 

給うた からで ある 乎。 或は 彼が 復活 昇天し 給うた からで ある 乎。 以上 孰れ も其现 由と 見做す 事が 3； 來 

る。 然し 乍ら 以上 孰れ も 過去に 在った 事であって、 今 之 を 繰 返す 事 は 出来ない。 我等 は 人 r は 唯、 他人 

の證 明に. H て 之 を 信す るに 過ぎない。 そして 之 を 信す る は 容易で ない。 或 人 は il:^ じ、 或 人 は 信じない。 

鼓に 於て か 信者 不信者、 叉 信者の 問に も 種々 なる 敎 派が 在る ので ある。 我等 はィ H スが祌 の 子た る 確 

證を 要求す る。 何. <： も 否認す る 能 はざる 證據を 要求す る。 如斯き 證據が ra^ して 在る であらう 乎。 

在る と 私 は 信す る。 祌は 愛で ある、 完全なる 愛で ある、 完全なる 義に 基け る 愛で ある。 何人も 其 事 

を 否定す る 事 は出來 ない。 神に 無限の 能力と 智慧と が 有っても、 若し 完全なる 愛が 缺 けて ゐ たなら ば 

彼 は 神で はない。 ョ ハネ 書の 記者が 「祌は 愛な り」 と 言 ひて 彼 は 最大の 眞理、 叉 最大の 自明 理を 述べ 

たので ある。 「愛な き 者 は祌を 知らす、 祌は卽 ち 愛 なれば なり」 と 聞いて 人 は S 人 も 驚き， 喜び、 

ふので ある。 萬 物の 中心 は 神であって、 神の 屮心は 愛で ある。 祌を其 愛に 於て 知って 彼の 中心、 卽ち 

彼れ 御自身 を 知る ので ある。 

そして ィ H スは 神の愛 を彰 はし 給うた。 其 教訓と 行爲に 於て、 其 全生涯 を 通う して 完全なる 愛を彰 

はし 給うた。 其 事 は 世界の 輿論で ある。 敎會の 基督 敎に對 し 反對を 表し、 斷乎 として 之 を 1;^ けた 人 は 

無數 であるが、 未だ 肯てィ H スは惡 人、 彼が 愛に 於いて 缺 けて ゐ たと 言 ひ 得る 者 は 一 人 も 無かった 父 

今^ ほ 一人 もない。 愛と 云へば キリスト である、 キリスト 卽ち 愛で ある。 福 昔 書に 錄 された る 彼の 傳 

記 を讀ん で、 何人も 愛の 不足 又は 不完全 を以 つて 彼を責 むる 事 は 出来ない。 罪な きに 彼 を ト 字 架に 釘 


けし 者の 爲に 「父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 何を爲 したる 乎 を 知らざる 3」 と 言 ひ 得し 者 は 完全なる 

愛の 人で あつたと 言 はざる を 得ない。 

祌は其 中心に 於て 愛で あれば、 愛 を 完全に 有して 之を彰 はした る 者 は 神の 子、 其 一子で あらねば な 

らぬ" 事 は 最も 簡短 明瞭で ある。 人 は 未だ 曾って ィ H ス の 如くに 神と 人と を 愛せし ことなし。 故に 其 

イエス は 神の 子であって、 祌の 子の： S: に 第一 位に 位ゐ する 者、 卽ち 一 子と 稱 すべき 者で ある。 此 論法 

に 3： 人 も反對 する 事 は 出来ない。 若し ィ H スが祌 の 子に 非ざる 事 を 主張 せんと 欲せば、 彼の 愛に 於て 

缺 けたる 所 を 指摘す るが 最良の 方法で ある。 そして 未だ 曾って 此方 法 を 試みて 成功した 者 は 無い ので 

ある。 

我等が ィ H スを 我等の 主として 仰ぎ、 神の 子に して 人の 王な りと 信す る は 之が 爲 である。 我等 は 之 

が 爲に敎 會の證 明 を 要らたい、 又 神學の 説明 を 求めない。 我等 何人も 愛の 何たる 乎 を 知る。 幼 兒が人 

の證 明な くして 其 母 を 知る が 如くに、 人 は 何人も 神の愛 を 知りて 之 を 要求す る、 そして キリストに 於 

て 之 を 見て 彼が 神の 子なる を 知る。 議論 も說明 もあった もので ない。 若し S 督敎會 が 千 九 百年の 間、 

祌學ゃ 敎義ゃ 自己の 權 能を以 つてせ すして、 簡短 明瞭に 神の愛 を 示して 吳れ たなら ば、 世界の 敎化は 

夙く 旣に 終！： ぉを吿 げたで あらう。 

彼の 完全なる 愛の 故に ィ H スを 神の 子と して 認めて 彼に 關 はる 其 他の 事は說 明す るに 容易で ある" 

斯 かる 完全なる 人が 世の常 ならぬ 特训の 方法に. m て 生れた と 聞いて 我等 は 不思議に m 心 はない。 斯 かる 

人が 不思議なる 業 を 行 ひたりと 讀んで 我等 は怪 まない。 そして 最後に 斯 かる 人が 死に 勝って 昇天した 

と 聞いても 我等 は 驚かない。 我等 は 奇跡に 由て 彼 を 神の 子と して 認めなかった が、 愛の 故に 彼 を祌の 

イエス は 如何なる 意味に 於て 神の 子で あろ 乎  1 1I 九 
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子と 認めて 彼の 奇跡 を 認め 得 る に 至 つた。 是れ が 本 常 の 順序 である。 愛が 奇跡 を證 明す るので あって、 

奇跡が 愛を證 明す るので ない。 愛で ある、 義に 基け る 完全の 愛で ある" 之が 解って キリストが 解かる Q 

奇跡 も， お活も 昇天 も 再臨 も キリ ストの 愛が 解って 解る ので ある。 

「愛に 恐怖な し」 と ある。 キリスト を 先づ其 愛に 於て 知らん と 欲して 聖書の 研究が 自由に 成り 大膽 

に 成る。 縱し 奇跡 を 信じ 得すと も 失 しない、 そ は 愛 を 現 はす 爲の 奇跡であって、 奇跡の 爲の 奇跡で 

ないから である。 高等 批評 も 少しも 信仰の 妨害に 成らない、 そ は 如何なる 批評 も キリストの 愛 を壞っ 

は屮 Z 來な いからで ある。 そして 私の 經 験に 由れば 私の 愛が キリストの 愛に 化せられて 深く なれば 成 

る 程、 私 は 聖書に 於て 錄 された る キリストに 關 はる 事 を事實 として 信じ 得る に 至る。 但し 愛 を 知る は 

生 の 事業で ある。 我等 は 生涯 か k つて ィ H スが まことに 神の 子なる を 知る ので ある。 


キリスト の 神性に 關 する 新約聖書の 明言 


今や キリスト は 神な りと 斷 一一 一一 〔する は 祌學界 の 禁物で ある、 キリスト は祌 なりと 斷言 して 今や r 舊 

そし おそれ 

式」 を 以て 謖ら る、 の 虞が ある、 キリスト は 神に 充 たされた る 人で あると 言へば 安全で ある、 社 sIm は 

斯く^ ふる 者 を 許し、 敎會は 斯く道 ふ 者 を 喜ぶ ので ある、 今や キリストの 神なる 事は敎 會の必 I;- 的 信 

仰箇條 ではない * 曾て は 三位 一 體を 担む 者の 異端 征伐に 從事 せし 敎會は 今や 自 から キリストの 神なる 


こと を 明確と 唱道す る こと を 厭 ひ、 彼の 人なる こと を 說くを 以て 「進歩 思想の 系統に 屬 する」 大 なる 

名譽と 信す るので ある、 ケゃ正 統敎 <^ に 在ても キリストの 性格 は 信仰の 重要 問題で はない ので ある、 

唯社會 事業が 擧 りさへ すれば、 其れで 事 は 足りる ので ある、 今や 異端 は 監督、 宣敎師 等の 敎權を 認め 

ざる ことで ある、 之に 人り 之を認 むる 以上 は 何 を 如何に 信す ると も、 其 事 は 異端と して 認められない 

ので ある、 最も 怪態 なる 者 は 今の所 謂 基督 敎會 である。 

而 して 神學 者の 謂 ふ 所 を 聞けば 聖書 は 何 にも キリス トは祌 なりと 明言して 居らぬ と 謂 ふので ある- 

而 して 其 聖書 は 如何なる 書で ある 乎と 問へば、 彼等 は 答へ て 曰 ふので ある、 聖書 は 人の 記いた 書で あ 

つて 他の 書と 何の 異なる 所 はない、 唯 其 取扱 ふ 題目に 於て 異なる のみで あると、 彼等 は 聖書 を 輕く見 

て 其 聖書に 明言な きが 故に 信ぜす と 云 ふので ある。  - 

キリス トは祌 であると 云 ふ、 若し 其 事が 眞理 であるならば、 是れ 聖書の 此言彼 語 を 以て 決定 めら る 

べき ことで はない、 是れ 聖書 全體の 示す 所、 信者 全 體の實 驗の證 する 所でなくて はならない、 キリス 

トの祌 性 は •：- ナ宙の 中心 問題で ある、 故に 聖書の 數 節の 能く 之 を 支え 得べき 者で はない、 余輩 は 玆に此 ■ 

事 に 關す る 聖書 の 明言 を揭 ぐるに 方 て 、 之 を 以 て 此 事を證 明 せんと 欲する ので はない、 唯 聖書 は 何處 

にも キリ ス トは祌 なりと 明言して 居らぬ との 現代 流行の 神學說 に對し 余輩の 所見 を 述べん と 欲する の 

である。 

聖書 は 多くの 處に 於て キリ ス トは 神な りと 明言して 居る と 余輩 は 信す る、 今 玆に其 主なる 者 を 揭げ" 

之に 關 する 余輩の 考察 を陳 ベた く 思 ふ。 

其 第 一 は 言 ふまで もな く 約 翰傳第 一 章 第 一 節で ある。 

キリ ストの； t 性に？ お ！♦ る 1^ 約 ffi.H3s.il  1 五 一 
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こと は 

道 は卽ち 神な り 

と ある、 此 場合に 於て 「道」 なる 一一 H 辭に如 M に 解す ると も、 其の キリスト を 指して 謂 ふ 者なる は 明か 

である、 其 事 は 第 十 ra: 節に 「道 肉體と 成りて 我等の 問に 寄れり」 と ある を 見て 疑 ふべ くもない、 キリ 

ス 卜と 稱 ばれし ナザレの イエ スは m 一の 肉體 となりて 人類の 一 員と して 現 はれし もの、 其 者は卽 神な り 

と IS ふので ある、 明白なる 文法 は是れ 以外の 解釋を 許さない ので ある、 然し 乍ら 神 學者は 容易に 此解 

釋を 許さない ので ある、 彼等 は 言 ふので ある、 兹に 「神」 と ある は； 大地 萬 物の 造 主なる 眞の祌 を 指し 

て 謂 ふので はない、 原文に は 唯 Theos,  God とあって、 15  Tlieos,  the  God と 云 ふて 居らない、 卽 

ち 道 は 神 的で ある、 祌 らしき 者で あると 云 ひしに 止まって、 神で あると 斷 言した ので はない と、 玆に 

至て？！：題は古^：^に於ける祌 theos なる詞の用法に入るの である、 或る 輋 者は闩 ふ、 祌 なりと 云 ふ 場合 

に 冠詞 は 要らない と、 他の 學者は 曰 ふ II- ると、 權威は 二 派 に^れ、 余輩 は 其 間に 介して 孰れ を是、 孰 

れを 非と 定 むる こと は 中1 來 ない、 唯一 事 は 明瞭で ある、 玆に道 (此 場合に 於て ィ H スを 指す 詞 なる は 

S: 人 も 疑 はない) …道 は祌 theos なりと 明 一一 =1! して あるので ある、 而 して 斯 かる 言 辭は 聖書に 在りて 曾 

O0000OO0OOOOO0OO0OOO0OOOOO0OO 

て  一 M もィ H ス 以外の 人に 關 して 用 ゐられ たこと はない ので ある、 故に 「道 は祌 なり」 との 約 翰傳劈 

頭の 一 W は キリス トは祌 なりとの 意な りとの 推定 は、 單に祌 的な り 又は 神ら しき 者な りとの 意な りとの 

推.. よりも He; き こと は 明かで ある。 

共の 第二 は 同じく 約 翰 傅の 第一 一十 章 第一 一十 八 節で ある。 

ト マ ス答 へて 彼 (ィ H ス) に 曰 ひける は 我-王よ 我 神よ 

と、 兹に 十一 一 弟子の 一 人なる ト マス はィ H スを 呼びて 「我 祌ょ」 と 云 ふたので ある、 而 して ィ ェ スは 


祌 なる 名稱の 自己に 當 嵌られし も 敢て之 を 拒み 給 ふこと なく、 直に トマ スに 半：： げて E ひ 給 ふたので あ 

る、 

汝我を 見し に 因りて 信す、 見す して 信す る 者 は 福な り 

と、 斯くて ィ H スは玆 に 自己が 神なる こと を 明かに 默認し 給 ふたので ある、 彼 は 「神よ」 と 呼 掛られ 

て、 ぺ テロが コル ネリ ヲに曰 ひしが 如くに 「我 も 亦 人な り」 と は 曰 ひ 給はなかった (行 傅 十 章サ六 節」、 

彼 は又バ ルナ バ とパゥ a とが ル ス テラの 人 等に 祌 として 拔 はれし 時 「我等 も亦汝 等と 同じ 情 性 を 有つ 

所の 人な り」 と 曰いて 彼等の 誤謬 を 正せし が 如くに、 此 場合に 於け る トマスの 誤 1  一 を 正さん と は爲し 

給はなかった (行傳 十四 章 十五 節)、 彼 は ピラトが 彼に 問て 「汝は ユダヤ人の 王なる 乎」 と 曰 ひし 時に、 

之に 答へ て 「汝 がー 百へ る 如し」 と 曰 ひ 給 ひて、 其の 實に 彼れ ピラトの 言の 如くなる を 證し給 ひしが 如 

くに、 トマ スに 神なる 尊 稱を奉 つられて 彼 は 沈默を もて 彼の 神性に 關 する トマ ス の 信念 を 是認し 給 ふ 

たので ある (馬 太 傳サ七 章 十一 節〕、 「我 神よ」 と 其 弟子に 稱 ばれながら 御自身 其 尊稱を 拒否し 給 は ざり 

しィ H スは實 に 神であった ので ある。 

然し 乍ら 現代人 は 聖書の 此證明 を も 容易に 承認 しないの である、 彼等 は  一一 一一 口 ふので ある、 (一) 約 翰 

傅はィ H ス の實 傅と して 見る こと は 出来ない、 故に 歷 史的に 價値 なき 此 書の 言に 由り てィ H ス の 神性 

を 判定す る 事 は 出来ない。 (二) 縦し 約 翰 傅の 傅 ふる 所に 多少の 歷 史的 價値 ありと する も、 トマスの 

此言 たる 復活せ るィ H スに 向て 彼が 發 せし 者であって、 役活其 物の 一般に 否定 せらる i 今日、 トマス 

對 復活せ るィ H スの 對談を 以て 事 實と認 むる こと は 出来ない。 (三) 縱し叉 實に此 事 ありたり とする 

も、：： だれ トマス 一人の キリスト 觀 であって、 之 を 弟子 全體の キリスト 觀 として 見る の 必要な く、 叉 勿 

* リストの 神性 に 顧 マ る 新約 a? 書の s-a  1 Km 
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論 之 をび-: 人 八，' 口の i^」 将；： y!^ の；： E 仰^ 條 として 守る の 必要 はない、 ト マ スはト マ ス たり、 .1.1: 人 はに： 人た 

りで ある、 殊に イエス は此 場合に 於て トマスの 一一 一一 c を 明かに".？！ し 給 ふたので はない、 之 を 不問に 附し 

給 ふたので ある、 默認 とい ふは不 常で ある、 不問で ある、 ィ H スは 自己の 性格 問题 とい ふが 如き S わ 索 

的 問題に は M 等の 興味 を もお ち 給はなかった ので あると。 

或 ひは然 らん、 世に 現代人 を滿 足す るに 足る の 信仰？ i 題 は 無い ので ある、 唯玆にィヱスの弟子が明 

かに彼を：tとして認めし記^^-が^っ てお るので ある、 而 して 他の 率赏 よりして 彼を祌 として 認 むる 者 

は 約 翰 傅の 此 所に 同一 の信仰の^5^,::ぁるを1:«-て其の信念を益々强くするのでぁる、 約 翰 傅の 歷 も的惯 

ig 如 3： の 如き は 今 兹に之 を 論究す るの 必要 はない ので ある。 

其の 第三 は 有名なる 羅 第 九^ 第五 節で ある、 口く、 

列祖は れ 彼等 (イスラ H ル人) が 先. まなり、 肉體 に. E りて 一一-一 ：！ へば キリスト も 亦 彼等より 出たり * 

彼 は 萬 物の 上に 在りて 世々 讃美 を 得べき 神な リ、 ァメン 

と、 ^し 此譯 文に して 一  なくば、 玆 に^も 明，；：： に、 最も 紛 ひなく、 キリスト は 神な りと 書に 記さ 

れて あるので ある。 

彼 (キリスト) は 萬 物の 上に 在りて^々 讚美 を 得べき 祌 なり、 ァメン 

と ある、 训に 註解 を附 する の 必要 はない、 文字 其 ai にて 明 である、 キリスト は 神な りとの 事 を 之よ 

りも明^：に言表はすことは出來なぃ、 i\ ？- 書の 屮に キリスト は 神な りと 明，： n に 謂 ふたる 一一 一一 ：！ はない と 云. i 

は 誤^ である、 羅馬害 第 九- 第 -r^ 節 はお も 明，：： に 此# を 謂 ふて 15 るので ある" 

然し V ら此 場合に 於ても 亦 近^ 神學は 故障 を 巾 立てざる を 得ない ので ある、 彼等 は 曰 ふので ある、 


バウ 11 の此 一一 一一 n たる、 是れ キリストに 就て 謂 ふたので はない、 父なる 神に 就て 謂 ふたので ある、 パゥロ 

は此 所に 神の 驚くべき 攝理に 就て 述べ て、 感嘆の 餘り 父なる 祌に對 し 此の 讚美の 聲を 揚げた ので ある， 

故に 「彼 は 萬 物の 上に 在りて 云々」 の 言 辭 はぎ 入 語と して 前後の 關係を 離れて 解すべき 者であって、 

決して キリ ストに 關 する 者と して 解すべき ではない、 聖書 は 他の 所に 於て 曾て 一 囘も斯 くも 明， 闩 にキ 

リ ス トは 神で あると いふた 事 はない、 故に 此 場合に 於ても 此言辭 を キリ ストに 適 川すべき ではない と 9 

叉たん ー テルと 同時代の 聖書 學者 なりし H ラス マ スは此 言 辭に 就て 下の 如き 解釋を 下して tes るので 

ある、 彼 は 言 ふので ある、 バウ B の此 一一 目辭 たる 之 を 左の 如くに 二分して 讀 むべき である、 卽ち 

彼 (キリスト) は 萬 物の 上に 在り、 神 は 世々 讚美すべき 哉、 ァメン 

と、 卽ち 前半 句 は キリストに 關 はる 言辭 であって 後の 半句 は 神に 關 はる 者で ある、 「キリスト は 萬 物 

す ベ を さ 

の.^ にあり」 と ある は 昇天せ る キリストの 萬 物 を 統治め 給 ふ 事 を 云 ふたので あって、 新約聖書 全體の 

キリス ト觀 を玆に 繰返して 云 ふたに 過ぎない、 而 して キリ ストに 此權能 を 授け 給 ひし 神 を 讚美 せんた 

めに 後の 半句が 加 へられた ので ある、 パゥ „1 の此ー 一 一一 口た る、 キリストの.： 千宙 統治 權を認 むる と 同時に 其 

至上 權は之 を 祌に歸 し 奉りし パゥロ の祌學 思想 を 述べた ので あると。 

實に氣 むつ かしき は神學 者なる かなで ある、 彼等 は 容易に 單 純なる 信仰の 要求 を 入れて nJK れな いの 

である、 キリス トは祌 なりと 信じて 漸く にして 兹に 聖書 の 證霄に 接したり と 思 ひて 喜 ベ ば 彼等 は 文法 

を 引出し、 古例に 訴 へて、 懷 疑の 冷水 を 信仰の 熱心の 上に 注ぐ ので ある、 我等 は 時に 願 ひて 育 ふので 

ある、 ^に 神學 者の 在ら ざらん こと を、 彼等 微 りせば 我等の 信仰 は 如何に 易 からん と、 然し 乍ら 祌は 

彼等 を 世に 遣り 給 ひて 我等 をより 深く 光明の 域へ と 導き 給 ふので ある、 傳道之 書の 著者の 一一 一一 〔を藉 りて 

キリストの： S 性に 驟 する 新約 聖 »: の！. S  i 五 五 
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曰へば、 神舉の 此^に 在る は 「祌 が^の 人に 之 を 校け て 之に 身 を tl がせし めん」 ためで ある C 一章 十一 If 

節 )o 

然しながら、 すべての 神學 者が バウ 口 の此 一一：；：： を 其 純に して 明，：： なる 意味より 離さん とする ので は 

ない、 ^に棄 る祌學 者が あれば 义 助く る祌學 者が ある、 而 して パゥ n の此言 をィ H スの 神性の 明，：：： な 

ォ| ゾリ チ I 

る證 明と して 解す る祌學 者の 中には 左の 如き 犬なる 櫬威 者が あるので ある、 卽ち 古代の 祌學 者と して 

は イレネ ウス、 テ ルッリ アン、 オリ、 ゲン、 ク リソス 卜ム、 ァゥ ガス チン、 イエロ 1 ム、 テヲ ドレ—、 

近^の 神學 者と して はル ー テル、 カル ビン、 ビ ー ザ、 卜— ルック、 ウス テリ、 ォ ルス ハウゼン、 フィ 

リッピ、 ゲ ッス、 リッチ ル、 ホフマン、 ヴァイス、 デリッチ、 シュ ルツ ッ、 (ゴ ー, デ ー 氏の 列 擧に依 

る」、 是等は 祌學の 大權威 あで ある、 我等 は 勿論 人に 據て 立たない、 我等の 據て 立つ 所 は 神よりの 直 

接の 默 示と、 我等の 確實 なる 實驗 とで ある、 然し 乍ら 玆に 我等の 有せざる 深遠 該博の 智識 を 以て 我等 

の 信す る 所 を確證 して 5. 犬る k 信仰の 先達 者 ある を 知りて、 我等 は 我等の 救 主なる ィ H ス キリストの 祌 

なる こと を する 上に 於て 甚だ 心 强く感 する ので ある。 

イエ ス はせ て 一 囘も自 から 「我 は祌 なり」 と 明白に 言 ひ 給 ふたこと はない、 其れ故に 彼 は 神で ある 

と 謂 ふこと は 出来ない と は 所謂 現代人の 厦々 唱 ふる 所で ある、 乍 併、 其 事 は 彼が 神で ない 證據に はな 

まこと  A づ 

ら ない、 世に未だ^^=て眞の聖人にして自から 「我 は 聖人な り」 と 謂 ふた 者 はない、 聖人 は 聖人の 如く 

語り 且つ 行 ふが 故に 聖人で ある、 自稱 聖人 は 聖人に 非す して 僞の 聖人で ある、 其 如く ィ H スは祌 の 如 

く 語り はつ 行 ひ 給 ひしが 故に 神で あるので ある、 「我 は 神な り」 と 曾 ひし ッ 口の 王 は 神に 非す して 滅 


亡の 子であった や 丙 結書サ 八 章 二 節〕、 實にィ H スは 曾て 一 同も自 から 「我 は 神な り」 と 明白に 言 ひ 給 

はなかった,、 然れ ども 彼 は 「凡そ 勞れ たる 者 また 重き を 負へ る 者 は 我に 来れ、 我れ 汝を 息ません」 と 

言 ひ 給 ふた (馬 太傳十 一 章サ八 節」、 彼 はまた 言 ひ 給 ふた 「我 はァ ブラ 、ノ ム の 在ら ざり し 先き より 在る 者 

なり」 と (約 翰 傳八章 五八 節〕、 彼 はまた 自由に 人の 罪 を 赦し給 ふた、 叉 全人 類の 審判 者 を 以て 自 から 任 

じ 給 ふた、 ィ H スの 全生涯が 人の それではなかった、 彼の 死狀を 見て 百 夫の 長 は 一一 一一 II はざる を 得な かつ 

た 「此は 誠に 神の 子な り」 と (馬 太 傳サ七 章 五 四 節し、 ィ H スの祌 性を證 する 者 は 彼の 口より 出た る此言 

彼 言で はない、 祌 らしき 彼の 生涯で ある、 親しく 此 生涯に 觸れし 者が 左の 如くに 首 ひ 得た ので ある、 

k れ 我等が 聞き、 また 目に 見、 懇切に 觀、 我手們 りし 所の 者、 卽ち 元始より 在りし 生命の 言を汝 

等に 傳ふ、 此の 生命 旣に顯 はれ たれば 我等 之 を 見て 證し をな す、 卽ち 原來聖 父と 偕に 在りし 者に 

して 我等に 顯 はれた る窮 りなき 所の 此 生命 を汝 等に 傳ふ 

はじめ  ロゴス もとよ，.：' ち ゝ  と，0 

と (約 第一 書 一章 一、 二 節)、 元始より 在りし 生命の 言、 原來聖 父と 偕に 在りし^に して 我等に 顯 はれ 

たる 窮 りなき 生命 …… ィ H スは是 であるが 故に 神で あるので ある。 

余翬は 曩にィ H ス キリストの 神性に 關 する 新約聖書の 明言と して 三 箇を擧 げた、 其 第一 は 約 翰傳第 

一章 第一 節で ある、 其 第二 は 同 第二 十 章 第二 十八 節で ある、 其 第三 は 羅馬書 第 九 章 五節で ある、 以上 

は 化れ も 明お に キリス トは 神な りと 語って 居る ので ある。 

其 第 四 は 提多書 第二 章 十三 節で ある、 邦譯 聖書に は 

大 なる 神卽ち 我等の 救主ィ H ス キリストの 顯 はれん 事 云々 

と ある、 之に 由て 觀るも 我等の 救主ィ H ス キリストの 大なる (權能 ある) 祌 である こと は瞭 である、 

キリストの 神性に 阁 する 新 の s-i:  IK 七 
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原語の ま k に直譯 すれば 

我等の 大 なる 祌 にして 救 主なる ィ H ス キリスト 云々 

と 成る、 卽ちィ H スキ リスト は 救 主にして 大 なる 祌 であると 謂 ふので ある、 キリストの 祌性を 語る も 

のにして 之よりも 明白なる 言 はない。 

併し乍ら、 聖書の 此 言に 對 して ニ箇 の反對 または 疑問が ある、 其 第一 は 提多書 其 物の 價 値に 關 する 

ものである、 提多書 は余聚 がせて 論ぜし 所の 『疑 はしき 書簡』 の 一 である (『研究 十 年』 第二 三 五 頁 

以下 を 見よ— 本 全集 笫七卷 『新約 研究 下』 参照)、 而 して 第 M の。 ハ ゥ 口 の 書簡と して 認め 難き 此書 の證言 

の 依て 賴 むに 足らす との 說 である。 

實に提 多 書の バウ Q の 乎に 成りし こと を證 明す る は 難く ある、 併し乍ら、 其の 初代の 信者の 信仰 を 

表明した る 者た る樂は 明かで ある、 信仰の 證明^ は バウ 口 一  人に 限らない、 提多 は S 人の 作で ある 

とする も 其 言 ふ 所 は 新約聖書 編 « 時代の 信者 總體の 信仰 を 代表す る 者で あ る こと は 明かで ある、 其 

「疑 はしき」 は バウ 口 の 手に 由て 作りし 書簡と して ある、 其 表明す る 信仰の 疑 はしい ので はない。 

其 第一 一は 原文の 讀方 である、 之 を 左の 如くに 讀むも 文法 上 放て 盖閊は ない ので ある、 

大 なる 神と (並に) 我等の 救主ィ H ス キリストの 顯 はれん こと 云々、 

と、 斯く 讀んで 父なる 祌と 子なる キリストと は 別個の 實在 者と して 解せられ る、 而 して 提多 書の 此言 

を 以て キリス トの祌 性を證 明す る こと は 3£來 なくなる ので ある。 

併し乍ら 文法 上差閊 ない とする も、 解釋上 甚だ 不都合で ある、 r 顯 はれん」 と は び顯 はれん」 

との 意であって、 キリ ストの W 臨 を 謂 ふたので ある、 而 して 架 書 は キリス トの搏 臨を說 くも (父なる) 


神の w 臨を唱 へない ので ある、 「神と キリストとの 苒臨」 と 謂 ひて 敎義上 何の 意味 をも爲 さない ので 

ある、 故に 此 場合、 如何しても r 祌卽ち 救 主」 とか、 或 ひ は 「神に して 救 主なる」 とかい ふ 意味に 解 

する のが 常然 である、 斯 くして 新約聖書 は兹 にも 亦ィ H ス キリス トは祌 なりと 明白に 言 ふて 居る ので 

ある。 

其 第五 は 彼 得 後書 一 章 一 節で ある、 日本 譯聖 書に 依れば、 

我等の 神と 救主ィ H ス キリストの 義に 由り て 云々 

と ある、 文章の 構造 は 前の 提多 書の それに 能く 似て ：5 る、 故に 之 を 左の 如くに 改譯 して 差 岡ない ので 

ある、 

我等の 神に して 救 主なる ィ H ス キリストの 翁 云々 

と、 而して此文句は之を斯く譯するのが正當でぁるとは加\^書學の泰斗スピ ッタ (spitta) 並に フ ホン 

ゾ ー ヂン scden)  二 氏の 齊 しく 主張す る 所で ある、 二 氏の 信仰 上の 立場より すれば ィ H スは祌 

なりと 斷言 する は 其 首肯し 能 はざる 所な らん も、 嚴密 なる 批評の 立場より して、 彼等 は斯く 主張せ ざ 

る を 得なかった ので ある、 斯 くして 玆 にも 亦 聖書 はィ H ス キリ スト は 神な りと 明，：：： に唱 へ て 居る ので 

ある。 

其 第 六 は 約 翰 第 一 書 五 章 一 一十 節で ある、 

我等 は眞理 者に 在り、 卽ち 其子ィ H ス キリストに 在り. 彼 は 卽ち眞 神 また 永 生な り 

と ある、 此譯 文に 依れば イエ スの 神なる こと は 最も 明白で ある、 而 して 聖 アサ ナシ ウスの 如き は 早く 

より 此語を 引用して、 キリストの 神性 を 主張した ので ある、 併し乍ら 此解 釋に對 し反對 がないで はな 

キリスト6神性に蹈す-:>新^56*^?"の明ーーーー：1  一  五 九 
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い、 其 殺も^ 力なる 者 は ホルツ マ ン氏 である、 彼は此 場合に 於て は 「彼」 なる 代名詞 は 眞理者 卽ち祌 

を 指す；！ であって、 キリ スト を 指す^ でない と 主張した、 而 して ゥ ヱ スト コッ ト 氏の 如き も 此說を 取 

り、 A  •  E  • ブルック 氏 も 亦 氏の 近著 萬 國批！ ^的 註解 書 の 約 翰 書翰の 卷に 於て 此說を 維持して 

居る、 併し乍ら 古来より キリスト 神性 論の 論據 として 認められし 此ー 節 は 容易に 動かさるべき 者で な 

い、 若し 單に 文法 上より 謂 ふなら ば 「彼」 なる 代名詞 は キリスト を 指す 者と して 解す るが 當然 である 

若し さう でないならば ョ ハネ は兹に 曖昧の 言 を 述べて 居る ので ある、 若し 彼が キリスト を祌 として 見 

なかったならば、 彼は斯 かる 暖 味の  一一 K を 避けて 明 {n に 神と キリ ス トと を. R 别 したで あらう、 キリスト 

は 神な りと 信じ 得る 者は此 一 節 を 請んで 之 を 文字の 儘 以外に 解釋 せんと 努めない ので ある、 其 解釋の 

W 難 は 信仰的であって 文法的で ない、 イエスキリスト …… 彼 は露祌 また 永 生な りと 間いて 躓かざる 

おは 幸福で ある。 

其 第 七 は 希； £來 書 一 章 八 節で ある、 

其 子 (ィヱ ス キリスト) に 就て 曰へ る は、 神よ 爾の位 は 世々 に 及び 云々 

と ある、 玆に 作者 は キリスト を 「神よ」 と龥ぶに^^路しなかったのでぁる、 勿論 此 一節に 關 しても 種 

種の 異論が 唱 へられた とは雖 も、 然 かも 神と キリストと を 厳密に^ 训 せし 者が 斯 かる 文字 を用ゐ たと 

は 如何しても 思 はれない ので ある、 余輩 は兹 にも また キリスト は祌 なりとの 聖書の 明 Iw の 一 を 認め ざ 

る を 得ない の である、 少く とも 其 カ强き 暗示 を發 見せざる を 得ない の である。 

其 他 同じ 希 伯 来書の 十三 章廿 一節、 哥林多 前書 八 |1单 六 節、 哥羅 丙 書 一章 十六、 十七 節、 啡立比 書 二 

章 六節以 F 等 は 孰れ も キリストの 祌 なること を 明示せ ざれば 暗示す る 者で ある、 彼 を 人間の 一 人と a 


て、 縱し 最も 完全なる 一人と る も、 此 等の 一 W 辭は 最も 不 似合で ある、 キリスト を 人と 見て 新約聖書 

を 解 せんとす るの 困難 は 彼 を 神と 見ての 困難よりも 遙 かに 多く ある、 ィ H ス キリスト は祌 なりと は 新 

000O000OO00OO  0O0O0CO  OOO0OOOOO00OO0OOOOOOOOOO 

約 書 全體を 通う して 響き渡る 音調であって、 又 其處々 に 於て 明白に 發 表せら る.^ 所の 神の 奥義で あ 

0  0  0  0 

ると & ふ。 


キリス トは 如何なる 意味に 於て 萬 物の 造 主なる 乎 


萬 物 は キリ ストに 由て 造られた りと は 聖書の 所々 に 示す 所で ある、 例へば 

萬 物 之 (道卽 ち キリ ス ト) に 由て 造らる、 造られた る^に して 一 ッ として 之に 由ら で 造られざる 

はなし (約 翰傳 一 章 三 節〕。 

我等に …… 又 一 ッの 主卽ち イエスキリスト あり、 萬 物 之に 由り、 我等 も 亦 之に 由れ り (哥林 多 前書 

八 章 六 節 T 

イエ ス キリス トを 以て 萬 物 を 造り 給 ひし 神 云 々05卯所書三章九節)0 

そ は 彼 (キリスト) に 由て |25 物 は 造られたり、 天に 在る もの、 地に 在る もの、 人の 見る こと を 得 

る もの、 見る こと を 得ざる もの、 •：•： 萬 物 彼に 由り て 造られたり、 且つ 其 造られた る は 彼が 爲め 

なり、 彼 は 萬 物より 先に あり、 萬 物 は 彼に. E りて 存っ こと を 得るな り 2a 羅西書 一章 十六、 十七 節)。 

キリスト は ffi 何なる 意味に 於て S 物の 造キ： なる 乎  1 六 一 
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もろく 

祌は彼 (其 子卽ち キリ ス ト) を 以て 諸の 世界 を 造りたり (希 伯 來書ー 章 二 節〕。 

是れ 抑々 什う 云ふ鐸 であるか、 是れ 一種の 迷信と して 着 過すべき ことで ある 乎- 或 ひ は 深き 眞理の 其 

屮に存 する 事で ある 乎、 大に 攻究すべき 問 題で ある。 

疋れ勿 41 大工の 子ナザ レのィ H スが^ 界萬物 を 造りたり と 云 ふこと でない 事 は 明かで ある、 ィ ェ ス 

は 人の子で あると 雖も 宇宙 萬 物の 造 主で あると は 我等 信ぜん と 欲して 信す る こと は屮 I 來 ない、 是れ信 

する に餘 りに 洪大なる ことで ある、 敎會 の信條 として 之 を 無智の 信徒の 上に 强 ゆる こと は出來 やうが 

道理と して 識者に 之を薦 むる こと は 出来ない。 

是れ又 惟一 の祌卽ち父の外に^？物の造主がぁったと云ふこぃでなぃ事は確かでぁる、 §\^書は明かに 

此事を 示して 居る、 例へば 

そ は 萬 物 は 彼 (主なる 神) より 出で、 彼に 倚り、 彼に 歸れ ばな り、 願く は ゆ々 榮光 神に あれ (羅 

書 十 一 章 措 六 節 )o 

我等に 於て は 惟一 の祌. S ち 父 あるの み、 萬 物 之より 生り、 我等 之に 歸す (^林 多 前書 八 章 六 節、。 

^物の 起 M は 主なる 父の 祌 である、 萬 物 は 彼より 出で と 云 ひ、 之より 生りと 云 ふ、 キリストに 就て 斯 

かる 語辭は 決して 使 はれて ない。 

然 らば 如何なる 意味に 於て キリ スト は 萬 物の 造 中： であるの である 乎。 

以上 引用せ し 書の 語辭の 中で 稍々 解し 易 いのは 

其 (萬 物) の 造られた る は 彼 (キリスト〕 の爲 めな り 

と 云 ふ 事で ある (哥羅 西 書 一章 十六 節)、 キリスト は 神の 子に して 人の 首で あるから、 彼 は 萬 物の 首、 造 


化の 終極で あると 云 ふ 事 は 決して 解し 難い 事で はない、 宇宙 を  一 II と 見て キリスト は 其 首で ある、 其 

も 力 

意味に 於て 宇宙 は キリストの 屬 である、 彼のた めに 造られた る 者で ある、 人 は 萬 物の 靈長 であるが 故 

に 萬 物 は 人の ために 造られた りと 云 ふと 同じで ある、 バウ 0 の 所謂 

萬 物は汝 等の 1? なり …… 汝等は キリストの 屬、 キリスト は 祌の屬 なり 

と は 此事を 謂 ふたので あると 思 ふ £H 林 多 前書 三章サ 一 , 廿三 節) C 

玆て 於て 神が キリスト を 以て、 或 ひ は キリ ストに 由り て 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふこと が 少しく 明瞭 

になる ので ある、 キリスト は 造化の 終極で ある、 終極で あるが 故に 其 目的であって 又 其 理想で ある、 

物の 理想 は 其 最高の 結果に 於て 顯 はる k 者で あるが 故に、 宇宙 最高 最 美の 產 たる キリ ス トが其 理想で 

あると 云 ふこと が 出来る、 而 して 神が キリ スト を 以て 萬 物 を 造り 給 へ りと は 此事を 謂 ふたので あると 

思 ふ、 卽ち彼 は 常に キリ スト を 最後の 目的 卽ち 理想と して 萬 物 を 造り 給 へ りと 云 ふこと であると 思 ふ、 

卽ち 最後に キリ ス トを 生まん がた めに、 卽ち 愛と 犠牲の 化身なる 彼 を 生まん がた めに 神 は 萬 物 を 造り 

給へ りと 云 ふこと であると 思 ふ、 恰 かも 人なる 父が 其 愛子の 出生 並に 生育 を 目的と して 萬 事 を 計畫し 

之 を處辨 する が 如くに、 祌は キリストの 出生と 其天國 建設の 聖業を 目的と して 萬 物 を 造り 給へ りと 云 

ふこと であると 思 ふ、 何にも 神 は キリストの 手を藉 りて 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふこと ではない、 キリ 

スト を 惟一 の 眼目と して、 彼に 在りて、 愛 を 彼の 中に 籠め て、 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふこと であると 

S ふ、 由いて 又は 以てと 譯 せられし 希 職 語の 前置詞 cm は斯 かる 意味 を 通す る詞 である、 基督 者が キ 

リ ス トに 在りて 事を爲 すと 云 ふ 時に も 同じ 詞を使 ふので ある、 キリ ストと 共に 爲 すと 云 ふので はない、 

又 キリストの 援助 を藉 りて 爲 すと 云 ふに 止まらない、 心 を キリストの 中に 置いて、 彼の 意 を 以て 我が 

キリスト" ffi 何たら jiS 味に 於て 萬 物の 造キ： なる 乎  一 六 一二 
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意と なして 爲 すと 云 ふので ある、 勿論 祌が キリストに 對す るのと、 我等が 彼に 對す るのと 立場 は 全く 

之 を 異にする と雖 も、 然れ ども 彼に 在りて 事を爲 すと 云 ふ 愛の 態度に 至て は 神 も 我等 も 少しも 異なる 

事 はない。 

^羅西 書 一章 十六 節に 於け る 「彼に 由て 云々」 は斯 くの 如くに して 解釋 する ことが 出来る、 併し 乍 

ら 約翰傳 Is- 三 節、 叉 は 哥林多 前書 八 章 六 節 等の 場合に 於て は 此解釋 は 用を爲 さない、 是 等の 場合に 

於て は異 つた 前置詞が 使 はれて ある、 夫れ は 希 職 語の dia であって、 英譯 聖書に は 普通 through を 

以て 譯 され、 日 木 譯には 或る 場合に は 託り ての 文字 を 以て 譯 されて ある、 文法 家の 所謂 dia  instru- 

mental であって、 手段の 使用 を 示す 詞 である、 故に 

离物 之に 託り て 造らる 

と ある は 之 を 文字通りに 解 釋 すれば、 萬 物 は キリスト を 手段と して、 或は キリス 卜 を 以て、 或 ひはキ 

リスト を 使 ふて 造られた りと 云 ふ 意味になる、 而 して 斯 く解釋 して 玆に キリス 卜が 事實 上の 萬 物の 造 

主で あるかの 如くに 示して ある やうに 見える。 

玆に 至って 問題 は 甚だ 闲 難くなる ので ある、 事 は 祌の實 在 問題に 涉 りて 純粹の 哲學 問題と ならざる 

を 得ない、 W し 乍ら 前に 述べし が 如く、 萬 物の 目的 (理想) の キリストに ありし を 知り、 叉 神が キリ 

ストに 在りて 宇宙 を 造り 給 へ りと 云 ふ 事の 何たる 乎 を 悟りて、 彼が 又 キリス 卜 を 使 ふて 萬 物 を 造り 給 

へりて ふ審の 何たる 乎 は 之 を 略々 推測す る ことが 出來 やうと 思 ふ、 此 場合に 於て は キリス 卜 は 歴史的 

の キリスト ではない、 造化の 原现 たる 道 OLOgds,  word) である、. 今日の 術語 を 以て 言へば やき ：6 法 

M である、 而 して 神が キリスト を 以て 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふ は、 此 法則に 從て 造り 給へ りと 云 ふと 


同じで あると 思 ふ、 勿論； 大然の 法則と 云 ひたりと て 今の 人が 思 ふやう に 神 を 離れ、 彼れ に 何にも 關係 

のせ 一い もので はない、 天然の 法則 は 神の 法則であって、 神より 出た る 者で ある、 併し乍ら 神が 萬 物 を 

造り 給 ふに 方て、 一 々之に 自 から 聖手を 下し 給 はすして、 之 を 彼の 定め 給 ひし 法則に 委ね 給 ひしと 云 

ふこと は 近世 科學の 結論に 照らして 見て 疑 ふべ くもない、 萬 物 は祌が 造り 給 ふたので ある、 其 事 は 確 

かで ある、 然し 如何にして 造り 給 ひし 乎と 問 ふに、 聖書 は キリスト を 以て 造り 給へ りと 答へ、 科學は 

天然の 法則 を 以て 造れり と 答 ふ、 彼 は 或る 中間 者 を 以て 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふに 至て は 聖書 も科學 

も其敎 ふる 所 を 共に して 居る と 思 ふ。 

併し乍ら 聖書と 科 學とは 全く 異なりた る 方面より 造化 を 見て 居る ので ある、 聖書 は 其 目的より、 科 

學は其 造られし 手段より 之 を 見て 居る ので ある、 造化の 目的 は 愛で ある、 卽ち キリスト である、 併し 

乍ら 其發 生、 生長の 手段 方法 はん r 人の 所謂 天然の 法則で ある、 而 して 科學 者なら で 信仰 家な りし 聖書 

記者が 神 は キリ スト を 以て 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ひし こと は 決して 無理で ない と 思 ふ、 是れ實 に 然も 

あるべ き 事であって、 信仰の 眼より 見た る 宇宙 は 實に爾 うなくて はならない と 思 ふ。 

斯く 41 じ 來て、 人 は 余輩に 問 ふて 言 ふで あらう、 若し 其 事が 雨う であると して 如 m:、 其 事 を 知って 

何の 用に 立つ 乎、 其 事 は 文法と 科學 とにまで 訴 へて 論究す るの 惯 値が ある 乎、 是れ 中古 時代の 規玻學 

者 等が 天使の ことに 就て 議論 を鬪 はした と 同樣、 究 むる に勞 多くして 益な きこと ではない 乎と。 

併し 余輩 は 雨う 思 はない ので ある、 神が キリスト を 目的に、 彼に 在り、 彼 を 以て 萬 物 を 造り 給へ り 

と 云 ふ 事 は 人類の 實際 問題と して 甚だ 大切なる 事で あると 思 ふので ある、 宇宙の 目的 如何、 其 終極 如 

何、 其 理想 如何、 破滅 か、 優勝劣敗 か、 宇宙 は 仁者の 现 想に 背きて 暴力の 專 制に 歸 しつ， - ある 乎、 林 

キリ ス トは 如何なる ® 味に 於て s 物 st:s 主なる 乎  一 六 五 
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に 虎が 猛 るが 故に、 ^に 佞人が^ 扈す るが 故に、 萬 物の 終る 所 は 暴虐 無道で ある 乎、 「否な よ」 と聖 

書 は 答 ふるので ある、 祌は キリスト を E 的に、 キリストに 在りて、 キリスト を 以て 〈千 宙萬物 を 造り 給 

へりと、 卽ち愛 を HI 的に、 愛に 在りて、 愛 を 以て 宇宙 を 造り 給へ りと、 宇宙の 目的 は 愛、 其 成りし 乎 

段 は 愛、 其 原理と 精神と は 愛で あるとの ことで ある、 是れ 何と 貴い 吿知 ではない 乎、 福音と は 實に是 

れ ではない 乎。 

彼れ (キリ ス ト) は 人の 兒る こと を 得ざる 神の 狀 にして 萬の 造られし 物 (造化) の に 生れし 者 

なり 

と C 哥羅西 書 一 章 十五 節)、 叉 

キリスト は 神の 造化の 始 なる 者 

なりと 〔i? 示 錄三章 十四 節)、 之を卽 ちん：. -n の 言 辭を 以て 云 へば、 キリスト は 宇宙の 太 原 叉 其 原理で ある 

と 云 ふので ある (希隨 語の I)r5totolss 並に archS は此 意味で あると 云 ふ)、 宇宙の 太 原が 旣に 愛な 

る キリスト であり、 其 原理が 犠牲の 羔 であると 云 ふなら ば、 其實 質の 何たる 乎、 其 終極の 何たる 乎 は 

問 はすして 明かで ある、 而 して 此羔は 

，の 始めより 殺され 給 ひし 者 

なりと 云 ふ (默 示錄 十三 章 八 節)、 之 を 他の  一一 一一 口 葉 を 以て 言へば 

宇 {m は 犠牲に. 5 りて 成る 

とのこと である、 卽ち 所謂 天然 の 法則なる もの は Gji_1 力 でもな く壓制 で もな く、 其 原 理 は 主 ^ 卽ち 犠牲で 

あるとの ことで ある、 卽ち 賴 髏 山上の 卜 字 架 は 神の愛 を顯 はす 者で あるの みならす、 叉 字宙萬 物の 锖 


神を彰 はす 者で あるとの ことで ある、 宇宙 を 盲 力の 衝突と 見る のは大 なる 誤 s である、 良く 之 を 解す 

れ 宇宙 其 物が 大福 音で ある、 天然 は 腕力で 一 i 音の みが 恩惠を 示す 者で あると 云 ふが 如き は 極く 淺薄 

な る 宇宙観 であって、 叉 極く 淺 薄なる 架 書 智識 で あ る 。 

而 して 斤 一世の 大 詩人と して は ヲルヅ ヲス、 叉 彼よりも 更らに 遠大た る は ブラウ 一一 ング、 彼等 は 宇宙 

の 原則の 實に 愛卽ち キリスト にある を 洞察して 此事を 彼等の 崇高なる 詩に 表 はして 歌 ふた、 哲學 者と 

して は ジョン. フィスクの 如き 人、 科學 者と して は ルコントの 如き 人、 叉 社 會學^ として は クロ ボト 

キン、 祌學 者と して は w、  L、 ゥォ ルカ ー の 如き 人、 彼等 は 皆な 眞理 の玆に 在る を 認め、 キリスト を 

中心とする 宇宙 觀を 世に 提供した、 キリスト 中心 說は 決して 痴 者の 夢で はない、 是れ 最も 良く 道理に 

叶 ひ、 最も 良く ti- 心を滿 足せし め、 叉 最も 良く 吾人の 希望 を 維持す る、 完全に して 宏遠なる 宇宙 觀で 

ある。 


處 女の 懷胎は 果して 信じ 難き 乎 

r 馬 太傳 一 章 t 八 二 一十 五節、 路加 傳 一 章 一 一十 六 —三十 八 節) 

進歩 思想 を 標榜す る 近世の 祌學者 は 大抵 は處女 懷胎の 事實を 否定す る、 彼等 は 之を稱 して 「誕生 談」 

と 云 ふ、 美 はしき 談には 相違な けれども 勿論 事實 として 在った 事で はな いと 云 ふ。 

IS 女の 憤胎は 梁して 信じ « き 乎  一 六 七 
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雨う. t て 彼等が 之 を 否お する 现. m は 主 もに 二つで ある、 其 一は 馬 太、 路加の： € 傅 を 除いて 他に 新約 

書 は 此^5* に就 て 一一- H はな いと 云 ふこと、、 其 第！ 一は 之 を科學 的に 說 明す る は 全然 不可能 の 事で あると 

一 K ふ ことで ある。 

今少しく 其 第一 の现. e に 就て 一一 E はんに、 約 翰 傳が處 女 懐胎に 就て 一 霄を錄 さない のは^に 怪 むに 足 

OOO0  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

ら ない、 そ は 約 翰 俾は處 女懷胎 以上の 奇踏を 述べて 25 るからで ある、 ィ H スを 永遠より 祌と 偕に 存在 

したる 道 I- と M 一  視 して、 ^に 其受 肉の 方法に 就て， 訝る 必要 はない、 ィ H スは旣 に 驚くべき 者で ある、 

生で ある、 光で ある、 萬 物の 造 者で ある、 斯 かる 者が 與 様の 方法に. m て 骨に 生れ 出しと 記す も 人 は 之 

に 由 て 仰ヒ M のハ儉 する 所 はない、 約 翰 傅 記者 の 立 場より 見れば 處女 懐胎 の 如き は 勿論の 事で ある、 

人たら ぬお が^に 臨む に 方て 人なら ぬ 方法に 由り しと は述 ぶる の 必要な き 事で ある、 約翰傳 記者 はキ 

プリ- r- キジ ステ 二，、  •  •  9  9 

リスト 先 .一:^ のより 火なる 奇践を 述べし が 故に 處女 懊胎 のより 小なる 奇積を 省いた まで ある。 

パゥ& のお E 翰 中に 處女 懷胎に 就て 一言 も 云 ふて ない と は 多くの 批評家の 云 ふ 所で ある、 成程、 イエ 

スは處 女 マリアより i?- れ たりと 明白に 言 ふて はない、 而已 ならす 彼 (イエス) は 肉體に 由れば ダビデ 

の裔 より 生れ (羅- お 書； ぉ艺 一一 節〕 と 言 ふて ある を 見れば パゥ 口 は イエ スの 自然 的 出生 を 信じて 居った や 

うに も 見える、 然しながら バウ tl 在世 當 時の 基督 信者が 齊く處 女 懐胎 を 信じて 居った に 係らす、 熱誠 

バウ a の 如き 者が 明白に 斯 かる 迷信 (若し 彼が 之 を 迷信と 信ぜし ならば) に反對 しなかった 事 は 注意 

すべき， 實 である、 此審 に關 する パ ゥ 口 の 沈 默は此 事の 輕 からざる 反證 であると 言 はなければ ならな 

、 0 

而- しなら す、 6^ルカは.ハゥ 口 の最も親しき友人でぁった、 彼の 醫 者であった のみたら す、 彼の 言行 


の 記述 者であった、 然るに 此 人の 緩り しと 云 ふ 路加 傅が 最も 精細に 處女 懐胎に 就て 述べて 居る ので あ 

る、 師 たる バウ 口の l^T せ ざり し 事 を 弟子た る ルカが 細かに 記し やう 害 はない、 バウ II 主義の li 昔 書と 

も稱 すべき 路加 傳は パゥ 口 の 信仰 を傳 へた ものであると 見るべき である。 

而已 ならす、 。ハウ „1 の 書翰 中、 彼 は 所々 に 主 イエスの 異様なる 誕生に 就て 暗示して 居る、 試に 加拉 

太 書 四 章 四 節 を 見る に  。。。。。。。 

然れ ども 期旣に るに 及びて 神 其 子 を 遣し 給へ り、 彼 は 女より 生れ、 律法の 下に 生れたり 

と ある、 「彼 は 女より 生れたり」 と は 奇異なる 一一 目 である、 若し 彼が 普通の 人で ありし ならば 此は全 く 

t, 、-た 

述 るの 必要な き 言で ある、 神の 子は此 I に 降り 給 ふに 方て、 突然 天の 高き より 天降り 給 はすして、 女 

の胎 より 生れ 給へ りと は、 是れ旣 に 異様の 言で ある、 バウ 口 の此ー 百と 路加 傅の 記事との 逕庭 は 至て 僅 

少 である、 バウ a は兹に ルカが 表示して 居る 所の 事 を 暗示して 居る ので ある。 

然し バウ n の此 一一！  一口の 意味 は玆に 止らない、 深く バウ a が 使^せし 言辭の 意味 を 探って 見る と、 彼 は 

玆に 殊更ら に 首辭を 選んで 使って 居る ことが 1^ 明る、 此處に 「女より 生れたり」 と ある は 馬 太 傳卜ー 

章 十一 節幷に 路加 傳七章 二十 八 節に r^l の 生みた る 者」 と あると は 全く 違った る 言 辭 である、 前；！ は 

希 職 語の ginomai であって、 後者 は 其 g.ennao である、 日本 譯に 由て 見る も、 「生れた る」 と 「生 

みたる」 との 間に は 多少の 相違が ある、 「生みた る」 と は 自然法に 由て 婦の 生みた るの であって、 

「生れた る」 と はきに 由て 生み出され たので ある、 ィ H スとバ プ テス マの ョハ ネ との lEi 刖は玆 に 在つ 

た、 ィ H スは 神の 子であって 女に 由り て 現世に 於け 其 生命 を 己に 取り 給 ふた 者で ある、 ヨハネ は^ 

の 生みし 者の 一人であって、 t" 通の 人で ありし が 故に 普通の 方法に 由て 生れ 屮 いた 者で ある、 架 書 は 意 
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^なくして 異なった る 言 辭を以 て 同じ^ 赏を宜 傅 へ んと はしない。 

前に W 用した 羅 Sil 書 一 章 三 節の 一一 II： 辭も 同じ 意味で ある、 「ダビ、 デの裔 より 生れ」 と ある は ダビデの 

裔に 由り て ： のお 在の 耿 態より 他の _3 ^在の 歌 態に 移された りとの 意 翁で ある (博士 サン デ，' 著 『羅馬 

書 註解』 第 六 頁 を 見よ)。 

此 ほか 虚 女懷眙 に關聯 して 居る 新約聖書の 言辭は 後に 至て 掲げ やうと m 心 ふ、 然し 前に 述べた 丈け に 

由て 見ても 此 事の瑪 太、 路加 兩 傅の 記事に のみ 止まる もので ない 事が 判明る と 思 ふ。 

然し 斯く辯 明した が 今の 人は容 めに 承知し ない、 彼等 は 曰 ふ、 縦し 聚書は 3： んと言 ふと も 處女懐 

胎は 信じ 難き 事で ある、 是れ 天然の 法則に 反き、 叉 人類の 發達上 何の 益な き 事で ある、 是れ はすべ て 

の 宗敎 にある 祖師 を 尊敬す る の 餘り 後世 の 門徒の 心に 胚胎せ し 想像 であって、 强ち咎 む べきに は あ ら 

ざれ ども、 學者 として 又哲學 者と して は 到底 受納るべからざる 迷信で あると。 

然し し て 爾ぅ で あらう 乎、 是れ 余^の 問 はんと 欲する 所 で ある。 

堪 女の 懷胎 は： 人然の 法則に 反く と 云 ふ、 然し 「天然の 法則」 と は 何んで ある 乎、 其 解釋に 由て 此問 

題 はお まるの である、 天然の 法則と 云 ふ は 必然の 现と云 ふと 全く 其 趣き を 異にする、 一 一と 一 一 を 合すれ 

ば 四と なると は 必然の 现 であるが、 猿 或 ひ は 人 を 生まん とは必 しも 天然の 法則に 反いた 想像で はない、 

或る 特^の 場合に 於て は斯 かる 事 は 無い とも 限らない、 然り、 多くの 進化 il 者 は 人類の 起源 を斯 かる 

異様の 現象に 歸 して 居る、 在った 事 はすべ て 天然で ある、 如何なる 奇壞 と雖も 若し 在った とすれば 是 

れ义 夭 然の 現象の 巾に 編 人され べき 者で ある、 處女 懐胎 は 尋常の 屮 Z 來事 でない と 云 ふ を 得る も、 ：大然 

C 法 M に isf いた 事で あると は 云 へない。 


處女 懷胎は 奇蹟で あるに 相 遠ない、 卽ち 吾人が 通常 目撃す る事實 でない 事 は 確かで ある、 1 、一れ ども 

天然 物の 進化に 於て 之れ に 類した る 寄 10 は 他に 之れ を 求む る こと は 出来まい 乎、 物質が 其の 存在 を始 

めし 時に 斯 かる 奇蹟 は 行 はれた ので は あるまい 乎、 卽ち 何も 無き 時に 物の 現 はれし は 是れ物 以外の 能 

に 由った ので は あるまい 乎、 縦し 叉 或る 唯物論 者の 說に從 ひ、 物質 は 永遠より 存在せ しもの なりと す 

る も、 此死 せる 物質の 中に 生命の 臨みし 時には、 物質 以外の 或る 勢力が 宇宙に 臨んだ のであって、 是 

れ义 物質の 立場より 見れば 大 なる 奇 接であった ので は あるまい 乎、 雨う して 單 純の 生命が 進化して 植 

物と なりし 時に、 义梳 物が 進化して 動物と 成りし 時に 處女 懐胎に 類す る 奇蹟が 行 はれた ので は ある ま 

い 乎、 卽ち 更らに 新たなる 勢力が 現象 的 宇宙に 臨んだ ので は あるまい 乎、 爾 うして 動物が 進化して 人 

類と 成 つた 時に、 {千{ 由に 其 時 ま で 未だ 曾 て 在った ことのない 最大 奇蹟が 行 はれた ので は あるまい 乎、 

單 純の 物質の 場合より 見れば 生命の 現 3^ は奇廣 である、 動植物の 立場より 見れば 自覺と 意識と 情 性と 

を 具へ たる 人類の 現出 は奇绩 である、 其 如く、 普通の 人類の 立場より 見れば 天の 性 を 具へ たる 基督 者 

の 現出 は 奇蹟で ある、 物質 は 其れ 自身 に^て 進化し- _  -、  7 成った 者で あると は 維持す る に^だ 困難 

なる 學說 である、 最も 注意 深き 學者は 所謂 生物の GI お 發 生 を 否定す る、 猿猴 類と 人類との 問に 

は涉 るべ からざる 渠 溝が ある、 逸 化 は 勢力の 自發と 注 人との 合成 的 動作で ある、 生物が 猿猴 類まで 進 

まざれば 人類 は 現 はれなかった、 然しながら 外部より 靈 魂が 注入され るまで は 猿猴は 人類と 成りて 顯 

はれなかった、 人類が ダビデの 裔 なる 處女 マリアと なる まで は 基督 は 世に 臨まなかった、 然し 基督 は 

處 女の 生みた る 者で はない、 人の 肉體と 神の 聖靈 との 合成 的 動作に 由て 現 はれた る 者で ある、 故に 彼 

は 人の子に して 又祌の 子で ある、 ^かも 人類が 猿猴の 一 種に して 义萬 物の 靈長 であるが 如き もので あ 
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る" 

斯く辯 じて 科學 者と 哲學^ は 少し は 承知す るで あら ふが、 然し 承知し ない 者 は 今の 祌學 者で ある、 

§ii 書 を 以て 本職と する 彼等 祌學者 14 は 余， の 辯 明に 對 して s ふ、 縱し鹿女懷胎の如きは有り得るl^^-な 

りと する も、 斯 かる 事の 有る 必要 は何處 にある 乎、 ィ H ス キリスト は 普通の 人た る も 人類の 救 濟上何 

の 差 支な きに あらす や、 誠に 希伯來 書記 者の 曾の 如く、 ィヱ スは 人に して 自 から 誘 はれて^ 難 を 受け 

たれば こそ 我等 憐 むべき 誘 はる」 者 を 助け 得る なれ 01 章 末節 y 神が 人の 中に 宿り 給 ふに 人 以外の 者 

の屮に 宿り 給 ふの. 要はない、 人 は 旣に祌 の 子 なれば、 ィ H スは 最上の 人と して 天の 父 を 人類に 示した 

ので あると。 

raK して 爾ぅ であら ふ 乎、 人類の 完全なる 救 主 は 果して 人た る を 以て 足る であら ふ 乎、 ィ H スは 孔子、 

孟子、 釋迦と 性 を 共に して 人類 を 神の 子と なす を 得たら ふ 乎、 是れ 深き 攻究 を價 する 問題で ある。 

言 ふまで もな く 救^と は 心の 洗滌に 止らない、 又靈 魂の 啓發に 止らない、 救 と は 全人 性の 救 終で 

なくて はならない、 卽ち、 fiw 肉兩 つながらの 救-河でなくて はならない、 基督 敎は希 職哲學 (近 队哲學 も 

亦然 り) の やうに 靈肉兩 性の 個々^々 の 存在 を 認めない、 基督 敎は 人生の 渾ーを 主張す る、 人の 肉體 

が 死んで 靈 魂が 牛： くるので はない、 人 は 新ら しき 體を 以て 搏び 生くべき 者で ある、 靈 魂の 無い 人の 無 

いやう に體の 無い 人と て 有るべき ではない、 人 は 若し 救 はれる 者で あると すれば 戴肉兩 つながら 同時 

に 救 はれべき 害の 者で ある。 

此 事に 關 する 書の 指示 は鉸も 明白で ある、 キリスト は 身 (體) の 救 主な リと云 ひ (以卯 所 書 五 章 二 

十三 節ヽ 彼れ 世に 臨る 時 曰 ひける は汝、 權牲と 禮物を 欲み 給 はす、 唯 我がた めに 肉 體を備 ふと (希 伯來 


*: 十 章 五節)、 我等 是れを 知る、 我等が 地に 在る 幕屋 (此 肉體を 指して 云 ふ) 若し 壞れな は 神の 賜 ふ 所 

の屋 (新ら しき 體) 天に 在リ、 手に て 造らざる 窮リ なく 有つ 所の 屋 なりと (哥林 多 後書 五聿 一節)、 其 他 

是 に 類した る 言辭 は 新約聖書の 所々 に 夥多 有る、 爾 うして 是れ 皆な 曾て 義人 ヨブが 患難の 極、 神に 向 

つて 放った 聲の餘 韻で ある、 

我れ、 我 は 知る、 我 を 贖 ふ 者は活 く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん、 我が 此皮此 身の 朽 果て 

ん後、 我れ 肉に 在りて 神 を 見ん (約 百 記 十九 章 二十 五、 二十 六 節〕。 

哥林多 前書 十五 章に 顯 はれた るパゥ J1 の 役活論 全篇が 此 希望の 最も 明白なる 表顯 である、 彼 は 彼の 靈 

魂が 體を 據れて 存在 せんこと を 恐れた、 誠に 着る こと を 得ば 裸になる ことな からん と (後書 五 章 三 節)、 

ィ H スは此世を去る前に其弟子等に此希&：-を確かめんために左の如く；^！叫り給ふた、 卽ち、 

我れ 汝 等に 告げん、 今より 後汝 等と 偕に 新しき 物 を 我 父の 國に 於て 飮 まん 日まで は- 冉び この 葡萄 

にて 造れる 物を飮 まじ (馬 太傳 二十 六 章 二十 九 節〕。 

ィ H スが其 弟子 等に 供せ し 希 其 弟子 等が 今日まで 懐く 希望が 是 であると すれば、 此 希望 を 供せ 

しィ H ス自身が此希§>^-の實體を以て生れ給ひしとは信じ難ぃ事ではなぃ、 ィ H スの體 が 普通の 人の 體 

と 其 質 を 異にして 居った こと は § め 書 の 記事に. m て 見て 明かで ある、 變貌の 山に 於け る 彼の 榮 化の 如き 

は 確かに 彼の 體 質の 如何 を 示す もの である、 

六日の 後： イエス、 ぺテ II、 ヤコ ブ、 其 兄弟 ヨハネ を 伴 ひ 人 を 避けて 高山に 登り 給 ひしが、 彼等の 

前に 其 容貌 變 はり、 其 面、 日の 如く 輝き、 其 衣 は 白く 光れり Ci? 太 It 十七 章 二  二 節)。 

其 衣 輝き 白き こと 甚だしく して 雪の 如く、 世上の 布 晒 人も斯 く，：：： く はなし 能 はざる べし (馬 可 It 九 
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章 三 節.)。 

此 記事 は是 或る 神學 者が 爲す やう に 電光 反映 の 結 架と し て 解す る ことの 出來る 者で はない、 れはィ 

ヱ スの體 質が 此時、 其 光輝 を 放った 事と 見る のが 最も 適當 であると 思 ふ、 バウ II の 言 ふ 所の 

凡そ 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に榮 いや 增 さりて 共 じ 像に 化る 林 多 

後 喾三章 末節) 

と ある は 心の 榮 をのみ 指して 云 ふたので はなく して、 亦體 (像) の 榮をも 指して 云 ふたので ある、 パ 

ゥ&の 所 ii る榮 (英語の g.lory 希隨；^！^の cloxa) は榮 の 意で はなく して 光輝の 義 である こと は is ほ 

畢 者の 一 般に認 むる 所で ある、 my れ 以西 結 書 第一 章に ある H ホバ の 自顯の 記述に 於け るが 如く 光輝、 

光彩、 赭奕 等の 語 を 以て 表 はさるべき 辭 である、 

我 見し に、 ig よ、 烈き 風、 大 なる 雲、 及び 燃 ゆる 火の 團塊、 北より 出来る、 叉 雲の 周 圍に輝 光 あ 

り、 其屮 よりして 火の 光 あり、 熱け たる 金屬の 如き もの 5r つ (a 西 結 書 一章 四 節)、 

光輝 又 光輝、 榮に榮 いや 增 さる 主ィ H スの 像と は斯 かる 者で あると 思 ふ、 高山に 於け るィ H ス の變貌 

は其榮 光の 體 よりせ し 光輝の 放射で あつたので ある。 

イエ スの 復活が 其體 質の 最も 普き 表證 である、 復活 を 信す るの 闲難は 之 を.^ H 通人の 肉體の 復活と し 
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て a んと 欲する からで ある、 復活 は キリストの 體を 以て 始っ たもので ある、 人の 體は 共れ 自身で (仪活 

する もので はない、 然し イエスの 體は 始めより 復活の 精一 I- を備 へて 居った、 是 れは始 より 死に 由て 死 

する^ではなかった、 是れ は羅爲 兵の 翁 を 以てして は 殺す ことの m 來 ない 者であった" 

ィ ェ スの 體が斯 かる ものであった とすれば、 其 産出の 方法 も亦自 から 異なって 居った ことが 判明 か 


る、 肉に 由て 生まる. t 者 は 肉 (肉的) なり、 靈に 由て 生まる. - 者は靈 (靈 的) なり (約 翰 傳三章 六 節)、 

原因に 伴 はざる 結 あるな し、 人に 由て 生れし 者に 榮 光の 像の ある 害 はない、 肉に 由て 生まれし 者が 

死して 後に 昇天し やう 害 はない、 イエスの 變貌と 其 復活と は 彼の 特種の 產出 法、 卽ち處女懐胎を^|1^證 

9  9  9  9  9  9$ 

十る もの である。 

爾 うして 救主ィ ェ スが斯 かる 體質を 以て 生れ 出で 給 はんこと は實に 人類の 切なる 要求で ある、 

つ V/. りれ. a る ものみ づ 

受 造者自 から 敗壞の 奴た る こと を脫 かれ 神の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん こと を 許されん との 

を 有されたり、 萬の 受造者 は 今に 至る まで 共に 歎き 共に 苦む こと ある を 我等 は 知る、 唯此 等の も 

の-斗 ならす、 聖靈の 始めて 結べる 實を 有て る 我等 も自 から 心の中に 歎きて 子と 成らん こと、 卽ち 

我等の 身 體の救 はれん こと を俟っ (羅馬 書 八 章 二十  一 —二十 三 節 )0 

「我等の 身 體の救 はれん こと を 侯つ」 是れ 我等の 最大 祈願で ある、 キリストの 救濟が 我等の 靈 魂に 

止まらす して 身體 にまで 及ばん こと を俟 つ、 卽ち 弱き ものが 强 くせられ、 死が 生に 呑まれん こと を俟 

つ、 卽ち 我等の 煩 はしき 據れ たる 體がィ H ス の それの 如き 自由なる 聖 きものと 化せん こと を俟 つ。 我 

等 は 如何にして ィ H スの聖 き 體質を 己が 有と する を 得る 乎、 是れ 肝要なる 問題で あるが 本 問題と ffi 接 

の關 係な きが 故に 兹には 之 を 論じない。 

要するに イエ スを 以て 萬 物の 進化 は 新紀元 を 開いた ので ある、 玆に彼 を 以て 新ヒ ュ ー マー 一 チ ー が 開 

始 された ので ある、 聖書に 於て 彼が 終リの アダム 叉 は 第二の 人と 稱 せられる の は： がた めで ある (哥 

林 多 前書 十五 章 を 見よ)、 彼 は 新造 化の 始めで ある、 爾 うして 此 地位に 立つ 彼が 獨 特に 神より 生命 を 

受けた と は 決して 信じ 難い ことで はない、 否な、 天然 界の 類推より 考 へて、 是れ は斯く あらねば なら 
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ぬ ことで あると 思 ふ。 

處女 の 懷胎と 云 ふ、： y れ 汚れた る 人に は 多くの 汚ら はしき 思想 を 起さし むる 言辭 である、 

潔 人に はすべ ての 物 潔く、 ；れ れ たる 人と 不； 一;!^ とに は 一として 潔き 物な し. 旣に 彼等の 心と 良心 

ともに 汚れたり (提多 書 一 章 十五 節 〕o 

處女 は淸ぃ 者であって、 懊胎は 汚ら はしい ではない、 れは 汚れた る 人に 取ての み： サ：： らは しい^で 

ある、 獨逸 語に て 人の 妊娠 狀態を lu  ^esegneteu  Umstaenden  (惠 まれた る狀 態) と 云 ふ はよ く 

獨逸國 民の 敬虔の 心 を 表して 居る、 懐胎 を 笑 ひ 嘲け る- は 常に 不虔不 德の尺 である。 

汝等 婚姻の 事 をす ベて 貴め、 又 閨をも 汚す こと 勿れ、 神 はたり 合 义奸！ _れ する 者 を 審判き 給 はん 希 伯 

. 來書 十三 章 四 節〕。 

故に 處女 マリヤの 懐胎 は 神が 婚姻 を賤 み、 之 を， 孔惡 視 し 給 ひしょり 之 を 避けん として 爲し給 ふた 事 

ではない、 獨身 生涯 を 神聖 視 せし 舊來の 某！^ 信者 は斯 かる 誤謬に 陷り 易かった、 爾 うして ダビデが 其 

IIS を悔 ひし 言 辭に si- に 在りて 我 母 我 を 孕みたり き (詩篇 笫 五十 一 篇 五節) と ある を 見て、 彼等 は 男女の 配 

合に 由て なりし 子 はすべ て 11 に 在て 生れし 者で あると 信じた、 然し：： K れ茶 しき 誤謬で ある、 人 は 人と 

して 神聖で ある、 神に 造られし 物にして 一 として 神聖なら ざる もの はない 害で ある、 ィ H スが處 女よ 

00-C0O000O000OOOO0OO0000000  0  0  ©©@©©©©©@©0©@©©0 

り 生れ 給 ひし は 神が 普通の 魔 出 法を賤 しめ 給 ふたから ではない、 人類 以上の せ 命 を 此^に 持來 すため 

に 必要であった からで ある、 聩罪は キリスト 降 世の 唯一 の 目的ではなかった、 是れ sil- の 世に 現 はれ 給 

ひし 第二の 人に 自と 懸かりし 職分であった、 處 女の 懷胎は 新人 を^に 供す るた めに 必要であった、 ，^ 

輩 は^ 書の 記事に 由る のみなら す、 宇 { 由の 進化の 順序より して、 又 吾人 人類の 切なる 要求より して、 


此大 なる 事實を 信す るに 禱躇 しない 者で ある。 


キリストの 死 

キリ ストの 死 を 見る に 一 一方 面が ある、 其の 第 一 は 其解釋 である、 其 第一 一は 其事實 である。 

先づ其 解釋に 就て 語らん に、 之 を 最も 明白に 唱 へたる 者 は 使徒 パ ゥ & である、 

我等 思 ふに 一 人す ベての 人に 代りて 死に たれば すべての 人旣に 死にた るな り (哥林 多 後書 五 章 十四 

節)。 

キリスト は 我等 猶ほ 罪人た る 時 我等の ために 死に 給へ り (羅馬 書 五 章 八 節 ：}。 

キリスト 旣に 我等の ために 詛 はる、 者と なりて 我等 を 噴 ひ、 律法の 呢詛 より 脫れ しめ 給へ り、 そ 

しる 

は 凡て 木に 懸る 者は詛 はる、 者な りと 錄 され たれば 也 (加 拉太書 三 章 十三 節〕。 

以上に. m て 觀れば パゥロ は キリストの 死 を 履 罪の 死と 見た こと は 明かで ある、 之れ に 由て 人類の 罪 は 

赦 され、 之に 由て 其 上に 懸 りし 呪詛は 除かれた りとの 事で ある、 キリストの 死に 關 して 一般に 基督 敎 

會に 由て 懷 かる \ 觀 念 は此觀 念で ある、 深き 眞理を 其の 中に 藏 する 觀 念であって 福音 の 根 本義 として 

一 般に 仰がる る は 決して 無理で ない、 si!- 人の 寄 維るべき 最後の、 據所は キリストの 十字架で ある、 是れ 

ありて 彼 は 始めて 神の 前に 立て 人の すべ て 思 ふ 所に 過る 平安 を感 する ので ある、 パゥ n の是 等の 一 百 は 
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彼の 祌學說 とのみ 見て はならない、 是れ 彼の 深き 心靈 的赏驗 より 出た る 言 辭 である、 

嗆、 我れ 困苦め る 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん^ は 誰ぞゃ 

と 己れ に 問 ふて 

是れ 我等の 主ィ H ス キリス トな るが 故に 神に 感謝す 

と 己れ に 答へ し 彼のみ 能く 是 等の 言 を發し 得た ので ある (羅 liS 書 七章サ 四、 廿 五節)、 故に バウ 口 の キリ 

ストの 死の 解 釋とは 云 ふ もの & 普通の 意味に 於ての 解釋 ではない、 卽 ち哲學 的解釋 では.^ 〈くして、 實 

験 的解釋 である、 是れ據 て 以て 祌學說 を 組立つべき 言辭 ではない、 神の 前に 義 とせられん とする 罪人 

の 實驗を 一一 一一 口 表 はした る言辭 であって、 バウ 口 其 人、 並に 彼と 等しき 實驗を 有った る 人々 の 心の 狀態を 

一一 一一 口 ひ 表 はした る言辭 である。 

バウ。 に 由て 發 せられし と 同様の 言辭は 聖書の 他の 記者に 由ても 發 せられた、 故に 。ハウ の 十字架 

觀 なる もの を バウ 口 獨特の 解釋と 見て はならない、 キリストに 由て 發 せられし 言 辭の 中に も、 亦ョハ 

ネ、 ベ テロ、 希伯來 書の 記者 等に 由て 用 ゐられ し 言辭の 中に も 十字架の 顋罪的 意義 を 示した る 者 は 決 

して 欺くない、 罪 其 物の 眞理 なると 否と は 余 1^ の 今玆に 論ぜん と 欲する 所ではない、 乍然、 頌， は 

バウ B 特有の 敎義 であって 聖書 記者 全 體の與 つて 知らざる 所で あるとの 提說は 余輩の 全然 反對 する 所 

である、 キリス ト 御自身の  一一 一一 口と しても 左の 如き 者が 錄 されて ある、 

此の 如く 人の子の 來るも 人 を 役 ふために 非す、 反て 人に 役 はれ 又 多くの 人に 代りて 生ん 叩 を 干へ、 

その 賴 ひとな らん ためなり (馬 太 傳廿章 ザ 八 節 * 馬 可 傳十章 四十 五節，： _o 

又バ プ テス マの ョハ ネは キリストに 就て 證 明して 


世の罪を負ふ祌の；^^匕觀ょ 

と 言 ふたと 錄 して ある (約 翰傳 一章 サ九 節)、 其 他、 ョ ハネの 書翰 並に 默示錄 に 於て、 希伯來 書に 於て、 

ベ テ a の 書翰に 於て、 キリストの 死に 關 する 噴 罪 的 觀念を 暗示 又は 表示す る 章節 は 今 玆に之 4j 一  々引 

證 する こと は 出来ない。 

新約聖書が キリストの 死の W 罪 的 解釋を 明示して 居る こと は 確かで ある、 乍然、 それと 同時に 亦 其 

事實を 詳記して 居る こと も 確かで ある、 而 して 基督 敎會全 體が其 注意 を キリストの 死の 解 釋に奪 はれ 

て、 其歷 史的 事實に 注意し ない こと も 亦 確かで ある、 キリストの 死と 言へば 彼等 は 贖罪の" と 解して 

其 他 を 問 はない、 神の 怒を宥 むる ための 死、 人類の 罪 を 除きし 死、 祭壇の 上に 於け る 班な き 汚な き羔 

の 死、 我等の 義を全 ふせし 死、 義を S§ 人に 歸 せんがた めに 神の 子が 彼等に 代て 受けし 刑罰、 故に 苦痛 

の 極、 恥辱の 極、 悲慘の 極と、 是れ 基督 敎# 全體に 由て 懐かる & キリストの 死に 關 する 觀 念で ある、 

彼等 は キリストの 死 を 人の 死と して 見ん と 欲しない、 神の 提供され し 犠牲 物の 死との み 見ん と 欲する、 

彼等 は 十字架に 於て 己が 罪の 消滅 をのみ 見ん と 欲する、 之に 最も 勇敢なる、 最も 靜肅 なる、 最も 柔和 

なる 模範的の 死 を 見ん と 欲しない、 玆に 於て か 余輩が 特更ら に キリストの 死の 事實に 就て 研究す るの 

必要が 起る ので ある。 

幸に して 聖書 は キリストの 死に 就て 詳しく述べて 居る、 馬 太傳の 第二 十七 章、 馬 可 傳の第 十五 章、 

路加 傅の 第二 十三 章、 約 翰 傅の 第 十八、 十九 章、 是れ 皆な キリストの 死に 關 する 事實其 偽の 記錄 であ 

る、 其 中に 議論 は 無い、 神 學的說 明 はたい、 事實其 儘で ある. 而 して 余輩 は 之を讀 んで必 しも。 ハウ a 
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の 牘罪說 を 思 出さない、 之 を 讀んで 唯 深く 感す るまで あって、 其 宗敎的 意義 を發 見せん とする 好奇 

心 は 起らない、 四 福 昔 書の 傳 ふる キリストの 死の 事實は 人なる キリストの 死の 事實 である、 其 處に愛 

は 溢れ、 人情 は 漲る、 其處に 人た る 者の 死が 詳 かに 敍述 されて 居る、 故に 是れ 神學 者の 眼 を 以て 讀ま 

る ベ き 者で はない、 歷 史家の 心 を 以て 閱す ベ き 者で あ る、 四 福 昔 書 は キリスト は 何故に 死に 給 ひし 乎、 

其 解 釋を供 せんとし ない、 キリスト は 如何に 死に 給 ひし 乎、 其 事實を 述べて 罟る。 

00000  9,  000 〇 90000000000000000000000000000000 

(一」 キリストの 死に 就て 余輩の 第一 に 注目すべき こと は 彼に 臨みし 死の 天然 的に 臨んだ る 者で ない 

事で ある、 キリスト は 天壽を 全うして 死に 就いた ので はない、 歳 は 三十 を 超 ゆる 二つ 或 ひ は 三つ、 人 

生の 花の 眞ッ 盛り、 滿々 たる 希望 は 目前に 橫 はり、 隆々 たる 能力 は 身に 溢れたり、 人生 若し 樂む ベく 

んば此 時で ある、 然るに 死 は 強暴 的に 彼 を 襲 ふた、 彼 は 自身 聖 くして 柔和な りし も、 社 會と敎 會とは 

甚 しく 彼 を 憎んだ、 通! e は相排 し相濟 して 歇 まざりし パリ サイの 人、 サド カイの 人、 又は へ ロデ 

も 此時此 人に 對 して は 相 共に 一 致した、 彼は國 民の 憎惡 の焦點 となった、 而 して 其 「十字架に 釘け よ、 

十字架に 釘け よ」 との 喊聲の 下に 彼の 敵 人の 手に 渡されて 歸 髓 山の 上の 晒者と 成て 消えた、 歎すべく、 

慨 すべく、 悲 むべき ものにして キリストの 死の 如き はない、 玆に 正義 は 不義の 殺す 所と なった ので あ 

る、 彼の 潔白 も 柔和 も 仁慈 も 彼の 身 を 全うする に 足りなかった、 否な、 彼の 完全 は 反て 彼 を 殺す の， 基 

因と なった、 キリスト か 死に 由て 余輩 は此 世の 決して 正義に 與 する 者で ない こい を 知る かで.^ t^、  ^ 

は 抽象的の 正義 を 愛する、 然れ ども 實際 的の 正義 を 憎む、 正義が 自己に 關 せざる 限り は 之 を 賞 讚し 

て歇 まない、 然れど 其、 自己の 身に 臨み、 其 實行を 要求 せらる る や 憤然 起て 之 を 担み、 之を排 し、 之 

を 攻め、 終に 之 を 殺さ れば歇 まない、 キリストに 臨みし 死の 劇烈な りし は 彼が すべての 人に 擦 さり 


て聖く 且つ 義 しかった からで ある、 キリストの 死 は 義人の 死で ある、 其點に 於て 他の 義人の 死と 異ら 

ない、 乍然、 富士山が 其 周圍の 山々 に秀づ るが 如く、 彼の 正義 は 他の 義人の それに 秀でし が 故に、 彼 

に 臨みし 死 も 亦 それ 丈け 劇烈で あつたの である、 キリストの 死 は 特^で あ つたと 言 ふこ と は 出来な い - 

同じ 理由の 下に ソクラテス も 死んだ、 佐 倉 您五郞 も 殺された、 余輩 は キリストの 死 を 分別して 特^に 

ユダヤ人と 其 有司、 祭司、 學者 等の 罪を責 むべき ではない、 キリストが 若し 今日 世に出で 給 ふなら ば 

さ 4* 

今の 政府と 敎會と は 相 合して 同じ やうに 彼 を 殺す に定 つて 居る、  • 

世は汝 等を惡 むこと 能 はす、 我を惡 む、 そ は 彼等が 行 ふ 所 は惡し \ と 我れ 證 すれば 也 (約 翰 傳七聿 

七 節〕 

と 彼 は. W ひ 給 ふた、 キリストの 死： ーでぉ、 こ 臨む 當然の 死で ある、 彼れ 一人 死して 我等 はすべ て 死より 

曹 f  ，拳ず 窜曹 曹瞥 000 〇-  OO00C0O0O0OO0000 

免が る k ので はない、 彼 も斯く  .s.  V  , に 我等 も 亦 彼の 如くに 死ぬべき である、 彼の 死 は代惯 的で は 

たい、 模範的で ある、 我等 も 若し 彼の 如くに 祌と其 正義と に忠 ならば、 彼の 如くに 此 # の 人の 憎む 所 

となりて、 終に 其 殺す 所と なる、 所謂 文明の 進歩なる もの は 此點に 於て 未だ 此 世に 改善 を 加へ たい、 

此阯は 今も^ ほ 昔の 如く 光の 敵で ある、 

：ら tfi 

光 は 暗に 照り、 暗 は 之 を曉ら ざり き (約 翰傳 一 章 五節)、 

然り、 今 も 猶ほ之 を隨ら すして、 光の 地上に 臨む あれば すべての 方法 を盡 して 之 を 打消し、 多くの 惡 

さらしち の 

名 を 之に 附 して 之 を 燭^ 山の 上の 晒者と なさなければ 止まない。 

000  0-00000000000000000000000000 

(二) 斯 くも 釗烈に 彼 を 襲 ひし 死に 對 して キリスト は 如何に 靜肅 なりし よ、 是れ 彼の 死に 關 して 余辈 

の 注目すべき 第二の 點 である、 此 時に 際して 彼に 死の 恐怖なる 者は寸 毫もなかった、 彼 は 言 を 曖昧に 
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して 免れ 得べき の 死 を 免れん とは爲 なかった、 r 汝は頌 むべき 者の 子 キリストなる 乎」 との 祭司の 長 

の 問に 對 して 彼 は 沈默を 破って 明白に 答へ て 曰 ふた 

然り、 人の子 大權の 右に 坐し、 天の 雲の 中に 現 はれ 來るを 見るべし (馬 可傳 十四 章 六十 二 節) 

と、 ピラト 彼 を 放免 せんと 欲し、 彼より 辯 解 を 求めし と雖も ロを噤 いで 語らす、 然れ ども 「雨 はュダ 

ャ 人の 王なる か」 との 問に 對 して は 人の 誤解 を 恐れす、 身の 危險を 顧みす、 懨 然として 答へ て 口 ふた 

爾 がー 一目 へ る 如し (路加 傳廿三 章 三 節〕 

と、 ピラト、 又 彼に 向って 

我れ 汝を 十字架に 釘く る權威 あり、 亦 汝を釋 す權威 あり、 汝、 此事を 知らざる 乎 (約 翰傳 十九 車 十 

節) 

と 口へば、 彼 は權威 を渾ら すして 答へ て 曰 ふた、 

汝、 上より 權威を 賜 はらす ば 我に 對 つて 權威 ある 事な し 

と、 若し 死に 臨んで 露に 大膽 不敵なる 者が あつたと すれば、 其 者 は キリスト である、 彼 は 今玆に 軍隊 

に 加って、 喇叭の 聲に勵 され、 敵 像の 心に 驅られ て、 敵と 相對 して 立った ので はない、 又は 名 を靑史 

に 垂 れんと 欲する 心より、 或 ひ は 後世に 嗤 れんこと を 恐る、 動機より して 玆に 世の 所謂る 節操 を 全う 

せんとし たので はない、 彼 は 兹に獨 り 立った ので ある、 彼の 弟子 は 悉く 彼 を棄て 去り、 彼の 國人 は舉 

て 彼に 對 して 起ち、 彼 は 王に 逆 ふ 者、 民 を 毒す る 者、 祌を濱 す 者と して 政府と 敎會 とに 精 かれつ \ あ 

つたので ある、 戰 場に 出て は 虎の 如くに 一男 猛 なる 兵卒 も 法廷に 引出されて は 猫の 如くに 怯懦で ある、 

凌辱 を 恐れて 自刃 を敢 てす る 武士 も 手 を 束ねられて 衆人 稱 座の 中に 置かれて は 能く 其 頭 を も 擡げ 得な 


い、 詩人 シ ルレ ルは曰 ふた 

者 は獨り 立つ 時に 强し 

と、 實に獨 り 立て 強き 者で なければ 眞 正の 勇者で はない、 友な く、 味方な く、 誹 誇、 讒誣、 嘲 •#、 侮 

蔑の 屮に 在て、 肅然、 自己 を 持す る 者、 是れが 露 正の 勇者で ある、 羅 馬と 希臘と 日本と 支那との 歷史 

は 多くの 勇者の 實例を 載せて 居る、 三百の 小 軍 を 以て 百 萬の 波斯 軍を迎 へし レオ 一一 ダス は 確かに 勇者 

であった、 死を覺 悟して 獨り身 を 敵 人の 中に 投ぜ しレギ ラス は 確かに； 者であった、 項^も ー與 者で あ 

つた、 淸正も 勇者であった、 乍 併、 ィ H スキ リストに IT 、へて 見て 彼等 は 皆な 甚だ 劣等なる 勇者で あつ 

たと 言 はなければ ならない、 キリスト は 敵の 前に 立て 敵 を 敵と 見ない 勇者であった、 彼 は敵懷 心と 稱 

する 者の 如き は寸 毫も 之 を 心に 蓄へ ざり し 勇者であった、 主義の ための？ であった、 信仰の ための 

勇者であった、 祌と 人類の ための 勇者であった、 實に キリスト は玆に 勇氣の 模範 を 供し 給 ふたので あ 

る、 彼に 由て 勇 氣に關 する 人類の 思想 は 一 變 したので ある、 

然り、 然り、 否な、 否な、 

之より 過ぐ るは惡 より 出る ので ある、 汝は 神の 子 キリストなる 乎と 問 はるれば 「然 り」 と 答へ、 汝は 

沟に ユダヤの 王なる 乎と 問 はるれば r 然り」 と 答 ふ、 生命 を 賭して 衆人の 前に 嘲弄、 忿恚を 顧す して 

r 然り」 と 答へ 得る 者が 眞 正の 勇者で ある、 世に 勇敢の 死 は 多く ありし と雖も キリストの 死に 優 て 

眞に 勇敢な りし 死 は 無い。 

(三) キリストの 死 は 愛の 死であった、 此時 愛と 憎と は 非常の 勢力 を 以て 衝突した、 憎 は 潮の 如く 愛 

に 押 寄せて 之 を沒了 せんとした、 然し 愛 は 岩の 如くに 之に 杭して 其 呑 去る 所と ならなかった、 憎 は 怒 
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れ る 濤 の 如くに 咆哮り て 愛の 岸 を 打った、 然るに 愛 は 其 優しき 手 を 仲ば して 憎の 怒濤 を 制止め て 曰 ふ 

た、 ， 

此ま では 来るべし、 此を越 ゆべ からす、 汝の高 浪此に 止まるべし (約 百 S 三十 八 章 十一 節) 

と、 弄られ、 嘲 けられ、 擊 たれ、 唾き せられて、 彼 は 一言の 荒らき 言葉 を 出さなかった、 而 してす ベ 

ての 侮蔑、 すべての 嘲弄、 すべての 屈辱に 對 して 彼の 發 せし 最後の 一 言 は 

父よ 彼等 を赦し 給へ、 其 爲す所 を 知らざる が 故な り (路加 傳廿三 章讲四 節) 

とであった、 實に 後に 使徒べ テロが 曰 ひしが 如く 

彼れ を 犯さす、 叉 其 口に 詭譎 なかり き、 彼れ られ て詬ら す、 苦しめられて 激しき 言 を 出さす、 

唯義を 以て 箱く 者に 之 を 託したり (彼 得 前書 ニ章サ 二、 廿三 節〕。 

玆に 如何なる 手段 を 以てしても 怒らす ことの 出来ない 唯一 の 人が あった、 棘の 冕 を 冠ら せても 掌 を以 

て 打ても、 唾き しても、 十字架に 釘 けても、 怒らす ことの 出来ない 一 人の 人が あった、 憤怒の 陋風は 

吹かば 吹け、 此 愛の 厳 を 動かす こと は出來 なかった、 憎惡の 潮は來 らば 來れ、 此 愛の 堤 を 崩す こと は 

出来なかった、 キリストの 死 は 憎 惡に對 する 愛の 勝利の 死であった、 玆に 憎惡は 非常の 勢力 を 以て 愛 

と 衝突して 其 撃退す る 所と なった、 今より 後， 憎 惡は其 猛威 を 誇る こと は 出来ない、 旣 にー囘 人の子 

の 打破る 所と なりて 其纖 滅は旣 に宣吿 された、 キリストの 愛の 死に 由て 世界平和の 端緖は 開かれた、 

今より 後 勝つ 者 は 負ける 者で ある、 擊 たる k 者 は擊っ 者を征 し、 刺さる」 者 は 刺す 者 を 服す、 キリス 

トは 十字架に 上りて 愛 は 最高の 位に 卽 いた。 

(四) 敵に 對 する 愛の 勝利の 死で ありし キリストの 死 は 又 人に 對 する 慈 惠表顯 の 死であった、 死に 臨 


んで 彼の 心 を 痛ましめ し 者 は 自己の 不幸と 苦痛と ではなかった、 此 時に 臨んで 彼 は 一 囘も 苦痛の 聲を 

揚げなかった、 然れ ども 十字架 を 負 はせられ て 獨 艘 山に 到る の 途中、 エルサレムの 1® 人 等が 己れ の 跡 

に 從ふを 見て、 大 なる 禍 息の 遠から すして 彼等の 上に 落 來るを 思 ひやり、 彼等 を 半ば 警め 半ば 慰めて 

曰 ふた 

H ルサ レムの 女よ、 我がた めに 哭く 勿れ、 惟 己れ と 己が 子の ために 哭 けよ、 未だ 産まざる 者、 

未だ 孕まざる の胎、 未だ 哺 せざる 者の 5^ は 幅 ひなり と 曰 はん 日來 らん (路加 傳サ 三章廿 八、 サ 九節リ 

と、 是れは 威嚇の 言辭 でもなければ、 亦 怨恨の 言 辭 でもない、 同情の 一一 一一 口 辭 である、 此 時に 於け る キリ 

ストの 憂慮 は 自己の 事に 就て ではなかった、 ユダヤと H ルサ レムの 事に 就て ぐあった、 彼が 曾て 橄^ 

山の 嶽 より H ルサ レムの 都 城 を 臨み、 淚を 含みて 

喧 H ルサ レムよ、 H ルサ レムよ、 預言者 を 殺し、 汝に 遣され し 者 を 石に て 撃てる 者よ、 牝鶏が 其 

雛 を 翼の 下に 集む る 如く 我れ 汝の 赤子 を 集めん と爲 しこと 幾囘ぞ や、 然れ ども 汝等は 欲せ ざり き 

(路加 傳 十三 章 卅四 節) 

と 叫びし 時と 同じ 同情の 心 を 今、 此時 H ルサ レムの 婦人 等に 語り 給 ふたので ある、 キリストが 今悲む 

こと は 自己の 殺さる、 ことで はない、 彼の 國の 亡ぼさる、 こと、、 其れと 同時に 多くの 無辜の 者が 苦 

むこと である、 彼は此 時に 臨む も猶ほ 自己 を 忘れて 國と 民と を 思 ふた、 死の 苦痛 は大 なりし も、 國を 

憂 ふるの 憂愁 は 更らに 強かった、 愛 は 彼 をして 死の 苦痛 を 忘れし めた、 彼に 取りて は ュダ國 の 前途 は 

彼が 背に 負 ひし 十字架よりも 遙 かに 重かった。 

彼 は旣に 十字架に 懸けられて 二人の" 非人の 間に 曙され た、 其 一 人 は 彼を穀 りしに 反へ て、 他の 一 人 
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は 彼に 乞 ふて 曰 ふた、 

主よ、 汝の國 に 來り給 ふ 時に 我 を 憶へ 給へ 

と、 今や 血 は 手と 足と より 滴れ、 苦痛 其 極に 達せし 時に、 一人の 罪人の 罪の 悔改の 表白に 接して キリ 

スト は： 大來の 美 曲 を 耳に する が 如くに 感じた、 彼 は玆に 一友 人の 彼の 側に 立つ を 知った * 今や 有司の 

嘲笑 何に か ある、 祭司、 學 者の 親視何 にか ある、 まことに 

一 人の 罪 ある 人 侮 改めな ば、 悔改 むる に 及ばす と稱 する 九十 九 人の 義人よりも 尙ほ 天に 於て 喜び 

あらん (路加 傳 十五 章 七 節) 

である、 一人の 雜 人の 悔改 の聲を 聞いて、 キリストの 心 は 春 草が 東風に 觸れし 時の 如くに 蘇生した、 

彼 は兹に 最後の 場合に 於て 一 人の 味方 を發 見した、 それ は學 者の 一 人ではなかった、 有司、 祭司 等の 

一人ではなかった、 悔改を 要せざる 義人の 一人ではなかった、 盗賊であった、 多分 不平 家の 一人で あ 

つて、 副 事犯の 故 を 以て 罰せられし 者の 一 人であった らふとの 事で ある、 彼の 悔改の 言葉 は實に キリ 

はちみつ  こ. U 

ストに 取りて は 蜂蜜の 如くに せく あった、 彼 は 罪人の 乞 ひに 應 へて 曰 ふた 

誠に 我れ 汝に齿 げん、 人 r 日汝は 我と 偕に 樂 園に 在るべし (路加 傳廿三 章 四十 一 一一 節) 

と、 キリスト にも 臨終の 慰藉が あった、 それ は 彼と 共に 十字架に 釘 けられし 罪人の 一人の 悔改 であつ 

た。  . 

彼れ 人， 氣息 絶えん とする に 方て 彼の 釘 けられし 十字架の 旁に 彼の 母と 彼女の 姉妹と 其 他 一 一三の 婦人 

の 立つ を 見た、 又 彼等と 共に 彼の 愛する 弟子の 一人の 在る を 見た、 玆に 於て か 彼 は 又 自己 を 忘れて 母 

の 事に 思 ひ 及んだ、 „s 子 を 見て 母に 曰 ふた 


是れ汝 の 子たり 

と、 a を 見て 弟子に 曰 ふた 

是れ汝 の 母な り 

OOOOOOO000OO000OOOOO0OOO0OO0000 

と r 約翰傳 十九 章 二十 五節 以下)、 キリス トが此 世に 於て 爲 せし 最後の 事 は 其 母 を 弟子に 託する ことで あ 

つた、 此事 を爲し 終りし 後に 彼 は 

我れ 渴く 

と 曰 ひて 醋の數 滴 を 口に 受けて 

事竟 りぬ 

との 一言 を 以て 首 を 低れ て 靈を附 せりとの ことで ある、 キリストの 敎に 孝道な しと 言 ふ 者 は 誰で ある 

乎、 求 は 之れ よりも 切なる を 得る 乎、 若し キリストの 他の 行爲 にして 東洋人の 倫理 思想に 適 はざる 所 

が ありし とする も、 此 最後の 一事が 彼に 關 する 不孝の 誤 想 を 一掃す るに 足る ではない 乎、 キリスト は 

母 を 想 ふ 最後の 一 念 を 以て 此世を 去られた ので ある。 

暴 死に際して 國を思 ひ、 罪人 を 思 ひ、 母 を 思 ふた、 優 さしき 美 はしき 死と は是れ である、 敵に 對す 

る 怨恨の 彼の 心を亂 すなく、 薄命 を 歎つ 不平の 彼の 胸を充 たすな し、 唯 同情 溢れ、 愛 心 湧く、 實に人 

は 未だ <|a て斯の 如くに 死なかった、 ソ クラ テ スの死 も 釋迦の 死も斯 くまでに は 立派でなかった。 

或 人 は 曰 ふ、 キリストの 最後の 一言た る 

エリ、 H リ、 ラマ サバ クタ 一一 (我 神、 我 神、 何 ぞ我を 棄て給 ふ 乎) 

は 確かに 神 を 怨みた る言辭 であると (馬 太 傳廿七 章 四十 六 節)、 成程、 言 辭 其れな りを讀 むなら ば、 雨う 
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解 せらる、 乎 も 知れない、 然しながら： i 音 記者が 此ー 一目 葉 を 載せた の は 神に 對 する キリストの 最後の 態 

度 を 示さん がた めで はない、 是れ は箪に 彼が H リャを 呼ぶ と 彼の 敵に 誤解せられ しとの 事 を 示さん た 

めに 書記れ たので ある、 首 辭其物 は 詩篇 第二 十二 篇の發 端の 句であって、 其 中に 神を怨 むの 意味 は少 

しも 布して 居らない、 否な、 事 實は其 正反對 である、 全篇 を 讀んで 其 終に 至れば、 其、 他の 聖 詩と 等 

しく 信仰 讚美の 詩で ある ことが 解かる、 是れは キリストが 善く 暗誦ん じて 居った 詩であって、 此 場合 

おの  • 、ちび ろ 

に 臨んで 自づと 彼の 脣に 上った 者で ある、 之 を 信仰の 減退、 怨恨の 發 表と 見る は大 なる 間遠で ある、 

神 を 呼ぶ に 我が 神 (My  God) と 言 ふたので ある、 神と 彼との 間に 親密の 關 係の 絶えなかった こと は 

善く 判明る、 神 は 終りまで 其 愛子 を棄 てなかった、 キリスト も 亦 終りに 臨んで 子が 父 を 呼ぶ が 如くに 

エリ、 H リ (我が 神、 我が 神) と 叫んで 其 援助 を 求めた。 

OO0000O0O00O0O0OO00  ®0©©©©®®®®©©©©®®©© 

畢党 する に キリストの 死 は 死ではなかった、 是れは 生 を 以て 死に 打 勝つ ことであった、 死 は 最も 醜 

悪なる 形 を 以て 彼に 臨みし に 彼 は 最も 善美なる 道 を 以て 之を迎 へた、 キリス トに 由て 死は聖 化されて- 

ナぐ  i->i  ほろぼ  しに か. a 

優れて 美 はしき 者と なった、 キリスト は 實に死 を 廢し給 ふた (提摩 太 後書 一章 十 節)、 キリスト は 其 死 方 

に 由て 死なる 者 をして 無から しめ 給 ふた、 死 は 苦痛で あり、 煩悶で あり、 悔恨で あり、 絡 望で あるの 

に、 玆に 苦痛 を 忘れ 1^ 悶を 離れ、 悔恨 を覺 えす、 絶望 を 知らない 死の 模範が 供せられ た、 卽ち 愛の 

絶大の 力が 示された、 愛 は 人の 最大の 敵なる 死に さへ 勝ち得る の 力で ある、 死 をして 死なら ざら しむ 

△  △△<<: 厶厶厶 <3 厶  <"<厶<"<<"<1 厶厶 <3<3<:<3<厶 厶厶厶 ム厶<  ん 

る 者 は 愛で ある、 福音 記者 は キリスト は 最後に 臨んで 來 世の 希望 を 以て 自己 を 慰めた と は  一 一一 一一 n も 曰 ふ 

て 1^ らたい、 彼 は 唯 愛した、 而 して 愛して 以て 死に 打 勝った、 實に愛 を 除いて 他に 死に 打 勝つ の 力 は 

たい、 臨お の 聖餐式 も、 正統 敎會の 奉す る來世 存在に 關 する 敎義 も、 以て 死 をして 死たら しめざる に 


足りない。 

而 して 斯 かる 立派なる 死が 之 を 目撃し、 叉 は 之 を 執行せ し 人 等に 及ぼした る 結果 は 如何で ありし 乎 

と 云 ふに、 彼等 は 之に 由て 彼の 神の 子なる と、 自己 等の 極惡の S 非人なる を 認めざる を 得ざる に 至った- 

百 夫の 長 は 事の 成 行 を 見て 曰 ふた 

此は 誠に 神の 子な り、 誠に 此人は 義人な り、 (馬 太 傳廿七 章 五十 四 節、 路加 傳廿三 章 四十 七 節) 

と、 彼の 說敎を 聞て 彼の 義人なる を 知る 能 はす、 彼の 奇跡 を 見て 彼の 神の 子た 1;P を認 むる 能 は ざり し 

彼等 は玆に 彼の 死狀を 見て 彼の 何者た る 乎 を覺ら ざる を 得ざる に 至った、 キリストの 死 は實に 彼が 爲 

しかる 最大の 說敎 であった、 誠に ィ H スの キリス ト たる は 彼の 死に 由て 現れた、 十字架 を說 かすして 

キリスト を傳 ふる 能 はすと 云 ふは此 事で ある、 人の 何たる 乎 は 其 死狀に 由て 判明る、 キリストの 神の 

子た る は 彼の 神ら しき 死に 由て 判明る、 之 を 見て 人 は 彼の 神性 を 否む 事 は 出来ない、 而 して 又 之 を 見 

て 彼等 は强く 自己の 良心 を擊 たれ、 ^の 赦免 を 切 求 せざるを得ない、 彼に 對 して 罵詈、 嘲笑 を 擅 に 

せし 有司、 祭司、 學者等 も 彼の 死狀を 見て は 最早 や 口 を 開き 得なかった、 彼等 は 彼 を 死刑に 處 して 自 

身 死刑に 處 せられし が 如くに 感じた、 凱歌 を 揚げながら 彼 を 驟 髏 山に 送りし 彼等 は 重き 良心に 自己 を 

責められ、 頭 を 低れ、 肅 然として、 離れば なれに なりて エルサレム 指して 歩 を 運んだ であら ふ。 

而 して キリストの 死が 彼等に 此感 覺を與 へし 事 は、 之より 殆んど 二 ヶ月 を經て 後、 ペンテ コステ の 

口に 至りて、 ぺ テロが 立て ユダヤ人 を 責め 

汝等は 無法の 手 を 以て 彼 を 捕へ、 十字架に 釘け て 殺せり 
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と 曰 ひしゃ、 此言を 聞きし 彼等 は 其 心 刺さる が 如くに 感じ、 ぺテ Et と 他の 使徒 等に 問 ふて 曰 ふた 

人々 兄弟よ、 我等 は 如何にすべき 乎 

と (使徒； 仃傳 ニ車サ 三. 卅七 節)、 而 して ぺテ tl の 此說敎 の 結果と して 其 日 弟子に 加 はれる^ 凡そ 三千 人 

ありたり と 云 ふ、 前に は 「十字架に 釘け よ」 と 叫びし エルサレム の 市民 も キリス トが毛 を 剪る 者の 前 

もつ 

に iSI す 羊の 如くに 十字架の 上に 死せ し を 見、 又は 聞きて は、 彼 を 主として 仰がざる を 得ざる に 至った、 

鼓に 於て か 彼が 曾て ュ ダャ 人に 告げて 曰 ひし 

我れ …； 我れ 若し 地より 擧 げられ なば 萬 民 を 引きて 我に 就ら すべし (約 翰傳 十二 章卅ニ 節〕 

との 言が 事實 となりて 顯 はれた ので ある、 然り キリス トは今 も 猶ほ其 死 を 以て 萬 民 を 己れ に 引き 附け 

つ ふる。 

實に 我等 は キリストの 死に 由て 救 はる、 と 言 ふは此 事で ある、 S キリス トの 死に 由て 神の愛 は 現 は 

れた、 我等 は 之に 由て 彼の 愛に 勝つ の 罪の なき 事 を 示された、 我等の は 如何に 重く ある も、 縦し 我 

せ  あ ら 

等 は 彼 を 裁り、 窘め、 十字架に 釘け、 劍 にて 其 脅 を 刺す とも、 我等に 對 して 彼の 心より 出づる 言辭は 

父よ 彼等 を赦し 給へ、 其 爲す所 を 知らざる が 故な り 

0  0  0  0  C  0  0 あきらか O0OO0OO0O0000O 

である、 罪の 赦免 は 最も 著明に キリストの 死に 由て 顯 はれた、 神に 此 赦免 ある を 示されて 如何なる 罪 

人 も 神に 近づき 得る に 至った、 キリスト は 誠に 人が 神に 到る の途 である、 彼の 死の 事 實を以 す 罪 

0  0  0  0-0  0  みくら， Q 

の 赦免の 福音 に 接して、 如问 なる 罪人 も g: ら すし て 神の 寶 座に 近づき 得る ので ある。 

②キ リストの 死に 由て 我等の 罪が 示された、 人 は 如何に 惡 しき 者なる 乎 は キリストの 十字架に 於て 顯 

はれた、 彼 を 殺した 者 は ユダヤの 有司、 祭司、 學者、 パリ サイの 人、 サド カイの 人、 へ 口， テの黨 ばか 


りで はない、 全人 類 は 彼等 を 以て 神の 子 を 十字架に 釘け たので ある、 卽ち 我 も亦此 a- 暴の 罪に 與っ 

たので ある、 我 も 亦 「十字架に 釘け よ」 と 叫んだ 者の 一 人で ある、 我 も 亦 棘の 厘 を 編み、 之 を 彼の 

頭の 上に 押附 けて 血の 流る i を 見て 喜んだ る 者の 一 人で ある、 詩人 ゲ ー テは曰 ふた 

余 は 歳の 邁 むに 循ひ、 人の 犯せし 顯 にして 余の 犯さざる！. S の 無き を覺る 

と、 我等 も 若し 深く 我等の 心の底 を 探り 見るならば 其 中に イス カリオ テの ュダの 罪、 祭司の 長 カャパ 

の 罪、 ピラトの 罪、 へ a デの を 悉く 發 見す るに 相違ない、 罪 は 神の 子 を 十字架に 釘け ざれば 止まな 

い、 gs- の 恐し さは 髑髏 山上に 於け る キリ ストの 死に 於て 顯 はれた。 

キリストの 死 は 我等の 罪を顯 はし、 叉 之 を赦す 神の愛 を顯 はし、 叉 更らに 進んで g 赦ぉ， &ひ 

神の 義を 供す る、 使徒 バウ ti の 言辭を 以て 曰へば、 キリストの 十字架 は 人 を 罪に 定め、 定められし 其 

罪を滌 ひ、 叉 更らに 進んで 彼を義 とする、 罪の 增す 所に は 恩 も 愈ゃ增 せり、 人の 罪が 其 極點に 達せし 

め ぐみ  あ； a ら 

所に祌の因=^の泉は湧き出でた、 人の 乎が 神の 子の 脅 を 刺した る 時に 生命の 血と 水と は 永久に 流れ出た、 

乇 ー セが其 手 を 擧げ杖 を もて 磐を擎 ちければ 水 多く 湧出て 會 衆と 其 獸畜 共に 飮 みしが 如く  數紀略 二 

十 章 十 一 節)、 羅 馬の 一 兵卒、 其劍を 以て 神の 子の 胸 を 刺し たれば 生命の 水と 血潮と は 限りなく 流出て 

^界の 萬 民 は 之 を 飲みて 蘇生した、 神の 義は キリストの 死に 由て 世に 臨んだ、 而 して 我等 も亦悔 ひた 

もの  * 

る 心 を 以て 彼に 来りて 彼の 義を 我等の 有と なす 事が 出來 るので ある。 

而 して 十字架の 此倫现 的 作用が 使徒 バウ 口 の 謂 ふ 所の 隳 a 罪で あると 思 ふ、 之を暖 S 非と 言 ふたの はキ 

リストの 生命 を 彼の 血と 言 ふたと 同然、 バウ E1 の 猶太 的 思想より 出た ので ある、 聩罪は 猶太 人の 祭事 

の 言辭で あ る 、 之れ を 今日 の 倫理 思想に 譯し て 一一 一一 口 へば 前に 述 ベ しが 如くになる ので あると 思 ふ、 キリ 
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ストの わ 字 架が 我等 を 救 ふと は 決して 奇談で はない、 是れ 深き 倫 现的现 由の 其 中に 存 する ことで あつ 

て、 此 神聖なる 死が あって、 罪の 潔 架の 行 はれない 现由 はない ので ある。 


キリス トは 何の 爲に 世に 降りし 乎 


キリスト は 何の 爲 に^に 降りし 乎、 是れ茶 督敎を 研究す る 上に 於て 最も 大切なる 問題で ある。 

一、 此問 题に對 して 普通、 世に 供 せらる & 解答 は是 である、 卽ち キリスト は 生涯の 模範 を 人類に 供 

せんた めに^に 降られた ので あると、 然 かれ ども 是れ 決して 滿 足なる 解答で はない、 成程、 或る 意味 

に 於て は 基督の 生涯 は 模範的 生涯で ある、 其 高潔なる 點に 於て、 其謙遞 にして 柔順なる 點に 於て、 其 

我利の 念 無くして、 全く 父の 命 を 奉ぜし 點に 於て、 彼の 生涯が 人類の 模範で ある こと は 言 ふまで もな 

い、 吾人 は 吾人の 品性に 於て、 殊に 吾人の 無我の 精神に 於て、 全く 彼に 效 はなければ ならない、 然し 

ながら キリストの 生涯に 於て 我等の 模範と する ことの S,I 来ない 點が ある、 卽ち 我等が 效 はんと 欲して 

效 ふこと 至 はざる 所が ある、 彼 は 第一 に 傳道師 であった、 雨う して 吾人 何人も 傳道師 たる こと は出來 

ない、 彼 は 歳 三十 三に して 巳に 其 使命 を 終った、 雨う して 吾人 は 或る 特^の 例外 を 除く の 他は斯 くも 

I： 卜く その 使命 を 終る こと は 出来ない、 彼 は 悲慘の 死 を 遂げ 給 ふた、 雨う して 吾人 何人も 彼の 狀に效 ふ 

て 死なん こと は 父の 聖意 ではない と 思 ふ、 基督の 生涯に 特別なる 點が 多く ある、 人の 眞 似る ことの 出 


來 ない 點が澤 山 ある、 基督の 生涯の 模範的なる は 重 もに 其 精祌的 方面に 於て 在て、 其 實際的 方面に 於 

てない、 吾人 は 彼の 如くに 奇蹟 を 行 ふこと も出來 たければ、 彼の如くに智慧を以て吾人の敵を^^服す 

る こと も 3,r 來 ない、 彼 は 吾人と は 本性、 實カ、 靈能を 異にした 者で あり 給 ふた、 吾人 はすべ ての 點に 

於て キリストに 效 はんと 欲して 非常に 失望 せざるを得ない。 

： ： if  ：  .  0OOOO0OO0OO00OO0O000O0OO 

二 此 問題に 對 して 供 せらる i 第一 一の 解答 は キリス トは 完全なる 道 德を傳 へんた めに 世に 降り 給 ふ 

たと 謂 ふので ある、 然しながら 是 れ亦滿 足なる 解答で はない、 勿論、 キリストの 傳へ給 ひし 道 德の卓 

越なる こと は 言 ふまで もない、 若し 或る 倫理 學 者の 言 ふやう に 完全 無缺 でない とする も、 その、 曾て 

ゆに 供せられ し 道德の 中で 最も 完全なる 者で ある 事 は 明かで ある、 然しながら キリストの 敎 訓とソ ク 

ラテ スの それと を 比べ て 見て 兩 者の 羞違は 決して 晝と 夜との 差違で はない、 其 高貴なる 點に 於て はソ 

クラ テ スの敎 訓と實 行と は S 々キリ ストの それにまで 達した、 ソ クラ テ ス の 死狀は 多く キリ ス 卜の そ 

れに 劣らなかった と 思 ふ、 プラト ー の 著に 之 を 読ん で 吾人 は 非常に 感動せられ ざ ら ん と 欲す る も 得 な 

い、 叉 印度の 毗陀敎 に 於ても、 波 斯のゾ ロア スト ル敎に 於ても 基督 敎の 聖書に 劣らない 高い 潔い 敎訓 

の 布して 居る こと は 公平なる 學 者の 何人も 疑 はない 所で ある、 基督 敎を賞 讚す るの 餘り、 基督 敎に在 

る 道德は 他の 宗敎に はない など 丄ー Ml ふ 人 は 唯 其 無學を 表白す るまで ある、 ュダ 人の 多くが 基督 敎を 

排斥す る 主なる 现由 は、 新約聖書 にある すべての 敎訓は 错な舊 約 聖書に 於て ある、 新約 は舊 約の 拔萃 

に過ぎないと 言 ふに ある、 ？ 早に 道義 的に 新約の 約 翰 傳と舊 約の 以赛亞 書と を 較べて 見て 前者が 非常に 

後者に 優って 居る と は 一一 百へ ない、 否な、 多くの 點に 於て、 其 文の 優美なる 點に 於て、 其 想の 莊赣 なる 

點に 於て、 舊約は 確かに 新約の ヒに位 ひして 居る、 ュダ 人が 新約聖書 を輕ん する の も、 或る 點 から 見 
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れば 決して 無理で はない、 道義 學 的に 見た る 新約 聚書は 決して 最上 無缺の 書で あると 云 ふ^は 出來な 

い 、 道德 純正 の 故 を 以て 新約 聖， 書 を 辯 護せ んと 欲する 者 は 多くの 越え 難き 困難の 山に 遵 遇せざる を得 

ない。 

三、 然 らば キリスト は 何のた めに *1 に 降り 給 ふ 乎と 問 ふに、 新約聖書が 此 事に 關 して 言 ふ 所 は 明， H 

,  k  000  ,  OOOOOO00O000000  OOO00OO0OO00  0  0  0  0 

である 卽ち 彼の 血 (死) を 以て 人類の 罪 を 噴 ふためで ある、 爾 うして 死して 後に 昇天し、 天の 鬥戶 

0  0  0  0  0  0  0O00000O0O00OO000O0 

を 開いて 人の子に 神の 子と 成る ための 權 能を與 へんた めで ある、 是れが キリストの 降^の 最大 目的で 

あって、 共 他の こと は此 目的に 副 ふた 餘光 である、 人類に 横範的 生涯 を 示さん がた めに は、 祌の獨 子 

が此， に 降り 來 りて 十字架の 恥 奪 を受 くるの 必要 はない、 完全なる 道德を 世に 示す のが 目的で あるな 

らば 祌は 人の ロを以 て も 之 を 示す ことが 屮： 来る、 然 しなが ら 人類 の 罪 を 履 ひ、 其 聖靈を に 沈みし 人 

の 子の 上に 注がん ための 途を 開かん ために は 彼の 愛子 を 遣して 世 をして 之 を 十字架に 釘け しむる の必 

f§i< 力あった . 'キリストの 生！^ を 躓 S 非の 生涯と 見ての み 新約聖書 は 最も 滿 足に 解釋 せらる、 ので ある、 

世の 罪 を擔ふ 神の 小羊 を觀ょ (ョ ハネ傳 一 窣廿九 節：)、 是れが キリスト である、 神、 罪 を識ら ざる 者 (卽 

ち キリスト) を 我等の 代リに 罪人と なせ リ、 是れ 我等 をして 彼に 在リて 神の 義と なること を 得し めん 

ためなり r コ リント 後書 五章サ 一節)、 是れが キリスト 降 食の 目的で ある、 「キリストの 血 我等 を 潔む」 

いひ あら は  -r)i  こ t-i 

と、 ：： だれ は ュダ 人の 言語 を 以て 或る 特種の 心靈 上の 實験 を言顯 さんと した 言葉で はない、 此言 其れ 自 

身が 赏驗的 大事 實 である、 血 を 流す こと あら ざれば 赦 さる.？ 事な し (ヒ ブライ 書 九 章廿ニ 節)、 基督 敎は 

斯の 现の 上に 立つ 宗敎 である、 雨う して キリストの 降！^ は 此原现 に 基 ゐて世 を 救 はんため であった、 

ユー 一 テリ ヤン 敎徒は 常に 喷^§ の 敎義を 嘲りて 曰 ふ、 「キリスト は 生きん ために 生れし なり、 死なん た 


めに^に 出しに あらす」 と、 然れ ども 福音 主義の 基督教が ュ 一一 テリ ヤン 主義と 正反對 なる 點は玆 に 於 

て 在る、 卽ち キリ ス トの 生に 於て より は 其 死に roa」 多く 宽， きを 篮く點 に 於て 在る、 十字架の 死 を 以て 

キリス 卜 降 世の 目的 は 達せられた、 イエス 酷 を 受けし 後 曰 ひける は 事竟リ ぬと、 而 して 首 を 垂れて 靈 

を附 たせり (ョ ハ. 傳 十九 章 三十 節)、 「事 竞 りぬ」 と は 勿論 事窮 すとの 意で はない、 事 成就せ りとの 意 

000000000  0000000000  OOCOOOOO0OOO00 

である、 目的 は 達せられたり、 人類の 罪は喂 はれたり、 我 は 我が 降 世の 使命 を 果たせり との 意で ある、 

山上の垂訓が あっても、 湖 遼 の救恤 事業が あっても、 十字架 上の 死が たかったならば、 キリストの 降 

^ の 目的 は 達せられ なか つたの で あ る。 


キリスト は 何の 爲に 世に 降りし 乎  一 九 五 


聖霊に 關す る 研究 


聖 靈とは 何ぞゃ 

今や 基督 信者 は全體 に聖靈 を 要求して 止まない、 然 かし 聖靈の 何たる 乎 は 彼等の 間に 能く^ 明って 

居らない と 思 ふ。 

聖靈と は希臘 語の pliihagion, 英語の Holy  Spirit を譯 した 辭 である、 之.；！^、 辭義 なりに 解 すれ 

ば S! き靈 であって、 卽ち 祌の靈 である、 然 かし 新約聖書に 云 ふ 所の 聖靈 なる 者 は單に 神の 靈で はない、 

是れ を爾ぅ 解す るの が 抑々 誤解の 始 である。  j 

神の 靈は g,, 々、の f>』 一に 於て 顯 はれた、 神が 「兀始 に 天地 を 造った の は 其靈に 由て r ある (創世記 一章 二 

節)、 神が 其生氣 (靈) を 人の 鼻に 吹 入れ たれば 人 は 生靈と 成った とのこと である (仝 二 章 七 節)、 ェ 

ホバ の靈、 士師 等に 臨み、 彼等 をして 劍を 揮て イスラ H ルの敵 を 退かしめ た、 祌の靈 ソロモンに 降て 

彼 は 賢明 の 智者と なった、 預言 の 靈も亦 神 の 靈 であって、 之に 由 て預霄 者 は イスラ H ルの 現在と 未来 

とに 就て 語った、 靈に 種々 の 種類の ある こと は 聖書の 充分に 證明 する 所で ある、 智慧の 靈が ある つん 

弗 所 書 一章 十七 節)、 眞现 の靈が ある (約 翰 第 壹書四 章 六 節)、 預言の 靈が ある (默 示錄 十九 章 十 節)、 信仰の 

靈が ある g 林 多 後書 四 章 十三 節〕、 是れ 皆な 勿論 神より 來る靈 であって、 或る 意味に 於て は 神の 靈 であ 

る、 然 かし 是 等を稱 して 悉く な聖靈 であると 云 ふこと は 出来ない、 聖靈は 或る 特別の 靈 である、 或 

聖 まと は ：！； どや  一. フフ 
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ひ は 神の 靈が 或る 特別の 形態に 於て 顯 はれた 者で ある。 

靈は氣 である、 フホ ー ス (力) である、 H ネル ギ ー (能 的 力) である、 エッセンス (精) である、 

ライフ (生 氣) である、 マインド (心) である、 ハ ー 卜 (情) である、 靈は體 ではない、 物で はない 

氣體 でもない、 HI テルで もない、 靈に形 もな く、 色 もな く、 重量 もない、 靈は 物質と は 全く 素性 を 

異にした る ものである、 故に 物 を 以て 靈 のこと を說 明す る は 甚だ 難い、 「風 は 己が ま&に 吹き 汝其聲 

を閒 けど も何處 より 來り何 處へ往 く を 知らす、 凡て 靈に 由て 生まる、 者 は 此の 如し」 〔約^ 傳三章 八 節，) 

と あれ ども 靈は空 叙で はない、 靈と 空 氣と 似て 居る 所 はたぐ 其 形が 肉眼に 見えない と 云 ふ 一 點に 止て 

居る、 g や 靈は祌 が 人類に 賜 ふ 最大の 賜物で ある、 然 かし 賜物で あると 云 ふて 物で はない、 觸れ、 量り 

分析す る ことの 出来る もので はない、 靈は氣 である、 勇氣 である、 正 叙で ある、 道德的 感化 力で ある 

^靈 をみ たまと 訓ん で、 瑶 玉の 更らに 精 化した る 者で も ある 乎の やうに 解す るの は大 なる 誤りで ある ■ 

聖靈 は靈 である、 故に 氣 である、 精神で ある、 生命で ある、 心で ある、 情で ある、 故に 道德的 感化 

はと  ほの：， ぶ 

力と して 我等の 心に 臨み、 其 中に 愛 を 生じ、 信仰 を 起す 者で ある、 聖靈に 鶴の 形 もなければ 焰の熱 も 

たい、 我等 はた 之 を 我等の 靈の 力、 光、，， 生と し感 する まで ある。 

聖霊 は靈 であって 氣 である、 然 かし 特別なる 靈 であって 特別なる ぐ， じある、 天地 を 造った 神の 靈は 

聖靈 ではない、 ギ デオン や サム ソ ンに敵 を 屠る の 勇氣を 供した 祌の靈 は聖靈 ではない、 ソ B モン 王 を 

すべての 人に 優 さりて 賢明く 聰慧 くな した 神 の 靈は 聖靈 ではない、 預言者 は 聖靈 に 由て 預ー 百した と 云 

ふこと は 出来ない、 聖靈は 勿論 神の 靈 である、 然れ ども 造化 力、 勇氣、 智力、 靈智と 云 ふやうな 比 絞 

的に 低い 靈 ではない、 祌の靈 が 其 最も 高い、 聖ぃ 形態 (止む を 得す 斯 かる 文字 を 使 ふ) に 於て 顯 はれ 


たる 者、 其れが 聖靈 である。 * 

けもの 

希伯來 語に 在て は 「聖」 と は 普通 「聖^」 の 意で ある、 「人と 畜とを 論ぜす 凡て イス ラ H ルの 子孫 

の 中の 始めて 生れた る 者 をば ゆ Z な 聖別して 我に 歸せ しむべし」 (出 埃 及 記 十三 章 二 節) と ある、 聖 めら る 

ると は 神の 所屬 となる ことで ある、 聖は祌 の 特性で ある、 「其 は 我れ H ホパ汝 等の 神は聖 なれば 也」 

と祌は 己に 就て 幾度と なく 宣 ベら れた (利 未 記 十九 章 一 一節 參考 )、 故に 聖 一と 云 ふと 神と 云 ふと 殆んど 

同じで ある、 神 を 離れて 聖 なる もの あるな く、 聖 なる もの はすべ て 祌に屬 ける 者で ある。 

故に r 聖」 て ふ 文字に 責尊 とか、 醇良 とか 云 ふ 意味が 附 いて 居る、 聖^ は 勿論 精選 を 要する が 故に- 

聖物 はすべ て 最善、 最良の 物でなくて はならない、 宗敎 的の 猶太 人に 取て は 神 を 離れて 物の 價値 をお 

むる こと は屮： 来なかった、 H ルサ レム を 聖邑と 云 ひ、 變貌の 山 を 後に 聖 山と 稱へ (彼 得 後書 一章 十八 節 y 

キリストの 幅 音を聖 誡 (仝 二 章 二十 一節) と 云 ふたの も 「神聖」 の 意味に 「最高」 「最善」 の 意味 を 

加へ て ある、 聖書に ある 「聖」 の 字 をす ベて 悉く 單に 「神聖」 とのみ 解して 其 多 趣 多様の 意味 を 味 

さ よ.？ しも ベ 

ふこと は 出来ない、 使徒 等が ィ H スを稱 して 「神の 聖僕」 (行 傳四章 三十 節) とい ふたの も 以賽亞 書 五十 

三 章に 於け る 「H ホバの 僕」 と 云 ふと 同じく、 吾人 今日の 言語 を 以てすれば、 「理想の 僕」 とか 「完 

全の 人」 とか 云 ふ 意味に 於て いふた ので あると 思 ふ。 

斯の 如くに して 聖靈は 神より ar つる 最高、 最善、 最良の 靈 である、 其、 神の 靈 である は 雷 ふまで も 

ない、 叉 聖ぃ靈 である は 勿論で ある、 然し それと 同時に 乂 人類に 與 へられし、 又 4r 尙ほ與 へられつ、 

ある、 最も 貴き、 最も 慕 ふべき、 靈 である、 聖靈 なる 語 は實に 新約聖書に 於け る 術語の 一 つで ある、 

是 れは單 に辭義 なりに 解すべき 者で はない、 是れは 或る 特刖の 者 を 指した る辭 である、 其 者の 何たる 

と は 何 W や  二 〇 1 
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乎 を 知らす して、 其 名稱の 意義 を 解す る こと は 出来ない。 

玆に 注意すべき 一 つの 蓽が ある、 それ は 靈 なる 辭の 舊約& め-書に 無い ことで ある、 「神の 靈 水の面 

を複 ひたりき」 とあって、 聖靈と はない、 「エホバの 靈ギ、 、テオンに 臨みて」 とあって 聖霊と はない、 

若し 詩篇 五十 一節 十一 節に r 汝の聖 き靈を 我より 取り 給 ふ 勿れ」 と あれば、 それ は 新約聖書に 於け る 

sffiiM の 意味に 於ての 靈を 指して 云 ふたので はない、. それ は 聖淨の 靈と云 ふ 意味で、 神の 靈と云 ふと 同 

じで ある、 以賽亞 書 六十 三 章 十 節に 「彼等 は 悖りて 其聖靈 を 憂 ひしめ たり 云々」 と ある は、 令 日の 一一 一一 a 

辭を 以てすれば 「神の 神聖 を瀆 したり」 と 云 ふと 同じで ある、 預言者 ョ H ルは エホバの 言な りと て 

その後 我れ 我靈 をす ベての 人に 注がん (約 耳 書 二 章 二十 八 節) 

と^んで is るが、 然し、 綾いて 

しるし  000  000  0  0  0  0  0  0  0 

叉； 大と 地に 徴證 を顯 はさん、 卽ち血 あり、 火 あり、 煙の 柱 あるべし (仝 三十 節) 

と ある を 見て、 彼れ ffi 言 者の 謂 ふ 所の 靈 なる 者の キリスト、 バウ 口 の 謂 ふ 所の 聖靈 でない こと は 能く 

判明る、 所謂 H リ ャの靈 (路加 傳 一章 十七 節、 「心」 と ある は誤譯 なり) と は キリストの 靈 ではない _ 

^:.5- 曾き を 箸り て 喜びし エリヤの 靈は 自己 を 殺す 者 の 扉を赦 さんと せし キリストの 靈 ではない、 キリ 

00^-000000000000  0000OO0OOO0O0O0O00OO0OO 

ス ト降^ 以前に it 靈 なる 者 はない、 聖靈は キリス トを 以て 始めて 世に 臨んだ る靈 である。 

然 らば 新約聖書で 謂 ふ 所の 聖霊と は 何で ある 乎。 

新約^書 は 聖 靈を稱 して 神の 聖 靈 (以弗 所 書 四 章 三十 節)、 キリストの 靈 (羅馬 書 八 章 九 節)、 イエスの 靈 

f 行^ 十六. 七 is)、 イエスキリストの 靈广腓 立 比 書 一章 十九 節)、 神の 子の 靈 (加 拉太書 四 章 六 節)、 アバ 父よ 

と 呼ぶ子た る 者の 靈 「お-お 害八窣 十五 節)、 などと いふて 居る、 其 他 種々 の 名稱が あるが、 然 かし 玆に載 


せた る 所の 者が 最も 善く 其问 たる 乎 を 表 はして 居る と 思 ふ、 聖靈は 勿論 神より 出る 者で あるから、 祌 

の架靈 である、 特に 我等 をして 祌を 父と して 認めし むる 靈 であるから キリスト は 之を稱 して 汝 等の 父 

の靈 とい ひ 給 ふた (馬 太 傳十章 二十 節ン、 叉 キリストより 出で、 我等 を 化して 終に 彼の 如く 成らし むる 靈 

で. あるから、 キリストの 靈、 イエスの 靈、 イエスキリストの 靈 である、 雨う して キリスト は 特に 神の 

子であって、 我等 をして 亦 彼に 傲 ふて 神の 子たら しむる 者で あるから 彼より 出る 聖靈は 特に 神の 子の 

靈 である、 爾 うして 此靈が 我等の 靈に 宿り、 我等に 父 を 示し、 我等 をして 實際 的に 其 子たら しむる に 

方て、 我等 は 之 を アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈 として 感す るので ある、 要するに 聖 靈はィ H スキ リス 

トの靈 である、 キリストの 精神、 キリス 卜の 中心、 故に キリスト 彼れ 自身、 それが 架靈 である。 

サブスタンス  ビ I 'イ. てク 

聖靈の 何物た る 乎、 其 實 質、 其實 在に 就て は 我等 は 知らない、 然 かし 我等 は 其 何んで ある 乎 を 示 

された、 卽ち其 性質に 就て 示された。  、 

我等 は先づ §t 靈卽ち キリストの 靈の 何んで 無い 乎 を 能く 知って 居る、 (一) 聖靈卽 ち キリストの 靈 

•  0  0  »  »  »  »  みなつ-ろし 

は 腕力で はない、 之 を 受け たれば とて ギ デオンの やうに 敵 を 破り、 サム ソンの やうに 異邦人 を 鎏 に 

する こと は 出来ない、 聖靈は 愛で ある、 非 戰の靈 である、 無抵抗主義 である、 何が 明， 曰で あると て、 

キリストの 靈が復 柳、 敵 懷の靈 でない 事 程 明白なる こと はない。 

(二) 聖靈卽 ち キリストの 靈は權 力で はない、 是れは 威力と 法律と を 以て：^ の 上に 臨む 靈 ではない、 

是れは 恐怖の 靈 ではない、 親愛の 靈 である、 預 一一 =n 者ョ H ルの云 ふた やうな 血と 火と 堙 とで はない、 

「慰めよ 慰めよ」 とい ふ 細き 優しき 聲 である、 「祌は 其 使者 等 を 風と なし、 其 役者 を火焰 となす」 と 

あるが、 それ は聖靈 に 由て はたい (希 伯來書 一章 七 節 〕、 聖靈に 導かれた る 神の 使者 は 和平なる 曾を宣 

sf-wni は 何 * モゃ  二 0 三 
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ベ、 又 善 is^ を宜 ぶる 美 はしき 步 行の 者で ある (羅馬 書 十 章 十五 節)、 キリス 卜の 靈は壓 迫 を 其す ベての 形 

に 於て 嫌 ふ 者で ある、 權 力に 核て 福音 を傳 へ やうと する 者 はすべ て キリストの 敵で ある。 

(三) 6^靈，§ちキリ ストの靈は必しも智識の靈ではなぃ、 之 を 受けて 直に 大學 者と 成る こと は 出来な 

い、 プラト ー の 靈、 ァ リスト ー トルの 靈は 之を聖 靈と稱 する こと は出來 ない、 聖書に 聖 靈を稱 して 眞 

理の靈 (約 翰笫 一書 四 章 六 節) とい ふて 居る が、 玆に云 ふ 眞理と は キリス 卜に 於て 顯 はれた る 神の 奥義 を 

指して 云 ふたので あって、 科 學的叉 は 哲學的 眞理を 云 ふたので はない、 勿論 キリストの 靈を受 くる は 

眞现 探究の ために 最大の 利益で ある、 然れ ばと て聖靈 が 宇宙、 人生に 就て 萬 事 を 示す と 云 ふこと は 出 

来ない。 、 、  、 

(四) 聖靈卽 ち キリストの 靈は必 しも 宗敎的 熱心で はない、 之 を 受けて 所謂る 十字軍の 戰士 となる こ 

と は 3,r 來 ない、 所謂 宗敎的 熱心の 多分 は名譽 心で ある、 競爭 心で ある、 我が 黨を樹 て、 我が 勢力 を扶 

.fi; せんとす るの 心で ある、 雨う して 是れ キリストの 靈 でない こと は 何よりも 明かで ある、 斯 かる 競爭 

心 は キリ ストの 敵なる パリ サイ 人に もあった、 彼等 は 一 人 を も 己が 宗旨に 引 入れん ために は 偏く 水陸 

を歷 巡ぐ りたり との 事で ある (馬 太傳 二十 三 章 十五 節)、 キリスト は大將 ではない から 彼の 弟子の 內に兵 

卒を 要め 給 はない、 大聲を 揚げ、 太鼓 を 鳴らし、 喇叭 を 吹く 者 は 未だ 深く 彼の 靈を 飲んだ 者で ない、 

聖靈は 殊に 靜 かなる 靈 である、 山中の 湖水の 如く 淸 くして 深い 靈 である、 之 を 受けて 勿論 何人も 之 を 

他に 頒た すして は 居られない、 乍然餘 りに 聖 くして 餘 りに 貴い 故に 粗忽に 之 を 极ふ事 は出來 ない、 之 

ちま ii 

を 喇叭に 合 はして は唱 へられない、 之 を 巷に 曝して は傳 へられない、 ダンテ は 之 を 不朽の 詩篇の 中に 

藏 した、 アン ゼ B は 之 を 大理石の 上に 刻んだ、 爾 うして 我等 何の 天才な き 者と 雖も、 我等に 與 へられ 


つ 、  ひひ あ ii 

し 5^ も 架き 最も 尊き 物の 中に 裹 ますして は 之 を 他人に 供す る こと は 出来ない、 豚の 前に 眞珠を 投與ふ 

る 勿れとの キリストの 誡は 特に 聖靈 の傳 達に 就て 與 へられし ものであると 思 ふ。 

しろ  丄 んにラ 

兹に 於て 余輩 は 知る、 使徒 行 傅に 記された るべ ンテ コ ステの 日に 於け る聖靈 の 降臨 は眞 正の 降臨で 

なかった こと を、 俄かに； 大 より 迅 風の 如き 響 ありて 彼等が 坐す る 所の 窒に充 ち、 焰の 如き もの 現 はれ • 

わか  そ VS 

岐れて 彼等 各人 の 上に 止まりた りと は、 聖靈の 來臨を 軟風 の 戰 ぐに 譬 へられし キリストの 言と は 全く 

おもむき 

其 趣 を 異にして 居る (行 傳ニ章 二、 三 節 を 約 翰 傳三章 八 節に 比べて 見よ)、 爾 うして 斯 かる 騒然た 

る 降臨が 永久 的の 降臨でなかった こと は 其、 直に 熄 えて 了った 事で 判明る、 ぺ テロ を 始めと して 其 日 

弟子に 加 はれる と 云 ふ 三千の 人 は 一年 足らぬ 中に， 其 信仰 冷却し、 敎會に 對し大 迫害 起り、 ステパ ノー 

人が 起て 大膽に 福 昔 を 辯 明す る 時に 方て は 彼等の 中 一 人と して 殉敎 者の 味方と して 立った もの はな か 

つた， 此處は 使徒 行傳を 論す る 所ではない、 然 かし 此書を 以て 使徒 等の 功績 をのみ 載せて 其 失 收をも 

しる 

明かに 記す 者で ないやう に 見る は大 なる 誤謬で ある こと 丈け は 此處に 言 ふて 置かなければ ならない。 

然 らば 腕力で なし、 權 力で なし、 智識で なし、 宗敎的 熱心で ない 聖靈は 何で ある 乎。 

( 一 ) 聖靈卽 ち i 'リストの 靈は第 一 に柔 かの 靈 である (哥林 多 前書 四 章 一 一十 一 節、 「心」 と ある は 誤 

譯 である)、 是れ 負けて 勝つ の靈 である、 十字架の 恥 を も敢て 忍ぶ 靈 である、 萬 物 を 作り 之 を 維持す 

るの 力 を 有ちながら 之 を 敵人壓 伏の ために 使用せ ざる 靈 である。 

(二) 聖靈卽 ち キリストの 靈は 第二に 罪の 赦免の 靈 である、 最後まで 赦す靈 である、 七 次 を 七十 倍す 

るに 止まらす、 永久に 赦す靈 である、 父よ、 彼等 を赦し 給へ、 其 爲す所 を 知らざる が 故な り (路加 傳ニ 

もの 

十三 章 一一 一十 四 節 ：} と、 此靈を 有たない 者 は 聖靈を 受けた 者で はない、 故に キリストの 屬 ではない。 

と は 何ぞゃ  二 〇 五 
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(三) |^:靈，即ちキリ ストの靈は第三に權牲の靈でぁる、 敵の 罪を赦 すに 止まらす、 進んで 共， を 己が 

身に 擔ふ靈 である、 人の子の 來るは 人 を 役 ふるため に 非ず、 反て 人に 役 はれ 又 多くの 人に 代りて 生命 

を與 へ、 その 贖 ひとなら ん爲 めな り C=i 太傳 二十 章 二十 八 節) と、 就役の 靈 である、 赠！ ^の靈 である、 他 

人に 代て 死 せんとす る靈 である。 

(四) 聖靈卽 ち キリストの 靈は 殊に 子た るの 靈 である、 故に 之 を アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈と云 ふ 

r 羅 書 八^ 十五 節 * 加 拉太書 四 章 六 節)、 父なる 祌 に服從 する の靈 である、 自己の 意志 は 少しも 行 はんと 

せす、 聖 父の 命 維れ 從 はんとす る靈 である、 我 慾より 全く 脫 したる 靈で ある、 自我 を 十字架に 釘け る 

靈 である、 最後まで 從ふ靈 である、 キリストの 精祌は 從顺の 一字 を 以て 翁き て 居る、 彼 は r 已を 卑し. 

死に 至る まで 順 ひ」 給 ふた： 脾立比 書 二 章 八 節)、 彼 は 子た るの 本分 を 完全に 盡 したる 者で ある、 彼 は 誠 

に 「神の 子」 である 其權 威に 由て^ はない、 其從 順に 由て 祌の 子で ある、 爾 うして 我等 彼に 巾て 同 

じく 神の 子と ならん と 欲する 者 は 彼より 此從 順の 靈を 受けなければ ならない、 是 れ聖靈 が 我等に 取り 

特に 必要なる tp.E である、 我等 は 生れながら にして 反逆の 子供で ある、 我意 を 遂げん とのみ なして 聖 

父の 命 を 省みざる 子供で ある、 i§ と は 其 本源に 於て 聖 父に 對 する 不幸の. II である、 故に 31 より 救 はる 

ると は 聖 父に 還ら しめらる \ ことで ある、 預言者の 言を藉 りて 曰 へば 我等の 反逆 を醫 さる k ことで あ 

る C 何 西 阿 書 十四 章 四 節)、 雨う して キリスト は其從 順の 靈を 我等に 降して 我等の 反逆 を醫 し、 我等 をし 

て聖 父の 懊に 還らし め 給 ふので ある、 キリストが 我等の 救 主で あると は 殊に 此 意味に 於て ある、 卽 

ち アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈を 我等に 降して 我等 を も 己の 如くに 神の 子と なし 給 ふからで ある、 

「彼 を 受け、 其 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を 神の 子と なせり」 と (約 翰傳 一章 十二 節い、 又 「汝 等： i 


よ、 我等 稱 へられて 神の 子と なること を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ふ 何等の 愛ぞ」 と(：約翰かぉ表書三^^- 一 節/ 

我等 を 神の 子と なす 者 は 神より S, ゾビ キリ ストに 由り て 我等の 心に 臨む 聖靈 である、 St 靈は 特に 從 順の 

靈 である、 聖 父に 對 する 孝道の §祌 である、 是を 受けす して 何人も 祌の 子と なり、 其榮に 入る こと は 

屮 H 来た-い。 

聖靈 とは斯 かる 性質の 者で ある、 聖 なれば とて 消極的の 者で はない、 是を爲 す 勿れ、 彼 を爲す 勿れ 

ェ パ I ラス チン. クイ ェ| 

と 云 ふ 否お 詰責の 靈 ではない、 祌は 「永遠 の 然」 である、 故に 彼より 出る 聖靈は 積極的の 者で ある、 

柔和の 靈、 赦免の 靈、 犧 せの 靈、 子た る 者の 靈、 一言に 約め て 言へば 愛の 靈、 卽ち愛 其 物で ある、 祌 

は 不淨に 耐え 給 はぬ との 思考から 聖靈を 燬盡す 火と 解す るの は大 なる 間違で ある、 燬盡す 火はホ レ ブ 

の 山に 於て モ I セに顯 はれし 靈 である、 是れ 最上の 靈 でたい 事 は 前に 述べた 通りで ある、 キリストに 

由り て 世に 臨みし 靈は鶬 の 如くに 降り、 露の 如くに 滴る \靈 である、 慰む る 者 (約 翰傳 十四 章 十六 節- 以 

下，)、 反逆 を醫す 者、 仲保者、 和平 を 求む る 者に して 人の 間に 平和 を來 たす 者、 是れ が聖靈 である。 

我等 基督 者が 要求して 止まざる 聖霊と は斯 かる 靈 である、 其 本性に 於て 倫理の 靈 である、 玄妙 不 S 

議 なる 理解し 難き 靈 ではない、 之 を 受けて 奇蹟 を 行 ひ、 所謂 宗教 的 熱心 を增す ことの 出 來る靈 ではな 

い、 聚 靈は靈 であるから、 直ちに 我等の 靈の 中に 働く 者で ある、 我等の 神經に 臨み、 我等の 智覺を 離 

れて 我等 を 動かす 者で はない、 聖靈は 物的で ない は 勿論、 半 物的で もない、 全然 靈的 である、 故に 精 

祌 として、 叉 感化 力と しての み感 する ことの 出来る 者で ある。 

斯く云 ふと 多くの 基督 信者 は 曰 ふで あら ふ、 殊に 正統派 を 以て 自 から 任す る 者 は 一一 目 ふで あら ふ、 聖 

靈が 若し 單に倫 现の靈 であり、 精神で あり、 感化 力で あると 云 ふたら ば、 三位 ー體の 敎義は 消えて 了 

聖篆と は 何ち や  二 〇 七 
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ふ、 聖-靈 は 性格 を 具へ たる 實在 者で あると は 基督 敎の 根本的 敎義の 一 つで ある、 故に 余輩の 如き 說を 

i? ふる 者 は聖靈 の 性格 を 否 む ュ 一一 テリアン であると。 

或 ひ は 雨う かも 知らぬ、 若し 爾ぅ であると ならば まむ を 得ない、 < ^輩 は ュ 一一 テリアン を 以て^ん す 

る、 眞理は 正統派の 奉す る敎義 よりも 贵く ある、 後者 は 何時 之 を 焚ても 可い、 前者 は 永久 離る ベから 

すで ある、 余輩 は 無理に 努めて 正統派の 人た らんと は爲 さない。 

然しながら 靈は 精神 叉 は 感化 力と してより 他に 如何して 知る 事が 出来る 乎、 若し 之 を 物理的に 知る 

ことが 屮 Z 來 るなら ば それ は靈 ではない ので ある、 祌は靈 なりと は 彼 は 物理的に 其 存在 を認む ベ か らす 

との 謂 ひで ある、 靈 であると 云へば 性格 を 具へ たる 者であって、 精神と 云へば 性格 を 具へ ない 者で あ 

ると 云 ふの は 最も 氣 儘なる 論法で ある、 靈は 精神で ある、 精神 は靈 より 來る 者で ある、 精神 は 風の 如 

き 死物で はない、 是は靈 の 生命であって、 其 精 氣と稱 して 差閊 のない 者で ある、 我等 は 人に 精神の 在 

る こと を 知る、 禽獸 や、 草木 や、 岩石に 精神の 在る こと を 知らたい、 若し 在る と 云 ふなら ば、 詩人 的 

に 云 ふので. ある、 精神 は 死物と 見る も 生氣と 見る も考 へやう 一 つで ある、 爾 うして 我等 は キリストの 

精神に 接して、 之 を 死物と して 考 へる こと は 出来ない ので ある、 我等 を 活かす キリストの 精神 は 死物 

であり やう 害 はたい、 否な、 我等 は 生命の 何たる 乎 を 知らなかった、 然れ ども キリストの 精神、 卽ち 

彼の 靈に 接して、 始めて 生命の 何たる 乎 を 己に 自覺 したので ある、 縱し义 精神が 若し 電氣の やうなる 

死物で あると すると も (爾 うして 電氣は 菜して 死物で ある 耶、 则ち單 に 物理的 能力で ある 耶否耶 は 目 

ド學術 界の大 問題で ある)、 斯 かる 有力なる 精神 を 送出した る 本源 は 死物で あり やう 害 はない、 ダン 

テの詩 は 「死せ る 文學」 である、 然し 之 を 綴りし ダンテ は 死人ではなかった、 縱し 我等 を 活かす キリ 


ストの 精神が 電氣の 如き 者で あると する も、 其 溯源 池た る キリストの 心 は 生命の 充ち滿 ちた る 所 で な 

くて はならない。 

故に 斯 かる 議論 は 全く 無益で ある、 聖靈の 性格 を唱 へ、 之 を 固持して 動かざる と 同時に、 憎惡、 陷 

擠、 嫉妬、 紛爭に 日 も 亦 足らざる が 如き は 是れ聖 靈を受 くるの 途 ではない、 聖霊の 性格に 就て 論す る 

前に 先づ聖 靈を受 くべき である、 然 らば 架靈の 3： たる 乎が 判明る、 樹は某 を 以て 知らる、 我等 は 如 H 

にして 聖靈を 認め、 其、 我等に 降りし 乎 を 確かめ 得る 乎、 使徒 バウ B は此 問に 答へ て 曰 ふた、 

(聖) 靈の 結ぶ 所の 果は是 なり， 卽ち 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 撙節 

是れ なり、 斯の 如き 類を禁 する 律法 あるな し (加 拉太書 五 章 二十 二.  二十 三 節) 

此果の 在る 所に 聖靈は 在る、 爾 うして 此 5^ の 無い 所に は假令 預言す るの 能力が あら ふが、 すべての 奥 

義 とすべ ての 學 術に 達する 祌學が あら ふが、 又 山 を 移す 程なる 信仰が あら ふが、 縱し又 焚かる k 爲め 

に 身 を予 ふる 熱心が あら ふが、 聚靈の 菜の ない 所に は 聖靈は 無い、 隨て キリ スト は 彼の 靈を 以て 其屮 

に 在し 給 はない、 我等の 祌學は 如何で も 可い、 我等 は 唯 善良の 靈 として 聖靈 を迎へ 奉るべき であるり 

此婦を 草す るに 方て 余 は 近刊 W.  L.  Walker 氏 著 Spirit  and  Incarnation に 負， 听 多し 
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聖靈と は誰ぞ 

stM と は问ぞ との 問題で はない、 誰ぞ との 問題で ある、 聖靈は 風で はない、 氣 ではない、 精神と 云 

ふが 如き、 元 氣と云 ふが 如き、 又 浩然の 氣と稱 する が 如き 漠然たる 者で はない U 

聖靈は 或る 明白なる 者で ある、 實在 者で ある、 人格 を 具へ たる 實在 者で ある、 彼と 呼び、 汝と稱 へ、 

友と して 交 はり、 師 として 事へ 得る ことの 出来る 者で ある、 卽ち 我等の 主ィ H スキ リストで ある。 

此 事に 關し 聖書の 示す 所 は 明， U である、 

主は靈 なり  主、 卽ち靈 に 由るな り 

と 林 多 後書 三 章 十七， 十八 節〕、 又 

終の アダム (キリスト) は 生命 を予 ふる 靈 となれ り 

と (仝 前書 十五 章 四十 五節)、 キリスト は 又 自己の 聖靈 と同體 なる を 示して 曰 ひ 給 ふた、 

彼れ (眞理 の靈、 卽ち 聖靈) 汝 等と 偕に 在り、 っ汝 等の 衷に 在らん、 我れ 汝等を 拾て 孤 子と せ 

す、 再び 汝 等に 就らん 

と (約^ 傳 十四 章 十七. 十八 節〕、 彼 は 叉聖靈 としての 彼の 再来 を 弟子 等に 約束して 臼 ひ 給 ふた 

暫 らくせば 汝等我 を 見 じ、 復た暫 らくせば 我 を BD- るべ し 


と (仝 十六 章 十六 節し、 彼 は 义聖靈 の 彼 自身なる を 示さん が爲 に、 弟子 等と 最後に^ かる、 に 臨んで、 

彼等に 彼の 氣 息を喊 きかけ て 曰 ひ 給 ふた 

汝等 聖靈を 受けよ 

と C 仝 二十 章サニ 節)、 又ィ H スが 肉體に 在りて 最後に 其 弟子 等に 吿 げし 一一 一一 c 葉と して 左の 如き ものが 傅へ 

られて ある、 

夫れ 我 は 世の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り 

と 太 傳末章 末節)、 而 して 彼が 聖靈 として 彼等に 伴 ひし こと は 使徒 行傳 以下の 聖書の 記事の 明かに 示 

す 所で ある、 例へば パゥ n がシラ スとテ モテと を 伴 ひ、 フ ル ギヤと ガラテ ャの地 を 過ぎし 時、 アジ ャ 

に 道を傳 へんと せし や、 其 事 を 

聖 靈に禁 めら る 

と あり、 遂に ムシ ャを經 てビテ 一一 ャに往 かんとせ しゃ 

イエ スの靈 之 を 許さ りき 

と ある (行傳 十六 章 六、 七 節)、 此 場合に 於ても 聖 靈はィ H スの靈 と 同一 の ものである 事 は 明かで ある。 

併しながら 問題 は單に 文字の それで はない、 基督 者の 實驗の それで ある、 基督 者 は 其 信仰的 實驗に 

由て 聖靈 の主ィ H ス キリストで あるより 他の 者で 無い こと を 知る、 彼等に 取りて は キリスト は 故人で 

はない、 卽ち 單に歷 史的 人物で はない、 彼 は 今猶ほ 在し 給 ふ 者で ある、 彼 は卽ち 默示錄 記者の 所謂 

「今 在し、 昔 在し、 後 在す 者」 である、 基督 者が 他の 信者と 其 信仰 を 異にする 點は 全く 兹に 在る、 彼 

*-*  二と  ぶ , 5 の ZTj 

等 は 死せ る 昔時の 英雄 を 慕 ふ 者で はない、 今 存在す る 主に 事へ る 者で ある、 彼 は眞に 今猶ほ 葡萄 樹で 
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あって、 我等 は 其 枝で ある、 我等 は 彼 を 離れて^ 在す る 者で はない、 

我れ 生 くれば 汝等も 生きん 

と 彼 は 曰 ひた まふた (約 翰傳 十四 章 十九 節)、 义 使徒 パ ゥ 口の 曰 ひし 

最早 や 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな り 

との 言 は 基督 者 各自の 實驗を 一一 一一 C ふので ある、 キリストと 信者との 此 個人的 關係、 是れが 基督 敎の 特徵 

である、 是れ なくして 聖書 も 祌學も 敎會も 敎義も 3: でもない、 而 して 是れ ありて すべてが あるので あ 

る、 キリ ストが 我等と 偕に 在り 給 ふが 故に 我等 は 基督 者で あるので ある。 

而 して 此 事は單 に 我等の 迷 想で はない、 是れは キリストの 約束し 給 ひし 事で あるの みならす、 义我 

等の 實驗 する 所で ある、 キリスト は 確かに 今 我等と 偕に 在り 給 ふので ある、 其 事 は 何に 由て 背 明る か 

とい ふに、 種々 のこと に 由て！： 明るので ある、 先づ 第一 に、 聚靈卽 ち キリストが 我等に 臨み 給 ふ 時に 

彼 は 

罪に 就き 義に 就き 審判に 就き 曉ら しめん 

と ある (約 翰傳 十六 章 八 節 y 實に其 通りであって、 我等 は是 等の 事 を曉ら しめられて 始めて 我れ 以外、 

/、以上の 者が 我等に 臨り しこと を識 つたので ある、 罪と 云 ひ、 義と云 ひ、 審判と 云 ひ、 之 を 文字に 讀 

んで 3： にも 解し 難い 事 はない、 併し 其 まことに 何で ある 乎 は、 是れ 天よりの 或 者の 降臨 を 待た ざれば 

.§ 何しても 解らない 事で ある、 我等 は 倫理 書を讀 み、 宗教家に 尋ね、 然り、 廣く 聖書 を 研究して 其眞 

さししめ 

に 何たる 乎が 解らない、 然れ ども 一 たび 或 者が 我等の 心に 臨んで 我等に 指示す 所が ありて 我等 は 翻然 

として 曉ら しめられ るので ある、 我等 は 直に キリス トに 接する まで は 罪の 何たる 乎 を 知らなかった、 


孔子 も 孟子 もソ クラ テス も 力 —ライル も 此事を 我等に 識 らしむ るに 足りない、 而 して 此 事を識 らしめ 

られて 我等 は 「イスラ H ルの 聖者」 の 直に 我等に 臨み 給 ひし こと を識 るので ある。 

而 して- H_i- に 就てば かりで はない、 キリスト 御自身の 何たる 乎、 福 昔 書に 畫 かれた る ナザレの イエス 

が 5^ して 神の 子に して 人類の 首で ある 乎 否や、 此事も 亦 直接 彼と 偕なら ざれば 解らない 事で ある、 聖 

書 學者必 しも キリスト を識ら ない、 然り、 多くの 聖書 學者は 聖書の 文字に 精 はしき に 係 はらす、 不信 

者 ほど も キリスト を識ら ない、 我等 も 亦 久しく 聖書 を學ん で、 キリストの 眞に 何たる 乎 を識ら なかつ 

た * 併しながら 何時か 或る 所に 於て 或る 聖者に 接して 始めて 彼の 主たる こと を曉 つたので ある、 其 時 

死せ る 聖書の 文字 は活 きたる ものと なって、 我等の 心に 燒 きつけられた、 若し 此 事が 會 合でないなら 

ば 我等 は會 合の 何たる 乎 を 知らない、 會 合と は 肉體の 面と 面と を 合する 事で はない、 是れは 心の 投合 

である、 其 相互 的 了解で ある、 「汝」 と 呼ばれて 「我」 と 答 ふ、 其 時 我等 はィ H スの 弟子と なった の 

である、 師弟の 關係は 兹に始 つたので ある、 敎 X 皆の 提供す る 信仰 筒條に 名を署 して 所謂 「信者」 とな 

る ことが 來 やう、 しながら キリストと 會 合せ ざれば 彼の 弟子と なること は出來 ない、 「基督 敎信 

者」 と 云 ふと 「キリストの 弟子」 と 云 ふと 其 間に 犬なる 差別が ある。 

斯 くの 如く キリストと 我等と の關 係の 全然 個人的なる は 彼の 今尙 ほ 在 し 給 ふ 最も 善き 證據 である、 

彼に して 今 尙ほ在 さ 5^ らん 乎、 我等の 信仰 は 無益で ある、 歷 5„< 的 人物 は 今の 我等 を 救 ふに 足りない、 

歷 史的 想像 は 信仰の 代用 を爲 さない、 我等 は 塞に 見 ざれば 信じ 5£ ない 者で ある、 聖書 は 如何に 貴し と 

雖も活 きたる キリス トを 我等に 紹介す るに 足りない。 

而 して 此活 きたる キリストが § で靈 であるの である、 主は靈 である、 主、 卽ち靈 である、 彼れ 我等と 
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偕に 在り、 且つ 我等の 衷に 在す、 我等 は 聖靈を 受けて キリスト を迎 へまつ る、 キリスト は聖靈 として 

世の 末まで 我等 彼 を 愛する 者と 偕に 在し 給 ふ、 彼 は 今猶ほ 生きて 我等 を 導き、 我等が 誤りに 陷 らんと 

する 時 我等 を禁 め、 我等が 爲 すべから ざる こと を 爲すを 許し 給 はない、 昔し は 

人が 其 友に 言談 ふ 如くに M ホバ、 モ I セと面 を 合せて 言 i ひ 給 ふ 

と あるが (出 埃 及 記 三十 三 章 十 一 節)、 今 は 同じ やうに キリ スト は賤 しき 我等と 面 を 合せて 曾 談ひ給 ふの 

である、 奇 しぎで も あり、 亦 驚くべき でも ある、 併しながら 基督 者の 實驗 として 否むべからざる 事實 

である。 

キリス ト は紫靈 である、 聖靈は キリ ストで ある、 故に 聖靈 を受 くる は キリ スト を迎 ふるので ある、 

我等 は srmw を 受けん と 欲して 雲を摑 まんと 欲する ので はない、 我等 は 或る 確實 なる 目的 を 達せん とす 

るので ある、 我等 は キリスト を 我心に 請 ぜんとす るので ある、 之に 適當の 準備が 要る、 適當の 方法が 

ある、 準備 は 謙遞る ことで ある、 方法 は 絶えす 祈る ことで ある、 而 して 此 準備 を 爲し 此方 法を竭 して 

彼の 入来 は 確かで ある、 _ 

視ょ、 我れ 戶の 外に 立ちて 叩く、 若し 我？ を 聞きて 戶を 11 く 者 あらば 我 は 其 人と 偕に、 其 人 は 我 

と 借に t せん 

と 彼 は 一一 一一 口 ひ 給 ふた (默 示錄 三章サ 節〕、 我等 彼を迎 へんと 欲して 遠く 天の 高き に 昇りて 彼の 降臨 を 乞 ふに 

及ばない、 彼 は 旣に戶 の 外に 立ちて 叩き 給 ふ、 旣に 我等の 側に 立ちて 我等の 友と して 接 けられん こと 

を 待ち 給 ふ、 gctlM は 天より 降り 来る 雨で はない、 旣に 地に 湛 えられた る 水で ある、 我等 謙 遞の手 を 仲 

ベて 之 を 汲まん 乎、 我等 は 直に 之 を 掬 ひ 待て 我等の 渴を 癒す ことが 出来る、 聖霊 を 祈る に 雨 乞 ひを爲 


すが 如き 思考 を 以て 爲 して はならない、 友を迎 ふるの 心 を 以て 爲 さなければ たらない、 聖靈を 人と 見 

たいで 物と 見る が 故に 我等 屢々 之 を 祈て 之を璲 ない ので ある。 

i ゃ靈は キリスト である、 故に 我等 は 良く 其 如 M なる 靈 である 乎を識 るので ある、 我等 は洵に 使徒 ョ 

ハ ネの曰 ひし 如く 靈を 試す の 必要が ある、 

愛する 者よ、 凡の 靈を 信す る 勿れ、 其靈祌 より 出る や 否 を 試むべし 

と C 約 翰 一書 四 章 一 節)、 我等 は壞々 聖靈 ならざる 者 を 聖靈と 稱んで 居る、 人が 熟 心に さへ なれば、 それ 

で 彼に 聖靈が 降った と 言 ふて 1^ る、 或 ひ は 彼に 奇 ぎなる 能が 加 はれば、 それで 彼に 聖靈が 降った と稱 

して 居る、 併しながら 聖靈 は伹の 熱心 でもなければ 奇跨 でもない、 

假令 我れ 山 を 移す ほどなる 諸の 信仰 ありと 雖も 若し 愛な くば 數 ふるに 足らぬ 者な り、 假令 我れ 我 

がすべ ての 所有 を 施し、 又 焚かる- - ために 我が身 を予 ふと も 若し 愛な くば 我に 益な し 

とパ ゥ 口 は 一一 一一 n ふて 居る (哥林 多 前書 十三 章)、 奇 積も 熟 心 も 獻身も 未だ 以て 聖， 靈 降臨の 確證 となす に 足り 

ふし  わざ 

たい、 實に 多くの場合に 於て 惡 魔の 靈を受 けたる 者が 怪 ぎなる 力 を 出し、 驚くべき 事を爲 す、 かの 戰 

爭の 時に 方て 人が 人 を 殺さん がた めに 慾 を 去り 己 を 忘る 、 が 如き は 其 最も 良き 實例 である。 

然 らば 如何にして 聖靈を 認めん 乎と 云 ふに、 キリストの 供し 給 ひし 試驗 法に 由る ので ある、 卽ち 

樹は 其果を 以て 識らる 

との 誤りな き 試験法に 由て 我等 は 靈の眞 偽 を 識別す るので ある、 而 して 聖靈の 結ぶ 所の 果は顯 著で あ 

る、 卽ち 左の 如し、 

仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 撐節 

聖 M と は 誰. -V  ニー  五 


§f  w に國 する &究  ニー  六 

是れ である (加 拉太書 五章廿 二、 サ三 節)、 是 等の 果の 結ばる、 所に は 靈が 降った ので ある、 而 して 是 

等の ra^ の 無い 所に は 假令傳 道心が 幾ん に 燃え やうが、 假令 敎義が 死力 を 以て 護ら れ やうが、 假 令敎會 

が 起り 信者が 殖え やうが 聖靈は 降って 居らない ので ある。 

而 して キリ スト を 友と し迎 へまつ りて 是 等の 美 はしい 菜 は 我等に 在りて 結ばれる ので ある、 是等は 

すべ て旣に キリス トに 在りて 結ばれた る果 であって、 今 叉 彼と 偕に ある 我等に 在りて 結ばれる ので あ 

る、 

汝等、 我に 居れ、 然 らば 我れ 又汝 等に 215 らん、 枝 若し 葡萄 樹に 連ら ざれば 自 から 實を結 ぶこと 能 

はす、 汝等も 我に 連ら ざれば 亦 此の 如くな らん、 我 は 葡萄 樹、 汝等は 其 枝な り、 人、 若し 我に 居 

り、 我れ 亦 彼に 居らば 多くの 菜 を 結ぶべし 

と ある (約 翰傳 十五 章 四、 五節)、 善果 を 結ぶ の途は 明. E である、 漠 たる 靈火を 仰ぐ ので はない、 キリス 

トを迎 へまつ り、 彼に：^ び 付けら る、 ので ある、 キリストの 新婦と なり、 彼に 嫁ぎて、 直に 其 靈に化 

せらる i ので ある、 而 して 良緣の 夫婦が 其 琴瑟の 交りの 親しき よりして 終に 二者 同體 となり、 胎を異 

にして 生れし 者が 終に は 其 容貌まで も 相似る に 至る が 如くに、 我等 も 亦 キリ ス トと交 はる こと 益々 親 

しくして、 終に は 彼が 我に 移り、 と 汚據に 生れし 我等 も 終に は 彼の 聖 きに 似る に 至る ので ある、 玆 

に 至て かの バウ a の 言と して 註解 者が 常に 解釋に 苦む 所の 哥林多 後書 三 章 十五 節 以下の 意味が 稍々 明 

瞭 になる ので ある、 

主は卽 ちかの 靈 なり、 主の 靈の ある 所に は 自由 あり、 凡て 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 

榮を 見、 榮に榮 いや 增 さりて 其 同じ 像に 化 はる 也、 是れ主 卽ち靈 に 由て なり 


と、 卽ち 主と 我との 琴 瑟の交 はりの 愈々 益々 親しき より、 彼と 我との 間に^す るすべ ての^ 離 は 取 除 

i5 なよ め  じな むこ 

かれ、 新婦が 其 帕子を 撒して 自由に 新郎に 近づく が 如く、 我 も 亦 自由に 主に 近づき 得て、 鏡に 對 して 

か- U ち 

我 額 を 見る が 如く 常に 主の 聖額 を拜 しまつり て、 我 は 終に 其 同じ 聖き 像に 化せら る、 也、 而 して 我に 

此事 ある は是れ 主が 聖靈 として 我に 伴 ひ 給 ふに 由る と、 是れ がパゥ a の此言 辭の 意味で あると 思 ふ。 

洵に キリ ス ト が聖靈 として 我等と 偕に なり 給 ふが 故に 我等 は眞に 自由にな り、 又眞に 恐怖より 脫す 

るので ある、 

あ. U  まこと 

子 若し 汝 等に 自由 を 賜へ なば 汝等眞 に 自由なる べし 

と「約^?傳八章三十六節：>、 叉 

若し 神 我等と 偕に 在 さば 誰か 我等に 敵 せん 乎 

と (羅 K 書 八章箭 一節〕、 神の 子 我等に 自由 を 賜 ひ、 神に 等しき 者 我等の 友と なり 給 ふとの ことで ある、 

然れば 我れ +何を か 恐れん、 困苦 か、 迫害 か、 飢娥 か、 裸 か、 政府 か、 敎會 か、 大臣 か、 監督 か、 

彼等 何者 も 我等の 自由 を 奪 ふこと は屮 I 来ない、 叉 何者 も 我等 を威壓 する こと は 出来ない、 主、 我と 共 

に 在りて 我 は眞に 自由の 民で ある、 眞に獨 立 信者で ある。 

斯く 論じ 來て玆 に敎理 上の 大 問題が 起る ので ある、 卽ち 聖靈が 若し キリストで あるならば 三位 一 體 

の 敎義は 如何になる 乎との 問題、 是れ である、 余輩 は 機會を 見て 更ら に此大 問題に 就て 論じ やうと 欲 

ふ。 
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パラク レ 1 トス 

y.o しゃ -•-  なケさ ；；- る もの 

パ ラクレ ー トスと は 希 職； である、 約 翰 傅 十 ra 章 仆六節 其 他に 於て は 「調 慰 帥」 と譯 され、 約 翰 第 

壹書ニ 章 一節に 於て は 「保 惠師」 と譯 されて ある 言辭 である、 意味の 甚だ 深い、 慰藉の 甚だ 多い Iw 辭 

である。 

パ ラクレ ー トスの 元の 意味 は 「側に 招く 者」 叉 は 「側に 招かる k 者」 である、 すべて 困難の 場合に 

於て 慰藉の ため、 叉投 助の ために 側に 召び 寄す る^ を 斯く稱 したので ある、 故に 法廷に 於け る 辯護士 

の こと をパ ラタ レ ー トスと 云 ふた、 彼 は 裁判官の 前に 於て 罪人の 側に 立て 彼に 法律上の 援助 を 供す る 

者で あるから である、 「側に 立つ 者」 と 云 ふ 意味から 「慰む る 者」 と 云 ふ 意味が 出て 来たので ある、 

終生の 侶伴、 ， 困難る 時の 最と 近き， 助援 OSI 四十 六？， n 節〕、 それが パラク レ ー トスで ある。 

而 して キリ スト は 我等の パ ラク レ ー トスたり 給 はんこと を 約束し 給 ふたので ある、 彼の 曰 ひ 給 ひし 

夫れ 我 は^の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在る たり 

とは此 事で あ る r 馬 太 傳末章 末節)、 彼 は 又 我等の 辯護士 叉 は 代言人 たらん こと を 約束して 曰 ひ 給 ふた、 

人、 汝等を (裁 1： 所に) 曳解 さば 以前より 何 を 言 はんと 慮り 义は思 ひ 煩 ふ 勿れ、 唯 汝等其 時 賜 ふ 

所の 言 を 曰 ふべ し、 そは言ふ^|<;は汝等に非す、 聖靈 なれば 也、 


と (馬 可傳 十三 章 十 一 節)、 而 して キリ ス トは 靈 として 常に 我等に 伴 ひ 給 ふとの ことで ある、 

父、 必すパ ラクレ ー トス を汝 等に 賜 ひて^り なく 汝 等と 偕に 在ら しむべし (約 翰傳 十四 章 十六 節)。 

我が 名に 託り て 父の 遣さん とする パ ラクレ ー トス 卽ち 聖靈 はすべ ての 理を汝 等に 敎へ、 亦 我がす 

ベ て汝 等に 言 ひし こと を汝 等に 憶 起さ しむべし (仝 二十 六 節)。 

我れ 眞を汝 等に 告げん、 我が 往く は汝 等の 益な り、 若し 往 かすば パラク レ ー 卜ス汝 等に 來ら じ、 

若し 往 かば 彼を汝 等に 1 らん、 彼れ 来らん 時、 罪に 就き、 義に 就き、 審判に 就き、 世. をして 罪 あ 

りと 隨ら しめん C 仝 十六 章 七. 八 節)。 

キリ スト は兹 にパ ラクレ ー トス を 「彼」 と 云 ひて 第三 人稱を 以て 稱んで 居る、 然し、 余輩の 曾て 論ぜ 

O00O00O0OO0O000  00  0  0  0 

し 如く、 加 ま 1 巫と は キリストの 靈 より 他の 者で はない、 キリストが 靈 として 吾人の 心に 臨む 者- それが 

聖靈 である、 卽ち、 肉と 靈 との 存在の 形 狀が變 るまで あって、 肉なる ナザレの イエスが、 彼の 死後 

は靈 なる キリストと なりて^り なく 我等と 偕に 在り 給 ふとの ことで ある (「聖 靈とは 誰ぞ」 の ー篇を 

見るべし)。 

而 して 是れ單 に キリストの 約束の 一一 百 たるに らす、 我等 彼 を 愛する 者の 親 しく 實驗す る 所で ある、 

我等が 基督 信者と なりたり と 云 ふ は 洗禮を 受けて 基督 敎會に りたり と 云 ふこと ではない、 叉 は 吾等 

の 智能 を 以てして 基督 敎の 敎理を 理解した とい ふこと でもない、 我等が クリスチャンと 成りたり とい 

ふこと は 我等が 或る 『聖者』 を 友と し 持つ に 至った とい ふ 事で ある、 而 かも 單に 或る 舊き 記錄に 於て 

或る 理想の 人物 を發 見した と 云 ふので はない、 今活 くる 或る 聖き 友人 を發 見して 其 伴 ふ 所と なった と 

云 ふこと である、 卽ち 我等 は大 なる パラク レ ー トス 卽ち 「側に 在る 者」 を 得た と 云 ふこと である、 寂 
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漠 の^に 在て 孤獨の 生涯 を 送る を 魔め て、 大 なる 訓慰師 を 平常の 友と して 持つ に 至った と 云 ふこと で 

ある、 詩人 ホヰッ ト マン の 所謂る 大 なる 侶伴 (Great  camerado) を 旣に此 世に 於て 得た と 云 ふ^で 

ある、 而 して 朱だ此 伴侶 を 得ない 者 は 基督 信者と 稱 して クリスチャン ではない、 gsf に 信者の 群に 加 は 

りたれば とて、 叉 單に敎 理を闘 はせば とて、 此聖き 交友が 無くして 人 は 決して クリスチャンで 無い。 

而 して 彼と 我との 交際 は實 に 親密なる 者で ある、 

汝、 我に 在り、 我れ 汝に 在り 

と 云 ふ 次第であって、 刎頸の 友と 云 ひ、 膠漆 も 管なら すと 云 ふと も 之に は 及ばない 交 はりで ある、 彼 

れ 我に 代て 死に たれば 我 も 亦 彼に 對 して 死す るので ある、 卽ち、 パゥ 口の 曰 ひしが 如く、 

最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな り 

と 云 ふに 至る ので ある (加拉 太 書ニ聿 二十 節)、 玆に 於て か 同伴 は 同化と なる ので ある、 彼 は 我が 新郞、 

我 は 彼が 新婦、 二 ッの靈 がー ッに 成って、 我 は 基督 者卽ち 小なる キリス 卜と 成る ので ある C 

パラク レ ー トス 卽ち斯 かる 聖友を 我 は 得 たれば、 我 は 何處に 至る も、 亦 如何なる 場合に 處 する も 恐 

れな いので ある、 昔し は ヨブ、 神の 義 しきと 己れ の義 しから ざると を自覺 して 微かに 彼の 辯 護 者の 天 

に 在る を 認めて 曰 ふた、 

視 よ、 八：' にても 我が 證明 となる 者 天に 在り、 我が 眞實を 表明す 者 高き 處に 在り ；… 願く は 彼れ 入 

のために 神と 辯 論し、 人が 其 友の ために 辯す るが 如くに 辯 ぜんこと を 

と (約 百 記 十六 章 十九、 廿 一節)、 然るに今の我等にはョブの&^iみし斯かる辯護者がlflに供せられたの 

である、 


若し 人、 罪 を 犯せば 我等が ために 父の 前に パラク レ ー トス (保 惠師) あり、 .§ ち義 なる イエス キ 

リ ス トな り、 

と (約 翰 第 壹 書 二 章 一節〕、 ヨブの 望んで. まざりし 辯 護 者 は 我等の パラク レ ー トスなる 義 なる ィ ェ ス キ 

リストで ある、 彼れ 我に 伴 ひ 給 ふが 故に 我 は 我 1^ を 以て 架き 神の 前に 立つ も 恐れない ので ある、 彼 は 

我がた めに 最も 有力なる 辯護士 である、 單に 言葉 を 以て 我が 無 si; を 乞 ふに 止まらない、 我が身 代と な 

き！ V 

りて 立ち、 彼の 義を 以て 我 不義 を蔽 ひ、 而 して 我 を 汚れな き瑾 なき 者と して 神の 前に 立た しめ 給 ふの 

である、 故に 我に 永久の 平和が あるので ある、 斯 かる 友人が 我と 偕に 歩み、 我と 偕に 死の 河 を 渡り、 

我と 偕に 神の 裁判の 前に 立つ と識 るが 故に、 恐怖 は 全く 我より 脫す るので ある、 我が パラク レ ー トス 

なる ィ H ス キリストの 我と 偕に ある を 知って、 昔時の 詩人の  一一 一一 n は {曰；5- に 誠に 我が 言と なる ので ある、 

我れ 汝の 聖靈を 離れて 何處に 行かん や、 

我れ 汝の聖 前 を 逃れて W 處に往 かんや、 

我れ 天に 昇る とも 汝、 彼處に 在し、 

我れ 我が 榻を陰 府に設 くると も視 ょ汝、 彼處に 在す、 

あけぶ G- つま？  よて 

我れ 曙の 翼 を 借りて 海の 端に 住む とも、 

彼處 にて 汝の聖 手、 我 を 導き、 

汝の 右の 手、 我 を 保ち 給 はん、 

暗 は必す 我を蔽 ひ、 

我を圍 める 光 は 夜と ならん と 我れ 言 ふ も、 
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汝の聖 前に は 暗 も 物 を隱す ことなく、 

夜 も晝の 如くに 輝くな り、 

汝には 暗 も 光 も 異なる ことなし。 

(詩篇 百 三十 九篇 七— 十二 節) 

然 らば 来れよ 困難、 来れよ 孤獨、 来れよ 死、 来れよ- 1^ 後の 裁判で ある、 我に 我が パラク レ ー トスの 有 

る あれば 我 は 何 を も 恐れない、 我 は §sf 獨 であって 單獨 でない、 我が 側に 「能力の 强き 者」 が.^ る、 而 

して 宇宙 何物 も 我 を 彼に 託れ る 神の愛より 絕ら する ことが 出来ない (羅瑶 書 八 章 三十 八 節 以下〕。 


聖 靈の 進化 


聖靈に 進化が あると 云 ふ は 不敬の Iw である やうに 聞こえる、 然し 事 實は蔽 ふべ からすで ある、 聖書 

は 確かに 聖， 靈に 進化の ありし こと を 示して をる。 

ees は 初めに 造化の >„s として 顯 はれた、 

はじめ  かた ち  むなし  £ 'ふわ •.；- おらて  00O 

元始に 祌、 天地 を 造り 給へ り、 地 は 定形な く曠 空く して 黑暗 淵の 面に あり、 祌の靈 水の面 を 覆 ひ 

たりき (創讲 記 一章 一 、 二 節 )o 

叉 一一 目 ふ 


諸の 天 は H ホバの 言葉に よりて 成り、 

天の 萬 軍 は M ホバ の氣 によりて 造られたり 

と (詩篇 三十 三篇六 節)、 玆に 「エホバの 氣」 と ある は 神の 靈と云 ふと 同じで ある、 天の 萬 sar 卽ち 諸の 

星 は 神の 靈 によりて 造られたり とのこと である。 

宇宙 を 造りし 神の 靈は 今、 猶ほ之 を 支持す る靈 である、 

汝、 靈を 出し 給へば 萬 物 皆な 造らる、 

おもて 

汝、 地の 面 を 新たに し 給 ふ 

と (詩篇 百四篇 三十 節)、 春來る 毎に 綠葉 滴り、 百 鳥 梢に 歸り 囀る の は 同じく 祌の靈 によるの である、 或 

る 意味に 於て は 風 も 聖靈 である、 電氣 も聖靈 である、 天然の 能力で あれば とて 決して 賤 むべき もので 

はない。 

造化の 力と して 顯 はれし 神の 靈は 次に 腕力と して 人に 現 はれた、 聖母 マリヤの 讚美歌に 

其臂の カを發 はして 心の 黐れ る 者 を 散らし 

と ある は此 事で ある (路加 傳 一 章 五十 一 節，)、 昔の 勇者 は 祌の靈 によりて 身の 弱き を 以て 敵の 强 きを 挫い 

た、 神の 靈ォテ  一一 H ルに 臨み たれば、 彼れ 戰に 出て メソ ボタ ミヤの 王を據 にしたり との 事で ある (士 

らっほ  みなつ 一ろ し 

師記三 章 十 節)、 神の 靈ギ デオンに 臨み たれば 彼れ 敛を 吹き、 民 を 集め、 ミデ アン 人 を 破りて 之を鎏 

にしたり と 云 ふ (仝 六 章 # 四 節)、 神の 靈 サム ソンに 臨み たれば、 彼れ 山羊の 子 を 裂く が 如くに 稚き獅 

子 を 裂きたり と 云 ひ (仝 十四 章 六 節)、 叉 

玆に エホバ の靈 サム ソ ンに 臨みし かば サム ソ ン、 ァシケ 口 ンに りて 彼 所の 者 三十 人 を 殺し、 其 

聖 S の 進化  ニニ 三 


BTSJW に閱 する w 究  ニニ  S: 

物 を 奪 ひたり 

と 云 ふ (人工 十九 節)、 後に はィ H ス をして 永遠の 靈に 由り 己 を 神に 獻 げしめ し i や M は 前に は k 帥 等に 臨 

みて 獅子 を 裂き 敵 を 殺さし めたり との 事で ある。 

神の 靈は又 技工の 靈 として 人に 降った、  _ 

エホバ、 モ ー ゼに賈 ひ 給 ひける は、 我れ ュダの 支 派の ホルの 子なる ゥリの 子べ ザ レルを 名指して 

さとり  ナベて ii ぐ ひ わざ .U け  たく み 

召し、 神の 靈を 之に 充 たして 智慧と 了知と 智識と 諸の 類の ェに 長し め、 奇 功を盡 して 金、 銀、 及 

び 銅の 作 を なすこと を 得せし め、 玉 を 切り 嵌め、 木に， 彫刻み て 諸の 類の ェを なすこと を 得せし む 

と ある (出 埃 及 記 三十 一章 一— 五節)、 卽ち 神の 靈は 冶金の 術、 彫刻の 技、 卽ち 美術の 靈 として 此 人に 降 

りたり との 事で ある。 

聖 靈 は叉預 言 の靈 である、 神の 靈サ ウルに 臨み たれば、 サ ウル 預 一一 目 者 の屮 にあり て M 言 せりとの 事 

である (撒 母 耳 前書 十 章 十 節)、 叉 ェ ホバ の靈 ダビデの 中に ありて 彼 は 最後の 言 を 遣せ りと 云 ふ (仝 後書 二 

ト：： 一章 二 節)、 異邦人 バ ラム さへ も 神の 靈 彼に 臨み たれば、 彼 は イスラ H ルの 子孫の 將來に 就て 預言せ 

りとの 事で あ る (R 數紀略 サ四章 一 一 節)、 誠 に 預言 は 人 意 に 由り て 出しに 非す、 祌に屬 け る 聖き 人が 聖靈 

に 感じて 語りし 者で ある (彼 得 後書 一 章廿 一 節)。 

此 ほか s^, 靈は 聰明の 靈 として ソ 口 モ ン 王に 降り、 夢 を 解す る 知 了の 靈 として ダ  一一 H ルに 降り、 荒錢 

-お興 の 靈と して ネへ ミヤに 降った、 或 ひ は 審判の 靈 として 審判の 席に 坐す る 者の 上に 降り (以赛 亞書サ 

八 章 六 節)、 或 ひ は 謀略の 靈、 才能の 靈 として 民 を 治む る 者の 上に 臨んだ (仝 十一 章 二 節，)。 

以上 は舊約 時代に 於け る 靈の 進化で ある、 新約 時代に 入て より 聖靈は 更らに 又 進化 を糙 けた、 聖 


靈 マリヤに 臨みて 至上 者の 大能 彼女 を 庇へ りと 云 ひ (路加 傳 一章 世 五節 ヽ H リサべ ッ聖 靈に充 たされて 

大聲に 呼 はりて 聖母 を 祝したり と 云 ひ (仝 四十 一節〕、 ョ ハネの 父 ザ カリヤ は聖 靈に充 たされて 其 子の 

將來に 就て 預言せ りと 云 ふ (仝 六十 七 節〕、 ィ H スの 全生涯が 聖靈 指導の 生涯で あり、 彼れ 天に 擧 げら 

れ てより， 聖靈は 叉，， 著 しく 彼の 弟子 等の 上に 降った、 ベ ンテコ ステの 日に 於て は 聖靈迅 風の 如き 響 

を 以て 焰の 如き 形 をな して 弟子 等の 上に 降り、 

彼等 は 皆な 聖靈 に滿 たされ、 其聖靈 の 言 はしむ る 所に 隨 ひて 異なる 國々 の 方 言 を 一一 lie ひ はじめたり 

と 云 ふ (行 傳ニ章 四 節)、 聖靈、 ピリ ボに 命じ 彼 をして 往 いて 途に H テオ ピャ 國の 大使 を 要し、 彼に 幅 

音を說 き、 洗禮を 授けし む、 而 して 

彼れ 水より 上れる 時 主の 靈 ピリ ボを取 去れり 

と 云 ふ (行 傳八章 付 九 節： r 叉ぺテ B とョハ ネの 二人、 サ マリヤに 下り、 手 を 其 地の 信徒の 上に 按き けれ 

ば 彼等 聖靈を 受けたり と 云 ふ (仝 十四 ー 十七 節，)、 而 して 聖靈の 降臨に より、 奇 しぎなる 能力の 信者の 上 

に 加 はるを 見て シモ ン なる 者、 金 を持來 りて 聖靈授 傅の 特權を 得ん とせし かばべ テ 口の 詰責す る 所と 

なりし と 云 ふ (仝 十八 節 )o 

後 叉 幅 音の コ リントに 傳 はりし や、 玆に 叉聖靈 は 多くの 奇 積と 休 徵とを 以て 顯 はれ、 

或 ひは靈 によりて 智慧の 言 を 賜 はり、 或 ひ は 同じ 靈に 由り て 知識の 言 を 賜 はり、 或 ひ は 同じ 靈に 

由り て 信仰 を 賜 はり、 或 ひ は 同じ 靈に 由り て 病 を 鳖す能 を 賜 はり、 或 ひ は 異能を 行 ひ、 或 ひ は 預- 

言し、  或 ひ は 靈を辨 へ、 或 ひ は 方言 を 言 ひ 或 ひ は 方言 を譯 する の 能 を 賜 はれり 

との 事で あ る (哥林 多 前書 十 二 章 八— 十 節)、 智慧 の 言と は 雄 辯なる ベ し、 智識の 一一 一一 口 と は 哲學な る ベ し 、 

聖 S の 進化  ニニ 五 


に 腿す る w 究  ニニ 六 

信仰と は 山 を 移す 程なる 信仰なる べし、 其 他 i;^ を 整す の 能、 奇蹑を 行 ふの 能、 預言す るの 能、 眞の靈 

を 偽 はりの 靈 より 辨^ する の 能、 外國語 を 語り、 义 之を譯 する の 能が 聖靈 降臨の 結果と して コ リン 卜 

敎會の 信者に 與 へられし とのこと である。 

然れ ども 時 は 進み、 祌の 自顯は 益々 其 度 を 高む るに 隨て、 聖霊が 奇蹟と して 顯 はる k の 度 は 段々 と 

減じて 來た、 聖靈は 素と 是れ 祌の靈 であって、 祌は其 本性に 於て 愛で ある、 而 して 愛 は 特^の 場合に 

於て は 異能奇 を 以て 顯 はる k こと ありと 雖も、 然れ ども 愛の 特性 は問斷 的で なくして 谊久 的で ある、 

愛 は 外に 顯 はる k を譚 み、 內に游 む を 好む、 愛 は 喧しき を 嫌 ひ、 靜 かなる を 愛す、 故に 聖靈 最後 最高 

の發 顯は斯 かる 靜 かなる 恆久 的の 降臨で あるに 相違ない、 聖靈が 愛と して 人の 心に 顯 はる k まで は、 

00OOOOOO000CO00O00OCOO0 

聖靈は 未だ 其 本 體を以 て 人の 中に 降らない ので ある。 

而 して キリストが 世に 降り 給 ふたる 主なる 目的 は斯 かる 秀 美なる 形に 於て 聖靈を 人の 心に 降さん が 

ためであった、 キリストに 在りて 聖霊 は聖 化された と 一一 目 ふこと が 出来る、 彼に 在りて 一た び は 人 を 殺 

せし 靈は人 を 救 ふの 靈 となりて 顯 はれた、 彼に 在りて 靈は 才能の 靈 であるより は 寧ろ 常識の 靈 であ 

つた、 奇绩を 行 ふの 能で あるより は 寧ろ 忠 難に 耐 ゆるの 力であった、 預 首す るの 靈 であるより は 寧ろ 

感謝す るの 靈 であった、 キリ ストに 在りて 聖靈は 少数の 天才に 臨む 靈 ではなく して 多数の 平 人に 降る 

の靈 となった、 聖靈は 恆久に キリストの 上に 宿った、 而 して 永久の 雪 を 以て 養 はる & 谷川の 如くに 冽 

き "問 斷 なき 生命の 水 は 彼より 流れ出 づ るに 至った。 

故に バウ n は 言 ふた 

我等に 賜 ふ 所の 聖霊に 由り て 神の愛、 我等の 心に 灌漑が る 


と (羅馬 書 五 章 五節〕、 又 

靈の 結ぶ 所の 菜 は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐 云々 

と (加 拉太書 五 章廿ニ 節)、 又 

靈に 由て 行 ふべ し、 互に 怒り、 互に 嫉 むこと を爲 して 虚き榮 を 求む る 勿れ 

と (仝サ 五. 廿六 節)、 又 天國の 何たる 乎に 就て 述べて 曰 ふた 

神の 國は飮 食に 非す、 惟、 義と 和と 聖靈に 由る 歡喜 なり 

と (羅馬 書 十四 章 十七 節)、 斯くて パゥ 口に 取りて は 聖靈は 異能叉 は 怪力で はなく して、 全く 品性で あつ 

た、 ギ デオン、 サム ソンに 取り、 猛獣 を 挫ぐ の 力、 敵 を 殺す の 能で ありし に 較べて 實に 驚くべき 進化 

で あると 言 はざる を 得ない。 

始めに 天然 力と して 顯 はれ、 次ぎに 腕力と して 降り、 次ぎに 技工の 靈、 預言の 靈、 聰明、 謀略、 才 

能の 靈、 夢 を 解す るの 靈、 民 を 治む るの 靈 として 順次に 顯 はれ、 斯くて 舊約 時代 を 去て 新約 時代に 入 

り、 病 を 整し、 方言 を 語る の靈 として 顯 はれし 聚靈は 終に は キリストの 靈、 卽ち 正義と 平和と 歡 喜の 

靈 として 顯 はるる に 至った、 是れ余 W の稱 すろ &ゃ靈 の 進化で ある、 物質 界に 於け る 進化に 優 さるの 進 

化であって、 余輩、 靈界の 過去 を囘 想して、 其 進歩の 甚大な りしに 驚かざる を 得ない。 

然るに 人 は 言 ふ、 聖靈は 昔し は 降りし も 今 は 降らす、 叉 降る こと ある も 甚だ 稀れ なりと、 又 信者の 

C.T ヶへ  ひ き  の ほ 

多く はべ ンテコ ステの 日の 再び 繰 返されん こと を 願 ひ. 聖霊が 再び 迅 風の 如き 響 をな して 焰の 如くに 

彼等の 上に 降らん こと を 祈る、 然しながら 是れ 神の 攝理を 解せ ざるより 出る 無益の 祈願で ある、 聖靈 

ち. J,-, つ  や 

が 人 を 殺す の 能と して 降りし 時の 歇 みしが 如く、 迅風 として 焰の 如くに 臨む の 時 も 亦 去った、 聖靈は 
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今 は 人の 服 を 驚かす の 能と して は 降らない、 キリスト、 十字架の 上に 柔和の 靈を 注ぎ 給 ひて より 玆に 

千 九 百年、 S€ 靈は今 や 柔和の 靈 (加 拉太書 六 章 一節〕、 恩 を 施す の靈 (希 伯 來書十 章廿九 節) として 降り、 異 

あら  OO0OO0OOOO  0OO0O0OO0OO 

能を呈 はして 人目 を 驚かす の靈 として は 降らない 、 今 はお も 善き 時で ある、 今 は 最も 善き 靈 の 降る 時 

である、 敵 を 殺して 神に 感謝せ し 士師、 列 王の 時代 は 遠く 過去り、 徵盡す 預言者の 烈火 も、 ベ ンテコ 

ステ の靈火 も、 コ リント 敎會の 靈能も 今 は 其 跡を絕 ちしと 雖も、 之に 代て 更らに 秀でた る、 更らに 貴 

き 賜物 は 今や 我等の 上に 臨みつ 、ある、 .§ ち 敵 を 殺す の 能に あらす して 敵に 殺されて 尙ほ其 敵 を赦す 

の靈 である、 I 奴讓す 火に あらす して、 傷める 葦 を 折る ことなく、 煙れる 麻 を媳す ことなき キリストの 

愛の 靈 である、 迅 風の 響 を 以て 臨ます と雖 も、 細き 靜 かなる 聲を 以て 同じ 昔し の聖靈 は 昔し に 優る の 

力 を 以て 今、 我等の 靈に 臨み 給 ふ、 誠に 我等 は 今や 「sf 靈の 時代」 に 於て 在る ので ある、 卽ち 聖靈が 

其 最上 最高の 形 を 以て 人， の 間に 顯 はれつ、 ある 其 幸福なる 時代に 於て 在る ので ある。 

是 故に 我等 矜恤を 受け 機に 合 ふ 助けと なる 恩惠を 受けん ために 撣ら すして 恩寵の 座に 来るべき であ 

る (希 伯 來書四 章 十六 節)、 昔し を 八：' に復 さんと て賤の 繰言 繰 返す ことなく、 今の 恩 惠を慕 ひまつり、 第 

1 一十 世紀の クリスチャン として 最も 完全なる 靈の 賜物に 接すべき である。 


聖 靈に關 する 研究 


基督教に 三 大眞理 が ある、 そして 共 一 つ が 凡て 人の 思 ふ 所に 過ぐ る ものである、 且之を 深く 究 

め 叉 味へば 何れも 偉大なる 革命的 眞理 たる こと 明瞭で ある、 第一 の 眞理は 神 は 力に あらす 法則に あら 

す實に 「愛なる 父」 であると 云 ふ 事で ある、 これ 储に 革命的 大眞理 である、 基督 敎の 凡て は此 中に 含 

まると 云 ひ 度き 程の 大眞理 であるた め- 多くの 人々 は其眞 理の大 なる に 眩惑して 之の み を 把握して 他 

を 基督教より 全然 排 拒し 去らん として 居る、 併し 此露理 は 如何に 大 なりと も 福音 は 之に て盡 くる もの 

OOO0O0  O00O000O0O00OOOO000OOO0O 

ではない、 尙ほ 第二の 大眞 理が存 する、 それ は キリスト は 人に あらす 最大の 偉人に も あらす 實に神 御 

自身な りと 云 ふこと である、 これ 亦 信す るに 難き 敎 では あるが 聖書の 明に 示す 處 であって、 之 を 信じ 

て 其 偉大なる 革ん 叩 的眞现 たる を 知る ので ある、 キリ スト を祌と 見て 自己 並に 社會 並に 全 宇宙の 過去 現 

在未來 までが 明 c となる ので ある、 人生 問題と して 之れ 以上に 重き もの はない、 故に 此眞理 を 把握す 

れば他 は 不用な りと 考 ふる 人の あるの も 亦 無理なら ぬ 事で ある、 併し 福音 は 之で 盡 きない、 更に 第三 

O0CC  O0COOO0O00O0000OOO0COOOOOOC  000O000  0  0 

の 大眞现 が ある、 聖， 靈は 神より 來る 力に 非す 叉 キリストに 依る 感化 力に あらす、 聖靈 は卽ち 神に して 

人格者 (person) として 我等に 臨む とい ふ 事 これで ある、 これ 聖書の 明白に 示す 所に して 疑 もな く 革 

命 的 大眞理 である、 福 昔の 全部が 此 一 眞理 にあり と 誤 想す る 人の あるの も 是れ亦 無理なら ぬ ことで あ 

る 0 

聖靈を 「/、格 者」 と 云 ふ、 英語で 云へば である、 併し 人格者と いふ 語 は 「人」 であると 云 ふ 感じ を 起さ 

せ 易い 語で ある、 元來此 語は聖 靈が單 なる 力ならず して 人と 同樣に 心を備 ふる 存在者で ある こと を 示す ために 用 

ひられし ものである、 故に 日本語の 「御 方」 に相當 する ので ある、 卽ち 「聖靈 とい ふ 御 方」 である、 以下 此語を 

用 ひる。 
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以上の 三 敎现は 各々 大眞理 である、 之 を 全部 併せ 信じて 福音 を 其 凡ての 方面に 於て 深く 味 ふ を 得る 

ので ある、 祌は 父で ある、 キリスト は 神で ある、 聖靈は 「御 方」 である、 願く は 我等 三位の 祌を我 神 

として 拜し 得ん こと を。 

以上の 中 第一、 第二の 眞理に 就て は 余輩 は 數十年 問 述べ 来った、 第三の 3 具理 たる 聖靈 問題に ついて 

も 度々 論述す る 所あった が、 其 研究に 於て 尙 足らざる の 憾み を 免 かれなかった、 故に 之 を 余輩に 最後 

に されし 聖書 研究の 大 問題と して 以後 細説し 叉 高調し 度い ので ある。 

厶厶. 厶 厶厶 <;A<3 厶厶厶 厶厶 △ 厶厶厶 △ 

先づ考 ふべき は^ 靈を缺 く 信仰が 大 なる 缺陷を 有する 一事で ある、 我等 キリスト を 信す る 時 第一 に 

其の 十字架 上の 贖罪 を 信じ、 第二に 其の 復活 昇天 榮化を 信じ、 第三に その 再臨 を 信す る、 この 三者 は 

何れも 大 なる 信仰的 眞现 である、 我等 その 一 をも缺 くこと を 得ない、 併し乍ら 靜 かに 考察すべき は此 

三 信仰の 性質で ある、 第一 に 十字架 上の 牘罪の 信仰 は 勿論 現在の 我 赦免に 係 はる もので は あるが 贖罪 

そのもの は 遠き 昔に 於て 爲 されし 十字架の 罪の 頌ー 事 を 指す ので ある、 其贵 重なる 大敎義 たる は 云 は 

すして 明かで は あるが、 同時に それが 現在の 事に あらす して 過去の 事た る も 亦 明かで ある、 第二に キ 

リ スト 復活 榮 化して 彼れ 今や 父の 右に 坐して 我等の ために 執 成し 給 ふと 云 ふ 信仰 は 勿論 貴き 信仰で あ 

る、 併し 事の 本性 上天 上に 關 する ことで ある、 從 つて 我等 地上に ありて 世と 戰ひ又 己と 戰 ひつ、 ある 

者に 取って は、 此 1^ 仰のみ にて は 何となく 遙 かに 天 を 仰ぐ と 云 ふ 遼遠 離隔の 感な きを 得ない、 第三の 

W 臨の 信仰 は 是れ亦 我等の 希望の 繁 がる 所の 大事 實 であるが 同時に 是れ亦 未 來に關 する 信仰た る こと 

云 ふ 迄 もない、 從 つて 現在より 離れ きものた る こと を 免 かれない、 かく 考 ふる 時 は キリストに 關す 

る 信仰 は 過去と 天上と 未來 とに 係 はる ものにして、 勿論 貴重に して 且 必要なる 信仰た る こと は 事實で 


あるが、 地上に 今日 戰 ひつ、 ある 者の 信仰と して は 犬に 不足の 點 ありと 云 はねば ならぬ。 

然 らば 我等 この 不足 を 如何にすべき か、 不足の ま \ にて 安ん する こと は屮 Z 来ぬ、 如何にもして 此缺 

陷を補 はねば ならぬ、 然るに 幸 ひなる かな 神 は 聖靈を 我等に 下賜し 給 ふて 裕 かに 此缺陷 を 補 ひ 給 ふの 

である、 聖靈は 今 地上に ありて 我等の 中に 宿り、 キリストの 贖罪の 效 5^ を事實 的に 發 現して 彼の 慰め 

を潇 らし、 彼が 後の 日に 現 はれ 給 ふまで 我等の 希望 を 養 ひ、 今 地上に 於て キリストに 代って 我等 を 導 

き、 護り、 育て、 培 ひ 給 ふので ある、 換言すれば 聖靈は 地上 今日に 於け る 我等の 指導者、 慰藉 者、 且 

救 主たるの である、 兹に 於て、 聖靈 を信受 する に 至て 我等の 信仰 は强く 現在 的に 化する こと.^ なり、 

今 現 實に神 の 力 を 感受す るの 幸 一 i に 入る ので ある、 而 して 現實に 於て カを感 する は 福音 を 信す る 者に 

於て 是非ともなくて ならぬ 事で ある、 從 つて 聖 靈を受 くるの 如何に 肝要なる か を 知る ので ある。 

されば 聖 靈を受 くる ことなくして は 福音 を實際 的に 信 得し 且 その 命す る 所 を 守る こと は 不可能で あ 

る、 一例 を 擧げて 首 はう、 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし と 云 ふ は 主が 第二の 犬なる 誠め として 與へ給 ひ 

し 所で ある (マ タイ 傳 ニニ 章 三 四 節 以下〕、 この 簡單 なる 基督 敎道德 にても 聖靈に 依らす して は 完全に 守 

る こと を 得ない ので ある、 我等 或は 地上に 於て 營 まれし キリストの 御 生涯に 效 はんと 努めて 此 愛の 誡 

を實行 せんとす る、 又は キリスト を 仰ぎ 其 助け を 受けて 人 を 愛せん と 努める、 或は 叉 未来に 現 はるべ 

き 彼の 榮光を 待望す る 事に 依て 愛の 德を行 はんと 力める、 何れも 空しき 努力で はない が 之 等に 依て は 

到底 愛 を 有力 的に 實行 する を 得ない ので ある。 

そして 愛の 實行を 促す もの は聖靈 それ 自身で ある、 バウ 0 は 言 ふ 「た 之の みならす 忠難 にも 欣喜 

をな せり、 そ は 患難 は 忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 生じ、 希^ は 恥 を 来らせざる を 
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知る、 こ は 我等に 賜 ふ 所の 聖靈に 由り て 神の愛 われらの 心に 灌漑ば なり」 と (ロマ 書 五 章 三— 五節)、 我 

等 は §^;靈 に. H て 直接に 愛を感 する のみなら す聖靈 が 直接に 我心に 臨みて 愛 を 注ぎ 給 ふこと を 願 はねば 

ならぬ. かくして 人に 對 する 愛が 赏 行し 得る に 至る ので ある。 

愛の 敎は單 に キリストの 誡め たるに 止まらない、 叉 實に其 御 約束で ある、 彼 は 聖靈を 降して 彼の 愛 

を 我等に 注ぎ 給 ふと 約束した ので ある (約 翰 傳ト四 章 以下の 主の 遺訓 を 見よ)、 この 約束 あるに より 

我等 地 上の 生涯に 於て 聖， 靈を 祈り 求めて 愛 を 行 ひ 以て 主の 約束 は 我等に 成就 さる i ので ある、 其 他 希 

& えと 云 ひ 忍耐と 云 ひ 憐愁と 云 ひ 之を單 なる 誡 めと 見るべき ではない、 誠め なると 共に 亦 神の 約束で あ 

る 0 

そして 誡 めに 可能性 を與 ふる は聖靈 である、 換 言す れば誡 め を 行 ふ は 聖靈に 依る ので ある、 卽ち聖 

靈を 受けて 初めて 誡 めを實 行し 得る ので ある、 されば 聖書の 中に 於て 誡 めの 記され ある 場合 は 單に之 

を道德 的に 誠め とのみ 解すべき ではない、 哥羅西 書 三 章 五節に 「汝 等の 地に ある 肢體 …… を 殺すべし」 

(Mcrtify  your  bodies) と ある 如き 自力 的の 誡 めと 見られ 易く、 之 を 以て 禁慾の 命令と 見し 人 は古來 

\  -レ. 

少なくな いので ある、 併し乍ら 之 を 加 拉太書 五 章 十六 節と 照合せ よ、 後者 は 曰 ふ 「我れ 云 ふ 汝等靈 に 

.E りて：：；： むべ し、 されば 肉の 慾 を 成す ことな からん」 と、 見よ 聖靈の 接受 は 原因に して 誡の實 行 は そ 

の 自然の 結果で ある、 單 なる 誡は 未だ 曾て 與 へられな いので ある、 常に 之に 添へ て 聖靈の 恩賜が 約束 

せらる、 信徒 は その 愛の 實 行に 當 つて は 偏に 聖， 靈に賴 まざる 能 はす、 神 は 之に 頼めと 敎 示し 給 ふので 

ある。 

聖 靈に賴 りて 祌の誡 め を 守らん と 力めて 初めて 「其の (神の) 誡めは 難から す」 (ヨハネ 笫 一書 五 章 一二 


節」 と 云 ひ 得る、 もし 聖靈に 依らす して キリス トの誡 め を 行 はんと 努力 せんか 是れモ 1- セ律 以上の 重 

荷 を 負 はさる i ことで ある、 げに堪 へ 難き 事で ある。 

聖靈は 人格者で ある、 「御 方」 である、 我等 これに 依らす して は此 弱き 肉に ありて 此罪の 世に 勝つ 

こと を 得ない、 聖靈 あるに 依り 福音 は 地上に ての 實行 力と なる、 聖靈を 除きし 信仰に 美 はしき 所、 慕 

ふべき 所 あれ ど、 靈 ありて 初めて 信仰 は 勝利 を もたらす 信仰と なる、 我等 切に 聖靈の 恩賜 を 祈 求せ 

ん か な！ 然 り聖靈 の 恩賜 を 祈 求 せんかな！ 

基督 者と は 如何なる 者 を 指して 云 ふので あるか、 謂 ゆる キリス トの 精神 を 有つ 者必 すし も 基督 者で 

はない、 叉 聖書 や 基督 敎に關 して 豊富な 知識 を備 ふるもの 必 しも 基督 者で はない、 基督 者と は キリス 

O0OO00O0000COOO00000O000 

ト 御自身の 宿る 所と なりし もの を 指して 云 ふので ある、 然ら ざる 者 は 如何に キリ ス 卜の 心に 似た 心 を 

有つ とも、 如何に 山の 如き 聖書 知識 を貯 ふると も 決して 基督 者で はない ので ある。 

。ハウ 口 は 羅馬書 八 章 九 節 後半に 於て 言 ふ 「凡そ キリ ストの 靈 たき 者 は キリ ストに 霧 かざる 者な り」 

と、 此 場合 「キリストの 靈」 と は 彼の 精神 を 云 ふので はない、 神が キリスト を 以て 遣り 給 ふ 聖靈を 指 

して 云 ふので ある、 それ は 同じ 節の 前半に 於て 「もし 神の 靈 なん ぢらに 住まば 汝等は 肉に 居らで 靈に 

居らん」 と 言 はれし を參照 すれば 明白で ある、 されば キリス トの靈 なき 者 は キリ ストに 屬 かざる 者で 

あると 言 ふの は、 聖靈を 受けざる 者 は 基！^ 者で ない と 云 ふ 事で ある、 パゥ Q は 又 加 拉太書 四 章 十九 節 

を？ なご  か. U ち  5 み C るし み 

に 於て 言 ふ 「我 小 子よ 我れ 汝 等の 心に キリストの 狀 (模型) 成る まで は 再び 汝等 のために 產の 劬勞を 

なす」 と、 此 場合に 於て 「キリストの 狀」 と ある は體 得せられ たる 聖靈と 解して 可い ので あると 思 ふ、 

睪 sliHt すろ B? 究  ニー 三 二 
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卽ち 漠然たる 或 風 を 指さす して、 キリス 卜の 狀と ある 通り 明確なる 或る 靈的赏 在 物 を 指して 云 ふので 

ある、 バウ ：！ は 如, -靈が 確 資にガ ラテャ の 信者た ちの 心に 降る まで は滿 足しない と 云 ふので ある、 これ 

等の パ ゥ & の 語に 依て 見る も、 基督 者と は聖靈 の來り 宿る 所と なりし 人 を 指す ので ある こと は 明，：：： で 

ある。 

そして 之 は 單にパ ゥ & の 主張した ことに 止まらない、 實 に主ィ H ス の 約束し 給 ひし 所で ある、 約 翰 

傳ト四 章 二十 三 節に 「もし 人 われ を 愛せば 我 首 を 守らん、 叉 我 父 は 之 を 愛せん、 我等 来りて 彼と 共に 

住むべし」 と ある、 これ 神と キリストが 來 つて 信者と 共に 住む の 意に して、 卽ち 人の 心靈に 於け る聖 

靈の內 在を說 いた 語で ある、 キリ スト を 愛して 聖靈 の來り 住む 處 となって 初めて 基督 者と なった ので 

ある、 キリスト は斯く 靈の 恩賜 を 約束し 給 ふた、 この 約束の 實 現せら るる 處に 基督 者が 起る ので あ 

る ^ 

此事 たる ゃ舊約 M 言 者 も 亦 豫め預 曾せ る處 である、 今 その 一 例を擧 ぐれば 以西 結 書 三十 六 章 二十 七 

節の 如き それで ある、 「我れ 我 靈を汝 等 の衷に 置き 汝等を し て 我 法度 に 歩まし め 我 律法 を 守り て 之 を 

行 はしむべし」 と 云 ふ、 これ H ホバが 其 民に 對 して 約束し 給 ひし 所と して H ゼキ H ルの揭 げたる 語で 

ある。 

以上の 如く， は 頗る 明， H である、 基督 者た る は 人 的 手段 方法 を盡 して 成り 得る ことで はない， 聖 

靈の 降臨 を 仰ぎ その 我衷に 住む 所と なりて 初めて 基督 者たり 得る ので ある、 生物 學の語 を 以て 云へば 

biogenesis である、 生命に 依て 生命 を受 くる こと、 生より 生の ST つる 事で ある、 死より 生 を 起す こと 

は 出来ぬ、 靈 なき 所に 基督 者の 生れ 出づる 害がない、 直ちに 神の 生ける 靈に 接する こと 是れ卽 ち 基 


督者 たる 唯 一 の 道で ある U 

世に は 似而非なる 基 替敎が ある、 幅 昔の 假面を 被れる： i 昔なら ぬ ものが ある、 此 者は聲 高く 叫んで 

云 ふ、 人 は 生れながら にして 神の 子で ある、 此事を 悟りし 者が 卽ち 基督 者で あると、 然るに 聖書の 明 

かに 示す 所に 依れば、 人 は 生れながら にして 罪の 子に して 神の 怒 その上に 止まる ものである、 故に 人 

は 新なる 靈を 受けねば ならぬ、 卽ち眞 の 生命、 キリストの 靈、 限りた く 在す 神の 靈を 受けねば ならぬ- 

かくして 新たなる 人となりし 者が 卽ち 基督 者で ある、 人 は 生れながら にして 祌の 子で はない、 罪を悔 

ひ キリストに 從ひ 聚靈を 受け 舊 きを 棄て、 新しくな つて 初て 祌の 子と なる ので ある。 

されば 人が 基督 者た る 時に 其處に 一 の 奇跡が 行 はれた ので ある、 この 奇跡の 行 はれない 所に は— 卽 

ち 父の 靈來っ て 人の 魂 を 化せざる 所に は— 如何に 外部より 基督 敎的 感化 力 を 及ぼす も、 聖書 知識 を 注 

人す る も、 叉 は 謂 ゆる 基督 敎的 文化 を 接受 せし むる も 到 底 基督 者た り 得たい の で あ る 、 然 るに 今日 基 

督敎 徒と 稱 する 者の 多く は唯此 外部 的の 勢力に 觸れ たと 云 ふだけ の 者で ある、 卽ち 未だ 聖靈を 受けす 

叉 受けん ともせざる、 換言すれば： 冉 生の 奇跡 を經 過せ ざる 者で ある、 彼等に 眞の 生命な く、 生れ 更り 

し 人ら しき 處 なく、 自己と 世界と を 改造す る 力なき 事是れ もとより 然るべき である。 

玆に 於て か聖靈 を 祈り 求む る 事の 如何に 必要なる か を 知る ので ある、 之に 勝りて 何の 貴き ものが あ 

らう、 我等 は 聖靈を 受けて 先づ 己に 死な、 くて はならぬ、 バウ & は加拉 太 書 一 一章 1 一十 節に 於て 言 ふた 

「もはや 我れ 生ける にあら す キリスト 我に ありて 生けるな り」 と、 キリスト その 聖靈を 以て 我が 中に 

宿り 給 ふ 時に 於て、 我 は 死し キリスト 我に 代って 生き 給 ふので ある、 其 時 われら は 基督 者と なり、 此 

の 罪の 世に ありて 祌の 子と して 輝き、 又 キリストの 兄弟と して 祌の榮 を 放ち 得る ので ある、 今日 人の 
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內 心の 切に 要求す る處 は、 又 全^界が 其 無言の. i. きを 以て 要求す る處 は、 人が 祌の 靈を受 くるて ふ大 

恩 iel^ に與 りて、 此 世の 哲學ゃ 宗敎ゃ 思想の 夢想 だ もす る 能 はざる 新 創造の 實現を ん事 である、 玆に 

のみ 人類の 希 tl- あり、 之 を 離れて は 他に 人類の 希 ぱマ； は 一 もない ので ある。 


如何にして 聖靈を 受け ん 乎 


ゃ靈の 何なる 乎に 就て は 余輩 は 之 を 前篇に 於て 述べた、 余輩 は聖靈 は キリストの 靈 であって、 柔和 

の 靈. 赦免の 靈、 犧牲 の靈、 殊に 子た るの 靈 であると 云 ふた (一九 九 頁 下參 照— 編 者)。 

旣に iv^ 靈の 何たる 乎 を 知て 之を受 くるの 道 を 知る は 難くない、 聖靈を 要求す る こと 切なる に關 はら 

す 之 を 港る 者の 尠きは 先づ其 何たる 乎 を 究めない からで ある、 神の 此 最大の 賜物に 接せん として 我等 

は定 向な きが 如くに 趨て はならない、 空 を 撃つ が 如くに 戰て はならない (哥林 多 前書 九 章 二十 六 節)。 

一、 言 ふまで もな く 聖靈は 祈て 受 くべき 者で ある、 聖靈は 我が 靈 ではない 他者の 靈 である、 S 琴に 淸 

い 心で はない、 キリス トに 託り て聖 父の 遣し 給 ふ 訓慰師 である (約 翰傳 十四 章 二十 六 節〕、 故に 是れ 人が 

己に 求めて 確る ことの 出来る 者で な い 、 善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる を 知る とパ ゥ a は 首 ふた 

(罹.： ^書 七 章 十八 節 y 我れ 我心 を 其 奥底まで 探り たれば とて、 其 處に聖 靈を發 見す る こと は出來 ない、 

问 物に 就ても 爾ぅ であるが、 殊に 聖霊に 就て 我 は 空虚き 者で ある、 神に 乞 ふて 之 を 獲る より 他に、 聖 


靈を 獲る の途 はない、 我 は實に 心の 貧しき 者であって、 磯渴く 如く 神の 義 なる 聖靈を 慕 ふ 者で ある。 

II、 乍然、 聖靈は 唯 祈る ばかりで は 獲られない、 我等 は先づ 深く 其 何たる 乎 を 究めなければ ならな 

い、 洵に其 何たる 乎 を 究めす して、 善く その 我等に 與 へられん こと を 祈る こと は 出来ない、 我等の 祈 

，こ， ハツ キリと したる 定 向がなくて はならない、 我等 は 何 を 祈る 乎 を 知らす して 祈て はならない、 唯 

漠然として 聖 靈の與 へられん こと を 祈る も聖 靈は與 へられない、 我等 は 善く 聖靈の 何たる 乎 を 究めて 
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然る 後に 其 降臨 を 祈るべき である、 玆に 於て か聖 靈を受 くるの 準備と して 聚書 研究の 必要が 起る ので 

ある、 神と は W ぞ、 キリストと は 何ぞ、 叉 キリストの 靈 なる 聖靈と は 何 ぞ、， 是れ 聖書の 悉 しく 示す 所 

であって、 又 聖書に 依らす して 知る ことの 出来ない 所で ある、 我等 は 巷說に 由て 祌を 知る こと は出來 

ない、 聖靈の 本源た る 基督 者の 神 は 神道で 言 ふ 神で はない、 儒 敎で言 ふ 天で はない、 エホバの 祌は特 

別の 神で あると 同時に 彼より 出る f!, 靈は 特^の 靈 である、 爾 うして 其の 如何なる 靈 である 乎 は 我等 は 

之 を 聖書に 由ての み 能く 知る ことが 出来る、 架 書 を 深く 究めない 者 は 聖靈を 求む ると 稱 して、 或 ひ は 

英雄の 心 を 求め、 或は 聖賢の 德を 求めつ k ある 乎 も 知れない、 聖靈 は兮日 世に 謂 ふ 所の 愛國の 精神で 

はない、 浩然の 氣 ではない、 聖靈は 叉 敎派的 熱心で はない、 や. の M たる 乎 は 聖書の 深き 研究に 由て 

のみ 知る ことが 出来る、 キリスト は 一一 一一 n ひ 給 ふた r 汝 等が 度る 所の 量 を もて 汝等も 度ら るべ し」 と (馬 

可 傳四章 二十 四 節)、 卽ち 恩惠は 我等の 要求の 量に 應 じて 加 へ ら るべ しとの ことで ある、 多く 求む る 者 

に は 多く 與 へられ、 深く 充 たされん と 欲する 者に は 深く 注がるべし とのこと である、 我等 は 深き 聖書 

の 研究に 由て 我等の 要求の 量を大 にし， 以て 聖靈 の 多量 を 我等の 衷に 度ら れんこと を 祈るべき である _ 

ooooooooooooooooooo<:  〇(-oooo 

三、 聖靈を 受けん と 欲すれば 祌の誡 命 を 守らなければ ならない、 S や 靈は單 に 祈った 丈け では 獲られ 

は； I： にして ess*-5 けん 乎  ニー 二 七 
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ない、 聖書 を 研究した 丈け では？！： られ ない、 決心と. S 滅とを 以て 神の 命令 を赏行 して 裕 かに 與 へらる 

る ものである、 ^靈は 神が 其 子 の 善行に 報 ひんが 爲め に 下し 給 ふ 最大 の 恩 貰で あ る , 我等 は 信仰 の b 

爲に 由ての み聖靈 の 獲得 を確實 にす る ことが 出来る、 研究に 由て 靈慾を 起し、 祈 霧に 由て 之を龥 求め、 

赏 行に 由て 之を據 得する ので ある、 實行は 洵に设 も 有力なる 祈禱 である、 纖 らく は 祈るな りと 謂 ふが、 

神の 最大の 賜物た る聖靈 を 獲ん とする に 方て、 其 殊に 然る を覺 るので ある。 

實に アブラハム はすべ ての 懷疑 を排 し、 すべての 情赏を 斥け、 神の 命に 循 ひて 其の 獨子 イサク を 祭 

壇の 上に 獻げ て、 神より 大 なる 祝福に 與 かり、 「汝の 子孫に 由り て 世界の 民ル" な 福祉 を 得べ し」 との 

約^を蒙った(創世記廿ニ章^>、 ィ ェ スは パリ サイの 人並に 學者 等の 嘲笑 を^み す、 斷然 罪人と 伍 を 共 

にし、 自身， 5! なきに 人の 受 くべき 罪の 悔改の パプ テス マ を 受け たれば、 聖父は 其 謙遜 を 嘉し給 ひて、 

ち ♦*  み. はさ 

天 忽ち 彼が 爲 めに 開ら け、 神の 靈、 鳩の 如くに 降りて 其 上に 来り、 又 天より？ 赏 ありて 「此は 我心に 適 

ふ 我 愛子な り」 と 云へ りとの ことで ある (馬 太 傳三章 十六， 十七 節)、 叉 ステパ ノ獨り 立て イエスの ため 

に證 明し、 死 を灌れ す、 椒威を 悼ら す、 諄々 ィ H スの キリスト たる を述 ぶる や、 衆人 大に愤 り 切齒し 

つ、 彼に 向 ひ 一 齊石を 以て 彼を擊 しゃ、 彼れ ステパ ノは聖 靈に滿 たされ、 天 を 仰ぎて 神の 榮 光と 其 右 

にィ H スの 立てる を 見たり とのこと である (使徒 行傳七 章〕、 聖靈は 犬なる 行 爲に伴 ふて 降る、 我等 は 

行 はすして 祌の此 犬なる 恩賞に 與 かる こと は 出来ない。 

以上 は聖靈 の 恩賜に 與 からん とする に 方て 我等の 取るべき 最も 明白なる 道で ある、 然るに 實際は 什 

,M である 乎と 言 ふに、 實 際は此 大道 を 取る 者は少 くして、 他の 問 道 を 取る 者が 多い ので ある、 卽ちリ 

バイ バルと 稱し、 悲鳴と 結 叫と に 由て 大に 祌經を 刺戟し、 忽ちに して 泣き、 忽ちに して 喜び、 夢想 を 


語り、 幻像 を說 く、 熱心 高まり、 歡德 湧く、 然れ ども 其 一た び 醒めて 舊 態に 復 する や、 義を 見て 爲す 

の勇氣 なく、 现に 循て步 むの 思想な し、 恰 かも 惡^ 一た び 人より 出て、 其淨 まりし を 待て、 己よりも 

更 らに惡 しき 七の 惡鬼 を携 へ 人り 來 りしと 同然、 其 人の 後の 息狀は 前より 更 らに惡 しく あるので ある 

(路加 傳十 一章 二十 四 節 、以下〕、 リバ ィバ ルは 今や 一 種の 傅 道 術で ある、 是れ亦 神の 賜物 を 受けん として 

人の 設けた る 方法で ある、 天然の 方法で ない、 勿論 神の 人 叩 じ 給 ひし 途 でない。 

按手 禮は叉 基督 敎會 全體に 由て 聖靈 接受の 途 として 認められて 居る、 使徒 行 傳第八 章 十四 節 以下に 

左の 一一 目が ある、 

エルサレム に 居る 使徒 等サ マリヤ 旣に 神の 道 を 受けたり と 聞きて ぺ テロと ョハ ネを 彼等に 遣 はす- 

この  二人の 者 下りて 彼等が 聖靈を 受けん ために 祈れり、  …… 此時ー 一人の 者 手 を 彼等の 上に 按 きけ 

れば 彼等 聖， 靈を 受けたり。 

同じく^ 十九 章に 左の 言が ある、 

アポロの コリ ントに 居れる 時、 パ ゥ n 東方の 地 を經て H ぺ ソ に來 り、 或る 弟子 等に 遭 ひて 之に 曰 

ひける は r 汝等 信者と なりし 時 聖靈を 受けし や」 と、 答へ ける は 「我等 は 聖靈の 有る こと だに 聞 

かざりき」 と、 …… パゥロ 手 を 其 上に 按 きければ 聖靈 彼等に 臨り、 皆な 異なる 諸國の 方言に て 語 

り 且つ 預言せ り ( 一、 二、 六 節 )o 

As こ，.」 

若し 以上の 使. 徒行 傅の 記事が 眞を傳 ふる 者で あると すれば、 按手 禮は 確かに g 毳 接受の 方法と して 認 

めら るべき 者で ある、 乍然、 使徒 行 傳の歷 史的 價 値の 未だ 判然せ ざる 今日、 直に 以上の 記事 を歷 史的 

事實 として 受取る こと は 出来ない、 縱 し叉歷 史的 事實 であると する も、 按手； f の 今日 尙 ほ有效 なる 者 

如何にして 聖 g を 受けん 乎  ニー  一 一九 
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である や 否 や は 疑問で ある、 之 を 施 かされし 者が 告な 異なる 諸 國の方 一一 一一 n にて 語り つ 預言せ りと ある 

は旣に 異例で ある、 雨う して 斯 かる 事の 旣 に歇 みし 今日 監督 長老た ち の 按手に 由て 祌の 聖霊が 人 の 心 

に 降る と は 信す る に 甚だ 難 い 事で ある、 或 ひ は 使徒 在世 の 當 時には 今日 見る ことの 出來な い 特別の 場 

合が 有って、 斯 かる 禮 式が 信仰的に 有效 であった ので ある 乎 も 知れない、 或 ひ は單に 「手 を按き けれ 

ば」 と あるが、 之に ィ H スの 受洗の 場合に 於け るが 如く、  w にか 深い 道德的 理由が 伴って 居って、 そ 

れが ために g チ靈が 降った ので ある 乎 も 知れない、 何れに しろ、 按手 禮其 物が 禮式 として 聖靈 接受に， 个 

日 何の 效 もない 事 は 明白で ある、 此禮 式に 與 かった 信者で 仁愛、 喜樂、 平和 等の 聖靈 の實を 結ばない 

者 は 擧て數 ふべ からすで ある、 否な、 最も 莊嚴 なる 按手 禮に 由て 聖職に 就いた 監督、 牧師、 傅 道師等 

が 時には 最大の 惡人、 最獰の 好物で ある こと を 知って、 我等 は此禮 式が 人 を 基督 信者と して 印す る 上 

に 於て 何の 效カも 無い こと を 最も 明かに 識 るので ある、 叉 基督 敎の 精神から 推して 見ても 如何に 貴き 

聖人の 手な りと 雖も、 肉の 手を按 くこと に 由て 靈が 心に 降り やう 苦 はない、 降る と 信す る は 確かに 迷 

信で ある、 祌は靈 である、 故に 靈に 由ての み迎へ 奉る ことの 出来る 者で ある、 人の 按手に 由て 聖霊が 

降る とならば 聖 靈は靈 ではない、 是れ 聖靈を 物カ視 する ことであって、 余輩 は 褻 潰の 罪 を 犯さん こと 

を 畏れて 斯 かる 思念 を懷 かんと 欲する も 得ない。 

紫靈は キリストの 靈 である、 其 御 心で ある、 其 御 精神で ある、 故に 是れ 彼に 傚 ひ 奉っての み受 くる 

ことの 屮： 來る 者で ある、 常に 彼 を 仰ぎ奉り、 其 美 はし さ、 貴 さ を 知り、 玆に 彼の 如く 完か らんと 欲す 

るの 聖慾を 起し、 此 慾の 充 たされん こと を 神に 祈り、 其 祈 禱の聽 かれんた めに 喜び勇んで 神の 命を實 

行し、 以て 其 恩賜に 與 かる ことの 出来る 者で ある、 之 を 除いて 他に 此恩 惠に與 かるの 途 はない、 聖靈 


は 神より 出る 靈 である、 故に 道理の 靈 である、 故に 明， n なる 道理に 適 はざる 途に 由て 得らるべき 者で 

はない。 

余輩 は 聖靈は 柔和の 靈、 赦免の 靈" 犧牲 の靈、 子た るの 靈 であると 一一 一一 口 ふた、 卽ち 特に 倫理の 靈 であ 

ると 富 ふた、 然しながら 靈は 直接 に 倫理の 靈 とし て 感じ 得られる 者で は な い 、 聖靈 の 始めて 我が 心 

に 降る や、 先づ 我の 罪 を 定め、 我 をして 罪人の 首た る を自覺 せしめ、 我が 內 心に 多くの 煩悶 を 起し 我 

をして 一 時 は 宇宙 廣 しと 雖も其 內に我 身 を 寄す るに 所な きを 感ぜし む、 其 時 彼 (聖靈 ) は 我に キリス 

トの 十字架 を 示し、 其 處に我 罪の すべて 贖 はれし を證 し、 我 をして 之に 線て 我が 在天の 父と 和らがし 

め 給 ふ、 我 は玆に 於て 眞に 謙遞 なる 者と なり、 己に 何の 誇る 所な き 者と なり、 「手に 物 もた で、 十字 

3.- にす がる」 と 一一 一一 n ひて 聖 父の 恩 惠を 感謝して 4- まざる に 至る、 斯くて 我 は キリスト と共に 十字架に 釘 

けられ、 彼と 共に 死して、 再び 彼に 由て 甦り、 今や 我れ 生く るに 非す、 キリスト 我に 在りて 生き 給 ふ 

と 言 ひ 得る に 至る、 兹に 至て 聖靈は 我 身に 在りて 其實を 結び、 仁愛、 喜樂、 平和 等、 今日まで 其 名 を 

聞き、 其 美 を 知りし かど も 未だ 其實を 知ら ざり し美德 が、 我れ 努めざる に 我が 衷 より 滾 々として 湧出 

るに 至り、 我 は 我れ ながら 己の 聖さ貴 さに 就て 驚く に 至る ので ある、 是 れ聖靈 が 我衷に 在りて 働ら き 

給 ふ 順序で ある、 其倫理的なるは其結菜に於て^-ぁる、 共 活動の 方法に 於て は 全然 奇廣 的で ある。 

要するに 聖靈の 充分なる 降臨 は 吾人の 全生涯に 涉る祌 の gA- 働で ある、 此 不完全なる 且つ 小なる 我 は 

一時に 聖き窮 りなき 神の 靈を受 くる こと は 出来ない、 初めに 苗、 次ぎに 穗 出で、 植の 中に 熟した る穀 

を 結ぶ と 云 ひ (馬 可 傳四章 二十 八 節)、 誡 命に 誡命を 加へ、 度に 度 を 加へ、 -此處 にも 少しく、 彼處 にも 少 

しく 敎 ふと 云 ふ (2- 赛亞書 二十 八 章 十 節)、 健全なる 聖靈の 降臨 は徐々 たる 降臨で ある、 我等の 願 ふべき 
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こと は、 其 一時に 迅 風の 如くに 降らす して、 永く 軟風の 如くに 戰 がんこと である， 雷火の 如くに 臨ま 

すして 朝の 露の 如くに 潤さん ことで ある、 萬 止む を 得ざる 場合の 外 は 我に 急 劇の 變化 を來さ ざらん こ 

とで ある。 

雨う して 祌は 我等の 此 祈願に 循ひ、 時の 進化と 同時に 徐々 として 其聖靈 を 人に 注 込み 給 ひつ i ある、 

令 や 人 は 昔と 異なり、 祌 を其異 能に 於て 見す して 自然に 於て 拜し 奉る ので ある、 我等 は 今や 神が 罪人 

を懲 さんと て 洪水 を 降し、 火焰を 降らし 給 はない とて 其 存在 を 疑 はない、 祌は 宇宙と 人生の 中に 內在 

し 給 ふ、 而 して 時々 刻々 と其內 在の 度 を 強め 給 ひつ k ある、 彼の 示顯 なる 者 は 今や 外より 內に 臨む 示 

顯 にあら すして、 .2: より 外に 向て 發 する 發顯 である、 彼 は 萬 物に 充滿し 給 ふて、 萬 物 を 透う して 自己 

を顯 はし 給 ひつ k ある、 福 ひなる 哉、 此第 二十世紀に 生れし 我等に 取て は 神の 超自然 性を認 むる ため 

に、 血と.^ と 煙 を 以てする 懼 るべき 曰の 到來 を目擊 する の 必要 はない、 懼 るべき 日 は旣に 去った、 キ 

リスト は獨り 我等 萬 人に 代て 我等の 罪 を 己が 身に 受け 給 ひて、 死と 罪と を 滅し給 ふた、 今 は 恩 惠の時 

代で ある、 赦免の 靈は旣 に 業に 人類の 中に 臨み、 日々 各自の 心の 門 を 叩き、 其 開 を勸 めつ i ある、 

科 學は灭 然の寳 を 11 き、 其 m: 器 珍寶を 示しつ k ある、 哲學も 今や 定 向な き思辨 ではなく して、 宇宙 

の 福 昔 的 解釋を 試みつ i ある、 今や 存在 其 物が 奇蹟であって 恩惠 である、 キリスト を 知って 我等 は此 

宇宙と 此 生涯 以上に 特刖の 恩惠を til- まない ので ある- 實に聖 靈は旣 に 業に 注がれた ので ある、 今や 我 

等 は 聖靈の 中に 在て 生き 叉 動き 又存 るので ある (使徒 行傳 十七 章 二十 八 節)、 故に 之 を 得ん と 欲して 天に 

向て 號叫 する に？^ ばない、 唯 信 すれば 可い ので ある、 卽ち 謙虚なる 者と なりて 心の 門戶を 開けば 可い 

ので ある、 然 らば 空 氣が 空所に 向て 突入す るが 如くに 聖靈は 直に 虚しき 人の 心に 浸入す るので ある、 


我等が 聖， 靈に充 たされん と 欲する よりも 聖靈は 我等 を充 たさんと 欲して 待ち 給 ひつ、 ある。 

然 らば 我等 秋の 夕、 湖水の 邊に靜 かに 我が 充實を 祈 求むべき である、 r 汝 等立歸 りて 靜 かにせば 救 

を 獲、 平穩 にして 依頼 まば 力 を 得べ し」 と は 今の 時の 事で ある (以 赛亞書 三十 章 十五 節〕、 シ ロー アムの 

泉に 至りし 時の 如くに 我等 は靜 かに 深く 生命の 水 を 汲むべき である、 靜 かなる 祈禱を 以て、 深き 聖書 

の 研究に 由て、 ますして 急がす、 斷乎 として 動かざる 祌の誡 命の 贲 行に 由て、 キリストに 託り て 神 

より 出る 聖 靈の裕 かなる 恩 惠に與 かるべき である。 

聖 靈 を 授かる の途 

ルカ 傳十 一章 一— 一 三 節 

COOOO00-OOOCOOOOOOOOOOOOO  J 

天に 在ます 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈を 賜 は ざらん 乎と ありまして、 §\ ？-靈 は祌が 人に 賜 ふ 最大の 賜 

物であります。 知的 方面より 見て 聖靈は 神 を 知る の 知識であります、 聖書 を 解す るの 光であります。 

聖靈に 由ら すして キリ ストの 福音の 深い 事 は 解りません。 バウ n が 曰 ひし 通りであります。 

聖靈は 凡ての 事 を 究め 知り、 神の 深き 事 を も 究め 知るな り。 それ 人の 事 は 其 中に ある 靈の 外に 誰 

か 之 を 知らん や、 此の 如く 神の 事 は 神の 靈の 外に 知る 者な し (コ リント 前書 二 章 十 * 十一 節) 

と。 聖 霰に 由ら すして キリストの 御 父なる 眞の神 を 知らん とする は、 光に 由ら すして 物 を 見ん とする 

BHIS な 授かる め途  二 四三 
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丈け 不可能であります。 

赏行的 方面より 見て 聖靈 は 神の 聖旨 を 行 ふ 能力であります。 祌を 愛し 人 を 愛すと 云 ふて 聖靈 に 由ら 

すして 滿 足に 愛する 事 は 出来ません。 愛 は 神より 屮 r つであります、 そして 祌は聖 靈を以 つて 其 愛 を 我 

等に 注ぎ 給 ふので あります。 。ハウ。 の 曰へ るが 如し 

我等に 賜 ふ 所の 聖靈に 由り 神の愛、 我等の 心に 灌^ば なり (。 マ 書 五 章 五節) 

と。 そして 愛に 限りません、 希望 も 忍耐 も勇氣 も、 基督 信者 獨特の 美 德と之 を 行 ふの 能力と は 凡て 聖 

靈に 由て 降る のであります。 「彼等 信仰に 由り て國々 を 征服し、 義を ip ひ、 約束の 物 を 得、 獅子の 口 

をつ ぐみ、 火の 勢 を 消し、 劍の刃 を 避れ、 弱き よりして 强 くせられ、 戰爭に 於て 勇ましく、 異邦人の 

陣を 退かせたり」 とあります が (ヒ ブライ 書 十一 章 三 三、 三 四 節)、 それ は 信仰に 由り て 聖ー靈 を 授かりて 

爲 したので あります。 信仰 其 物 は 能力でありません 、神が 信仰に 對 して 聖靈を 賜 ふて それが 能力と し 

て 働く のであります。 人が 神の 善き 器と して 働かん が爲に は、 先 づ聖一 靈を以 つ て充 たされねば なり ま 

せん" 

靈的 方面より 見て、 聖靈は 基督 信者の 凡て あります。 人に 靈 魂と 肉體と ありて、 肉體 は據れ たる 

に 對し靈 魂 は 元の ま &に淸 しと 云 ふので はありません。 人の 靈魂其 物が 汚れ 祌の 榮を顯 はすに 足らす 

と 云 ふので あります。 言辭 を^へ て 云へば、 人の 意志 其 物が 據れ たりと 云 ふので あります。 私供 は祌 

に 私供の 意志 其 物 を めて 戴かねば ならぬ のであります。 靈 降臨の 必要 は玆に 在ります。 熟 心 を 加 

■U てな ほ 

へて 戴く に 止まりません、 靈魂を 改造して 戴かねば なりません、 我が 生命の 泉を淸 め、 其 根 を 建 直 

して 戴かねば なりません。 倫理 學の 術語 を以 つて 曾 ひますならば、 私供 各自、 神に 善き 意志の 人と 爲 


して 戴かねば なりません。 卽ち惡 を 念 ひ 得す 善 を 念 ひ、 容易く 赦し、 與 へて 惜ま す、 善事の 爲 ならば 

何事に 就い て も 熱心に 成る ことの 出 來る心 を植附 けて 戴かねば なりません。 是れ 皆な 祌が聖 靈を以 つ 

て 人の 心に 施し 給 ふ 御 業でありまして、 人が 神より 授かる 最大の 恩惠 は聖靈 のこの 御 働きに 與る こと 

で あります。 そして 聖靈 の 御 働きに 與 ると 云 ふ は竞る 所祌 御自身 の 御 臨在に 與 ると 云 ふ 事で ありまし 

て、 人た るの 祝福 叉榮 光と して 是れ 以上の 事はありません。 

か&る 次第で ありま すれば、 聖靈を 授る事 は 信仰生活の 萬 事であります。 是が爲 の 宗敎、 是が爲 の 

信仰であります。 玆に 於て か 「如何にして 聖靈を 授からん 乎」 との 問題が 起る のであります。 そして 

此 問題に 對し 直に 與 へらる」 答 は 「之が 爲に 祈り 求むべし」 と 云 ふので あります。 「求めよ 然 らば予 

へられん。 …… 汝 等の： s: 父なる 者 誰か 其 子の パ ンを 求めん に 石を予 へん や …… 然 らば 汝等惡 者なる に 

善き 物 を 其 子等に 予 ふる を 知る、 況して 天に 在ます 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん や」 と 云 

ふので あります。 §t 靈は 祈禱の 第一 目的物で ある は 言 ふまで もありません。 然し 乍ら 祈禱 にも 種々 あ 

ります。 祈禱は 言葉 を以 つてす る 者に 限りません。 祈 禱は祈 求でありまして、 其方 法 は 一 にして 足り 

ません。 そして 善行 は 所謂 「祈り」 以上の 祈りであります。 Kaborare  est  orare 働く 事 是れ神 を拜す 

る 事でありまして、 叉 最も 效果 ある 祈 禱の途 であります。 信者の 生涯の 全部 を 禮拜叉 は祈禱 として 見 

る 事が 出来ます。 縱し 順序 正しく 祈る 事 能 はすと 雖も、 卽ち祈 禱の術 を 知らす と雖 も、 私供 は 私供の 

倒き を以 つて 最も 善き 祈禱を 神に 捧 ぐる 事が 屮 I 來 ます。 聖 詩人 は 此意を 言葉に 述べて 曰 ひました 

汝は 降^ ある 者に は 憐憫 ある 者と なり、 完全き 者に は 完全き 者と なり、 潔き 者に は 潔き 者と なり 

僻む 者に は 僻む 者と なり 給 ふ (詩 十八 篇ニ五 *  二 六 節) 

Bts ヶ 授かる の途  二  21 五 
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と。 又 キリス 卜 は 同じ 事を敎 へて 言 ひ 給 ひました。 

矜恤 ある 者 は 福な り 其 人は矜 恤を受 くべ ければ 3 

と。 卽ち 神の； 恤に與 るの 途は 彼の 聖 名に 由り て 矜恤を 施す に 在りと 云 ふので あります。 言葉 を替へ 

0O0OOOOOO0O00O00OO0O  O0O0O00OOO000OO0OO0 

て 言へば、 神の 最大の 賜物なる 聖靈を 授からん と 欲せば、 我が 最大 最善と 思 ふ 物 を 人に 授 くるに あり 

と 云 ふ 事になります。 そして 是 は眞现 であり 又事實 であります。 私供 は 私供の 最善 を 人に 與 へて 神の 

最善 を 授かる のであります。 是は經 -朽學 で 云 ふ quid  pro  quo 或 物を與 へて 或 物 を 獲る と 云 ふ 事で は 

ありません。 實物實 行を以 つてす る祈禱 であります。 私の 善意 を 人に 表して 神の 善意の 表彰に 與 から 

んと 欲する のであります。 之 を 交換 貿易と 稱 する 人は稱 する 者の 勝手であります、 然し 主 御自身が 言 

ひ 給うた のであります。 

矜恤 ある 者 は 福な り 其 人 は；^ 恤を受 くべ ければ 也 

と。 私供 は 人の を赦 して 神に 私供の 罪 を赦 さる & のでありまして、 是れ 世人の 云 ふ 交換 條 件に 非す 

して、 倫理 學的 法則であって 神の 聖 意であります。 

そして 實際 如何と 云 ふに、 人 は 言葉 を以 つて 聖靈を 祈り 求む る 事 多くして、 行 爲を以 つて 祈る 事が 

少 いのであります。 人 は 祈り 叫びて 惠 まれん と 欲して、 惠 んで惠 まれん と 致しません。 唯 偏へ に 我が 

利益、 我が 敎會の 利益 をのみ 計り、 他の 利益、 他の 敎 きの 利益 を 計らす して、 神の 恩惠を 授からん と 

して ゐ ます。 故に 祌の 最大の 賜物た る 聖靈は 其 上に 降らす して、 彼等 は 常に 靈に 於て 飢え、 能力に 於 

て 不足して ゐ ます。 いくら 熱心に 祌に 祈る とも、 我に 寛大なる 心なく、 人の 非 を 見る に 鋭く して 我が 

非 を 見る に 鈍き 者に 神の 赦 しの 霊なる 聖霊の 降り やう 害はありません。 又 唯 自己に のみ 與 へられん と 


欲して、 遠く 廣く 萬國の 民に 與 へんと 欲する 心なく、 又 其 心を實 現す る行爲 なくして、 世の 罪の 爲に 

其獨 子を惜 ますして 與へ給 ひし 神の 靈が其 人の 上に 降り やう 害はありません。 勿論 私供が 善行 を爲す 

に 方って 自分の 爲を思 ふに 非す して 他人の 爲を思 ふので あります が、 然し 斯く なして 神 を 喜ばし 奉り、 

彼に 其聖靈 を以 つて 私供の 行 爲を印 せられん こと は、 是れ亦 高貴なる 動機に して 彼が 許し 給 ふ 所で あ 

ります。 そして 論より 證據 であります。 此 動機より 爲 したる 善行に 聖靈の 降臨が 伴 ひまして、 人の 眼 

の かざる 所に 於て 私供 は 深い 淸ぃ歡 喜を感 する のであります。 

基督 信者が 何よりも 願 ひ 求む る 者 は聖靈 でありまして、 何よりも 恐る \ こと は聖靈 を撤囘 れん 事で 

あります。 彼が 罪に 陷 いった 時の 祈禱は ダビデの 祈禱 であります。 詩篇 五十 一 篇十、 十 一 節の 言葉で 

あります。 

あ、 神よ、 我が 爲に淸 き 心 を 造り、 

我が 衷に 直き 靈を 新たに 起し 給へ、 

我を聖 前より 棄た まふ 勿れ、 

00O000O00000O00 

汝の聖 き靈を 我より 取り 給 ふ 勿れ。 

信者に 取り 最も 恐ろしい 事は此 事であります、 聖靈を 取 去られて キリストが 解ら なくなり、 神が 見え 

わざ は ひ  ど 

なくなる 事であります。 此は 信仰生活の 災禍であります、 信者 は 怎んな 災禍に 遭 ふても 此災禍 丈け は 

免 かれたい のであります。 そして 其れが 爲に彼 は 惡を愼 むので あります。 敵を惡 み、 謦を復 す やうな 

事を爲 さない のであります。 賤 しい 恥べき 事を爲 さたい のであります。 凡ての 事 正直に、 凡ての 事寬 

大に极 はんと 努む るので あります。 人に 棄られ て も 構 ひません、 敎會ゃ 社 會に嫌 はる.^ 事に 意 を 留め 
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ません。 國賊と 云 はれ やうが、 偽善者と 呼ばれ やうが 構 ひません。 然し 神に 見放な されて 聖靈を 取 上 

げらる k 事、 それ は 苦痛の 極であります。 靈 魂の 死であります。 暗黑と 地獄であります。 「あ &祌 よ、 

汝の聖 き靈を 我より 取り 給 ふ 勿れ」。 そして 此 災禍の 私に 臨ま ざらん が爲に は、 私 は 神の 如何なる 命 

令に も從 はんと 欲します。 

今日の 敎會の 振 はざる 理由 は兹に 在る と 思 ひます。 彼等が 自分と 自分の 敎 會の爲 をのみ 思 ふて、 援 

助 を 他人に 貸さん と 思 はす、 他 敎會の 繁榮を 祈らない からであります。 其 結果と して 聖靈が 彼等の 上 

に 降らす して 彼等の 信仰が 冷へ、 熱心が 衰へ るので あると 思 ひます。 「汝 等自 から 欺く 勿れ、 神 は 侮 

るべき 者に 非す」 であります。 人 を 詐る事 は 出来ても 神を詐 はる 事 は 出来ません。 神の 聖旨に 叛 いて 

stM の 降臨が 止まります。 其 結 架と して 信者 も 敎會も 固い 冷たい 規則 ー點 張りの ものと なります、 實 

に 恐ろしい 事であります。 

人 は 神 を 試みて はなり ません が、 唯此 事に 就て 丈け は 神 御自身が 人に 對ひ 「我 を 試みよ」 と 言 ひ 給 

ひます。 默金を 怠たり し イスラ H ルの 民に 對ひ、 神 は 預言者 をして 一一 一一 a はしめ 給 ひました 

我が， 殿に 食物 あらし めん 爲に汝 等 什一 を 凡て 我が 倉に 携へ 来れ、 而 して 是を もて 我 を 試みよ。 我 

が 天の 窓 を 開きて 容 るべき 所な きまでに 恩 惠を汝 等に 注ぐ や 否や を 見るべし、 萬 軍の H ホバ 之 を 

言 ふ。 

と (マラキ 書 三 章 十 節 y 神は必 しも 金を以 つて 金に 酬ひ、 物を以 つて 物に 酬ひ給 ひません。 然し 必す聖 

靈を以 つて、 善き 心を以 つて、 良心の 滿 足を以 つて 私供の 善行 を酬 ひて 下さいます。 そして 慈善 ゃ獻 

金の 場合に 限りません、 善を以 つて 惡に^ ゐる 時に、 人の 篤詈 嘲弄に 對し沈 默と祈 禱を以 つて 應じま 


する 時に、 祌は ®: 靈を 降して 我等 を 惠み給 ひます。 善行に 對 する 神の 卽 座の 報 賞 は聖靈 であります。 

我等が 怒 を 抑える 時、 怨み を斷っ 時、 凡ての 耐へ 難き に 耐える 時に、 祌は聖 靈の御 褒美 を 以て 充分に 

我等に 酬ゐて 下されます。 玆に 於て か 神の 訓誡の 單 に道德 的の 訓誡で ない 事 を 知ります。 報 の 伴 ふ 

訓誡であります。 而 かも 物質的の 報 賞に 非す して、 靈 的の、 淸ぃ 心の 報 賞で あるが 故に 一層 有難い の 

であります。 
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つかさ  よる 

。ハリ サイの 人の 一人に して ユダヤ人の 宰 なる 二 コ デモと いへ る 人 ありたり. 彼れ 夜間 ィ ェ スに來 りて 彼に 曰 ひ 

ける は， ラビ- 我等 は 汝の祌 ょリ來 りし 師 なる を 知る、 そは祌 若し 彼と 共に あらず ば、 汝が 行す 此 奇蹟 は 彼れ 

之 を 爲す能 は ざれば なりと、 ィ H ス答 へて 彼に 曰 ひける は、 實に 誠に 我れ 汝に曰 ふ. 何人も 新たに (上より〕 

生る、 にあら ざれば 祌の國 を視る こと 能 はず、 と， 一一 コ デモ 彼に 曰 ひける は、 人、 はや 老ひ ぬれば 如何で 生ま 

る、 こと を 得ん や- 復 たび 母の 胎に 入りて 生れ 得ん やと， イエス 答へ ける は. 赏に 誠に 我れ 汝に告 ぐ. 何人も 

水と 靈 とに よりて 生れず ば 神の 國に 入る こと 能 はず、 肉に よりて 生れし 者 は 肉な り， 靈に. W りて 生れし 者は靈 

なり， 我れ 汝に r 汝等 新たに (上より〕 生れざる ベから ず」 と 言 ひたれば とて 怪む 勿れ、 夫れ 風 は 吹かん と 欲 

する 所に 吹く. 汝其 聲 を 聞く， 然れ ども 其、 何處 より 來 り- 何 處に往 く を 知らず、 霊に 由て 生まる、 者 はすべ 

て斯の 如し， と。 (約 翰 傳三章 一— 八 節. 自譯 なり ilnotlsn は 「新たに」 とも 又は 「上より」 とも 譯 する を 得 

べし)。 

祌は靈 なれば 彼を拜 する 者 は 靈と赏 とに 於て せざる ベから ず (仝 四 章サ四 節)。 

我れ 曰 ふ、 汝等靈 に 由て 步む べし， 然 らば 肉の 慾 を 成す こと 英 らん (加 拉太書 五 章 十六 節〕。 

聖書に 從 へば 人に 三つの 性が ある。 帖撒羅 尼： i 前書 五 章 什 三 節。 
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其 第一 は i:  (Flesh) である、 人 は 肉に 由て 物質的 宇宙と 槃 がる、 彼 は 肉に 在て 食 ひ、 飲み、 育ち、 殖 

える、 肉に 在て 彼 は 禽獸と 運命 を 共に する、 肉なる 彼 は 藤より 出て 塵に 還り、 獸 と共に 地に 降る。 傅 

道 之 書 三 章卄、 卄 一節。 

其 第二 は 戴 (spirit) である、 人 は靈に 由て 神と 幾が る、 彼 は 其處に 神に 接し、 彼と 交 はる、 靈に在 

て 彼 は 時 問 {ゃ 一問の 制限 を脫 し、 其 處に死 あらす 哀み， 哭き 痛み 有る ことなし、 に 在りて 彼 は 全く 禽獸 

と 異なり、 天に 在る 天使の 如く、 娶ら す、 嫁がす、 循 つて 嫉み、 娟み、 爭ひ、 岡 ふこと なし、 靈 なる 

彼 は赏に 神に 象られて 造られし 者で ある。 馬 可 傅 十二 章廿 五、 廿六 節。 

其 第三 は 自我 (self) である、 或 ひ は 之 を靈魂 (soul) と稱 す、 人が 自己 を自覺 する 所で ある、 彼 

の 意志の 所在であって、 善惡 上下の-お まる 所で ある、 自我の 上に 靈が 有り、 其 下に 肉が ある、 人の 自 

我に 於て 靈界は 物界と 接し、 一 一 者の 連結と 調和と は 之に 依て 司 どらる。 

如斯 くにして 人 も 亦 神に 似て 三位 ー體 である、 彼の 中に 三 性が ある、 肉が あり、 靈が あり、 自我が 

ある、 彼 は 肉で ある、 然れ ども 肉 のみでない、 靈 である、 然れ ども 靈 のみでない、 自我で ある、 然れ 

ども 軍獨の 自我で ない、 人 は 小宇宙であって、 三 性の ー體 となりて 實在 する 者で ある。 

而 して 人の 運命 は 以上 三 性の 相互の 關係 如何に 依て 定まる ので ある、 自我 は單獨 にして 在る ことの 

出 來る 者で ない、 其れ は靈肉 孰れ かに 其 本據を 定めなければ ならない 者で ある、 靈に 於て 在らん 乎、 

肉に 於て あらん 乎、 是れが 自我の 前に 提出 さる. Ite 久の 問題で ある、 而 して 自我が 其 本 據を靈 に 於て 

-; li- むる 時に 向上が あり、 肉に 於て 定 むる 時に 墮 落が あるので ある、 向上と 云 ひ、 墮 落と 云 ひ、 問題 は 

至て 重大で あるが、 然し 事 は 至て 簡單 であるの である、 向上と 云 ひて 天の 高き に 昇る ので はない、 我 


と自 から 我が 自我 を 我が 內 なる 靈の內 に 置く ことで ある、 墮 落と 云 ひて 地の 低き に 降る ことで はない、 

我と 自 から 我が 自我 を 我が 內なる 肉の 內に 置く ことで ある、 昇る と 降る と 生く ると 死ぬ ると は 我が 內 

に 於て 定る ことで ある、 人なる 小宇宙の 內に三 暦の 天 も あれば 亦 地下の 陰府も あるので ある。 

而 して 人類の 始祖が H デンの 園に 於て 悲 むべき 喷落を 遂げた と 云 ふ は 全く 此事 である、 卽ち 人が 其 

自我 を 肉に 移した と 云 ふこと である、 玆に彼 は 特に 肉と 成った ので ある、 

ェ ホバ n ひ 給 ひける は我靈 永く 人と 爭 はじ、 そ は 彼 も 亦 肉 なれば なり、 彼の 日 は 百 一 一十 年なる ベ 

し 

と (創 ft 記 六 章 三 節)、 是れ墮 落後の 人に 對 して 神の 懐かれし 思想であった、 人類 は 始祖の 墮 落に 由て 肉 

と 化し 去った ので ある、 卽ち 彼の 靈は 顧みられす して、 彼は自 から 擇んで 其 自我の 本據を 彼の 肉に 移 

し、 其 結果 彼 は 野の 獸と 空の 鳥と 性 を 同に する 者と なった ので ある、 卽ち彼 も 亦 彼等の 如くに 肉と な 

つたので ある、 玆に 於て 神が 其靈を 以て 人と 爭ふも 無益と 成った ので ある、 人は墮 落に 由て 肉塊と 化 

うとん  イン テレス ト 

した、 彼の 靈は 全く 疎ぜ られ、 彼の 意嚮 は 全く 彼の 肉に 注 集 せらる. -に 至った、 玆に 於て 彼 は 向上、 

發開、 永存の 特權を 失 ひ、 永久なる べき 彼の 生命 は 僅々 百 二十 年に 減ぜられ たので ある、 自我の 本據 

を 肉に 移して、 人 は單に 動物の 最も 進化した る 者と なった、 彼の 文明 は 如何に 進歩す る も、 彼 は 唯 

亡び 失する 獸の 如し 

である (詩篇 四十 九篇 十二 節)、 肉なる が 故に 

+-5? さ  こ 

過去れば 再び 歸り來 ぬ 風 

に 等しき 者と なった (企 七十 八篇 三十 九 節)、 而 して 一た び 肉 を 其本據 と. おめて 以來、 人 は 之 を 離る \ こ 
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と 能 はす、 時に 不朽の 靈の猶 ほ 彼の 有と して 存 する を 思 出し、 

我が 靈魂 (自我) は 塵に 着きぬ 

二と is  rr 

汝の 言に 循 ひて 我 を活し 給へ 

と 叫びて、 祌に離 脫を懇 求む ると 雖も (仝 百 十九 篇 二十 五節)、 肉 は 其 慾 を 以て 彼 を 縛り、 彼を擄 にして、 

彼が 欲する 所 を 行 は ざら しむ、 誠に 肉と なりし 人 は 「困苦る 人」 である、 人に して 人に 非す、 昇り 得 

るの 資格 を 具へ ながら、 常に 蛇の 如くに 腹 行 ひて 一 生の 問 塵 を 食 ふ (創世記 三 章 十四 節 y 人類の 歷史に 

底なき矛盾の^^？るぁるは人が肉となりて己れに矛^^したる者とな ったからでぁる。 

然しながら 人 は 永久に 斯く あるべき 者で ない、 

人の 衷に は靈 ある あり 

全能者 の 氣息彼 に 了解 を與 ふ 

と ある (約 百 記 三十 二 章 八 節 J>、 人 は 始めに 土の 塵 を 以て 造られ、 後、 神、 其 鼻に 生氣 (靈) を噓； < -れ給 

ひたれば 人は卽 ち生靈 となりぬ と ある (創 * 記 二 章 七 節：)、 人は墮 落に 由り て 肉と 成れり と 云 ふ も 彼は靈 

を 失った ので はない、 唯、 彼が 之 を 去りし が 故に、 祌も亦 之 を 離れ 給 ひて、 靈は 今や 彼に 在りて 永き 

間の 錢棄の 結果、 無き に 等しき 者と たったの である、 玆に 於て 彼に 新たに、 又は 上より、 靈に 由て 生 

まる i の 必要が あるので ある、 肉の 勢力が 挫かれ、 神の 靈は 新たなる 力 を 以て 人の 靈に 降り、 之 を 其 

睡眠 的狀 態より 起し、 以て 玆に 人の 再 ■  生 を 催す 必要が あるので ある、 或 ひ は 之 を •  再生と 稱 する は 文字 

通りに 事實 でたい かも 知れない、 そ は靈は 人の 衷に 在りて 墮落 と共に 全く 消滅に 歸 したかった からで 

ある、 乍然、 人が 實 際に 感 する 點に 於て は此は 確かに W 生で ある、 彼 は 彼の 失 ひし 靈を復 び挽囘 した 


のであって、 彼 は此處 に 彼の 失 ひし 靈 なる 父に 會ひ、 アバ 父と 呼びて 彼と 交 はる ことが 來 たので あ 

る 0 

而 して 此 W 生た る や 人が 欲んで 起す ことの 來る もので ない、 肉に 由り て 生まれし 者はド コ まで も 

肉で ある、 彼 は. 民の 上に 立ち、 階級 を 異にし 位 を 高く する も、 肉に 由て 生まれし 者 は 自己 を 肉 以外 

の 者と なすこと は 出来ない、 彼 は 又 俗 を 避け、 哲學の 冥想に 一 生 を 送る も 肉に 由て 生れし 彼 は 自己 を 

肉 以上の 者と 成す こと は出來 ない、 彼れ 叉 世 を 去て 宗敎に 入り、 監督と なり、 牧師と なりて、 傳道說 

敎に日 も 亦 足らす と雖 も. 肉に 由て 生れし 彼は自 から 欲んで 己 を 肉 以上の 者と なすこと が 出来ない、 

肉の 15!: 域 は廣く ある、 淫縱も 肉で ある、 醉酒も 肉で ある、 傲慢 も 肉で ある、 詭譎も 肉で ある、 而 して 

位階 も、 學識 も、 修養 も、 宗敎 も、 肉に 由て 生れし 人 を 肉 以上の 者と 成す ことが 出來 ない、 實にィ H 

スの 眼より 見て、 ユダヤ人の 宰 にして イスラエルの 師 なりし、 パリ サイの 一一 コヂモ で すら 肉の 人で あ 

りし こと を 知りて、 人の 階級 も 宗敎も 彼 をして 肉以 上の 者たら しむる ことの 出来な いこと が 剩 明る。 

斯く あるが 故に 人 は 新たに 上よりの 靈に 由り て 彼の 靈に 於て 生る、 の 必要が あるので ある、 而 して 

今日まで 肉に 置きし 自我 を 今 は 之 を靈に 移し、 此 處に靈 なる 祌と繁 りて、 自身 も亦靈 なる 者、 卽ち祌 

の 子と なる の 必要が あるので ある、 而 して 人 は 「水と 靈 とに 由て 生れ ざれば 天の 圃を視 る 能 はす」 と 

云 ふ、 「水」 と は 敎會の 唱 ふるが 如く 洗禮 ではない、 敎會が 洗禮を 以て 表 はさんと する 肉の 死で ある、 

身 を 水に 浸す が 如く、 肉 を 地に 葬る ことで ある、 卽 ちパゥ n の  一一 一一！： ひしが 如く、 肉 を 其す ベての 慾と 共 

に キリストと 偕に 十字架に 釘け る ことで ある， 「水」 は 肉の 埋沒の 表^で ある、 而 して 是れが 再生の 

1 面で あるので ある。 

人の 一 一一 «  二  K 七 
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而 して W 生の 他の 一 面 は 「靈」 である、 祌の靈 が 人の 靈に 臨みて 之 を 活かす ことで ある、 祌は靈 で 

あるから _a に 人の 靈に 於て 働ら き 給 ふ、 前に も 述べた 通り 人の 靈は 祌の靈 との 接觸 點 である、 此處に 

神 は 人に 臨み 人 は 祌を迎 へ 奉る ので ある、 

神は靈 なれば 彼を拜 する 者 は 靈と實 と を 以てせざる ベから す 

と は 此^|^ じある、 人に 在りて は 肉に 死して ii-^ に. せんとし、 祌 にあり て は キリストの 死 を 以て 肉の 勢力 

き^き、 北 ハ聖靈 を 以て 人の 靈に 臨み 給 ひて 鼓に 人の ；冉 生 は 行 はる、 ので ある、 卽ち兹 に 舊き人 は 死し 

新ら しき 人 は 生まる、 ので ある、 語を換 へ て 口 へば 其 自我 は玆に 始めて 肉 を 去て 靈に 移る ので ある、 

兹に SET 止の 向上が 行 はる、 ので ある、 iEf に m 心 想 上の 向上で はない、 叉單に 向上の 決心で はない、 事 K 

上の 向上で ある、 玆に人 は 上より 新たに 生まる k ので ある、 事實に 於て 靈の 人、 新ら しき 人と 成る の 

である リ 

斯の 如くに して V は 人の 衷に 於け る 自我の 木據の 移動で ある、 而 して 其區 域の 狭小なる を 見て、 人 

は 之 を 小事と 見做す ので ある、 然しながら 是れ 決して 小 - でない、 人に 關 はる 事に して 之に 優りて 大 

なる 事 はない ので ある、 キリストの 曰 ひ 給 ひしが 如く 

ん、 おし 全 樣界を 得る とも 其靈魂 (，：11 我) を 喪 は i-M の 益 あらん や 

である、 尺の 永遠の 運命 は 彼が 其靈魂 (自我) を 肉に 於て 置く 乎、 靈に 於て ^ ^く 乎に. m て.： 疋 まるので 

ある、 之 を 肉に 置て 全世界 を 彼の 有と なすと も 彼 は 死んだ 者で ある、 而 して 之を靈 に： 益て 祌と 梨り て 

彼 は 永遠に 生く るので ある、 而 して 偉人と 云 ひ、 聖人と 云 ふ は 他の 者で はない、 肉に 死して 靈に 生く 

るお である、 之に 反して 靈に 死して 肉に 生く る 者 は 富者 も 權者も 智者 も 勇者 も祌の 眼より 見て すべ て 


憐 むべ き 小人で ある。 

而 して 此世は 誠に 肉の f である、 其 口々 の 新聞紙の 報す る 所 はすべ て 悉く 肉の 事で ある、 其 政治 は 

肉の 事で ある、 共 外交 は 肉の 事で ある、 其經. 矜は 肉の 事で ある、 其 實業は 肉の 事で ある、 其 科 學は肉 

に關 する 科學 である、 其 折：： 學は 主として 肉 情 肉 慾に 關 する 研究で ある、 而 して 其 宗教す らも 多く は 肉 

の 勢力 を 張り、 肉の 救濟を 講じ、 心の 修養と 稱 して 實は 肉の 狀 態を改 むる 事で ある、 誠に 今に 至る も 

人 は 純然たる 肉で ある、 其 語る 所、 思 ふ 所、 計る 所、 爭ふ 所、 望む 所 はすべ て 悉く 肉で ある、 人の 衷 

に靈 ありと 雖も、 彼 は 肉 ありて 靈 なきが 如くに 働く 者で ある。 

而 して 此肉 の^に 在て キリストの 福音の みは 靈の 事で ある、 之れ のみ は 肉に 關係 無き ことで ある、 

肉に 關係 なきの みならす、 肉に 逆 ふこと である、 

肉の 欲 は靈に 逆ら ひ、 靈の欲 は 肉に 逆ら ひ、 此 二つの もの 互に 相 敵る 

と (加 拉太書 五 章 十七 節)、 叉 

汝等 *1 を 友と する は 神に 敵す るなる を 知らざる 乎、 世の 友と ならん 事 を 欲 ふ 者 は祌の 敵な り 

と (雅各 書 四 章 四 節；^、 神 は キリストに 在りて 幅 昔 を 以て 我等 を 生み 給 ふ、 人 を靈に 於て 活かす に 於て 福 

音 は 宇宙 唯一 の 能力で ある、 之 を 除いて 他に 人に 靈の 生涯 を 供す る 者 はない、 キリスト を 知らす して 

人 は靈の 何たる か を さへ 知らない、 誠に 主ィ H ス キリスト は靈の 宇宙で ある、 漠 たる 精神 界 ではない、 

確た る靈の 世界で ある、 之 を 語る 止む を 53- す 肉の 言 を 以てする なれ ども、 然し 事 は 肉の 事で はなく 

して 靈の 事で ある、 キリスト は 誠に 靈の 食物で あり 叉其飮 料で ある、 ィ H スが ユダヤ人に 向って 

誠に 實に汝 等に 告げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす、 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し 

人の 一一 一 性  二 五 九 
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と 口 はれし と 開て 我等 誠に 彼 を 食 ひ 且つ 飲みし 者 は 少しも 其 言を怪 まない ので ある。 

而 して； g 音 を 以て 靈に 於て 生く る を 得て、 人 は 始めて 人ら しき 人と なる ので ある、 斯 くして 彼の 自 

我と 靈 とが 救 はる k に 止まらない >  彼の 肉まで が 救 はる、 の である、 人は祌 に似て 靈 たるべ き 者で あ 

れば、 彼 は靈に 生れて 始めて 完全なる 者と なる ので ある、 其 時 彼の 肉 は 彼の 主たら すして 彼の 俊と な 

るので ある、 肉 を 服 へ るの 點 より n3^ る も 人 は靈に 在りて 生く るより 他に 善き 途 はない ので ある。 

故に パゥ D は 曰 ふ 

汝等靈 に 由て 歩む ベ し、 然 らば 肉の 慾 を 成す こと 莫 らん 

と、 遊德を 以て 肉の 愁を抑 ふること は 出来ない、 靈に 於て 靈 なる 神に 接し、 此處に 新たなる 靈の宇 ふ 山 

に靈の 生： 雔を始 むる に 方て、 肉 は 自づと 其 勢力 を 挫かれ、 靈は自 づと其 善き 果を 結ぶ に 至る ので ある。 

"k  ネ 

*  木 

人 は靈、 我、 肉の 三 性で ある、 我 を 肉に て 彼 は 無 K 地獄に 陷 るの 危險が ある、 之 を靈に 置て 彼 は 

三階の天に0^;るの希は1-がぁる、 惡魔は 肉に 據 りて 彼 を 下に 誘 はんと 努めつ k あり、 神 は 中 に 宿りて 彼 

を 上に 召さん と 爲し給 ふ、 危機 ー髮 とは赏 に 人の 生涯で ある、 後の 小なる 胸の 中に 人類の 運命に 關は 

る 鑀大戰 (辛 は 常に 鬪 はれつ 、あるので ある。 


一 名、 聖書 心理 學の 大要 

テサ 口-一  ケ "割 書 五 章廿三 節の 研究  ， 

願くは平安の祌^^っ，^汝等を全く潔し. 又汝 等の 全 « 全 生 全身 を 守りて. 我等の 主 イエスキリストの 臨らん 時に 

咎 なから しめ 給 はんこと を (舊譯 )o 

額く は 平和の 祌 * みづ から 汝らを 全く 潔くし. 汝 らの靈 と 心と 體とを 全く i 寸 りて. 我らの 主 イエス. キリスト 

の 來り給 ふ 時 *； むべき 所な からしめ 給 は ん事を (新譯 )。 

書 は 人 を 如 3： なる 者と して 見る 乎、 其 事 は 書 を 解す る 上に 於て 最も 大切で ある。 聖書 は 人 を 救 

はん 爲の 神の 道 を 示す 書であって、 人に 關 する 觀 察に 於て 深奥 を 極め、 克く其 心理 を 明に して 誤らな 

いので ある。 入口 かも 名醫が 身體の 構造 を 知悉す るが 如くに、 祌は 人の 心 を 見 透して 精細 を 究め 給 ふ。 

ち つ  もろ li  つらぎ  ふし-, とほ  力 

「それ 神の 言は活 きて 能 あり、 兩 刃の 劍 よりも 利く、 精 氣と靈 魂、 關 節と 骨髓を 刺して 之 を 剖ち、 、も 

の" _s^-ssf と を める ものな り」 と あるが 如し (ヒブ ラ ィ書四 章 十二 節)。 人の 心の 構造 如何 は 聖書に 依 

.Jvl,^\s.gts;uj?tli^hi。 すべての 科學 と竹學 とが 其 源 を 聖書に 於て 發す るが 如くに、 近代の 心 

现學も 亦 其 發端は 聖書に 在る ので ある" 聖書 は 今 も猶ほ 最も 深遠なる 心理 學書 である。 經驗に 富め る 
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基督 者 は 心 理 學者以 上の 心理 學者 である。 彼 は 大學の 心理 學敎窒 に 於て 學ば すと 雖も， 神の 學 校に 於 

て、 自己の 何たる 乎、 そして 自己 を 通して 人の 何たる 乎 を 明かに 示された ので ある U 

そして聖書心理學を紹介する上に於て：^取も適當なるは我らが此所に選びし本文でぁる。 卽 ちテサ 口 

-ーケ 前書 五 章卄三 節で ある。 此は 愛に 滿ち たる バウ 口の 此 書翰の 結末の 辭の 一節であって、 彼の 心よ 

り 自然と 流れ 屮 Z たる 眞 情の 表現で ある。 パゥ 。は 勿論. 此 所に 彼の 學 說を發 表して 居る ので はない、 彼 

の 信仰 を 露出して 居る ので ある。 然れ ども 彼の 心より 偶然に；^ れ 出し 此 言が、 吾人 今日の 一一 目 を 以て 曰 

ふなら ば r ハウ 0 の 心理 學の 大要」 を 吾人に 示す ものである。 。ハウ 11 は 平常 如此 くに 考へ 居りし が 故 

に、 此 場合に 於て 如此 くに 言 表 はした ので ある。 

此は言 ふまで もな くパゥ 口の 祈願の 一一 一一 c 葉で ある。 「願く は 平安の 神 …… 平安の 源に して 之 を 人に 賜 

ふの 祌 …… 汝等を 全く 潔くし 給 はん 事 を」 と 云 ふの が 祈願の 耍點 であった。 此內に 高調して 讀 むべき 

は 「全く」 の 一語で ある。 「全く」、 「全然」、 「何の 缺 くる 所な く」、 「完全」 に 潔め 給 はんこと 

をと 云 ふので ある。 パゥ n は 何事に 於ても 徹底 を 要求す る 人であった。 彼 は 自他の 部分的 完全 を 以て 

滿 足しなかった。 彼 はテサ 口 一一  ケの 基督 者が 完全の 人と 成らん こと を 要め 叉 祈った ので ある。 

然 らば 人の 完全と は 何 を 意味す るかと 云 ふに、 其靈、 其 心、 其體の 完全 を 云 ふので あると。 ハウ 口 

は 信じた ので ある。 故に 全く 潔 めら れん 事 を 祈る と 云 ひて、 更に 別の 言 を 以て 同じ 意 を 述べて n うた 

r 汝 等の 靈と 心と 體とを 守り 給 はん 事 を」 と。 言 を替 へて 曰へば、 人 は靈と 心と 體 との 三部より 成る 

者で あるが 故に、 全く 潔 めら れんと 欲すれば 等の 部分より 成る 全部 を 潔め られ ねばなら ぬと 云 ふの 

である。 靈と 心と 斗り では 足りない、 體をも 潔め られ ねばなら ぬと 云 ふので ある。 大膽 なる、 徹底せ 


る 言. 1^ である-」 然し 乍ら 基督 者の 祈 求 は 之れ 以 F を W て滿 足しない の である。 

人 は靈と 心と 體 との 三部より 成る と 云 ふ。 卽ち 人に 三分 性 ありと 云 ふ。 菜して 然る 乎。 人に 體の 有 

る 事 は 何人も 承認す る。 體 は肉體 である、 人が 物質 界に 接する 機關 である。 此點に 於て 人 は 動物 又植 

物と 異ならない。 彼は飮 み、 食 ひ、 生長し、 生殖す る。 人 は 其體に 於て 猿、 犬、 豚、 馬、 牛 等と 著る- 

しく 似て る。 古い ギリシャの 折：： 學 者が 「人 は^ 毛 を 有せざる 二 本 足の 動物な り」 と 云うた の は询に 

適切なる 定義で ある。 斯く云 ひて， 刃 論 人は惯 値ない 動物で あると 云 ふので はない。 人 問の 身體は 造化 

巧妙の i 致で ある。 聖 詩人が 歌 ひし 通りで ある 「我れ 雨に 感謝す、 我は畏 るべ く奇 しく 造られたり、 

雨の?！. 跡 は 悉く 奇し。 我靈魂 はいと 詳に之 を識れ り」 と (詩 百 三， 十九 篇 十四 節)" 數 百年に 涉り 解剖 學者 

が 精力 を 傾注して 之 を 研究せ しも 猶ほ 其少 部分 を 知り 得しに 止まる。 五 尺の 身體は 微妙 極まりなき 小 

宇宙で ある。 そして 我等 各自が 此 小宇宙の 所有者で あると 思へば、 何人も 己が 貧弱 を 歎つべき 害 はな _ 

いので ある。 肉 を 卑しく 見る は靈と 心と が 卑しい からで ある。 神の 靈を 以て 潔め られ て、 朽 つべき 肉 

みや  X 

體も 聖 靈 の 殿と 化する ので ある。 

肉の 上に、 或は 其內に 心が ある。 ！ 1  布臘 語の サイケ， I、 英語の f インド 又は ソ ー ルは、 如 M なる 辭を. 

以て 日本語に 譯 して 宜しき や、 飜譯 者の 常に 迷 ふ 所で ある。 或は 祌と譯 し 精神と 譯し、 氣と譯 し血氣 

と譯 す。 コ リント 前書 十五 章 ra 四 節に 「血 氣の體 にて 播 かれ 靈の體 に 甦 さる、 血 氣の體 あり 靈の體 あ 

り」 と ある は此辭 である。 今假 りに 之 を 心と 譯 する。 要は 文字に 非す、 意味に ある。 サイケ ー 卽ち 心- 

は M である 乎。 此は 普通に 知情意と 稱 する ものであって、 肉體を 支配す る 意志 思想の 所在地で ある。 

五感の 働き 以上、 すべての 意識 感情の 1仃 はる \所 である。 人が 泣き、 笑 ひ、 怒る も 心に 於て^ ある。 

人の 三分 性  .，  二 六 三 
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彼が 研究 を 積んで 科 學者义 は 折：： 學 者に 成る も此 所に 於て める。 彼が 策略 を 弄し、 競爭^ を仆 して、 

身 常 選の 榮に與 り、 政治家と して 虚偽の 生涯 を 送らん と 欲する も 亦 其 心 に 於て^ ある。 或は 近代 

ゾ、 として 戀 愛と 藝 術に 人生の 至上 善 を 認め、 自分、 自分と 稱 して、 何事 も 自分 本位に 行 ふの も 亦其サ 

V 'ケ ー, 即ち 心に 於て ある。 すべての 計算、 策略、 思念、 獸 類が 有する 以上の 心的 動作 はすべ て此所 

に 行 はる。 斯 くして 心 も 亦體と 同じく 驚くべき 神の 賜物で ある。 之 を 善 W すれば 一一 ュ ー トン、 カント 

と 成り、 惡川 すれば 我國 今日の 政治家 叉 は實業 家の 如き 者と 成る。 我等 は マ ィ ンドの 研磨 修養 を 怠つ 

て はたらない。 敎 育と は 其 大部分が 心の 敎育 である。 之を廣 め、 强め、 潔む る は M 人に 取りても 菜 要 

問題で ある。 

然し 卞ら人 は體と 心と を 以て 丈け では 足りない。 心 以上に 彼に 靈が ある。 靈は 心の 一部分で ない。 

體が 其れ 以ド であるが 如くに 靈は 其れ 以上で ある。 心と 靈とを 同して 大 なる 誤謬に ら ざる を 得な- 

い。  體の €： に 心の 宿る が 如くに 心の 內に靈 が 宿る。 人 を 昔の ユダヤ人の 祌 殿に 較べて 見て、 體は 外の 

.M にして、 心は聖 所、 靈 は至聖 所で ある (ヒ ブライ 書 九章參 照)。 卽ち體 は 外の 物質 界に 接する 所で 

あって、 靈は の 靈界に 接する 所で ある。 そして 二者の 間に 心が 在って、 或は 體を 以て 物質に 接し、 

或は 靈を 以て 祌と交 はるので ある。 心 は 人の 中心であって、 彼が 自己 を自覺 する 所で ある。 之に 對し 

彼 は體を 以て 外の 世界 卽ち 物質 界を 感得し、 靈を 以て 內の^ 界卽 ち祌を 感受す るので ある。 斯 くして 

んは 物と 神との 問に 介在す る 存在者で ある。 其 足 は 地の 上に 立ち、 其 頭 は 天の 內に 達し、 自己 は 二者 

の il に 在りて、 或 ひ は 地に 降りて 俗人 卽ち 地の 屬 となり、 或 ひ は 天に 昇りて 徒卽ち 天の 屬 となる リ 

彼の生；^は12^:る乎降る乎、 二者 孰れ を |^!- む 乎 を 決する 爲の ものであって * 冒險の 最も 大 なる もの、 最- 


大 の 努力 を 要し、 嚴肅 の 極と 稱す ベ き 者で ある。 

そして 普通の 場合に 於て は靈は 死せ る 乎、 然ら ざれば 寢 つて 居る ので ある。 其 肉體は 活動し * 其 マ. 

インド (血 氣) は 狂 盛なる も、 其靈は r 愆と 扉と に 死」 んでゐ るので ある。 故に 彼等 は靈と 云へば 心 

じ. U らさ 

の 動作で あると 思 ひ、 心と 靈 との が 甚だ 漠然たるの である。 人が 靈に覺 むる は 彼が キリス トの御 

父なる 靈の 神に 接した 後であって、 其 時 彼 は 初めて 彼に 靈 性の 在る 事 を すら 判然と 知り 得る ので ある，^ 

.ii  わ. K 

誠に 「神の 一一 目は兩 刃の 劍 よりも 利く 氣 (心) と 魂 (靈) と を 刺し 剖つ」 と あるが 如くであって、 神の 

言に 依ての み 心と 靈とは 判^せら る&の である。 恰 かも 物に！； れ すして 物の 感じが 起らざる が 如くに、 

靈 なる 神に 接せす して 靈感は 起らない ので ある。 人は祌 を識ら すして 物質 界 に 活動して 大實業 家と 成 

る ことが 出来る。 叉 政治 界に 活動して 大政 治 家と 成る 事 も 出来る。 is{ に 亦 學問界 に 奮闘して 大學 者と 

成る 事 も 出来る。 藝術界 に 飛翔して 大藝術 家と 成る 事 も 出来る。 實業 家たり 政治家たり 學 者たり 藝術 

たるに 神 を 信じて 靈 界に覺 むる の 必要 はない。 不信者 其 儘に て、 或は 更に 背敎者 又は 墮落 信者に て 

大實業 家 义は大 文士と 成る 事が 出来る。 我等 は 其 多くの 實例を 現代の 日本に 於て 見た。 信仰 は此 世に 

於て 偉大なる の 必要 條件 ではない。 ナボレ オン、 一一 イチ ヱ、 ^藤 博 文 公、 大隈重 信 侯 等 は 不！^ 者で あ 

りながら 此 世の 偉人であった。 

然 らば 人 は 其靈 性に 覺む るの 必要な き 乎と 云 ふに 決して さう で はない。 人 は其靈 性に 覺 めて 新 .：于苗 

を發昆 する ので ある。 恰 かも 性來の 瞽者が 眼 を 開かれて 眼に 見 ゆる 此 宇宙 を 獲た と 同じで ある。 祌は 

露の i 千宙 である。 唯一 の實在 者で ある。 其 無限なる、 豐 富なる、 變 化に 富む 事、 此 現象 的 宇宙の 到底 

及ばざる 所で ある。 祌を 迷信と 云 ふは自 から 神に 觸れた 事がない からで ある。 寧ろ 金 や 銀 や 土地 や. ¥ 

人の 三分 性  二 六 五 
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屋が 迷信で あると 云 ふが 適當 である。 「祌 は靈 なれば 拜 する 者 も 亦 靈と眞 を 以て 之を拜 すべき 也」 と 

主 は n: ひ 給うた。 靈 なる 神 は 心 を 以て 識る能 はす、 勿 41 體を 以て 探る 事 は出來 ない。 靈を 以て、 人の 

一打 在 の 基礎なる 靈的 意識 を以 ての み識 り叉让 ふる 事が 出 來る。 そして 祌を識 りて 宇 {.S 何物 も 我等 を 彼 

より 絶ら する 事 は 9.: 來 ない。 深い 哉 深し、 美なる 哉 美で ある。 彼 を 仰いで 所謂 beatific  vis 一. CU  (直 覺. 

の 見神) に惹 かれて、 人 は 地 を 離れて 天に 界 るので ある。 今まで 塵に 着し 心 は自. から 上に 惹 かれて 

の屬 となる ので ある。 此は 迷信で もなければ 偽 でもない。 事實 中の 最大 事實 である。 

斯くて 人 は體と 心と 靈 との 三部より 成る。 彼が 全く 救 はれん が爲に は、 三部 合せて 救 はれねば なら. 

ぬ。 そして 神 は 福音 を 以て 人 を 初めに 其寢れ る靈に 於て 覺 めしめ、 然る 後に 心 を 潔め、 最後に 體を改 

造して、 玆に 完全に 彼 を 救 ひ 給 ふので ある。 明，：： なる 深い 貴き 眞理 である。 そして 斯 かる 徹底的の 救 

ひが 基督 者の 内に 行 はれつ k あるので ある。 殊に 感謝すべき は 我等の 靈 性の 覺醒 並に 挽 同で ある〕 我 

等 は玆に 新ら しき 宇 帘 を與 へられて 新たに 活動の ^界を 得た ので ある。 舊き 世界 は此 ゆの 人 等の 專有 

に歸 して 我等 を容る - に 場所な しと 雖も 我等 は 歎かない ので ある。 


靈魂實 在の 眞義 


一， riie  cf>l,rolauon  of  fol*cos  axllibits  Rlirul  as  in  nowise  a Iwrcfluot  or  IVIattor-  i>ut  as  something:  5 its- 


gswth  and  sauifestations  outsMe  sscl  parallel.  It  is  incospatible  with  the  theory  that  tlie  relation 

of  tlie  human  soul  to  tlie  body  is  like  that  of  music  to  tlie  liarp;  but  it  is  quite  compatible  with  the 

time-honoured  tlieorv  of  the  lluman  soul  as  indwelling  in  tho  body  and  escaping  from  it  at  death.  I 

J.OHN  :EISKE.  Through  Nature  io  God,  p.  lr)p 

靈魂は 直に 神より 出で 來 つた 者で ある、 肉體の 生命が 進化して 成った 者で はない、 靈魂は 肉 體に霄 

する 者で はない、 之に 宿る 者で ある、 靈 魂と 肉 體とは 全く 训物 である。 

意志の 自由と は靈 魂の 自由で ある、 思想の 獨 立と は 靈 魂の 獨立 である、 霊魂が 若し 肉 體に屬 する 者 

であるならば 之に 自由 も 獨立も あり やう 害 はない、 肉 體は此 地に 繁 がる 者であって、 束縛 は 其 特有 性 

である、 此 地に 全く 關 係の 無い 者が あって、 始めて 自由と 獨立 とが あるので ある、 我等が 自由 を 慕 ひ 

獨立を 愛する 离 ，が 我等に 靈 魂の 在る W よりも 確かなる 證據 である。  . 

自我と は 何で ある 乎、 固有の 靈魂 である、 地に も國 にも 親に も： V- 弟に も 何の 關係 もない 靈魂 である， 

是れは 血肉に 由て 生れた 者で はない、 是れは 祌の與 に 象られて 直に 神に 造られた る 者で ある、 故に 之 

は 神 を 父と 呼び、 神との み 直接の 關係を 有つ ^である、 詩人 は 言 ふた、 

あ、 祌ょ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 我が 靈魂も 汝を慕 ひ 喘ぐな り (詩篇 笫 3 十二 篇 一節) 

と， 又 智者 は 言 ふた、 

塵 は 本の 如くに 土に 還り、 靈魂は 之を賦 けし 神に 還るべし (傳道 之 書 十二 窣七 節) 

と、 神 は 特^に 靈 魂の 父で ある、 故に 彼 を 「靈 魂の 父」 と稱し 奉る (希 伯 来書 十二 章 九 節〕、 彼 は 勿論 

物の 造 主で あるから 或 意味から 言へば 萬 物の 父で ある、 併し 彼が 直接に 造り (生み) 給 ひし もの は 人 
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の i『M 魂 である、 故に 人が 其 子に 對 する 愛 を 以て 神 は 人の 靈魂を 愛し 給 ふ、 人の 肉體は 多分 下 等 動物 よ 

り徐々 と 進化し 來 つた 者で あら ふ、 然しながら 其 靈魂は 直に 神より 出で 來 つた 者で ある。 

故に. お ^ 魂 はすべ て 平等で ある、 是に贵 族 平民の^ はない、 之に 親子、 兄弟、 夫婦、 君臣の はな 

い、 すべての 靈魂は 神の 子であって 神に 在りて 兄弟 姉妹で ある、 靈 魂の 實在を 認めす して 律法の 公平 

と 尊？ 1 と は 解らない、 法 は 人と 人との 關係を 示す もの である、 卽ち靈 魂 と靈魂 と の 關係を 示す 者で 

ある、 社き の 階級なる もの は 肉 體 の 階級であって 靈 魂の 階級で はない、 祌と 律法の 前に 立て は 王侯 も • 

乞食と 何の 異なる 所 はない。 

似 人と は 個々 の靈 魂で ある、 之 を 英語で Individual と 云 ふ、 分つべからざる 者の 意で ある、 恰か 

も 现化舉 で 分子の こと を atom と 云 ふと 同じで ある、 分子 卽ち アトム は：： ：！；！ れ 以上 分つべからざる 者で. 

ある、 共 如く^ 人 も 靈的實 在 物と して 是れ 以上に 分つべからざる おで ある、 人類 は 之 を 人種に 分つ こ- 

とが 屮ぃ來 る、  人1§^は之を國民に分っことが出來る、 國民は 之 を 階級に 分つ ことが 屮 I 來る、 階級 は 之 を 

(Z ぶ 族に 分つ ことが 出来る、 雨う して 家 挨は之 を 個人に 分つ ことが 出来る、 併しながら 分割 は 之 を 個人 

以下に 及ぼす こと は 出来ない、 侗人は 分つべからざる 者で ある. 個人 は 人 其 儘で ある、 神の 子、 永久 

の：：^ 在^、 自^、 獨立、 不滅の 间 有性 を 有し、 全世界 を 代 價に拂 ふても 購 ふことの 出来ない 程、 貴い 

者で ある。 

靈魂は 自由で ある、 獨立 である、 故に 之 は 人の 作った 法則 を 以て 縛る ことの 出来る 者で はない、 之- 

は劍を 以て 斷っ こと は屮 I 來 ない、 威 を 以て 壓 する こと は屮 Z 来ない、 若し 靈魂 にして 自己の 威 權を覺 り- 

0  O00C0O0O0O00  0  000  0  O0C  0  000000  C 一 

がお 然 として 之 を 維持す るなら ば^に 靈魂 ほど 不動 不抜の 者 はない。 


^しながら 威權 ある 靈魂は 亦 愛する 者で ある、 彼は壓 制を棄 斥す る、 併しながら 自 から 進んで 他 を 

愛する、 彼 は 自己 を 愛する 者 を 愛する のみなら す、 亦 時には 自己 を 憎む 者 を も 愛する、 愛は靈 魂の 特 

性であって 又 其特權 である、 父な き、 母な き、 兄な き、 弟な き、 夫な き、 妻な き、 君な き、 臣 なき靈 

魂は自 から 進んで すべての 人 を 父母と し、 兄弟と し、 夫婦と する ことが 出来る、 愛 を 以て 自由 獨 立の 

おのれ  しもべ  な み 

靈魂は 四海 を眞の 兄弟と なし、 自己 を 萬 人の 僕と なすこと が 出来る、 肉 體の關 係 を輕視 する 靈魂は 愛 

し a つ  K 一  f 

を 以て 自己 を 萬 人に 縛り 附け、 肉 體の關 係 以上の 潔い、 固い、 深い 國 家と 社 會と 家庭と を 作る、 靈魂 

は 犬なる 破壞 者で あると 同時に 又大 なる 建設者で ある、 繭う して 靈 魂の 自由意志より 屮 Z たる 愛 を 以て 

00000000000  OO000O0OO0OO 

新たに 建設され たる 社會、 是を天 國と稱 する ので ある。 

爾 うして 文明の 進歩と は 何でもない、 血 骨の 關 係が 段々 と 減って 來て、 靈 魂の 關 係が 段々 と增 して 

來る ことで ある、 最も 劣等なる 社 會は挨 戚の關 係 を 以ての み繁 がる 社會 であって、 I 取 も 優等なる 社會 

は 血肉の 關係を 全く 離れて 主義 を 以て 繁 がる 社 會 である、 靈 魂が 直に 靈 魂に 繁 つて 始めて 完全なる 社 

會は 成る ので ある、 最も 高尙 なる 社 會は血 緣の群 を 以て 繁 がる、 社會 ではない、 愛の 鎖 を 以て^ば る 

る社會 である、 自由 を 排斥す る 者 は 亡び、 之 を歡迎 する 者 は 興る、 靈 魂の 實 在と 權 能と を 無視し、 血 

緣を以 て 人 を 拘束 せんと 欲する 者は自 から 擇んで 自他の 滅亡 を 急ぐ 者で ある。 

靈 魂が 愛 を 以て 相 結んで 成せる 社會、 是れが キリストの 天國 である、 斯 かる 社 會を 建設 せんた めに 

キリスト は 叱に 降り 給 ふたので ある、 人 を先づ 罪の 機關 たる 肉體の 束縛より 救出し、 彼に 靈 魂の 自由 

を 供し、 以て 彼 をして 愛 を 以て 相繁 がる 社會を 作らし めんた めに 彼 は 十字架の 死 を さへ 忍び 給 ふたの 

である、 キリストの 口 的と せる 社會の 何たる 乎 を 究めす して、 彼の 生と 死との 意味 を 解す る こと は 出 
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來 ない。 

肉 體の產 でない 靈魂は 勿論 肉體 と共に 死す るお ではない、 人 は 「我 は 死す」 と 云 ふ、 卽ち 「我 は 我 

が 肉體を 遺して 逝く」 と 云 ふ、 人が肉體を客觀するのは彼が肉體以外の^1<;たるの證據でぁる、 靈 魂の 

赏在 を學術 的に 證明 する こと は出來 ない、 然し 人 は 何人も 死して 死せ ざる 者で ある こと を 知る、 詩人 

チ 一一 ソ ン の 一 K を藉 りて 言 へ ば 

我等 は 何故なる 乎 を 知らす 

然れ ども 死ぬべく 造られ ざり し を 知る、 

人が 靈 魂の 消滅 を 開て 悲み、 其 不滅 を 開いて 喜ぶ の は是れ 彼の 不滅の 固有 性に 因る ので ある、 人の 

何よりも 欲んで 止まざる こと は 彼の 靈 魂の 不滅の 確かめら れんこと である、 爾 うして 此； * さ へ 確かめ 

らる k ならば、 ち、 彼の 姓名が、 生命の 名簿に 記さる、 こと を さへ 確かめら る. ^ならば、 彼 はすべ 

ての 苦痛に^ を 告げ、 流が る、 淚を拭 ふので ある、 抵には 死 を 恐れない と 揚言す る 人が ある、 然れど 

も 彼等 とても 不滅 を §lf 一まない ではない、 不滅が 解らない から 恐れない と 揚言す るので ある、 死 は 恐る 

べき 者で ある、 實に 「恐怖の 王」 である、 其 故 は 死に 苦痛が 拌 ふからで はない、 世に は 死に 勝 さるの 

苦痛が ある、 死の 恐るべき は靈 魂が 其 行 先 を 知らないから である、 何やら 獨り 幽暗に 人る 心地して 非 

常に 心細く 感す るからで ある、 下等動物に 人 問に ある やうな 死の 恐怖 はない に 相違ない、 人間に 在り 

て は 死の 恐怖 は 生命の 冀愁 ではない、 前途の 不安で ある、 人が 非常に 死 を 嫌 ふの は 彼に 靈 魂の 在る 確 

證の 一 つで ある. - 

キリスト 死を廢 し、 福音 を 以て 生命と 不滅と を 明 著に せり r 提摩 太後甞 一 章 十 節)、 キリ ストの 事業 は 


賨に =疋れ であった、 彼 は 政治 を 革め なかった、 彼 は 特に 慈善事業に 從事 しなかった、 彼 は 智識の 増進 

を 計らなかった、 彼は此 世の 人の 眼より 見て^に 是ぞ とい ふ 善い 事を爲 さなかった、 併し 彼 は 人の 知 

ら ない 善事 を爲 した、 最大 最上の 善事 を爲 した、 彼 は 死 を 無き ものと した、 「恐怖の 王」 を 一お  1^ た、 

爾 うして 永久の 生命と 靈 魂の 不滅と を 明 著に した、 彼の 福音と は此 大事 業を傳 ふる 者で ある、 靈魂を 

無い 物と 見て キリストの 生涯と 死と は 全く 無意味で ある、 若し キリストが 靈 魂の 監督、 靈 魂の 牧者で 

ないならば、 彼 は 殆んど 何でもない^ である、 ^に は キリスト を 最上の 敎師、 最善の 慈善家と しての 

み 見る 者が ある、 然し 爾ぅ兑 て キリストの 眞 價" は 決して 判明らない、 キリスト を 震 魂の 救 主と 見て、 

45 めて 彼の さ、 贵 さ- 美 はし さが！： 明るので ある。 


靈 魂の 貴 尊 


聖書 を 護んで 見ます と靈 魂の 貴い 事に 就て 澤 山に 書いて あります。 ィ H スはロ ひ 給 ひました。 

人 もし 全世界 を 5^ ると も 其靈魂 (希 職 語の iPsyclie 生命) を 失 は 何の 益 あらん 乎： 叉 人 は 何 を 

以 て其靈 魂に：^ ^ へん や (.撝 太傳 十六 章サ六 節 〕。 

と。 卽ち 人の 靈魂は 全^界よりも 貴い との^であります。 彼 は 义曰ひ 給 ひました。 

ほろ？ 

身 を 殺して 靈魂 (psyche) を 殺す こと 能 はざる 者 を懼る \ 勿れ、 唯 汝等靈 魂と 身と を 地獄に 滅し 

S 魂の 貴な  二 七 一 
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得る 者 を湘れ よ。 一 一 M の^は 一 錢 にて 售 るに 非す や。 然るに 汝 等の 父の 許な くば 其  一 ^も 地に 

る こと 無し。 汝 等の の髮 また かぞ へらる。 故に 懼る k 勿れ、 汝等は 多くの 報よりも 優れり 

(闻十 章 二八— 三 一 節 S 

と。 使徒べ テ 口 は S ひました。 

汝等ィ H スを見 ざれ ども 之 を 愛し、 今 見す と雖も 信じて 喜ぶ、 其 快 樂は言 ひ 難く 榮ぇ あり、 そ は 

汝等 信仰 の 效卽 ち靈魂 の 救 を 得る に 因る。 

と (彼 前書 一章 八. 九 節)。 其 他 之に 類す る 言葉が 許 多あります。 

私供が 今 知らん と 欲する 事は靈 魂と は 3： である 乎、 其 事であります。 「靈 魂と 身體」 と稱 ひて、 靈 

魂と は 身體の やうに 形の ある 者ではありません。 故に 靈魂 とて^に 在る のでな く、 身體の 一 部分で あ 

ると 云 ふ學者 さへ あります。 靈 魂の 實 在を證 明せ よと 云 はれて、 私供は之を供する_5^-は屮1來ませんリ 

然し；.^ ら 人は自 から 霊魂の 在る こと を 知って 居ます。 其れ は 人 問の 精でありまして、 其れ あるが 故に 

獸に非 すして 人 問で ある こと を 知って 居ます。 故に 「人もし全世界を5^:るとも其靈魂を失は^-何の 

益 あらん 乎」 と敎 へられて、 人 は 何人も 然り然 りと 答へ ます。 靈 魂に 寸法 もな く、 構造 もありません 

が、 其 何たる 乎 は 私供 各自が 能く 知って 居ます。 

靈魂は 第一 に 生命であります。 人の 生命であります。 生命に も 種々 の 程度が ありまして、 靈魂は 其 

敲髙の 者であります。 鑛 物の 上に 植物が あり、 植物の 上に 動物が あり、 動物の 上に 靈 魂が あるので あ 

ります。 凡ての 生命が 同じ 生命でありません。 或る 意味から 云へば 鑛物も 死んだ 物ではありません" 

生きた 者で 生命の 現れであります。 然れ ども 植物に 比べて 織物 は 死物であります。 同じ様に 動物 は植 


物 以上の 生命でありまして、 若し 動物が 植物に 墮 す济 します るなら ば、 其 時 は 死んで 居る ので ある。 其 

如く 靈魂は 動物 以上の 生命であります。 そして 人 問に 此最 高の 生命が あるので あります。 そして 植物 

が 鎮物を 化して 生物と なし、 動物が 梳物を 化して 動物 體 となす やうに、 靈魂は 動物 を 化して 其 生命と 

成す のであります。 より 上の 生命が より 下の 生命 を 自己に 同化す るので あります。 此 くして 萬 物の 向 

上が 行 はる k のであります。 人 問は靈 魂の 持主と して 萬物靈 化の 任に 當る 者であります。 

人 は 肉 體と靈 魂と より 成ります。 此は 誠に 不幸なる 組合せで あると 云 はざる を 得ません。 彼は單 

純 性に 非す して 二重 性であります。 彼の 不幸 困難 は 凡て 之に 因ります。 「肉 は 靈に逆 ひ、 靈は 肉に 逆 

ひ、 此の 二つの もの 互に 相 敵る」 と 云 ふの が 彼の 憐 むべき 狀熊 であります。 人間が 若し 肉の みで ある 

乎、 又は 靈 のみであるなら ば、 rf^ 我れ 苦め る：^ なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 

のパゥ 口の 歎聲 は發ら ない のであります。 人生の 目的 は 幸福 を 得る にあり と 云 ふ 者 は、 人間の 此 根本 

的 事 實に眼 を 注がざる 者であります。 肉 體と靈 魂との 組合せより 成る 人 問 は 幸福で あり 得 やう 害 はな 

いのであります。 戰ひは 彼の 生れつきの 性質であります。 彼 は 戰ふ爲 に 造られた のであります。 靈魂 

が 肉 體に吞 まれん 乎、 彼の 生涯 は 失敗であります。 肉體靈 魂に 同化 されん 乎、 彼の 生涯 は 成功で あり 

ます。 萬 物の 靈 化が 彼の 天職であります。 其れが 爲に彼 は 肉 體と靈 魂と 云 ふ 二つの 矛盾 性の 組合せと 

して 造られた のであります。 簡 短なる 人生の 此事實 に 氣が附 かすして、 私供の 生涯 を 誤らざる を 得 ま 

せん。 

OO00000O0000OOO000000C  .  .  、 .  ,   

靈魂は 肉に 勝って 其 生命 を 全うする のであります。 勿論 肉に 負ける のではありません 其れ は靈魂 

の 死であります。 又 肉と 調和す るので ありません、 其れ は靈 魂の 墮 落であります。 肉に 勝って 曰に 日 

0 魂の 贵尊  二 七三 
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に 成長して 神に 近づく のであります。 靈 魂に は靈 魂の 法則が あります。 そして 私供 は 肉 をして 此 法則 

を^3"せしめてはなりません。 そして 止む を 得ざる 場 八：； に 於て は、 肉に 死しても 靈に 生く るの 覺悟を 

以て 戰 はなければ なりません。 靈 魂の 救 ひとは 是れ 以外の 事ではありません。 ィ ェ スは 御自身の 肉 を 

卜 字 架に 釘け て靈を 全うし 給うた のであります。 而 して 私供に 靈に 生く るの 途を 示し 給うた ので あり 

ます。 肖 力 も 他力 もあった 者ではありません。 自力に 因る も 他力に 依る も、 靈は肉 を 征服せ ざる を 得 

ません。 人の 生命 は 肉の 征服に 在る のであります。 そして 祌は 其&ま i を以 つて 私供 肉 を 征服して 靈に 

生きん と 欲する お を 助け 給 ふので あります。 神が 靈魂を 肉 體に結 附け給 ひし 现由 は玆に 在る と 思 ひま 

す。 肉に 勝つ 度び 毎に 自己 を 其れ丈け 全うせん が爲 めであります。 叉 自己の 弱き を 知りて、 神に 倚り 

て、 神の 能力 を 知り、 共 援助 を 仰いで 强 くな らんが 爲 であります。 靈 魂の 爲を思 ひて 肉體 に結附 けら 

れし事 は i 取 も 善き 事であります。 此不 釣合の 結婚な くして 靈 魂の 發達 完成 は 期せられ ない ので ありま 

す。 

OC00O0O0O00OO00O0OOO0C  00000  ：  ：  ■  , 

第二に 靈魂 は：： 取 高の 生命で あるが 故に 特殊の 生命であります。 此は個 々別々 特^の 性質 目的 を 具 へ 

たる 生命であります。 凡ての 靈魂は 同じ 霊魂でありません。 萬 物 孰れ も 同一 の 物 は 二つ は 無い ので あ 

ります が、 其 事 は 殊に 靈 魂に 於て 然 りであります。 靈魂は 各自 其 性質 を 異にして 又 目的 を 異にします- 

其れ故に 靈 魂は贵 いのであります。 私と 云 ふ 者 は 私の 外に 無い のであります。 私に 多少 肖た 者 はあり 

ませう、 然し 乍ら 私の 半身と か、 第二の 私と か稱 して、 全然 私に 肖て、 精確に 私の 代用 を爲し 得る 者 

は (于宙 永遠に 涉りー 人 もない のであります。 今日の 言葉で 之を稱 して ペルソ ナリチ ー と 云 ひます。 之 

を 「々格」 と譯 します が、 「人格」 では^だ 足りません。 靈 魂と 云 ひ 人格と 云 ひ 孰れ も 基督 敎國に 於 


いひ あ-り 

て發 達した 思想 を 言 表 はすに は 足りません。 之に は 特^の 意味が あって、 其 事 實を實 験せ すして、 之 

を 言 表 はす 爲に用 ひられた る 文字の 意味はありません。 

靈魂は ペルソンであります。 其 人 一人に 限った 者であります。 故に 最高の 生命であります。 私 は 全 

宇宙に 二人と は 無い のであります。 故に 私が 私の 職責 を充 たさす して 私に 代って 之を充 たす 者 は 無い 

のであります。 故に 私 は 貴い のであります。 神 も 亦 私 を 貴く 見た まふので あります。 私 は 人と して 人 

たるの 責任 を充 たした 丈け では 足りません。 私 は 私と して 私の 責任 を充 たさねば なりません。 其處に 

私の 價 値が あるので あります。 そして 此事は 決して 自負で も 妄想で もありません。 最も 確實 なる 事實 

であります。 そして 私 一 人に 限りません。 アナ タ方 各自が さう であります。 アナ タも亦 人で ある 以上 I 

霰 魂の 持主で ある 以上、 ペルソ ナリチ ー の 所有者で ある 以上、 斯 くも 貴い 者であります。 神が 特^の 

愛 を 以て アナ タと 私と を 顧み 給 ふ 理由 は玆に 在ります。 卽ち 私供 各自 を 以て 彼の 特刖の 聖旨 を 遂げん 

が爲に 私供 を 造り 給うた からであります。 世に 「私 は 居らな くと も，：. H 由の 運行に 3： の 差 支 も 無い、 故 

に 私は自 から 死して # にも 人に も 何の 損害 を も 掛けない」 と 云 ふ 者 は、 自己が 靈 魂の 持主た る 人で あ 

る こと を 忘れた 者であります。 生命 尊重の 念は此 から 起る のであります。 自分の 生命 は 之が 爲に責 い 

のであります。 他人の 生命 も 亦 之が 爲に 貴い のであります。 我 も 他 も 特训の 職責 を充 たすべく 造られ 

たる 者で あるが 故に 無上に 貴い のであります。 

^に 自殺者の 多 いのは 此 事が 解らない からで あり-ます。 自分の 生命 は 自分の 有で あると 思 ひ、 叉自 

分 は 死んでも 神に も 人に も の 損 を も 懸けない と 思 ふからで あります。 自殺 は 人生の 戰場 に 於け る 敗 

北であります。 敵の 攻撃に 耐えす して 己に 委ねられし 防禦の 地位 を拋棄 する 事であって、 全軍 を 危地 

S 魂 S  a  ^,  二 七 五 
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に陷 らしむ る であります。 故に 神 の 軍法 會議に 於 て は，： a 殺 者は脫 走者 の を以 つて 罰せら るべき 者 

であります。 自殺 は叉聖 物の 破壞 であります。 神の 御 眼から 兄て 掛替の 無い 器の 破壞 であります。 

は 私と して 贵 いのであります。 ^に 私よりも 强ぃ 者、 智ぃ 者、 凡ての 點に 於て 優れたる 者の 在る こと 

を 私 は克く 知って- ります。 然し 共 j?^ は 私の 價彼を 少しも 減じません。 私 はん/曰の 日本に 於て、 私の 

地位に 在りて、 ^獨特 の 仕事 を爲 すに 於て、 宇宙 第一人者であります。 私 は 人類 進化の， 途 程に 在る 一 

简 の屮繼 者ではありません。 私 は 私自身と して 惯愤 ある 者であります。 故に 自分 を 無視して 自 から 減 

ぼして なりません。 私が さう であります。 何人も さう であります。 人が 人と して 生れし 以上、 何人に 

も 特^の 似 が附 いて 居ます。 そして 人が キリストの 救に 與 つた 時に 何人も 此 事を發 見し ます。 其點 

に 於て 基 哲敎の 供す る覺は 佛敎の 供す る 者と 全然 異 います。 怫敎で 大悟 徹底した る 者 は 萬 物盡く 空、 

我 も 亦 空と 覺 ります が、 基督 敎で 自己に 覺 めた 者 は、 萬 物の 眞價と 我が 眞惯と を 認めます。 基督 敎は 

自殺 を 林-： f する に 止まりません、 靈 魂の 貴 さ を 明かに して、 如 3： なる 境遇に 在る も、 之に 耐えて 神の 聖 

3" を 行 ふべき 途を 示します。 

自分が さう であります、 他人 も 亦 さう であります。 人 は M 人 も 神に 象られて 造られた のであります。 

故に 如 3： に 劣等なる 人で も 永久 的に？ くあります。 劣等 人 極で あると 云 ひ、 貧弱^|<;でぁると云ひ、 小 

兒 であると 云 ひて、 之 を 動物 义は 器具 同様に 极ふ者 は 祌の聖 物 を漬す 者であります。 我が 子で あると 

云 ふ は、 我が 馬で あると 云 ひ、 叉 我が 所有の 器具 叉 は財產 であると 云 ふと は 全然 異 います。 我の 爲に 

掛替 のない 子ではありません。 神の 爲に 掛替の 無い 子であります。 神 は 彼の 如き 者 を 唯 一 人造り 給う 

たのであります。 故に 之 を 委ねられし 私供 は、 彼に 此 神聖なる 永久 的 價爐を 認めて、 彼 を敎へ 導き、 


彼 をして 彼に 關 はる 神の 聖旨 を 果たさし めねば なりません 


靈 魂の 父 

我等の 肉 體の父 は 我等 を懲 しめし 者なる に 尙ほ之 を 敬へ り、 況して 111 魂の 父に 服 ひて 生命 を 5£ ざ 

るべ けんや (へ ブライ 書 十二 章 九 節 )0 

ェ ホバ 神 土の 塵 を もて 人 を 造り 生 氣を其 鼻に 吹 入れ 給へ り、 人卽ち 生ける 靈 となりぬ (創世記 二 章 

七 節)。 

人と 云 ふ 人に、 何人に も 1 一個の 父が ある。 其 一 人 は 肉體の 父であって、 他の 一 人は靈 魂の 父で ある。 

人 は 其 肉體に 於て は 人なる 父に 由って 生れた る なれ ども、 其靈 魂に 於て は 直に 神なる 父より 出た ので 

ある。 勿論 凡ての 物が 神より 出た ので あるが、 ii 接 直接の 別が あって、 我等の 知る 凡ての 物 は 今の所、 

OOOO00O0O0O000O00000O0OOO000O 

Si 接に 神の 造化と して 現 はる、 が、 人の 靈 魂の みは 直に 神に 造らる、 者と して 其 存在 を 見る ので ある。 

是れ言 ふまで もな く 不思議 中の 不思議であって、 共 事が 如何にして 行 はる k 乎、 何人も 知らす と雖 も、 

おの 

然れ ども 人の 靈魂は 遺傳に 由ら す、 各個 獨特の ものである 事 は 人が 自づ から 知る 所で ある。 肉 體と靈 

魂と が 其 出 所 を 異にする 事に 就いて 傅 道 之 書の 著者 は 明かに 示して ゐる (十二 章 七 節)。 

塵 (肉 體) は 本の 如くに 土に 歸り、 靈魂は 之 を 授け 給 ひし 神に 還るべし 
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と。 土より 出て 土に 歸り、 神より 出て 神に 遣る。 人 は 其 意味に 於て 二 元 物であって、 肉と 靈と は胎に 

於て 合し 死に際して^ かる、 ので ある U 

そして 人の 尊き は 是が爲 である、 其 中心た る靈 魂が 神より 屮 I て 特別に 神に 造られた る 者で あるから 

である。 その 意味に 於て 白人 も 黑人も 同樣に 尊く ある。 人と 云 ふ 人 は 悉く 神より 直接に s: て 神の 子で 

ある" それ故に 墮胎は 明白なる 殺人罪で ある。 貧兒は 天子 丈け 尊く 且祌聖 である。 此事を 知って ィ H 

スが 何故に 小 兄 を ffi んじ給 ひし 乎、 其 理由が 能く 判明る (マ タイ 俾 十八 奪 六節參 照〕。 そして 亦 人の 

個性.^ る もの は 全く 玆に 起因す るので ある。 人 は 一人 一 人 神に 特別に 造られた る 者で あるから である。 

\7_ 何人も 神を靈 魂の 父と して 有つ からで ある。 其 意味に 於て 兄弟 は 勿論の こ 

と、 親子まで が 他人で ある、 各自 異 りたる 靈 魂の 所有者で あるから である。 

叉靈 魂の 所有者と しての 人に 階級 國家 人種の 差別 はない、 孰れ も 神より 出 

て 神の 子で ある。 それ故に 人 は 直に 人に 繁 がる 事 は 出来ない。 縱令 親子と 

y/^E, 雖も然 りで ある。 人 は 神 を 通う しての み 相互に 繁 がる 事が 出来る。 上の 圖 

式 を 以て 之を說 明す る 事が 出来る。 E. と 乙と は 如何に 親しき 身內 なりと 雖も 相互に 一 體 たる 事 は出來 

ない" ー體 たらん と 欲せば、 甲乙 各自 先づ靈 魂の 父なる 神に 楚り、 神に 在りて ー體 たる 事が 出来る。 

支那 人と 日本人と は 同種同文の 民な りと 雖も 今や 犬猿 も啻 ならざる 關 係に 於て ある、 そ は 彼等 は肉體 

の 素質 を 同う する も 心 の 中心 の 置 所 を 異にし てゐ るから で ある。 其 他 凡 て如此 しで ある。 

ピリ ボがィ H スに言 ひしが 如し 「主よ 我等に 父 を 示し 給へ 然 らば 足れり」 と (ョ ハネ傳 十四 章 八 節)。 

人が 其靈 魂の 父 を 知って 凡ての 問題が 解決す る。 之 を 知らす して 凡てが 暗黑 である。 自由 • 獨立、 交 


際、 永生、 凡て 此 事が 判明って 判明る。 私 は 日本人で あり、 內村 家で ある 以上に 神の 子で ある。 私の 

衷に此 世の 如何なる 權能も 威力 を 揮 ふ 能 はざる 者が ある、 それ は 私の 靈魂 である。 是は 生物 進化の 途 

程 を 經て現 はれた 者で たい。 特^に 神に 造られて 直に 神より 出た 者で ある。 故に 私に 就ても 始祖 ァダ 

ム に 就ての 如くに 言 ふ 事が 出来る。 

エホバ 神 土の 塵 (物質) を 以て 私 を 造り、 生氣を 私の 鼻に 吹 入れ 給へ り、 斯くて 私 は 生ける 靈と 

なりぬ 

と。 生物 學者は 今や 生物の 特别 造化 (special  creation) を 見す と 曰. ふと 雖も、 人 各自の 靈 魂が 特训造 

化で ある。 それ故に 人を稱 して 個性 (Indivi き al 不可分 物、 唯一 個より 他に 無き 者) と 云 ふので ある。 

そして 個性で あるが 故に 單獨の 者、 最も 淋しき、 無限の {H 由に 孤客と して^ 在す る 者で ある。 然れど 

も 神 を 父と して 有する 者であって、 神に 在り- 祌を 通う して 萬 人 を 我が 兄弟 姉妹と して 有する 事の 出 

來る 者で ある。 

信敎の 自由と 云 ふ は 人が 其靈 魂の 父 を. 認め、 之に 服 ひまつる の 自由で ある。 靈 魂は此 世に 屬 ける 者 

にあら ざるが 故に、 靈魂を 支配す るの 權 能の 此^に 在る 害が たい。 人が 凡て 平等で ある 理由 も 亦兹に 

在る。 人 は 其 生命の 中心なる 靈 魂に 於て 直に 神より 屮 Z たる 者で あるから である。 霊魂不滅の 理由 も 亦 

玆に 在る。 神より 出て 神に 還るべき 靈魂 は肉體 と共に 死すべき 者で ない。 斯 くして 人の 不幸に して 靈 

魂の 父 を 見失 ふが 如き はない。 其 反對に 人の 幸福に して 此父を 看 a-Z すに 勝 さるもの はない。 そして ィ 

ヱ スは靈 魂の 父 を 我等に 示し 給うた" 彼 は 我等に 其 父に 到る の 途を備 へ 給うた。 福音が 其途 である" 

が 父に 到る の途を 塞いだ 時に 彼 は 之 を 取 除いて 之 を 十字架に 釘け 給うた ので ある。 
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是 故に 我等 は落膽 せす、 我等が 外なる 人 は壞る K とも！： なる 人 は 口に：：！ に 新たな り (コ リ ント 後書 

四 章 十六 節；；。 

人 は 二重 性で ある、 彼 は 外なる 人と ^ なる 人と より 成る。 肉と- 靈 とより 成る。 舊き 我と 新ら しき 我 

とより 成る。 如何にして 一 つの 我が 二つの 我より 成る 乎、 之を說 明す る 能 はすと 雖も、 その 雨う であ 

る 事 は 明白で ある。 思想と して は 單ー性 こそ §ー^ まし けれで あると 靴 も、 實 際に 現 はれた る事赏 として 

は 二重 性 を 否む 事 は 出来ない。 私に 外なる 私と 内なる 私と が ある。 そして 私 は 知る ので ある。 目に 見 

ゆる 外なる 私 は暂時 的で あつ て、 目に 見えざる 內 なる 私 は 永遠 的で， ある 攀をリ 

外なる 私と は 私の 肉體 である、 私の 家族で ある、 私の 社會 である、 私の 國 である。 私の 靈魂 以外の 

凡ての 物と 凡ての 關 係と である。 之に 對 して^なる 私 は 私の 靈魂 である、 私の 意志で ある、 私の 思想 

である. 私の靈 魂の 親なる 靈 なる 神との^ 係で ある。 之に 形な く、 量な く、 重さな しと 雖も、 共 在る 

こと は 私に 取り M よりも 明ね である。 私の 靈魂は 私自身であって、 爾ぅ 見た 私 は 一 一重 性で なくして 單 

一 性で ある。 

然し 爾 うは 云 ふ もの X、 寳際 に^なる 私 は 有って 無き が 如くに 思 はれ、 外なる 私が 本 常の 私で あつ 


て、 靈魂は 肉體の 影に 過す と 忍 はる.^ 節 無き に 非す である。 斯く唱 ふるが 物質主義であって、 近顷流 

行の マ ル ク ス 主義の 如き は それで ある。 然し 乍ら 公然と マルク スの 共産主義 を唱 へざる 人と 雖も、 大 

抵の 人が 物質主義者 である 事 は 3: 人 も 否む 事が 出來 たい。 卽ち 人と 云 ふ 人 は 大抵 は 境遇の 子供で ある ( 

其 生命の 中心 は 肉 體と其 境遇と に 於て 在る" 文化と 云 ふ は 境遇の 改善で ある。 外 を 善くな して 人生 全 

體を 善くな さんと す るの が 西洋 文 明の 精神 で あって、 其 精神が 最も あから 様に 現 はれた のが 現代の 米 

圃 文明で ある。 

然れ ども キリス 卜 は 物質主義者 であり 給 はたかった。 「人 若し 全世界 を 得る とも 其 靈魂を 失 は 何 

の 益 あらん 乎」 と 彼 は 曰 ひ 給うた。 彼 は 叉 曰 ひ 給うた 「人の 生命 は 所有の 豊かなる に は 因らざる 也」 

と (ル カ傳 十二 章 十五 節)。 そして キリストの みならす 人類の 大敎師 として 崇めら る、 人 は 悉く 物質主義 

反 對の靈 魂 主義 叉 は 理想主義の 支持者で ある。 ソクラテス、 ブラ トン、 ダンテ、 ミルトン、 そして 現 

代の ソクラテスと 唱 へらる V 平民 哲學者 カント、 彼等 は 凡て 人 の 貴き は 其靈魂 に 在り、 靈 魂が 肉體と 

境遇と を 支配して、 人 は 人た るの 價彼を 全うする ので あると 信じた。 近代の 物質文明が 如何に 旺盛た 

りと 雖も、 是 等の 大敎師 の 確信 を 鬚へ す こと は 出来ない。 

そして 最も 悲しむ ベ き 事 は 近代の 基督 敎ま でが 物 I 只 化された 事 で あ る。 今や 基督 敎會ま でが 靈魂 の 

實カを 信じ 得ない ので ある。 彼等 は 外界の 或 物を以 つ て 維持す るに あら ざれば 信仰 を 維持す る 能 はす 

と 信す るので ある。 彼等が 敎會、 制度、 儀式の 必要 を高唱 する は 是が爲 である。 彼等 は 内なる 人の 獨 

立 を 信じない、 外なる 人に 倚ら ざれば， 2： たる 人 は 立ち 得ない と 信す る。 故に 信仰 維持の 爲に穩 々なる 

手段 方法が 講ぜら る、 ので ある。 そして 如此 くにして 共 信仰 を 維持され 來 りし 信者が、 一朝 或る 事故 
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の爲に 外なる 支え を 取 去らる、 や、 彼 は獨り 立つ の 能力な くして 祌 なき 希 なき 元の 不信者、 又は 夫 

れ 以下の^と 成る ので ある。 信者 も 亦 祌に頓 りて 內 なる 人を强 めんと せす して、 唯 偏へ に 善き 境遇に 

自己 を いて 靈 魂の 安全 を 計らん とする が 故に、 敎會を 離れ、 牧師の 保護 を 失 ひ、 獨り此 世と 相對す 

るに 至れば、 忽ち 元の 不信者 狀 態に 歸復 する ので ある。  . 

然し 乍ら 神 はそんな 弱き者と して 人 を 造り 給 はたかった。 「人の 攻 には靈 魂の 在る あり、 全能者の 

氣， =亍ゾ」 に 隨 得を與 ふ」 と ヨブ 記に 言 ふが 如しで ある。 人 は 神と 偕に 獨り立 つ ことが 出来る。 彼の 中心 

は 内なる 人であって 外なる 人で ない、 故に 外なる 人が 壌る とも 2: なる 人が 壞れ ざるの みならす、 外な 

る 人が 壞 るれば、 其反對 に： s: なる 人 は 日に日に 生長して 日に日に 新たになる ので ある。 神が 造り 給 ひ 

し 凡ての 物の^で 人の みは 境遇の 子供で ない ので ある。 彼れ のみが 死に 勝つ ことが 出来る。 神に 賴り 

て 人 は 境遇 の 支配者で あ つ て 其奴 隸 でな い 。 彼 は 善き 境遇に 置かれて 神に 感謝し、 之 を 作る に ねん 力す 

るが、 然し 彼れ 自身 は 境遇 を 離れ、 或は 境遇 如何に 關 せす 滿 足し 得る 者で ある。 

抑 々 ^德と 云 ひ 宗敎と 云 ふ は 何で ある 乎。 人の 靈性を 養 ふ 者で な い 乎。 卽ち人 をして 物質 I 界を離 

れて獨 り 立ち 得 るの 道を敎 ゆる 者で ない 乎。 然るに 之 を 爲す能 はすし て 靈的 勢力 以外 の 力 を藉り て 人 

の 靈性を 養 は ん とする、 是れ宗 敎道德 の實カ 否お に 非す して 何ぞ や。 人 は 弱い 弱い と稱 して 何時まで 

も 他人の Mis と 外た る 保護と に 由て 其靈魂 の 安 金 を徘持 せんと 欲する が 故に、 斯 かる 靈魂 は 其 健全 な 

る發 達を遂 ぐる 能 はすし て ， 終 に 神と 偕に 立 ち 得る 最大 の 榮譽 特權を 得る 能 はすして 終る ので ある。 

力 ン トは斯 かる 愛を稱 して 病的 愛 Pathological  Ifeve と 云 ふ。 そして 近代 人 全 體が此 疾病に 犯されつ 

つ あるので ある。 


聖書に 於け る 人 


たよりに 非ず、 叉 人に 由らず. イエスキリスト 云々 (加 拉太書 一 章 一 節.) 

聖書 はん を^だ 輕く 見る 者で ある、 人？、 彼れ 何物 ぞ、 彼 は 生息な り (創世記 六 章 十七 節 y 亡び 失す 

る獸の 如し 「詩篇 S ト九篇 十二 節〕、 彼の 齢 は 草の 如く 其榮は 野の花の 如し、 風 過ぐ るれば 失せて 迹 なく、 

其 生 ひ 出し 處に 問へ ど尙 ほ識ら ざるな リ cf^ 篇 5 一一 篇 十五， 十六 節)、 爾曹 鼻よ リ氣 息の 出入す る 人に 倚 

る こと を 止めよ、 斯る者 は 何ん ぞ算ふ るに 足らん と (以赛 亞書ー 一章 廿ニ 節〕、 是れ 聖書が 人 に 就て 語 る 所 

である リ 

聖書に 六十 六書 あるが、 其 中に 著者の 刺然 たる 書 は 幾 個 もない、 否な、 一 つも 無い と 云 ふても 可い、 

舊約 書の 初の 五書 を 『モ ー セの 五書』 と稱 ふが、 然 かし 是れは 後世の 人の 附 けた 名であって、 其 rai- 

して モ ー セの 作で ある 乎 無い 乎は大 なる 疑問で ある、 約 百 記 は 誰の 作で ある 乎、 或 人はモ ー セの 作で 

あると 云 ひ、 或 人 は H レ ミヤの 作で あると 云 ひ、 又 或 人はソ 0 乇 ン 王の 作で あると 云 ひて 是れ 亦た 不 

明の 問題で ある、 『ソロモンの 雅歌』 と は 云 ふ もの、 令 口 『雅歌』 を 以て 彼れ 大王の 直 作な りと 信す 

る 學者は 一人 もない と 思 ふ、 下って 新約 書に 至れば、 馬 太 傅と は 云 ふ もの \其 果して 使徒 マ タイの 

作で ある 乎、 無い 乎、 其れ 叉 一大 疑問で ある、 其れ は マ クイが 書いた ものであると 言 ふ 者が ある 乎と 
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思へば、 否な、 れマ タイ に^て 成りし^ であって、 卽ちマ タイの 指掷の 下に、 或は マ クイの n 傅 を 

筆記して 成った ものであると 云 ふ、 ！^^！：人が約翰傳と稱する書は必すキリ ストの 愛：？ 子ョ 、ノ ネの 作った 

ものであると 信じて 疑 はない 者 は. 近世の 聖， 書 文學を 讀んで 失望す るに 相違ない、 多くの 有名なる 學 

あと 

者 は 約 翰 傳のョ ハネ的 起原 を 否定す る、 是れは 新約聖書 中 最も 後に 出 来た 書の 一 つであって、 恐らく 

十一 一 弟子の 一 人の 手に 成った もので は あるまい と は、 多くの 人の 信す る 所で ある。 

又 近顷に 至って は バウ a の 書翰 さへ、 其 * して 使徒 パゥ 口に 依て 書かれし ものなる や 否やが 疑 はる 

るに 至った、 其 明，：： に バウ 口の 名が 錄る されて あるに も 係 はらす、 或る 批評家 は 其 バウ 口の 自作た る 

を 否^す る、 希怕來 書の 著者の 不明なる こと は 今日 判 分った ことで ない、 彼 £1： 後はリ 3 使徒 ぺテ &に關 

係ない こと も、 是れ亦 昔より 唱 へられた 所で ある、 資に聖書研究に從^??^る^|<?に取て、 iffiil 各 書の 著 

^1<;:問題ほど錯雜なる問題はなぃ、 是れは 究めて 極り なき 問题 である、 聖書 は 誰に 由て 書かれし 乎と 問 

ふ て 見 て 、 我儕 は s^- 書は神 が 人 を 以 て 書か れた る書な り と 答 ふ る 他 に 言葉 は ない ので ある U 

然 ら ば 著者 の 判然せ ざる 聖書 は 信頼す るに 足らない かと 云 ふに、 決して 雨う ではない、 聖書 は 聖書 

其 物の ために 貴い のであって、 其 著者の ために 貴い ので はない， SB- 现は其 物 自身の 設明 者で あるから、 

自身 を 人に 紹介す るに 當 つて、 人の 證明を 待たない、 何にも 乇 ー セの言 であるから とて 贵 いので はな 

い、 神の 理 であるが 故に 贵 いので ある、 我 儕 は ダビデ ゃソ 口 モ ンに敎 へられん と は 欲しない、 神の 

聖靈に 導かれた く 欲 ふ、 預言者 H レミ ャは我 儕の 如き 懦き 人であった、 然し 彼の n より 神の 言葉が 出 

た、 我 終 は！ S 言 者，：！ 身 をば 尊まない、 彼 を 以て 我 倚 を 敎へ給 ふ 神に 感謝す る。 

聖書 著者の 不明なる は 神が 之を顯 明に する の 要 を 認め 給はなかった からで ある、 然り、 之を顯 明に 


する の 結 rar 人が 神 を 崇拜 する を 止めて 人 を崇拜 する に 至らん 事 を 虞れ 給 ふたから である、 亦、 著者 

自身 も 努めて 其 名を隱 さんと したの は 全く 是れ がた めで ある、 約 百 書の 記者 は 詩人 ミルト ン の 如くに 

神の 公義 を 辯 明 せんとした、 爾 うして 此 目的の 達せら れんがた めに は 彼 は 彼の 總 ての 智識と 精力と を 

注ぎ出した、. 彼 は實に 彼の 沸騰せ る 心の 鼎より 鎔けた る鐵の 如き もの を 注ぎ 出した、 彼は餘 りに 强く 

神の 公義に 就て 思 ふた 故に 自己の 存在 を さへ 忘れて 仕舞 ふた、 彼 は 終に 彼の 著作に 彼の 名 を 記す こと 

さへ も 忘れた、 爾 うして 彼の 讀者も 亦、 彼の 精神に 化せられて、 彼の 著作に 由て 神に 就て 思 ふの 切な 

るより 終に 彼の 名 を 忘却に 附す るに 至った。 

約- rn 書が 爾ぅ である、 以赛亞 書 も、 伹以理 書 も 皆な 爾ぅ である、 聖書 は 神の 書で あるから、 著者の 

名 を 問 はない、 其 著者の 名 は 失せて 仕舞 ふて、 神と 聖書との みが 存 つて 居る、 人よりに 非ず、 又 人に 

由らず、 神より 直に 人類に 賜 はりし 書、 是れが 聖書で ある、 其 著者の 不明なる は當然 のこと である。 

神の 人モ ー セは 紀元前 何年 何月 何日に 生れし 人なる 乎、 彼 は 叉 何時 何處に 死せ し 乎、 彼の 墓 は何處 

に 在る 乎、 是れ 考古學 者と 頑迷 信者と が 知らん と 欲して. まざる 事柄で ある、 然しながら 聖書 は是等 

の 事柄に 就て は 沈默を 守って 語らない、 

しもべ  LI 

斯の 如く H ホバ の僕モ ー セは H ホバ の 曾の 如く モ アブの 地に 死ねり、 M ホバ 、 ベ テベ オル に對す 

るモ アブの 地の 谷に 之 を 葬り 給へ り、 今 曰まで その 墓 を 知る 人な し (申命記 三十 四 章 五 * 六 節 )o 

翁 太 國の建 國者モ ー セは 人の 手 を 借りす して、 神 裨 自身の 葬る 所と たりて、 今 口に 至る まで 其 墓の 所 

在 を 知る 人な しと 云 ふ、 神は斯 くして モ ー セ崇拜 の途を 絶ち 耠 ふた、 モ ー セは 偉人たり しに 相違た し 

し，。 ベ 

と 雖も彼 は 他の 國の 建設者の 如くに 民の 崇敬 を 仰ぐべき 者で はない、 彼 は エホバの 僕で ある、 爾 うし 
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しらべ  あろ じ 

て 僕 は 其 主 の^を 爲 せば 足りる ので ある、 彼の 墓 を存し けば 人の 之に 參詣 し、 之に 向て 崇拜 を拂ふ 

に 至る の 虞れ が ある、 彼の 死所 を 明かに すれば 人の 其 跡に 寺院 を 建てる の 危險が ある、 イスラエルの 

民 をして 祌の SA; 名の 外：^ 者 を も 尊崇め ざら しめんが ために、 神 は 偉人 モ ー セの遣 跡 を 悉く 隱し給 ふた 

ので ある。 

かしら 

モ ー セに 次いでの 舊約 時代の 人物 は ヱリャ である、 彼 は！ S 雷 者屮 の^であって、 亦 彼の 國 人より 異 

たち *4 ち 

様の 敬？ J お を 招いた 者で ある、 故に 彼の 遗跡 にして 存 せん 乎、 急忽 にして ユダヤ人 中に H リャ崇 拜の起 

らんと する 危險 があった、 ， 然しな がら H リャの 奇跡的 終； お に 由て 此危險 は 全く 取 除かれた. 

彼等 (H リャと H リシ ャ) 進みながら 語れる 時、 火の車と 火の 馬顯 はれて 二人 を 隔てたり、 エリ 

ャは 大風に 乘 りて 天に 葬れり、 H リシ ャ見 て、 我が 父、 我が 父、 イスラ H ルの 兵車よ、 その 騎兵 

よと 叫びし が 再び 彼 を 見 ざり き (列 紀略下 二 章 十 一、 十二 節， )o 

斯くて H リャは 其 預言者の 外套 を H リシ ャに遗 せし 外、 他に 何物 を も 遺さす して、 彼の 體艙は 天に 移 

されし と 云 ふ、 其 終焉の 狀に 就て は 種々 の 說明も あらんが、 彼の 國 人が 彼の 遣骸を 求めん と 欲して 得 

ざり しこと は事實 である、 彼等 は 亦 預言者 H リャを 祭る こと を も 許されなかった。 

モ ー セが 雨う である、 ェ リャが 雨う である、 亦 イエスキリスト さ へも爾 うで ある、 婦の產 みし 者の 

中に 彼の みは 人類の 崇拜 を受く るに 足る 者で あるが、 然し 彼と て も 偶像 的崇 拜を受 く べき 者で はない 

キリストの 遣 骨、 キリストの 遣 物、 其れ は 若し 存 つたと した 所が 何の 慣 ig もない ものである、 キリス 

トは ナザレの ィ H ス として 拜 されん と は 欲し 給はなかった、 故に 神 は 彼に 關 しても 個人的 遺物と して 

のこ  5  i や  おひ ii ち 

は 何 一 つ を も ^し 給はなかった、 彼の 生れし ベ ッレ ヘム の 馬 厩 は 何處に 在る、 彼の 生育し ナザ レ の 村 


の 小屋 は 何處に 在る、 彼の 群ら れし アリマ テアの ヨセフ の 墓 は 何處に 在る と、 是れ 探らん と 欲して 索 

るべ からざる ものである、 實に キリストの 在， 中、 彼が 確かに 地 を 踐み給 ひしと 思 はる. --所 は サマリ 

ャ 街道の ヤコ ブの井 戶の側 を 除いて は 他に 一 ケ所 もない、 此井戶は今尙ほ^して彼が異邦の^！人に彼 

の 新 宗敎の 奥義 を 語られし 所と して 最も 祌聖視 さる.^ 所で ある、 然 かし 之 を 除きて は 其 他 キリ ストの 

地上の 生涯に 關 して 地 现學 的に 我 倚の 確かめ 得る 所 は殆ん どない、 彼が 此 I に 在り 給 ひし こと は事實 

なれ ども、 彼は此 地に 多くの 足跡 を殘し 給はなかった。 

雨う して 其 理由 は 之 を 知る に 難くない、 キリス トは新 偶像 敎を逮 てんがた めに 此 I に 降り 給 ふたの 

ではない、 彼の 宗敎は 全然 心靈 的で ある、 彼の 示せし 神 はゲリ ジムの 山に 於て、 又は H ルサ レムの 山 

に 於て 拜 すべき 者に 非す して、 靈と眞 と を 以て 拜 すべき 者で ある、 彼 は 叉 ユダヤ人 のみの 救 主で はな 

くして 宇內萬 民の 世々^ りなき 救 主で ある、 故に 彼に 地理 風. f 的 制^が あって はならない、 叉 肉 體的束 

縛が あっても ならない、 彼 は 萬， に 涉る萬 民の 靈の救 主で あるから、 彼 は 必要 上心靈 的でなくて はな 

ら ない、 イエ スの 古跡 を 尊ね、 彼 を史學 的に 究めん と 欲する 者 は 竞に彼 を識り 得ざる 者で ある。 

故に 後年に 至て ィ H スを其 肉體に 於て 見たり とて 誇る 者 ある や、 パゥ& は 彼の 基督 觀に 就て 述べて 

曰 ふた、 

是 故に 今より 後、 我 倚 肉體に 依りて 人 を識る まじ、 我憐、 肉體に 依りて キリスト を識 りし かど も 

今より 後 は 此の 如く 之 を 識るま じ (哥林 多 書 五 窜 十 六 節〕。 

と、 バウ & は キリスト を崇拜 した、 然 かし 其 人物 を崇拜 したので はない、 彼は靈 なる 神に 事 ふる 其 心 

を 以て キリスト を 尊崇 奉った ので ある。 

ffi 害に おける 人  二八 七 
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後^に 至て 基督 敎 きの 中に 架 徒崇拜 なる ものが 始 つた、 羅 馬に 聖ぺ テロの 遺： なる 者が 發 見され て- 

之に 詣 する 者 は 跡を絕 たざる に 至った、 之に 觸 るれば 病 は 癒さる &と稱 はれた、 共 一 小片 は 數萬金 を 

以て 購 はる、 に 至った、 肉 は靈を 離れて 功德 ある ものと 信ぜられた、 偶像-: へ +拜は 新たなる 勢力 を 以て 

基督 敎會內 に 復興した。 

n く §r へ テ 口 は聖パ ゥ 口と 同時に 基督 降 世 後 六十 七 年 六月 廿 九日、 羅馬 W の" e 三哩の 所なる ォ ス シ 

ャ街 近の アクア ザ ルバと 云 ふ 所に 於て、 パゥ ri は 竹 を 刎ら れ、 ベ テロ は逆碟 刑！ に處 せられた りと、 或 

は然 らん、 多分 然ら ざらん、 祌 の人モ ー セの 墓を隱 して 之 を 人に 識 しめす、 預言者 H リャを 火 車を以 

て 天に 迎 へし 神 は、 ベ テロ、 パゥ n を も 無名の 所に 無名の 死 を 遂げし め 給 ひしな らん、 二者 共に キリ 

ストの 忠窒 なる 僕、 彼等の 最も ま み 嫌 ひし 所の もの は 人に崇 拜 せらる、 ことであった、 曾て ル カオ-一 

ャの ルス テラに 於て 人 々バウ 口と バ ルナ バ とに 模と花 飾と を 獻げて 彼等 を 祭らん とせし 時に、 衣 を 裂 

いて 「人々 よ、 何故に 此事を 行す や、 我辦 も亦爾 W と^じ 情 を 有つ 所の 人な り」 と喊 叫んで 將 さに 獻 

げんと せし 犧牲を 却け しパ ゥ 口 は 死後に 人が 彼 を 祭らん こと を 思 ひて は 死ぬ るば かりに 戰！^ せし なら 

ん、 實にパ ゥ a を拜 する 者の 如き は 祌を瀆 すと 同時に パ ゥ n 其 人 を 侮辱す る 者で ある。 

祌は 萬お であって、 人 は 皆無で ある、 神の 充實 なる に 比 ぶれば 人 は 空の 空なる 者で ある、 我 倚祌を 

ぉほ 

追求む る 者の 眼に は 人が 大きく 見えて はならない。 

もろ.' -\ きみ  VI りたの  すけ 

？ S の <i ^伯に 依賴 むこと なく、 人の子に 恃む 勿れ、 彼等に 援助 ある ことなし (詩篇 百 四十 六 篇三節 )o 

エホバ 斯く 一一 一一  C ひ 給 ふ、 凡そ 人を恃 み、 肉 を 其臂 とし、 心に H ホバを 離る k 人は詛 はるべし (耶利 米 

亞記 十七 窣 五節)。 


天然と 云 ひ、 宇宙と 云 ひ、 世界と 云 ひ、 單に 世と 云 ふ、 詞は異 ふが 其 指す 物 は 一 である。 卽ち 物的 

寳在物 全 ig の稱 である。 今や 傥を以 つて 算 へらる k 星 は 天然で ある。 太陽と 其周圍 に囘轉 する 遊星 は 

天然で ある。 地球が 天然で ある、 其 内に 在る 凡. ての 物が 天然で ある。 海と 山と、 空氣と 水と、 - 魚と 鳥 

と獸 と、 之 を 養 ふ 木と 草と が 天然で ある。 電子と 電氣 と磁氣 とが 天然で ある。 そして 我が身 體が 天然 

である。 其 五臓六腑が 天然で ある。 腦が 1K 然 である。 而已 ならす 情と 本能と が 天然で ある。 親が 子 を 

愛する は 天然 性で ある。 戀愛、 友情 また 然り である。 星雲より 愛情まで、 凡てが 天然で ある。 天然 は 

廣 意義の 詞 である。 其區 域た る や 無限 的で ある。 我 は 天然の 内に 生き、 動き、 又 在る と 云 ひて 差 支な 

い。 偉大なる 哉 天然で ある。 

そして 天然に 封して 我が ある、 自己が ある、 我が 自覺の 中心が ある。 之 を 靈と云 ひ、 靈 魂と 云 ひ、 

精神と 云 ひて、 名 は 異なる も實は 一 である。 天然 萬 有の 內に 在りて 我れ のみ は それでない。 我れ は 天 

然 でない、 天然と 相對 する 者で ある。 そして 我れ と 同じく 他人が ある。 彼等 も 亦 天然の. T に 在る が 天 

然の 部分で ない。 そして 又、 我 は 凡ての 靈を 統率す る靈 なる 神の 在る を 知る。 我れ と 他人と 神と、 三 

者 相關聯 して 靈的 宇宙 を 構成す る。 然れ ども 問題 を簡 短に する に、 天然 對 我れ 一人と して 觀るを 便 
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利と する。 天然と 我れ との 關係 如何？ 我れ 卽ち私 は 犬 然に對 して 如何なる 態度 を 取るべき 乎、 之に 

服從 すべき 乎、 之 を 征服すべき 乎、 之と 安 協すべき 乎、 最も 直大 なる 問题 である。 

繰返して 言 ふ、 大 天然に 對 して 私自身 は刖 である。 私、 私自身、 I、  Ich は训 である。 私 は 地球 

でも、 亞細： でも、 日本で もない。 私 は 此身體 に 宿る のであって、 其 持主であって 器官で ない。 廣ぃ 

宇宙に 在りて 私 は 之に 屬 せす、 之と 相對 して 立つ ので ある。 必 しも 其 敵で はない が、 然れ ばと て其從 

屬 ではない。 私 は.： IHE 天然に 對 して 獨立人 である。 私 は 之に 對 する 和 戰の權 能 を 保有す る。 私 は 天然 

の 强さを 知る、 然れ ども 其 火 も 風 も、 鐵も銅 も、 金 も 銀 も、 軍艦 軍隊と して 現 はれた る 暴力 も、 私 を 

墮伏 する 事は屮 I 來 ない。 然り、 壓 伏されて はならない ので ある。 無形の 私、 私自身、 思へば 偉大なる 

者で ある U オラ イオン 虽の 無限大 を以 つてす る も、 其 價紘に 至って は此靈 なる 私に は 及ばない ので あ 

る 0 

依って 知る、 私 は 天然の 問に 宿る も 天然の 產 にあらざる こと を。 天然の 一部分なる 私の 身體は 土塊 

から 發 達して 來た 者で ある 乎 も 知らす と雖 も、 私 は 特殊の 者であって、 天然の 領域に 場せ ざる 者で あ 

る U そして 斯 かる 私が 此大 天然に 對 して 如 3： なる 態度に 出づ べき 乎、 それが 人生の 最大 問題で ある。 

そして 注意せ よ 天然 は 遠き は 宇宙の 外界 を 限る 天 之 川より 近き は 私の 妻子 眷屬、 更らに 近き は 私の 腦 

髓心臟 にまで 及ぶ ので ある。 思へば 不幸なる は 人 問で ある。 斯 かる 大 問題 を 齎らして 生れた ので ある- 

詩人の  一一 一一 口が 思 ひ 出さる。 

■ 我れ 汝の 指の 業なる 天 を覼、 

汝 の^け 給 へ る w: と 星と を觀 るに、 


人 はいかなる 者 なれば 之を聖 念に 留め 給 ふや、 

人の子 は 如 M なる 者 なれば 之 を 顧み 給 ふや、 

唯 少しく 神よりも 卑く 造りて、  . 

之に 榮と 尊貴と を 被らせ 給へ り 云々 (詩 八 篇)。 

天然 は 其 美を以 つて 私 を 誘 ふ、 其 强を以 つて 私 を 脅す。 之と 相對 して 私 は 到底 其 敵手で ない。 然る 

に 私 は 之に 服從 して はなら-ず、 之と 妥協しても ならす、 之 を 征服して 其 主人公と ならねば ならぬ ので 

ある。 是は 私の 人た るの 義務 叉特權 である。 私の 惯値は 私が. 天然に 對 して 採る 態度に 由て 決る ので あ 

る。 天然に 服從 せん 乎 私 は 亡び、 天然と 妥協 せん 乎 私 は 可 もな き 不可 もな き 無意義の 者と なる。 天然 

に 勝ち 之 を 征服 せん 乎 私 は 人ら しく 生き 得る ので ある〕 私が 天然の 內に 置かれし は 是が爲 である。 私 

が 之に 勝ちて 生きん が爲 である。 人. t}- の 意義 は玆に 在る、 天然に 勝つ 乎 負ける 乎、 其 事に 於て 在る。 

そして 天然の 征服 は 單に其 利用で ない、 之 をして 如何なる 意味に 於ても 我が 上に 主たら しめざる 事 

である。 天 { 仝の 大を 以てする も 我 を 威嚇す る 能 は ざら しめ、 寶 玉の 小 を 以てする も 我 を 誘惑す る 能 は 

ざら しむる に 在る。 天然 は 無限大な りと 雖も、 肉と 其 情と を以 つて 我に 接近 すれば、 我 は 其 所に 彼 を 

拉 い て 彼 を 其 全體に 於て 拉ぐ ことが 出来る。 天然の 征服と 稱し て オラ イオン 星まで 出馬す るの 要な し。 

肉と 其 情と を 4 "字 架に 釘け て、 此 身に 在りて 大 天然 を 征服す る 事が 出来る。 

そして ィヱス は如此 くにして 世に 勝ち 給うた、 卽ち 天然 を 征服し 給うた。 「我れ 旣に 世に 勝てり」 

と 彼が 口 ひ 給 ひし は此 事で ある。 そして 彼の 復活が 其證據 である" 彼 は 完全に 天然に 勝ちて 其 法則 を 

超越し 給うた ので ある。 そして 私 も 彼に 傚 ひ、 彼の 援助 を 得て、 天然に 勝たねば ならぬ、 バウ 口と 共 

人と 天然  二 九 一 
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に 5? にも にも 死た る 者の 復活に 與ら ねばならぬ。 ビリビ 書 三 章 十 一 節。 


人命 は 何故に 貴重なる 乎 

是れ el 明现の やうであって、 實は隨 分 困難し い 問題で ある、 人命 は 何故に 貴重で ある 乎、 何故に 赤 

^ の 生命 は數十 萬阆を 倏 す るァラ ビヤ 馬の それより も贵重 である 乎、 何故に 法律 の 前に は 乞丐の 生命 

は 贵挨の 一 てれ 丈け 貴 m- である 乎、 何故に 死ぬ る 病人と は 知りつ &も 全治し 得べき おと 見做して 之 を 看 

護すべき である 乎、 何故に 我 子 なれば とて 若し 之 を 殺せば 他人 を 殺した と 同じ i- に 問 はれる 乎、 何故 

に 我 生命 を 奪 ふこと なれば とて 自殺 は 極 惡の罪 惡 である 乎、 れ 明，：：： の眞理 であるが、 然 かし 何人も 

能く  M し 得る 眞现 ではない。  .  、 、 

此 問題 に對 して 普通 是供 せらる V 解答 は是れ である、 卽ち 人類の 自衛 上人 命 を 尊重す るの 必要が あ 

るからで あると、 卽ち 他人の 生命 を輕 ぜんに は 自己の 生命 を 輕ぜら る k の 危虞 あるが 故に、 自己の 生 

人 叩 を 贯ん する 上から 他人の 生命 を 直ん する ので あると、 然れ ども 是れ 甚だ 不充分なる 解答で ある こと 

は 之 を 生 の 赏 際に 照らし て 見て 明かで ある、 人 の 生涯に は 他人 の 生命 を 害 ふ 方が 却て 自己 の 生命 に 

利益なる 場合が 澤山 ある、 若し 自衞 上より 云 ふなら ば 自己に 敵す る 者の 生命 は出來 得る 限り 之 を^ 除 

十る に 若く はない、 雨う して 多くの場合に 於て 此理 からして、 卽ち 自衛の 必要から して、 戰爭は 起さ 


れ、 故殺、 謀殺 は 行 はれる、 「自衛の 必要」 は 人命 貴重の 理由と して は 甚だ it 弱で ある。 

或 ひ は 言 ふ、 是れ其 同類 的 本能に 存 する 感覺 であると、 牛 は 牛の 生命 を 貴び、 猿 は 猿の 生命 を 重ん 

や、 其 如く 人 は 人の 生命 を 貴ばざる を 得すと、 然しながら 人が 人の 生命 を贵 ぶの は 其 本能 性 以上で あ 

る. 人 は 人命 を 貴重す るに 止まらす、 之 を 神聖 視 する、 殺人罪に 對 して 嫌 惡を感 する に 止まらす 義憤 

を感 する、 我 身 を 害 はれし やうに 感す るの みならす、 宇宙の 法則の 破られし やうに 感 する、 人 は 人に 

對 して 同情 を懊 くの みならす、 義務 を自覺 する、 力 イン 其 弟 アベルの 身に 關 して 神に 答へ しゃう に 我 

れ豈、 我 弟の 守 者な らん や (創世記 四 章 九 節)、 と は 我等 は 言 はんと 欲する も 得ない、 同胞 は 同胞で ある 

ばかりで はない、 3： にか 或る 他の 者の 代表者で ある、 人が 其 生みし 子 を 見る に 方ても、 己が 子と して 

のみ 之 を 見ない、 大 なる 委託 物と して 見る、 故に 之 を 愛する に 情 を 以ての みしない、 義務 を感 する、 

我 子 は 實は我 子で はない、 我と 同じ 丈け 貴い 者であって、 時には 自己 を棄て \ も 保護し なければ なら 

ない 者で ある。 

何故に 人命 は 貴重なる 乎、 人 は 其 貴 ffl なる を 知る、 然れ ども 神の 啓示に 由ての み 能く 其 貴重なる 哩 

OO00OOO0O0OOOOOOO00  0  0  0  か- U ど 

由 を 知る、 人命の 貴 なる は 之 は 神の 生命で あるから である、 卽ち人は祌に象りて造られたる^1<;でぁ 

るからで ある (創世記 一章 サ六 節〕、 勿論 禽獣の 生命と て責 くないで はない、 生命 はすべ て 貴く ある、 然 

しながら 人の 生命 は 特別の 意味に 於て 責く ある、 卽ち、 神の 性 を 備えて 居る 故に 責く ある。 

神に 象りて 造られた る 者で あるから 勿論 神で はない、 然れ ども 祌の 如く 成り 得る 者で ある、 卽ち祌 

の 子た るの 可能性 を 備えた る 者で ある、 獸の 如く 亡び 失する ことたく して、 神が 生き 給 ふが 如くに 生 

き 得る 者で ある、 馬 は 如何に 價贵き 者と 雖も此 性 を 備えない、 欺 はすべ て 今 E の 物で ある、 然れ ども 
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人は今日を以て失すべき：^<?ではなぃ、 此 永遠の 性 を 有する 一 點に 於て 一 人の 乞丐 は 千 だの 名馬より 

も 貴い ので ある。 

或 人 普て，：： 痴敎 育者ジ H 1 ムス •  B  • リツ チヤ ー ズに 語る に 种を敎 育す るの，：：： 痴を敎 育す るに S さ 

る を 以てす、 リツ チヤ ー ズ愤怒 を 含んで 答へ て S く 

卿 は t; に敎 ゆるに 多くの 奇藝を 以てする を 得ん、 然れ ども 余は是 等の 白痴 兒 童に 永遠の 神 を 示す 

を 得べ し 

と. 實に其 通りで ある、 ，：： 痴の兒 童と 雖も祌 を 示さる、 の ー點に 於て は總 ての 動物 以上で ある、 白痴 

敎 育の 必要 は 之 を經^ の 上より 打算す る こと は屮 Z 来ない、 彼等 を 神の 子と 見ざる 問 は、 彼等の ために 

萬 金 を 投じて 彼等 を敎 へんと する の 動镄は 起らない。 

勿論、 祌の 河 たる 乎 は 自身 神 を 知る まで は 判らない、 隨て 人命の 貴重なる 理由 も 自身 神 を 知る に 至 

るまで は 充分に き 得する こと は 出来ない、 祌を 知っての み 始めて 生命の 貴重なる 譯が 判る、 眞と いひ、 

善と いひ、 美と いひ、 "疋れ實體的に祌に在て^^する者でぁる、 神を識 つて 最も 賤 しき 人 も 非常に 贵く 

なる、 帝王よりも、 學 者よりも、 富者よりも 贵 くなる、 爾 うして 斯 かる 最上の 責 尊に 達する の 资格を 

備えて 居る が 故にす ベての 人の 生命 は 非常に 貴重なる ので ある。 

0^0. 0-0 -00000  O00OO0  0000  0000  OO0O0OOOO0  30  C 

人命の 貴 S なる は キリストの 降^と 其 贖罪の 死と に 由て 最も 明白に 人類に 示された- 人の 生命 は 宇 

宙の 主宰なる 神が 其の 獨子を 送って まで も 之 を 救 はんと 欲し 給 ふ ほどの 價 値の ある 者で ある、 人の 貴 

teii なる を 知って 神子受 肉の 奥義の 一斑 を 解す る を 得べ く、 又 祌子受 肉 を 見て 人命 貴重の 理を 深く わ へ 

る ことが 出来る、 一は 他 を解釋 する、 神 は 其の 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り、 比 


はすべ て 彼 を 信ずる 者に 亡る こと 無くして I 水生 を 受けし めんた め 也 (約 说傳三 章 十六 節) と、 人命の 貴重 

なる 理由 を 述べし 雷 葉に して 是れ よりも 深く、 叉是れ よりも 高い もの はない。 

キリ ストの 代りて 死に 給 ひし 弱き 兄弟：： 哥林多 前書 八 章 十 一 節〕、 是れ がすべ ての 弱き 人、 すべ ての 苦 

しめる 者、 すべての 貧しき 者 を 救 はんとす る 最高 最 深の 動機で ある、 路頭に 迷 ふ 無宿 童兒、 警官に 逐 

立てら る k 乞丐、 經； 竹 的に は 社會に 何の 價値 もな き 白痴， 跛 者、 瞽者、 瞽者、 殘缺 者、 是れ な r キ 

リストの りて 死に 給 ひし 弱き者」 である、 故に 贵く ある、 彼等 とても 若し 聖旨に 合 は 信仰に 由り 

て 神 を 見る ことが 出來、 天使の 如き 者と 成る ことが 出来る、 彼等 を 害 ふの は 金剛石 を粉碎 し、 名馬 を 

屠殺す るに まさる 數&? 倍の 惡 である、 神の 像 を 漬す者 は 神を瀆 したと 同一 の に 問 はる、 人類 は 無 

意識的に 人命 を 尊重して 其 造 主 を 祟め つ、 ある、 神の 像、 其 代表者と して 見ての み 人の 贲ぃ现 由が 分 

かる、 故に 聖書 は 一一 目 ふて 居る 

汝の 民の 問に 往 きめぐ りて 人を識 るべ からす、 汝の 隣人の 血 を 流す ベから す、 我 は H ホバ なり 

(利 未 記 ト九卓 十-; ハ節) 

と、 我 は ヱホバ なりと、 我 は M ホバ なり、 而 して 人 を 幾り 人 を 殺す 者 は 我 を 殺す 者な りと、 宗敎に 由 

ら ざる 道德の 甚だ 淺 いもので ある こと は此 一 一 百に 由て でも 判 かる、 神の 代表者と して 人 を 見る にあら 

ざれば、 其の 生命の 如何に 貴い 乎、 如 M に 重い 乎 は 判らない、 人 は 神の 宮殿と して 貴い ので ある。 
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神人の 乖離 


神 は 全地 を 造り 給 ひ 之 を 擧げて 彼の 愛子なる 人類に 與へ給 ひたれば、 人類 は 彼の 擁護の F に 之 を 耕 

し 之 を 飾 美り て 令 口に 至れり、 人類が 歳と 共に 爲す 所の 開明 進步は 神の 嘉し給 ふ 所であって、 祌は人 

類 を 以て 誇りと 爲し給 ひ、 益々 恩 惠を其 上に 加へ 給 ひて 彼等 を 啓 導 愛撫し 給 ふ、 縦し 人類の 問に，. -く 

の 罪 悪 は 行 はれ、 無神論 は唱 へられ、 悲事慘 劇 は 演ぜら る、 も、 大量、 神の 如き 者 は 少しも 之 を竟に 

介し 給 はす、 彼等 は 反く も 彼 は 怒り 給 はす、 ニ^の 關係は 今尙ほ 親密なる 父子の 關係 にして、 其 間に 

曾て 隔絶 乖離 の^せし ことなしと。 

是れ 世人に 由て 懷 かる V 神と 人類と に 關 する 觀 念で あって、 基督 信者と 稱 せら る k 者 の 巾に も 其 近 

世 的と か 進歩 派と か稱 する 者 は、 之 か * 或 ひ は 之に 類す る 觀念を 懷くを 以て 常と する。 

然しながら 驚くべき ことに は 聖書 は 決して 斯 かる 思想 を傳 へない ので ある、 聖書 は俾 へて 曰 ふ、 神 

は 全地 を 造り 給へ りと (其 事 は 其 通りで ある)、 彼 は 人類 を 造り 給 ひ、 之 を 愛して 之に 地と 其屮 にお 

る 萬 物 を與へ 給へ りと (其 事 も 亦 其 通りで ある)、 然るに 人類 は 己に 賜 はりし 此 無上の 特權を 以て 足 

れ りと 爲 さす、 自身 も 神の 如き 者と ならん と 欲し、 己 を 造りし 神の 命に 聽か すして 神の 敵なる 惡 魔の 

整に 耳 を 傾け、 之に 從 ひて 全， 然 神に 反き たり、 玆に 於て か 神と 人類との 間に 乖離 生じ、 父子の 關係は 


さすら： V ひと 

破れ、 祌は 人の 心 を 去り、 人 は 地上に 流浪 人となり、 彼に 取りて は祌は 有て 無き が 如き 者と なりたり、 

玆に 於て か 人 は： な； に 相信賴 せんと 欲して 爭鬪 絶えす、 神 は 其 子 を 失 ひて 慈愛に 泣き、 人 は 父 を 失 ふて 

暗夜 に 彷徨す る に 至れり、 是れ 今日 に 至る も此 世の 狀態 である、 勿論 愛なる 祌は 己 を 離れ し 人類 を棄 

て 給 はす、 逢々 義人 を 送り、 預言者 を 遣 はし、 終に は 其 一 人の 愛子 を さへ 遣り 給 ひて 人類の 反逆 を 癒 

さんと し 給 ひし も、 人類 は 度 毎に 神の 使者 を 斥け、 或 ひ は 石 もて 之 を 撃ち、 或 ひは劍 もて 之 を 殺し、 

囀に 神の愛 子に 至て は 之 を 十字架に 附 けて 彼の 愛に 酬ゐ た、 人類 は 其 創造の 始めより 神の 敵と なりて 

今尙ほ 改めない、 人類の 憎む 者に して 實は眞 の 神の 如き はない、 彼等 は 神の 手より 世界 を jl^ ひ、 勝手 

に 之 を開發 し、 祌 なく キリスト なく、 自己の 擇 みし 途に 進みつ k ある。 

然れ ども 斯か る狀態 はぎ 時 ま で も繼 綾く べきで はない、 世界の 持主 は 終に 来りて 其 所有 權を赏 行 し 

給 ふ、 彼 は 終に 地上より 反逆の ni- を 逐ひ給 ふて 之 を 順良の 民に 與へ給 ふ、 世の 終りと 云 ひ、 最後の 裁 

刺と 云 ふは此 事で ある、 現 時 は尙ほ 暗黑の 勢力で ある、 神の 忍耐の 時期で ある、 而 して 祌の 忍耐に 慣 

れ、 彼 を 侮りて、 人類が 勝手 氣儘 を繼 くる 時期で ある、 此の 時に 方り て 信者 は 夙く 反逆 を 魔め、 神に 

歸 順し、 彼に 對 して 元始の 父子の 關 係に 入り、 以て 今や 將 さに 世に 臨まん とする 神の 怒 を 免 かるべき 

であると。 

以上 は 聖書が 創世記の 始 より 默示錄 の 終りに 至る まで 語 を 交へ、 調 を 代へ、 或 ひ は 訓誡 を 以て、 或 

ひ は 比喩 を 以て、 繰返し、 繰返し、 反復、 倦む ことなく 吿知 する 所で ある。 

人の 自己に 關 する 觀 念と 聖書の 人に 關 する 指示と、 二者 孰れが 廣 なるや、 其 問題 は 後に して、 人に 

取り、 二者 孰れが 快き 乎と 問 ふに、 其 は 一一 K はすして 明かで ある、 人 は 自己 は 神の 反逆人で ある、 地の 
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いか， リ iri  ぐい あら； i  ほろぼ 

掠 靡^で ある、 神の 惑 怒の 宿る 者で ある、 故に 悔改 むる にあら ざれば 終に 滅 さるべき 者で あると 聞か 

されて 決して 喜ばない、 否な、 斯の 如くに 說き 聞かされて 彼 は 怒を發 し、 环を掩 ふて 自己 を 貴む る 者 

を攻 む、 人の 虾む 事に して 稱讚 追從の 如き はない、 彼 は 個人と して、 叉國 ：！！^ として、 又 人類 全體 とし 

て、 何よりも 多く 稱 さる.^ こと を 好む、 「人 は 生れながら にして 祌の 子な り、 愛 は 彼の 特性な り、 

彼 は 萬 物の 長に して、 生れながら にして 不死の 性 を 有す」 など is はれて 彼 は喜悅 措く 所 を 知らす、 斯 

かる 稱 讚の 辭を 彼に 奉る 者を稱 して 人類の 友な り、 進歩的 思想家な り、 能く 神人の 和合 一致 を 計る 者 

なりと 一一 一一 〔ふ、 彼 は 一一 一一 I： ふ 「聖書 何者 ぞ、 祌の愛 を く 者に あらす や、 愛に 憤怒な し、 刑罰な し、 愛は與 

ふる を 知て 要む る を 知らす、 人類 は 神の愛 子に して、 此^ 界は 父の 子に 賜 ひし 絶大の 賓 なり」 と、 

断く 自 から 語り、 他に 說 かれて、 彼 は 人生の 秘密 を 探り 當 たりと 思惟す る。 

然し 聖書 は 人類に 就て 決して 斯 かる 提霄 を爲 さない ので ある、 聖書 は^らす し て 言 ふ、 

義人な し、 一 人 も あるな し、 曉 達る 者な し、 祌を 求む る 者な し、 な 曲り て 全く 邪と なれり、 善 

を爲す 者な し、 一 人 も ：！^ るな し、 そ の^は 破れし 墓な り、 共 舌 は 詭詐を 語り、 其 替 に は @f の 毒 

を藏 す、 其 口 は詛と 苦と にて 滿っ、 其 足 は 血 を 流さん ために 疾し、 殘 害と 禍忠は 其途に 遺れ り、 

彼等 は 平和の 道 を 知らす、 其 目前に 神 を畏る 、 の懼 ある ことなし 

と ハ羅馬 * 第三 章 十 節 W 下)、 是れ實 に 激烈な る 一一 目 葉で ある、 人類の 彈劾 にして 之よりも 强ぃ者 はない、 

是は 今の所 謂 進歩的 基督 敎を唱 ふる 者の 口調で はない、 是は 苦い 一一 一一 c 葉で ある、 「高贵 なる 人類」 の 聞 

くに 堪えない  一一 n 葉で ある。 

よ  まむし すゑ 

而 かも是 れ 決して バウ 口 一 人の 語調で はない、 バプ テス マの ョ ハ ネは當 時の 人 を 稱んで 「蝮の 裔ょ」 


とい ふた、 ィ H スも亦 パリ サイの 人 を 呼ぶ に 同じ 一一 一一 1： 葉 を 以てし 給 ふた (馬 太傳 十二 章 三十 四 節〕、 彼 は 彼 

の 敵 をのみ 斯く稱 し 給 ふたので はない、 彼の 弟子に 對 しても 曰 ひ 給 ふた、 

汝等惡 しき なる に 云々 

と (仝 七 章 十 一節〕、 此 場合に 於て 「惡 しき 者」 と は r 惡 魔の 性 を帶る 者」 との 意で ある、 後に ベ テ n 

に對 して 

サタン よ 我が 後に 退け 

と 言 ひ 給 ひしと 同 一 である、 聖きィ ヱ スの 眼より 見て 彼の 特別に 擇み給 ひし 弟子まで が惡 魔の 子で あ 

つたので ある。 

イエ スは 人類の、 地の 掠奪 者で ある こと を、 彼の 宣べ給 ひし 葡萄園の 比喩 を 以て 明かに 示し 給 ふた、 

或る 家の 主人 葡萄園 を 作り、 之に 簸を 環ら し、 其 中に 酒 捧 を 穿り、 塔 を 建て、 之 を 農夫に 货 して 

tj  ？  £  し. -0 ベ  もと つか. -* 

他の 阈へ 柱け り、 牧穫の 期 近づきければ、 其 架を牧 らんた めに 僕 を 農夫の 許に 遣せ り、 農夫 等 其 

僕 等 を 捕らへ、 一人 を 鞭ち 一人 を 殺し 一人 を 石に て擊 り、 叉 他の 僕 を 前よりも 多く 遣し ける に 之 

にも 前の 如くな せり、 主人 終に、 我 子 は 之 を 敬 ふならん と 謂 ひて 其 子 を 遣し、 に、 農夫 共 其 子 を 

見て 互に 曰 ひける は 「此は 嗣子な り、 いざ 彼 を 殺して 其. 冢產を も 奪 ふべ し」 と、 卽ち之 を 捕らへ、 

彼 を 葡萄園より 逐 出して 殺したり、 然れば 葡萄園の 主人 臨らん 時に 此 等の 農夫に 何を爲 すべき 乎 

…… 我れ 汝 等に 吿 げん、 祌の國 を 彼等より 奪 ひ、 之 を 其果を 結ぶ 他の 民に 與ふ べし 

と (馬 太傳廿 一章 三十 三 節 以下)、 是は 直接に 當 時の ユダヤ人に 對 して 曰 はれし 言で あるが、 然し 又 間接 

に 人類 全體に 就て 言 はれし ことで ある、 主人 は 神で ある、 葡萄園 は此美 はしき 世界で ある、 農夫 は 人 
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類で ある、 人の 僕 は 義人と； glw 者と である、 嗣子 は 一ず ふまで もな くィ H ス午 リストで ある、 人類 は 

神より 地 を 掠奪し、 共 5^ を 其 持主に 納めす して 自ら 之 を 横領し、 主人の 使者 を 遣して 之 を 要求す るな 

れ 之. ぎち、 殺し、 石に て擊 ち、 終に 其 一人の 嗣子 を 殺して 全地 を 永久に 己が 有と なさん とせり、 

故に 主人 自 から 其 所有の 園に 臨らん 時には 惡 しき 人類 を 剿滅し 之 を 彼の 擇 みし 善き 民に 與ふ べしと、 

此短 かき 比  1 喩の 巾に 人類の 創始と、 其 長き 悲慘 なる 歷史 と、 其憐 むべき 運命と が 明かに 示されて ある 

ので ある。 

其 他聖寄 全體を 通う して 此 人生 觀は 到る 所に 說 かれて あるので ある、 此 人生 觀 有って 始めて キリス 

ト 降臨の 必要 も あり、 十字架 上に 於け る頌 罪の 必要 も あり、 復活の 必要 も あり、 昇天の 必要 も あるの 

である、 人^ を斯の 如くに 觀 すして 福音 は 意味の 無い 者と なる ので ある、 聖書の み 人類の 墮落 を說ぃ 

て 其 完全なる 救濟 法を備 へた、 聖書 を 除いて 他の 宗敎は 人性の 全然 的 腐 耽 (total,  depravity) を說か 

ない 代りに、 乂其 完全なる 救 It を 供へ ない、 人の 善を唱 へ、 社會の 自然 的 進歩 を 道 ふ 者 は 民の 傷を淺 

く 癒す 偽 はりの 預首 者で ある、 苦言 は 親友の 特性で ある、 人類の の 友 は その |§ を默 過す る 者で ない 

, ^、膽 に 之 を 曝露し、 然る 後に キリストの 血なる ギリ アデの 乳香 を 以て 其 深き 傷 を 癒す 者で あ る。 耶 vs. 

米 亞記八 章卄ー ；節參 照。 


墮 落の 敎義 

羅馬書 七 章 十五 節 以下 〇 以賽亞 書 一 章 二 I 六 節 〇 

耶利 米亞記 十三 章 二三 節 〇 以西 結 書 十六 章 三 節。 

基督 敎に墮 落の 敎義と 云 ふ ものが ある。 それ は 人類 は 根本的に 墮 落した 者であって、 自分で 自分 を 

救 ふの 能力 を 有たない 者で あると 云 ふこと である。 卽ち 人類の 狀態は 常態 ではなく して 變態 である。 

外部の 歉態は 如何に 發 達しても 其內 部に 於て は 癒すべからざる 腐敗が ある。 人類の 進化 は 其 極に 達す 

る も、 其 進化 は 根本的の 者で ない a 人 は 生れながら にして 惡人 である。 自己中心の 動物で ある。 白く 

塗りた る 墓であって、 外 は 美く しく 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 諸々 の； や；： 竊 にて 充 つと 云 ふの が 彼の 本営の 

狀態 である。 

人類 を如此 くに 見る は、 人類 全體^ に 近代 人の 喜ばざる は 言 ふまで もない。 彼等 は 人類 を 尊き 者と 

して 見ん と 欲する。 生物 進化の 最後の 産物であって、 更に 無限の 進化 を遂 ぐるの 能力 を 有する 者な り 

と 信す る。 彼等 は 基督 敎の 人類 墮 落の 敎義 を、 人類 を 侮辱す る こと 最も 甚だしき 者な りと 唱 へる。 彼 

等と 雖も 人類の 缺點は 之 を 認めざる を すと 雖 ども、 是れ 進化の 途中に 在る 人類に 當然 在るべき 現象 

であって、 進化の 上進と 共に iflT つから 除かるべき 者と 信す る。 近代 人 は 基督 敎の原 の敎 義は旣 に； 駿 

れ たる 敎艘 として 之 を 顧みす、 之に 代 ふるに 人類 無限 進化 說を 以てし、 以て 自己 を 慰め 進歩 を 獎勵せ 
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ん とする o 

然れ ども 聖書が 近代 人と 其 人生^ を與 にす る は 一 目 瞭然で ある。 聖書の 人生観 は 明かに 悲觀 的で あ 

る。 そして 聖書に 忠實 なる 基督 信者 は 世に 容れら れんと 欲して、 人類に 係 はる 樂觀 說を唱 へない。 聖 

書 は 全卷を 通う して 人類の 暖落 を高唱 する。 此事を 第一 に 表示す る 者 は 創^記 第三 章の 人類の 始祖 墮 

落に 關 する 記事で ある。 然し 喷 落の 敎 義は此 記事に. E て 起った 者で ない。 此 記事 は 其 一 であって、 墮 

落の 敎義は 創^記の 記事な くと も 起るべき 者で ある。 有名なる M レ ミヤ 記 十三 章 一 ー三節の言の如き明 

かに£^_^を示す者でぁる。 

H テオ ピャ 人 その 膚を變 へ 得る 乎、 豹 その 斑 駭を變 へ 得る 乎、 若し 之 を爲し 得ば 惡に 慣れたる 汝 

等 も 蕃 を爲し 得べ し 

と 。 善行 不可 能 說を唱 へ た る 言 にして 之よりも 强ぃ者 はない。 惡を爲 す に惯れ たる 人間が 善 を爲す は、 

アフリカ 人が 其膚 を. R くし、 又 豹が 其 斑駭を 除く 丈け 難く ある、 卽ち 不可能で あるとの ことで ある。 

預言者 ェゼキ H ルが當 時の ユダヤ人 を 篤り たる 言に 曰く 

汝の起 本、 汝の 誕生 は 力 ナンの 地な り、 汝の父 は ァ乇リ 人、 汝の母 はへ テ人 なり 

と (W 西 結 書 十六 章 三 節 )o 卽ち祌 の 選 と稱 せらる k ユダヤ人 も， 其 生れつきの 性 如 河と 尋 ぬれば、 其 

起 本 は 異邦の 力 ナン、 其 父は異 敎のァ モリ 人、 其 母 は 同じく へテ 人な りとの 事で ある。 ィ H スも亦 彼 

れ御 在世 當 時の 國人を 呼ぶ に 「蛻 の裔」 との 過激の 言 を 以てし 給うた。 バウ 口 は 自己 は 罪に 賣られ た 

る^で あると 公言して 撣ら なかった。 ィザャ も 亦 已が國 人 を 評して 「惡 を爲す 者の 裔、 足の 趾 より 首 

まで 全き 所な し」 と 云うた。 其 他人 類 K 落に 關 する 聖書の 言 は數 限りなし である。 人 は 生れな がらに 


して 善き 者であって、 發達 進化に 由て 完全に 達する と は、 聖書の 何處を 見ても 記て ない。 「汝 等惡し 

き 者ながら 善き 物 を 其 子に 與 ふる を 知る」 と 曰 ひ 給 ひて、 人に 多少の 善心 ある を 認め 給 ひしと 雖も、 

其 本性の 惡 なる を ィ H スは 明白に 示し 給うた。 人は惡 人、 神に 叛 ける 者、 故に 滅亡に 定められ たる 者 

なりと は 聖書 全 體の教 である。 之を緊 約した る 者が 羅馬書 三 章 十 節 以下に 於て バウ 口が 引用せ る舊約 

§\f- 書の  一一 一一 C である。 

義人な し 一 人 も 有る ことなし。 曉れる 者な し、 祌を 求む る 者な し。 皆な 曲り て 邪と 成れり。 善 を 

爲す 者な し、 一人 も 有るな し。 その 喉 は 破れし 墓な り、 その 舌 は 詭詐を 言 ひ、 其 脣には 複の毒 を 

I す。 其 ロは詛 ひと 苦き とに て滿 ち、 其 足 は 血 を 流さん 爲に疾 し。 ks« と 苦難と は 其途に 遺れ り。 

彼等 は 平和の 道 を 知らす、 その 目前に 神 を 長る、 の懼 ある ことなし 

と。 强ぃ 言葉で ある。 そして パゥ 口 は 人類 全體に 就て 此く言 ひて 少しも 憚らなかった ので ある。 

そして 人生の 事實が 聖書の 此 主張 を 證 明して 餘 りが ある。 人類 全 體の歷 おが 流血の 歷史 である。 そ 

れは野 ffi 時代の 歷. a- に 限らない、 文明 人種の 歷史も 亦 それで ある。 然り、 文明が 進歩 すれば する 程 流 

血が 基 だしい ので ある。 僅々 十 年 前に、 人類が在ってょり未だ曾って在った^のなぃ；^取も悲慘なる戰 

爭が鬪 はれた ので ある。 そして 未だ # つて 在った 事の ない 殘害 苦難 を 見た ので ある。 「其 足 は 血 を 流 

すに 疾し」 とは英 画人、 米國 人、 佛國 人、 獨 逸人、 日本人に 悉く 當 嵌まる 言葉で ある。 文明の 進步は 

少しも 彼等の 殺伐の 性 を 減じたい、 否な 益々 之を增 進す る。 武器の 精巧なる 今日の 如き はない、 而し 

て 年と 共に 益々 精巧に 成りつ k ある。 そして 叉戰爭 が媳ん だと は 何人も 信じたい。 より 大 なる 大 戰爭 

が 近き 將來に 於て 起る だら うと は 何人も 期待す る 所で ある。 「其 足 は 血 を 流す に疾 し」。 戰時 とたれ 
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ば 牧師 も 俾逝師 も 衆愚 に 雷同して 戰& を！！ 歌す る 。 彼等 は 勝手 に 聖書 の 言 を 曲げ て 軍旗 を 祝福し、 敵 

阔 を 咒詛す る 。 其 時 福音 も 平 和 もあった もので ない。 彼等の 平和 主；^ は に戰爭 終って 後に 行 はれ、 

戰 巾 は 彼等の 主なる 事業 は 平和論者の 咒詛 である。 我等 は 此^ を， 戰爭 最中に 日本の 牧師に 於 

て 見た。 そして 米國に 在りて は 共 _ ^が 日本よりも 遙に茶 だしかった。 米國 の宗敎 家が 敵 國獨逸 を咒ふ 

の 激烈な りし は赏に 前代 未 問であった。 そして 基督 敎の 敎師に 於て 然り、 共 他 は 推して 知るべし であ 

る。 「其 足 は 血 を 流す に疾 し， f 是れ 人類 全體の 特性で ある こと は 火 を るよりも 明かで ある。 

そ の^は 破れし 墓な り 

その 舌 は^ 詐を云 ひ 

その 脣には 腹の 毒を藏 す。 

此：^^も^充分に世界大戰爭中に車資を以って證明された。 英米人が 敵 阈に對 して 盛んに 行った 宜傳は 

何んで ある 乎。 今や 宜傳と は 一 の 術語であって 「詭詐 の 宜傳」 を 云 ふ。 無 い^を 有る と稱 して 之を宜 

傅す る、 それが 今日の 所謂 r 宜傳」 である。 そして 宣俾の 術に 於て 最も 巧みなる 者 は、 宗敎 のこと に 

：4 二」 最も 進歩せ ると 稱 せらる k 英米人で ある、 殊に 米國 人で ある。 英米人が 獨 逸に 勝った の は fs?l ポと 

践 術に 由って より は 寧ろ 宜傳に 由って である。 彼等 は 敵 國に關 する 有る 事と 無 き^と を廣く 巧みに 宣 

^して、 世界の 同情 を敵國 より 奪って 之 を 自己に 收め たので ある。 そして 宜 傳を以 つて 殆んど 獨填を 

殺した 米國 は、 同じく 亦宜 傅を以 つて 日本 を 傷け た。 米國 人の 排日に 成功せ る は、 是れ 亦宣傳 に. m る 

のであって、 日 木ん に關 はる 詭詐 を廣く 巧みに 傅し て 彼等 米國人 は 其 友邦 E 本に 永久の 傷 を 負 はせ 

だので ある。 官： 傅と 云へば 無害の やうに 聞え るが、 詭詐の 俾播、 蝮の 毒の 注射と 云へば 其 害毒の 程度 


が 推量され る。 

最も 進步 せる 國 と稱 せらる & 英米人が それで ある を 知って 人類 全體 がま ことに 疲の裔 である こと 

が 判明る。 勿論^に は 比較的に 善い 國と 人と が 無いで はない。 然し 單に 比較的で ある、 絕對 的で ない。 

而 して 此 事に 就て 國家、 人類、 他人の is^ を 論究す る 必要 はない、 自分 を翩 みれば い； ：ん く^ 明る。 自分 は 

S の 人で ない 乎。 ：！： 故に 自分 は 善を爲 すに 難く して 惡を爲 すに 易い 乎。 何故に 多くの場合に 於て 簡翠 

なる 善事 さへ も爲し 得ない 乎。 何故に 小なる 事に 就いて 怒る 乎。 何故に 他人の 小 瑕 を 貴む るに 嚴 にし 

て 自分の 大過 を赦 すに 寛なる 乎。 惡ぃ 友に は 親しみ 易く、 良い 友に は 近づき 難い 乎。 惡ぃ 癖に は 染ま 

b 易く、 善き 慣 をば 作り 難い 乎。 自分自身 を 深く 研究して 見て， 自分 は に 資られ たる 滅亡の 子で 

ある ことが 明，：：： に 解る ではない 乎。 

如此 くにして 聖書と 人生の^ 赏とは 人類 全體が 全然 墮 落せる を 示す。 然 らば 我等 は 失び ボ すべき 乎。 

然り 若し 人 以外に 賴 むべき 者がない な ら ば 失 は 當然 である。 人 は 自分で 自分 を 救 ふ 事が 出来ない。 

勿論 人 は， M 家 又は 人類 を 救 ふ 事が 屮 Z 来ない。 大政 ュ m 家が 出で、 國.； ^を 救うた 例が あると 云 ふ は、 是れ 

义 比較的 又は In 時 的の 事であって、 決して 絕對的 又は 永久 的の 事で ない。 縦し 時 的たり とも 救うた 

として、 彼 は 自分で 救うた ので はない、 自分 以外の 或る 力に 賴 みて ある。 コロムゥヱル、 ヮ シン ト 

ンと云 ふやうな 大政 治 家 は 皆な 克く此 事 を 知った。 我 は 我が 國を救 ひたりと 言 ふやうな 政治家 は 碌な 

政治家で ない。 火 政治 .；}s ぶ は 凡て 自己 を 知った 人であった。 卽 ち 自己 は惯 値な き 者であった、 或る 他の 

力が 自己 を 使つ て大 なる 事を爲 さしめ たので あると 信す る 者であった。 そして Hl=f は 決して 彼等の 偽 は 

b の 謙遞 で たい。 堅い 眞の 確；；； E である。 大政 治 { 尿 の 傅 記 を讀ん で 此^に 氣の 附か ざる 者 は 歴史 を讀む 

堕 i ほの ■ 教 1 二  0 五 
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の 眼 を 有たない 者で ある。 

人は國 〔象 人類 は 勿 のこと、 自己 を さへ ふ 二と が屮： 來 ない。 然 らば 絶^すべき 乎。 然ら すで ある ( 

神が 在し 給 ふ。 人 を さへ 愛し 給 ふ 祌，， ん， 給.. 一」 神は人の爲めに非す御自身の爲に^^？^せる人類を 

救 ひ 給 ふ。 此事も 亦 聖書が 明かに 示す 所で ある。 

主 H ホバ 斯く霄 ひ 給 ふ、 イスラ H ルの 〔水よ、 我れ 汝 等の 爲に 之を爲 すに 非す、 汝等 がその 至れる 

國々 に 於て 汚せし 我が 聖き 名の 爲に爲 すなり、 …… 我れ 淸き 水を汝 等に 注ぎて 汝 等を淸 くなら し 

め 云 々 

と ある (以西 結 書 n 一六 章 ニニ 節 以下)。 イスラ ヱ ル 人に 救 はるべ き资 格が あるが 故に 彼等 は 救 はる、 の で 

はない。 其 反對に 彼等が 到る 所に 汚せし 主 M ホバ の聖 名の 故に、 卽ち愛 を 以て 憎に 報 ひ 給 ふ H ホバ祌 

の 故に 彼等 は 救 はるべし との 事で ある。 神 は 恩 を 以て 怨に 報いん 爲に叛 ける 民 を 救 ひ 給.. I との 事で あ 

る。 そして 曰の 到る 處に 同じ 事が 一一 一一 I： ふて ある。 

懼る めれ 我れ 汝と 偕に 在り 

驚く 勿れ 我 は汝の 神な り 

我れ 汝を强 くせん 汝を 助けん 

我が 義き 右手 汝を 支えん 

と ある r 以赛亞 書 四 一章 一 0 節〕。 「我れ」 である、 凡ての 善き 事 は 「我れ」 H ホバ より 屮 r つと 云 ふので 

ある。 rn ホバの 熱心 之 を 爲し給 ふべ し」 と ある (同 九 章 七 節)。 人の 神に 對 する 熱心で はない、 神の 

人に 對 する 熱心に. E て 善事 は 行 はるべし と 云 ふので ある。 「 一 切の もの 神より 出づ」 と バウ 口が 曰 ひ 


しは此 事で ある ( コ リ ント 後書 五 章 一 八 節〕。 

一 切の もの 神より 出づ、 彼れ キリ ストに 由り 我等 をして 己れ と 和が しめ 云 々 

と ある。 我等より 進んで 神と 和らぐ ので はない。 和らぎた くも 和らぐ ことが 出来ない、 又 和らぎの 心 

も 起らない。 彼れ キリストに 由り て 我等 をして 己れ と 和らがし め 給 ふので ある。 基督 敎の 提供す る 救 

扬 は如此 くにして 成る 者で ある。 人より 屮 I るに 非す、 神より 出る ので ある。 救 ひの 動機 も 神より 出、 

其方 法 も祌に 由る。 「神、 キリストに 由り て」 である。 人 を 除いての 救 ひで ある。 祌に 出、 神に 由り、 

神に 終る 救 ひで ある。 

以上 は 救 拯に關 はる 聖書の 指示であって、 亦 信者の 實驗 である。 自己の 何たる 乎 を 明かに 示された 

る 後に 祌の救 扬に與 つた 者 は、 何人も 其 救拯の 自己に 因る に 非す して 全然 神の 恩惠に R る雍を 知る の 

である。 

善なる 者 は 我れ、 郎ち我 肉に 在らざる を 知る。 

噫 我れ 惱 める 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や。 

是れ 我等の 主ィ H ス 基督なる が 故に 神に 感謝す。 

是は バウ B の實驗 であって 凡ての 信者の 實驗 である。 先づ 第一 に 自己の 墮落を 示され (善なる 者 我に 

在らす)、 第二に 悲慘 なる 狀 態に 在る を 自覺し (噫 我れ 惱 める 人なる 哉)、 第三に 上よりの 恩 惠に由 

りて 救 はれし を 感謝す る。 之 をば 稱 して 「救 ひの 三階 段」 と 云 ふべ けれ。 ァゥ ガス チン も、 ル ー テル 

も、 コ II ムゥ H ルも、 の 信者 は 凡て 盡く此 階段 を經 過した ので ある。 信者が 救 はれて 最後に 發 する 

曾 葉 は 詩 百 十五 篇 一 節の それで ある。 

©1 落の 教義  s〇 七 
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エホバ よ 我等に 歸 する 勿れ 我等に 歸 する 勿れ 

榮光は 之 を唯爾 にの み 歸し給 へ 

雨の 憐愍と 眞實と の 故に 由り て 

と Q 我等 は 言 仰に 由り て 救 はる k ので あるが、 其 信仰まで が 神の 賜物で ある こと を 知る ので ある。 

「汝 等の 信す る は 神の 犬なる 能の 感動に 由るな り」 と 所 書 一 章 一 九 節に 云 へ るが 如し。 

如此 くにして 墮 落の 敎義は 救拯の 基礎 を 作る ので ある。 神が キリスト を 以て 施し 給へ る 救拯の 何た 

る 乎 は 人類 墮 落の 事實を 知らす して は 解らない。 祌は 愛な りと 云 ふ も、 其 愛の 深さ は 罪 の 深さ を 知ら 

. すして は 推 量られない。 「キリスト は 我等の 尙ほ罪 人たり し 時に 我等の 爲に 死た まへ り。 祌は 之に 由 

りて 其 愛を彰 はし 給 ふ」 と あるが 如し (羅馬 書 五 章 八 節)。 
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基 将敎的 人生観 を 知らん と 欲する に 方って 罪の 何たる 乎 を 知る は 最も 肝要で ある。 罪 を 知らす して 

* 督敎は 解らない。 罪 は 厭な 問題で あるが、 之に 依らす して キリストの 幅 昔 は 解らない。 5 非 を 正面よ 

り 研究して、 之に 依って 得た キリストの 救の みが 永.； < に變ら ざる 救の 磐と して 我等に 存 るので ある。 

罪 は 第一に 迷 謹で ない。 罪 は 迷 謬 を 生す るが 罪 其 物 は 迷 謬で ない、 それよりも モット 深い 者で ある ~ 

罪 は 知識の 不足で ない、 故に 敎育を 施して 取消す 事の 出来る 者で ない。 佛法も 哲學も 其點に 於て 基督 

敎と 人間 救済の 根本 を 異にして ゐる。 賴は靈 魂の 腐收 であって、 頭 腦の狂 ひで ない。 故に li| しき 知識 

を與へた丈けで取除く事の屮1來る^1<-でなぃ。 基 赞敎の 供す る 救 ひ は イルミ ネ ー シ ヨン (啓蒙) でな く 

して コンボ ルシ ヨン (新造) である。 「人 もし キリストに 在らば 新たに 造られた る 者な り」 である 

( コ リ ント後 害五审 十七 節 )o 

iy, や-., >,.!•>  i ふ  そと 

罪は單 に行爲 でな い。 行爲 は行谈 作法で あって 身の 外の 事で ある。 然れ ども S§ は 心の 衷の 事で あつ 

て、 隱す 事の 出來る 事で ある。 S 非 は 過失で ない、 悪心で ある。 そして 人 は 何人も 罪人で あると 云 ふ は 

其 心が 惡 いと 云 ふので ある。 基督 敎に 在りて はィ H ス もパゥ a も 明かに 此 事を敎 へ た。 然し 乍ら 世人 

は 容易に 此事を 信じない。 基督 信者と 自 から 稱 する 人まで が 此事を 信じない。 曰く 人の 性 は 善で ある- 

罪と K  K  一一 一 一  一 


と « ひに 問す ろ w 究  一一 ニニ 

其， は 外面の 陋體崎 形に 過ぎない" 拾 かも 栗の 種 の 如し、 外に 鋭き 刺 ある も內は 美味の 5^ 實 なりと * 

基督 敎は其 正 反 對を敎 へ て  一一 rr ふ。 

噫 汝等禍 ひなる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 汝等は C く 塗りた る 墓に 似たり、 外 は 美く し- 

く 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 樣々  の汚樣 にて 充っ 

と (マ タイ 博 サ三章 二 七 節 )o 學 者と パリ サイの 人に 限らす、 凡ての 人が さう である。 

斯 くして 罪 は 人の 三分 性に 於て 單に 彼の 肉體 又は 理知に 屬 する 事で ない、 過失で ない 又 迷 謬で ない， 

靈 魂に 1® する 事で ある。 人 は 罪人で あると 云 ふ は 其 生命 の 根本が 腐って ゐ ると 云 ふ 事で ある。 信す る 

に：^ だ 厭な 事で ある。 然れ ども 聖書の 明白に 敎 ゆる 所であって、 眞理 なる を 如何せん である。 人 は 如 

何に して 斯 くまでに 墮 落せし 乎、 罪の 起原 を 知る は 難く ある。 或は 創世記 第三 章の 記事 を 文字通りに 

受取る 事 は 出来ない 乎 も 知れたい。 然れ ども 罪の 事 實は明 C である。 罪 は 科 學ゃ哲 學を以 つて 說 明す 

る 事は屮 r 来ない、 故に 文明の 進步 と共に 之 を 取 除く こと は 出来ない、 其 反對に 知識 技術の 進歩と 共に 

罪 も 亦 進歩す る。 人生、 實は 人の 罪 程 不可解の もの はない。 人 は 罪と 知りつ、 罪より 脫 する 事が 出來 

たい。 又 罪に 關 する 種々 の 說明を 試みて 而 かも の 眞相を 認めて 誤らたい。 の 事赏に 就いては 諸 見. 

悉く 一  致す る と 言 ひて 間違たい。 

の 事實が 明白なる と 同時に 之 を 取 除く の 途も亦 明白で ある。 そして 天が下に 此途は 唯一 つ あるの 

みで ある 一 使徒 行 傳四章 十二 節， )o 敎育も 修養 も 儀式 は 勿論の こと、 人 問の 爲す Me ての 事 は 罪 を 除く に 足- 

りない。  を 覆 ふ 事が 5,1 來る、 飾る 事が 出来る、 多少 之を訓 致す る 事が 屮： 來る、 然れ ども 之 を 除いて 

良心に 平和 を與 ふる 事 は 出来ない。 唯 神の 道た る キリストの 幅 音の みが 此事 を爲し 得る。 玆に 於て か 


宗敎は M ん でも 可い と 云 ふ 事の 無稽の  一一 一一 口た る 事が 判明る。 佛敎に 多くの 尊むべき 敎 ある 事 を 疑 はない 

が、 佛陀の 道 は キリストの 福音の 代用 を 爲す事 は 出来ない。 佛敎 も儒敎 も、 其 他 凡ての 宗敎も 「我等. 

の 良心 を 死た る行爲 より 潔め て 活ける 祌に 事へ しむ」 る赛は 出来ない。 

人の 罪 は 凡て 始祖 アダムの S 非を以 つて 始まれり と 云 ふは說 明す るに 至って 難い 事で ある。 其 說明は 

他 n 試む ると して、 玆に 驚くべき 事 は、 神が 第二の アダム を 降して、 第一の アダムの 罪を轉 覆し、 之 

に 代 ふるに 溢る. -の恩 惠を以 つてし 絵うた との 事で ある。 其 事 を 語る ものが 羅馬書 五 章 十四 節 以ドで 

あって、 第 十八 節が 殊に 顯著 である。 

是 故に 一 の 罪より 31 せらる、 事の 凡の 人に 及びし 如く、 一  の義 より 義 とせられ、 生命 を 瘦る泰 も 

凡の 人に 及べり 

と。 バウ ti の 此言を 文字通りに 解釋 すれば 萬 人 救済の 信仰に 達する であらう。 若し 第一 の アダムの 罪 

に 因る 萬 人 滅亡が 眞理 であると すれば、 第二の アダム の義に 因る 萬 人救濟 も眞理 であらねば ならぬ。 

然し 一 步を讓 りて 救濟は 凡て 條件附 きで あると して、 卽ち 信じて 救 はる、 ので あると して、 神に 於て 

は 咒ひは 凡て 取 除かれて、 キリストの 贖罪の 功に 因りて 人類 全體は 今や 罪 無き 者と して 极 はれつ 、あ 

ると 見る が當然 である。 其 ほ 據には キリストの 出顯に 因て 人類の 歷史は 一 變 した。 又國 民の 歷 に 於 

て キリ ス トを受 くると 受けざる とに 依て 其 盛衰に 天地の 差が ある。 佛敎は 偉大なる 宗敎 なりと 雖も、 

未だ 曾って 佛敎に 由って 起った 大國家 を 見た 事 はない。 此 所に 歷 史上の 大 問題が ある。 大いに 考 ふべ 

きで ある。 
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罪と は 何ぞゃ 

聖書に 謂 ふ 所の 罪と は 3： である 乎、 其 事が 解ら すして 書 は 解らない。 

と は 普通に 盜 むこと、 殺す こと、 ^淫 する こと， 偽の 證據を 立つ る こと k 思 はれて 居る、 而 して 

是れ 皆な 罪で ある こと は 何人も 疑 はない 所で ある、 然しながら 是れ 諸の" 罪 (sins) であって、 罪 其 物 

(the  sill) ではない、 曰 は 前者 を稱 して 遠 法と 云 ひ (加 拉太書 三 章 十九 節、 希们來 書九牽 十五 節 等 

に 「罪」 と譯 して ある は誤譯 である〕、 後者 を稱 して 特に 抓と 云 ふ、 罪 は 多くで はない、 一 つで ある、 

の 卵が あって、 其 結 架と して 多くの 罪が あるので ある。 

而 して 此 罪と は 何で ある 乎と 云 ふに、 夫れ は 反逆で あるので ある、 卽ち 人が 祌に對 して 犯した る 反 

逆の 罪で あるので ある、 疋れが の" であって、 すべての 罪の 本で あるので ある、 而 して 聖書が 排議 

して 止まざる lit- は 常に 此罪 である、 神が キリストに 在りて 除かん と 欲し 給 ひし は 人類の 此罪 である、 

玆 にす ベ て の 背德、 すべての 苦痛 の 本 原が 存す るので ある。 

アダムと エバと が したりと 云 ふ 罪は此 罪で ある、 禁制の 菜 物 を 食 ひし 事、 其 is?- は 小なる 罪で ある、 

神 は それが ために 彼等と 其 裔を呪 ひ 給 ふたので はない、 彼等が 惡 魔の 敎 唆に 從ひ、 神より 離れて 獨り 

立たん とし、 祌に對 する 彼等の 反逆の 意 を 表せん ために、 此禁を 破りし が 故に、 彼等 は 祌の樂 閥より 


5 すら ひび i  5 き  f 

逐 はれ、 世の 漂流 人と なった ので ある、 反逆 は 前にして 破戒 は 後であった ので ある、 卽ち は 前にし 

て 違法 は 後であった ので ある、 彼等 は 心に 反逆 を蓄 へ、 之を發 表せん として、 神に 對 して 面 當に此 違 『 

法を敢 てしたの である。 

斯 くし て 始祖の 行爲に 由て 神と 人との 親子 的關係 は 絶えた の で ある、 而し て 此悲む ベ き筢緣 を稱し 

て 「人類の 墮落」 と 云 ふので ある、 人類 は此 時す ベての 善性 を 失 ひたりと 云 ふので はない * 彼等の 智 

能 は 其 儘に 存し、 彼等の 德性も 亦 全く 失 はれなかった、 然しながら 彼等 は此時 彼等の 父なる 神 を 失つ 

た、 神と 彼等との 間に^せし 最も 親密なる べき 關 係が 此 時に 絕 えた、 彼等 は此時 使徒 バウ a の 所謂 

「希ば If: なき 又^に 在りて 神な き 者」 と 成った ので ある。 

罪と は 反逆で ある、 而 して 預言者 等が 責め て 止 まざりし は此 S 非 で あ る 、 

背ける ィ スラ H ル ょ歸れ 

と (耶 利米亞 記三聿 十二 節 〕、 叉 

其 罪 は 多く 其 背 遠 (反逆) は 甚だし 

と ハ仝五 章 六 節)、 叉 

我 民 はと も すれば 我より 離れん とする (反き 去らん とする) 心 あり 

と， 何 西 阿誊十 一 章 七 節〕、 又 

我れ 彼等の 反逆 を醫 さん  ， 

と (. 仝 十四 章 四 節〕、 神と 民との 調和が 預言者 等 唯一 の 目的であった、 此 にして 就らん か、 民 は 救 は 

れ たので ある、 ：：^ の 「反逆 を醫 さん」 事が 預言者の 熱 sl^ セ あつたの である。 

罪と は 何お や  三 一 五 


K- と 救 ひに^す ろ 究  三 一六 

而 して 預言者の 此 絶叫 ありし に關 はらす、 イスラエル の 民 は^の たる 此 反逆 を 犯して 4:- まなかつ 

た.  . 

イスラエルの 子孫 H ホバ の 前に 惡を爲 して バ ァ リムに 事へ、 其 先祖の 祌ェ ホバ を棄て 他の 神に 事 

へたり 

と (士師 記 二 章 十 一 . 十二 節)、 又 

ひ ...-/.•、  おのれ 

斯くて イス ラ H ルの 子孫 M ホバ の 前に 惡を行 ひ、 己の 神なる H ホバ を 忘れて バ プリ ム 及び ァ シ ラ， 

に 事へ たり 

と (仝 三 章 七 節，)、 又 

しに  ひと/, \  .6 の おへ 

H ホデの 死た る 後 イスラ ェ ルの 子孫 H ホバ の 目前に 惡を行 ひし かば 云々 (卽ち M ホパ に 反き 彼 を』 

忘れて 神なら ぬ 己の 想像に 成りし 偶像に 事 へ しかば 云々) 

と (仝 四 章 一節)、 忘恩に 次ぐ に 忘恩、 反逆に 次ぐ に 反逆、 撰 民の 歷史は 祌に對 する 其 反逆の 歷史 であ 

る、 聖書が 他の 書と 全く 異なる 點は玆 に 在る、 卽ち單 に 民の 罪 惡を責 むる に 止まらす して、 特に 其 神. 

に對 する 反逆 を責 むる にある、 單に 不義 を 矯めん とせす して、 不義の 根元なる 反逆 を醫 さんと する に 

ある、 預言者が s 々首へ るが 如く、 繊は實 に 姦淫で ある、 人が 神に 對 して 良 操 を 破る ことで ある、 此 

罪に して 除かれん 乎、 他の すべての， 罪 は 除かる、 ので ある。 

書の 所謂 「罪」 と は 反逆で ある、 故に 其 所謂 r 義」 と は 何んで ある 乎が 解かる、 罪と は 反逆で あ 

るが 故に 義と は歸頓 である、 諸の 罪 は 反逆より 來り、 諸の 德は歸 順より 生す、 義 とせら る、 と は單に 

義と {ー且 吿 せらる X ことで はない、 子と せらる、 ことで ある、 復 たび 子と して 神に 受納ら るる ことで あ 


る、 而 して 之に 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善 等の 諸 德の伴 ふ は 言 ふまで もない、 人 は 神に 反 

ふ ぎ おちる  とく 

いてす ベての 不義に 陷 りしが 如くに、 祌に歸 りて すべての 德に復 する ので ある、 聖書の 示す 所に 由れ 

ば 罪 も德も 祌に對 せす して 在る 者で はない、 神 を 離れて 罪が あり、 神に 歸 りて 德が ある、 此 意味に 於 

て 宗敎は 本に して 道德は 末で ある、 人類 は 罪 を 犯せし が 故に 神 を 離れた ので はない、 祌を 離れし が 故 

に 罪 を 犯す ので ある、 其 如く、 德を 建て 神に 歸 るので はない、 祌に歸 りて 德を 建つ る ことが 出來 るの 

いは， ゆる  おこな ひ  、 

である、 。ハウ £1 の 所謂 「人 は 行爲に 由て 救 はるる にあら す、 信仰に 由て 救 はる」 と は. 此事を 意 ふので 

ある。 

罪と は祌を 離る & ことで あり、 義とは 祌に歸 る ことで ある 事が 解って、 救 濟とは 3： ん である 乎が 解 

る、 救 濟とは 單に罪 を 去て 義人と なること ではない、 斯 かる 事 は叉實 際に 人の 爲し？ 1 る 事で ない、 あ 

ひ  おのれ i りかへ  .  ろむ  - - ,  -； 

濟とは 神の 側より 見て. < を 己に 取 反す 事で ある、 人の 側より 見て 反き し 神に 歸る 事で ある、 而 して 神 

と 人との 中保者なる キリストの 立場より 見て、 二者の 調和 を 計る ことで ある、 而 して 神と 人との 場合 

に 於て は讓 るべき は 神に 於て 在らす して 人に 於ての み存 する が 故に、 救 濟とは 人 をして 神に， 和らがし 

むる ことで ある、 人 を 祌に對 する 其 元始の 關 係に 引 直す 事で ある、 預言者の 言 を 以て 曰へば 「民の 反 

逆を醫 す」 ことで ある、 斯くて 救濟と は單に 苦痛 を 去る ことで はない、 又單に 不義 を 除く ことで はな 

い、 人 を 神に 携 還る ことで ある、 祌に對 する 其 關係を 正しくす る ことで ある、 單に罪 を 去る と 云 ひ、 

心を淸 むる と 云 ひ、 義を慕 ふと 云 ひ、 正を踐 むと 云 ひて 救濟の 何たる 乎 は 解らない、 起て 父に is- ると 

iM ひ、 祌と 和らぐ と 云 ひ、 子と せらる、 と 云 ひて 其 3： たる 乎が 明白になる ので ある。 

反逆、 歸順、 救お、 —聖書の 示す 所、 語る 所、 說く 所は是 である、 聖書 は 所謂 純 道德を 語らない、 

罪と は 何-そや  三 I ヒ 


,^  >, -^^ に i! すろ w 究  三 一 八 

乂扣象 的 现を說 かない、 祌と 人との 關 係を說 く、 其 ふる 所 は 直義で i ヒぃ、 幅 昔で ある、 が 人 

*;のれ--!^ゃへ  .V.' 、ひ  、、  ,  / 

を 已に携 還.^ ん とて I はけ 給 ひし 救濟の 手段と 方法と である、 其 { 巧： 傳を傅 道と 稱 する は 犬なる 誤稱 であ 

る、 傳道 ではない、 福 昔宣傳 である、 嘉 信の 傅 達で ある、 幅 音 一名 之 を 「1: ら ぎの とい ふ (资林 

多 後書 五 章 十九 節： r 而 して 之 を宣傳 ふるのが 所謂 傳道者 の 職分 である、 彼 を 傅 道 師と稱 し て 道德 の 敎 

師 ののへ， くに E 心 ふは大 なる 誤謬で ある、 彼 は 神が キリストに 在りて^ をして  1{fJ;f がしめ 給 ひし 共 Ifl 

を， W- 傅 ふる 者た るに 過ぎない、 

ね やよ ら 

我等 キリ ス トに 代りて 汝 等に 求 ふ 汝等祌 に 和げ よ 

と (令： 廿節， }、 我等が 一 i 昔の 宜傅 者と して 人に 4：： ぐる 所は是 に 過ぎたい、 人が キリストに 由り て 神に 對 

する 其 反逆 (罪) を 認め、 悔 ひて 彼に 歸り (義 とせられ)、 復 たび： 兀の 如くに 彼の 子と 成る に 及んで 

(救濟 はれて.) 傳道卽 ち 一 i 音 宜傳の 目的 は 達せら. d る の で あ る。 


罪の 目錄 


新約聖書 は 所々 に g§ の 目 錄と稱 すべき 者 を 揭げて をる、 左の 如き は 其 重なる 者で ある。 

々の 心より 出づる もの は惡 念、 姦淫、 苟合、 兇 殺、 盜竊、 貪婪、 惡遷、 詭譎、 好色、 嫉妬、 謗蘿、 

1^ 傲、 狂妄 なり、 是 等の 惡行は 皆な. s: より 出て 人 を 汚す もの 也 f 馬 可傳 七章廿 一- 廿ニ 節。 馬 太專十 


五 章 十九 節 参照 ；}c 

諸の 不義、 惡匿 r  E ，很 を充 たす 者、 又 妬 忌、 兇 殺- 爭鬪、 詭譎、 刻 雖を盈 たす 者、 叉議 害、 

毀 誇 をな し、 神 を怨む 者、 狎侮、 傲慢、 矜夸、 幾詐、 父母に 不孝、 頑梗、 背約、 不情、 不 慈なる 

者 云々 (碟 章廿 九： 骨 一 節〕。 

夫れ 肉の 行は顯 著な り、 卽ち苟 合、 汚據、 好色、 偶像に 事 ふること、 巫術、 仇 恨、 举鬪、 妒忌、 

忿怒、 分爭、 結黨、 異端、 娟嫉、 兇 殺、 醉洒、 放 i?;! などの 如し (加 拉太書 五 章 十九— 廿 一節)。 

以上 を稱 して 新約^ 寄 中の 罪の 三 大目 錄と云 ふこと が屮 Z 來る、 其 他 長き 者と して は 提摩太 前書 一. 章 九、 

十 節、 幷に仝 後書 三 章 二— 五節が ある、 短 かき 者と して は 羅馬書 十三 章 十三 節、 哥林多 後書 十二 章卄 

節、 以弗所 書 w 章 三十 一 節、 哥羅西 書 三 章 八 節、 彼 得 前書 一 一章 一 節、 同 四 章 三 節 等が ある、 其 他尙ほ 

少数の を列舉 せる 章節、 又は 單獨の 罪に 就て 詳述せ る 聖句は 決して くない、 然し 以上 は 最も 注目 

すべき 罪の 目錄 であって、 之 を精究 して 罪に 關 する 聖書の 敎 訓を窥 知る ことが 出来る、 を赦 すため 

に 世に 臨みし 幅 昔 は S 非 を 摘發す るに 方 て： s だ？ 敏密 である、 

^、れ 神， 一 h:i は活 きて H: つ 能 あり、 兩 刃の 劍 よりも 刺く、，. 氣と 魂、 叉ぎ 節骨髓 まで 刺し 剖ち、 心の 

念， -」 志： お を鑒^ る ものな り (希； E 來書四 章 十二 節い 0 

先 づ人を s§ におめ て 然る 後に 彼 を 救 ふ、 彼 を 殺して 然る 後に 彼 を 活かす、 大慈を 齎らして 世に 臨みし 

福 昔 は 手に 切斷の 利劍を 握る、 聖書 は 神の 恩惠に 就て 示す 所が 多い、 隨て 罪に 就て 語る 所が 多い、 罪 

の增す 所に は もい や すと 云 ふ、 § 手書が 扉に 就て 記す こと 長く して 詳しき は 其 供す る 救 % が 深く し 

て宏 いからで ある。 


罪と 救 ひに^す ろ w 究  三 二 0 

以上 三大 ini 錄の 巾に 収められ たる， 非の 數は總 て 一一； 十九で ある、 肉の 罪、 靈の 罪、 外なる ST 內 なる 

FT 異邦人の 罪、 督 信者の Isr 社會 の， ST 敎會の ST 罪と 云 ふ 扉に して 新約聖書の S§ の 目 錄の屮 に 

； i れ たる 者 は 無い、 我等 は 唯 無意味に 之を讀 過すべき ではない、 深く 各. 現の 眞義を 探り、 其 指示す る 

所 を 明かに し、 以て， 4 を 其す ベての 方面に 於て- ：!^ かにすべき である。 

0 錄 第一 

目錄 第一 は キリストに 由て 供せられ し 者で ある、 と は 食物の 事、 礎 式の 事、 交際の 事、 卽ち 身の 

外の 事と ひし パリ サイの 人に 對 して、 罪と は 情 性の 事、 思念の 事、 意志の 事、 卽ち 心の 內の 事で あ 

る こと を 述べられし 時に、 特に 彼の 弟子 等に 供せられ し 罪の 目錄 である (馬 可 傳七章 一 ー サ三節 y 玆に 

+ 三の 罪が 擧 げられ て ある、 之 を 左の 三種に 训っ ことが 出来る。 

*B 念。 H だは 罪の 總稱 である、 卵と は 外より 來る もので はない、 より 3^ る 者で ある、 故に 素々 行 

1^ ではない、 思念で ある、 惡 しき 思念、 是れ -s;_- である、 惡 しき 行 爲は其 結果た るに 過ぎない。 

惡念 第一 種 

苟<5 口、 盜竊、 殺、 姦淫、 貪楚、 惡慝、 是れ惡 念の 第一 種で ある、 惡行 となりて 容易に 外に 顯は 

る k 者、 而 かも 共 源 因 は 深く 潜んで 心の底に 在る。 

^合。 情性の紊亂ょり9^る情慾の亂行でぁる、 婚姻 は 貴く 閨 門に 汚れな しと 雖も、 神 は 苟合乂 

は 姦^す る^ を * 判き 給 ふと ある (希 伯來書 十三 章 四 節)、 苟合は 情 性を碳 して 閨？： を 亂す、 子孫を^！母 

し、 社會を 害す、 苟合は^6^大なる"5;^でぁる、 之 を 輕 く 見る は、 情 性の 如 3： に 神聖なる か を 知らざる 


こ .c^ る o 

盜竊。 十 誠 第 八條を 以て 禁ぜられた る雜 である、 己れ 勞せ すして 他の 勞 して 獲し もの を 獲ん と 

する である、 或 ひ は 神が 與 へざる 者を自 から 進んで 獲ん とする 罪で ある、 物を盜 み、 地位 を 盗む、 

竊は 人が 思 ふが 如き 稀れ なる 賴 ではない、 多くの 人に 由て 多くの場合に 於て 廣く行 はる vsi- であ 

る 0 

殺。 人の 生命 を 奪 ひ、 叉 は 之 を 害 ふの 罪、 十誡 第 六條を 以て 禁ぜられ たる 罪で ある、 其 最も 

著明なる 者が 戰爭 である、 是れ人 を 大げさに 殺す 罪で ある、 戰爭を 行 ふ 者、 之を赞 成す る 者、 軍旗 

を 祝福す る 者、 戰勝を 祈る 者、 是れ 皆な 此罪を 犯す 者で ある、 其 他 兇 殺の 罪 は社會 のす ベての 方面 

に 於て 行 はれる、 墮胎 する 者、 墮胎を 助く る 者、 避姙を 企つ る 者、 貧者の 貧 を 奪 ふて、 其 健 腹 を 害 

ふ 者、 食品 を僞 和して 之 を鬻ぐ 者、 酒類 堙草 等、 確かに 生命 を 害 ふ もの を， に 供給す る 者、 是れ皆 

な 兇 殺の 罪 を 犯す 者で ある、 神 を 離れた る 罪の 世 は 兇 殺の 世で あると 云 ふこと が 出来る、 生存 競爭 

を社會 進歩の 原理、 國運仲 長の 本 原と 見做す 者 はすべ て 殺の 罪 を 其 根底に 於て 是認す る 者で ある。 

姦淫。 十誡 第 七條を 以て 禁ぜられ たる 罪で ある、 苟合 に似て 之と 異なる、 姦淫 は 情愁を 以て 殊 

に 他人の 妻 (又は 夫) に 臨む の 罪で ある、 故に 是れ苟 合に 盜竊を 加へ たる 罪で ある、 他人の 所有 權 

を 其 最も 貴重なる 點に 於て 最も 卑猥なる 方法 を 以て 犯す 所の 罪で ある、 姦淫 は 他人の 愛 を 奪 ふの 罪 

である、 盜竊の 物 を 奪 ひ、 殺の 生命 を 奪 ふに 比べて 更らに 嫌 ふべき 更らに 憎むべき 5 非で ある、 實 

に 人に 對 する 雜の 中に， 益 淫は最 醜 極悪の S 非で ある (利 未 記 一 一十 章 十 節 を 見よ )o 

含 (婆。 十誡第十條を以て誡められたる5^§でぁる、 巳に 屬 せざる 物 を 獲ん とする 點に 於て は盜竊 


と 救 ひに 關 すろ 研究 

に 類す、 然れ ども 貪 林 女 は^ 竊 よりも 遙 かに 深い 且つ 廣ぃ 罪で ある、 貪 焚 は 他人の 物 を 獲ん とする に 

止まらす して、 他人の 所有 權を 否認 せんとす る、 貪婪の の國 家の 上に 現 はれた る 者が 所謂 帝國主 

義 である、 也 を萬國 と共に 均しく 頒 たんと せす して、 之 を 擧て自 國の版 圖と爲 さんと する、 是もカ 

帝國 主義で ある、 貪黎は 己れ 一人 を 最も 貴き 者と 思 ふより 起る， である、 萬 人と 共に 均しく 人き を 

樂 ましと 4- すして、 己れ 一人 萬 物を專 有して 獨り 富と 貴き とに 誇らん とする、 貪楚は 平和の 攬亂者 

である、 大戰爭 は是れ がた めに 起り、 限りなき 紛爭 は是れ がた めに 釀 さる、 貪婪の 範園は 出 埃 及 記 

記者が 十誡の 此 條に附 せし 註解に 由て 明かで ある、 も、 しもめ 

汝、 其 隣人の 家 を 貪る 勿れ、 叉汝の 隣人の 妻、 及び 其、 僕、 婢、 牛、 驢馬 幷に 凡て 汝の 隣人の 

所有 を 貪る 勿れ (出 埃 及 記 一 一 十 章 十 七 節)、 

ダビデ 王 は 其 隣人の 妻 を 貪り、 其 夫 を 殺して 彼女 を 奪 ひ (撒 母 耳 後書 十一 章〕、 ァハブ 王 は 其 隣人 ナパ 

チの 葡萄園 を 貪り 其 所有 主 を 殺して 之を楚 ふた (列 王 記 略 上， 二十 一章 )o 

V:TE。 惡 のために 惡を爲 す である、 卽ち、 物 を 酸ん がた めに 非す して、 又は 樂 みに 耽けらん 

がヒめ こ： ^y. す して、 悪を爲 すの 面白さより 之を爲 すの 罪で ある、 箴言 四 章 十六 節に 

彼等 は惡 を爲さ 、くれば 腿ら す、 人を蹶 かせ ざれ ば^す 

と ある は此 の 罪に 就て 言 ふたので ある、 俗に 之 を 惡戯と 云 ふ、 人の 苦む を 見て 喜び、 事の 破る k 

を 見て 樂む、 悪慝は 殊に 惡 魔の 性で ある、 彼 は惡を 好む 者で ある、 神が 善の ために 善 を 愛し 給 ふや 

うに 惡 麼は惡 のために 惡を 好む、 は 上進 すれば 終に 兹に 至る、 卽ち利 慾 を 離れ、 情慾 を 去り、 惡 

に 興味 を 有つ に 至る、 惡愿は 惡其物 W 外に 何の 求む る 所な くして 之 を 行 ふ 罪で ある。 


以上 は惡 行と なりて 外に 顯 はれ 害 を 他人に 及ぼす 雜 の目錄 である、 卽ち 情操 を 汚す の 罪 (苟 合)、 物 

を 奪 ふの 罪 (盜竊 )、 生命 を 奪 ふの 罪 (兇 殺)、 愛 を 奪 ふの 雑 (赛淫 y 權利を 奪 ふの 罪 (貪婪)、 

惡を樂 むの 罪 (惡慝 ) 是れ である、 何れも 恐るべき 罪であって、 而 かも 何れも 廣く 世に 行 はる \s ^で 

ある、 簡單 なる 罪の 目錄の 中に 此^の 罪の 悉くが 玆 に列擧 せられて あるかの 如くに 感 する。 

惡 念 第二 種 

以上の 六つ は 外に 顯 はれて 他人 を 害する 罪であって、 以下の 六つ は內に 匿れ て 己 を 毒す る 罪で ある、 

惡 念の 第一 一種 は卽ち 左の 如くで ある、 

0  0  0 つ  0  0  CO  00  00 

詭譎、 好色、 嫉妬、 謗讕、 II 傲、 狂妄。 

跪 誘。 他 を 欺く ことであって 叉 故意 を 以て 已を 欺く ことで ある、 然れ ども 譎計を 施して 他を瞞 

まさん とする 罪と 見す して 自己の 誠實を 衷に隱 くして 之 を 外に 現 はさ る 常習と 見ての 罪で あると 

ail 

ふ、 詭 譎と譯 されし 原語の 語源に 就て は學者 間に 種々 の 異說が ある、 或 ひ は 「餌」 を 意味す る 語 

より 出た 者であって、 A ぼ を 以て 他人 を 釣らん とする 詭計の 意で あると 云 ひ、 或 ひ は 「混和す る」 の 

意であって、 隨 て 偽 和せ る 物品 を 驚ぐ ことで あると 云 ふ、 然し 其 語原に 因 て 此目錄 に 於け る此語 の 

意義 を定 むる こと は 出来まい と 思 ふ、 勿論 內に己 を 欺く 者 は 外に 他 を 欺く 者で あれば、 二者の 間の 

iHil 刖は 立て 難しと 雖も、 之 を 外に 現 はる、 罪と 見る と 内に 働く 扉と 解す るとの 問に は自 から 明， 日な 

る 15!; 別が あると 思 ふ、 余輩 は此 所に 於て は 詭譎は 誠 實の隱 蔽义は 天眞の 抑獎と 解す るの が適當 であ 

ると 思 ふ、 卽ちィ H スが ナタナ H ルを 評して 

視ょ、 眞の イスラ ェ ルの 人に して 其 心詭譎 なき 者 (約 |g 傳 一章 四十 七 節) 
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と 一一 一一 c ひ 給 ひし 其 意味に 於て 解すべき であると 思 ふ、 之 を 詭計と 譯 すべき 場合 は 之 を 馬 可傳十 ra: 章 一 

節に 於て 兒 るべき である。  、 

好色。 好色の 譯字は 能く 原語の 意義 を 誰さない、 "1^ れ放 縱乂は 放埒と 譯 すべき 者であって、 す 

ベて 意志の 檢 束な きを 云 ふ、 前なる 詭譎 が天眞 の抑壓 であるに 對 して 是れ なる 「好色」 は 肉 慾の 放 

縱 である、 善き 心 は 之 を 抑へ、 惡 しき 心 は 之 を 放つ、 以弗所 書 四 章 十九 節に 曰 へ るが 如し 

彼等 は 恥 を 知らす、 好みて すべ ての 汚 據を行 はんため に 己 を 放蕩に：^ せり 

と、 放蕩 は 色慾の 放縱 (猶太 書 四 節〕 に 限らない、 內 なる 獸愁を 其 欲する 儘に 任 かす こと、 其赛が 放 

蕩 である、 而 して 「好色」 とは此 事で ある、 故に 余^ は 之 を 放縦と 改譯 する の適當 なる を認 む。 

嫉妬。 原語に は惡 しき 眼と ありて、 惡意を 以て 他人の 成功 又は 幸福 を 見る の 雜 である、 單に之 

を 羨む に 止まらない、 又必 しも 進んで 之 を 毀たん とする ので もない、 他人の 幸福 を 見て 不快に 感じ- 

彼 れ^ちよ かしと 心、 密かに 祈る 事で ある。 

誇 II。 嫉妬の 更ら に. 一 几 じたる 罪で ある、 嫉妬 は 他人の 成功、 淸淨、 善行、 幸福 を 不快に 感 する 

ことで あるに、 讓讕は 之に 由て 更らに 忿怒 を 起す ことで ある、 好意 は 之を惡 意に 解し、 善行 は 之 を 

惡 手段と 見る、 パリ サイの 人 幷に學 者 等が ィヱ スの 善行 を 鬼の 王との 共同 事業と 觀 たりし 時に 彼等 

は 彼 を 誇鼸し たので ある (馬 可 傳三章 廿ニ節 下 y 誇 は そしる であって 讕 はにくむ 又は うらむ である- 

憎みて 謗る、 神に 對し て此罪 を 行へば 褒濱 となり、 人に 對 して 之 を 犯せば 誹誕 となる、 聖靈 を瀆す 

者 は 限りなく 赦 さるべからず (三 章サ九 節) と ある は、 神の 下し 給 ふ 最善の 賜物に 3： の 價値を も 認め 

す、 返て 之 を 悪しき おと 見做す 者、 斯 かる 者 は 永久に 赦 さるべ からすとの 事で ある、 


彼等 は惡 をよ びて 善と し、 善 をよ びて 惡 とす (以赛 亞書 五章廿 節) 

る 者であって、 斯 かる 者 は假令 全能の 祌と雖 も 救 はんと 欲して 救 ふこと は 出来ない、 俗諺に 「愚者 

に 用 ゆる 藥 はない」 と 云 ふ 事が あるが、 其 如く 善 を惡と 解し、 惡を 善と 觀る 者に 對 して は說 くに 敎 

なく、 論 すに 言葉がない、 人 を辨激 する の危險 は玆に 在る、 誹 識は人 を 害する よりもより 多く 己 を 

害する、 排識と 褻 瀆とは 其 根 原 を 向う す、 而 して 人に 對 する 誹識が 神に 對 する 褻瀆 となる 時に、 謗 

Si の 罪 は 其 極 惡の菜 を 結んで、 人 は 之に 由て 終に 永遠の 滅亡に 陷ゐ るので ある。 

驕傲。 嫉妬の. 一 几 じたる 者が 讓 讕 であって、 謗讕 の. I 几 じたる 者が 驕傲で ある、 善 を 不快に 感じ、 

善 を惡と 見做し、 終に 善に 對 する 惡の 優勢 を 誇る、 II 傲 は惡が 善の 上に 立ち、 之 を 足下に 視て 蔑，. 視 

む 心の 態度で ある、 善 を 以て 善に 秀でん とせす して 惡を 以て 之に 勝たん とする、 惡を押 通さん とす 

る、 お-かに も あり、 又 恐ろしき 心の 狀態 である、 惡 魔と は 祌に對 して に此 態度 を 取る 者で ある、 

彼 は 神の 善に 代 ふるに 己の 惡を 以てし、 之 を 以て 地 を も 人 を も 支配 せんとす る、 故に 

t クぶる もの 

祌は驢 傲 者 を 拒み 給 ふ 

と ある e 雅各書 四 章 六 節)、 而 して 惡 人と は 惡 魔が 神に 對 して 取る 此 態度 を祌と 善人と に對 して 取る 者 

である、 悪人の 特性 は 矯 傲で ある、 世に 「謙遞 なる 惡人」 とて は 決して 無い、 惡人 若し 謙遜 を 装 ふ 

こと ありと する も、 彼 は 其 心の 根底に 於て 驕傲で ある、 「俺れ が、 俺れ が、 俺れ が」 と、 「俺れ」 

が 最も 大 なる 者であって、 「俺れ」 が 最も 貴き 者で ある、 彼 は 世が 「俺れ」 を 揚げざる を 憤り、 

「俺れ」 に 杭す る 者 ある を 見て 怒る、 驕傲、 之 を 3 非の 終、 惡の 極と 稱 する ことが 出来る。 

在妄。 以上 惡念 第二 種の 總稱 である、 了智の 缺乏の 意で ある、 神 を識る 心の 缺乏 である、 

の H  @  一二 二 五 
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5g かなる 者 は 心の中に 神な しと 云 へ り 

と あり (詩篇 五十 三篇 一 節)、 叉 

不義 を 行 ふ 者 は了智 なし 

と ある は ( 仝 四 節)、 狂妄の 罪に 沈める 愚者と 不義 者と に 就て 云 ふたので ある、 詭 はる も、 嫉む も、 

謗る も、 驕るも 神 を覺ら ないから である、 或は 神 を 知らざる の 結果と して 人は是 等の 靠 に陷ゐ るの 

である、 狂 妄は道 德幷に 信仰の 空乏 である、 キリスト は 其 弟子に 敎 へて 

其 兄弟 を 愚者よ と 云 ふ 者 は 集 議に干 からん、 又狂妄 よと いふ 者 は 地獄の 火に 千 かる ベ し 

と H はれた C お 太傳五 章サニ 節」、 兄弟 を 狂妄と 呼ぶ は の 極で ある、 而 して 自身 狂妄 となる は 不幸 

の 極で ある、 狂妄 は，^ とい はんより は 寧ろ 善の 皆無で ある、 惡を繼 綾す るの 結 rar 善なる 者 は 全く 

無き に 至りし 人の 心の 狀 態で あ る。 

以上 R 錄 第一 に揭 げられ たる 罪 はすべ て 十三で ある、 今 之 を 分類 すれば 左の 如くになる。 

惡念、 之 を 二 極に 分つ、 

第 一 種 

^合、 子孫 を 害する の 罪 

人命 を 害する の 罪 

^竊、 財 .M を 害する の， 弊 

姦^、  〔¥ 庭 を 害する の 罪  一 


貪 焚、 權利を 害する の 罪 

惡慝、 人格 を 害する の 罪 

第二 種， 

詭譎、 善性 を 抑 ふるの 罪 

放&、 惡性を 放つ の 罪 

嫉妬、 善を賓 ばざる の 罪 

謗 漏、 善 を 誹る の 罪 

驕傲、 惡を 喜ぶ の 罪 

狂妄、 善性 缺乏の 罪 

.§ ちす ベての 罪は惡 念で ある、 而 して 惡 念に 外に 現 はれて 人 を 害する ものと、 內に 匿れ て 己 を 毒す る 

^とが あるとの 事で ある、 外に 現 はる、 ものが 六つ、 內に 匿る、 ものが 六つ、 イスラエルに 十二支 派 

が あり、 キリストの 弟子に トニ 使徒が ありし が 如くに、 罪に も 亦 十二 種 ありて、 ^を壞 ち、 靈 魂を滅 

す と の 事 で あ る 、 實に 完全なる 罪の 目錄 である。 

因に 云 ふ、 日本 譯 聖書に 姦淫 を苟 合の 前に 揭げ ある も、 是は 最も 信賴 すべき 古寫 本に 循ひ、 ：^.^ 竊と ■ 

貪婪との 間に 揷 まるべ き 者で ある。 

目錄 第二 

□! 錄第 一は キリストに 由て 供せられ たる 者であって、 罪 を 内なる 惡 念と 見ての ものである、 目錄笫 
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二 は バウ II に 由て 與 へられた る 者であって、 罪 を 神 を 神と して 認めざる 結果と 見ての ものである、 初 

めに 先づ余 * の改譯 を揭げ る、 卽ち 左の 如し、 

すぺて 

諸の 不義、 卽ち暴 狼、 00, 貪婪 を 以て 充 たされた る 者、 叉 妬 忌、 兇 殺、 爭鬪、 詭識、 刻薄に 盈 

てる 者、 護 害する 者、 毀 謗す る 者、 神 を怨む 者、 狎 侮る 者、 傲 si る 者、 矜夸る 者、 惡事を 企つ る 

者、 不孝なる 者、 不理なる 者、 不信なる 者、 不 情なる 者、 不 慈なる 者 …… 彼等 は 凡て 斯 かる 事 を 

行 ふ 者 は 死に 當る べしとの 神の 規定 を 知りながら、 尙ほ自 から 之 を 行 ふの みならす、 亦 之 を 行 ふ 

よし 

者 を 善と す。 擺馬書 一 章廿 九— 骨 一 節。  ， 

斯く譯 して 見て、 是れは 罪の 目錄 であるより は 寧ろ 罪人の それで ある ことが 判明る、 卽ちパ ゥ 口 は玆 

に 抽象的の を揭 げたので はたく して 罪の 化身た る 罪人 を 引立てた ので ある、 然し 余輩 は 研究の 便宜 

上より 玆には 罪人に 就て 語らす して 其 物に 就て 語る 事と する。 

不義。 「諸の 不義」 と 云 ふ、 後に 列擧 せる 罪全體 の總, である、 目錄 第一 に 初めに 惡 念と 云 ひ 

て、 然る 後に 惡 念の 種類 を 列ね しゃう に、 兹 にも 亦 初めに 諸の 不義と 云 ひて、 後に 不義の 分 枝を擧 

げたので ある。 

暴狠。 此譯字 果して 適切なる や 否や を 知らない、 哥林多 前書 五 章 八 節に は惡 毒と 譯 して ある、 

假り に 暴狠 の 譯字 を存す る として、 暴 狼 は惡慝 よりも 更ら に 深い 罪で ある、 惡 行で あるより は 寧 ろ 

悪性で ある、 猛獸 の暴惡 たるが 如く 其 根性に 於て 佞惡 なる 事で ある、 暴 狠の反 對は良 善で ある (加 

拉太書 五 章サニ 節： r 错の 心に 對 する 蛭の 心で ある、 機會 さへ あれば 人に 害 を 加 へんと する 心の 狀態 
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である、 暴狠は 不義の 首であって 其 源 である、 キリストの 曰 ひ 給へ るが 如し、 


喧、 蝮の 裔ょ、 汝等惡 にして 何で 善 を 言 ふこと を 得ん や、 夫れ 心に 充 るより U に 一一 一一 n はる、 者な 

*f: 二  /? しさく-り 

れば 也、 善人 は 心の 善 庫より 善き もの を 出し、 惡人 は其惡 庫より 惡 きもの を 出せり (馬 太傳 十二 

章 世 四， 卅 五節 〕o 

惡慝。 口 錄 第一 に 見えたり、 惡を 喜んで 之を爲 すの S 非で ある、 不義の 源 は 暴 狼であって、 暴狠 

の 外に 現 はれた る 者が 惡慝 である、 惡毒を 內に蓄 へて 人に 接して 之 を 放射す、 蛭 は 爾か爲 す、 悪人 

も亦爾 かなす、 前者に 取り 螫すは 自然で あるが 如く、 後者に 取り 傷つく る は快樂 である、 世に 中傷 

の 盛に 行 はる、 は 蝮の 裔が 多い からで ある。 

ん 具 樊。 同じく 目錄 第一 に 見えたり、 他人の 所有 權を 無視す る である、 貪婪 は惡匿 I の 更らに 歩 

を 進めた る 罪で ある、 罪に も 子が あり、 叉 孫が ある、 暴 狼の 子が 惡應 であって、 其 孫が 貪樊 である、 

慾すでに孕みて^^；を生み、 S ますで に 成りて 死 を 生む と あるが 如く (雅各 書 一 章 十五 節)、 人 其 心に 暴狠 

を 孕みて 惡慝を 生み、 惡慝 生長して 貪黎を 生む と 云 ふこと が 出来る、 罪 は 單に其 發表を 以てして は 

みづ 

滿 足しない、 終に 自 から 主た らんと する、 他 を 傷つく る を 以て 止まない、 進んで 彼 を 己に 從 はしめ 

ん とする、 好んで 人の 名譽を 傷つく る こと、 是 れ惡慝 である、 更らに 進んで 其 名譽を 己に 牧 めんと 

する こと、 是れ 貪婪で ある、 好んで 人の 事業 を 妨害す る こと、 是 れ惡慝 である、 更らに 進んで 其 事 

業 を 己に 奪 はんとす る 事、 是れ 貪婪で ある、 S 非 は 素より 己に 求む る 者で ある、 其惡慝 となりて 現 は 

る k や、 無私の 觀を呈 する こと ありと 雖も、 然れ ども 罪 は 終に 其 本性 を 現 はさ れば歇 まない、 惡 

愿は 終に 貪婪と なりて 現 はれる、 罪 を 犯す の 快樂は 終に 物 を 獲る の 快樂と 成る、 s§ は暴狠 として 心 

に； V ギ まれ、 惡慝 として 外に 現 はれ、 貧 焚と して 其 私愁の 本性 を 明かに する。 
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食 は 之 を 廣義に 解 すれば 外に 現 はれた る S 非の 總體 である、 罪 は私愁 であって、 貪禁 は 私 愁の實 

現した る ものである、 故に キリスト は 心して 貪 心 を 慎めよ と 戒め 給 ひ (路加 傳 十二 章 十五 節 y  。ハウ 口 

は 貪婪 は卽ち 偶像 を拜 する こと 也と 一一 一一 n ふて 居る (飪羅 西 書 三 章 五節〕、 貪 焚 は 自己 を 愛する 事、 財 神に 

事 ふる 事、 枕 界の國 々と 其榮 華と を 己に 得ん とて 俯伏して 惡 魔を拜 する 事で ある C 馬 太 傳四章 八、 九 

節〕、 人が 人に 對 して 犯す 5^; の 中に 貧楚の 罪と して 見る ことの 屮 H 来ない 罪 は 無い。 

以上 は賴 の總體 である、 暴 狠は其 根で ある、 惡慝は 其 幹で ある、 而 して 貪 楚は其 枝總體 として 見る こ 

とが 巾 Z 來る、 ，4 の 親と 子と 孫、 其 根と 幹と 枝、 暴狠、 惡匿 r 貪婪と 云 ひて 罪の すべてが 盡 きて 居る〕 

然しながら は 又 之 を 他方 面 より 考察す る ことが 屮 H 來 る、 罪は惡 毒で あると 同時に 又 仇 恨 で あ る ： 

悪意 であると 同時に 又 敵意で ある、 而 して 罪 を 敵意と 見 て 兹に又 罪の 新たな る 系統が 生じて 來 るの で 

ある。 

妬总。 目錄 第一に 嫉妬と して 見えた る 罪で ある、 他人の 善 を 見て 悅 ばざる 罪で ある、 妬 忌 は 敵 

意の 濫觴で ある、 始めは .2: に 隱れて 何の 危害 を も 他に 加へ ざるが 如くに 見 ゆると 雖も、 而 かも 其 中 

に惡ぶ 母 は 含まれ、 利 劍は藏 さる、 ので ある。 

兇 殺。 妬 忌の 外に 現れた る 者が 此罪 である、 彼れ 無 かれよ かしと 欲 ひて 終に 其 人 を 除かん とす 

るに-や-る、 或 ひ は劍を 以て 除く あり、 或 ひ は 言 を 以て 除く あり、 其 手段と 方法と は樣々 である、 然 

れ ども 除かん と 欲する 心 は 一 つで ある、 力 インが 其 弟 アベ ルを 殺した の も 妬 忌の 故で ある、 

彼 (力 イン) は其^？を殺せり、 何故 之 を 殺し k か、 己の 行 ひし 所は惡 しく、 弟の 行 ひし 所は義 

しかりし に 因る OS 翰 #1 書 三 章 十二 節 y 


サゥ 口が ダビ.， テを投 さんと したの も 妬 忌の 故で ある、 而 して パリ サイの 人、 學者、 祭司 等が イエ ス 

の 十字架に 釘 けられん こと を 願 ひて 竞に其 目的 を 達した の も 妬 忌 ゆ ゑで ある、 妬 忌と 兇 殺と は 近く 

相關聯 する 罪で ある、 妬 忌 ゆ ゑに 競爭 者の 生命 を 奪 ひ、 妬 忌 ゆ ゑに 彼 を 其 地位より 突 落し、 妬 忌 ゆ 

ゑに 其 名譽を 傷け て 社交的に 彼 を 殺さん とする、 軍人 は劍を 以て 殺し、 敎育家 は^ 語 を 以て 殺し、 

宗敎. 冢は 聖書 を 以て 殺す、 兇 殺の 範圍は 甚だ 廣く ある、 而 して 吾人の 最も 懼る i 者 は劍を 以て 身 を 

.1-.= しひ  ろぼ 

殺し 揚る 者で はなく して、 舌と 言語と 教義と を 以て 魂と 身と 雨つな がら を 地獄に 滅し 得る 者で ある 

(馬 太傳十 章廿八 節〕。 

一 举鬪。 妬 忌- 其 目的 を 達して 兇 殺と なりて 止む、 然れ ども 共 目的 を 達し 得すして (学鬪 となりて 

繼 緩す、 (サ鬪 は 妬 忌が 殺に 達せん とする 筋道で ある、 故に 殺の 如くに 劇烈に して 菜斷 ならす と 

雖も、 其 達せん とする 最後の 目的 は 一 つで ある。 

詭譎。 目錄 第一 に 見えたり、 誠實 隠蔽の 罪で ある、 爭 鬪に從 事す る 者の 必す 犯す 罪で ある、 世 

に 誠實を 以てする 爭鬪 はない、 詭譎を 以てする にあら ざれば 爭鬪は 行 はれない、 爭鬪の 在る 所に 必 

や 詭 謙が ある、 ふ 者 は詭く 者で ある、 彼 は 誠 實を裝 ふ も 無益で ある、 彼の 爭鬪其 物が 彼の 詭譎の 

何よりも 良き 證明 である。 

刻 蘇。 刻薄の 譯字 は不當 であると 思 ふ、 然し 永く 使用し 来りし 者 なれば 之 を 保存して、 其 原意 

を 明かに 爲さ うと 欲 ふ、 原語の Walc05theia は 萬 事に 惡意 を歸 する の 意で ある、 愛 は 人の 惡し きを 

念 はすと 云 ふが、 是は惡 しき をのみ 是れ念 ふ 罪で ある、 卽ち善 をす ベて 其 反對に 解す る 罪で ある、 

俾道は 野心の ためと 解し、 慈惠は 勢力 扶植の ためと 解す、 之 を 刻薄と 譯 して 其 一面の 意味 を 通じな 
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いで はない、 其 故 何に となれば、 人の 好意 を惡 意に 解す る ほど、 刻薄なる こと はない からで ある、 

幾多の 蕃人 は此 罪の 追跡す る 所と なりて 悲慘の 最後 を 遂げた、 刻薄の 人が 相 集て 善人 を ik 殺に する 

の慘^ は是れ 決して 世に 稀れ なる 事で はない、 余 軍 は此事 を屢々 基督 敎會の 中に 於て 目撃した、 刻 

簿は 特に 宗敎 家の 陷り 易き 罪で ある。 

罪 を 敵意と 兒て其 胚胎 表現に 以上の 順序が ある、 妬 忌と して 孕まれ、 殺と して 生まる、 而 して 妬 忌 

が 兇 殺に 速す る 手段と して 爭鬪、 詭譎、 刻 簿が行 はる、 使徒 ヤコ ブの 所謂 

汝 等へ W れ ども 得す、 殺す こと をし、 嫉 むこと を すれ ども 得る こと 能 はす 汝等爭 ひ 闘 ひたり 

とは此 事で ある (雅各 書 四 章 二 節) * 其 互に 相關聯 する より 以上 を稱 して 嫉妬 系の 罪と いふ こ とが 出來 

る 0 

少しく 系統 を 異にすれ ども、 然 かも 常に 以上と 共に 併發 する 罪 は 左の 一 一つで ある、 

讒，： 1^"。  口舌 を 以て 密かに 人 を 傷く る 罪で ある、 婦人と 小人との だ陷 り：：^ き 罪で ある、 公然と 

立て 人を責 むる 能 はす、 故に 陰に 隱れ て-斗 語す、 ^にも 大膽 なると 卑怯なる とが ある、 而 して 議害 

は 5f.ti なる である、 然 かも 人の 平和 を 害 ふ S 非に して 此 罪の 如き はない、 

北風 は 雨 を 起し、 

かげ ごと を 言 ふ 舌 は 人の 額 を 怒らす 

と あり (^言 サ五 章サ三 節〕、 

5i よ、 微火、 いかに 大 なる せ を 燃す を 

と ある (雅各 書 三 章 五節)、 小なる 舵 も 探り やうに 由て は大 なる^ を 覆へ す、 小なる 舌 も 使 ひやう に 由 


て は 社 會を壞 ち國家 を 亡す、 讒害は 蛇の 毒で ある、 其 量 は尠少 にして 其 害 は 多大で ある、 撲滅す ベ 

き は 護^の 小 蛇で ある。 

毀 誇 e 纖害は 隱密の 罪で ある、 毀 謗 は 公然の 罪で ある、 讒害は 中より 傷 けんとし、 毀 謗 は 外よ 

り^！；^たんとする、 讒害は 情 を 離さん とし、 毀 謗 は 名 を 絶たん とする、 先づ饞 害 を 以て 敵 人 を 孤立せ 

しめ、 然る 後に 毀 謗 を 以て 彼 を 打殺せん とする、 讒 害に 長け たる 惡 人が ある、 毀 誘に 秀でた る侫人 

が ある、 彼等 は社會 到る 處に 存在し、 此世を 地獄と 化しつ k ある。 

以上の 二 罪、 之 を 讒誣 系の SJi- と稱 する ことが 出来る。 

次ぎに 來る のが 所謂 「神 を怨 む」 の 罪で ある。 

怨柳。 是れ 果して 如何た る 罪 を 指した る 者で ある 乎、 原語の 意味の 明瞭なら ざるより 確かに 之 

を定 むる こと は 出来ない、 聖ー靈 を 謗る と 云 ふが 如き 褻. M の 罪 を 謂 ふた 者で ある 乎、 或 ひ は 神に きふ 

との 意であって、 不敬 不虔 の 罪 を 指した る 者で ある 乎、 今に 至て 其 意味 を-:; 丈む る ことが？ ，1 来な い 、 

或 ひ は 英語の Gee  FORSAKEN と 云 ふが 如くに 「祌」 の 文字 を 用 ゆる も 神と は 直接 何の 關係 もない 

St を 謂 ふた 者で ある 乎 も 知れない、 卽ち 邦語の 無き と 云 ふが 如く、 字義と は 全く 關 係の 無い 3 非 を 指 

して 謂 ふたので ある 乎 も 知れない、 何れに しろ 「怨 祌」 は目錄 第二に 於け る 意義 不明の である。 

其 次ぎ は 傲慢 系 の 罪で ある。 

狎侮。 自 から 己 を 高う し、 人 を 蔑視む に 止まらす、 進んで 之に 凌辱 を 加 ふるの， である、 

夫れ 人の子 は 異邦人に 附 され、 戲 弄れ、 凌 辱められ、 唾き せらるべし  、 

と ある 其 巾に 「凌 辱められ」 と譯 されし が此辭 である (路加 傳 十八 章 世 二 節)、 然し 「狎」 はなれる、 
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又な ぶる (「狎 書」 の 熟 字を參 照せ よ) の 意で あるが 故に、 狎侮は 「なぶる」 と訓 むの が適當 である 

と 思 ふ、 人 を 見下して 之を戲 弄する の 意で ある、 傲慢の 極であって、 叉 迫害の 最も 甚だしき 者で あ 

る、 信者 不信者 を 問 はす、 惡 人が 善人 を^め るに 方て 取る 方法 は 常に 是 である、 彼等 は 單に窘 むる 

を 以て 滿足 しない、 狎り 侮りて 大 なる ii 快を感 する。 

傲慢。 人に 對 して 自己 を 高く する である、 路加 傅 一章 五十一 節に 

心の 驕れる 者 を 散らし 

と ある は此 罪に 在る 者 を 指して 云 ふたので ある、 ネブ 力. デネザ ル王は 此罪を 犯した る 者で ある、 彼 

は 自己の 造りし バ ビ & ン の 城巿を 見て 言 ふた 

此大 なる バビ。 ンは 我が 大 なる 力 を もて 建て、 京 城と なし、 之 を もて 我が 威光 を耀 かす 者なら 

づ や 

と (何 以理書 四 章 三十 節)、 へ B  、デ王 も 亦 同じ 罪 を 犯し たれば 彼は蟲 のために i まれて 氣息筢 えたり と 

云 ふ C 行傳 十二 章廿三 節)、 狎侮は 他を賤 める 罪であって、 傲慢 は 自已を 高く 思 ふ 罪で ある、 人の 苦む 

を 見て 樂み、 自己の 高き を 見て 喜ぶ、 傲慢 は狎 侮に 比べて 稍々 愛すべき である、 彼 は 進んで 害 を 

他人に 及ぼさん と はしない、 彼 はた J- 其獨 尊の 迷 想に 耽らん こと を 欲 ふ、 併しながら 傲慢に 逆 ふ は 

緩の 奥を擾 すが 如くに 危く ある、 彼 は 直に 狎 侮と 化して 其 刺 を 以て 吾人 を螫 すで あら ふ。 

矜夸。 大言壯 語の 罪で ある、 狎 侮の 如く 殘忍 ならす、 傲慢の 如く 横柄なら す、 たぐ 空風の 如く 

に 鳴る， 邦語 之 を 「ほこる」 と 云 ふ、 壟 埃の 立つ が 如くに 輕く 揚がる の 意で ある、 風船の 空中に 昇 

るが 如く、 自己の 輕 きを 忘れて、 唯 其 高き を 誇る、 矜 夸は特 に 愚者の である、 其 言 辭の大 なる 


を 以て 其 人格の 小なる を掩 はんとす る 罪で ある。 

以上 傲慢 系の 罪 三つ、 重き を 先にし、 輕 きを 後に す、 若し 罪の. 一 几 進の 順序より 言へば、 矜夸が 先き に 

して、 其 次ぎが 傲慢、 其 極が 狎侮 である、 始めに (誇り、 次ぎに 高ぶり、 終りに 狎る、 傲慢の 言、 傲慢 

の 心、 傲慢の 行、 之 を 傲慢 罪の 三組と 稱す。 

惡 事の 計畫。 普通 譯聖 書に 「幾 詐」 と ある は 確かに 誤譯 である、 幾詐 ではない、 原語の 字義 

通り 惡 事の 發見 又は 其計畫 である、 思考 を 凝らして 惡事を 企つ る 事で ある、 小人 閑居して 不善 を 作 

すと 云 ふが、 祌を 心に 認めざる 者 は 靜肅に 在て 罪過 を 案 35 す、 

惡を爲 さんと 謀る 者 を 邪曲なる 者と 稱ふ 

と (箴言 サ四章 八 節〕、 又 

いつ i. り  す t 

彼等 は 平安 を 語らす、 欺 詐の首 を 作り まう けて 國內に 平穏に 住 ふ 者 を 害 はんと 謀る 

と (詩篇 三 十五 篇ニ 十 節 y 人 は 努めざる も自づ か ら悪を 爲す者 であると 云 ふに、 此 S 北 を 犯す 者 は 努め 

て 惡を爲 すので ある、 或 ひは學 理を應 用し、 或 ひ は 政治 を 利用し、 或 ひは敎 會に據 りて、 智慧 を 

り、 思想 を 傾けて 惡事 を計畫 して 之を爲 すの である。 

謀惡の gj- に 次いで 信 實缺乏 の 罪が 来る、 余輩 は 之 を不實 系の 罪と 稱 へんと する、 

不孝。 父母に 對 して 信 實を缺 くの 罪で ある、 父母 を 敬ます、 虚偽と 詐欺と を 以て 彼等に 對 する 

事、 是れ が不牵 である、 父母 は 或る 意味に 於て は 地上に 於け る 神の 代表者で ある、 故に 神に 事 ふる 

の 心 を 以て 事 ふべき 者で ある、 父母 も 人 なれば 彼等に 誤り 無しと は 一 百へ ない、 併しながら 如何なる 

場合 に 於て も 彼等 は 敬 ふ ベ き 者で ある、 縱令 彼等に 不孝と 呼ば る 、とも 彼等に 對 して 信 實を缺 い て 

罪の H 錄  三 三 £ 
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はならない、 孝行と は 親を歡 ばす と 云 ふ 事で はない、 親 を 欺かない 事で ある、 彼等に 射し 最善 を盡 

す ことで ある、 此點に 於て 基 1^ 敎の 道 は 東洋 道徳の それと 異なる、 聖フラ ン シ スは 父の は I;- に從は 

すして 富貴 を棄て 貧者の 友と なりて 彼の 求道 を 全うした ので ある、 李、 不孝 は 良心の 問題で ある、 

感情の 問题 ではない、 多くの場合に 於て 所謂 孝行 は 親を詐 はる 事で ある、 眞 正に 親 を 敬 ふ 者 は 親の 

怒に 觸れて も 親 を 欺か ざらん とする。 

不理。 理に從 はすして 事 を爲す 罪で ある、 不法と いふと 同じで ある、 卽ち社 會に對 する 信實缺 

乏の 罪で ある、 法律 を 重ん する は 刑罰 を 恐れる からで はない、 隣人 を 敬 ふからで ある、 法律 は 治世 

の 便 直上、 人の 設けた る 者で はない、 之れ は 人と 人との 關係を 支配す る 天然^ 有の 道理で ある、 故 

に 人 を 敬 ふ 者は此 理に從 はざる を 得ない、 不理の 罪 は氣儘 勝手の 罪で ある、 己れ ある を 知て 他人 あ 

る を 知らざる 罪で ある、 法律違反 は 社 會に對 する 信 實缺乏 の 結 5;^ である、 法律 は 決して 道德と 離れ 

たる 者で はない。 

不信。 同輩に 對 する 信 實缺乏 の Si である、 約束 を 守らす、 友誼 を 重んぜす、 利の ために は輙く 

盟を 破り 友 を賣 る、 詩人 杜子 美の 有名の 句なる 

手 を 翻せば 雲と 作り手 を 覆 へ ば 雨 

紛々 たる 輕薄 河ぞ數 ふる を須 いん 

と は此 に 題し て 言 ふた ので ある。 

不情。 妻子 眷族に 對 する 信 實缺乏 の 罪で ある、 彼等の 憂苦 を 思 ひやら す、 己れ 獨り樂 めば 足れ 

りと する、 世に 不幸の 子が 多い と 同時に 又不 情の 親が 多い、 不 ほの 妻が 多い と 同時に 义不 情の 夫が 


冬い、 資 むべき は 子と 妻との みで はない、 親 も 夫 も亦責 むべき である、 不情は 不孝に 劣らざる SI で 

ある、 東洋 道 德の缺 點は玆 にある、 卽ち不 牵を責 むる に嚴 にして 不 惊を責 むる に 寛なる にある、 祌 

の 闺が此 世に 臨む 時に、 

彼 (神) は 父の 心に 子女 を 思 はせ、 子女の 心に その 父 を 念 はし めん 

と ある (馬 拉基書 四 章 五節)。 

不慈。 下僕、 下婢、 下民 等す ベて 己れ より 地位の 低き 者に 對 する 信 實缺乏 の 罪で ある、 貧者に 

對 して 慈惠の 心を發 せす、 弱者に 對 して 憐愁の 念 を 起さ 5^ る 罪で ある、 尙ほ 進んで は 發婦の 家 を 呑 

み、 孤 兒の食 を 奪 ふ、 富者と 權 者との 最も 陷り 易き £ま である、 稱 制は此 罪に 由て 孕まれ、 虐政 は 之 

に 由て 生まる。 


此 H 錄に 於て 現 はれた る S 兆 はすべ て 一 一十 一 である、 

g§ の總稱 "不義。 

罪の 總體 = 暴狠、 惡層、 貪 焚、 

00  0  0  00  00  00 

嫉妬の 罪 = 妬 忌、 兇 殺、 爭鬪、 詭譎、 刻薄。 

讒誣の 罪 = 讒害、 毀 謗。 

不虔の 罪 =怨 神 (？) 

傲慢の 罪 = 狎侮、 傲慢、 矜夸。 

0  0  00  00  0  0  0  0 

f 赏の 罪. =不 求、 不现、 不信、 不 IE、 不慈。 

t^s の 目 « 


之 を 大略 左の 如くに 分別す る ことが 出來 る、 
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第一 の 如く 完全なる 目錄 ではない が、 併し罪の^^方面に涉り、 能く 其 要 を 穿ちた る 者で ある、 パゥ 

は は 兹に祌 を 担み たる 人類の，^ を列舉 する に 方て、 當時 彼の 心に 浮び 出た る， 5^ の數々 を 述べた ので あ 

らふ、 W は 勿論 此目錄 を 以て 盡 きない、 若し 悉く 之 を列舉 せんと すれば、 共 數は惡 魔の 名の 如く 

多き が 故に レ ギヨン と 云 ふ 

と 云 ふより 外 はない C ぉ可傳 五 章 九 節〕、 0 の 種類と 名稱と の 多く して 德の それの 割合に g; きを て も 罪 

は 亦 神 を 離れた る 人類の 特性で ある ことが 分かる。 

目錄第 三 

目錄 第一 は を內 なる 惡 念と 見ての ものである、 目錄 第二 は を 神 を 神と して 認めざる 結果と て 

の ものである、 而 して 冃錄 第三 は gf- を 肉の 行爲と 見ての ものである、 を 三ッの 異なりた る 方面より 

見て 其の 三ッの 目錄が 成った ので ある。 

それ 肉の 行 爲は顯 著な り、 卽ち苟 合、 汚據、 好色、 偶像に ふること、 巫術、 仇 恨、 妒忌 

忿怒、 分 (辛、 i. 與端、 嫉、 2.- 殺、 00, 放蕩 及び 之に 類す る 事な り (加 拉太書 五 章 ._「- 九— サ 
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「肉 一 と は肉體 のこと ではない、 神 を 離れた る 人の 性で ある、 肉 其 物 は 罪で はない、 ！： だれ 乂祌の 

造り 給 ひたる 者であって 神聖で ある、 肉が 罪の 機關 となりて バウ 口の 玆に謂 ふ 所の 「肉」 となる ので 

ある、 神 を {；£ し 其 {a: 殿と なるべき 肉が、 神 を 離れ、 其 欲する is^ を 行 ふに 至て、 「肉」 卽ち 雑の 器と な 

るので ある、 禽獸に n なき は 之に 肉の 外、 之 を 主る 靈 がない からで ある、 人に 罪 ある は、 彼に 肉の 外 


に 之 を 主るべき 靈が あるから である、 而 かも 人の 靈は 單獨で 肉に 對し て 其 勢力 を 維持す る ことの 出來 

る もので ない、 之に 神の 靈が加 はりて 始めて 眞 正の 靈 となりて 肉を 主る ことが 出來 るので ある、 而し 

て 神 を 離れて 靈は irj し、 肉 は 跋扈して 其 慾 を 逞しう する ので ある、 肉 をして 其 猛威 を 振 はしむ る は 

靈の i である、 故に 罪の 責任 は 肉に 於て 無くして 震に 於て ある、 祌を 拒絶せ し靈に 於て ある、 罪 を 肉 

の と 謂 ひたれば とて 肉 を 貴む べきで はない、 罪 は靈の 事で ある、 人に 在りて は 肉は靈 の 贊同を 得 

一い 其 慾を恣 にす るので ある、 而 して 此 放任され し 肉、 是れが バウ 口の 玆に謂 ふ 所の 「肉」 である、 而 

して 人に 在りて は 肉 は單に 其愁を 追求す るに 止まらない、 神 を 離れた る 靈の慾 を も 之 を 行 はんとす る、 

故に 肉は惡 しき 意味に 於て 靈 化されて、 種々 の 靈的罪 惡を其 行爲に 於て 顯 はすので ある、 「肉」 と は 
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軍 純の 肉で はない、 肉に 邪 僻なる 靈を 加へ たる 者で ある、 卽ち 所謂 「邪 性」 である。 

苟合。 前に 見えたり、 性愁亂 行の 罪で ある。 

汚穢。 叉 不潔と 云 ふ、 猥褻 の總稱 である、 淫語、 妄想、 艷文 等、 凡て 情 を 汚し、 思 を 濁す 罪 

は此 中に 含まる、 心の 清き 者 は 福 ひな リ、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也と ある は、 殊に 情 性 

の 淸潔を 指して 云 ふたので ある (馬 太 傅 五 章 八 節，〕、 パゥ 口が 特に 淫行 を誡 めて 

汝等淫 を 避けよ、 人の 凡て 行 ふ 罪 は 身の 外に あり、 然れど 淫を行 ふ 者 は 身 を 犯すな り 

と 曰 ふた の も此種 の 罪の、 其 害毒 の 測る ベ から ざ る を 知 つたから であ る (哥林 タノ 前書 六 章 十 八 節)、 0 

行 は輕く 見えて 實は 甚だ 重い si- である、 墮落は 之に 始まり、 滅亡 は 玆に萌 す、 天使が 墮 ちて 惡 鬼と 

化せし も此 罪に 由る とのこと である (創世記 六 章 二 節 を 見よ)、 避くべく 愼 むべき は 實に汚 據の罪 

である。 
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好色。 前に 見えたり、 放 縱と譯 すべき もの、 普通の 場合に 於て は苟 合に 醉酒を 兼ねた る， ^であ 

しる 

る、 然し 此目錄 に 於て は苟 合、 汚據の 後に 錄 された る を 見れば 色愁の 放縱と 見る が適當 であると 思 

ふ、 卽ち奸 淫を竊 に 犯して 苟合 あり、 之 を 心の中に 犯して 汚據 あり、 公然と 犯して 好色 卽ち 放縦が 

あると 云 ふべき で あると 思 ふ。 

偶像に ^sflf. ふること。 神 以外の 者に 敬崇を 奉る の. 罪で ある、 sjf に 木石 を 神と して 祭る に 止まら 

ない、 或 ひ は 神に 奉るべき 敬崇を 人に 呈し、 或 ひ は 制度に 呈し、 或は 團體 に呈 し、 或は 主義に 呈す、 

おの 

是れ な 偶像 崇拜 である、 人に 自づ から 神を拜 する の 心が ある、 此 心を稱 して 宗敎 心と 云 ふ、 而し 

て 偶像？ .ill- 拜は 宗敎 心の 濫用で ある、 正當の 夫妻に 呈す ベ き 愛 心 を 他人 に呈 する のが 奸淫雜 であるが 

如くに、 獨ー 無二の 神に 奉るべき 宗敎 心を祌 以外の 者に 呈 する のが 偶像 崇拜 である、 實に 聖書に 從 

へば 偶像 崇拜は 人が 神に 對 して 犯す 奸淫の 罪で ある (耶利 米 亞記三 章 十三 節 以下、 以西 結 書 十六 章 

廿三節 以下、 何 西 阿 書 一 章 一 一節 以下、 默示錄 1 一章 卄ー 一節 等 を 見よ)、 偶像 崇 拜が苟 合、 汚穢、 好色 

の 後に 來るは 適當の 順序で ある。 

巫術。 妖術、 魔法， 卜筮、 k 禁 等の 迷信で ある、 偶像 や K 拜に必 す 伴 ふ i 亦で ある、 宇宙の 主宰に 

奉るべき 敬 5t-: 〈を 彼れ 以外の 者に 呈 して 人の 宇宙 觀は 誤らざる を 得ない、 玆に 於て か 多くの 迷信が 生 

じ來 るので ある、 迷信 は 決して 無 學の結 菜で はない、 不虔の 結 菜で ある、 神を祌 として 認めす して 

人 は 何人も 或 種の 迷信に 陷ら ざる を 得ない、 迷信 は 無智 無學の 人に 限らない、 智者に も ある、 學者 

にも ある、 巫術 は 迷信で ある、 唯物論の 迷信、 國家 主義の 迷信、 金力 萬 能 主義の 迷信 は 近 *1 に 於て 

智者 學 者の 間に 行 はる、 巫術であって、 等しく 偶像 崇拜の 結 築で ある。 


:^s^。 同胞に 對し 敵意 を懊 くの 罪で ある、 反逆 は 罪の 特性で ある， 男女 相反いて 奸淫が ある、 

人が 神に 反いて 偶像 崇拜が ある、 而 して 人が 人に 反いて 仇 恨が ある、 仇 恨 はすべ ての 爭鬪の 原因で 

ある。 

ハ 鬪。 仇 恨が 外に 向て 現 はる、 時の 第一歩で ある、 心に 恨らん で 外に 爭ふ、 好意の ある 所に 爭 

闘 は 無い、 先づ 憎んで 然る 後に 鬪ふ、 (辛 鬪は仇 恨の 實 現に 外なら ない。 

^も。 後に 在る 媢嫉 と區別 せんがた めに 競 爭と譯 する が適當 であると 思 ふ、 仇 恨の 更ら に具體 

的に なりて 外に 顯 はれた る 罪で ある、 未だ 娟嫉の 深き に は 至らす と雖 も、 而 かも 旣に 平和的 兩 立に 

堪えす して 對手壓 倒の 途に 就く、 是れ が競爭 である、 競爭に 有利 的なる と、 有害 的なる とが ある、 

然し 競爭は 大抵の 場合に 於て は 娼嫉兇 殺と して 終ら ざれば 止まない、 競爭は 平和的 戰爭 である、 卽 

ち 血 を 流さざる までの 戰爭 である。 

忿怒。 競<^^に必す伴ふ罪でぁる* 銃爭 熱して 忿怒と なる、 ：£n かも 車軸 熱して 火を發 する が 如し、 

之 を 政治家 の 選 擧場裡 に 於て 見る も、 宗敎家 の 傳道界 域に 於て 見 る も競爭 の ある 所に は 必す 忿怒 が 

ある， 競爭は 篤聲を 揚げす して は 決して 行 はれない、 憤然 叱咤して 敵 を 追 ふと 云へば 立派で あるが、 

肉 の 行爲 たる 忿怒と 解 すれば 甚だ 醜く あ る。 

分爭。 黨派 心で ある、 次に 来る 結黨の 前兆で ある、 競爭の 他に 傳染 せし 結 * である、 卽ち 一 人 

敵に 當 らんと せす して 同類 相 結んで 彼を仆 さんと する 心で ある、 。ハウ & がピ リピ 人に 書 贈て 

或 人 は黨を 結ぶ 心より キリ ス トを官 一ぶ 

と 言 ふた のは此 心で あ る (俳 立 比 書 一 章 十 六 節」、 今 も 昔と 異な る こ となく 傳道界 に 盛に 行 はる X 罪で 
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ある。 

4i5lll。 分 一 - の車實 となりて 顯 はれた る， 非で ある、 平和 は 全く 破れて、 ー圑は 割れて 數 M となり、 

各自、 其黨 する 旗條の 下に 立つ、 ni  く 我 はパゥ に屬 す、 我 は アポロに 屬す、 我 はケ。 ハに歸 す、 我 

は キリストに 屬 すと as 林 多 前書 一章 十二 節〕、 而 して 幾詐と 呪， 詛の 錯 を 削りて 相鬪 ふ、 餘事は 措て 問 

はす、 平，^ を 主と する 基督 敎會で すら 今や 六 百 有 餘の敎 派に 分かれ、 其 間に 犬猿 も 管なら ざる 惡鬪 

が 行 はれつ、 ある、 實に 歎すべき の 限りで ある、 之に 對 する パゥ 口の 訓誡 は 左の 如くで ある、 

汝等 liil を 同う し、 愛 心 を 同う し、 心 を 合せて 念 ふこと を 一にし、 以て 我が 喜び を滿 たしめ よ、 

むなしき t*i れ  へ- ^"、プ  * 

& 事を爲 すに も黨を 結び 或 ひは虚 榮を 求む る 心 を 懐く ベから す、 各々 謙 りたる、 七 を て 互 

に 人 を 己に 愈れ りと 爲ょ 

、， i し. t; 

と (眺立 比 書 二 章 二， 三 節)、 結黨の 惡に對 し、 之よりも 適切なる 訓誡 は 無い。 

異端。 結 黨は黨 派の 樹立で ある、 異端 は異說 の？？ 道で ある、 眞理 のために 異 說を唱 ふる は 可い. 

實に 多くの ベ：： に 於て 異端と 稱 せらる k 者が 眞现 であって、 異端と 稱 する 者が 異端で ある、 異端の 

^4^-ハっ：^^き^4:^:£!由らなぃ、 之 を 唱道す る 動機 精神に 由る、 敎理を 弄び、 r 黨を 結び 或 ひ は 

虚榮を 求む る、. ：3」 より 之を唱 ふる、 是れが 異端で ある、 腐敗せ る敎 會に對 して キリストの 純 福 昔 を 

J  -  ,  000O0OOOO  0000000  SJP©C^、®-®  ®®^-®、 

唱 ふる は 決して 異端で はない、 異端 は敎理 ではない、 又學說 ではない、 異端 は惡 しき 曲り たる 

p^^^^^-^^, 故に 說の 異端なる と 否と は 其說の 如何に 由て は 解らない、 其、 之 を提屮 I せし 動 

機 を 知て 解る ので ある、 例へば 今日 唱 へらる & 聖書の 高等 批評の 如き、 說其物 は 決して 異端で はな 

い、 其れが 異端の 道具と して 使 はれる 事 は あら ふ、 然し 乍ら 高等 批評 其 物 は 決して 異端で はない、 


異 a? ，保守 思想 を 以て も 行 はれる、 然り、 分 (伞、 結黨の 如何に 多く 保守 家の 問に 行 はる k か を 見て、 

バウ" の 玆に謂 ふ 所の 異端の 決して 新說 Hp "道 を 指した る 者で ない 事 は 明かで ある、 異端の 文字 程宗 

まの 間に 誤解 さる、 もの はない、 異端 は である、 罪で あるが 故に 心の 事で ある、 說の 事で ない、 

此事を 知て 我等 は 各自、 己が 此 に陷ら ざる やうに 慎む、 無闇に 他人 を 異端と 稱 して 兄弟 を鞫 くの 

罪に 陷ら ない。 

B 目-威。 前に 見えたり、 反對 者の 成功、 繁榮、 ^在に 堪えざる 罪で ある、 仇 恨が 其 極に 達した る 

罪で ある、 單 純なる 仇 恨 は. 一 几 進して 終に 深刻なる 娟嫉 となる、 彼れ 怨めしとの 心 は 終に 彼れ 無 かれ 

レ， ^いとの 念と なる、 罪 は に. S て界 る、 仇 恨 は爭鬪 以下の 段階 を經て 終に 娟嫉の 怪物と なりて 顯 

はれる ので ある。 

^^没。 il に えたり、 仇 恨 最後の 手段で ある、 之に. E て 萬 事 は 終る ので ある. (命鬪 を 試み、 競 

举、 分 (サ、 結黨、 異端と、 を 替へ品 を 代へ て 其反對 者を仆 さんと して 能 はす、 終に 兇 殺に. m て 其 

目的 を 達する ので ある、 仇 恨 は 始めであって 兇 殺 は 終りで ある、 力 イン、 アベル を 殺して 萬 事 は 休 

ん だので ある、 或 ひ は 毒刃 を 以て、 或 ひ は 毒 古 を 以て、 或 ひ は 毒筆 を 以て、 或 ひ は 奸策を 以て、 S 

殺に 由て 仇 恨 を 晴らして. 惡 人の 心 は滿 足す るので ある、 仇 恨が 兇 殺に 終て 罪の 一段落 は 就く ので あ 

る 0 

惡の 極で ある、 之 を 以て 此目錄 は 終るべき である、 然るに。 ハ ゥ 口 は兹に 至て 尙ほ書 落の ある 

こと を發 見した、 彼 は 飲酒の 罪 を 書 落した、 故に彼は附錄として此比較的に輕ぃ扉を媢嫉S-殺の<B^罪 

の 後に 加へ たので ある。 
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f 醉 ：„^。 飮： g の 罪の 總稱 である、 共 中に 沈湎、 醉興、 1. 洒实 等の 训が ある (彼 前 ま 亡 二 

節 を よ)、 ，に.； 般に行 はる-親であって、 多くの場合に 於て は S§ として 認められざる である- 

然れ ども^- は 犬なる-罪 たる を 免れない、 ft- 心 を 麻痺せ しめ、 家庭 を破壞 し、 貧困 を來 たし、 疾 i:^ 

を醚す ものにして 醉 酒の" の 如き は 無い、 醉 は 諸惡の 媒介 者で ある、 其 直接の 結 ra^ より 見れば 比 

校 的に li い i§ であるが、 然 かし 其 永遠に 及ぼす 結 菜より 見て 其 まことに 地！ 21 の 火、 凶 ぷ母、 死毒た る 

を 疑 ふこと は屮： 來 ない。  ， ， 

放蕩。 彼^ 前書 ra 章 三 節に 於け るが 如く 醉 興と 譯 すが 當然 であると 思 ふ、 無恥の 醉 酒と 稱 せん 

か、 羅お誉 十一 一一^ 十三 節に は雙 签と譯 して ある、 恥 を 忘れ、 己を忘れて醉^£に耽ける罪でぁる、 酒 

に E 己 を 放^す る 1^ である、 自 から 招く 一時的の 發狂 である、 其 時に 良心 はない、 道理 はない、 鱧 

節 はない、 肉 愁は其 俊 暴露され て、 人 は 純 乎た る 禽獣と 成る、 人の 如何に 賤 しき 乎 は 彼が 此， 5^^ に陷 

る 時に 現 はれる、 而 かも 彼れ 醒めて 後 は 再び 天下の 審を 語る 政治 〔\ ぶたり、 叉國 家の 干城た る Saf 人た 

るので ある、 人が：.^ の奴隸 となる こと、 是 れが醉 興の 罪で ある。 

及び 之に 額す る 事。 醉^^、 醉 興に 類す る こと、 卽ち 沈湎、 黎签. 酒宴の 類 を 云 ふ、 バウ 口 は 

悉く 之 を 鼓に 揭 ぐる を 好まなん だ、 彼 は旣に の名稱 十六 を 揭げて 倦 脈の 感を 起した であら ふ、 罪 

の 数に 限り はたい、 「之に 類す る 事」 と 云 ひて 其す ベて は盡 きる ので ある。 

目錄 se-:: に祸 げられ たる， s!§ の名稱 はすべ て 十六で ある、 之 を 左の 如くに 類別す る ことが 屮： 來る、 

異^に 對 する 罪、 情の濫用.-^?合、 污據、 好色 (放縦)。 


神に 對 する 罪、 宗教心の 濫用 = 偶像？ へ- 拜、 巫術 (迷； ls)。 

人に 對 する 罪、 敵意の 抱懷 = 仇 恨、 爭鬪、 妒忌、 忿怒、 分爭 C 黨派 心)、 結黨、 異端、 媢嫉、 a? 

殺。 

自己に 對 する ST 節度の 超越.， -醉 酒、 放蕩、 (醉與 )。 

順序 正しき -胩 の目錄 である、 肉 は 情の 所在で あるが 故に、 罪 を 肉の 行爲と 見た る 此目錄 は 凡の 方面に 

於け る 情の 亂行を 良く 盡 くして 居る、 罪 は 勿論 情に 限らない、 意の S 非 も ある、 識の S 非 も ある， 然しな 

がら として 最も 顯 著なる は 情の である、 故に 曰 ふ 「肉の 行 爲は顯 著な りと」、 表面に 現 はれて 何 

人 も 之を雜 として 認 むる ことの 出来る もの、 是れが 肉の 行 爲卽ち 情の である。 

以上 は 罪の 目錄 である、 然し 之に 添 ふて 德の 目錄が ある、 卽ち 左の 如し 

靈の 結ぶ 所の は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 撙節、 云々 (サ 二， 三 節)。 

は 肉の 行爲 であって より 外に 向て 現 はるる 者で ある、 之に 對 して 德は靈 (聖靈 ) の 結ぶ 果 であ 

つて、 外より. 2： に 臨む 者で ある、 行爲 は複雜 である、 故に 複數 である、 mi- は單 純で ある、 故に 單數で 

ある、 英語 を 以て 一一 H へば enmities に對 して love が ある、 jealousies に對 して g.oodness が ある、 

罪の 名稱 はすべ て複數 名詞であって、 德 の名稱 はすべ て單數 名詞で ある、 罪の 分離に 對し德 の 統一 を 

示し、 ^2-くニ者の性質を明にして居る、 名 は結黨 であると 雖も 結黨は 結合で はない、 結黨は 不平 分子 

の 集合で ある、 結黨は 反逆で ある、 故に 對 手の 引退と 同時に 自 から 分散す る 者で ある、 故に cuvisicns 

と 云て division と 云 はない、 結黨 の結黨 である、 举鬪 の爭鬪 である、 媢嫉 の娟嫉 である、 相 結び、 

罪の E 錄  一一 Ira 五 
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相爭 ひ、 相嫉 むこと である、 眞 正の 味方が あるので はない、 唯； E 一  の 敵が あるので ある、 共 敵に して 

斃 れん 乎、 後 は 相！^: の 爭鬪、 相互の^ 殺と なる ので ある、 紛雜 なる ものにして 肉の 行お たる 罪の 如き 

は 無い。 

罪の 複雜 なる に對 して 德は單 純で ある、 すべて は 愛の 一字 を 以て 竭 きて る、 聖靈の 結ぶ 所の は 

一 つで ある、 卽ち愛 (仁愛) である、 而 して 愛の 諸方 面に 現 はれた る 者が 喜樂 以下の 美德 である、 而 

かも 諸德 ではない、 一 ッの德 である、 德の德 たる は 其 合一 性に 於て ある、 平和 は 一 ッ である、 溫柔も 

1 ッ である、 而 して 平和と 溫柔と は 叉 一 ッ である、 而 して すべてが 相 合して 一 ッの 愛で ある、 三位 一 

體の 神より て 之に 等しき 者であって * 多くであって、 丁ソ であり、 丁ソ であって 多くで ある 者で あ 

る 0 

罪 は 肉の： 仃 ef であると 云 ひ、 德は 聖靈の 結ぶ 所の であると 云 ふ、 故に 罪 は 我に 在る ものであって、 

德は 生来の 我に は 無い ものである、 善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる を 知る とパ ゥ B は 言 ふて 居る 

(羅馬 書 七 章い 八 節)、 义 凡の 善き 賜物と 全き 賜物 は 皆な 上よ リ 降るな りと ャ コ ブは言 ふて 居る (雅各 書 一 

十七 節)、 "胩 は 我物であって 德は 賜物で ある、 故に 我 は 誇る こと は 出来ない、 我 は 唯 祈て 善なる を 得 

るので ある、 罪に 勝つ の 途は玆 に 在る、 德を 建つ るの 途も 亦玆に 在る、 克己 自制、 以て 完全の 人と 

成らん と 欲する も 成れない、 謙虚、 己を卑 うして ssiM  (キリスト) の 降臨 を 仰いで 神の 聖 d3 に 合 ふ 者 

と 成る ことが 出來 るので ある、 故に パゥ 口 は 曰 ふた 

我れ 一一 H ふ 汝等靈 (架 靈) に 由て 歩むべし、 然 らば 肉の 愁を爲 す こと 莫 らん 

と (十六 節， }、 基督 者 建德め 秘訣 は簡單 なる 此 一 節に 籠って 居る。 


赦 さるべ からざる 罪 

人々 の 凡て 犯す 所の 罪と 祌を濟 す こと は赦 されん、 然れど 人々 の聖靈 を瀆す こと は赦 さるべ から 

す、 言 を 以て 人の子に 背く 者は赦 さるべし、 然れど 言 を 以て 聖靈 に 背く 者 は 令 世に 於ても 亦來世 

に 於ても 赦 さるべ からす (馬 太傳 十二 章 三 一. 三 二 節 )o 

人の 凡ての 罪 と瀆す 所の 褻 瀆は赦 さる ベ けれど s^ii を 瀆す者 は 限りなく 赦さ る ベ か らす、 限り な 

き 刑罰に 干 からん (馬 可 傳三章 二八. 二 九 節) 

凡そ 人の子 を 誇る 者は赦 さる 可 けれど 聖靈を 褻す 者は赦 さるべ からす (路加 傳 十二 章 十 節い。 

聖書に 赦 さるべからざる 罪と して 記さる. もの 唯 一 あり、 卽ちィ H ス の 言と して 以上の 三 個所に 揭 

げらる、 所の ものな り、 卽ち聖 靈を瀆 すの 罪に して、 此罪を 犯す 者 は 今 に 於ても 亦 来^に 於ても 赦 

さるべ からすと 云 ひ (馬 太)、 亦 限な き 刑罰に 干 からん と 記さる (馬 可)。 

此 一事 は 明. n なり、 然れ ども 聖靈 を濱 すの 雜とは 如何なる もの か、 是れ 吾人の 精究を 要する 問題な 

り、 祌の 寛大なる、 彼 は 吾人の 凡て 犯す 所の 罪 を 赦し給 ふと 宜 ベら る、 ^姓の 罪、 懶惰の 揮、 友を資 

るの^^;:、 約束 を 破る の 都、 是れ呰 な 罪 は 罪に して 聖き 神の 前に は實に 醜むべき 賴惡 として 認めら るべ 

きもの なれ ども、 而も 恩惠に 富み 給 ふ 神 は 之 を 以て 赦 さるべからざる 罪と 見做し 給 はす、 マ グダ リマ 

故 さるべからざる 罪  1ー一巧 七 
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の マリアの 淫 $1 たりし にも 係 はらす、 彼女 を赦 して 聖徒の 一人と なし、 ぺ テロの 彼の i?, 主 を 否みし こ 

と ありし にも 係 はらす 彼を赦 して 贵き 使徒の 首と なし 給へ り、 闪て 知る 吾人 時には 神 を 疑 ふこと ある 

も 神 は 寬裕を 以て 五 ： 人を迎 へ、 亦甚 しきに 至て は タル ソ の。 ハウ 口 の 如く 或る時 は キリストの 名 を 清し、 

彼の 架 徒 を 窘 しむる ために 吾人の 熱血 を 注ぎし こと ある も、 祌は敢て.1^1人を敵視する ことなく、  5： ほ 

吾人 を 論す に.. fjC 人の 閣愚を 以てし、 「荊 ある 鞭 を 蹴る」 ことの 全く 無益なる を 示し、 吾人 をして 彼に 

就て 吾人の 腐れた る靈 魂の 醫癒を 懇願せ しむ、 「神の，' 慈と 嚴 なること を觀 よ」、 彼 はた、. - 一つの 罪 

の 吾人 を 永遠 の 刑罰に 導く あ る を 示し 給 ふと 同時に 自他の 百 千 萬の の 一つと して 彼の 永遠の 忿遠を 

惯 する ものな きを 〈旦べ 給 ふ。 

吾人 は 祌を瀆 す ことの M たる 歟を 知る、 卽ち 彼の 造り 給 ひし 此宇 と 共 中に 在る 凡ての 物 を 濫. 川し、 

亦 彼の 像に 象られて 造られし 人 を 害 ふ事是 なり、 吾人 は 亦 人の子 (基督) を 誇る ことの 何たる を 知る、 

卽ち 彼の 愛する 最も 微き者 を i おしめ、 彼の 命な を 蔑 にし、 彼が 幾 11： となく 吾人に 降し 給 ふ 所の 恩惠 

を 斥け、 以て 估と して 恥ざる こと 是 なり、 吾人は是等の^^；の凡て赦さるべ しと聽て吾人の心を剛復に 

すべから す、 そ は 知て 從 はざる は赦 さるべからざる の 扉に 近づく の 第一 步 なれば なり。 

！ ?|" 人 は 亦 知る、 聖 靈を瀆 すの 罪は必 しも 良心の 命に 逆 ふの 罪に あらざる こと. を、 そ は 罪と して 良心 

の譴資 を 感ぜざる もの 殆んど あるな く、 隨て 良心の 命に 逆 ふの 罪に して 今世來 世に 於ても 赦 さるべ か 

ら ざる ものと せば 批に赦 さるべき の 人 は 一 人も^ すべから ざれば なり。 

祌を す ことに あらす、 基督 を 謗る ことに あらす、 亦 良心の 命に 逆 ふこと にあら すと せば キリスト 

の此 所に 謂 はる、 赦 さるべからざる の と は 抑 も 如何なる 罪ぞ、 是れ 吾人の 切に 知らん と 欲する 所の 


ものな り。 

いまこの 愴 るべき S 非の 何たる 乎 を 知らん と 欲せば 之 を キリ ス トが此 首を發 せられし 時の 事情に 稽 へ 

ざるべ からす、 是れ 彼が 瞽の瘡 なる 者を醫 せし 時 パリ サイの 人が 彼 は 鬼の 王べ ルゼ ブル を 役 ふて 此事 

を 行せ りと 云 ひし 時に、 キリ ストが 其然ら ざる を說 明せ し 後に 發 せられし 言な りと す (馬 太傳 ffi- 十二 .1 早 

ニニ 節 以下)、 卽ち キリスト を 鬼に 譬へ、 善行 を惡 人に 歸 せし パリ サイ 人 を 1^ せられし 言な りと す、 キ 

よ.？  くら 

リ スト は 亦 語 を 緩け て 曰 へり 「善人 は 心の 善 庫より 善き もの を 出し、 惡人は その 惡雕 より 惡 きもの を 

出せり」 (三 五節. じと、 卽ち 善行の 惡 人より 到底 出づ ベから ざる ものなる を 示されし なり。 

OO0OOOOOOOOO0OOOOO000000OOC 

斯く て 前後の 連鑌 より 察して 吾人 は 聖靈 を瀆す の si- の 意識 上の 大罪 惡 なる を 推測す るに 難から す、 

卽ち 善と 知りつ.. 惡を 語り 惡を行 ふの 罪に あらす して (是 れ僞 善な り)、 善を惡 なりと 斷定 する の 罪 

なら すん ば あらす、 是れ 勿論 誤 想 以上 (或は 以下と 云 はんか) の 罪に して 其 深遠なる 實に 量る ベから 

ざる もの あり。 

善を爲 せる キリスト を惡 人な りと 云 ひしの みならす 亦 彼 を 以て 鬼の 王の 力 を藉る 者な りと 做し、 病 

者の 癒されし を 見て 喜ばす して 返て 之を醫 せし 者の 眞意を 疑 ふ、 是れ實 に極惡 ならす や， 故に 馬 可 は 

之に 附記して 云へ り 「斯 くい へる は 人々 ィ H スを惡 鬼に 憑れ たりと 首 ひしが 故な り」 と (三 章 三十 節〕、 

彼等 パリ サイ 人はィ H スは單 に 狂せ りと 曰 ひしに あらす、 是れィ H ス の 兄？ S の！：： ひし 所に して 彼等の 

此 言に 大に恕 すべき 所 あり、 亦 彼等 パリ サイ 人はィ H スは國 威 を 害する 者な りと して 彼 を 窘め ざり し 

なり、 是れ バウ 口 の爲 せし 處 にして 彼 パゥ 口 の愛國 心に 賞すべき 所 あり、 パリ サイ 人が 此ー 百を發 せし 

は 彼等が 精究球 磨の 結 (パリ サイ 人 は ゆ  = な 該博なる 學者 なりし) ィ H スの 如き を 以て 鬼に 憑かれし 

故 さ る ベ か ら ^„ る 罪  一一； M 九 
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老 なりと ra: く^ ぜ しに 闪る、 勿論 彼等が 此確：：^ に 達 せし は 彼等の 獰惡 の 意志が 彼等 を して 玆に 至らし 

めしに 因る と雖 も、 而も 智識 上の 研究 鍛練 を堆 ますして 彼等 は 此冷靜 にして 而も， V 膽 なる 結論に 達せ 

ざり しなり C 

彼等が ィ H スに 就て 此斷評 を 下す に 方て 一 つの 感情の 彼等の 判定 力 を亂す あるな し、 彼等 は靜 かに、 

熟慮して、 ィ H スは惡 鬼に 憑かれた りと 斷 {； えせり、 而も 記憶せ よ^ 前に 醫 されし 瞽を控 へつ」。 

是れ 實に赦 さるべからざる ならす や、 彼等 は 感情に 驅られ て 此判斷 を 下せし にあら す、 彼等に 遺 

傅 貧困の 此 結論 を 促す ありし にあら す、 彼等 は祌學 者と して、 敎師 として、 牧師と して、 道師 とし 

て、 神より. 秘密 を 授けられし 者と して、 安らかに、 かに、 11 する 所 少しも 無き が 如くに、 取 も 公平 

なる が 如くに、 こ、 にィ H スは惡 鬼に 憑かれた りと 斷定 せし なり。 

而 して 余^ は 如斯き 人が 如何にして 赦 さるべ き 乎 を 思惟す る 能 はざる なり、 意志の 根底まで 腐りし 

に 加へ て 之を赞 くるに 該博なる 智識 を 以てす、 若し 神に して 惡を 善と 爲し 得べき 者と 做さば いざ 知ら 

す、 ^|^"を善とし惡を惡とする者にして斯くも意識の兩方面ょり全心の硬化せる者を救はんことは余翠 

の 想像 以外に あり、 意に して 狂 はんか、 識を 以て 之 を 正す を 得ん、 識 にして 足ら ざらん 乎、 之に 新智 

識を 注入して 共 闇 冥 を 展くを 得ん、 然 れ ども 邪惡 的に 發 達せ る 意志 に 加 ふるに 枉屈 的に 上達せ る 智識 

を 以てす、 人、 此淵に沈淪して彼の救濟は&^！むべからす。 

架靈 を濟 すの 1^ と は斯の 如き ものな りと せば-吾人 は 聖靈行 働の- R 域の 意志 其 物に あらす して 主と し 

て其智 能 にある 事 を 認めざる ベから す、 之を^^-書に稽ふるにゃ-靈は常に智能の開明者として示さる、 

イエス 曰く 「我が 名に 託り て 父の 遣さん とする 訓慰 師卽ち i や は 衆 理を爾 曹に敎 へ」 ん (約 翰傳 十四 章 


二 六 節) と、 以て 聖靈は 神が 吾人に 下し 給 ふ 智識 上の 大敎師 なる を 知るべし、 バウ 口 は 叉 曰く 靈は萬 

事 を 知り また 神の 深 事 をも究 知るな りと (哥林 多 前書 二 章 十 節)、 以て 聖靈が 神に 關 する 萬 事の 探究者 

なる を 得るべし、 豫言者 ィザャ は 之 を 智慧 聰明の 靈、 謀略 才能の 霊、 智識の 靈と稱 へり (，以 赛亞書 十一 

章 二 節)、 故に 靈が萬 事 を 吾等に 顯 はすと 云へ る は 之 を 吾等の ™ ^會 力に 示す の 謂 ひなる を 知らざる ベ 

からす、 靈は 靈に感 すと か稱 して 祌が 人と 相 通す るに 方て は 吾人の 智能に 依らざる が 如く 思 ふ は 聖書 

の 吾人に 示す 所の 敎義に 反す。 

人 多く は 新約聖書 に 於て 聖靈 の 訓慰師 と稱せ らる K を觀て その 行 働の IHg! 域の 吾人の 感情に 在りと な 

す、 然れ ども 是れ 未だ 吾等 基督 信者の 神より 給 はる 慰藉の 何たる 乎 を 知らざる 者の 言な り、 吾等 は醉 

客が 娃謠に 臥す るが 如く、 或は 亥那 人が 阿片に 醉 ふが 如くに 只 僅かに 一 時 吾等の 悲痛 を 忘れん と 欲す 

る 者に あらす、 吾人 は 宇宙の 大道に 則り、 苦痛の 大理を 解し、 醉 ふて 寢る 者の 如くなら すして 醒めて 

働く 者の 如くに 慰めら れんこと を 欲 ふ、 因て 知る 吾等 を 慰む る 者 は 吾等の 理性に 訴 ふる 者なら ざるべ 

からざる こと を、 因て 知る 神が 吾等 を 慰められん とする ゃ先づ 神の 眞理を 吾等の 智能に 傅へ 以て 吾等 

の 靈魂を 慰めら る、 こと を。 

聖靈 行動 の iHi 域 は 主として 吾人の 智能に ありと せば 聖靈 を漬す の 罪と は 罪に K まされし 吾人の 智識 
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を 以て 聖， 靈の 明白なる 吿知を 打消す ことならざる ベから す、 而 して 其 如何に 重大た る 罪過なる 歟は吾 

人の 生命に 於け る 信仰の 勢力の 如何に 高且 つ 遠なる 敷 を 知 て 始めて 知る を 得べ し。 

信仰 は 心の 事に して 智の 事に あらす と 做す 者 は 謬れ り、 信仰 は聽て 始めて 起る 者に して、 耳に 聞か 

す 眼に 讀 ますして 信仰 を 起せし 者 曾て あるな し、 聖靈を 否 むは 其 敎訓を 否むな り、 而 して 之を漬 すと 

!K さ ろ ベ か ら ^；. ろ 罪  三 五 1 
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は 之 をして 終に 吾人の 靈魂 に 神の 眞理 を傳ふ る を 得 ざら しむる に 至る こと 是 なり、 ち祌 と善惡 と に 

關 する 吾人の 判斷 力が 全く 轉 倒せられ て 善は惡 となりて 現 はれ、 惡は卷 とし 認められ、 神 御自身 を視 

て 鬼の 王な りと 信す るに 至る こと 是 なり。 

故に 怕 るべき は 智能の 濫用な り、 感情 遣傳 の罪惡 は 之を醫 すに 途 あり、 然れ ども 硬化せ る 智能の 罪 

惡に 至て は 之 を 精神 上 不治の病と 稱す るの 外た し、 是れ カタ ラクト 症の 眼球に 於け るが 如き もの、 光 

明の 心髓に 通すべき 途 なきに 至る、 故に 聖書 は 云へ り 「是 故に 架靈の 云へ る 如くせ よ、 衝曹 もし 今日 

其 聲を聽 かば 野に 在て 主 を 試みた る 日 その 怒 を 若. 一き し 時の 如く 爾曹心 を 剛愎に する 勿れ」 と (希 伯來書 

第三 章 七 * 八 節) 聽て之 を 担み、 担て 止ま ざれば 神を識 るの 力 は 硬化して 終に は §で 靈の聲 に 全然 無 

感 ^なる に 至らん。 

因て 知る 靈を漬 す の 罪 は 神を識 りし ことなき 者の 犯す 1§ にあらざる を、 是れ 福音 を 耳に し、 神學 

を 究め 傳 道に 從 事す る 者の 最も 陷り 易き 罪な りと す、 余 wf が は 若し 世に 永久の 刑罰に 干 かるべき 者 

ありと せば 彼 は 今日 世に 敎 役者と 稱 せらる 、者の 中に あらんと 云 ひし は 之が ためなり-り 

是れ， 乳惡 の 最も 深遠なる もの 、 其 最も 精神的な る もの なり、 其 全く： s: 心的なる が 故に 之 を 外面 に 認 

る 難し、 然れ ども 其 之に 陷 りし 者 をして 道徳的 不具者たら しむる を 見て、 吾人 は 略 ぼ 之が 捕 虎と なり 

し 者の 3： 人なる 乎 を 識^す る を 得べ し。 

然れ ども 愼 めよ、 吾人 之 を 識るも 之 を n 外す ベから す、 そは斯 くして 吾人 は 他人の 獎を  W  く 者と ON 

らんこと を 恐 るれば なり。 


人 は 誰でも S|! を 犯す。 「若し 罪な しと 言 は t-、 是 れみづ から 欺け るに て眞理 我等の 中に なし」 と あ 

るが 如し (ヨハネ 第一 書 一章 八 節 )o 玆に 「眞 理」 と 云 ふ は 一 i 昔の 眞理を 指す のであって、 「我に 罪な し」 

. と 云 ふ 者 は 基督 信者に 非す と 解して 問遠ゐ ない ので ある。 自分の s^i; を覺 りて 「我れ 如何にして 罪より 

もと 

免 かる、 を 得ん 乎」 と 云 ひて、 キリストの 許に 來り、 其 救に 與っ たのであって、 罪の 自覺に 始まら ざ 

る 信仰 は眞の 信仰で ない ので ある。 罪に 衷 なる- と 外に 現 はれた る 罪と が ある。 心の 罪と 行爲の 罪と 

が ある。 外なる 卵は衷 なる" sS が 現 はれた のであって、 一 一 者 同 一 の 罪で ある。 

人が 自己の 扉を發 見して 直に 起る 問題 は rsif- の處 分」 の 問題で ある。 「罪 は 不法な り」 であって、 

IS を 犯して 神の 法則 を 犯した ので ある。 故に 5非 は 恐し いもので ある。 「それ 罪の 拂ふ價 は 死なり」 と 

あるが 如し (。マ 書 六 章廿三 節」。 罪の 罪た るを覺 りし 時に、 人 は 誰も 之 を處分 せす して 棄て おく ことが 

出来ない。 人生 實は 「雜 の處 分」 に 勝 さる 大 問題 はない ので ある。 

いろ/、 

そして 神 を識ら ざる 此 世の 人 は 種々 の 方法に 依て 罪 を處分 せんとす る。 其 最も 普通なる は 「罪 亡し」 

と稱 して 多少の 慈善 を爲す ことで ある。 罪の 行動に 由て 得し 富の 幾分 を拋 ちて 之 を 貧者に 施せば、 そ 
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れで罪 は 消 ゆると 思 ふ。 然しながら 罪 は如此 くにして 亡びない ので ある。 縱し其 人が 全 財產を 投じて 

慈善 を 行 ふと 雖も、 是れ 奪った もの を 返した までであって、 罪 其 物、 卽ち 心の 罪 は 亡びない ので ある 

慈善 は 亡 罪 術と して は無效 である。 縦し 人は赦 すと 雖も神 は 赦し給 はない ので ある。 人の すべて 思 ふ 

所に 過ぐ る 良心の 平和 は 慈善に 由て は 得られない。 

义 大抵の 人 は 思 ふ、 罪 は 之 を吿白 すれば 赦 さると。 故に 羅馬 天主 敎會の 如き は 罪の 告白の 規則 を設 

け、 信者 をして 時 を 定めて 徴悔 室に 人り 懺悔 倂に對 ひ 其 罪 を吿 白せ しむ。 然し 乍ら 罪 は如此 くにして 

取 除かれない。 縱令 敎會が 指お せし 懺悔！^ と雖も 人の 罪 を 赦す權 能 を 有たない。 人に 我 罪 を 聞いて 貰 

ひ、 其 人に 罪の 赦 しを宜 吿 して 貰うた 所で、 罪の 故に 我 靈が負 ひたる 傷 は 癒えない。 論より 證據 であ 

る。 微悔に 由て 得た る 平安 は 暫時 的で あり 皮相 的であって、 永久に 心の 深い 所に 達しない。 纖悔は 其 

效を 奏せす 且 つ 多くの 弊害 を 伴 ふとの 理由に 依り、 天主 敎會に 背いて 起り しプ a テス タン ト諸 敎會に 

於て は此 制度 を錢. した。 

然 らば 己が 犯せ し 罪 を廣く 社き に 向って 吿 おしたならば、 それで ，難が 赦 さる、 乎と 云 ふに 然 らすで 

ある。 H だれ 此^の 文 土の iP ふる 罪 亡し の 術であって、 世の 稱讚を 博す る 者な りと 雖も、 罪 其 物 は 之に 

由て 亡びない ので ある。 其證據 に は 人は斯 かる 吿 C に 由て 根本的に 改まらす、 社會は 僅かに 其 人の 罪 

を憐 みて 之 を 責めざる に 至る に 止まり、 心より して 快く 之を赦 すので ない。 吿 白に 由て 得し 所謂 「被 

し」 は 罪の 假 借であって 其 魔 除で ない。 ルッソ ー は 彼の 微悔錄 を 著 はして 己が 犯せし 罪 を 除く ことが 

出来なかった。 後^ は 彼 を憐む も、 彼の は 依然として 之を認 むる。 

其 他 何れの 方法に. m る も 完全に" ail- を處 分す る こと は屮 I 來 ない。 其 理由 は 明白で ある。 罪 は 人に 向つ 


て 犯す 前に 祌に 向って 犯す 者で あるが 故で ある。 「罪 を； 大に 得て 訟 ふるに 所な し」 であって、 罪 は 元 

來天卽 ち 神に 向 つて 犯した る 者で ある 。ダビデが 人に 對 して 犯した る 罪に 就て 祌に 懺悔せ し 言 に 曰く 

我 は 爾に向 ひ、 然り獨 繭に 向 ひ 節 を 犯したり 

と (詩 第五 一 篇四節 ；}。 人に 犯す 前に 神に 犯した る雜 である。 故に 神に 赦 して 戴かす して は赦 されない 

ので ある。 そして 若し 神に して 赦し給 はん 乎、 人は赦 さすと も赦 さる.^ ので ある。 「子 もし 汝 等に 自 

.m を 賜 ひなば 汝等 誠に 自由 を 得べ し」 とィ H スが曰 ひ 給 ひしが 如し (ヨハネ 傳八章 三 六 節〕。 「子」 は祌 

の 子 キリストであって、 「自由」 は 罪の 赦 しょり 來る 自由で ある。 祌が其 聖子を 以て 罪 を 赦し給 ふ 所 

に 於ての み 眞の赦 しが ある。 

如斯 くにして 1§5； は先づ 祌に赦 して 戴かねば ならぬ。 然し 乍ら 罪 を祌に 得し 人 は 赦しを 要求す るの 资 

格がない。 我等 は 罪に 死し 者であって、 今や 徹底的に 罪の 自覺を さへ 爲す ことの m 來 ない 者で ある。 

故に 若し 我等に 赦 しが 行 はる k とすれば * 共 赦しは 我等より 出る に 非す して 祌 より 出づる 者でなくて 

はならない。 神の 善き 御 心より 屮：； し の赦 しのみ が 完全に して 眞の赦 しで ある。 そして 祌は キリス 卜 

を 以て 斯 かる 赦しを 行 ひ 給うた。 其 事 を强く 示した 者が コ ti サイ 書ニ牽 十三 節 以下で ある。 

祌は汝 等 を 彼 (キリスト) と共に 生かし、 我等の 凡ての 咎 S を赦 し、 かつ 我等 を責 むる 规 

(雄 法) の證 書、 卽ち 我等に 逆 ふ 證書を 塗抹し、 之 を (神と 我等との) 中間より 取り去って 十字 

架に 釘け、 (我等の 罪を訟 ふる 天の 諸 族の〕 政治と 權 威と を 観ぎ て 之 を 公然に 示し、 十字架に 由 

りて 號旋し 給へ り (改譯 )。 

神 は キリストに 在りて 我等の 扉 を赦し 給うた。 我等の 受 くべき 罰 を 彼に 食 はしめ て、 我等に 唯 信す る 

罪の 分  111 五 五 
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のみに て、 完< ^なる 赦 しに 與るを 得しめ 給うた。 我等 は を 罪と 認めながら 之 を 犯した ので あれば. 

祌 に證窨 を納れ しと 同橾 にして、 此證書 を 以て 責めら る. - 時に 我等に 言ひ遁 るべき 途 がない。 然るに 

キリスト は 我等に 代り、 我等の 當る 罰に 當 つて、 祌に對 する 我等の の 負 债を拂 ひたれば、 我等が， t 

に 納めし 證書は 無 效に歸 し、 我等 は 完全なる 赦 しに 與るを 得た ので ある。 斯くて 我等の 罪 を 神に 訟ふ 

る サタンと 共 眷族と は 其 勢力と 權 威と を 縛 がれ、 キリスト は 其 贖罪の 十字架に 由り て是 等の 人の子 等 

の 敵 を捕據 とし、 天の 門へ と 凱旋し 給へ りと 云 ふので ある。 富 葉 は 昔時の 訴訟法に 由る ものにして 粗 

雜 なる を 免 かれす と雖 も、 履 罪の 眞理を 一一 一一！： ひ 現 はす 者と して 明截 的確なる 者と 稱 せざるを得ない G 

罪 は 之 を 神に 處 分して 戴かなければ、 他に 處 分の 方法 はない。 そして 祌は 人間の を キリスト を以 

て 完全に 處 分し 給うた ので ある。 そして 惯仰を 以て 此處 分に 與 りて、 我等 は 祌に對 して 無罪に なり、 

んも亦 終に 心より 我等の 罪を赦 すに 至る。 我等 は 「g§ 亡し」 又は 社 會に對 する" si の吿 白と 稱 して 「人 

の |S| へと 世の 小學」 に從 つて" 罪を處 分して はならない。 神の { 化め 給 ひし 途に從 ひ 完全に 徹底的に 之 を 

處 分すべき である。 


誤解され し敎 義 

バウ の 鎖 罪 論 


今日 掀に 誤解され 且つ 濫 ffl される 敎義 にして 。ハウ II の聩罪 論の 如き はない、 今や 之 を 否認し、 排斥 

し、 ：j=^ しきに 至て は 之 を 嘲弄す るの が、 識者 を 以て 自 から 任す る 者の 中に 流行と なりつ \ ある、 一時 

は：： 替敎を 解す る 上に 於て 唯 一 の 憑 典と して 仰がれし バウ ：！ の 書翰 は 今や 殆んど 聖書 以外に 放逐され 

ん とする 狀態 である。 

れは 抑々 どう 云 ふ 理由で ある 乎、 バウ の 顺罪論 は 果して 背理せ 倫の 說 である 乎、 是れ Gi^ して 信 

仰 上 並に 道德 上、 何の 價，： g もない 說 である 乎、 是れ大 に 考究すべき 問題で ある。 

成程、 パゥ 口の 言に して 之 を 其 前後の 關 係より 離して 見て、 不合理の やうに 見える 節の ないで はな 

い. 今 其 三 四の 例を擧 げんに、 

.0X1  よ， ひが 

ィ H スは 我等が 罪の ために 解され 叉 我等が 義 とせら れんがた めに 甦 へらされたり、 是 故に 我等 信 

仰に 由て 義 とせられ たれば 神と 和ぐ こと を 得たり、 此は我 主 イエスキリストに 頼りて たり (羅馬 

责 〔四 章 末節より 五 章 一節まで )o 

キリスト 我等の 猶ほ s^i 人た る 時、 我等の ために 死に 給へ り、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ、 

今， 其 血に 賴 りて、 我等 義 とせられ たれば 況して 彼に 由り て 怒より 救 はる、 事な からん 乎 (同 五 

章 八、 九 節 )o 

又 キリストの 代りて 死に 給 ひし 弱き 兄弟 云々 (哥林 多 前書 八 章 十 一 節〕。 

神と 人との 間に 一 位の 中保 あり、 卽ち 人なる キリ ス トイ H ス なり、 彼れ 萬 人に 代り 己 を 棄て晴 ひ 

となせ り (提摩 太 前書 二 章 五、 六 節〕。 

以上 は 三 の 例に 過ぎない、 爾 うして 之に 類した るパ ゥ n の 言 は 決して くない。 

SS 解され し敎義  三 五 七 
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雨う して バウ 口 の1:疋等のーーーー"紫を其儘に解して今日^^」督敎會に於て„=?へらる tfe^i-説なる^が出たの 

である、 今 之を窗 約め て 云へば 大略 左の 如き^で ある、 

人 は 生れながら にして 罪人で ある、 故に 彼 はいくら 勵 みても 己 を 神の 前に 義 とする こと は屮 I 來な 

い、 故に 神 は 憐愍の 餘り其 獨子を 降し 給 ひ、 彼 を 十字架に 釘け て 人に 代りて 其受 くべき の 罰を受 

けしめ 給 ふた、 キリストの 十字架 は 一方に 於て は聖. なる 神の 怒 を { 有め、 他の 一方に 於て は惡 なる 

人の を 潔め た、 斯くて 彼 は 二者の 問に 立て 中保と なった、 人 は 今や 自己の 善行に 由る ことなく 

して、 唯！； 仰 を 以て キリストの 功績 を 己が ものと して 受け、 之に 由て 神に 近づく ことが 出来る。 

然し 斯 かる 敎 義に對 して 强 きな 對は 起らざる を 得ない、 今、 臢罪 論に 對 する すべての 反對說 を玆に 

述べる こと は 出来ない、 唯其中最も强硬なる^1<?ニっを舉げんに、 卽ち 左の通り である、 

共 一、 履賴論 は論现 的に 不合理な り、 そ は 人 は 各 0、 巳の 罪 を擔 ふべき 者に して、 神と 雖も 彼に 

代て 之 を 擔ふ能 は ざれば 也。 

其 二、 聰|§論は赏際的に^^;だ有害なり、 そ は 若し 善行 以外に 義 とせら る、 の途 ありと すれば、 人 

は 善行 を 总り 、 神 を：！：^^ る と 稱し な が ら^11^を行 ふ に 至 る ベ け れ ば 也 。 

雨う して 喷 論 は 此 反對論 に 對 し て 容=^^く 己 を辯護す る こ と が出來な い の で ぁ る 、 意志自由說は倫理 

學 上の 本義と も稱 すべき 者で ある、 爾 うして 贖罪 論は此 本義に 牴觸 する、 又 極端なる 贖 扉 論の 道德的 

害審は 人の 一般に 認 むる 所で ある、 所謂 「祌學 者の 憎惡」 と稱 し、 宗敎 家が 宗敎 論を鬪 はしながら、 

仇 恨、 爭鬪、 i& 忌、 結黨 等の すべての 不義 背 德を行 ふて 恥と せざる の 醜態 は 我等の 屡 々目撃す る 所で 

あって、 是れ 主として 照 と 云 ふが 如き、 善行 以外に 人を義 とすると 稱 する 敎義が 彼等に. S て 慎 かる 


るからで ある、 聩罪論 は 論理的に 不合理であって、 實際 的に 不道德 であると 云 ふ 者が 有ても 强ち之 を 

排斥す る こと は 出来ない。 

然しながら タル ソの バウ 口 は^して 斯 かる 不合理、 不道 德を唱 へたので あら ふ 乎、 今日 *1 に稱 する 

パゥ C の 贖罪 論なる 者 は 菜して 彼れ バウ 口 の 所信であった であら ふ 乎、 パゥ n は 意志の 自由 を 拒み、 

神 を 信す ると 稱 しながら 罪 を 犯す の 機會を 後世に 供した ので あら ふ 乎、 余輩 は斯く 信す る こと は 屮1 來 

ない、 余輩 は 今日 基督 敎會に 由て 唱 へらる 、バウ 口の 頌罪 論なる 者に 就て パゥ B 自身 は 責任 を 有た な 

いと W わ ふ、 是れ 全く パゥ ：1 の 誤解より 出た る 者で あると 思 ふ、 卽ち 多くの 他の 事に 於て 敎會が 使徒の 

名 を 濫用し、 使徒 をして 敎會の 犯せし すべての 5 非 惡を擔 はしめ しと 同じく、 此贖靠 論に 於ても、 敎會 

は バウ 口 をして、 己の 陷 りし 誤謬の 責任 を 負 はしめ たので， ある、 余輩 は キリストの 弟子であって、 パ 

ゥ 口の 弟子で はない から、 何事に 關 はらす バウ 口に 推服す る 者で はない、 然しながら パゥ 口の 贖罪 論 

を 不合理 的に、 叉 不道德 的に 解せ しめしの 責任 は 敎會に 有て パゥ P に は 無い と 思 ふ。 

バウ ti は 純正の ユダヤ人 である、 我 は 第 八日に 割禮を 受けた る 者に して イスラエルの 族べ ニヤ ミン 

の 支 派へ ブル 人よ リ 生れた るへ ブル 人な リとは 彼の 自白で ある (排立 比 書 三 章 五節)、 雨う して 此遣傳 を 

承け たる 彼 は哲學 者ではなかった とする も、 峻嚴 なる 道德 家であった 事 は 確かで ある、 故に 彼 は 彼の 

傳 へし 敎の 中に 論理の 法則に 適 はない 者が あると 聞いても 训に 意に 留めなかった 乎 も 知れない が、 然- 

し 道德に 反く 者が あつたと 聞いたら、  彼 は 堪えられぬ ほど 驚いた であら ふ、 實に彼 は キリストの 贖罪 

に 就て 述ぶ るに 方て、 彼の 反對 論者が 斯 かる 较論を 彼に 向て 放たん こと を 慮 り、 豫め 之に 答へ て 曰 

ふた、 
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然 らば 我等 3： を 一 H はんや、 恩の 增 さんため に！！ に 居るべき 乎、 非す (羅馬 書 六 章！ 節) 

と、 兹に 「非ら す」 と譯 されし 其 原語 は 激^なる 言辭 である、 mS  g.enoito 「堪え難し」 とか、 「否 

な 決して 否ら す」 とか、 rE^ ひも 寄らす」 とか 譯 すべき 者で ある、 少しく 言 辭を更 へて 曰へば バウ 口. 

は 左の 如く 言 ふたので あら ふ、 

キリストが 1^ を頌 ひたれば 我等 は を 犯す も 問 はれす とよ、 堪え難き 哉、 斯言ゃ 

と、 キリス ト の 贈^が 善行 怠慢の 機 N まとして 用 ひられる とはパ ゥ 口 に 取て は 堪え難き ことであった、 

そ は：：.，！ れ。 ハウ 口が 狙った nz 的の 正反對 であった からで ある。 

C: らば パ ゥ II の曠"5^§論は如：^に解すべき者でぁる乎 

O00O00OO000O0OOOCOOOO0O0OOOOO 

第一、 に 我等 はパゥ II の 受けし 嚴 格なる ユダヤ 的 敎育を 忘れて はならない、 暧罪は ユダヤ人の 思想. 

を-:: 領 せし 主なる 題目であった、 舊約架 書、 殊に 其 中の 出 埃 及 記、 利 未 記、 尺 數紀略 を 讀んだ 者で、 

=K 巾に 照 Sit の 文字の 如何に 多き かに 氣の附 かない 者 はない、 

汝^1:々に3^§祭の牡牛 一 頭を獻げて賴ひをなすべし、 又 壇の ために 頌^ をな して 之 を 潔め、 之に 膏 

を 液ぎ、 之 を 聖別む ベ し (出 埃 及 記 二十 九 章 三十 六 節 )o 

卽ちァ 口 ン 己の ためなる その 5!§ 祭の 牡牛 を 牽き來 りて 自己と 其 家族の ために 頌 をな し、 云々 

(利 未 記 十六 章 十 一 節。 全 章に 涉り 贖罪の 文字 甚だ 多し〕。 

是れ其  一 二の 例で ある、 爾 うして 舊約架 書 全 體に涉 り、 頌， おの 文字と 思想と は 充ち滿 ちて 居る、 實に 

萬 約敎、 之 を 噴 罪 敎と稱 しても 可い 程 で あ る 。 

.!s うして 斯 かる 思想の 中に 生育せ しパ ゥ a が 其 キリストに 由る 救 一め 觀を 組織す るに 方て 之に 贖 sis- の. 


文字と 田レ 想と を 編 人した の は 決して 無理なら ぬ ことで ある、 舊約 聖書に 現 はれた る牘罪 其 物の 意義 は 

^- J  あみい V-l 

余犛の 今玆に ねんと 欲する 所ではない、 乍然、 パゥ „1 の 地位に 在りし 者が 新ら しき 人生 觀を編 出す 

に 方て、 自己と 周圍の 人と の 賴輯 的觀 念を滿 足せ し むる の 必要 を 感じた の は 止む を 得な い 事 で あった、 

恰 かも 今日の 吾人に 取り、 進化論に 論及せ すして 如何なる 思想 を も 世に 提出す る ことが 出来ない と 同 

然 である、 。ハウ 口 は 二 千年 前の ユダヤ人 である こと を 心に 留めて、 我等 は 躓 S 非 論の 不合理 を 以て 彼. V 一 

責めない、 贖罪 は當 時の 定說 であった、 之れ との 調和 を 講ぜす して キリストの 福 昔を說 くも 無ハ被 であ 

つた、 バウ 口 は 曰 ふたので ある、 贖靠は 罪人が 神に 近づく に 必要で ある、 然し" 4 は 牛 や 羊の 血 を 以て 

噴 はるべき 者で はない、 人の 血 を 以ての み頌 はるべき 者で ある、 眞 正の 罪 祭 は 神の： なる イエ ス キリ 

： もつ 

ス トを 以て 供物と すると。 

OO0000000O00O0O000000OO00O000O0  OOOO0000O 

第二、 。ハウ 口 に 取りて は 彼が 贖 1  お 論を唱 ふるに 明白なる 道德的 理由が あった * それ は 彼の 謙遜で あ 

る.。 彼 は 自己の 善行に 由て 彼が 神に 納 けられ やうと は 如何しても 思へ なかった、 然れ ばと て 彼の 如き 

現 ft 的 観念 を 以て 養成され し 者 は祌は 何の 條件 をも附 せす して 自由に 人の Sfi! を 赦し給 ふと 聞ても 容易 

に 之 を 信す る こと は出來 なかった、 玆に 於て か 彼に 取りて は 51 の 赦免の 實證が 必要で あつたので ある- 

爾 うして 彼 は 此實證 を キリ ストの 苦難と 死に 於て 發 見した ので ある、 神の 聖 きと 自己の 據れ たると を- 

比べ て 見て 彼 は 何 か キリ ストの 十字架の やうなる もの を 要求して 止まなかった ので ある、 彼 は 今日の 

多くの 自稱 善人の やうに、 神 は 人の 罪 を赦 すべき 害の 者で あると か、 人 は 神の 子で あるから 灌れ なく 

神の 膝 F に 近づくべき であると か 言 ひて 己 を 慰めん と 欲する も 慰め 得なかった ので ある、 彼 は 祌を見 

る こと あまりに 高く、 自己 を 見る こと あまりに 低く ありし が 故に、 二者の 間に 渡り を附 くる 仲裁人 を 
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要求した ので ある、 卽ち. Ms§ の 核 牲を携 へ て 1.- 所に 人り て 神の 前に 人 を 執 成す 所の 祭司の 長 を 要求 レ 

たので ある、 パゥ 口 の 如く 祌を 六问く 見る と；：！ 時に- ：11 己 を 低く 見る 者に あら ざれば 聩 罪の 必要 は 感ぜら 

れな いので ある、 自己の 皆無なる を 信じ、 a 已の爲 し 得る 善行の 等しく 呰 無なる を 信じて 玆に 始めて 

晴罪の 必要が 起る ので ある、 若し 牘罪其 物が 不合理で あると する も、 その 之 を 喚起せ し 動機 は實に 貴： 

いもので ある、 贖 |§ を檫榜 して 神學 論 を鬪 はすの は 最も 嫌 ふべき ことで あるが、 然し 噴 を 要求して 

.i- まざる の 心 は 最も 貴むべき 者で ある、 。ハウ 口 の 謙德の 表彰と して 彼の 頌罪論 は 最も 貴重なる 者で あ 

る 0 

COOOO0OO000  00O0O00000OO 

第三、 照 11 は 人生の 泰實 である、 故に 實驗 すべき ものである、 實驗を 離れて 理解し 5^ ら るべき 者で 

はない、 其 內容は 門外漢の 探り 得べき 者で はない、 之 を 不合理な りと 稱 する は 之 を單に 外より 觀察 す 

るからで ある、 之に 道 德的危 險の伴 ふ は その 實驗 が淺 いからで ある、 頌 g§ を 深く 心に 味 ひて、 その 道 

理の m 上、 道德 の極處 である ことが 判明る ので ある、 故に 是れは 3： 人に も 判明る 敎義 ではない、 。ハウ 

ti を，. て 始めて 陳述せられ、 バウ 口に 達して 始めて 了解し 得らる、 敎義 である、 實 驗は學 問で はない、 

實視 である、 直感で ある、 哲學 者が 之 を 解し 得な いのは 敢て怪 むに 足りない、 又淺 薄なる 今の 敎會信 

者が 之を濫 W して 返て 危害 を 己が 身に 招く も 敢て怪 むに 足りない、 事實は 1$實 である、 躓 罪は晴 5^ で 

ある、 之 を 解し 得ない とて 之 を 排斥す る は、 太陽の 熱 を 以て 己が 煙管に 火 を點じ 得ない とて 之 を 幾る 

の 類で ある、 パゥ 口 は 彼の 信仰的 實驗 を？ fli つたので ある、 彼の 靈 魂の 聖 所に 人て、 彼が 見、 又聞き、 

叉^り しこと を 語った ので ある. 爾 うして 外に 立て 遙 かに 幕 內の聖 事 を g がふ 者 は 之 を 疑 ひもし、 否 

み もす るで あらう、 然れ ども 挈 へられて 第一 一-の 天に 至り、 言 ふべ からざる 一一 一一 11、 卽ち 人の 語る まじき 言 


を M きし 者は义 人の 說 明すべからざる 深き 聖き事 を 知る ので ある， バウ n の 贖罪 論 は 不合理な りと て 

又 小 道徳な りと て 直に 之 を 排斥す べきで はない 。 

身 を バウ 口の 境遇に 置き、 同情 を 以て 彼の 思想の 徑 路を稽 へ、 パ ゥ 口 の謙遞を以て彼の如くにー^：く 

祌 を见、 低く 自己 を 見、 終りに、 贖罪 を哲學 上の 命題と して 見す して 人生の 實驗 として 見て、 我等 は 

今の人の如くにパゥ a の噴§;^1を否認もせす、 排斥 もせす、 勿論 嘲弄 もしない、 縦し 叉 時には 不合理 

的に ゆる ことがある とする も、 その 偉人の 唱 へし 大敎義 なる を 知る が 故に 充分の 尊敬 を 以て 之を迎 

へ、 自身 バウ n の 如き 者と なりて 之 を 道理 的に 解釋し 得る に 至る 其 時期の 一 日 も 早く 到來 せんこと を- 

祈る。 


キリストの 血に 就て 

新約聖書 は 所々 に キリストの 血の 效 力に 就て 記して： る、 キリス ト 御自身の 言葉と して は 左の 如き 

も のが ある、 

イエ ス曰 ひける は 誠に 實に 我れ 汝 等に 告げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす、 其 血を飮 まざれば 汝等 

に 生命な し、 夫れ 我が 肉 は k 正の 食物、 又 我 血は眞 正の 飮料 なり、 我が 肉 を 食 ひ、 我 血 を 飲む 者 

キリストの 血に 就て  一二 六 三 


ffi; と 救 ひに 開 f ろ w 究  一一 一六 H 

は 我 こ はり、 我も^ 彼に る (約 翰 傳六章 五十 三 1 五十六 節〕。 

^し、 キリストの 血の 效 力に 就て は キリスト 御自身より は 彼の 弟子 等に 由て 多く 述べられて る、 使. 

徒け 俾に 於て、 害 翰に 於て、 默示錄 に 於て 此 事に 關 する 言辭は 決して 微少くない、 

主の 己が 血 を 以て 買 ひ 給 ひし 所の 敎會 (使徒 行傳 二十 章 二十 八 節、 

今、 其. 5^ こ S. りて 我等 義と 4j られ たれば、 況して 彼に 由て 怒より 救 はる、 ことな からん 乎 (羅 書 

五 章 九 節 ソ。 

我等 其 血に 由り、 贖、 卽ち の赦を 得たり 05- 卯 所 書 一章 七 節)。 

八/は キリスト イエス に 在れば ft に 遠 かりし 汝等は イエ ス のまに 巾り て 近づけり (仝 二 章 十三 節 )。 

其 卜 字 架 の 血に 巾り て 平和 をな し 云々 (哥羅 西 書 一章 二 十 節〕。 

血 を 流す こと あら ざれば 赦 さる、 ことなし (希 伯 來書九 章 二十 二 節)。 

新約の 巾 保なる イエ ス 及び 北ハ 漉ぐ 所の 血 〔仝 十二 章 二十 四 節 )o 

. ^等が 職 は， しし は ：.：• ^なき：. なき 羔の 如き キリストの 費 血に 由る こと を 知る (彼 得 前書 一 章 十八、 

卜 九 節」。 

其子ィ エス キリストの 血-すべ て II より 我等 を 潔む f 約 翰 第壹書 一 章 七 節 )o 

彼等 は …； 曾て 羔の 血に て 其 衣を滌 ひ、 之 を，：：： くな せる 者な り (默示 錄七章 十四 節 )o 

我等の 兄弟 は盖の 血に ra: りて 之 (惡 魔) に 勝てり 乂 H 十二 章 十一 節〕。 

キリストの 血 を 以て 買 はれたり と 云 ひ、 キリストの 血 を 以て 噴 はれたり と 云 ひ、 キリストの 血に 由て 

平， を 得たり と 云 ひ、 キリストの 血 を 以て 條 はれたり と 云 ひ、 キリストの 血 を 以て 潔め られ たりと 云 


ひ、 キリストの 血 を 以て 救 はる、 と 云 ひ、 キリストの 血 を 以て 惡 魔に 勝つ と 云 ふ、 キリストの，^ の 

力 は 干 殊萬樣 である、 新約 樂書 記者の 心より キリストの 血 を 取 去て、 福音の 勢力の すべてが 取 去られ 

る やうに 感 する。 

書が さう であるから、 聖書より 出しと 稱 する 基督 敎會の 祌學も 信仰 も 亦 キリ ストの 血 を 高調して 

止まない、 キリストの 血、 キリストの 血と * 敬虔と 云 ひ、 熱 信と 云 ひ、 すべて 此 標語に 聯 結して 居る 

やうに 見える、 基督 信者の 信仰に 於け る キリ ストの 血の 效カは 最も 著しく 詩人 カウ パ ー の 有名の 作な 

る r ィム マヌ H ルの 血」 の 讚美歌に 於て 顯 はれて 居る、 其 邦文に 譯 されし 者 は 左の通り である、 

一、 みめぐ みあ ふる」 イマヌエルの 

ちし ほの いづみに つみ を あらへ 

じふ じかのう への ぬすびと すら 

この いづみ をみ て よろこび けり 

二、 われら も いづみ を ふかくく り 

くれないの つみ を みな あら はれん 

かみの こひつじの ながせる ちの 

きょむる ちから は かぎり あら じ 

三、 しゅに たよる たみの みな ひとしく 

きよめら る& まで ながれた え じ 

われい ける とき も しにての ち も 

*•  n ストの 血に 就て  一一： 六 五 


K: と 救 ひに Si する 研究  三 六 六 

イマヌエル のち を た、 へうた はん 

然しながら 斯 くも 呶々 しと 思 はる、 程までに キリストの 血の 功德を 述べて 居る が、 其 M たる 乎， 或 ひ 

は 何故た る 乎 は 之に 由て 少しも 解らない、 血と 云へば 其屮に M にか 慘儋 たる 所があって、 悲哀の 情が 

加 はり、 之 を n に唱 ふる 者 は 何に やら 特训に 深く キリスト を 愛する やうに 聞え る、 乍然、 是れ 僅かに 

感 に 止って 道理で はない、 キリストの 幅 昔 は 深き 感情 を 惹起す 者で あるが、 然し、 素々 人の 感情に 

訴 へて 彼 を 動かす 者で ない、 「率 我等 共に 論ら はん」 と 神 は .S 十尙ほ 人に 向て 言 ひ 給 ふ C 以赛 lei 書 M 早ト 

八 節： T 「^1 ら はん」 と は 道理に 訴 へて 議論 を鬪 はさんとの 意で ある、 キリストの 脇より 流出し 血と 水 

とを见 てず く 心 を 動かせし 者 は 十字架の 側に 立ちし 婦人 等で ある、 乍然、 其 血 は 何 を 意味す る 乎、 其 

血 は 如何にして 萬 國の民 を 救 ふ 乎、 如何なる 意味に 於て すべて 我等の IS を 潔む る 乎、 是れ 感情で はな 

くして 道理の 問題で ある、 我等 は キリストの 血と 其 潔め との 明白なる 意味 を 知らん と 欲する、 我等 は 

3： 故に キリストの 寶 血が 我等 を 救 ふか、 其 理由 を 知て、 深く 其 救 扬に與 らんと 欲し、 又 深く キリスト 

の喷" s| の恩蓝 を 感得 せんと 欲する。 

首 ふまで もな く 血 は 血で ある、 赤血球と 白血球と 血漿との 5^ 合 物で ある、 其點に 於て 牛の 血 も 羊の 

血 も 人の 血 も 何の 異なる 所 はない、 余輩 は 博ら すして 言 ふ、 其點に 於て は キリストの 血と て 余 W の 血 

と異ら ない、 血 は 血で ある、 キリストの 血と て 血で ある、 血 は 如何なる 物の 血で も 又 如 M なる 人の 血 

でも 賴を維 はない、 は 心の 事で ある、 體の 事で はない、 血 はたと へ 之に 浸されても 人の 罪を游 はな 

い、 縱へ キリストの 血で あると する も 血 其 物 は、 卽ち 物質的の 血 は 人の を 潔め ない、 其 事 は 誰が 何 

と 云 ふと も 権 かで ある、 余輩 は キリ ストの 脇より 流出し 血 其 物に 3： の 效カを も 認めない。 


然 わば： E 故に キリストの 血、 すべて 我等の 罪 を 潔む と 云 ふので ある 乎. 何故に 聖徒 は 彼の 血に て 其 

衣を條 ひ、 之 を 雪の 如く..：" くな せりと 云 ふので ある 乎、 何故に キリストの 血 は 信徒に 取り 無上の 效カ 

が あるので ある 乎、 是れ 我等の 特に 知らん と 欲する 所で ある。 

新約聖書に 謂， ふ 所の 血の 何たる 乎 を 知らん と 欲せば、 之 を舊約 聖書に 於て 探らなければ ならない、 

血なる 言葉 は舊約 に 於て 何 を表號 して 用 ゐられ し 乎、 其 事 を 先づ究 むる の 必要が ある、 而し て 此 事た 

る、 すべての 宗敎の 根底 義 たる i 牲の 何たる 乎に 涉る 問題であった、 宗敎 上の 最大 問題で あるが 故に、 

今玆に 委細に 論す る 事は屮 I 來な いが、 然し、 左の 三ケ條 の、 舊約 聖書に 顯 はれた る 血に 關 する 明白な 

る事實 である こと は 誰も 疑 ふこと は 出來な い 、 

一 、 血 は 生命で ある こと、 

二、 血 を 流す と は 生命 を棄 つる ことで ある iir 

三、 血 を 魔ぐ と は 生命 を 他に 移す ことで ある 事。 

一、 血 は 生命で あるとの こと は 明かに 舊 約に 示して ある、 肉の 生命 は 血に 在りと、 卽ち血 其 物が 

凍 をな すので はない、 血の 中に 生命が 存 する 故に 晴 5 非 をな すので あると、 生命 は 血 を 離れて 存在す る 

者で ある 乎 否やの 問題 は 今 玆に之 を 論究す るに 及ばない、 我等 はた 昔時の ユダヤ人が 血 を 生命の 所 

在と 認めた とい ふ 事 を 知れば 足りる ので ある、 生命 は 血に 於て ある、 故に 血 は 神聖で ある、 血 を 流す 

こと は 大罪 惡 である、 蓋 は是れ 生命 を 奪 ふこと で、 卽ち 殺す ことで あるから であると、 此事を 心に 留 

め て 、 舊約 書 の 左の  一一 B 葉 を 解す る ことが 屮 I 來る、 

や ど  よそくに 

凡そ イスラ H ル の 家の人、 又は 汝 等の 中に 寄寓れ る 他國の 人の 中、 血 を 食 ふ 者 あれば 我れ ( M ホ 

キリスト の^に 4*^ て  三 六 七 
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ii ち さ  0  0  C  C  0  0  0  0  0  0 

バ) 其 血 を 食 ふ 人に は 我而を 向けて 攻め、 其 民の 屮 より 之を斷 去るべし、 そ は 肉の 生命 は 血に あ 

れば 也、 我れ 汝 等が 之 を 以て 汝 等の 靈 魂の ために 壇の 上に て暖 IS を爲 さんため に 之を汝 等に 與ふ、 

血 は 其 中に 生命の ある 故により て頤 15?- をな す 者 なれば 也 (利 未 記 十七 章 十， 十 一節)。 

卽ち 犠牲 は イスラ H ルの 家の人 等に. m て 無意 魏に獻 げられ たので はない、 之に 或る 深き 心靈 上の 意味 

があった、 犠牲 は 一一 一一 I： 葉の 如き 者であって 心意の 一種の 表號 であった、 祌に 生命 を獻 ぐとの 意義 を 以て 

牛 や 羊 や 接が 獻 げられ たので ある、 は 心意 を顯 すに は 足らない * 如何なる 表 號と雖 も 充分に a つ 

ふ y 全に 心意 を顯 はすこと は 出来ない、 いは 操 は 松 を 以て は 充分に つ 完全に 表 はされ ない、 然し 松は貞 

操の 善き 表號 である、 悔 ひたる 碎 けたる 心の 狀態は 之を壤 の 上に られ たる 犠牲の- を 以てして は^ 

ヘリに 且つ 完全に 表 はすこと は屮 Z 來 ない、 ：p 然、 犧牲は徴悔の设も；^^：き表號でぁる、 ^命 は 血に 在る と 

W く；：： r せし ィ スラ H ルの人 は 神の 前に 獸の血 を 流して 巳の 生命 を 神に 獻 ぐるの 意 を 表した、 人が 此は 

に 於て 爲す こと はすべ て表號 に過ぎない、 而 かも _ ^號 に强 いのと； i いのと、 深いのと 淺 いのと が ある、 

而 して 權牲は 心の 悔改を 表 はすた めの：： K も强ぃ つ 深い 表號 である。 

二、 生命 は 血に 於て 在る、 故に 血 を 流す こと は 生命 を 奪 ふこと である、 Ss ち 死す る ことで ある、 或 

ひ は 殺す ことで ある、 而 して 抓 を 犯して 死 せざるを得ない、 罪 を 犯せる 靈魂は 死ぬ ベ しと (W 西 結 書 十 

へ 車 四 節〕、 血 を 流す 裏 あら ざれば 赦 さる. -事 なしと、 ユダヤ人の ぜし 所に 由れば！ おと 流血 (卽ち 死) 

との 間に は 必然的 關係 があった、 使； パゥロ も亦此 信仰 を變 へなかった、 彼 は 曰 ふた 罪の 價は 死なり 

i 羅馬 * 六 車 二十 三 節〕。 

三、 生命 は 血の 中に 在る、 而 して 生命 は 又 之 を 他に 傳 へる ことが 出來 ると、 是れ又 ユダヤ人の 信仰 


の 一 つであった、 彼等 は 信じた、 祌は其 生命 を 人に 傳 へる ことが 屮：： 来る、 人 は 其 生命 を 他の 人に 傅へ 

S よめの れい 

る ことが 出来る * 禽獸も 亦 其 生命 を 人に 傳 へる ことが 出來 ると、 所謂 潔 禮 とは此 信仰に 某ゐて 起つ 

たもので ある、 卽ち 潔き 鳥の 血を痴 病より 潔 めら れんと する 者の 上に 七 1: 漉げば 其 人 は 潔め られ たり 

との iH^f である (利 未 記 十四 章 二 ー 七 節)、 此 場合に 於て は 潔き 鳥の 生命が 病める 人の 體に 移りて、 其 人 は 

潔め られ たりとの 事で ある、 卽ち 今日の  一一 一 H 葉 を 以て 言へば、 玆 に血淸 療法が 行 はれた ので ある。 

以上 は 血に 關 する ユダヤ人の 見解であった、 其、 吾人 今日の 見解と 趣き を 異にする は 言 ふまで もな 

い、 ユダヤ人に 取りて は 生命 はすべ て 一 つであった、 人の 生命 も禽の 生命 も獸の 生命 も 皆な 一 つで あ 

つた、 故に 是等は 相 K に 交換す る ことが 出來 ると 忍 ふた、 彼等に は乂 吾人に 於け るが 如く、 肉的 生命、 

I 曰 的 生命、 靈的 生命と 云 ふが 如き 1?!:^ はなかった、 彼等に 取りて は 生命 は 唯 一 つであった、 パゥ 口の 

左の  一一 一一 C の 如き は 此邊の 消. に 通す るに あら ざれば 解らない、 

若し ィ H スを 死より 輕 らし、 者の 靈、 汝 等に 住まば、 キリスト を 死より^ら し、 者 は、 其、 汝等 

に 住む 所の 靈を 以て 汝 等が 死ぬ ベ き 身體を も 生かす ベ し (羅 書 八 章 十一 節)、 

卽ち靈 的 生命 は 肉的 生命と なりて 働ら くべ しとの 事で ある、 生命の 一 元說は 古くより ユダヤ人の 信ぜ 

し 所で ある、 今日の 枓學を 以てして は 未だ 充分に 證明 する こと は 出来ない が、 乍然 すべての 哲學 がー 

元； i に 傾きつ k ある 今日、 決して 輕 忽に附 すべから ざる 信念で ある。 

(一) 血 は 生命で ある (二) 血 を 流す こと は 死す る ことで ある (三) 血 を 人に 龐ぐ こと は 其ん に 生 

命 を頒っ ことで あると、 以上が 血に 關 する ユダヤ人の 思想であった、 而 して 此 E 心 想 を キリス 卜の 生迎 

の事赏に適川したものが新約^^書に顯はれたるキリ ス トの血に關する思想でぁる。 

キリストの 血に 就て  三 六 九 


罪と 救 ひに 關 する 軒究  一一 一七 C 

^^si§.l い^わ" W い §4 而 して 人の 生命 は 其 人 自身で あるから、 キリストの 血と 

云 ふ は キリス トと云 ふと 同じで ある、 キリストの 血に. E て 救 はる、 と は キリス 卜の 生命に 由て 救 はる 

ると 云 ふ 事であって、 又 キリ ストに 由て 救 はる、 と 云 ふと 同じで ある。 

义血を 流す と は 死す ると 云 ふ 事であって、 死に 伴 ふす ベての 苦痛 を も 合せて いふ、 故に キリストの 

血に 賴 りて 翁と せらる とか、 叉 は 十字架の 血に. m て 平和 を 得たり とか 云 ふ 場合に は 「血」 は 「流され 

し 血」 と 解すべき であって、 死と 之に 伴 ふ 苦痛 を 指して 謂 ふので ある。 

「我 血は眞 正の 飮料 なり」 と 云 ひ、 「新約の 屮 保なる ィ H ス 及び 其 魔ぐ 所の 血」 と 云 ふ 場合に 於て 

は、 血 は 永久に ィヱス より 流れ る 生命であって、 之 を 受けて 復活 あり、 又 永生 ありと 云 ふの. である. 

「我 血は眞 正の 飮料 なり、 …… 我 血 を 飲む 者 は 我に 居り、 我 も 又 彼に 居る」 と 云 ふ は 一:!: じ 約 翰 傅の 四 

章 十四 節に 

我が 予 ふる 水 を 飮む者 は 永遠に 渴 くこと なし、 a つ 我が 予 ふる 水 は其屮 にて 泉と なり、 湧出て 永 

生に 至るべし 

と あると、 唯、 血と 云 ふと 水と 云 ふとの 違が あるの みで 其 根底の 意味 は 同じで ある、 故に 默示錄 二十 

二 章 十七 節に 於て は此 水を稱 して 「生命の 水」 とい ふて 居る、 血と 云 ふと 水と 云 ふと 生命と 云 ふと 終 

る 所 は 同じで ある。 

キリスト は 如何にして 人 を 救 ひ 給 ひし 乎と 云 ふに、 犠牲の 首 葉 を 以て 此 問に 答へ て 曰へば、 

彼 は 自己 を 神の 祭壇の 上に 捧げ、 自 から 扉 祭の 禮物 となりて 其 血 を 流し、 神に 對 して は 其 怒を宥 

め、 -に對 して は 其 g§ を擔 ひ、 以て 人 を 神の 前に 執 成し 袷へ り 


と、 倫理の 言葉 を以 て 答へ て 曰へ ば、 

彼 は 完全に 人た るの 本分 を盡 し、 死に 至る まで 祌を怨 ます、 人 を 愛し、 彼の 身 を 以て 神 を 人に 示 

し、 人 を 神に 導き 給へ り、 而 して 彼れ 死して 彼の 精神 (彼の 場合に 於て は聖 靈と稱 す、 靈的 生命 

なり) 益々 人に 傳 はり、 彼 は 今尙ほ 彼の 精神 (靈的 生命) を 以て 彼 を 信す る 者の 中に 在りて 生き 

給 ふ 

と、 ユダヤ人の 祭事の 慣例より 全く 脫却 する 能 ざり し 新約聖書 記者 等 は 犧牲の 一 百 葉 を 以て キリストに 

關 はる 彼等の 靈的 實驗を 述べた ので ある、 然れ ども 此 慣例に 何の 干與 なき 吾人 は斯 かる 言葉に 接して 

其 意義 を 探ぐ るに 茶 だ 困む ので ある、 吾人 は 之 を 令 日の 吾人の 言葉に 翻譯 して 讀 なければ ならない、 

古人の 言葉 を 文字通りに 解釋 して 吾人 は 犬なる 誤 謹に 陷ら ざる を 得ない。 

乍然、 玆に 一 つ 注意すべき 事が ある、 卽ち 吾人が 古人の 言葉 を 吾人 今日の 言葉 を 以て 解き 去ら ざら 

ん こと、 其 事で ある、 卽ち 吾人の 淺 薄なる 思想 を 以て 古人の 深淵なる 思想 を說 了せ ざらん こと、 其 事 

である、 今人の 理想的な るに 對 して 古人 は寫實 的であった、 殊に 古代の ユダヤ人 は爾 うであった、 理 

想 は 空想に 倾き 易く、 隨て皮 想に 走り 易い、 精神と 云へば 一時の 活氣 なりと 思 ひ、 生命と 云へば 肉體 

の 精力で ある 乎の 如くに 想 ふ、、 然し、 精神と は斯 かる 淺 薄なる 者で はない、 生命と は斯 かる 薄弱なる 

者で はない、 精神 は聖靈 である、 神より 出る 眞 正の 生命で ある、 若し 生命 を 血と 稱 して 迷信に 傾し 憐 

があるなら ば、 血 を單に 生命と 解して 淺 薄に 流る &の 危險が ある、 靈的 生命 は單に 生命と して イエス 

の 身より 流屮 I るので はない、 彼が 紅き 溫き 生血 を 流して 其 結果と して 彼より 流出て 吾人の 中に 在て 永 

生と 成る ので ある、 斯の 如くに して 古人の 言葉 を 今人の 言葉に 譯 して 讀 むの 必要が あるが、 其れと 同 

キリストの 血に 就 一」  1 一一 七 1 


と 救 ひ に關 すろ^ 究  三 七 二 

いひ あ-つ は 

時に 叉 今人の 思想 を 古人の 言葉 を 以て 言 表すの 必要が ある、 我等 は 誠に キリス 卜の 血に 由て 贖 はれ 又 

潔め られ、 义救 はれる ので ある、 人 問の 不完全なる 一一 一一：： 葉 を 以てして、 我等に 在りて 成就 げられ たる キ 

リス トの救 扬を言 表さん とする に 之に 優 さりて 適切なる 言葉 はない ので ある、 我等が キリス トに 由て 

救 はる」 と 云 ふの は哲學 者に 由て 恩 想の 新 光明に 引出さる、 と 云 ふ 事と は 遠 ふ、 キリ ス トが 我等に 予 

へ 給 ふ 生命 は ゆの 所謂る 元氣 でもなければ 又活氣 でもない、 是れは 深い 離 かなる 靈 であって、 眞 の眞、 

實の赏 である、 我等 は 之 を聖靈 と稱し 奉る、 卽ち キリスト 御自身で ある、 彼の 人格の 本體 であって、 

すべての 生命の 精髓 である。 

^1ほ 一 つ 注意して 置くべき ことがある、 其れ は 救 扬に兩 面の ある ことで ある、 卽ち 消極的 幷に 積極 

的の 兩 面の ある ことで ある、 救 扬は其 一面に 於て は si- の 消滅で ある、 他の 一面に 於て は 生命の 供給で 

ある、 前^ は 一時的であって、 後者 は 永久 的で ある、 聖書の 言葉 を 以て 言へば 我等 は先づ 我等の 反逆 

を醫 されなければ ならない (何 西 阿 書 十四 章 3 節)、 是れが 所謂る 贖， 非で ある、 は 死を價 ひする 者で あ 

るが 故に 我等 抓より 救 はれん と 欲すれば、 自身 死に 當る 乎、 然ら ざれば 或る 他の 者が 我等に 代て 死の 

苦痛 を 嘗めなければ ならない、 然しながら 救扬は 此れ 丈け にて は 成就 げられ ない、 死 を 免れし 人 は 

更 らに義 とせられなければ ならない、 卽ち 正義の 生命の 供給 を 受けて 自身、 義人と 成らなければ なら 

ない、 翳 術の 言葉 を 以て 曰へば 患者 は 第一 に 病根 を 取 除かれなければ ならない、 第二に 之に 續 いて 滋 

^^-物の注人に由て生活カを加へられなければならなぃ、 而 して 血 を 流す (shedding.) は 罪 を 除く ため 

に 必要であって、 血 を 魔ぐ (fit-i-inkline:) は 新生 命 を 注入す るた めに 必要で ある、 キリストの 施され 

し 救 扱に も 又此兩 面が あった、 彼 は 血 を 流して 彼 を 信す る 者の 罪 を 除き 給 ふた、 彼は乂 彼等の 上に 彼 


の 血 を 漏ぎ 給 ふて 彼等 を 永久に 活かし 給 ふ、 十字架の 血に 由て 民 を 履 ひ 給 ひ、 彼より 流れ出る 血に， E 

て 彼等に 永生 を 予へ給 ふ。 

今、 以上の 一 一つの 注意 を 以て キリストの 血に 關 する 新約 聖， 書の 言葉 を讀 むなら ば 其 意味 は 絞 明瞭に 

なる であらう と m じふ。 

「人の子の 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し」 と 云 ふ は、 ィ H スの 生命 を 受け ざれば 生きて 神の 子た 

る 能 はすとの ことで ある (約 餘傳六 章 五十 三 節：、。 

「主が 己が 血 を 以て 買 ひ 給 ひし 所の 敎會」 と は キリ ストが 十字架 上の 死 を 以て 其 罪 を 除き 給 ひし 所 

の 信徒の 圏體 との 意であって、 血は此 場合に 於て は 前に 述べし 救 扱の 第 一 の 意義に 於て 解すべき であ 

る (使徒：：；： 傅：； 十 章 二十 八 節。 以弗所 書 一章 七 節 も 同じ やうに 解すべき である)。 

「八，、 其 血に 賴 りて 我等 義 とせられ たれば 況して 彼に 由て 怒より 救 はる ^なからん 乎」、 「今」 

は此 場合に 於て は r 旣に」 と 解すべき である、 旣に其 血に 賴 りて 我等の 罪 を 除かれ、 義人と して 神に 

納 けられ たれば (第一義)、 況して 今より 後 終末の 裁 刹の 日に 至る まで、 彼の 生命の 供給 を 受けて、 

潔め られ はつ 活か せられて 終に 祌の 子と なりて 救 はる k ことな からん 乎との 意で ある (羅馬 書 五 章 九 節：^。 

「今 は キリス トイ H スに 在れば 曩に遠 かりし 汝 等はィ H スの 血に 由り て 近づけり」、 曩に 異邦人た 

りし 汝等は 今 はィ H スの 生命、 卽ち 子た る 者の 靈を 受けて アバ 父よ と 呼びて 神に 近づく を 得たり 云々 

(第 一 義に 解す、 然れ ども 第一 一義の 其屮に 含まれ ある を 見る〕 (以弗 所 誊ニ章 十三 節〕。 

「其 十字架の 血に 由り て 平和 を爲し 云々」、 神、 反逆れ る 者 を 其 子の 死に 由り て已と 和が しめ 云々 

(^羅 TO: 書 一 章 二十 節)。 

キリストの 血に 就て  一二 七 一一 一 


罪 と 救 ひに すろ 研究  一一 一七 s: 

「父なる 神、； i 音に 順 はしめ、 イエスキリストの 血に 瀝 がれし めんと て 云々」、 信者に 就て 謂 ふ、 

「ィ H スの. g に 漉 がれし めん」 と は 「イエス の 生命に 與 からし めん」 との 意で ある、 基督 者と ならし 

めんと て、 ィ H ス と共に 恥辱と 榮 光と を 擔 はさし めんと て 云々 (彼 得 前書 一章 二 節)。 

「其 子ィ H ス キリストの 血す ベての 罪より 我等 を 潔む」、 キリストの 生命 我等の 屮に 降り、 血淸療 

法的に 我等 を 潔む との 意で ある、 卽ち 光明 は來 りて 闇 黑を逐 ひやり、 正義 は來 りて 不義 を 消し、 生命 

は來 りて 死を滅 すとの ことで ある、 キリストの 血が 不可思議 的に 我等 を 潔む と 云 ふので はない、 實際 

的に 新 勢力 を 以て 汚れし 我等 を 潔む とのこと である、 聖ョ ハネは 玆に單 に 宗敎的 信仰 を 述べて 居る の 

ではない、 寳際的 事實を 語って 居る ので ある (約 翰 第壹書 一章 七 節)。 

以上 は 解 釋の實 例に 過ぎない、 同じ やうに 新約聖書に 於け る キリストの 血に 關 する すべての 章節 を 

解釋 する ことが 出來 ると 信す る、 要するに 聖書 は キリストの 血に 於て 不可思議 的 效驗を 認めない、 之- 

に 觸れ やうと、  染 らふと、 浸され やうと、 血 其 物に 何の 效カ もない、 迷信と 情 動と を 嫌 ひし 聖書 記者 

は 特に 血の 神祕的 了解 を 避けん として 居る、 其 最も 善き 例 は 希伯來 書の 記者で ある、 彼 は 曰 ふて 居る 

若し や 及び 羊の 血、 又牝 擅の 灰と 雖も之 を 汚穢れ たる 者に 漉ぎ て 其 肉體を 潔む る こと を 得る と 

たらば、 して 永遠の 靈に 由り て 瑕な くして 己 を 祌に獻 げし キリス トの 血は汝 等に 活ける 神に 事 

へんが ために 死の 行 を 去らし めて 其 心 を 潔む る こと を爲さ ざらん 乎 〔希 伯 來騫九 章 十三 * 十四 節 )o 

卽ち キリ ストの 血が "吾人 をして 死せ る 意義な き 外形的の 行 を 去らし め、 進んで 吾人の 心 を 潔む る 所以 

は、 彼が 永遠の 靈に. E て 瑕な くして 己 を 祌に獻 げたからで あるとの 事で ある、 彼の 血 其 物に 不可思議 

的の 能力が ^して- is るからで はない、 彼が 純愛 を 以て 之 を 神の 前に 流した からで あると、 卽ち 血の 貴 


き は 之 を 注ぎし 精神に s るとの ことで ある。 

要するに キリストの 幅音は §^!靈供給 の 福 昔 である、 吾人が 潔 めら る k の も 聖靈に 由て ある、 永遠 

に 救 はる &のも 聖靈に 由て ある、 r 聖靈の 供給」、 福音の 目的 は 之 を 以て 盡 きて 居る、 之 を 血と 云 

ふ も、 水と 云 ふ も、 パンと いふ も 唯一 一一 IC 葉を變 へて 同じ 事 を 言 ふまで ある、 「子た る 者の 靈」、 如何 

にして 之 を 人に 予 へん 乎、 如何にして 之 を 己に 受けん 乎、 是れ 神に 取り、 人に 取り、 最上、 最後、 最 

大の 問題で ある、 而 して  . 

其子ィ H ス キリストの 血す ベて 罪より 我等 を 潔む 

と 聞いて 吾人 はァ ー メ ンと應 へ、 心の中に 躍り 喜び、 迷信 的に あらす、 然れ ばと て 又 空想的に も あら 

.Ki づれ 

す、 事 實屮の 事實、 眞理 中の 眞理 として 此 音信 を 受け、 深き 新ら しき 意味 を附 して 古き 讚美 を唱 ふる 

ので ある、 

主にた よるた みの みな ひとしく 

きよめら る、 まで ながれた え じ 

われい ける とき も 死にての ち も 

イマ ヌ H ルの血 を た& えうた はん。 

編者 曰 ふ、 此 問題に 附着す る 他の 大 問題 は 人格に 關 する 問題な り、 人 は して 其 人格 卽ち靈 的 生命 

を 他に 移傳 する を 得る 乎と、 聖書 は 勿論 得る と敎 へ、 近世 心理 學も亦 得る と唱 ふるが 如し、 更らに 

後日 を 待て 論すべし。 

キリ ズトの 血に て  1 一一 七 五 


IS と 救 ひ，. 1^ すろ 研究  一一： 七 六 


贖罪 の 眞義と 其事實 


へ， や 「我 は 贖 1§ を 信ぜす」 と 公言して 憚らない 共」 督 信者が 澤山 る、 彼等 は喂 は キリス 卜の 福 昔 

の中に無ぃ^^でぁっ て、 後^の 敎< ^が 造 出した 事で あると 一一 一一 口 ふ。 

余 f 水 とても， 刃 論粗雜 なる 贈-^ 説 を 信じない、 外！！，：：：： 敎 ：1 に t て佛 へられ、 敎# の： 一:- 條 として 强 いら 

る、 所 ii 嗜， 5^ の 敎義を 信じない、 乍然、 贖，^ の厲義 と 其 事 實とは 之 を 信ぜ ざらん と 欲する も 得ない、 

< 水 楚は之 を 取 除 い て ； 1 昔の 眞惯を 認める こ と は屮： 來な い 、 3dr 止 の 意味に 於て の頌 は 今に 至る も尙ほ 

余 の 仰の 根 木で ある。 

00 の 义 字が 其 だ 嫌 はしき 者で ある、 赠 ふと は 奴 隸制 度 の 行 はる、 國に 於て. 起った 辭 であって 其屮 

に 多くの 縑 はしき 思想 が^て 居る、 噴 ふ は En; ひ戾 すであって、 資 られし 者 を買戾 すの 意で ある、 人類 

が 罪 を 犯せし 結果と して 惡 魔の 乎に 付され しが 故に、 祌は其 獨子を 代 憤と して 彼 (惡 魔) に 付して、 

人類 を 其 やより 取 1； し (牘 ふ) たりと 言 ふが 如き、 或 ひ は 同一 の 結 si- として 人類が 忿れる 神の 手に 付 

されし が 故に キリ ス トは 己が 血 を 流し、 其 血の 代 憤と して 祌は 人類 を釋き 放ち 給へ りと 言 ふが 如き、 

祌を 愛と 昆る余 に は 到底 承 取り 難い 說 である、 贈 を 文字な りに 解して 之に 忌むべき 嫌 ふべき 節が 

？&山 ある。 


亇然、 文字の 嫌 はしき は 其 實の嫌 はしき 理由と はならない、 若し 文字 を 云 ふなら ば 祌と云 ふ も 決し 

て 慕 はしき 者で はない、 日本語の 加 美 は 軍に 「上」 の 意であって、 政府 叉 は 役人の ことで あると 云 ふ. 

然し、 我等 は 神 を すると 首 ふて 大臣 や 次官 を拜 する のでない、 义 英語の d は. Woden であって- 

元は 北歐の 神^より 屮 Z た辭で あると 云 ふ、 然し 英米人が ゴ ッドに 事 ふると 云 ひて 半神 的 者ヴ ォ ー "、テ 

ンに事 ふるので ない 事 は 明かで ある、 名 は表號 に過ぎない、 我等が 祌と 一一 K1 ひ、 ゴッドと 稱 する 者は實 

は 名 を附し 難き 者 (The  unnamable  one) である、 我等 はた 之に 便宜の 名を附 して 我等の 言 難き 

い ひ あら 

こと を 言 表 はさんと する まで ある。 

頌雜 とても 同じで ある、 續 -5! は 人智が 今日の 如く 進歩せ ざる 時に 人が 適用した 文字で ある、 然れど 

も、 其、 之に 由て 表明 せらる、 事 實は此 文字 を 以て 言 盡 される もので はない、 此粗雜 なる 文字の 中に 

深い 微妙なる 意味が 籠って 居る、 我等 は 其 文字 を責 むる 前に 之に 由て 言 表さる、 事實を 探る ベ. きで あ 

る、 之を爲 さすして、 文字の 嫌 はしき が 故に、 その 之に 由て 表 はさる、 深い 贵ぃ 事實 まで を 斥く る は 

識者の 爲 すべき 事で ない。 

贖雜の 意義と は 何ぞ、 英語で 贖 ssi- を atonenient と 云 ふ、 繭う して atonement は at-one-nieut で 

あると 云 ふ、 卽ちー つになる ことで あると 云 ふ、 今まで 分離して 在りし 者が 或る 手段に 由り て 一 つに 

なること、 是れが atonement 卽 ち牘 S 卵で あると 云 ふ。 

atoiiemeiit は义 attunemeut であると 云 ふ、 而 して attimement は 調子 を 合 はすの 意であって 樂器 

の 調子 を 協 はす 事で ある、 卽ち 不調に 居りし 者が 或る 手段に 由て 和合す る 一?_- である、 單に 一 つになる 

と 云 ふより は 稍 や 深い 意味に 於ての 和合 を い ふ。 

暖罪 S お- si 其事實  11 一七 七 
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然し、 一 つになる と 云 ひ、 調子 を 合 はすと 云 ひ 其 屮に頌 ふとの 意義 は 無い、 atonement は 其 語原 

より 推して 見て 顋 と直譯 する ことの 屮 Z 來る辭 ではない。 

贖？§の豪莨を^^明するために聖書に三っの霄辭が使はれてぁる、 頌 ひと 譯 せられし 希 職 語の apjlu- 

trGsis  (羅 -isE 三 章 二十 四 節、 W 卯 所 書 一章 七 節. ^羅西 書 一章 十四 節 等)、 和らぎと 譯 せられし katallags 

(確 馬 書 五 章 十 節， 哥林多 後書 五 章 十八、 十九 節)、 挽 囘の祭 物 (なだめの そな へ もの) と譯 せられし 

liilasmos  (約 翰 第一 書 二 章 二 節 * 仝 四 章 十 節) 是れ である、 履 罪の 譯字は 第一 の 希 職 語より 出た 者で あ 

る、 ひとは 代 價を拂 て 囚人 を釋 放す る こと、 和らぎと は 不和に 居りし 者の 問 を 調和す る こと、 挽 

同 の 祭 物と は 八 土 然宗敎 上 の 言 辭 であって、 供物 を獻げ て 神の 忿怒 を 有め ると いふ ことで ある、 罪の 

奴 役より 放つ 噴 ひ、 神との 不和 を 調 ふ 和らぎ、 神-の 忿怒 を宥 むる 祭 物、 キリストの 生と 死と を 三方 

面より 觀 たる 観察で ある、 贖罪の みで はない、 調和で ある、 單に 調和と 云 ひて 盡 きたい、 挽 囘の祭 

物で あると、 キリスト は 完全の 救 主で あるから、 目的と 同時に 手段で ある、 神と 人との 調和 は 目的 

であった が躞 si- と 犠牲と は此 目的 を 達する ために 必要 手段であった、 而 して 猶太 人た る 聖書 記者の 

立場より a て S れの 方面より 見る も キリスト は 完全に 人類の 救 主たる 本分 を 盡し給 ふたので ある。 

乍然、 調和に も 深いのと 淺 いのと が ある、 人と 人との 調和に 於ても、 單に 好意の 交換 丈け では 遂げ 

られ ない ものが 多く ある、 若し 强く 感情 を 害せられ、 名 譽を傷 けられ、 人 權を蹂 躏 せられし 場合に 於 

て は 調和 は 決して 容易の 業で ない、 之に 仲裁 も 要る、 賠^ も 要る、 謝 is; も 要る、 いくら 双方 叉 は 一方 

が 仁慈、 卨 潔の 人で あると する も、 踐 むべき の 道を踐 まざれば 調和 は 遂げられない ゥ 

神と < ^との 關 iJli に 於ても： ：！： じで ある、 調和 は 容易で ある やうで 容易で ない、 縱し神 は無條 件に て赦 


すと 言 ひ 給 ふと も 人は斯 かる 赦免 を 信ぜん と 欲して 信す る ことが 出来ない、 是れ 何にも 必 しも 彼の 心 

が頑剛 にして 疑念 深 いからで ある 計りで はない、 是れに は 深い 靈性上 の理. E が 在る ので ある、 靈と靈 

との 關係は 物と 物との 關 係に 異ならない、 卽ちー 一 者 共に 或る 法則に 從は ざれば 和.^ 一  致す る 事 は出來 

ない ので ある、 木と 石と を 合せん と 欲しても た f 單に 結合 を んだ 丈け では 出來 ない、 木の 性を考 へ、 

石の 質に 循て 二者の 結合 を 計る にあら ざれば 結合 は 決して 永久 的の もので ない、 其 如く 聖き 神の 靈と 

據れ たる 人の 靈とは 或る  一 { えの 法則に. m ての み 和合 一 致す る ことが 出來 る、 物と 物との 間に 物質的 法 

則卽ち 天則が 行 はる、 やうに 靈と靈 との 間に 靈的法 则卽ち 道義が 動ら いて 居る、 此 法則に 從 はすして、 

縱令 父子たり と 雖も其 親しき 關係を 持 緩す る こと は出來 ない、 祌は 愛な りと 云 ひて すべての 法則 を 離 

れて 働ら き 給 ふ 者の やうに 思 ふは大 なる 間違で ある。 

而 して 贖 扉の 文字 を 以て 表 はされ たる 靈性 上の 事實は 一 たび 破れた る 神と 人との 關係 を囘復 する に 

必要で あるので ある、 仲裁者 あり * 罪の 消滅 あり、 祌の则 に 於て は 慈悲の 振興 あり、 人の 側に 於て は 

悔改の 喚起 あ りて 始めて よ り 高き 靈 とより 低き 靈と が 相 抱 合し 、 相 接吻す るので ある、 ナゼ爾 うで あ 

る 乎と 問 ふ 者が あれば * 事實爾 うで あると 答 ふるまで 5^ ある、 斯く する は靈の 法則で ある、 靈は斯 く 

せ ざれば 和合 一 致せざる 者で あると 云 ふま で^ある、 靈 にも 亦 其 自然 性が ある、 卽ち其 特性と 常 |e と 

が ある、 ナゼ爾 うで ある 乎 は 問 ふ も 無益で ある、 ナゼ鳥 は 飛んで、 蟲 は^うか、 ナゼ水 は 流れて 石 は 

ffi いか、 ナゼ 仲保者の 血と 淚 とに 破れし 友誼 を 恢復す るの 能力が ある 乎、 此 等の 問題に 對 して 吾人 は 

r 祌 断く 命じ 給へ り」 とか、 「：： だれ 彼等の 自然 性な り」 とか 答 ふるより 他に 途 がない ので ある。 

キリス トの 死が 祌と 人と を 和合 一 致せし むる に 於て 非常の 能力 を 有する こと は 歷^< 上の 事贲 である、 

歷罪の《義と其？*實  三 七 九 
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又 吾人の 寳， おで ある、 吾人と 雖も キリストの 十字架 を 知る 前に 祌を 識ら ないで はなかった、 然れ ども 

ト字架 を 知て 後の 祌に關 する 吾人の 智識と 之 を 知らざる 前の それとの 問に は霄 壤も啻 ならざる 相 遠が 

ある、 义 十字架 を 知りし 前に も 吾人に 罪の 悔恨なる 者が あった、 乍然、 十字架を知て後に始めて«1^^ 

の 悔改が 起った、 十字架な しの 祌は 至て 低い 神であって、 十字架な しの 悔改は 至て 淺ぃ 悔改 である、 

C00GC  C0OOOOOO00OOO0O0OO0OOO0 

キリ ストの ト字 架に. E て 神に 對 する 吾人の 態度に 大變 化が 來た、 ナゼ來 た 乎 は 吾人の 悉く 說 明し 得る 

所でない、 然し 來 たこと 丈け は 何よりも 明白なる 事實 である。 

依て 知る、 調和 は贘 1^ 以上の 事實 なること を、 調和 は 贈 罪な りと 見た のは大 なる 11 違であった、 然 

し、 聰！^ なしに 調和の ない こと は 確かで ある、 喷 S§ は li- の 免除であって 調和の 一要素で ある、 "罪の 免 

0000O0000  0000000  O00O0O0OOO0 

除な くして 祌と 人との 問の 調和 はない、 人類の 罪が 或る 深き 意味に 於て 根本的に 取 除かる k まで は 彼 

0  0  0  0  C-  C  C  0  f-  0  0 つ 0  C-  G  f- 

は再び^^き祌と親むことは^！來なぃ。 

要するに. 昭靠 は^ 和の 消極的 一面で ある、 故に 調和 は晴扉 丈け では 足りない、 之に 勿論 積極的 方面 

が ある、 i| を 除く と： 1； 時に 新たに 義を 起す の 必要が ある、 慯を 癒す に 止まらす、 新たに 生命 を 供す る 

の必. 嬰が ある、 キリストの 事業 は單に 神と 人との 破れた る 關係を 恢復す るに 止まらない、 彼 は 平和 を 

克復して 後に- 史らに 平和 を增 進し 給 ふ、 彼 は 人に 代て 其 揮 を 除きし に 止ら す 人に 代て 義を 完全に 行 ひ 

給 ふた、 祌は 完全き 者で ある、 而 して 完全から ざる 者 は 神の 子と 成る こと は 出来ない、 然るに 吾等 は 

^な. i 兀 全から ざる 者で ある * 迷 ふたる 羊で ある、 玆に 於て か 何人が. 吾等に 代て 完全き 者と なり、 吾等 

は 或る 方法に 由り、 或 ひ は 吾等に 供せられ し 或る 性能 I に 由て、 其 完全 を 吾等の 完全と なすこと が屮 I 

來 なくて はならない、 若し 斯 かる 事 は 吾等が 如何に 望む とも 絶對 的に 爲す能 はざる 所で あると ならば 


"吾等が 神の 子と なる は絕對 的に 不可能 事で ある、 神 は 汚穢に 耐 ゆる 人の 如き 者で はない、 絕對 的に 聖 

なる 祌は其 子より 絕對 的の 聖潔を 要求し 給 ふ 者で ある。 

誰か 之に 堪えん やで ある、 女の 生みし 者に して 此 要求に 應じ 得る 者 は 一 人 もない、 然れ ども f 人の 

此. fe- 求に 應 じたる 者が ある、 其 人 は 人類の 救 主なる ィ H ス キリスト である、 彼れ のみ は 完全た る 人で 

あって、 又 完全なる 神の 子で ある、 而 して 人 は 信仰の 性能に 由て 彼れ キリストの 完全 を 己が 完全と す 

る ことが 出來， るので ある， 是れ大 なる 奥義で ある、 然し、 奥義で あれば とて 人の 實 験に 上らない 事で 

はない、 神の 完全 を 戀慕ふ 衆多の 人 は 此實驗 を經て 神と 結ばれ、 He て 思 ふ 所に 過る 平安 を 彼等の 心に 

感得し つ 、ある。 

00  fitonemeut,  rlkllli ョ. つ， r2.011riliilticu 文字 は 何でも 可い、 然し 事實 は事實 である、 罪の 重荷 

は單に 言辭を 以てして は 取 除かれない、 叉 神の 正義 は單に 議論 を 以てして は 臨ら たい、 罪な き 者が 罪 

ある 者の ために 苦み、 聖き 者が 聖 からざる 者の ために 盡 して、 S 非 は 消え、 義は 溢る X ので ある、 塞 

は噴躯 の 事實を 信す る、 之 を 其 量り 知られざる 深き 廣き 微妙なる 意義に 於て 信す る。 


贖罪の 辯證 

よ  つ. f-*.- ど 

イエ ス 彼等 を 召び て 曰 ひける に * 異邦の： g 主 は 其 R を 主り 大 なる 者 は 彼等の 上に 櫂を橾 る、 然 れど汝 等の 中に 

鲼 tS の 辯！ M  一二 八 一 
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ては然 かすべからず， 汝 等の 中に ては大 ならん と 欲する 者は汝 等の 給仕 たるべし * 又汝 等の 中 首た らんと 欲す 

しらべ  え-ひし  つか 

る 者は汝 等の 僕 たるべし， 此の 如く 人の子の 來るも 人に 奉仕 せられん ために あらず * 反て. <- に 仕へ、 多くの 人 

に 代りて 生命 を與 へ、 その 贖と ならん ためなり。 馬太傳 二十 章サ 五— 廿八 節。 

今や 聰 を 信じない 基督 信者が 多く ある、 彼等 は 公然と 「我 は 贖罪 を 信ぜす」 と 言 ひて 憚らない、 

彼等 は恰 かも 贖 s§ は 一 の 迷信で あるかの やうに 思 ふて 居る、 彼等 は キリスト を 信じ 聖書 を 尊ぶ と雖も 

其 中に 幾囘 となく 記し て あ る 贖 S 非 は 之 を 排斥す る も 何 の 差 支 も 無い ことの やうに 思 ふて 居る。 

余輩と 雖も 勿論 或 種の 腹 罪 を 信じない、 普通宣敎師と敎會とに由て唱 へらる^躓1非を1^5じなぃ、 卽 

ち キリスト は旣に 我等の ために 死に 給 ひたれば、 我等 は 今や 竊ん でも 殺しても 欺いても、 其 他い かな 

る惡 事を爲 しても 救 はる、 に定 つて 居る と 云 ふが 如き 暧 m§ を 信じない、 而 して 之に 類す る賸賴 說が赏 

際に 唱 へ られつ 、ある は事實 である、 r& 故に ィ H ス キリ ストに 在る 者 は 罪せら る，^^ なし」 との。 ハ 

ゥ n の 言を榍 として 多くの 明白なる 惡 事が 揮から すして 基督 信者 (敎會 信者) に 由て 行 はれつ 、ある 

は掩 ふべ からざる 事實 である、 而 して 若し 斯 かる 贖 雜說が 基督 敎の 根本的 敎義 であると ならば、 基督 

敎は 誠に 不義 不德 を敎 ふる 者であって、 是は 我等の 全身 全力 を盡 して 排斥 撲滅すべき 者で ある。 

然しながら 贖 と は 雨う いふ 事で はない、 是は 深い 道義の 其 中に 存 する ことであって、 是れ あるが 

故に キリ ストの 幅 音 は 無上の 價値を 有する ので ある。 

玆 に 指げ し^ 書の 言葉が 最も 明かに 噴 の M た る 乎 を 示す 者で あ ると 思 ふ、 

人の子の 來るも 人に 奉仕 せられん ために あらす、 反て 人に 仕へ、 多くの 人に 代りて 生命 を與 へ、 

その 贖と ならん ためなり 0 


睛雜と は 人に ふる 事で ある、 人の ために 善 を爲す ことで ある、 他人の ために 盡瘁 する ことで ある、 

卽ち 自己 を 他人に 予 ふること である、 兄弟の 食 債に 苦む を 見て、 之 を 己の 關 せざる 事と して 見る こと 

なく、 自 から 進んで 彼 を 負债の 束縛より 救 はんとす る ことで ある、 而 して S 兆 は 最大の 負债 であれば、 

神 は キリス トに 在りて 人類の 此負债 を 除かん と 爲し給 ふたので ある、 神に して 若し 此心を 懷き給 は ざ 

らん 乎、 彼 は 神と 稱す るに 足りない 者で ある、 此心 は是れ 我等 罪に 沈める 人類に すら 多少 存 する 者で 

ある、 況して 神に 於て を やで ある、 神 若し 神たら ば 彼 は 贖 主で なければ たらない、 彼 は 進んで 人の 負 

债を 己に 負 ひ、 之 を 其 苦痛より 免 かれし めんと 爲し給 ふ 者で あるに 相違ない、 而 して キリスト は 神の 

此 心を體 して 世に 降り 給 ふた 者であって、 我等 は 彼に 由て 祌は實 に 我等の 现 想に 違 はす、 我等の 贖 主 

である こと を 知る ので ある。 

曠 罪に 關 する 誤 議は 多く は 之 を 贖 はる 、 ことと 解して、 贖 ふこと と 解せ ざるより 起る ので あると 思 

ふ、 卽ち贖 r=s- を 受動的に 解して 發 動的に 解せ ざるより 起る ので あると 思 ふ、 贖罪 は 強き 者が 弱き者の 

ために、 富める 者が 貧しき 者の ために 取る 行動で ある、 是れは 神が 人の 爲に爲 し 給 ひし ことであって 

人が 神に 要求し、 己が 權利 として 享受すべき もので はない、 贘 S 非 は 神に 在りて は美德 である、 人に 在 

りて は 恥辱で ある、 人が を 犯し たれば こそ、 神に 贖罪の 必要が 生じて 來 たので ある、 愛の神の 行爲 

たる 贖罪 を 人に 翳す る當 然の權 称と 見做す が 故に 此 貴き 敎義 より 来る すべての 弊害が 生す るので ある- 

而 して 贖 を發 動的に 解して 我等 神に を 履 はれし 者 も 亦、 贖 はる、 や 否や 直に 自 から 贖 ふ 者と な 

るので ある、 我等 は 神の み を 贖 主として 措て はたらない、 我等 自身 も 亦 進んで 贘主 とならなければ な 

ら ない、 卽ち 我等 も 亦 我等よりも、 より 弱き、 より 貧しき 者の ために 其 贖 主と ならなければ ならない 

歷罪の 辯 證  三 八  一二 
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.§ ち 彼等に 代りて 我等の 生命 を與 へ、 その 赠と ならなければ ならない、 牘 を單に 神の 事との み 解す 

るが 故に、 我等 は 彼の 恩惠に 惯れ、 之 を 濫用し、 反て 更らに 彼の 怒 を 我等の 身に 招く に 至る ので ある、 

實に贖 は 惟り 神の ことで はない、 亦 人の 事で ある、 より 强き 者が より HI き 者に 對 する 時に 神と 人と 

の^な く 何人も 晴 主たるべき である、 卽ち 他の きを 助け、 貧しき を 柳 ひ、 暗き を 照らし、 惡し きを 

し、 5| を 噴 ふべき である、 然るに 自 から も亦晴 主と ならん と 欲せす して、 たぐ 祌に贖 はる、 を 以て 

足れり と爲 すが 故に、 賵 罪の 恩惠は 益を爲 さすして 反て 害を爲 し、 其 教義 は 人の 嘲笑 を 招く に 至る の 

で あ る 、 

主 は 我等の ために 生命 を 招て 給へ り、 是に 巾り て 愛と いふ 事 を 知りたり、 我等 も 亦 兄弟の ために 

生命 を捐っ べきな り (約 翰 一  害 三 章 十六 節；；、 

嘹 E を斯の 如くに 解して、 其 中に キリス ト の 幅 昔の すべ てが 含まれて ある こと を覺 るので ある。 

隨 誤解の 第一 一の 原因 は 之 を 消極的に 見て 積極的に 見ない 事で ある、 贖 と は 單に罪 を 消す と 云 ふ 

事で はない、 ？^-は無代惯で蹌はれる者ではなぃ、 之を暖 ふに 代 悝が耍 る、 r 汝等 は價を 以て 買 はれた 

る 者な り」 と バウ 口 は 曰 ふた (^林 多 前書 六 章 廿節ヽ 而 して 其 慎と は 勿論 朽 るべき 金 や 銀で はない、 罪 

の反對 なる 德 である、 義 である、 愛で ある、 "あは 1^ と 愛と を 以てして のみ 賵 はる、 者で ある、 故に I 貝 

ふと 云 ひ、 晴 ふと 云 ふ は單に 引出す と 云 ふこと ではない、 是は買 取る と 云 ふこと である、 貴き 代價を 

拂 ふて En; 取る ことで ある、 苦しき 勞働を 以て 救出す ことで ある、 愛 を 以て， 憎に 打 勝つ ことで ある、 恩 

を 以て 恨に 報 ゆる ことで ある、 義を 行て 罪 を 打消す ことで ある、 而 して 金銀の 價愤を 知らざる 者 は 物 

の 價を 知らざる が 如く、 勞 働の 辛苦 を 知らざる 者 は 事業の 貴 尊 を 知らざる が 如く、 愛の 苦痛と 辛慘 


と を 知らな い 者 は隳， 孔 の 恩と 惠とを 知らたい 、 世の 贖雜を 嘲け る 者 は 多く は自 から 其 食に 當 つた こ と 

のない 者で ある、 IS ち、 贖罪 を SEf に 敎義と 見て、 之 を 書齋に 在て 考究し、 高 壇に 立て 辯す る 者で ある、 

然れ ども 贘罪は 空 事で はない、 單 に敎義 ではない、 確かなる 事實 である、 痛き 經驗 である、 義の 敢行 

である、 愛の 實現 である、 菲は 容易に 消す ことの 屮 I 來る 者で はない、 贖罪 は此 世に 於て 行 はる. -難屮 

の 難事で ある、 若し 之 を 贖 と稱 せす して、 勇行敢 爲と稱 するならば 憚から すして 「我 は 晴^ を 信ぜ 

す」 と 一一 一一 II ひ 得る 者 は 一 人 もない ので ある、 乍然、 贖罪 は 仁者の 勇 行 敢爲に 外なら たいので ある、 贖 

を 之 を 行 ふために 必要なる 善行より 見て、 其 美と 其德 とが 認めら る.^ ので ある。 

贖罪の 積極的 方面 を 示す に 方て 最も 有益なる 證明は 以赛亞 書 第 六 堂に 由て 供 せらる、 ので ある、 

ひん i し 

爱 にかの セラ ピム (天使) の 一人 紺 を もて 祭壇の 上より 取りた る 熱 炭 を 手に 携 へて 我 (ィ ザャ) 

に 飛び 来り、 我が 口に 觸れて 曰 ひける は、 視ょ、 此火 汝の脊 に觸れ たれば 汝の惡 は旣に 消え、 汝 

O0OOO0O0 

の 罪 は 贖 はれたり と。 

玆 に 火と 云 ひ 炭と 云 ふの は 比喩的に 解すべき である こと は 言 ふまで もな い 、 但し 注意す べき は 神の 言 

葉 (眞理 ) の； ほ 言 者に 臨みて 其惡は 消え、 其 の 贖 はれし ことで ある、 卽ち 贖罪の 事た る 眞理實 現の 

結 架た る こと を 示す ことで ある、 罪 を 贖 ふと 云 ふ も、 罪 を驅逐 ると 云 ふ も 同じ 事で ある、 光明 臨んで 

0000OO0OO000000OCO000000 

暗黑 去り、 正義 現 はれて SfT 惡消 ゆ、 贖罪 は キリストの 愛の 行爲の 必然的 結果に 外なら ない、 之 を 彼の 

感化と 稱 する も 少しも 差閊 はない ので ある、 唯 「感化」 の 文字た る、 普通、 外面の 感化 を 云 ふに 止ま 

つて、 部の 變化 改造 を 示さ るが 故に、 我等 は 暧罪は キリストの 道德的 感化な りと 稱 して 甚だ 慊な 

く感 する ので ある、 乍然、 賵 の道德 と！^ れ たる 或る 不可解の 秘密で ない 事 は 明白で ある、 賴 は 明 


罪と 救 ひ に關 1- る^ 究  一二 八丄， 

由 なる 道德的 行爲の 明. n なる 結 rai- である、 眞 と美と 善との 行 はる- - 所に は 何處 にも 牘罪は 行る k ので 

ある、 あ： れ、? む晴， 钋的 特性 を 具 ふる 者で ある、 キリスト は 人類の 贖 主で あると 云 ふと. 彼 は祌の 

子、 现 想の 人で あると 云 ふと 其 根底に 於て 何の 異なる 所 はない ので ある * 彼 は 最上の 善 を 行 ひ 給 ひし 

が 故に 完全に 人類の 扉 を 聰ひ給 ふたので ある。  ，.，. ひ。 し 

か. 》 るが 故に 此 意味より しても 亦 我等 各自 も 亦 我等に 賦與 せられし 力量 相應 に， の 贖 主と なること 

が出來 るので ある、 我等が キリストに 贖 はれし 丈け それ 丈け 叉^の" 胩を頌 ふ 事が 出來 るので ある、 我 

等が 誠心 を 以て！ i 昔を傳 ふる 時 我等 は 世の 罪 を媳 ひつ、 あるので ある、 我等が 心 を盡し 意 を盡 して 

主の 名に 由り て 人に 善を爲 しつ、 ある 時に 我等 は 彼等の 贖 主たるの 職務 を 架 しつ k あるので ある、 我 

等が 光明 を 以て ゆに 臨む 時、 正義 を 以て^と 闘 ふ 時、 愛 を 以て^ を 愛する 時、 我等 は 其 罪 を 贖 ひつ、 

あるので ある。 

暖！^ は 如斯き 者で あれば、 我等 は 之を唱 へて 決して 恥と すべきで ない、 我等 は 「我 は 贖， を 信ぜ 

す」 と 公一 一 ：1 して、 之 を 否定 せんとす るより は、 寧ろ 其 眞義を 探り、 之 を 信じ、 之 を 行 ひ、 以て 自己と 

1 との 救： 済 を 計るべき である、 畢竟す るに 贖， 钋は 犠牲で ある、 愛の 行爲 である、 自己 を 他に 與 ふるこ 

とで ある、 他の 抓 を はざる 者 は 神に して 神で ない、 基督 者に して 基督 者で ない、 我等 は 各自 キリス 

トに ii^ を暖 はる、 と 同時に 又 他の si- を 贖 ふべき である， 卽ち キリ ス ト と共に 世の 贖 主たるべき である- 


神の 忿怒と 贖 罪 

神に 忿怒な しと 云 ふこと は 出来ない、 彼 は 健に 怒り 給 ふ、 「夫れ 我等の 神 は 燬盡す 火な り」 と 云 ひ 

(希 伯 来書 十二 章サ九 節〕、 「叉 活ける 神の 手に 陷る は畏 るべき 事な り」 と 云 ふ (同 十 章 骨 一節〕、 「夫れ 祌 

の 忿怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 のす ベての 不虔 不義に 向 ひて 天より 現 はる」 と ある (羅馬 書 一章 

十八 節)、 眞の祌 は 人の 罪 を 怒らざる が 如き 冷淡なる 者で はない、 「我れ H ホバ汝 の 神 は 嫉む祌 なれば 

我 を惡む 者に 對 ひて は 父の 賴を 子に 報いて 三 四 代に 及ぼし 云々」 と ありて 彼 は 熱情の 神で ある (出 埃 及 

記サ章 五節)、 忿怒 は 愛の 特性で ある、 深く 愛する 者 は强く 怒る、 「婦 その a 兒を 忘れ、 己が 胎の子 を 

憐 まざる こと あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我 は汝を 忘る、 ことなし」 と 言 ひ 給 ひし 祌 であ 

れば こそ、 彼の 愛 を 蹂躪し 不義 を 以て 明， 日なる 眞 理を壓 抑す る 者に 對。 ひて は煅盡 さんば かりの 分 f 怒 を 

發し給 ふので ある、 神 は實に 長るべき 者で ある、 彼は慢 るべき 者で ない、 神 は 愛で ある、 -.^ して 愛な 

るが 故に 彼 は ii に對 して 熱烈の 忿怒 を 發し給 ふので ある、 「キリストの 愛 我を勵 ませり」 と 云 ひし パ 

ゥロは 叉 「我れ 主の 畏 るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と 云 ふた (哥林 多 後書 五 章 十一 節)。 

祌が 怒り 給 ふ 最も 善き 證據は キリストが 怒り 給 ふた 事で ある、 キリス トは 勿論 容易に 怒り 給 はな か 

づた、 乍 f 一 怒り 給 ひし 時には 激しく 怒り 給 ふた、 彼れ r 繩を もて 鞭 を 作り 彼等 及び 羊 牛 を資る 者を祌 

殿より 逐 出し 兩替 する 者の 金 を 散らし 其 案 を 倒し 云々」 と ありて 彼の 忿怒に 當る ベから ざる 者が あつ 

神の 怒と-お； 罪  三 八 七 


K; と 救 ひに 開す る w 究  一一 一八 八 

た (. 約 翰 傳ニ章 十二 節 以下 y 彼 は 叉 滅多に 人 を 罵り 給はなかった、 然れ ども 義憤の 焰の 彼の 衷に 燃へ て 

其 痛 篤と なりて 外に 現 はる X や 其 言辭は 大海の. i. 吟の 如き 者であった、 「噫 禍 なる かな 汝等 偽善な 

る舉 者と パリ サイの 人よ」 と 彼 は， 七 次 繰返して 言 ひ 給 ふた (馬 太 傳卄三 章、 ィ H スの此 呪 詛の言 を 希 

職 語に OuailiClmin 又は 英語に AVoe  unto  you と 請んで t. 吟の 響が より 鮮 に 聞 取る、 ので ある)、 

:■•  た  いひ あら  こ i 14  fc 

彼 は當時 の 神 學者並 に敎會 信者に 就て 彼が 懷き給 ひし 忿怒 の 念 を 充分に 雷 現 はす の  一一 一一 II 辭を 有ち 給 はな 

かった ので ある、 彼 は 叉 比喩 を もて 度々 神が 頑強なる 罪人に 對 して 懷き給 ふ 忿怒の 如何なる 者なる 乎 

しもべ  し！ i5  そと く ら さ な ゆ：：. だ  そ こ  かなしみ  は か み 

を 一； 小し 給 ふた、 「王 僕に 曰 ひける は 彼の 手足 を 縛りて 外の 幽暗に 投 出せ、 其處 にて 哀哭 また 切齒 する 

こと あらん」 と C. 馬 太傳北 二 章 十三 節)、 斯くて 「我 を 見し 者 は 父 を 見たり」 と 曰 ひ 給 ひし ィ H スは 時に 

自 から 怒り 給 ふて 父 も 亦 時には 深く 激しく 怒り 給 ふこと を 示し 給 ふた。 

勿論 神の 怒 は 人の 怒と 違う、 神 は 御自身の 利益 を 侵害せられ たりと て 怒り 給 はない、 又 名譽を 毀損 

せられたり とて 怒り 給 はない、 彼 は氣儘 勝手に 怒り 給 はない、 彼 は 现に循 ひて 怒り 給 ふ、 神の 忿怒 は 

義愤 である、 聖怒 である、 義の祌 なる が 故に 義に對 する 連 緩 的 反抗に 堪へ すして 怒り 給 ふので ある、 

架なる 神なる が 故に 彼に 對 する 頑 强的褻 漬に堪 へす して 怒り 給 ふので ある、 「主の 面 は 惡を行 ふ 者に 

對 ひて 怒る」 と ある は此 事で ある (彼 得 前書 三 章 十二 節〕、 故に 神に 對 する 此 反抗的 狀 態に 在りし 我等 も 

亦 前に は 「生れながら にして 怒の 子」 であった ので ある (以卯 所 書 二 章 三 節〕、 義憤 聖怒は 之 を エホバ の 

神の 特性と 稱 はざる を 得ない。 

赏に 三部 經の 阿彌陀 g: と 聖書の M ホバ 神との 主なる 相違 點は玆 に 在る ので ある、 阿 彌陀佛 はすべ て 

慈悲で ある、 彼の 手に 鞭と 劍と 燬盡 すの 火と は 無い、 彼 は 唯單に 弱き 1^ 惱 熾烈の 衆生 を憐 む、 彼 は 唯 


無， 限の 慈悲 を 以て 人 を 救 はんとす るので ある、 罪の 處 分の 難問題の 如き は 淨土鬥 の 佛敎に 於て は 起ら. 

ない ので ある、 然れ ども H ホパ の祌は 之と 異なる、 彼 は 愛で ある (慈悲で はない)、 而 して 愛なる が 

故に 聖 である、 而 して 彼の 聖愛 は不淨 不潔 不義 不虔 に堪へ 得ない ので ある、 故に 彼 は I 非 を 怒り 給 ふの 

である、 而 して 無條件 にて は 罪 を 赦し給 はない ので ある、 「血 を 流す こと 有ら ざれば 赦 さる k 事な し」 

あに ひ  もの 

と ある (希 伯 來書九 車サニ 節〕、 是れ n 非の 價は 死なり」 と ある バウ B の 言と 相對 して 考 ふべき 一一 一一 口で ある 

(羅ぉ 書 六 章廿三 節)、 死 は 罪 (祌 に對 する 連 緩 的 反抗) と 離る ベから す、 神 は 罪 を 適 當に處 分せ すして 

之 を 赦し給 はない ので ある、 然り赦 す こと は 出来ない ので ある、 基督 敎の神 は S 非を赦 すの 神で あると- 

同 時に、 を 憎み 1 非人 を 怒り 給ふ祌 である、 此點に 於て 彼と 佛敎 (淨土 門) の 阿 彌陀^ との 間に 天地 

の 差が あるので ある。 

キリストの 十字架 上の 死た る 實に大 問題で ある、 之 を單に 罪の 處 分の 一方 面より 考 ふること はお 來 

ない、 玆に 神の愛の すべてと 其 最も 深い 所と が顯 はれた ので ある、 之に 神人の 和合が ある、 罪人 海改 

-.c そく  ち しに  みて の^^4  そむ 

の 督促が ある、 キリス トは其 血潮の 流が る k 手 を 伸し 給 ひて 神に 反き し 人類に 歸還を 促し 給 ひつ、 あ 

0OO0O00000000OO00O00000O0000O00O0O0 

るので ある、 然れ ども 余輩 は 人類の 罪に 對 する 神の 忿怒 を 離れて キリストの 十字架 を考 ふること は 出 

來 ない、 「夫れ 神の 怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 の 凡の 不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる」 と ある 

其 怒が 最も 明. E に 最も 顯 著しく 十字架 上に 於け る キリストの 上に 顯 はれた ので ある、 祌 は其獨 子の 上 

に 人類の すべての 罪 を 置き 給 ふたので ある、 而 して 彼に 在て 之を處 分し 給 ふたので ある、 罪の 罪た る 

事、 其 恐ろしき 事、 「罪の 價は 死なり」 と 云 ふ 其 事、 「血 を 流す こと 有ら ざれば 赦 さる \ 事な し」 と 云 

ふ 其 事、 神 は 如何に 罪 を 憎み 給 ふ 乎、 然り 罪の 義 しき 適當 なる 刑罰 …… 是 等の 事が すべて 悉く キリス 

神の 怒と 罪  一 一; 八 九 
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トの 十字架に 於て 顯 はれた ので ある、 キリスト は兹に 人類 を 代表して 人類の 受 くべき， の適當 なる 結 

(刑罰) を 己が 身に 受け 給 ふたので ある、 而 して 之 を 受けて 彼 は 人類に 代りて 言 ひ 給 ふたので ある Q. 

M ホバ の 霧 判 は露赏 にして 悉く 正し  リ 

と (詩篇 十 九^ 九 節)、 十字架 は聖 子の 受 くべき { 称 判と して は 悉く 不正 で あ る 、 然 れ ども 神に 反逆き 來り 

こひつじ  あ i ん  くん. しふ  二 

し 人類の-維 判 (刑罰) として は 悉く 正しくあった、 故に 神の：？ たる 彼 は 甘 じて 此 苦難 を 受けて 默 して 

n を き 給はなかった。  . 

キリストの 卜 字 架 を 人類の 罪の 代 刑 代 罰と して 見て 有名なる 以賽； „oi 書 五十 三 章の 意味が 解る の で あ 

ちと 

る， 是れ老 デリッチ 博士が 卜 字 架の 下に 於て 請む に 非れば 解す 能 はざる 一一 一一 1： と E ひし 者で ある、 幾多の 

信仰の 5^ 女 をして 感 恩の 淚に 咽ば しめたる 一 .lis 十で ある。 

彼 は 侮られて 人に 棄ら れ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり。 

まこと  なや ふ  かなしみ にな 

實に彼 は 我等の 病患 を 食 ひ、 我等の 悲哀 を擔 へり、 然るに 我等 思へ らく、 彼 は 責められ 神に 打た 

くる  とが  き ザつ 

れ 苦しめら る、 なりと、 彼 は 我等の 想の ために 傷 けられたり、 我等の 不義の ために 碎 かれたり、 

自ら 懲罰 を 受けて 我等に 平 康を賜 ふ、 其の 打 たれし 痍に 由り て 我等 は 癒されたり、 我等 は智 羊の 

おのく  OOOOOOCOCOOOOCOOOOOCOOOOQ 

如く 迷 ひて 各自 己が 途に 向へ り、 然るに M ホバは 我等 凡の 者の 不義 を 彼の 上に 置き 給へ り。 

i 力 

…… 彼 は 我 民の 愆 のために 打 たれし なり。 

若し 是れが 代 刑 代膻を 意味す る言辭 で な いならば 余 筆 は 其の 何 を 意味す る の 言辭 なる 乎 を 知る に苦レ 

むので ある。 

而 して 奮 約ば かりで ない、 新約 も 亦 到る 處に代 刑 代 贈 (靖 を 語る ので ある、 殊に バウ B は此事 


を 高調して 居る ので ある、 

神 罪 を識ら ざる 者 (キリスト) を 我等に 代りて お 人と なせり、 是れ 我等 をして 彼に 在りて 義人た 

る こと を 得しめ ん爲 なり C 哥林多 後書 五章サ 一 節，) 

殊に 羅馬書 三 章 二十 五、 二十 六 節に 於け る 「祌は その 血に 巾り てィ H スを 立て 信す る 者の 挽 囘の祭 物 

とし 給へ り 云々」 の 言の 如き、 是れ オル ハウ センが 「プロ テ スタン ト 主義の 信仰の 本 城な り」 と稱 へ 

たる ものであって、 玆に代 贖と 赦免と 救扬 とが 最も 明かに 示して あると 思 ふ、 。ハウ a は賸 罪を說 かす 

と は 如何しても 謂 ふこと は 出来ない、 此事は 自身 續罪を 信ぜ ざり し バウ 口 學の 泰斗 F  •  C  • バウルが 

彼の 公平なる 研究の 結 架 として 彼れ パ ゥ 口 の贘 唱道 を 明言して 居る に 依て 見ても 能く I： 明る (F.  0. 

Paul,  His  Life  and  Work 第一 ー卷 一 五 五 In; を 見よ)、 而 して 彼れ バ ゥ ル に 傚 ひ 近世の 聖書 學. 

者 は 全體に 贖罪 を 否認す ると 雖も、 バウ n の 之を唱 へし 事 は 之 を 否認 しないの である、 彼等 は 言 ふの 

である、 バウ ：1 は聰 罪を唱 へたり、 然れ ども 是れ 彼の 猶太 的敎 育より 來 りし 者な り、 故に 之 を キリス 

トの 福音の 眞髓と 見做す ベから すと、 其 善き 實例は H 1 ル大學 前 敎授ジ ョ |ジ • スチ ー ブン ス氏 であ 

クリス チヤ. W ドクトリン *+-ブ* サルゲ ェ— ケョ ..- 

る、 讀者は 彼の 著 『基督 敎 的救扬 論』 に 就て 見るべき である。 

キリストの 死 は 人に 悔改を 促す ためにの み 必要で あつたので はない、 罪と 罪人と に對 する 神の 態度. 

を更 るた めに 必要で あつたので ある、 キリストの 十字架に 由り て義 なる 神は義 に. m りて 人 を 救 ひ 得 

るに 至った ので ある、 「イエ スを 信す る 者を義 として 尙自 から 義た らんが 爲 なり」 と ある は此 事で あ 

る (羅 馬 書 三 章廿六 節)、 キリストの 十字架に 於て 罪の 世に 對 する 神の 呪 詛は取 除かれた ので ある、 兹に 

神の i^, 怒は發 せられて 消滅せられ たので ある、 キリ ストを以て代^！^されたる人類に對して神の？ぉ度は 

神 のぞ 怒と 歷罪  一 一一 九 一 


St と 救 ひ に SI す -; 八  一一 一九二 

一 SI- したので ある、 人類の はん マ や 神と 人との 問を險 つる 11 壁と して^せ ざるに 至った ので ある、 八 マ 

や 赦免 の 恩 惠は窮 なく 至 聖者 の 資 座より 流出 るに 至った ので ある、 世 は 今や 贖 はれた る 世と し て 神の 

服 屮に存 する に 至った ので ある、 我等 信仰に 巾り キリストに 在りて 神に 對 せんか、 神 は 父と して 我等. 

に 封し 給 ひ、 我等の 罪は算 へられす して 我等 をして 子た るの 自由に 入らし め 給 ふので ある、 而 して 此 

恩 惠と榮 たる 我等の 悔改 に. m て 我等に 臨む ので はない、 キリ ストの 十字架 上の 死に 由て 臨む ので ある、. 

然り此 死なく して 眞の 悔改は 起り 得ない ので ある、 又縱し 起り 得る とする も 悔改は 以て 子た るの 自. 5 

そな  00O0O0O000O00OOO000O000OO00O0O0O 

を 我等に 供へ ない ので ある、 十字架に 在りて と 人と に對 する 祌の 態度の ー變 せし に 由り， 非人に 眞 

0O00OOOOOOOOO0COO00OOOOO ゥ O0O0000000OOO0 

の 悔改が 起る と 同時に 其悔 改に對 して 赦免の 恩 惠が窮 りなく 彼に 臨む に 至った ので ある。 

余が 钟て 本誌に 於て 述べし が 如く 基督 敎的眞 理は圓 形で はなく して 圓形 である、 阅形は 一 個の 中 

心點を 有し 椅圆形 は 二 個の 中心 點を 有す、 神 は 愛な りと 解し、 萬 事 を 愛 を 以て 解 せんとす る、 是れ圓 

る； が 

形で ある、 神 は 愛な り又義 なりと 解し、 愛と 義と を以 て 心靈的 宇宙 を畫 かんとす る 是れ楕 岡 形 である、 

而 して 余の 見る 所 を 以てすれば 基督 敎的 眞理は 哲學的 眞现と 異なり 圓 形に 非す して 榜 形で ある、 聖 

ま I は祌は 愛な りと 敎ふ (Godislove)、 然れ ども 祌は 愛の みなり (God  is  the  love) とは敎 へない、 

祌は 愛で ある 叉義 である、 人に 情と 理 との あるが 如く 聖書の 示す 神に 愛と 義 とが あるので ある、 而し 

て 如 M にして 二者 を 調和 せん 乎、 是 れが大 問題で あるので ある、 而 して 是れ單 に 思想 上の 大 問題で は 

ない、 赏際 上の 大 問題で ある、 舊約 聖書の 言 を 以て 謂 ふなら ば 「憐愍と 誠實 と共に 會ひ、 公義と 平和 

C ちつけ 

と-力-に 接吻せ り」 と 云 ふ 其 和合 を 如何にして 得ん 乎、 是れが 人生の 最大 問題であって、 又 神が イスラ 

H ルの K を 以て 人類の ために 資際 的に 解決 せんとして 努力し 給 ひし 大問 題であった (詩篇 八十 五篇十 節)， 


て此大 問題が { 元 全に ィ H ス キリストの 十字架 上の 死に 由て 解決され たので ある、 玆に赏 に 愛と 義 

とが： 九に 接吻し、 二者 相 合して 恩惠 となりて 神の 懐より 出て 罪人の 心に 臨む に 至った ので ある、 卽ち 

「イエ スを 信す る 者を義 とし 尙ほ (神 御自身〕 自 から 義 たらん がた め」 に キリストの 十字架が 必要で 

あつたの である (羅馬 書 三 章サ六 節)、 神 を單に 愛と 解して 十字架の 必要 は 之を認 むる に k 難くなる ので 

ある、 愛 を 現 はすの 途は 十字架に のみ 限らない ので ある、 或 ひ は 單に聖 子の 出顯に 由て、 或は 愛の： E 

入に 由て 神 は 直に 人の 心に (少 くと も 或 人の 心に) 彼の 愛を顯 はすこと が 3^ 来たらう と 忍 ふ、 然しな- 

がら 義に 由て 愛 を 現 はさんが 爲に は、  卽ち 罪人 を義 としながら 尙ほ 御自身 義 たらん が爲 めに は キリ ス 

トの 十字架 を 除いて 他に 途は 絕對に 無い ので ある ノ是れ 愛に して 義 なる 祌が S 非人 を義 とし (救 ひ) 給 

ふ 唯一 の途 であるの である、 祌は キリストの 十字架 を 以て 神と 人との 關 係に か& はる 最大 問題 を 解決 

し 給 ふたので ある、 ゴ ー デ ー は 或る 所に キリストの 十字架 を稱 して 「祌智 の 巧妙 手段」 と 云 ふたが 實 

に 其 通りで ある、 十字架に 釘 けられし キリ ス トは ュ ダャ 人に は 礙く者 ギリ シャ 人に は 愚かなる 者で あ 

るが、 召された る 者の 立場より 見て 實に 神の 大能 また 神の 智惠 である (哥林 多 前書 一 章サ四 節，)、 是れ神 

- ならでは 爲す能 はざる 業で ある、 公義と 憐愍と を 接吻せ しめ、 罪人 を義 として 尙ほ 御自身 義 たり 給 ふ" 

此事を 見て 信者 は 凡て パゥ 口 と共に 叫ばざる を 得ない ので ある 「あ-神の 智と識 と は 深い 哉」 と。 

噴 は 一 見して 複雜 なる 救扬 法の やうに 見える、 神 は 愛 (恩 惠) を 以て 人に 臨み 給 ひ、 人 は 愛 (信 

仰) を 以て 之に 應へ 奉る、 救 拯は玆 に 成る、 簡 短の 極と は此 事で ある、 故に 之を稱 して 5举 純なる ii 昔 

と 云 ふ、 何ぞ其 間に 贖罪と いふが 如き 複雜 なる 取 引 を 要せん やと は 早くより 赠 論に 對 して 發 せら 

れし 非難の 聲 である、 實に隳 罪 は ユダヤ人 又は ギリシャ 人に 止まらす、 多くの 近代 人、 多くの 曰 本人 

神の>!^-ぉと壞菲  一二 九  一一！ 


に 取り 礙 きの 岩であった、 余^の 知る 有識の 日本人に して 此 事の あるが ために 基督 敎を 去った 者 は gt 

くない、 彼等は基哲敎の祌の嚴格に罪の代價を要求するを聞て其^H-刻に耐へすして彼を去て再び元の 

大慈大悲の！： 彌陀如 來に歸 つたので ある、 彼等の 心事た る實に 同情すべき である、 乍然、 彼等 は嚴格 

なる 愛の みが 眞の 愛なる に 氣が附 かないの である、 義 罰を經 ざる 赦免 は信賴 する に 足りない、 愛 を 施 

すに 途が ある、 又 之に 與 かるに 途が ある、 人と 人との 普通の 交際に 於いても 單純は 最も贵 むべ しと 雖 

も禮義 に. E ら ざる 交 は亂れ 易く して 侮蔑 を 招き 易く ある、 況んゃ 神と 人との 交際に 於て を や、 聖な 

る 神と 罪 ある 人との 交際に 於て を や、 玆に適 當の途 (禮義 ) の 必要なる は 言 はすして 明かで ある、 而 

0  0  0  0  0  0  ひかり うち  み -っ ころも 

して 其途が キリストの 十字架で ある、 之に 由て、 然り 之に 由ての み、 光の 裏に 在まして 稜威を 衣と し 

44 と  , 、-り Ki  '7  '0  4 一  こ， U 

光 を 衣の 如くに 纏 ひ 給 ふ 神が、 暗の 裏に 歩む 雑の 子供に 近づき 給 ふので ある、 實に キリストの 十字架 

は聖 なる 神と SSi ある 人との 會合 所で ある、 然り、 其密會 所で ある、 十字架 を經 すして 父の 愛 は 人に 臨 

せ. 5 

ます、 人 は 又 父に 到る ことが 出来ない ので ある、 是れ狹 くして 間接の 途 であると 言 ふ 乎、 然り狹 く あ 

せ 5 てん 

る、 然れ ども 愛の 焦點 である、 神の愛 は 十字架に 集中され 熟 度を增 して 人に 臨む ので ある、 間接で あ 

る、 然れ ども 强 である、 深き も 高き も、 生 も 死 も、 今 ある 者 も 後 あらん もの も 斷っ能 はざる 愛の 称 

は キリ ストの 十字架に 由て 神と 人との 間に 結ばれた ので ある、 最も 親密なる 關係は 直接の 關係 ではな 

くして 却て 間接の 關係 である、 二者が 相 共に 愛する 第三者に 由て 結ばれし 友 誰が 最も 安全に して、 最 

も强 ra: なる 友誼で ある、 十字架に 釘 けられし キリストに 由て 結ばれて 神 は 露に 人の 父と なり、 人は眞 

に祌の 千と なる ので ある、 問 接なる 必 しも 忌むべき ではない、 或る 場合に 於て は 問 接 は 忌む ベから す 

して 寧ろ 求むべき である、 而 して て ふ 障害物に. m て 永く 其關 係を亂 されし 神と 人と を 結ばん とする- 


に 方て 問 接 仲保 を 除い て 他に 途は ない の である。 

單 純と 云 ふ、 實に單 純 は 望ましく ある、 然れ ども 單純 にも 1^ 々ある、 愛と 云 ふも單 純で ある、 義 と- 

0000  00000000  O00OO0OOO0O0C000 

云 ふも單 純で ある、 而 して 叉 十字架と 云 ふも單 純で ある、 而 して 余輩 戰罪 論者 は 十字架の 福音 を 指し 

て單 純なる 福音と 稱 ふので ある、 キリストの 十字架、 或 ひ は單に 十字架、 TVS  Cross すべてが 其 巾に 

含まれて あるので ある、 神の愛、 其義、 其 怒、 其 罰、 其 赦免、 すべてが 其屮に 含まれて あるので ある、 

我が 愛、 我が 受 くべき 當然の 刑罰、 我が 罪の 表白、 其 承認、 我が 悔改、 我に 降りし 赦免、 我が 潔め、 

我が 榮光、 然り 我が 爲 すべきす ベての 善行、 是等 すべてが キリストの 十字架の 中に 含まれて あるので 

0  0  0  0  0  0  0  O00O0OOOOOO  O000000000O00000000000 

ある、 十字架と 言 ひて、 神の 人に 對 する すべてと、 人の 神に 對 する すべてが 一一 目 ひ 表 はさる V ので ある、 

十字架、 一一： n 辭は單 純で ある、 然れ ども 其 内容 は 豊富 多様で ある、 十字架と 言 ひて 我 は 律法と 預言者と 

キリ ストと 使徒と、 舊新兩 約 聖書の 全部 を 語る ので ある。 

斯くて 噴 S 非の 事に 於て は 余 は 本誌 前號 所載の 論文に 現 はれた る 藤 井 君と 全然 所信 を 異にする 者なる. 

事 を兹に 明言 せざるを得ない こと を 甚だ 悲しむ ので ある、 余 は 「キリストが 我等の 罪の 代りに 十字架 

上に 於て 罰せられ たとい ふ 事 を」 信す る 者の 一人で ある。 余 は 又 「贖 1 非 論の 責任 をパゥ n に歸 せんと 

する 者」 の 一 人で ある。 

役 又 臍 罪に 就て 

贖罪 は 余の 懊く 思想で はない、 余の 奉す る敎義 ではない、 余の 署名せ し 信仰 箇條 ではない、 余の 實 

神の と 罪  三 九 五 


と 救 ひに n する s; 究  一一； 九 六 

驗 である、 余の 依て 救 はれし 理由で ある、 余の 信仰の 土臺 石で ある、 之れ なくして 余に 安心 はない 0 

である、 余の i;:^ 仰 は 徒然く して 余 は尙ほ 罪に 居る ので ある、 余 は 勿論 余の 善行に 由て 救 はる k ので は 

ない、 余の 悔改 に. S て 救 はる、 ので はない、 亦 余の 信仰に 由て 救 はる、 ので もない、 余 は祌が キリス 

トに 在りて 成就げ 給 ひし 罪の 消滅に 由て 救 はる、 ので ある、 實に 救濟は 少しも 余が 側に 於て 在る ので 

はない、 全然 彼の 側に 於て 在る ので ある、 余の 心理的 狀 態に 由る ので はない、 彼の 代 贖 的 行爲に 因る • 

ので ある、 キリスト は 余が 辆ほ 1^ 人と して 在りし 時に 余の 爲に 死に 給 ふたので ある、 余の 救濟は 余の 

未だ 識ら ざり し 時に 余の ために 旣に 成就 げられ た ので ある、 而 して 余 は 單に其 救濟を 認め て 之に 人つ 

たに 過ぎない ので ある。 

內忖 生，：： す、 兹に復 たび 藤 井；^ の 論文 (『代 贖 を 信ずる まで』) を迎 ふる を 得て 歡 喜に 堪 へない、 事の 

原^ は 本誌 第 w 八 拾八號 (大正 五 年 三月) 所載 『單 純なる 幅 昔』 と 題せられ し 藤 井界の 論文に 於て 在. 

つたので ある、 余 はおと 賸 の 事に 於て 信仰 を 異にする を 悲しみ、 次號に 於て 『神の 忿怒と 贖^』 と. 

題して 余の 立場 を 明かに した、 爾来 我等 二人 は此 重要 點に 於て 所信 を 異にし、 @1 からざる 悲しき 經驗 

を 化 ふべ く餘 俊な くせられ たので ある、 然るに 神 は 我等 を 憐み給 ひ、 余の 愛する 信仰の 友に、 < ^に 賜 

ひしと 同じ 信仰 を 賜 ふて 余 は 感謝す るに 辭 がない ので ある、 贖 si- は 基督 敎の揠 軸で ある、 牘 に 就て 

信仰 を 異にして 我等 はすべ て 他の に 就て 所信 を 異に せざるを得ない、 然れ ども 頌 罪に 就て 信仰 を 共 

にせん f  、 遲 かれ 早 かれ 萬 事に 就て 一 致す るに 至るべし、 誠に キリスト は 我等 SS! 人の 爲に のみ 死に 給 


ふたので はない、 亦 祌の爲 に 死に 給 ふたので ある、 然り 特に 神の 爲に 死に 給 ふたので ある、 神 は 人類 

丈け それ 丈け、 然り 其れ 以上に キリストの 死 を 要求し 給 ふたので ある、 而 して 父なる 神 は 今や キリス 

トの 死の 故に 罪人 を赦し 得て 喜び 給 ふので ある、 此 事が 解って 初めて キリストの 有難 さが 解かる ので 

ある、 キリスト は 人の 受 くべき 罰 を 御自身に 受け 給 ひて、 父なる 神 をして 「ィ H スを 信す る 者 を義と 

みづ 

し 尙ほ自 から 義 たら」 しむる の途を 開き 給 ふたので ある (羅馬 書 三 章サ六 節〕、 斯 くして キリスト は 人に 

對 して 最良の 友人で あり 給 ふに 止まらす、 神に 對 して 最大の 孝子で あり 給 ふ、 彼 はまこと に 「宥の 供 

も D.  い ひ 

物」 である、 彼に 由て 罪に 對 する 神の 正當の 怒が 取 除かれて 罪の 根 抵が絕 たれた ので ある、 我等の 言 

盡れぬ 感謝 は玆 にある ので ある。 


コンボ ルシ ヨンの 實 驗 


コ ン ボル シ ョ ンは 英語で ある、 之に 適 當の譯 字が 無い から 原語 其 儘 を用ゐ るので ある。 之 を 改悔に 

譯 して 足りない。 コンボ ルシ ヨンに 深い 改悔が 伴 ふが、 コンボ ルシ ヨン は遙 かに 改悔 以上で ある。 之 

を 改心と 譯 しても 足りない、 コ ン ボル シ ヨン は 過去 を 改めて 新たに 將來に 臨む と 云 ふが 如き 輕ぃ 事で 

ない。 沸敎で 云ふ發 心が 稍. -基 ii! 敎の コ ン ボル シ ヨン に 近く ある。 然れ ども 發 心の 怫敎 的に 消極的な 

るに 比べて、 コ ン ボル ショ ンは 基督 敎 的に. 積極的で ある。 よりよ き譯 字の 發 見せら る.、 まで 英語 を 其 

コンボ ルシ ヨンの 實ぉ  -  三 九 七 
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儘 川 ふる を 可とする。 

コンボ ルシ ヨン の 意義 は 「廻る」 である。 廻 it である、 方向 轉換 である。 北 へ 向って 進みし 者が 廻 

轉 して 南へ 向って 進む^ である。 滅亡に 向って 進みし 者が 廻轉 して 救扬に 向って 進む 事で ある" 而か 

も 決.； li- 的の 廻轉 である、 大抵の 場合に 於て は 急激の 廻轉 である。 ルカ 傅 十五 章に 於け る 放蕩 兒が 己が 

悲慘 なる 境遇に 感附 いて、 「起ちて 我 父に 往 かん」 と 云 ひて 父の 懷 へと 歸り往 きし 時に 彼はコ ン ボル 

シ ョ ン を赏驗 したので ある。 然し 乍ら 廻轉 丈け で コンボ ルシ ヨン の 意味 を盡 さない、 故に コンボ ルシ 

ョ ン と 云うた 所で 4^; 督 信者の 此 深き 靈的 實驗を 悉く 言ひ盡 したと 云 ふ 事 は出來 ない、 文字 は つ まり 表 

號 に過ぎない。 我等 は离 7 實を 文字に 讀み 込んで 我等の 思想 を 言 表 はさし むる までぐ ある。 

CO  O000OOO000000OOOOOOOO 

コ ン ボル 、ン ョ ンは 人に 靈的 造化が 行 はる i 事で ある。 其 時 彼の 思想が 一 變 する は 勿 41 の こと、 彼の 

性格が 變り、 或る 場合に は 彼の 肉體 までが 變 るの を 見る。 斯 かる^ はおり ベから すと 此 ゆの 人 等 は 

首 ふ。 科 學者は 勿論の こと、 今や 大抵の 基督 敎の 敎師 までが 此_* ある を 信じない。 然れ ども 聖書 は 明 

しもべ しらめ 

かに 此事 ある を 示し、 そして 多くの キリストの 僕婢 は 此事を 其 身に 實驗 した。 ィ H スが 一一 コ デモに 宣 

ベ 給 ひし 言に 曰く 

誠に 實に汝 に 吿 げん、 人 もし 新た に 生 れす. ば 神の 國を 見る こと 能 はじ … … 肉に りて 生まる、 者 

は 肉な り、 靈 (神の 靈卽 ち聖靈 ) に 由り て 生まる、 者は靈 なり、 我れ 汝に 新たに 生まるべき 事 を 

言 ひし を奇 とする 勿れ、 風 は 己が ま&に 吹く、 汝其聲 を 聞け ども 何處 より 來り何 處へ往 く を 知ら 

す、 凡て 靈 (^霊) に. E りて 生まる &者は 此の 如し 

と (ョ ハ 木 傳三章 三 * 六， 七、 八 節 Jo 是は コンボ ルショ ン の 事 實其儘 を 傅 ふる 一一 目で ある。 此言を 其 身に 


實驗 した 事 の 無 い 人 を 某 督 信者と 呼 ぶ こ と は 出来な い 。 此事 を 信者 の 立場より 其赏驗 とし て 述 ベ た も 

のが パ ゥ C の 有名なる 言で ある (コ リ ント 後書 五 章 十七 節) 

人 もし キリ ス トに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 凡て 新ら しくなる なり、 

と。 若し クリスチャンなる 者が あると すれば、 其 人 は 神に 新たに 造化 を 施された 者で ある。 舊き人 は 

死し 新しき 人と して 生れた る 者で ある。 單に 思想が 一 變 した 位 ゐの 事で ない、 天然 性の 人に 無き もの 

を 吹 込まれて 新 極 (n3v  species) として 新たに 生れた る 者で ある。 

そ して 萬國 民の 基督 敎歷 に 於て 以上 其 他の ^^書 の 言 を 文字通り に實驗 した 者 は 擧 げて數 ふ ベ か ら 

すで ある。 バ ンャ ン、 コ U ムゥ H ル其 他の 淸黨 時代の 信仰的 は 凡て 明確した る コンボ ルショ ン の 

實驗を 終た 者で ある。 米國に 於ても 極く 近頃まで コンボ ルシ ヨン を 厘. -實 見した のであって、 コ ンボ 

ルショ ン 無しの 基督 信者、 ^しきに 至って はコ ン ボル ショ ン 無しの 基督 敎の 敎師が 基督 敎界に 於て 跋 

屋す るに 至りし は 極めて 最近の 事で ある。 そして 日本に 於ても 骚" 此^が 行 はれた。 れ ありし が 故 

に 日本に 於ても 敎 會は衰 へても 福 昔 は 亡びない ので ある 。聖霊に 由り て 新たに 生れし 人 は敎會 の に 

在り 亦 其 外に 在る。 祌が旣 に ほ 本 を 御自身の 有と してお め 給 ひし 最も 確かなる 證據 は、 彼が g^li ，ど以 

つ て 斟 からざる 口 本人 を 印し 給 ひし 事に 於て 在る。 不肖 私の 如き キリ ストの 僕の 內で 最小 さき 者な り 

と雖 も、 コンボ ルシ ヨンの 恐ろしき 經驗 なくして、 五十 年 問 福音の 證者 として 立つ 事が 出来なかった 

めで ある。 そして 私の 傳道を 受けし 人で、 多から すと 雖も此 經驗を 味 ひ し^ある を 知りて、 私の 働ら 

き の 無益なら ざり し を 知 つ て 感謝す るので ある。 

コンボ ル シ ヨンの 特徴 は 何で ある 乎と 言 ふに、 それ は 人に. 5 りて 異なる。 或 人に は 急激に 來り、 或 

n ン ボ ルシ ヨンの §st~  1 二 九九 
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人に は徐々 として 行 はる。 多分 其 模範的なる はバ ン ヤンの 名著 『大路 歷 程』、 『恩寵 溢る、 の 記』 等 

に 現 はれた る 彼の 實驗 であらう。 然れ ども 何人の 場合に 於ても コンボ ルシ ヨンの 結 2^ は 一  である。 

人 は 之に 由り て 生れな がらの 罪人なる を 知る、 何故に 然る 乎 其 理由 は 示されす と雖 も、 己が3^^-人たる 

事 を 疑 はざる に 至る。 己が 犯せし 罪の 故 乎、 祖先が 犯せし 1€ の 故 乎、 罪の 原因 を定 むる まで もな く、 

TU が 人た る 事が 明白に なって、 正義の 神の 光に 堪え 得ざる に 至る。 コンボ ルシ ヨンの 實驗 第一 は 罪 

00  OC000OOOO0O0OO0 

の 自覺と 其 r;^s^ たる 自己の 消滅で ある。 バウ a の 一 W 葉 を 以て 首 ふなら ば 

1^ は誡の 機に 乘 じて 我 を 誘 ひ、 其誡 を以. つて 我 を 殺せり (，。 マ 書 七 章 十 一 節) 

と. ームふ 事で ある。 B マ 書 七 -Ijsf 全部が バウ a の 場合に 於け る n ン ボル ショ ンの 經驗の 苦しき 半面 を 語る 

ものであって、 人の 靈的 苦悶 を 語る 言に して ルれ よりも. お 切なる もの はない。 先づ 死な ざれば 生きす 

である。 自己に 死す るの 經験 なき 者 は キリス トに 生く るの 歡びを 知らたい。 コンボ ルショ ンの半 は 

死の 苦痛で ある 事 を 忘れて はならない。 

0000OO00  0C0OO0CO000000  00OO  いひの，  ズ 

コンポ ルシ ヨンの 實験 第二 は キリスト 十字架の！^ 認 である。 郭 を自覺 し、 之に 追 詰められ、 推 誘る 

べき 途 なき 時に、 十字架 を 示されて、 その S§ 人の 唯一 の隱 場た る を 承^せ しめらる。 玆に 初めて の 

おろ  ょろこ^-) 

m, 荷 を 下し、 赦 されし 者の 歡 喜に 入る。 

モ ー セ 野に 蛇 を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし、 凡て 之 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無くして 永生 

を 受けし めんが 爲 なり (ヨハネ 傳三章 十四. 十五 節， } 

と讀 みし 其 意味 を 我 身に 於て 實驗 せしめら る。 キリストの 十字架 は義 なる 祌が義 に 巾り て 不義の 人 を 

とし 給 ふ 驚い べき 途 である。 若し世に倫现的奇接なる^|<;がぁれば、 十字架が それで ある。 まことに 


天が下に 之 を 除いて 他に、 扉 人が 神の 前に 義 とせら る& こと、 卽ち 義人と して 极 はる、 途は 無い ので 

ある。 

キリストの 十字架が 解って 人 は是れ 以外に 何の 求む る 所な きに 至る。 「ィ H スは祌 に 立ら れて 我等 

の 智慧 また 義 また 聖， また 贈と なり 給へ り」 と ある は 主として 罪人に 代りて 彼が 十字架に 釘 けられ 給 ひ 

し 其 功績に かりてで ある (コ リント 前書 一章 三十 節〕。 爾來 信者の 生涯 は 主として 十字架 を 仰ぎ 瞻 るの 生 

•f^ となる ので ある。 何事に 就ても 十字架で ある。 再び 罪 を 犯す 時 も、 罪の 身に 神の 恩惠を 仰ぐ 時 も、 

復活 永生の 福祉 を 我 有と して 要求す る 時 も、 凡て 十字架に 因る ので ある。 十字架、 十字架、 何 を 措い 

て も 十字架、 基督 敎は 詰まる所 十字架 敎 である。 自分がキリ ス トに傚ひて十字架を負ふ！？^でなぃ、 キ 

リス トが 自分に 代りて 擔ひ給 ひし 十字架 を 信仰 を以 つて 仰ぎ 瞻て、 其 功績に 因りて 神の 凡ての 恩惠に 

與る ことで ある。 コンボ ルシ ヨンの 屮心は キリストの 十字架の 發見 である。 之に. m つてん は 其 生命 全 

部 を ー變 する ので ある。 そして 此大變 化が 十字架の  一！：： に. E りて 行 はる k ので ある。 

基醤 信者の 生涯 は 大抵の 場合に 於て 多事多難の 生涯で ある。 神 は 信者に 人 一 倍の 苦難 を 與へ給 ふ。 

然れ ども 天上 天下 何物 も 彼に 示されし 十字架の^ 績 より 彼 を 絶ら する 事 能 はす。 人 は 己の 罪に 目覺 め、 

キリストの 十字架 を發 兄して、 永久の 救 拯に與 つたので ある。 
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とし 給 ふと は 阿 ぞゃ 


神 は if 己 を 信す る 者を義 とし 給 ふと 云 ふ、 それ は 抑々 何う 云 ふ 事で あら ふ 乎。 

義 とし 给 ふと は § か， L いて 宣告し 給 ふと 云 ふこと ではない、 祌は單 に 裁刹官 ではない から、 彼 は^ 

んに無 を 宣告し 之 を 放免して 以て 足れり と は 爲し給 はない、 神に 在りて は義 とし 給 ふと は遙 かに 意 

味の 深い 事で ある。  ，？ゥ 

, とし 給 ふと は 一 に は； 1.^. & いきがと のこと である、 卽ち義 しき 心 を 罪人の 衷に 造り 給 ふと 云 ふこ 

とで ある、 是れ 人に は 出 来ない ことで あるが、 神に は 出来る、 彼は悔 ひたる 雜人 のために 聖き心 を 造 

リ、 その 衷に 直き 靈を 新たに 起し 給 ふ (詩篇 五十一 篇十 節)、 神に 在りて は 罪の 赦免 は單に 法律 的の 赦免 

ではない、 事實 的の 赦免で ある、 祌は 人を赦 して 彼 を事實 的に 義人と 成し 給 ふに あら ざれば"^ し 

給 はない。  ： 

，とし 給 ふと は 叉 |j ひいむ 辦：^ .^i おと 云 ふこと である、 卽ち衷 なる 義に適 ふ 外なる 装 を 以てし 給 

ふと 云 ふこと である、 神に 在りて は 人の 救く 將は 彼の 全 性の 救濟 である、 卽ち 彼の 靈と體 との 救濟 であ 

る、 神 は 人 を 衷に義 と 成し 給 ふに 加へ て 亦 彼 を 外に 義 とし 給 ふ、 卽ち 彼に 義人 相當の 境遇 を 供し 人と 

天 ゆと をして 彼 を 義人と して 認めし め 給 ふ、 彼に 義人 相當の 地位 を 與へ給 ふ、 義人 相 當の衣 を 以て 彼 


を 装 ひ、 彼に 冠ら すに 義の冕 を 以てし 給 ふ、 義人 は k 時まで も 神の 前にの み隱れ たる 心の 義人と して 

立つべき 者で はない、 彼 は 終に 人の 前に も 義人と して 立てられべき 者で ある、 神が 彼を義 とし 給 ふと 

云 ふ 事の 中には 彼の 終局の 榮達も 含まれて 在る ので ある。 

衷に 義と爲 られ、 外に 義 とせら る、 義の 心を與 へられ、 義人 相當の 境遇に 置かる、 神に 義 とせら る 

とは此 事で ある、 勿論、 衷に義 とせら る、 は 先き であって、 外に 義 とせら る \ は 後で ある、 神 は 人と 

異なり、 善き 境遇 を 供して 善き 人 を 造らん と は 爲し給 はない、 神 は 境ルに 反しで 善き 人 を 造り 給 か、 

神に 在りて は 境遇の 結果た る 心で はたい、 心の 結果た る 境遇で ある、 義人 は 始め 義 のために 責められ 

て、 後に 義の E 免 を 着せら る、 ので ある。  . 

義 者の 甦り (路加 傳 十四 章 十四 節〕 と 云 ふは此 事で ある、 卽ち 義人が 再び 體を 以て 顯 はれ、 其 外形 上の 

報 (A に與 かると 云 ふこと である、 肉の 世に 在りて は 單に衷 なる 義人と して 神に 而已 其義を 認められし 

者が 靈の 世に 甦りて 人と 天使との 前に 其 義を發 表せら る &と云 ふこと である、 義人 榮 達の 時期、 是れ 

が 復活で ある。 

祌は來 らんと する 世に 於て すべての 義人 を義 とし 給 ふ、 卽ち 義人 を 義人と して 顯 はし 給 ふ、 然れど 

も此 ゆに 於ても 亦 彼 は 或る 範圍に 於て 義人に 義の報 賞 を 下し 給 ふ、 謙 連と ヱホ バを畏 る. - 事との.， 報 Iti 

富と 尊貴と 生命と なりと (箴言 二十 二 章 四 節〕、 縱し 多くの 場合 に 於て 義の 報 賞 は 義人 其 者 の 上に 來らな 

い とする も、 彼 の 子孫 か 叉 は 彼の 園の 上に は 必す來 る やうに 見える、 此罪惡 の 世に 於ても 確實の 富貴 

と稱 すべき もの はすべ て義の 結果で ある、 義人が 血 を 流して 守った る 正義の 終に 富貴と たりて 顯 はれ 

たる ものである。 

fiai し； お ふと 何 ぞ や  wo 三 
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神 は豫め 定めた る 所の 者 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之に 榮を 賜へ り 

(羅ぉ 書 八 章 三十 節)。 

是れが 完全なる 救濟 である、 其 始めと 終りと である、 義 とせられ たる 者が 榮を賜 はりて 救濟は 完全 

うせら る k ので ある、 我等 は 神 を 裁判人と のみ 見て はならない、 彼 は 愛なる 父で ある、 全能の 神で あ 

る、 言へば 爲し 給ふ祌 である、 義を宜 吿 して 止み 給 ふ 者で はない、 其 宣告 を事實 にし 給 ふ 者で ある、 

然り、 事實 にし 給 はざる 事 は 之 を 宜吿し 給 はない 者で ある、 故に バウ は 言 ふた、 

汝 等の 屮に 善業 を 始め 給 ひし 者、 之 を主ィ H ス キリストの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く 信す 

(脾立 比 書 一 章 六 節し 

と、 祌の宣 吿は實 成の 證明 である、 彼 は 完全に 義 とせんと 欲し 給 ふまで は義を 宣告し 給 はない、 ヱホ 

バは誓 を 立て 其聖 意を變 へさせ 給 ふこと なしと 云 ふ (詩篇 百 十篇四 節)、 我等 一 たび 彼の 赦免の 聲を 耳に 

したらん か、 我等の 救濟 は確實 である、 人 は 我等に 就て 何ん と 言 ふと も、 神 は 我等 を 人と 天使との 前 

に 義人と して 立てし め 給 ふまで は 其 聖き業 を 止め 給 はない。 


なる キリスト 


大正 六 年 四月 サ 二日 識訪 湖^ に 於け る 研究 誌讀者 の <w 合に 於て 述 べし 所 


くひ  やすき  とな 

其 日 ュダは 救 を 得、 イスラ H ルは 安に 居らん、 其 名 は 「M ホバ 我等の fs」 と稱 へらるべし (耶利 *• 

亞記サ 三 章 六 節 )o 

汝等は 神に 由り て キリス トイ H スに 在り、 ィ H スは 神に 立ら れて汝 等の 知 =1 慧 また 義 また 聖 また 贖 

となり 給 へ り (^林 多 前書 一 章卅節 )o 

キリスト は單に 我等 を義 とする 者に 非す、 我等の 義 である、 而して我等の義でぁるが故に我等を^^- 

とする 者で ある、 我等 は キリストに 義 とせられて 神の 前に 立つ ので はない、 キリスト を 我等の 義 とし 

て 神の 審判に 堪へ 得る ので ある、 世に 義人 あるな し 一人 も あるな し、 昔し 然り 今^ 然り である、 而し 

て 義人なら すして 神の 前に 立つ こと は 出来ない、 故に 人と 云 ふ 人に して 一 人 も 神の 前に 立ち 得る 者 は 

ない ので ある、 然るに 玆に 一人の 義者 があった ので ある、 卽ち義 なる イエスキリスト である (約输 ffiM 

書 二 章 一節〕 彼れ のみ は聖 父の 完全き が 如き 完全き 人であって 聖 父の 喜び 給 ふお、 其聖 意に 適 ふ 者で あ 

つた、 彼 は 神の 子であって 叉 3 呉の 人であった、 彼に 在りて 義は 完全に 行 はれた ので ある。 

我等 は 不義の 子で ある、 神の 子と 稱 へらる k に 足らぬ 者で ある、 然るに 神 は 我等 を 憐み給 ふ、 其窮 

りなき 憐愍に 因り 其 獨子を 降し 給 ひ 彼 をして 完全き 人た るの 生涯 を 送らし め義を 完全に 行 はしめ 給 ひ、 

きょ  あ-かな 

而 して 彼 を 人類の 代表者と して 受け 給 ひ、 彼に 在りて 人類 を赦 し、 之を義 とし 聖め Hi つ 躓 ひ 給 ふた、 

神 は 今や キリストに 在りて 人類 を視給 ふので ある、 神の 眼中に 今や 罪に 死た る 人類 あるな く、 唯義に 

生きた る 人の子 卽ち 人類の 代表者なる キリス トイ H ス あるの みで ある、 兹に於てか人は自已の！^！-に死 

たる こと.^ キリス トの 自己に 代りて 義を完 行う し 給 ひし こと を 自覺し 且つ 自，： n すれば 其 時 直に 救 はる 

S なる キリスト  gl〇-t 
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るので ある、 我等 は 旣に聰 はれ し^に 於て 在る ので あれば 贈 はれし こと を自， H する 時に 直に 暖 はる、 

ので ある、 我等 は 今より 闘 努力して 義を完 行し 神の 前に 立つ の 资格を 作る の 必要 はない ので ある、 

縱し叉 斯る资 格 を 作らん と 欲する も 到底 作り. 得ない ので ある、 我等 は 信仰に 由り 今 直に ィ H スの篛 を 

我等の 義 となす ことが 出來 るので ある、 我等 ィヱス を 信じて 神はィ H スに 在りて 我等 を視 たま ひ、 彼 

の義を 我等の 義 として 認め 給 ふので ある、 恩惠の 極と は此 事で ある、 我等 不義の 子で あるに も關 はら 

す キリ ス トイ H スを 信す るの 故 を 以て、 彼の 義を 我義 とする 事が 出来て 祌が義 なる ィ H スを极 ひ 給 ふ 

其 极ひを 自分に 受 くる ことが 出來 るので ある、 「ィ H スは 神に 立ら れて汝 等の 義 となり 給へ り」 と 云 

ふ、 イエ スが 信者の 義 である、 我等の 志操、 品性、 善行、 皆 以て 神が 我等より 要求し！^ ふ 義に合 ふこ 

と 能 はす、 我等 は 我等の 罪の 故に 附 され 我等が 義 とせられ しが 故に 甦らされ たる ィ H スを 以て 我等の 

義 となして 恐權 なくして 聖父 の 臺 前に 立 つ ことが 出來 るの で あ る。 

ィ H スは 我等の 義 である、 我等 は 自分で 織え せし 義の衣 を 着けて 王の 婚 筵の 席に 31 るので はない、 

ィ ェ スを 我が 義の 衣と して 着て 王の 請に 應す るので ある (馬 太 傳サニ 章 ；}、 是れ こそ は 潔くして 光 ある 

i そ 、に。 

終 布の 衣であって 「此細 布 は 聖徒の 義 なり」 と ある 其義の 衣で ある (默 示錄 十九 章 八 節)、 之 を 除いて 他 

に 王の 客た るに 堪 ふるの 禮服は 無い ので ある、 善 者 も 之 を 着て 王の 前に 出る を 得、 惡者も 亦 之 を 被り 

ぁづか 

て聖 筵に 胜ハる ことが 出來 るので ある (馬 太 傳サニ 章 八— 十二 節) 信者 はィ ェ ス に 在りて 祌に 到り 祌はィ ェ 

スに 在りて 信者 を 接け 給 ふので ある、 祌は 人より 完全の 義を 要求し 給 ふて 之をィ H スに 於て たまう 

たので ある、 而 して 人はィ H スに 在りて 神の 此耍 求に 應 する ことが 出來 るので ある、 靳 くして 神はィ 

ヱ スを 信す る 者を義 として (義人と して 极ひ給 ひて) 尙自 から 義 たり 給 ふので ある (羅. き ♦ 三 章廿六 節)、 


是れ 新約聖書の 明かに 示す 所の 敎義 である、 人 は 其 u§ 性に 由り、 人格に 由り、 善行に e りて 神の 前に 

義 とせら るべ しと は 今人の 唱 ふる 所であって 聖書の 敎 ふる 所ではない。 

イエ スは 信者の 義 である、 然るに 現 時の 基督 信者 は 之に 對 して 言 ふので ある、 若し 然 らば 人 は 神の 

恩惠に 慣れて 安 じて 雜を 犯す に 至るべし、 故に 恩惠 は恩惠 として 存し其 他に 人の 側に 於る 奮鬪 努力 を 

しん ぎ や， つ  せっちう  かしこ 

主張せ ざるべ からすと、 塞に 信と 行と を 折衷せ る慧き 言の やうに 聞え る、 然れ ども 是れ祌 の義の 何た 

るか を 知らざる の 言で ある、 而 して 叉如斯 くにして 信 も 行 も擧ら ない ので ある、 信は單 純なる を 要す- 

行 を 混じた る 信 は 不純なる が 故に 微力で ある、 而 して 信 を 混じた る 行 は 信な き 行と 變じ 易くなる、 而 

して 信 を 離れて 行 は 無 效に歸 する ので ある、 信 は 軍 純に して 能力 あるので ある、 我が 義を 離れ 神の 子 

ィ ェ ス の義を 我が 義と 信じて 我が 信 は 興り 行 も亦擧 るので ある、 是れパ ゥロ以 來ァゥ ガス チン を經て 

ル ー テルに 至り、 叉 彼等に 由り てす ベて 信仰に 由り てィ H スの義 を 已が義 として 受けし 者の 實驗 せし 

所で ある、 信と 行と を 併せ 說 いて 信 は 冷へ 行は衰 ふ、 行 を 離れた る 信を說 いて 信 は 興り 行 も 亦 之に 伴 

ふ、 是れ 人類の 信仰 史の齊 しく 證明 する 所で ある、 歐洲に 於て はル ー テルと カル ビン、 我國に 於て は 

法 然と 親鸞、 彼等 は齊 しく 行 を 離れた る 信 を說ぃ て 死せ る 宗敎を 復活せ しめて 新 光明 を靈界 深き 所に 

放った ので ある。 

我等の 義は 我等の 救 はる、 に關係 なしと 云ぶならば 我等 は 義を行 はないで あらう か、 然ら す、 我等 

は 實に救 はれん が 爲に義 を 行 はんとしない、 我等 をして 救 拯を璲 さしむ る もの はィ H ス の義 である、 

我等の 義は 我等 を 神の 前に 義 とする に 足りない、 然れ ども 旣に 神の 子に 由り て； 4 の 前に 義 とせられて 

我 は 今や 心 を 安んじて 人の 前に 自己 を義 とする の 行爲に 出る ことが 出來 るので ある、 卽ち イエ スに由 

K なる キリスト  s;0 七 
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りて 祌に對 する 我が 大負俊 を^ 還し 得て、 人に 對 する 我が 小 負 俊 を 容易く 還し 得る に 至る ので ある、 

此 世の 所 |£ 逝德 はすべ て 人に 對 する 道德 である、 我が 隣人に 對 して 我が 负ふ所 之を稱 して 道徳 叉は義 

務と云 ふので ある、 然るに 不信者の 場合に 於て は 祌に對 する の 負債の 重きが 故に 人に 對 する 負 俊を愤 

ふの 餘裕 がない ので ある、 常に 良心に 责 めら れ ながら 人 を 愛し 其 要求に 應 する ことが 出來 ない ので あ 

る、 然るに 神に 招かれて 彼が 其聖 子に 在りて 行 ひ 給 ひし 罪の 牘ひ卽 ち 負 俊の 償還の 恩 惠に與 る を 得て 

我が 贫俊は 著る しく 輕減 せられ、 i ハ結 rai< とし て 我 は 容易く 人に 對 する 義務 貴 任 を 果し得 るに 至る ので 

ある、 基督 者が 行 を 離れた る 信 を高唱 する に關 はらす、 此 世の 善行に 於て 常に 不信者に 勝る 所 ある は 

全く 是れ がた めで ある、 人 は 何人も 彼が 自覺 すると 否と に關 はらす 神に 對 して 犬なる 使 務を負 ふ 者で 

ある、 之 を 架た さすして 彼 は 重荷 を擔ふ 者で ある、 故に 必然的に 陰 管で あり、 厥 世 的で あり、 怏々 と 

して 人生 を樂 しみ 得ない ので ある、 然れ ども 一 朝 神が 其 子 を以， て 人類の 神に 對 する 負债を 悉く 拭 ひ 給 

ひし を覺 り、 自分 も 信じて 其 恩 惠に與 る を 得て、 彼の 檐 ひし 重荷の 大部分 は 取 除かれ、 殘る少 部分 は 

容！ く 之 を擔ひ 得る に 至る ので ある、 信 興りて 行亦擧 るの 說明は 此邊に 有る ので あると 思 ふ。 

然し 事 は玆に 止まらな いので ある、 祌に對 する 食债惯 却と 同時に 大 なる 特 權と榮 光と が 我等に 加へ 

らる i ので ある、 呪詛の 我等 を 離る k と 同時に 恩惠は 我等に 臨む ので ある、 ィ H スの義 を 我が 義 とな 

して 彼の 榮も亦 我が 榮 となる ので ある、 イエ スに 臨みし 復活と 昇天と 永生との 榮 光が 我に も 亦 臨む の 

である、 榮光 はすべ て義 の附隨 物で ある、 ィ H スの義 が ありて 彼に 臨みし 榮光 があった ので ある、 人 

は 生れながら にして 復活し 得る 者で はない * 義の結 茶 として、 或 ひ は 其 報 賞と して、 復活す るので あ 

る、 イエスが 復活し 給 ひし は 彼が 義を完 行う し 給 ふたから である、 而 して 我等 は 信仰に よりて イエス 


の 完全なる 義を 我が 義 となす を 得て ィ H スに 臨みし 復活 永生の 榮 光が 亦 我に も 臨む ので ある、 嗚呼 大 

なる かな 神の愛、 罪人なる 我に も 亦 復活 永生の 恩惠が 臨む と 云 ふ、 而 して 其 臨む に 明白なる 现 由が あ 

るので ある、 完全なる 義の結 架と して 臨む ので ある、 而 かも 罪人の 場合に 於て は 之に 與 るの 資格が 無 

いので ある、 故に祌は其獨子を遣り彼をして3^|.;人に代りて (彼等 を 代表して) 義を 完全に 行 はしめ 彼 

おの 

等 をして 信仰に 由り て 其義を 己が 義 となして 彼の 義に 伴ふ榮 光に 與 からしめ 給 ふと 云 ふ、 此事 を覺り 

て 我等 はパ ゥ B と共に 叫ばざる を 得ない ので ある、 

或 ひ は 死 或 ひ は 生、 或 ひ は 今 在る 者 或 ひ は 後 在らん 者、 或 ひ は 高き 或 ひ は 深き、 また 他の 被 造 物 

は 我等 を 我主ィ H ス キリストに 由れ る 神の愛より 絕 する こと 能 はざる 也 

と (羅馬 書 八 章 三 八、 三 九 節 )o 

此大 感謝と 大歡 喜と が ありて 我等 は 善事に 活動せ ざらん と 欲する も 得ない、 ^|"てク & ムゥ H ルが言 

ふたことが ある 「我れ 旣に 神より 大金の 前拂を 受け たれば 大に 彼のた めに 盡 さ^るべ からす」 と、 而 

して 此感 恩の 念に 勵 まされて 英 民族の 自由 は 起った ので ある、 感 恩の 念に 勵 されす して 大事 は 擧らな 

い、 i 卑に现 想を逐 ふて はない、 又 義務に 逐 はれて^ はない、 感謝の念に 勵 されて 基督 敎國に 於け る 

すべての 大事 は爲 された ので ある、 犬なる 繪畫、 大 なる 昔樂、 犬なる 建築、 大 なる 慈善、 其 他 永久 的 

に 人類 を 益し 且慰 むる 犬なる 事業 はすべ て キリ ストに 由て 罪の 線拽を 解かれ、 衷に 自由なる 者と 成り 

； ； の -ーン 

て歡 喜と 感謝と に 溢る、 の 結果、 自 から 善行と 成りて 外に 現 はれた る 者で ある、 神 は 人より 功 鎮を求 

め 給 はす、 人に 恩惠を 施して 人に 由り て 功 緩 を 舉げ給 ふ。  _ 

ィ H スは 我等の 義 である、 信者の 義の 寶はィ H スと 偕に 祌の 中に 藏れて 在る、 恰 かも 大 銀行に 大金 

義 なる キリスト  EIC 九 
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の 彼の 名義 を 以て IS けて 在る が 如しで ある、 而 して 「有る 者は予 へられて なほ 餘 あり、 有たぬ 者 は そ 

の 有る 物 を も はる X 也」 であって、 旣に キリストに 在りて 神の 前に 完全なる 義を 有る：^ 者 は 義の追 

求に 焦燥ら ざるが 故に 却て 多くの 義を爲 し、 1^ 義 正義と 叫びて 義の 追求に 日 も 亦 足らざる 此 f の道德 

家敎會 信者 等 は 常に 義に渴 する が 故に 却て 義を行 ひ 得ない ので ある、 我れ 以外、 我が 救 主に 於て 我義 

を^て、 我 は義に 於て 富める 者と なりて、 更に 共 上に 善行の 義を加 ふる 事が 出来る、 卽ち 我； S 仰に 出 

て 得し 大義の 上に 更に 我 行爲に 由て 得し 小 義を加 ふること が屮 I 来る、 此^の 所謂 正義、 人道、 道徳 是 

れ呰 神の 眼の 前に は小義 である、 我等 は 神の 大義なる キリス トイ H スを我 有と なして 容易く 是 等の 小 

義を行 ふこと が屮 I 來る。 

キリ ス トは 我等の 智慧で あり 義 であり 聖 であり 媳 であると 云 ふ、 「知 „ ；慧」 と は 今日の 言 辭を 以て 言 

へば 哲學 である、 而 して 哲學は 宇宙と 人生との 解釋 である、 而 して キリスト は 信者の 哲學、 卽ち 宇宙 

人生の 解釋 である、 卽ち哥 羅西書 一章 十五 節 以下 十八 節までに 於て 有る が 如しで ある、 我等 基督 者に 

も 亦^ 學が ある、 我等の 信仰 は 哲學を 避く る 者で はない、 縦し 哲學の 上に 立つ 者に 非す とする も 小 Z く 

とも 祈；！ 學と併 立す る 者で ある、 而 かも 共 は カント 哲學、 オイケン 哲學、 ベルグ ソン 折：： 學と稱 する が 如 

き 者で はない、 キリスト 哲學 である、 萬 物 彼 (キリスト) に 由 リて存 つ (成立す る) こと を 得る 也と 

唱 ふる 者で ある (哥羅 西 書 一 章 十七 節)。 

キリスト は 我等の 義 であり 聖 であり 贖で ある、 我道德 であり 宗敎 であり 救拯 である、 キリストに 在 

りて 祌に對 して 我が 爲 すべき こと はすべ て爲 された ので ある、 我 は 我が 不義の 此 II、 キリスト を 信じ 

て 祌の義 者と して 彼の 前に 立つ ことが 出來 るので ある、 我 は 我が 汚 接の 此儘、 キリスト を 信じて 神の 


聖者と して 彼の 前に 立つ ことが 出來 るので ある、 我 は 未だ 救 はれた る 者に 非す と雖 も、 キリスト を 信 

じて 旣に救 はれた る 者と して 神に 取极 はる k ので ある、 完全なる 救扬は 神より 出て 信仰に 由り て 我 有 

となる ので ある、 是れ ユダヤ人に はぎ づく者 ギリシャ 人に は 愚なる 者で ある、 然れ ども 召された る 者 

に は 最大の 眞理、 最高の 哲學 である、 眞 正の 基督 敎は是 である、 人の 義を 混へ ざる 神の 義を說 くが 故 

に 人が 義を 怠らん こと を 恐れて、 救 極の 條件 として 信仰と 共に 行爲の 必要 を說く 者の 如. き は 神の 道 を 

滑亂す 者で ある、 今時の 敎會の 某督敎 が微溫 くして 徹". K せざる は 其 信仰が 單 純なら すして 複雜 なる が 

故で ある、 神の 義を キリストに 於ての み 求めす して、 之 を 補 ふに 人の 義を 以てせん とする が 故で ある。 

我等の 萬 事なる キリス ト 

信仰の 單純 

ィ ェ ス は 神に 立ら れて汝 等の 智慧 叉義又 聖叉牘 となり 給 へり。 コ リン ト 前書 一 章 三十 節。 

信仰 は iE- 純なる を 要す、 單 純なら ざれば 明瞭なら す、 叉單 純なら ざれば 熱心なる？ 5^ 能 はす、 幾多の 

問題に 思惟 を 奪 はれ、 多數の 教義に 注意 を 分た れて 信仰 は 熱心な らんと 欲する も 能 はない ので ある、 

自己 を完 うする 上から 見ても、 又 他人 を 濟ふ點 から 考 へても、 信仰の 單純は 最も 探求むべき 事で ある、 

法然 上人に. E りて 佛敎が 南無 阿 彌陀佛 の 六 字に 簡約 せられし 時に 日本に 於け る 佛敎の 普遍的 感化が 始 

我等の 葸 W なる キリスト  g;  二 
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まった ので ある、 日蓮 上人 も 亦 能く 此 -を 解し、 彼の 信仰 を 南無 妙法 蓮華 經の七 字に 縮約め て 化の 

大功 を 葵した ので ある、 ^に 冗漫なる 信仰の 如く 無能なる 者 は 無い、 一言 以て 我 信仰 を悉し 得る に 至 

るまで は 我 は 我が is^ に 於て 平らかなる 能 はす、 叉 外に 向って 明瞭に 我が 信仰 を述 ぶる ことが 屮 H 来ない „ 

基督 敎 の 信仰 も 亦 之を單 純に 言 ひ 現 はすの 必要が ある、 然ら ざれ ば 基督 敎 は 救靈 の 大勢 力た る こと 

が 出来ない、 曰く 基督 敎哲 學、 曰く 基督 敎 人生 觀、 曰く 基督 敎倫 现、 口く 基督 敎社 會觀 と， 斯く云 ひ 

て 基 将敎は 終に 言語と なりて 蒸發 し、 何の 淺物を も 留めざる に 至る ので ある、 今や 何が 基督 敎 なり や 

と 問 ふて 簡短 にして 明瞭なる 答 を 得る に 困し むので ある、 午 や 東の 西より 遠き が 如く、 相距る 甚だ 遠 

き敎现 が！ 1： じく 基督 敎の 名の ドに へらる k ので ある、 而 して 若し 茶 督敎が 今日の 如く 漠然たる 者で 

あるならば、 その 終に 寂滅の 悲運に 遭遇す るに 至る は 決して 遠き 未來の 事で ない ので ある、 基督 敎は 

之 を 煎 詰める こと は 出来ない 乎、 基督 敎の純 精なる 者 は 無い 乎、 ft 督敎 は法然 上人の 佛敎の 如. くに 之 

を 僅少の 文字に 短縮す る こと は 出来ない 乎、 多岐 多面が ぎ 時まで も 基督 敎の 特性で あるべ き 乎。 

我等 は 面う 信じない ので ある、 我等 は 基督 敎に其 精 髓を認 むる ので ある、 我等 は 基督教 は 甚だ 單純 

なる 宗敎 であると 信す るので ある、 之 を 法然の 佛敎の 如くに 短 かく、 然り、 之よりも "吏ら に 短 かく、 

縮む る ことが 出來 ると 思 ふので ある。 

而 して 初代の 信者に 信仰の 簡 短なる 表明が あつたの である、 約 翰 第 一 書 三 章 一 一十三 節に 於け る 神 子 

イエスキリストと 云 ふが 如き は 多分 此 類であった らふとの 事で ある (ゥヱ ス トコ ット氏 註解 書 第 一 一 

十 In; 參照 〕、 彼等 は 5{ 布臉 語の (魚の 意) を 以て 此 信仰 を 言 ひ 現 はした との 事で ある、 後世に 至 

て 魚が 敎會 の表號 となりて 其紋 形と して 用 ひらる、 に 至りし は 之に 基く ので あると 言 はれて 居る、 卽 


ち， -はィ H スの 頭文字、 は キリストの それ、 „ ^は 神、 "と？ と は 子の 略字で ある、 斯くて ①ミ 

(魚) の 一 語の 中に 彼等の 信仰の すべてが 包含れ てあつた ので ある、 彼等 は 相互の 信仰 を 表白す るに 

方て 常に イクス ス (魚) と 言 ふたので ある、 ィ クスス (魚)" ィ H スは キリスト にして 神の 子な りと、 

ちま 

初代の 信仰 は剩す 所な く此簡 短なる 一 語の 中に 短縮され たので ある。 

而 して 第一 一十 世紀の 今日と 雖も、 基督 信者の 信仰 は 初代の 彼等の それと 少しも 異ならな いので ある、 

研究の 方面 は增 し、 其 領分 は擴 張せられ しと 雖も、 信仰の 精 純 は 少しも 異ならな いので ある、 今 口と 

雖も 基督 敎は 何ぞ やと 問 はれん 乎、 信者 は 

基督 敎は キリスト なり 

と 答 ふるより 他に 簡短 にして 明瞭なる 言葉 はたい ので ある。 

.X-  * 

基督 敎の了 得 は キリストの 獲得に 在る、 基督教 は キリストの 人格 を 離れて 在る 者で はない、 基督 敎 
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は キリストの 傳 へし 敎訓 ではない、 キリスト 御自身で ある、 其點に 於て 基督 敎は 他の 宗敎と 遠う ので 

ある、 佛敎は 釋迦を 離れて 在る ことが 出来 やう、 儒敎は 孔子 を 離れて 猶ほ 勢力 ある 敎 であら ふ、 然れ 

ども キリスト を 離れて 基督 敎は 無い 者で ある、 キリストの 歷 史的 存在 を 否認して、 然り、 彼の 永 やゆ 

實在を 否定して、 基督 敎は 無き 者と なる ので ある。 

基督 敎的哲 學と云 ひ、 基督 敎的 倫理と 云 ひ、 基督 敎的 修養と 云 ひ、 基督 敎的救 濟と云 ふ、 若し 斯か 

る 者が あると すれば、 是れ他 敎の哲 學叉は 倫理 又は 修養に 對 して 比較的に 云 ふに 過ぎない ので ある、 

基督教 其 物に 在りて は 基督 敎は キリストに 歸 着す るので ある. 深い も淺 いもあった もので はない、 廣 

の S 事なる キリスト  四 ニニ 
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いも 狹 いも 首 ふに 及ばない、 基督 敎は キリスト である、 故に キリスト を識 つた 者が 基， 督敎を 知った の 

であって、 キリスト を識ら ない 者 は、 其 人が 大哲學 者で あら ふが、 大祌學 ^であら ふが、 其 人 は キリ 

ス トを 知らないの である。 

イエ スは祌 にぬりて 汝 等の 智慧 また 義 また 聖 また 噴と なり 給へ り 

と. 語 は 至て 簡短 である、 然し 乍ら 基督 敎の 眞義 を言盡 した 言に して 之よりも 明瞭に して 且つ 總括的 

なる 者 は 無い ので ある、 カルビ ンが 背て 一一 一一 口 ふた 事が ある、 全 聖書 を 通して 哥林多 前書 第一 章 三十 節の 

如くに キリストの 聖 業の 备 方面に 就て 明瞭に 言 ひ 現 はした る 一一 一一 口 辭を着 出す こと 難しと、 赏に其 通りで 

ある。 

玆に云 ふ 「智慧」 と は 今で 云 ふ哲學 である、 殊に 人生 哲學卽 ち 人生 觀 である、 而 して ィ H スは 信者 

の 人生 哲學 であると のこと である、 實に 基督 信者に 取りて はィ H ス キリ スト を 離れて^ にん 生 觀义は 

人生 哲學は 無い ので ある、 「斯人 を 看よ」 である、 イエ ス 若し 人生 を說 明し 給 はすば、 人生 を說 明す 

るの 途他 にあるな しと 信者 は 一一 百 ふので ある、 ィ H スに學 び、 イエスの 心を識 り、 信仰 を 以て イエスに 

同化して、 宇 と 人生と を 其 中心に 於て 窺 ふこと が出來 るので ある、 故に ィ H スが 信者の 哲學 である 

と 云 ひて 我等 は 謎 を 語る ので はない、 夫れ 神性の 充足 は 悉く 形體 をな して キリストに 住め リと ある 

(哥羅 西 書 二 章 九 節)、 神を識 らんと 欲して、 而 して 又 彼より 出し 宇宙と 人類と に 就て 知らん と 欲して、 

神性の 充足せ る キリ ス トを 措いて 他に 途が 無い ので ある。 

キリスト は 信者の 哲學 であると 云 ひ、 同時に 又義 であると 云 ふ、 此 場合に 於て 「義」 と 云 ふ は 正義 

叉 は 仁 道 又は 道 德と云 ふと 同じで ある、 キリスト は 基督 信者の 道德 であると のこと である、 一 聞して 


不可解の 言の やうに 聞え る、 然し 乍ら、 事 實は言 通りで ある、 信者の 道德は キリスト を 措いて 他に な 

いので ある、 主 は 我等の 義と稱 へらる べしと ある；： 耶利 米亞記 二十 三 章 六 節)、 キリ ス ト 御自身が 信者の 

義 であり 給 ふと 云 ふので ある、 信者の 義は キリストに 對 する 彼の 個人的 關 係に 於て 在る ので ある、 キ 

リストの 訓誡 を 守る と稱 して、 單に 倫理 學 的に 幅 昔 書に 記された る キリストの 敎訓 を實行 せんと 欲し 

て 人 は 之を實 行す る 能 はざる のみなら す、 キリストの 要求し 給 ふ 心 裡の淨 潔 は 努力 奮鬪に 由て は 到底 

達し 得られな いので ある、 所謂 基督 敎的 倫理なる もの は キリスト を！^ する に 由ての み、 卽ち キリスト 

の義を 我が 義 として 受けての み、 之を實 行す る ことの 出来る 者で ある、 孔子の 道 は 孔子 を 離れて 實行 

する ことが 出來 やう、 然れ ども キリストの 道の みは キリ ス トを 離れて は 何人も 實 行し 得ない ので ある、 
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他の 宗教に 在て は實 行が 先き にして 信仰が 後で ある、 然し 乍ら 惟り 基 餐敎に 在て は 信仰が 先き にして 

實行が 後で あるので ある、 是れ 多くの 人が 基督 敎に 就て 躓く 主なる 理由で ある、 然し乍ら事赏は^^む 

ベから すで ある、 基督 敎は キリスト である、 キリスト 御自身の 內に 彼の 義を發 見し、 之 を 獲得す るに 

至る まで は 信者 は 信者た るの 義を實 現す る ことが 出来ない ので ある。 

0  0  きょ  きょ  きょきら の なり 

「聖」 は聖 成で ある、 聖 くなる ことで ある、 聖 めら る \ 事 である、 汝等を 召し 給 ふ 聖者に 效 ひすべ 

きょ  ^ まし 力 

ての 行 を 潔くす べしと ある 其 訓誡 を 身に 實現 する 事で ある (彼 得 前書 一 の 十五)、 信者の 品性の 完成で あ 

る、 天に 在す 彼の 父の 完全き が 如く 完全くなる 事で ある、 名に 於ての みならす 亦實に 於ても 聖徒と な 

る 事で ある、 而 して 信者の 聖成は キリスト であると 云 ふので ある、 克己 奮勵に 由る にあら す、 齋.^ 沐 

浴 を 事と する にあら すして、 キリスト 御自身が 信者の 潔齋 であると 云 ふので ある、 而 して 事 實は洵 に 

其 通りで あるので ある、 基督 信者に 別に 淸齋 の禮 なる 者 は 無い ので ある、 彼 は 叉 修養と 稱 して 自身 修 

我等の 萬 事 なる キリスト  K1 五 
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養の ために 特別の 手段 方法 を 取らない ので ある、 彼の 淸齋は 旣に行 はれた ので ある、 キリスト は 我等 

の 罪の 淨を なして 上天に 在す 威光の 右に 坐し 給 ふので ある (希 伯 來書ー の 三〕、 我れ 若し 人に 我が 淸淨を 

問 はれん 乎、 我 は 我が 潔，：： を 以て 答へ ない ので ある、 我れ 祌の臺 前に 立ちて 我が 完全 を 要 めら る k 時、 

我 は 我が 主が 我に 代りて 檐ひ給 ひし 十字架 を 指して、 彼の 聖 なる 要求に 應す るので ある、 キリスト は 

我が 義 であるが 如くに 又 我が 聖 であるの である、 我 は 自己 を義 とせざる が 如くに 叉 自己 を聖 くせんと 

爲な いので ある、 而 して 信仰 を 以て キリス ト の聖， を 我が 聖と爲 さんと 欲して 我 は徐々 として 彼が きく 

あるが 如くに 聖 くなる ことが 出來 るので ある、 義 とする は祌に 在りて 聖 くなる は 自己に 在りと 云 ふ は 

恭謙の 言の 如くに 聞え て、 實は 信者の 聖 成の 秘訣 を 知らない 者の 一一： 一 G である、 キリストに 由り て 信者 は 

神に 装と せられ 叉 神に 聖く せらる i 者で ある、 神の 充足れ る德 は形體 をな レ て キリスト に 宿れり と 云 

ふ、 而 して 信者 は 彼の 聖德を 自己に 求めす して、 之 を聖德 の貯藏 所と も稱 すべき キリストに 於て 求む 

るので ある、 キリスト は實に 信者の 聖 である。. 

「喂」 は 贖 はる & 事であって、 罪より 釋放 たる X 事で ある、 故に 最後の 完全の 救-おで ある、 故に 義 

MSJ^  や、  み ,_-,」  .-、> ，レナつ 

と 1 との 終局で ある、 榮を賜 はる 事で ある (羅馬 書 八の 三十〕、 信者に 關 はる 祌の聖 業の 完結で ある、 而 

して 其 事が キリストに 由て 成る こと は 謂 ふまで もない、 然し 乍ら イエス は汝等 (信者) の 贖と なリ給 

ヘリと 云 ひて、 其 事が 更らに 適切に 示された ので ある、 信者の 最後の 完成 は旣に キリストに 在りて 實 
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行され たので ある、 キリス トは 信者に 代りて， 舴を滅 し 給 ひしと 同時に 又 彼に 代りて 榮 光に 入り 給 ふた 

ので ある、 キリスト は 信者の 代人で ある、 信者 は 信仰に 由り て キリストの 德 の頒與 にあ づ かり、 叉 其 

榮 光の 享有に ぁづ かるので ある、 故に 謂ふィ H スは 信者の 贖な りと、 ィ H ス 在り 袷 ひしが 故に 信者の 


救^ は確證 せられた ので ある， 信者 は 今や 最後の 榮光を 待^む 者で はたい、 ィ H スに 在りて 旣に榮 光 

に 浴す る 者で ある、 ィ H スが 彼の 完成、 彼の 榮光、 彼の 貴 尊で ある、 彼 は 今猶ほ 罪に 惱むも イエスに 

. ^りて 旣に 完全に 罪より 贖 はれた る 者で ある。 

イエス は 神に 立ら れて汝 等の 智慧 (哲 學〕 また 義 また 聖 また 贖と なり 給へ りと 云 ふ、 深い かな 此言 

や , 信者 の 實驗と 特權と を 言 ひ 現 は した る 言に し て 之 に 優 さり て 深 且つ 遠なる もの はない、 此 Iw の 解 

つた 者が 基督 敎を 解った 者で ある、 智も德も^！卞ーも悉く之をィ H ス キリ ストに 於て 有つ に 至て 人 は 地上 

に 於け る 幸 幅の 頂上に 達した ので ある。 

曾て 英阈聖 公會の 宣教師の 一 人が 我等の 一 人に 言 ふた 事が ある、 

君 等 日本人が 如何に 努 むる とも 到底 基督 敎を 解す る こと は出來 ない、 .日 本人 は 基督 敎を 受けて よ 

り玆に 僅かに 五十 年 を 過ぎた ばかりで ある、 然るに 我等 英國人 は 之 を 受けて より 旣に 千數 百年、 

隨て其 研究 も自づ から 深く ある、 君 等 日本人 は 猶ほ當 分の 間、 基督 敎は之 を 我等 英阈 人に 學ばざ 

るべ 力ら す 

と 、 英國人 の 自尊 心 を 一 K ひ 現 はして 實に 適切なる 首 で ある、 而 して 基督 敎 が 若し 學問 の 事で あり 制度 

の 事で あり、 研究の 事で ある たらば 此宜 敎師 の 此言は 柔順 以 て 服 朥 す ベ き で あ る。 

然 し 乍ら 我等 は 基督 敎を爾 ぅ解釋 しな いので ある、 基督 敎は 學究 の 事で はない と 我等 は く 信す る 

ので ある、 基督 敎は 信仰の 事で ある、 然りパ ゥ n の 言に 循 へば 基督 敎は キリ ストで あると り 事で ある、 
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故に * 脊 敎を學 ぶに 牛 津 又は 劍 橋に 學 ぶの 必要 は 無い ので ある、 又ョ ー ク 又は カン タ ベリ ー の大 

我等の 萬 事な， 0 キリスト  p ーヒ 
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* あに 就て 之 を 質す の 必要 は 無い ので ある、 イエス は 神に 立ら れて汝 等の 智慧 (神 學) また 義 また 聖ま 

た 贖と なり 給へ りと 使徒 バウ B は 首 ふた、 信者の 神 學はィ H ス である、 彼の 倫理 はィ H ス である、 ^ 

の淸齋 (洗 禮) はィ H ス である、 彼の 完成 は イエ ス である、 ィ ェ ス である、 然り、 ィ H ス である、 敎 

會 ではない、 監脊 ではない、 長老で はない、 叉 彼等が 唱道す る神學 又は 敎義 ではない、 イエ スを 信じ 

て 我等 日本人 も 亦 今日 直に 基督 敎の 奥義に 達する ことが 出來 るので ある、 五十 年に て 充分で ある、 然 

り、 一 年に て 充分で ある、 然り 或る 場合に 於て は 一 驟 il にて 充分で ある、 

汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 はれん 

てってい 

と 主 は 言 ひ：^ ふので ある、 我等 救 はれん が爲 めに は、 而 して 基督 敎の 奥義に 徹底 せんがた めに は、 英 

國 人に 學 ぶの 必要 は 更らに 無い ので ある、 我等 は 外 國官； 敎師の 手を經 すして 直に 祌に 至り 彼の 完全な 

る 救 濟に與 かる ことが 出来る の である。 

基督 敎は 神の 子ィ H ス キリスト である、 敎會 でな く、 神學 でな いのは 勿論の こと、 倫理で もな く乂 

修養で も 無い ので ある、 又 基督 敎はィ H スキ リストであって、 キリストの 弟子の 誰彼に 於て 在る ので 

は 無い ので ある、 人が 直接に キリストに 注き、 彼に 在りて 萬 事を發 見す るまで は 其 人 は 斯敎を 解った 

ので はない ので ある、 キリ ストの 敎訓を 透う して 彼れ 御自身に 達して 我等 は 始めて 圓滿に 靳敎を 解す 

る ことが 出來 るので ある、 故に 言 ふ 

イエス に往 け、 イエス に 住け、 と。 


完全なる 救拯 

律法 は 人 をして 罪を覺 らしむ、 人 は 律法に 迫られて 罪な き 生涯 を 送らなければ ならたい、 然しな が 

ら 人の 努力 を 以て 律法に 從 はんとす る は 全然 失敗で ある、 パ ゥ 口 之 を 言ひル ー テル 之 を 言 ひ ァゥガ ス 

チン 亦 之 を 言 ふ、 獨り 彼等の みならす 基督 敎の 友と 稱 する 能 はざる ルソ ー の 如き も 亦 同じ 吿白 を爲さ 

ざる を 得なかった ので ある、 兹に 至て 我等 は 律法 を 無意義と して 棄 つる 乎、 然ら すん ば 之を實 行し 得 

べき 途を 何處 かに 發見 しなければ ならない、 而 して 此闲 難なる 問題に 對 して 與 へらる、 唯一 の 解釋が 

ある、 そ は； 哲學叉 は 數學の 解釋の 如く 論理 を 以て 說明を 下す に 非す、 我等の 靈 魂の 深き 處に訴 へて 我 

等の 良、 レを滿 足せし むる 解釋 である、 何ぞ や、 曰く 神の 子に して 罪な きィ H スキ リストが 我等の 受く 

ベ き 刑罰 を 我等に 代って 自ら 受け 給 へりとの 事 實卽ち 之れ である、 之に 由て， W めて slif の赦し を實^ し 

我等の 心に 犬なる 歡 喜が 臨み 全く 新しき 生涯 を 開始す るので ある、 事 は 自己の 努力に 由る に 非す、 宇 

クリス チヤ ； 

{£ 萬 物 を 造り 且之を 支配す る 神の 力に 由る ので ある、 聖書 は 明白に 之 を敎へ 多くの 基督 者 は 其 實驗を 

以て 之を證 明す る、 之 は 誠に 實驗の 上に 立つ 眞理 である、 人 或は 此眞理 を 嘲りて 古き 古き 福 昔な りと 

言 ふで あらう、 然し 新しき ものが 必す しも 貴い ので はない、 我等 を 救 ひ 我等の 靈 魂を委 ぬるに 足る 所 

の 眞理は 却て 數干 年の 久しき 問夥 の 人の 實驗 したる 眞现 でなくて はならない、 且又 眞理は 古しと 雖 
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罪と 救 ひに 關 する w 究  EnlG 

も 之 を實驗 する 者に 取て は 常に 新しき 敎訓 たる を 失 はない ので ある、 徒らに 新しき をのみ 求む る 者 は 

今日 綾々 として 輸入 せらる k 安價 なる 哲學に 赴くべし である、 余輩 はパゥ n と共に 「キリストと 其 十 

字 架に 釘 けられし 事の 外 何 を も 知る まじと 心 を 決め」 たので ある。 

の 赦しは キリ ストの 十字架に 於て ある、 然しながら 十字架 は 我等 をして 此處 に. t まらし めない、 

十字架に 由て 雑 は赦 されて 而 して 事 は 終った ので はない、 然 らば 十字架の 福 昔 は 我等 を 何 處に迄 運び 

往 くので ある 乎、 此 察に 關 して 新舊約 聖書の 敎 ふる 所 は 終始一貫 せる 大 なる 35- 理 である、 凡て 眞现は 

：大然 の 法則た ると 靈界 の 法^た る と を 問 はす 其- 3- は 簡單 にして 其應 ffl は 宏大 である、 十字架の 眞 理 

も 亦 K だ簡單 なりと 雖も 之を應 用して 基督 的 生活に 關 する 深く して 多方面なる 眞 理を發 生す るので あ 

クリスチャン  o〇ooooooo〇o 

る， 今 若し 十字架の 福音が 基督 者 を 伴うて 何 處に迄 至る 乎 を 知らん と 欲せば 哥林多 前書 一 章 三十 節 を 

選ぶ に 如かす、 學 者が 深き 研究の 結果 此 短き 一 節 中に 基督教の 幅 音の 全部が 包含 せらる k 事 を 認めた 

ので ある、 CI く  r 汝等 は祌に 由て キリス トイ H スに 在り、 イエス は祌に 立てられて 汝 等の 智慧と 成り 

給へ り、 卽ち汝 等の 義 また 聖 また 嗳と 成り 給へ り」 と、 是は 信仰 を祌の 方面より 說 きたる 完全なる 言 

である、 此 一 節に 合せて 信仰 を 人の 方面より 說 きたる 羅馬書 一 章 十七 節を讀 まん 乎、 基督 者の 信仰 生 

活の兩 W を盡 し， 一 i 昔の Hi; 理を 網羅した る ものと 言 ふ 事が 出来る、 哥林多 前書 一 章 三十 節と 羅馬書 一 章 

ト七 節、 此兩 書翰の 此の 初の 二 節に 聖書 全體の 眞理が 籠って 居る ので ある、 凡て 最初の 數言を 以て 先 

づ全體 の 思想 を 道破す る は 大文學 の特徵 である、 創世記 一 章 一 節に 新舊約 全部 を 包含す る敎訓 あり、 

馬太傳 一 章 一 節に 新約 全部 を總 括す る眞理 あるが 如くで ある、 而 して 前掲の 二 節 を 補 ふに 羅馬書 三 章 

二十 六 節、 同八^^举三十節、 及び ピリ ピ書ニ 章 十三 節 等 を 以てせば 其 解釋は ー曆 明瞭 を 加 ふるで あらう。 


聖書 は 或 時 は 其 全體を 以て 或 時 は 其 中の 一 章义は 一 節 を 以て 之 を 究 すべきで ある、 世界の 械物を 

學 ぶに 或は 全 植物界 を 以てし 或は 南 IK の 一 枝を以てする事が3^來る、 宇宙 を學 ぶに 或は 惊萬里 外の 星 

を以 てし 或は 顯微 鏡を以 てす る も 見る 能 はざる が 如き 微小なる 分子 中の 電子と 其 運動と を 以てする 事 

が 出来る、 彼 所に 大宇宙 あり 此 所に 小宇宙 あり、 斯の 如く 宇宙の 何れの 一部 を 以てする も 全-: 于 宙を說 

明す る 事 を 得る は卽ち 宇宙の 完全なる 所以で ある、 凡て 祌の 造り 給 ひし 完全なる 組織 體に 非す んば斯 

0000000O0000000  O  000COOO000  CO00000CO 

の 如くなる を 得ない、 聖書が 或は 新舊 約の 全體を 以て 或は 馬 太傳の 一 章 を 以て 又は 或る 一 節 を 以て 均 

ocooooooooorjocoooooccoooocoooooooooooooooooco 

しく 其 一 i 昔の 全部 を說 明す る 事 を 得る は卽ち 聖書が 神の 眞理 ならざる ベから ざる 何よりの 證據 である、 

聖書 中の 何れの 一節 も 之 を 取て 神と キリストと 義と聖 と 噴と に 就て 語る 事が 出來 る、 就中 最も 明瞭に 

して$.^_::的なるは哥林多前書 一 章 三十 節で ある。 

曰 ふ 「汝等 は 神に 由て 云々」 と、 我等の 基督 者と なりし は 我が 研究の 結 ra^ に 由る に 非す 我が 決心に 

由る に 非す、 神に 由て である、 神の 力に 由て である、 神の 力が 上より 降りて 我等 をして 基督 者たら し 

00OOO00O0000O0OO0OO00 

めた ので ある、 卽ち 我等の 今 在る 所の 狀態は 神より 出で たので ある、 此 所に 用 ゐられ たる 希臘 語の 

ek は 力の 本源 を 示す 語で ある、 我等の 罪 を悔改 むる に 至りし 其 心が 素々 神の 起し 給 ひし ものであると 

いふ、 之れ 福音の 普通 道德と 異なる 所以で ある、 普通 道德 はいふ 「發 奮せ よ 努力せ よ」 と、 然しな が 

ら 福音 は 曰 ふ 「汝等 は祌に 由て キリ ス トイ H ス におり， 一 と： 

「キリス トイ H スに 在り」、 「在り」 の 一 言に 深遠なる 意義が ある、 之れ 日本語の 到底 言 ひ 表 はし 

得ざる 所で ある; 日本語 は 感情 を 露 はすに 適して 深き 哲學的 叉は宗 敎的眞 理を陳 ぶる に 適したい、 我 

國 の文學 詩歌の 優なる もの は 皆 感情の 方面に 於て 在る、 之に 反し 希臘 原語 を 以て r 汝等は キリス トイ 
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H ス にせり」 とい ふ、 其 意味 無量で ある、 「在り」 と は 住み込む の 意で ある、 恰も 我等の 地球上に 住 

みて 其の. ^_氣 を 吸 ひ 共の 凡ての 感化 力に 與 るが 如く 基^ 者はィ ヱ ス キリ ストに 其 身 を 託し 彼の 屮に住 

み 込み 彼に 在りて 生き 彼に 在りて 動き 彼に 在りて 存在 を 保つ の 意で ある、 基督 者 は 其？ I： 在 を 此^より 
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脫 して キリストなる 靈的 空氣の 中に 移した ので ある、 彼の 呼吸、 彼の 心的 狀態、 然り 彼の 全 存在が ィ 

H ス キリストの 巾に 在る、 之れ 決して 解すべからざる 秘密で はない、 凡ての 基督 者の 明確なる 實驗で 

ある、 干 九 百年 前の コ リントの 信者に 向て パゥ & は 言うた ので ある、 曰く  r 汝 等は汝 等の^ 在 を キリ 

ストの 屮に 於て 有す、 而 して 其の 玆に 至りし は汝等 自ら 選びし に 非す、 神の 力に 由るな り、 神より 運 

動 始まりて 汝等 をして キリストの 中に 住み込ま しめたる なり」 と。 

然 らば 基督 者が 其屮に 自己の 存在 を 有する 所の イエ ス キリストと は 如何なる 者で ある 乎、 答へ て 曰 

く 「ィ H スは 神に 立てられて 汝 等の 智慧と 成り 給へ り、 卽ち汝 等の 義 また 聖 また 贖と 成り 給へ り」 と、 

玆に 「智慧」 の 語 を用ゐ たる は 當時コ リントの 識者 等の 切りに 人生 哲學を 論議した るが 故で ある、 其 

原語 Sophia は 「I 曰慧」 よりも 寧ろ 之 を 「哲 學」 と譯 せば 一 層 適切で ある、 バウ 口 は 人生 哲學 を云爲 

する 此 世の 識者 等に 答へ て 曰うた ので ある 「汝 等に 人生 哲學 ある 乎、 我等 基督 者に も 亦 之が ある、 基 
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督 者に 學 なし、 ；i 昔 は 迷信な りと 一一 一一 口 ふ 事 勿れ、 ィ H ス キリスト こそ は 神に 立てられて 我等 基督 者の 

人生 哲學と 成りき うたので ある」 と、 而 して 彼 は 更に 其の 如何なる 哲學 なる 乎を說 明して 「彼 は 我等 

の義 なり 聖 なり 驢 なり」 と言うた ので ある、 之 を 聞いて 哲學者 等 は 笑うた であらう、 彼等の 哲 學は自 

己の 問題に 關 する 事少く 主として 宇宙の 問題 社會の 問題で ある、 然しながら 地球 を 解せ すして 天體を 

究 むる 能 はす、 宇宙の 一 部に して 人類の 一 人た る 「我」 を 知らす して 哲學を 語る 事 は 出来ない、 眞正 


たる 人生 哲學の 屮：； 發點は 「我」 に 在る、 而 して 「萬 物 彼に 由て 造られ 叉 彼に 由て 保つ 事 を 得る」 所の 

彼れ ィ H ス キリス トが 我等 备自 の義 となり 聖 となり 赠 となり 給うた ので ある、 犬なる 宇宙と 小なる 我、 

其 統一 は キリストに 於て 在る、 「頭上に は 輝く 列 星、 心中に は 道德の 法则」 と 哲學者 カント は 曰った、 

OO000O00OOO0O0O00  ococoocoo^-  0000000  000000  0-  on- 

我 は.： H 由の 一部に して 又 其 中心で ある、 我 自身の 義 たり 聖 たり 贖た る キリスト、 我が 人生 哲學 たる キ 

OOOOOC-0000000000000  0  O0  0OO0OO0O  000000000  0  000 

リス 卜が 同時に 叉 宇宙の 中心た るが 故で ある、 キリストと 我との 關係、 此處に 健全なる 道德の 基礎が 
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ある、 叉眞 正なる 哲學の 出 發點が ある。 

キリスト は 我等の 「義」 と 成り 給へ りと いふ、 聖書に 於て 義と は廣き 意義 を 有する 語で ある、 之 を 

1 言に して 曰へば 神と 我との 義 しき 關 係を稱 して 義と いふ、 我等 は 皆 神に 背きし 罪人で ある、 故に 律 

法を與 へられて 其 實行を 命ぜら る k も 之に 從ふ 事が 出来ない、 背ける 者が 先づ其 罪を悔 改めて 父の 許 

OOOO000O0000  0  00000000  000000000 

に 立ち 歸ら なければ ならない、 罪人が 神 を 父と 仰ぎて 其 子た るの 關 係に 入る 事、 萬 物の 造 主にして 我 

等の 父た る 神と 親しき 接觸に 入る 事、 此事を 呼んで 「義 とせら る」 とい ふ、 而 して 義 とせら る、 は 救 

拯の第 一 步 である、 先づ 神が 子と して 我 を 极ひ給 ふ 所の 態度に 出です して 基督 者の 生活 は 始まらない、 

基督 者の 生活 は學 者の 研究と 同じく 久しき に 互る 日 々 の 進歩で ある、 然しながら 其 前に 當 りて 踏み出 

すべき 第 一 步が ある、 も 病 者の 健康に 向 はんが 爲に は先づ 熱より 離れざる ベから ざるが 如くで ある、 

熱より 離れて 直に 健康 を 恢復す るに 非す と雖も 健全に 向 ふの 第 一 歩 は此處 にある、 今に 至る 迄 神の 敵 

たりし 者 を 今より 後 子と して 扱 ひ 給 ふ 事、 祌と義 しき 關 係に 人る 事、 卽ち 神に 義 とせら る i 事、 之れ 

我等の 救拯の 第一歩で ある、 然 らば 如何にして 義 とせら る- 1 乎、 自己の 道德 又は 努力に 由る 乎、 否 唯 

だ キイ H ス キリストの 十字架 を 仰ぐ に 由て である、 我等の 罪 を 荷 ひし 彼 を 信す るに 由て である、 彼の 
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義を 我が 義と認 むる に 由て である、 故に 闩ふ 「ィ H スは汝 等の 義と 成り 袷へ り」 と。 

祌に義 とせら る、 は 罪人に 取て 最大の 歡喜 である 感謝で ある、 其の 堪へ難 かりし S 非の 苦悶 を 取 去ら 

れて 彼の 心 は 躍らざる を 得ない ので ある、 故に 多くの 基督 者 は 此恩惠 に 重き を 置く の餘り また 他に 及 

ぶ の，. 遑 なくし て 基督 敎 の 救扬玆 に盡 きたりと 做す、 ル ー テル 主義 叉 は カルビ ン神學 の缺點 は此處 にあ 

ると 一 百 ふ 事が 出来る、 然しながら ィ H ス キリス トは 啻に 我等の 義と 成り 給 へ る のみなら す 又 我等の 

「ill と 成り 給うた ので ある、 義 とせられ たる 後に 聖 めら る、 の 必要が ある、 病氣の 止められ たる 後 

000OOOO0OO00OO00O0O  0OO00000 

に 健康の 恢復せ しめらる \ 必要が ある、 罪 と絕緣 したる 後 に 新しき 德の 力の 我が 衷に 注入 せらる k 必 

要が ある、 若し 此事 なからん 乎、 救 はれた る 者が 眞に 基督 者た るの 實を擧 ぐる 事が 出来ない、 基督 者 

と 成りて 尙 ほ！； 儿 弟に 對 する 惡！^ を 其 口に 絶たざる が 如き 其 一 例で ある、 之 を 一 言 すれば 愛が 成長し な 

いので ある、 聖 めら れ ざる 基督 者 は 愛な き 消極的 基督 者と して 終る、 聖書に 所謂 聖は單 に 罪より 離る 

0OOOOOCOOOOO0OOOO00  i-0  0OOOOO  000000000 

るの 意義で はない、 キリストに 在る 凡ての 美 はしき 性質 を 我が 有たら しむる 事、 殊に 彼が 我等 を 愛し 

O000000OO0000O0O000C0 

たる その 深く して 溫き愛 を 我が 愛たら しむる 事、 之れ が 「聖 め」 である、 故に 此聖 めに 與 りて、 我等 

は惡に對しては^2も汚物に對するが如く努カに由らすして自ら之を囘避し、 善に 對 して は 義務と して 

そっせん 

に 非す 習慣 性と して 率先して 之を實 行す るに 至る、 而 して 聖書の 敎 ふる 所に よれば 此點に 於ても 亦ィ 

エス キリス ト彼 自身が 我等の &も 二、.」 あると いふ、 彼に 由て 罪より 洗 はれ 叉 彼に 由て 德に 進む、 病根の 除 

去 も キリストの 力で ある、 健康の 注入 も 亦 キリストの 力で ある、 或は 曰 ふ 「我等の 義 とせら る、 はキ 

リストの 力に 由る、 然れ ども め は 我等 自ら 之 を 努めざる ベから す」 と、 然し パゥ E1 の 說く所 は 之と 

異なる、 義 とする 者 は キリスト にして 聖 むる 者 も 亦 キリストで ある、 我が 義は何 處ぞ、 十字架 上の キ 


リストに 在る、 我が 聖は 何處 ぞ、 均しく 十字架 上の キリストに 在る ので ある。 

我等の 義 にして 又聖 たる ィ H ス キリスト は 更に 我等の 「噴」 と 成り 給へ りと 雷 ふ、 暖 或は 之 を義と 

同じ 意味に 於 て用ゐ る、 例へ ば 醜業婦 を 魔窟より 引出す が 如く 顯 の 奴隸 たる 者 を 解放して 神の 子た る 

の義 しき 關 係に 入らし むる は 贖で ある、 然しながら 之を義 及び 聖と 並立せ しむる 時 贖 は 救で ある、 卽 

ち 神が 原始に 人類 を 斯く爲 さんと 欲し 耠 ひし 其 狀 態に 取 房す 事で ある、 人類が 最初に H デ ン の 園に あ 

COO.OOCOOCCO0OOOOOO0OOOOOOOOOOO0-O 

りし 時の 狀 態に 之 を取戾 して 而 して 限な き 生命 を 之に 賦與 する 事で ある、 我等 は 十字架 上の キリスト 

を 仰ぎて 義 とせられ 又聖靈 を 受けて キリストの 聖き狀 態に 與ら しめられ なば 以て 足る と 思 ふ、 然しな 

がら 神 は 之 を 以て 滿 足し 給 はない、 彼の 我等に 對 する 愛 は 我等の 思を距 るの 遠き 事 東の 西に 於け るが 

如くで ある、 彼 は 啻に 我等 を義 とし 聖 とする のみなら す 更に 進んで 其 結 菜を與 へんと 欲し 給 ふ、 彼 は 

oorlco まこ ioooooooooooooooooooooooooooooooooooooGO 

我等 をして 眞に 彼の 子た るに 適 はしき 者たら しめんが 爲め 我等の 朽 つべき 身 體をも 朽ちざる ものたら 

0000000000000000000000000000000000000000  0-0  0-  00 

しめ 而 して 其 子の 爲に 造り 給 ひし 大宇宙 を 我等 彼の 子た る 者の 正當 なる 所有物と して 之 を賦與 せんと 

欲し 給 ふので ある、 此 絶大なる 恩 惠を稱 して 「贖」 とい ふ. 祌は 我等 を此處 まで 携へ往 かすん ば已み 

給 はない、 而 して 此處に 於ても 亦 キリストが 我等の 贖で ある、 彼れ W び來 つて 死 を 亡ぼし 我等 をして 

新： 大 新地に 於て 永遠 窮 なき 榮 光に 與 らしめ 給 ふので ある、 救 扬の事 を 以て 我等 各自の 心屮の 問題 又は 

家庭 若く は 社會の 問題に 於て 盡 きたりと 爲 すは餘 りに 低き 觀念 である、 親の 心 子 知らす とい ふ、 子 は 

この もの かの もの 

親の 財 產中此 物 彼 物 を 瘦んと 欲し 而 して 之を與 へられて 滿足 すると 雖も親 は然ら す、 其 全 財產を 悉く 

子に 讓 らん 事が 彼の 願で ある、 祌は 我等に 讓 るに 神 相應の もの を 以てせん と 欲し 給 ふ、 卽ち 天地 萬 物 

0  0  0- ゅづり もの 0  0  0  CO0OO00O00O00OO0 つ 000000000 

が 彼の 嗣業 である、 祌は キリス トに 由て 我等 を此恩 惠に與 らしめ 給 ふので ある。 
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然 らば 此 絶大なる 恩 惠に對 して 神の 我等より 要求し 給 ふ 所 は 何で ある 乎、 答へ て 曰く 唯一 のみ、 卽 

ち 我等の t5 仰で ある、 「神の 義は 之に 現 はれて 信仰より 信仰に 至れり、 錄 して 義人 は 信仰に 由て 生く 

べしと あるが 如し」 (。 マ 書 一 の 十七)、 祌は 我等 を義 として 信仰より 信仰に 至らし む、 唯 之の みで ある、 

如何にして 義 とせら る k 乎、 十字架 を 仰ぎて キリスト を 信す るに. S てで ある、 如何にして 聖 めら る..' 

乎、 キリス 卜 を じて 共靈に かる、 に 由て である、. 如何にして 照 はる、 乎、 キリスト を 信じて 其 再 

臨 を 待つ に. H てで ある、 徹頭徹尾 信仰で ある、 信仰に 始まりて 信仰に 終る、 之れ 神の 基督 者より 要求 

し 給 ふ 所の 唯一 の 態度 唯 一 の條刊 である、 此點に 於て 基督 敎の福 昔に 法然親 鷲の 敎と 酷似す る 所が あ 

る、 彼等が 我 阔を救 ひし は 其 信仰 本位の 單 純なる 幅 昔に 由て であった、 基替敎 の救拯 も亦然 り、 義と 

は M ぞ、 十字架の キリスト である、 i^, と は M ぞ、 昇天の キリスト である、 贖と は 何ぞ、 臨の キリス 

ト である、 神 は キリストに 在て 我等 を義 とし 彼に 在て 我等 を聖め 彼に 在て 我等に 榮光を 被せ 給 ふ、 之 

 ： •  -  -  *  .0  .0  0  00O0O000000000O0OOOO0000 

に晚 すべき 我等の 態 rt^ は 唯 信、 0 信で ある、 神の 立て 給 ひし 主ィ H ス キリスト を 信じて 終まで 之 を 

信す る 車で ある、 CE 仰 また 信仰、 救 はれて 信じ 失敗して 叉 信す、 玆に 我等の 取るべき 唯一 の途が ある、 

之れ 旣に幾 干 萬 人の 赏驗 したる 所に して 千 九 百年 間の 基督 者の 異口同音に 「. ァ ー メン」 を 叫ぶ 所で あ 

る、 1::^ じて 義 とせられ 信じて 聖 めら れ 信じて 贖 はる、 故に 無 の 努力 を费 すを已 めよ、 唯 服 を 擧げて 

キリストに 注ぎ 彼の-再び 來り給 ふ 迄 信仰 を繼 綾せ よ、 然 らば 終に 贖 はる、 であらう、 キリストに.！ ir て 

0  0  C 一  0  0-00000000  00  oc>ooo〇ooooooooo 

の教、 m、 喂と 之に 對 する 唯一 の 信仰、 一 i 音の 全部 は 之 を 以て 盡 きて 居る。 (藤 井武 筆記〕 


大正 三年 五月 十日 朝， 加 賀金澤 に 於け る 講演の 大意 

新約聖書に 恩 惠と云 ふ 文字が i 多 はれて 居る、 總て^ 百 五十 三度 使 はれて 居る との 事で ある、 

願く は主ィ H ス キリス 卜の 恩惠汝 等と 偕に あらん こと を 

と (哥林 多 前書 十六 章サ三 節)、 又 

汝等 恩惠に 由り て 救 を 得、 是れ 信仰に 由り てな り 

と 「以弗 所 書 二 章 八 節)、 又 

夫れ すべての 人に 救 を 賜 ふ 神の 恩惠現 はれ 云々 

と (提多 書 二 章 十一 節)、 其 ほか、 キリストの 福音 を稱 して 神の 恩惠の 福音と いひ (行傳 t; 早 二十 四 節)、 又 

律 去はモ ー セに 由り て 傅 はり、 恩寵 (恩 惠) と眞理 (眞實 ) と はィヱ ス キリストに 由り て來 わり 

と 云 ふ (約 翰傳 一章 十七 節)、 新約聖書 を學 ぶに 方て 恩惠 なる 文字の 意義 を 知る の 必要 は玆に 至て 一 目瞭 

然 である。 

恩 惠と云 ひ、 叉恩寫 と 云 ひ、 叉單に 恩と 云 ふ、 之 を 字義な りに 解 すれば 「めぐみ」 である、 愛より 

恩 S の で 一七 
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屮 Z たる 慈惠 である、 宥恕 である * 憐憨 である、 正義に 對 して 云 ふ _辭 である、 正義 は 律法の 事で あるに 

對 して 恩 惠はー i 昔の事で ある、 正義 は 厳父の 心であって、 恩 惠は慈 1# の 情で ある、 我等 は §め， 書に 恩惠 

なる 文字に 接して、 怫 典に 於け る 彌陀の 慈 光 を 聯想 せざるを得ない、 祌の 心より 正義の 念 を 除いた る 

者、 共れ が 恩惠 であると は 多くの 信者が 此 言辭 に 就て 懷く觀 念 であると 忍 ふ。 

し： いら 恩惠 なる 文字 を如活 くに 解し て 福 昔 の 眞義は 解ら な いので ある、 此 場合 に 於ても 亦 他の 場 

合に 於け るが 如く、 字義 は 以て 眞義 を俾 ふるに 足りない ので ある、 之 を希臘 語に 於て 讀む も、 又 英語 

または 獨逸 語に 由て 視る も、 文字 は 以て 事 實を表 はすに 足りない ので ある、 Xafn 力， grace,  gnade 孰 

れも 事實の 一面 を 表 はすに 止って、 其 全體を 示す に 足りない ので ある、 恩惠 なる 文字の 場合に 於ても、 

他の 場ん：： に 於け るが 如く、 我等 は 事實を 文字の 中に 讀 込んでの み其眞 の 意味が 解る ので ある。 

ま 力 書記 者 は 恩惠 なる 文字 を 以て 如何なる 事實 を通ぜ ん とせし 乎、 我等が 初めに 究 むべき 問題 は是れ 

である、 恩 惠は聖 なる 神が s!^ に 沈める 人類に 施し 給 ひし 救 扬に關 する 事實 である、 而 して 此救扬 たる 

変なる祌の施し給ひし15^-でぁれば、 先づ 第一に 聖義 (聖 なる 正義) に 合 ふたる 者でなくて はなら たい、 

第二に、 Sii: に 沈める 人類に 施されし 事で あれば、 神の 好意的 提供に か、 る 者であって、 人の ェ 風に 出 

たる 者で ない に 相違ない、 第三に 其 結果た る 人 をして 祌 に似て 聖 且つ 善なる 者と 成す 者でなくて はた 

らたい、 聖 なる 神より 屮 Z たる 者なる が 故に 聖なら ざるべ からす、 自己 を 救 ふ 能 はざる 人類に 臨みた る 

けい  ラ ,、  みち 

者なる が 故に 惠 ならざる ベから す、 而 して 人が 之 を 接受る 唯一 の途は 信なら ざるべ からす、 恩 惠が少 

くと も 以上 三 個の 性質 を 具 ふるに あら ざれば、 人類の 救扬 となる こと は 出来ない。 

祌は1^!^者でぁる、 故に 彼 は 聖義に 則らす して 人 を 救 ふこと は 出来ない、 縱令 全能の 神な りと 雖も義 


を 曲げて 善 を爲す こと は 出来ない、 W し 乍ら 聖義の 神 は 同時に 又 慈愛の 神で ある、 彼 は 父が 其 子を憐 

むが 如くに 戾れる 人類 を 愁み給 ふ、 彼の 愛 は 彼 を驅て 人類 を 救 はすして は 止む 能 は ざら しむ、 義 なり 

o〇o  C 〇oococco〔)  00  0  00000  00000000000  c 

愛な り、 故に 神は自 から 人類の S 非 を 食 ひて 義と 愛と を 同時に 實 行し 給 ふたので ある、 羅馬書 三 章 一 一十 

三 節 以下に 於け る 使徒 パゥ 口 の 言 を 以てすれば 

人 は 皆な 罪 を 犯し たれば 神より 榮を受 くるに 足らす (救 はれて 神の 子た るの 榮光 にあ かるに 足ら 

あがな ひ  め ヶ み  いさ i し 

す)、 唯 キリス トイ H ス の 贖に 由り て 神の 恩惠を 受け、 功な くして 義 とせら る k 也、 祌はィ ェ ス 

の 血 (暧 罪の 死) によりて 彼 (イエ ス) を 立て 信す る 者の 挽 罔の 祭 物と し 給へ り. 是れ祌 忍びて 

(人類の) 已往の S 非 を寬恕 にし 給 ひし ことに 就て 其 (祌 御自身の) 義を彰 さんため たり (人類の 

罪を赦 せし も 聖義の 本則に 戾ら ざる を 示さん ためなり)、 卽ちィ H スを 信す る 者を義 とし (義と 

みづ 

し 給 ふに 方て) 尙ほ自 から 義 たらん ためなり (神 御自身が 義者 たるの 資格 を 失 は ざらん ためな 

り)。 

義 に戾ら すして 恩 を 施さん とす、 是れが 人類の e^i; の 故に 神に 提供され し 問題であった、 而 して 神 は 

ブ ロブし 二  ひとりご  も み -* こ 

此 至難の 問題 を其獨 子の 犧牲に 由て 解き 給 ふたので ある、 キリストの 十字架に 於て 神の 憐愍と 眞實と 

は 合 ひ、. 其 正義と 平和と は 接吻した ので ある (詩篇 八十 五篇十 節.)、 而 して 祌の聖 養と 慈愛と が 相 合して 

遂行し 救拯の 事業、 其れが 恩惠 であるの である、 此恩 惠を傳 ふる 者、 其れが 神の 恩惠の 福音で ある、 

此 恩惠 が救扬 の 能力と して 信者の 心に 臨む 時に 我等 は 之 を恩惠 の 靈と稱 ぶので ある (希 伯 来書 十章サ 九 

.1! まもの 

節〕 我等の 主 イエスキリストの 恩惠と ある は キリ ス トを 以て 世に 臨みし 神の 此 恩賜 を 指して 謂 ふので 

ある、 恩 惠は舉 に 「めぐみ」 ではない、 其 一面 は聖義 である、 恩 惠は又 1  郛を簡 きて 假借 せざる 嚴正ー 
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方の 公義で はない、 聖義が 憐愍と 接吻 したる 者で ある、 神の ^厳なる 聖義と 深遠 なる 慈愛と を 同時に 

表現した る：^ である、 道義の 立場より 見て 實は 之れ よりも 貴い 者 はない ので ある、 世に 義に 據ら ざる 

慈愛 は ある、 又徴護すの正1^^はぁる、 併しながら イエスキリスト を 以て 恩惠は 初めて 世に 臨んだ ので 

ある、 故に 謂 ふ 

律法 (罪 を 胸く ための 正義の 律法) はモーセに由りて^?1はり、 恩惠 と眞實 (「眞 理」 と譯 すべから 

す、 祌の情 的 半面) はィ H ス キリ ストに 由り て 來れり 

と、 。ハウ 口が 「言 盡 されぬ 神の 賜物」 と 云 ひし は此 意味に 於ての 恩惠を 指して 云 ふたので ある、 (哥林 

多 後書 九 章 末節 ，」。 

数 學式を 以て 恩 惠の價 敏を現 はさん 乎、 ，®;lK=:s»l+?i{ 、隙 となる ので ある、 父の 嚴 正と 母の. U 慈 

と を 同時に 表 はした る 者、 岩の 挾 間に 白百合 花の ゆ、 ける を 見た るの 狀、 莊 si にも あり、 叉 優美に も あ 

るので ある 0 

而 して 人 は 信仰 を 以て 此言盡 されぬ 神の 賜物 を 己が 有と なすこと が出來 るので ある、 武 にして 優な 

りと は 彼の 理想で は あるが、 併し キリストの 靈 なる 神の 恩 惠の靈 を 受けて、 彼 は 初めて 此 理想 を 完全 

に實 現す る ことが 屮： 來 るので ある、 人 は 基督 信者と なりて、 單に 義人と なりたの ではない、 儒 敎の先 

生 又は ス トァ の哲學 者の 如き 者と なりたの ではない、 彼 は キリ ストの 靈を 受けて 恩惠の 人となりた 

ので ある、 卽ち義 しく あると 同時に 又 優しき 人となり たので ある、 然れ ばと て 其 反對に 人はィ H ス の 

弟子と 成り たれば とて 女性に 化した ので はない、 彼 は 恩 惠の靈 を 受けて 眞個 の 勇者と たりた の で ある 、 

正義の ために は 一 歩 も 動かざる 神の 兵卒と 成りた ので ある、 正義の 守るべき あれば 權威 も情實 も斷々 


乎と して 之 を 排斥し 得る 福音の 戰士と 成りた ので ある、 バウ Q を E よ、 ル ー テル を兑 よ、 IS に 歌に 婦 

人 の 愛に 勝りた る 其 深き 濃 かなる 愛 を 現 は せし 彼等 は 、 全 を 敵と して 獨り立 ち て 恐れ ざり し瑪者 

であった、 人 を 完成す る 者に して 神が キリスト を 以て 下し 給 ひし 其 恩惠に 如く 者 はない、 是は實 に 世 

く  ち ^5 ら 

を濟 ふの 能力で ある、 

是を 黄金に 較 ぶる も、 

お ほ -1 じりな きこ _ か！； S  くら 

多くの 純 精 金に 較 ぶる も、 

彌 優りて 慕 ふべ し。 

これ みつ く  4 

是を 蜜に 比ぶ る も、 

蜂の 巢の 滴瀝に 比ぶ る も、 

彌擾 りて 4= し。 

我等 は 永 へ に 神の 恩惠の 福音 を唱 へ ん。 


誰の 功 か 


が 神の ために 何に か 善き 仕事 を爲 して 居る から、 其れが ために 神 は 余 を 活かして 置き 給 ふので は 

ない、 神が 余 を 愛し 給 ふが 故に、 彼 は 余 をして 存 へしめ 給 ふので ある、 余の 從事 する 事業の 報酬 を以 
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てで はない、 祌の 恩惠に 由て 余 は^ 在す る^で ある、 余の 事業 は 余に 取りて は道樂 に過ぎない、 < ^は 

余の 事業 に^て 生活す る 者で はない。 

余の 功績 か、 キリストの 功績 か、 信仰 上の 大 問題 は 是れ である、 所謂 新 神 學とは 余の 功績 を宽ん す 

る 者であって、 舊祌學 と は キリス トの 功績 を 軍： ん する 者で ある、 余 はへ 氷の 救濟を 全うすべき 者で ある 

乎、 又は 余の 救 濟は已 に キリストに 由って 全うせられた 者で ある 乎、 二者 孰れが 眞 なる 乎、 是れが 新 

舊兩 思想の 分れる 所で ある、 普通の 倫理 學 上の 觀 念より ra- れば 前^が ® 〈らしく ある、 然し §A 書の 示す 

所に 由れば 露现は 後者に 在る が 如くに 見える、 倫理 か 幅 昔 か、 問題 は 終に 玆に歸 着す るので ある。 

雨う して 余 自身 は 福音 信者で ある、 余 は キリストの 功 を：！ ：5 する 者で ある、 神が 余 を 惠み給 ふの はィ 

エスの ために (for  Jesus-  sake) 惠み給 ふので ある、 余はコ b ムゥ H ル と！！ く 「毫^ を も-稼ぎ 得ざる 

者」 である、 余 は キリストが 余に 代りて 成就げ 給 ひし 善行に 由て 救 はれる ので ある、 余が 大膽 にも 多 

くの 余 不相應 の 要求 を 以て 神に 近づき 得る は 全く 是れ がた めで ある、 如何に 慈悲 深き 神 なれば とて， 

余 は 余の ために 余 を惠み 給へ と  一 W ひて 彼に 近づく 事 は 出来な い、 然しながら キリスト のために 余を惠 

み 給へ と 言 ふので あるならば、 余の 如き 者と 雖も 大膽に アバ 父よ と 叫びながら、 神の 寶 座に 向て 進行 

くこと が 3^ 來る、 余 は 余の ために 何物 を も 要求す る 资格を 有たない、 併しながら キリストの ためとな 

らば 萬^ を 父に 向て 要求す る ことが 出来る、 自身で は 何 一 つ 有たざる 者、 然れ ども キリストに.； りて 

は 萬 物 を 保有す る 者で ある (^林 多 後書 六 章 十 節)。 

余の 此 仰 を 全然 非認 する が 如くに 見 ゆる 聖書の 言葉 は 腓立比 書 一 一章 十一 一節で ある、 パ ゥ n は 其 所 

に 於て 一一 m ふて 居る、 


おそれ- ゲのゝ き 00000  0-00 

汝等畏 催戰慄 て 己が 救 を 全うせよ 

と、 去れば 余の 救 は 余が 全うすべき 者で は あるまい 乎。 

併し バウ a の此言 葉 は 雨う 云 ふ 事 を 我等に 敎 ゆるので はない、 先づ第 一 に兹に 「己が」 と あるの は 

是れは 祌に對 して 云 ふたので はなく して、 バウ B に對 して 云 ふたので ある 事 は その後 を 讀んで 見れば 

判 かる、 彼 は玆に ピリ ピに 於け る 彼の 信徒が 彼等の 師父なる 彼れ パゥ „1 に賴る ことなく、 彼が 彼等と 

偕に 居らざる 時と 雖も 獨り自 から 己が 救 を 全うせよ と 一一 一一 C ひ 贈った ので ある、 卽ち 汝等自 から 祌 にの み 

賴る ことなくして、 己が 救 を 全うせよ と 一一 目 ふたので はなく して、 汝等 我れ パゥ 口に 依る ことなくして- 

备 自己が 救 を 全うせよ と 云 ふたので ある。 

其 次ぎ は 「全うせよ」 との 辭 である、 是れは 決して 原語の 完全なる 譯語 ではない が、 然 かし 「獲得」 

の 意で ない 事 は 明かで ある、 パゥ 0 は 啡立比 人に 向って 「汝等 勉めて 己が 救を據 得せよ」 と は 言 はな 

い、 救 は 神の 賜物で ある、 是れ 人が 自 から 瘦んと 欲して 疲られ る 者で はない、 然 かし 人 は 神より 賜 は 

りし 救 を 或る 意味に 於て は 全うする ことが 出来る * 卽ち聖 靈の恩 化を妨 ぐる ことなくして、 祌が 要め 

給 ふ 完全に 己 を 達せし むる ことが 出来る、 共 事 は 疑 ふべ くもない。 

W し 「全うせよ」 は 善き 譯語 ではない、 其 原語 は バウ 獨 特の辭 であって、 譯す るに 甚だ 難い もの 

である、 故に 日本 譯 聖書に 於ても 種々 の辭を 以て 譯 して 居る、 或 ひ は 来らす とも 云 ひ (羅馬 書 S 章 十五 

節)、 行 ふと も 云 ひ (仝 七 章 十五 節)、 なすと も 云 ひ (哥林 多 後書 十二 章 十二 節)、 至る とも 云 ふて 居る 「仝 

七 章 十 節〕、 爾 うして 其眞の 意義 は 内に 在る もの を 外に 出す と 云 ふこと であると 思 ふ、 英譯 聖書に 之 を 

胖立比 書の 此處に M-ork  out と 誘して あるの は 最も 適切で あると 忍 ふ、 然 かし 英譯の 場合に 於ても 

誰の 功 か  E1 一一 三 
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高 調 は 之 を cut に 置いて 讀 まなければ ならない、 卽ち 「畏懼 戰！^ て汝 等の 衷 なる 救 を 外に 働ら き 出 

せよ」 との 意で ある、 雨う して 「外に 働ら き S,I す」 と は 「實を 結ぶ」 と 云 ふに 異ならない、 卽ち 身に 

於て 祌の 榮 光を顯 はすと 云 ふに 同じであって、 短い 言葉 を 以 て 一一 目 へば 信仰 を 行 爲に顯 はせ と 云 ふ 事で 

ある、 雨う して 此事 たる 確かに 「救の 完成」 である、 行爲は 信仰の 仕上げで ある、 人 は行爲 に. m て は 

救 はれない が 行爲を 以て 外に 顯 はれない 信仰に 由て は 救 はれない、 我等 若し 己が 救 を 全うせん とすれ 

ば、 キリス トが 我等の ために 遂げ 給 ひし 救 ひ を 外に 働ら き 出さなければ ならない。 

然し 若し 胖立比 人が バウ 口に 向って、 彼等 は 如何にして 救 を 全うすべき 乎と 問 ふたならば、 彼は此 

善を爲 よ、 彼 惡を爲 す 勿れと は 答へ なかった であら ふ、 彼 は 希们來 書記 者の やうに r ィ H ス卽ち 信仰 

みちびき  *^ つ た 

の 先導と なりて (信仰 を與す 者に して) 之 を 成 全うする 者 を §W む べし」 と 答へ たで あら ふ (希 伯 來書十 

二 章 二 節)、 信仰 も 敕もィ H スに 由て 輿され ィ H スに. S て 全うされる 者で ある、 故に 我等 は 我等の 救 を 

全うせよ と 命ぜられて、 益々 自己 を 棄てィ ヱスを §lf 一むべき である、 我等 は 信仰に 由て 救 はれる ので あ 

るが、 併し 其 信仰まで が 自己が 興す もので はなく して 神が 我等に 賜 ふ 物で ある (A 弗 所 書 二 章 八 節 )o 

余の 信仰の 立場 を 明かに する ために 余が 聖書の 此 一 節に 就て 斯 くまで 力 を 籠め て 論究す るの を 見て、 

讀 者の 或 者 は 無益の 談議 なりと 言 ひて 訝る であら ふが、 決して 雨う ではない、 此 S ュ比書 一 一章 士 一節 

のために 心を惱 めた 者 は 今日まで 幾人 あつたか 知れない、 是れは 如何にも ュ -ー テリ ヤン 主義 を 主張す 

る 一一 一一 1： 葉の やうに 見える、 之 を淺く 解して バウ a の說 きし 恩 惠のー i 昔 は 其土臺 から 崩れて 仕舞う やうに 

見える、 故に 畔立比 書の 註解 者 は 力 を 籠め て此 一節 を說 明して 居る、 米國の 聖書 學ぉ として 有名なる 

故 H  • C  • ッ ラム ブル 氏の 如き は 特に ー篇の 論文 を 公に して、 此 一節の 福 昔 的 意義 を 明瞭に せんとし 


た、 余の 兹に 述べた る 解釋の 如き も 犬に 氏の 見解に 負 ふ 所が ある。 

洵に キリスト は 我等の 救の 始めであって、 又 其 終りで ある、 基督 者の 生涯 は 基督で ある、 其 義も信 

仰 も、 行爲 も、 ^鑌 もす ベて 基督で ある、 余が 今日まで 幾囘 となく 引用した 一 百 葉で あるが、 * 督 者の 

生涯 は。 ハ ゥ の 左の 一 言に て盡 きて 居る と 思 ふ。 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 旣 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな 

り、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我がた めに 己 を 捨てし 者、 卽ち祌 の 子 を 倍す るに 由 

て 生けるな り (加 拉太書 二 章 二十 節〕。 


純 福 音 


純一 i 昔と は 何で ある 乎。 

純 福 昔と は 聖書 其 儘で はない、 聖書の 中に 福 昔で ない 事が 多く ある、 モ ー セ の 律法 は： i 昔で ない、 

新約聖書の 中に すら 福音で ない 事が ある、 山上の垂訓の 如き、 之 を 文字通りに 解釋 して 純 福 昔と 稱す 

る こと は 出来ない。 

敎會 の敎義 の、 其 の 孰 もが 福音で な い 事 は 言 ふまで もな い 、 福 昔が 幅 昔で ある 間 は 敎會を 作ら な い • 

福音 がー i 音 以外の 者と なる に 及んで 敎會 が出來 るので ある、 敎會 の^ 在 其 物 が 其. s: に 純 福音 のたい 最 

純 m 音  wn  二  i 
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も 善き 證據 である。 

純； i 昔 は 純恩惠 である、 律法の 痕跡 だ も 促ざる 神の 恩惠の 宣言で ある、 祌はィ H スに 在りて s^i; を滅 

し 給 ひて 律法 を 醛し給 ふたので ある、 兹にィ H スを 以てして 律法 を 要せざる 救い 竹の 途が 設けられ たの 

である、 ィ H スを 信す る 者に は 「爲 すべし」 「爲 すべから す」 と 云 ふが 如き 命令 は 必要な きに 至った 

ので ある、 ィ H スの 十字架 を 以てして 倫现道 德と稱 する 者 は 無能力に なった ので ある、 玆に 律法 は 恩 

惠と 化し、 道德は 信仰と 成った ので ある、 而 して 此事を 傅 ふるのが； i 昔で ある、 道 德の大 革命で ある. 

モ ー セの 律法の みならす、 孔子の 仁義、 カントの 無上 命 法まで を 其 根柢より 取 除き、 之に 代 ふる 

に 神の 無^ の 恩 心 を以 てしたの である。 

"だ 故に ィ H ス キリ ストに 在る 者 は 罪せら る、 事な し 

と 云 ふ (羅 eg 書 八 章 一 節〕. キリス トの福 昔に 刑罰なる 者 はない との 言で ある。 

彼 (ィ H ス) は 律法の 屮に 命す る 所の 法 を 其肉體 にて 廢， せり 

と ある (w^ 所 書 二 章 十五 節)、 ィ ヱ スは 十字架 上の 死 を 以て 律法 を無效 ならしめ たりとの 一一 H である。 

人 は 唯 キリス トイ ヱ スの 腰に 由り て 神の 恩惠を 受け、 功績な くして 義 とせら る&也 

と ある C 羅 書 三 章 二十 四 怖)、 玆に功 緩 (善行) に. 5 ら すして 雜人 たるの 途が 設けられ たので ある。 

如斯く にし 純 福音 は此世 の 倫理 叉 は 宗教 の 立場より 見 て大 異端 である、 道德 に賴ら ない と 云 ふの で 

い  い i しめ 

ある、 法則 は 要らない と 云 ふので ある、 誡 律と 稱 する が 如き 者 を 無視す るので ある、 汛罰を 認めない 

ので ある、 すべての 道義と すべての 訓誡と すべての 善行と をィ H ス キリス トを 以て 顯 はれた る 神の 恩 

惠と 之に 對 する 人の 信仰と に歸 する の である、 恩惠と 信仰、 是れ 以外に 道德 もなければ 宗敎 もない の 


i こ. -J  いひつ く 

である、 單純 無比と は此 事で ある、 實に 純一 i 音で ある、 單 純なる 福音で ある、 僅かに 五 字 を 以て 言 盡 

す ことの 出来る 福 昔で あ る 、 而 かも 宇宙 の 廣き を以 てす る も此單 純なる 福 昔 を 抱容す る こと は 出来な 

い の である。 

此單 純なる 幅 昔 は 使徒 等に. m り、 殊に 使徒 バウ n に 由り 千 九 百年の 昔時に 唱 へられた ので ある、 然 

るに 世が 未だ 之 を 解せ ざるの みならす、 基督 敎會 と稱 する 者が 未だ 之 を 解し 得ない ので ある、 又縱し 

多少 解し 得た とする も、 大膽に 之 を唱へ 得ない ので ある、 彼等 は 律法より 全然 離る \ の危險 を唱 へて 

止まない ので ある、 故に 福音 を傳 ふると 稱 して 實は 律法 を 傅へ つ、 あるので ある、 彼等の 基督 敎 なる 

9  9  さじ  あ ノウ ふる 

者 はより 高き 道德 (律法) に過ぎないの である、 彼等 は 今尙ほ IS る 勿れ、 嘗ふ 勿れ、 觸る 勿れと 1? へ 

て、 嚴 格なる 律法の 下に 自由 を 枕に 提供 せんと 努めつ k あるので ある (哥羅 丙 書 ニ章廿 一節/ 而 して 彼 

等の 敎會 なる 者は斯 かる 誡律， の實 現に 過ぎない ので ある、 其內に 監督 職 あり、 敎會法 あり、 敎會 裁判 

ある は 基督 敎を 律法と 見る の 結果が 彼等 をして 玆に 至ら しめたの である。 

純 幅 昔、 律法の 痕跡 だ も 混へ ざる 神の 恩惠の 宣言、 監督 制度、 長老 制度、 其 他す ベての 敎會 制度の 

反對、 … … 余 が斯 かる 福音 を唱 ふるに 方 て 敎會者 は 余輩に 對 つ て 言 ふ で あら ふ 乎、 

然 らば 恩 惠の增 さん 爲に S 非に 居るべき 乎 

と、 余 W は バウ 口の 言 を 以て 彼等に 答へ て 言 ふで あら ふ、 

否な 非す、 決して 非す、 我等 罪に 死せ し 者、 爭で尙 ほ 其 中に 生く る を 得ん や 

と (羅- お 書 六 章 一、 二 節)、 信仰の 此 秘訣 を 知らない 者 は 来 だ 共に 福音 を 語る に 足りない、 律法の 痕跡 だ 

も浪 へざる 福音 こ そ 律法 を 完全 に 守らし む るに 至る の途 で ある こと を 知らな い 者 は キリストの .1 音 を 
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託 ねらる、 の 資格 を 具 へない 者で あると 思 ふ" 


純 福 音 に 就いて 


純 福音と は 何ぞ？ 純！ -1 音と は 十字架の 福音で ある。 雜の赦 しの 福音で ある。 「キリスト は 我等の 

^ほ， 非人た る 時 我等の 爲に 死た まへ り、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ」 と 云 ふ， 一 i 昔で ある (n マ 書 

五 章 八 節：；。 又 「彼れ 我等 を 救^、 聖き 刀：： しを以 つて 我等 を 召し 給へ り、 是れ 我等の 行 ひに 由る に 非す、 

唯祌 御..： ni 身の 旨と 世の 成ら ざり し 前より キリス トイ H スの 中に 我等に 賜 ひし 恩惠に 由るな り」 と 云 ふ 

福音で ある r テモテ 後書 一章 九 節〕。 故に 之を稱 して 「神の 恩惠の 福音」 と 云 ふ f: 行傳 二十 章 二 四 節〕。 神の 

子の いさ ほしの 故に 我が 凡ての 罪を赦 さる、 神の 善き 聖旨 を傳 ふる 昔 信で ある。 斯んな 喜ばしい 有難. 

い 音信 は (仪と W び 有り得ない。 故に 之を稱 して 福 昔と 云 ふので ある。 

然るに 多くの場合に 於て 純 福 昔と 唱 へらる k 者が 福音で ない ので ある。 神より 來る 喜ばしき 音信で 

ない ので ある。 多くの場合に 於て 扉の 赦免に 非す して 罪の 摘 指 詰責が 純 福 昔の 名の 下に 唱 へらる、 の 

である。 然し 乍ら 言 ふまで もな く、 純 福音 は 純道德 でない、 或は 亦 純 律法で ない。 モ ー セの 律法 を缺 

けなく 守る 事で ない。 此は 守らん と 欲して 守る 能 はざる 事で ある。 純 福音 は 我が 理想 を實 行す る 事で 

みづ 

ない。 先づ第 一 に 我が 罪を赦 さる X 事で ある、 そして 自 から 赦 されて 自由に 人 を赦し 得る に 至る 事で 


ある" 赦 しに 始まって 赦 しに 終る、 それが 純 福音で ある。 赦 さる、 事と 赦す 事の 無い 所に、 他に 何が 

有っても、 純 福音 はない。 

勿論 赦し は單 なる 心理 作用で ない、 赦 さる、 にも 赦す にも 正 當の途 が ある。 或る 種の 律法 は赦 しに 

必耍 である。 然し 赦 しの 爲の律 法であって 律法の 爲の赦 しでない。 赦しは 目的であって 律法 は 方法で 

ある。 赦 されん が爲に 律法 を說 くので あって、 律法 を 律法と して 說く のでない。 基督 信者 は 律法 道德 

を經 過して UI 的の 罪の 赦 しに 達した 者で ある。 律法に 無關 係の 者で はない、 律法が 其 威力 を 揮 ふ 能 は 

ざるに 至った 者で ある。 

故 に 福音 は 喜ば しき 者で あらねば ならぬ。 純 福音 は 純歡喜 であらねば ならぬ。 神の 義を 喜ば ざるに 

非す と 雖も義 よりも 更に 彼の 愛 を 喜ぶ 者で あらねば ならぬ。 純 福音 の 在る 所に 純歡 喜、 純 讚美が あ ら 

ねばならぬ。 純 福音の 在る 所に 罪の 摘發、 無慈悲の {# 釗が ありて はならぬ。 純 福音 は 全 赦免の 唱道で 

ある、 故に 往々 にして オリ ゲンの 場合の 如くに 全人 類の 救 拯を唱 ふるに 至る。 純 福音が 若し 誤る 事が 

あれば、 慈悲 多き が 故であって、 公義に 過ぐ るが 故で ない。 
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戰場ケ 原に 友人と 語る 

祌の 無窮の 愛に 就て 

去 十七 =、 友人 某と 共に = 光. E 中に 遊ぶ、 湯元に？ おの 湖の iE 勝 を 《バし*  の 瀧の 偉 觀を见 • 男 體山を 前にし 

て 中？ i 寺 湖に， M つて 再び 歩 を！^ むる や、 ^5^~は戰場ケ原の高原を過ぎ. 步調 最も 緩 かなり * 時に 話頭 は 人生の 此 

最大 ra; 題に 柊り， 彼れ ii: ひ， 我れ 化？ へて， 龍 頭の 漉の 邊に 至りて 止みぬ。 

余に はま だ 基 赞敎は 善く は 解らない、 余 はま だ 余の 信す る 所 を 悉く 聖書の 言 を 以て 證明 する こと は 

00000000000000000000 

出来ない、 卞然、 余が 今日 信す る 所 は是れ である、 卽ち神 は旣に キリスト を 以て 人類 全 體を救 ひ 給 ふ 

OOO00OOO0  O0000O000O0O00O000O00000000 

たと 云 ふこと である、 卽 ち^に は 救 はれない 人と て は 一 人 もない と 云 ふこと である、 是れは 所謂 「普 

はや 

遍的 救^ 說」 と 云ふ說 であって、 多くの 反對の ある 說 であるが、 然し、 余 はん， 始めて ではない、 夙く 

より 密かに 此 說を懊 いて 居った 者で ある。 

余が 此說 を谈く 重なる 理由 は 個人的で ある、 余 は 思 ふ、 若し 世に 救 はれない 人が 一人で も あると す 

るたら ば 其 人 は 余 自身で ある、 余 は 罪人の 首で ある、 故に 余が 救に 漏れ ざらん がた めに は、 すべての 

人が 救 はれなければ ならない、 萬 人 救 は 余 一人の 救 i のために 必要で ある、 余 は 普遍的 救濟を 信す 


るに. m ての み、 余 自身の 救濟を 確かめる ことが 屮 I 來る。 

神 學者は 余 の此 說に對 して 曰 ふ、 若し 普遍的 救濟 が眞现 で あると するならば、 福音 宜傳の 動機 は 失せ 

て 了 ふ、 若し 人 は 何人も 救 はれる 者で あると するならば、 何 を 苦んで 彼 を 救 はんとす るので ある 乎、 

彼 を 其 儘に 爲 して 置けば 可いで はない 乎と。 

然し 余 は 雨う E 心 はたい ので ある、 余 は 福音 は 人の 恐怖心に 訴 へて 傅 ふべ き 者で はない と E 心 ふの であ 

る、 一 i 音の 幅 昔た る は 之に 恐怖が 伴 はない からで ある、 是れ 人の 愛 心に 訴 へて 傳 ふべき 者で ある、 之 

を 信ぜ ざれば 地獄に 墮 つれば とて 之を說 くので はない、 之 を 信ぜ ざれば 父なる 祌が 歎き 給 ふと 曰 ひて 

倚 ふるので ある、 福音 を 信ぜざる は 吾人 自身に 取りて は大 なる 损失 である、 愛なる 神に 取りて は大な 

る 悲歎で ある、 父 は旣に 吾人の 罪 を 赦し給 ふた、 吾人 は 唯 彼の 許に 到れば 可い ので ある、 到ら ざれば 

神 は 怒りて 吾人 を 地獄に 投 人れ 給 ふとい ふので はない、 父なる 神は斯 かる 事は爲 さんと 欲する も爲し 

得 給 はない、 キリストの 十字架に 由て ゴ人 にか、 はるす ベての 呢詛は 取 除かれた ので ある、 罪に 對す 

るの 刑罰 は必す あるが、 其 刑罰 は キリ ストが 吾人に 代りて 旣に其 身に 受け 給 ふたので ある、 是れ キリ 

ストの 十字架が 吾人に 取り 非常に 貴い 理由で ある、 乍然、 キリスト 旣に 我等の ために 詛 はる. -者 とな 

りて 我等 を 贖 ひ、 律法の 詛 ょリ脫 かれしめ 給 ひし 以上 は (加 拉太書 三 章 十三 節)、 我等の， は 旣に祌 の 前 

より 取 除かれた のであって 祌は 今や 我等に 就て 怒らん と 欲する も 能 はない ので ある、 キリストの 十字 

.^6 死に. E て 神の 怒 は 人類の ^ 詛と 同時に 永久に 取 除かれた ので ある、 今や 神と 人類との 間に 何の 阻 

お ほみ て  ひろ 

害 もない ので ある、 神 は 今や 其 赦免の 大聖 手 を 擴げて 我等 を 待 受け 給 ふので あって、 我等 は 今 は 唯、 

父よ 我れ 悔 ゆと 言 ひて 彼の 許に 到り さ へ すれば、 それで 其 時 直に 救 はれる ので ある。 

戰！？ ケ 原に 友人と 語ろ  Era; 一 


g-lj 救 ひに 關 する Js- 究  MM:; 

悔改は 勿論 救 一ぬ の條 件で ある、 縱令 <ォ 、と 雖も悔 改めす して 救 はれる こと は 出来ない、 乍然、 人 は 其 

悔改 にの み. m て 救 はる.^ ので はない、 人の 救 濟に祌 の 方面が ある、 神が その 赦免の 靈を 以て 人に 接近 

し 給 ふに あら ざれば、 人 はいくら 悔 改めても 救 はる、 こと は出來 ない、 否な、 斯 かる 場合に 於て は 人 

は 充分に 悔 改める こと さ へ出來 ない ので ある、 故に 余が 普遍的 救濟を 信す ると 云 ふ は 人は悔 改めす し 

て 救 はる.. と 云 ふので はない、 神の 方面に 於て は 萬 人 救濟の 途は旣 i 完全して 居る から、 人 は 何時な 

りと も 悔改に 由て 其 救辨を 己の 有と なす 事が 出來 ると 云 ふので ある、 雨う して 若し 人が 悔 改めない な 

らば 神 は 永久に 彼の 悔改を 待ち 給 ふので ある、 悔改は 神の 歡 喜であって、 人の 利益で ある、 神 は 令 や、 

人が^^改めなぃとて彼を^ひ給はなぃ、 乍然、 人は悔 改めないで 救 濟の恩 惑に 與 かる こと は 出来ない、 

若し ヶ尙ほ 呪詛が あると すれば、 それ は 人が 己に 招く 呀詛 である、 神の 方面に 於て は旣 に呪詛 たる も 

の はない、 彼に は 八， や 永久の 赦免と、 永久の 仁慈と、 永久の 忍耐と が あるば かりで ある。 

玆に 於て か 神に 在りて は キリ ストの 十字架に 由て 人類の 呪詛と 滅亡と は 不可能 事と 成った ので ある 

と 思 ふ、 祌は 人類 全 體を恩 惠の圈 內に閉 込め 給 ひて 彼 をして 其 外に 逸出す る 能 は ざら しめ 給 ふたので 

あ る と 思 ふ、 今や 詩人 の 言 は事實 とな つたので ある、 

我れ ぎ 處に往 きて 汝の 聖靈を 離れん や、 

我れ 何 虚に往 きて 汝の前 を 逃れん や、  ■ 

我れ 天に 昇る とも 汝、 彼處に 在し、 

我れ 我 榻を陰 府に設 くと も、 

よ、 汝、 彼^2^に在ます、 


我れ 曙の 翼 を 借りて 海の 端に 住む とも 

が處 にて 尙ほ汝 の 手 我 を 導き、 

我 を 保ち 給 はん。 (詩篇 第 百 三十 九篇七 —十 節) 

神の 在さざる 所 はない、 乍然、 其 神 は 今 は 赦免の 神で ある、 祌は何 處何處 まで も 其 赦免の 靈を 以て 

其 子の 跡 を 追 ひ 給 ふ、 彼の 忍耐 は 叉 無窮で ある、 彼 は 人が 此世 で悔 改めない とて 之 を 棄て給 はない、 

彼 は 未来永劫まで 其 跡 を 追 ひ 給 ひて 其 悔改を 促し 給 ふ、 天に 昇る も、 陰府に 降る も、 海の 端に 住む も、 

人 は 祌の愛 を 離れ . 其慈惠 より 遠 か る こと は 出来な い 。 

斯く云 ふなら ば. 惡人は 云 ふで あら ふか、 「然 らば 我 は 安全な り、 我 は 安心して 惡を II けん」 と、 鳴 

呼、 惡 人よ、 否らざる なり、 汝が 惡を繼 くれば とて 汝の父 は汝に 就て 怒り、 ；^^ を滅 さんと は 爲し給 は 

ざる 也、 然れ ども 彼 は汝に 就て 心 を 痛め 給 ふなり、 汝の 其頑强 なる 心 を 和らげん 爲 めに 彼 は 其 愛子 を 

十字架に 釘け 給 ひたり、 汝は 彼の 子な り、 故に 彼の 完全き が 如く 完全 かるべき 者な り、 汝は 王の 子な 

り、 國を嗣 ぐべき 者な り、 然るに 汝は更 らに汝 の 惡を繼 けんと 欲す、 汝の 父は汝 のために 悲むゃ 切な 

り、 汝此上 更らに 父の 心 を 痛めん とする 乎、 W たび 三た び キリスト を 十字架に 釘 けんとす る 乎、 我れ 

キリストに 代りて 汝に 求む、 汝、 神と 和げ よ (哥林 多 後書 五 章 二十 節)、 汝が自 から 好んで 罪に 居る 間 は 

汝は 自身、 已を 呪， ふ 也、 汝、 天に 在す 汝の 父の ために、 叉汝 自身の ために、 汝の惡 を 去て 彼に 還れよ。 

宣敎師 と 牧師と 傳道師 と は 言 ふで あら ふか、 「然 らば 我が 傳道は 無用な り、 若し 滅亡の 危險 なしと 

ならば、 我等 は傳 道を廢 むべき である」 と。 

^呼、 否らざる なり、 我が 兄弟よ、 父の 愛 は 一 日 も 之 を 同胞に 示さす して 可な らん や、 父 は 旣に其 
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恩惠を 以て 人類に 臨み 給 ふに、 人類 は 之 を 知らす して 日々 自己の 智慧に 頼み、 失 を K ね、 自殺 を 企 

て、 祌を 恨み、 自己 を 呪 ひつ、 あり、 我等 如何で か 手を束ねて 之 を目乘 する に 忍びん や， 父の 忍耐 は 

無^にして 彼 は 能く 人の 不仁、 不孝に 堪え 給 ふと 雖も、 我等 彼の 子た る 者、 如何で か 永久に 彼の 心 を 

痛め 奉るべき、 人、 若し 永久に 悔 ひざれば 永久に 救 はれ ざらん のみ、 恰 かも 美 貪 積んで 前に 山 をな す 

と雖 も、 之 を 食 は ざれば 饑 ゆるが 如し、 人 は 救 はれて 在りながら 其 救濟を 己が 有と せざる なり、 悲歎 

何物 か 之に 過ぎん、 资產の 分配 を 受けながら、 之 を 知らす して 貧に 困む、 "li! れ祌を 知ら ざる^の 狀態 

なり、 我等 彼等に 彼等の 幸と 富と を吿 げすして 止まん や。 

神の 無へ おの 愛 を 耳に して 悔改を 担む 惡 人に 對 して、 又傳 道を廢 めんと する 傳道 師に對 して 余の 言 は 

んと 欲する 所 は 以上の 如くで ある、 恐怖 を 以て 惡人 を嚇 さない、 嚇すも 彼は悔 改めない からで ある、 

また 嚇 すの 理由がない からで ある、 キリス 卜の 福 昔はモ ー セの 律法で はない、 故に 人の 恐怖に 訴 へて 

ちから  っゝ しみ 

傅 ふべ き：！ ではない、 基督 信者が 受 くべ き 霊 は 臆する 靈に 非す、 能と 愛と 謹の 靈で ある ことで ある 

(提麼 太 後書 一章 七 節ソ。 

人類 は 旣に救 はれて あるから 安心で ある、 然し 安心で あれば とて 傳道 を廢 めない、 然り、 安心した 

がら 傳 道に 從 事す る、 人 は 今や 火山の 上に 坐して 滅亡 を 待つ 者で はない、 彼 は 救濟の 磐に 坐して、 恩 

みて  00000000  0  000000000  GS®®©©©G>©® 

惠の聖 乎 もて 支えら る、 者で ある、 歎すべき は 彼の 救 はれない ことで はない、 救 はれて 居りながら 自 

から 救 はれない と 思 ふこと である、 我等 は 彼 を 促して 父に 乞 ふて 其 遺産 を 獲し めんと はしない、 旣に 

與 へられし 業 を 己が と 認めし めんと する ので ある、 玆に 於て か 我等の 傳 道なる 者の 至て 容易い 業 

である ことが 解かる、 傳道は 道 德 の敎授 ではない、 さう 思 ふから 甚だ 困難し いので ある、 傳道は3^^-の 


赦免の 宜吿 である、 善事 を宣る 事で ある (羅 書 十 章 十五 節)、 放釋の 年の 宣布で ある (申命記 十五 章 九 

節)、 是れ よ り も 喜ば しい 事 はたい 害で ある、 神が キリストに 在りて 人類 の 罪 を 除き 給へ りと 傳 ふるこ 

とで ある、 s;,^ れに 何の ぼ 難い 事が ある 乎、  <； -に傳 道の 熱心の 足らな いのは 余の 正義の 念が 薄い からで 

はない、 余の 道德が 低い からで はない、 叉必 しも Ili^ の 心が 頑剛 であるから ではない、 余が 神の 恩惠を 

知る 其 度が 淺 いから で あ る、 人類に 若し 神 の 恚怒 を傳ふ る の で あるならば、 そ れ こそ さぞ 辛ら い 事 で 

あら ふ、 乍然、 神の愛 を傳 ふるので ある、 善事 を宜 るので ある、 斯 かる 樂 しい 事 はない 害で ある。 

祌は 宇- wiss 物の 造 主で あると 云 ふ、 かの 瀑布 を 岩に 懸けし 者、 かの 湖水 を 窪に 港え し 者、 かの 山 を 

地に 築きし 者で ある、 爾 うして 其 者が 愛で あると 云 ふので ある、 其 愛 は 人類 全體を 包む 愛でなくて は 

ならない、 其の 愛 は 人類の 犯せし すべての 罪 を 以てしても 侵す ことの 屮： 來 ない 愛でなくて はならない、 

人類の 罪 は 莫大で あるが 然し 神の愛 を 消す に 足らない、 爾 うして キリストの 贖雜 なる 者 は 少数の 善人 

義人 の 罪 を牘ふ 丈け の もの で たいに 相違な い , 是れは 人類 全體 の g| を 贖 ふて 尙 ほ 餘りぁ る もので ある 

ち y ら ち しき 

に 相違たい、 余 は 神の 無限 を 其 能力と 智識と 正義と に 於ての み 見ない、 又 之 を 其 愛に 於て 認める、 共 

慈悲と 憐偶 とに 於て 認める、 余 は 神 は 愛な りと 聞い て 彼 は ie! 人の 救濟を 企て、 之を實 行し 給 ふ 者で あ 

る こと を 知る、 余の 救 濟の希 は玆に 在る、 若し 斯 くまで 神が 慈惠 ある 者でないなら ば、 余の 未來は 

甚だ 危險 である、 すべての 人が 救 はれて 後に 余 一 人が 地獄に 墮 つるので あるか も 知れない。 

つ. さ  ちから あろ もの 

そ は 或 ひ は 死、 或 ひ は 生、 或 ひ は 天使、 或 ひ は 執政、 或 ひ は 有能 者、 或 ひ は 今 在る 者、 或 ひ は 後 

つ,、 ら 0; たる もの  いつ，、 しふ 

在らん 者、 或 ひ は 高き、 或 ひ は 深き、 又 他の 受造者 は 我等 を 我主ィ H ス キリストに 賴る 神の 愛 

より 絕 する 事 能 はざる 者と 我 は 信す (羅馬 書 八 章 三十 八 * 三十 九 節〕。 

SB? ケ 原に 友人と Si る  es 五 
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余の 信仰の 髓 

人 類 の 普 遍 的 救 

余の 信仰の 离髓は 神 は 愛な りと 云 ふこと である、 而 して 此 前提より して 神 は キリストに ありて 世 を 

救 ひ 給へ りと 云 ふこと である、 而 して 神が 世 を 救 ひ 給へ りと 云 ふこと は 余 一 人 を 救 ひ 給へ りと 云 ふこ 

とで はない、 又 彼 を 信す る 少数の 信者 を 救 ひ 給へ りと 云 ふこと でもない、 又 勿論 所 IS 基督 敎會を 救 ひ 

給へ りと 云 ふこと でもない、 祌が世 を 救 ひ 給へ りと 云 ふこと は 世 全 體を救 ひ 給へ りと 云 ふこと である、 

卽ち 人類 全 體を救 ひ 給へ りと 云 ふこと である、 神 を 信す る 者 を も 信ぜざる 者 を も、 キリストの 名 を 聞 

きし 者 を も M かざりし 者 を も、 善人 を も、 惡人を もす ベて 人と 云 ふ 人 を 悉く キリスト に^りて 救 ひ 給 

へりと 云 ふこと である、 余に 取りて は是れ より 以下の こと は 福音で はない、 余 は 又 宇宙 萬 物の 造 主な 

る 父の 神に 是れ より 以下の 愛 を歸し 奉る こと は 出来ない、 余 は祌は 愛な りと 信じて 少く とも 彼に 就て 

是れ 丈の こと を 信ぜざる を 得な い、 余に 取りて は 人類 全 體を救 ひ 給 は ざり し 神は祌 にして 祌 でない、 

神で ある、 人で はない、 父の 父で ある、 彼が 人が 彼 を 愛する まで 彼の 愛 を 匿し 置き 給 ふ 苦 はない、 彼 

はんが 彼 を 知らざる 前に、 然り、 彼 を 憎みつ、 ある 間に、 業に 已に人 を 救 ひ 給 ふたに 相違ない、 神の 

愛と は斯 かる ものであるに 相違ない、 是れ 以下の 愛 は 人の 愛であって、 神の愛で はない。 


而 して 余 は 聖書 は斯 かる 普遍的 救 濟を敎 ふる 書で あると 信す る、 

お  こひつじ 

^の 罪 を 住 ふ 神の 羔を觀 よ - 

と (約^ 傳 一章 サ九 節)、 單に 我が 罪で はない、 叉汝の 罪で はない、 叉 イスラ H ルの 罪で はない、 ^の 罪 

を 住 ふ 神の 羔 である、 神 は 彼の 上に 人類 全 體の罪 を 置き 給 ふたので ある、 キリスト は 人類の 宵で ある、 

其 代表者で ある、 而 して 祌は彼 を 十字架に 釘け 給 ひて 人類の 罪 を 罰し 給 ふたので ある、 而 して 叉 彼 を 

死より 甦らし め 彼 を 受け 給 ひて 人類 を 受け 給 ふたので ある、 キリストの 一 生 は 人類の 代表的 生涯で あ 

？  y え 

る、 人類 は 彼に 在りて 罰せられ、 彼に 在りて 赦 され、 彼に 在りて 復活し、 彼に 在りて 榮を 得た ので あ 

る、 キリスト は 善き 祭司の 長と して 人類 全 體を擔 ふて 神の 聖 所に 人った ので ある、 彼の 肩の 上に は 支 

都人 もあった、 朝鮮人 もあった、 印度人 もあった、 基督 信者 もあった、 怫敎 信者 もあった、 囘々 敎信 

者 もあった、 無神論者 もあった、 アダムの 子 はすべ てあつた、 過去の 人、 現在の 人、 未来の 人 はすべ 

て此 善き 牧羊者の 肩の 上に 置かれた、 而 して 彼 はすべ て 彼等 を擔 ふて 神の 前に 出で、 其 所に 彼等の 淸 

潔と 赦免と 光 榮とを 得た。 

然 らば 傳道は 何のた めで ある 乎と 人 は 余に 問 ふで あらう 乎、 然り、 余 は 人 を 救 ふために 傳 道に 從事 

しない、 是れ余 の絕對 的に 爲す能 はざる 事で ある、 余 は 未だ 曾て 一 人の 人 を も 救った こと はない、 縱 

し 又 救 ひ 得る とする も、 世界の 人口 は 十五 億餘 であって、 其 中 千 人 や 萬 人 を 救 ふた 所で 其餘は 如何な 

るので ある 乎、 余 は 彼等の 滅び 行く の を 見る に 堪えられる であらう 乎、 若し 人類の 救 濟が我 倚 少數の 

傳道 者の 盡 力に 由る ものである ならば、 人類の 救 濟は筢 望 的 事業で ある、 余 は.^ の a 先の すべ てと、 

ト數 億の 同胞と を殘 して 獨り 少数の 信徒と 共に 天國に 行く に 忍びたい、 余は斯 かる 場合に 於て は 世の 
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罪と 救 ひに 翻す 究  HE: 八 

最大 多數と 永遠の 述命を 共に したく 欲 ふ、  < 水 は^かに 百 人 や 干 人の 人 を 救 ひ 得て、. 他 は 悉く 之 を 永遠 

の 死に.^ ねす ばなら ぬ やうな、 そんな絶§_」的事業に從^^-したくなぃ。 

然 らば 何のた めの 傳道 である 乎。 

然り、 傳道 ではない、 福 昔の 宣傳 である、 主の ョ ベルの 歳の 到 來を吿 知らす る ことで ある (利 未 記 二 

よ/ 0 こと のぶ 

十五 章)、 平和の 一一 一一 II を 宣べ又 善事 を宣る ことで ある (羅馬 書 十 章 十五 節〕、 余 は 罪人に 向て 「祌 怒り 給へば 

汝の S§ を悔 ひて 彼に 還り 來れ」 と は 言 はない、  < 水 は バウ & に 傚 ひ 

神、 キリストに 在り て^を 己と 和が しめ 給へ り、 故に 我れ キリストに 代りて 汝 等に 願 ふ、 汝等祌 

に 和らず よ 

と、^ 林 多 後書 五^ 十九 節 W 下) 云 ふ、 神の 側に 在りて は 和らぎ は旣 に濟ん だので ある、 故に 余 は 扉 人に 

勸め、 彼等 をして 此 和らぎに 應ぜ しめんと する ので ある、 旣に救 はれた る 者 をして 其 救扬を 承認せ し 

めんと する ので ある、 誠に 容易なる、 誠に 樂 しい、 誠に 喜ばしい 業で ある。 

併し 若し 人 はすべ て 救 はれた る 者で あると するならば、 其^5^-を彼等に知らするの必要はなぃ、 叉 知 

ら するならば 彼等 は s§ を悔 改めない と 云 ふで あら ふ 乎。 

余は爾 うは 信じない、 神の 普遍の 愛！、 余 は 什う して 此事を 人に 知らせす に 居られ やう 乎、 

キリストの 愛 我を餘 儀な くす 

とパ ゥ n は 一一 一一 II ふて ほる が 實に其 通りで ある (哥林 多 後書 五 章 十四 節)、 福音 宜傳は 義務で はない、 ，情 熟で 

ある、 作詩 义は突 術に 類す る ことであって、 神の愛 を 知りた る 者に は爲 さぐれば 居られない 事で ある、 

人の すべての 思念に 過ぐ る 神の愛、 之 を 人に 知らせす して 115 られ やう か、 余に して 若し 之 を 知ら ざれ 


f  む、 乍 然之を 知りし 以上 は 之 を 人に 知らし むる ことが 余の 生命で ある、 余に 天の 美 想が 降り 来る 

時に<^-は之を詩に表はさすしては居られなぃ、 それと 均しく、 余 は 神の愛 を 知て 之 を 叫び 义齊き 緩ら 

ざる を 得ない、 福 昔官. 傅 を 義務な りと 云 ひ、 义は敎 きの 事業. なりと 稱 する 者の 如き は 共に 此事を 語る 

に 足りない。 

义人 はすべ て旣に 其 罪を赦 されたり と 聞き 人 は 其 扉 を悔改 めない と 云 ふ 其 事 は ra^ して 事實 で あ ら 

ふ 乎、 罪人 は ra^ して 神の 忿怒 を 聞て 恐怖の 餘り其 罪を悔 改める ので あら ふ 乎、 余 は 雨う は 思 はない、 

少く とも 余の 實驗は 其 正反對 である、 余 自身 は 神の 忿怒 を 聞いて 震へ ながら 悔 改めた ので はない、 忿 

ノノ 1- 一  ヒ, 、な  0  0  0  0  0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0 つ ®  S  ®  ，  ®  3-  ®  -3  ®、 、。) 

怒 は 人 を 絶び s せしめ ざれば 彼 を頑剛 にす る、 s^-は忿怒を以てしては去らなぃ、 愛の み 能く を 征服す 

^rj^l-iz お SJ、 少く とも 余 自身の 場合 は爾 うであった、 而 して 余 はすべ ての 人の 場合が f つで ある 

と 思 ふ。 

iiii 差 恥に 始まる ものである、 我れ 愛せざる に 人、 我 を 愛すと 聞いて 我 は 己に 恥ぢ、 我" 非 を悔ひ 

て 彼の 赦免 を 乞 ふに 至る ので ある、 人に 對 して 爾ぅ である、 祌に對 しても 亦 同じで ある、 我 は キリス 

トを 十字架に 釘け つ k ありし に 神 は 其 キリストの 其 十字架 を 以て 我 を 赦し給 ひたりと 聞て、 我 は 己に 

恥ぢて 耐えられなくなる ので ある、 罪 は 鐵槌を 以て 之を碎 くこと は屮 I 來 ない、 然し を 以て 之 を鎔く 

ことが a, い 来る、 神 は 良く 人の 心の 何たる 乎 を 知り 給 ふ、 故に 彼 は 恐怖 を 以て 人に 臨み 給 はない、 無， 限 

の 愛 を 以て 彼等 を 見舞 ひ、 彼等が 摘 ほ 彼の 敵たり し 時に 彼等の gi- を 贖 ひ、 彼等 をして 彼の 愛に 感じて 

己 を 改めて 彼に 還らし め 給 ふ、 宇宙 萬 物の 造 主なる 父なる 祌は雨 かせ ざらん やで ある。 

神 は 愛で ある、 彼 は キリストに ありて 旣に 人類 全 體を救 ひ 給 ふた、 救お は 已に旣 成の 事業で ある、 

余 の 信仰 の «58  BWITN 


罪と 救 ひに 腿す る S お  R 五 0 

故に ハ レルャ である， 蛇の：： g は； i の 生みし 者に 由て 旣に碎 かれた ので ある (創 * 記 三 章 十五 節〕、 迹に ft? 

りし はた^ 僅少の 此^の 苦痛で ある、 之 を 除けば それで 萬 事 は 成る ので ある、 最も 難き 事 は 神、 キリ 

ストに 在りて 旣に 成し遂げ 給 ふたので ある、 人類の si- は旣に 除かれた ので ある、 祌 との 平和 は 旣に成 

つたので ある、 迹は啦 人が 人との 戰爭 を.^ め、 手 和を此 地に 來た すれば、 それで 萬 事 は 完成す るので 

ある、 而 して 淺 餘の此 小事 業が 我等に 委ねられ たので ある、 我等 は. 4/ より 進んで 苦戰悪 闘して 敵 をき S 

さんと する ので はない、 敵の 大將 は旣に 我等の 手を藉 りすして 斃 され たれば， 我等 は樂戰 以て 北る 殘 

餘の敵 を追盡 さんと する ので ある。 


再び 萬 人 救 極說に 就て 


私 は 平い 頃、 本誌に 於て 萬 人救扬 說を唱 へた 事が ある。 それ は 人と 云 ふ 人 は 最後に 全部 救 はる- -と 

云 ふ！！ 1^ である。 此說は 或る 一派の 信者に 由て 昔から 唱 へられた 說 であるが、 然し 敎會全 體は之 を 受け 

t 異端と して 之 を 斥く るので ある。 小 ノ數救 扬說が 普通の 說 であって、 萬 人 悉く 終に は 救 はるべし と 

云 ふが 如き は、 考 ふるの 價 値な き說で あるが 如くに 思 はる。 

そして 敎會全 體の此 唱道に 深き 理由が ある やうに 見える。 聖書 は 明かに 少 數救扬 說を傳 へる。 

夫に！；； I： さる  >- 者 多し と雖も 選ばる 、者 少なし 


とィ H スは曰 ひ 給うた と錄 さる (馬 太 傳卄ニ 章 十四 節 )o 叉 バウ 口 は預 一一 一一 II 者 ィザャ の 一一 目 を 引いて 一一 一一 口うた。 

イスラ H ルの 子の 數は 海の 沙の 如く なれ ども 救 はる.^ 者 は 僅少な らん 

と (。 マ 書 九 章廿七 節〕。 イエ ス はまた、 彼が 人の子と してお 後の. 器 釗を行 ひ 給 ふに 方り、 萬 國の民 を そ 

の 前に 呼出し、 羊 を牧ふ 者が 綿羊と 山羊と を^つ が 如くに 彼等 を^ち 給 ふ 時に 

此 等の 者は窮 りなき 刑罰に 入り、 義 者は窮 りなき 生命に 人るべし 

と 言 ひ 給 ひたりとの ことに 微 して 見て、 凡ての 人が 救 はる k ので はない 事が 明かで ある やうに 見える 

(馬 太 傳サ五 章 四 六 節 )o 其 他 同じ 事 を 示す 聖 it の ひ；： を 數多引 川す る ことが 出来る。 

叉 我等の 常識に 訴 へて 見ても 萬 人 救 扬說は 不近现 なる が 如くに 考 へらる。 若し 萬 人が 救 はる k とな 

らば、 我 は 救 はれん と 欲して 努力す るに 及ばない。 若し 然り とすれば、 ピリ ピ書ニ 章 十二 節に 於け 

バウ n の 首 は 意味 を爲 さない ので ある。 「畏^ 戰 ほて 己が 救 を 全うせよ」 と。 我 は 終に は 必す救 はる 

と 云 ふなら ば、 救 はれん と 欲して 倾 れ戰慄 くの 必 .gjl "は 毫もない。 救扬は 我が 必然の 運命であって、 我 

つむ  ふところ 

は 努めす 舫 がすして、 水が 低き に 就く が 如くに、 我 は 神の 懷 へと 入る ので ある。 そして 义救 はれん と 

欲する の 努力が 無くなりて、 傅 道の 努力 も 必要 も 無くなる。 滅びん とする 靈魂を 救 はんと 欲すれば こ 

そ 傅 道に 一 生 懸命になる ので ある。 若し 人と 云 ふ 人 は 終に 凡て 救 はるべし と 云 ふなら ば、 何 を 好んで 

身 を 默げて 人の 嫌ふ傳 道に 從 事す るので ある 乎。 萬 人 救扬說 は傳道 熱心の 根 を 絶つ ものである。 惡人 

は 善人と 共に 救 はると ならば、 善 惡の實 際 上の 差別 は 無くなりて、 道 德は其 根柢に 於て 壞れ るので あ 

る 0 

以上の 如くに 考 へて、 萬 人救扬 說に據 るべき 3: の根據 もない やうに 見える。 然し 乍ら 問題 は それ 丈 

再び iaj 人 救接說 に 就て  S: 五一 
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けで 虚 きない。 人生 は 多方面で ある。 之 を 萬 人 救 扬說の 立 5^ より 見る 見方 も ある。 先づ 聖書に 問へば、 

架 書が 之を敎 ゆるが 如くに 見 ゆる 節が ii くない。 テモテ 前書 第二 章 王、 節に 曰く 

是は 美き 事な り、 我等の 救 主なる 神の 聖 意に 適 ふ 事な り、 卽ち彼 は 萬 人が 救 はれて 眞 理を曉 るに 

至らん 事 を 欲し 給 ふとの 事是れ なり 

と。 同じく w-;!:!!. 十 節に 曰く 

彼 (祌) は 竹.？ 人の 救 主な り、 殊に 信す る 者の 救 主 也。 

と。 玆に萬 人 救 械說は 明かに 敎 へ られて ある。 叉コ リン ト 前書 十五 韋卄ー 一節 は 左の 如くに 讀 むべき で 

ある。 

アダム に 在りて 凡ての 人の 死ぬ る 如く、 キリ ストに 在りて 凡ての 人 は 生くべし 

と。 此場 合に 於て 前半 部が 萬 人 if 落 說を敎 ゆるに 對し 後半 部 は 萬 人救扬 說を傳 ふ。 人類 全部が 第一 の 

アダムの に 因て 死し が 如く、 人類 全部が 第二の アダム 卽ち キリストに 因て 生くべし 卽ち救 はるべし 

とのこと である。 前の 「凡て」 は 人類 を 指し、 後の 「凡て」 は 信者 を 指す との 說明は 立たない。 叉コ 

サイ 書 三 章 十 一 節に 

夫れ キリス トは萬 物の 上に 在り 亦 萬 物の 中に 在り。 

と ある。 玆に 人に 止まらす 萬 物の 救扬 までが 暗示され て ある。 それ のみでない。 

祌は t おなり 

と閒 いて 萬 人 救 扬の希 が 響き 涉 るので ある。 愛 其 物で 在し 給 ふ 祌が少 數救扬 を 以て 滿 足し 給 ふと は 

如 3： しても 思へ ない。 イエス は 言 ひ 給うた 


祌は其 生み 給へ る 一 子 を赐ふ 程に^ を 愛し 給へ り。 

と 〔ヨハネ 傳三章 十六 節 )。 玆に っ^」 と 云 ふ は， 人 全體を 指して 云 ふので ある。 勿論 救 扱の 條件 として 

「凡て 信す る 者に」 と あるが 故に、 信ぜざる 者 は 救を受 くる 能 はすと 雖も、 萬 人 救拯を 目的と して 施 

されし 救で あれば、 終に 信仰の 道に 循 ひて 萬 人 を 救 ひ 給 ふべ しと 解す る ことが 出来る。 

イスラ H ルに 就ても 同 機に 考 へる ことが 來る。 B マ 書 九 章廿七 節に  - 

イスラ H ルの 子の 數は 海の 沙の 如く なれ ども、 救 はる k 者 は 唯 僅少な らん 

と 曰 ひし。 ハウ 口 は、 同 十 一 章卄 五節 以下に 於て 

幾分の イスラ H ルの 頑梗は 異邦人の 數盈 るに 至らん 時まで 也、 而 して イスラ H ルの人 悉く 救はゲ 

る を 得べ し 

と 結論して ゐる。 イスラ H ルの人 は 悉く 救 はれ、 而 して 彼等の 敵たり し 異敎の エジプト、 アツ シリャ 

も 彼等と 共 に 救 はる ベ しと 云 ふ。 

その 日 イスラ H ルは エジプトと アツ シリャ と を 共に し、 三つ 相 併び て 地の 上に て 福祉 を受 くる 者 

となるべし 0 萬 軍の M ホバ之 を 祝して 曰 ひ 給 はく、 我が 民なる エジプト、 我が 民なる アツ シリ ャ- 

我が 產 業なる イスラ H ルは福 ひなる かな。 

と" ィザャ 書 十九 章 サ四， 廿 五節)。 

如此 くにして、 書 を 以て 萬 人救扬 說を證 明す る ことが 屮 H 來る。 そして 今、 聖書 を 離れて 自分 等の 

寶驗に 就て 考 へて 見て、 萬 人 救 扬說の 決して 不道理で ない ことが 判明る。 若し 唯 少数の みが 救 はると 

云 ふなら ば、 其 少數は 誰で ある 乎が 犬なる 問題で ある。 若し 夫れ が 信者で あると 云 ふなら ば、 是れ亦 
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大 なる 問題で ある。 第一 に パブ テス マ を 受けて 敎會に 入った 者が 凡て 救 はるべき 者なら ざる は 最も 明 

C である。 そして 义 基督 信者と 稱 する 者の 內に秘 々ある。 羅馬 天主 敎會 信者が ある。 英國 公敎會 ：|1- 者 

が ある。 露 W: 止 敎會： 者が ある。 獨逸ル ー テル 敎會 信者が ある。 其 信者 何百と 云 ふ 新敎諸 敎會の 信者 

が ある。 其內 何れが 救 はる k ので ある 乎 誰も 知る ことが 屮 I 來 ない。 我が 敎會 のみが 本當 の敎會 である 

と は 以上 多 救の 3： れ の敎會 もが 唱 ふる 所であって、 共の 何れが 祌の御 目の前に 於て 本當の 敎會と 認め 

ら る-乎 は 3： 人 も 判定す る 事の 出来ない 問題で ある。 そして 大抵の 場合に 於て 「我が 敎會の 信者の み 

が 救 はる k ので ある」 と 云 ふが 普通で ある。 そして 自分の 敎 會の內 にも 多くの 非難すべき 信者 を 見る 

が 故に、 結械敕 はる k 者 は 自分 一人で あると 思 ふに 至る。 少數救 扬說の 必然の 結 は 偏狭で ある、 排 

斥で ある、 a: 已 讚美で ある。 之が 爲に 幾多の 宗敎戰 爭が戰 はれた 乎 判明らない。 

縱 しまた 自分； 人が 救 はる k ので あると しても、 自分の 行爲ゃ 功勞に 由て 救 はる、 のでない、 叉自 

分の屬する敎會ゃ其施す^^式に由て救はる 」 のでなぃ。 救 は 神の 恩惠に 由る。 自分 は 罪人の 首で ある 

が祌 の恩惠 に. E て 救 はる 、ので ある。 そして 若し 祌の恩 ま-に 由るならば 救 はれ 得ない 罪人 は 何 處に在 

る 乎。 自分 を 救 ひ 給 ひし 祌は 凡ての 人 を 救^ 給 ふので は あるまい 乎。 叉す ベての 人 を 救 ひ 給 はざる 神 

が 特に 自分 を 救 ひ 給 ふ 理由 は M 處に 在る 乎。 自分 は 凡ての 人 を 救 ふ 神の愛に 接して 救 はれた ので はな 

い 乎。 斯く考 へ て 分の 救に 關し 安心す るので ある。 

神の は廣 きかな 海の 廣 きが 如くに 廣し 

との 讚美の 言が 我が 救 を保證 する のでない 乎。 詩篇 第 百 三篇に 現れた る 神の 御 心 を 知りて 我等 は靳く 

信ぜざる を 得ない ので ある。 


然 らば 少數救 扬說と 萬 人 救 扬說と 一 一 者 孰れが 眞理 なる 乎。 兩說 共に 聖書の 證明 する 所た る を 見て、 

聖書に 根本的 矛盾の 無き 限り、 兩說 孰れ も眞理 であると 云 はざる を 得ない。 そして 兩說の 矛盾 を 除去 

する 爲の 唯一 の 鍵 は 「救 ひ」 の 何たる 乎、 其說明 如何に 於て 在る と 思 ふ。 「救 ひ」 と は 福祉に 人る 事 

であると 云 ふが 故に、 之 を 自己中心 的に 解す るが 常で ある。 人が 滅びる に對 して 我 は 特^に 救 はる、 

故に 感謝す ると 云 ふ。 故に 我れ 先づ救 はれん と 欲し、 次ぎに 我が 愛する 者の 救 はれん 事 を 欲す。 此世 

に 在りて は 「救 ひ」 と は何處 まで も 自己 的の 辭 である。 そして 「救 ひ」 を さう 解す るが 故に、 萬 人 救 

拯 說に對 して 不滿が 生す るので ある。 然し 乍ら 基督 敎の 示す 所の 「救 ひ」 はそんな もので ない。 「救 

ひ」 は 特に 自己より 救 はる、 事で ある。 救 ひの 一 面 はたし かに 自己に 死す る 事で ある。 卽ちィ H スが 

曰 ひ 給 ひしが 如し。 

その 生命 を 得る 者 は 之 を 失 ひ、 我が 爲に之 を 失 ふ 者 は 之 を 得べ し 

と。 卽ち 生きん と 欲する 者 は 死し、 死す る 者 は 生く。 救 はれん と 欲する 者 は 救 はれす、 救 はれざる も 

可な り 唯 神と 人との 爲に盡 さんと 欲する 者が 救 はるとの 事で ある。 其 善き 實例 はパゥ B である。 彼 は 

彼の 國人 イスラ H ル の 救 はれん 事 を 欲して 曰うた。 

我に 犬なる 憂 あり、 心に 耐えざる の 痛 あり。 若し 我が 兄弟、 我が 骨肉の 爲 ならん に は、 或は キリ 

ストより 離れ、 沈淪に 至らん も 亦 我が 願な り 

と (n マ 書 九 章 二、 三 節 )o 國 人が 救 はれん が 爲には 我れ 自身 は 沈 倫ぶ る も 可な りと 曰 ひ 得し バウ n は眞 

に 救 はれし 人であった ので ある。 

依て 知る、 我が 救 はれし は 我が 爲に救 はれし に 非す して、 人 を 救 はんが 爲に救 はれし 事 を。 「救 は 
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る」 と は 自己 を 忘れて 他 を 救 はんと 欲する 狀 態に 人る 事で ある。 神が 特^に イスラエル を 選び 給 ひし 

は、 彼等 を 以て 入. f 人類 を惠 まんお であった。 神が 我等 を 救 ひ 給 ふ も！ E じで ある" 特別に 我等 を 愛し 給 

ふからで はない、 ゆ を 愛し 給 ふが 故に、 我等 を 以て^ を 救 はんが 爲 である。 神 は 部分よりも 全 體 を 愛 

し 給 ふ。 そ t て 時に 部分 を 愛し 給 ふ は 之 を 以て 全 體に對 し 其 愛を顯 はさんが 爲 である。 少數者 を 救 ひ 

給 ふは^ 人 を 救 ひ 給 はんが 爲 である。 祌が 少數の 聖者 を惠 まんが 爲に と 人類と を 造り 給へ りと 云 

ふ は、 それ こそ 大なる 異端で あると 言 はざる を 得ない。 信者 は祌と 偕に 働く 者で ある。 悪人 は 悉く」」 

されて、 神と 者との み 残りて 何の 福 ひなる 梨が ある 乎。 救 はれし 者 は 未だ 救 はれざる 者 を 救 はんと 

欲す、 所に：^ 者の； t らしき 所が ある。 若し 永久の 休息に 人る とならば 萬 人が 救 はれた 後でなくて は 

ならない。 救 ふべき^ の^す る il は救扬 の^ 業 は 終らない ので ある。 縦し 其れが 爲に 永遠の 時間 を 要 

すると も 0 

如此 くに 觀て萬 人 救 扬說は 少しも 俾道熟 を さない ので ある。 冷さない 而已 ならす 更らに 之 を 熱せ 

しむ。 救 はれし 者が いかで 安閑と して 自己に 施されし 救を樂 しみ 得ん や。 救 を 自己の 爲に樂 む 時に 神 

は 直に 之 を 彼より 奪還し 給 ふ。 昔の イスラ H ル人は 厘々 神の 彼等に 對 する 愛 を 濫用し たれば、 卽ち自 

己の 爲に 之を樂 まんと したれば、 神の 棄る 所と なった。 人が 神に 救 はれて、 唯 救 はれし 事 を 喜ぶ に 至 

れ？ J^、 神 は 彼より 救を撤 IS し 給 ひて、 彼 は 元の 不信者、 或は 更らに 不信者 以下の 者に 成る ので あるり 

救 は 奉 ii の爲 である。 他 を 救 はん 爲に 施されし 救で ある。 之 を 自己の 爲に用 ひて 「救 ひ」 は 直ちに 

「呪」 ひに 變す るので ある。 救 はれて 傳道 せざる は 不可能で ある。 「我れ 若し 幅 昔 を 傅へ すば 蝸 ひな 

る 哉」 である。 


、と 云 ふん は：，：" て 終に 救 はるべき 者で あるならば * 我 は 救 はれん と 欲して 努力す るに 及ばない、 我 

は^めす とも 祌は 遂に 我 を 救 ひ 給 ふと 云 ひて、 神の 一一 i 昔 を 斥く る 者 は、 自 から 祌の御 心 を 痛め 奉る に 

止まらす、 己が 救の 時 を 延ばし， 之 をして 益々 闲 難なら しむる 者で ある。 かも 醫 帥に 病 氣の 全快 を 

保證 されし が 故に、 攝生を 怠りて 亵 5;^ の 時期 を 無限に 長から しむる と 同然で ある。 救 は 努力な くして 

行 はる k のでない。 人 一人が 救 はれん が爲 に、 神 は 其 一子 を^に 遣して、 彼に 十字架の 苦しみ を 受け 

させねば ならなかった。 そして 其 人の 爲に 多くの 他の 善人 聖徒が 熱き 淚を 流し、 犧牲の 血 を 流さな け 

れ ばなら ない。 此 きを 思 ふて、 自分 も 亦 一 日 も 早く、 救 はれし 身と なりて 他 を 救 ふの 任に 當 らんと 欲 

する の 心 を 起す のが 當然 である。 勿論 人の惡 は 神の 善に 勝つ 能 はざる が 故に、 彼れ 一 人 を 救 はんが 爲 

に、 神 は 全 宇宙の 能力 を盡 し、 全人 類の 愛 を 注ぎ 給 ふべ けれども、 去りと て 其 時まで 悔 改めす して、 

神と 人と に、 自己の 爲に 其の 勞苦を 負 はし めんと する、 其 心の 憐れ さよ、 思 ふだ も 人の 心の 頑梗 なる 

に 我が 心 は 張り裂けん とする。 然し 乍ら 縱し斯 かる 人が 有る とする も 我等 は 神の愛の 無限 を 疑 ふ 事 は 

出来ない。 萬 人 救扬は 神の愛の 說明 として 有力で ある。 縦し 神の愛に 狎れて 之 を 濫用す る 人 ありと す 

る も (斯 かるん は 多分 少數 ならん)、 我等 は此 高遠なる 說を棄 つる 事 は 出来ない" 


再び 萬 人 救 S 說に 就て  nE 七 
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是れは 「某 督敎と は何ぞ や」 との 題目の 下に、 過る 夏 * 某 督敎靑 年 食 夏期 學 校に 於て 爲 せし 講演の 草稿で あ 

る 0 

イエス は 我等が 罪の ために 附 され、 叉 我等が 義 のために (r 義 とせら れんが 爲め」 に 非す〕 趣ら 

されたり c 羅馬書 四章廿 五節〕。 

。ハウ 口 の 遺した 言辭の 中に 一 言に して 基督 敎の 全部 を 言 盡 した 者は夥 くない、 羅馬 書の 此 一 節の 如 

き は 確に 其 一 つで ある、 能く 此 一節 を 解した 者が 基督 敎を 解し 得た 者で あると 思 ふ。 

ィ H スは其 敵 人の 手に 附 され 彼等の 殺す 所と なった、 其 事 は 明， n なる 歷 史的 事實 である、 然し 彼 は 

御自身の S 非の ために 此 屈辱 を 嘗ひ給 ふたので はない、 彼 は 我等の ために、 全人 類の ために、 特に 我等 

- 一た ？ァ. つき G-  i ぶ  こと  き f つ 

彼 を 信す る 者の ために 此 苦き 杯 を 飲み乾し 給 ふたので ある、 實に彼 は 我等の 愆 のために 傷 けられ 我等 

の 不義の ために 碎 かれ 給 ふたので ある (！ W 赛亞書 五十 三 章 五節)、 祌はィ ェ ス に 在りて 我等の 罪 を 罰し、 

彼 を 信す る 我等 を義 として 尙ほ 御自身 義 たらん が爲 めの 途を 設け 給 ふたので ある (雜 馬睿三 章廿六 節〕、 

イエ スは 十字架に 上りて 我等に 代りて 罰せられ 給 ふたので ある、 彼の 苦痛に 由り て 我等の 已往 の靠は 
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赦 された ので ある、 sn. 疋れ舊 き 福 昔で ある、 現代の 牧師、 祌學 者、 敎會 信者 等の 嘲け る 所の 福音で ある、 

而 かも 此： i 昔な くして 患難め る 良心 は 癒されな いので ある。 

御 a: 身 懲剖を 受けて 我等に 平安 を與へ 給へ り、 彼の 打 たれし 傷に よりて 我等 は 癒されたり 

と (以 赛亞書 五十 三 章 五節〕、. 我が 爲すを 得る 善行に よりて はない、 我が^ 力に. m る心靈 の淸淨 により 

て はない、 ィ H スが 我が のために 罰せられ 給 ひしに 由り、 我 は 神の 前に 立ちて 潔き を 得、 我が 1% 

の ^ー1 を： じて 疑 はない ので ある、 我 は 我が 心霊の 實驗に 由り て 其 子 イエスキリストの 血す ベて 罪よ 

リ 我等 を 潔む との 使徒 ョ ハ ネの言 を 文字通りに 解釋 して 揮ない ので ある 一 約餘ー 書 じ 節〕。 

ィヱ スは 我等の SI のために 敵 人に 附 され 其 殺す 所と なり 給 ふた、 然し 其れが 萬 事の 終 給で はな かつ 

つな-か を  よみが へ  ，三  >へ 

た、 彼 は 死に 槃れ 在るべき 者ではなかった、 彼 は 輕り給 ふた、 祌は 彼を輕 らし 給 ふた、 然し 我等の た 

しに  ひと  ゐ L. メ、 めで 

めに 死た まひし 彼 は 惟り 御自身の ためにの み il り 給 ふたので はない、 祌は イエ スの 偉德を 愛た まひて、 

0OOO0OO000000OO0OO  0  0®© 

彼れ 一人に 设活の 恩 靡 を 降し 給 ふたので はない、 イエスの 死 は 我等の ためで ありし が 如く、 彼の 復活 

も 亦 我等の ためであった、 日本 譯 聖書に 「我等が 篛 とせら れんが 爲に」 と ある は 確に 誤譯 である、 原 

語の 81^  T ぶ V  舊 fv の 儘に 「我等の 義の爲 めに」 と譯 すべきで ある * イエ スは 我等の 罪 

のために 附 され、 我等の 義の爲 めに 甦らされ たので ある、 祌はィ H スの死 を 以て 我等の 罪 を 罰し、 彼 

の 復活 を 以て 我等 を 凝と し 給 ふたので ある、 ィ H スの慘 死 は 我等の 罪の 證據 である、 其の 如く、 彼の 

復活 は 我等の 義の (旣 に義 とせられし) 證據 である、 我等の 罪の 恐ろし さ を 見ん と 欲する 乎、 之をィ 

H スの 十字架に 於て 見るべき である、 我等の 親 (附與 せられし) の 美 はし さ を 見ん と 欲する 乎、 之 を 

彼の 一 仪活に 於て 見るべき である、 イエ スは 人類、 殊に 信者の 代表者で ある、 故に 彼の 死が 代表的で あ 


り、 亦 彼の 復活 も 代表的であった、 神 はィヱ スに 在りて 人類 を 罰し 給 ひて、 亦 彼に 在りて 人類 を義と 

しん はん  しゃ -r- えい 

し 給 ふたので ある、 ィ H スの死 は 人類の 判で ある、 彼の 復活 は 人類の 彰榮 である、 神 は旣に イエス 

に 在りて 人類の 罪を赦 し、 而 して 罪を赦 したに 止まらす、 彼に 在りて 旣に 彼等に 榮光を 着せ 給 ふたの 

である， 人類の 受刑 は旣に 彼に 在り て^み、 彼等の 榮光も 亦旣に 彼に 在りて 獲得せられ たので ある。 

斯くて 神の M に 在りて は 人類の， 扉 は旣に 全く 除かれ、 人類 は 旣に榮 光 を 被せられ たので ある、 今 は 

唯 人類が 神の 此恩惠 の 配 與に應 する や 否 や、 其 問題が 殘 つて 居る まで ある、 而 して 此 問題の 解決た 

る や て 容易で あるので ある、 人 は M 人 も：^ 仰 を 以て 祌の此 配 與に應 じて、 今、 卽 時に、 祌が イエ ス 

を 以て 人類に 下し 給 ひしす ベての 福祉 を 己が 有と なすこと が出來 るので ある、 人類 は 八 r は 旣に救 はる 

べき 狀 態に 於て 在る ので ある、 而 して 信者 は 信仰 を 以て 神の 招 命に 應 じて 此 祝すべき 狀態 に 人った 者 

である、 ィ H スに 在りて 人類の 救 濟は旣 に 成就ら れ たので ある、 赏に， 救濟は 人類が 己が 理想 を逐 ふて 

終に 到達す る を 得る 佳境で はない、 神が 旣にィ H スに 在りて 下し 給 ひし 人類 旣 得の 特權 である。 

我 の 赦免 は？ 我 は 之をィ H スのト 字 架に 於て 見る、 我 は 日に 三た び 自己に « みて 汚れた る 我 を 

自 から 潔く せんと 爲 ない、 我 は 我が 潔淸 を道德 の 履行に 於て 求めない、 唯ィ H スの 十字架 を仰瞻 る、 

彼 所に 我 si- は 除かれ、 我が 潔 淸は行 はれた ので ある、 イエス は 我に 代りて 共 血に よりて すべて 罪より 

我 を 潔め 袷 ふた。 

我が 復活 は？ 是れ亦 旣にィ H スに 在りて 行 はれた ので ある、 我 は 今や 復活の 有無に 就て 議論 を鬪 

はすの 必要 はない、 我 は 旣にィ H スに 在りて g| りたので ある、 祌は 我を義 とし 給 ひしが 故に イエ スを 
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ィ H ス の 復活 は 彼れ 御 一 人の ための 復活で はない、 人類の ためで 项 -444 力 

て、 すべて m する 者の 役活 である、 人類が， お を 犯した るが 故に、 其 代表者た るィ H スは に m された 

人類に 臨むべき 事 は善惡 共に 共 代表者た るィ H スに 臨んだ ので ある、 我等 は 人類の 

述べ 叩をィ H スの傳 記に 於て 讀 むので ある、 而 して ィヱス の 難ら されし を昆 て、 人類の W 非、 殊に 信者の 

0, 然り、 か； li- の旣に 除かれ、 我 は 旣に祌 の 子た る 自由に 豫定 された る 者で ある こと を識 るので な 


る _ 


イエス は 我等の 罪の ために 附 され、 我等の 義 のために (is とせられ しがた めに) 甦らされた 1、。 是 

れ がー i 一靑 である、 ， ^に 向て r 汝等 努力 奮闘して 完全の 域に 達せよ」 と 説く ので はたい、 汝等は 旣化^ 

はれ iJiSli れ たれば；^ じて 其 s、p."s ひと を. が^とせ よと 說 くので ある、 我等 は 今 は 旣に贈 (はれし 

. ^ゆに 於て 生存して 居る ので ある、 人生 はィ H スの 死と 復活と に 由て 旣に ー變 したので ある、 救濟は 

人 頃が 之に 到達す る 前に 神より 旣に 人類に 臨んだ ので ある、 故に 幅 音の，〕 n ー俾 者は預 一一 目 者 の 言 を 以て 叫 

ぶので ある、 

汝 等の 祌 M ホバ は 言 ひ 給 はく、 

慰めよ、 汝等 我が 民 を 慰めよ、 

懇切に H ルサ レム に 語りて 之に 耳語て 4 门げ よ、 

その 服役の 期旣に 終り、 


その 科 旣に赦 されたり、 

と (W 赛亞書 四十 章 二  二 節」、 人類の 救^ は キリストの 死と 投活 とに 由り て旣に 成就ら れ たる 事と 見る 

のが 新約聖書の 說く 某督敎 である、 所謂 現代人の 基督教が 其 理論の 立派なる に拘 はらす 實 際に 人 を 救 

ふの 力の 無い の は此單 純な る e; 现 を 認めない からで あると 忍 ふ。 


罪と 義 

(約 翰傳ト 六， S 早 九、 十 節) 

罪に 就て と 云 へ る は 我 を 信ぜざる に因リ てな リ。 

-胩と は 祌の子 キリスト を；^ ぜ ざる 事で ある、 凡ての 罪 を總括 すれば 此 事になる ので ある、 神 を 離れ 

て？！ - はない、 雜は 反逆で ある、 神に 對 する 反逆で ある、 人が 神に 反き しが 故に 彼 は 祌に對 しての みな 

らす、 又 自己に 對し 他人に 對し罪 を 犯す に 至った ので ある、 故に 人の を絕 たんと 欲すれば 神に 對す 

る 彼の 反逆 をぎ さなければ ならない、 救濟 他な し、 歸順 である、 而 して キリスト は 人 を 神に 歸 順ら せ 

んが ために 神に 遣 はされ し 惟一 人の 使者で ある、 然るに 此人 を付ぜ す、 此人を 斥け、 此人を 鞭ち、 此 

人 を 殺す、 是れ 反逆に 反逆 を 重ぬ る 事であって、 TO§ に S 非 を 加 ふる 事で ある (馬 太傳ニ T- 一章 三十 三 節 

あがな ひ 3 し 

以下 參考 )、 キリスト は 罪の 隨主 であって 同時に 义 其發顯 者で ある、 彼に由て^^；は除かれ、 叉 彼に 由 
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て 靠は顯 はる、 ので ある、 人 は 何人も キリス ト と相對 して 立て 其 善惡を 定められざる を 得な いので あ 

■ る、 彼 を 接け 彼 を 信ぜん か、 其 人は祌 より 拖を賜 ひて 祌の 子と なる ので ある (約 翰 傅 一章 十二 節〕、 之に 

反して 彼 を  一 it け 彼 を！ ぜ ざらん 乎、 其 人 は にお めら れて滅 ざる 火へ と 進み 往 くので ある、 キリス 卜 

め 額に 輝く 祌の 榮た に 照らされて 人の 永遠 の 運命 は 定ま るので ある。 

義に 就て と 云 へ る は 我れ 我が 父に 往 くによ リて 也。 

人の， は キリスト を；^ ぜ ざるに 在る、 而 して 彼の 義は キリストの 设活と 昇天と に 在る、 「我れ 我が 

父に 往く」 とは此 事で ある、 キリスト を 十字架に 釘け しもの は 彼の-? ではなく して、 我等 人類の 卵で 

あった、 其 如く、 キリスト を 甦らせし もの は 彼の 義で なくして 我等 人類の 義 であった、 キリスト は 人 

類の 代表者と して 神の 前に 立つ 者で ある、 故に 神 は キリストに 於て 人類 を 罰し、 叉 キリス 卜に 於て 人 

類 を 赦し父 之を義 とし 給 ふので ある、 而 して 我等 は キリストの 旣に 復活し 給 ひし を 見て、 我等の 旣に 

赦 され 乂義 とせられ し確實 なる 證據を 見る ので ある、 祌の子 キリスト は 永遠に 聖き 者に て 在せば 御自 

身と して は 勿論 罰せら る、 の 必要 もなければ 亦義 とせら る、 の必 II- も 無い ので ある、 乍然、 自己 を あ 

うし 人の 如き 形狀 にて 現 はれ、 人類の 代表者と して 神の 前に 立ち 給 ひしが 故に 人類に 加 はるべき 刑罰 

は 彼の 上に 加 はり、 义 彼が 死に 至る まで 從順ひ 給 ひし 彼の 功綺は 人類の 功 II として 祌に納 けらる、 に 

至った ので ある (W 立 比 書 二 章 六— 八 節參考 )、 人類の" 钋は之 を 自己に 檐ひ給 ひ、 自己の 功績 は 之 を 

人類に 歸し給 ふ、 而 して 父なる 神 は キリストの 此謙讓 を 納れ給 ひて、 キリストの 功 を 人類の 屬 とし 

て 認め、 玆に 人類 を赦し 之を義 とし 給 ひし 證據 として 其 代表者なる キリスト を 死より 甦らせ、 終に 彼 

をして 昇： 大 せしめ 給 ふたので ある、 故に キリストの， お 活とは 云 ふ もの、 實は 人類の 役活 である. - キリ 


ストの 大とは 云 ふ もの 、實は 人類の 再 天で ある、 人類 は 其 代表者なる キリ ストに 在りて 旣に 復活 昇 

天した ので ある、 而 かも 自分の 功績に 由ら すして、 ^者の 功績に 由り て、 神 御自身が 供へ 給 ひし 人な 

る イエスキリストの 功 縫に. m りて！ (提摩 太 前書 二 章 五節)。 

玆に 於て か 我等 は 人の 義は キリストの 復活と 昇天と に 在る と 云 ふ 聖書の 言辭の 深き 意味 を 少しく 了 

解す る ことが 出来る ので ある、 我が 義は 我が 行ふ義 ではない、 キリストが 旣に 我に 代りて 就し 給 ひし 

義 である、 而 して 其義 たる や 我が 行 ふ 微弱なる 不完全なる 義 ではなく して、 神の 子の 聖と 能と を 以て 

成就げ 給 ひし f であるが 故に、 之 は 死者 を 甦らす に 足る の義 であった、 實 に强大 なる 完全なる 義 であ 

つて、 永生 を 贏ち 得る に 足る の義 であった、 而 して 我等 は 信仰に 由り て斯 かる 義を 我義 となす ことが 

屮 Z 来る ので ある、 此， の 世が 認めて 以て 義と 做す やうな 开亵 ：：！| ぃ義 ではない、 叉 は 倫理 學 者が 譽 めて 

くれる やうな 开麼 淺ぃ義 ではない、 死者 を 甦らす に 足る 强き活 きたる 義 である、 キリストの 唱へ給 ふ 

義は斯 かる 義 である、 信者が 求むべき 義 も亦斯 かる 雄で ある、 キリストが 「義に 就て」 と 云 ひ 給 ひし 

は 此^と 此 世の 道 德 家の 唱 ふるが 如き 義に 就て 云 ひ 給 ふたので はない、 キリスト をして より 甦らし 

昇りて 聖 父に 往 かしめ し 其强大 なる 義に 就て 言 ひ 給 ふたので ある、 文字 は 同じ r 義」 である、 然し 乍 

ら キリストの 義と此 まの 義 との 問に 天地 も 普なら ざる 相違が あるので ある。 
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復活と 其狀 態 

イエ ス キリス トの 復活 

イエスキリストの， ぉ活 である 、バウ 口の (仅活 ではない、 ぺ テロ、 ヨハネ、 ヤコ ブ 等の 復活で はない、 

勿論 我が (仅活 ではない、 此， の 誰 t の很活 ではない、 我等が すると 云 ふの は イエ ス キリストの， ぉ活 

である、 扉の 子なる 人の 復活で はない、 を 知ら ざり. し 神の 子 イエスキリストの 復活で ある、 我等お 

人が 投活 せりと 僧 じて 不道理 を 信す るので ある、 然し 乍ら、 贫て 一 囘も雜 を 犯せし ことなく、 其敵ノ 

に^つ て 

汝 等の 中 誰か 我 を 扉に 定め 得る 者 ある 乎 

とき" ふ を 得し、 illiS の 人な りし イエスキリストが 死より 说活 せりと 信じて 我等 は 不道理 を 信す る 

ので はない (約^ 傳八章 四 六 節〕、 の價は 死なり と 云 ひ、 死の 刺 は なりと 云へば、 5§ に 生れし 人の タ 

する は當然 であり 父 自然で ある、 之に 反して 死の 原因た る を 知ら ざり しィ エス キリス トカ 死して 共 

失せたり と 云 ふ は不當 であり 义不， nw 然 である、 我等 は 人の 死す る を 聞いて 驚かない、 蓋 彼，?， 罪の 人 

である を 知る からで ある、 然し 卞ら、 兹に 曾て 一 囘 を 犯せし ことなく、 使徒べ テロの 言葉 を 以て 

Ik へぱ、 


、. つよ， リ  のゝし  くるし  は： t しき 二と は 

彼れ S ま を 犯さす、 又 その：： に詭譎 なかり き、 彼れ 詬られ て， 薪ら す、 苦 めら れて激 語 を 出さす、 

只義を 以て 鞫 く^に 之 を 託せたり 

i つ. a  C ち ii て  あやし 

と 謂 ふ 完全き 人なる ィ H スが 死して 朽架 しと 聞いて 我等 は 大に訏 まざる を 得ない ので ある • 我等が 知 

あやし 

る 人 はすべ て 罪の 人なる が 故に 我等 は 其 死 を 聞いて 怪 まない ので ある、 然し 乍ら、 イエス は 人の 中に 

在りて 一人 罪 を 知らない 者で ある、 如何なる 批評家 も 彼 を 罪に 定める こと は 出来ない ので ある、 彼に 

道德的 缺點を 認め 得る 者と て は 古今東西 一 人 も 無い ので ある、 彼が 行 ひしと 云 ふ 奇绩の 業 は 無い とし 

て、 彼が 道德 的に 完全 無缺の 人で ありし こと は H 人 も 是認 せざるを得ないの である、 而 かして 斯 かる 

人が— 而 して 斯 かる 人 は^が 始まって 以來唯 一 人あった のみで ある— 斯 かる 人が 死より 輕 へりて 昇 一大 

したと 云 ふので ある、 我等 基赞者 は斯事 を 信じて 敢て不 道现を a する ので はない ので ある。 

復活 はまこと に大 なる 奇踏 である、 然し 乍ら、 品性の 純 は 夏ら に 犬なる 奇蹑 である、 而 して 此の 

奇蹟が あって 彼の 奇蹟 は奇 接で ない ので ある、 ィ H スの 在りし 事が 旣に 奇蹟 中の 最大 奇蹑 である、 道 

jsy しさ 

德の 法廷に 於て ー點の 指す 所の 無き 人の 在りし 事、 其 事が 最大の 奇蹑 である、 而 して 復活 は此 人に 在 

つた 事で ある、 之 を 自然の 結果と 見て 誤らない ので ある、 我等 はィ H スは 人な りと 云 ひ、 而 して 人な 

るが 故にす ベての 人の 如くに 死して 朽 架つべき 者な りと 思 ふので ある、 然し 乍ら、 イエス は 人で あつ 

おのれ むなし  しもべ かにつ  あり？  44 

て 人で ない ので ある、 己を虚 うし 僕の 貌を 取リ 人の 如き 形狀 にて 現 はれ 給 ひし 其 意味に 於て は 人で あ 

つたが、 ，胙 を 犯さす、 s§ を識ら す、 ^にも 外に も缺 くる 所な き 者な りし 其事實 に 於て は 彼 は 人で なか 

つた、 而 して 內が 外に 現 はれん がた めに、 體が 靈に應 はんがた めに、 彼の 場合に 於て は、 生 は 死に 勝 

て 彼 は 死して より 高き 形狀に 於て 復活した ので ある。 

JSS 活と其 狀態  BI 六 九 


faffi と來 w とに Mz す- OS 究  p-c 

き なる 身 體 に^かなる 精 祌.； ：s ると か 諺 は 精神と 肉體 との 深い 關係を 謂 ふたる ォ辭 である、 R じ樣 

に， "i, かなる 身 體は被 かなる 精神の 結 * であると も 謂 ふこと が 出来る、 精神と 肉體 との 關係 は相ガ がで 

ある、 . は 他に 感化 を 及 さ る を 得ない、 而 して 罪の 痕跡 だ も 留めざる 精神の 肉體に 及ぼす 感化 力の 

如 な る 乎 は、 ^5?-等は其實例を人 の屮に a- る 能 はざる が 故に 之 を 量り 知る こ とが 出来な いので ある、 

而 して ¥ ひ r -^、 イエスキリストの 場合に 於て 其 感化 力の 如何なる 乎が 示された、 ので ある、 變貌の 山に 

於け る 彼の！：" y の 變化は 彼の 精神が 彼の 活ける 肉體に 及ぼした る 感化 を 現 はした る ものである、 

共夺 貌變 り、 其 ik 日の 如く 輝き、 其^ は，：： く 光れり 

と ある は (お 太傳 十七 章 二 節)" 神の 榮の is 其 質の 眞 像が 彼の 活ける 肉體 を^ 化せし 其 耿態を 謂 ふた 

ので ある、 而 して 復活 は 同じ 精神が ィ ェ スの 死せ る 肉體に 及ぼした る 感化 を 現 はした る ものである、 

S!i を 織らざる 純聖の 精神 は 生 體は之 を 變貌の 山に 於け るが 如くに 光 化し、 死 體は之 を アリマ テ ャのョ 

セフの 墓に 於け るが 如くに 復活す と は、 新約聖書が ィ H スの 場合に 於け る 精神と 肉體 との 關 係に 就て 

語る 所で ある a 

*  *  *  * 

_> けが 

イエスキリストの g 活、 復活 は イエスキリストの 場合に 於て は當然 である、 自然 的で ある 肯 へ 

く ある、 信すべく ある、 の 子なる 人の 場合に 於て は 在るべき 事に あらす と雖 も、 神の 子なる 聖きィ 

エス キリ ス 卜の 場合に 於て は當然 起る ベ き 事で ある。 

信者の 復活 


イエ ス キリスト は 死より 復活し 給 ふた、 彼に 在りて は 復活 は當然 であった、 自然 的であった、 ぺテ 

口が 一 百 ひし 如く 彼 は 死に 繫 がれ 在るべき 者ではなかった (行 傳ニ聿 二十 四 節)、 扉の 子なる 人に 在りて は 

信じ 難き (仅活 は 神の 子なる ィ H ス キリストに 在りて は 無 かるべからざる 事で ある、 然 らば 信者の 復活 

の 希 は 何に 據 るので ある 乎、 彼 も 亦 人であって、 復活 は 彼に 取りて は 不自然で はない 乎、 信者 はキ 

リ ス 卜の 復活 を 信す るに 止って、 之 を 自己に むこと は出來 ない の である 乎。 

然り、 信者に 復活の 希 tlW が ある、 之が なくして 彼 は 信者で はない、 兎にも角にも 死た る 者の 甦 に 

與 からん こと をと は 使徒 バウ n の 希求であって、 叉 信者 各自の 希求で ある (啡立 比 書 三 章 十一 節，)、 者. 

の 希-まと 輕ふは 實に此 復活 の 希 $ー1 である、 彼 は 唯 漠然とし て 未来の 希望 を 懐く ので はない、 彼 は キリ 

ストの 如くに 甦へ りて 永遠の 榮 光に 入らん と 欲する ので ある。 

而 して 信者の 復活の 希望 は 自己に 由る ので はない、 主ィ H ス キリストに 由る ので ある、 信者 は 人と 

して 復活 せんと 欲する ので はない、 是れ 彼れ が ^Iw んで能 はざる 所で ある、 彼 は 主 イエス キリス 卜に 在 

りて 復活す るので ある、 語を換 へて 言へば キリスト 彼に 在りて 復活 を 繰 返へ し 給 ふので ある、 者 は 

よみ へ へり いの から-,, ！ 

キリ ストの 宿り 給 ふ 所の 者で ある、 而 して 我 は 復活 也 生命 也と 一 百 ひ 給 ひし 彼 は 信者の 體に 宿りて 义之 

をし も 復活し 給 ふので ある (約 翰傳 十一 章廿 五節)、 ィ H スの靈 の 在る 所に は必す (仪活 が ある、 ィ エスの 

靈を 接け て 復活 は 之 を 自然の 結 5^ と 見る ことが 出来る、 人 は 自分で 復活す る こと は 出来ない、 神 は 又 

人に 自分で 復活す るの 能力 を 賜 はない、 然れ ども 

みづか いのち 

夫れ 父 は 自ら 生命 を 有ち 給 へ り、 其 如く 子に も 賜 ひ て自 から 生命 を 有た せ 給 へ り 

と ありて (同 五 章サ六 節)、 キリ スト は自 から 生命 を if ち 給 ふ、 卽 ち役活 する の 能力 を 御自身に 具備へ 給 

fl 活と其 状態  £ 七 一 


復活と 來 とに^す る^ 究  s: 七 二 

ふ、 而 して 御 0 身の 欲む 所に is^ りて 其處に 復活 を 行 ひ 給 ふ、 キリストの 在 さ る 所に 说活 はない、 然 

れ ども 彼の 在し 給 ふ 所に 死 は 終に 生に 勝つ こと は 出来ない、 キリス 卜內 在の 特權 に與 りて 信者 は 彼と 

に (仪活 せざるを得ないの である。 

而て以上の攀實を明白に言表はしたのが羅馬書八^！単十、 十 一 節に 於け る 使徒 バウ 口 の 言で ある。 

仆 右し キリスト 汝 等に 在 さば (汝 等の) 身體は (性來 の) S 非に 緣 りて 死す、 (然れ ども 汝 等の) 靈， 

魂 は (彼の) 義に緣 りて 生きん、 而 して 若し ィ H スを 死より 輕 らし、 者の 靈汝 等に 住まば キリス 

トを 死より 甦らし、^ は、 其汝 等に む 所の 靈を 以て 汝 等が 死べき 身 體をも 活かすべし。 

ィ ェ ス の{:5り給ふ；：：^^と雖も其肉體は性來の？§の故に死する者でぁる、 然れ ども、 ィ H スは 信者に 

^^り給ふに方て其靈魂に{¥り給ふが故に靈魂はィヱ スの篛 の 故に 生く、 自己の の 故に 肉體は 死し、 

イエ スの義 の 故に 靈魂は 生く、 信者に 在りて は 復活 は 彼の 靈魂を 以て 初 まるので ある、 然れ ども 信者. 

の 一 议活は 彼の 靈魂を 以て^ まる 者で はない、 ィ H スの靈 の 宿る 所と なりて 復活 は靈 魂より 更ら に肉體 

に 及ぶ ので ある、 人は靈 魂の みで はない、 又肉體 のみで はない、 靈 魂と 肉體と である、 靈肉は 彼の 實 

在の 兩 方面で ある、 故に 靈 魂に 初 まりし 復活 は肉體 にまで 及ばざる を 得ない の である、 之 を ra^ 實に譬 

へて •；「£ はん 乎、 靈魂は 其 核心であって、 肉體 はお 殼、 果肉、 其 他の 部分で ある、 而 して 生命 一 たび 

心に 臨んで 終に 51<實 全體 にまで 及ばざる を 得すと 一一 一一：： ふと じで ある、 パゥロ の  一一 H に 依れば 信者 は 現世. 

に 於て 「fli の 質」 を 神より 賜 はるので ある S3 林 多 後書 一章 廿ニ 節， 同 五 章 五節)、 靈とは 勿論まで 靈 であつ 

こ と a  て つけ きん  しょうこ 5 ん 

て キリス 卜の il^ 卽ち 生命の 靈 である、 「質」 と は 商業 上の 言 辭 であって、 手 附金叉 は證據 金の 意で あ 

る、 


彼 (祌) また 我等に 印し、 質と して 靈を 我等の 心に 賜へ り 

と ある は 生命 の 靈 の 一 部 を 賜 ひ て 信者 をし て 今 現世に 在りて 旣に 前以 て 役活 永生 を 味 はしめ 給 ふとり 

事で ある、 者の 場合に 於て はィ H スの 場合と 異なり、 復活 は 死して 後 直に 行 はる、 事で はない、 後 

いかん 未だ 露れ ずで ある、 信者に 在て は 復活 は 現 の 終末に 行 はる、 事で ある、 然れ ども 彼 は 十と 雖 

も 旣にー 3^ 活の 能力 を實 験す るので ある、 今 は 靈の質 を 賜 はりし に 止て、 其 全額 を 賜 はるに 至らす と雖 

も、 旣に 受取りし 證據金 に 由て 全額 拂渡 を證 明せ ら れ 、 • 又 證據金 の 品質に 由て 彼が 最後に 受取る ベ き 

t  ,、 い 二  vv^.-s  i ちの .<<  め 

義の 生涯の 報 賞の 寶 金なら ぬ 純金の 正貨なる こと を 知る の で ある、 斯くて 信者が 復活 を 待 むは 、 目 

的な き根據 なき 者 を 望む ので はない、 旣に キリストの 靈を 接け、 彼の 心の 深き 所に 復活の 能力 を實驗 

する が 故に、 其 終に 彼の 死すべき 肉 體をも 活かす に 至るべき を 望み 且つ 信す るので ある、 信者 は 信仰 

を 以て イエス を 己が 靈に迎 へて、 イエス は 信者に 在りて 己が 肉體を もて 復活し 給 ひしが 如くに、 又 彼 

(信者) の 肉體を もて 復活し 給 ふので ある、 曾て は 同じく 罪の 子な りし 信者が， 活す るので はない、 

彼 は 罪に 緣 りて 死ぬ るので ある、 然り、 信者が 復活す るので はない、 彼の 衷に 住み 給 ふ イエスが 復活 

し 給 ふので ある、 彼 は 義に緣 りて 生き 給 ふので ある、 而 して ィ H スは 信者の 衷に 在りて 復活し 耠 ふて 

信者と 共に 復活し 給 ふので ある、 1：3 者はィ H スの 復活の 同伴に 與 かるので ある、 彼と 偕に 擧 げらる、 

ので ある、 我れ 生 くれば 汝等も 生く べしと 彼が 言 ひ 給 ひし は此 事で ある (約 翰傳 十四 章 十九 節) 斯くて 信. 

者の 復活に 敢て 不思議なる 所 はたい ので ある、 イエ スの 復活が 當然 であり、 自然で あるが 如くに 信者 

の 復活 も 亦當然 であり 又自 然 であるので あ る 。 

復活と 其 吠 藍  E 七 一 一！ 


g: 活と夾 とに^ ^お  Etra 

復活の 狀 態 

设 おは あると して、 ィ H ス キリスト は 復活し 給 ひしと して、 信^ は 彼と 共に 復活 するとして、 其 (伐 

活體 なる 物 は 如：^ なる 物で ある 乎、 醫風 A 者が 之 を 解剖した^ はない、 組織 學 者が 之 を顯微 鏡の ドに見 

た 例 はない、 新約聖書が 記す 所の ィ H スの (仪 活體 なる 者 は 天然 界に る ことの 出來 ない 者で はない 乎、 

而 して 斯 かる 物が あると 言 ひて 信^ は 夢 を 語る ので はない 乎。 

或 ひは然 らん、 然れ ども 放て？ 1: ふ、 人類 は旣に 天然 を 知り 悉 した 乎、 人類が 天然に 就て 知る 所 は 唯 

其 僅少ば かりで はない 乎、 醫師が 知る 疾 一;^ の 稷類は 多くして 其據 法の 確實に 知られた る 者何ぞ Si き や、 

生现舉 上の 問題に して 解決され たる 者 幾許 あり や、 筋肉 緊縮の 原因 すら 未だ 不明の |sH 莨に 屬 する にあ 

らす や、 人は學 術の 進歩 を：： にす る なれ ども、 其 進歩た る實は 僅かに 天然の 表皮 を 後き しに 4- まるに 

あらす や、 人類の 生活 狀態 をー變 せし と 云 ふ 蒸 氣電氣 の 發見は 僅々 過去 一 百年 問の 發 見に あらす や、 

X 光線の 發見、 ラヂュ ムの發 見 は 孰れも^ 界を 震駭せ しめしに 非す や、 字宙の H ネル ギ ー は 旣に悉 

く發 見され たりと 思 ふや、 元素 は旣に 悉く 化 風， f の 精^ を. 受けし と 思 ふや、 太陽の 光 面に 瓦斯 體に てが 

在す ると 云 ふ 元素 ヘリ ュ ムは 亦， 何 かの 狀態 にて 地上に も： 在せ ざる 乎、 而 して 若し 瓦斯 體の 元素 あり 

と 云 ふなら ば 更らに 稀薄なる 依 的；： 几體の 元素な しと も 朱だ斷 言す る 能 はざる に 非す や、 言 ふ を 休めよ、. 

人類 は 大然を 知悉せ りと、 明 U 义如 M なる 新 元素の 發見 ありて、 吾人の 宇宙 觀を ー變 する 耶， 未だ 知 

るべ からざる 

縱し义 新 元素の 發 見なしと する も， 動力の 適用 如何に 由り ては舊 元素 も 亦 新形 態 を 取りて 新 物體と 


して 現 はる k にあら す や、 軍： き粗雜 なる 綿 絲と雖 も 製法 如何に 由り て は輕き 精巧なる 纖羅 となりて 天 

使の 夂を 織る にあら す や、 粘土より 酸素 を 去りた る 者が 銀に 似て 銀よりも 輕き アルミ 一一 ュムに 非す や， 

變質は 物體の 一 特質で ある、 元素 元素に 非す、 元素 は 同 一 物の 變體 である、 銅 は 余に 化し、 鉛 は 銀に 

化し、 路傍の 砂碟 すら ラ、、 チ ュ ム に 化する の 時 至らん と は 新 化學の i? ふる 所で ある。 

事實如 斯 し で あ れ ば 新約聖書 の i? ふる 肉體の 復活 は 今より 全 然 之 を 否定す る こと は 出來 ない、 人 

がん ，= おする 肉體 のみが 靈魂を 宿す に 足る の 唯一 の機關 であると 言 ふこと は 出来ない、 血肉 は 神の 國 

を？ i ぐ こと 能 はすと 云 ふ は、 祌の國 に 人り て 其 市民た るの 特權 に與 かる^ は 血肉 以外の 更らに 巧妙な 

る 身體を 具へ たる 者なら ざるべ からすとの 意で は あるまい 乎、 パゥ II の 言へ るが 如く、 ルの肉 同じ 肉 

に 非す、 人の 肉 あり，、 獸の肉 あり、 鳥の 肉 あり、 魚の 肉 あり、 然 らば 其 他に 更らに 天使の 肉 あり、 靈 

體を 構成す る 救 はれし 信者の 肉 ありと 言 ふ を 得ざる 乎、 神の 能 は 吾人の 肉眼に 觸る K 所の 造化 を 以て 

盡 きたりと 一一 一一 C ふ 事は屮 Z 来ない、 彼が 或 ひ は 吾人が 今日 尙ほ 知らざる 所の 元素 を 以て、 或 ひ は 今 尙ほ人 

に 知られざる 所の 動力 を 以て、 此肉體 より 更らに 精巧なる 身體を 以て ィ H スに 由て 贖 はれし 信者の III 

魂 を 装 ひ 給 ふと は 信じ 難い 事で はない。 


Igl.S と 其 Ks!  E: 七 K 


S! 活と米 世と に g! すろ K 究  w 七 六 


如何にして 復活す る 乎 

共 ヒ督者 は (仪活 する 者で ある、 彼が ^し &活す る 者で な いならば、 彼 は 衆 の 人 の 中に て 最も 憐 むべ き 

者で ある、 『飲めよ 食へ よ、 我等 明日 死ぬ ベければ 也』 である (哥前 十五 章 十九 節 • 三十 二 節：)。 

然し 甚督者 は 如何にして 復活す るので あろう 乎、 彼 は キリストが 復活し 給 ひしゃう に 復活す るので 

あろう 乎、 卽 ち キリ ストが 其 身 其 儘に て 墓より 上がり 給 ひしゃう に、 信者 も 墓より 屮 I 來 るので あろう 

乎、 信^|<;の復活はキリ ストの それに 傚 ふと は §4 書の 示す 所で ある やうに 思 はれる、 

^し 我等 彼 (キリスト) の 死の 狀に 等しからば 亦 彼の 復活に も 等し かるべし (羅馬 甞六章 五節 )o 

今 キリスト 死より 趣り て寢 りたる 者の 復活の 首と なれ り C 哥林多 前書 十五 章サ 節)。 

叉 (神 は) ィ H ス キリストに 在る 我等 を 彼と 偕に (等しく) 甦らせ、 共に 天の 處に 坐せ しめ 給へ 

り (w^ 所 書 二 章 六 節) Q 

卽ち 主が 號 令と 天使の 長の 聲と 神の 菰を 以て 自ら 天より 降り 給 はん 其 時に、 キリ ストに 在りて 死し 信 

者 は 彼 (キリスト) が g| り 給 ひしが 如くに 睡 りて 携 へられて 空屮に 於て 主に 遇 ひまつり、 斯くてい つ 

まで も" 大の處 に 於て 主と 偕に 居らん と は 信者 一 般の 信す る 所で ある やうに 思 はれる (帖 撒羅 尼.^ 前 

四 章 ナ 二 節 以下 參考 )。 


然し 乍ら 是れ して 聖書の 敎 ゆる 所であろう 乎、 叉 若し キリストの 復活が； 一:s 者す ベての 復活の 標式 

まい さ 5 さ 4*  ...  y 

であるな らば、 キリストと 埋葬の 狀を 異にした る 者の 復活 は 如何になる のであろう 乎、 死して 第三 曰 

ならす して 三年、 三十 年、 三百 年 を 經て其 肉 は 再び 土に 化せし 者 は 如 3： になる のであろう 乎、 海に 沈 

ガ み  ぶんか，.. 

みて 魚腹に 葬られし 者 は 如何になる のであろう 乎、 或 ひ は 火 一群 せられて 其の 肉體は 灰と 瓦斯と に 分解 

せし 者 は 如何に 成る のであろう 乎、 勿論 神に 在りて は 爲し能 はざる 所な きが 故に、 一た び散亂 せし 分 

子と 雖も W び 之 を 染めて 素の 體を 造り 得ない 理由 はない. 

我が 民の 屍 は 起きん、 塵に 臥す 者よ、 覺て歌 ふべ し. …… 地 は 亡き 靈を 出さん 

と あれば、 すべての 死者 を 奇跡的に 復 生らす こと は 神に 於て 不可能 い^ではな い (W. 赛亞書 廿六章 十九 

節)。 

然し 乍ら 問題 は斯 かる 奇蹟 を 行 ふの 必要 あり 耶否耶 の それで ある、 神 は 止む を 得ざる 場合に あら ざ 

れば奇 贖 を 行 ひ 給 はない、 天然 は 神が 事 を 行し 給 ふ 通常の 途 である、 而 して 神 は 成るべく 奇蹟 を 避け 

ことがら 

て 天然に 循ひ給 ふので ある、 殊に 信者の 復活の 如き 一般的の 事柄に 於て 彼が 一 々奇踵 を 行 ひ 給 ふと は 

信す るに 甚だ 難く ある、 我等 は 生の 法則 を 知る、 而 して 復活 は 生の 增 進に 他なら ざれば、 其の、 生の 

法則に 循 ふて 行 はるべき ものである は 言 はすして 明かで ある。 

*  ホ 

ooooooo®®®ooooooooo  ®e®®0®©®@©©®©®©3© 

信者 はィ ヱ スに傚 ふて 復活す るので はない、 ィ ヱ スに 在りて 旣に 復活した ので ある、 信者の 復活 は 

未来の 事で はない、 過去の 事で ある、 神はィ H スを輕 らして すべて 彼 を 信す る 者 を 甦らし 給 ふたので 

ある、 是れ i め 書の 明白に 示す 所であって、 叉 天然の 法则の 要求す る 所で ある。 
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イエス は 我等が 罪の ために (敞 に) 附 され 又 我等が 義 とせられ しがた めに (邦譯 の 『爲ら れんがた 

め』 に 非す) 甦らされたリとぁる(羅ぉ^^:四.け十廿..^-節：)、 ィ H ス にれりて；^^！^は旣に義とせられ、 其報赏 

として 彼 (ィ ヱス) に 在りて 彼等 は旣 に娃ら された ので ある。 

始の人 アダム は 生命 ぁケ 魂と なリ、 終の アダム は 生命 を予 ふる 靈 となれ り と あ る (哥林 多 前書 十 五 章 

四十 五節)、 魂 (psyche) は 肉體の 精であって 靈 (P11211-m) は 靈體卽 ち 復活 體の 1^ で ある、 アダム を 

以て 肉體が 始まりし やうに キリス トを以 て 靈體が 始まった ので ある、 キリ ス トを以 て 新人 類 を 創造ら 

れ たので ある。 

主は卽 ちかの 霊な りと ある (哥林 タノ 後 菁三章 十七 節)、 主 キリ スト は 特^の 靈 である、 『人の 衷 には靈 

魂の ある あり』 と 云 ふその 靈 ではない、 新生 命の 根源なる 其靈 である、 靈體の 精た る其靈 である、 it 

の 種 其衷に 在りと ある 新生 命の 胚珠で ある (約 翰 第 一 書 三 章 九 節 y 此 種が 人の 衷に 宿て 玆に靈 體の發 育 

が 始まり、 終に，： 仪活 昇天の 道程 を經て 永生 狀 態に 人る ので ある、 主が 我 は 復活な り 生命 (永生) なり 

と 一 K ひ 給 ひし は 此事を 一一 =11 ひ 給 ふたので ある (約 榦傳 十一 章廿 五節)、 信者の 復活 はィ H スを 離れて あるの 

ではない、 復活 はィ H スに 於て 在る のであって、 彼に 於ての み 在る ので ある、 復活 はィ H スの 驀 性で 

ある、 彼に 限りての み 在る こと e ある。 

バウ。 の 所？ S 霊の 1^ と は 信者の 復活 體の 元始であって 其 核心と も稱 すべき 者で ある、 信者 は 之を受 

けて 旣 に，； 仪活體 の 元 質 を 受けた ので ある、 『靈の 質』 の 成長 發達 したる 者、 それが 役活體 である、 设 

活體は 死後に 於て 奇接 的に 上より 被せら る 、者で はない、 その 元 質 は 信者が 信仰 狀 態に 人り し 其 時に 

旣に與 へられし 者であって、 死後に 其宪 成に 達する 者で ある、 斯 くして 信者の 復活 は 半ば 未来の 希 


に屬 し、 半ば 旣 成の 事 實 である、 信者 は旣に 復活の 元 質 を提る 者に して 同時に 叉 主と 共に 其榮 光を以 

て顯 はれん こと を俟っ 者で ある、 復活 は X 布 望で あると いひて 現世に 其 根據を 置かざる もので はない、 

信者 は 其の 肉體に 於て 旣に 復活 體の 種子と 其 核心と を 有つ 者で ある、 彼 は 今旣に 復活され つ、 ある 者 

である、 而 して 死後に 於け る 復活の 完成 を俟っ 者で ある。 。ハウ CL  口く 『旣 に汝等 キリス 卜と 階に 甦り 

たれば 天 に 在る もの を 求むべし .... 地に 在る もの を 念 ふ 勿れ …… 我等の 生命なる キリ ストの 顯 はれん 

時 我等 も 之と 偕に 榮 光の 屮に顯 はる k 也』 と 羅 IS 甞三章 一— 四 節)。 


三分 性と 復活 

羅馬 書八耷 十、 十 一 節、 W 立 比 書 三 章 十、 十 一 節の 研究 

人 は 三分 性であって. 靈、 心、 體 より 成る と は 前囘に 述べた る 所で ある (一一 六 ー頁參 照— 編者〕。 勿論 

地殼に 於て 見る が 如くに 三 性 は 劃然たる 三歷を 成して 居る ので はない。 然れ ども 人の 生，、 叩に 以上の 三 

性の ある 事 は 明かで ある。 如何なる 關係 にて 三 性が 結合して 一 個人 を 爲す乎 は 心现學 上の 秘密で あつ 

て、 3:人も其奥義を閱明する1^^-は^,1來なぃ。 此 事に 關 しても 我等 は 秘密 は？ i 密 として 存 して、 事實は 

事實と して 之 を 受取る ベ きで ある。 

兹に 三分 性を說 明す るに 恰好なる 事實が ある。 それ は^. 附の 事實 である。 酒 は 毒で あり、 醉酒は Isl 

一一 一分 性と 抱活  E 七 九 
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惡 であるが、 人の 三分^ を說 明す る ものにして 醉 酒の 現象の 如く 明かなる はない。 洒精 は寫眞 術に 於 

ける 顯像劑 の 如き ものであって、 之に 由て 隠れし 象が 明確に 顯 はれる ので ある。 人が 酒に 醉 うて 生す 

る 第一 の 結 菜 は 彼の 自制心の 麻痺で ある。 卽ち微：！^ながらも彼に殘^^する靈性の動作休止でぁる。 酩 

酊に 依り 醉酒者 は 靈性卽 ち 良心の 制裁より 免 かる k を 得、 ：it? に サイケ ー 卽ち 自己の 自由 を 得て、 言 ひ 

盡 されぬ 快感 を覺 ゆるので ある。 而 して 更に 酷 酎の 度 を 進 むれば サイケ ー 其 物が 麻痺して、 理性 を 初 

めと して、 感情 其 他の 心的 動作が 中 4- する に 至る。 此時彼 は視て 見えす、 聽 いて 聞え す、 彼の 言語 は 

前後の 聯絡 を 絶ちて、 眾に斷 片的發 昔た るに 至る。 斯くて 第一 に靈性 死し、 第二に 心性 死し、 淺るは 

^のみで ある。 所謂 泥醉 は：；：， 一 である。 泥醉者 は靈性 心性の 二 性 を 失って 體卽ち 肉 性 をのみ 留 むる 者で 

ある。 酩酊 M に 度 を 進めん 乎、 醉酒者 は 其 肉 體をも 麻痺され て 終に 生命 を 失 ふに 至る であらう。 然れ 

ども 幸に して 彼の 心性の 動作 休止の 結 栗と して、 其 手 も脊も 動かすな り、 飮 まんと 欲して 飮む能 は ざ 

るに 至る。 若し 試に 人 ありて、 彼の 飲 欲 を 助け、 彼の 口に ：-;i ぐに 更に 酒精 を 以てせん 乎、 醉酒者 は 緩 

接と して 醉死 を遂 ぐるで あらう との 事で ある。 

如斯 くにして 酒精の 人に 及ぼす 動作に 聖靈の それに 似た る 所が ある。 卽ち 靈に始 つて 體に 終る 其 動 

作の 順序に 至って は 二者 は 同一 である。 徂し 聖靈は 人を活 すに 對 して 酒精 は 之 を 殺す の 根本的 相違の 

ある は 云 ふまで もない。 故に バウ！ 1 は 曰うた ので ある 「酒に 醉 ふこと 勿れ、 之 をな す は 放蕩な り、 宜 

しく 聖靈 に滿 さるべし」 と 「ェ ベ ソ書五 章 十八 節 )0 酒に 醉 ふと 聖 靈に滿 たさる &と 外面 的に 似た る 所が 

ある。 ほれ ども 一 S は 人 を 死より 死に 至らし め、 聖靈は 生より 生に 至らし む。 然れ ども 生死、 何れも 

に 始まり、 心に 及び、 體に 終る、 其 順序に 至て は 二者 同一 である。 而 して &ゃ 靈に滿 たさる、 場合の 甚 


だ s!^ れ なる に對 して、 酒に 醉 ふの 場合 は 最も 普通で ある。 我等 は 同胞の 間に 毎日 毎夜 行 はる \ 醉酒酩 

^の 現象に 於て、 人 は 三分 性な りとの 聖書の 見方の 誤らざる を 知る ので ある。 

さて 死 は 肉體の 死で ある。 そして 人の 場合に 於て、 死 は S§ の 結 ra^ である。 卽 ち 彼が 靈に 於て 神より 

離れし 結 菜 である。 r 體は 扉に 緣 つて 死し」 とは此 ことで ある。 然し 乍ら 體の 死は必 しも 靈の死 を 意 

味し ない。 醉 酒の 場合に 於て 靈は 死す る も體は 生きて 居る が 如くに、 體は 死す る も靈は 生きて il5 る 場 

合な きに 非す である。 卽ち人 は 死す る も 生く る 部分的に 死し 叉 生く る 事が 出來 るので あって、 此は 

彼 を 救 はんため の 神の 智き棑 列で ある 事が 判る。 そして 基督 者の 場合に 於て は體は 罪の 結果と して 死 

に 定められ しも、 靈は キリストの 義に緣 りて 生く るに 至った ので ある。 卽ちィ H スを 甦らし、^ の 靈- 

卽ち 変靈が 彼に 住む に 至りし が 故に、 キリスト を 死より 甦らし.^ 者 は、 その 彼 (信者) に 住む 所の 靈 

を 以て 彼の 死すべき 肉 體をも 生かす べしと 云 ふので ある。 事 は 至て 明白で ある。 神の 生命が 聖靈 とし 

て 人の 靈に 宿れば、 其 結果と して 靈が 復活す る而已 ならす、 心も復 生し、 終に 體も 復活す るに 至る と 

云 ふので ある。 卽ち 人の 死が 靈に始 つて 體に 終りし が 如くに、 生 も 亦 靈に始 つて 體に 終る と 云 ふので 

ある。 而 して 生命 を 穀粒に 譬 ふるならば、 靈は 核であって、 心は內 a、 體は 外皮に 當 るが 故に、 新 

生命の 核に 加 はりし 以上 は、 外皮 も 亦縱へ 一度 は瘦る も- g び 復興す ると 云 ふので ある。 まことに 明 {n 

なる 見方であって、 之に 何の 不思議 も 迷信 もない ので ある。 問題 は 單に靈 的 生命の 有無 强 弱の それで 

ある。 人の 靈に强 き 生命が 宿りて 彼の 全體が 復興 せざるを得ない。 肉體の 復活 は靈の 復活の 必然の 結 

菜であって、 肉體の 復活 を 持 来さざる 靈の 復活 は 微弱に して 取る に 足らざる 者な りと 云 はざる を 5^ な 

ゝ 0 
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故に^ 書 は 肉體の 復活 を i ゆに 物的 現象と して 化すして、 近德的 行爲卽 ち- til 的 生命の 動作の 一 面と し 

て 2- るので ある。 ィ H スに靈 的 生命が 充溢れ て ^5 た、 故に 彼 は 肉體に 於ても 死すべからざる 者で あつ 

た。 「神 は 其の (ィ ヱス の) 苦しみ を釋 きて 之 を il らせ 給へ り、 そ は 彼 は 死に 繁れ 在るべき 者に あら 

ざれば 也」 とべ テ 口が ユダヤ人に ilc げし は此； i?- である (行 係 二 章サ四 節)。 「祌は 之に 靈を賜 ひて 限 量な 

ければ 3」 と ありて、 ィ H スは無 K に 聖靈を 其靈に 宿し 給 ひしが 故に 肉 體の死 は 彼に 取りて は 不可能 

であった ので ある C ョ ハ ネ傳三 章 三 四 節〕。 そして 事 はた イエ ス 一 人に 限らない、 すべ て 彼 を 信す る 者 

は 1M 一  の 經驗を 共 身に 於て 繰 返す ので ある。 ィ H スに 託り て 祌の靈 を 其靈に 受けて、 信者 はィ H スの 

如くに il ら さる k ので ある。 彼の 靈の 復活 は 肉の 復活に 終る ので ある。 ：！：^ 者が 復活 を 希望す る は 「死 

にたくない」 と 云 ふ 低き 生活 愁に 駆られて 爲 るので はない、 肉體を 復活せ しむる に 足る 強烈なる 靈的 

生命を權んと欲する聖き高き耍求ょり此希&^！を懷くのでぁる。 ピリ ピ書 三萃 十、 十一 節に 表 はれた る 

バウ a の 设活の 希筌の 如き、 明かに 此 精神より 出た る ものである、 臼く 

又 彼 (ィ エス) と 其 復活の ぎ 力 を 知り、 その 死の 狀に循 ひて 彼の 苦しみに 與り、 鬼に も 角に も 死 

たる 者の 趣る こと を 得ん が爲 なり。 

と。 ィ H スに 働きし 能力 は 復活の 能力で ある。 之 を 知り 卽ち赏 験す るが 信者の 生涯で ある。 之に 信者 

特有の 苦難が 伴 ふ、 然れ ども 其 終極 は 死者の 復活で ある。 願ふ斯 かる 生命の 恩賜に 與 からん こと をと 

云 ふの が パゥロ の此 祈願の 意味で あると 思 ふ。 

如斯 くにして 肉體の 復活 は敎理 ではない、 赏験 である。 此は 近理を 無； g して、 敎會が 課する 信仰 茵 

條 として 奉戴すべき もので ない。 信者の 曰々 の 生 に 於て 資驗 する 事實の 上に 築かれた る確實 なる 希 


望で ある。 信^ は 3 に 日に ィ H ス の 復活の 能力 を實驗 しつ 、ある。 彼が 徐々 と 自己に 死つ ある 時に、 

彼が 幾分な りと 其 身に 於て 神に 肖た る^とな りつ、 ある 時に、 殊に 彼が ィ H スの聖 名の 故に 苦しみつ 

つ ある 時に、 彼 をして 終に 肉體の 復活に 至らし むる 祌の 生命が 彼の 衷に 働きつ k あるので ある。 「兎 

にも 角に も」 である。 M は 兎 も あれ、 自分 も 亦 死者の 復活の 恩 惠に與 らんこと を 祈 求 ひ 且つ 努力る の 

OO00O000OO000  C-  00000000  OO00OO000O0OOO 

である。 生命の 中心に 神の 靈を 受けて 體をも 含む 生命 全部の 復活 を 得ん と 欲す るので ある。 

〇 今日は 今年の 復活 日であって、 全世界の 基督 信者が 主ィ H ス キリストが アリマ テアの ヨセフの 墓 

より 趣り 袷 ひし 日を紀 念す る 日で ある。 我等 は 此日ィ H スが 聖書に 記す が 如くに 死より 甦り 給 ひし 

た とへ -xi たし 

事 を 信じて 疑 はない、。 我等に 取り ィ H スの 復活 は 或る 原理 を說 明す る爲 の譬談 ではない。 此は實 に 

ャ こ し  さ しじ さ 

在った 事で あつ て歷 史的 事實で あ る 。 我等 は 聖書 の此 中心 的 事 實に就 て 些 少 たりと も 疑 を 挾む 者で 

はない。 然し 乍ら 單に 昔し 在った 事と しての み 之 を 信す るので はない、 今 猶ほ行 はる.^ 事と して 之 

を 受取る ので ある。 復活 は 信仰 茵條 ではない、 生命の 基礎で ある。 復活 は主ィ H スに 取りて は 過去 

の 事で あり、 我等 信者に 取りて は 未来の 事で あると 同時に 叉、 現在 我等が 實驗 する ことの 出来る 能 

力で ある。 そして 我等 何人 か此 能力 を 要求せ ざらん や。 我等 は^な 想と 罪と に 死せ る 者、 故に 心 暗 

く、 體 重く、 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 ふ 能 はす、 反って 願 はざる 所の 惡は之 を 行 ふ。 喧 我れ 困苦る 人な 

る 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や。 C だれ 我等の 主 ィヱス キリストな るが 故に 神に 感謝す 

!> マ書七章ニ十節、：^下〕0 復活せ るィ H スは其 復活 生命 (I{iuTecticn-Life) を 我等の 靈に 注いで 我 

等 を 活かし 給 ふ。 之に 接して、 我等 は靈に 於て 甦る のみなら す、 思想 は 明晰に なり、 感情 は 鋭敏に 

1 二分 性.， J 活  四八 一二 
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おもく  -ソ つに  - 

なり- す 能まで も 著る しく 上逹 する を^ ゆ。 而 して m, 苦る しき 肉體 までが 愛の 器と 化して 輕く なり" 

生ん t は i 古 痛なら すして、 快樂 なる に 至る。 復活の 敎现を 解した 丈け では 足りない、 其 能力 を 知り 卽 

ち赏驗 せねば ならぬ。 然ら ざれば 聖書の 研究 は 徒らに 知識 を增 し、 之を樂 しみ 誇る に 止まる。 復活 

n はィ H ス の 復活 を紀 念す ると 同時に 我等の 復活 を 祈るべき 日で ある。 

〇 今や 人 は 能率の 上らざる を悲 む。 能率 を增 すの 途は穩 々あるべし、 然れ ども 其 最も 有效 なる 者 は 

肉に 死して 靈に 生く るに 在る。 眞の 宗敎は 生命 を 絶つ の途に 非す、 益々 之 を 旺盛なら しむる 途 であ 

る。 「肉の事を念ふは死なり靈の^？-を念ふは生なり平安なり」。 個人 も國 〔象 も社會 も 肉の 事 を 念 ひ 

て 肉に 於て 死し、 靈の事 を 念 ひて 亦 肉に 於ても 生きる。 是は 人類の 歴史が 設 明して 誤らざる 所で あ 

る。 國 家の 繁榮を 物 资の增 加に 於ての み 求む る 程、 誤りた る國 家政 策 はない。 物理 學者は 曰 ふ、 地 

の 富は大 なりと 雖も 空中の 富 は 更に 大 なり、 未来の 富 は 地 を 距る數 十哩、 空氣上 1^ の內に 在るべし 

と。 而 して 之と 相對 して 聖書 は敎 へて 曰 ふ、 體 カは大 なり、 智力に 驚くべき 者 あり、 然れ ども 靈カ 

は 1^11 人 想像の 上に ありと。 人 は 靈に活 きて 祌と述 なり、 神の 力 を 己が 力と なす 事が 出来る。 人力の 

可能性 は 無限で ある。 然れ ども 夫れ は靈の 復活 を 待た すして 逹 する 事 は 出来ない。 復活 は 最大の 奇 

li? であるが、 神の靈に充溢れたる人に起る^_-と見て、 之に 少しも 不思議 はない。 我等 今日 切に 祈り 

求むべき はィ H スの 役活の 能力で ある。 之 を 以て 自己に 勝ち、 世に 勝ち、 死に 勝つ 事が 出来る。 願 

ふ此 講堂が 此 能力の 充 つる 所と なり、 此 M 體が此 能力の 動かす 所と ならん 事 を。 ィ H スと其 復活の 

能力 を赏驗 し、 何 は 鬼 も あれ、 死た る 者の る こと を 得ん こと を。 

我が 靈魂は 塵に つきぬ、 雨の 一一 E に從 ひて 我 を 活かし 給へ (詩篇 1=1： 十九 篇廿 五節) (大正 十三 年 四月 二 _ 


十日) 


H マオの 出来事 

復活の 證明 - 

路加 傳第廿 四章自 十三 節至卅 五節 

新約聖書の 記事に 由れば ィ H スが 復活 體を 以て 弟子 等に 現 はれ 給 ひし 事前後 十二 囘 であった、 其屮 

三 囘は四 福音書の 記事に 關係 なきもの である、 ちダ マスコ への 途上に 於け る. ハウ 口と、 石に て擊た 

れし 時の ステ パノ と、 パト モス 島に 於け る 使徒 ヨハネとの 實 験が 其れで ある、 其 他の 九囘は 悉く 四 福 

をん な. U ち 

音 書の 記す 處に 係る ので ある、 卽 ち；： 取 初に マグ ダラの マリア 等の 婦 達に 現 はれ、 次に シ モンべ テロ、 

次に H マオに 至る 途 すがら 二人の 弟子に、 次に 弟子 等の 集まれる 處に現 はれ 給うた、 之れ i_ ね 一週の 初 

の 一 日に 於け る出來 事であった、 次に 义 一 週日の 後曩に 偶々 不在な りし 爲め 主の 出現 を 疑 ひたる ト マ 

スに現 はれ、 次に 程經て ガリ ラャに 下り 湖畔に 於て ぺ テロ 等に、 又 山上に 於て 十一の 弟子 等に、 次に 

兄弟 ャ コブに 現 はれ (哥林 多 前書 十五 章 七 節 〕 最後に 彼等 を 導きて ベタ 一一 ャに 至り 手 を 舉げて 祝す ると 共 

に 彼等 を 離れて 昇天し 給うた、 以上はgI,ーi昔書の記i^^fを：；^合しての顺序でぁる、 而して其^^铲が獨特 

の 意義と 價 値と を 有する 貴き 事實 である、 就中 其 光景 を 最も 明瞭に 描寫 したる 者が 路加 傅第廿 w 章に 

エマ. ォの 出来事  BI 八：. P- 
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於け る H マオの 出來 事の 記事で ある。 

(仪活 して 信じ 得べき 乎、 之れ 昔よりの 古き 問題で ある、 而 して 終に 之 を 信す る 能 はざる 者が 多い 

ので ある、 カイ ムの 基督 傅の 如き も此 一事の みは 之 を 信す る 能 はすと 稱 して 居る、 殊に 近 I 敎 育を受 

けたる者にして復活を聖書の記事通りに信する^！^は甚だ稀でぁる。 

然し 乍ら 先に も  一 一一 一一 ：！ せし 如く 我等 は先づ 路加 傅の 記事の 歷ぉ的 Iwig に 注意し なければ ならない、 c« 

ら醫^ にして 枓學 者た る ルカが 「我 も 初より 凡ての 事 を 詳細に 考究， たれば 次第 を爲し て汝に 書き送り 

汝が敎 へられし 慮の 確 赏を隨 らせんと 欲へ り」 と 絡 言して 筆 を 執った ので ある、 此 序文の 直下に 來り 

しィ H スの 奇践的 出生の 記事 は 之 を 荒 無稽の 語と して 斥くべき ではない、 復活の 記事に 就ても 亦！ 1： 

様で ある、 じ 序文 を 亦 此處に 附し て 讀む ベ きで ある。 

然し 乍ら 更に 有力なる 證明者 は實に 記事 其 ものである、 他の 記事 はい ざ 知らす、 H マオの 出来事の 

記事 に 至て は 之 を 前後より 截斷し 叉 は 復活 に關 する 凡ての 疑問の 前に 嚼すも 其 叙述 の 餘り に事實 らし 

きを 如何と もす る 事が 出来ない、 時はィ H ス の 十字架に 釘ら れ しょり 三日 目で ある、 弟子 一 一人 H ルサ 

レムより 三里餘 なる H マオ 村 を 指して 歩みつ k あるので ある、 彼等の 話題 は 自然 此 一 事に 集中せ ざる 

を 得なかった、 然るに 途中より 一人の 旅人の 自ら 近づきて 一行に 加 はる あり、 彼が r 汝等步 みつ， -互 

に哀み 一語り 合 ふ 事 は何ぞ や」 と 問 ひしに 對し其 一 人の クレオ パと いふ^ 却て 之 を怪み 反問して 门 うた 

「汝は エルサレム の 旅人に して 獨り 此顷 有りし 事 を 知らざる 乎」 と、 而 して 語を續 けて ィ H ス の 人格 

と 其 死と 其 墓の {1^ 虚 なりし 事と を說 明した、 思 ふに 之 等 は エルサレム に 於け る當 時の 輿論で あつたの 

であらう、 然るに 旅人 は ni うた 「心の 鈍き 愚かなる 者よ、 汝等 預言^の 凡て 言 ひたる 事 を 信す る 能 は 


ざる 乎、 キリスト は 之 等の 難 を 受けて 其 榮尤に 入るべき 必要 あるに 非す や」 と、 而 して 彼 は 舊約聖 

書に 就て 註解 を 加へ キリ ストの 死と (仪活 との 必然なる 所以 を 論じた (如何に 偉大なる 註解で あったら 

う)、 やがて 目指す 村に 到着した るに 旅人 は往き 過ぎん とする 様子 なれば 彼等 勸 めて 家に らしめ た. 

然るに 彼れ 却て 自ら 主人の 席に 就き 感謝して。 ハ ンを攀 き 彼等に 與 へた、 此時 二人の 服 卒然として 開け 

共の 主で ある 事を識 つた、 然し 叉 忽ち 其 目に 兄え なくなった、 「彼等 互に 曰 ひける は途 間にて 我等と 

語り 且 聖書 を 解き 開ける 時 我等が 心 熱え しに 非す や」 と。 

よ 其 記事の 潑浏 として 生ハ S 躍動せ る を、 寸 毫も 粉飾の 痕を 止めす、 徹頭徹尾 SK; 率に して 自然で あ 

る、 實驗に 由る に 非す して か、 る活 文字 を^る 能 はざる は 著述 を 事と する^の 3： 人 も 熟知す る處 であ 

る、 記事の-2:容の眞偽は先づ記^^^もの^由て之を批判する事が出來る、 かの 經外 聖書 中に も 主の r 仅 

活の 記事 を揭 ぐと 雖も 其の 全く 架空の 想像に 過ぎざる 事 は 一 見して 明瞭で ある、 事實 の根據 なくして 

光景 を 描かん とす、 漠然 と し て 暗中 校 に 終る に 非 すん ば 徒らに 奇嬌に 失し 到底 實感を 誘 ふに 足りな 

い、 之に 反し 苟も 經爾 たる 實驗に 就て 語らん 乎、 無知 無識の 徒と 雖も 其首說 自ら 活潑澄 地の 趣 を備へ 

問く 者 をして 感動せ しめす んば已 まない、 H マオに 於る 復活の キリストの 出現に 關 する ルカの 筆の 如 

き は 聖書 中に 於ても ：1 取 も 生々 たる 描寫の 一 である、 或る 希 職人 嘗て < ^に 語って 曰く  r 哥林多 前書 第 十 

五 章の 復活 論 は 之 を 原語に 於て 讀む時 は 其の 讀^ に； 許 ふる 異常なる 力の み を 以てして 其の 眞玴 たる を 

證 明す るに 足る」 と、 路加 傅 第二 十 ra 章 十三 節— 卅ニ節 も 亦 同様で ある、 か，-る記_5^-は何等註解を俟 

つ を 要しない、 ー讀 以て 其 力 を 感知す る 事が 出来る、 故に人或は說をハ：^-して曰ふ 「二人の 弟子 中 記者 

の 其 名 を 明記せ ざる 一 人 は赏に ルカ 彼 自身で あらう」 と、 此推 {ル の 當否を 知らす と雖も 記事 北ハ ものに 

ェ マオの 出來！ e  W 八 七 
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S 叭： 赏を 證 明す るの 力 ある は 疑 ふ 事が 出來な い 。 

而 して 復活 は實に 基督 者 を 活かしむ るの 原動力で ある、 基督 者の 信仰 を 今 口 迄 維持せ しめたる もの 

殊に 其 生 氣を失 は ざら しめたる もの は キリスト 復活の 事實 であった、 キリスト 若し 復活し 給 はす、 從 

て 現在し 給 はざる に 於て は 信者 は 如何にして 其 信仰 を 維持し 得べき 乎、 キリス ト 若し 死した る 過去の 

敎師に 過ぎざる ならば 信者 は何處 より 其 生命の 供給 を受 くべき 乎、 キリス 卜の 復活 を 認めす して 信仰 

の 冷却 は 之 を 防ぐ 事が 出来ない、 之に 反して キリス ト 今生き て 現に 此處に 在り 給 ふと 信じて 初めて 信 

仰 は 燃 ゆるので ある、 「我 は 世の 終まで 常に 汝等 と共に 在るな り」 と 吿げ給 ふ 活ける 救 主に 仕へ て 初 

めて 力 ある 生活 を營み 得る ので ある、 或る人の 我が 前に 在す ある を 認め 「噫 我主ィ H ス キリ ストよ」 

と 呼びて 彼に 縫る 時に 人の 心 は 熱せざる を 得ない、 彼の 爲に責 任 を 食 はざる ベから すと 感 する 時に 人 

は 最も 嚴肅 とならざる を 得ない、 試に是 の 如き 信仰 を 有する 人の 眼の 輝き 若く は 其の 手の 握り 方に 注 

意せ よ、 其 特殊の 光と 力と は 彼が 決して 死者に 仕 ふる 者に 非ざる 事を證 明す るで あらう。 

獨 逸に 於け る 心理 學の 權威バ ゥ マ ン氏は 近！ 最も 興味 ある 觀察を 公に した、 曰く 「今 同の 大戰 は獨 

逸人 を驅 りて-一 イチ H より 新約聖書に 逐 ひやれ り」 と、 斑し 平常 無事の 日に 在りて は 人 は 專ら 知識の 

みに 訴 へ て 自己が 眞 個の 要求の 何たる 乎 を 解せ すと 雖も 一 朝 戰爭の 如き 局に 當 らん 乎、 眠れる 良心 も 

感情 も 遠 然として 活躍し 來り至 深の 要求 を自覺 する ので ある、 其 時 最早 や 一一 イチ H は 彼の 滿 足に 値し 

たい、 其 時 唯一 の 新約 書が 彼の 全心に 訴 ふるに 至る ので ある、 其 時 こそ 彼が 復活 を 味 解し 得る の 時 

である、 ィ ヱ スは 我が 爲に il り 給 ひ 彼に. H て 我 も 我が 愛する 者 も 亦 甦る ので あると 信じて 口にい ふ 能 

はざる 無限の 慰藉 を感 する ので ある。 


近 *1 哲學に 注意すべき 一 特徴が ある、 從 來眞现 探究の 方法 は 全く 物質的 知識 的であった、 in にて 見、 

耳に て 聞き、 手 を 以て 觸れ、 顯微鏡 を 以て 舰き. 而 して 後に 頭腦に 入りた る もの を 以て 眞现 であると 

爲 した、 從て學 問と 信仰と は 常に 敵 對し其 和合 は 非常なる 難事であった、 然るに 近来に 至り 學 者の 態 

虚 はー變 した、 ダ，' ヰン、 ス ペン サ ー、 ハク スレ ー 等不 借の 學者は 去りて 基督 敎の 味方た る オイケン、 

ベルグ ソン 等が 之に 代った、 ベルグ ソンの 說く處 は 何ぞ、 彼 は 人 il の 頭腦が 眞理を 解す るの 職能 をお 

せざる 事 を斷言 する ので ある、 頭腦は 以て 死物 を 組立て 或る 特殊の 作用 を 爲すを 得べき も 以て 露玴を 

解す る 能 はす、 眞理璲 得の 爲に 必要なる もの は 人の 生來 自然に 具有す る intuition  (感 能) である、 

かの 婦人の 心 屮に發 達せる 鋭敏なる 直覺 性が SR 子の 知 識 よりも 貴き 力で あると、 之れ ベルグ ソ ンの主 

旨で ある、 オイケンの 說く處 は 何 ぞ、 彼 も 亦 頭腦を 以て 眞现を 解すべからざる 事 を 主張す るので ある、 

彼 は 曰 ふ r 眞理は 實行を 以て 之 を 獲得すべき のみ」 と、 是の 如くに して 近世 哲學の 二 大權威 は 均しく 

頭腦の 重ん する に 足らざる を 明かに し、 或は 微妙なる 感 能に 由り 或は 獻身 的なる 實 行に 由り て 初めて 

K 理 を 獲得す ベ しと 論す る、 是の 如くに して 今や 哲學も 亦 新約聖書 の 辯 護 者 である、 役活 の K, 理 の 如 

き は 勿論 頭腦 以上 知識 以上の もの を 以てせ すん ば 解す る 事が 出来ない、 哲學は 古来 幾 變遷を 終て 近時 

漸く 其 事を覺 りつ k あるので ある、 思 ふに 折：： 學は將 來尙幾 變遷を 重ぬ るで あらう、 然し 乍ら 神の 一一 一一 tl は 

變ら ない、 新約聖書の 舊き 眞理は 人類の 長き 實驗に 由て 益々 其 確 實を增 し 住く のみで ある。 

然り之 を實驗 より すれば 復活 こそ は實に 我が 救の 屮心 で ある 我 を 繁ぐカ で あ る、 嘗て 或 人 の 言 ひ 

しが 如く 人生 は 至る 處 厚き 鐵の堺 を 以て 圍 まる、 唯一 路遙に 高く 淸く 自由なる 別界に 通す るの 途がぁ 

る、 何ぞ や、 曰く キリストの 復活で ある、 若し 其 鬥 を 閉ぢん 乎、 我等 は 叉 舊の狹 き 牢獄に 歸 るの 外な 
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いので あると、 キリストの 役活は 我等が 唯一 の^の 綱で ある。 (藤 井武 筆. S) 

若し キリスト らざ りしなら ば汝 等の 信仰 は 徒然、 汝 等は尙 罪に， 居らん と ある (コ リント 前 害 十五 章 

十七 節)、 卽ち キリストの (仅活 は 神が 人類の， を 赦し給 ひし 證據 である、 死 は" 罪の 結 rai- として 人類に 臨 

ん だのであって 15^ が 除かれて 同時に 死が 除かれた ので ある、 故に 復活 を赦 より 離して^ へて はなら 

ない、 |§ の 恐ろしき は 死に 於て 現 はれ、 義の贵 き は 生に 於て 現 はる、 而 して キリスト は 完全に 義を行 

ひ 給 ひて を滅 ずと！： E 時に 死 を 除き 給 ふたので ある、 斯くて 此號 (『聖 香 之 研究』 二 〇 ニ號〕 揭 ぐる， の 

r 義 なる キリスト」 (四 ogrn 參 SD と 「役 活の證 明」 との 二 問题の 問に 密接なる 關 係の ある 事が 解る 

復沾は 完全なる 義の結 と见 ての み 合现. 的に 解す る 事が 出來 る。 

叉 n ふ 「ィヱ スは 我等が "非 の 爲に附 され 又 我等が 義 とせら れんが 爲に あらされたり」 と (羅馬 書 四 章， 

サ 五節ヽ ィ H ス の 役活は 我等の 諫が赦 され 我等が 旣に 彼に. H て義 とせられし 結果で あると 云 ふので あ 

る、 人類の 罪が 赦 されし 結 2^ として 共 代表お なる イエ スが 藤ら された ので ある。 


基督 敎の來 世 觀に關 する 明白なる 事實 


基督 敎は 明白に 来世の 存在 を敎 へる、 之を敎 へる のみなら す、 共 事實を 供す る、 此點に 於て 基督 敎 

は 他の 宗敎と 全く 異なる、 他の 宗敎 は來^ は 在るべき 害で あると 敎 へる、 叉 は必す 無くて はならない 

と說 く、 則ち 來世 存在に 就て 揣摩 推測 を 供す る、 ソクラテスの 來ゅ觀 なる もの も是れ である、 佛敎の 

來^ 觀 なる もの も (若し 是れ ありと すれば) 是れ に過ぎない、 則ち 來世 存在に 關 する 人間の 推測と 冀 

&^^とを述べたまで^ぁる* 其 事實に 就て は 彼等 は 知る 所がなかった * 彼等 は その 確かに 有る とい ふ證 

明 を 供す る ことが^ 來 なかった。 

然 かし 基督 敎は 僅かに 來 世の 存在 を敎 ゆるに 止まらない 、基督教 は 単に 來世は 無くて はならない と 

は 云 はない、 基督 敎 は 論现を 語る より も 寧ろ 審實 を吿げ る、 若し 示すべき 事實 がな けれ ば 論现を 語ら 

ない、 他の 事に 就ても 繭う である、 來世 存在 問題に 就ても 爾ぅ である。 

然 らば 基督教が 示す 来世 存在の 事 實とは 何んで ある 乎、 誰か 来^に 往 いて W び斯 世に 還り 來 りて、 

其實 在を證 明した と 云 ふので あるか、 勿論 爾ぅ ではない、 雨ん な 人の あり やう 害 はない、 然 らば 基督 

教は 何に 由て 来^の 實在を 吾人に 證明 する 乎。 

言 ふまで もな く 吾人に 不朽の 生命 卽ち 永生 を 供レて iM める- 永生 を 知らない 者 は 來世を 知ら. ない、 
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永生を受けすして來世を明白に&^-むことは出來なぃ、 永生と は 不死 不朽の 生命であって、 今 始まって 

肉 體の腐 死と 共に 死せ ざる ものである、 永生と は 使徒 保羅の 貢 を藉り て 雷 へ ば靈 の 質で ある (コ リン 卜 

後 * 五 章 五節)、 卽ち 永生の 素囚 たる 霊性の 前 味で ある、 祌は キリストに 由り て 吾等 をして 斯 かる^ 命 

を 前以て 味 はしめ 給 ひて、 肉體の 死後に 更ら により 高き 生命の ある こと を-吾等に 示し 給 ふので ある、 

此 前約な くして、 來 f の此 前兆な くして、 l^i: 等 はいくら 来^の 存在 を說き 聞かさる、 とも 之 を 信す る 

こと は出來 ない、 實物を 以てする 設 明の 伴 はざる 約朿は 約束と はならない i 今より K 驗 する ことの 出 

來 ない 來^ は 敏 るに 足らない 來世 である、 いくら 聖書が 來 世の 存在 を說 くも、 之を證 明す るに 足る：！ I 

前の 事實 がないならば、 吾等 は 如何に 之 を 信ぜん と 欲する も 信す る こと は 出来ない、 信仰と は 勿論 眼 

を 以て lg、 手 を 以て 觸る、 ことで はない、 然しながら 信仰と は實驗 以外の 事 を 信す る ことで はない、 

信仰と は靈 の赏驗 を率實 として 認める ことで ある、 繭う して 吾等 は 吾等が 生れながら にして 有たない 

新たなる 生命 を 吾等の 中に 實驗 して 永生 (來 世) の 希 tl- を確實 なる 智覺の 基礎の 上に 築く ので ある。 

斯くて 基督 敎の 供す る 来世の 希 ひ； A は 決して 漠然たる 賴る 所な き 希望で はない、 基督 敎は人 は 何人も 

生れながら にして 不朽の 者で あるな ど &は云 はない、 斯く云 ふ は 或 ひ は 「人情 的」 である 乎 も 知れな 

い、 然しながら 「人情 的」 と 事 實とは 全く^ 物で ある、 何人も 不朽なる こと は 望ましい けれども、 然 

しながら 何人も 或る 明白なる 理由た くして 不朽なる こと は 出来ない、 天然の 法則 は 無慈悲で ある、 原 

H が 無くして：^ はない、 血肉 は 神の 國を嗣 ぐ こと 能 はず、 是れ 避くべからざる 天然の 法則で ある、 

生れな がらの 人に 永生な し、 れ 天然の jJHS である、 基 哲敎は 永生 を 人類の 固有 性と して は 説かない、 

基督 敎 の 明白なる 敎 示に 從 へば 永生 は 神よりの 恩賜で ある 、神の 大 慈に 出た る 最大 の 恩惠 である。 


然 らば 此 永生と は 如何にして 吾等に 臨む 乎、 基督 敎は敎 へて 曰 ふ、 神の 獨 子なる ィ H ス キリス 卜 を 

通う してと * 1 水生 は 彼に のみ 存す (He  only  has  immortality) (提摩 太 前書 六 章 十六 節)、 是を 彼より 

受けす して 受 くる 所 はない、 キリスト 死 を 減し 福音 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 明かに せリ (同 後書 一章 

十 節)、 爾曹我 (キリスト) に 居れ、 さらば 我 また 雨 盲に 居らん、 枝 若し 葡萄 樹に 連なら ざれば 自ら 

實を 結ぶ こと 能 はず、 爾曹も 我に 連なら ざれば 亦 此の 如くな らん (約 翰傳 十五 章 四 節)、 生命な くして 生 

命.^ し、 生命の，^ 能く 生命 を 生す、 是れ 生物 學の 原理で ある、 永生な くして 永生な し、 永生の み 能く 

永生 を 生す、 是れ 基督 敎の 敎義 である、 イエス 曰 ひける は 我 は 復活な り、 生命 (永生〕 なリ、 我 を 信 

ずる 者 は 死ぬ ると も 生くべし (ヨハネ 傳 十一 章サ 五節)、 キリスト を：^ ぜす して、 則ち 彼に 依賴 み、 彼と 

心靈的 交通 を^ かすして、 吾等に 復活 もなければ 永生 もない、 キリ ス トを 要せざる 來世 存在 は 基督 敎 

の 立場より 見れば 賴る處 なき 空想で ある。 

永生 を 受けす して 來世は 無い、 雨う して 永 牛： は キリストに 於ての み；！^ す、 故に 之 を キリストに-父け 

すして 吾等 は來世 を嗣ぐ こと は屮〕 來 ない、 是れ 明白なる 基督 敎の敎 示で ある、 此敎示 は眞理 であるか 

誤謬で ある 乎 は 全く 別問題で ある、 然し その 明白に 基督 敎の 聖書が 示す 所の 敎義 である こと 丈け は 公 

平に 此書を 研究した 人の 何人も 否む ことの 出来ない 所で ある、 今や 来世 問 题の稍 や 人の 注意に 上りし 

時に 方て、 余輩が 玆に此 事 を 繰返して 置く の 必要が あると 思 ふ。 
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キリストの 來世觀 

基督 敎會に 由て 一 般に 信ぜられ、 且つ 茶督敎 の敎義 として 一 般に傅 へらる k 來世觀 は 之 を 善く 調べ 

て 兄る と キリストの 來世觀 ではなく して 使徒 パ ゥ 口の それで ある、 。ハウ 口 の來^ 觀 なる 者 は 大略 左の 

如き 者で ある、 

人 は 死して 1^ ぐ 天國に 入る ので はない、 彼 は先づ 墓に 下て 其處に 暫時 眠る ので ある、 而 して キリ 

ストが 號 令と 天使の m の 聲と祌 の教を 以て 再た び 天より 降り 来り 給 はん 其 瞬 11 に、 彼等 は 死より 

甦り、 受 くべき 裁 判 を 受け、 生命に 人るべき 者 は 生命に 人り、 滅亡に 往 くべき 者 は 滅亡び に往く 

ので ある (テサ 口  -ー  ケ 前書 四 章、 哥林多 前書 十 章 等 參考) 

と、 然しながら 是れ キリストの 說 かれし 所と は大に 違う、 キリストの 說 かれた る 所に 依れば 死と 復活 

との 間に 永き 腿 眠の 時期はなかった、 卽ち 現世と 來 骨と は 直に 連 綾して 居った、 彼 は 彼の 側に 十字架 

に 釘 けられし 盗賊の 一 人に 告げて 曰 ひ 給 ふた、 

汝、 今日 我と 偕に 樂 園に 在る ベ し (路加 傳ー 一 十 三 章 四十 三 節)。 

又 ラザロの 姉 マルタが キリストに 告げて 彼女の 死せ る 弟 は 「末 口の 甦るべき 時に 甦らん」 と 曰 ひしに 

キリ スト は 之に 答へ て 曰 ひ 給 ふた、 


I  o よみ"、 -'  o  すべ い  o  いつ 4* で 

我 は 復"" 生.. なり、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし、 凡て 生きて 我 を 信す る 者 は 永遠 

も 死ぬ る ことなし C 約 翰傳十 一 章 二十 四—  二十 六 節 )o 

是れ 確かに マ ルタの ii 謹 を 正し 給 ひての 一一 目で ある、 マ ル タは床 日の 復生を 信ぜし に對し キリス トは卽 

時の 復生を 敎へ給 ふたので ある。 

而 して キリス トの 復活の 事 實が此 事に 關 する 何よりも 善き 證據 である、 キリストの 復活 は 彼の 死と 

同時に 始 つた、 第三 日に 睡れ りと ある も、 それ は 復活 作用 進行の 時？ i を 云 ふたので あって、 第三 日に 

突如と して 復活した と 云 ふので はない、 叉 變貌の 山に 於て モ ー セと H リャ とが キリスト と共に 顯 はれ 

たと ある を 見ても、 復活 は 世の 末に 於て 行 はれる 事で ない 事が 解かる、 永生 は 不死の 意で ある、 さ 

百年に しろ、 千年に しろ、 死と 復活との 間に 死に 類す る 長期の 睡眠が あら ふと は 如何しても 思へ ない. 

永生が 無い ものなら ば それまで あるが、 有る 以上 は、 それ は 現世の 連鑌 でなくて はならない、 殊に 

キリスト も 曰 はれし 通り 神 は 死者の 神で はなく して 生者の 神で あるが 故に (馬 太傳 二十 二 章 三十 二 節 * 馬 

可傳 十二 章 二十 七 節、 路加 傳 二十 章 三十 八 節)、 神に 依る 者に 死なる 者 は 無い 普で ある、 キリストが 死と 復 

活 との 問に 永き 問 距を置 き^ざりし は 善く 理に 適って 居る と 思 ふ。 

故に バウ n と雖も 彼が k 學者 流の 論鋒 を 去て、 彼の 天眞 有の 儘に 歸 りし 時 は キリ ス ト 同様の 來世觀 

を唱 へて 居る、 哥林多 前書 第 十五 章に 彼の ラビ 流の 復活 論 は あるが、 同じ 後書 第五 章に は單 純なる 基 

督^と しての 彼の 死後の 希？ il が 載せて ある、 

我等 此事を 知る、 卽ち 我等が 地に 在る 幕屋 i れ なば 我等に 神より 出る 所の 屋 在る こと を、 是れ天 

に 在りて、 手に て 造られざる 窮 りたく 有る 所の isi なり、 我等 此 幕屋に 居りて 歎き、 天より 來る所 

キリ ストの 來世 a  巧 九 i 
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の 我等が を 衣の 如く 着ん 事 を 深く 欲 ふ、 誠に 着る こと を 得ば 裸になる こと 無らん、 我等 此慕屋 

に 居り 重き を 負 ひて 默く なり、 之 を 衣の 如く 脫 がんこと を 欲 はす、 彼 を 衣の 如く 着ん こと を 欲 ふ. 

是れ 死ぬべき 者 の^に 呑まれん ためなり (一， I 四 節〕。 

r 是れ 死ぬべき 者の 生に 呑まれん ためなり」、 死ぬ る ことの 無らん ためなり、 死の 經驗 を經 すして 

^に 人らん が ためなりとの 意で ある、 是れ 誠に パ ゥ 口 の希&^-でぁっ て、 又す ベ ての 人の 希^で ある、 

而 して キリ ストに 由て 此希 tlnl が充 たされる ので ある、 我等 は 瞬 11 たりと も 死の 赏験を 嘗めたくない、 

此 池の， ¥ 屋を脫 ぐと 同時に 直に 天 の^を 着ん こと を 欲する、 「誠に 着る こと を 得ば 裸になる こと 無 か 

らん」、 肉 體を脫 ぐと 同時に 靈體を 着ん こと を 欲する、 重苦しき 肉體 であって、 永く 之 を 負 ふ は 苦痛 

であるが、 然れ. まとて 之 を 衣の 如く 脫 がんこと を 欲 はない、 更 らに卷 き 衣に 着更 えんこと を 欲 ふ、 卽 

ち 彼の 天の 衣 を 着ん こと を 欲 ふ。 

然 らば 哥林多 前書 十五 章 其 他に 於て 表 はれた るパ ゥ 口 の 復活 論なる 者 は 如何なる 者で ある 乎と 問 ふ 

に、 是れは キリストの 精神 を 以て 在来の 猶太 敎の來 ^観 を說 かんとし たる 者で あると 思 ふ、 縱令 バウ 

P の 如き 偉人と 雖も 直に 衣を脫 ぐが 如くに 舊來の 思想より 脫 する こと は 出来なかった、 彼 は 勿論 岡く 

來批 の：：^ 在 を 信じた、 然し 其狀態 如何に 就て は 彼 は 彼が 幼兒 より 授かりし 猶太 思想 を 以て 之を說 明せ 

ん とした、 是れ 決して 怪しむべき ではない、 信仰 は 信仰であって、 智識 は 智識で ある、 祌は 何人に も 

直に 完全なる 13! 識を與 へ 給 はない、 知 a 識は 時と 共に 進む 者で ある、 パゥ& 自身 も 曰 ひし 通り 「我等の 

智識 は 全から す」 である、 來 世の 賁在 する 事と、 其狀態如柯とは<^/^問題でぁる、 前者 は 之 を！^ 仰 

に 由て 識り、 後者 は 之 を 研究に 由て 知る ので ある。 


其 事 は 雨う であると して、 我等が 来世の 布 在 を 死後 遠き 未来に E 直い た^は 大 なる 謹 見で ある、 キリ 

スト は 人情に 1 ひ 道 现に從 ひて 之 を 死の 直ぐ 後に 置き 給 ふた、 否な、 彼 を する^に は 死なる 者を認 

め 給 はす、 現 I より 来^に 涉る 生命の 速 緩 を 說き給 ふた。 

.1=- は 死ぬ るに 非す、 た 寢 ねたる の み C お 太 傳九章 一 一 十 四 節 )o 

我等の 友ラザ 口 寢 ねたり (約 翰傳十 一 章 十 一 節〕。 

キリストに 取りて は 死 は 生に 入る の 門であった、 其 如く 我等 彼 を 信す る 者に 取ても、 墓 は 永久の 死で 

ない は 勿論、 長期の 睡眠の 場所で もない、 我等 は 死ぬ る や 否や 直に 生く る 者で ある、 故に 預言者 ホセ 

ャ と共に 曰 ふ、  、 

死よ、 汝 の.!^. H-H- 處 にある か、 陰府 よ、 汝の災 は何處 にある 乎 C 何 西 阿 書 十三 章 十四 節〕。 


,M 村 生 口 ふ- 英^ K、  F  . ホルトン 氏 近著 「余が 信仰」 を該 み、 其 中の 一章に 感激し 此^ を 緩る. 全篇に 涉 

り 氏に； ft ふ 所 多し。 
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来世 問題の 研究 

其 一 人生の 最大 問題 

路加 傳 十六 章 十九 節 以下 

人生に 問題 はいくら でもあります。 政治、 經濟、 社會、 敎育、 産業、 交通と、 数へ 来れば 際限が あ 

りません。 其 内 どれが 设 大問题 である 乎 は 時と 場合に 由て 異 ひます。 然し 夫れ 等す ベて が^たり 寄つ 

たりの 問題でありまして、 孰れ を大 とする も 小と する も畢 党る 所 は zi: じであります。 卽ち すべてが 人 

ホ -問题 でありまして、 僅か 百年 足らす の 地上の 生涯に 係 はる 問題であります。 卽ち 地上 を 離れて は 無 

い 問題でありまして、 各 偶人に 取りて は 死ねば 消 ゆる 問題であります。 

人 問に は 2^ して 人生？ E 題 以上に 問題がない ので ありませ う 乎。 「無い」 と 現代人 は 答へ ます。 今や 

基 者と 稱 する 人まで が 地上の 生命 以外に 注意 を拂 ひません。 近顷の 事で ありました、 米！： アマ ス 

ト火學 の 歷史學 の 敎授某 は 曰 ひました 「我等の 祖先 は 神學に 由り 來世を 究めん としたれ ども、 現代の 

我等 は然ら すして、 藤 €r 經濟、 社會、 心现 等の 諸學 に^りて 七十 は 古来 稀な りと 云 ふ此短 かき 生涯 

を 幸福に 成さん として 努力す る 云々」 と。 此ァ マ スト 大學と は 米國に 於て 宗敎的 精神の 设も 濃厚なる 

學校 として 認められ、 傅 道：！ 養成 學 校の-お 名 を さへ 取った 學 校でありまして、 我國の 新島襄 1|5； を 出し、 


私自身 も 學んだ 事の ある 學 校であります。 然るに 此學 校に 於て すら 現世 以上に 學 者の 攻究す ベ き 問題 

なしと、 其 敎授に 由て 公然 唱 へらる k に 至って、 今や 人類 全體 が、 殊更ら に 世界の 指導 を以 つて 自か 

ら 住する 米國 人が、 其 全 注意 を此 小さき 地球と、 其 上に 營 まる ヒ短 かき 生涯と に拂 ひつ i ある 事が 能 

く 判明り ます。 今や 若し 「人生の 最大 問題 は 何 か」 との 質問 を 揭げて 世界に 質しますならば、 干 人が 

千 人、 萬 人が 萬 人まで、 産業 問題、 產業を 基と する 幸福 增進 問題と 答 ふるに 相違ありません。 そして 

基督 敎會 までが 此 「世界 精神」 に捉 はれて、 孰れ も 「此世 を 善くす る 事」 を 以て 宗教家 特训の 任務で 

あると S ふやう になり ました。 

然し 乍ら 是れ して 人生の 本當の 見方で ありませ う 乎。 歐 米諸大 學の敎 投.， 基督教 含の 監督、 長老 I 

博士 等 は 何ん と 一一 一一 n はふと も キリス ト 御自身 はさう 御考 へな さらなかった 事 は 明確であります。 キリ ス 

ト 御自身 は 明 に 首 ひ 給 ひました 

生命 を § 全 せんとす る 老は之 を 失 ひ * 我が 爲に其 生命 を 失 ふ 者 は 之 を 得べ し。 若し 人、 全世界 を 

得る とも 其 生命 を 失 は 何の 益 あらん 乎、 また 人 何を以 つて 其 生命に 易 へん や oi^ 太傳 十六 章廿 五、 

廿六 節) 

と。 玆に主 は 明白に 曰 ひ 給 ひました、 世に 生命よりも 責 きものが ある. それ は キリスト 卽ち 御自身で 

ある、 世界よりも 贵 きものが ある、 それ は眞の 生命、 卽ち 世界が 失せても 失せざる 生命で あると。 そ 

して 共生 命の 主なる 彼 を 信じ、 窮 りなき 生命に 入る 事、 其 事が 人生 第一 の 目的で あると 彼 は 明かに 敎 

へ 給うた のであります。 四 福音書 を 讀んで 見て ィヱ スの此 精神 を 見落す こと は 出来ません。 近代 人が 

基督 敎 を現批 改善の 機關 である 乎の やうに 見做す は 全然 間遠った る 聖書の 見方であります。 地上の 生 

来 ffira?J の S お  2- 九九 


活と夾 ^とに^す ろ^ 究  .^oo 
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^、叫以；^ に尘へ W ある 乎 否 は 训問题 として、 イエ ス 並に 使徒 等が 來叩 本位の 人達であった 事 は 疑 ふの 餘地 

はあり ませ，， -。 新約ま^:^ほ：！の3:處を11ぃて见ても來批ぉ分は充溢れてゐます。 ァ マ スト 大學の 敎投が 持 

つやうな 氣分は 初代の 站れ ：；-^ に は 全然ありませんでした。 來批木 位、 來 世に 備 ふる 爲の 現世、 現 I 

の 意義 は 其處に 在った のであります。 ィ H スは桥 頭の 譬 話に 敎 訓を附 して 曰 ひ 給 ひました 

我れ 汝 等に 告げん、 不義の 财を以 つて 己が 友 を 得よ、 此は 乏し からん 時に 彼等、 汝等を 永遠の 住 

宅に 迎 へんが 爲 なり (路加 傳 十六 章 九 節〕 

と。 不！^ ？- き」 ヒ はれお き 財 產を以 つて、 未來 永遠の 生命に 入る の 準備 を爲 よとの 敎 であります。 來 

^本位の， U  リ，： 一め ります。 近代 人の それと は 全然 異なります。 最大， 限度に 現 I を樂 まん 爲の 財産で 

ある やうに 見る 米！： 人の 見方 はィ H ス の 到底 許容し 給 はざる 所であります。 

私が 玆に引 川せ る 路加 俾 十六- U 十九 節 以下の 一 百 葉、 ち 富者と 贫者ラ ザ 口との 話 は、 譬話 である 乎、 

事資談 である 乎、 能く は 判明り ません。 來世は IsH 戴 上兹に 記されて ある やうの 者で はない と 思 ひます。 

然し 乍ら 來 世の 有る を實感 せざる 者が 斯 かる 光景 を 描き やう 害はありません。 ィ H スが 若し 自 から 證 

し 給 ひしゃう に 地に 屬 する 者に 非す して 天より 降りし 者で あるならば 彼 は 我等が 地の 事 を 知る やうに、 

明かに 天の 事 を 知り 給 ひしに 相違ありません。 故に 彼 は玆に 御自身が 目 擊し給 ひし 事 を 語って ゐ給ふ 

ので あると 思 ひます。 「天より 降り 天に 居る 人の子の 外に 天に 2 升り し 者な し …… 彼 は 自ら 其 見し 所、 

M きし 所の 事を證 す」 と あるが 如し (ヨハネ 傳三章 十三 節， 同 世 二 節)。 そして 地に 在りて 天の ij^f を證す 

るに 地の 一一 一一：： 紫を以 つてす る は 止む を 得ません。 乞食 ラザ 口 の 話 は 文字通りに は亊實 でな くも、 原理と 

して は 理 であるに 相違ありません。 來 世の 有る は確實 であります。 


其 二 聖書と 來世 問題 

テモテ 後書 一章 十 節に 曰く 「キリスト 死を廢 し、 福 昔 を 以て 生命と 朽ちざる 事と を 明かに せり」 と- 

キリス トに. S りて 人 は 不死 不滅が 明かに 示された りとの 事で ある。 キリスト 降 世 以前と 雖も 死後 生命 

は 在る ものと して 考 へられた りと 雖も、 彼の 敎と 生涯と に 由り て 其 事が 明かに 成った ので ある。 死後 

生命 は 今や 漠然たる 憶測で ない、 確實 なる 事實 である。 眞 面目に 考へ、 且つ 研究し 得る 問題で ある。 

キリストに 由り て 天の 鬥は 開かれ、 現^と 来世と を隔 つる 幕 は 取 除かれて、 我等 は 此^に 在りて 彼 世 

を 窺 ひ 得る に 至った。 キリストの 福音 は單に 品性 を 高め、 此世を 善くす る 爲の敎 であると 云 ふの は 極 

く淺ぃ 見方で ある。 彼 は 墓の 彼方 を 明かに し、 之に 達する の 途を備 へ、 死の 恐怖 を 除き、 永生の 希望 

を 供して、 人生の 意義と 其 可能性 を 示し 給うた。 彼の 福 昔が 現世 を 善くす る は、 人に 此 希望 を與 ふる 

が 故で ある。 此事を 解せ すして、 基督 敎を 文明の 紹介者と して 見、 文明の 幸福 を 未開の 民に 供す る を 

以て 其 天職と 見做す が 如き、 誤解 も 亦 甚だしと 云 ふべき である。 「未来 は 如何で も 可い、 現世 を さへ 

善く 過せば、 未来が 在る ものなら ば、 求めす して 自 から 之に 入る を 得べ し」 と 云 ふが 如き は、 イエ ス 

と 其； 子 達と が唱 へた 事で ない。 彼等に 取り 來^ 問題 は 主要 問題であった。 「外の 幽暗に 逐 出され、 

其處 にて 哀哭 切齒 する 事 あるべし」 とはィ H スが 繰返し 幾囘も 述べ 給 ひし 所であった。 又 バウ a の 世 

界傳 道の 如き、 決して 近代 人が 思 ふが 如き、 所謂 世界 敎 化の 爲 でなかった。 

如此く 我等 主の 恐るべき を 知る が 故に 人に 勸む 

來世 究  五 〇 一 
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と は 彼の 傳 道の 精神であった (コ リント 後書 五靠十 一 節)。 人 をして 神の 子の ^に堪 へ 得べき 者たら し 

めんと 欲して、 彼は萬難を£:1して#界傅道に從^^^したのでぁる。 バウ B の 書簡の 何處を 11 いて 见て も、 

彼の 傅 道の 目的が 現^ を 善くす る 事に 非す して、 人が 之に 由て 來 骨の 榮 光に 與 らんが 爲 であった 事が 

判明る e 

キリスト は汝 等が §1- む 所の 榮の SI- なり。 我等 彼 を 傅へ、 凡ての 人を勸 め、 樣々 の 智慧 を もて 凡て 

の 人を敎 へ、 彼等 をして キリストに 在りて 完全 を て 神の 前に 立た しめんと す。 我れ 之が 爲にカ 

を竭 して 力す るな り (コ n サィ^«ー  お 二 七— 二 九 節〕 

と 云 ふの がパゥ の傳 道の 精神であった" 彼 は 如何 a- て も 近代 式の宜 教師でなかった。 來 I 本意の 信 

仰に 於て、 我 國の法 然ゃ親 の 方が、 今の 米！； 宜敎師 よりも 遙 かに ィ H ス、 パゥ& に 近くあった。 

其 一一 一 復活と 其 後の 狀態 

馬太傳 二十 ニ章廿 三— 卅三節 〇 馬可傳 十二 章 

十八— 廿七節 〇 路加 傳 二十 章廿七 ー 卅八 節。 

イエ スは紙 織 的に 宗敎 を說き 給はなかった。 彼 は 死後 生命なる 題目 を 揭げて 之に 關 する 彼の 御意 見 

を 述べ 給はなかった。 其！？^^に關し彼はソクラテ ス叉は釋迦と異った。 彼等に 長い 又は 深い 宗敎 論が あ 

つたが、 彼に は それがなかった。 彼 は 時に 臨み 機に 觸れて 彼の 所信 を 述べ 給うた。 死後 生命に 關 する 

彼の 敎示は 凡て それであった リ 来世 を說 かんが 爲の 來世觀 ではなく して、 信仰 を證明 せん 爲の來 ^観 


であった u それ故に 特に 贲 いので ある。 まことに 来世 問題 は道德 問題 を 離れて 論ずべき もので ない、 

道德 問題の 一 部分又は根本として論すべき^！^でぁる。 來 I 問題 を 道徳と 離して 取扱 ふ 時に ッ マラない、 

そして 多くの場合に 於て は 可笑しき 問题と 成り 了る ので ある。 我等 はィ H ス より 此 問題の 取极ひ 方に 

ooc-ooooooooooooooo  oooocc-cc(-〇oooco 

就いて 學 ばねば ならぬ。 此は 浮虛輕 薄の 人の 解し 得る 問题に 非す、 彼が 最も 眞劍 なる 時に 於ての み 窺 

000OOO0OO000O 

ひ 知る 事の 出来る 問題で ある。 

サド カイ 人 は玆に 所謂 「問題」 として 之をィ H ス に提屮 I したので ある。 困難い 面， ：！： い 問題であって、 

彼等 はィ H スが 如何に 之 を釋く か、 聞いて 樂 まんと したので ある。 然るに ィ H ス は 面，； n い 問題 を眞面 

目なる 問題に 化し 給うた ので ある。 七 人の 夫 を 持った 女 は 死後 何人の 妻た るべき 乎と 云 ふが 如き、 そ 

んな 滑稽 じみた る 問題に 非す、 死^ は 如何にして 復活し 得べき 乎、 叉 復活して 如何なる 生存 狀 態に 人 

る 乎、 深遠 重大なる 問題で ある。 故に 彼 は 先 づ霄ひ 給うた 

汝等 聖書 を も 神の 能 を も 知らす、 故に 護れ り 

と (二 九 節 )o ィ H スの 質問者 は、 パリ サイ 人 も サド カイ 人 も、 復活 を 口にして 未だ 復活の 柯 たる 乎 を 

<:△△<△<< 厶厶厶  <:<1<1厶<3<3 厶厶厶  <1<:<3<1<"厶<3厶<： 

知らないの である。 役活は 死者が 元の 肉 體を以 つて 役た び活 くると 云 ふ 事で はない、 聖書 はそんな 粗 

雜 なる 復活 を敎 へない。 復活 は 祌の大 能に 由る 事であって、 新たに 造らる、 事で ある。 舊ぃ肉 體に依 

るな らん も、 其 儘に は 非す して、 之に 新たなる 造化 を 施した る ものである。 復活 は 復舊に 非す 進化で 

ある。 故に 口 ふ 

死人の 中より 復活に 應 はしと 爲ら る、 者 は 云 々 

と (路加 傳 二十 章 三十 五節 新譯參 10。 先づ第1- に人は何人も^^活するに非す、 神に 「復活に 應 はし」 
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と 認めら る. - 者の み&活 する ので ある。 卽ち (仪活 は 自然の 成 行に 非す して、 神が 施し 給 ふ 恩惠の 賜物 

である。 此事を 知らす して、 死者 必す 復活す と 思 ひし ィヱ スの 質問者 等 は 聖書 を 知らざる が 故に 護れ 

りと 彼 は 曰 ひ 給うた ので ある。 復活に は 道德的 條們が 要る。 之に 應 はざる 者 は 復活の 恩 惠に與 る 能 は 

すと。 

そして 神の 大 能に. S りて 一 55 活 せられし 者 は 如何なる 生活 狀 態に 入る 乎と 云 ふに 

役活 に相應 しと せらる k 者 は娶り 嫁ぎす る ことなし、 彼等 は 役た び 死ぬ る こと 能 は ざれば なり。 

天使に 等しく 復活の 子供に して 又 神の 子供た る 也 

と (路加 傳 二十 章 三 五、 三 六 節 )o 簡 短に 言へば、 人 は 復活して (復活の 恩 惠に與 りて) 天使の 狀 態に 入 

るので あると。 ィヱ スは玆 に 期せす して 天使の 何たる 乎 を 我等に 示し 給うた ので ある。 

天使なる^ 在りと は g^i 書が 到る 所に 示す 所で ある。 天使の 存在 を 否^して 聖書 は 解らない。 そして 

天使の 如何なる 老 なる 乎はィ ェ スの此 言葉に. e て 少しく 观ふ 事が 出来る。 天使 は娶り 嫁がす と 云へば、 

人間と 生活の 根本 を 異にする 事が 利 明る。 卽ち 肉體を 通う して 作らる- - 者に 非す して、 直に 神に 造ら 

れし 者で ある。 我等の 知る 生物 は 凡て 生殖 機關に 由て 生れる 者で あるが、 天使 は 一 人々々 直に 祌の聖 

手に 由て 成りし 者で ある。 故に 特に 「神の 子供」 と稱 せらるべき 者で ある。 其 生活 狀 態に 就て 委しく 

知る 能 はすと 雖も、 朽 つべき 肉體に 由ら すして、 直に 神の 御手の ェに 成りし 者で あれば、 「死ぬ る 事 

能 はす」 と あるが 如くに、 其 本然の 性と して 不死 不滅で あるとの ことで ある。 生命 は 生物に 限らない。 

生物に も械 物が あり 又 動物が ある、 そして 動物の 中で 人間 は 動物であって 動物 以上で ある。 「人の 魂 

ピも Q 

は 上に： t り 獸の魂 は 下に 降る」 と あるが 如くに、 人に は獸に 無い 物が ある。 そして 獸の 上に 人が 有る 


如くに 人の 上に 天使が あ る と 云 ひて 少しも 無现 でない。 そして 人が 人た るの 道を盡 せば、 彼に 更らに 

祌の 能が 加 はって 天使の 如き 者 (天使で はない、 天使の 如き 者、 原語の isangelos) と 成る と 云 ふ は 

甚だ 見易き 道现 である。 そして 死後 生命 は 在 肉 生命の 繼續 であると 同 時に 其 進化 發達 であれば、 之 を 

天使 的狀 態と 稱す るが 最も 適當 でない 乎。 

そして 我等 信者 は 肉に 在る 間も旣 に此狀 態を實 験す るで はない 乎。 我等 は 最も 聖き狀 態に 在る 時に 

天使の 如き 者で たい 乎。 卽ち 肉の 關係は 悉く 失せて 靈の關 係の み线 るで はない 乎。 卽ち 夫婦 は 夫婦で 

なくして キリストに 在る 兄弟 姉妹と 成る ではない 乎。 聖人 聖女は 凡て 實に 性の 境 を 越えた 人で なかつ 

た 乎。 復活の 子供 は 天使の 如き 者で あると は 然も あるべき でない 乎。 

其 四 永生の 基礎 

路加 傳 二十 章 三 七、 三 八 節 

イエ スに此 Hit 鹿ら しき 質問 を 掛けし 人 は サド カイ 派の 人であった。 使徒 行傳 二十 三 章 八 節に 云へ る 

が 如く 「サド カイの 人 は 復活 また 天使 また 靈を 無し」 と言うた。 彼等 は 特に モ ー セを 信じ、 モ ー セの 

五書に 此 事を錄 せざる が 故に 信ぜす と 主張した。 然るに ィ H スは 之に 對 して. お活と 天使の 有る 事、 そ 

して 復活 後の 信者 は 天使の 如き 者で ある 事 を說き 給うた。 斯くて ィ H スの 立場 は 大體に 於て サド カイ 

派の 反對に 立ちし パリ サイ 派の それであった。 故に ィ H スの說 明 を 側に 聞 きゐたり し パリ サイ^の 人 

人 は 敵ながら も さぞ かし 滿足を 表した であらう。 
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イエ スは 更に 進んで モ ー セを說 明し 給うた。 彼の 質問者が モ， 'セを 引きし が 故に、 彼 も亦モ ー セに 

由て 答へ 給うた。 モ ー セが 设活を 信ぜす と 云 ふ は IS りで ある。 出 埃 及 記 第三- U 卽ち 「棘 中の £i」 に 何 

と 記い て ある 乎。 其^ 六 節に 臼 く 

我 は汝の 父の 祌、 アブラハムの 祌、 イサクの 神、 ヤコ ブの祌 なり 

と。 ェ ホ バが乇 ー セに 語り 給 ひし 此言 葉の 內に 復活 永生が 示さる i ではない 乎。 ァ ブラ ハ ム の 神な り 

と 言 ひ 給 ひしに 由り て 彼が 今猶ほ 生きて ゐる 事が 示さる \ でない 乎。 アブラハムの 神であった のでな 

い、 であるの である。 生きた る 神が 死た る 者の 祌 であると 言 ひ 給 ふ がない。 殊に 神で ある、 造 主で 

あると 言 ひ 給はなかった。 祌は 人格 的で ある。 靈に對 し 靈的關 係 を 保ち 給 ふ 者で ある。 彼が 「我 はァ 

ブラ ハ ム の祌 なり」 と 一一 r ひ 給 ひし は 「我 は 彼の 友な り」 と 言 ひ 給 ひしに 異ならす。 ャ コブ書 一 ー^1=十ニ十 

三 節に：：： く 

よは 

彼 (アブ ラ ハ ム) また 祌の 友と 稱れ たり 

と" 永遠に 生き 給 ふ 神が 共 神 また 其 友な りと 宜べ給 ひし アブラハム、 共 者が 死んで ゐ やう i:^ がない。 

祌に斯 く 言 はれし 事が 彼が 猶ほ 生きて ゐる 何より 善き 證據 であると ィ H スは兹 に宜べ 給うた ので ある- 

實に 深い 聖書の 見方で ある。 人 は 未だ 曾って 如此 くに 聖書 を 解し なかった。 此は IK 葉 を 弄ぶ 所謂 r 聖 

書道 樂」 の 見方で ない。 眞理を 穿った a 方で ある。 神 は 其 御言 葉 を ゆるがせ にし 給 はない。 彼 は 「我 

は アブ ラハ ムの祌 なり」 と霄ひ 給へば 其 通りに 意味し 給 ふので ある。 若し 私が 誠贲の 人で あるならば 

我が 某の 友で あると 云 ふなら ば、 私の 凡ての 信用 を 賭して 云 ふので ある。 そして 私の 能力の あらん 限 

り 私 は 彼 を 助け 彼 を 保護す る。 况んゃ 神に 於て を や。 神が 「我 は 彼の 祌 なり」 と 宜べ給 ひし 者、 其 者 


が 神と 偕に 生きて ゐる は當然 である。 故に ィ H スは 綾いて 言 ひ 給うた 

それ 神 は 死せ る 者の 神に 非す 生ける 者の 神な り 

と。 實に 生ける 神が 死せ る 者の 神で あり 得 やう 苦がない。 恰も 善人が 惡 人の 友で あり 得ない と 同然で 

ある。 アブラハムと イサクと ヤコ ブとは 神に 「我 は 彼等の 祌 なり」 と 言 はれて 其 永生 を證 明され たの 

である。 

馬 太傳に 「人々 之 を 閱 いて 其敎に 驚け り」 と あるが 左 も あるべき である。 イエスの 此 3- 解に 由て、 

モ ー セの 五書 を 初めと して 舊約 聖書 全體が 全く 新ら しき 書に 化した ので ある。 舊約 聖書 は 復活 來^ を 

說 かすと 云 ふが 如き は 全く 意味な き 事に 成った。 神の 在し 絵 ふ 所に I 水生が ある、 神 は 生命の 源で ある 

からで ある。 人 は祌を 信じ、 神の 友と 成りて、 神と 偕に^ りなく 生く るに 至る。 敎義 又は 信仰 简條の 

問題で ない、 事實の 問題で ある。 舊約 聖書 は 復活 来世の 敎 義は說 かざりし も、 眞の祌 を傳へ て^りな 

き 生命 を傳 へたので ある。 

故に 舊約 時代の 信者 は 神と 交 はりて 知らす 識ら すの 間に 不死 不滅 永生 を 感じた ので ある。 詩篇 第 十 

六篇の 作^の 如きが 其 好き 一 例で ある。 

我れ 常に H ホバ を 我が 前に 置け り、 

H ホバ 我が 右に 在せば 我れ 動かさる V 事 あらす。 

この 故に 我心； li 樂 しみ 我が 榮は悅 ぶ、 

我が身 もまた 平安に 居らん。 

そは汝 我が 靈魂 を 陰 府に棄 置き 給 はす、 
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汝の 聖^ を 墓の 屮に朽 しめ 給 はざる 可ければ 也。 

it 一にた しかに 復活の 希望が 述べられて ある。 故に 使徙ぺ テ 口 は 後の 口に 詩^:^ の此ー H を 引いて ィ H スの 

復活 を證 明した ので ある。 使徒 行俾ー 一章 三 一 節 を よ。 

如此 くにして 復活 永生 はィ H スが祌 の 子た るの 權 威を以 つて 我等に 戰附け 給 ふ 信仰 茵條 でない、 明 

{n なる 道理に 基け る 信念で ある。 生命の 源に 槃 がる、. 故に 死せ すと 云 ふので ある. - ィ H スが 弟子 等に 

曰 ひ 給 ひしが 如し 「我れ 生 くれば 汝等も 生きん」 と 〔ヨハネ 傳 十四 章 十九 節〕。 電線が 發電 所と 繁 がる 問 

は. は 消えす と 云 ふと 同じ 道理で ある。 故に 永生 は 死して 後に 始まる のでない、 此 世に 於て 始まり 

来^に 繼絞 せらる、 ので ある。 人が 初めて 露の 祌を 信ぜし 典 時に 永生 は 始まる ので ある。 イエ スは歳 

三十に して 千 九 年 前の 昔に 此 近代的 大眞理 を 述べ 給うた ので ある。 シュ ライ H ル マへ ルは 近^ 祈；： 學 

を 代^して n うた 「有^の 眞^に 在りて 無限なる 事、 今此瞬 より 永遠 的なる 事、 此れが 眞の 宗敎が 

W する 不死の 生命で ある」 と。 

其 五 活動の 來世 

馬太傳 十八 章 十 節。 路加 傳 十九 章 十二 節 以下。 

來 世の 在る 事と 之に 達する 途に 就て ィ H スは 重ねて 說き 給うた。 之 を 「永遠の 住宅」 と稱 して 人に 

勸め 給うた。 然し 乍ら その 如何なる 所で ある 乎、 亦 之に 入る 者の 如何なる 狀 態を以 つて 生^す る 乎に 

就て は 多く 語り 給はなかった。 (一) に は 語る は 殆んど 不可能の 事で あるから である。 彼が イスラ H 


ルの宰 二 コ デモに 曰 ひ 給 ひしが 如くに 

若し 我れ 地の 事 を 一一 一一 a ふに 汝等 信ぜす ば 況して 天の 事 を 言 はんに は 如何で 信す る 事 を 爲んゃ 

であって、 地と は 全く 狀態を 異にする 天に 就て 地に 在る 人に 語る は、 困難の 境 を 越えて 不可能で ある 

からで ある (ヨハネ 傳三章 十二 節〕。 (二) に は 來歡に 就て は 詳細 を 語る は 害 多き が 故で ある。 之に 由て 

人の 好奇心 を挑發 し、 徒らに 憶 憶に 耽りて 目前の 義務 を 怠る の 危險に 彼を陷 らしむ るの 虞が ある 故で 

ある。 來世は 其 在る 事 を さへ 確かめら るれば 其 他 を 知る の 要た く、 知って 反って 害 多し である。 基督 

敎は 其點に 於て 佛敎 並に 囘敎に 勝 さる。 基督 敎の來 世に 關 する 比較的 沈默 は、 他 ニ敎の 詳細に 涉る說 

明に 比べて、 合理的であって 有效 的で ある。 惠信 僧都の 『往生 要 集』 の 天道 篇に 左の 如き 言 を 護んで、 

我等 は その 詞の美 はしき に 引かる、 も、 反って 其 事 實を疑 は しめらる.^ ので ある。 

かの 西方 世界 は樂 しみ を受 くる 事 極まりた し。 人と 天人と 交 はりて、 俱に相 見る 事 を 得たり。 す 

ベて いづれ も 慈悲心に 薰 じて、 互に ひとり 子の 如くに 愛を爲 し、 諸と もに 瑶璃の 地の 上 を ゆきか 

へり、 同じく 栴檀の 林の 問に 遊びた は むれ、 宮殿より 宮殿に 至り、 池より 池、 林より 林に 至る。 

若し 靜 かならん 事 を 思へば、 風の 聲、 浪の 音、 管絃 のしら ベ 耳に 隔たり、 若し 見ん と 思 ふ 其 時 は 

深山が くれや 谷川の 珍ら しき 境地まで 目の前に 現 はれて、 見 まじと 思へば 其 境地 去りて 目に 隔た 

る。 を かぎ 味 をな め 身に ふれ、 法 を 說述る 事 も亦然 り。 或は 雲 梯を 渡り、 樂を 奏して 舞 ひ 遊 

び、 或は 虚空に 揚り. て 神 通 を 現じ。 或は 他方の 大 士に從 ひて 迎へ 送り。 或は： 大人 聖 衆に 伴 ひて 遊 

覽し。 或は 寶の 池の 畔に 至り、 新たに 生し 人 を訪ひ 慰めて 「汝 知る や 否や 此所 をば、 極樂 世界と 

名 づけ 此界の 主 をば 彌陀佛 と 申 奉る、 今 まさに 歸 依すべし」 など. 1 云 ふ。 云々 
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と。 此美 はしき 詞の內 に贵き 3呉 现の 能らざる に 非す、 然れ ども 形 は：； IK 焚に 過ぎて、 讀む者 をして 詞 

に 囚 はれて 贲を 逸せし むる の處が 多い。 勿論 基督 敎に 在りても、 ョ ハネ默 示錄に 於て、 ダンテの 神曲 

に 於て 此 種の 形容 を 見ざる に 非す。 或 種の 形容 は來 世を說 くに 方て 必要 缺く ベから すで ある。 然れど 

も 形容 は少ぃ 丈け それ 丈け 待く ある。 眞劍眞 面 口な りし イエ スは „ 取少 限度に 形容詞 を 使 ひ 給うた。 

馬太傳 十八 章 十 節， § ち 

汝等 慎みて 此の 小さき 者の 一 人 を も 侮る 勿れ、 そ は 我れ 汝 等に 吿 げん 彼等の 天の 使者 等 は 天に 在 

りて 太に 在ます 我 父の 額 を 常に 見れば なり 

との ィ H スの 御言 葉 は 特に 死後 生命に 就いて 敎 へん 爲に發 せられた るお でない。 然し 乍ら 其 内に 天使 

に 就て 吿 ぐると 同時に、 天使に 等しき 狀 態に 入る 復活 者に 就て 知らし むる 所が あると m 心 ふ。 卽ち 死後 

^ベ 叩 は 決して 離 止 安息の 生命に 非す して 活動 奉仕の それで あるとの 事で ある。 天使が 天に 在りて 地上 

の 幼；： 几の 爲に執 成し 其 祝福 を 計る が 如くに、 我等 も： 大使に 等しき 奢と 爲られ て、 彼等に 等しき 働き を 

爲さ しめらる との 事で ある。 ィ H スが 彼と 共に 十字架に 釘 けられし 盗賊の 一人に 「今日 汝は 我と 共に 

樂 園に 在るべし」 と 言 ひ 給 ひたれば、 來 世と は 今 世と は 異なり 無爲 安樂の 世界で あると 思 ふ は 問 違で 

ある。 イエス は 金 ミナの 譬を 以て 明かに 然ら ざる を敎へ 給うた 「ルカ 傳 十九 章 十二 節 以下〕。 來世は 現^ 

の繼續 であって、 現^に 於て 少なる 物に 忠實 なる 者は來 世に 於て 大 なる 物 を 委ねら るとの 襄 である。 

ダンテが 「我 は 死して より 高貴なる 戰鬪に 入る ので ある」 と 一 W ひし は此 意で ある。 勿論 E の^の 戰岡 

ではない が 「高贵 なる 戰鬪」 は 健全なる 生命の 必要 條件 として^ せざるを得ない。 「我が 來るは 羊 を 

して 生命 を 得しめ、 更 らに豐 かに 之 を 得しめ ん爲 なり」 と 主は官 一べ 給うた。 豊かに 生命 を 賜 はりて 活 


動 は 免 かるべ からす。 死後 生命 はより 高き、 より 能力 ある、 より 充實 せる 生命で あらねば ならぬ (-ョ 

ハ ネ傳十 章 十 節 )o 

事 は 空想の 如くに して 然ら す。 人の 希 に 由て 共生： 蚱は 決定 まる。 佛 法の 湼槃 寂滅 を ひ 1- む 者 は 世 を 

避け 山に 入らん と 欲し、 基督敎の活動的^-國を志す者は終りまで奉仕活動の生雜を送らんと欲する。 

詩人 ヰッ チヤ ー の 『雪 籠り』 に 彼の 去りに し 妻 を 想 ふ 一句が ある， 曰く 

I  cannot  Ibelieve  tliou  art  In-r, 

SiiicG llGa-ヒ ttt  need  n-iigels  p^.o. 

我 は 汝は我 を 離れて 在りと は 信す る 能 はす 

危き 場合に 拨 けん 爲に 天使 は 我 側に 在る に 非す 耶 

天に 在りて 相互 を 助け、 亦 地に 在る 者 を も 助く る 事が 出来る。 それが 眞の 死後 生命で ある。 

其 六 .ィ ヱ ス の 榮光體 に 就いて (上) 

路加 傳四章 一六— 三 二 節。 馬 加 傳九章 二 ー 九 節。 

イエ スが 一一 rr 葉を以 つて 來 世に 就いて 敎へ給 ひし 場合 は 至って 少く ある。 我等 は 彼の 御 一一 H 葉より 所謂 

來世訓 を 編まん と 欲して 編む 事が 出来ない。 然し 乍ら ィ H スは 言葉 を以 つてして よりも 行爲を 以てし 

て 明かに 永生 を 示し 給うた。 其點に 於て 彼 はたし かに 「生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せり」 であった 

(テ モテ 後書 一章 十 節)。 永生 は 彼の 衷に 働いて ゐた、 故に 彼の 爲す 事が すべて 永生 的であった。 卽ち死 
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者 を 甦らす に 足る の 生命が 彼 を 動かした。 まことに 彼れ 御.！ m 身が 共生 命であった。 窮 りなき 生命の 何 

たる 乎はィ H スを識 るに. E つて 解る" 彼の 御 生涯^ 物が 無 is の 生命で ある。 

聖寄は 道德を 離れて 宗 敎を敎 へない。 共？ I に 聖書の 聖書た る 所以が ある。 聖書 は 道德を 離れて 來^ 

を敎 へない。 キリス 卜の 如き 架-き 行爲 があって キリストの 如き 復活が あり、 不死の 生命が あると 敎ふ 

故に 福 昔 書に 於て 德 行と 不思議と が 併んで 記して ある。 ィヱ スの 行爲が 彼の 奇跡 を證 明し、 彼の 奇跡 

が 彼の 行 爲を證 明す る。 ^にィ H スの敎 訓を是 とする も 彼の 奇跡 を 非と する 者の 多き は 此事を 認め ざ 

るが 故で ある。 イエ スの 敎訓は 彼の 寄 跡 丈け それ 丈け 不见議 である。 彼の 敎訓の 超 ，al 然 的なる に II- 附 

き し^は 彼の 奇跡 を 疑 はない。 

路加 傅 四 章 一 六— 三 二 節の 記事の 如き 明かに ィ H ス の此兩 方面 を 示す。 玆に彼 は 其 公生涯の 首途に 

於て 彼の 何者なる 乎 を 示し 給うた。 彼が 聖書に 精通し 給 ひし 事、 彼が 舊 約の 預言の 彼に 於て 充 たされ 

し を自 し 給 ひし 攀、 又 「人々その ロょり^：る所の恩^^心のーーーー！：を奇み」 と ありて、 彼の 風采に 神ら し 

き 所の ありし 事 等を錄 し、 而 して 後に 預 一一 一一 〔者の 權 威を以 つて 村人 を 警め 給 ひたれば、 全村擧 つて 大に 

愤り、 起ちて ィ H スを 村の 外に 引 屮1 し 其 村の 建た る 山の 帳より 投下さん とした。 

然るに ィ H ス 彼等の 中 を 通過して 去りぬ 

と 記いて ある。 此は簡 短なる 記^であって 多くの 人の 氣附 かざる 所で あるが、 然し 共.^ に 尋常なら ざ 

る 行動 を 認めざる を 得ない。 若 かき 大工が 聖書 を 引いて 此 言を發 したる が 不思議な りしに 加へ て、 そ 

の 去り 方が 不思議であった。 ィ H スは此 場合に 逃げなかった、 又 身を隱 さなかった。 荒れ狂ふ„^!^徒の 

巾 を獨り 通過ぎ て 去り 給うた。 關ケ 原の 戰 (.1^ に 於て. 津兵庫 頭が 取 つ た途で あって、 兵法から 言 ふ て 


も 最も 大膽 なる、 最も 男らしき 途 である。 何が ィ H ス をして 斯く 放なら しめたの である 乎。 勿論 彼 

に 義人た るの 確信と 權威 とが ありて 彼に 此道德 的 勇 氣を與 へたに 相違ない。 然るに 彼 は 「大工 ヨセフ 

の 子」 でぁって村！：^^ょり何の尊敬をも受けてゐなかった。 其 彼れ に 此權威 ありし 事、 其 事が 旣に f 思 

議 である。 今日 我等の 目前に 此 事が 行 はれた として 我等 は 其 理由の 說 明に 苦しむ であらう。 

0OOOO0000OO000O0  OOO0OO00OOCOOOOOOOOO0OC 

此 場合に キリストの 身より 御 光が さして ゐて、 暴民 は 彼に 手 を觸れ 得なかった と 見れば 說 明が 出来 

る U 或は 彼の 身に 普通の 生命 以外の 生命が 魁いて ゐて、 夫れ が 物理的 法則 を 超越して 胸いた と 解して 

解す る 事が 出来る。 何れに しろ 此 場合 も亦奇 跨と 見る が適當 である。 若し 純 奇蹟で ない にしても 奇蹟 

に 類した る行爲 であった 事 を 否む 事 は 出来ない。 

聖書に 度々 榮 光と 云 ふ 詞が使 はれて ゐる。 沟に廣 い 意味の 詞 であって、 今一 々之 を 指摘す る 事 は 出 

來 ない。 榮光は ギリシャ 語の doxa ヒ ブ ライ 語の kabT).^l で あって 聖書 特有 の詞 である。 之に 物的の 

意味 も あれば、 靈 的の 意味 も ある。 ベ ッレ ヘム の 夕、 天使が 救 主の 降誕 を 牧者 等に ホロ げんと する 時に 

「主の 榮光 彼等 を 環 照し ければ」 と ある は 物的 卽ち 自然の 光で あつたと 見る が適當 である。 其 他パゥ 

n がダ マス コ 途上、 眩き ィ H スの 御顔 を拜 したりと 云 ふ も 亦 彼の 肉 限に 映 ぜし强 き 光と 解せ ざる を 得 

ない。 然し 乍ら 多數の 場合に 於て は 榮光は 道 德的榮 光卽ち 靈的榮 光で ある、 或は 半 物的 半 靈的榮 光で 

ある。 コ リント 後書 三 章 末節に 於て 

我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如くに 主の 榮を 見、 榮に榮 いや 增 さりて 其 同じ 像に I- る 也 

と. ハウ a が 曰 ひし 場合に 於て、 榮光は 物的で も あり 亦靈 的で も ある。 卽ち、 聖書に 在りて は 光に 物的 

o^ooocooo  000OOO00O00O0 

的の 151； 別な くして、 靈的榮 光是れ 物的 光輝で あ る 。 
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以上の 見方に 闪り共 覜三福 昔 書が 錄す 所の 變貌の 山に 於け るィ H ス の 榮化を 少しな りと も說 明す る 

事が 屮 U 來 ると 思ふ。 此 はたし かに 在った 事で ある は 三 福音書が 揃 ふて 錄 して ゐ るに 由ても 判明る。 そ 

して 或る 書學 者が 爲 すが 如くに、 單 なる 自然 的 現象と して 解す るは餘 りに 淺簿 である。 曰く、 レバ 

ノン 山中 股に、 春 未だ 逮 くして 淺んの 雪に 彼等が 園 まれし 時に、 電光 き 渡り たれば、 「ィ H スの容 

貌變 り、 其 衣 輝き、 ，：： きこと 甚だしく して 露の 如く、 世の 布 洒も斯 く， E く 爲し能 はざる」 程であった 

と (馬 可 傳九章 三 節)。 西洋 近代の 學者 は斯く 解す るより 他に 此記 を 解し 得ない ので ある。 然し 乍ら 

Ai! れ淺 なる、 不完全なる 解釋 であると 云 はざる を 5^ ない。 何故 之をィ H スの榮 光 體の現 はれと して 

解 しないの である 乎。 

其 七 ィヱス の 榮光體 に 就いて (下) 

馬 可 傳九章 二  — 八 節。 馬太傳 十七 章 一— 八 節。 

前：1の|1演に對し聽^9の 一 人より、 昨年の 八月 『生理 學 研究』 誌上に 見えし 論文の 一 部を途 つて L 犬 

れた" 

物質的 醤學も 大切 だが、 それよりも 心 靈醫學 の 研究が 必要で あると 學生 時代より 專心 之が 研究に 

沒； H して ゐる 愛知 醫科大 學精祌 科敎窒 の 磯部 虎雄 學士 は、 老人と 子供との 關係、 卽ち 子供が 老人 

によく 親しみ 老人 は 子供 を 理性な きまでに 愛する は 何故かと 云 ふ 問題に 對し與 味 ある 研究 を發^ 

した。 12 氏の 說に 依れば、 人 問 は 各々 靈氣 卽ち靈 光 叉は靈 衣と 稱 する 光 を 有して ゐる。 キリスト 


釋迦の 像に 御 光 を 描きし が 如く、 人 は必す 善惡に 依らす この 靈衣を 有する 者で ある。 如何に 學識 

あり、 名才 あり、 金力 ある 學者 政治 {尿 富豪と 雖も、 心に 惡 しき 魂 を 有する ぎの 靈衣は 弱く、 色 は 

甚 しく 機れ て ゐる" 之に 反し 目に  一 丁字な き 野人と 雖も 善良なる 淸き靈 を 有する 人の 靈衣は 光り 

强く、 色 頗る 鮮か であって、 之が 實驗 は础 子に デシ ヤー 一 ンと稱 する 藥液を 塗り、 之に 人間 を寫し 

出せば 容易に 利 別す る 事が 屮 Z 来る。 之に よりて 老人 を 見れば 老人の 靈衣は 棣れ、 幼童の 靈衣は 光 

り鮮 かに 量 多く SK に 神 を 想像す るが 如き 靈衣を 見る。 玆に 於て、 老人 は 自己の 穢れた 靈衣を 幼童 

の 淸き靈 衣に 依りて 淸め ると 同時に 光り 少 きを 補足し、 幼童 は 自己の 量 多く 光り 鮮 かなる 靈光を 

老人に 與 へ る 喜び を 有す。 之に 依りて 老 者と 幼童と が 普通 考 へる ことの 出來 ない 程の 親しみ を感 

する ので あると 云 ふ。 

沟 に 興味 多き 研究で ある。 之を以 つて 幾分な りと も變貌 の 山に 三人の 使徒が 目撃せ し 驚く ベ き 現象 を 

說明 する 事が 出来る。 

然し 乍ら ィ H スの榮 光 は單に 勢力 K 盛の 故の 榮 光でなかった、 心 靈聖淨 の 故の 榮 光であった。 彼の 

光り は 愛の 光りであって、 其 光りが 肉 體に現 はれた と 見る が當然 である。 之に 似た る 光が 聖 フラン シ 

ス にも 在りし と傳 へられ、 其 他 純然たる 無私の 狀 態に 入りし 者が 一種 特別の 光 を 其 面より 放つ は 人の 

よく 知る 所で ある。 ョ ハネ 書翰に 光と 生命と 愛と が 同意義の 詞 として 用 ひらる、 に 依て 見ても 此 事が 

判明る。 

變貌 山の 現象に 於て 解し 難き は イエ ス の 身が 光り を 放ちし 事に 非す して、 H リ ャとモ ー セ とが 共に 

使徒 等に 現 はれて ィ H スと 語り ゐ たりと 云 ふ 事で ある。 玆にー 一人 はィ H スの 如くに 輝きたり と は 記い 
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てない、 唯 「現 はれたり」 と錄 して ある。 叉 「彼等に 現 はれて」 と あれば、 使徒が さう 思うた と 解し 

でも：^ な-支ない。 郎ち榮 化 は 特に ィヱ スに 在った 事で、 他の 者に 在った と は 明記して ない。 然し 若し H 

リ ャとモ ー セ とが 事 實現 はれたり とする なれば、 彼等の 靈 性が 玆に或 極の 形體を 取って 現 はれた と 見 

るまで^^ぁる。 そして 二人に 或る 程度まで ィ H スに 似た る 所があった。 彼等 は 單に嚴 格なる 舊 約の 预 

一一 IE 者 又は 雜法 家でなかった。 H リ ャにシ ドンなる サレ プタの 一 人の 寡婦の 子 を 祈 禱を以 つて 甦らす の 

熱愛が あった。 モ ー セ にも 亦、 背ける イスラ H ル のおの 爲に執 成して 

若し^ 意に 卟 はぐ 彼等の を赦し 給へ、 然ら すば、 願く は汝の 書き記し 給へ る 書の 巾より 我 名 を 

抹 去り 給 へ (出 埃 及 記 三十 二 章 三十 二 節)。 

と 言 ひし 眞心 があった。 此 愛と 眞 心と が 形態 を 成して 玆に現 はれた と 見て 解し 難い 事 はない。 

党る 所、 復活 體は 死後に 初めて 與 へ ら る」 もので ない、 今^に 於て 其 構成 を始 むる 者で あると 思 ふ。 

初めて 母の 胎に 宿りし 時に 復活 體は其 存在 を始 むる ので あらう。 我等 は 毎日 我等の 役 活體を 作りつ ， - 

あるので あらう。 そして 秋の 末に 葉が 落ちて 草木が 長き 冬の 眠りに 就く 時に、 旣に來 年の 葉 も 花 も 

も 其 元 形 を 完成す るが 如く、 人 問 も 死に 就く 前に 其 復活 體の基 礎 を 作り 上ぐ るので あらう。 そして 罪 

も 德も其 內に攝 取 同化され て、 

善 を 爲し者 は 生命に 趣り、 惡を行 ひし 者 は 審判に 甦るべし (ョ ハ. K 傳五章 二十 九 節〕 

とィ H スが 一一 一一 1： ひ 給 ひしが 如くに、 人 各自が 己が 作り上げし 復活 體を以 つて 鶴る ので あらう" そして ィ 

エスの 場合に 於て は 彼の 强烈 なる 復活 體が 變貌の 山に 於て 眩き 光り を 放ちたり と は 解す るに 難くない 

tJE^ ふ。 精神科 學の 進步に 由り、 復活 體を 寫眞に 撮る 事が 出來 るに 至る と 聞いて 私自身 は 少しも 不思 


能: 
力: 


神の 言と 来世の 能力と を 味 ひ。 希 伯 來書六 章 五節。 

來世は 有っても 可し 無っても 可し、 若し 有る としても^に 之に 意を留 むる に 及ばす、 唯今 世 を 善く 

過せば 來 世が 有る ものなら ば * 自づと 之に 人る を 得て 善き 報に 與るを 得る であらう とは此 世の 智者よ 

り S 々聞く 所で ある。 叉 言 ふ. 來世を 重ん する 者 は 今 世 を輕ん す、 全 精力 を來 世に 奪 はれて 今 世 を 顧 

みざるに 至る。 寺院 生活の 害 は玆に 在る。 世 を遁れ 俗を脫 して 人 は 去勢せられ たる 家畜の 如くに 成り、 
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議に思 はない。 

問題 は 決して 奇を 好む 所謂 「面白い 問題」 でたい、 最も 眞 面目なる 問題で ある。 心が 形に 現 はると 

云 ふので ある。 善人に 取り 此んた 嬉しい 事 はない と 同時に、 惡 人に 取り 此んな 怖ろ しい 事 はない。 是 

れ が本當 のクリ シス、 審判で ある。 ィザ ャが當 時の H ルサ レムの 市民 を 責めて 「彼等の 顏色は 其惡事 

を證 す」 と 一一 目 ひしが 如くに (ィザ ャ書三 章 九 節)、 衷 なる 心 は 現世に 於ても 外なる 顔に 現 はる k ので ある。. 

我等 ィヱス の 弟子た る 者の 祈り 求むべき 事 は、 ィ H スの心 を 戴いて、 それに 合 ふ 彼の 榮光體 を 授から 

ん事 である。 斯くて 死後 生命 問題 は 決して 閑 問題で ない。 今日 目前の 問題で ある。 我等 は 今日 如何な 

る 復活 體を 作りつ、 ある 乎。 


來 世の 


S! 活と とに すろ 研究  五一 八 

唯 安閑と して 死 を 待つ に-至る。 世に 小川なる^ にして 僧侶の 如き 者な しと、 我等 は S 々間 かせら る X 

ので ある。 

來世 にも 由り けりで ある。 人 をして 懒惰 ならしむ る來 f が あり、 活潑 ならしむ る來^ が ある。 單に 

此 世の 苦痛 を 慰めん とする 來 I は 人 をして 無 爲の狀 態に 入らし め、 活ける 神の 供へ 給 ひし 義の國 なる 

來世は 之を俟 ai! む 者 をして 有爲 活動の 人たら しむ。 露の 來， は 今 世に 於け る 能力の 源で ある U 基督 信 

者は來 骨の 能力 を 味 ふ 者で ある。 神の 御 約束 を 信じ、 來らんとする聖國の榮光を俟ひ-^-んで、 此 世の 何 

者 もが 供給す る 能 はざる 大 能力の 己が 身に 臨む を實驗 する 者で ある。 義の 完成す る 來世を 信じて 義を 

行 ふの fss- が 出る。 此^に 在りて は 義は行 はるべく ありて 實 際に 行 はれない、 故に 此世 以外に せく ベ 

き^を 有たざる 者 は 完全なる 義の實 現 を 信じ 得ない、 故に 其 爲す所 常に 暖味 にして 其 行 ふ 所 常に 不徹 

底で ある。 義は必 す 成る、 此 世に 於て は 成らない が來 世に 於て 必す 成る。 我等 は 此^に 於て 義の種 を 

播 いて 次ぎ の^に 於て 其 菜を穫 取る ので あると 信じて 義を爲 すに 易く、 義の 失敗 を 見て 失望し ない。 

來 骨に 由て 此 世の 凡ての 苦痛が 慰めら る。 凡ての 不幸 艱難、 然り死 其 物まで が 完全に 慰めら る" 此 

世 限りと 思 ふが 故に、 人生に 不平が 多く、 堪へ 難き 悶えが あるので ある、 然れ ども 確實 なる 來 f の 希 

望の 前に 不平 煩悶 は 消えて 跡な しで ある。 人 は 能率 增 進の 必要 を說 くが、 來批の 希望 程 能率 を 增すも 

の はたい。 ：= に 讚美歌が 結えす して 仕事 は 常に 渉る ので ある。 人の 過失 は 容易く 赦す 事が 出来、 身の 

不幸 は 希望 の 輝きの 前に 消散す。 若し 凡 て の 人 に 堅き來世 の 希^11^： が 有 るなら ば社會 問題 は 直に 絶え、 

平和 はは 界に 漲る ので ある。 來世を 嘲け る 現代人 は 来^の 希望な きが 故に、 數， 吸り なき 難問題に 惱ま 

されつ 、あるので ある 0 


來世 は來年 の 如くに 必然的に 人に 臨む の で はない、 來世は 神の 賜物で ある。 

キリス ト 死を滅 し、 福音 を もて 生命と 朽ちざる 事と を 明かに 爲し 給へ り 

と は 聖書の 明かに 敎 ふる 所で ある。 來世は 美 はしき 思想で ない、 故に 考 へて 得らる、 者で ない a 來 * 

0OO0OOOOO0O0O0O0000OCOCCCOOOO0 

は實 物で ある、 恩惠の 賜物と して 神より 或る 特別の 條 件の 下に 人に 賜 はる 者で ある。 夫れ 故に 特別に 

貴い ので ある。 来世の 能力と 云 ふ は 復活の 能力と 云 ふと 同じで ある。 

キリ ストと その 復活の 能力と を 知り 

とパ ゥ 口 が 言 へ る それで ある (ピリ ビ書 一一 一章 十 節 )o 神より 死せ る 罪の 身に 加 はる 能力で ある。 此 能力 を 

賜 はりて 死者 は 復活し、 來 世は實 現す るので ある。 そして 信者 は此 世に 在りて 此 能力の 幾分 か を 賜 は 

りて 之を此 身に 實驗 する ので ある。 所謂 「聖霊の 質」 と 云 ふが 夫れ である。 そして 此 能力が 充分に 加 

はりて 榮 光の 復活が あり、 榮 光の 来世が 實 現す るので ある。 

眞の來 世 は 天然の 法則 又は 人の 道理に 因る 事で はない、 祌の御 約束に 由る 事で ある。 神の 善き 聖意 

より 出た る 其 堅き 御 約束に 由る 事で ある。 故に 是は 信じて 得らる k ものであって、 哲 學を以 つて 道理 

を以 つて 組立る ことの 出来る もので ない。 神の 御 約束 は 堅く 立ちて 動かす、 天地 は 失せん、 然れど 其 

御言 葉 は 失せす。 

我等 は 其 約束に 因りて 新しき 天と 新しき 地と を俟 望む、 義其 中に 在り C ベ テ。 後書 三 章 十三 節-。 

此御 約束 を 信じて 我等 は 喜び、 我等の 心 は 安し。 何が 確實 であると て、 僞 はる こと 能 はざる 神の 御 約 

束 ほど 確實 なる もの はたい。 そして 我等の 來 世の 希望 は 此確實 なる 神の 御 約束に 因る ので ある〕 

Inf-  は， ち 

。ハウ 口の 有名なる 言葉に 「希望 は羞 を來ら せす」 と 云 ふが ある (n マ 書 五 章 ws)o  r 羞を 来らせす」 
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と は 「失敗に 終らす」、 「sli に：？ す」 との 意で ある。 基督 信者の 懷く 希&さ §_£ら すと 云 ふ" 

故に 次いで 云 ふ  ミ 

我等に 賜 ふ 所の 聖靈に 由り て 神の愛 我等の 心に 濯げば なり、 同 節) 

と。 來世を 待つ まで もな く、 希 と共に 神の愛が、 今 此^に 於て、 我等の 心に 港ぐ と 云 ふので ある リ 

空しき、 無效の 希望で ない、 實 力の ある 希び I- である。 深き 愛 を 起す 希望で ある。 故に 「来^の 能力」 

と稱 して 可なる ものである。 そして 今日に 至る まで 如何に 多くの 貴き 事業が 此 能力に 由って 爲 され レ 

よ。 ダヴィンチの 大 美術、 ダンテの 神曲、 ル ー テルの 信仰 改革、 其 他 數へ盡 す ことが 出来ない。 r 來 

*1 は， 欺く とも 可な り」 と 若い 哲學者 は 云 ふ。 頓 でもたい 事で ある。 


霊魂不滅に 就て 


靈魂 不滅 は 基督教の 根本的 敎義 であると 云 ふ、 故に 基督 敎を說 く 者は必 す先づ 神を說 くと 同時に 靈 

魂 不滅 を 說くを 常と す る、 彼等 は 思 ふ、 先 づ靈魂 の 不滅 を 解す る に あら ざれば 基督 敎を 解す る 能 はす 

と) 

ふ し ぎ 

然しながら 奇異なる 事に は 聖書に は靈魂 不滅なる 熟語 はたい ので ある、 靈 魂なる 語 は ある、 叉 不滅 

なる 語 はないで はない、 然しながら 靈魂 不滅と 云 ふが 如き、 靈魂は 其 物自體 にて 不滅で あると  一 K ふこ 

と を 通す る 語 はない、 羅馬書 二 章 七 節に 

耐え忍びて 善 を 行ひ榮 光と 貴 尊と 不朽と を 求む る 者に は 永生 を 以て 報い 給 はん 

'あり、 又 哥林多 前書 十五 章 五十 三 節に 

此朽る 者は必 すお ざる 者 を 衣、 死ぬ る 者 は必す 死なざる 者 を 衣るべし 

と あり、 又提摩 太ぶ 書 一 章 十 節に 

キリ スト 死を滅 し、 福音 を 以て 生命と おざる 事と を 明らかにせり 

と ある、 以上 は 新約 聚 書に 於て 不枋 なる 語が 用 ゐられ て ある 著明の 場合で ある、 然し 以上の 場合に 於 

て 不朽 は 霊魂不滅 を 意 ふので はない、 善 を 行 ひ 福音 を 信す る 者に 賦與 せらるべき 不朽 (復活 體の) を 

tw 魂 不滅に 就て  五 二 一 


しる  .ui も w 

云 ふので ある、 卽ち 不朽 は 露 魂の 特有 性と して 錄 されて あるので はない、 神の 恩賜と して 示されて あ 

るので ある。 

然 らば 靈魂 不滅の 思想 は何處 から 來た ので ある 乎と 云 ふに、 之 は 紫 書より 出た ので はない、 希臘哲 

學 より 来たので ある、 ピサ ゴ ラス、 プラト ー など 云 ふ ギリシャの 哲學 者より 出た ので ある、 而 して 此 

思想が 中古 時代の 祌學 者に 由て 茶 督敎に 輸入され、 其れより して 靈魂 不滅が 基督 敎の 根本的 敎義 であ 

る 乎の やうに 思 はる k に 至った ので ある、 勿論 基督 敎に 之に 似た る敎 示の ないで はない、 乍然、 基督 

敎は 明. E に靈魂 不滅と 云 ひて 靈魂性 来の 不滅 を傳 へない、 靈魂は 不滅で ある 乎 も 知れない、 或は 不滅 

でない 乎 も 知れない、 是れ 基督 敎の 特に 傅 へんと 欲する 所ではない、 基督 敎は人 を 不滅たら しむる の 

道を傳 へる、 卽ち實 際 的の 不滅 を傳 へる、 形而上 學 的の 不滅 を傳 へない、 靈魂 不滅 は 埃 及 人の 思想、 

印度人 の 思想、 希腦 人の 思想で あ ると 云 ふ こと は 出来る、 然れ ども 猶太 人の 思想で あ ると 云 ふこと は 

出来ない、 而 して 猶太 人の 思想 を繼 承た る 基督 敎は靈 魂 不滅 を 以て 其 根本的 敎 義と爲 さない、 循 つて 

基督 敎を說 くに 方て 先 づ靈魂 の 不滅 を證 明す るの 必要 はない ので ある。 

然ら ば 基督 敎は靈 魂 不滅に 代りて 何を敎 ゆる 乎と 云 ふに、 其れより も更ら に 確實な る 更らに 肝要 な 

る こと を敎 ゆるので ある、 基督 敎は 預言者 ェゼキ H ルを 以て 曰 ふ 

罪 を 犯せる 靈魂は 死ぬべし 

と (以西 結 書 第 十八 章 四 節)、 又 使徒 バウ 口 を 以て 曰 ふ 

罪の 價は 死なり 

と (羅馬 書 六 章廿三 節，)、 靈魂 は元來 不死の 者で ある 乎 否や、 是れ 基督教の 論す る 所ではない、 基督 敎は 


た J. 扉 を 犯せる 靈 魂の 死た る考 である 事を傳 へる、 彼れ 若し 元来 不死の 者な りしと する も 彼 は 今 は 罪 

を 犯せる に 由て 死た る 者で ある、 彼れ 若し 生れながら にして は 不朽の 性 を 具 へざる 者で あると する も、 

彼 は 罪 を 避く るに 由て 不死の 者た るの 特權を 有する 者で ある、 問題 は滅、 不滅の 問題で はない、 滅び 

んと 欲する 乎、 滅び ざらん と 欲する 乎の 問題で ある、 本然 性の 問題で はない、 可能性の 問題で ある、 

基督 敎が 哲學と 異なる 點は玆 に 在る、 哲學が 人 を 究めん とする に對 して 基督 敎は彼 を 救 はんとす る、 

哲學 者に 取りて は 研究の 材料た る 人類 は 基督 敎に 取て は 「矜恤 の 器」 であるの である (羅馬 書 九 章サー 一一 

節〕。 

基督 敎は 一史ら に傳 へて 云 ふ、 不朽 は 惟り ィ H ス キリ ストに 於て ありと、 

彼 は獨り 不死 を 有す 

と (提摩 太 前書 六 章 十六 節， ラゲ 氏 譯)、 又 

神の 子 を 有つ 者 は 生命 を 有ち、 子 を 有たざる 者 は 生命 を 有た す 

と (約 翰 第 一 書 五 章 十二 節)、 叉 

イエス 曰 ひける は 我 は 復活な り、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし 

と (約 翰傳 十一 窣サ 五節)、 不死と 生命と は 人に 於て あるので はない、 キリストに 於て あるので ある、 人 

は 彼より 之 を 受けす して 他に 不滅と なる の途 はない ので ある、 不滅 は 神が キリスト を 以て 世に 賜 ひた 

る 犬なる 恩賜で ある、 不诚は 人に 生れながら にして 有る 者で はない、 或 ひ は 一時 はありし ならん も 彼 

は 今 は 之 を 失 ふたので ある、 確實 なる 不滅 は 今や ィ ェ ス キリ ストに 於ての みある ので ある、 故に 一一 一一 ：！ ふ 

にろ ぼ  *s..-v 

キリスト 死 を 減し、 福音 を 以て 生命と 不朽と を 著明に せり 

Is 魂 14 滅に 就て  五 ニー 二 


很活. i 來批 とに 開す- 究  五 二  31 

と： 提摩太 後書  一 十 節，)、 叉 

彼 を 除い て 刖に救 ある ことたし 

と 0 仃傳 四 章 十二 節 )o 

而 して 基 # 敎 は如斯 くに 說て 獨斷 說を唱 ふるので はない、 實に キリスト を 除いて 他に 不朽の 生命 は 

たいので ある、 不朽 は 一 兀是れ 論理的に 立證し 得べき 者で はない、 實驗 的に 確認し 得べき 者で ある、  < い 

かも 他 の 何たる 乎 は學理 的に 立證し 得らる i 者に あらす して、 實驗 的に 感得し 得らる k 者で あると 

同然で ある、 我等 は 永生の 何たる 乎 を 知る、 卽ち 聖書の 示す が 如し、 

我等 兄弟 を 愛する に 因りて 旣に死 を 出て 生に 入りし こと を自 から 知る、 兄； を 愛せざる 者 は (今 

尙ほ) 死の 中に， おる 

と (約 翰 第一 書 三 章 十四 節)、 聖書の 此 言に. E りて 死の 何たる 乎、 生の 何たる 乎、 滅亡の 何たる 乎、 不滅 

の 何たる 乎 は 最も 明白に 解る ので ある、 死と 云 ひ、 不死と 云 ふ は哲學 上の 事で はない、 實験 上の 事で 

ある、 我等 は 人 を 愛し 得る に 至て 不滅 を自 から 知る ので ある、 哲學 者に 證明 せらる、 にあら すして 獨： 

り自 から 覺 るので ある。 

永生 何者 ぞ？ 愛で ある、 キリストの 愛で ある、 此愛を 獲て 我等 は自 から 死 を 出て 生に 人り しこと 

を 知る ので ある、 生命 は 眞理の 如く 自證 者で ある、 人 は 之 を 受けて 「我れ 死す とも 生く」 と： ：！ ひて 自 

"する ので ある、 不死と 云 ひ、 永生と 云 ひ、 之 を 遠く 蓬萊に 探る の 要はない、 不滅 は 今 此處に 之 を 獲 

得する ことが 出来る、 キリ ストの 愛 を 以て 神と 人と を 愛する を 得て 我等 は 今日 彼と 偕に， 樂 園に 在る こ 

とが 出來 るので ある (路加 傳サ三 章 四十 三 節 )o 


兹に 於て 不滅の 冥想すべき 者に あらす して 努力して 獲得す べき 者で ある ことが. 明るので ある、 

窄き 門に 人る ため に 力 を盡す ベ し 

と (路加 傳 十三 章サ四 節〕、 叉 

その 生命 を 惜む者 は 之 を 失 ひ、 其 生命 を惜 まざる 者 は 之 を 保ちて 永生に 至るべし 

.U まもの 

と (約 翰傳 十二 章廿 五節〕、 永生 は 神の 恩賜で あると 同時に 叉 多くの 血と 淚とを 流して 我 有と なすべき 者 

である。 

永生と は 唯是れ なり、 卽ち眞 の 神なる 雨と 其 遣 はし、 ィ H ス キリスト を識る 事な り (約 翰傳 十七 章 

三 節)、 

神と キリストと を 其す ベての 方面に 於て 識る こと、 是れが 永生で ある、 如何にして 克く之 を 識るを 得 

ん乎、 是れ 聖書の 提出す る 問題であって 叉 其克く 解決す る 問題で ある、 先 づ靈魂 不滅 を 5^ いて 然る 後 

に 人 を キリ ストに 導く こと は 出来ない、 彼に キリス トを 示す は 彼 をして 不朽の 生命 を 感得せ しむる 唯 

一 の途 である。 


祝すべき 死 


此， の 人の 立場より 見て 死 は單に 凶事で ある、 不幸 中の 最大 不幸、 e: 事 中の 最大 凶事で ある、 此世 
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の 人の 立場より 見て 死に 吉 きこと は 一 ッ もない、 死 は 恐怖の 王で ある、 而 かも 此 死が 萬 事の 終極で あ 

ると 云 ふので ある、 

一 たび 死る 事と 死て 後に 判を受 くる 事と は 人に お まれる 事な り、 

と ある (希 伯 來甞九 章 サ七節 )、 故に 人 は、 

死 を 怖れて 生涯 繁 がる、 

ので ある (仝 二 章 十五 節)、 死 を 以て 萬 事の 終極と 見る 此 世の、 眞黑の 栴衣を 以て 蔽 はる、 の觀 ある は 決 

して 無理なら ぬ 事で ある。 

然し 者の 立場より 見て 死 は單に 凶事で はない、 之に 多くの 吉事が 伴 ふて 居る、 然り、 深く 死の 

何たる 乎 を 究めて、 其、 人生 最大の 吉事で ある こと を J!l 化る ので ある、 ：^: 督 者と 此 骨の 人と は 死に 關す 

る 雨お の觀 念に 由て 利 然と lEi;^ せらる- -の である。 

基哲 者に 取りても 死 は 勿論 苦痛の 極で ある、 彼と 雖も 勿論 死 を 喜ぶ と 云 ふこと は屮 I 來 ない、 死 を 恐 

れ之を 避けん とする は 人の 天然 性で ある、 基督 者と 雖も 勿論 自 から 擇んで 死ん と はしない、 然しな が 

ら 神より 死 を 命ぜられて 彼 は 感謝して 之を受 くるので ある、 彼に 取りて は 死 は 苦痛の 極で あると 同時 

に 又 a 典の 自由に 入る の 門で あるから である。 

死 は 苦痛の 終で ある、 罪の 巢窟 なる 肉體が 結えて 其 結果た る 苦痛 は 絶 對に筢 るので ある、 人の 苦痛 

は單に 肉體の 苦痛に 止まらない、 血緣の 苦痛が ある、 社交の 苦痛が ある、 心靈の 苦痛が ある、 然 かも 

E-疋 れ な肉體 ありて より 起る 苦痛で ある、 此 世の 義務なる 者 はすべ て 肉 に關 する 義務で ある、 兵役 

の 義務、 納稅の 義務、 給養の 義務、 勞 役の 義務、 是れ 皆な 肉體を 以て 此國此 土に 繁 がる & より 生す る 


義務で ある、 而 して 肉體 消えて 後に 之に 伴 ふ 義務 消滅す、 我 は 義務 を 厭 ふに 非す と 雖も而 かも 之に 多 

くの 苦痛の 伴 ふ は むべ からざる 事實 である、 而 して 我が 能力 は 我が 責任に 堪 ゆる 能 はすして 我 は 屡 

屢嗟 くので ある、 我 は厦々 ヨブと 共に 叫びて 曰 ふので ある、 

如：？ なれば 艱難に 居る 者に 光 を 賜 ひ、 

心苦しむ 者に 生命 を 賜 ふや、 

斯 かる 者 は 死 を まむ なれ ども 来らす、 

之 を 索む る こと 藏れ たる 寶を 掘る より も^だし、 

若し 壞墓を 尋ねて 獲ば、 

彼 は大に 喜ぶな り、 然り、 踊り 歡ぶ なり、 

と (約 In: 記 三 章 二十 節 a 下〕、 人生 は快樂 なりと 言 ふ 者 は 未だ 人生 を 知らざる 者で ある、 人生 を眞 面目に 

绘 らんと 欲する 者に して 其大 なる 悲痛 を 感ぜざる 者 はない、 而 して 死 は 人生の 終りであって、 同時に 

叉 苦痛の 終息で ある を 知て、 其、 決して 凶事で ない 事 を 知る ので ある。 

肉體は 一種の 牢獄で ある、 其 中に 寄寓る は 一種の 禁錮で ある、 靈は輕 き 者であって なる 者で あ 

るに 替 へて、 肉 は 重き 者であって 不自由なる 者で ある、 此輕 快なる 者が 此 重苦しき 者の 巾に 寄寓る、 

玆に大 なる 束縛が あるので ある、 バウ 口の 謂 ゆる、 

我れ 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす 反りて 願 はざる 所の 惡は之 を 行へ り、 

と の 苦悶 の  一一 一一 口 は 自由 の 靈 が 束縛 の 肉に 寄寓 るが 故に 發す る 言 である、 此靈肉 の 不權銜 な る 結合 あ ^^ が 

故に 人 はすべ て 「困苦め る 人」 であるの である、 而 して 此 困苦 を 感 する 時に 何人に も、 
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此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や、 

との 叫 號の聲 が 出る ので あ る 1； 羅-ぉ 書 七 章 十 ISM 下)、 而し て 死に. E て 靈は肉 の 束縛より 脫す る を 得て 

其 然銦を 解かる k ので ある、 肉に 寄寓る 間に 人に 完全なる rtI.E はない、 如何なる 憲法の 保障 を 以てし 

て も 彼に 完全なる 自由 を 供す る^ は 出来ない、 ^縛 は 肉 ありての 故の 束縛で ある、 肉 を 離る k まで は 

靈に 完全なる 自由 はない ので ある、 故に 謂 ふ、 

生 は 桎梏に して 死 は 解 1 なり、 

と、 死 はは 取大の 解放 者で ある、 肉の 奴^ は 彼に. m て 始めて 自由の： 大地に 出る ので ある、 故に 眞 個の 自 

山 を 愛する 者 は ワシントン、 マッチ 一一、 リン コル ン等 を迎 ふるの 心 を 以て 死 を歡迎 する ので ある。 

如斯 くにして 死 は 死で はない、 新生で ある、 死 を 以て 新生 命 は 始まる ので ある、 肉に 在りて 障礙な 

き 靈的 生命なる 者 はない、 

肉 は靈に 逆ら ひ靈は 肉に 逆ら ふ、 此ー 一つの もの；， s| に 相 敵る、 

と官ふ (加 拉太書 五 章 十七 節 y 靈が 完全に 靈 的な らんと 欲せば 其 敵なる 肉の 消滅 を 期せざる を 得ない、 

而 して 死 は靈の 障害 を 除いて 玆に其 自由の 發達を 遂げし むる ので ある、 肉 を 離れて 靈は自 から 成長し、 

活動 を旺ん にす る、 靈は 肉に 寄寓り て 一 人の 靈 である、 然れ ども 肉 を 離れて 多くの 靈と 偕になる こ 

とが 出来る、 

我れ 若し 地より 舉 げられ なば 萬 民 を 引きて 我に 就ら せん、 

とィ H スが霄 ひ 給 ひし は此 事で ある 「約^ 傳 十二 章卅ニ 節)、 ィ H スと雖 も 肉 を 離れて 地より 擧 げらる- 

ま で は を 引き て 自己に 化する こ とが 屮 Z 來なか つたので ある、 彼 は 又 曰 ひ 給 ふた、 


我が 柱く は汝 等の 益な り、 若し 往 かすば 慰藉 者汝 等に 来ら じ、 若し 往 かば 彼 を汝 等に 遣らん、 

と (仝 十六 章 七 節)、 此 場合に 於て 慰藉 者と はィ H ス御 SI 身で ある、 彼れ 往 かすば、 卽ち 死なす ば、 自か 

ら 慰藉 者と なり て 弟子の 靈に 臨む こと 能 はすとの 事で ある、 故に 彼 は 叉 曰 ひ 給 ふた、 

誠に 實に汝 等に 告げん、 一粒の 麥 若し 地に 落ちて 死なす ば 唯一 つに て存 らん、 然れ ども 若し 死な 

ば 多くの 實を 結ぶべし、 

と (企 十二 章サ四 節)、 肉の 死 は靈の 蕃殖の ために 必要で ある、 靈的 事業なる 者 は 之に 從事 する 者の 死 を 

待て 始まる 者で ある、 ペンテ コステ の聖靈 の 降臨 はィ H スの 存生 中には 無かった、 イエス は 孔子 ゃ釋 

趣の 如くに 七十の 長壽を 保って 其 業 を 遂げ 給はなかった、 彼 は 三十 歳の 盛に 其 生命 を棄 て、 其 靈を以 

て 世に 臨み、 之 を 自己に 化し 給 ふたので ある。 

而 して ィ H スに 限らない、 すべて 永久に く^を 化した 人 は 死 を 以て 化した ので ある、 殉敎^?の^- 

に 由て 起らない 敎會 はすべ て 偽りの 敎會 である、 敎師の 雄 辯 は 以て キリストの 敎會を 興す に 足りない、 

信仰 を 以て 死し 者が 績々 と 敎會の 中に 起り、 其靈を 以て 其 信徒の 靈に 宿り、 彼等の 事業 を扶 くるに 至 

るまで は 尊敬すべき 信賴 すべき キリストの 敎會は 起らない、 牧師の 人物に 由て 立つ 敎會、 策士の 策略 

を 以て 榮 ふる 敎會、 儀式の 莊嚴を 以て 誇る 敎會、 是れ 皆な 砂の 上に 立てる 敎會 である、 眞の敎 會は信 

者の 殉敎の 死に 由て 立つ 敎會 である、 斯 かる 敎會 こそ 陰府の 門と 雖 ども 之に 勝つ 能 はざる 敎會 である、 

キリストの 敎會 は元來 彼の 十字架 上の 死 を 以て 起った 者で ある、 故に 死の 苦痛 を 以てする にあら ざれ 

ば 持 綾す る ことの 出来ない 者で ある、 敎 會は此 世の 政府と は 異なり 肉 を 有ち たる 者の 組- 1 する 圑體で 

はない、 謂 ゆる 聖徒の 交際と は聖- めら れ たる 靈の 交際で ある、 故に！^ 會の 本部 は 靈の國 なる 天 國に於 

祝 すべき 死  五 二 九 


iss と來^ とに す-り s 究  冗 一一 一 〇 

て 在る、 肉の 國 なる 此 世に 於て 無い、 敎會と は 元々 眼に 見えざる 者で ある、 靈 なる キリストが 之 を 主 

どり、 彼に 在りて 生く る が 共の 正會 員た る 者で ある、 余攀と 雖も斯 かる 敎會の 存在 を 否まない、 余 

楚の無 敎會； i なる 者は斯 かる 敎會 に對 して 唱 へらる，^ もので はない、 

シ オンの 山、 又 活ける 神の 城なる H ルサ レム、 又 千 萬の 衆、 卽ち 天使の 聚集、 天に 錄 された る 長 

子等の 敎會、 叉す ベての 人 を 鞫 く祌， 及び 完成せられ たる 義人の k 魂 

と (希 伯來誊 十二 章廿 二、 サ三 節)、 キリス 卜の 敎會と は 如斯き 者で ある、 而し 我等 は 死して 肉 を 離れて 

此敎會 に 入る ことが 3^ 來 るので ある、 而 して 上なる 此敎會 に 入る を 得て、 下なる；^ r 猶ほ 肉に 寄寓る 兄 

あ 姉妹 を援 くる ことが 出來 るので ある、 斯くて 死 は 損失で はない、 利益で ある、 自己が ために 0 化， で 

ある、 他人の ために 利益で ある、 實に 「我が 往 くは汝 等の ために 益 あり」 である。 

死 は權牲 である、 同時に 又喷" 能で ある、 何人と 雖 ども 已れ 一 人の ために 生き、 叉 己れ 一 人の ために 

死す る 者 はない、 人 は 死して 幾分 か 世の 罪 を聩 ひ、 其權牲 とたり て 神の 祭壇の 上に 捧げら る k ので あ 

る、 是れ實 に 感謝すべき 事で ある、 死の 苦痛 は 決して 無益の 苦痛で はない、 之に 由て 己が 罪が 洗 はる 

るの みならす、 又 世の 罪が 幾分な りと も 除かる、 ので ある、 而 して 言 ふまで もな く 死の 聩罪カ は 死者 

の 品性 如何に 由て 增 減す るので ある、 義 者の 死 は 多くの 罪 を 贈ひ惡 者の 死 は 自己の 罪の 外、 贖 ふ 所 は 

甚だ 僅かで ある、 人 は聖く あれば 聖く ある 程 其 死 を 以て 此 世の 罪 を 贖 ふこと が出來 るので ある、 或 ひ 

は 〔糸の 罪 を 或 ひ は 社 食の 罪 を、 或 ひ は國の S 非 を、 或 ひ は 世界の 罪 を、 人 は 彼の 品位 如何に 由て 檐ひ且 

つ 照 ふこと が出來 るので ある、 死 は實に 大事 業で ある、 人が 此 世に 於て 爲すを 得る 最大 事業で ある、 

キリストが 其 死 を 以て 全世界 を 救 ひ 給へ りと 言 ふ は 決して 形容 的の 言で はない、 事實 中の 最大 事 K で 


ある、 キリスト は 實に其 死 を 以て 世の 罪 を 食 ひ 之 を 除き 給 ふたので ある、 而 して 我等 彼の 弟子た る 者 

も 亦 我等 相應に 我等の 死 を 以て 世の 罪 を 負 ひて 之 を 除く ことが 出來 るので ある、 是れ實 に 感謝す ベ き 

ことで ある、 我等 生きて 何事 を も 爲すを 得すと 雖も、 信仰 を 以て 主に 在りて 死して 幾分な りと も 世 を 

永久に 益す る ことが 出來 るので ある、 卽 ちパゥ n の 曰 ひしが 如く、 

くるしみ  な や み 

我が 肉體 (の 苦痛) を 以て キリストの 體卽 ち敎會 のために、 其の (キリ ストの.) 患難の 缺 けたる 

所 を 補 ふ 

ことが 出來 るので ある C コ 。サイ 書 一章 廿四 節)、 人類の 救 濟と云 ふ も是れ キリスト 一 人の 苦痛 丈け で 成 

就ら る \ 事 ではない、 我等 彼の 弟子た る 者が 彼と 共に 死の 苦痛 を 嘗めて 成就ら る、 ことで ある、 死 は 

ャゐ か- r- 

天の 恩惠の 神が 善事 遂行の ために 我等 各自に 賜 ふ 最も 好き 機會 である、 我等 は 感謝して 之 を 受け、 善 

く 之 を 利用して 自他の 救扬を 完成すべき である。 

斯 かる 祝 幅の 死に 伴 ふ あれば 我等 ィ H スの 弟子た る 者 は 死 を 以て 惡 事と 見做さな いので ある、 死 は 

基督 者に 取りて は榮 光に 人る の途、 叉榮 光を顯 はすの 好機 會 である、 此 故に 我等 は 死に 遭遇して 泣く 

こと は 泣く が、 然し 希望な き此， の 人の 如くに 嗟き 悲 まない ので ある、 我等 は 死の 價値を 知る、 その 

きょ  ち ヶ ら 

自己 を 潔む る 機會、 世の 罪 を 贖 ふの 能力、 永生に 入る の 準備なる を 知る、 祝すべき 哉 死！ 感謝す ベ 

き 哉 死！ 
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死後の 生命 


ヨブ 記に 曰 ふ 「人 もし 死なば 叉 生きん や」 と (十四の 十四〕、 今より 二 千 五 百年 乃至 四千 年 前に 書かれ 

し此 古き 書の 一 言 は今尙 凡ての 人の 問題で ある、 我 を 遺して 去りし 愛する 者 は 何 處に往 しゃ、 我 自身 

の 生命 も 亦 三 四十 年の 後に して 終る ので ある 乎、 他の 問題 は 解決せられ たる も 獨り此 古き 問題の みは 

解決せられ ない、 古來 幾多の 賢哲 出で て 之 を 解かん と 試みた る も 今尙 依然として 一大 疑問で ある、 然 

らば 斯 かる 不可解の 問題 は 之 を 抛棄して 更に 有益なる 他の 問題に 移らん 乎、 死後 生命 問題の 研究 は斷 

然 之を廢 止せん 乎、 然れ ども 斯く 決心す る や 否や 此 問題 は 直に 復た 我等に 迫り 來るを 如何せん、 親し 

き 者の 死の 面 を 見て 何人も 之が 菜して 永遠の 別離なる 乎、 再び 彼 叉 は 彼女と 相 見る 時 はなき 乎と 疑 は 

ざる を 得ない、 其 他人 生に 於け る 多くの 不公平なる 事赏の 如き、 之に 對 する 何等かの 解決が あるので 

はない 乎、 死後の 生命 して 如何、 之を棄 てんと 欲して 棄 つる 能 はす、 問題 は 千古に 亙る の 疑問で あ 

る 0 

然しながら 近代 人は此 問題に 就て 甚だ 冷淡で ある、 彼等 は 或は 曰 ふ、 現世に 於て 正義 を 行 ひ 眞理を 

：!；! する 事 を 許さる \ 以上、 人生 必す しも 未來を 要せす、 一日の 生涯 を 高貴なら しむれば 卽ち 足る と、 

或は 曰 ふ、 現世 生活の 安樂 を 享受 せんと 欲すれば 其途備 はれり、 何ぞ 不確實 なる 来世の 幸！ i を 希 はん 


と、 かくて 彼等の 人生 觀は 現^的に して 彼等の 宗敎は 地 的で ある、 八：' 日の 基督 敎會中 明 ，：《 なる 來 観 

を 示す もの 幾許 あり や、 其 講壇より 說く所 は 所謂 倫现的 福音に 非 すん ば社會 問題 國際 問題の 類で ある、 

實に現 * 的 思想 は 現代の 一 大風 潮で ある。 

來世は 果して 有る 乎 無い 乎、 之に 關 して 記憶すべき は 聖書が 來 世の 存在 を 論議せ ざる 事で ある、 基 
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督敎 にあり て は 神の 存在 又は 來 世の 存在 は旣定 の事實 である、 ィ H スの其 弟子 等に 敎 へて 「天に 在 ま 

す 我等の 父よ」 と 言 はしめ、 叉 は ラザロと 富者との 死後の 運命 を 語り 給 ひし 時の 如き、 父なる 祌の存 

在と 死後の 生命の 存在と は 之が 説明 を 要せす と 爲し給 ひし 事 明瞭で ある、 彼の 生涯 は 常に 来世と 幕 一 

重 を 隔てて 相 列って 居った ので ある。 

來 世の^ 在 を 否定 せんと 欲すれば 種々 なる 議論 を 以て 之を證 明す る 事が 屮 Z 來る、 或は 來^ を 知ら ざ 

る 者の 11 にも 尊敬すべき 人 あり、 來世を 信す る 基督 者の 中に も 卑しき 人な きに 非す とい ふが 如き は 其 

一 である、 或は 身體 ありての 靈魂 なり、 身體衰 へて 靈魂 も亦襄 ふ、 誰か 身體を 離れた る 靈魂を 見た る 

やとい ふが 如き は 其 二で ある、 或は 人類 は 極小 動物より 徐々 に 進化した る 者な り、 其 進化の 階梯の 何 

處に 於て 靈 魂が 身體に 入りし やとい ふが 如き は 其 三で ある、 或は 小兒は 無心に して 母の ぼより 出づる 

に 非す や、 霰 魂の 有無の 如き は 大人の ぼ 問題な りと いふが 如き は 共 四で ある、 斯の 如くに して 其 結論 

を 下して 言 ふ 尊が 屮 I 來る 「故に 靈魂 あるな し、 故に 來世 あるな し」 と。 

ooooooo  000000000  oocoocooooooooooooooo 

然し 乍ら 斯の 如き 有力なる 反 對論ぁ る に も拘は らす來 世の 存在 は 萬 人 の 熱 S マー である、 若し 何人 か 明 

白なる 說明を 以て 来世の 存在 を立證 する 者 あらんに は 凡ての 人が 之 を傾聽 せん 事 を 欲する ので ある、 

仍し近^;^人の.耍求する所の說明は聖書の言の如きではなぃ、 是に 於て か 近代的 方法 を 以て 此 問題 を說 

死！. おの 生 <5  匹 一一 一二 
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明 せんと 試む る 者 あるに 至った、 例へば フレデリック. マイヤ ー は 心现^ 研究 協 會報吿 中に 多くの 證 

據を诚 せて HI く 「今より 數十 年の 後に は 何人も 自ら 贲驗 的に 死者と 語り 得る に 至らん」 と、 叉 有名な 

る學者 W  -  L  • ゥォ ー ルカ ー は 其 著 『靈 と受 肉』 中に 曰く 「余 は 妻の 死後 彼女と 交通したり」 と、 勿 

論 之 等の 經驗 は少救 者に 限られた る 事に して 未だ 以て 確證 とする に は 足りない、 然し 乍ら 說 明の 如何 

に 論な く、 來骨 問題 は 人類の 心の 根抵に 植付けられ たる 観念で ある、 若し 來 世の 觀念 なくば 凡ての 宗 

敎 はない ので ある、 其 存在 を 否定 せんとす る 反對論 あるに 拘らす 遂に 此 概念 を拋棄 する 能 はすして 古 

來 人類の 多 數が來 世 を 信じ 之 を 熱望し 來 りし 事 實は何 を 示す 乎、 その 人類の 舆 論 又は 根本的 思想な り 

O00000O0000O000OO000OOOO0O 

との 事實其 者が 來世 存在に 關 する 强 力なる 證 明の 一 である。 

來 ゆの^ 在 は 之 を科學 的に 實驗 する 事が 出来ない、 然し 乍ら 純然たる 科學 者の 立場より 之 を 辯 護し 

たるお は掛 くない、 オクス フォ ー ド大學 の敎授 にして 世界的 醫學 者た る ウィリアム • ォスラ ー は 『科 

學と 死後 生命』 中に 臼 く 「醫學 の 立場より すれば 死後 生命の 存在 を 否定す る は 之を肯 { えす るより 以上 

の 根據を 有せす」 と、 叉 有名なる プラグ マ チズ ム哲學 の權威 ウィリアム *ゼー ムス は 『人間 永生 論』 

中に 論 結して 曰く 「腦は 思想 を 作成す る 機關に 非す して 之を攄 過し 整理す る 機關に 過ぎす」 と、 彼等 

は學 者と して 眞 面目に 靈魂 叉は來 世の 存在 を 信す るので ある、 余 をして 初めて 來 世の 信仰 を實 見せし 

めた る 者 も 亦 一 人の 學 者であった， 想起す 一 八 八 五 年の 秋 余 は 米國ァ マ ス トに 赴き 有名なる 博士 シ ー 

リ ー 先生 を訪 うた、 時 は旣に 夕方であった、 先生 はま づ余に 尋ねて 曰く 「責下 は 何時 彼 を 信じた る 乎」 

と、 而 して 次に 壁 間の 額 を 指して 曰く 「見よ 彼女 は 余の 妻な り、 二 年 前に 天 國に往 きて 今や 彼 處 に 余 

を 待ちつ k あり」 と、 余 は 其 時 博士の 眼中 熟淚の 浮び sr つる を 見た、 誰か 學 者の 所說を 以て 愚 夫愚婦 


を 導く 爲の 方便と 做す 者ぞ、 明日 あると 均しく 來世 ある を 信じた る學者 は古來 決して 少數 ではない の 

である。 

宇宙 の 存在 は 合理的な り とい ふ、 然り 物み たな 在 の 目的が ある、 然 る に獨り 人類 の 知的 生命 のみ は 

其 目的 を 有せざる が 如くなる は 何故で ある 乎、 知識 は 其の 進む に從 ひて 益 々知識 愁を增 進す る、 かく 
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て 研究 叉 研究、 知識に 知識 を 加へ て 遂に 或 所に 至れば 人は遽 然として 葬り去らる &の である、 然 らば 

人生 程 不合理なる 者 は 無いで はない 乎、 心理 學者 ヴント 先生 老齢 九十に 及びて 尙靑 年と 共に 其 研究 を 

續 くるが 如き は 畢竟 無益で ある 乎、 否然ら す、 幕の 彼方に 於て 尙 研究の 途が あるので ある、 現世 は 人 

の 限な き 知識 愁を充 さんが 爲 には餘 りに 短小で ある、 來 世の 存在 を 認めす して は 人生の 圓滿 なる 解釋 

を 下す 事が 出来ない ので ある。 
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叉 神 は 愛な りと いふ、 之れ 最も 深き 眞理 である、 然るに 人 は 神に 似た る 性格 を備 へんと 欲して 苦闘 

0O0  O0O0OO000O0OO0O0OO000O0 こつえん O00000O0OO000000 

幾 十 年、 漸くに して 稍 完全な る 生涯に 入らん とする 時に 當り 忽焉と し て 打ち 碎か る&が 如き は 淺虐の 

極で はない 乎、 斯の 如くに して 神 は 愛な りと 言 ふと も 如何で 之 を 信す る 事が 出來 やう 乎、 一一 イチ ェ は 

曰うた 「宇宙と は斯 かる ものである、 貴き もの を 作って は 叉 之 を破壞 する 所に 宇宙の 本性が ある、 永 

くわん けん 

遠の 還元 (eternal  recurrence) である、 愛 も 死 も 限な く 循環す るので ある」 と、 果して 然る 乎、 我 

等 は 彼れ 一一 ー チ H の 晩年に 於け る發 狂の 原因の 何處 にあり し 乎 を 知らない、 然し 乍ら 斯 かる 哲學が 人 

つ さ；： * . り  やけ 

をして パ ゥ 。 叉はル ー テ ル 等の 如く 翼 を 張て 天 を 翔る 歡 喜の 生涯 を 送らし むる 能 はざる は 何よりも 明 

瞭 である、 十 年 二十 年の 努力 を經て 育成した る 子女 ほど 母に 取て 貴き もの はない、 然るに 之 をし も棄 

てて 顧みざる が 如き は 何の 愛で ある 乎、 若し 天然と 人類との 凡ての 努力が 破壞に 終らん 爲 であると 言 

死 後 の 生 .^3  五三 五 


活と 來-忡 とに Si すら w 究  五一 一！ 六 

ふなら ば 人生 は絕 望で ある、 神 は 決して 愛で はない、 我等 は來 I の；^ 在に 由ての み 人生 を 此の 大 なる 

不合现 より 救 ふ 事が 出來 るので ある、 祌は 愛で ある、 故に 來世 は必す 有る。 

故に 若し {H 由の 合理的^ 在 を 信じ 叉 神の愛 を 信ぜん 乎、 來 世の 存在 も 亦 之 を 否定す る 事が 出来ない、 

道理に 訴 へ て 見て 死後の 生命 を 肯定す る は 之 を 否定す るよりも 强き 主張で ある、 然しながら 理論 は $a 

く 措き 我等 をして 之 を 感ぜし めよ と 言 ふ 乎、 來 I は 菜して 之を感 する 事が 出来る 乎、 死後の 生命 は 如 

何に して 之 を 實驗す る 事が 出来る 乎、 勿 論數學 の 方式 又は 試 驗管を 以 て 之 を 實驗す る 事 は 來 ない、 

然れ ども 何 鹿に か 我等 をして 今 直に 永生 を寶驗 せし むる 途 はない ので ある 乎。 
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n くお る、 汝 永生 を赏 驗 せんと 欲する 乎、 卽ち 今より 汝の 自己中心 的 生涯 を雍 てよ、 而 して 幾分な 
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りと も キリストに 倣 ふ 生涯 を 送れよ、 然 らば 明日より 必す來 世 を 確信す るに 至る であらう、 死後の 生 

命 を 嘲る 者 は 誰ぞ、 自己の 利益 をのみ 追求し 世 を 恐れ 人 を 揮る 政治家 實業家 宗敎家 輩で はない 乎、 然 

れ ども 人の 前に キリ スト を 言 ひ 表 はし 彼の 名の 爲に 恥辱と 迫害と を 受け 正義の 爲に 世界 を 敵と して 戰 

ひ キリストの 爲に 十字架に 上る 人 は、 自己の 生命の 決して 死と 共に 終らす して 永遠の ものなる 事 を 確 
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信 せざるを得ないの である、 神の 與へ給 ふ 死後の 生命 は キリストの 有し 給 ひし 如き 生命で ある、 故に 

キリストに 似た る 愛と 犠牲との 生涯 を 送る 者 は卽ち 現世に ありて 旣に 死後の 生命 を實驗 する 者で ある、 

問題 は 研究の 問題で はない、 實 行の 問題で ある、 大哲學 者が 其學 問の 蘊蓄 を 傾けて 来世の 存在 を 否定 

そ は 

する 傍に ありて 職工た ると 學生 たると 敎 役者た ると 平信徒た ると 主婦た ると 子女た ると を 問 はす、 何 

人 も 今 に來 世の 確信 を據 得する 事が 出来る ので ある。 
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然しながら おし 自ら 之 を 實驗し 得ざる ならば 我等 は 叉 或 時 他人の 生涯 を 見て 之 を 感得す る 事が 出來 


る、 其 肉體は 全身 破 壞の狀 態に ありて 而も 絕ぇ す歡喜 と 希 とに 溢れ 常に 人類 を 愛して 生く る 人の 如 

き 其 生命 は 永遠に 朽ちざる もので はない 乎、 余 は 先 日敎友 古崎 疆君 の 死 せんとす る 時 彼 を 平 W- 海岸の 

病室に 見舞った、 余 は 如何にして 彼 を 慰めん 乎 を 思 ひ 前夜より 特^の 祈 禱を續 けて 準備 を爲 した、 然 

るに 到り 見れば 其 朝旣に 一 度び 脈絕 えたる 病人が 死の」 おに 在りて 莞爾として 微笑し 余を迎 へて 歡 喜と 

感謝との 言 を 繰 返す のみで ある、 彼 は 己が 胸 を 指して 曰うた r 此處に 平和の 王 國旣に 成れり」 と、 彼 

は 又 E 前に 迫れる 己が 死に 就て 諧謔 を 交 へて 語った、 余 は 其狀を 見て 深く 感ぜ ざる を 得なかった の で 

ある 「此 生命が 如何にして 死すべき 乎」 と、 之 を 死すべし と 言 ふ は 微弱なる 說 である、 斯る 生命 は 決 

して 死せ すと 言 ふ は 其れよりも 遙に 有力なる 解釋 である。 

, 死 後生 八 叩の； 在 は斯の 如くに 之を證 明す る 事が 出来る、 然しながら 如何に 證明 すると 雖もそ は 遂に 

一種の niE 險 たる を 免れない、 死後の 生命 は 信仰 を 以てする 冒險 である、 恰も コロン ブスの アメリカ 發 

見の 如きで ある、 彼の 企圖 も亦大 なる 冒險 であった、 然れ ども 夢に 基く 冒險に 非す して 信仰に 基く 冒 

險 であった、 彼 は 地球の 形狀 より 推して 海の 彼方に は必す 或る ii の 存在すべき を 信じた ので ある、 故 

に彼は3:人の反對をも恐れす己を疑ひて殺さんとする^!<?ぁるも尙其信仰を動かさすして遂に目的地に 

達した ので ある、 死後の 生命 も亦然 り、 之 を 宇宙の 合理的 存在と 神の愛と 自己の 實驗 とより 推して 死 

の 彼方に 必す 或る 陸の 存在す べき を 信ぜば 假令 何人の 反對に 遭遇す ると も 其 信仰 を 動かす 事な くして 

進むべき である、 勿論 来世の 狀 態の 委細に 至て はん， より 之 を 知る 事が 出来ない、 コ ン ブス も 亦彼處 

に 如 W なる 樹と 草と 鳥獸 との 在るべき か を 知らなかった、 然し 乍ら 唯 だ 人の 住むべき 陸 ある 事 を 確信 

して 彼 は 船 を 進めた ので ある、 來^ は 常に 讚美歌 を 歌 ふ 所で ある 乎、 金剛石と 金銀と を 以て 飾りし 所 

死後の 生 <ss  五三 七 
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である 乎、 我等 は 之 を 知らない、 然れ ども 唯 其處に 我等の 永遠の 住所 ある を 信じて 疑 はない ので ある。 

詩人 テ  一 I ス ン 其の 晩年に 歌って 曰く 「我れ 一 人に て 大海に 乘 出す も 彼處 にみ 水先 {| 內 ありて 我 船 を 導 

き 遂に 或る 陸に 着かし めん」 と ("crossing-  the  Bar") 之れ 卽ち 死後 生命の 冒險 にして 彼の 信仰で 

あった、 而 して 獨り 彼のみ ではない、 ソクラテス 然りパ ゥロ然 り ダンテ 然りル ー テル 然り、 か 

0-  ,5 "に。 0  ^  0  0  0^  0  0  ^  0  0  0  0  0  0  ^  0  0  OOO00O0OOO0OO0O000 

に 於け る 最大 偉人の 大多數 は 皆 之 を 信じた ので ある、. 實に來 世の 存在 は 人類 全體の 輿論で ある、 或る 

天主 敎：^ 侶 の 首 ひしが 如く 假令他 の 事 は 悉く 誤る とも 人類 全體 の 信じた る來世 の 存在の みは 誤 ま る ベ 

からすで ある、 故に 我等 は此 信仰の 下に 安んじて 自己の 船の 進路 を {疋 めん 事 を 欲する 者で ある。 

以上 は 死後の 生命に 關し 聖書 を 離れて 試み 得べき 最上の 論證 であると 思 ふ、 然し 乍ら 人の 說明 は以 

て來^ の實在 を立證 する に 足りない、 永生 は 神の 赉賜 である、 而 して 神の 啓示に 由り ての み 死後 生命 

の實 在と 性質と を 明に する 事が 出来る、 神の 言なる 聖書の 敎 示に 由ら すして 來世を 語る 事 は 出来ない。 

(膝 井武肇 記) 


不死の 生命に 就いて 


^し 不死の 生命が 有る とすれば、 それ は 有る が 故に 有る のであって、 有って 欲しい が あに 有る ので 

ない。 眞现は 欲 を 離れて 求め ざれば 得られない。 死にた くないが 故に 死後に 生命が あると 云 ふので あ 


ると 云 ひて、 此 問題 は 初めより 問題と なすに 足りない ので ある。 不死の 生命 は必 しも 有って 欲しい も 

ので はない。 短惱は 生命に 伴 ふ ものである。 故に K 惱を絕 たんと 欲せば 生命 を 絶つ に 抓く はない。 我 

等 は 睡眠の 如何に 〈丧 きものなる 乎 を 知る。 そして 死 は 之 を 永遠の 睡眠と 見て 甚だ 慕 はしき ものである。 

世に 自殺者 多き は此 事を證 明す る。 若し 人類 多數の 欲望から 云 ふなら ば， 不死の 生命 は 決 レ\ ^び. レ 

きもので はない。 我 をして 永久に 我が 墓に 眠らし めよ と は 多数の 祈願で ある。 此事を 最も 强く言 ひし 

もの は ヨブ 記 三 章 二十 節 以下で ある。 曰く 「如何 なれば 難艱に 居る 者に 光 を 賜 ひ、 心苦しむ 者に 牛 叩 

を 賜 ひしゃ、 斯る者は死を•ぼp^むなれども來らす、 之 を 求む る は 蔵れ たる 寶を 掘る よりも 甚だし、 若し 

墳墓 を 尋ねて 獲ば 大に 喜び 樂 しむな り」 と。 そして ヨブと 祈願 を 共に する 者 は 世に 幾 萬 人 あるか 判明 

ない 程 多い。 故に 若し 欲が 問題 を定 るなら ば、 不死の 生命 は 有る と 云 ふよりも 寧ろ 無い と定ら る. -で 

あらう 0 

死後 生命の 存在 を實驗 的に 證明 する ことが 出來 ると は んマ や 多くの 學 者の 唱 ふる 所で ある。 其內 最も 

有名なる はサ ー • オリバ ー . n ッヂ である。 彼れ 並に 彼の 同志 は、 此は旣 に科學 的事實 であると 稱し 

て 居る。 注意 深き 哲學的 祌學者 W  .  L  . ゥォ ー 力，' 氏の 如き すら、 彼 は 確かに 死せ る 彼の 妻と 交通 を 

有った と唱 へて 居る。 所謂 心 靈硏究 は 今や 一 笑に 附 すべき 研究で ない。 之に 多くの 謹聽 すべき 深き 眞 

现 と^き 事實 とが ある。 問題 はた 我が 信仰 を 其 上に 築き 得る や 否やで ある。 

然し 乍ら 基督 者の 立場から 見て 死後 生命の 有無 は 至て 小なる 問題で ある。 我等が 今日 享有す る此生 

命 は、 死後に 繼綾 する も、 せざる も 基督 者 は 意に 留めない ので ある。 彼 は キリストと 偕に 十字架に 釘 

けられし 者であって、 此 生命に 對 して は旣に 死んだ 者で ある。 彼 は 新ら しき 生命 を 求む る 者であって、 

不死の 生 ム5 に 就いて  五三九 
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舊ぃ 牛： 命の 延長 を 願 ふ 者で ない。 彼の 求む る もの は 生命 以上の 生命で ある。 卽ち 永生、 窮 りなき 生命 

である。 新約 聚 書の 所謂 Z55  ai5nios は是 である。 之 を 永生と 譯 する も、 永く つ く 生命 を 云 ふの 

ではない。 時間に 關係 なき 生命 を 云 ふので ある。 卽ち キリストに 在りて 現 はれた る 超 時間 的 生命で あ 

つて、 時 問 的 生命と は 別種 別 類の 生命で ある。 時間 を 超越した る 生命で あるが 故に 無窮で あると 云 ふ 

ので ある。 而 かも 信者 は 特に 其 永き を 喜ばない ので ある。 神の 生命であって 其聖 きを 貴む ので ある。 

彼 は 新生 又は 神 生 を 求む るので あって、 必 しも 永生 を 求む るので ない。 西洋の 諺に r 歐洲の 一 年 は 力 

あし 二 

セ ー (支那) の 百年に 優 さる」 と 云 ふ 事が ある。 新生 命の 一 年は舊 生命の 百年に 優 さる。 朝に 道 を S 

3 ふべ 

いて 夕に 死す とも 可な り。 縱令 一 瞬間な りと 雖も キリス トの 生命 を 身に 宿して、 我 は 永久に 消去る も 

可な りで ある。 我等 は 永き を 願 ふので はない、 聖 きを 求む る。 そして 祌は キリス 卜に 由り て 御自身に 

來る 者に 此 生命 を 賜 ふので ある。 

そして 此 生命 は祌の 生命で あるが 故に 死ない ので ある。 不死の 现由は そこに 在る ので ある。 「我れ 

生れば 汝等も 生くべし」 と 主 は 曰 ひ 給うた。 神の 生命 を 賜 はりて 人 は 神と 偕に 生く るに 至る。 卽ち永 

久に 生く るに 至る ので ある。 そして 此は 空^に 非す、 空論に 非す、 基督 者の 實驗 である。 ィ H スは曰 

ひ 給うた 「我 言 を 聞き 我 を 遣し、 者 を 信す る 者 は 永生 を 有す、 且つ 審判に 至らす、 死より 生に 遷れ り」 

と。 使徒 ョ ハネは 曰うた 「我等 兄弟 を 愛する に 因り 旣に死 を 出て 生に 入りし こと を自 から ji る」 と。 

人の 生命 は 神の 生命に 較べて 死で ある。 死後 生命 問题と 基督 敎 生命 問題と は 全然 別問題で ある。 

某^ 敎 の - 水生 を學問 の 立場ょり說明する^？^は出來な い ではな い 。 生命 は 機械 力 の 上に 新たに 加 へら 

れ たる 能力で ある。 生命 は 如何にしても 之 を 機械 力と して 說明 する 事 は 出来ない。 生命と 機械 力 は 全 


然其 根本 を 異にする。 此事を 最も 力強く 論す る 者はハ ン ス . ドライ シ ュ 博士の 生命 哲學 である。 そし 

て 生命に 低い のと 高い のとが ある。 .^1?? 動物の 生命 はたし かに 昆蟲類 ゃ軟體 動物の それよりも 高く あ 

る。 そして 生物 進化の 問題 は^として、 人類が 今日 享有す る 生命 以上の 生命が 無い と は 何人も 斷定す 

る こと は 出来ない。 猿 類の 生命の 上に 人類の 生命が ある やうに、 人類の 生命の 上に 更らに 其れ 以上の 

生命が あると は、 誠に ありさう の 事で ある。 そして キリスト を 以て 人類に 臨みし 生命が 斯 かる 生命で 

は あるまい 乎。 彼が 其 弟子に 就て 「我が 來るは 羊 をして 生命 を 得、 且つ 豐に之 を 得しめ ん爲 なり」 と 

曰 ひ 給 ひし は、 此事を 云 ふので あると 思 ふ (ヨハネ 傳十章 十 節〕。 そして 此 生命が 永遠 性を帶 ぶる ので あ 

る。 脆き 瞬間 的の 生命が 基督 者の 生命に 達して、 强き 永遠 的の 生命と 化した と 云 ふ 事が 出来る。 


死に 關 する 聖書の 敎示 

創世記 第三 章。 詩篇 第 十六 篇等。 

私 は 近頃 屡々 知人 友人 の 死に際 會す るので、 又復 死に 就いて 深く 考へ させられ ます。 

平清盛 は 死に 臨んで 言うた との 事であります 「生者 必す死 あり、 我れ 獨り 死なから ざらん や」 と。 

まことに 然り であり ませう 乎。 まことに 然 りと 人 は 凡て 言 ひます。 大抵の 基督 信者まで がー 一目 ひます。 

聖書に も 或 所に はさう 書い てあります。 傳道之 書 三 章に 曰く 

死に すろ 聖 1*1 の SI 示  五 wn 
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世の 人に 臨む 所の 事 はまた 獸 にも 臨むな り。 この 二者に 臨む 所の 事 は 同一 にして、 是も 死ねば 彼 

も 亦 死ぬ るな り。 告 な 同一 の 呼吸に 依れり。 人 は 獸に擾 さる 所な し、 皆な 空な り。 皆な 一 つの 所 

に 注く、 皆な 塵より 出で i 呰な 藤に 歸る なり。 謡 か 人の 魂の 上に 昇り 獸の 魂の 地に 降る こと を 知 

らん 0 

卽ち 「知らす」、 「知る 者な し」 との 意であります。 卽ち 死に 就て は 人と 獸と 何の 異なる 所な し、 同 

様に 生れて 同様に 死す との 事であります。 そして 生物 學は 明かに 此事を 示し、 常識 ある 人に して 何人 

も 此事を 疑 ふ；^ はありません。 

然るに 不思議なる は 聖書 は 僅かの 茵所を 除く の 外 は 全 體に是 れとは 反對の 事を敎 へます。 そして 是 

等の 箇所と 雖も、 後に その 誤りで ある 事が 記して あります。 死に 就て 聖書の 敎 ふる 所 は 明瞭で ありま 

O00OOOOOOOO0OO00O000OO00  00000000000000  0  O 

す、 卽ち死 は獸に 取りて は 自然な りと 雖も 人に 取りて は然ら す、 獸は 死ぬ る やうに 造られた りと 雖も 

人 は 死なざる やうに 造られた ので ある、 人に 取りて は 死 は 災禍で ある、 刑罰で ある、 「罪の 價は 死な 

り」 と ありて、 人 は 罪の 故に 死を餘 儀な くせられ たので あると。 聖書 は斯く 明かに 示します。 卽ち聖 

書 は 死 を 罪の 故に 人に 加 へられし 呢詛 として 見る のであります。 それ故に 死 は 忌むべき 者、 恐るべき 

者、 如何に かして 取 除くべき 者で あると 敎 へます。 卽ち死 は 始祖 アダムと H バの 罪を以 つて 人類に 臨 

み、 人類 は 始祖の 罪 を 繰返して 同じく 死刑に 處 せられつ、 あると 敎 へます。 實に 驚くべき 敎示 であり 

まして、 聖書 を 除いて 他に、 斯 くも 明瞭 大膽 に此 事を敎 ふる 者はありません。 そして 一見して まこと 

に 不合理の 敎 への やうに 見えます が、 然し 人生の 深き 實験 に照らして 見て、 人の 閑却す る 能 はざる 深 

ぃ敎 である 事 を 知ります。 


n ム モン 

人生 實は 死に 關 する 人 の觀念 の 如くに 不 思議な る 者はありません。 死 は 最も 普通なる 者た るに 拘は 

らす、 人の 死 を 恐る、 事甚 しく、 又 近親 知人の 死 を 聞いて 今 かと 計りに 駭 きます。 是れ 抑々 恁ぅ云 ふ 

II であり ませう 乎。 私供 は 朝に 出て 夕に 人る 太陽 を 見て 少しも 驚かない のに、 人が 生れて 死ぬ るの を 

見て、 何 か 在るべからざる 事が 在った やうに 驚く のであります。 是は實 に 不思議ではありません 乎。 

人 は 何故 死の 恐怖 を逐 ひやる 事が 出来ない のです 乎。 何故 消 入る 計りに 死 を 悲しむ のであります 乎。 

人生 實は 此んな 不思議 はない のであります。 人生に 矛盾 多し と 云 ひます が、 死に 關 する 人の 觀 念は最 

犬の 矛盾であります。 此大 矛盾 を 如何して 說明 しませう 乎。 

0  0  0  0  ペラ ドック ス  し 

そして 聖書が、 然り 聖書の みが 人の 死の 逆 說を說 明す るので あります。 詩人 テ 一一 ソン は 聖書の 此敎 

示 を 詩に 表 はして 曰 ひました  . 

私 は 知る 私 は 死ぬ る 爲には 造られ ざり し を 

と。 玆に 於て か 神の 御 目的に 適 ふ 人の 完全なる 生涯に 就て 考 ふるの 必要が あります。 若し アダムと H 

バ とが 神の 訓誡に 叛 かざりし ならば 如何との 問題が 起り ます。 そして 聖書の 示す 所に 由れば、 其 場合 

に は 彼等 は 死 を經驗 せす して 窮 りなき 生命に 入った であらう と 云 ふので あります。 其 事 は 彼等が 肉體 

を以 つて 永久に エデンの 園に 居た であらう と 云 ふ 事ではありません。 死の 恐ろしき 苦痛 を經 すして 靈 

的 生涯に 人った であらう と 云 ふ 事であります。 そして 神は斯 かる 生涯の 如何なる 者なる 乎 を H  ノクの 

生涯 を以 つて 示し 給 ひました。 創世記 五 章 二 四 節に 曰く 

エノ ク 神と 偕に 歩みし が、 神 彼 を 取り 給 ひければ 彼れ 居らすな りき 

と。 玆に 死を經 過せ すして 地上の 生命 を 終りし 生涯の 實 例が 示された のであります。 火の車に 乘 りて 

死に Si する 聖« の SS 示  五 £1ー一 
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天に 昇りし と 云 ふ 預言^  H リャの 生-冊 も 亦 多分 之に 類した る 者であった らうと 思 ひます。 卽ち 罪が 死 

を持來 したので あって、 なくして 人に 死はなかった ので あると 云 ふので あります。 祌が罪 を 犯した 

後の アダムと H バ とに 曰 ひ 給 ひし 言が 此事 を說 明し ます。 

神、 婦に言 ひ 給 ひける は、 我れ 大に 汝の懷 娘の 劬勞 を增 すべし。 汝は 苦み て 子 を 生まん 云々 …… 

叉 アダムに 一一 目 ひ 給 ひける は、 汝 我が 訓誡 を 破りし に緣 りて 土 は 汝の爲 に， 詛 はる。 汝は 一 生の 間 苦 

みて 共れ より 食物 を 得ん。 汝は 面に 汗して 食物 を 食 ひ 終に 土に 歸 らん、 そ は 汝は其 中より 取られ 

たれば なり、 汝は塵 なれば 塵に 歸る べしと (创世 記 三 車 十六— 十九 節〕。 

玆に 人が 死に 定められし 现 由が 明かに 示されます。 そして 是は 怪しき 作談に 非す して 眞 西ほ なる 寧實 

であります。 人 は 獸とは 全然 異なり 死ぬ る爲に 造られし に 非す、 H ノクの 如くに 神と 偕に 歩みて、 死 

を 味 はすして 地に 居らすな り、 天に 移さる.^ やうに 造られた のであります。 然るに 此贵き 運命 を賦與 

せられし に拘 はらす、 祌を 離れ、 其誡 命に 叛 きたれば、 彼 は獸と 運命 を 共に する 者と なり、 獸 同様、 

死ぬ るに 至った ので あると SA, 書 は 明かに 示す のであります。 それ故に 死 は 人に 取り 不自然で あり、 堪 

え 難き 苦痛で あり、 癒し 難き 悲歎で あると 云 ふので あります。 

以上の 如くに 人間の 死 を 解して 死の 意味と 之に 伴 ふ 苦痛の 理由が 判明り ます。 死ぬべからざる 者が 

死ぬ るの 苦痛であります。 丁度 若い者が 未だ 死ぬ， べき 齢に 達せざる に 死ぬ るが 如き ものでありまして、 

其 苦痛 は 一 種 特^であります。 玆に 於て か 死 を 解す るに 方て 死 を 招来せ し e§ の 何たる 乎 を 解す るの 必 

要が 起り ます。 アダムに 取り 祌の誡 命に 叛 きし 事が 死に 定められし 直接の 原因で ありました。 然し 乍 

ら誡 命に 叛く 前に 彼 は 旣に祌 を 疑 ひて 彼 を 離れた のであります。 アダムが サタンの 言に 耳 を 傾けて 神 


を 疑 ひ 始めし 時に、 罪 は 萌し、 死が 始 つたので あります。 卽ち は 他な し 祌に叛 く 事で あり、 死 は 他 

なし 生命の 源なる 神より 離る、 事であります。 人 は 死ぬ る 爲には 造られませんで したが、 祌を 離れて 

獨 りで 生く る やうに は 造られなかった のであります。 人が 永久に 生きん が爲に は、 彼が 永久に 祌と偕 

に 在らねば ならない のであります。 其 意味に 於て 人 は 獨立的 動物に 非す して 依賴的 動物であります。 

彼 は 實は神 を 離れて 寸刻 も 生 _2 ^し 得ない 者であります。 其 者が 祌に對 して 獨立を 宣言した ので ありま 

す。 それが 人類の 墮 落の 初めで あり、 罪の 源であった のであります。 人 は S 非の 故に 死に 定められたり 

と 云 ふよりも 寧ろ 生命の 源なる 祌を 離れた るが 故に 死 は 當然の 結果と して 彼に 臨めり と 云 ふが 本當で 

あります。 卽ち雜 は 死の 兆候に 過ぎない のでありまして、 人が 神 を 離れし 時に 死が 始まり、 其 兆候が 

罪と して 現 はれた のであります。 斯 くして 生命と 死と 3§ とが 明かに 成りまして、 隨 つて 亦、 死 を 無き 

ものと する 途の 那擾に 在る 乎 を观ふ 事が 屮： 來 るので あります。 

死 は 生命の 喪失で ある、 生命 を窮 りなく 供給され て 人に 永生 卽ち窮 りなき 生命が ある、 祌は 生命の 

源であって 其の 無限の 供給者で ある、 故に 神に 永久に 繁 がれて 永生が あると 云 ふので ありまして、 聖 

書の 說く所 は簡單 明瞭であります。 電線に 故障が 生じて 電球と 發電 所との 繁 ぎが 斷 たる k 時に 電俊は 

消えます。 故障が 取 除かる &ゃ 電球 は 直に 光 を 放ちます。 蓄電池と 稱 して 發電 所に 繁 がれす して 光 を 

發 する 者がないで はありません、 然し それ は 短時間の 事であります。 長くて 二十 四時 間、 蓄 へられし 

電 氣が絕 えれば 光は滅 します。 人の 生命 も 亦 其 通りであります。 祌を 離れて 直に 死なざる は 彼に！ £ か 

計りの 生命の 貯蓄が あるが 故であります。 然し 乍ら 長く して 百年、 蓄 へられし 生命が 絕 えれば 死が 臨 

むので あります。 之に 引替へ、 何 かの 方法に 由り 生命の 源なる 神との 鬚ぎ を 永久に 保つ 事が 出 來れば 

死に閱すろ聖^?3の敎示  五 £ 五 
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人 は 永久に 生く る 事が 出來 るので あります。 そして 「キリスト 死 を 廢し福 昔を以 つて 生命と 壤 ざる 事 

あきら. 

と を 明 著に せり」 と ある は此 明，： n なる 道现を 語る のであります (テモ テ 後書 一 章 十 節 )o 靈 魂不； t と 云 ひ 

て靈魂 は祌を 離れて 獨り自 から 不滅で あると 云 ふので はありません。 祌 御自身が 靈 であるが 故に、 彼 

が 人に 接近して 其 生命 を 賜 ふ 時に、 人の 靈 魂に 之 を： 汗ぎ 給 ふと 云 ふので あります。 靈魂は 神の 生命 を 

授かる の 器であります。 りなき 生命の 保有者ではありません。 「我れ 生 くれば 汝等も 生くべし」 と 

主 キリス トは言 ひ 給 ひました。 活ける キリス トに繁 がりて 我等 も 亦 生き 得る のであります。 

然れ ばです、 神の 最初の 御 EI 的に 適 ひ、 人に 死が 無き ものと なりて、 彼が 生きん が爲に は， 祌が自 

己に 叛 きて 死 を 招きし 人の 爲に備 へ 給 ひし 救主ィ H ス キリスト を 信じて 生命の 源なる 父なる 祌に復 び 

歸來 るより 他に 途 はありません。 そして キリストに 在りて 神 は 人に 會ひ、 人 は 神に 合 ひ、 玆に 父子の 

問の 破れし 平和 は 癒されて、 生命の 水 は 再び 死せ る 子に 臨んで、 彼 は 復活して W び 神の 子と して 生く 

るに 至る のであります。 斯 くして 肉 體の死 は 一 度 は 彼に 臨む と雖 も、 復活の 希望 は鮮 かに 彼に 與 へら 

れて、 死 は 生命に 人る の 門と して 恐怖な くして 之 を 過ぎる 事が 出來 るので あります。 斯 くして 聖書 は 

现. S なき 復活 永生 を說 くので ありません。 生命の 源なる 祌に繁 がれて 新たに 生命 を 注がれて 死に 勝ち 

生に 入る と說 くので あります。 「死よ 汝の刺 は 安くに 在る や、 陰 府ょ汝 の 勝 は 安くに 在り や、 死の 刺 

は 罪たり、 si- の 力 は 律法な り、 我等 をして 我主ィ H スキ リストに 在りて 勝 を 得しむ る 神に 感謝す」 と 

護んで 私供 は心靜 かに 死に 對し、 勝利 を 叫んで 墓を迎 ふる 事が 出來 るので あります。 信仰に 由り W び 

永生 を 授けられ しに 拘 はらす、 一度 死 を 免 かる 能 はざる は、 罪の 故に 肉 は旣に 死んだ からであります。 

然し 乍ら 生命 は 旣に靈 に 臨んで 肉の 復興 は旣に 始まった のであります。 ^かも 秋の 末に 木の葉 は敢な 


く 地に 落る も 復興の 春 は旣に 木の芽に 宿る と 同じであります。 基督 敎の 目的 は 死 其 物 を 無き ものと す 

るに あります。 

死後 生命の 有無 

死後の 生命 有りと 言 ふ 者が あり、 無しと 言 ふ 者が ある。 多分 有る と 言 ふ 者に 有りて、 無しと 言 ふ 者 

にないの であらう。 死後の 生命 は 人の 固有 性に あらす、 信仰の 報 賞と して 彼に 與 へらる、 ものである。 

「汝 等の 信す る 如く 汝 等に 成るべし」 である (マ タイ 傳九章 二 九 節：)。 信す る 者に は 死後の 生命 ほど 確實 

なる もの はなく、 信ぜざる 者に は 是れ程 不確實 なる もの はない。 故に 人生 最大の 賜物 は 死後 生命の 信 

仰で ある、 卽ち 死後に 生命 ありとの 確信で ある。 此は 信ぜん と 欲して 信じ 得らる i 事で ない、 永生の 

賜物の 質と して 約束の 聖 靈を以 つて 心に 示さる \ 事 である ( H べソ書 一章 十 三 節 )o 信仰 は實物 の 約束 手 

形で ある。 死後の 生命の 信仰な き は、 其 人に 其 生命が 與 へられな いからで ある。 

死後 生命の 有る 事を證 明す る 事 は出來 ない。 同じく 神の 在る 事 も 正義の 正義なる 事も證 明す る 事 は 

出来ない。 最高の 眞现は 凡て 證明 以上で ある。 最高の 眞理は 凡て 信仰の 領分に 屬 する。 それ故に 殊に 

貴い ので ある。 若し 理想 は 凡て 夢であるなら ば、 夢 は 最も 貴い ものである。 不死の 生命の 夢が ありて、 

新約聖書 も、 ダンテの 神曲 も、 ハン、. テル、 モザ ー トの 昔樂も 成った ので ある。 藝術 狂の 近代 人 は 死後 

生命の 存在 を 嘲け りて 自分で 自分 を 嘲け りつ、 あるので ある。 ^に憐 むべき 者と て、 己が 理想の 實在 

を 信じ 得ない 者の 如き はない。 

死後 生 <!5 の 有無  五 EI 七 
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聖書に 所 謂 る 希 望 

こ LJ ゆ  エレ ビス  T -、  •、  t プノ ダ  ^» 

曰に 希望と いふ 辭が澤 山 使って ある、 是れは 希臘語 の elpis 伊 太利：^：叫 の sparanza  英；^li の tope 

獨逸 語の notfnung であって、 人類の 有つ 言葉の 中で 最も 美 はしき もの、 一 つで ある、 希 の 無い 

示敎は 宗敎で はない、 宗敎 の 優劣 は 其 供す る 希^ の 多寡 高低 を以 て 決 k めら る、 基督 敎 の 聖書 に 希望 

の 文字の 多き は 確かに 其最 優等の 宗敎 である 設據の 一 つで ある。 

神の 約束し 給 ひし 其 望 C 徒廿六 〇 六，)、 信仰と 望と 愛と 此 三つの 者 は 常に 在るな り £s 前 卜：. ：0 十三)、 

我 僭が 救 を 得る は 望に よれ リ (罹 ，^〇 北 E0、 體は I っ靈は 一 つな リ、 爾曹の 召されて 有つ 所の 望の 一 

つなる が 如し 「弗 3〇gl」、 福音の 眞の 道理の 中に て 聞きし 所の 希望 (西 一 〇 五 r 福音の 望 (Mi:-: ヽ 

彼 (キリスト) は榮の 望な り (同サ 七し、 我 儕の 望なる イエス キリ. スト (提前  一 01〕、 前に 立つ 所の 望 

(來七 〇 十八)、 活ける 望 (彼 S 一  〇-: 一)、 其 他、 救 限りない、 基督 敎は 一 名、 之 を 殊に 「希望の 宗敎」 

と稱 ふこと が 出来る、 新約聖書と は 新たなる 約 _5 ^の 示されて ある 書であって、 其 約束の 履行 を 待ち望 

むための希は^！を供する書でぁると云ふことが出來る、 其 信、 ，望、 愛と は 三つであって、 實は 一 つで あ 

る、 信な くして tlf; は 出ない が、 然 かし $S なくして 信 を 維持す る こと は 出来ない、 愛 は 亦 §1- より 其 活動 

の 動機 を 仰ぐ 者であって、 ？」r  ^ えし 後の 愛 は 油の 絶えし 燈 火の 如くに、 熱と 光と を 失な つて、 終に 


ちと 

又 素の 暗 黑に復 へる ものである、 を 供せ すして 愛を强 ゆる は 無慈悲で ある、 びに の 足らざる 信 は 頑固 

であって 冷酷で ある、 望 は 三人の 姊 妹の 中で 最も 女らしき 者で ある、 彼女の 側に 侍べ るが 故に 愛は義 

務の覊 難を脫 して 自由なる ものと なる、 彼女の 優しき 感化 を 受けて 信 は頑强 たる を歇 めて 溫雅 なる も 

のとなる、 望 は 天の 和氣を 呼んで 地の^ 苦を融 く、  に溫 かき 淚が ある、 彼女 は 天の 扉 を 開いて、 其 

中に 居る 我等の 慕 ふ聖き 姿を顯 出す ものである。 

5_^^とは斯くも美はしきものでぁる、 然 かし 我等の 爱に 究めん と 欲する こと は、 聖害に 所謂る §1- と は 

如何なる 望で ある 乎、 是れ單 に 未来に 善き もの を 51- むと 云 ふ 漠然たる 抽象的の 望で ある 乎、 今 見す し 

て、 之 を未來 に^む 凡ての 善き もの は 望で あるに 相違ない、 善き 妻を迎 ふるの 望、 善き 家庭 を 作る の 

0, 善き 社會に 住む の 望、 國家を 改造す るの §r 富 を 積んで 富者と なる の 望、 功 を 立て.^ 贵 人と 成る 

の §r 是れ 皆、 であるに 相違ない、 爾 うして 望で ある 以上 は是れ 皆な 多少 之 を 追求す る 者 を 自己に 

引付け、 辛酸の 中に 彼等 を 慰め、 困難の 中に 彼等 を勵 ます ものであるに 相違ない、 § ェは總 ての 勤勞の 

獎勵 者で ある、 望な くして 人に 努力 は 無い、 望 は實に 勤勞の 生命で ある。 

然 らば 基督 敎は 如何なる 希望 を 其 信者に 供して 彼等 を 慰め i っ勵 ます 乎、 其 一 面に 於て は 其 信者に 

迫害と 艱難と 裸 程と を 約束す る 基督 敎は 他の 一 面に 於て は 如何なる 善き もの を 彼等に 約束す る 乎、 基 

督敎は 僅かに 「或る 善き もの」 を 未来に 於て 約^し、 其 何物た る 乎 を 示さす して、 其 信者に 潔き、 辛 

らさ， 高き 生涯 を强 ゆる 者なる 乎、 言 を換 へて 言へば、 基督教の 供す る 希望 は 形 像な き實 質な き 所謂 

る 類 名 的の 希 5ギ： である 乎。 

繭う して 多くの 人 は 基督 敎の 供す る 希び-おと は斯 かる 希び I- であると _j ^ふ、 彼等 は 基督 敎の 精神的で あ 

に 所謂ろ 希 SM  五 S 九 
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る こと を唱 へて、 共 供す る 希 に、 眼 を 以て 鋭、 乎 を 以て 觸る ことの 來る やうな 判然たる 所が あつ 

て はならない と 道 ふ、 神、 现想、 公義、 是れが 基籽敎 信者の む 希 であると 云 ふ、 彼等 は純现 以外 

に希-!1-^-の0!的物を探らんとは爲なぃ、 彼等 は 一 百 ふ、 祌は靈 であるから、 祌の靈 光の 充實 以外に-吾人の 

追求すべき ものが あって はならない と。 

然しながら：： H れ mi^ して 基督 敎 の 聖書が 其 信^に 供す る 希^で ある 乎、 基督 敎は き 现想を 供す る の 

外に、 之 を 享有す るた めの 境遇と 特殊の 方法と を 其 信者に 約來 せざる 乎、 卽ち 基督 敎の 供す る 希^に 

純 乎た るの 外に、 確然た る 拙捉し iT へき 所 はない 乎、 卽ち 一言 以て 之 を 言へば、 基督敎の供する希&^^ 

は 主^的なる 乎、 將た又 客観的なる 乎と。 

雨う して 基督 敎の、 世に 所謂る 純理 的宗敎 でない こと を 知る 者 は、 其 供す る 希望-の 亦自 から 主觀的 

でない こと を 認める であらう、 雨ぅして共供する！{布$1^.:は主觀的でなくして客觀的でぁると云ふならば、 

去らば^^ 敎は^ 像敎の ー稷 である 乎と 反問す る 人 も あら ふが、 然し 共、 雨う でない こと は 令、 爱に 

辯 明す るまで もない、 基督 敎は 客觀的 宗教で は あるが、 然 かし 物赏的 ではない、 靈 的宗敎 では あるが、 

然か し主舰 的宗敎 ではない、 爾 うして 靈 的なる と主觀 的なる との には自 から 刺然 たる が ある。 

然り、 我等 茶督敎 信者 は 或る 明 ねなる もの を 望ます して、 此 世に 於け る 我等の 戰 鬪を繼 ける もので 

はない、 ^たる 理想 は 我等の 眠れる 眼を醒 まし、 我等の 沈める 心 を 振 ひ 起す に 足らない、 我等 は 或る 

確 なる nl 的 物に 向けす して 我等の 信仰の 箭を 放つ 者で はない、 形 像 もない 實質 もない 希 §1- は 希 はで-に 

して 希 sli" でない、 斯かる希§1^.-は實物を以て伴はなぃ言の約束のゃぅなものでぁって、 是に賴 つて 我等 

は 何 is?f を も爲す こと は屮 I 來 ない、 我等の 信仰の ゆへ る 時 は 我等の 希^の 朦朧と なな 時で ある、 爾 うし 


て 形 像な き、 實質 なき、 取留 なき 希 は ffi に 信仰の 冷却 を來す ものである、 物贾 的な らんこと を潘れ 

で、 我等の 希 ST: を现想 化し 去ら，^ とする 時に 常に 此信 仰の 冷却が 來る、 基督教が 世 を 醇化す るに 非常 

000000000  0-0000000000  0-0000000000 

の 能力 を 有つ 理由 は 其 供す る 未来の 希望の 明瞭 確然た るに 在る と 思 ふ。 

曰の 供す る 希望、 其れ は 何んで ある 乎。  . 

其 第一 は キリスト W 臨の 希望ず ある、 基督 敎が其 信者に 供す る總 ての 希望 は此 希望に 中心して おる" 

此 希望が 充 たされて 後に 彼が 待ち む總 ての 他の 希 は應充 される ので ある、 繭曹を 離れて 天に 擧げ 

ら れし此 イエス は爾 酉が 彼の 天に 昇る を 見た る 其 如く 亦 来らん との、 天使が 使徒 等に 告げし 一一 一一 II 葉は總 

ての 基督 信者の 希 ェを繁 ぐ 最大の 約 である C 行傳ー 〇 十 一〕、 キリスト を稱 して 我擠の 望なる イエス 

キリスト (提前 一 0 一) と 云 ふは此 意味の キリスト を 指して ある、 と は 特に 彼 (キリス 卜) 

の顯著 はる ふ を 慕 ふ 者 (提後 四 〇 八) である、 我 僚の-王 イエスキリストの 顯 はれん こと を 待てり (哥前 一 

0 ヒ) と は 初代の 基督 信者の 常態であった、 繭曹の 牧者の 長 (キリスト) の顯 はれん 時に 壞る ことな 

き の 冠 冕 を 得ん 「彼 前 五 〇 四〕 とは總 ての 艱難の 巾に 基督 信者 を 慰む る 最大の 希望で ある、 我 儕 基督 

信者の 實 際の 歡喜は キリ ス トの W 來を 以て 始まる ものである、 キリ ス トを 離れて 我 倚に 何の 善き こと 

もない、 キリストの 來 るまでの 此 世の 改革なる もの は 僅かに 暫時 的 叉 は 準備 的の ものである、 彼が 顯 

はれて 後に 我 倚 は 始めて 榮 光の 何たる 乎を實 際に 目撃す る ことが 出來 るので ある、 今の 時に 於け る 我 

倚の 勁勞 なる もの は 「榮の 王」 を迎 へる ための 準備に 過ぎない、 我 倚 は 今 は窘迫 めら る、 然 かし 其 時 

は 神 我 僭の 目の 涕を 悉く 拭 ひ 取 リ給ふ (默 t  一  OS, 我 倚 は 今 は 飢娥と 裸 程と に 泣く、 然 かし 其 時 は 

我^ は 裸體の 恥を掩 はんがた めに 白き 衣 を 以て 着せら る (同 三 〇 十八)、 キリスト は榮 光と 權 威と を 以 

6*«に所？1ろ1^?望  五 五一 
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て W び顯 はれ 給 ふ、 其 時に 我 儕の 總 ての 希 は充 たさる &の である、 其 時まで は 我 儕 は 敵の 重 園の 巾 

にある 孤軍の 如き 者で ある、 其 時の 到来す るまで は 我 儕の 「得意の 時代」 は來ら ない、 卽ち 水が 大洋 

を掩 ふが 如く、 神の 正義が 世に 充滿 する の 時 は 来らない、 基督 信者の 實際的 自由なる もの は 其 君に し 

て 共 救卞： なる ィ H ス キリストの 降臨と 同時に 來る ものである、 我 儕の 忍耐 は 其 時まで ある。 

聖 Sii の 供す る 希望の 第一 一は 肉體 復活の 希 §H である、 是れは キリス 卜の W 来に 次いで 事實 となりて 顯 

はるべきべ布&-^-でぁる、 我 懐 皆な 末の のな らん 時 忽ち 瞬 息 間に 化せん、 蓋 流， ならん 11^ 死し 人楚 りて 壞 

ちず、 我 傻も亦 化すべ ければ 也 一， 好 前 十五 0 五十二，)、 夫れ 主、 號 令と 天使の 長の 聲と 神の 1^ を 以て 自か 

ら 天よ リ 降らん、 其 時 キリストに 在りて 死し 者先づ 甦るべし r 撒 前 四 〇 十六」、 復活の 何んで ある 乎 は 

爱で 論すべき ことで はない、 然 かし 其、 キリストの. 冉來と 同時に 起るべき ことで ある は 聖書の 明， ：！ に 

示す 所で ある、 再臨に 由り て 光と 榮は此 *1 に 臨み、 復活に 由り て 我 倚 は 其 光と 榮とを 自身に 享有す る 

に 至る ので ある、 復活 は 主の 榮光 を享 くるに 適する の體を 以て 着せら る、 事で ある、 血 氣の體 を 以て 

して は 到底 此榮 に與 かる 事は屮 I 來 ない、 所謂る 靈體 なる もの は 新たに れ たる li^ に 適した る體 であつ 

て、 亦、 新ら しき H ルサ レムなる 靈の 王阈に 入て 其 巿民權 を 享有す るに 足る の體 である、 故に キリス 

トの W 來は 全^界 全人 類の 希望であって、 復活は我倚キリ ス トを信する者の各自の希^1-ぅビぁる、 我 倚 

は 勿論 自分 獨り救 はれん と 欲する 者で はたい、 然し 亦、 甦りて 全人 類の 救 濟の榮 譽に與 からん と $1- む 

者で ある、 爾 うして 神 は 我 儕の 此 希望 を 毀ち 給 はない、 彼 は 我 倚に 復活の 希^ を 供して、 試練 奮闘の 

今の ゆに 在る 我 儕に も 結局の 勝利と 榮 光と に 與か る の 名譽と 特權と を 附與し 給 ふ 。 

の 供す る 第三の 希望 は 萬 物 復興 の 希望 で あ る 、 神 の 古より 聖き 預言者 の n に 託り て 言 ひ 給 ひし 


萬 物 復興の 時まで 天 は 必ず 彼 (キリスト) を 受け 蘆くべし C 徒 三 〇 サ 一)、 萬 物の 復興と は 神の 救濟の 

天然 界に 臨む ことで ある、 夫れ 受造物 (天然 物) の 切望 は 神の 諸子の 顯 はれん こと (人の 新ら しき 靈 

體を 着せられて 天國の 民と して 顯は れんこと) を俟 てるな リ、 そ は受造 物の 虚空に 歸ら せらる. * は 其 

願 ふ 所に 非ず (羅八 0 十九、 二十)、 キリストの 救^ は 人の 靈 魂の 救 濟、 幷に其 肉體の 復活 靈 化に 止まる 

もので はない、 是れは 凡ての 天然 物にまで 及ぶ ものであって、 キリストの 再來、 肉體の 復活に 次いで、 

生 ある 物、 生な き 物に 係 はらす、 有りと 有らゆる 受造 物の 上に 臨むべき ものである、 我 倚 キリストと 

偕に 再び 此 世に 来る 時 は、 此 敗壞れ たる、 濫用され たる 地に 來 るので はない、 悪人の 貪 愁を充 たす た 

と. り け t« 

めに 擬 がれた る 山の 林 は！ W び 初代の， 蒼に 歸り、 貴人の 狂 想を滿 たす ために 狩り 盡 された る 禽と獸 と 

は 再び 原始の 繁 榮に復 し、 梢に は數 限りなき 小鳥 は 獵師の 銑聲に 驚かされ すして 囀づ り、 流に は 群な 

あみめ 

す 小魚 は 漁夫の 網 n を懼れ すして 躍る、 萬 草 路傍に 色 を 競 ひ、 喬木、 森に 高き を爭 ひ、 河水 は 增すも 

岸 を 越へ てお を惱 まさす、 池 水 は 乾く こと ある も、 溪水 常に 絕 ゆる ことなくして 地 は 曰 千魃を 忘る、 我 

倚 は斯の 如き 地に 再び 臨み 來 るので ある、 博物 學者 ルイ アガシの 待望せ し 「完全なる 天然 界」 は聖 

書の 約束す る 希望で ある、 眞 個の 樂 園と は 前に 在った もので はなく して 後に 來 るべき ものである， 預 

言 者 ィザャ の 夢想せ し 山と 岡と は聲を 放ちて 前に 歌 ひ、 野に ある 木 は 皆な 手を拍 たん (赛五 五 〇 十二〕 と 

の 喜ばしき 天地 は 我 儕が 事實と して 待ち .ば に む ものである。 

聖書が 供す る 第 ra の 希望 は 地上に 於け る 天國の 建設 ある、 是れは 勿論 前に 述べた る總 ての 希 §1- を 

總 括した る ものである、 然しながら 完成され たる 地上の 天 國は亦 一 個 特別の 希望と して 我 儕の 心 思 を 

牽 くもので ある、 「爾國 を 臨ら せ 給へ」 と は 我 儕 日毎の 祈禱 であって、 此 世の 諸の 國は我 儕の-王 及び 

聖教に 所！ S る 希望  五 五三 


f! 活と 来世と に^す， 究  五- 

其 キリストの 國 とな リ、 キリスト 世々 窮 りなく 之 を 治め 給 はん (K 十一 〇 十五) と は 我 倚の 希望の 總で 

ある、 地 は 改造され、 救 はれて 潔め られ たる 尺、 其 上に 住み、 キリスト 之 を 統治し 給 ふて、 然る 後に 

萬 物 は 始めて 其 創造の 目的に 達する ので ある、 其 耀 と 榮と歡 と は 如何なる ものである 乎、 勿論- 此 

粗雜 なる 肉體に 在る 我 倚の 到底 想像す る ことの 屮 I 来る もので はない、 大 詩人の 筆 も玆に 至て 之 を投す 

る 外 はない、 

十二の 門 は 十二の 眞珠 なり、 一 つの 眞珠 にて 一 つの 門 を 造れり、 城の 衢は 澄徹る 玻璃の 如き 純金 

なり (默廿 一 〇 廿 一 )、 

物现學 的に 此 記事 を考 ふれば 奇怪なる 所 ありと 雖も、 而 かも 是れ より 以上の 言葉 を 以て 其 榮耀を 書記 

す こと は 出来ない、 「一 つの 眞珠 にて 一 つの 門 を 造れり」、 「澄徹 る 玻璃の 如き 純金」、 美の 極、 麗 

の 極、 斯 かる 榮光を 常に 彼の 眼の 前に 置き たれば こそ パゥ a は 艱難の 時 も聲を 揚げて 叫んだ ので ある、 

我れ 意 ふに 今時の 苦 は 我 儕に 顯 はれん 榮に 比ぶべき に 非す (羅八 0 十八) と。 

此外 にも 茈督 信者の 享 くべき 福 ある 耶、 神の 王國 なる もの は 改造され たる 此 地球に 止まらす して、 

i 〈し ii に 瑶光を 放つ 他の 世界にまで 及ぶ ものなる 乎、 未来の 王國に 於ても 今の 此 世に 於け るが 如く 獻身 

犧牲 の快樂 ある 乎、 是れ我 倚の 知らん と 欲する 所 なれ ども 我 儕に 默 示されざる 事項であって、 問 ふ も 

無益なる 問題で ある、 然しながら 旣に 我擠の 眼の 涙の 悉く 拭 はる. -國 (默サ 一 〇 四〕 と、 萬 國の民 を醫す 

ための 樹の 生ずる 園 (同廿 二 0 二) と を 示されて、 我 倚に 今、 是れ より 以上 を 望む の必耍 はない、 旣に 

我 ill に Si 示れ しもの が 我 倚の 凡ての 悲痛 を 癒して 尙ほ餘 り ある ものである。 

我倚共」督信者は斯かる希望を以て此世に^^^0する者でぁる、 世の 才子 學者は 我 倚が 斯 かる 希^ を懷 


く を 聞いて 頑愚 迷信 を 以て 我 倚 を 嘲け るで あら ふ、 然 かしながら 是れ我 儕に 取て は 生命の 動機、 困苦 

の 慰藉、 忍耐の C 水源、 善行の 獎勵 である、 之 あるが 故に 我 倚 は 歡び歌 ひつ k 淚の 谷なる 此世を 過 行き- 

恐怖れ すして 獨り靜 かに 我 儕の 墓に 下る ことが 出来る ので ある、 爾 うして 我 倚の みで はない、 此 希望 

を懷 きし 故に 今日まで 幾千 萬の 基督 信者が、 或は 嬉笑 を 受け、 鞭打 たれ、 線 拽と囹 圏の 苦 を 受け、 石 

にて 擊 たれ、 鋸に て ひかれ、 火に て 焚かれ、 刃に て 殺され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 窮乏し 

て 苦み しも、 人 を 恨む ことなく、 人世に 失望す る ことなく、 故鄕に 還る が 如き 歡喜を 以て、 從容 では 

なく 歡 呼して、 感謝して、 死に 就いた ので ある。 

前に も 述べた 通り 赌全 にして 明瞭なる 希 がな くして、 健全に して 强 固なる 信仰 はない、 聖書の 供 

する 明， ：" なる 希望 を 否み、 之 を 迷信な り、 夢想な りと 嘲け りて、 聖書が 要求す る やうな 信仰的 生涯 を 

送る こと は 出来ない、 若し 聖書の 供す る 希望が 迷 想で あるならば 聖書の 敎 ゆる 道 德も亦 迷 想で なけれ 

ばなら ない、 开は 何故と なれば 聖書 は 始終 一 貫せ る 書であって、 誤りた る 目的の ために 正しき 方法 を 

敎 ゆるの 書で はない からで ある、 キリストの W 來、 肉體の 復活、 萬 物の 復與、 地上に 於け る 天 園の 建 

設は、 聖書が 聖き 生涯の 目 物的と して 信徒の 眼の 前に 置く ものである、 此報賞 を 得ん こと、 此 目的に 

達せん ことが 基督 信者の 勤勞の 第一 の 動機で ある、 卽ち 使徒 バウ 0 の 雷 ひしが 如し、 

；：儿^^ よ、 我、 唯此 一事 を務 む、 卽ち 後に 在る もの を 忘れ、 前に 在る もの を み、 神、 キリス トイ 

ェ スに 由り て 上へ 召し 給 ふ 所の 褒美 を 得ん と 標準に 向 ひて 進むな り (眺三 0 十三， 十四)。 

爾 うして 之 を 以て 「來世 的實利 主義」 なりと 言 ひて 嘲け る 者の 如き は 未だ 自身に 此聖き 希望の 感化 力 

を實 験した ことのない 者で ある。 

聖 .Ma に 所謂ろ 希望  五 五 五 


!g?S と來 世と に SI する w 究  W 五六 


我等の 希望 


我等 キリ ス トを 信す る 者の 希 は 死して 此 *1 を 去りて 直に 天國に 行く 第で はない、 其 事 は 善き 事で 

あらう かも 知らない、 然し 最も 善き 事で はない、 我等の 希望 は 死して 復 たび！！ り、 聖 めら れ たる 此地 

に 於て キリスト と共に 義の 生涯 を樂 まん 事で ある、 此地は 元より 汚れた る 所ではない、 人類の 犯した 

る賴の 故に 呪れ たる 所た るに 止まる、 其 扉に して 除かれん 乎、 此地 はまこと に 神の 造り 給 ひし 樂 園で 

ある、 悲慘 とは樂 園た るべき 此 地が 涙の 谷と 化した る じある、 故に 希 Slf 一と は此 地が 元の 樂 園に 化し、 

聖徒が 其 中に 聖き義 しき 生涯 を 送らん ことで ある、 而 して 基督 信者 の 希 とは此 希望で あるので あ る 、 

聖園を 臨ら せ 給へ 

との 彼の 口々 の 祈 禱は此 希 筌を述 るので ある、 「天 國に往 かしめ 給へ」 ではない、 「天 國を此 地に 臨 

らせ 給へ」 である、 卽ち此 地 を 天 園と 化し 給へ との 祈 求で ある、 此美 はしき、 完全なる、 宇宙の 中華 

とも 稱 すべき 此地 を、 今日の 如く 惡人、 人、 奸物、 偽善者の 手に 委ね 置き 給 ふこと なく、 之 を謙遞 

かわ  もの  ねが ひ 

なる 者、 柔和なる 者、 饑渴く 如く 義を慕 ふ 者の 有たら しめ 給へ との 祈 求で ある。 

而 して 赏 現せら るべ き 天國の 天に あるので なくして 地に ある こと は キリス トの 言に 照らして 兄て 明 

かで ある。 


心の 貧しき 者 は 福 ひたり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

柔和なる 者 は 一 i ひなり、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也 

と、 天國を 有つ と 云 ふ 事と 地を嗣 ぐと 云 ふ 事と は 同じで ある、 我等の 待笔む 天國は 天に 於て 在る に 非 

すして 天に 化せられ たる 地に 於て 在る こと は 明かで ある。 

イエ スの 昇天の 時に 天使 は 弟子 等に 告げて 曰 ふた、 

ガリ ラャ 人よ、 何故に 天 を 仰ぎて 立つ や、 汝等を 離れて 天に 擧 げられ し此ィ H スは汝 等が 彼の 天 

に 昇る を 見た る 其 如く 又 臨らん 

と 行傳 一章 十一 節)、 如斯 くにして 我等の 主ィ H スは 天に 昇り 了った ので はない、 彼は搏 たび 其 所より 

此 地に 來り給 ふので ある、 彼 は不淨 はしき 所と して 此地 を棄 去り 給 ふたので はない、 彼 は 父の m に 在 

り て 聖 靈を以 て 此地を 聖め給 ひ つ、 あるので ある、 而 して聖 化の 業の 成りし 曉には 父の 所を屮 I て 再た 

び此 地に 臨み、 聖徒と 共に 之 を 治め 給 ふので ある、 基督 信者の 希望と は此 事で ある、 地の 聖化 である. 

ィ H スの搏 臨で ある、 信者の 復活で ある、 而 して 之に 伴 ふ 萬 物の 復興で ある、 美 はしき 此 地が 神と 其 

受膏 者の 有と なり、 聖徒が 其 中に ありて 義の冕 を 戴く ことで ある。 

つ..、 られ し. &の  こ たち 

受造 物の 切なる 望 は 神の 子等の 顯 はれん ことなり . 

と 云 ふ (羅馬 書 第 八 章 十九 節 y 卽ち、 信者の 希望の みならす、 宇宙 萬 物の 希望 も 亦玆に 在る ので ある、 

^ち惡 魔の 子等が 失する と 同時に 神の 子等が 顯 はれ、 此 地が 聖 めら れ たる 彼等の 手に 渡らん ことで あ 

る、 今や 此 地と 其す ベての 寶貨 とは惡 魔の 子等に 濫用され つ、 あるので ある、 彼等 は 曰 ふ 「權 カ卽ち 

權利」 なりと、 强き 者跌扈 して 義き 者は窘 迫す、 光る 金と 輝く 金剛石と は 義の冕 を 飾る ために 用ゐら 

我等の 望  五 五 七 


Sgl 活と來 世と に Si すろ Eg 究  五 五八 

れ すして、 不義の 權 能の 表 號 として 使用 せらる * 故に IS ふ 

离の受 造 物 は 今に 至る まで 共に 歎き 共に 苦しむ を 我等 は 知る 

と (羅 八 サニ 節)、 金 も 歎く ので ある、 銀 も 歎く ので ある、 玉 も 歎く ので ある、 石 も 歎く ので ある. 

花 も 歎く ので ある、 鳥 も 歎く ので ある、 山 も 歎く ので ある、 野 も 歎く ので ある、 神と 其 子等に 由て 使 

川せられ すして、 惡 魔と 其 子等に 由て 濫用 せらる k を 歎く ので ある、 富士山に 悲哀の 貌が ある、 罪が 

盛んに 其 麓に 於て 行 はる k からで ある、 琵琶湖に 痛哭 の淚が ある、 其 岸に 惡艰が 横行す るからで ある. 

悲歎 之より 犬なる はない、 而 して 我等の 希 も 天然の 希望 も 神の 子等の 顯 はれて、 彼等が 此の 地の 主 

たらん ことで ある、 天 國は此 地 以外に 求む るに 及ばない、 其 中より 罪 を 除いて 此地 は天國 であるので 

ある、 而 して キリストの 再来と 云 ひ、 信者の 復活と 云 ひ、 萬 物の 復興と 云 ひ、 皆な 地丄に 於け る天國 

の 建設に 伴 ふ 事柄で あるので ある、 此の 至 美 極 匿なる 地球 は 一 たび 完全なる 聖徒の 住所と なる まで は 

消失せ ない ので ある。 

我れ 新ら しき 天と 新ら しき 地と を 見たり、 先き の 天と 先き の 地と は旣に 過ぎ去り、 (混亂 の) 海 

も 亦 有る ことなし、 我れ 聖き 城なる ェ ルサ レム の 備へ整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 見たり、 

其の 狀は 新婦 その 新 郞を迎 へんた めに 修飾り たるが 如し 

と r 默示 錄廿 一章 一、 二 節〕、 然り、 聖き 城なる M ルサ レム は 上なる 天に 在る のでない、 備へ整 ひて、 新 

婦が新 郞を迎 ふるが 如くに 神の 所 を 出て 天より 地に 降り 來 るので ある、 而 して 其 時 

神の 幕屋 人の 間に あり、 神、 人と 共に 住み、 人、 神の， おとなり、 神 彼等の 目 の淚を 悉く 拭いと り 

一 仪た死 あらす 苦痛 ある ことなし 


に 至る ので ある (仝 三、 四 節)、 其の 時 地 は 始めて 其の 受 造の 目的 を 達する ので ある、 预 一一 ィザャ の 

言. に 由れば 

ふる ひ ごか  か ^ ち  ，ひ ... づ かぐやき 

M ホバ 起ちて 地 を 震動し 給 ふ 時、 人々 (惡人 等) その 畏 るべき 容貌と その 棱 威の 光輝と を 避けて 

, a  ノ  しろ ^  -yf-y  二 が ね 

巖の 洞と 地の 穴と に 入らん、 其 日 人々 (惡人 等) 己が 拜 せんとて 造れる 白銀の 偶像と 黃 金の 偶像 

うころ もち  かぶ ほり  ^---.-t け は  やま あ ひ  ふる ひう-. -I か 

と を攝- 鼠の 穴、 蝙蝠の 穴に 投げて 岩々 の 隙、 喰し き 山峡に 入り、 H ホバの 起て 地 を 震動し 給 ふ、 

其 長るべき 容貌と 稜 i の 光輝と を 避けん 

との 事で ある (以赛 亞書ニ 章 十九 節 以下)、 而 して 之に 反して 

此時義 者 は 共 父の 國に 於て 太陽の 如く 輝かん 

との 事で ある (馬 太傳 十三 章 四十 三 節)、 實に 福祉なる は此 時で ある、 此 時に 最上の 幸福が あるので ある、 

地が 聖 化せられし 時、 此 世が キリストの 國と 成りし 時、 神の： ffil に 贖 はれし 者が、 すべて 悉く，：：： き義の 

衣を羞 けて、 王 キリスト と共に 地 を 統治る 時、 天使の 國、 讚美の 里 …… 鳴呼然 り、 我等の 待ち望む 者 

は是れ である、 我等 は 天に 昇らん と 欲しない、 或は 天に 昇る 前に、 一た び 我等の 切愛す る此 地に 我等 

の 理想の 行 はる k を 見ん と 欲する、 而 して 是れ單 に 我等の 理想で はない、 神が キリスト を 以て 結び 給 

しと ゆ 

ひし 固き 約束で ある、 神 は此亊 の 成就ら る、 まで は 休み 給 はない ので ある。 

一 百 ふまで もな く、 此 事は此 世の 政治家 や 宗敎家 を 以て 行 はる- A ので はない、 叉 世が 進化の 極に 達し 

て玆に 到る ので はない、 是れは 神 御自身が 最後に キリスト を 以て 行 ひ 給 ふこと である、 其 事 は 聖書の 

明かに 示す 所で ある、 而 して 我等 は 其 事の 神に 由て 行 はる- -を 待ち望む 者で ある、 我等の 希望 は 待望 

である、 我等 は此 世に 在て 此事を み、 叉 墓に 眠て 此事を むので ある。 

我等の 希 S  五 五 九 


街活と 来世と に 開す る^ 究  五六 〇 

それ 主、 號 令と 天使の 長の 難と 祌の菰 を 以て 自ら 天より 降らん、 其 時 キリストに 在りて 死し 者 先 

づ 甦り、 後に 活て存 る 我等 彼等と 偕に 雲に 携 へられ 空中に 於て 主に 遇 ふべ し、 斯くて 我等ぎ 時 ま 

でも 主と 偕に 居らん、 

と (テサ n 一一  ケ 書 四 章 十六 節 以下〕、 然り、 穴 r 一中に 於て 主に 遇 ひ (主 を迎へ 〕、 彼と 偕に 地に 降り 來り之 

を 治めん、 而 して 其 後 永久 彼と 離る、 事 あら じとの 事で ある、 我等 は 終に は 天に 昇り 行く ので ある 乎 

も 知らない、 然れ ども 先づ此 地に 於て 其 美、 其 眞を味 ふに あら ざれば 之 を 永久に 去らない ので ある、 

地は此 儘 にして 消去る 者で はない、 我等 も亦此 儘に して 地 を 去る ので はない、 ！ ^疋 非 一度 は 地上に 4、 て 

"大阈 を HE 擊す るので ある、 而 して 聖書 は 明 に此 希^ を 我等に 供 ふるので ある。 

鳴 呼、 幅 ひなる 哉 我等、 我等に 此 美き 希望が あるので ある、 我等 は 死して 直に 此地を 去て 灭 に 行く 

ので はない、 我等 は復 たび 甦りて 此 地に 歸り來 るので ある、 嗚呼、 然 らば 我が 愛する 山よ、 愛する 川 

よ、 愛する 國ょ、 愛する. 冢ょ、 我等 は 死して 永久に 汝と 別る、 ので はない、 我等 は- S び汝 と相會 する 

ので ある、 而 して 其 時 は 今の 時の 如くに あらす、 其の 時に 復た死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る ことなし 

である、 涕を拭 はれて 山 を 見て 山 は 如何に 美く しく あるで あら ふ、 痛みな き 心 を 以て 眺めて 海 は 如何 

に麗 はしく あるで あら ふ、 而 して 其 時の 我國は 如何に 美く あるで あらう、 眞 個の 愛國者 のみ 其 中に 在 

るで あら ふ、 其 時に 於て こそ 始めて 眞偭の 神國を 此國に 於て 見る ので あらう。 

然れ ども 是 等の すべての 歡喜は 愛する 者との 再會に 及ばない であら ふ、 鳴 呼 川の 畔に 語りし 友、 森 

の 小薩に 囁きし 者、 我等 は 其時聖 めら れて 彼等と 再會 する ので ある、 其 時の 談話 は 如何に 樂 しく ある 

も CV か. uh- 

であらう、 其 時に 涕は 全く 無いで は 無から ふ、 戰鬪の 苦痛の 談話、 勝利の 歡 喜の 物語、 それ を繼 けて 


我等に 感謝と 歡 喜の 涕の絕 ゆる 時 はないで あら ふ、 

つみかさなれる 雲間 を 過ぎて 

キリス ト 信徒の 心の 空に 

彼方の 光 は 潮の 如く 

喜ばしく も 心を充 たす 

多數 群がる 淸き 友の 

結えす 奏る 響の 音 は 

はや 我等の 耳に 觸れぬ 

川の 彼方の 岸邊に 立ちて 

我等 は會 ふて また 離れ じ 

四時 變らぬ 涼しき 夏の 

光り輝く 讚美の 里に。 

たび ぢ を はり 

旅路の 終く るまでの 

し 14 らく つ.？ - 

なほ 暫時の 疲れ 足 

夕 影 暗くなる まで の 

なほ 暫時の 憂き 仕事 

暮 るれば 床に 息 ひねて 

我等の * 望 


五六 一一 
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眠れば 夜 は 直 あけて 

光り. k  く  美の 里に  . 

我等 は 起きて また 眠ら じ 

ちな. U さしべ 

川の彼方の岸，^|^|に立ちて 

我等 は 遇うて また 離れ じ  . 

± ら ぬす ,v- しき 夏の 

光り輝く 讚美の 里に。  ー 

(数 M 死 を宣ル "せられし 病 女の 救護 を 計りつ" ある 間に 草す) 


未来の 裁判 

での 囊も 未来 S 判の ぁる事を 敎 ふる、 怫敎も 2^敎も|敎も 置鬥 敎も此 事を^ ふ：！、 宗 

敎 とま 囊で此 事 を敎 へない 者 はない、 而 して S 敎も亦 勿論 此事を まる、 ^^.^^0^H. 

"宗敎 は 無い、 萬 事が 現ず 以て 終るなら ば宗敎の必要 は 無い ので ある、 ^SS^^H 

め- ^来の： ー玲を 以てすれば こそ 裏の I が あるので ある、 此 世の 聽の恃 にならない 事 を 矢て 

,v 等よ 未来の 裁判 を ii: むに 至る ので ある、 若し 未来に 公平なる 裁判が 無い とするならば ル i 由は不 


完全 極まる 宇宙で ある、 未来の 裁判 を 思考の 外に 撒して 我等 は 完全なる 宇宙に 就て 考 ふること が 中： 來 

ない ので ある。 

基督 敎は 明白に 未来の 裁判の ある 事を敎 へ る、 

あしき もの さ -ヒ- き  つ A び， こ た しき ひと つ ど ひ 

惡者 はま 判に 堪えす、 罪人 は 義人の 會 合に 立つ こと を 得す。 

エホバ は義 者の 途を 知り 給 ふ、 然 れど惡 者の 途は 滅びん、 

と ある (詩篇 第一 篇)、 是れ は單に 現世に 於け る 裁判 をのみ 謂 ふので はない、 一般の 裁判 を 謂 ふので あ 

つて、 未来の 裁判 も 亦 其內に $1 まれて あるので ある、 聖書 は 叉 言 ふて 居る、 

蓋、 我等 必す呰 な キリストの 臺 前に 出て 善に も あれ、 悪に も あれ、 各自 身に 居りて 爲し、 所の こ 

とに 循ひ其 報を受 くべ ければ 也、 

と (コ V ント 後書 五」 草 十 節)、 其 他 未来の 裁判に 關 する 聖書の 言葉 は 之 を列擧 する の遑 がない。 

然し、 未来の 裁 刹に 關 する 基督教の 特殊の 敎義 とも 稱 すべき 事 は、 神が 之 を 行 ひ 給 ふに 方て 之をキ 

リストに 委ね 給 ふたと 云 ふこと である、 キリスト は 曰 ひ 給 ふた、 

$  さ ^ き 十べ  .n 

夫れ 父 は 誰 をも鞫 かす、 * 判 は 凡て 之 を 子に^ ねたり、 

と (約 翰傳五 章サニ 節/ 故に 言 ふ、 

もろく きょ つ ひ ひきる き 

人の子 己れ の 榮光を もて 諸の 聖き 使者 を 率 來る時 は其榮 光の 位に 坐し、 萬 國の民 を その 前に 集め. 

羊 を牧ふ 者の 綿羊と 山羊と を刖 つが 如く 彼等 を训 つべ し 云々、 

と (馬 太 傳廿五 章 三十 一 節 以下、 バウ 口 も 亦 アデ ゾ ス の 人に 吿げて 言 ふた、 

祌、 已に其 立し 所の 人に 託り て義を もて 世を鞫 くべき 日 を 定め 給へ り、 

*  * の sa  五六 三 


活，， 世と に閱 する 研究  五六 ™- 

と C 使徒 行 十七 章 三十 一節〕、 彼 は 又 言 ふた、 

夫れ 扉 判 は 我が 福音に 曰へ るが 如く、 祌、 ィ H ス キリスト を もて 人の 隱微 たる 事を鞫 かん 日に 成 

るべ し、 

と(羅 liw^ili 一  章 十 六 節〕、 共他新約 加ホ，書全體 に 涉 り て {#判 と ぁ れ ば キ リ ス ト の 行 し 給 ふ と し て 記 し て ぁ 

る 0 

れは 抑々 柯麼ぃ ふ 事で ある 乎、 キリスト は して 未来の 裁判に 於け る 全人 類の 裁判人で ある 乎。 

一、 祌が キリスト を 以て 世 を 物き 給 ふと は キリスト を 標準と して 職き 給 ふと 云 ふ 事で ある、 祌は人 

を鞫 くに 方て 特^に 法雜を 設け 給 はない、 若し 斯 かる 法律が あると すれば、 其れ は 裁判人 彼れ 自身で 

ある、 彼の 敎訓、 彼の 行爲、 人類 は 未来の 裁判に 於て 之 を 以て 鞫 かる k ので ある、 羅馬法 を 以て^な 

い、 英法 叉 は 獨逸法 を 以て ない、 。ハウ 口の 謂 ふ 所の 「我が 福音」 を 以て 稿 かる &の である、 而 して 

一 i 昔が 近德 の： f 取 も 高き 者、 银 法の 最も 完全き 者で ある こと を 知りて、 祌が 最後に 之れ を 以て 世 を 雜 き 

給 ふこと が 判明る、 S 後の 裁判 は 完全なる 裁判で ある、 而 して 完全なる 裁 1： は 之 を 行 ふに 完全なる 裁 

判官と 完全なる 法律と を 要する、 キリストと 彼の 幅 音と を 以て 鞫 かれて 「人々 推諉 るべき やうな し」 

である. ST お 書 一章 廿 節)。 

二、 祌は裁 刹 は 凡て 之 を キリストに 委ね 給へ りと 云 ふ、 又、 祌、 イエスキリスト を 以て 人の 隱れた 

わざ 

る 事 を 物き 給 ふと 云 ふ、 此事は 是れ祌 に 在りて は 慈悲の 業、 人に 取りて は 恩惠の 沙汰で ある、 神 は 御 

自身 人を狗 くに 忍び 給 はない ので ある、 若し 祌 にして 御自身 la に 人に 臨み 給 はん 乎、 祌の義 と 人の 不 

義 と相對 して、 其 問に 容赦すべき 點が 無い ので ある、 誠に、 


人 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 潔 からん、 

婦の產 し 者 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 義 しからん、 

夫れ 神 は その 聖者に すら 信 を 置き 給 はす、 

諸の 天 も その 目の前に は 潔から ざるな り、 

んゃ罪 を 取る こと 水を飮 むが 如くす る、 

憎むべき 據れ たる 人 を や、 

である (約 百 記 十五 章 十四 I 十六 節)、 神と 人と 直接に 相對 して、 

つ. f- さど  やきもの -プっ は 

彼 は 鐵の杖 を もて 民を牧 り、 彼等 を陶 瓦の 器の 如く 碎 かん 

のみで ある (き 不錄ニ 章廿七 節)、 祌は審 刹 を 其 子に 委ね 給 ふて 其 峻嚴を 減殺し 給 ふたので ある、 玆に於 

て 

願く は 人 あり 我がた めに 神と 論 辯し、 

我がた めに 彼が 其 友の ために 辯す るが 如く 辯 ぜんこと を、 

との ヨブの k 願が 叶 ふたので ある (約 百 記 十六 章廿 一 節)、 祌がキリ ストを以て我等を歸き給ふに至て^! 

判 は 我等が 想 ひしが 如く 怖るべき 者で なくなり たので ある、 塞 刺と 開けば 甚だ 恐ろしく 感 する なれ ど 

も、 キリストが 審判き 給 ふと 聞いて 恐怖 は 去って 感謝が 來 るので ある、 キリスト は 誰ぞ、 神と 人との 

問に 立つ 一位の 屮保 者、 人 を 神に 執 成し 給 ふ 者、 人の 罪の 輕 減と 赦免と を 希 ふ 者、 柔和なる 救 主、 罪 

人の 友、 …… 神 は キリストに 審判 を 委ね 給 ふて 罪の 輕 減と 赦免と を 期し 給 ふたので ある、 此事を 知ら 

ざるが 故に * 人 は 神が キリスト を 以て 世 を 鞠き 給 ふと 聞きて 戰傈 き、 キリスト を 以て 唯 公義 一方の 裁 

朱 来の S 判  五六 五 
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判 人で ある 乎の やうに 思 ひ、 彼 を 恐れ、 彼より 遠ざかる ので ある、 然し、 是れ 誤謬の 最も 甚だしき 者 

である、 我等 は 約 翰俾に 

夫れ 父 は 誰 を も 鞠 かす、 審判 は 凡て 之 を 子に 委ねたり 

と ある 言 を 聞て 報 躍して 喜ぶべき である、 父 は 御自身 我等 を 韓き給 はす、 キリスト をして 代って か 

しめ 給 ふとの ことで ある、 玆に 於て 我等が 多くの 扉 を 犯せし に拘 はらす、 我等に 無 S 非 放免の 希望が 提 

供せられ たので ある、 恐るべき 未来の 裁判 は 聖書の 此 言に 由て 畏懼るべき 者で なくなり たので ある、 

我等 は 午 は 我等 を鞫く 者の 何人で あるか を 知る が 故に、 臆せす して 彼の 臺 is に 立 つ ことが 出來 るので 

ある。 

キリストが 我等 を 鞫き給 ふので ある、 而 して 我等 は 彼が 此^に 在りし 時に 行し 給 ひし 事に 由て、 彼 

が 終末の n に 於て 如何に 我等 を 鞫き給 ふ 乎 を 知る ので ある、 キリストの 裁判の 善き 判決 例 は 約 翰俾第 

八 章に 記る された る *g 淫を 犯した る； S の處 えで ある。 

玆に 姦淫 を爲 せる 時， 捕 へられし 婦 ありけ るが、 學 者と パリ サイの 人、 之 を イエスの 許に 曳き來 り、 

群 築の 巾に 置て 言 ひける は、 師ょ、 此婦は 淫を爲 せる 時、 其 ま」 捕 へられし 者な り、 此の 如き 

者 を 石に て擊 殺すべし とモ ー セ 其の 律法の 巾に 八 叩 じたり、 汝は 如何に 言 ふや、 …… ィ H ス彼 等に 

言 ひける は、 汝 等の 中 罪な き 者先づ 彼女 を 石に て擊 つべ しと、 斯く 一一 目 ひて 身 を 屈めて 地に 畫り、 

彼等 之 を 聞て 其 良心に 責められ、 老人 を 始め ダ 者まで 一 々出往 きて た ィ H ス 一 人殘 る、 ィ ェ ス 

起で 婦に臼 ひける は、 51 よ 汝を訟 へし 者 は I： 處へ往 きしゃ、 汝の罪 を. むる 者な き 乎， 婦曰 ひけ 

る は 一人 もな し、 ィ H ス 彼女に 日 ひける は 我 も 亦 汝の雜 をお めす、 往 きて 再び 罪 を 犯す 勿れ。 


イエ ス は如斯 くにして 姿淫を 犯した る婦を 箱き 給 ふた、 彼の 審判 は 神 學者幷 に敎會 信者の {# 判と は 全 

く 違って 居った、 彼等 は 法 を 以て 箱かん としたる に對 して 彼 は 愛 を 以て 鞫き給 ふた、 彼 は婦の 悔改の 

故を以 て 其 罪 を 問 ひ 給 はな か つた、 

我 も 亦 汝の罪 を 定めす、 往て W び 罪 を 犯す 勿れ、  . 

是 れがィ H スの 判決で ある、 誠に 詩人の 曰へ るが 如く、 

主よ 汝は惠 深く 赦を 好み 給 ふ、 

汝に龥 ふ 凡ての 者 を 豊かに 憐み給 ふ、 

(詩篇 八十 六篇 五節)、 「未だ 曾て 此 人の 如く 言 ひし 人な し」、 未だ 酋て此 人の 如く 賴 きし 人な し、 誠に 

未来の 裁判に 於て 赦 さる i 者は學 者と パリ サイの 人、 卽 ち祌學 者と 監督、 宜 敎師、 牧師、 長老、 傳道 

師 など 云 ふ 敎會の 役人に あらす して、 娼婦よ 妓婦 よと 稱 ばれて 敎會の 「義人」 等に 賤 しめらる、 者で 

あら ふ、 此事 を豫め 知り 給 ひたれば こそ ィ H スは彼 を 詰らん とせし 祭司の 長 及び 民の 長老 等に 告げて 

曰 ひ 給 ふたので あら ふ、 

我れ 誠に 汝 等に 告げん、 稅吏 及び 娼妓 は汝 等より 先き に 神の 國に 入るべし、 

と (馬 太博サ 一 章 三十 一 節〕、 愛の神の 代表者なる ィ H スに精 かる、 こと は此 世の 裁判官 や 敎會の 監^ 等 

に鞫 かる、 が 如く 怖ろ しくない、 ィ H スは 恩惠を 以て 鞫き給 ふ、 律法 を 以てに あらす、 福 昔 を 以て 鞫 

き 給 ふ、 彼は現行犯の>^^淫の婦を鞫き給ひし其筆法を以てすべての人を箱き給ふのでぁれば、 我等 は 

重き 罪人な りと 雖も、 悔改 の淚を もて、 臆せす して 彼の 恩惠の 座に 近づくべき である。 

神 は 愛の神であって キリスト は 矜恤の 救 主で ある、 故に キリス トは人 を 鞫き給 ふに 方て 矜恤を 標準 
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として iE き 給 ふので ある、 彼 は 傅 近の 首途に 於て 敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 

衿恤 あるお は 福な り、 共 人は矜 恤を受 くべ ければ 也、 

と (馬 太 傳五章 七 節)、 彼 は 叉 幾 囘か舊 約 聖書の 言辭を 引いて 敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます、 

と (馬 太 傳九章 十三 節 * 仝 十二 章 七 節.)、 而 して 使徒 ヤコ ブは イエスの 此心を 受けて 口 ふた、 

あはれ ふ ？ほ 5 

矜恤は 箱に 勝つな り 

あはれ み 

と (雅各 窨ニ章 十三 節)、 矜恤 である、 矜恤 である、 キリスト は矜； W を 以て 鞫き給 ふので ある、 是れが 天 

1: の 刑法で ある (若し 刑法なる 者が 天國 にも 在る とすれば)、 是 れを檩 準に すべての 人は鞫 かる.^ の 

である、 有名なる 馬太傳 第二 十五 章、 キリスト {祢 判の 座の 一 段 は 此事を 能く 心に 留めて 置て 判明る の 

である、 

もろ/ ヽ  つか ひ ひ..？ Q.3.i.l  くら ゐ 

人の子 己れ の 榮光を もて 諸の 聖き 使者 を 率 来る 時、 其榮 光の 位に 坐し、 萬 國の民 を 其 前に 集め、 

羊 を牧ふ 者が 綿羊と 山羊と を 別つ が 如く 彼等 を 別ち >  綿羊 を 其 右に、 山羊 を 其 左に 置くべし。 

斯くて 王 その 右に 居 る^に 曰 はん、 我 父に 憲 まる、 者よ、 來 りて^の 創始より 以來汝 等の ために 

つ  そ は  -フ *i  かわ  ； i び 

備 へられた る 國を嗣 ぐべ し、 蓋、 汝等 我が 飢し 時に 我に 食 はせ、 渴 きし 時に 我に 飲ませ、 旅せし 

は^か  5  ひとや  き； i 

時に 我 を (£ らせ， 裸な りし 時に 我に 衣せ、 病みし 時に 我 を 見舞 ひ、 獄に 在りし 時に 我に 就り たれ 

.u*- し/？ P の  い つ  う,？ i 

ばな りと、 玆に 於て、 義者等 彼に 答へ て 曰 はん、 主よ、 我等 何時 汝の飢 たる を 見て 食 はせ、 又渴 

きたる に 飲せ し 乎、 何時 主の 旅した る を 見て 宿らせ、 又 裸なる を 見て 衣せ しゃ、 何時 主の 病み 又 

獄に 在る を 見て 汝に 至りし や、 王 答へ て 彼等に 曰 はん、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 汝等 我が 此 兄弟 


の最微 者の 一 人に 爲 せし は 是れ卽 ち 我に 爲し& なりと。 

斯くて 叉 左に 居る 者に 曰 はん、 我 を 離れて 惡 魔と 共 使者の ために 備 へられた る媳 えざる 火に 人れ 

よ、 蓋、 汝等 我が 飢し時 我に 食 はせ す、 渴 きし 時 我に 飮 ませす、 旅せし 時 我 を 宿らせす、 裸な り 

し 時 我に 衣せ す、 病み 叉獄に 在りし 時 我 を 兒舞は ざれば 也と、 兹に 於て 彼等 又 彼に 答へ て 曰 はん、 

主よ、 我等 何時 汝の 飢え 又 渴き叉 旅し 又裸义 病み 义獄に 在る を 見て 汝に 事へ ざり し 乎、 と、 其 時 

主 答へ て 彼等に 曰 はん、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 此：^ 微 さき 者の 一 人に 爲 さ^りし は卽ち 我に 行 

さ りし 也と。 是 等の 者 は 限りなき 刑罰に 入り、 義者は 限りなき 生命に 入るべし。 

實に 驚くべき、 不思議なる 裁判の 光景で ある、 此 裁判に 於て 贵 むべき 「義 者」 の 名 稱を附 せられ 限り 

なき 生命に 入る の 特權に 與るを 得し 者 は、 抑々 如何なる 人で ある 乎、 能く 敎會の 課せし 儀式 を 守り、 

共 提供せ る 敎義を 信じ、 傳 道に 熱心に、 主の 聖 名のた めと あれば 焚かる & ために 身を予 へて 惜 まざり 

し 人で ある 乎、 否な、 否な、 爾ぅ ではない、 然 らば 淸淨 潔，：！！、 己れ に 省みて 一 點の疚 、ましき 所な き 人 

である 乎と 云 ふに、 亦爾 うで もない、 キリストの 前に 立て、 義者 といへば 矜恤 ある 人で ある、 矜恤を 

以て 人に 對し、 矜恤を 以て 人 を； 許し、 矜恤を 以て 人に 施す 者で ある、 同情の 人、 柔和の 人、 憐愍の 人、 

キリストが 愛し 給 ふ、 彼が 義 とし 給 ふ 人は此 種の 人で ある、 未来の 裁判に 於て 義の冠 冕 を 被せられて、 

父の 榮 光に 人る 者 は矜恤 ある 人で あるとの ことで ある。 

之に反して罰せらるべき者、惡魔と其使者のために備へられたる媳ぇざる火の中に投^<れらるべき 

者と は 誰で ある 乎、 多分 品行方正、 高位 高官、 博士と 學士、 社會 と敎會 とに 模範的 人物 を 以て 目 せら 

る &者、 儀式 を 守る に嚴 格に、 信仰 は 正統 的に して 其 熱心に：！！ の缺 くる 所な く、 敎理の 造詣 深く、 指 
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導の 才に 長け、 社會の 明星、 敎會の 誇 負と して 稱揚 敬慕 せらる k 人で ある 乎 も 知れない、 然し 彼に 矜 

恤の Ili- さしき 心なき が 故に、 彼 は 限りなき 刑罰に 入れら る \ ので あると 云 ふ、 限りなき 刑罰と 云へば 

赏に 怖ろ しく 聞 ゆれ ども、 而 かも 之に 入る 者 は 敎會の 所謂 不信者 叉 は 異端 論者で はない、 基^；^は洗禮 

を 受けざる 者 は 限りなき 刑罰に 入るべし と は 言 ひ 給 はない、 叉 三位 一 體の 敎義を 信ぜざる 者 は 娘え ざ 

OOOOO000OOO0OOOOO0O0O00  0  C0 

る 火に 投入れ らる べしと は 41!: げ給 はない、 キリストの 臺 前に 立ちて は 大罪 人と 云へば 矜恤の 無い 人 を 

いふので ある、 矜恤 なき 人、 他 を 鞠く に 矜恤を 以てせざる 者、 矜恤を 以てすべ ての 人に 對 せざる 者、 

キリストの 嫌 ひ 給 ふ 者は斯 人で ある、 矜恤 なき 人に 對 して は、 彼の 社會 上の地位 は 如何に 高く あると 

も、 彼の 仰の 立場 は 如何に 间く あると も、 キリスト は 其 人に 向って、 

罰せら るべき 者. よ、 我 を 離れて 悪魔と 其 使者との ために 備 へられた る 娘えざる 火に 入れよ。 

と 一一 一一 口 ふより 外に 首辭を 有ち 給 はない の である。 

氺  * 

未来に 於て 神の 裁判 は ある、 必然 在る、 然し 愛の神 は 御自身 人 を 韓き給 はすして 審判 はすべ て 之 を 

子に 委ね 給 ふた、 而 して 惠 深く して 赦を 好み 給 ふ キリストに 鞠 かれて、 我等 は 最も 恩惠 的に 騎 かる k 

ので ある、 而 して 御自身 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲み 給 はざる キリスト は 人 を 鞫き給 ふに 方て、 重き を 其 

人の 矜恤に 置き 給 ふので ある、 矜恤は キリストが 人 を 鞫き給 ふ 時の 標準で ある、 所謂 正義と 稱 へて 淸 

淨 潔白なる 事で はない、 或 ひ は 信仰と 稱 へて 敎義と 儀式と 傳 道の 事に 於て 缺 くる 所な き 事で はない、 

衿恤 である- 憐愁 である、 赦す 心で ある- 惠む 質で ある、 愛の 行爲 である、 人の 永遠の 運命 は 主と し 

て 之に 由て 決せら る、 ので ある、 最後の 裁判 は 愛の 裁判で ある、 愛せし 乎、 愛せ ざり し 乎、 是れに 由 


て 限りなき 刑罰 か、 限りない 生命 かの 別が 定まる ので ある。 

我等 は 来世に 就て 若 }f を 示されし 乎 

ド-! ろぼ  いのち , ^ち  あきらか 

キリスト 死 を 減し 福 昔 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 著明に せりと ありて (提摩 太 後書 一 章 十 節 〕 彼 を 以て 

來 世の ある こと は 明に 示された、 然し 其 詳細 は 示されない、 叉 人は來 世に 關し 現世に 在りて 詳細 を 示 

さる、 の 必要 は 無い ので ある、 唯 其の 確に 有る こと、 之に 入る の 道、 其の 大體に 於て 如何なる もので 

ある 乎、 其れ丈け を 示さ るれば 足りる ので ある。 

人 は 神の 啓示に 由ら すして 靈 魂の 不滅 を 知る ことが 出来た、 眞の神 を 知ら ざり し 希腦人 も、 キリス 

トを 知ら ざり し 猶太 亜人 も靈 魂の 不滅に 就て は 多少 知る 所があった、 埃 及 人、 波斯 人、 印度人、 其 他 

古代の 開明 人に して 霊魂の 不滅に 就て 知らざる 者 は 無った、 然し 乍ら 神が キリスト を 以て 啓示し 給 ひ 

し 生命 又は 永生なる 者 は 單に靈 魂の 不滅で はない、 人 は 死して 死す る 者に 非す と 云 ふ 丈け では 差した 

0O000O0000000O  OOOOO0O00O  0 

る 慰藉に も 亦獎勵 にもなら ない ので ある、 永生 は單に 生命の 永續 ではない、 永生 は 永遠に 成長 叉發達 

する 生命で ある、 單に 滅びない 丈け ではない、 生きて 叉 生きる 事で ある、 故に キリスト は 一 百 ひ 給 ふた 

ので ある 「我が 來 りし は 羊 (ii^ 者) をして t 生命 を 得、 豊に之 を 得しめ ん爲 なり」 (約 翰 傳十章 十 節〕 と。 

而 して 永生 は單に 純なる 生命で はない、 復活 を 以て 現 はる i 生命で ある、 復活と 云へば 勿論 肉體の 
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復活で ある、 不死の 靈 魂に 復活の 必要 はない、 キリスト は 死より 復活し 給 ひて 生命と 壞 ざる 事、 卽ち 

靈 魂の 生命と 之に 伴 ふ 壌ざる 體 (復活 體) を 著明に 爲し給 ふたので ある、 キリストに. e て 復活 は 始め 

て 明示せられ たので ある、 彼れ 以前に 復活の 豫想 はあった、 而 かも 其 は 最も 朧氣 なる ものであった、 

「我れ 知る 我 を 履 ふ 者は活 く、 後の 曰に 彼れ 必す 地の 上に 立たん、 我が 此皮此 身 朽果ん 後、 我れ 肉 を 

離れて 神 を 見ん」 と ヨブが 言 ひし 時に 役 活の豫 想が あった (約 百 記 十九 章廿 五. サ六 節〕、 然し 是は 復活 

の 確信ではなかった、 キリストの 復活に 由て 復活 は 明白なる 事實 として 示された ので ある、 彼 は 死し 

て 第三 日に il り、 弟子 等に 現 はれ、 終に 天に 擧 げられ て 復活 は 著明に せられた ので ある。 

キリスト は 復活し 給 ふた、 然し 復活 は 彼に 限る ので はない、 彼の 生命の 在る 所に は 亦 復活が あるの 

である、 「若し ィ H スを 趣ら し、 者の 靈汝 等に 住まば、 キリスト を 死より 趣ら し、 者 は 共の 汝 等に 住 

む 所の 靈を 以て 汝 等が 死ぬべき 身體 をも活 すべし」 と ある (羅- 八 ，5 早 十一 節〕、 依て 知る キリストの 復 

さ ■**  0  0  ？  i  くるし, C  つえ 

活の狀 は 我が 復活の 狀 なること を、 我れ 彼 を 信じ 彼と 偕に 苦 を 受けな ば 亦 彼と 偕に 榮を 受けて 彼の 如 

くに 復活す るので ある (同 十七 節)、 信者 は 單に靈 的に 永遠に 生く るので はない、 體的 にも 生く るので 

ある、 彼の 來 世に 於け る 生命 は 今 世に 於け る 生命の 連續 である、 但し 後者に 於け る收壤 はない ので あ 

る、 彼 は 死なざる 體を 以て 永遠に 生く るので ある、 斯くて 彼は來 世に 於て 今歡に 於て 有し 性格 を持續 

する ので ある、 十字架に 釘 けられし 釘の 痕は キリストに 淺 りし やうに 彼に も殘 るので ある、 而 して 是 

さぞ あ i 

れ 彼に 取りて 大 なる 名譽の 傷痕で ある、 彼 は 之 を 以て 天使の 前に 誇る ので ある。 

信：！ は キリストの 復活の 狀に循 ひて 復活す るので ある、 然し 死して 直に 復活す るので はない、 キリ 

ストの 再び 臨 リ給ふ 時に (仪活 する ので ある、 夫れ 主號 令と 天使の 長の 聲と筑 を 以て 自 から 天より 降ら 


ん、 其 時 キリストに 在りて 死し 者 甦るべし と ある (テサ 。二 力 前書 四 章 十五 節)、 叉視ょ 我れ 汝 等に 奥義 

を吿 げん、 我等 盡く 1 るに 非す、 我等 皆 終末の 菰 鳴らん 時 忽ち 瞬間に 化すべし、 そは筑 鳴らん 時 死し 

人 甦りて 一！^ す 云々 と (コ リント 前書 十五 章 五十一 * 五十二 節〕、 叉 我れ (キリスト) 汝 等の 爲に 所を備 へに 

柱く、 もし 往 きて 所を備 へば 又來 りて 汝等を 我に 納く べし、 我が 居る 所に 汝等を も 居らし めんと て 也 

と (ョ ハ ネ傳 十四 章 三 節)、 其 他 キリストの 再臨と 信者の 復活との 同時に 起る ものなる 事 を 示す 聖書の 言 

葉 は 許 多 ある、 再臨 は 神の， 能の 著しく 顯 はる k 時で ある、 此時 宇宙 はー變 し、 大 能力 は 萬 物に 加 はり 

て 死者 も 趣る ので ある、 事 は 將來に 屬し其 詳細 を揣 摩する 事 は 出来ない、 然し 乍ら 一陽来復 と共に 萬 

物の 蘇生す るが 如くに、 キリストの 再臨 は 萬 物 復興の 期であって、 其 時に 死者の 復活 を 見る と 云 ふ は 

天然の 類似に 由り て考 ふる も强ち 解し 難き 事で はない、 所謂 復活の 朝と 云 ふは此 時で ある、 

あめ つち  ；？ る  らっは ひと こる i 

天地 も 動 搖ぐ筑 の 一 聲に 

、s み V.X  はる あけぼの 

甦 へ るら む 春の 曙 

墓地 は獨 逸人の 所謂 Gottesacker  (神の 畑) であって 宇宙の 春の 到来と 共に 其 內に播 かれし 生命の 種 

が 萌芽し 叉 生長す ると 見て 信者の 復活に 關 する 聖書の 指示 を 解し 得ない 事 はない。 

信者の 復活と 共に 萬 物の 復興が ある (行傳三^！せー十ー節參考)、 卽ち 人類と 共に 呪 はれし 地と 其 中 

に 在る 萬 物と が 元始の 完全に 歸るを 云 ふ、 キリストの 救濟は 人類 を 以て 止まない、 諸の 受造 物にまで 

つ, 、りれ しもの ふか yiv の, み  こ た ち あ-つ  まて  みづ  や ぶ れ 

及ぶ ので ある、 「夫れ 受造 物の 切望 は 神の 諸子の 顯 はれん こと を俟 るな り …… また 受造 物自 から 敗壞 

の 奴た る こと を 脫れ祌 の 諸子の 榮 なる 自由に 人らん ことの 希望 を 有されたり」 と ある (。 マ 書 八 章 十九. 

サ 一節)、 神の 諸子の 顯 はる \ 時に、 卽ち 彼れ 顯 はれ 給 はん 時に 神の 子供なる 信者が 彼が 有る 如くに 成 

我 は * 世に 一： て 若干ち 示されし 乎  五 七 一一 一 
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らん 時に (約 翰 第一 書 三 章 二 節)、 萬の 受造物 も 亦祌の 諸子の 榮 なる 自由に 人る ので あると 云 ふ、 卽ち 

「土 は汝の 爲に詛 はる」 (創世記 三 章 十七 節〕 と 言 はれし 其 呪詛を 解かれ、 元始の 美に 還りて 障礙 なき 發 

達を遂 ぐるに 至る ので ある、 地 をして 今日の 如くに 流血の 稱、 荒 敗の 土たら しめし もの は 人類の 罪で 

ある、 其 罪が 除かれ、 信者 を 以て 代表 せらる i 人類が 元始の 自由に 還りし 時に、 地 も 亦 人類と 共に 自 

.E の榮 光を頒 つので あると 云 ふ、 何物 か 之に 愈る の榮光 あらん やで ある. 人 は 復活し、 地 は 改造され 

一 一 者 共に 罪の 結 ™ ^たる 呪詛を 脫れて 完全なる 發 逹を遂 ぐると 云 ふ、 其 事が 預言者 等が 預言せ る： 大國の 

建設で ある、 

曠野と 濕潤 なき 地と は樂 しみ、 

- 砂漠 は歡び て番 紅の 如くに 吹かん、 

盛に ゆき 歡 ばん 喜び つ 歌 はん、 

レバ ノンの 榮は 之に 與 へられん、 

カルメルと シ ヤロンの 美 は 之に 授けられん、 

彼等 は エホバ の榮を 見ん、 

我等の 神の 契 はしき を 見ん、 

と あ る が 如 し で あ る (以赛 亞 書 三 十 五 章 )o 

信者の 復活が あり、 萬 物の 復興が ありて、 然る 後に 終末の 審判が ある、 其 時 不信者 卽ち 頑強に 神の 

恩惠を 斥けし 者 は！^ び、 信者 卽ち從 順に 彼の 賜物 を 受けし 者 は 救 はる、 

臆する 者、 信ぜざる 者、 憎むべき 者、 人 を 殺す 者、 奸淫を 行 ふ 者、 魔術 をな す 者、 偶像 を拜 する 


者、 及びす ベて 誠 を 言 ふ 者 は 火と 硫癥の 燃る 池に て 其 報を受 くべ し、 是れ 第二の 死なり、 

と ある (默 示錄廿 一章 八 節)、 言 は 文字な りに 解釋 すべき もので は あるまい、 乍 然ら馬 太 傳廿五 章卅ー 節 

以下 等の 言と W せ讀 みて 其默 示さん とする 眞 理を窥 ふに 難くない、 「是 等の 者は窮 なき 刑罰に 入り 義 

者は窮 なき 生命に 入るべし」 と ある (四十 六 節 N 終末の {さ1： に 由り て 信者 は 復活して 得し 生命 を 確定 

され、 不信者 は W び 之 を 失 ふ、 第二の 死是れ である。 

終末の {| 判が あって 然る 後に 終りが 來 るので ある、 此事を 明白に 示す もの は 哥林多 前書 十五 章廿三 

節以 下 に 於け る バウ 口の 言 である、 

初 は (初に る 者 は) キリスト、 次 は キリストの 臨らん 時 彼に 屬 する 者な り (キリストの 再臨と 

同诗に 信者の 復活 あり〕、 後 (復活 あり 萬 物の 復與 ありて 後) 彼れ 諸の 政 及び 諸の 權 威と 權能 

を滅 して (終末の 霧 判 行 はれ、 神に 逆 ふ 諸の 政、 諸の 權威權 能を滅 し、 卽ち八 r は此， の 主として 

權威を 揮ふ惡 魔と 其 從腾と を 盡く滅 して) 國を 父の 神に 付さん、 是れ卽 ち 終りな り、 

と ある、 而 して 終りと は 造化の 終末で はない、 其 完成で ある、 神が 萬 物 を 造り 給 ひし 其 大目 的が 兹に 

始めて 達せら る.^ ので ある、 彼が キリ ス トを 世に 降して 始め 給 ひし 聖 業が 玆に其 終結 を 告げて 新 天地 

の II 始を 見る ので ある、 遠き 未来の 事で ある、 然し 乍ら 神の 聖業は 八 ：- 猶ほ其 半途に 在る ので ある、 彼 

は 今 其 畑に 永生の 種 を 播き給 ひつ k あるので ある、 今より 後に 復活 あり 地の 改造 あり 大 審判 ありて 然 

る 後に 彼の 救 濟の聖 業 は 終り、 而 して 最後に 新ら しき 天と 新ら しき 地との 實現を 見る ので ある、 曾 あ 

り 曰く 「神の 水車 は轉る こと 緩 かなり、 然れ ども 挽く こと 精巧な り」 と、 神 は 急ぎ 給 はない、 多く 時 

を 取り 給 ふ、 彼の 服に は 千年 も  一 口の 如し、 萬 年 も 長き 時に 非す、 而 かも 彼 は 彼の 愛する 者 を 忘れ 給 

等 は 来 世 に 就て 若 千ち-示されし 乎  五 七 £ 
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はない、 共 始めし 善ェを 終らす して は 止み 給 はない、 人の 吸より 見て 今より 救濟の 結末、 完成され た 

る 天地の 實現 を俟っ は耐へ 難き 忍耐で は あるが、 然し 神 は 人が 明日 を 明す るが 如くに 其 幅 ひなる 時 を 

待ち 給 ふので ある 「祌 彼等の 口の 涕を 悉く 拭 ひ」 と あり、 「復死 あらす おみ： i 人き 痛み 有る ことなし」 

と ある、 其 他 默示錄 一 一 十 一 章 以下に ある 記事 は是れ 完成され たる 天地に 關 はる 記事で ある、 偉大なる 

哉 聖書の 記事、 實に 詩人 ハイネが 述べし 如く 「日の出と 曰の 入と、 約束と 充赏 と、 生と 死と、 人類の 

すべての 夢と は此 書の 中に 在り」 である。 

此外^^書に於て神は選民卽ち猶太！：^-挨の未來に就て明に示し給ふた、 然れ ども 是れ 直接に 人類 全體 

に關 はる 事で ないから 玆に言 はない、 復活 體の 如何なる ものである 乎に 就て は 復活 後の キリストの 行 

0, 並に パゥ 口の 復活 論の 示す 所の 外に 我等に 示さる、 所がない、 亦 死と 復活との 中間に 於け る狀態 

に 就ても 我等に 明 ほに 示さる、 所がない、 人 は 死して 死す るに 非す、 然れ ばと て 死して 直に 復活す る 

に 非す と は 聖書の 明かに 示す 所で ある、 然れ ども 死者 は 如何にして 其 中 問 時期 を經 過す る 乎、 純靈と 

して ある 乎、 或 ひ は假の 體を與 へらる-の である 乎、 或 ひ は 睡眠 狀 態に 於て 在る ので ある 乎、 是れ 

亦 示されざる 所で ある、 叉 聖書 は 主として 信者の 復活に 就て 語りて 不信者の 復活に 就て は 甚だ 瞹 味で 

ある、 但し 神 は 萬 國を其 前に 賴き給 ふと あれば、 萬 民の 復活 を 所期 せざるを得ない、 其 他雜の 自覺に 

達せす して 死せ し 小兒の 未來、 復活 後に 於け る 血 挨の關 係 等に 就て は 聖書 は慧き 沈默を 守りて 何等の 

明，：：： に 示す 所がない、 信者の 復活、 萬^の 復興、 終末の 赛？ r 造化の 完成、 是れ 神が 未来に 關し 我等 

に 示し 給 ひし 大事 赏 である。 


基 
督 
敎 

答 


問、 祌は 如何にして 人 を 救 ひ 給 ふ 乎。 

答、 神 は 彼 を 義人と 爲 して 彼 を 救 ひ 給 ふ。 

問、 神 は 如何にして 人 を 義人と なし 給 ふ 乎。 

答、 神 は 人に 義を 獎勵 し、 或は 義の 境遇 を 供し、 或は 義の 理想 を 示し、 或は 義の實 行 を 抉け、 卽ち義 

の {4： 氣と義 の 動機と を 供して 人 を義に 導き 給 ふ。 

問、 然 らば 人 は義の 空氣に 感染す る 久しき に 至れば、 遂に 義人た る を 得る 乎。 

答、 否な、 然ら す、 人 は 自動的 實在物 なれば 彼 は 週阅の 感化に 依ての み 感化 さるべき 者に あらす、 彼 

が 充分に 感化 されん がた めに は 彼 は 彼の 意志より 感化され ざるべ からす。 

問、 境遇 は 意志 を 感化す るの 力なき 乎。 

答、 全く 無しと は 曰 はす、 然れ ども 境遇 は 中心の 感化 を 扶助す るに 止て、 意志 其 物に 穿 入して 其 素質 

まで を 感化す るの 力 を 有せす。 

問、 然 らば 何物が 意志 を 感化す る を 得る 乎。 

答、 神の 靈、 卽ち§^靈のみ。 

救 g  ra 笞  五 七 九 
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問 、神の II は 如何にして 意志 卽ち人 の 靈を 感化す る や。 

答、 直に 人の 靈に 人り てな り。 

問、 靈が靈 に 人る と は 如何なる 事ぞ。 

答 * 靈が靈 に 人る と は 二つの 靈が 融合して 一 つの 靈 となる ことなり。 

問、 如 斯き事 は實際 有り得る 事 か、 又爲し 得る 事 か。 

答、 其爲し 得る 事、 有り得る 事た る を 吾等 は 吾等の 實驗に 依て 知るな り。 

問、 其 時の 實驗は 如何なる も のぞ。 

答、 其 時 吾等 は 自身 非常に 强く なりし を感 す、 前に i おはし かりし 者 は 今 は 憎むべき 者と なり、 憎む ベ 

き 者 は 愛すべき 者と なるな り、 聖書に 謂 ふ 所の 「是 故に 人 キリストに 在る とき は 新たに 造られた る 

者な り、 舊は 去て 呰な 新しくなる なり」 と は 此事を 指して 云 ふなり。 

更に 云 はんと 欲す、 祌 人合體 とは斯 かる 事 を 指して 謂 ふならん と 信す、 神と 人との 場合に 於て は 合 

體 は合靈 ならざる ベから す、 其 は 神は靈 なれば 彼 は靈に 於ての み 人と 合同し 得れば なり。 

問、 神 は 如何にして 人と 合同し 給 ふや。 

答、 キリスト を 通う してな り、 神聖に して 犯すべからざる 完全 無缺の 神が 罪に 機れ たる 人の 心の中に 

ちり さま 

i£ らんが ために は 彼 は 或る 特^なる 形狀 にて 人に 現 はる、 の 必要 あり、 是れ キリスト なり、 故に 人 

は キリストに 緣ら ざれば 神と 偕なる 能 はす、 亦 神 も キリスト を 通さす して 人と 偕なる 能 はす、 キリ 

ス トは祌 と 人との 間に 立つ 屮保 者な り。 

問、 然 らば 人 は キリストに 緣ら ざれば 救 はる- -を 得すと 云 ひ 給 ふの 乎。 


答、 余 は實驗 上、 叉 理論 上爾か 答へ ざる を 得す、 救 はる \ と は 比較的に 善人に 成る との 謂 ひに あらす- 

亦 廣理の 一分 を 解し 得たり と 云 ふに も あらす、 キリストが 曰 はれし 如く 天に 在す 我 儕の 父の 完全が 

如く 我 倚 も 完全 を 得て 我 儕 は 始めて 救 はる.' たり、 救 濟とは 世人が 思 ふが 如き 容易の 事に あらす、 

人は自 から 努めて 救 はるべき 者に あらす、 救濟は 神の 業な り、 神に 依る にあら ざれば 人 は 到底 救 は 

れ ざるな り。 

問、 君の 說は 少しく 狭隘なる が 如くに 覺ゅ 如何。 

答、 或は 然 らん、 然れ ども 余 は 事實を 曲ぐ る 能 はす、 吾等が 救 はれたり と稱 する も 若し 實際救 はれす 

んば 吾等 如何と もす る 能 はす、 吾等 は 救 はれたり と 思 ふて 救 はる、 に 非す、 吾等 は 救 はれて 始めて 

救 はる- 1 なり、 爾 うして 救 はれる と は 洗 禮を受 くるとの 謂 ひに も あら ざれば 亦 敎會に 人る との 謂 ひ 

にも あらす、 いくら 牧師 や 宣教師が 吾等 は 救 はれたり と 曰 ひ吳れ たにせ よ、 若し 實際 神に 救 はれす 

ば 吾等 は 何 の 益す る 所な きなり、 吾等 は 唯 偏に 救 はれん と 欲す、 救 はれ た り と m 心 はんと は 欲せす、 

又 救 はれたり と 人に 稱 はれん とも 欲せす。 

問、 救 はれたり との 確信 如何。 

答、 吾等が 義人と なる 事な り、 吾等が 意志の 中心より 義を慕 ひ 仁 を 愛し、 吾等の 感情 も 肉 情 も 悉く 聖 

化せられつ 、ある を感 する 時に 吾等 は 確かに 救 濟の途 に 就きし を 信す るな り。 

問、 吾等 は 義人と なりし と 誤信す るの 懼れ なき 乎。 

答、 全くな しと は 限らす、 然れ ども 神の 義人 は 世に 謂 ふ 所の 義人と 異る、 神の 義人 は 最も 謙邏 なる 者 

にして、 彼は義 のために 誇らす、 善の ために 己れ を 賞 讚せ す、 彼 は 救 はれし i 人 なれば 總 ての as 人 

救 S 問答  五八 一 
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に 向て； _取 も 深き！ I： 愔 を^す、 斯 かる 義人 は 自己 を 妄信す るの „^れ^„ ^だ し、 吾等 は斯 かる 場合に 於て 

は 眞理の 確かに 五：！ 等の 屮に りし を 知るな り、 乞 ふ 更に S び lis と共に 此大 問題に 就て 攻究す る を ん * 

キリストの 神性 

問、 货下は.货にキリ ストの祌なる^？^-をぉ：^じになりますか。 

答- 左様です、 赏に爾 う 信じます。 

何に依て.础ぅぉ1!;;^じになりますか。 

答- 第一 は 聖咨に 依て、 第二 は 私の 最も 確かなる 賁驗に 依て、 第三 は 歷史に 依て 爾ぅ 信じます、 私の 

者へ まする に キリ ス トを 神と！： じて 人類の 歷史は 最も 明瞭に 解釋 する ことが 出来る ものであると 思 

ひます。 

問、 先づ 聖書の 明から： M ひませ う、 書 は實に キリスト は 神で あると 申して 居ります 乎。 

あるひと たち 

答、 聖書 はは 取 も 明 n に爾ぅ 申して 居ります、 私 は 或 人達が 聖書に キリスト は 神で あると 云 ふこと を 一 

つも 載せて ない と 言 はる &のを 聞て、 其 人達 は眞に 聖書 を 研究した 人達で ある 乎 を 疑 ふ 者で ありま 

す。 ， 

問、 何處に は キリ ス トは 神で あると 言 ふて 居ります 乎。 


答、 何處 にとの お 問 ひであります か、 聖書 を 開いて 御覽 なさい、 約 翰 傅の 第一章の 第一 節 を 讀んで 御 

臨：；】 なさい、 道 は卽ち 神な リと 書いて あります。 

問、 其 「道」 と は 確に キリスト を 指して 一 百 ふたので あります か、 「道」 と は眞理 とか 道理と か 言ふ義 

ではありません 乎。 

答、 「道」 と は此處 では 確かに 或るべ ルソ ナリチ ー (性格) を 具へ たる 者 を 指して 言 ふて 居る 事 は 其 

前後の 關係を 見て 明かであります、 若し 「道」 が 無 生の 物であって 有 生の 實在 者で ありませ ぬなら 

ば、 道 は 卽ち祌 なりと 云へば 神 は 抽象的の 物 叉は理 であると 云 ふこと にたりまして、 聖書の 大 趣意 

に 背く ことになります。 

問、 尙ほ 他に も キリ ス トは祌 であると 云 ふ 事が 聖書に 書い てあります るか。 

答、 有ります とも、 約 翰 傅の 十 章の 三十 節に キリストの 言 はれた 言辭 として 我と 父と は 一な リと 書い 

てあります。 

問、 それ は キリストと 父なる 神と は 其 目的、 忍 念、 愛情に 於て 同一な りとの 意味ではありません 乎。 

答、 私は爾 うは 思 ひません、 是 を希臘 文で 請み まする と、 尙ほー 暦 能く 其 意味が 分ります、 之 を直譯 

しま すれば 

我と 爾 うして 父 は 我等 は ある、 一で ある 

となります、 「我等」 と 言 はれました キリスト は 神 を 彼と 同等の 者と 見て 此言 を發 せられた ので あ 

ります、 口 的、 思念の 同一なる は 首 ふまで もありません、 キリストと 父 は、 彼等 は 其 實體に 於て 一 

つ であるので あります。 
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問、 更らに^^：く此點を說明して下さぃ。 

答- 此穰 を說 明す るた めに 腓立比 書 一 一章の 六 節 を讀ん で御覽 なさい、 「彼 (キリスト) は 神の 體 にて 

居リ しか ど」 云々 と 書いて あります、 此處に 「體」 と譯 された る 原語 は ョ 01.P1& と 云 ひまして 之れ 

は實質 又は 精 要と 譯 すべき 詞 であります、 キリストが 祌 (父た る) と 實在を 同に せらる、 こと は 新 

約 聖書 全體の 示す 所であります。 

問、 尙ほ其 他に モ ット 明白に キリ ス トは祌 であると 言 ふて 居る 所があります か。 

答、 哥羅西 書の 一章の 十六 節 を 開いて 御覧た さい、 哥羅西 書 は 全體に キリストの 神性 を 主張す る 書で 

あります るが、 殊に 此 一節に 注意して 御覽 なさい、 萬 物 彼 (キリスト) に 由リて 造られた リ、 且つ 

其 造られた る は 彼が 爲なリ と 書いて あります、 キリス トは萬 物の 造 主で あると 云 ふので あります、 

之れ より 明， n に 彼が 神なる こと を 言ひ顯 はすた めの 言 辭 はありません。 

問、 然し 私の 或る 先生より 聞き ましたに 哥羅西 書 は實際 使徒 バウ 0 の 書いた 書で あるか、 疑 はしい と 

の 事であります、 それ は 如何であります か。 

答、 其^ は 全く^ 問題であります、 私の 申 上げます るの は 聖書 を 聖書と 見た 上の 事であります。 

問、 モ ー それ 丈であります か。 

答、 未だ 幾 干で も 有ります、 約 翰 傳八章 五十八 節の 我 は アブラハムの 有ら ざリし 先き ょリ 在る 者な リ 

との キリストの 發言、 同廿 章の 廿八 節に ある、 弟子 トマスが キリストに 對 つて 我 主よ 我 神よ と 言 ひ 

て？ i-Ai:c 一一： 一" 辭を 彼に 奉りし に 彼 は 之 を 拒み 給 は ざり し 事 等 は キリス トが 御自身の 神性 を 表せられた 

ポ である と mi ひます。 


問、 尙 ほ參考 のた め；？？ れ なく 此 點に關 する 聖書 の 聖句を 示して 下さい。 

答、 羅馬書 九 章 五節 は 確かに キリストの 神格 を證 明す るに：： 圯る ものである 乎、 學 者の 問に 議論 はあり 

まする が、 11 しせ 通譯 された る 所では 確かに 其 事 を 示して 居ります、 キリスト …… 萬 物の 上に 在リ 

いひ あら は 

て 世々 讃美 を 得べき 神な リ、 是に 類して 提多書 二 章の 十三 節 は モット 明白に 同一 の 事 を 言 表して 居 

ります、 大 なる 祌卽ち 我 儕の 救-王 イエスキリストと 書いて あります、 叉 希 伯來書 一章の 八 節に キリ 

ス トに對 して 一一 一一 n はれた る 言辭に 神よ 爾の位 云々 とあります、 是 皆な 人に 對 つて 神の 號を 奉る こと を 

決して 爲さ りし 猶太 人の 書き記せし 言辭 として 我 儕の 大に 注意すべき ものであると 思 ひます。 

問、 然し 聖書の 或 所に 於て は キリ スト 自身が 彼 は 父なる 祌に 劣りた る 者で ある やうに 臼 はれて 居る で 

はありません か、 卽ち 約翰傳 十四 章の 廿八 節に キリスト は 蓋 わが 父 は 我より 大 なれば 也と 言 はれて 

居る ではありません 乎。 

答、 それ は 活動の 順序より 爾ぅ言 はれた のであります、 キリ ストの 此言辭 が 彼の 神格に 關 して 何の 關 

係 もない 首辭 である こと は 同じ 約 翰 傳の五 章の 十八 節 を 見れば 明瞭に 判 かります、 此 に因リ てュダ 
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ャ人 いよく イエス を 殺さん と 謀る、 そ は 安息日 を 犯す のみならず、 神 を 己が 父と いひ、 己 を 神と 

齊 しく すれば なリ と、 

問、 然しながら 父 は 矢張り 子よりも 大 なる 者ではありません 乎。 

答、 或る 意味に 於て は 勿論 爾ぅ であります、 子の 子た る 所以 は其從 順の 性に 因ります、 父の 父た る 所 

以は 其の 統治の 權に 因ります、 完全なる 父と、 完全なる 子、 此 二つが 備 はって 完全なる 神性が ある 

のであります、 子の 完全 は 父の 完全と 異 ます、 キリスト は 言 ふまで もな く 子なる 神であります、 此 
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事に 關 して は 賺立比 書 一 一窣 五節より 十 一 節まで を御覽 なさい。 

問， 問題が 餘り 深くな つて 私に は 能く 分かりません、 キリストが 神なる 證據は 何に か 他の 點か らも 立 

てられません 乎。 

答， 左様であります、 彼に 罪なる ものがなかった 事が、 是れ亦 確かに 彼が 神で あるとの 一 つの 證據と 

なります、 少く とも 彼が 人で ない との 最も 確實 なる 證據 となります。 

問、 i 承， 書 の 何處に キリストの 絕對 的淸淨 潔白が 示 し て あります か。 

答. 約翰傅八-^：十の四十六節にキリストが彼の敵人幷に批評家に向って爾曹の中誰か我を罪に定むる者 

ある 乎と 一一 一一 c はれし の は 人と しての 言辭 として は餘 りに 大膽 でありまして、 若し 此言を 發し得 る^が 

ありと しま すれば 其 人は祌 でなければ 狂人であります、 爾 うして 玆處に キリ ス トが 一一 =11 はれた 罪と は 

今日 我 儕の 謂 ふ 所の 法律上の 罪ではありません、 ユダヤ人に 取って は 罪に 法律上 又は 道德 上の 15!: 刖 

はありませんでした、 彼等に 取て は 凡ての 扉 は 神に 對 しての 宗敎 上の 罪で ありました、 雨う して キ 

リス トは彼 は 曾て 祌に對 つて 罪 を 犯した こと は 無い と 言 はれた のであります、 夫れ 故に パゥ u はキ 

リ ストの こと を 罪 を識ら ざる 者と 云 ひました (哥 林 多 後 寄 五章サ 一 節)。 

問、 キリストの 神格 は 聖書の 證明 する 所で あると しまして、 之 を 信す る ことが 實 際の 信仰 上 何の 資益 

があります 乎、 我 倚 は キリストの 命令 さへ 守れば それで 彼の 弟子た るの 義務 は 足りる ので はあり ま 

せん 乎。 

答、 私 は- 爾 うは 信じません、 キリストの 神格 を 信じる の は 信仰 上の 展大 要件で あると 思 ひます、 私共 

は キリス トは の赝 主で あると 信す るので あります、 爾 うして 神に あらす して 罪 を 贖 ひ g: る 者 は 魔 


き 宇宙の 中に 何にも 無い 害であります、 若し 宇宙 間に 贖罪の 事實が ありと しま すれば 其 事 其れ 自身 

が 神なる 救 主の 實在 を證據 立てます、 爾 うして キリスト は 私の 罪の 贖 主であります、 故に 彼 は 私の 

救-王 私の 神 で あります (約 翰傳廿 章の 廿八 節い。 

問、 それと. K 際 上の 生涯との 間に 何の 關係 があります か。 

答、 最も 深 い 设も 緻密なる 關係 があります、 私共 人類 は 聖ぃ行 を 行って 罪を隳 はれる ので はあり ませ 

A こゝろ  おこな ひ なしと け 

ん、 sf- を聰 はれてから 神の 聖旨に 適 ふ 行爲が 成就ら れ るので あります、 神なる 贖 主 を 有た すして、 

我 倚旣に 罪に 沈 倫せ る 人間が キリストの やうな 聖ぃ 生涯 を经れ やう 害はありません。 

問- 雨う 致します ると 貴下 は ®§s は 前にして 行爲は 後で あると お信じな さるので あります か。 

答、 雨う であります、 それが 基督 敎の 示す 生涯であります。 

問、 然し 私 は 如何しても 爾 うは 信じられません、 私 は M マ ソン、 力 1- ライル、 トルストイ 等に 從ひ、 

人は自 から 努めて 完全なる 生涯に 達する ことが 出來 ると 思 ひます。 

答、 其 根本的の 問 違が ある 故に 貴下に は キリストの 神性が お分りに ならない のであります、 キリスト 

の 神性 を宗敎 問題との み 見做して は 成りません、 是 れは實 に道德 問題であります、 斯う 中したら ば 

贵下 はお 怒りになる 乎 も 知れません が、 然し 此 事の 分らない 者 は 未だ 罪に 居る 者であります。 

問、 それ は 如何い ふ ものであります か。 

答、 者と は 誰ぞ、 イエス を 言 ひて キリスト とせざる ものなら ず や、 父と 子と を 拒む (否む) 者は卽 

ち キリストに 敵す る 者な リ (約 翰 第一 書 二 章廿ニ 節)、 神の 子 を 有つ 者 は 生 を 有ち、 其 子 を 有たざる 者 

は 生 を 有たず (同 五 章 十二 節)、 ィ H スを言 ひて 神の キリスト、 卽ち 生命 其 物と せざる 者 は 彼に 敵す 
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る 者であって、 未だ 死と とに 居る 者で あるとの ことであります、 貴下 は此 事に 就て 深く ぉ考 へに 

なった ことがあります か。  ， 

問、 それ は 敎義を 生命の 前に 置く ことであって、 人の 自由 を 妨げる ことではありません 乎。 

答、 繭う ではありません、 眞 正の 自由 は兹處 にある のであります、 子 (キリスト) もし 繭曹に 自由 を 

賜 へ な は爾曹 誠に 自由 を 得べ し (約 翰傳八 章卅六 節〕、 自由なる もの は 我 倚 人類に 自然に 備は つて 居る 

ものではありません， これ は 矢張り キリ ストより 賜 へられる ものであります。 

問、 それならば 如何した らば キリス トの祌 なること が 分かる ので ありませ う。 

答、 學 的に 此 問題 を 攻究し たれば とて 分かる ものではありません、 神學 者に 就て 祌學を 修め たれば 

とて 分かる もので もありません、 聖書 は此 事に 就て 明，： n に 敎訓を 下して 居ります、 人 は 聖靈に 由ら 

ざれば イエス を 主 「卽ち エホバ) と 謂 ふ 能 はすと (哥林 多 前書 十二 章の 三 節)、 此事は 直に 神に 敎 へら 

れ ざれば 分かる ことではありません、 故に 心 を謙遞 にして お祈りなさい * 恩 惠の神 は 必す責 下に 此 

大 なる 奥義 を 現 はし 給 ひませ う。 


聖 書 と 獨 立 

問、 貴下 は 常々 獨立、 獨 立と 仰せられ ますが、 全體獨 立と 云 ふ 言辭は 聖書の 何處に 有ります か、 私 は 


聖書 を始 から 終 ま で 見まして 獨立 な る 言 辭を發 見す る こと は 出來ま せ ん 。 

答、 貴下 は 近頃 は 大分 聖書 を 御 研究で あると 見えます、 夫れ は先づ 何よりも 結構な ことであります、 

聖書の 中に 獨 立なる 文字の 見えない こと は 私 も 承知して 居ります。 

問、 然 らば 何故に 貴下 は獨 立、 獨 立と 云って 五月 蠅 程に 之を唱 へられます 乎。 

答、 左様であります、 私 は 先づ獨 立卽ち inderendence なる 文字の 起原から お話し 申さなければ なり 

ません、 貴下 は獨 立なる 文字 はぽ 時、 何人に 因て 鑄 造れた る もので あるか 御 承知であります か。 

問、 別に 深く 調べた 事はありません。 

答、 夫れ なれば 私の 知って 居る 所 をお 話し 申し ませう、 獨立卽 ち independence なる 文字 は 基督教の 

書の 中に 見えない ばかりで はなく、  X 布 隨文學 の 中に も羅馬 文學の 中に も 一 囘も 使用され たことの 

ない 文字であります、 獨 立なる 事實は 人類と 其 起源 を 偕に する ものであります るが、 奇態なことに 

は獨 立なる 文字 は實に 極く 近頃の 發 明に 係る もの であります。 

問、 夫れ は眞實 であります か。 

答、 夫れ は眞實 であります、 獨 立の 文字 は 基督 降 世より 千 六 百年の 後、 英國に 於て 基督 敎 徒に 由て 始 

めて 使 はられた 文字であります。 

問、 私 は 始めて 其 事 を 承 玉 はります、 其 起原の 歷史を 少し 聞かして 下さい。 

答、 左様であります、 十五 世紀の 末 頃より 英國 に淸敎 徒なる ものが 起り まして、 天主 敎會 とか 監督 敎 

會 とか 總て 人の 口碑 や 組立に 由て 成る 敎會 に强 く反對 しました 時に、 彼等が 自身の 立場 を 明かに す 

るた めに 何に か 良き 名 稱を發 見せん と 努めまして、 終に この イン デぺ ンデ ンス、 卽ち 私共が 今日 獨 
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立と 譯 する ぬ 語 を 新たに 造った のであります、 是 れは拉 典： の， デぺ ンデ ンシャ (依顿 する) なる 言 

辭の 上に イン (非) なる 接頭 字を附 けた ものでありまして、 依顿 せす とか、 依賴 を非認 すると か 云 

いひ あら は  -I  ^ 

ふ 意味 を  一一 一一 n 表すた めの 言辭 であります。 

ir 爾ぅ 致し ますれば 獨 立なる 文字 は 矢張り 人の 造った 文字でありまして、 神の 架 書に は 無い 文字で 

はありません 乎。 

答、 左様で 厶 います， 人の 造った 文字で はあります るが、 然し 聖書の 露理に 最も 深く 曉 達した 人の 造 

つた 文字であります、 英國の淸敎徒は祌の^^-靈に動かされすしては此贵き文字を造りませんでした。 

問、 然し、 若し 雨うならば 獨立、 卽ち贵 下の 巾 さる \ 「依賴 を非認 す」 と 云 ふ 文字 は歷 史的に は 至て 

贵 いものと 致します る も是を 聖書 的に 神聖なる ものと 兑 做す こと は 出来ないで はありません 乎。 

答、 私は爾 うは 思 ひません、 文字 は 思想 を顯 はす ものであります、 イン デ ペン デンス の 文字 は 能く 聖 

書の 思想 を顯 はす ものであります。 

問、 聖書の 何 處に獨 立が 敎へ てあります か。 

答、 聖書の 何處 との 御 質問であります 乎、 私 は 別に 御 質問の 必要 はない と 思 ひます、 然し 私の 知って 

居る 所の 二三 を 申 上げ ませう、 先 づ羅爲 書 十三 章 八 節 を 見て 下さい。 

雨曹 互に 愛 を 負 ふの ほか 何物 を も 人に 负ふ 勿れ、 

是は 確かに 獨 立を勸 めた 言葉であります、 又！ g 撒 維； ^ 迦 後書 三 章の 八 節 以下に 斯う 書いて あります、 

ゎづら  くるしみ  わざ 

我^ また 人の パ ンを價 なしに 食す る ことなく、 唯 人を累 はせ ざらん 爲に勞 と 苦 をして 晝夜ェ を 

作せ り  我 倚- 爾 の 中に 在りし 時に 「人 もし ェを 作す こと を 欲ます ば 食す ベから す」 と爾曹 


に 命じたり。 

いひ もら 

是は 確かに 共 H# 信徒 全體に 衣食 上の 獨立 を敎 へた 言 辭 でありまして、 其 眞意を 言 表 は すに 獨 立と 稱 

ふより 他に 好い 言辭 はありません。 

問、 今、 贵 下が 御 引合せに なりました 聖書の 言葉 は 重に 生計 上の 獨 立に 關 しての 教訓の やうに 見え ま 

す、 然し 是は 至て 低い 意味の 獨 立ではありません 乎。 

答、 私は爾 うは 思 ひません、 生計 上の 獨立は 最も 多くの場合に 於て 信仰 上の 獨立を 意味し ます、 使徒 

保羅が 重き を 生計 上の 獨 立に 置いた の は 信仰 上の 獨立を 維持 せんがた めで ありました。 

問、 夫れ は爾 うと 致しまして、 聖書 は 生計 以外に、 思想 並に 信仰 上の 獨立を 唱道して 居ります か。 

答、 居ります とも、 先づ 信仰 獨 立の 經 典と も稱 すべき 加拉太 書の 第一章 を讀ん で御覽 なさい。 

人よりに 非す、 又 人に. E らす、 ィ H スキ リストと 彼 を 死より 甦へ らし \ 父なる 祌に 由て 立ら れ 

し 使徒。 ハ ゥ Q (第一 節) 

是は 信仰 上の 絶 對的獨 立 を 一一 目 ふたものではありません 乎、 叉 

兄弟よ、 我、 雨曹に 示す、 我、 曾て 爾曹 に傳 へし 所の 福 昔 は 人より 屮 I るに 非す、 蓋 は 我 之 を 人 

より 受けす、 亦敎 へられす、 惟 ィヱス キリストの 默 示に 由り て 受け たれば 也 (第 十一- 十六 節〕。 

信仰 上の 獨立 を唱 へた 言辭 で 之より 强ぃ 言辭は 無い と 思 ひます。 

問、 去らば 贵 下の 御考へ では 何人も 保羅の やうに 直に キリ ス ト より 默示を 受けなければ ならない ので 

す 乎。 

答、 私 は 雨う 信じます、 宗教 は 神と 人との 直接の 關 係であります るから、 其 問に 法王、 監督、 牧師、 

£*  と蹈立  五 九 一 
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執事， 長老 等の 外来 物 は 決して 立 入って はならない と 思 ひます。 

問、 貴下の. m- さる、 のが 眞理 であると 致し ますれば 獨立 信者で ない 者 は 信者で ないやう に 思 はれます 

が、 夫れ は爾 うであります か。 

答、 勿論 爾ぅ であります、 依賴 信者 卽ち 人に 依頼して 祌に 依頼し ない 者 は 信者と は 見做されません、 

斯 かる 信者 は遲 かれ 早 かれ 神と キリス 卜と を捨 去て W び 元の 俗人と 化する 者であります、 爾 うして 

斯 かる 還俗 信者の 實例を 私 は^ 山目舉 致しました。 

問、 然 らば 貴下 は 凡の 外来の 敎會を 御 排斥な さるので あります か。 

答、 雨う ではありません、 何人が 眞 個の 信者で ある 乎 は 神様の み 知り 給 ひます、 名 は 私共の 關 する 所 

ではありません、 私共の 貴ぶ 所の 者は獨 立の 實 であります。 

問、 夫れ なれば 貴下 は 何故 在来の 敎會 に御屬 しにな りません 乎。 

答、 夫れ は 私の 勝手であります、 恰度 貴下 方に も 貴下 方の 御簡 の敎會 があります る 通りに 私共に も 亦 

私共の 撰擇ん だ敎會 があります、 其 事に 關 して は 私共が 貴下 方に 關涉 しない やうに 貴下 方 も 私共に 

關涉 されない やうに 願 ひます。 

問、 然し 私が 特^に 貴下に 御 質問 致した いのは 旣に 多くの 好い 敎會が 在る のに 何故 貴下 は 殊更ら に獨 

立 を御唱 へな さるので あります か。 

答、 左樣 であります、 其 御 質問に 對 して 御 答へ 申す 前に 私 は 貴下に 一 つ 私の 質問 を 試みた く 存じます、 

△ 厶<3<:<3<"  △△△△△△△<"<"<"△  AAAA 厶 △<<" 厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 厶<3 厶厶 <!△△△ 

歐米^^^國ょり派遣されたる外國傳道師に由て國家的に救はれた非基督敎國は何處に在りますか、 印 

度で も、 マタ ガス 力 ー でも， 布哇 でも、 緬甸 でも、 宣教師 的 基督 敎を 受けながら 皆な 亡びて 了った 


ではありません 乎、 爾 うして 日本 國 のみが-： JH! 敎師の 基督 敎に 依て 救 はれる だら ふとの 希？ ilil は 何處に 

あります 乎、 夫れ のみなら す、 宣教師 は 此函に 於て 旣に許 多の 依賴的 信者 を 作った ではありません 

乎、 ん r 日 若し 宣敎 師が告 な此國 を引拂 つて 其 本 國に歸 ると 假 定めて 御覽 なさい、 日本に は ドレ 丈け 

の 基督教が 殘り ませう 乎、 此事を 歎す る 者 は獨立 主義に 重き を 置く 私共ば かりではありません、 私 

共 は 宜敎師 自身の 口より 屢 々此 歎聲を 聞く のであります、 是れ卽 ち 國も侗 人 も 直に 祌 より 默 示に 與 

からなければ 救 はれない と 云 ふ 事の 實證 ではありません 乎、 私共 は責 下方の やうに 常に 私共の 唱へ 

る獨立 主義 を 嘲 けら る k 方の 眞意を 知る に 甚だ 困し む 者で あります、 獨立 主義と は 私共 の 主義で： 

ありません、 是れは 聖書の 主義であります、 神を眞 正に 信じた 者で 獨 立したい 者はありません、 御 

覽 なさい、 イツまで も外國 人の 世話になって 居る 敎會ゃ 信者 を， 多く は 皆な 俗化し 去り 行く では あ 

りません 乎、 一人の 獨立 信者 は 千 萬 人の 依賴 信者よりも 强 くあります、 モウ 言葉の 上の 議論 は歇め 

ませう、 此上は 實行を 以て 神の 裁判 を 待つ まで あります、 私共 は外國 人に 依頼す る 我 國の學 校 や 

敎會の 運命に 鑑みまして ド コま でも 非依賴 主義 卽ち indepgdcmce を唱 へざる を 得ません。 
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来世 は 有 邪 無 邪 

其 一 甚督 信者の 來世觀 

問、 貴下 は 来^の 在る こと をお 信じになります か。 

答、 勿論 信じます。 

ir 何う 云 ふ 意味に 於て 之 をお 信じになる のです か、 或る 意味に 於て は 私 も 之 を 信じて 疑 ひません。 

答、 私が 基督 信者と して 信す る 來骨は 或る 特^の 意味に 於ての 來 世であります、 卽ち 聖書が 明，：： に 示 

して 居る 意味に 於て の來 世であります。 

問、 それ は 何う 云ふ來 世であります 乎。 

答、 それ は 勿論た の 未来の 意味に 於ての 來 撒ではありません. 斯 に 未来の あるの は 之に 過去が あ 

つたと！！ E じ やうに 何にも 別に 考究す るの 必要の ない ことであります。 

問、 然 らば 貴下の 信ぜら る k 來世 はん マ 世と は 何の 關係 もない もの で 厶 います 乎。 

答、 左樣、 關 係がない と は 云 はれません、 然しながら 或る 特別の 危機 を經 過せ すして は來 るべき もの 

ではありません、 私の 言 ふ來 骨は斯 世が 此儘 にして 漸々 と 進化して 終に 來る ものではありません、 

是れ は斯世 以外より 来る 勢力に 依りて 建設 せらる 異化であります。 


問、 それ は 私の 考 へて 居る 來 世と は 大分 違って 居ります、 それならば 貴下の 子孫で はなく して 貴 F 御 

自身が 直に 之と 關係を 有た る k やうな 來世を 御 信じになる のであります か。 

答， 仰せの 通りであります、 私の 信す る來^ は單に 「後世」 との 繂 ではありません、 私 は 勿論 後世の 

ある こと を 信じます、 亦 それと 同時に 來 世の ある こと を も 信じます。 

問、 然 らば 何に 依て 貴下 は 爾ぅ云 ふ來^ を 御 信じになります 乎、 失禮 ながら 責 下の 御 信仰 は 少しく 善 

5;- 善女の それに 似て 迷信の やうに E 心 はれます、 甚だ 失禮 なる. m. 分で はあり ますが。 

答、 雨う 仰せら る、 の も御尤 であります、 然しながら 私 は^の 頼る 聖書の 訓示と、 私の 短いながら 今 

日までの 生涯の 實驗 と、 亦 私の 常に 尊敬して 歇 まざる^ 界の 偉人の 證言 とに 由て 来^の 〔e: 在 を 信じ 

て 疑 はない のであります。 

il、 是れは 近頃 I しい 御 信仰であります、 往昔 は 斯様な 信仰 を 有った 者のお りました こと を 聞き まし 

たが、 學術日進の今日斯かる來世の信仰を懷かる-^方に私は今日まで未だ^！：！て 一 同も會 つたこと は 

ありません、 甚だ 御迷惑で はあり ませう が、 少々 贵 下の 来世に 係 はる 信仰の 理由 を 聞かして 下さい。 

答、 御 質問 は 御 尤で厶 います、 聖書に も 「爾曹 の 裏に ある Sli! の 緣由を 問 ふ 人に は 柔和と 畏懼 を 以て 答 

をな さん こと を 常に 備 へよ」 と 書いて あります から 「彼 得 前書 三の 十五)、 私 も此御 質問に 對 して は EE 

來 51 る 丈け 明白に 御 答へ 申す 義務 を 有って 居ります。 

其 二 来世 存在に 關 する 聖 ま：： の示顯 

問、 夫れ は眞に 有難う 厶 います、 然れば 伺 ひます が、 架 書 は 果して 責 下の 屮 さる、 やうな 來 世の 在る 

來世は 有 邪 無 邪  K 九 五 
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こと を 示して 居ります 乎。 

答- 私 は 居ります と 信じます、 舊約§\^害は先づ措ぃ て新約聖，書の此事に關する示顯は明晰でぁります、 

約 翰 傅の 十八 章卅六 節に ィ H ス は我國 はこの 世の 國に 非ず と 曰 はれた と 書いて あります、 或 人はィ 

H スが玆 にこの^と 曰 はれた の はこの 時代との 意であって この f の國に 非す と 云 はれた の は 後， を 

指して 意 はれた ので あると 巾 します るが、 然し それ は 甚だ 無现な 註解で あると 思 ひます、 原語の 

Kosmos の 普通の 意味 は 世界 叉 は現揪 であります、 この， の圃に 非す と は 現， と は 全く 其 性質 を異 

にした る ものとの 意で あると 思 ひます 0 

問、 其他に來世の存在を證明する！^：書の語辭を示して下さぃ。 

答- それ は聖， 書 到る 所に あります、 人々 の 多く 注意し ない ことであります るが、 有名なる キリストの 

山上の垂訓 は 来世の 存在 を事實 として 說 かれた ものであると 思 ひます、 「天 國は卽 ち 其 人の 有 なれ 

ば 也」 と 曰 はれ、 「地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也」 と 曰 はれ、 「天に 於て は 爾曹の 報 賞 多ければ 3」 

と 曰 はれた の は 現世 以外、 別に 神の 聖國の ある ありて、 其 處に義 者 仁人 は 適 當の報 賞に 與か らんと 

の 意味 を以 て此語 を發せ られ たので ある と 思 ひます、 來世 の 報 賞を說 い て 善行 を勸 むる の は 善行 其 

物に 重き を 置かない 所 置であって、 聖人の 所 置と は 曰 はれない と 云 ふ 人 も ありませ うが、 然し それ 

は 雨う として、 ィ H スが玆 に 天 國の報 賞 を 以て 人に 善行 を勸 めら れた 事は掩 ふべ からざる 事實 であ 

ります。 

問、 ，H ほ^ 書の證 明 を 緩け て 下さい。 

答、 馬 可 傳十章 三十 節に 有る ィ H スが其 弟子 輩に 迫害と 共に 報 賞 を 約束され た 語辭の 中に 又 後の世に 


は窮 なき 生 を 受けん と 曰れ たと 書いて あります、 玆に 書いて ある 「後の世」 はん： '口 世に 謂 ふ 所の 

「後世」 でない こと は 其處に 「窮 なき 生 を 受けん」 と ff いて あるので 分ります、 ィ H スは其 弟子 輩 

が 現 の 後に 窮 なき 生命 を受 くる 所の 世の ある こと を兹に 明. H に證 首され たのであります。 

其 他來世 の 存在に 關 する 架 書 の 證 言 は數 限りありません、 約 翰傳十 ra 章以： 卜に あります る 有名な 

るィ H ス 訣^の 辭の 如き、 來 世の 存在 を 否定して は 到底 解かる ものではありません、 又 哥林多 前書 

十五 章 の 保羅の 復活に 關 する 大 議論 の 如き も、 來世を 無い ものと 認めて は 痴人の 夢と ほか 解す る こ 

と は 出来ません、 叉 有名なる 希 伯 來書第 十一 章の 信仰 稱 讚の 辭の 如き、 若し 來 世の 希望 を 有たない 

者が 書いた とすれば 何の 意味 も 無い ものであると 思 ひます。 

彼等 は 皆 信仰に 由り て 美名 を 得 たれ ども 約束の 所 を 得 ざり き、 そ は 彼等 も 我 倚と 偕なら ざれば 

成 全す る こと 能 はざる 爲 めに 更に 愈れ る 者 (所) を 神、 豫め我 儕に 備へ 給へ り (卅 九、 W 卜 節：) 

それ 信仰 は 望む 所 を 疑 はず、 未だ 見ざる 所 を. 憑據 とする もの 也 (同 第一 節)、 基督 信者の 希 ぼ S と は 他 

の ものではありません、 それ は キリ ス トが全 權を提 り 給 ひて 惡が其 根を絕 つに 至る 未来の 神の 王 

國 であります、 雨う して 是れは キリストの 再來を 待っての み 建設 せらる、 王國 であります、 使徒 パ 

ゥ 口 自身 も 熱心に 來阯を は 1 み、 之に 入る の 特權を 望んで、 それが ために 彼の 全生涯 を傳 道の ために 

捧げた のであります、 兎にも角にも 死た る 者の 甦へ る こと を 得ん が ためなりと は 彼の 終生の 祈願で 

ありました (腓立 比 書 三 草 十 一 節」、 それ故に 彼 は に 臨んで 此 希ば K に 達する を 得しと 信じました から 

彼の 有名なる 凱旋の 聲を 投げた のであります。 ， 

我れ 旣に 善き 戰 をた、 かひ、 旣に馳 るべき、 途 程を盡 くし、 旣に 信仰の 道 を 守れり、 今より 後、 

»«は有邪無邪  五 九 七 
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義の s: 免、 我が 爲 めに 倫へ あり， 主 は {# 判の：； I に 至りて 之 を 我に 予ふ (提摩 太 後書 四 章 七. 八節リ 

バウ n の來^ 觀を否 .：；^.1 して 彼の 書翰 を 讀んで 興味 は 甚だ 勘い と m 心 ひます。 

若し また 默示錄 に 至りまして は、 来世の 存在 は 其 記事の 主なる 題目でありまして、 之 を 否定して 

此書は 何の 面白味 もない 者と なります、 主は來 世の 榮光を 約束し 給 ひて 彼と 偕に 患難 を 忍 ぶ^に 吿 

げ て！ n ひ 給 ひました、 我れ 速 かに 来らん、 爾が 有つ 所の もの を 堅く 保ちて 爾の冕 を 人に 奪 はる. -こ 

と 勿れと (三 章 十 一 節)、 聖徒が 斯^に 於て 邀 遇する 凡ての 忠難は 彼が 来世に 於て 受 くる 凡ての 特植 

と榮 光と を 以て 慰められる のであります、 地に 在て は 彼の 受 くる もの は 火であります、 劍 であり ま 

す、 饑餓であります、 〕 な 病であります、 然し； 大に 在て は 能力、 尊敬、 築 光、 讃美であります (五 章 

十二 節)、 地に 在て は惡 魔と 稱へ サタンと 稱 ふる 龍 (二十 章 二 節) が 勢力 を 握る に對 しまして、 天に 在 

ては^が IS く 輝け る 細 布 を 衣、 白馬に 乘リ たる 諸 軍 を 率 ひて 萬 民 を 統治し 給 ふので あります (十九 

章 十四 節)、 灭^ とは聖 城なる 新ら しき エルサレム、 神が 彼等の 目の 涙 を 悉く 拭 ひ 給 ふ 所、 死の 無き 

所、 哀み、 哭き、 痛み 有る ことなき 所、 萬國の 民を醫 すため の樹の 葉の 繁 ける 所であります 01"  二 

サ-: ホ」、 . ^、と 戰- 印と の み を $t 記 せし 書の やう に 見え る 此書 の 中に ^1 人の 心に ある やうな 優しい、 淚 

多い 所の あるの は、 其 中に 来世の 希望が 滿 溢れて 居る からであります、 默示錄 を 何う 註解し やうと 

若し 其 中より 來 世の 希望 を 取 除き ますれば 其れ は、 何の 慰め もない 書と なります、 默示錄 が 吾等 基 

督 信：！^ に 無限の 歡 喜と： 舆氣と を 供し まする 主なる 理由 は、 此 書に 来世の 存在と 其榮 光と が 最も ハ ッ 

キリと 記 して あるから で あると 思 ひます。 

問、 新約聖書の 來世觀 は實に 御說の 如くで ありませ う、 然し 私が 常に 不審に 堪えません の は、 若し 來 


ぼの 希望が 人の 生涯 を 司る 上に 於て 左程 大切な ものであります るなら ば 何故に 舊約 聖書が 此 事に 就 

て 沈默を 守る ので ありませ う 乎、 貴下 はモ ー ゼゃ、 ダビデ や、 ィザャ や、 エレ ミヤ は 来^の 希 &卞； を 

抱いて 死んだ と 思 ひな さります 乎。 

答， 舊約樂 書と 來世觀 との 關係は 至て 六 敷い 問題であります、 今、 玆に此 事に 關 して 充分に お話し中 

したならば 他の 事 を 申 上ぐ るの 暇がなくな らふと 思 ひます、 然しながら 一 つ 何よりも 明白なる こと 

は舊約 時代の 聖徒と 雖も 或る 希 §11.; を 抱かす して は 死なかった とのこと であります、 祌は 永遠より 永 

遠にまで 生きて.；^ す 者で ある こと は 彼等 も 充分に 信じて 居りました (詩篇 九十 篇等參 考〕、 爾 うし 

て此 神と 常に 離れ ざらん こと は 亦 彼等の 希び K でありました、 「我れ 陰府に 降る とも 爾、 彼處に 在す」 

と は 彼等の 信仰で ありました 詩篇 百 三十 九篇八 節)、 斯の やうに 舊約 時代の 聖徒 は 我 倚ん r- 日の 基督 信 

徒の やうに ハ ッ キリと 天國を むこと は 出来ませんで したが、 然しながら 彼等 は祌に 由る 生 派の 永 

000O0000OO00OOO00000  こ. til 

遠 死す る もので ない こと は 知って 居りました、 故に 舊約 書中 往々 來 世の 希望に 近き 言 を發 見す るの 

であります、 有名なる 約 百 書 十九 章せ 五節 以下の 言 は此 類であります。 

我、 知る、 我 を 贖 ふ 者は活 く、 後の 日に 彼、 必す 地の 上に 立たん、 我が この 皮 この 身の 朽 はて 

ん後、 我れ 肉 を 離れて 神 を 見ん。 

實 に壯嚴 なる 語辭 ではありません 乎、 又豫霄 者の 理想せ し メシャ の王國 なる ものに 關 する 彼等の 豫 

霄に 就て 考 へて 見ましても、 是れ 現世の 將來に 就て 一一 一一 11 ふて 居る やうで、 實は 現世 を 終へ て 後に 來る 

べき 新鄕 土の 狀態を 謳歌して 居る ものである ことが 判ります、 例へば 以賽 Is! 書の 十 一 章 六 節に ある 

}>*フ し をじゝ  け-,! もの  わ-りべ 

「狼 は苹と 偕に 宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 犢、 雄獅、 肥た る 家畜 は 共に をり て 小さき 童子に 導 

来世 は 有 邪 無 邪  五 九九 


s  >ts 問 答  六 00 

かれん」 との； 辭の 如き は是れ 使徒 行傳三 草卄 一節に ある 「萬 物の 说興」 の 成った 後に 實行 される 

ことで あると 思 ひます、 又豫霄 者の 现 想なる もの k 性！；； を 能く 考 へ て兒 ますれば 共 凡てが メシ ャ の 

降^ を 待って 始めて 實顯 する ものである ことが 判ります、 舊約 聖書の 豫言 者は此 世が 進化して (今 

の 人の 謂 ふ 意味に 於て) 彼等が 现 想せ し王國 となら ふと は 決. して 思 ひませんでした、 彼等 は そのた 

めに は祌の 特^の 行 働の ある こと を 信じました、 彼等 は此事 を自覺 して 居った か 居らな かつ たかは 

^問題と 致しまして、 彼等が メシャ の 王國、 卽ち我 儕が 今日 望む 所の キリストの 王 國を現 骨と は 全 

く 其 i^: 礎を異 にした 者と して 畫 いた こと は 明かであります、 舊約 聖書 の 來， 觀に 就て は 今日は 先づ 

是位 ひに して 御免 を 蒙りた くあります。 

其 三 人類の 本能に 顯 はれた る 未 來觀念 

問、 其れならば モウ 聖書の 來枇觀 に 就ての 御 質問 は歇 めに 致し ませう、 然し 私の 更 めて 伺 ひたいの は 

貴下 は 聖書の 外に も 何 か論據 があって 來 世の 存在 を 御 信じになる のであります 乎。 

答、 我々 某督 信者に 取りまして は 我々 の 主として 親る 所の もの は 聖書の 誇 言であります、 然しながら 

我々 は 聖書 以 外 に も來揪 存在 の證明 を 有つ と 思 ひ ます。 

問、 ^れは 大略 何であります か。 

答、 第一 は 人類の 宗敎的 本能と も稱 すべき ものであります、 第二 は 偉人の 證 言であります、 第三 は 私 

共 CI 身 の 生涯の 實驗 で あります。 

問、 人類の 宗敎的 本能 は 如！： 様に 来^の 存在 を證據 立てます か。 


答、 其れ は 極く 古い 議論であります るが、 然し 今日と 雖も まだ 勢力 を 失 はない 議論であります、 卽ち 

基督 降^ 前 四百 年 程 前に 世に出た る 希 臘の歷 史.： へ a ド ー タスの 一一 一一 n ふた 語辭に 「我 は廣く 世界 を 遊 

歷 して、 憲法な く、 文字な く、 政治な き 人民 を 見し こと ありと 雖 ども 未だ 曾て 宗敎 なき 人民 ある を 

見し ことなし」 と IS ふこと があります、 今日の 人類 學者 はへ ロド ー タスの 此言を 打消しまして、 阿 

弗 利 加の. e: 部 或は 南米 大陸の 南端に 於て 宗教の 全く 無い； il 族の 二三 ある を發 見した と 云 ひます るが、 

然しながら 例外 は {1^.1 則を證 明す との 首に 漏れす、 全^界 を 通じて 二三の 全く 宗教の ない 稷 族が ある 

と 云 ふこと は (縱し 其 事 を 事實と 見做す も) 返 て 人類 は宗敎 的な り と の 則を證 明す る に 足る と 思 

ひます。 

問、 貴下 は 頻りに 人類が 宗教 的なる を證明 されん とな さります が、 其 事は來 世の 存在と 何の 關 係が あ 

ります か。  . 

答、 然れ ばです、 宗敎は卽ち來^の^^在を唱ふるものではぁりません乎-, 來 世を敎 へない 宗敎 は何處 

にあります か、 來 世を敎 へない 者 は宗敎 ではない と 云 ふ も 決して 過言ではありません、 埃 及の 宗敎 

でも、 バビロン、 アツ シリャ の宗敎 でも、 印度の 比咜敎 でも、 波 斯のゾ ロア スト ル敎 でも、 -: 示敎と 

云 ふ宗敎 は、 殊に 文明 人種の 宗敎 は、 總て 皆な 來 骨の； „^ 在と 其處に 於け る 裁判と を敎 へます、 若し 

亦た ド つて 往昔の メキシコ 人、 ペル ー 人 等の 宗教に 至りましても、 来世の 存在 は 宗敎と は 相 離る ベ 

からざる ものであります、 斯う 申したならば、 贵下 は、 それならば 佛敎と 儒 敎とは 如何で あると 中 

され ませう が、 然し 佛儒 兩敎 でさへ 來世觀 を 他より 輸入す るの 必要が あつたの を 見て、 如何に 此觀 

念が 人の 心の中に 强ぃ 者で あるかぐ 判ります、 怫敎の 如き 虚無、 卽ち 凡ての 物の 實在を 否定す るの 
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を 以て 其 敎理の 基礎と おめた る敎に 於て すら、 廣く 衆生 を濟度 せんとす るに 方て は 彌陀佛 の 慈悲と 

極 樂淨土 の 存在と を敎 へざる を 得ざる に 至った ではありません 乎、 若し 亦儒敎 に 至りまして は 現^ 

に 於け る 治國平 天下 を 以て 其 唯一 の 目的と なし、 佛を笑 ひ耶を 嘲け ると は雖 も、 然 かも 其 唯一 の 目 

的た る 治國平 天下 を實 行す るに 方て は 甚く 自己の 不足 を 感じ、 或は 怫敎を 利用し、 或は 祌道を 利用 

する の 必要 を感 する ではありません 乎、 宗敎 より 其來^ 觀を奪 ひ 去って 其 心 髓を取 去る ので ありま 

す、 近く は 我國に 於て 一 時 唱道され ました 「現^的 基督 敎」 なる もの，^ 運命 を御覽 なさい、 其 唱道 

者 は 早く 旣に 去って 甚督 敎界の 人に 非す、 其 敎義は 化して 社會 改良 策の 一種と なり、 熟 もな き、 情 

もな き、 たぐの 政治 論と 成り 了った ではありません 乎、 來世觀 を 供せ ざる 宗敎程 無力なる もの は あ 

りません、 來世 のない 宗敎を 說く者 は 無益の 業に 從事 する 者であります。 

問、 隨 分お 强 いお 語 辭 であります、 私 も 共 中に 或る 眞理の 在る こと を 認めます、 然しながら 人類 全體 

が來世 の 存在 を 要求す る 理由 は 彼等 の 無 學に由 るので はあり ませ ん乎、 所謂る 未來觀 念な る もの は 

, ぜ識 の 增 進と 共 に 消滅す る ものではありません 乎。 

答. 日本人に して 少しく 近， の 敎育を 受けた 者 は 大抵 貴下の 仰せられる やうな 事 を 巾し ます、 然しな 

がら 私は爾 うは 信じません、 來^ 存在の X 布 は野蠻 人の みの 希望ではありません、 而已 ならす 此觀 

念 も 他 の 觀 念と 同じく 智識 の 進歩と 同時 に 進步す る もので あり ます。 

問、 然し それ は 何ん にも 迷信の 元素が 多少 遺って 居る からではありません 乎、 迷信の 元素が 全く 智識 

の 光明に 由て 取り去られた 後に 始めて 來世觀 を 要求す るの 必要が なくなる のではありません 乎。 

答， 隨分 深い 御 観察であります、 来^の 希 g を 堅く 抱いて 死んだ-一 ュ ー トン もフ ハラ デ I も、 オル ヅ 


ォ スもグ ラッド スト ンも 彼等の 心の中に 存 する 迷信 を脫 却し 得すして 來世を 希望した との 御 疑問で 

あります、 爾 うして 斯 かる 希望 を 抱かれない 貴下 御自身 は 新 智識の 光明に 由って 斯 かる 「迷信」 を 

全然 脫 却され たの だと 申さる &の であり ませう、 それ は隨 分大膽 なる 御斷 おであります。 

問、 御赏 讚で あるか、 お 冷 かしで あるか 分りません、 然し 何れに しろ 私の 心の 疑問 を 少しな りと 解い 

て 下さい。 

答- 失禮 ながら 貴下の 根本的の 誤謬 は、 智識 を 道德と 全く 離れて 見ら る k ことで あると 思 ひます、 然 

しながら 知！： 識は 道德と ー體 であります、 德 のない 知 I 識は 事物の 眞 相を观 ふことの 出来ない もので あ 

ります、 若し 一 1 ュ ー トンが 來 世の 存在 を 信じた と 云へば、 彼 は 彼の 智德兩 性 を 以て、 彼の 生命 其 物 

を 賭して 信じた と 云 ふので あります、 彼の 智識 は 彼の 信仰 を 以て 清められ、 彼の 信仰 は 彼の 智識 を 

以て 明かに せられ、 斯くて 完全に 最も 近き、 卽ち 最も 信す るに 足る 智識 を 以て 彼は來 世の 存在 を認 

めた と 云 ふので あります、 然る を 彼 は 旣にー 一 百年 前の 人であって、 X 光線 を も 無線電信 を も 知らな 

い 人であった から、 其 人の 來， に關 する 智識 は 取る に 足らない との 御言 辭は 抑々 眞 正の 智識の 何た 

る 乎 を 御 認めない より 發 せられる ものではありません 乎。 

問、 智識 論 は それまでと 致しまして、 智者、 學者其 他の 偉人に して 来^の 存在 を 堅く 信じた 者 は 誰で 

あります か。 

答、 「偉人の 來世 觀」、 是 れは大 問題であります、 是れは 以て 一書 を 著 はすに 足る の 問題であります。 
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其 ra 来世 存在に 關 する 偉人の 證言 

問、 長い こと は 願 ひません、 僅少な りと もお 聞かせ 下さい。 

答- 私が 偉人と 思 ふ 人 は 大抵 は 深い 篤い 未 來感念 を 持った 人であります、 私 は 健全なる 來， 觀程、 人 

を 偉大に なす もの はない と E 心 ひます。 

問、 先づ 貴下が 偉大な りと お 欲 召す 人 は 誰々 であります か。 

答、 私 は 喜んで 赤穗 義士の 銘々 傳を讀 む 者であります るが、 其 臨終の 歌の 中で 原 元 辰の 歌 を 非常に 讚 

稱 致します、 私 は 日本人が 君と 親と を 慕 ふて 詠んだ 歌の 中で 斯んな 淸ぃ美 はしい もの & 他に あるの 

を 知りません。 

襲ね てより 君と 母と に 知らせん と 

人より 急ぐ 死 出の 山路 

彼れ 義士の 來世觀 は 決して 完全なる もので はない と 致しまして、 斯 かる 無私 無愁の 日本 武士の 雪の 

如き 潔き 心の中に 斯 くも 優しき、 而 かも 美 はしき 思想の 湧出し の を 見て、 來 世の 希望なる もの. -決 

して 愚人の 夢で ない ことが 能く 分 ると 思 ひます。 

問、 御說、 誠に 御 尤で厶 います、 私も此 歌に は 深く 動かされます。 

答、 私 は 亦 近頃 東海道の 快 客次郞 長の 辭 i の 歌に 目 を觸れ ました * 博徒の 長の 作った ものであります 

から 歌人の 目から 見ましたならば 何の 價値 もない 者で ありませ うが、 然し 若し オル ヅォ スの やうな 

大詩. < "に 之 を 見せましたならば、 實に天 眞冇の 儘の 歌で あると 曰って 大 に賞讃 する であら ふと S 心 ひ 


ます。 

六で なき 四 五と も 今 は 飽き はて 、 

先 だっさいに 逢ふぞ 嬉しき 

多くの 5 貝 の辭 世の 歌で も 文字 こそ 立派で あれ、 其 希ば 1- に 溢れた る 思想に 至て は 迚も 此 博徒の 述 

懷に 及ばない と 思 ひます、 彼れ 次郞 長は俠 客の 名に 恥ません、 彼は斯 世に 在て 多少の 善事 を爲 した 

g  、氣 として 死に 臨んで 此美 はしき 死後の 希 siii を懷 くこと が出來 たと 見えます。 

問、 ifH^ は 案外に も 我が 國 人中、 人の 多く 知らない 人の 中に 貴下の 同意 者 を 持 たれます、 然し 貴下 は 

彼等 を 以て 世界の 偉人と は 見做されないで せう、 如何です か。 

答、 勿論です、 然しながら 來 世の 存在 を證 明す るた めに は 彼等の 心事 は 日本人の 所謂る 英雄 豪傑なる 

もの、 それ こ 比べて 優 かに 價 値の ある 者で あると 思 ひます、 太 閣秀吉 の 如き、 西鄕 隆盛の 如き は、 

其 野心の 大 なりし 割合に 彼等の 心の 淸 から ざり しがた めに、 彼等 は大 にして 返て 小なる 者で ありま 

した、 心の 淸き 者で なければ 神と 来世と を 見る こと は 出来ません。 

問、 然 らば 斯 に 於て 大 なる 人で 來世を 明瞭に 認めた 人はありません 乎。 

答、 あります とも、 只 然し 「大」 の 種類が 違 ひます、 ァレキ サン ダ ー や、 シ ー ザ ー や、 ナボレ オンの 

やうなる 偉人 は (若し 偉人の 稱を 彼等に 附 する ことが 出来る としま すれば) 來世を 望み 得る 偉人で 

はありません、 彼等 は 現世 限りの 偉人でありまして、 宇宙と か 永遠と かいふ もの を 己の 有と なさん 

と £ ふた 者ではありません、 來 世の 存在 を 認めた 偉人 は 彼等と は 全く 別種 類の 偉人であります。 

問、 それ は 例へ て 見れば 何う いふ 人物であります か。 
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答、 政治家で 言へば ァ ルフ レツ ド 大王の やうな、 グ ラッド スト ンの やうな、 軍人で 云 へば コ n ムゥェ 

ルの やうな、 ゴ ルドン 將 軍の やうな 人物であります、 卽ち 同胞 を援 けんとの 單 純なる 心より 或は 政 

權を 握り、 或は 劍を拔 いた 人物であります、 爾ぅ云ふ人は多少明，：：なる來^の>^布び"^^を懷ぃて死に臨 

ん だと 思 ひます。 

問、 それは御尤の御：^？^でぁります、 それで 贵 下の 指名され し 人 等 は 實に來 ^の 希望 を 懐いて 死に 就き 

ました か。 

答、 左様であります、 若し 歷史 に大 なる 誤謬がない と 致し ますれば 其 事 は 否むべからざる 事實 である 

と 忍 ひます。 

^、 グラッドストンの 臨終の 狀に 就て 伺 ひたいので あります。  1 

答、 彼 は 御 承知 かも 知れません が、 死す る 二 年 前より お 名なる 監督 バ トラ ー の 著 はした Analogy と 

云 ふ 書の 註解に 從事 致しました、 雨う して 彼の 重なる 目的 は 之に 依て 來 I 實 在の 説明 を 世に 供 せん 

とする にあった とのこと であります、 彼 は その 第二 卷 まで を^に 公に し、 第三 卷を 半ば 終って 死に 

ました、 ヴィク トリ ャ 女王の 下に 四囘 まで 大英國 の總理 大臣と なった 彼れ グ ラッド ス 卜 ンに 取り ま 

して は來 世の 存在に 優る の大 問題はありませんでした、 是れ 彼に 取りまして は 印度 帝國を 保存し 阿 

弗 利 加 大陸 を經營 する に 勝る の大 問題で ありました。 

問、 雨う して 彼 は その 來 世の X 布 til- を 彼の 臨終の 時まで 持賴 けました か。 

答、 勿論です、 彼が 病床に 在りし 間に 彼の 最大の 慰藉 は 彼の 孫 女 某と 共に 有名なる ト ブラ デ ー 作の 

「千代 |M し 岩よ」 の 讚美歌 を 歌 ふこと であった とのこと であります、 雨う して 其 讚美歌が 基督 敎徒 


の 来世の 希 J5lf: を 歌った ものである こと は 誰も 知って 居ります、 それば かりではありません、 彼が 斯 

世に 在て 發 せし 最終の 言辭は Our  Father  (我齊 の 父よ) の 一言であった そうであります、 彼 は i-l 

Heaven  (天に 在す) の 語 を發し 得すして 彼の 辱 は 鎖され たと 見えます、 六十 餘 年間 世界 を 震動せ 

しめし 彼の 脣は 「天に 在す 我 倚の 父」 の 名 を 續んで 鎖され ました、 實に 偉大ではありません 乎。 

問、 偉大であります、 いかにも 太陽が 肅 然として 西 山に 沒す るが 如き 觀 があります。 

答、 は グラッドストンの 死狀を 聞い. て 私の 先師 故シ ー リ ー 先生の 事 を 想 出さ^る を 得ません、 御 承 

知 かも 知れません が、 彼 は十餘 年間 米國ァ マ スト 大學 の總 長でありまして、 日本人に して 彼の 薰陶 

に與 つた 者 は 私の 外に も 幾人 もあります、 私 は 目に グラッドストン を 見た ことはありません が、 然 

しシ， "リ ー 先生に 接して、 ダラ ッ ドス トンと は 斯う 云 ふ 質の 人で あら ふと 度々 思 ひました、 學 者で- 

實務 家で、 信仰 家で、 其 圆 滿 偉大なる こと 到底 日本な どに 於て は 見る ことの 出来ない 人物で ありま 

す、 私 は 一夜 少しく 先生に 求む る 所がありまして、 突然 先生の 書 齋に侵 人 致しました、 先生 は 其 時 

了 度 或る 書 を 讀んで 居られ ましたが、 時に なく 喜んで 私を迎 へられ、 その 讀 みつ、 ありし 書 を. ネ 

上に 置かれ、 金椽の 眼鏡 を 取：^ して 其 塵を拂 はれ、 靜 かに 私の 云 はんと 欲する 所 を 聞かれ、 後 は 話 

かくつ：，， へ  あ や -a?  2 

頭 を 現世の 事より 神と 来世の 事と に轉ぜ られ、 書 齋の壁 上に 掛けて ありし 一 老婦 人の 鎗畫を 指され、 

小兒の やうな 餘念 なき 口調に て 云 はれました、 「内 村 君よ、 あれ は 私の 妻であります、 彼女 は 二 年 

前に 私共 を 逝り まして、 今 は 天國に 在て 私共 を 待って 居ます」 と、 曰 ひ 終て 先生の？， S 額 を 仰ぎ見 ま 

いつほ、，  ひ 

すれば^ 鏡の 中なる 先生の 犬なる 眼球 は 一 杯に 淚を 以て 滿 された の を 見ました、 私 は 實に其 時 ほど 

明，： n に來 世の 實在 を證 明され たこと はありません、 先生の 大 智識 を 以てして、 斯 くも 有々 と 墓の 彼 

来世 は 有 邪 無 邪  六 0 七 


基^教 問答  六 0 八 

5 る はし きくに  b  二 ま 

方に 美 國 の 在る の を 認められ しの を 見まして、 私 は 自己の 小なる 頭腦を 以て 度々 其 存在に 就て 疑 

を 抱 ひた 事 を 深く 心に 恥ぢ ました、 私 は 今日まで 幾度と なく 來世 存在の 信仰 を 嘲け る 人に 出會 ひま 

した、 然しながら 其 人 は 皆な 人物から 一一 一一 n て も、 學識 から 言ても シ ー リ ー 先生に 遠く及ばない、 たち 

でありました、 先生の 首 はれし 事 とても 必 しも 一 から 十まで 眞现 であると は 言へ ません、 然しな が 

ら斯 かる 人物が 斯 かる 確信 を懷ぃ て 居った こと を 思 ひまして 私の 來世 存在に 關 する 信仰 は 非常に 强 

めら れ ます。 

問 * 多分 爾ぅ であり ませう、 私 如き は 不幸に して 斯 かる 人物に 遭遇した ことがありません、 從 つて 斯 

かる 問題に 就て は 今日まで 至て 冷淡で ありました、 實に 興^の 多い 御 實驗談 を受玉 はりまして 誠に 

有難う 厶 います。 

答、 其他コ B ムゥ H ルゃ ビス マ ー クな どの 偉人 來 *1 觀に 就て 御 話し. W. す こと は 至て 面白い 事で ありま 

する が、 それ は 他日に 讓 りまして、 私 は 世界の 大 詩人が 來世 存在に 就て 何う 思って 居った か 其 事に 

就て 少し 聞いて いた きたく 思 ひます、 御 承知の 通り 我 邦で は 詩人と 巾し ますれば、 た 1. 文字 を 

もて あそ ひ- i び i  ^  0  0 

玩 ぶ 閑人の やうに 田： J はれます るが、 然し 世界の 大 詩人と は 決して 爾んな 物ではありません、 詩人 

は 偉人 中の 偉人であります、 希 職 國の產 した 偉人の 中で 詩人 ホ ー マ，' ほどの 偉人はありません でし 

た、 伊太利 國の 最大 人物 は 勿論 ダンテであります、 英闽に 在て はシ H, "ク スピア はコ n ムゥ H ルに 

^るの 人物で ありました、 叉 政治 {k ぶと しても 詩人の 性 を 倫へ ない 者 は 偉人と は 云 はれません、 所謂 

る 「散文的 人物」 なる 者 は 平凡の 方に 近い 人物であります、 それ故に 來世 存在に 關 する 偉人の 言 を 

閜 かんと 欲へば 世界の 大 詩人の 言 を 聞かなければ なりません、 爾 うして 大 詩人 は 一 樣に來 世 の大希 


§ 王者であります、 否な、 それに 止まりません、 來世を 觀る能 はすして 大 詩人た る こと は屮 I 來 ません 

詩人の 天職 は 殊に K 服の 世人に 來 I の 實在を 明かに 示す にある ので あると 信じます。 

問、 詩人の 御 解釋は 御說の 通りで ありませ う、 ド ー ゾ大 詩人の 來 I 觀に 就て 少し 御 話し F さい。 

答、 先づ 詩人 オル ヅォス から 巾 上 ませうならば、 私 は 彼の 詩集の 中から 何れ を 先き に 引きて お話し 巾 

して. K しか 甚だ 惑 ひます、 有名なる 「靈魂 不朽の 歌」 「我等 は 七 人な り」 等 は 人の 多く 賞 讚す る 所 

の 作であります、 然し 來世 存在に 關 する 彼の 最後の |_ ほ 明と も稱 すべき 者 は 彼の 老年の 作なる 「夕 暮 

5 すづ 

の 歌」 (Evening-  ode) であると 思 ひます、 彼 は 夕陽の 西 山に 赛 くの を 見まして 彼の 感慨 を 述べて 

申しました。 

lng.s  oil niy  sllouldel-  seem  to  Iltly : 

But,  rooted  hrol.e,  I  stand  and  gaze, 

〇n  those  ^w.^^.^^  steps  that  lieaven メ Yard  raise 

Ttieir  practicalble  way. 

我が 肩 上の 羽翼の 動く を感 す、 

然れ ども 我れ 尙ほ 此處に 止て 遠く  めば、 

玲趙 たる 階段の 天にまで 達して、 

之に 到る の途を 示す を 見る。 

如何であります か、 今や 老 詩人 は 彼の：^ 翼 を 張って 天に 昇らん とする ばかりではありません か。 

詩人 臨終の 歌と して 最も： sf; 壯 なる もの は 米國の 平民 詩人 ホヰ ット マ ンの 「死に 臨んで 余の 靈 魂に 

* 世 は 右 邪 無 邪  六 〇 九 


茶 e む 笞  六 一 〇 ■ 

ホ n ぐ」 るの 歌であります。 

J()y  I  slii は mate— Joy  J 

一 jPleasVl  to  my  soul  at  death  I  cl.v ;) 

cur  life  IS  closed,  our  ufe  beg-lns  ^ 

Tll»  lon^,  long  slncllorag^e  we  Ica-V©. 

The  sliip  is  clear  at  last — she  lea-PS, 

Slie  swiftly  courses  from  tlie  shore  ； 

Joy  I  sllipnate — ■ Joy  I 

歡 ベよ、 同船の 侶伴よ、 歡 ベよ、 

(余 は 喜んで 死に 臨んで 余の 靈 魂に 斯く 告げぬ) 

f 等の 生命 は 終りぬ、 我等の 生命 は 始まりぬ、 

永の、 永の 問の 碇泊 地 を 我等 は 去らん とす、 

船 は 終に 纔を斷 り、 我心が 飛 立つな り、 

彼女 は 岸 を 離れて 速 かに 進むな り、 

歡 ベよ、 同船の 侶伴よ、 歡 ベよ。 

或ん が此歌 を；^ して 曰 ひました、 「余 は 近世の 人に して 斯 かる 凱旋の 聲を 揚げて 彼 世に 入りし 人の 

他に ありし を 知らす」 と、 是れは 死の 聲 ではありません、 榮轉の 祝賀の 聲 であります、 貴 F は斯か 

る y;sSlf を 懐きた くはありません 乎。 


問、 實に 羨し ぅ厶 います、 詩人 は醉 ふて 居る のか、 醒めて 居る の 乎、 私に は刺斷 がっきません。 

答、 叉 詩人 ブライアント を 御 紹介 致し ませう 乎。 「死」 は 彼の 特 愛の 詩 題で ありました、 彼 は 時には 

死の 威 權に壓 せられまして、 死後の 生命に 就て は 歌 ひ 得ませんでした、 然しながら 詩人た る 彼 は 死 

の吞む 所と はなり ませんで した、 彼 も 亦 死に 打 隙って 墓 を 破る の 信仰 を 持って 居りました、 彼 は 

n 一基の 墓」 と 題して 或る 無名の 老夫婦の 死後 を ひし 歌に 於て、 人生の はかなき を 述べた 後で 死 

は 萬 事 を 終る と 云 ふ 世間 普通の 信仰 を 排斥して 言 ひました。 

"Tis  a  cruel  creed,  Ibelieve  it  not  ； 

Death  to  the  gdocl  is  a  milder  let. 

They  are  here,  they  are  Jlel.e — that  harmless  pair, 

Piitient,  iuul  poaceiul,  a-nll  p.lfsslcnlesH  ； 

As  seJsonH  on  seasons  swiftly  ！ m ま, 

They  watcn  arui  wait  and  llng-er  a-round 

Till  tlic  (lav  .vvllen  tlicir  bodies  leave  the  grouucL 

是れ慘 酷なる 信仰な り、 之 を 信す る 莫れ、 

死 は 善人に 取って は 安き 境遇たり、 

彼等 は此處 にあり、 かの 辜な き 夫妻 は 此處を 離れす、 

来^ はお 邪 無 邪  六 1 一 


^  6  ^  ^  @  六  一二 

IS かに、 忍んで、 愤恚と 怨恨な く、 

年：： 駒の 如くに 速く 走る 問に、 

彼等 は 且つ 祈り 且つ 俟っ て此^^^^を去らす、 

彼等の 肉 體が地 を 離れて 屮 I で來 るまで。 

大 詩人の 心に 小兒の 有つ やうな 斯 かる 信仰の 冇 るの を 見て 来世、 復活の 信仰の 決して 痴人の 夢で な 

い ことが 愈々 明. m になる と 思 ひます。 

大 詩人の 來^ 覜に 就て 尙ほ 充分に 承 玉 はりた くは^ じます るが、 然し 大分 御高 說も 拜聽 致し まし 

たから、 アト は少々 貴下の 御赏驗 上から 來た御 信仰に 就て 承 玉 はりまして、 それで 今日はもう 御 面 

倒 を 掛けまい と 欲い ます。 

其 五 生涯の 赏驗 より 生す る來 世の 希望 

答、 私の 赏驗 とて 決して 私 一 人の 實驗 ではありません、 人類 全體 の赏驗 であります、 誠實を 追求す る 

者の 凡ての 人の 實驗 であります、 眞 面目に 同胞の ため を 思 ふて 人生 を途 らんと 欲せし 人に して 此 希望 

を懷 かない # はない と 思 ひます、 現世 は 我等の 理想 を 行 ふに は、 餘 りに 不完全なる 所であります、 

若し 斯 世が 萬 事 を 終る ものであります るなら ば、 人と して 此處に 生れ 來り ましたの は於大 不幸で あ 

ると E 心 ひます、 世に 辛ら いこと、 て 理想 を 持って 理想 を 行へ ない 位 ひ 辛ら いこと はありません、 然 

るに 總て •；：：！ 尙 なる 人の 生涵は 皆な 此 r 充 たされざる 理想」 の 生涯であります、 现 想に 應ふ實 物の 存 

. ^する のが 此宇 苗 の 法則であります るのに、 現世に は 吾人の 现 想に 應 ふための 赏 物が 在りません、 


是 事が 来世のお 在の 最も 確かなる 證據 ではありません 乎-故に 詩人 ゲ ー テは來 世 を 望んで 言 ひ ま し 

た 0 

凡て 變 り：： きもの は、 に 比喩に 過ぎす、 

• 達すべからざる もの は 此處に 事實と 成る、 

n に 言 ふべ からざる もの は 此處に 行 はる、 

限た く 女らしき もの は 我等 を此處 に引附 く。 

斯靠に 誤解と いふ ことがあります、 是れは 人生の 最も 怕 ろしい 事であります、 悲劇と 云ひ慘 事と い 

ふ は 皆な 此 誤解が 事實と 成って 顯 はれた ものであります、 天目山の 悲劇 も 之で ありました、 源義經 

に 腰 越狀を 書か しめたの も！； 冗で ありました、 暗 主が 有って 奸物を 忠臣と 誤解し、 忠臣 を亂臣 賊子と 

誤解した 爲 めに 多くの 家 は 滅びました、 亦 人生の 最大 苦痛の 一 なる 家庭の 紛举も その 大抵 は此 誤解 

より 來る ものであります、 父母に 子の 眞偽を 見 分く るの 明な く、 孝 は 孝と して 受けられ すして、 僅 

かに、 ifli の 愛 i を 以て 孝な りと 信す るより、 家庭に 誠 實は迹 を 絶って、 只 僅かに 形式的の 禮儀 のみ 

存す るに 至ります、 誠 實は必 す 世に 認めら るべ しとの 私共の 幼時の 信仰 は 歳月 を經 るに 從 つて 全く 

破 壌され て 了い ます、 誠 實は斯 世に 在て は國 人に も、 君に は、 父母に も、 兄弟に も、 友人に も、 必 

す 認められ ると は 限りません、 否な 多くの場合に 於て は 其 正反對 が事實 であります、 ソクラテスが 

雅典 人に 殺されし が 如き、 ダンテが フ レン スの 市より 逐 はれし が 如き、 ラ マルチンが 佛國 より 

逐 放されし が 如き は 決して 珍ら しい 事柄ではありません、 人 は國を 愛する 丈け それ 丈け 其國 人に 憎 

まれる やうに 見えます、 世に 辛ら い 事と て 人の 善 を 思 ふて 其 人に 憎まれる 事 ほど 辛ら い 事 はあり ま 

來世は 有 邪 無 邪  六 ニー 一 


X  „R 教 問答  六  一 S; 

せん、 然しながら 是れ 人生の 常でありまして、 少しく 眞 面目に 世 を 渡らん と 欲せし 者 は 大抵 は此辛 

らき實 驗を經 過 致します。 

此 時に 方て M にが 私共の 慰藉と なります るか、 が 私共の 心を眞 正に 見て れ るので あります か、 

父母です か、 兄弟です か、 友人です か、 鳴 呼、 情ない 者 は 人 問であります、 人類 總體が 其 智慧 を 一 

所に めましても 多くの場合に 於て は 人の 眞偽 を刺训 する ことが 屮 I 來 ません、 然し 若し 斯^が 私共 

の^つ 唯 • の^であります ものなら ば、 生命と は 何ん と；^ -i ら ない 者でありません 乎、 此 時に 方て 誰 

が ヨブと 浩に 叫びません 乎、 

我れ 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん、 我が この 皮、 この 身の 朽 はて 

ん後、 我れ 肉 を 離れて 神 を 見ん (約 百 記 十九 章サ 五， 廿六 節)。 

ない は ゆに. ぼ 解され た 時に 最も 明， 曰に 來^ の 存在 を 認めました、 私 は 骨肉 友人の 誤解 を 最も 辛ら く 身 

に 感じた 者であります、 私 は 其 誤解 を 取り去らん ために 私の 知る 總 ての 方法 を竭 しました、 然し 共 

全く 無：^ なる を， 5 りまして、 一時 は 非常に 失 §1- 致しました、 然しながら 聖書 を讀 み、 殊に 默示錄 を 

讀 みまして、 斯 かる 誤解の 生涯が 甚督 信徒の 生涯で ある こと を 悟り、 それと 同時に 祌が 私共に より 

ま： き 國を備 へ 給 ひし を 知りまして、 私の 淚は 始めて 拭 はれました、 私 は 股に 淚を 港え すして 未だ 曾 

て 默示錄 の 第 一  章 を 讀んだ ことはありません、 

祌、 彼等の 目の 涕を 悉く 拭 ひとり、 復た死 あらす、 哀み 痛み 有る ことなし、 蓋 前 事す でに 過去 

れば なり (第 3 節〕。 

鳴 呼、 ！： y れ 有れば 足りる のであります、 是れ 有れば 何ん と 思 はれても 宜ぅ厶 います、 國賊 として 裔 


めら れ ませう が、 亂臣 として 斥けられ ませう が、 不求 者と して 疑 はれませ うが、 偽善者と して 遠 ざ 

けられ ませう が、 是れ あれば 私に 痛み 哀 みはありません、 来^の 希 §nl が 私に 供せられ た 時に 私は始 

めて 氣息を 吐いた のであります、 此 時に 始めて 私 は 人ら しき 人と 成った のであります、 其 時から 宇 

山. S も.^ ゆ も 私に は樂 しきものと なりました、 其 時に 私 は 詩人 ホヰッ チヤ ー の 句 を 借りて 謠 ひました- 

我れ 最 a. 懼れ す、 曇りし 自然の 面影 も 今 は 笑 を 含みけ り、 限り ある もの、 朽る もの、 股に 見 ゆ 

る ものす ベて 皆な、 觸る& 架 靈の羽 昔して、 希 の 讚 歌唱へ けり。 

私より 来世の 希 を 奪 ふ 者 は 私の 生命 を 奪 ふ 者であります、 是れ なくして 人生 は 私に は 無味の もの 

となります、 私の 「布 在の 理由」 は 確かに 「来世の 存在」 に 在ります。 

問、 雨う 御說 明に なりまして、 私 はまう 何ん とも 御 質問の 致し やうはありません、 た、 ^ 私 はま だ 充分 

に 貴下の やうに 來^ を むことの 出來 ない のを殘 念に 思 ふまで f あります。 

答， それ は 贵ドの 御 生涯が 全體に 平坦であった からで ありませ う、 夜が 來ら なければ 森羅萬 象が 眼に 

映らない やうに、 辛ら い 生 の 經驗に 遭 は ざれば 來 世は瞭 かに 昆 ゆる もので はない と 思 ひます、 然 

し贵 F に もば 時 か 其 辛ら い 嬉しい 時が 到来す るで あらう と 思 ひます。 

^、 有難う 厶 います、 今日の 御說 明に 依て 他 曰大に 心に 悟る ことがあ らうと 思 ひます。 

答. 私 も 雨う S ポ みます. ロング フ ェ の 詩に、 「喪 問 パ を 见て其 要 を 認め ざり しが、 夜に 入って よ 

り 其 光明の 有難 さ を 知った」 とい ふ 事が 書いて あります るが、 私の 不束なる 來 世に 關 する 此說明 も 

後 n に 至て 何に か 御 役に立 つ ことがある かも 知れません、 サョ ナラ。 
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永 遠 の 刑罰と 永生 


問、 來^ は 在る と 致しまして、 人 は 何人も 之に 人る ことの 出来る^ であります 乎。 

答、 夫れ は； 4- て 困難い 問题 でありまして、 私も未だ其事に就て確；；：^に逹したとは屮上げられません、 

g^^-it にも 此^ ^は ハ ッ キリと は 示して 無い やうであります、 以西結書十八^31-の四節に罪を犯せる靈魂 

は 死 ぬ ベ し と ぁ る の を 見 ま す れ ば 、 §^ 害 は 惡 人 の 絕 滅 を 示 す や う に も a え ま す が 、 叉 太 化" ±： -化 

の ill 六 節に ある キリストの 首に 此 等の 者 (卽ち 不翁を 行 ふ^) は窮 なき 刑罰に 入リ、 is 者 は窮り 

なき 生命に 入るべし と あるの を兒 ますれば、 ； 者 も 不義 者 も 其 永 _J ^の 一事に 於て は 同じ ことで ある 

やうに も： a えます。 

問、然れば*^^が來^の恩惠を受くると受けなぃとは3:に由て別れるのでぁりますか。 

答 * 其 事に 就て は^ 赞敎は 明 d なる 答案 を 有て SS ります、 惡人は 死す ると 同時に さ 亡に 歸 する 者で あ 

るで 或は 其が 在 を 緩け て 永久の 刑罰 を受 くる 者で ある 乎、 其 解決に 就て は 私共 は §A 書の 明白なる 

j!l;„ ^明 をで たない と 致しました 所が、 惡 人が 来^に 人ても 生命ら しき 生命 を享 くる 事の 出来ない こ， こ、 

義人に は 必す來 ゆ の 報 賞が あって、 彼が 現世に 於て 享く る ことの 出来な かった 勝利の 冕を祌 の天國 

に 於て 戴く ことの 出来る 事に 就て は 聖書の 證ー 百に 少しも 暧 味なる 所 は ありません、 惡 人の 望み 得 ベ 


きもの は 絶滅で たければ 永久の 刑罰であります、 二者 孰れに 致しましても、 彼の：：；^ 後 は闇黑 であり 

ます、 絕 望であります、 神の 道に 從 はない 者に は 未来永劫まで 待っても 好き 事の 來 りゃう 寄 はあり 

ません。 

問、 然 かし 若し 悪人に 來 世がない と 致し ますれば 彼 は 返て 幸福なる 者ではありません 乎、 絶滅 は 返て 

彼の §1- む 所でありまして、 彼に 此 希望、 卽ち 絶滅の 希 &ー^ が あるが 故に 彼 は 彼の S 非 惡を植 ける ので は 

ありません 乎。  ， 

答、 雨う であります、 雨う であります るから 惡 人の 死後の 狀 態に 就て は 之 を 不明に 附 して あるので あ 

るか も 知れません、 絶滅 か、 永久の 刑罰 か、 恩惠に 富み 給 ふ 在天の 父の 心より 推し量り ますれば 彼 

は妣 何なる 惡 人と 雖も 之に 永久の 刑罰 を 加 ふるに 忍び 給 はない 乎 も 知れません、 實に 「惡人 滅絕」 

の 信仰 は 神 を 愛と 見て 起った 信仰であります、 然しながら 祌は 愛の みではありません、 彼 は 亦 正義 

であります、 然 かり、 神の愛 は 正義の 上に 建つ 愛であります- 爾 うして 若し 正義が 正義で ある 以上 

は、 祌が 若し 惡人を 永久に 罰し 給 ふと 致しましても、 彼 は 決して 或る人の 言 ふやうな 不人情の 神で 

はあり ませ ん、 人 は 生れながら にして 彼の 衷に 永久に 繼 綾すべき 性の ある こと を 知って i5 ります、 

雨う して 彼が を 犯す 時に 彼 は 彼が 己の 本性に 戾る こと を爲 しつ k ある こと を 知って 居ります、 s^; 

は 決して 小事ではありません、 雜は單 に 不利益ではありません、 亦弱點 でもありません、 罪 は 人に 

^^-r  おのれ  ちめいし. v., お 

取ての は 取 大事 件であります、 祌の 威厳 を 犯す ことであります、 自己の 靈性を 汚して 之に 致命傷 を 負 

はせ る ことであります、 吾等が 惡 事と 知りつ &惡事 を 就す 時に、 かの 一種 言 ふべ からざる 恥辱と 絕 

望の 念と を感 する の は 何が 故で ありませ う 乎、 是れ卽 ち 吾等が 其 時に 吾等の 受 くべき 大特權 を 放棄 
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した こと を自覺 する からではありません 乎、 惡 人の は 取 後 は滅絕 であるか も 知れません、 然しながら 

れ 多くの 人が X 布 ふやうな 苦痛な き 眠る が 如き 滅絕 でない こと 丈け は 吾等の 良心に 問 ふて 見まして 

も、 亦神の^^書に照して見ましても (馬 太傳 十三 奪 g: 十一、 二 節等參 お) 明白で あると 信じます、 

滅 絶と 云 ひ、 永久の 刑罰と 云 ひ 詰る 所 は 同じであります、 神の 聖 前より 逐 はれる ことであります、 

< "厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3<1厶<3 厶厶 < ！厶厶 厶厶  <<"厶<3<1 厶厶厶 △ 厶厶厶 

達し 得べき 天 國の榮 光 を 示されて 之に 達し 得ない 非常の 苦痛 を感 する ことであります； 若し 1ぉ に此 

刑， が附隨 して： りませんならば， s!; は I;;- でな くして 神は祌 でありません、 ，H§ の義 1!？ を m 心考の 外に：. a 

い て 神の を 悟らん と 欲 ふ 者 は 終に 神の愛 を^り 得ない 者であります。 

問、 うなれば 中 一 も 矢張り 来^に 於け る惡 人の 滅 絶 を 信じられる のであります 乎。 

答、 .S1 うであります、 若し 私が 惡 人の 滅絕を 信じ ますれば- 夫れ は 刑罰と しての 滅絕を 信す るので あ 

ります、 雨う して 刑罰と しての 滅絕 は； W 絶の 苦痛 を 感じない； I 絶ではありません、 卽ち佛 敎で言 ふ 

5Si 槃の 如き ものではありません、 神の 聖 憤の 顯實で あります、 ^ち 永久に 存在すべき 性を備 へられ 

たる^が 神の 義罰を 巾 渡されて 死刑に 處 せられる ことであります。 

^. 私 は 如何しても 恩惠ぁ る 神が 縱令扉 人 なれば とて 彼に 斯か る嚴 罰を當 て 給 ふと は 信ぜられません。 

答、 左樣、 若し 神が 斯 かる 嚴 S 剖より 免 かる、 の途を 吾等の ために 倫へ て^いて 下さらなかったならば、 

吾等 は 神の愛 を 信す る 事が 出来ない かも 知れません、 然しながら" 3!^ とは斯 くも 怕 るべき もので あり 

ますれば こそ、 神 は キリストに 於て 非常の 恩 惠を顯 はし 給 ふたので あります" 如此我 儕-王の 畏 るべ 

きを 知る が 故に 人に 勸 むと バウ n は 曰 ひました (哥林 多 後書 五の 十 一 〕、 福 昔の 福- W たる 所以 は 我 倚 を 

斯か る嚴 罰より 救 ふ て れ るからで あります、 の 罪た る こ と、 卽ち其 生ける 靈 魂より 永久 の 生命 


を 奪 ふて 之 を 神 の 嚴 罰に 附す 者で ある こと を 知らない：^ に は キリストの 幅 音 は 左程に 有難い 福 昔 で 

おそろ 

はありません、 福 昔の 有難 さは 罪の 怕 しさと 同 比例に 增す ものであります。 

問、 私に は ドウ モ 貴下の やうに S 非 を サゥ痛 酷に 考 へる こと は 出来ません、 貴下 は 人に 神の 恩惠を 成る 

ベく 深く 悟らせん がた めに 罪なる もの を 出来る 丈け 黑く畫 かんと 努められる やうに 思 はれます が、 

レカ C て.. P 力 

おそろ 

答， 私は爾 うは 思 ひません、 斯う 云 ふ 私さへ 罪の 怕 しさ を 感じ やうが 足りない と 思 ひます、 爾 うして 

罪の： m しさ を 充分に 知ら ふと 欲へば 正義の 美し さ を 充分に 悟らなければ なりません、 闇黑は 光明に 

對し て の み 充分に 智覺 する こ と の 出来る もの であります、 吾等 難 惡 の 中に 成長した る 者に は 罪惡が 

習慣 性と なって 居まして、 其 實に實 に 憎むべき もの、 怕 るべき ものなる ことが 分りません、 生命の 

何たる 乎 を 知って 御覽 なさい、 死の 怕 さが 分ります、 爾 うして 生命の 祌 のみが 充分に 生命の 何たる 

か を 御 承知であります から、 彼 は 非常手段 を盡 して、 卽ち其 愛子 をまで 此 せに 送って、 吾等 を よ 

り 救 ふの 途を 設けられた のであります。 

閂、 然 かし 貴ドは ドウして 神が 基督に 由て 賜 ふ 生命の 永久 不滅の ものである こと を 知ります か、 聖書 

が 其 に 就て 何と 言 はふと それ 丈け では 私共 を滿 足させる こと は 出来ません。 

答， 生命 は 生命の 誇 明 者であります、 死物 は 生物の 何たる 乎 を 知りません、 S 督に 於て 顯 はれた る 永 

生に 接して 御覽 なさい、 贵 下に も北ハ 永生なる ことが 分かります、 神の 子 を 信ずる 者 は 其 裏に 此證ぁ 

り …… 神は窮 なき 生 を 以て 我 儕に 賜 ふ、 此生は 乃ち 其 子に 在リ、 是れ其 證なリ (約 翰 第一 書 第五 章 十、 

十 一節)、 ； が 斯う 白し ますならば 貴下 は 多分 「獨 斷」 を 以て 私 をお 責めに なり ませう、 然しながら 
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若し 此^に 就て は ドが 私より 哲學的 設明を 御 要求になります るなら ば、 私 は 貴下 を 力 ン 卜の 哲學書 

に 御 紹介 巾より 他に 途 はありません、 力 ン 卜の 系統 を 引いて 居る 獨 逸の 祌學者 ボベ ル ミ ンと云 ふ 人 

が 其 近 著した る 「„^； 督敎 1^" 仰 論」 に 於て 述 ベ た 言 は此 問題に 對す る 私共 の 最終の 答 辯 であります。 

信仰 は 科學的 又は 哲學 的證 明の 上に 立つ 者に 非す、 信仰の 基礎 は 神の 自顯 にあり、 信仰は.^{ぃ：^5 

ぜ ざる を 得ざる のみ。 

信仰 は 迷！ 1^ ではありません、 然しながら 科 學的證 明 を-要する ものではありません、 宗敎的 信仰 は 神 

より 賜 はる. お g 的 生命の 活動でありまして、 之 ありて 其 主動 者なる 生命の 在る の を 1^ 〔等 は 確認す る の 

であります。 

問、 雨う 致します ると 此 生命 を 身に 受けない 者 は 之に 就て 3： にも 知る ことが 出来ない のであります か。 

答、 繭う と は 限りません、 神の 子 を もつ 者 は 生 を 有ち、 その子 を 有たざる 者 は 生 を 有たず と 聖書に 書 

い てあります 通り、 キリス トを 心の 巾に 有たない； 1|<？ は 永生の 何たる 乎に 就て 自 から 實驗 する こと は 

出來ま せん、 然しながら 若し 其 人に 公平た る 観察眼が ありま すれば 彼は此 新生 命の 他人に 於て 鋤く 

其 給 5^ を 目 if する ことが 出来ます、 樹は 其實を 以て 知らる と 巾し ます、 樹の 生命 其 物 を 知る こと は 

屮： 來 ません が、 其 結ぶ * に 由て、 其樹が 生きて 居る のであって、 死んで 居る のでな く、 亦 善い 樹で 

ある 乎、 惡ぃ樹 であるか 分かります、 永生 も 亦 之 を 受けし 者の 行動に 由て、 其 在る 耶、 無き 耶、 

又 如 3； なる ものである 乎 を 稍 ゃ利斷 する ことが 出來 ます。 

問、 其 永生の 寳とは 何ん な ものであります か。 

答、 是を資 と稱ふ 乎、 又は 近世の 生物 學の 術語 を藉 りて 「生命の 兆候」 と 云うても 宜か らふと 思 ひま 


す、 爾 うして 其 何たる 乎 は 加 拉太書 五 章廿ー 一節 以下に 記して あります る。 ハ ゥ 口 の 言に 能く 盡 して あ 

ると 思 ひます。 

靈の 結ぶ 所の 果は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 撙節。 

であります、 雨う して 是れは 何にも 信者が 努めて 爲す ものではありません、 若し 爾 うならば、 そ 

れは 生命で はなく して、 世に 謂 ふ 所の 道德 であります、 生命の 結ぶ 果 であり ますから、 是れは 自然 

と 努めざる に 出て 來べ きものであります、 爾 うして 是 等の 諸德が 水の 泉より 湧き出 づる やうに 信者 

より 流れ出で まする 時に 私共 は 其 人の 中に 神より 來る 生命が 宿った こと を覺 るので あります、 此大 

問題に 關 する 其 餘の御 質問 は 他日に 讓て 戴きたい もので ござります、 今日は 之に て 御免 を 蒙ります、 

サ ョナラ 0 


キリストの 神性 (再び) 

其 一 問題の 性質 

問、 或 人 は キリスト は 神で あると 中し ます、 亦 或 人 は 彼 は 人で あると 巾し ます、 貴下 は 孰れ をお 信じ 

になる のであります 乎。 

答、 キリストの 性格に 就ての 御 質問であります か、 私 は 之に 應 じます る 前に 一言、 此 問題の 性質に 就 
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基 答  六 ニニ 

て贵 下に 巾 上げて かなければ なりません、 失禮 ながら 貴下 は 如何い ふお 考 へから 此 問題に 就て 私 

にお ねになる のであります か、 其 事 を先づ 伺って 置きたい ものであります。 

問、 训に如 3： いふ 考 へと 云 ふので はありません が、 是れ は宗敎 上の 大 問題で ある やうに 見受け まする 

故に、 それに 就て 御意 見 を 伺 ふと 致した 次第であります。 

答、 御說の 通り 是れは 宗敎 上の 大問题 である こと は屮 すまで もありません、 然しながら H だれ は單に * 

，卜ん  二ら しろ はん ふん 

に 所 IS る宗敎 問題ではありません、 卽ち是 れは單 に 私共の 现 性に 訴 へて、 面. G 卞 分に 的に 講究 

C  0  C  0  0  C-  0 「- 〇 ゥ 0  C  0  0  C-  C-  C 〇 C 〇 C 

すべき 性質の 問题 ではありません. キリストの 性格 問 题は實 に 道 德問题 であります、 尺！；： の 攻究す 

べき 問題の 中で 實は れ程、 大切なる 問題 は 無い のであります、 私 は 貴下が 豫め此 事 を 御， 水 知 置き 

あらん こと を 願 ひます。 

ir 御注意 は眞に 有難く^ じます、 然しながら 私に はま だ キリストの 性格 問題が 道德 問題で あると い 

ふ がへ ハ りません、 キリ ストの 何たる 乎 を 知る の は 吾人の 品性に 直接の 關 係が あると 仰せられ るの 

であります か。 

^、 左様であります、 贵ドは 聞いて 驚きになる 乎 も 知れません が.. 然 かし 人の" § 性と 彼の. 水久の 運命 

と は 彼が キリ ストに 就て 如何 信す る 乎に 由て 定まる ので あると 私 は 信じます， キリス トは實 に" i 性 

の 試験 者であります、 彼 を 知る は 永 生であります、 私 は 今、 責 下が 直に 此事 をお 分りに なら ふと 

は みません が、 然し 貴下が 此心を 以て 此 深遠 窮 りなき 問題 を 考究 せられん こと を みます、 多く 

の 人が 此 問題に 就て 議論 を 闘 はした slw、  3： 等の 光明に も 達し 得ません の は、 彼等が 此 3 ズ 敬の 心 を 

W て ほない からで あると 思 ひます、 卽ち 自己の 心に 鑑みないで、 之 を 自己 以外の 問題と 01- 做し、 哲 


學 者が 時 問 空 問 の 問題 を 研究す る 時の やうに、 單に 智識に のみ 由て 之 を解釋 せんと 致します るが 故 

に 彼等 は 何時も 滿足 たる 結論に 達しない のであります。 

ir 御注意に 循 ひまして、 露んで 想に 趨ら ないやう に 努め ませう、 只 私の 不 霧の 廉々 に 就て は 幾 ffi 

にも 御 說明を 願 ひた くれじます。 

答、 勿論；？^の知って居ること丈けは喜んで御答へ巾します。 但し 私の 薄 信 淺學は 豫め御 承知 置き 願 ひ 

其 二 聖書の 證明 

問、 聖書 は實に キリストの 神性 を 示して 居ります 乎。 

答、 私 は 居る と 思 ひます、 私 は 充分に 示して ると 思 ひます、 私 は 聖書 を 公平に 研究して、 此 事を認 

めない 譯には 行かない と 思 ひます。 

問、 然し 聖書の 或處 では キリス 卜 は 人で あると 言 ふて 居る ではありません 乎、 乃ち 提摩 太^ 書 第一 一章 

の 五節に 「人なる キゾス トイ H ス」 なる 言辭が あるではありません 乎、 是に對 して キリスト は祌で 

あると 明 言 して ある 所 は 聖書に 見當ら ないやう に 思 はれ ます 、 福音書 全體 の 記事から 考 へて 見 まし 

て、 キリストの 人で ありし こと は 3:,^ も 疑 はない 所でありまして、 彼 を 神と する 者が あるから こそ 

彼の 性格 問題が 起る のではありません 乎。 

答 * 左様であります、 然しながら if 誉の 記事 全體 から 推測し まして キリスト を 人な りと 斷 おする 事の 

至て 難い 事 は、 是れ亦 何人も 認 むる 所で あると 思 ひます、 若し 贵 下が キリスト は 人で あるとの 聖 ir 
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^ だ §J  答  六 二  SI 

の 設明を 一 つ 御 引出しになります るなら ば、 私 は 彼は祌 でなくて はならない とい ふ 同じ 證明 をトも 

一 一十 も 引出す ことが 出來 ると 思 ひます。 

問、 if- 書の 如何い ふ 所に キリストの 祌 性が 示して あります か。 

答、 殆んど 聖書 到る 所に あると 思 ひます、 先づ 試に .i,- 太傳の 第一章 を 開いて 御覽 なさい、 若し 其 記事 

が 誤 護で ない と 致し ますれば， 其 中に キリ ストの 性格が 明々 と 示して あると 思 ひます。 

問、 其れ はどうい ふ 所に 示して あります か。 

答、 其 十六 節に キリス トと稱 へる ィ H ス 生れ 給 ひきとありまして、 イエス の 何たる 乎が 明かに 示して 

あります- キリストと はメシ ャ卽ち 神の 受-# 者の 意でありまして、 若し ィ H スが キリス ト であり. 

卽ち ユダヤ人の 待望み し 彼等の 救 主なる メシャ であると 致し ますれば、 彼が 人 問 以上の 者であった 

こと は ユダヤ人 たる 者の 何人も 疑 はない 所で ありました、 只 彼等に 取ての 大 問題 は ナザ レの イエス 

が 實に此 メシャ であった 乎、 否やで ありました、 然るに 玆に馬 太 傅の 記者が、 其 書の 首に 於て イエ 

スを キリス ト なりと 稱へ て 居る のであります、 是れ此 章に 於て ィ H ス の 神性が 私共に 示されて 居る 

共 第 一 であります。 

又 其第卄 節に 於て マリヤの 孕める 所の 者 は 聖霊に 由るな りと ありまして、 ィ H スが 尋常 一 様の 人 

でない こと を 示して 居ります、 此 記事が 迷信に 由て 成りし ものであると 致し ますれば 夫れ まで あ 

ります るが、 然し 是れが 聖書の 明白なる 記 I* であります るが 故に、 若し 聖書 は 其 大體に 於て 信す る 

に 足るべき 書で あると 致し ますれば、 ィ H ス の 奇跡的 出生の 事實に 就て 疑 を 抱く こと は m 来ません- 

又 其卄三 節に 處女 孕みて 子 を 産まん 其 名 を イン マヌエルと 稱ふ べし …… 其 名 を 譯けほ 神 我 儕と 偕 


に 在る との 義 なりと あります、 イエ スの 場合に 於て は 名 は實を 示す ものであります、 後世に 至て ィ 

ンマヌ H ルの 名を帶 びし 人 は澤山 ありました、 有名なる 獨 逸の 哲學者 力 ントは イン マヌエル、 カン 

トと稱 ひました、 又 伊太利 國の 前々 皇帝 を ビクトル、 インマ ヌ H ルと稱 びました、 然しながら 哲學 

者 力 ン トも 皇帝 ィ ンマヌ H ルも 自分 は 神の 獨 子で 人類 唯 一 の 救 主で あると は 信じませんでした、 ィ 

ェ ス のみが 眞實の イン マヌエル、 卽ち r 祌、 我 儕と 偕に 在る」 者で あると 覺 しました、 雨う して 

义 彼の 生涯が 彼の 此自覺 の 決して 彼の 妄想に 出た もので ない こと を 示して 居ります、 叉 ユダヤ人と 

して 馬 太傳の 記者が 此聖， 名 を 眞實の インマ ヌェ ル 以外の 者に 適用し やう 害はありません、 インマ ヌ 

ェ ル は 人類の 中に 住 はれし 神であります、 爾 うして ィ H ス は此ィ ン マヌエル であるとの 事で ありま 

斯の 如くに 新約聖書 は其卷 首から ィ H スの 神性 を 明かに 示して 居る と 思 ひます、 ィ H スの 神性 を 

否定して 新約聖書 は 煩 混、 錯雑， 自家 撺着、 實に讀 むに 堪 へざる 書と なると 思 ひます。 

問、 御說、 或は 御尤 かも 知れません、 然しながら 聖書 中 所々 にィ H スが 神より 劣った る 者で ある やう 

に 記 示して あるの は 如何い ふ譯 であります か、 前に 巾 上げました 提摩太 前書 二 章 五節の 外に、 約 翰 

傳 十四 章廿八 節に、 ィ H スは 自身 を 天の 父に 較べて 「我が 父 は 我より 大 なれば 也」 と 言 はれた と 書 

いてあります、 又ィ H スが 自分 を 神の 忠實 なる 僕と して 世に 紹介され たこと は 御 承知の 事で ありま 

せう、 斯 かる ィヱ スの證 言より 推量 致しまして、 ィ H スを祌 なりと 斷定 致し ますれば、 終に イエ ス 

は 自己の 僕な りと か、 或は 彼 は 自己より 大 なる 者な りと か 云 ふやうな 背理に 達する に 至る では あり 

ますまい 乎、 此邊 の御說 明は姆 何が であります 乎。 
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*s 教問答  六 一二， 

答、 其 御 質 5? に應 へます る 前に、 私 は 架 書 は それと 同時に 何ん と 言 ふて 居る 乎、 其 事に 御注意 を 仰が 

すべて のらの 

なければ なりません、 「我が 父 は 我より 大 なれば 也」 と 云 ひ、 亦 「我が 父 は 萬 有よりも 大 なり， K 約 

^^傳十章サ九節)とィェ スが 一一 H はれた と 書いて 居る 聖書 は、 それと 同時に ィ H スは 「我と 父と は 一 な 

り」 と 一一 一一 n はれた と 書いて 居ります、 爾 うして ィ H スの此 言が 決して 暖 味の 言でなかった こと は 彼の 

此霄 を聽 きし ユダヤ人が 彼に 就て 非常に 怒った とい ふ 事で 分ります、 雨う して ィ H スが 彼等に 何故 

に 怒る やと 問 はれし 時に 彼等 は 彼に 答へ て 「爾、 人なる に 己 を 神と なすに 因る」 と 一一 m ひました (十 

章卅三 節〕、 や， ェ "：^ 彼の i 人に 神と 同位 同等の かなりと 誤解 せられん こと を 少しも 博 かり 給 はな か 

つたこと は 新約^書の 明. に 記す 所であります、 叉 聖書 全 體の記 車から 推測 致しまして、 父なる 神 

と 子なる キリス ト との 優劣 は 職務 上の 優劣であって 品位 上の 優劣で ない こと は 能く 解る と 田. - ひます 

^かも 閣諸 大臣 は 其 品位に 於て は 孰れ も 同等であった、 唯 其 職務の 上に 於ての み總理 大臣 は 他の 

大臣の 上に 立つ 者で ある やうな 理由で あると 思 ひます。 

問、 如何にも 巧なる 御例證 であります、 然しながら 聖書の 記事 は M 際 御說の 通りであります か。 

答、 私は爾 うで あると 思 ひます、 今 聖書 全 體に涉 つて 私の 所信 を 御說明 致す 譯には 到底 參 りません が" 

然しながら 其 中の 二三の 茵所を 御 指示し 巾して 私の 信仰の 立場 を 貴下の 前に 辯 明し やうと 思 ひます- 

テサ 口-一  力 前書の 二 章の 十六、 十七の 二 節に 斯う 書い てあります。 

願く は 我 儕の 主ィ H ス キリス ト 及び 我 儕の 父の 神、 卽ち我 倚 を 愛し 且つ 恩に 因 りて 永遠の 安 慰 

よ 5 の *- み  よきお こな ひ . -； にと ほ  r  r 

と； f $11;- を予 ふる 者、 爾曹の 心 を 慰め、 凡の 善行と 普 言に- 爾 =§1 を堅问 くせん こと を 

此 is? 加 を通讀 致しまして、 誰に も 氣の附 くこと は キリ ス トと 父の 神との 間に 何の iHi 训をも 立てない 


ことであります、 兩ぉ 孰れ も 「我 儕 を 愛する 者」、 「恩に 因りて 永遠の 安 慰と 善 を予 ふる 者」、 

「凡ての 善行と 蒂霄に 爾曹を 堅 ra; く」 する 者であります、 斯 かる 恩 惠を我 儕に ドす者 はギィ H スキ 

リ ストで ある 乎、 或は 父の 祌 であるか、 或は キリス 卜と 父の 神との 一 一人で あるか、 バウ 口 の 此言辭 

を讀ん では 何の 判^も つきません、 亦 此兩節 を 原語の 希腦 文に て 調べて 見ます ると 實に 著しい 事が 

分る のであります、 卽ち 「主 ィ H ス キリス ト 及び 我 倚の 父の 神」 とありまして 名詞 は 一 一つで 文章の 

主格に 立つ 者 は 二人であります るが、 「愛し」 とか、 「予 ふる」 とか、 「堅 M: くせん」 とか 云 ふ 動 

詞は 複數の 者で はなく して 單數の 者が 使って あります、 少しな りと 英語な り獨逸 語な りの 文法 を 知 

つて 居る 者 は 誰でも 動詞 は 其 救に 於て は 之 を 支配す る 主格の 數に 一 致しなければ ならない こと を 知 

つて ります るが、 然るに 玆に 立派なる 希隨 文で 書かれた バウ 口 の 言辭の 中に 複數の 名詞に 對 して、 
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卽ち 「キリスト 及び 父の 神に」 對 して 單數の 動詞が 使 W つて あるので あります、 是れ は^だ 奇態な 

る 事でありまして、 斯 かる ことに は 非常に 注意した パ ゥ B の 書いた 者と して は 之 を 彼の 文法 上の 誤 

錯に 成った ものと は 認められません、 爾 うして 此寧は 3： を 示す ので ありませ う、 卽 ちち ィ H ス 及び 

父の 神 は 同一 の 者であって、 其 間に 何の 懸 -1 あるな く、 父の 爲す所 を 子は爲 し、 子の 爲す所 を 父 は 

爲し、 二者 は 同一 體 であって、 二者 は 一 者と して 視るを 得べき 者なる こと を 示す のではありません 

乎、 今、 同じ 事が 人と 神と に 就て 言へ ると 考 へて 御覽 なさい、 今、 孔子が 聖人で あると 言って、 「孔 

子 及び 父の 神」 云々 と 言って 御覽 なさい、 此 等の 二つの 名 を 斯く骄 る 事、 其 事 自身が 褒瀆 的に 聞え 

まして、 誰も 斯 かる 言 辭に耳 を 傾ける 者はありません、 殊に 孔子が 我 倚に 「永遠の 安 慰と 善 望を予 

ふる」 とか、 「神と 偕に 我 儕 を やおく」 とか 一一 H ひま すれば、 我 倚 はた i ^狂人と して ゆに 迎 へられる ま 
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» ほお 簡答  ブニ/ 

で 5. あります。  _ 

問、 興味 ある 御 研究の 結果 を 伺 ひまして 實に 有難く # じます、 尙ほ 不審の 廉 もあります るが、 それ は 

しに 致しまして、 更 らに此 問題に 關 する 御 考察の 結果 を拜聽 致したい ものであります。 

答、 聖書が 私に キリ ストの 神性 を證明 する 事實の 中で キリ ス トが 人の 崇拜を 受けられ たとの 事 は其最 

も 力 ある 者であります、 御 承知の 通り ユダヤ人 は 激烈なる 一神教の 信者でありまして、 神 以外の 者 

にせ-小 拜を 奉る が 如き は 露 正の ユダヤ人の 死す とも 爲す 能ざる 所で ありました、 r 汝我 面の 前に 我の 

外、 何物 を も 神と すべから す」 と は M ホバの 十誡の 第 一條でありまして、 ユダヤ人 たる 者 は 人 は 勿 

論の こと、 縱令 一? ひで あると も 決して 之に 對 つて 神に 對す るの 崇敬 を拂 つて はならない 者で あり 

ました、 故に 若し 異邦の 人が ありまして 其讽 像に 事へ し 心根 を絕ち 得すして、 誤って キリストの 使 

徒 等に 向って 崇拜 めきた る 行爲に 出ん としました 時には、 使徒 等 は戰慄 して 斯 かる 接待 を 退け まし 

た、 コ ル ネリ ヲと云 ふ 人が 使徒べ テロ を 其 家に 迎 へ て 其 足下に 伏して 拜 みました 時に ぺ テロ は 之 を 

して 「起てよ、 我 も 人な り」 と 言 ひて コル ネリ ヲの 己に 對 する 崇拜を 却け ました (行傳 十 章サ六 

節」、 义パ ゥ p とバ ルナ バ とが ルス テ ラと云 ふ 所に 傳道 しました 時に、 其 土地の人が 彼等 兩人を 以て 

神が 人の 形 を 取りて 降りし 者な りと 信じ、 彼等の 前に 積と 花 飾と を獻 じて 彼等 を 祭らん と 致し まし 

た 時に、 彼等 は 驚 ー默 くこと 甚だしく  t 

. 使徒 バルナ バとパ ゥロ、 之を閱 きて 己が 衣 を 裂き 走り出て 大衆の 中に 人り、 喊 叫びて 言 ひける 

は 人々 よ 何故に 此事を 行す や、 我 も 亦 爾曹と 同じ 情 性 を 有つ 所の 人な り (行傳 十四 章 十四， 十 

五節) 


と 言って 此祭禮 を担絕 致しました、 W て 彼等が 神 以外の 者に 自身 崇拜を 奉る こと を 非常に 嫌った の 

みならす、 又 自身 も 人に 祌 として 崇拜 せられん こと を 非常に 忌み嫌った ことが 分ります、 然るに ィ 

ェ スに 於て は 少しも 此諱 憚が ありませんでした、 彼 は 彼の 何たる 乎 を 知って 彼 を 祟 拜 せんと 欲する 

者の 崇拜は 歡んで 之 を 受けられました、 彼 は 生来なる 瞽の目 を 開き 給 ひて、 其來て 彼を拜 せし 時に 

其 崇拜を 却け 給 ひませんでした、 「主よ 我 信す と 曰 ひて 彼を拜 せり」 (ヨハネ 傳九 章卅八 節)、 是れは 

其 一 例であります、 叉ィ H ス の役活 後の 事で はあり ましたが 彼の 弟子の 一 人なる トマ スが 彼の 前に 

ひ vi* づ 

跪 きて 「我 主よ 我 神よ」 と 云 ひて 彼を拜 しました 時に、 彼 は 彼の 弟子に 由て 彼に 與 へられし 此神 

なる 尊稱を 担み 給 ひませんでした 、ィ H スは實 に 其 出生の 時より 人の 崇拜の 目 的 物で ありました、 

彼れ 始めて 呱々 の聲を 揚げ 給 ひしゃ、 柬の 方の 博士 輩 は來て 彼の 前に 平伏して 嬰；： 儿を拜 し 资の盒 を 

開い て禮 物を獻 げたとの ことであります (馬 太傳ニ 章)、 人に 禮拜 を獻 ぐる こと を 厳禁した ュ ダャ人 

の 屮に玆 に 一 人の 祟 拜を受 くるに 足る 者な りと 自信し 歡んで 人の 崇拜を 受けた 者が ありました- 私 

共 とても 嘗て コ ロム ゥ H ルなり ワシントン なり を崇拜 した ことはありません、 若し 「英雄 崇拜」 な 

る ものが あると 致し ますれば それ は 尊敬と か 敬慕と か 云 ふ 意味の 崇拜 でありまして、 決して 寶の盒 

を 開い て 禮物を 獻げる 底の 拜崇 ではありません、 女の 胎內 より 出し 者の 中で ナザ レの イエスの みが 

f^^  OOOOO000000OOOOOOOOO0OO 

人類の 崇 拜を受 くるに 價 ある ものであります、 彼 を 神と して 拜 する も 我 儕の 良心 は 少しも 品性の 墮 

O000O00  厶 厶 <!△ 厶厶ム <3<3A 厶厶 厶厶厶  厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 A.;^ と厶厶 <!<△△△ 

落 を 感じません、 而已 ならす 帝王 を崇拜 して 自由 を 失 ひ、 富豪 を崇拜 して 威 權を隕 せし 國民 もィ H 

厶<1 厶 A 厶厶 <3<1<3<"<3厶<:<3厶<1<"<3 厶厶 △△△.CJ.i.l めし 厶厶  < "厶厶 △ 厶厶厶 △△<:△△ 

スを 神と し 崇め 奉りて 其 失 ひし 自由と 獨立 を囘復 した 例 は 人類の 歷史に 幾度 もあります、 ィ H スは 

實に榮 光の 君主でありまして、 人類の 崇拜を 要求す る 者であります。 
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其 外 架 書 の 左の 言 に 御注意 を 願 ひます。 

ィヱ ス；！ ひける は 我 は アブ ラハ ムの 在ら ざり し 先よ リ在 者な り (ョ ハネ 傳八阜 五八 節)、 父よ 今 我 を 

して 創世よ リ 先に 繭と 偕に 有ち し 所の 榮を 得させ 給へ (仝 十七 章の 五節〕.' 大 なる 神 卽ち我 懐の 救主ィ 

ェ ス キリスト r 此言詞 の 順序に 就て は 稍 や 疑 あり) (テ トス 二 章 十三 節〕 等 其 他數^ りありません、 雨 

うして 最後に 前に 御 質問に なりました 提摩太 前書 二 章 五節の 「人なる キリス 卜 イエス」 に 就て 御 答 

へ 巾し ませうならば、 其 說明は 至て 容易い 者で あると 思 ひます、 今 共 全 節 を玆に 引いて 見 ますれば 

其 意味 は 明. n になります。 

それ 神 は 一位な り、 又 神と 人との 間に 一位の 中保 あり、 卽ち 人なる キリス トイ H スた り、 

MAN  Clirist  Jesus であります y!  man  Christ  Jesus ではありません、 卽ち 人なる、 理想の 人な 

る、 .< ^類が 襟 目と して 仰ぐべき：^ なる キリス トイ H スで あります、 弱き 罪 ある 人の子の 一人なる キ 

リスト イエスではありません、 卽ち敵 人 ピラトが 指して 「觀 よ、 これ 其 人な り」 Ecce  Homo! (ョ 

ハネ 傅ト 九き 五節：) と 一一 一一 c ひし 其 人であります， 是れ は卽ち 人類が 祌 として 5 おむべき 人であります、 人 

の 形 を 取て 我 儕の 巾に 臨り し祌 であります。 

問、 御說の 大體に 於て は 「I 護がない と 致しまして、 私の 重ねて 伺 ひたき こと は、 若し ィ H スは祌 であ 

つて、 彼の 神性 を 信す る ことが 我 儕 人類に 取て 左程に 大切な 事であります るなら ば、 何故に 聖書 は 

モット 明.：： に， 1 ヱ スは 神で あると 繰り返し/ \、 力 を 込めて 言って 居りません 乎、 御說 明に 依り ま 

すると M ヱス は大 なる 神な りと 明 狀に霄 ふて； 1^5 る 所はテ トス 書の 一 一章 十三 節の 一 ケ 所でありまして、 

夫れ も 御^明に 由り ますれば、 其辭 句の 順序に 稍 や 疑が あるとの ことであります、 私 は 神が 斯 かる 


大切なる 教義 を 不明に 附 して 置き 給 ふと はどうしても 信じられません。 

答、 實に御 t なる 御 Is; 問であります、 然しながら 夫れ に は 夫れ 相應の 理由が あると 信じます、 先づ第 

一 に 聖書 はィ ヱ ス は祌 なりと 明 狀に言 ふて は 居らない と 致しまして、 イエ スは キリス ト なりと は最 

も 明， に 言 ふて 居ります、 キリストの 神性 問題 を 攻究 致します に 方て、 キリストなる 名稱に 就て 正 

格の 了解 を 心に 持つ こと は 最も 肝要で あると 思 ひます、 御 承知の 通り キリ ス 卜と は 人名で はあり ま 

せん、 「キリスト、 ソクラテス、 孔子」 など 上 一一 ic ひまして、 三人 物 を 比較す る 世の 所謂る 批評家な 

る 者が ある 者であります る 故に 多くの 人 は キリ ス トとは 人の 名で あると 思 ふて 居ます、 然し 少し 注 

意して 聖書 を 究めた 者はソ ゾ ナ淺 薄なる 思考 を 有ち ません、 前に も 巾 上げました 通り キリ ストと は 

K 布獵 語でありまして、 X 布伯來 語の メシャ 卽ち受 脊 者を譯 した _言 辭 であります、 故に キリ ス 卜と は 人 

名で はなく して 職名であります、 ^かも 帝王と か、 豫 一一 一一！： 者と か 言 ふやうな ものでありまして、 榮譽 

と 職責との 附隨 して 居る 所の 聖職の 名であります、 故に^に 眞 正の キリ ス トが あり、，' 偽の キリス 卜 

が あると I め 書の 所々 に 書いて あります、 斯 かる 次第であります る 故に、 「キリストの 祌性を 論す」 

と 云 ひます の は實は 自明の理 を 語る やうな ものでありまして、 恰 かも、 r 祌の祌 性 を 論す」 と 云 ふ 

やうな ものであります、 メシャ は 人で ない、 直に 神より 出で 來て 神と 同 位の 者で あると は舊約 聖書 

の 充分に 證 明して 居る 所でありまして、 又ィ H ス 在批當 時の ュ ダャ 人の 毛頭 疑 はない 所で ありまし 

000  -,^-0000000000000000  0  0^ 

た、 唯 問題 中の 最大 問題と も 巾すべき こと はェ. iki ヨセフの 子と 稱 ばれし ナザレ 村の ィ H ス、 彼は實 

に キリ ス ト でありし 乎、 是れ であります、 雨う して 若し ィ H スが キリ ストで あると 致し ますれば 時 

の ユダヤ人 はィ H ス の 神性に 就て 少しも 疑を揷 まなかった のであります、 然し 彼等 は此 事が 信ぜら 
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れ なかった のであります、 キリスト は祌 なりと 信ぜられなかった のではありません * ィ H スは キリ 

ストな りと 信ぜられなかった のであります、 爾 うして 此疑 國に對 して 新約 架 書 は 繰返し， （- イエ ス 

は キリスト なりと 設 言して 居る のであります、 所謂る ぺテ tt の大 表，： n とは此 事で ありました、 卽ち 

イエス は キリスト なりとの 表白で ありました。  - 

イエス、 カイ ザリャ ピリ ビ の 方に 到りし ゆ、 其 弟子に 問 ふて 曰 ひける は、 人々 は 人の子 を 誰と- 

言 ふや、 彼等 曰け る は 或 人 は パブ テス マの ヨハネ、 或 人 は エリヤ、 或 人 は H レ ミヤ、 また 預霄 

者の 一人な りと 雷へ り、 彼等に 曰 ひける は 爾曹は 我 を 言 ひて 誰と する か、 シ モンべ テロ 答へ け- 

る は 雨 は キリス  ト活祌 の 子な り (馬 太 傅 十六 章 十三， I 十六 節 )o 

是れで 問題 は 解けた のであります、 ぺテ はィ H スは キリスト であると ぎ 分って、 福 昔の 深い 奥義 

に 達した のであります、 爾 うして 聖書 は其始 より 終まで 私共に 此 了解と 信仰と を 促が して 居る ので 

あります、 聖書 は イエス は 神で あると 明 狀には 一一 一一 口 ひません が、 キリスト は 神で あるとの 打消す ベ か 

ら ざる 印象 を 遣して、 然る 後に ィ H スは キリス ト であると 證 明して 居ります。 

^ 一  見して 不明の 如くに 見 ゆる ィ H スの 性格に 關 する 聖書の 記事の 中に 深き 神の 智慧と 攝理 とが 

節って 3ie るので はありますまい 乎、 「愼で 人に 吿る 勿れ」 とはィ H スが 度々 彼に 由て 病 を 癒されし 

人に 吿げ耠 ひし 所の 言辭 でありまして、 是れー つ は 彼の 謙遞 より 發 せし 言辭 なる 乎 も 知れません が- 

亦 二に は是れ 神が 其 眞理を 人に 傅へ 給 ふ 時に 取り 給 ふ 方法と して 見るべき ではあります まい 乎、 ィ 
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エスの 神性の 如き は 是れ我 儕 自身で 發 見すべき 眞理 であって 他より 吿げ 知らせら るべき ことで はな 

いと 思 ひます、 否な、 是れは 我 儕が 縱令目 を 以て 之 を 見、 耳 を 以て 之を閱 きたれば とて、 それで 心 


に 信す る ことの 出来る 眞理 ではありません、 人 は 靈に 因 るに あら ざれば ィ H スを 主な りと 謂 ふ 能 

はす、 我 倚 は イエ スが祌 たるの 事實を 示さ るれば 足ります * イエ スは 神な りとの 言 を 干 萬 言 繰 返へ 

さる V とも 若し 其 事實が 示されなければ 其 言 は 我 儕の 靈魂を 感化す る 上に は 全く 無效 であります、 

世に は 是れと は 正 反 封の 方法に 出る 者が^ 山あります、 偽善 政治家が 出で まして、 民心 を 己の 一 乎 

に牧攬 せんと 欲し、 觔 令を發 し、 法律 を 編み、 帝王の 神聖 を宜 言して、 威力 を 以て 壓制 的に 之 をお 

衆の 上に 强 ひんと 致しましても、 悲 ひかた、 神聖の 事實を 供し ません が 故に、 彼の 製造せ る 帝王 神 

聖說は 遠から すして 民の 忌諱す る 所と なり、 終に は歷 史家の 嘲弄 物と 成って 後世に 傅 へられる に 至 

ります、 羅馬 皇帝 を祌 として 2^ に拜 ましめ し羅 馬の 政治 { 氷の 愚と 陋とは 之 を羅馬 史上に 於て 御覧な 

さい、 雨う して 斯る 愚を演 する 者 は 二十^紀の 今日に 於ても 在る と 思へば、 政治家なる 者の 淺見 薄 

智は 實に憐 むべき ではありません 乎、 然し 祌は 政治家ではありません、 神はィ 1.1 スの 神性 を 世界に 

向て 宣言し 給 ふに 方て 世の 政治家 楚が 政略 的に 帝王の 神聖 を布吿 する やうた、 ソ ンナ淺 墓なる 方法 

を 取り 給 ひません、 神 は 我 儕 人類に 向って 「ィ H スは 神な り、 若し 彼を祌 として 拜せ ざれば、 我 は 

國賊 として 爾を 罰せん」 とは宣 はりません、 祌はィ H ス なる 性格 を 我 倚の 前に 供せられ ました、 爾 

うして 我 儕 をして 彼 を 我 儕の 主として 拜 せざる を 得 ざら しめ 給 ひます、 ィ H ス の 神性なる もの は 我 

倚が 自由意志の 撰擇を 以て、 何の 强 ひらる、 所な く、 何の 命ぜら る \ 所な く、 唯 我 倚が ィ H スを愛 

する より 我 儕が 自ら ィ H ス に歸し 奉った 性格であります、 雨-つして 我 倚が 斯 かる 方法 を 以て ィ ェ ス 

の 眞性を 知る に 至らん こと は 確かに 神の 聖旨で あるに 相違ありません、 爾 うして 聖書 は斯 かる 方法 

を 以て 我 倚 を 眞理に 導く 者で はありますまい 乎， 聖書の 所々 に 謎 的の 所が あるの は、 是れ 全く 賢き 
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敎師が 其 €. 生 の 能 を 發 せん とする 時に 取る 方法に 類して：^ るではありません か、 單に 聞かされ 

たもの が 我 儕の 知 n 識と なる のでありません、 我 倚が 自 から 發；：5- した もの、 卽ち祌 の 聖靈に 由て H に 

我^の 心に 傅 へられた もの、 それが 我 倚の 永久 離す ことの 出 米ない 智識と なる のでありまして、 斯 

かる 識を 持って こそ 我 儕 は 永生に 入る ことが 出來 るので はありません 乎、 イエ スは 神な りとの 智 

識は實 に 貴き 1= 識 であります、 ^に是 に 3il るの 知ロ識 はありません、 雨う して贵 い 丈け それ 丈け 之 を 

發 する ことが W 難く あります、 故に ィ H ス はおに 述べました ぺ テロの 大 表，：：： に對 して n はれまし 

た、 

ョナ の子シ モン、 爾は 福な り、 そ は 血肉、 湖に 此^ を 示せる にあら す、 天に 在す-!?; パ乂、 此 を 

雨に.： 小せ るな り C ぉ太傳 十六 章 十七 節)、 

と、 私 北 (も 亦 V-H スの祌 性に 關 する 私共の 信仰に 就て n はんと 欲します 「"一疋れ 我 倚が 敎師の = より 

間き し 所に 非す、 父 敎權を 握る と自稱 する 敎 含の！ £條 に 於て 舉 びし 所に あらす、 义必 しも 研究の！： お 

rar 聖書の」 父 字の 巾より 拾ひ藥 めし 眞理に 非す、 否な、 是れ 血肉 を 透う して 我 倚が 識認 する に 至り 

し 廣理に 非す、 此事を 我 倚に 示せし 者 は 天に 在す 我 儕の 父の み」 と。 

問、 段々 の御？^^明に由り私に於ても大分發明する所がぁりまして誠に有難く^じます、 尙ほ伺 ひたい 

事 もあります るが、 今日は 聖書の キリスト 観に 就ての 御解釋 はこれ にて お止め を 願 ひまして、 餘は 

聖書以外の^明に就て伺ふゃぅに致したく^^じます。 

答、 承知 致しました、 聖書に 由て キリ ストの 祌性を 論じます るの は 聖書 に^て 聖書 を證 明す る やうな 

心地が 致しまして. 其六ケ 敷い 丈け、 それ 丈け 愉快た る 事ではありません、 多くの 人 は 自已は 聖書 


を 充分に il:! じない のに、 架 書に 訴 へて 私共の 信仰 を複 さんと 致します る、 是れは 敵の 武器 を 取て 彼 

を IK す 方法 かも 知れません が、 然り とて 甚だ 不心 切なる 方法であります、 キリスト を 信す る 者は聖 

ま 1: を 信じます、 ま 力-書 を 信す る 者 は キリスト を 信じます、 然る を 聖書に よって キリストに 對 する 信仰 

を 毀たん とする の は 親に 由て 子 を 殺さん とする が 如き 措置であります、 繭う して 私共が 彼等の 質問 

まじめ  いっしゃう けんめい  こ. U 

を 虞 面 H に 受けて 一 生 懸命に 成って 之に 應へ ますれば、 彼等 は 終に 言 ひます、 「然し キリスト は祌 

であると 云 ふ 其 聖書 は 信す るに 足る 者で ある 乎」 と、 實に 世の 懷疑者 程 狡 滑なる 者はありません、 

くる 

彼等 は 信者 を 困し める こと を 以て 第一 の樂 みとして 居ます。 

問、 私に 對 してなら ば 其 御 怨恨 は 御 無用であります、 私は斯 かる 邪念 を 以て 今日 贵 下の 御 答 辯 を爐は 

したので はありません、 然し 彼 やうなる 論者の 世に 在る こと は 私 も 承知して 居ります、 貴下に 於て 

も 充分に 御注意な さった が 宜ぅ厶 います。 

答、 御 同 は 誠に 有難く 存じます、 私 は 彼等に は 大抵 門前 拂ひを 貪 はして 居ります、 博士 ジ ヨンソン 

は 彼等 如き 者 を 「嘗て 眞理 の^を 供せ しこと なき 牡牛な り」 と稱 ふて 居ります、 爾 うして 斯 かる 牡 

牛 輩が 宗敎 3, 小 に 大分 侵入して 居ります る こと は 誠に 歎 か はしい 事であります。 

問、 それ は爾 うと 致しまして、 私 は 先 づィヱ スの祌 性が 世界の 輿論と 成って 居ります 乎、 其 事 を 伺 ひ 

たく 布 じます。 

其 三 世界の 輿論 

答、 善き 問題 を屮 Z して 下さりました、 斯 かる 質問に 對 して は 之に 答 ふるの 充分の 張 合が あります、 ィ 
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ヱ ス の 神性 は 之 を 世界的に 攻究して 最も 與味 ある 問題と なると 思 ひます。 

ir キリスト は 確かに 神と して 一般に 認められて 居ります 乎。 

答、 私 は 居る と 思 ひます、 少く とも 文明 世界が キリストに 就て 懷く觀 念 は 他の 偉人 英雄に 就て 懷 くそ 

れとは 全く 異 つて 居る と E わ ひます、 文明 諸國に 於て はィ H ス キリストの 名 は 異様の 敬 祟の 念 を 以て 

迎 へられます、 キリスト 敎を 信す る 者と 信ぜざる 者と を 問 はす、 キリストと 言へば 是れ 神に 最も 近 

い 者で あると 信じて 居ます、 有識の 士 にして キリス トを 篤る 者の 如き は 紳士 淑女の 社會 には迎 へ ら 

れ ません、 若し 彼等の 中の 或 者が キリ スト は 人であって 神で ない と 云 はふと 欲へば 特別なる 意味に 

於ての 人と しての み 彼の 人格 を 主張す るに 止まります、 「ィ H スは萬 民の 君主」 なりと は 文明 人種 

の齊 しく 唱 ふる 所でありまして、 斯 かる 尊 稱を受 くるに 足る の歷 史的 人物 はィ H スを 除いて は 他に 

誰もありません、 若し 釋迦 が：： 0| 細亞の 光で あるならば ィ H スは 界の 光であります、 若し 孔子 は 東 

洋の 大聖 人であります ならば、 ィ H スは 人類の 敎 導師であります、 ィ H スの 傍に 立ちて はソ クラ テ 

スもプ ラト ー もモ ハ メ ッ トもゾ ロア ス タ ー も 太陽の 前に 出た：；： や 星の やうな 者であります。 

問、 然し 西洋に も 基督 敎を 信じない 者 は あるではありません 乎。 

答、 有ります、 然しながら 有識の 士 にして 信す る 者 は 信じない 者よりも 多くして 且又 有力であります 

而已 たらす 其 不信者と 稱 する 者 も 能く 其 不信の 理由 を 調べて 見 ますれば 彼等 は 基督 敎會 と稱 する 一 

«g の 歷制的 制度の 不信者でありまして、 自由の 主なる ナザ レのィ H スの 不信者で ない ことが 分かり 

ます、 詩人 シ H リ ー の如 きが 其 一例であります、 彼は自 から 稱 して 無神論者 なりと 唱 へました、 然 

し 彼の 詩 を 讀んだ 者で 彼 を 無神論者の 階級の 中に 組 入れる 者はありません、 彼 は 無敎會 信者で あつ 


たまで あります、 キリストの 謀叛 人で は斷 じて 有りません、 彼が 如き 者 を 不信者 极 ひを爲 した 英 

國 監督 敎會の 罪 は 赏に大 なる 者で あると 信じます。 

問、 去らば^ 界 第一 流の 人物 はィ H スの祌 格 を 認めた と 貴下 は 御 信じな さります か。 

答、 私 は爾ぅ 信じます、 勿論 私の 世界 歷史の 智識 は 至て 狹ぃ ものであります から、 私の 知らない 世界 

人物の 中に 絕對 的に ィ H スを 憎み は 嫌った 者が あるか も 知れません、 然しながら 私の 知って 居る 限 

り は 偉人と 云 ふ 偉人で ィ H スを ならざる 者と 認めた 者 は 一 人 もない と 思 ひます。 

問、 例に 依て 貴下の 偉人の キリ スト 觀に 就て 少しく 伺 ひたい 者であります。 

答、 ^處 から 御 話し 巾して 宜 いか 分かりません、 唯、 今、 私の 記憶に 登る 儘 を 御 話し 屮し ますれば、 

第一 は 大帝 ナボレ オンであります、 彼 は 自己 はシ ー ザ ー 以上、 ァ. レキ サン ドル 以上の 軍人で あり、 

政治家で あると 信じて 居ました が、 然し セントへ レナ 流竄 中、 曾て. 談、 偶々 古昔の 偉人の 批評に 涉 

りました 時に 彼はィ H ス キリストに 就て 曰 ひました 「我が 全盛の 時に 方て は 我がた めに 生命 を捨ん 

とせし 怫國の 靑年は 幾 萬 も ありし も、 今や 我れ 流竄の 身と なりてより 我 を 省る 者 一 人 も あるな し、 

して 我が 死後に 於て おや、 然るに ィ H ス キリスト は 彼の 死後 千 八 百年の 今日、 世界 各國 到る 處に 

彼のた めに 生命 を獻 げんと 欲する 幾千 萬の 忠實 なる 兵卒 を 有す、 我の 彼に 及ばざる ゃ實に 遠し 云 

云」 と、 斯くて 彼れ ナボ レ オン はィ H スに對 して は 無上の 尊敬 を 表 はした との 事であります。 

次ぎ は 丁瑪の 彫刻師 トル グ ルド センであります、 彼の 有名なる 作 は 「キリストと 其 十二 弟子」 で 

あります が、 キリストの 像 を 彫む に 方て 彼 は 他に 批判 人 を 求ん と はせ す、 彫像 成りし 後に 九 歳に な 

りし 彼の 少女 を 呼び 來 りまして， 像 を 指して 是れは 誰な り やと 問 ひました、 其 時 少女 は 其 無 5i§ の 幼 
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心 に^に 淸 俘の 主ィ H ス キリ スト を 認めました 故に、 ffi に 其 像の 前に 跪き 枫の 如き 彼女の 手 を 合せ 

て 「我 倚の 主ィ ェ ス キリ ストです」 と 云 ひしとの ことであります、 此大 美術 {ァ 氷の 心に 彫 まれし キリ 

スト は挥 すべき 神で ありました 故に 其 彫み し 像が 斯 くも 無邪氣 なる 少女の 崇 拜を惹 いたので ありま 

す。 

其 次は英 國の大 詩人 テ 一一 ゾ ン であります、 彼が 餘 りに 思考に 富みし 故に 彼の 詩篇 は理 41 に 失し 易 

く、 爲 めに 其 美 を 害し ましたが、 然し 天よりの 靈 想に 接して 彼が 自己 を 忘れました 時には 彼 は 3 呉 個 

の キリス チャン でありました、 有名なる In  Memoiiam の 最始の 一 句 は實に i め， 書の 言に も 劣らない 

；大 よりの 聲 でありました。 

su.cllg  bcu  cf  God, 

Thcu  trlmortal  JJOVe. 

能 ある 神の 子 

汝 不朽の 愛よ 

キリストの 何なる 乎 を 短 かき 一 一行に 顯 はした 言 辭で 之に 優って 莊 美なる もの は 又と： 冉-び ゆに 出で ま 

いと 思 ひます、 テ 一一 ソ ンは此 一 句に 於て 英 民族の キリス 卜 観 を 知らす 識ら すの 間に 歌った ので ある 

と 忍 ひます。 

其 他 例 を擧げ ますれば 數阪 りありません、 世界の 殽 大人物の 最大 多 數はィ H スに 異様の 敬 崇を拂 

つた^であります、 若し 此事を 御 疑 ひになる ならば 試みに ィ H スを 主として 仰 ひだ 者 をめ 界歷 おの 

屮 から 引き去って 御 覽 なさい、 歷史 は實に 淋しい 所と なります、 ァカ ガス チン、 シ ャ-レ マン、 ァ 


ルフ レッド 大王、 アン セル ム、 ベ ルナ ー ド、 ル ー テル、 サボ ナロ ー ラ、 ラフ ハ エル、 ミケル アン ゼ 

口 ー 、 レム ブラント、 オレンジ 公 ウイ ルリ ャム. • コ ロム ゥ エル、 ワシントン、 カント、 シ ユラ イエ 

ルマ ヘル、 ネアン.. テル- /ゾ ドケゾ ー ン  イエスキリストの 兵卒 は大 軍であります、 彼の 配下 

に は 世界 第一 流の 詩人 も、 祌學者 も、 畫 户妖 も、 昔樂者 も， 軍人 も、 政治家 も、 慈善家.^、 敎育家 も 

居ります、 雨う して 彼等 は 異口同音に r ィ H スは榮 光の 主な り、 我 儕の 靈 魂の 救 主な り、 我 儕 は 身 

も 靈も之 を 彼に 獻げて 彼の 意に 適 ふこと を爲 さん」 と 言 ひます、 若し 眞理は 世界 有 識 者の 多 數の投 

警 * 書 摯攀， 鲁 ml  ，擊曹 9 攀 擊誊曹 9 着  00  0-^-00000000000000  0-0-00  0  0 

票に 由て 決せられる ものであります ならば、 イエ スの 神性 は 確かに 動かすべからざる 眞理 であり ま 

や。 

問、 夫れ は 多分 仰せの 通りで ありませ う、 西洋 諸國に 於ての キリストに 對 する 敬崇は 非常の もので あ 

ると 酸ね て 聞き及びました、 然し 私が 兹に 特に 伺 ひたい こと は 貴下 御自身 も 一  の 敬^ を キリスト 

に 捧げら る k の であります 乎。 

答、 勿論です、 私が 基督 信者で あると 一一 H つて 世に立つ 以上 は 私に 此敬崇 の 念がなくて はなり ません、 

私 は キリ ス トを 崇拜し 得ない もの を 基督 信徒と して は 認めません。 

其 四 心靈 の實驗 

問、 貴下 は 何に 由て 斯 かる 信仰 を 御 懐きになる のであります か、 私の 今：：：： まで 遭 ひました 基督 信者で 

貴下の やうに ハ ッ キリと 此 事に 就て 告白した 者 は 未だありません、 ドウ ゾ 貴下が キリ ス 卜 を 神と し 

て 2』5 拜 なさる、 に 至った 其 理由と 經路と を 御開 かせ 下さい。 
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s 教 問答  六 M〇 

答、 私 は M にも 古代の 英雄の^ 仰に 壓 伏されて、 4- むな く此 信仰 を懷 くに 至った のではありません、 

若し 雨うならば ソ レは 私の 信仰で はなく して 他人の 信仰であります、 私 は亦此 信仰が 或る 有名なる 

敎會の 信仰 筒條 であるから とて 其 條規に 縛られて 此 信仰 を 懷く のではありません、 御 承知 かも 知れ 

ません が、 私 は 私の 信仰の 絕對的 自由 を 得ん がた めに 敎會 なる 者と は 孰れの 敎會を 問 はす、 M の關 

係 を も 持ちません、 亦 私は必 しも 聖書が 此 信仰 を 傅 ふ. れば とて 其 威權に 伏して 私の 理性に 背いて 此 

仰 を懷く のではありません、 陋制は 何れ の 方面より 來るも 吾人の 斷 じて 受く ベから ざる 者で あり 

ます、 偉人 も 英雄 も 聖書 も、 自由意志 を 有する 吾人の 靈 魂に 如何なる 信仰 をも强 ゆる こと は 出來ま 

せん、 信仰 は. S より 外に 向て 發 する 者でありまして、 外より.^ に 向て 詰 込まるべき 者で はあり ませ 

ん" 

問、 其 點は私 も 至極 御 同感であります、 斯 かる 信仰 を 抱かる.^ 貴下より 信仰 談を 受給 はる こと は 私の 

殊に む 所であります。 

答、 私 は モウ 一 っ贵 下に 屮 上げて S かなければ たらない 事が あります、 夫れ は卽ち 私の キリストに 對 

する お 仰 は 私が 推理 的搜 索に 由て 得た もので はない との 事であります、 眞理は 凡て 思惟の 稽査に 由 

ての み 得らる 、者で あると 思 ふの は大 なる 間違であります、 勿論 注 昔より 今日に 至る まで キリ ス ト 

の 神性に 就て 幾多の 哲理 的說 明なる 者が 與 へられました、 然しながら 斯 かる 說明は 孰れ も 不完全 極 

まる ものでありまして、 誰も 之に 由て キリストの 神性に 就て 確信に 達した 者はありません、 若し キ 

リ ス トの祌 性が 推现的 捜索に 由て 發見 する ことの 出来る 者であります ならば、 それ は 僅かに 吾人の 

gi- 性 を滿足 させる に 足る 丈け の 露 现 であり ま し て 、 .,fl:J 人の 全 性 を 感化す るに 足る の眞理 で はあり ま 


せん、 祌の 眞理は 背理 的ではありません が、 然し 超 推理 的であります、 现性 以上の 機能に 由て 知る 

ことの 出来る 3 呉理 でなければ、 之 を 神に 關 する 眞理と 云 ふこと は出來 ません。 

問、 去らば 何に 由て 貴下 は キリス ト の 祌性を 御 認めに なった のであります か。 

答. 私の 全 有 whole  beil に 由て す、 卽ち 私の 實在其 物にせみ て 終に 彼 を 私の 救 主、 卽ち 祌と認 

めざる を 得ざる に 至った のであります。 

問、 それ は ドウい ふ isH じあります か、 私に は 能く 分りません。  ，， 

答、 それ は 私 は 罪人で あると いふ こと を發 見した からであります、 私が 生来の 罪人で ある ことが 解つ 

た 時に、 私 は 私の 理性まで を 信じ なくなりました、 E 非 は 人の 體と 心と を 汚す に 止まりません、 彼の 

现 性まで を 狂 はします、 生来の 儘の 人の 心 を 以てして は 到底 祌を 見る AJ. と は 出来ません、 彼が 神の 

事 を 解ら ふと 欲へば 全く 自己 を 捨て 神の 光明 を 仰がなければ なりません。 

問、 其 事 は 解りました、 然し それで ドウして 贲下は キリストが 神で ある こと を 御 認めに なった ので あ 

ります か。 

答、 自己の 罪 を 恥ぢ、 良心の 平安 を 宇宙に 求めて 得す、 烦悶の 極、 授助を 天に 向って 求めました 時に I 

十字架 上の キリストが 心の 眼に 映り、 其 結 菜と して 罪の 軍： 荷 は 全く 私の 心より 取 去られました、 其 

時に 私 は 始めて 自分ら しき 者と なりました、 其れから 後と 云 ふ もの は 私の 全體に 調和が 來 りまして- 

私 は 其 時 始めて 神の 救 と は どんな もので あるか f 分りました。 

問、 然れば キリストに 關 する 貴下の 御 信仰 は 學理に 基 かすして 實 験に 依て 得られた と 仰せられ るので 

あります か。 
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答、 雨う であります、 然し 赏 験と は 巾す もの &、 是れは 化 學ゃ物 现學の 實驗と は 全く 性質 を 異にする 

ものであります、 是れ は道德 的實驗 であります、 .S ち 良心の 必然的 命令に 由て 自己 を 針して 見 まし 

た 結果、 自己の 神に 叛き、 幽暗 を 好む ものである こと を發 見し、 此 Si 人 を 救 ふに 足る の 救 主 を 求め 

て、 終に 兹に キリストに 接して、 此疝 める 良心 を 癒す に 足る 或 者 を 着 m すに 至った のであります。 

OO0OOO0OOOO0O0OO0OOOOOOO,  0OOO0  ooo^  0  0000  0  ^00  0 

雨う して 私 は， 9^ と は 人に 對 して 犯した 者で はなく して、 神に 對 して 犯した 者で ある こと を 知ります 

る 故に、 此罪の 苦悶 を 取 去て 吳れた 者 は 必す祌 でなくて はならない こと を 知った のであります 

問、 御說 明に. m て 問題が 益々 六ケ 敷くな ります、 去らば 1§ の觀 念が 贵下を キリストにまで 驅り 遣った 

と 巾しても 直し い の であります 乎。 

0  0  0  0  0  0-OOOOOO-,.-  000000  0-00000O 

答、 雨う 巾しても {d しから ふと m4 ひます、 菲惡 問题と キリストの 神性 問題と は 其 問に 極く 緻密なる 關 

係 を 有つ ものであります、 實に 罪の 何たる 乎 を 知らす して キリ ストの 誰なる 乎 は 到底 分らない と 信 

じ まづ 

問、 ソレで 私に は 少し 分かりました、 左 すれば 貴下 は 罪と は 祌に叛 くこと であると 御 信じになる ので 

あります か。 

答、 爾 うであります、 其 最も 確實 なる 證據に は 神の 赦免に 與 かるまで は 罪 を 根本的に 絕っ こと は出來 

ません、 キリストに 憑ら すして を 1^ ふこと も 來 ますし、 を隱す こと も 飾る こと も、 { 有 める こ 

とも 出來 ます、 然しながら、 之 を 殺す こと、 根から 絕っ こと は 出来ません、 故に 罪を發 見す る こと 
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は キリス トを發 見す るに 至る の途 であります、 罪に 關 する 薄なる 思想 は キリ ストに 關 する 淺 薄な 

G  0  0  0  0  c、 〇 0  ,  ； ii くろ-  一 •  ？. . 

る 思想に 導きます。 私共 は キリ ストに 救 はれん がた めに は 神に 自己の 菲を 露され て 消え入る ばか 


りの 恥辱の 淵に 臨まなければ なりません。 

問、 然 らば 人が キリ ス トを祌 なる 救 主として 仰ぎ 得ません の は 彼等が 自己の 罪 を覺り 得ない からで あ 

ると 巾 さる  の であります 乎。 

答、 爾 うであります、 彼の 傲慢の 心であります、 我 は 義人な り、 淸士 なりと 稱 して 自己 を 欺く 心で あ 

ります、 此 心が あります 問 は 其 人の 智能 は 如何に 發 達して 居りましても、 イエスの キリスト たる こ 

と を 知る こと は 出來ま せん、 恰 かも 榮 華が 彼の 身 を 纏 ふ 問 は 人生の 深味 を覺り 得ない と 同然で あり 

ます、 人 は先づ 謙虚の 暗夜に 入る にあら ざれば 「爆く 曙の 明星」 なる キリスト を 其 S 典 正の 榮 光に 於 

て 仰ぎ見る こと は 出来ません、 其 謙虚の 井戶の 底にまで 降って 御覽 なさい、 貴下 も 今日 只今、 彼 を 

主として 仰がれ、 トマ スの 如くに 「我が 主よ、 我が 神よ」 と 言 はれて 彼の 足下に 平伏される であり 

ませう。 

問、 貴下の 論 據を其 所に お据えに なりまして、 私 は モウ 貴下に 何とも 巾 上げる 事 は 出来ません、 玆に 

わけ わか 

至 て 私 は 貴下が 此 問答 の 始めに 於て キリストの 神性 問題 は 道德 問題 であると 云 は れた 其譯が 解り ま 

す、 ^は 今日まで、 是れは 全く 宗敎 問題であって、 若し 論理に 循て 探究 すれば 必す 解かる もので あ 

るとの み 思って 居りました、 然し 其れ は 全く 私の 誤解であった こと は 今に 至って 解りました、 然し 

理論で ない、 道德 であると 致し ますれば、 ドウしたならば キリスト を 知る に 足る やうな 道 德の念 を 

私共の 心に 起す ことが 出來ま せ う 乎。 

答、 其 御 質問に 對 しまして は 私 は 使徒 パゥ tl の 一 百 を 以て 御 答へ 申す より 外はありません、 

人 は 聖霊に 依る にあら ざれば ィ ェ スを 主と 謂 ふ 能 はず ( コ リ ント 前書 十 二 章 三 節」。 
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?r モウ 一つ 伺って ソ レで 今日は モウ 御 邪魔 を 致しますまい、 贵 下の 御 實驗に 由て 得られた 其 御 信仰 

は 通の 道理と 背馳す るではありません 乎、 若し 天父 も 神で あり、 キリスト も 神で あると 致します 

れば、 玆に 二つの 神が 出来て くる 譯 でありまして、 それで は キリスト 敎の 第一 の 敎理が 崩れて 了う 

ではありません 乎。 

其 五 推理の 無效 

答、 左様であります、 然しながら 人 は 死に 瀬して 彼に 供せられ た藥 品の 治^ 學 上の 說明を 間かん と は 

致しません、 彼 は 直に 之 を 飲みます、 雨う して 飲んで 救 はれて 其 薬品の 效能 を稱 へます、 彼 は 或は 

病 癒えて 後に、 彼に 囘 生の 恩惠を 供せ し藥 品の 生理 學的 作用 を 究めて 彼の 心を樂 します ことがある 

かも 知れません、 然しながら 彼の 其 薬品に 對 する 信仰 は 其 作用の 學 理的說 明に 由て 立つ ので はあり 

ません、 彼 は 死より 救 はれて 生に 囘 へりました 故に、 其效 能の 事實に 由て 其 薬品 を 信す るので あり 

ます。 

"九 を知覺 せし 者が キリストに 對 して 抱く 信仰 も 之と 同じであります、 勿論 キリ ス トの 場合に 於て 

は^ 害の 如き 大 著述の 證明 もあります、 文明 世界の 舆論 もあります、 此點に 就て は キリスト は 今の 

臥に 有 勝ちなる 新薬と は 違 ひます、 然しながら 几疋 等の 說明を 綜合 致しました 所が、 彼が 實 際に 人の 

liJI を 救 ふの 能力 は、 私共が 之 を 自身の 心に 験す まで は 充分に 覺る こと は 出来ません、 爾 うして ィ H 

スの キリス ト たる は 「彼の 血 を飮み 彼の 肉 を 食って」 ( ョ ハ. 傳六章 五 五節) 而 して 後 始めて 覺る こと 

が m 來る のであります、 此實 験を經 過せ すして 如何に 大 なる 神 學^ と雖 も、 キリストの 神性 を 了解 


した 者 はない と 忍 ひます、 パゥ B も、 ァゥ ガス チン も、 ル ー テル も、 ウェス レ ー も、 皆 起死 II 生の 

實驗 に. m てィ H スの 主たる こと を 知る に 至った のであります。 

爾 うして 斯様に して ィ H スを祌 なりと 認めた 以上 は 如何して 一 つの 祌 がー 一つで ある 乎、 或は 一：； つ 

である 乎、 何故 子なる 祌が 父なる 神に 祈った か、 雨う いふ 問题は 全く 度外視され るに 至る ので あり 

ます、 ，§ ち カント 哲學の 術語 を藉 りて 言 ひま すれば、 此 場合に 於ても、 多くの 他の 場合に 於ての 如 

く、 實際 的眞现 (practical  Heason) が 論 现 的眞理 (Theoretical  neasou) に 勝った のであります、 

何故か は 私共に は 分りません、 然しながら 若し 爾ぅ でなければ 私共の 靈魂 は— 爾 うして 靈魂 と共に 

私共の 现性 も— 死ななければ なりません、 兩理 相反 (euatiuomy) の 疑問 は 其 儘 に^して 居ります、 

然しながら 斯 かる 場合に 於て は 私共 は 事實を 取て 論 现を爽 つるので あります、 爾 うして 斯 かる 場合 

に 於て 斯く する は 亦 私共の 现 性が 私共に 命す る 所であります。 

然しながら 是 より 以後 は 三位 一 體 論に 入る のであります から 今：！ 1 は 之れ で 御免 を 蒙ります、 サ ョ 

ナラ a 
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聖書 は 果して 神の 言なる 乎 

其 一 聖書の 眞 價 

問， 貴下 は e^; 書 は祌の 言で あると お信じな さります 乎。 

答、 爾 うであります、 私 は爾ぅ 信じます、 私 は 三十 年 餘り此 書 を讀み 綾け まして 益々 その 神の 一一 一一 II でな 

くて はなら たいこと を 信じます。 

問、 然 らば 貴 は 聖書 は 一 言 一 句、 誤謬な き祌の 言で あると お信じな さるので あります 乎。 

答、 雨う であります、 或る 意味に 於て は 私 は 聖書の 辭句的 イン スピレ ー ショ ンを 信す る 者であります- 

問、 或る 意味に てと 仰せら る、 の は 如何い ふ 意味であります か、 貴下 は 聖書に 記いて ある こと は 何ん 

で も 動かす ベ か ら ざる 眞理 であると お信じな さるの で あります 乎。 

答、 雨う であります、 神に 關 する こと、 人に 關 する こと、 OTJi: に關 する こと、 救 濟に關 する ことに 就て 

は 聖書 は 殺 終の 憑 典で あると S ひます、 此 書に 據らす して 人 は 何人も 神の 救 濟に與 かる ことが 出來 

ない と 堅く 信じます。 

問、 然 らば 贵ドは 聖書に 記いて ある 科學 上の 事實ゃ 叉は歷 史上の 事實 は、 之 も 亦 悉く 信す るに 足る も 

ので あると お！：： E じになる のであります 乎。 


答- 或る 意味に 於て は 雨う であります、 或る 他の 意味に 於て は爾 うでありません、 聖書 は 宗敎の 書で 
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あって 科學ゃ 歷史の 書で ありませ， ん から、 聖書の 記事 は宗敎 的に は 全く 信憑すべき ものであります。 

問、 宗敎 的に は 信すべき であると は 如何い ふこと であります 乎、 宗敎 的に 事實 である こと は必 しも 科 

學 的に は事實 でない との 事であります 乎。 

答 * 爾 うであります、 物に は總 て宗敎 的の 意味が 存 して 居ります、 爾 うして 事物の 宗教 的 意義 を 示す 

上に 於て は 聖書 は 少しも 誤りません、 其 意味に 於て は 聖書 は 誤謬な き 神の 言であります。 

其 二 聖書と 科學 

問、 今、 試に 創^記 第二  にある 世界 创 造の 記錄を 取て まして、 贵 F は 其 中の 何れ 丈け が 信憑す ベ 

き 神の 首で あると お信じな さるので あります 乎。 

答、 其全體 であります、 卽ち 宇宙 萬 物 は 決して 獨り自 から 生じた もので はなく して、 絕對的 意志 を 有 

し 給 ふ 全智 全能 の 神が 創造り 給 ふたもので あるとの 事で あり ます、 ^世 記の 此 記事 は此 肝要なる 宗 

敎的眞 理を傳 ふるものでありまして、 夫れ が 故に 萬 世 不朽の 神 si 首であります。 

問、 然 らば 贵 下は必 しも 聖書の 此 記事 を 取て 近 # 科學の 結論と 調和し やうと は 努められません 乎、 貴 

下 は 若し 聖書の 此 記事が 近世 科學に 由て 暖撥 せられても 聖書に 關 する 貴下の 御 信仰 は 動きません 乎。 

答、 何にも 聖書の 此 記事が 近^ 科學に 由て 曝 撥され やう 箸 はありません、 若し 聖書が 古昔の ブト レミ 

1 の 天文 書 や、 プリ 一一 ー の 博物 書の やうな 者であった ならば 日 進の 科 學の發 明に 依て 破壞 される 乎 

も 知れません が、 然しながら靈なる祌と物なる宇宙との關係を示した聚書の此記^^-が如何に科學が 
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進歩 すれば とて 破壊され やう 贫 はありません、 「元始に 祌、 天地 を创 造り 給へ り」、 如何なる 哲學 

者で も、 如何なる 科學： ^でも、 ！^書の此聲言を担むことは出來ません、 一一 ュ— トン も斯く 信じ まし 

た、 ダ ー ゥヰ ンも斯 く：！； E じました、 スべ ンサ ー も 或る 意味に 於て は斯 く！^ じました、 物 は 共れ 自 

身を造った^でぁるとii:^^る大折lI學者のぁったことを私は未だ曾て聞ぃたことはぁりません。 

問、 然 らば 科學的 事實 に 就て 聖書が 如何に 荒 iig 無^ を唱 へやう と 貴下 はお 氣に 掛けられません 乎。 

答、 「荒 無稽」 と は^だ 不 な 言であります、 聖書 は 3m 面目な 人に. S て 露 面目に 書かれた る S; で 

あります からつ 科學 的に 正確なる 書で あると は 首 はれま せんが、 然り とて 支那、 日本、 埃 及、 バビ 

P ン の古，せ=に記ぃ てぁるゃぅな^^？赏と全く離れたる事を錄して居りません、 曰の^ 界 開關； ^なる 

もの は 其 始めて 錄 された 時代より 考 へて 見ます れば赏 に 驚くべき 記事であります、 聖書 は 天神が 1  ん 

の 璦矛を 持ちて！^ 海 を 探り、 鋒 滴 凝結して 一 なを 成した と 云 ふやうな 全く 神話 的の 記事 を揭げ ませ 

ん、 聖書の 關說は 合理的であります、 其 書かれし 時代に 在て は 最も 進歩した る 科學說 として E せ 

られ たもので あつたに 相 遠ありません、 試に 考 へて 御覽 なさい、 我 神武 天皇 紀元前 干 年頃に 旣に ij 

に ラマ ー ク、 ダ ー ゥヰン のず 口へ し 進化 說を豫 表した る此 宇宙 開闢 說が I に へられし こと を、 今の 

靑 年^が 少しく 近^ 科學の 片端 を嚼 りたれば とて 架 _ 書の 記^に 對 して 迷信 呼 はりの 聲を發 する の は 

片股疝 いこと ではありません か、 若し 彼等の 父 や 祖父が 宇 {.S に 就て 如何なる 觀念を 懐いて 居った か 

を 蕃く考 へて 見たならば 彼等 は此 太古の 莊嚴 なる 闘 論に 對 して 非 なる 尊敬 を 表すべき であり ま 

す、 私 は 信じて 疑 ひません、 おし 今より 丙 年 前に 於て、 日本 國の束 京に 於て EI 干 年 前の モ ー セの創 

造說が 1? へられましたならば (其 古說 なること を 表，：：： する ことなしに)、 日本 阔の學 者 達 は 是れは 


新說 たりと か、 叉 は 異端な りと か稱 して 之を迎 へたで あら ふと 思 ひます、 聖書 は 科 學の憑 典で は あ 

りません、 然しながら 其專門 以外の 事で あれば とて トンで もない 荒麼 無稽 を傳 へません、 聖書に 依 

て 科 學を學 ばんと する 者 は 誤ります、 然り とて 聖書 を 科學と 全く 關係 のたい ものであると 思 ふ 人 は 

更らに 誤ります、 聖書 は 宇宙の 創 造られし 目的と、 其 今日 存在す る 理由と を 示す 者でありまして、 

科學 攻究の 精神 を 供す る 者であります。 

問、 然 ら ば 貴 F は 聖書 に 科學的 誤謬 の あるの を 御 認めになる ので あります 乎。 

答、 認める も 認めない もあった ものではありません、 爾んな 事に 心配して 聖書の 眞理は 探られる もの 

ではありません、 贵下は 山邊赤 人の 「田 子の 沛」 の 歌を誦 まれる 時に 富士山の 地質 學的 構造に 就て 

考 へられます か、 貴下 は 藤 田 東 湖の 正 氣之歌 を吟ぜ られる 時に 兒島高 德に關 する 歷 史的 考證に 就て 

彼れ 是れ 非難せられ ます か、 若し 爾ぅ なさるならば 赤 人 も 東 湖 も 貴下に 對 して は 何の 貴い 眞理を も 

傅へ ません、 富士山の 地質 學的 構造 を 正確に 傳 ふる 者に あら ざれば 富士山に 關 する 總 ての 美しき 思 

想を傳 ふること は出來 たいと 信す る 者の 如き は、 それ こそ 偏狂 學 者でありまして、 迷信家に 劣ら ざ 

るの 愚かなる 者で あると 思 ひます、 聖書 とても 爾ぅ であります、 祌と 世界との 關係を 示す のが 其 目 

的であります、 雨う して 若し 此 目的に 違 ひません ければ 聖書の 神の 言た るは證 明され るので ありま 

す。 

問、 甚だ失禮なる^.分でぁりますが、 貴下の 御 說明を 聞きます ると、 貴下 は 何やら 科學 者の 追^す る 

所と なりて、 止む を 得す 種々 の 辭柄を 設けられて、 御 自說を 暖昧の 中に 隱 さる X やうに 感ぜられ ま 

す、 それ は 如何なる ものであります 乎。 
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答. ィ ー ェ、 決して 繭う ではありません、 聖書 は 雲の上に 築かれた 高樓の やうな 者ではありません、 

聖書 は 或 る 毀つべからざる 事 實の石 礎の 上に 立つ 者であります、 顯微 鏡と 望遠鏡 との 觀 察の 上に 其 

基礎 を 置かざる とも、 而 かも 之よりも 更らに 確かなる 事實の 上に 其 根底 を { 化 むる 者であります、 卽 

ち 吾人の 自覺 を根據 として 立つ ものであります、 その 證據に は 科 學科學 と 云 はれて 何事 も 科 學に由 

ら なければ 分らない やうに 唱 へられる 贵 下で すら、 愛する とか、 憎む とか、 敬す ると か、 賤む とか 

稱ふ情 性 を^ たれまして、 科 學の證 明 以外の 事を爲 されます、 且つ 叉 貴下 は 科 學に由 て^に 勝つ こ 

と は 出来ません、 利 愁の念 は科學 よりも 强 くあります、 爲 めに 科學者 にして 其 科學を 善の ために 利 

川せ すして 惡と 己の 利ハ： ^のために 使用す る 者 は 今の^に 在て は 比々 ル， Z な然 りではありません 乎、 而 

已 ならす、 科學 者の 多 數は利 慾 は 生物 進化の 唯一 の 源 動力で あると 唱 へまして、 人に 「利 慾の 神聖」 

を敎 ゆるの みならす、 自己 も 此敎義 を 身に 體 して 括と して 恥ぢ ないで はありません 乎、 世に 勝つ の 

能力、 慾 念の 罪惡、 無私の 祌聖 …… 是亦大 なる 事實 ではありません か、 聖書 は斯 かる 大事 實に 就て 

論す る 書であります、 5 石 片の顯 微鏡的 攻究 は 之 を 跪物學 者に 委ねます、 解剖 刀 を 以てする 死 體の分 

解 は 之 を 解剖 學 者に 委ねます、 古文の 文字 的 考證は 之 を 考古學 者に 任 かします、 然しながら 人の 性 

格に 關し、 神の愛に 關し、 罪の 赦免と 淸き 良心の 新造に 就て は是れ 聖書の 占有す る 特^の 領分で あ 

ります、 雨う して 私が 聖書が 誤讀 なき 神の 言で あると 言 ひます るの は、 此廣 大無邊 なる 領分 內に於 

て 雨 う で あ る と 一一-一" ふので あります。 

問、 御說 明に 依て 稍々 贵ドの 御 論據が 分りました、 亦、 私に 於ても 大に發 する 所がありまして 眞に 

有難う 存じます、 聖書 は^ 界 並に 人生に 關 する 宗敎觀 であると 解し ますれば、 御說の 通り 聖書に 關 


する 多くの 難問 は 解かれます、 然るに 今日までの 所では 宗敎 家と い ふ 宗敎家 は 皆な 聖書 は 宗敎以 外 

に 於ても 最上の 敎權を 握る 者で ある やうに 說 かれた ものであります るが 故に、 其 反動と して 世の 學 

者が 之に 對 して 痛き 攻撃の 鋒 を 向けた ので ありませ う、 然し 宗敎は 宗敎、 科學は 科學と 致し ますれ 

ば、 それで 二者の 平和 は 結ばれた ので ありませ う。 

答. 雨う であります、 然しながら 兹にー つ 注意すべき ことがあります、 斯くて 結ばれた る 二者の 問の 

平和 は 世に 謂 ふ 所の 敬して 遠け る 的の 平和であって はなり ません、 若し 問題の 高下より 曰 ひま すれ 

ば宗敎 問題 は 何人に 取りましても、 然り、 科學 者に 取りましても、 遙 かに 科 學 問題の 上に 立つべき 

者であります、 斯く云 ひて 勿論、 {ー1^ 敎家は 科學者 以上の 人物で あると 云 ふので はありません、 然し 

ながら 身體は 衣よりも 優る やうに 靈 は身體 よりも 優ります、 隨て 宗敎の 科學に 優る 問題で ある こと 

すべて 

は 明白であります、 爾 うして 凡の 大科學 者は宗 敎に對 して 常に 此 態度 を 取りました、 -ー ュ ー トン 始 

め、 ハム フレ ー ヂビ ー、 フ ハラ デ ー、 近く は 先頃 世 を 逝ら れ ました ス ペン サ— に 至ります まで、 皆 

な此 態度 を 取りました、 彼等の 偉大な りし 理由 は 彼等の 學の 蓄積の 犬な りしよりも 彼等の 品性の 高 

かりし のに 由る のであります、 神 を 嘲け り、 道德を 嘲け り、 宗敎を 嘲け る 科 學者は 極く 小なる 科學 

者であります、 彼等 は 壁に 延蔓 る藓の 構造 を 知る 乎 も 知りません が、 全 宇宙が 来て 彼等に 使 事す る 

の 大快樂 を 感じ 得る 者ではありません、 世界と 人生と を 聖書 的に 解して、 卽ち 聖書が 解す る やうに 

0  0  0  0  0  OOOO0O00O0000000O0O0OOOO0OO  0  0  0000  0  00  0 

之 を 解して、 我等 は 神の 小 供と なると 同時に 亦 宇宙の 主人公と 成りまして、 隨て 我等の 究 むる 科 學 

OOO0OOOOO00OOO00O0C0O0 

にも 眞 正の 輿 味が 生じて 來 るので あると 思 ひます。 
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其 三 聖 IJ! と 歴史 

問、 聖書と 科风， ^との 關係は 御說の 通りで あると 致しまして、 聖書と S 史 との 關係は 如何なる もので あ 

ります \^、  i 右し 聖書 は 科學の 書で ない と 致します る も、 之 を 歷史の 書と 見る こと は出來 ません 乎。 

答、 "；， 一 れ亦、 至て 而，： ： い、 且つ 大切なる 問題であります、 永の 間 聖書の 科學的 正確 を 辯 護 せんとして 

返て失败に終った^^:^^敎學者は令に其歷史的正確を證明せんと努めっ、ぁります、 然し n: ルれ亦 非常 

の難戰 である こと は 私の 玆に贵 下に 巾 上げて 悼らない 所であります、 ん？ -ゃ所 li 「高等 批評 學者」 な 

る^が 屮 I まして、 聖書の 記事 を 縱横微 靡に 批評し、 始めに アブラハム を 取 去り、 次に モ ー セ を-縮 少 

し、 今 は バウ n、 ヨハネまで を 半 殺に なさん としつ k あるの は事實 であります、 何れの 時代に 於て 

も聖 誓の 荒亂^ なる 者が あります、 雨う して 今の 時代に 在て は 此荒亂 者は自 から 「高等 批； t 風 H ？」 

と稱 ふる；^ であります、 爾 うして 彼等が 荒亂 のために 採る 武器 は歷史 であります、 彼等 は歷 史的に 

聖書 を毅； I して 其 稷 诚を完 うせんと しつ i あります。 

問、 雨う して 彼等 は 北 ハ凝滅 の 事實に ドレ 丈け 成功 致しました 乎、 彼等 は實に 聖書 は歷 史的に は 全然 信 

s_) す る に ：： え ら ざる 書で ある こ と を證明 致し ました か。 

答. 批評 ゆの 戰パ ザ，；^ ほ附 なる 今 口、 勝肷は 何方に 歸 する 乎、 未だ 斷言 は屮 I 來 ません、 然しながら 戰鬧 

未だ 終 給 を げざる に、 旣に已 に 和解の^ 光 は 天の 一方より 出來 つたと 思 ひます、 それ は カントの 

^識 論と それ を根據 として 起った 近^の 心现學 であると m 心 ひます、 若し 一 切の 智識が 批；^ 的 解剖に 

.£ て^られる ものであります るなら ば、 或は 此戰 (命 は 批評 學：！ 1^ の 全勝に 歸す るで ありませ う、 然し 


ながら 今や 人の 理性に 理而上 的 機能の 存 する ことが 愈々 明 £n となる に 至りまして、 批， 評 學者も 大分 

其 鋒 を 收 めねば ならぬ やうに 成って 來 ました、 私の 者へ まする に 高等 批評なる 者の 聖書 の 分解 も 今 

日が 其絕顶 であら ふと 思 ひます。  、 

問、 然 らば 聖書 は 何れ 丈け 歷 史的に 信憑す るに 足ります 乎、 イスラ H ル 民族の 出 埃 及の 事 贖、 キリス 

卜の 奇 赜、 復活、 昇天 等 は今尙 ほ事實 として 是認すべき であります 乎。 

答. 勿論 3： れ丈 けと 限る こと は 出来ません、 然しながら 基督 敎が歷 史的 宗敎 であります 1^ が 故に、 基 

督敎の 根本的 敎 義を壞 はす 丈け の實 證が擧 りました 時には 基督 敎は其 存在の 基 楚を 失った と 云 はな 

ム A 厶厶 △<:△△ 

ければ なりません。 

問、 爾 うして 貴下 は 未だ 斯か る實證 は擧ら ない と 御 信じな さるので あります 乎。 

答、 雨う であります、 批評 學 者が 今日まで 提出した 論定の 中に 基督 敎の 根本 を 毀つ に 足る 丈け の 者 は 

朱 だ 一 つもない と 思 ひます。 

然し 批評 學 者の 方から 云へば 爾 うは 云 ふまい と 思 ひます、 彼等 は歷史 として は 聖書 は 微塵に 毀れ 

て 了った と 言 ひませ う。 

答、 爾ぅ かも 知りません、 然しながら 聖書の 歷 史的 事 實に關 して は 證據も 反證も 半々 であります、 ィ 

スラ H ル 民族の 紅海 横 斷に關 する 奇赜的 事蹟の 如き、 之を是 とする の 實證も 未だ 發見 せられな けれ 

ば、 叉 非と する の實證 も擧ら ない のであります、 只、 詰る 所 は 事蹟の 蓋然性の 問題であります、 信 

者は斯 かる 事 は 有り得る ことで あると 信じ、 不信者 は 有り得べ からざる ことで あるとき！！ する ので あ 

り ます、 雨う して 有り得べ し と 信す る^ は 有りし と 云 ふ 證據を 求めん と 欲し、 有り得べ からす と 一一 3 
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する 者 は；；： ら すと 云 ふ證摅 を见附 けんと 欲する のであります、 雨う して 今 口  M 卜，：^ で』.' らんお に 

ooooooooccoooqooooooooooooooooooooc-  ノ，  cc  !:—(■〔「 0 

關す る^ 赏 有の 51 を. SK むる ことの ffi だ 難い こと を 知ります る 若 は 今より 四 干 年.. 一川ん はんん は に , ん る 

OOO0O  0-0-  0  0-000000000  OOOOCO  coo  000000  C  0 

ことの 到底 出来ない こと を 能く 解し ます、 若し 基督 敎が歷 史的 宗敎 であると 一 バン 「リハ に：^ 屮的： お 明 

ooooooooooooooooocoooooooo つ O0OOO0OC10C-000O0C0 

を 得る に 非れば 之 を 信す る ことが 出來 ない と 云 ひますな らば^に 露 面 HI に 茶 督敎を 信す る 者 は 一 人 

も 無くなる 譯 であります、 私 は 基督 敎を轉 覆す る やうな 歷 史的 車 實の擧 がる 時 は 未来永劫 決して 來 

ない と 忍 ひます、 何故と なれば 共 h 赞敎は 過去の 事實 よりも 寧ろ 今の 事實に 由て 立つ おであります か 

ら、 何か非常の能カが顯はれて今の_?^^赏を毀さなぃ以上は歷史〔豕の攻擎は如何に激しくとも某督信 

者 は 痛痒 を感 する こと 至て 齢く あります。 

問、 若し 雨うならば 批評家の 攻撃なる もの は 至て 詰らない ものではありません 乎、 然るに 之に § ヒ ふて 

何故に 基^ 信者 は 非常に 狼^ 致しました 乎。 

答、 彼等の 信仰 の^い 餘り、 彼等が 深い 自己の 實驗 に賴ら すして、 淺ぃ、 はつ 危ぃ 過去の 傳說 に頓っ 

たからであります、 故に 神 は 批評 學：^ なる 近世 的の 荒 亂者を 送り 給 ひて！：； ん等偷 安の 敎會 信者の 信仰 

を 毀し 給 ふたので あります、 是れ は資に 感謝すべき であります。 

問、 兹に 至て 問題 は 全く 直 心の 地位 を變 へて 来ます、 若し 基督 敎は 主として 八/の 宗敎 であって 過去の 

ら ，- J ち 

宗敎 でない との 事であります ならば、 歷 史的 攻擊は 全く 其 功 を 失 ふに 至ります るの は、 尤 のこと で 

あります、 然 らば 贲下は 聖書が 萬 一 歷 史的に 全然 毀れ やうと 基督 敎は布 在す ると 御 信じな さります 

乎。 

答、 雨う ではありません、 亦 前に も 巾 上ました 通り 斯 かる 破 壞の來 りゃう：^ はありません、 何故 なれ 


ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

ばべ マ 日 私共 基督 信者が 實驗 する 事が 事實 であります 以上 は 聖書に 書い て ある 之に 類した る 事柄 は少 

ccocoooooo-ooooooooooooooooo-oon- 

くと も 其 大體に 於て は必 す事實 でなくて はならない からであります、 私共 は 私共が 見た こと もない、 

聞いた こと もない 事柄 を 聖書に 於て 讀む のではありません、 私共 は 今より 推して 古へ を 量る ので あ 

ります、 基督 信者に 取りまして は 聖書の 記事の 重要なる 部分 は 總て爾 う 有るべき であった らふと 意 

はる k ことであります。 

問、 雨う すれば 貴下 は 死者の 復活 を目擊 せられた と 仰せられる のであります か、 勿論 爾ぅ では ありま 

すま レ 

答、 爾 うではありません、 然し、 死せ る 肉體の 復活よりも 更に 驚くべき 復活 を目擊 したので あります 0 

問、 それ は 何ん な 復活であります か。 

答、 靈 魂の 復活であります。 

問、 然し 靈 魂と 云 ふやうな そんな 漠 たる もの.^ 變化を 取て * それ を現然 たる 肉 體の變 化に 應用 する こ 

と は屮： 来ますまい、 是れは 論理 學に 所謂 Ab  iibsurdo 卽ち 背理より 道理に 達せん とする 論鋒で は あ 

りません 乎。 

答、 其れ は爾 うではありません、 靈 魂の 事 は 決して 漠 たる ことではありません、 若し 其 事 を 御 疑 ひに 

なります るなら ば 貴下 御自身 其 車 を 御試驗 なさる ことが 出来ます、 若し 貴下が 貴下の 年来の P- 敵 を 

今日 直に 快く 赦す ことが 屮： 来ますならば、 叉は贵 下の 最も 愛する もの を國 のために 又は 人類の ため 

に、 何の 惜氣 もな く獻 する ことが 出来ますならば、 貴下 は 實に祌 の 如き 者であります、 特に 若し 貴 

下の 成育され し 家庭が 決して 善良の もので はなく して、 貴下の 若き 心の中に 凡ての 惡 念が 注入され 
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しに も關 はらす、 若し 一朝に 或る 奇態なる 感化 力に 由て、 贵 下の 心より、 豹の 皮より 其 斑が 取 除ら 

る、 やうに、 卵 念が 根 こそぎ 取 去られますならば * 贵 下は必 す是れ 天然 以上の 力で あると 仰せられ 

るに 相途 ありません、 自己に 此事 を责驗 したお は 誰でも 巾 します、 死んだ 靈魂を 甦 へらす る 事 は 死 

んだ肉 體を麵 へらす る 事に 優る の大 困難で あると、 雨う して 私共 は 各自 此奇接 を實驗 して 居ります 

る 故に 肉體の 復活 を 聞い て も 少しも 驚かない のであります。 

？ r 雨う 致し ますれば 其靈魂 復活の 實驗 なしに は 聖書の 歴史的 事 廣は之 を事實 として 信ぜられな いと 

仰せられる のであります 乎。 

答、 雨う であります、 歷 史的 證明は 如何に 强く とも 私共 は 之に 由て 私共の 經驗 以外の 事 はどうしても 

信す る 事 は 出来ません、 己れ から 奇蹐を 施された もので なければ 如何なる 大學 者が 如 M なる 重き 

！^^據を舉げて私共を說服せんと致しましても、 私共 は 之 を 信す る こと は ぃ來 ません、 仰 は 我が 全 

性の 允許であります、 より 强き設 據に對 して 知 リ識 的 承認 を 傾ける ことではありません。 

sr 玆に 至て 私共 宗敎 門外漢と 贵 下方 信者と 到底 推論 を 核け る ことの 出来ない ことが 分かりました、 

然しながら 貴下に も 充分なる 論據の ある こと は 私 も 充分に 認めます、 成程 仰せの 通り t 右し 吾人の 智 

11 論が 確定し、 心靈 的實驗 なる もの は 確かめ 得べき 心理 學 上の 事 實 である ことが 解り ますれば、 そ 

れで gf, 書の 歷 史的 設 明なる もの は 殆んど 用な きに 至る ので ありませ う、 且又 斯く おった 以上 は 聖書 

の 記載す る 事 g2 に 就て 強大なる 歴史的 設據が 供せられ まして、 信者の 信仰 を 一 暦强 くす るに 至る か 

も 知れません。 

答、 それ 丈け 御 承認 下され ますれば 私 も大滿 足であります。 


其 四 聖書と 道德 

^. 聖書 は科學 でもない、 歷史 でもない と 致し ますれば、 之に 科學 上、 叉は歷 史上の 缺點が あると 致 

しましても、 その 信憑すべき 書なる 事の 說明 はっきます るが、 然し 宗敎の 書と して 之に 道德 的の 缺 

點の ある こと は 許せまい と 思 ひます、 然るに 書を繙 きま すれば 所々 に 此缺點 が あるの は ドウい ふ 

譯 であります 乎、 卽ち撒 母 斗 前書 十五 章の 三 節に 神が サム H ルを 以て イスラ H ル の 1;^ に 命じ 給 ひし 

言 辭に 斯うい ふ 事が あります。 

を さ 

今、 行きて ァ マレ ク人を 撃ち、 其 有て る 物 を 悉く 滅し盡 くし、 彼等 を 憐れむ 勿れ、 ST 女、 童 

稚、 哺^ 兒、 牛、 羊、 籠、 驢馬 を 皆な 殺せ。 

其 他 之に 類した る 一一 一一 c 辭は g め 書の 所々 に 見當 ります、 贵下は 之 をし も 神の 言と して 見ら る k ので あり 

ます 乎。 

答、 それ は隨 分お 強い 御 詰問であります、 それに 對 する 辯 明 は 今 n まで 幾 個 も 提供され ました、 私 は 

今 玆にー 一つの 觀 察を呈 しまして 貴下の 御 參考に 供し やうと 思 ひます。 

(一) 斯 かる 残酷なる 宣言と 同時に 時代 不相應 の 高潔なる 道 德の舊 約 聖書に 示さる」 こと、 卽ち利 

未 記 十九 章 十、 八 節に ある 

汝、 仇を復 すべから す、 汝の 民の 子孫に 對 ひて 怨を懷 くべ からす， 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし 

是れ實 に キリ ストの 福 昔に 多く 劣らない 者であります、 殊に 同じ 利 未 記の 第 十八 章の 如き は 其當時 

の 社 會道德 として 實に 純潔なる ものでありまして、 ロ本國 今日の 社 會道德 とても 迚も 之に は 及び ま 

esij は 果して 神の @ なる 乎  六 五 七 
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せ ん 、 共當時 の道德 として 考へ て 見 ますれば 舊約 聖書 の 示す 道德は 比較 外 に 高潔なる もので ありま 

す、 其當 時の、、 ハビ n ン、 力 ナン、 H ジ ブトの 道德を 知る にあら ざれば 舊約 道德の 神聖 は 解りません „ 

(二) 貴下 は 驚きな さる 乎 も 知れません が、 聖書 は 道德の 書で もありません、 卽ち 所謂る 純正 倫理 

を 吾人に 傅 ふる 書ではありません. 変 書より 道德的 組織 を 編 出す こと は 出来ます、 然し 聖書 は道德 

組織ではありません、 取 \f- 書 は 人が 道德の 本源なる 神に 到. るの 道 を 示す 書であります 故に 其 人の 道 

德的 程度に 循っ て 神の M 意 を 彼に 傳 ふる 者であります、 聖書に 奴 隸を廢 止せよ と は 書い て ありませ 

ん、 故に 或 人 は 聖書 は奴隸 制度 を 許す 者で あると 云 ひます、 然し 決して 雨う ではありません、 聖書 

は 人の 祌の 子た る こと を敎 へて 奴隸 制度の 土臺を 毀し ました、 聖書 は戰 爭の廢 止を强 ひません、 然 

り、 或る 所に 於て は 之 を獎勵 して 居る やうに も兑 えます、 然しながら 聖書 は 人命の 貴重なる 理由 を 

敎 へて 戰-爭 をして 在るべからざる ものと なしつ、 あります、 聖書 は 道德の 原理 を敎 へます、 其 形式 

を敎 へません、 其 事 其れ 自身が 神の 言た る設據 となる ではありません 乎。 

其 五 砂礫の 福音 

問、 共 說明は 其 通りで あると 致しまして、 玆に 私が 聖書の 全 體を祌 の 一一 一一 口と して 受取れ ない 一 つの 事が 

あります、 それ は 聖書の 或る 部分 は實に 乾燥無味の 記事でありまして、 若し 是が 1K よりの 聲 である 

とならば 小川に 轉ぶ礫 も 神の 言でなくて はなり ません、 私 は 聖書の 中に 祌の 言の ある こと を 信す る 

こと は 來 ます る が 、 聖書 全體を 雨う 認める こと は まだ 出來ま せ ん 。 

答、 御 說御尤 であります、 利 未 記に 於け る犧 牲に關 する 精細の 記事の 如き、 歷代 史略に 於け る トー 章 


に涉る 人名 錄の 如き、 以西 結 書に 於け る聖殿 構造に 關 する 細目の 如き、 如何にも 乾燥 無意味の 事項 

の やうに 見えます、 然しながら 深く 聖書 を 研究した る 者 は是れ あるが 故に 聖書の 祌の 言た る を 担み 

ません、 否な、 返て 是れ あるが 故に その 祌の 作た る を 信じます。  、 

問、 それ は 何う いふ ものであります か。 

答、 貴下 は此 地球が 神の 作り 給 ふたもの である こと を 御 信じな さります 乎。 

問、 勿論 信じます。 

答、 若し 爾 うならば 聖書 も此 地球と 同じ ことであります、 此 地球 は耶馬 溪ゃ松 島ば かりで はあり ませ 

ん、 其 中には 漠々 たる 沙漠 も ありま すれば 茫々 たる 大洋 もあります、 然し 能く 考 へて 見 ますれば 此 

地球の 美 は 其 全 體に存 して 居る のでありまして、 其 常に 美 を 以て 稱 せらる X 小 部分 に^して 居る の 

ではない ことが 分ります、 聖書 も 同じ 事であります、 其 突と 完全と は 山上の垂訓 や 哥林多 前書 十三 

-51牟 の 愛の 賞 讚の 辭に 於てば かり 存 して 居る のではありません、 馬太傳 一章の ィ H スの 系圖も 確かに 

福音の 一 部分であります、 默 示錄卄 一 章の 天の 石垣の 描 寫も亦 希^の 新約の 一 部分であります、 基 

督敎の 精神 は 犠牲と 贖罪と にあります、 是れを 最も 細密に 敎 ふるもの は舊 約の 利 未 記であります、 

又 基督 敎の 大切なる 敎義の 一 つ は 豫ぉ叉 は 聖別であります、 爾 うして 歷代 史略の 永々 しき 人名 錄は 

選：^ の 系圖を 委しく 述べた 者であります、 小川の 岸に 轉ぶ 小石の 天然の 美 を 認め な いのは 見る 人 

の 無學に 由る のであります、 其 様に 聖書の 乾燥と 見 ゆる 記事の 中に 祌の眞 理を發 見し St な いのは 是 

れ亦讀 む 人の 無學に 由る のであります、 之 を 祌の靈 に 由て 解釋 して 御覽 なさい、 石 も 花と なりて 

いて 来ます。 

聖書 は 果して 神の 言なる 乎  六；. P: 九 
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其 六 インス ビレ 1 シ ヨン 

§r 仰々 インス ピレ ー シ ヨンと は 3： うい ふ 事であります か、 是れは 所謂る 天来の 思想に 接する とい ふ 

4；； であります 乎。 

答、 それ もィ ン スピレ ー シ ヨンの 一 稲で あるに 相違ありません、 然しながら 聖書の イン スピレ ー ショ 

ン なる もの は モット、 ズ ー ット 深い ものであります。 

IT や W の インス ピレ ー シ ヨンと は 何う いふ 事であります か、 お聞かせ 下さい。 

答， 欺， 書の イン スピレ ー ショ ンとは 神の 靈が 人の 靈に 降て 之を活 澄せ て 事を爲 さしめ ると 云 ふ 事で あ 

ります、 是れ は單に 思想 を俾 ふるとい ふに 止まりません、 亦 機械的 インス ピレ ー シ ヨンと 稱 して、 

之に 接した 者 は 自覺を 失 ひ、 己れ 知らざる 間に 神に 依て 語り、 叉 は 書いた と 云 ふやうな も あり 

ません、 人 問 は祌の 機械で はあります るが； 然し 祌は人 問 を 吾人が 機具 を 使 ふやう に は 使 ひ 給 ひま 

せん、 インス ピレ ー シ ヨン inspiration は卽 in-spil.it-ation でありまして、 靈 が人來 ると か 叉は靈 

を 吹 人れ る (in-breath-ing.) とか 云 ふこと であります、 面う して 聖書 は聖 靈の斯 かる 發 動に 由て 書 

かれた ものであります、 同一の 聖靈 が豫首 者 M レ ミヤに 降て H レ ミヤ 記が 成った のであります、 ィ 

ザャに 降って ィザャ 書が なった のであります、 同一 の 聖靈が 異様の 人に 降て 同じ 精 祌を俾 ふる 5^ ハ樣 

の 一 W が 出た のであります、 架 書の 聖書た る 所以 は 全く 此 一事に 在ります、 人が 寄いた もので ありま 

十る が、 人が s 分で 書いた ものではありません、 然り とて 他の 者が 來て手 習 師匠が 子供の 手 を 取て 

字 を 害 かせる やうに、 使徒 ゃ豫 一一 iH 者の 手 を 取て 諾 なしに 書かせた ものではありません、 祌の靈 が 


cooooo  oooooooooooooooooo 

人の 靈に 降て、 人 をして 自由に 書かせた ものであります 

問、 雨う いふ 事 は 出来る ものであります か。 

答、 出來る ものであります、 靈が靈 に 加 はる 時には 火に 油 を 加へ たやうな ものであります、 同じ 火が 

急に 其 光と 熱と を 高めます、 靈は 相互に 合一す る ことの 出来る ものであります、 雨う して 人の 靈と 

神の 靈とは 其 間に 量の 差と 淸 濁の 差と こそ あれ、 質の 差はありません、 故に 神の 靈が 人の 靈に 臨み 

ます 時 は 人の 靈は 急に 聖く 成り、 且つ 非常に 活力 を增 して 來 ます、 雨う して 其 結 として 彼の t:; 十す 

る 文 も、 彼の 語る 言 も 一 種 異様の 能力 を帶 ぶる に 至ります、 雨う して 聖書の 首は斯 かる 言で ありま 

す、 人の 口と 手と を 通う して 來た祌 の 言であります、 之に 人間的の 所が あるの は 人間 を 以て 書かれ 

たからであります、 然し、 活祌 的の 所が あるの は 神が 書かし めた 言で あるから であります、 爾 うし 

て此 特性 は 聖書 を 終始 一 貫して 居ります。 

間、 然し 同一 の 事 は s£ 曰 以外の 書に 就ても 云へ るではありません 乎、 ダンテの 神曲、 ミルトンの 失樂 

園、 是れ叉 一種の インス ピレ ー ショ ン ではありません 乎。 

答、 雨う であります、 然し ダンテ も ミルトン も 聖書に 依て 神の 靈に 接した 者であります、 今日と 雖も 

我等 とても 直に 聖靈の 降臨に 與 かる ことが 出来ます、 故に イン スピレ ー ショ ンは 聖書に 限る と は 勿 

論 言へ ません、 然しながら 聖書 は 亦 特別なる 意味に 於て 神の 書であります、 卽ち 神が まだ 廣く 異邦 

人に 聖靈を 注ぎ 給 はざる 時に 其 降臨 を 受けた 人の 爲 した 事 を 同じ 恩 惠に與 かった 人達が 書いた もの 

であります るから、 電氣學 の 語 を 以て 云 ひま すれば、 聖書 に 蓄電され たる 靈氣 は 甚だ 濃 厚で ありま 

す、 に 拔んで k 特 i に聖靈 の 書であります、 故に 後世、 之に 接觸 せす して 聖靈の 著しき 降 

聖書 は 架して 神の » なる 乎  六 六 1 
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臨に 與 かった ものはありません、 ム ー、 デ，' 氏 は 度々 曰 ひました 「余 は 聖書 は 聖霊の 書なる を 知る、 

そ は 之に 由て 聖靈 < ^に 降れば なり」 と、 雨う して是 れ 何人に 限らす、 近く 書に 接觸 した 者の 實驗 

する 所であります。 

問、 有難う 厶 います、 大分 善く 分りました、 尙ほ靈 ねて 伺 ひます が、 聖靈は 人に 降て 其感 能を强 くす 

るの みであります か、 叉 は それと 同時に 新たなる 眞理を も 人に 傅 ふる 者であります 乎。 

答、 哥林多 前 害 一 一お の 十 節 以下に 斯う 書い てあります、 

^靈は 萬 事を究 知り、 又 神の 深 事 をも究 知るな り、 それ 人の こと は其屮 にある 靈の 外に 誰か 之 

を 知らん や、 此の 如く 神の こと は 祌の靈 の 外に 知る 者な し、 

神の 事 を 知らん と 欲せば、 殊に 神の 心 を 知らん と 欲せば、 神の 靈に 由る より 他の 途 はありません、 

聖書 は 神の 精神 をのみ 傅 ふるものではありません、 人類の 救^に 關 する 祌の大 なる 事業に 就て 示す 

者であります、 目、 未だ a す、 耳、 未だ 聞かす、 人の 心、 未だ 念 はざる 事 を 傅 ふる 者であります、 

是 事を稱 して 默 示と 云 ひます、 默示は 事 實的ィ ン スピレ ー シ ヨン であります。 

問、 聖書 は 神の 眞理を 傅 ふる 書なる が 故に 神の 書で あると 云 ふ 事 は 解ります るが、 それが 故に 聖書の 

文字まで が 神の 屬 であると は 如何しても 受取れ ません が、 ^何です か。 

答、 中 K 下 は 文章 を 書かれた ことがあり ませう、 其 時 貴下 は 思想と 文體と を區， g する ことが 屮： 來ま すか- 

眞 正の 文章 は 生物の やうな ものであります、 其 生命と 肉 體とを 別つ ことの 3： 來る もので はあり ませ 

ん、 思想 は 文-; l3f の 生命でありまして、 文體は 其肉體 であります、 一 一 者 同 一 物でありまして 一 は 他 を 

離れて：. i: 立す る 者ではありません、 聖書 は祌の 一一 一一 n であります、 神の 思想が 神の 文字 を 以て 顯 はれた 


^であります、 成程 文字 其 物 は 人の 造った もので ありませ う、 然し 其 人間の 造った」 父 字が 聖靈 の- 

坩堝の 中に 鎔解され て、 新たなる 鑄 型の 中に 注 込まれて 出来た 文字であります、 私 は 勿論 此神 造の 

文字が 今日まで 柯 の缺 損なし に 傅 はった と は 一一 一一 11 ひません、 然 かし 八 「日 尙ほ存 して 居る 所の 其 形から. 

推測して 見ましても、 共 決して 尋常 普通の 文字で ない こと は 能く 分ります、 玆に 於て か 聖書 を 原語 

其 儘に 於て 研究す るの 必要が 起きて 來 るので あります、 聖書 は 最も 飜譯し 易き 書であります るが、 

然し 如何に 善き 飜譯 でも 原文に 及ばない こと は 勿論であります、 詩人 カウ パ ー の 牧師な りし 一一 ュ ー 

トンと 云 ふ 人が 希； e 來 語を稱 して 「祌の 言語」 なりと 云 ひました の は 決して 迷信ではありません、 

神の 直接なる 深き 感化 を受 くるに 非れば 斯 かる 簡潔に して 力強き 言語 は 決して 起らなかった と 思 ひ 

ます、 モ ー ゼの 十誡 を 原語の 希伯來 語に 護んで 實に その シ ナイ 山 を 轟かした 首辭 であった こと を覺 

ります。 

問、 雨う 御說 明に なりまして 聖書の 如何に 贵き 書で ある 乎が 察せられます、 然し、 斯 かる 貴 さは 私の 

到底 想像す る こ と の 出来な い 所であります。 

答、 雨う であります、 聖書が 神の 言た るの 實證は 之 を 一 つの 古典と して 攻究した 位 ひで 分かる もので. 

はありません、 之 を 數十百 囘謹讀 す るの は 勿論、 其 敎訓を 自己の 身に 實 行して 見て 始めて 其祌 の 言. 

なること が 分かる のであります、 イエス は 白され ました、 

人、 若し 我 を 遣し. 1 者の 33 に從 は、 く 此敎の 神より 屮 I るか、 又 己 (人) に 由り て 言 ふなる か を 知 

るべ し (約 や 5 傳七章 十七 節) 

詰る 所、 聖書が 神の 言た るを識 るの 途は唯 是れー つであります、 聖書の 言に 貴下の 良心 を 照らされ. 

聖 霄は 果して 神の 一一 IK なる 乎  六 六 三 
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て 御覧なさい、 其 罪の 詰責に 遭 ふて 御覽 なさい、 爾 うして 終りに 其 救 ひに 與 かって 御覽 なさい、 髯 

下 は 其、 誠に 實に 神の 言で ある こと をお 信じな さるに 至り ませう、 私が 今日 申 上たい 事は是 丈け で 

あります、 サョ ナラ。 


三位 ー體 の敎義 

其 一 余は斷 じて ユー 一 テリアンに 非す 

問、 基督 敎に 三位 一 體と云 ふ 事が ある さう です が爾 うであります 乎。 

答、 有ります。 

問、 それ は 何う 云 ふ 華であります 乎。 

答 * それ は 祌はー つで ある、 然し 單獨 omit) ではない、 彼 は 三つの ペルソ ナ (persons) として：！；： 在 
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する、 然 かし 三つの 異 つた 神が あるので はない、 父、 子、 聖靈、 各 神であって、 爾 うして 神と は 

此の 三位の 一 致した る 者 (unity) であると、 斯う 云 ふ 事であります (ぺ ルソナ の 解釋は 後で 致し ま 

す)。 ； 

問、 私に は 込 人て 少しも 解りません が、 今日で も 雨う 云 ふ 事 を 信じて 居る 者が あります 乎。 

答、 有ります、 私 も爾ぅ 信す る 者の 一 人であります、 私 は 確かに^に 謂 ふ 唯 一 祌敎 者卽ち ュ 一一 テリア 


ン ではありません。 

問、 神 は 一 つで ある、 然 かし 三位で ある、 然 かし 三つの 神が あるので はない と、 夫れ は 全く 解し 難い 

事でありまして、 私に は 此點に 於て は ュ 一一 テリアン の 信仰の 方が 優に 單 純で 且つ 理に合 ふて 居る や 

うに 思 はれます が、 如何です 乎。 

答、 左様であります、 ュ -ー テリアンの 信仰の 方が 單 純で 合理的で ある 乎 も 知れません、 現に 近顷 私の 

知って 居る 或る 有名なる ュ 一一 テリアンの 敎師 先生が 私共の 前で 「我等 ュ 二 テリアン 敎徒は 三位 ー體 

と 云 ふやうな そんな 馬鹿 氣 切った る 事 を 信じない」 と 申されました、 叉 近頃で は自 から オル ソドッ 

タス (正統派) であると 稱 せられる 人々 の 中で も、 ィ H スの 人格で あると か、 社會 救お であると か 

云 ふ 事に 重き を 置かれまして 三位 一 體の 敎義の 如き は 全く 度外視され、 斯 かる 信仰 は懷 くも 雍 つる 

も 基督 敎の 信仰に は 何にも 關 係がない など 云 ふ 人が 澤山 居られます、 然 かし 私 は 雨う は 信じない の 

であります、 私 は 三位 ー體は 基督 敎の 敎義の 中で 最も 大切なる もの、 一 つで あると 信す るので あり 

ます、 斯く 信す るの は 勿論、 或る 外 國宣敎 師を歡 ば せんとす るからで はありません、 斯く 信す る も 

信ぜざる も 私の 身に 取て は 何の 利益 も 損害 もない のであります、 前に も 背て 巾 上げました 通り、 私 

は 私の 信仰の 絕對的 自由 を 守らん がた めに 世の 敎會 なる ものと は 何の 關係を も 有たない 者で ありま 

す。 

問、 效 ねて 雨う 承け 玉 はりました 故に 私 は 殊更ら に此 點に關 する贵 下の 御 信仰に 就て 伺 ひたく 思 ふの 

であります、 只、 私の 如何しても 解りません こと は、 近世 敎育を 受けられ、 且つ 理學の 御 嗜好 ある 

貴下が 三位 一 體と云 ふやうな、 私供の 服から 兑 ますれば 全然 不合理なる 事を眞 面目に 信ぜられる i 

1 二位 一 體の 敎«  六 六 五 


«1 s  a  ii  s  六 六 六 

云 ふ 事であります。 

答、 御、 懷疑 は御尤 であります、 私 S 身と て 一 朝 一 夕に して 此 信仰に 達した 者ではありません、 私 も 事 

物の 單純を 愛する 者であります から、 若し 唯一 神說が 私の 心 をして 滿 足せし むる に 足る 者で ありま. 

すたらば、 私 は 速くに 之 を 信じた であら ふと 思 ひます、 然し 三位の 神 を 信す るに あら ざれば 私の 理- 

性 も 心情 も 平穏なる 能 はざる が 故に 竟に 今日の 信仰に 至った のであります、  故に 此大 問題に 關 する 

御 質問の 廉々 に對 して は 私の 屮 H 來 得る 限りの 力 を 以て 之に 應 じたく 欲 ひます、 然し 問題 は 至て 廣濶 

あります から 御 質問 は 成るべく 簡潔に 願 ひます。 

問、 承知 致しました、 有難う 厶 います、 それで は 先づ伺 ひます が、 基督 敎の 聖書 は 確かに 三位 ー體の 

敎義を 掲げて 居ります 乎、 私はュ -ー テリアンの 敎師の 口より 聞きました、 叉 其 著書に 由て 讀 みまし 

た、 聖書 は斯 かる 事に 就て は沈默 である、 是れ は. 後世の 基督 信者の 迷信に 成った 敎條 であると のこ 

とであります が、 それ は 如何い ふ ものであります か。 

其 二 聖書に 顯 はれた る 三位 一 體 

答、 御 尤の御 質問であります、 私もュ 一一 テリアンの 人々 より 度々 斯 かる 責問を 受けました、 さう して 

私 も 一時 は 非常に 迷 ひました、 然し 聖書の 研究 を繼 ける の 結 架、 今 は 其 迷 誤 は 解けました、 彼等の 

曰 ふ 所 を 貴下 の御懷 疑と して 一 々述べ て 御覽 な さ い " 

問、 ュ -ー テリアン は 巾し ます、 聖書 中、 三位 ー體を 明白に 指示して 居る 所 は 唯一 箇所し かたい、 それ 

は英譯 聖書の 約 翰 第一 書 五 章の 七 節であって、 それ を和譯 すれば 


天に 在て 證を なす 者 は 三な り、 父と 道と 聖靈 となり、 而 して 此 三つ は 一 たり 

となるとの ことであります、 然 かし 三位 ー體 論者が 金城 鐵壁 として 賴 りし 此 一 節 は 近世 批評 學の解 

剖 刀に 由て 聖書 中に 存在すべからざる ものと して 切 取られた さう であります、 爾， つして 現に 改正 英 

譯 聖書に は此 一 節が 刪って ある こと は 私の 承知す る 所であります、 貴下 は 其 事 を 御 承知であります 

乎。 

答、 承知であります、 私 は 常に 怪んで 止みません、 ュ 一一 テリアンの 先生方が、 今日に 至る も 尙ほ此 事 

柄 を 取て 三位 一 體說の 攻撃の 材料に 使 はる i 事 を、 爾 うして 是れは 日本の ュ -ー テリアン 敎 徒に 限り 

ません、 學術 進歩 を 以て 誇る 新 英洲に 於て すら、 歷々 のュ 一一 テリアン 學 者が 此 古き 舊き 材料 を 引い 

て 三位 一 體說を 嘲け りつ k あります、 是れ は實に 奇態な 事であります。 

問、 然れば 三位 一 體の敎 義は此 疑 はしき 一 節の 上に 掛 つて 居る のでない と 仰せられる のです 乎。 

答、 勿論です、 此 一節の 疑 はしい ものである 事 は 早くより 聖書 學 者の 中に 解って 居りました、 故に 一!^ 

頃 或 人が 或る ュ 一一 テリアンの 博士の 攻撃に 答へ て 巾し ました 「過ぐ る 百年 間、 名 を 知られた る オル 

ソ ドック ス 派の 神 學者 中、 此 一 節に 據て 三位 一 體の 信仰 を唱 へし 者な し」 と、 私 も爾ぅ 信じます、 

叉ュ 一一 テリアンの 中で も 公平なる 聖書 學者 H ヅラ、 アボット 氏の 如き は 明. 白に 三位 一 體の敎 義の此 

一 節と 浮沈 を 共に する 者で ない 事を唱 へ て 居ります。 

問、 若し 雨うならば、 聖書の 何處に 三位 一 體が敎 へて あります 乎。 

答、 聖書の 何處 にとの 御 質問であります 乎、 私 は 逢 書 到る 處と巾 上げたい 程であります、 キリストの 

神性 問題と 三位 一 體 問題と は 相關聯 する 問題で ある こと は 申 上げる まで もありません、 雨う して 直 
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接に 乂は 接に キリストの 神性 を 表示して 居る 所の 聖書の 語 は 亦 直接に 又 問 接に 三位 一 體を 示す 

る もの であります。 

問、 例へば M うい ふ處に 三位 一 體が表 はして あります 乎。 

答 >  先づ誰にも能く解かる^^から巾上げませぅ、 1;5太傅|£廿八章十九節に在るキリストの，#^^ぶぉー命 

令の 語に 就て 考 へて 御 覽 なさい。 

雨 W: 行きて 萬阈の 尺に バプ テス マ を 施し、 之 を 父と 子と it 靈の 名に 入れて 弟子と なし 云々 

此處に 三位 一 體の敎義は：^取も明白に示されて居ります、 若し 此 一 節 を 希 職 原文 か 又は 英譯 iffiE に 於 

て讀 まる i ならば w„{ らに 明.；：： に 御 解かり になる こと k 思 ひます、 玆に 「名」 と あるの は英譯 では 

二 le  Name とありまして、 一 つの 名であります、 劳し 父と 子と 聖靈 とが 三 個训々 の 神で ありますな 

らば the  Namos 卽ちー つ 以上の 名と 記されなければ なりません、 日本語、 支那 語 を 除いて は 共 他 

の國；^liには大抵名詞に§i數のものと複数のものとがぁるのは御承知の通りでぁります、 爾 うして 玆 

にある 「名」 は單數 名詞であります、 軍數 名詞が 三侗、 卽 ち複數 名詞 を 受けて 居る のであります、 

それ故に 此 一 句 を 解し ますれば、 父と 子と 聖靈 なる 一 つの 神と なる ではありません 乎、 爾 うして 是 

れは 確かに 三位 一 體の神 を 示して 居る ではありません 乎。 

^、 其 他に M 返に 三位 一 體が顯 ばして 有ります 乎。 

答、 ^林 多 後書 十三 章 十四 節に 有る バウ a の 祝 幅の 辭を 御覽 なさい、 

OOOO0OOOOO  0  0  0  0  0 ミじ は"  ナベて 

^く は主ィ H ス キリストの 恩と 神の愛と It 腹の 交際、 雨 前：： 衆と 偕に あらん こと を、 

恩 も 愛 も 平和の 交際 も 皆な 神より ST つるお なること は 誰も 知つ て-店り ます、 然るに 玆處 には此 等の 


た ** もの  しろ 

三つの 恩賜が 三つ の實在 者より 下る ものと して 記して あります、 此事も 亦 確かに 三位の 神 を 示す も 

のではありません 乎、 此處に 云 ふ 「神」 は 「父なる 神」 を 指す 者で ある こと は 謂 ふまで も ありませ 

ん、 

ねん  テキスト  - 

問、 念のため モウ 一箇所、 贵 下が 此敎義 の 憑 語と せらる、 所 を 示して 下さい。 

答、 約 翰傳十 章 以下 三 章 は 父と 子と 聖霊との 關 係を說 いて、 最も 懇切-に 三位の 神 を 我 儕に 紹介す る 

者であります、 共 中 十 §： 章の 廿三節 を御覽 なさい、 

ィ エス …… 口 ける は 若し 人、 我 を 愛せば 我 言 を 守らん、 且つ 我が 父 は 之 を 愛せん、 我 倚 来りて 

彼と 偕に 住むべし。 

「我 儕」 の 二字に 注意して 下さい、 ィ H スは 自己 を 天の 父と 同一の 者と 見做されて 居ます、 彼 は 父 

と 偕に 信徒の 心に 宿らん と 玆に雷 はれて 居ます、 雨う して 二者が 斯く 宿らせ 給 ふに 「慰む る 者」 又 

ま こ IJ みたま  なぐさ む る もの 

は 「眞理 の靈」 叉 は 「訓 慰師」 卽ち聖 ー靈を 以てせら る、 こと は 前後の 關 係から 見て 明かであります、 

卽ち 聖書の 此 語に. S り ますれば 聖靈 として 我 倚 信者の 心に 宿らる &者は 單獨の 神で はなく して 彼 は 

父、 子、 聖靈の 神で あ， るとの ことであります、 「我 儕 来りて 彼と 偕に 住むべし」 と は キリストの 貴 

き 語であります。 

ir 新約聖書に は 或は 三位 一 體の敎 義を釀 す やうな 斯 かる 語が あるか も 知れません、 然しながら 是れ 

或は 當 時の 思想界の 感化 を 受けた 爲 であって、 基督 敎の 本源た るュダ 敎は嚴 格なる 惟一 祌敎 を唱へ 

ド グ マ  こんせき 

た^であります から、 ュダ敎 の 聖典た る舊約 聖書に は 三位 一 體と云 ふが 如き 敎條は 其 痕迹だ も 留め 

ない と m 心 ひます が、 爾 うではありません 乎。 
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答、 大膽 なる 御 赏 問であります、 茈督敎 は 勿 41 ュダ敎 より 出た おであります、 故に 新約の 敎篛は 皆な 

舊 約に 根ざして 1^5 る ものであります、 舊約 聖書 は嚴 格なる 惟一 祌敎 を唱 へる 者で あるから、 其 中に 

は 多 神敎に 類した る 三位 一 體の 敎義の 如き 者 は 其 痕迹だ も §H めて 居るまい と は、 御 疑問と して は 至 

て 痛快の やうに 聞え ますが、 然 かし 失 禮の巾 分で はあります るが、 聖靈御 研究の 程度 を 御 示しに な 

るた めに は 少しく 貴下の 御 不利益で は あるまい 乎と 思 ひます。 

sr 御 冷 かし は 御免 蒙ります、 只、 私の 疑 ひの 點を 明かに して 下さい。 

答、 先づ 創世記の 第 了 U 第一 節 を 讀んで 下さい、 聖書の 頭 第一 の此 一節に 三位 ー體の 敎義が 含まれ 

て あると 私が 申しましたならば 貴下 は 驚きな さるで ありませ う。 

^、 如何にも 左様であります。 

答、 然し"； ルは： E にも 私の 牽强附 會の說 ではありません、 若し 少し 深く 聖書 を 究めて 見 ますれば 此 一節 

の 中に 實に 容易なら ぬ、 而 かも 一 見して 不審に 堪えぬ 事實が 示されて 居る ことが 分かります。 

問、 それ は 何う 云 ふ 事であります 乎、 伺 ひたい ものであります。 

答、 「元始に 神、 天地 を 創造り 給へ り」、 鼓に 祌と ある 名詞 は單數 名詞ではありません、 希伯來 語の 

Elohim でありまして、 ；E1 とか、 Elctlh とか 云 ふ 「祌」 と 云ふ詞 の複數 であります、 故に 若し 字 

義 なりに 此 一節 を 解し ますれば、 元始に 一 つの 神が 天地 を 創造り 給 ふたので はなく して、 一 つ 以上 

の 神が 之 を 創造り 給 ふたとの ことであります、 卽ち 宇宙 |s 内 物の 造 主 は God ではなく して Gods で 

あつたとの 事であります。 

それで は 聖書 は始 から 多祌 敎を敎 ゆる 者であります 乎。 


答、 雨う ではありません、 決して 雨う ではありません、 其|?^-は此 一 節を終りまで讀んで見ますれば能 

く 分かります、 「祌」 を複數 名詞に 作って 居る 此 一 節 は 「創造る」 なる 動詞 を 單數に 作って 居り ま 

す、 爾 うして 「動詞 は 其數に 於て は 之 を 支配す る 名詞に 一致すべし」 と 云 ふ 文法め お 則に 從 ひます 

れば此 一 節 は 確かに 文理に 叛 いて 居る ものであります、 之 を 英文法 を 以て 一一 一一 ロひ顯 はし ますれば Qod 

makes は正當 でありまして G21S  makes は 問 違 ひであります、 然 かしながら 兹に 此明狀 なる 文法 

上の 間違 ひが 聖書の 劈頭； 一 に 行 はれて 居る のであります、 或る 批評家が 聖， 書に は 文法 上の 間遠が 

澤山 あると 云 ひて 此書 を輕 蔑ます が、 それ は 一理 ある 言であります、 聖書 は 神の 大眞 理を顯 はすた 

めに は 人間の 造った 文法 上の 規則に は 拘泥 致しません、 聖書 は 必要の 場合に は斯 かる 法則 は 自由に 

之 を 破ります、 爾 うして 創世記 第 一 章 第 一 節が 其 一 例であります。 

問、 然 らば 文法 上の 此違範 は 何 を 意味し ます か。 

答、 一 つ 以上の 祌が相 一致して 一 つの 神と して 天地 萬 物 を 創造り 給 ふたとの 事 を 意味し ます。 

問、 それ は實に 奇態な 事 を 伺 ひます、 然 かし 兹に云 ふ 「祌」 Elchim なる 複數 名詞 は 習慣 上 ffif 數 名詞 

として 用 ひられた ものではありません 乎、 共 一例に は 漢字の 「朕」 は 國民全 體を代 9^ する il であつ 

て、 實は 「我等」 と訓 むべき 者で ある さう です、 希伯來 語の Elohim  (H  B ヒム) も 其 類で はあり 

ません 乎。 

答、 或 ひ は 雨う かも 知れません、 然 かし： お， らに 奇態なる こと は 同じ 創世記 第一章の 第卄六 節に 於て 顯 

はれて 居ります。 

神 言 ひ 給 ひける は 我 倚に 象りて 我 倚の 像の 如くに 我 擠人を 造り 云々 
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神 は玆に 三度まで 自己 を 我 儕と 稱 びつ k あります、 又 同じ 三 t 十の 廿ー 一節に は 

^^ ホバ神ロひけるは視ょ、 かの 人 (1^ を 犯せる 人) 我等の 一 の 如くな りて 云々 

「我等の 一」 と 言 ひ 給 ふ 神 は 決して 單獨 ではありません、 斯 かる 祌は其 中に 自他 相 對の關 係の ある 

祌 でなければ なりません、 此事を 哲理 的に 解す る は 困難で あると 致しまして、 聖書の此記_5^の屮に 

此 解し 難い 事實の 伏在して 居る こと 丈け は 明かであります。 

ir 問題 は 愈々 六ケ 敷くな りました、 舊約|\^書は同 一 の 事 を 他の 所に 於ても 示して 居ります 乎。 

^、  ：5 ります、 然かし此|5^-は和譯又は英譯架書で讀んでは分かりません、 然 かしながら 舊約 聖書の 書 

かれた る 希们來 語で 請んで 兄 ますれば 明かに 分かります。 

iT 共 二三の 例を擧 げてド さい。 

答、 §,^書中、 神 を Elohim  (H  口 ヒム) とか Aacuim  (アド 一一 ム) とか 稱 して 5^ る 所 は §3 な此 類で あ 

ります、 而 うして 舊約 聖書 は 祌を稱 び 奉る に 滅多に 單數 名詞 を 使って 居りません、 其他亢 の 例 を 御 

覽 なさい。 

汝の少 き 曰に 汝の造 主 を 記え よ (傳 せ」 之 書 十二 章 一 節)。 

玆 にある 造 主と は 英語に 譯し ますれば Creators と 云 ふべき 者でありまして 複數 名詞で あり 升。 又 

汝を 造り 給へ る (Makers と譯 すべき もの、 複數 名詞な り) は汝の 夫な り (W 赛亞書 五十 四 章 五 

節)。 

共 他 枚 m する に： おありません、 舊約聖書の神が單獨の神でなぃiJ^^丈けは疑なぃ^^^-でぁると思ひます。 

IT 然かし其事を^^書の他の明霄と如何して 一 致させる第が出來ますか、 モ ー ゼは イスラ H ルの 民に 


告げて 曰 ふたではありません 乎。 

iiv ひとり 

イスラ H ルょ、 聽け、 我 儕の 祌 エホバ は 惟一 の エホバ なり (申命記 六 章 四 節) 

此 一 節 は 以て 淮 一 神敎の 毀つべからざる 基礎と なすに 足りる ではありません 乎。 

答、 左様であります、 然し _此 所 は 其 御 質問に 對 して 御 答へ. e. すべき 所ではありません、 貴 ドの御 質問 

の 主 33 が舊約 聖書に 一位 以上の 神の 存在 を 認めて 居る 所が ある 乎との 事で ありまし たから、 私 は 其 

證 據を擧 げたので あります、 如何して 惟一 の 神 H ホバが 三位で ある 乎、 それ は 全く 刖 問題で ありま 

す。 

あと  ど こ 

問、 然れば 其 事 は 後で 伺 ふ 事に 致し ませう、 然 かし 只今 伺って 置きたい 事 は舊約 聖書の 何 處に此 H  n 

しろ 

ヒ ム なる 者が 三位で あると 云 ふこと が 記して あります 乎。 

答、 コ 一位 ー體の 敎義は 新約聖書に 於て 明かに 示された 者でありまして、 舊約 聖書に 於て はた 其徵候 

を 見る まで 5^ あります、 然 かし 徵 候と は 云 ひます もの k 之 を 新約の 默 示と 善く 較べ て 見 ますれば 誤 

るべ からざる ものであります。 

問、 それ は 3： 所に あります 乎。 

じ よ、..' ちゃ V.-  お そ 

答、 問題が 餘り 長くなりまして、 冗長に 流る.^ の 虞れ があります から 私 は兹に 之を聖 句の 摘 指に. め 

て 置きまして 後 は 他の 問題に 移りた く E 心 ひます、 子なる 祌の 存在 は 創世記 廿ニ章 十一、 十二 節、 箴 

言 八 章廿ー 一節より 卅 一 節まで 等に 示されて 居ります、 聖靈の 神の 存在 は 創世記 一 章の 二 節、 以賽亞 

書 六十 三 章の 十 節、 以西 結 書 卅七章 九 節 等に 顯 はれて 居ります、 御 暇の 節に 是 等の 箇所 を 御 照合せ 

なさって 御覽 なさい.、 多少 御 了解に なること も あら ふと 思 ひます。 
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K  s 敎 ii 答  六 七 SI 

問、 然れば 御 說に從 ひまして 聖書に は 一位 以上の 神の ある ことが 敎 へられて あると 致し ませう、 然か 

し兹に 至て 他の 大 問題が 起って 來 るので あります、 卽ち S; やれ 理性に 合 ふ敎義 である 乎、 ^時の 御說 

の 通り 宗敎 は现論 以上で あると 致します る もの」、 然り とて 理性に 全く 適 はない 事 を 私供 は 信す る 

事の a-: 來な いのは 御 承知の 通りであります、 貴下 は 三位 一 體の 敎義は 理性 を 以て 近づく ことの 出來 

る 問題で あると 御 信じな さるので あります 乎。 

其 三 三位 ー體の 哲理 的說 明 

答、 左様であります、 私供 は 现性を 以て、 卽ち： 竹现 的に 此 高遠なる 敎 義を說 明し 霊す ことが 出來 ると 

は 霄 ひません、 然しながら 神に 關 する 眞 斑で ある 以上 は哲现 的に は 攻究し 得ない 眞现 であると も 一一 m 

ひ 得ません、 人間の 理性の 屈く 所まで は 最も 有益に 攻究し 得る 問題で あると m 心 ひます。 

問、 然 らば 明 狀に伺 ひます が (ドウ ゾ」 ssm の 罪 を 以て 私 を 責めないで 下さい)、 如何して 三つの 者が 

一 つで あり？ ます 乎、 若し 3  =1 であり、 1 = 3 であると 一一 一一 n ひますならば 數學の 土臺が 崩れて 了 ひ 

まして 骨に 算數學 なる もの は 其 迹を絕 つに 至る ではありません 乎。 

答、 御 質問 は 御 いであります、 西洋に も斯 かる 質問 を 試みる 者が あります、 バべ ー ジ 氏の 三位 ー體に 

對 する 数學的 反對說 なる もの は 貴下の 御 質問と 同じ ものであります。 

問、 それに 對 して 贵 F は 如何 御 答へ になります 乎。 

答、 私 は 斯う 答へ ます、 貴下 は祌の 何たる 乎 を 能く 御考 へに ならない、 貴下 は 神 は 石 か 木で ある やう 

に考 へられて ほる、 若し 三 個の 石が 一 個の 石で あると 云 ふなら ば 數现學 の 根本 は 崩れて 了 ひませ う、 


然しながら 意志と 感 能と 情 性と を備 へたべ ルソナ が 三つ 合して 一 つで あると 云 ふこと は 直に 以て 背 

理 として I 非 斥す る こと はない と、 斯う 答へ ます。 

問、 其 事 は 私に は ドウしても 分かりません、 全體 ペルソ ナと はどうい ふ 者であります 乎。 

答- 其 御 質問 は赏 に適當 なる ものであります、 ペルソ ナの 何たる 乎が 善く 分らす して 三位 ー體は 論ぜ 

られ ません。 

問、 然ら ばべ ルソナ の御說 明に 就て 充分に 伺 ひませ う。 

答、 ペルソ ナは拉 典 語でありまして、 英語で Person とか Personality とか 云ふ詞 であります、 此詞 

を 和 譯し叉 は漢譯 する の は 至て 困難であります、 英華 字典に は 此字を 「ー侗 人」 とか、 二位」 と 

か、 叉 は r 爲人」 とかに 譯 してあります、 是れは 何れも 人に 屬 する 性質 を 示した 譯 字でありまして、 

未だ 以てべ ルソ ン 又は ペルソ ナの眞 意を盡 した ものと は 一一 目へ ません、 勿論 吾人 は 始めに 人に 由て ぺ 

ルソナ の 何たる 乎 を 知る のであります から、 人の 屬性 として 之を考 ふるの は 左 も あるべき であり ま 

する が、 然り とて ペルソ ナは必 す 人に 屬 する 性で あると 云 ふの は大 なる 間違であります、 ペルソ ナ 

は 靈の屬 性であります、 さう して 靈は 人に 限りません、 然り、 完全なる ペルソ ナは 人に 於て 顯 はる 

る ものではありません、 人 は 不完全た る ペルソ ナ であります、 完全なる ペルソ ナは祌 であります。 

問、 さう 仰せられましても ぺ ルソナ の說 明に はなり ません。 

OOOO0-OOCOOOOOOOOOOOOOOOO 

答、 承知 致ました、 ペルソ ナとは 意志と 智 性と 能力と 愛 心と を ■ へた實 在 物であります、 さう して 之 

等 を 完全に 備 へた 者 は 神の みであります、 人 は 神の 象に 像ら れて 造られた 者であります から- 矢 張 

り ペルソ ナ ではあります るが、 然 かし 不完全なる ペルソ ナ であります、 神の 事 を 攻究す る 時の 普通 
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基 s  !8 問 答  六 七 六 
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の 誤謬 は 人 を 本位と して 立て k 祌の事 を 人の 率より 推斷 する こと で 有ます、 然 かし 完全 は 不完全よ 
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り 推して 知る 事の 出来る ものではありません、 完全の 標準 は 完全 其 物であります、 ； W を 知って 始め 

て 人 を 知る ことが^ 來 るので あります、 ペルソ ナの 何たる も 之 を 完全に 知らん と 欲すれば 神に 於て 

之 を 知る より 外に 途 はありません。 

問、 ペルソ ナの 3： なる 乎 は御說 明に 由て 少しく 分かりました、 然 かし それが ドウして 三つ 相 集って 一 

つで 在る ことが 出来ます 乎。 

答、 ドウして との 空理 屈 を 巾 上げる こと は 出来ません、 然 かし 其 赏 例に 近き もの を 中 上げる こと は 出 

来ます、 加ル 書の 敎訓で 我國の 漢學者 流が 非常に 嫌 ふ 一節が あります、 それ は 夫^に 關 する i\f 書の 敎 

訓 であります、 

是 故に 人 は 其 父母 を 離れて 其 妻に 好 合 ひ 一 一人 一 體 となるべし (創世記 二 章サ四 節) 

共道德 上の 可否 は^ 問題と 致まして、 此 一 節の 中に 深い 心理 學 上の 眞理が 含まって 居る こと は 確か 

であります、 卽ち 夫；^ たる 者 は ニ侗^ 々の ペルソ ナ性を 有した る 個人であります けれども、 若し 其 

意氣相 投じ、 熟 相 合する の 場合に 於て は 二人 は實に ー體と 成る との 事實、 是れ であります、 二人 

が 一 體、 ，s ち 一 人と たる、 而 かも 一 人で はない 一 一人で あると は 數理學 から 一一 一一 n へば 背理の 最も 明かな 

る 者で はあります るが、 然 かし 愛情 を 有する 人の 特性と して 考 ふれば 決して 怪しむ に 足りません。 

亦 近^に 至りまして 國家學 なる 者が 起り まして、 學者は 國家を 一 個人 體 として 41 する に 至り まし 

た、 而 かも 國〈> ^なる 一個人が あるので はありません、 國家と は 四 干 萬と か 五 千 萬と かいふ、 ^々^ 

^の 人が 相 集て 造った 者であります、 然 らば 國.； なる もの は 無い かと 云， に 有ります、 一定の 意 


志 を 有ち、 目的 を 有ち、 之 を 組織す る 個人の 盛衰に 關らす 進歩 發 達する 國家 なる 一個人 體が ありま 

す。 

O00000O00O0O0O0O0O0O000000000000 

其 事 は 何 を 示します 乎、 人の 心 は 或る 場合に 於て は 融和 投合して 一 つと 成る と 云 ふ 事 を 示す では 

ありません 乎、 四千 五 百 萬 個の 石 を i めた 所が 矢張り m 干 五 百 萬 個の 石より 他の物ではありません、 

然 かし 或る 高貴なる 目的の ために 四千 五 百 萬の 人 を 結合して 御覽 なさい、 是れは 一 侗人體 となり ま 

す、 卽ち 一 國家 となりまして、 泰山 を も 崩し、 大 睦 を も 一；4： む 力と なります、 数理 學の理 を 以て 人事 

を 量る 者 は大に 誤ります、 ベ ルソナ 性 を 有する 人 は 多くの場合に 於て は 數理學 の 法則の 外に 立つ 者 

であります。 

勿論、 夫婦と 云 ひ、 國 民と 云 ひ、 孰れ も 不完全なる ペルソ ナ であります から 其 糾合 一致 も隨 がつ 

て 不完全であります、 故に 彼等が 一 體 となる の狀を 以て 直ちに 之 を 三位の 神に 適用す る こと は屮 Z 來 

ません、 然 かしながら 三位が 一 體 となりて 存在す る ことが 出來 るとの 事 を 推量す るた めに は 充分な 

る思料として用ゅることが屮^^ます、 バ ベ —ジ 氏の 三位 一 體に對 する 數學的 反 對論は 之 を 心理 學的 

に 攻究 すれば 跡形な きものと なりて 消 ゆると 思 ひます。 

問、 御說は 大分 明白に 分りました、 然し 爾ぅ 致した 所が 三位 ー體の 敎義は 吾人が 神に 就て 懷く 所の 思 

想 を 無益に 複雜 ならしめ、 それが ため 吾人が 思想 的に 得る 所 は 少しも 無いで はありません 乎、 「神 

は 一 なり」 と 云へば それで 人生 を も 宇宙 を も 至て 容易く 解釋 する ことが 出来まして、 思想 上の 便利 

ちへ 

は此 上ないで はありません か、 爾 うして 總て 天然の 法則 は單 純なる 丈け それ 丈け 眞理に 近いで は あ 

りません 乎。 
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卜^  問答  六 七 八 

答、 私 は 雨う は ひません、 成程、 思想 上、 單純は 甚だ 貴ぶべき 者であります、 然 かした、，、 に單 純な 

れば とて 夫れ で 貴い のではありません、 多くの 懶惰 書生 はた 單に 問題の 容易な らん こと を 祈り ま 

す、 若し 宇宙が 水 か 水晶の やうな 單純 透明の 者で ありましたならば 哲學 者が 出て 之 を說明 せんがた 

めに 彼の 頭 腦を碎 くの 必要が なくして 嘸ぞ 宜しから ふと 云 ふ 人 も ありませ う、 然し 宇宙の 美 は斯か 

る 容易なる 美で ない 事 は 誰も 知て 居ります、 宇宙の 造 主なる 神の 美 も 同じ ものであります、 或る 意 

-„i ^から 云 へば 神は單 純であります、 彼に は缺 もなければ 雜 もありません、 然しながら 彼 は •： 杯 易に 解 

し 得らる \ ではありません、 彼 は 安 易の 意味に 於て は 決して 單 純でありません、 彼 は 深遠 で あ り 

ます、 髙 遠であります、 彼 は simple ではあります が grandly  sisplc であります、 profoundly 

shnple であります。 

問、 然 かし 祌は 完全なる 者ではありません 乎、 雨う して 完全なる 者 は獨り 自身で 完全なる 者で なけれ 

ばなら ないで はありません 乎、 一 一三 相 集る にあら ざれば 完全なる 能 はざる 者 は 不完全なる 者で は あ 

りません 乎、 故に 三位 一 體の敎 義は祌 を 不完全なる 者と して 世に 顯 はす 者ではありません 乎 U 

答、 左様であります、 完全で あるから 三位でなくて はならない と 云 ふので あります、 貴 F の 御 質問 其 

物が 三位 一 體 の 有力なる 證據 とたる のであります。 

問、 夫れ は ドウい ふ譯 であります 乎。 

答、 貴下 は 完全なる 者 は獨り 自身 で 完全 でなくて はなら たいと 仰せられます、 私 も それに は 御 同意 で 

あります、 神 は 彼 自身に て 完全なる 者で なければ なりません、 彼 は 彼の 造りた る 人類 又は 宇宙と 共 

にす るに あら ざれば 完全なる 能 はざる が 如き 者であって はなり ません、 彼 は 宇宙 萬： E の 未だ 曾て あ 


らざ りし ii^ き より 完全なる 者で たくて は なり ま せ ん 。 

問、 其 事 は 私に も 分かります、 然し 其 事が 三位 一 體の 教義と 何の 關係 があります 乎。 

答- 大 なる 關 係が あります、 若し 祌は 單獨の 者であった ならば 彼 は 宇宙の 造られし 前に は ド ンな 者で 

ありました らふ、 神 は 永遠より 愛で あると 云 ひます けれども 未だ 愛すべき 受造 物の 無 かりし 時に 單 

獨の祌 は 何 を 愛しました らふ、 貴下 は 其 時 彼 は 彼 自身 を 愛し 給 ふたと 云 はれませ うが、 然し 自身 を 

# 、する こと は 愛ではありません、 少く とも 愛の 最も 劣等なる ものであります、 愛 は 言 ふまで もな く 

交換 的であります、 愛する 者が あり、 愛せられる 者が あって 始めて 完全なる 愛が あるので あります、 

然るに 憐む べし、 …… 私 は 此語を 用 ゆるに 禱路 致しません …… 貴下の 想像な さる 單獨の 神 は、 彼が 

宇宙 萬 物 を 造り 給 ひし 前に は、 自己 以外に 愛すべき 者 を 有 たれませんでした、 彼 は、、 テホ ー の 小說に 

ある 南洋の 孤島に 孤獨の 生涯 を 送りし ロビンソン、 ク ルッソ ー の やうな 者で ありました、 漠々 たる 

虛.； }^ の 中に 彼 自身の 外に 「汝 よ」 と呼懸 くる ことの 出来る 者な く、 又 r 然り」 と應 ふる 者 も ありま 

せんでした、 貴下 は斯 かる 虚空の 單獨 者を稱 して 完全なる 愛を備 へたる 完全の 神と 言 はれます 乎、 

博士べ ー コ ンの 言に 「單獨 なる 者 は 神に あら ざれば 禽獸 なり」 とのこと があります が、 然 かし 神と 

て も絕對 的に 單獨 たる ことの 出来る 者ではありません。 

問、 それならば 其 時、 祌は誰 を 友と し 給 ふたと 仰せられ るので すか。 

答、 彼の 中に 三位が あって、 彼 は 彼 自身の 中に 聖 なる 社 會を備 へ 給 ふたと 言 ふので あります、 「三位 

の 社會」 the  Society  of  the  Trinity と は 米國第 一 の 神 學者ジ ョナ サン、 H ドヮ 1 'ドの 始め て 用 ひ 

し 熟語でありまして、 「社 會」 なる 詞の 何人の 口に も 上る 今日に 至て は 甚だ 俗化され 易き 語句で は 
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あります が 、 然 かし 此 事に 能く 注意し て 用 ひ ますれ ば 其 中 に 深い 眞理 を 含む 辭句 で あると 思 ひ ます Q 

問、 それで は祌は 個人で はない、 社會 であると 仰せられる のであります 乎。 

答、 雨う であります、 若し贵 下が 「個人」、 「社 會」 なる 詞を 今の 神 を 嫌 ひ 宗敎を 嘲け る 世人が 用 ゆる 

意味に 於て 用 ゐられ ません ならば 爾 うであります、 單獨の 神 を哲學 的に 思惟す るの 困難 は 深く 此問 

題に 就て 考 ふる 人の 常に 感 する 所であります、 ュ 一一 テリアン 派の 第一 等の 思想家と 見做されし ジエ 

1 ムス、 マ ー チノ ー 氏が 曾て 此 問題に 就て 述べた 言が あります るが、 單獨の 神 を 信す るュ 一一 テリア 

ン の 思想 〔豕で も 若し 公平に 思惟の 順序 を 追 ふ て 攻究し ますれば. 党 に 此論結 に 達しなければ なり ま せ- 

ん、  彼 は單獨 の祌を 造化の 成りし 前に 思惟す るの 困難なる を 述べ、 斯る神 は 可能 的游 勢力 を 抱藏せ 

る 「大 なる 沈默」 と るより 外な きを 論じ、 竞に言 を 綾け て 曰 ひました 

彼 は 力に 非す、 そ は 其 時 未だ 之に 抵抗す る ものなければ なり、 彼 は 原因に 非す、 そ は 未だ 結 2^ な 

ければ なり、 正義なる 能 はす、 其 時 未だ 之 を 施す の 靈的實 在 物の 祌を 除いて 他に 無ければ なり、 

愛なる 能 はす、 そ は 其 時 未だ 愛すべき 者なければ なり、 吾人 は視 るべき 物な き 時の 視覺、 接觸す 

べき 物體 なき 時の 力、 思惟 其 物の 外、 思惟すべき 事物の なき 時の 思惟に 就て 思惟 せんと 欲する も 

能 はざる なり、 吾人 は斯 かる 單獨 にして 隔絕 せる 神に 對し、 之に 附與 すべき 一 の 屬性を 有せす、 

吾人が 彼に 就 て 言 ふ は、 ^かも 黑暗叉 は 空ね の 無 極に 就て 言 ふが 如く、 單に 否定 を 以てする のみ、 

卽ち 彼に 资質 なし、 限界な し、 感情な しと 霄 ふに 過ぎざる なり、 而 して 資質と 云 ひ、 限界と 云 ひ、 

感情と 云 ふ も、 是れル 3 た 受造物 ありて 以来の 言た る を 如何せん。 

赏に 公平なる 斷案 であると 思 ひます、 單獨の 神 Q 、水 遠の^ 在 は 思惟 せんと 欲して 能 はざる もので あ 


ります。 

問、 若し 雨うならば 多祌敎 こそ 最も 思惟し 易き 敎现 ではありません 乎、 三位 一 體說と 多祌敎 との 間に 

何の 差異が あります 乎。  ， 

答- 有ります、 大 にあります、 多 祌敎と は 神の 數が 多く あると 云 ふに 止り ません、 多 祌敎の 原理 は 意 

志 を 異にする 神々 の 存在 を 信す るに あります、 風の 神 は 山の 神と 主義 方針 を 異にし、 火の 神 は 水の 

神と 正 反對の 意見 を懷 き、 正 反對の 方針 を 取ります、 彼等の 間に は 多種 多 慾の 人間の 間に 於け るが 

如き、 衝突、 競爭、 反對 があります、 彼等 は 統一 たき 神 類であります、 彼等の 名が 異なる が 如く、 

彼等 は 各自の 目的 方針 を 異にする 者であります、 斯 かる 者の 總體を 完全なる 一 致の 裡に 純聖 なる 目 

的に 向て 進み 給 ふ 三位の 祌と 同視す る は 誤錯の 極と 稱は なければ なりません、 三位で あるから 多 神 

であると 云 ふの は、 前に 述べました バ ベ ー ジ 氏の 数學的 反對 論と 同 一 徹の 淺見でありまして、 斯か 

る小兒 らしき 反駁 を 以てしまして は 基督 敎の此 大敎義 を 少しも 動かす こと は 出来ません。 

問、 何やら 分かった やうで 未だ 充分に 分かりません、 然し 是 より 後 を 伺 ふの 必要 はない と 思 ひます、 

多分 貴 F の 御 信仰の 中に、 何に か 私供の 未だ 透 轍し 難い 深い 眞理が あるので ありませ う、 然し それ 

は 夫れ と 致しまして、 兹に尙 ほ 一 っ此 問題に 就て 貴 ドに御 尋ね. e. したい 事が あります、 それ は 貴下 

は斯 くも 滔々 と 貴下の 御 信仰 を 御 辯 護になります が、 然 かし 斯 かる 込 入った る 御 信仰 は 實際上 ：！： の 

益になります るか、 祌 は單獨 であら ふが、 三位で あら ふが 吾人が 斯 世に 在て 社會 人類の ために 盡す 

時に 方て は 何の 差違 もないで はありません 乎、 私 は 骨の 神學 者なる 者が 何の 益 もない 事項に 就て 無 

益の 思考 を 凝す の を a- て、 その 何のた めなる 乎 を 知る に 甚だ 苦む 者であります、 「祌は 愛な り」、 
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吾人の^ 仰 は E だれで 足りる ではありません 乎、 吾人 は 何 を 苦んで 幽邃、 極な き 所にまで 吾人の 研究 

を 持て 行く のであります 乎。 

其 四 實際的 信仰と しての 三位 ー體 

答、 何よりも 實際を 貴ぶ 日本人と しての 贵 下の 御 質問と して 誠に 御尤 であります、 吾等 は 斯國に 在て 

は 何事に 就 て も北ハ 實利實 益を述 ベ なければ なりません、 日本人 は 自ら 哲學 的の 民で あ ると 稱 ひて 誇 

ります るが、 然か し 彼等 の 最も 贵 びます る もの は 哲理で はなく して 赏利赏 益 で あります、 r 是れは 

金に 成る 乎」、 "1^ れが 彼等の 最大 問題であります、 彼等 は 基督 敎は ra^ して 露理 である 乎と 問 ひませ 

ん、 基赞 敎は阔 家の ために， 然り、 我が 爲に 利益で ある 乎、 是れ 日本 圃に 於て は 何人も 基督 敎に就 

て 問 ふ 所であります * 「三位 一 體の實 益」、 私 は 御 質問に 接して 戰慄が 致します。 

問、 何にも 爾ぅ卑 い 思考 を 以て 御 尋ね 巾した のではありません、 只、 實際的 方面から 見て 此敎義 に 亦 

た 何 にか 憑るべき 所があります 乎、 それ を 伺いた く 欲 ふので あります。 

答. それ は 有ります、 勿論あります、 大 なる 眞 现で宽 には大 なる 利益 を 供へ ない ものはありません、 

三位 ー體の 敎義を 以て S 取に {£1 家の 辯證 術の 一 課で あると 思 ふ 人 は大に 誤ります、 勿論、 斯 かる 深 

遠なる 敎现は 浅薄なる 人に は 3： の 實益を も 供し ません、 國家 改造と か、 國民敎 育と か、 慈善事業と 

か 其 位 ひの 事 を 以て 人生 最大の 目的と 致します る 人に 取りまして は、 神 は S 早獨 であら ふが、 或は 三 

位で あら ふが、 或は 全く 無い 者で あら ふが、 別に 何の 差 障に もな りません、 彼等 は 信仰的 樂天 家で 
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あります、 何でも 易く 信じて 易く 天國に 行う とする 人達であります。 


問、 彼等の 事 は ドウで も 宜ぅ厶 います、 赏際的 方面から 觀た 三位 ー體に 就て 御 聞かせ 下さい。 

答、 先づ始 に此點 から 觀た 單獨の 神の 不完全なる ことに 就て 申 上げ ませう、 單獨の 神 は 之 を 思惟す る 

に は 容易い 乎 も 知れません が、 然し 實 際に 私共 を 慰む るに 足る の 神で はあり ませ；^、  獨の 祌は自 

から 孤獨の 神で あります、 雨う して 孤 獨の祌 は^の 獨身者 の 性 を帶び て 決して 同情 推察 の 心に 富ん 

だ 者で は あいません、 彼 は 世界と 人類との 造 主で ある 乎 も 知れません、 然し 彼 は 之 を 造って 後に 之 

を 彼の 手より 放し、 之 を 彼の 定めし 天然の 法則に 委ね、 彼れ 自身 は 高く 天の 寶 位に 棲 止り、 彼の 足 

下に 彼の 造りし 宇宙と 人類と を瞰 下し， 其 悲哀の 狀を視 て、 轉た 哲學的 憐^の 情に 堪 へす と雖 も、 

而 かも 彼の 榮耀の 天位 を棄て 汚濁の I に 降て 之 を 救 はんとす るが 如き 慈悲 的 熱心 を 起す 者で はあり 

ません、 眾 獨の祌 は哲學 的隱遁 者の 如き 者であります、 世を卑 み、 嘲け り、 遠け る 者であります、 

彼に 我等の 悲痛 を訴 ふる も 彼は應 へません、 彼 は莊嚴 なる 君主であります、 神聖に して 近くべ から 

ざる 者であります、 新田 義 JST が 勾當の 内侍に 書き送り しと 云 ふ 一首の 歌 は、 憐 むべき 人類が 此單獨 

無情の 神に 對 つて 懷く感 であると 思 ひます。 

我 袖の 淚に とまる 影と だに 

知らで 雲井の 月 やすむらん。 

雨う して 單獨の 神は斯 かる 神でなくて はならない こと は 三位の 神 を 否む 人の 神に 關 する 観念に 照ら 

して 見て 能く 分かります、 十七^ 紀の 自然 神敎 信者 は 其 一例であります、 彼等 は 勿論 無祌 41 者で は 

ありませんでした、 然し 彼等の 信ぜし 神 は 人類 を 遠く 離れた る祌 でありました、 彼等 は 勿論 基督 敎 

の 「神の 受肉」 の 敎義を 担み ました、 彼等 は 祌とは 此穢れ たる 人類に 斯 くも 近づく 者で はない と唱 
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へました、 彼等 は祌を 父と 呼び 得ませんでした、 詩人 ゲ ー テの 如き は 基督 敎 信者が 天の 祌を 「我 倚 

の 愛する 父」 と 呼ぶ の を 見て 頻りに 彼等の 不敬 を 嘲け りました、 然 かし、 、ゲ， 'テ、 トマス = ペイン、 

フ ランク リン 等 を 以て 代表され たる 十七 *L 紀の 自然 敎 信者が 決して 溫 かき クリスチャン でなかった 

事 は Si でも 知って 2^5 ります、 冷た い 單獨の 神 を 信じた 彼等 は 冷た い 宇宙 觀と 人生観と を 懐きました、 

是れは 免 かるべからざる 事であります。 

第二の 實例は 今日の ュ 一一 テリアンであります、 ュ 一一 テリアン は 冷淡な りと 私が 巾し ましたならば 

ュ 一一 テリアンの 人々 は 怒り ませう、 然 かし 事 赏は 決して 蔽 ふこと は 出来ません、 ュ 一一 テリアン 敎徒 

自身が 三位 ー體敎 信者の 狂 熱 を 嘲け ります、 ^し 得ない のが ュ _ー  テリアン 信者の 特質であります、 

ュ 一一 テリアン 敎に 信仰 復興なる ものはありません， 叉、 改 信の 歡 喜と か、 悔改の 悲歎と かいふ もの 

もありません、 ュ 一一 テリアン 敎 は平靜 であります、 感情 を脫 して： li^ ります、 人類 を 愛します るが、 

キリストの 愛の ために は 愛しません、 爾 うして 三位の 祌を 担み まする ュ 二 テリアン 敎 信者の 或 者 は 

祌 の 存在 の 信仰 を さ へ も 信徒た る の 必要 條 件と は 認め ませ ん 、 善を爲 せば 彼等 は 足 りる ので ありま 

す、 彼等に 取りて は 何にも 必 しも 眼に 見えざる 神 を 信す るの 必要はありません、 人類 を 愛し さへ す 

れば それで 彼等の 目的 は 達せられる のであります から、 彼等の 或 者 は 「神に 對 する 信仰 も"：， -れ 亦た 

信條的 なれば 不 になり」 と 叫びまして 一 祌敎の 信仰 を さ へ 無用 視 します。 

問、 それ は 如何い ふ 理由であります 乎、 三位の 祌を 拒み たれば とて 祌其物 を 担み 或は 其 愛 を 感じない 

と云ふ！^由はなぃではぁりません乎。 

答、 三位の 神 を 担む 者の 祌に對 する 愛 心の 揮いの は 其 裏に 深い 理由が あると 思 ひます、 前に も 巾 上げ 


ました 通り 愛 は 單獨で 存在す る ものではありません、 愛 は 相互 的の ものであります から 單獨の 神に 

は贲は 愛なる もの はない のであります、 ュ 二 テリアン 敎徒は 人 を 愛する のが 愛で あると 云 ひます る 

が、 然し 善く 聖書 を 研究して 見ます ると、 愛の 本源の 決して 斯 かる 者で ない ことが 分ります、 神が 

愛な のであります、 我 儕 は 神 を 離れて 愛の 何たる 乎 を 知らないので あります、 

主 は 我 倚の ために 生を捐 たまへ り、 是に 由り て 愛と 云 ふ 事 を 知りたり (約 翰 第一 書 三 章 十六 節〕。 

卽ち 主が 我 儕の ために 生 を 捐て給 は ざり せば 我 倚 は 愛の 何たる 乎 を 知ら ざり しとの 意であります、 

又 

ひとりご 

それ 祌は其 生みた ま へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給 へり (ョハ ネ傳三 章 十六 節) 

とありまして、 愛と は 元々 人が 人 を 愛する の 愛で もな く、 亦 キリストが 人 を 愛する の 愛で もな くし 
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て、 愛の 最も 高贵 なる もの， 最も 純正なる もの は 神が 其 獨子を 愛する の 愛で あるとの ことで ありま 

す、 故に 我憐 キリスト 信徒た る 者 は 愛 を 人と 人との 間の 愛に 於て 學んと は 致しません、 神が キリス 

トを愛 する やうに、 又 キリス トが 父なる 神 を 愛する やうに、 我 倚 は 相互 を 愛すべき であると 云 ふの 

が 基督教の 道德 であります。 

いに  きょ. さち ゝ 

ィ H ス曰 ひける は …… 我 は爾に 就る、 聖 父よ、 雨の 我に 賜 ひし 者 を 雨の 名に 在らし め、 之 を 守 

りて 我情 (三位の 祌) の 如く 彼等 (弟子 等) を も 一 になし 給へ (ョ ハネ傳 十七 章 十 一 節 〕。 

雨の 我に 賜 ひし 榮を 我れ 彼等に 授けたり、 此は我 儕 (三位の 神) の 一 なる が 如く 彼等 も 互に 一 

ならん 爲 なり (仝 サニ節 ,0 

叉 雨 (mk) 我 (聖 子) を 愛する 如く 彼等 を も i や 一す る こと を 知らし めんと 也 (仝 廿三節 )o 
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是 等の 諸 節 に^て 見ましても キリ ス ト 信徒の 一 致と 云 ひ 愛と 云 ひ、 ゆ 2 な 三位の 祌の相 冗の 問 に^す 

る 一 致と 愛と に 傚 ふべ きもので ある こと は i; かであります、 我 僻が 神 は 愛で あると 云 ふ は 彼の _ ^に 
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三位が 在て 其 問 に. {元. 八， にして 純正なる 愛が れ して 居る から 爾 う 首 ふので あります、 純愛 は聖 なる 

三位 を繁 ぐの であります、 此聖 なる 結 繩 があります る 故に 我 倚 は祌は 愛で あると 云 ふので ありま 

す。 

問、 それ は 私が な；' 日まで M いて 居りました^ 备敎の 愛と は 大分 違 ひます、 私 は 神の愛と は 人の 愛に 由 

て 始めて 知る ことの 出来る ものであると 思って 11^ りました。  . 

答、 それ は 犬なる 問 違 であります、 人の 愛 を 以て 祌の 愛 を 量る のは^ がれる 定木 を 以て 宇宙 を 量る の 

類で あり ます、 人の 愛 を 以てして は 到底 祌 の 愛を識 る A  J と は出來 ませ ん 、 

M ホバ を畏 る、 者に ェ ホバ の 賜 ふその 憐润 は-犬の 地よりも 高き が 如し (詩篇 百 三篇十 一 節)。 

婦 その 乳兒を 忘れて 己が 腹の 子を憐 まざる こと あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我は汝 

等 を 忘る 、 ことなし (W 赛亞赛 四十 九き 十五 節)。 

神の愛 は 神の愛 を 知る にあら ざれば 知る ことの 出来る ものではありません、 人 は 父母の 愛を稱 へま 

すけれ ども 是れ 僅か に 他人の 愛に 較べ て 見て 深 い 丈け であります、 父母の 愛 は 決し て 完全なる 愛で 

はありません、 之に 多くの 自分勝手の 所が あるの は 誰も 知って-おり まレ， -、 彼等は或時は^5^道を楣に 

取て 自己の 非理 を 其 子に 强 います、 彼等 は 子の 心 巾の 悲痛 を 知りません、 彼等 は理 なくして 怒り ま 

す、 己れ の 命に 從 はない とて 不 求の 名 を 蒙らして 辜な き 其 子を責 立てます、 故に 骨肉の 父母の 愛よ 

り 推して 靈の 父なる 天の 神の愛 を 量り 知る こ と は 出來ま せん、 若し 天父と はた に 肉體の 父母の 無 


限大 なる 者であります ならば、 我 倚 は 時として は廣大 無^^ の 宇宙に 在て 我 倚の 悲痛 を訴 ふるに 所 な 

い 者であります。 

然しながら 天の 父 は 肉體の 父母と は異 います、 彼 は絕對 的に 無私の 者であります、 彼 は 永久に 其 

獨子を 愛する 者であります、 爾 うして 今や 其 子に. S て 其 じ 永久の 愛 を 以て 我 倚 靠人を 愛し 給 ふ 者 

であります、 神の愛の 高さ 深さ 澗 さは 我 倚の 想像 以外であります、 之に 接して 我 終 は 人間の 愛の 如 

何に 憐れなる ものである 乎 を 知る のであります、 雨う して 祌は ffi に 其 愛 を 我 儕に 顯 はし 給 ふので あ 

ります、 人 問の 愛に 顯 はれた る 神の愛 は 其 極々 小 部分であります。 

斯 かる 次第であります るから、 三位の 神の愛 を 知る にあら ざれば 到底 神の愛の 3： たる 乎 を 知る こ 

o〇oocooo〇 十て o〇oooo〇ooooc-ocooooooocc-cooo 

と は 3, ぃ來 ません、 其獨子 を， のために 捐給 ふ 祌の愛 を 知て 始め て 父の 愛の 3： たる 乎が 分かる ので あ 

OOC  OOO00C-OOO0OOOOOOOOO0000CO0000OO0 ご 0OOOOC-O 

ります、 父の 命と あれば 死にまで 之に 從 ひし 子の 從順を a て 始めて 孝の 何たる 乎が 分かる ので あり 

0C-  0C0OOO00O00OCOOO00OOOOO0  〇oooooc-ooooooooo 

ます、 聖 父と 聖 子と より 出て 自己に 就て は 少しも 語らす して、 ^なる 二者の 榮光 をのみ 是れ彰 はさ 

0O00OOOOO0  0OO0OO00CC  0  00000000000000 

ん とす る I チ靈 の 恩 化 を 受け て 我 儕 は 無私の 生涯の 何た る 乎 を 知 るので あります、 斯くて 我 儕の 趣鑑 

は 人間ではありません、 孔子で もありません、 鮑叔 でもありません、 重 盛で もありません、 正 成で 

もありません、 ル ー テルで もありません、 コ ロム ゥ H ルで もありません、 我 儕の ©鑑 は； ff 御自身で 

あります、 愛 を 以て 働き 給 ふ 三位の 神であります、 爾 うして 斯 かる 神 を 知らない 者が 高い 深い 聖 い 

愛 を 知らな いのは 左 も あるべき 普であります。 

問、 段々 の御說 明に 由り まして 少しく 分りました、 然 らば 貴下 は 三位の 祌 にあら ざれば 實際 人類 を 救 

ふに 足る の 神で はない と 仰せられる のであります 乎 0 

11: 位 一 體の 六 八 七 


^  s  答  六 八 八 

先 雨う であります、 單獨の 祌は地 を 遠く離れて 高く 獨り 天に 棲 止る 神で あるの みならす、 斯 かる 祌 

は 亦 w§ 人と は 全く 關係 のない 神であります、 單獨 の祌は 地球にまで 達しない 神であります、 人に 

»  »  ,  ,  %  »  »  •  ,  9  9  »  000000  C0 つ 0<:ケ- 、ひ C-OCOOOOOOO0 

まで 及ばない 神であります、 三位の 祌を 待って 始めて 救 扬の祌 は あるので あります、 罪の 赦し、 其 

媳ひ等 は 三位の 神に あら ざれば 我 倚の ために 成就ぐ る ことの 出来ない 事であります、 夫れ 故に、 御 

赞 なさい、 三位の 祌を 拒む ュ 一一 テリアン 敎徒は 臢扉を 拒みます、 神が 肉體を 取りて 人類の 中に 降り 

給 ひしとの 事 の 如き は 彼等が 神に 對 して 懐く 覜念か ら 割出し て 見て 決して 有り得べ き 害の もので は 

ありません、 ト字 架上の i 非の 喷 ひの 如き 贲き 敎雜は 三位の 神 を 信じない 者の 到底 解し ij! ない ことで 

あります 0 

雨う であります、 三位 一 體の敎 義は道 德的敎 義， であります、 之 を 信す るに 由て 人の 人生 觀は 全く 

ー變 致します、 之 を 拒みます 時に 彼の 品性の 變化は 始まります、 基督 敎の總 ての 敎訓 は此敎 義と大 

關係を 有って ZiS ります、 之 を 取ても 捨て も 可い と 思 ふ 人 は 未だ 基督 敎を 了解し ない 人であります、 

面う して 基督 敎が世 を 救 ふための 實際的 勢力であります 以上 は、 三位の 祌を 信ぜす して 此 勢力 を 維 

持す る こと は 出来ません、 私 は 私の 聖書に 照らして 見まして、 亦 私の 理性に 訴 へて 見まして、 殊に 

亦 私の 赏際的 生涯に 應 用して 見まして、 M ホバ の 神 は 三位 一 體の 神でなくて はならない こと を 信じ 

て 疑 はない のであります， サョ ナラ。 

序に 巾 上げて © きます が 、 此答 I: の 大體は 私自身 の 思考の 結 菜になる ものであります が、 然 し 聖 

書の 引照 や、 例證 の^ 捋 等に 就て は 私 は B、  M、  H ドガ ー 氏が 千 九 百 〇 二 年 十月の 發行 にか k る 


The  Presbyterian  and  lieformed  Review 雜 誌に 寄贈され し 「三位 一 體論」 に 負 ふ 所が 華 山 あ 

ります 0 

敎會 問題 

無敎會 信者の 辯 護な り、 聖書に 賴り、 論理に 訴へ、 實驗 に照らして 某督の 敎會の 

何なる 乎 を 論じ、 終に 我國に 於て 將來 起るべき 敎會の 性質に 論究す、 問 ふ 者は敎 

會 信者の 一 人な h と假定 す。 

問、 私は贵 下が 基督教の 岡い 信者で あらる、 こと は 兼ねてより 承知して ります るが、 貴下が 敎會に 

就て 如何お 考へ なさる か、 ん： '日 は 其 事に 就て 伺 ひたく^ じます。 

承知 致しました、 私の 令 日まで 遞返 した 人で 此 事に 就て 私に 問 はたい 人 は殆ん どありません、 殊 

に 牧師、 傳 道師、 外 國宜敎 師と云 ふやうな 人達 は先づ 第一 に此 事に 就て 私に 尋ねます、 彼等 は 今日 

は 私の 全く 異敎 徒で ない こと を 認めて 吳れ ます、 而已 たらす、 彼等 は 或る 場合に 於て は 私が 彼等の 

信仰の 善き 辯 護 者で ある こと を 承認して 居ります、 然しながら 敎會 問題の 一 段に 至て は 私が 彼等と 

主^§-方針を全く異にする者でぁりまするから、 それ故に 彼等 は 私に 近き ません、 亦、 私も强 ひて 彼 


^  6  «  六 九 〇 

等と 親まん と は 致しません、 或る宜 敎師が 曾て 米國に 在る 私の 或る 友人に 書て 贈て 言 ふた さう であ 

ります 「彼 はィ H スを 愛する、 然し 我等 宜敎師 と 親まない」 と、 それ は事實 であります、 然 かし 私 

は 「彼 はィ H スを 愛する」 との 其宜 敎師の 一 一一 百 を 以て 非常に 滿足 する 者であります、 私 は 宜敎師 と 

敎きを 共に する 者ではありません が、 然 かし 及ばすな がら 「イエ スを 愛する」 者であります。 

問、 然 らば 貴下 は 何れの 敎會 にもお 屬 しになら ない のであります か。 

答、 雨う であります、 私 は 今 は 無敎會 信者であります。 

問、 さう いふ 事 は 有り得る ことであります か。 

答、 有り 5£ る ことで あると 信じます、 私自身が 其 一例であります。 

問、 それで 贵下は 聖書の 指示に 適 ふとお 信じな さるので あります 乎。 

答、 私 は^に 此點に 於て 聖書の 指 命に 違って 居る と は 信じません、 若し 地上に 於け る敎 會に對 して 私 

の 取る 態度が 聖書の 明かなる 指 命に 逆って 居る とお 考 へ になります るなら ば、 どうぞ 其廉々 を 示し 

て 私 を 責めて 下さい、 私 も 二十 年來此 事に 就て は 隨分考 へた 積り であります るから、 其 思考の 結 HK 

を贵ド の 前に 陳述して 贵 下の 御 教訓に 與 かりたく 布 じます。 

問、 それで は 先づ贵 下に 伺 ひます るが、 責下は 聖書 は 敎會を 認めて 居らない とお 信じになる ので あり 

答、 勿論 爾 うは 信じません、 舊新兩 約 聖書と も 幾度 か 「民の 會合」 又は 「敎 會」 の 事に 就て 書き記し 

て 1$ る こと は 私 も 充分に 承知して 居ります。 

問、 責下 は亦ィ H ス キリス トが 地上に 於け る 其 敎會の 建設に 就て 語られた こと をお 認めに なりません 


か、 彼 は 弟子べ テ&に 向って 

爾 はべ テロ  (き なり、 我が 敎會を この 磐の 上に 建つべし (馬 太 傅 十六 章 十八 節) 

と 言れ たの を 御 承知で ありませ う、 亦、 使徒 行 傳廿章 の廿八 節に は 主の 己が 血 を もて 買 ひ 絵 ひレ敎 

會と書 いて あるではありません 乎、 其 他 新約聖書 に敎會 のこと に 就て 書き 示して ある 所 は澤山 ある 

ではありません か、 然るに 聖書の 敎訓に 非常の 重き を 置かる 貴下が、 敎會の 事に 就ての み く自 

說を お取りに なりまして、 無 敎會の 地位に 立たら る &のは 私に は 如 3： しても 分りません、 甚だ 失禮 

の 巾 分で はあります るが、 此點に 於て は 貴下 は 意地 を 張らる、 の 結果、 常識の 軌道 を i して 居られ 

はしません 乎。 

答、 御說、 誠に 御尤 であります、 亦、 御注意、 誠に 有難く 存じます、 然しながら 贵 下の 御 申 分 丈け で 

は 今 の 所謂る 敎會 なる も の が 紫 書の 示す 敎會 で あ る 乎、 其 事 は 未だお まり ませ ん 、 聖書 は 必す今 の 

羅馬 天主 敎會、 叉 は英國 監督 敎會、 又は 米國 組合 敎會、 其 他 有りと 有らゆる 殆ん ど數へ 切れぬ 程の 

敎き的 團體の 救靈的 必要 を敎 へて 居る 乎、 其 事 は 入.^  く 別問題であります、 爾 うして 私の 研究と 思考 

との 結 3^ に 由り ますれば (甚だ 不束なる 者で ある こと は 私 も 充分に 自覺 して 居る 積り ではあります 

るが) 私 は 我主ィ H ス キリス トも亦 使徒 パゥ& も 決して 斯 かる 團體の 必要 を敎 へて は 居られない， こ 

思 ふので あります。 

問、 其證據 は 何 所に あります か。 

答、 何 所に と 云 ふて  一一 一一 一口 を 以てお 答へ. &す こと は 出来ません、 然しながら 新約聖書に 顯 はれた る敎會 

たる 文字の 意義 を 能く 研究して 見まして、 亦、 基督 敎の 精神より 能く 考 へて 見まして、 基督 並に 使 

敎合 S 題  六 九 一 


お G お il 答  六 九 二 

徒 等の i? へし 敎會 なる ものが、 決して 今 n 贵 下方が 非常に 重き を 置かる、 敎會 でなかった こと は少 

しく 書の 硏究の 功 を 積んだ 人の 諭に でも 分る ことで あら ふと 信じます。 

IT 少 しく 敎^ なる 文字に 就ての 御 講釋 を 聞かし て 下さい。 

答、 御 承知の ことか もお じません が、 新約聖書に は敎會 なる 文字 は 種 々の 意味に 於て 川 ひられて ぼり 

ます、 文字 其 物 は EKKLESIA と ひまして、 「呼び 屮 I されし 者」 の 意であります、 故に 總 てのへ  11 

合 は ュクレ ー ジ ャと稱 ばれました、 使徒 行 傅 十九 章の 卅九 節に あります る 「律法に 合 ふ會」 とは此 

lli の會 合であります、 「^^法に合ふ會」 とは此 場合に 於て は希臘 人の 憲法に 循 つての 會合 とい ふこ 

とでありまして、 純然たる 政治的 义は 社交的の 會 合であります、 故に 文字 其 物よ り 言 ひま すれば 今 

の 帝 國議會 も H クレ ー ジャ (敎 會、) であります、 縣會 も、 都會 も、 社會 主義者の 會合も 矢張り H ク 

レ ー ジャ (敎會 ) であります、 故に 使徒 行 傅の 同じ 草の 第 ral 十一 節に 「如此 語りて 會 を散ぜ り」 と 

あります る の は、 八， 日の 言葉 を 以 て  一一 一一 口 ひ ます れば、 集會が 治安 妨害 の廉を 以て 解散され たとの こと 

であります < - 

問、.？！ う 致し ますれば a 下 は 初代の 敎. W なる もの は 只の 集會に 止まらなかった と 仰せられ るので あり 

ます 乎。 

答、 雨う であります、 其壤會 の狀に 至て はた の會 合と 少しも 違はなかった と 一一！ I ふので あります、 然 

0  0  D  0  CO0O0O ど， ひ 0  0  0  0  0  0000000000000 

し 其 精神、 動機に 至て は 如何で あつたか、 それ は 全く^ 問題であります。 

問、 初代 の 敎會な る ものが saf に 信徒の 集合 で あつたと いふ こと は 如何に 書いて あります か G 

答、 左樣 であります、 徘利 門 書の 第三 節に は 「雨の {V ぶ 内の 敎會」 とありまして、 キリストの 言 はれし 


「我が 名のた めに 一 一人 或は 三人 集れる. 處には 我 も 其 中に 在らん」 との 言葉に 適 ふたる 敎會が 一 信徒 

ピ レモンの 家庭の 中に 在った ことが 示されて 居ります、 又 バウ 口が コ リントの 信徒に 告げて r 爾曹 

の ii 女 等 は 敎會の 屮に默 すべし」 と 言 ひました の は、 其當 時の 習慣に 從 つて、 多 人 集合の 所に 於て 

も？^ が i- きんし*^く  -  ひ や-、 

婦人の 立って 語る は 謹肅の 美德に 反すと 言 ふたので ありまして、 是れは 今日の 男女 同權、 婦人 飛躍 

の 裡利を 承認す る 英米 兩國の 如き 阈 柄に 於て 必 しも 適用すべき 聖語 でない こと は 私の 敎會 論に 正 反 

對の 意見 を 表せられる 宜敎師 諸君の 齊 しく 唱道 せらる k 所であります、 叉、 哥林多 前書 十四，！ 一 单の卜 

九 節に 於て 使徒 バウ n が 「敎會 の 巾に 在りて 我れ 方言 を もて 一 萬の  一一 一一 I： を 語らん より、 寧ろ 人 を敎へ 

ん ために 我が 心 を て 五 言 を 語 る を 善と す」 と 言 ひました の は、 多 人 集會の 所に 於て 人の 解し 難き 

駄辯 を： 弁す る ことの 無益なる を 示した 言葉であります、 敎會と は禮拜 あり、 昔樂 あり、 ^侶 あり、 

燒香 ある 所と 解して は 聖書の 此 等の 一一 一一 〔葉 は 甚だ 解し 1 くあります。 

問、 然 らば 基督の 言 はれた 敎會と 普通の 集合 體とは 何 所が 違って 居ります 乎。 

答、 勿論 其 精神が 違って ります。 會〕 貝 相互の 心 を 結び付ける 一致の  >繩 の 性質が 違って „5 ります、 基 

1^ 敎會 なる もの は、 利ハ 化， のた めの 奥 合で ない こと は 勿論、 亦、 社會 改良、 慈善 施行の ための 會 合で 

0000  0  000 よ oooooooooooocooooocooooooo 

もありません、 基督 敎會は 基督に 託り て 聖靈を 以て 新たに 生れた る 者の 生活 的團體 であります、 故 

に是 れは靈 的團體 でありまして、 會堂 とか、 會則 とか、 制度と かいふ やうな 形體を 以て 顯 はさる ベ 

き 者ではありません、 神の 國は顯 はされ て 来る ものに 非ず、 此 所に 見よ、 彼 所に 見よ と 人の 言 ふべ 

き 者 に 非ず、 夫れ 神の 國は 爾曹 の 衷に 在り と キ リストの 言 はれ たの は 彼の 敎會に 就て 言れ た の で あ 

ります .i^ 加傳 十七 $~4«- 廿 一節)、 如何なる 地上の 敎會 でも パゥ 口が 言 ふた 敎會は キリストの 身體な 

お g 問 题  六 九 三 
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り、 萬 物 を 以て 萬 物に 滿 しむる 者の 滿 さる 所な リ との  一一 H 葉に 適な ふ ものはありません (以 卯 所 書ー窣 

サ三 節」、 神の 家 は 活ける 神の 敎會 なり 「提摩 太 前 ま" 三 章 十五 節) と は 書いて あります る けれども、 斯か 

る 敎< ^は 我が 敎 X せな りと 一一 H ふ 紙 合敎會 の 信者が あると 致し ますれば、 其 人は大 な る 虚偽 を 一一 目 ふ 者 で 

あります、 バ プチ スト 敎會 でも、 「日本 共丄 #」 でも、 メソヂ スト 敎會 でも、 然り 日本 獨立 敎會 でも- 

決 し て 断 か る 首 葉に 適 ふた 敎會 ではありません、 活ける 神の 家 は聖靈 の 宿る 信徒 の 心で あります、 

亦斯 かる 心 を 授けられた 者の 目に 見えざる 靈的 交際であります、 若し キリストの 敎會 を靈的 以外の 

ものに 解す る 者が ありま すれば、 其 人 は 未だ 眞 面目に 新約聖書 を 研究した ことのない 人で あると 思 

ひます。 

問、 敎會 なる 文字の 解釋 より 推論 致し ますれ ば 或 は贵下 の 仰せられ る や うな 結論 に 達す る 乎 も 知 れ ま 

せ ん 、 然しな が ら 若し 基督 敎 の歷史 より 考へ ますれ ば敎會 の 必然性 は 最も 明. n に說 明され るで は あ 

りません 乎、 之を舊 約の 歷史に 就て 稽 へて 見ましても、 神を拜 する に 適 當の鱧 式 あり、 fg 美 あり、 

音 樂 あり、 犠牲の ありまし たこと は 何よりも 明白なる 事ではありません 乎、 利 未 記と は であり ま 

すか、 直 もに 斯 かる 禮 式に 就て 神の 撰 民を敎 へた 書ではありません 乎、 歷代 史略の 如き は 純潔なる 

禮拜 式の 如何に 神に 悅 ばれし ものである 乎を歷 史的に 示した 書ではありません 乎 、ダビデ も 亦 其 詩 

篇に 於て 斯 かる 禮拜の 如何に 美 はしき 亦 慕 はしき ものなる 乎 を 至る所に 歌 ふて 居る ではありません 

乎。 

我れ 昔し 群 をな して 祭日 を 守る 衆人と 共に 往き、 歡 喜と 讚美の 聲を 投げて 彼等 を 神の 〔-^ に 伴 へ 

り、 今、 此 等の 事 を 追想して 我が 衷 より 靈魂を 注ぎ 屮 Z すなり (詩篇 第 S 十二 篇四 節) 


是れ liji, 方、 無敎會 信者 の 迚も 味 ふことの 出来な ぃ歡 喜ではありません 乎、 貴下 は 何 車に 付て も靈 

的靈 的と 仰せられ まする けれども、 人に 五感の 供 へられて ある 以上 は 人 は靈を 以ての みならす 亦 肉 

を 以て も 祌を拜 すべきではありません 乎。 ，  ， - 

答、 ー應 誠に 御 尤で厶 います、 安息日 毎に 鏘々 たる 鐘の音に 導かれて 會 堂に 至り、 其 處に洋 々たる 音 

樂に 心を淸 めら れ、 後 は，： n 衣 を 着けた る 教師の 口より 蜂蜜の 如 き 說敎を 聞か る \ 貴下 方 の 御幸 福 を 

私 も 4 に は 御 羨み 巾 上げないで はありません、 然しながら、 然り、 然しながら 聖書 は 寛大なる 書で 

あります、 彼 は 私共 無 敎會！ ^者 を も 祝福し ます、 聖書 は 儀式の 用 をも說 きます、 亦、 其 無用 をも說 

きます、 雨う して 私の 見る 所 を 以てし ますれば 式の 無用 を說く 聖書の  一一 M 葉 は 其 有用 を說 くそれ よ 

り も 優 かに 莊嚴 で 優 かに 遠大で あると 思 ひます。 

問、 何處に 聖書 は 儀式の 無益 を說 いて 居ります 乎。 

答、 M 處 にとの 御 質問 で あ り ます 乎、 貴下 は 聖書 に 預言者な る 階級 の ありし こと を 示して あ る 所 を 御 

承知ありません 乎、 預言者 は 或 る 意味から 言 へ ば懷式 の 破壊者ではありません 乎、 

汝等ソ ドムの 有司よ、 汝等ゴ モラの 民よ、 我等の 神の 律法に 耳 を 傾けよ、 エホバ 一一 百 ひ 給 はく、 

汝 等が 獻 ぐる 多くの 犧牲は 我に 何の 益 あらん や、 我 は 羊の 燔 祭と 肥えた る 獸の膏 とに 飽 けり、 

我 は 牡 或は 小羊、 或は" 牡 山羊の 血 を 喜ばす、 汝等は 我に 見えん とて 來る、 此事を 誰が 汝等 

に 要め しゃ、 汝等は 徒らに 我が 聖 殿の 庭 を^むの み、 空しき 祭 物 を 再び 携 ふること 勿れ、 爐 物 

は 我の 惡む ところ、 新月 及び 安.： IT^ 日 また 會衆を 召集む る こと も 我が 惡む 所な り、 云 々(な 赛亞箐 

一 章 十 節より 十四 節まで〕。 
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是れは 所謂る 敎/ t 破 壞の聲 ではありません 乎、 是れが 神が 竹て モ ー ゼに 告げ 給 ひし 「汝 等^々^！: 

として これ を 祝 ふべ し」 と ひし 架なる？ i 式に 對 しての 預曾者 の 發愤 の 言葉で あると 致し ますれば 

IS 一一-一：： おと は 赏に祌 の § 力業 を破壞 して 其 架 名 を瀆す の 族ではありません 乎、 爾 うして 斯か る 「暴言」 

を發 したる 者は預 一一 一一 〔者 ィザャ 一 人に 止り ません、 S 一一 H 者と 云 ふ W 言 者 は 儀禮宗 式に 對 して は 大抵 は 

此 態度 を 取った 者であります、 殊に M 一一-： 〔者ァ モ ス の 如き は 殆んど 聞く に 忍びざる 激越の 言を發 して、 

時の 敎# 制 俊 を 攻撃し ました、 

汝 等の 欲の 聲を我 前に 絶て、 汝 等の 琴の 昔 は 我れ 之 を かじ ( 麼士甞 五 章サ三 節) 

と、 讚^の 聲と樂 と を 嘲 篤した 一一 一 H 葉で 是 より 强 いものはありません、 爾 うして 預言の 書が 聖齊の 一 

大部分 で ある こと を 承知し て 居る 者 は 架 書が 儀式 一 點 張り の 書で ない こと を 充分に 承認 致 します。 

問、 預ー W おの 禮式攻 擊は惡 を：^、 ねたる 禮 式の 攻 if であります、 禮式其 物の 攻擎 ではありません。 

答、 其^ は 私 も 承知して 居ります、 然 かしながら 共 事"； 疋れ 自身が 禮式 なる^の 如何に^ の 少ない^ 

なる 乎 を 示します、 是れは 誰に でも 司 る^の 出來る ものであります、 如 M なる 资. Is でも、 如何なる 

妖^で も、 ^侶と なり、 祭司と なりて、 如何なる 莊嚴 なる 懷 式と 雖も之 を： i- る ことが 出來 ます、 腐 

收の附着し易ぃものとて宗敎の^^式の如きはぁりません、 爾 うして 時には 疫病 を 根絶す るた めに 病 

菌の附 い た 〔氷屋 を 燒き拂 ふの 必要が ある やうに、 人類 進歩 の 歷史に 於て 腐敗の 附着した 敎會 制度 を 
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破壊す るの 必要が 度々 あるの であります、 雨う し て 預言者 は斯か る破壞 者で あるので あります。 

問、 ^し 敎會と は 左程に 惡ぃ 者であります るなら ば 何故に 祌は 其^ 在 を 許し 給 ひます 乎、 基督 敎 在て 

以来 敎會の 無かった 時 は 無いで はありません^。 


答、 仰せの 通りであります、 然し 神 は 或る 條 件の 下にの み敎會 (目に 見 ゆる) の 存在 を 許し 給 ひます- 

0C0O00O00O0O00O0O0000000O0C00 

其れ は 敎< ^が 信者の 評價に 於て 最上の 地位に 置かれない ことであります、 敎會 は：^, ira^ でありまして 

源 因ではありません、 敎會 有っての 信仰で はなく して 信仰 有っての 敎會 であります、 敎會が 信仰の 

發顯 である 問 は 祌は其 存在 を 許し 給 ひます、 其れが 信仰の 鎮 造者义 は壓摔 者と なる に 至りまして、 

敎會は 其 存在の 理由 を 失 ひまして 終に 預言者 の壞す となります。 

問、 去らば 贵下は 現今 の 敎會な る 者 は 已に 破壞の 時期に 達した 者で あって、 a 下 は 之 を 破壞す る ！w 言 

^の 住 を 負 はる i 者で あると 御 自信な さるので あります 乎。 

答、 隨分 過激なる 御 詰問で あります、 若し 私 は！ S 言 者 であるから 今の 敎會 以上に 立って 之 を 毀つ の義 

務を 保有す る 者で あると 一一 H ひます るなら ば、 誰か 私の 不 邏 を 憤らない 者が ありませ う、 一?^ 物 を總て 

其 極端に 於ての み解釋 して 「我に 組せ ざる 者 は 我が 敵な り」 と. 言 はる、 の は 決して 他人 を 正 當に精 

くの 道ではありません。 

問、 然 らば 3： 故に 貴下 はん？' の 敎會に 御. 露し にならない の であります 乎。 

答、 其 事 は 少しく 私の 個人 問 题に立 入りまして、 敎會 問題 を 其 大體に 於て 攻究 せんとす る此 問答に 於 

て述 ぶべき 性質の 者ではありません が、 然し 一 般の 問题を 特別の 實 例に 就て 稽 ふるの は 却て 利益 あ 

る 場 八：： もあります るから、 私 は兹に 貴下の 其 質問に 答 ふること に 致し ませう。 

御 承知の 通り 地上の 敎會； ^天に 在る 理想の 敎會と は 違 ひ、 歷史： &の 性質 を 有つ もので あいます、 

ゆに 所謂る 理想的 敎會 なる ものの 有るべき 害はありません、 羅馬 天主 敎會と は 中古 時代の 歐羅 巴の 

境遇に 應 じて 起った 者であります、 カル ビン 主義の 長老 敎會 なる^ は 十六 世紀の 思想 幷 に 社會 の 必 
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耍に强 ひられて 起った 者であります、 英國 に. 制度が 其 腐收の 極に 達して、 儀式 宗制を 全然 否お 

したる 友會派 一 名ク H 1 力 ー 敎. v% が 起った のであります、 其 他 M れの 敎會の 起原 を 尊ね て 見ても IS 

じこと であります、 世に 永遠に 核く ベ き敎會 なる ものの 有るべき 害はありません、 若し 有る とすれ 

ば それ は 活ける 神の 域なる ュルサ レム、 又 千 萬の 衆、 卽ち 天使の 聚集 (希 伯 来書 十二 章サニ 節) であり 

まして、 斯 かる 敎 會は此 移り 變 る^に 建設 せらるべき 害の ものでありません、 故に 若し 二十世紀の 

口 本國に 敎會が 有る としま すれば、 それ は 干 五六 百年 前に 歐羅 巴に 起った 天主 敎 S きであって はなり 

ません、 叉 四百 年 前に 瑞西 國ゼ ネバ， で 起った カルビ ン敎會 であって はなり ません、 叉 三百 年 前に 英 

國に 起った メ ソヂス ト敎會 であっても なりません、 それ は 今日の 日本の 信者が 基 #敎 の 眞现を 心に 

受けて、 深い 祌の救 濟の恩 惠を味 ふて、 其 結^、 外部より 何の 制せら る k 所な くして 自然に 屮 I 來た 

敎會 でな く 一い はなり ません、 恰度 我等 が 如何に むと も 英吉利 人 や 亞米利 加 人の 肉 を 取て 我が 肉と 

する ことが 出来な いやうな ものでありまして、 我等が 如何に 望む とも 彼等が 作 つた 敎會 を 取って 之 

を 我が 敎會 とする こと は 出来ません、 若し 來 ると 思 ふ 人が あれば それ は 爾ぅ思 ふ 丈け であり まし 

て其祌 より 賜 ふた 實物 でない こと は 其 維持の 非常に 困難なる ので 分かります、 恰 かも 外 國產の 植物 

を 無理に 我 邦に 移植 せんとす る やうな ものでありまして、 多くの 費用と 勞 力と を 費すならば 其 生命 

を 持績し 得ないで はありません が、 然し 少しく 之 を 世の 風波に 曝し ますれば 忽 にして 枯れて 死んで 

了 ふ 者であります、 爾 うして 斯 かる 敎會に 身 を 置き ますれば 我が 信仰 も 自づと 其 不自然の 性に 侵さ 

れ、 -; i 化に 自. E の 發達を 遂げ 得すして、 死す るとまで に は 至らす とも * その 變形矮 縮 は 到底 免れ 難い 

ことであります、 私 は 私の 信仰の 自由 發達を 計らん がた めに 外来の 旣成敎 會に身 を 置かない の であ 


ります、 敎會は 人の 造った もので はなく して 神の 造り 給 ふたものであります、 卽ち 時と 場合と に應 

じて 神が 我 儕の 信仰 を土臺 として 其 上に 造り 給 ふ ものであります、 然る を 我 倚の 時と 場合と に 何の 

關係 もな くし て 屮 Z 來た敎 會を其 俊 我 儕 の 巾に 植え や うとす るの は是 れ灭然 の 法に 叛く ことで ありま 

して、 亦 祌の聖 3!n でない と 思 ひます、 私 は 若し メソヂ スト 派の.！ 1H; 敎 師が來 つで 私に キぃ ストの 救濟 

の 道 を 傅へ て吳れ ますならば 感謝して 之 を 受けます、 然しながら 若し 私に 三百 年 前に 英國に 起った 

メソヂ スト 敎會に 入れと 勸 めますならば、 私は斷 じて 其 勸誘を 担み ます、 メソヂ スト 敎會は 二十^ 

紀の 日本人なる 私に は 何の 用 もない ものであります、 若し 私が 强 ひて メソヂ ス ト敎會 の 参 員と なら 

んと 欲し ますれば 私 は 多少 私の 本性 を 曲げなければ なりません、 爾 うして 斯 かる ことほ 祌が 決して 

私より 求め 給 ふこと ではありません。 

問、 然 らば 贵下は 人 は敎會 なしに 其 信仰 を 守り 叉 進める ことが 出來 ると お信じな さります 乎。 

答. 私 は出來 ると 信じます、 人の 信仰 は 敎會を 作るべき ものでありまして、 敎會は 信仰 を 作るべき も 

のではありません。 

問、 然しながら 信仰の 初期 に 方 て は敎會 の 保護 並 に 獎勵は 信者 に 取て は 非常に 必要ではありません 乎 0 

答、 多くの 人 は 雨う 屮 します. 雨 うして 私 も 永の 問、 さう 信じ 來 りました、 然しながら 今に 至て 其懸 

念の 全く 不要で ある ことが 分りました、 私 は 厚き 敎會の 保護 を 蒙った 信者に して 憐 むべき 隨 落に 了 

つ た^を 澤山 知って 居ります、 亦、 敎會 より は 3： の 叱 話に もなら すして 立派に； 一:^ 仰 を 維持して ほる 

者 を も澤山 知って 居ります、 信仰 は 神の 事であります、 人の 事ではありません、 主 は 己に 屬 ける 者 

を 知り 給 ふ (提靡 太 後 走 匸二卑 十九 節)、 監督より 洗禮を 受け、 大 監督より 堅 悟禮を 受けた 者で も 神に 簡 
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まれなぃ者は終に^^落します、 此^ は餘 りに 明. n なること でありまして * 私 は！ S 信 保護の 现 由を以 

て敎會 ：；^ 立の 必要 を 辯 護す る 人に i, 一 返します 度び 毎に、 其 人の 志を嘉 します ると； 1： 時に、 亦 其 信仰 

上の 赏驗の 朱 だ 至て 淺 いこと を 認 めます。 

^ 、  0 らば $3； 下 は 今日の 敎會 なる もの は 全く 不要で あると 仰せられる のであります か。 

答、 勿論 雨う は 巾し ません、 好意 を 以て 建てられ たる 今日の 敎會 が惡の 外、 3： をも爲 さない など、 は 

識の ある 者の 言 ひ 得る ことではありません、 然しながら 敎會 が敎會 として 其發 生地 以 外の 國に於 

て t!:: て 永久に 成功した ことのな いのは 歷 史上 著名の 事實 であります、 布 哇國の 如き、 一時 は 共國王 

は英闕 監^ 敎會 の會： 貝で あり、 其國： li:- の 多数 は米國 組合 敎會 の會 員と なりし に 係 はらす、 其 國はケ 

は 滅びて 米國の 領土と なり、 ^<ド 何人も 布 哇國の 基督 敎を 口にする 者な きに 至りし 现^ は M であり 

ます 乎、 义マダ ガス 力 ー 鳴の 如き、 一時 は 最も 熱 信なる 基督 敎的 婦人 を 其 女王と して 戴き、 萬 邦に 

率 して 然 令を國 內 に 布き し國 にして、 今 は 佛！： の 領土と して 知らる i の 外、 字. s: に： E の 貢獻す 

る 所な きに 至り ましたの を 見て、 誰が マダ ガス 力 ー 傳道は 成功で あつたと 言 ひ 得 ませう 乎、 米國立 

敎師ジ ャドソ ンが其 生命 を 投棄て 救 はんとせ し緬甸 國 は 今 は 3： うなりました か、 英 II 監将敎 會は英 

領 印度 三傥の 尺に 如 M なる 感化 を與 へ つ」 あります 乎、 外國 傳道會 社の 袖 助 を 絶 たれて 組合 叉 は 長 

老の詣 敎會が 永久に 支那に 於て 繁殖す るた らんと 贵ド はお 信じな さります 乎、 爾 うして 他國の こと 

はサテ 措き、 我國 今日の 敎會 なる ものに 就て 贵 一.- は 如何なる 御櫬察 をお 下しになります 乎、 「監^」 

と- "ム ひ、 メソヂ ストと 云 ひ、 バ プチ ストと 云 ひ、 プレス ビ テリ ヤンと 云 ひ、 或は 三十 年 或は SI 十 年 

の 傅 近 的勞 働の 結 果、 如何程の 地歩 を 此國に 於て 得る に 至りました 乎、 此 事に 就て は 見識の ある 外 


闽官； 敎師 の 方が 日本の 多くの 信者に 優 さるの 卓見 を 懐 い て 店り ます、 彼等 官： 敎師 の 或 者 は 日本 傳道 

の 結 菜に 就て 頗る 悲觀 を懷ぃ て 居ります、 數十 年間に 涉 る外國 傳道會 社の 保育 を 受けながら 日本の 

基督 信者の 多數は 今に 尙ほ 補給 を 外國に 仰ぐ の途を 講じつ . ^ありまして、 自 から 立って 日本 傳 道の 

責任 を 負 はんと は 致しません、 試に 外國の 傅道會 社が 今 nfi に 日本より 全く 其 手 を 引く と考 へ て 御 

覽 なさい、 日本に 幾 干の 基督 敎會 が殘り ませう 乎、 十餘 派の 傳道會 社が 七百餘 名の 宣教師 を 派遣 

して 二三 十 年 問 傅 道に 從 事す る も、 より 以上の 效 緩を舉 ぐる ことが 出来な かった と は 抑々 M に 山 

るので あります か、 然 かも 贵下は 私に 其敎 派の 一 に 私の 身 を いて n 本國 のた め を 計れと 勸 めら れ 

るので あります 乎、 私 は 貴下が 私に 斯 かる 勸誘を 試みられる 前に 我國 今日の 基督 敎會の 現狀に 就て 

少しく 調査 を 遂げら れんこと を みます。 

問、 然 らば 貴下 は 今の 敎會は 如何した らば 好い と 仰せら るので あります 乎。 

答、 基督の 救 濟を說 いて 敎會 を說 かない ことであります、 敎會 のこと は 之 を 神と 信者と に 任 かし、 我 

より 進んで 斯 かる 敎會に 人れ とか、 斯 かる 敎會が 最も i 一， f- 書 的たり とか 唱 へて、 未だ 信仰 雜き 信者に 

向て 特训 の敎會 制度 を勸 めない ことであります、 靈魂は 祌の屬 であります、 人が 其發 育に 千涉 する 

にあら ざれば 靈魂は 枯死す るに 至るべし と は 古代の： 大主教 徒の 懐いた 迷 想でありまして、 我等 新敎 

徒の 全然 排斥す る 所であります、 徒 を驅て メソヂ ス ト敎會 叉 は 其 他の 敎會に 人 れんと する は 之 を 

天主 敎 きに 牧 めんと せし 天主 敎 徒の 所 爲と其 精神に 於て は 少しも 異 りません。 福 昔と 共に 敎會 (敎 

派) を 說く者 は 福音 其 物 を 毀つ 者であります、 金剛石 は 之 を 入れる 筐とは 全く 別物であります、 然 

る を 雷と 金剛石と は 一  物で ある やうに 說き、 筐其 儘を受 くるに あら ざれば 其 中に ある 金剛石 を も 
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受 くる こと 能 はざる やうに 傅へ まする の は 尤なる 誤謬であります、 我 倚 傅 道師は 貧しき 靈 魂に 福音 

の 金剛石 を與 ふれば それで 足りる のであります、 之 を 受けし 者が 之 を 如何なる 筒に 入れて lia かう が、 

E;^ れ我 倚の 關 する 所ではありません、 或は 「獨 立」 でも 宜しう 厶 います、 或は 「無敎 \%」 でも 宜し 

ぅ厶 います、 或は 若し 信者の 好む 所であります ならば、 在来の メソヂ ストで も、 ク HI 力 ー でも、 

△  △  <"△<△ 厶厶 △<:< ！厶 <3<3<1<1<1<：<3 厶 △△ 

監督で も、 組き でも、 何んでも 宜しう 厶 います、 私は卑 むべき ものと て 我に 由り て 福音 を 聞きし 者 

は 我が 敎會に 人らざる ベから すと 言 ふ 傳道師 の 心事の 如き はない と 思 ひます。 

私自身 は 御 承知の 通り 無敎會 信者であります、 然れ ばと て 私 は 曾て 私に 由て 基督 敎を 信じた 者に 

て 敎< ^の 事に 就ても 「汝、 我が 如く なれ」 と勸 めた こと は 無い と 思 ひます、 現に 私に 由て 道 を 信 

じた 人で 英國監 脊敎會 の 信者に なった 者 もあります、 雨う して 私 は 其 人が 私の 許に 來り、 監督 某よ 

り 洗禮を 受けん とすとの 相談に 與 かりました 時に、 私 は 歡んで 私の 贊成を 彼に 表しました、 叉 私に 

由て キリス トを 認めた 人で メソ ヂス ト敎會 の忠實 なる 信者と なった 者 も 決して ii  くはありません、 

現に 某 地の 或る 有力なる メソヂ スト 敎會の 如き は 私が 其 建設の 榮 譽に與 かった 者で あり. 1 して、 ^5 

メ ソヂス ト敎會 へ 加 人の 如き も 全く 私 の 勸誘 に 由って 成った もので あ ります、 私 の 名 譽と歡 喜と は 

キリストの 福音 を說 くこと であります、 雨う して 無敎會 信者の 一大 利益 は 信徒 を牧容 する ための 我 

が 敎會の 無い ことであります、 是れ がた めに 我に 宗派 心の 起る 忠が なくして、 純正に 最も 近き キリ 

<<△<" 厶  <<"ム厶<"ム<"厶<1<1 厶厶厶 A "厶 厶厶厶 厶厶厶 

ス トの 福音 を說き 得る ことであります、 私の 鼓 も む 者はメ ソヂス ト敎會 を 全く 忘 M したる メソヂ 

厶厶<:ム<:<:<:<3<"  <1<<3厶厶厶厶厶厶<3厶厶<厶厶厶<"厶<厶厶<<厶<1  _ 

スト 敎會の 傅道師 であります、 監督 敎 きを 念頭に 置かざる 監督 教會の 俾道師 であります、 爾 うして 

私 は 信じて 疑 ひません、 斯 かる 傅 道師は 靈魂を 救 ふ 上に 於て 犬なる 成效を 見る のみなら す、 亦、 彼 


の屬 する 敎會の 勢力の 思 はざる 所に 揚るを 見る に 至ります こと を、 敎會は 人の 生命の 如き もので あ 

ります、 之 を 惜む者 は 返て 之 を 喪 ひ、 之を惜 まざる 者 は 返て 之 をお ちます (約 翰傳 十二 章サ 五節)、 今 

の 敎會の 失敗の 大源因 は 全く 敎會を 惜み其 擴張を 計る にある と 思 ひます。 

問、 御說、 誠に 御尤に 聞え ます、 然 かし 敎會 なしの 傳道は 實際行 はれ 得る ものであります 乎。 

答、 行 はれない Is 由はありません、 若し キリストの， 一 i 昔が 人間の 製造した 虎 偽であります るなら ば 之 

を徘 持し、 之 を 傅 布す るた めに 世の 勢力の 必要が ある 乎 も 知れません、 然しながら 福音が 祌 の眞理 

である 以上 は、 其 傅播に 團體の 勢力と 稱す るが 如き I 俗 的 勢力の 必要 は 少しもない 害であります、 

政府の 權 能と 學 者の 智識と 多 數の贄 助と に 由る にあら ざれば 擴張 する ことの 出来な い 主義 は 是れ惡 

魔の 主義であります、 フランクリン は 曾て 申しました r 權 力に 由る にあら ざれば 立つ こと 能 はざる 

宗敎は 神が 立つ こと を 欲し 給 はざる 宗敎 なれば、 斯 かる 宗敎は 一 日 も 早く 消滅す る を 可とす」 と、 

赏に爾 うであります、 ダンテの 詩集 や、 シ H  , 'タス ピャの 戯作で すら 別に 之 を傳播 する ための W 體 

なきに 係 はらす、 世界 到る 所に 歡迎 敬讀 せらる.、 を 見 ますれば、 天の 默 示なる 聖書が 其れ 自身の 眞 

價 にの み賴っ て 世界に 傳播 されたい 现 由はありません、 實 に此寶 典が 今日の 如く I に 多くの 冷笑 家、 

000000000 つけ 0  :cocoooooooocoooooooooooooo 

多くの 憎惡； ^を 有つ 理由 は、 之に 補助 者が 餘 りに 多く 有り 過ぎる からで はありますまい 乎、 私 は 或 

時 は 思 ひます、 若し 聖書が 今の 敎會 より 放逐され ましたならば 其 時 は 其 傳播が 非常に 涉 取る であら 

ふと、 世の 團體の 勢力 を 有つ こと は 聖書の 如き 書に 取りまして は大 なる 不幸であります、 然 り- キ 

リスト 敎の 傅播は 今の 敎會 なる 者の 破滅と 共に 決して 滅 じません、 否な、 若し 牧師 や、 宜敎師 が 叫 

ぶ を 息め ますれば 路傍の 石が 彼等に 代って 叫び 出します。 
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ir 雨う して 贵下は 貴下の 述べ られる やうな 方法に 從っ て赏際 神の 近 は 我 II に擴 まりつ k あると お 信 

じな さるので あります か。 

答、 うであります、 贵ド方敎へ15信：^<;は御承知なぃ乎も知りませんが.- 然し、 {且 敎. 師の 1H の： w かない 

所に 祌の敎 は 非常の 勢力 を 以て 進み つ k あると 信じます、 現に 私が 此雜誌 を 出しましても 其 の 

三分の 二 以上 は敎會 信！ の 所謂る 「未信者」 であります、 彼等 は 宣教師より 何の 勸誘を も 受けす し 

て. DI から 錢を 投じて 架 書を購 ひます、 彼等 は 人に 敎 へられす して 自 から 祈 禱の語 を 作って 神に 祈り 

ます、 洗禮を 受けす、 ^餐 式に 述 ならざる も 彼等 は旌に 基督 敎的 事業 を 開始し まして、 彼等の 家庭 

と^ 園と は 彼等 を 通して ナザレの ィ H スの 感化 力 を 感じ 始めます、 雨う して 或る 場合に 於て は 彼等 

心 相 Jl;- つ て、 彼等-： 1:,じ^_ ほの 敎钤を 建設し ます、 若し 樹は其 ra^ を 以て 知らる k 者なら ば 彼等 も紛ふ 

べきな き キリ ストの：^;!^ であります、 うして ale 撰摔を 以て キリ スト を： 一:^ せし 彼等 は 多くの 敎< 

の やうに 年を經 て；：： E 仰 を 放 して 俗人と なり 了る やうな こと は 滅多にありません、 彼等 は 直に 

祌に fs- かれた：！：； S 者であります から、 現 時の 敎< ^の 腐败 などに 就て は 少しも 知らす、 監督 ある を 知ら 

す、 堅，；：：；^ 禮 ある を 知らす、 隨て敎 職を濟 すと か、 敎友を 其 敵に 喪って 快哉 を 叫ぶ とか 云 ふやうな こ 

と は 少しも 知りません、 私共 或る時 は敎會 .2: の 冷淡と 不 情と、 然り、 或る時 は 其 tf 忍と を 目撃し ま 

して、 若し 斯 かる ものが キリ ス トの敎 S きであるなら ば 我 は キリ ストの 敎を棄 てん 乎との 惡 魔の 試 誘 

に 遇 ふこと もあります るが、 斯 かる 時には 敎會を 去って 斯 かる 無邪氣 なる 天然 的の IJ:! 者の 許 を訪ひ 

まして、 a 呉侧 の 幅 ffjc の 未だ <f く此 地より 跡 を 絶たざる こと を發 見し まして、 私共の 將 さに 消えん と 

する 信仰 を H 役す る ことが 幾度 もあります、 然り、 大 なる 有力なる 傅 道 は敎會 なしに 行 はれつ k あ 


ります、 若し 貴下が 其 事 を 御 疑 ひになります るなら ば、 私 は 何時でも 貴下に 無敎 會的傳 道の 結 3^ の 

實物を 御 目に 掛ける ことが 出来ます、 ドウ ゾ祌の 聖靈の 活動 を 敎會內 にの み 限らないで 下さい。 

ST 然し 人間 は 古人 も 言 ひました 通り 社交的 動物ではありません か、 隨 つて 彼 は 單獨に 生^すべき 者 

ではないで はありません 乎、 彼の 靈性は 同情の 交換 を 以て 成長 發 達する 者ではありません 乎、 故に 

聖書 は 至る所に 協同 一 致の 必要 を說 き、 「主 一つ、 信仰 一 つ、 バ プ テスマーつ」 と へまして、 信 

者の ー體 たるべき を 示し、 叉 希伯來 書の 記者 は 貴下の やうに 敎會 より 遠ざかる 者を誡 めて 「會集 を 

輟 むる 或 人に 傚 ふこと なく」 と敎 へて 居る ではありません 乎 (十 章廿 五節)、 ダビデ は 其 京 詣の歌 

に 兄弟 親睦の 美を稱 へて 「； g よ、 兄弟 相睦 みて 共に 居る は 如何に 善く、 如何に 樂 きかな」 と 言 ふて 

居る ではありません 乎 (詩篇 第 百 廿三篇 一 節)、 私 は 無敎會 信者の 最大 缺點 は此 兄弟 的和樂 の缺乏 にあ 

ると 思 ひます が、 如何です か。 

答 • 貴下の 其 尋問 は 私が 今日まで 外國宜 教師の 口から 度々 聞いた 所であります、 雨う して 一 寸 と：^ つ 

て 如何にも 御尤の やうに 聞え ます、 然し 私 は 其 質問 を 以て 私 を說服 せんとす る 宣教師に 向って 货に 

左の やうに 答へ ます。 

一 、 人間 は 勿論 社交的 動物であります、 然し 彼 は 羊 や 鹿と は 違 ひ 社交的 (集合的) ばかりで は あ 

りません、 哲學者 カントの 巾し ました 通り、 「人 問 は 亦 最も 非社交的 動物であります」、 彼の 裏に 

は 人の 交際 を 以てして は 如何しても 滿足 する ことの 出來 ない 所があります、 是れは 敎會に 入ら ふが、 

俱樂 部に 加 はら ふが、 如何しても 充 たす ことの 出来ない 所であります、 人が 神に 近づきます 時には 

他の 人 を 通して 近づく のではありません、 彼 は 「アバ 父よ」 と 呼びて 直に 神に 近づく のであります、 
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故に 天父に 近づく の 一 點に 於て は 敎會信 帝 も 無敎會 信者 も M の 異なる 所はありません、 若し 世に 敎 

を 利用して 祌に 到らん と 欲する 人が ありま するならば 共 人 は 必す失 します、 社交的 圑 結の 用 は 

他の 事に は ある 乎 も 知れません が、 然し 神 を 父. とし 有って 其 救. 濟に與 かるの 一 點に 於て は 何の 用に 

も 立ちません、 神 は 信徒の 心に 臨み 給 ふ 時 は敎^ ^ に 設けられ たる 祭壇の 上より 臨み 給 ひません、 

或は li かなる 森の 巾に 於て、 或は 激浪の 往來 する 海の. 岸 逢に 於て、 或は 悔改 の淚を 以て 枕 を 儒す 床 

の 巾に 於て、 祌は我 倚の 心に 臨み 給 ひます、 私 は 敎會の 絕對的 不必要 を說く 者ではありません が、 

然 かし、 I の敎會 論者が 敎.^ の 爲し能 はざる こと を說 いて 敎會 の 必要 を說く の を 見て 常に ぼ： 冴し く 

思 ふ 者であります。 

二、 貴下 方敎會 信者 は 瀬り に-協同 一 致の 必要 を御說 きになります、 私 も 勿論 それに は大贊 成で あ 

ります、 然し. 私の 玆に贵 下方に 伺 ひたい (丫こ は 貴下 方 御自身の 中に 果して 和合 一致が ある 耶、 否や、 

共 一 事であります、 若し 私の 見たり 聞たり する 事が 全然 誤 S でありませんならば 今日の 所謂る 基督 

敎會 なる もの は 決して 兄弟 栢睦む 所ではないと 思 ひます、 其 內 に は敎師 相反 目し、 信徒 相爭 ひ、 jsi 

誣 あり、 陷 あり、 結黨 ありて、 見る 人 をして 時には 嘔吐の 念 を-似さ しむる ではありません 乎、 私 

は 近頃 或る 信者が 私に 吿 ぐるの を 聞きました、 「私 は 不信者の 社會 にあり ました 時に 未だ 曾て 敎會 

の 兄弟 問に 行 はれる やうな 執念深い 爭鬪を 見た こと は あ ひません」 と、 私自身の 經驗も M じこと で 

ooooooocoocoooocococ- ゥ C  OOC-O00O 

あります、 私の 生涯に 於て 私の 出會 つた 最も 惡ぃ人 は敎會 信者で ありました、 彼の 譎計、 彼の 奸策 

は 到底 未信者 社會に 於ても 見る ことの 巾い 来ない もので ありました、 私 は 勿論、 貴下 方の 理想の 玆に 

無い こと を 知って ：5 ります、 然しながら 赏 際の 敎會 なる ものが 決して 和樂 一 致の 鄉 でない こと 丈け 


は 甚だ 明瞭で あると 思 ひます。 

而已 ならす、 貴下 方の 一 致 は 若し ありと すわば、 それ は贵 下方の 敎會 内の 一 致に 止まります、 廣 

く他敎 會に對 して あるので はありません、 日本 國に 代表され て 居る 敎 派です ら已に ra: 卜 以上 も ある 

との ことでありまして、 其 多 數の敎 派の 間に 實に 開く に 忍びざる の 不和 競爭の あるの は 貴 ドと雖 も 

之 を 否む こと は屮 Z 来ません、 「彼 は キリスト を說 くも K は キリスト 信者に 非す」 とか、、 「正 敎會は 

我が 敎會 のみ」 とか、 其 他 神の 子と して 決して 口にすべ からざる こと を 彼等 敎會 信者 は 己れ の敎會 

以外の 敎 會に對 して 發 して 居る ではありません か、 「主 一 つ、 ^仰 一 つ、 バプ テス マ 一 つ， r 然り、 

實に其 通りであります、 其れならば 何故に 監督 敎會 はク H 1 力 ー 敎會を 主の 敎會 として 認めません 

乎、 何故に 新敎 と舊敎 との 問に 犬猿 も啻 ならざる 嫉妬 (伞 闘が あります か、 r 視ょ、 兄？ S 相膀 むは 如 

何に 善く、 如 M に樂 きかな」、 然り、 其 通りであります、 聖書の 此語を 心に 懷 いて 組合 敎 きと 「日 

本 基督 敎會」 との 間柄 を觀 察して 御覽 なさい、 貴下 は 此聖訓 の 最も 善き 反證を 得られまして、 淚と 

共に 贵 下の 御 確信 を 強められる であら ふと 思 ひます。 

三、 私共 無敎會 信者に 「聖徒の 交際」 が 無い と 云 ふ 人 は 誤ります、 私共の 問に も 至て 1.1 い 交際が 

あります、 勿論、 私共 は^ 員 證を携 へません から、 相互に 之 を 示して 交際 を 求む るの 便せ. を 有ち ま 

せん、 然しながら 同一 の 主 を 信じて 其 救： C に與 かりし 者 は 會員證 を 示されす とも 終に は 深い 靈の兄 

弟で ある こと を 互に 認めます、 雨う して 斯く 認めました 後 の 我等 の 交際 は 之 を 味 はざる 者の 到底 知 

る ことの 出来ない ものであります、 是れ は會则 に服從 して 出来た 一致ではありません、 是れは 聖書 

に 謂 ふ 所の 「靈の 賜 ふ 所の 一 致」 であります (w 弗 所 書 四 章 三 節)、 雨う して 此 一 致 は 何にも 必 しも 無 
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敎會 信者の 問に のみ 限りません、 敎 會に屬 する 者 、屬 せざる 者の 別な く、 總て问 一 の靈を 以て 同一 

の 主に 救 はれし 者の 問に 存 する 一 致であります、 眞心を 以て 主 を 信す る 者 は 皆な 私共の 兄弟で あり 

ます、 私共 は 「贵下 は 何時 洗禮を 受けな さりました か」 と ffl いて 其 人の 信者で ある 乎、 ない 乎 を 分 

ちません、 ilC 人の 品 ii に顯 は. i たる ナザレの ィ H スの 感化 力 を 認めて 然る 後に 彼の 基督 敎 信者で あ 

るを覺 り、 彼に^つ て 私共の 靈的 交際 を 始めます。 

IT  ^下の 仰せられる やうに、 制度 も 要らない 敎则も .i§l- らな いと 致します るなら ば、 吾等 は 如何して 

敎现の 純潔 を 守る ことが 出來 ます 乎、 斯 かる 場合に は 人々 自分勝手の 說を宜 るに 至りまして 宗敎界 

は 宛 がら；^ 沌 たる 無政府の 狀 態に 陷りは 致しません 乎。 

^、 さやう であります、 若し 敎會 なる ものが 貴下の 仰せられる 此 無政府の 狀 態を妨 4^, る ことが 出来る 

ものであります ならば、 御說、 或は 御尤 かも 知れません、 然しながら 事實は 全く， 1 說の 正反對 であ 

ると 忍 ひます、 敎會は 決して 敎理の 純潔 を 護る の ^ をな しません、 現に 御覽 なさい、 我國に 於て す 

ら、 今や 最も 明 歌に 茶 督敎の 敎義を 嘲笑し、 之 を 迷； 一::- 視 して 得々 たる 者 は 曾て は敎會 の寵兒 として 

口せられ 其 特別の 保護 を 受けて 斯 世の 智識 を 修めた 者ではありません 乎、 敎 會が必 しも 信仰の 養成 

所ではな くして、 或る 場合に 於て は 返て 其 正反對 で、 最も 有力なる 無神論 又は ォ ペッカ 主義の 發育 

所で ある こと は 少し く^を 敎會 信者の 實歷に 注いだ 者の 疑 ふことの 屮 I 來 ない 所であります、 亦、 令 

^！ほ敎會の中にぁる人でも、 必 しも 敎理の 純潔 を徘 持して 居る と は 限りません、 今や 立派の 「正統 

派 敎會」 の 中に 於て すら、 我等 少しく 敎理 歷史を 讀んだ 者の 眼から 見 ますれば トンで もない 教義が 

:：!： はれて 居る ではありません か、 爾 うして 敎會 員屮 誰れ 一人と して 之を咎 むる 者な く、 異端 は恰か 


も 無人の 地 を 行く が 如くに、 傲然と して 敎會內 に 横行して 居る ではありません 乎、 若し 敎會は 異端 

を 矯める ための 必要 機關 であると 仰せられますならば、 之 を 日本 國今 日の 敎會の 事 實に徴 して 見 ま 

して、 貴下の 其 御 申 分の 全く 立たない 事が 證 明され るではありません 乎。 

夫れ 而已 ではありません、 今や 自由 思想の 行 はれる 時に 方て、 若し 敎會が 人の 自由 思想 を 制限す 

るが 如き こと を爲 しま すれば、 彼 は 直に 敎會を 去て、 敎會 外に 於て 彼の 思想 を 述べる までの ことで 

あります、 此 世界 は 基督 敎會の 制御す る 所の ものではありません、 無神論 も 行 はれて 居り ますれば 

不可思議 論 も 行 はれて 居ります、 亦、 基督 敎會の 種類に も數 限りはありません、 故に-人が 如何なる 

思想 を懷 かう が 彼 は必す 彼の 同意 者 を 何 所 かに 求む る ことが 出来ます、 敎會が 信徒の 信仰 を 支配す 

る ことの 屮 I 來 たの は 遠い 過去の ことであります、 今 は 自由の 時代であります、 敎會 時代で はあり ま 

せん。 

問、 夫れ ならば 我等 は 何 を 以て 敎理の 純正 を 守る ことが 出来ます か。 

答、 神の 聖靈を 以て 5^ あります、 外より する 會則 とか 制度と か 稱ふ粹 の 類 を 以てする ので はなく して- 

r^: よりす る 愛の 能力 を 以てする のであります、 信仰 を 以て 外より 作り、 叉 は 變更し 得る ものと 見做 

すの は大 なる 間違であります、 信仰 は 直に 神より 來る ものでありまして、 之 は 上と 內 とより する 斷 

えざる 愛の 注 人 を 以ての み 維持 せらる、 ものであります、 敎會を 以て 信徒の 信仰 を 支 へ ん とする 人 

に，： E て 私 はパゥ 口の 言を藉 りて 言 ひます、 「我 は祌の 恩み を 徒然せ す、 若し 義 とせら る& こと！ t 法. 

(制度、 法令の 類) に 由るならば キリストの 死 は 徒 % なる 業な り」 と (加 拉太書 ニ章廿 一節〕。 

問、 然 らば 貴ドは 何時までも 無敎會 信者で 通さる k 御 積り であります 乎。 
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答、 左様であります、 此 自由 信仰 を容る k やうな 敎_ ぼが 出來 るまでば 此 俊で；：^ る 積り であります、 然 

しながら 前に も 巾 上ました 通り！^ 仰 は M 時まで も 外に 發^ せられす して， おる ものではありません、 

敎會は 信仰 を 作りません が、 仰 は 終に 敎會を 作ります、 信仰の 一 致が あって 一 致の 敎會が 終に は 

顯 はれて 來 ない， 由はありません、 爾 うして 旣に 信仰の 一 致が ある 以上 は 遠から すして 一 致の 敎會 

は屮： 來て來 る だら ふと m 心 ひます。 

問、 爾 うして 斯 かる 敎會の 出来た 例 はあります か、 又、 將來に 於て 其 起らん とする 希 は 何 所に あり 

ます か。 

答、 日本 國に 於て は傳 道の 年月の 未だ 短い のと、 外國 宣教師が 自國 の敎會 の扶殖 にの みせ を 折って ほ 

本國 自生の 敎會 の發達 を獎勵 しなかった との 故 を 以て 斯 かる 敎會は 今 有りと する も、 ^かも 雨 夜に 

於け る S の 如く 極く 露々 たる 者であります、 然 かし 無い と は 限りません、 又 將來に 於て その 起らん 

としつ i ある 徴候 は澤 山に あります、 現に 何れの 敎會に 於ても 獨立 運動が 非常に 善き こと & して 迎 + 

へられつ k あるので も 分かります、 然し 此事を 細々 しくお 話し 巾す の は 少しく 私共 無敎會 信者の f 

柄 話しに 渡る の 嫌 ひがあります から、 それ は玆 では 御免 を 蒙ります。 

閃、 種々 御 說を伺 ひまして、 私 は 勿論 之に 贊成 する こと は 出来ません が、 然 かし、 貴下 は 私が 今日 ま 

で 聞いて 居りました やうな 敎會 の破壞 者で ない こと 丈け は 分りました、 多分 貴下の やうな 方の 在る 

の は 返て 敎會 のた めの 利益で ありませ う、 雨う して 神は斯 かる 目的 を 以て 貴下 を 使 はる 、 のか も 知 

れ ません。 

答、 貴 ドの御 口より 夫れ 丈け の 御言 葉 を 頂戴す るの は 私の 大に滿 足す る 所であります、 私 は 勿論、 寘 


敎師 ゃ敎會 信者 より 何の 援助 を も 受けん と 欲する， 者 で はありません、 然しながら 此 異敎 に 在 て 隨 

分 多く の 苦難 を經 ましてん！' 日 ま で 幅 昔 の 傅 道に 從 事して 来た 積り であります るのに、 じ 福 昔 を {W 一 

傳 ふる 宣敎師 等より、 何の 援助 を. 受けない のみなら す、 或る 場合に 於て は 多くの 詰らない 誤解 を 受 

けました こと は 私の 常に 遺憾に 思 ふ 所であります、 今の 敎會と は 何の 關係 もない 私 は 只 放任して 置 

いて 貰へば それで 滿足 する のであります、 雨う 巾して、 私 は 敎會に 向て 何の 同情 を も 表 さない と 云 

ふので はありません、 前に も 巾 上げました 通り 私 は 機會の 許す 限り は 到る 所に 敎會の 事業 を 助けて 

居る 積り であります、 我が 主義 を 確守す る こと は必 しも 他人の 主義 を 攻撃す る ことではありません、 

我 は 我に 反對 する 他人の 主張 を 尊敬しながら 我が 主張 を 守る ことが 出来ます、 私 は 勿論、 私が 敎會 

に 向て 表す る 同 よ り 以上の 同情 を 私 に 向て 要求す る こと は 出來ま せん、 然しながら 私れ 無敎會 の 

故を以 て 私の 基督 論ゃ來 世論 ま で . を 無 S 視し、 叉 は 不問に 置かる & 宣教師 並に 敎會 信者 の 態度 を少 

しく 不愉快に 感す るので あります、 斯く 巾して 私 は 怨恨 を述 立つ るので はありません、 私 も 神 を 父 

として 有ち キリ ス トを 兄弟と して 有つ 者であります， から、 他人の 同情 を藉 りすと も 滿足歡 喜の 生；^ 

をへ 运り 得る 者であります、 其 御 積り で 今日の 此話 を御聽 取り 下さい、 サョ ナラ。 
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豫定 の敎義 

其 一 豫定の 信仰 

問、 基督 敎に豫 定と云 ふ ことがある さう です が爾 うです か。 

答、 雨う です、 之 を 英語で Predestination と 云 ひまして 隨分 議論の ある 問題であります。 

モ もく ビ 5 

問、 夫れ は 抑々 如何い ふ 事であります か。 

答、 夫れ は 讀んで 字の 如く 祌に救 はれし 者 は祌に 由て 豫め 定められた 者で あると 云 ふこと であります。. 

問、 其 やうの 事 を 今でも 信す る 者が あります か。 

答、 <fr は 多くはありません、 然し 往昔 は澤山 ありました、 豫 定はプ ti テス タント 敎 徒の 重要なる！；. W 仰 

筒條 でありました、 然し 來 世の 存在、 キリストの 神性 等が 暖昧 に^せら る k 今日、 豫{ 丈 を 信す る 者 

は 至って 尠 くな つたの は 事實 であります。 

問、 贵下は 之れ に 就て 如何お 信じになります か。 

答、 私 は頌阁 信者の 一 人でありまして、 外國 傳道會 社の 叙 は 貪 ひません が、 然 かし 三位 一 體 の敎義 を. 

信す ると； 11： 時に 亦た 豫定の 教義 を も 信じます、 私 は 豫定は * 督敎の 最も 大切なる 教義の 一 つで ある 

と^じます、 私 は 基督 敎の 精神に 訴 へて 見まして、 豫定は 其 免 かるべからざる 結論の 一 つで あると 


信じます。 

問、 斯 かる 背 现 的の 敎 義を贵 下がお 信じに なること は 私に は 如何しても 分りません、 私 は 八：' 日、 充分 + 

に贵 下の その 御 信仰に 就て 伺 ひたく 思 ひます。 

答、 ド ゥ ゾ 出来る 丈け 嚴 しく 御 質問な さ つてく ださい、 若し 私の 論 城が 贵下 の 御 詰問に 由 て ：朋れ る も 

のであります るなら ば、 私 は 之 を 焚て るか、 叉 は； 冉び之 を 築き 直す の 必要が あります、 惡意を 混へ 

ざる 友人の 攻擊は 信仰 上 甚だ 有益な ものであります。 

問、 夫れ では 宽 ねて 伺 ひます が、 贲下は 人 は 何人も 豫め 神に 由て 定められ たもので なければ 祌 の救濟 

に與 かる こと は 出来ない と 仰せられる のであります か。 

答、 爾 うであります。  - 

^、 -爾 うして 贵ドは 基督 敎は斯 くも 不公平 なること を敎 ゆる 者であって、 贵 F の 信ぜられる 神 は斯く 

あへ +• 

も 不公平 なること を 敢て爲 る 者で あると お信じになる のであります 乎。 

答、 雨う であります、 然 かし 不公平 云々 の 御言 葉 は 一 先づ御 取消し を 願 ひます、 其 事 は 後で 多少 御說 

明屮す ことが 出來 やうと 思 ひます。 

iT 豫ぉ說 なる もの は 基督 敎の 何處に 示して あります 乎。 

答、 基督 敎の 聖書に 示して あります、 然 かも 一 ケ所 ゃニケ 所ではありません、 多くの 處に 示して あり 

ます。 

§れ 寄の 3： 處に豫 おが 顯 著に 示して 有ります 乎。 
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其 二 聖書と 豫定 

答、 左様であります、 羅馬書 第 八 章で あると か、 加 拉太書 第一章で あると か 云 ふやうな、 殊更ら に豫 

*i  >^  ^*  ちきら. fn  9  9  9  »  9 

定を 論じた 章 は 後 廻し に 致しまして、. 直接に 豫定を 論じないでも、 顯 著に 豫定の 精神 を 示して 居る 

所の 聖書の 言葉 を 今、 玆に 貴下の 前に 陳列べ ましたならば、 貴下 は 豫定の 理論 は 御 判 分りに ならな 

くと も、 其、 架 書の 傅 へんと する 一大 敎義 である こと 丈け は 御 承知になる であら ふと 思 ひます。 

"こ -.<. .t-  さ しし 力 し 

問、 何卒 充分に 御 指示 を 願 ひます、 私 は 聖書に 豫定 のこと が 書いて 在る と は 聞き ましたが、 それが 其 

大 S なる 敎義 であると は 今 ま で 信じ ませ ん でした。 

答、 多くの 人が 雨う 一一 一一 n ひます、 然 かし 聖書 を 深く 研究 すれば 爲る 程、 豫定 は、 贖罪と 云 ふが 如き、 又 

は 復活と 云 ふが 如き こと、 共に、 其 根本的 敎義の 一 つで ある ことが 判 分ります、 先づ 聖書の 大體に 

涉 つて、 豫定の 示して ある 所 を 御 ほに 懸け ますれば、 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ、 モ ー セ、 サム 

ェ ル 等の 事 は 措きまして、 神が 預言者 子レ ミヤに 一一 一一 口 はれた 言葉に 斯うい ふの があります、 

我れ 汝を 腹に 造ら ざり し 先に 汝を識 り、 汝が胎 を 出 ざり し 先に 汝を聖 め、 汝を 立て 萬國 の預霄 

者と なせり (耶利 米亞記 一章 五節〕。 

是れ は：. 取も顯 著に 豫定を 示した 言葉であります、 是れを ュダ的 思想な りと て觀 過し ますれば、 夫れ 

ま で あります が、 然し 顯 著なる 聖書 の 首 葉と し て、 是れも 何ん とか 合现 的に 解釋 せねば ならぬ も 

のであります、 雨う して 斯 かる 觀念を 以て 預 一一 一一 c 職に 就いた 者 は エレ ミヤに 限りません、 預言者と い 

ふ 預言者 はモ ー セを 始めと して、 マラキ、 パプ テス マの ョ ハネに 至ります まで、 彼等 は 皆た 神に K 


言 者と し て 特別に 作られし 者で ある と 信じ て 預言 の 聖職に 就い た 者で あります、 ャ コ ブを 再た び 己 

に復 へらしめ、 イスラエル を 己の 許に 集まら せんとて 我 を 生れ 出し 時よ リ 立て i 己の 僕と 爲し 給へ 

る エホバ 言 ひ 給 ふ (、以 赛亞書 四 十九せ f 五節) とは預 言 者全體 の 口調でありまして、 彼等に 此の 確信が あ 

つたから こそ、 彼等 は 全世界が 彼等に 逆って 立ちし 時 も、 惟り 己 を 信じて 動かなかった ので ありま 

す、 勿論 玆に 引きました 耶 利米亞 記の 一 百 を 除いて は舊約 聖書に は 新約聖書に 於ての 如く 明狀 に豫定 

を 語って 居る 言葉はありません、 然し 若し 豫定と 言 はなければ 選擇は 確かに 舊 約の 精神であった こ 

と は 何よりも 明かであります、 ノアで あり、 アブラハム であり、 ヤコ ブ であり、 モ ー セ であり、 ェ 

し.. 9  ， 

リャ であり、 ァ モスで あり、 皆な 悉く 自 から 進んで 神の 忠實 なる 僕と なった ので はたく して、 神の 

特^の 選捋を 蒙 て、 神に 餘儀 なく せられて、 神の 聖 業に 就いた 者で ある こと は舊約 聖書の 尤も 明 

白に 示す 所であります、 預言者 ァモ スは 彼に 沈默を 命ぜし ベ テルの 祭司 ァ マジ ャに吿 げて曰 ひまし 

た、 

我 は (職業的) 預言者に あらす、 亦 預言者の 子に 非す、 我 は 牧者な り、 桑の 樹を 作る 者な り、 

然るに エホバ、 羊に 從ふ 所より 我 を 取り (強制的に) 往 きて 我 民 イスラ H ルに 預言せ よと 我に 

宜べ 給へ り (亞麼 士書七 章 十四， 十五 節し 

選 擇と豫 定とは 其 精神に 於て は 一 つであります、 豫定は 選 揮の 時 問 を 更らに 生前にまで 延べた もの- 

がいます、 舊約 聖書 全體は 選擇を 至る所に 述べ て 新約の 豫定說 の 某 礎 を 置きました。 

問、 新約聖書に 於け る豫 {： ル說 なる もの は是れ パゥ& 特有の 說 ではありません か。 

答、 雨う ではない と 思 ひます、 勿論、 是れは 使徒. ハウ 口 に 由て： ^おも 明かに 唱 へられた 教義であります 
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然しながら れが 基督 御自身の 敎訓 の精祌 でない 以上 はパ ゥ 口 が斯 くも 力 を 軍 めて 之を唱 へやう 管 

はありません、 豫 定は賸 罪と 同じ やうに 基督 敎全體 の 精神で あると 思 ひます。 

問、 * 督の言 葉と して 何處 に豫 {； ルが錄 してあります か。 

答、 約 翰 傅の 十五 章の 十六 節に 基督が その 弟子 等に 告げて 汝等我 を 選まず、 我れ 汝等を 選ら ベリと 言 

はれまし たの は選擇 であって 亦た 豫 おであります、 叉ィ H スが ナタナ エル の 問に 答へ て 我れ ピリ ポ 

が爾を 召ばざる 前に 無 花 果樹の 下に 繭の 居る を 見たり (仝 一 章 四 八 節) と 言 はれまし たの は、 先知 を 

^5总^しー-、 亦た 豫おを も 示して ります、 約 翰 第一 書 ra 章の 十九 節に 有ります る 我 擠神を 愛する は 

彼れ 先 づ我僚 を 愛せし に 因れ リと の 言葉 は實に 基督 敎 の 眞髓 で ありま して、 斯 かる 觀 念の 上に 立 て 

られ たる 宗敎が 豫.； 1^ を 以て 人の 救將の 原理と 見做し ましたの は 決して 無理ではありません。 

然しながら 豫定 の： 1: たる か を 知らん と 欲せば 勿論 保羅の 書翰に 行かなければ なりません、 爾ぅレ 

て 其處に は豫定 が 最も 顯 著に 示されて 在る こと は 誰も 疑 はない 所であります、 今時の 人 は往々 にし 

て バウ 口 の 一一： 一 t: 葉で あれば とて、 是れは 基督の 敎 ではない やうに 思 ひます、 然しながら バウ 口 の 書翰 

が 新約^書の 大部分で あつ て、 亦た 今 口 我 倚の 信す る 基督 敎 なる もの は 多く はパ ゥ 11 に 由て 傅 へ ら 

れ たもので ある こと を 知る 者 は、 バウ 口の 言で あれば とて 之 を賤價 さな いのは 勿論、 反て バウ 口の 

一一 一一！： であれば とて 之に 非常の 重き を 置きます、 基督の 心を識 りし 者で バウ a の 如くに 善く 之 を 穿った 

者はありません、 若し。 ハウ 口が 基督 敎の 大家でありません ならば、 私共は誰に依て之を硏究しませ- 

-yf, 選 搾 は s£ 曰全體 Q 精神であります、 爾 うして 選 揮の 意義 を 其 推理 的 結論にまで li んだ者 は 

使徒 バウ 口であります、 豫定は バウ 口が 發 明した 敎義 ではありません、 是れは 彼れ に 依て 最も 明か 


せんめ ... 

に閱 明され た ノア、 ァ ブラ ハ ム 以来の 信仰の 原理であります。 

問、 避ね てより パゥ II の 豫定說 に 就て は 聞いて 居り ましたが、 玆に 再び 其 要點に 就て 貴下より 伺 ひた 

く； じます。 

答、 羅馬書 第一章の 第一 節に イエスキリストの 僕 バウ 口 召されて 使徒と なリ、 神の 福音の ために 選 ま 

ると 書いて あるの を 見まして 豫定 選擇は バウ B に 取りて は 根本的 信仰 筒條の 一 つであった ことが 分 

ります、 爾 うして 羅馬書 を 段々 と 讀んで 行きます ると 豫 { えの 敎義は ess- の 贖 ひ、 信仰に 由て 義 とせら 

る& ことと 共に 基督の 福音の 土臺 石で ある ことが、 種々 の 方面から 論究され て； 15 るの を 見ます、 羅 

馬 書 は 一 名 之れ は 任意 的 恩惠の 福音と 稱 せられます、 是れ は卽ち 人の 救 はる、 の は 彼の 行績に 由る 

に 非す して 全く 神の 聖 意の 任より sr つる 恩惠に 由る こと を 殊に 論述した 書 で あります、 爾 うし， て 其 

三 窣廿八 節に 於て 故に 我れ 思 ふに 人の 義 とせら るぶ は 信仰に 由リて 律法の 行 ひに 由らず と 言 ひて 救 

濟 は道德 以上で ある こと を 述べ、 其 五 章 八 節に 於て キリスト は 我 儕の 尙ほ 罪人なる 時、 我 儕の 爲め 

に 死に 給 ヘリ、 神 は 之に 由 リて其 愛を彰 はし 給 ふと 言 ひて 神の愛 は 人の 愛 を 待って 始めて 来る もの 

にあらざる を說 き、 党に 第 八-第 及び 第 九 堂に 於て 豫定 の大 議論に 人る のであります、 

凡ての 事 は祌の 3ni に 依りて 召れ たる 神 を 愛する 者 (基督 信者の ことなり) の爲 めに 悉く 倒き て 

益 をな す を 我 倚 は 知る、 それ 神 は豫め 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子 (イエスキリスト) の 狀に效 はせ 

んと豫 め 之 をお め 給へ り、 此は其 子 (ィ H ス キリス ト) を 多くの 兄弟 (クリス チ ヤン) の屮に 

長子たら せんが 爲め なり、 又豫め 定めた る 所の 者 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義と 

さかえ 

したる 者 は 之に 榮を赐 へり (八 章サ 八、 廿九 • 卅節， r 
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誤解 せんと 欲して 誤解すべからざる 豫 おのお 義 であります、 叉、 

リベ 力 我憐の 先祖の 一 人なる イサクに， E りて 二人の 子 を 孕みし とき、 卽ち其 子等 未だ 生れす、 

善 を も 惡をも 行 さ りしと き、 神の 選び 給 ひし 聖じ！ n は變る ことなく、 (人の 救 はる、 は 彼の〕 

行 に 由る に 非す して (神の) 召に， S る ものなる こと を彰 さんと て、 長子 は 幼子に 服 へんと 

(祌) リベ 力に 言 ひ 給へ り、 錄 して 我 は ヤコ ブを 愛し H サ ゥを惡 むと あるが 如し (九 章 十— 十三 

節〕。 

是 れも顯 著なる 豫 おであります、 祌の架 3s の 中には ヤコ ブは 業に 旣に、 彼が 生れざる 先き より、 彼 

の 兄なる H サゥに 代 はるべき 者な りと 豫め {ル めら れ てあつた との 事であります。 今、 羅馬害 を 去り、 

加拉太 書に 到り ますれば 同じ 豫 おの 意義と 精神と は 明かに 示されて 居ります、 人よりに 非ず、 亦 人 

に 由らず、 イエスキリストと 彼 を 死よ リ 甦らせし 父なる 神に 由り て 立てられ たる 使徒 バウ 口  (一章 

一節〕 と 云 ひ、 我が 母の 胎の 中に 在りし 時よ リ (「胎 を屮 Z し 時より」 と ある は誤譯 なり) 我 を簡び 

蘆き 恩惠を もて 我 を 召し 給 ひし 神 ( 一 ，sf 十 五節) と 云 ふ は 前に 引きし 耶利米 £：； 書 の 言と 均し く豫定 を 

示す の  一一 H 葉 である こと は 何人が 見ても 明 著で あ ります。 若し 叉、 次ぎの 以^ 所 書に 至ります ればそ 

れ神、 我 儕 をして 其 前に 聖く 且つ 疵 なき 者たら しめんが ために 世の 基礎 を 置 かざりし 先よ リ我儕 を 

簡ひ、 その 聖意 のま. -に イエスキリストに 由リて 我傻を 己の 子と 爲 さん こと を 愛 を 以て 豫め 定め 給 

ヘリ (てお 四， 五節) とありまして 豫定は 誤解し 難き 一一 一一 〔葉 を 以て 顯 著に 示されて ります、 又 降て 帖 

撒 維：^..,」 It に り ますれば-王に 愛せら る. - 兄弟よ、 爾 曹の爲 めに 我 儕 常に 神に 謝すべき 也、 そ は 神、 

始めよ リ頭 曹を簡 び、 眞理を 信ずる ことと 靈の 潔め を 蒙る ことに 因りて 救 ひ を 得しめ 給へば 也 C 後 


書 二 章 十三 節) とありまして、 豫 {4- 選 擇は當 時の 基督 信徒の 普通の 信仰 箇條 であった やうに 書いて あ 

ります、 今、 此敎 義に關 する パゥ。 の 貢：； 某 を 悉く 玆に 貴下の 前に 引 誇す る こと は 出来ません が、 然 

し 私が 玆に 陳述した 丈け を 以て も豫 おが パ ゥ £1 に 取り 如何に 大切なる 信仰 箇條 であった か 分かり 

ます、 豫定は 決して 聖書の 其 處此處 に 散在して 居る やうな 瞹昧 なる 敎義 ではありません、 豫 定は聖 

書 を 始め よ り 終 ま で 赏 徹する 精神 であります、 故に 若し 之 を 不道理な りと し て 聖書より 切拔 きます 

ならば、 是れ贖 g 非 を 担み、 キリストの 神性 を 否む やうな ものでありまして、 聖書なる 5^ 築 物より 樞 

要なる 梁 を 取 除く やうな ものであります。 

問、 i 乎 誓の 引證は 夫れ までにして 置いて 戴きまして、 私 は 今より 豫定は 信仰 上の 事實 である 乎、 其 事 

に 就て 伺いた くお じます。 

其 三 豫定 の事實 

答、 私 は 貴下が 豫 おの 論理より は 先づ其 事實に 就て 御 尊ね になり ました 事 を 甚だ 喜びます、 何故と な 

れば 豫定は 基督 敎の 他の 教義と 均しく、 其 事實を 示す こと は 其 論理 を述 ぶる よりも 容易い からで あ 

ります、 基督 敎は 科學と 同じ やうに 先づ 第一 に事實 でありまして、 然る 後に 論现 であります、 然る 

に 鬼 角 論理 好きの 日本人 は 事實を 探らないで 先づ 論理 を 究めん と 欲します、 是れ 彼等の 宗敎 研究な 

る ものが 常に 墮胎に 終る 原因で あると 思 ひます。 

問， 私 は 殊に 貴下 御自身の 御實驗 に照らして 豫定の 事實を 示して 戴きた く 存じます。 

答、 畏參 りました、 私の 心靈 上の 實驗と 云へば 微少いながら 使徒。 ハウ 口の 資驗 であります、 私が 少し 
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なりと キリスト を 見る ことが 出來、 又、 少しな りと 祌の淸 潔 を 心に 感 する ことが 出來 るに 至った の 

は、 私 は 是れ單 に 神の 任意 的 恩惠に 因る ので あると 堅く 信じます、 雨う して 斯く. S. すの は 決して 私 

の ^通からで はありません、 私 は 最も 確實 なる 心靈 的寧實 として 此事を 表， 3 する のであります、 私 

は 決して 世に 謂 ふ 所の 聖人ではありません、 私の 心に 在る もの はた？. -惡 ばかりであります、 若し 私 

の 生涯が 私の 計畫 した 通りの も の で ありましたならば 私 は 決して 基督教 信者と は 成りません でした 

私 は 神の 攝理 に餘 俊な くせられ て、 無理やりに 基督 信者と 爲さ しめられた 者であります、 殊に 幅 音 

の. 〕< 俾 者と 成りし が 如きに 到て は是れ 私の 幾度び か 担んで 避けん と 欲した ことでありまして、 私 は 

何者に なりても ャソ敎 の 傅 道 師には 成る まじと 幾度び か 決心した 者であります、 故に 生前の 豫 {疋 は 

训問题 として、 私が 自身 選らんで 基督 信者と 成った ので はなく、 殊に 基督 敎の俾 道お となった ので 

たい こと は是れ 私に 取て は 3： よりも 明かな 事でありまして、 此事を 知る 者 は 私自身ば かりで はあり 

ません、 私の 親友 が^な 此 事に 就ての 私の 證人 であります、 私 は 私自身の 改 に 就て は 使徒 バウ 

め 一一 H を藉 りて，：： します、 キリスト は 我 傻の尙 ほ 罪人た る 時 我 俊の ために 死に 絵 ヘリ、 神 は 之に 由り 

て 其 愛 を 彰し絵 ふ、 叉、 オリバ ー、 コ ロム ゥ H ル の 一一-一 门を藉 りて，：：： します、 

貴婦は 知る、 余の 生涯の 如何なる ものな りし 乎 を、 鳴 呼、 余 は 幽暗に 在りて 幽暗 を t へし、 光明 

を 憎めり、 余 は 罪人の 主なる 者たり し、 然り其 首な りし、 此事 は事實 なり、 ち 余は聖 なるこ 

と を 憎めり、 然れ ども 祌は余 を 顧み 給へ り、 鳴 呼、 神の 恩 惠は大 なる 哉、 願く は 余の 爲 めに 神 

を 讚美 せられよ、 願 ふ、 余の ために 祈られよ、 余の 衷に赛 き 業 を 始め 給 ひし 神が キリス 卜の 日 

に 於て 之 を 完成う せられん こと を。 (彼の 從妹セ ン トジ ョ ン 夫人に 贈りし 書翰の 一 節な り、 力 


1 ライル 著 「コ B ムゥ H ル傳」 より 寫し 且つ 譯 す〕。 

若し 私に 何に か 善き 所が あるに 由て、 私が 神 を 信す るに 至った のであります たらば、 私 は 第一 に 何 

故に 世に は 私に 優つ て遙 かに 善い 人が あります るのに、 其 人が 神の こと を 聞く も 神 を 信す るに 至ら 

ない 乎、 其 事が 分かりません、 第二に、 神が 私の 心に 顯 はれ 給 ふ 時 は 私の 愛國 心が 最も 高く、 私の 

公義 心が 最も 旺 なるとき ではた くして * 私の 失望 落瞻の 時、 私の 心の 屮が 殆んど 百鬼夜行と 稱 すべ 

き 時であります、 此事は ドウ 云 ふ 理由で ある 乎、 其 事が 分かりません、 畢竟す るに 神に 關 する 事 は 

私の 實 験に 由り ますれば 唯 「意外」 と 云 ふより 外はありません、 私の 左 せんとす る 時に 神 は 右せ よ 

と 命じ 給 ひ、 私の 昇らん とする 時に 私 は 下り、 私の 下らん とする 時に 神 は 私 を 引上げ 給 ひます、 私 

は 夫れ 故に 今 は 神に 向って は 唯 斯う 曰 ふの みであります、 卽ち 父よ、 然 かリ、 それ 是の 如き は聖意 

に 適へ るな リ (路加 傳 十章廿 一 節〕 と。 

私自身に 就て 雨う であります * 亦、 私が 主に 導かん と 欲した 他の 人に 就ても 同じ 事であります、 

此人 は必す キリストに 來 らんと 思 ふた 人が 必す來 ると は 定まって 居りません、 否な、 雨う 思 ふた 人 

は 大抵 は キリストに 來 りません * 此人は 事物の 分かった 人で ある 故に 必す 基督教が 解る であら ふと 

思 ふた 人 は 大抵 は 半途に して 基督 を棄 去った 人であります、 之に 反して 靳 かる 人が 如何して 聖き神 

の 子なる ィ H ス キリス トを 信す るに 至る であら ふと 思った 人が 思 ひ 掛けた くも 堅固なる 信者と なり 

ました、 キリ ストの 一 W はれし、 

いへ つ ，、..；-  ャ ふ おや.. し  .；<  あやし 

工匠の 棄て たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり、 是れ 主の 行し 給へ る ことにして 我 倚の 目に 奇 とす 

る 所な り (馬 太傳サ 一 章 四十 二 節) 
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と の 一一 一一 1! 紫 は 誠赏を 以て； i 昔の 宣 傳に從 事した 者の 誰でも 深く 感 する 所であります、 遗傳も 境遇 も敎 

育 も 基督 信徒と なる に は 何の 關係 もない やうであります、 其れ は 神の 特別の 事業でありまして、 此 

事ば かり は 天然の 法則 を 以て は， 律し 難い 事で あると 思 ひます、 ^に 基督 敎の 「感化 力」 を說く 者が 

多くあります るが、 然し 「感化 力」 は 外部の 感化に 止まります、 如何に 善良なる 家庭で も學 校で も 

其 感化 カは靈 魂の 中心にまで は 到着き ません、 聖 樂と聖 式と 聖 語との 中に 浸されて 居ても キリス ト 

を 解から たい 者 は 終に 解かり ません、 神 は 人類に 善を爲 すの 自由 を 與へ袷 ひし も 靈魂を 活かす の 一 

事 は 之 を 御自身の 乎に 保留し 置き 給 ひしと 思 はれます、 爾 うして 其 事の 實 11^ は 神に 救 はれた 者の 實 

驗 であります。 

御覽 なさい、 基督 敎の 史を、 キリスト 御自身が 境遇の 子ではありませんでした、 「ナザレより 

何の 善き 者い でん 乎」 と は其當 時の 讓 でありし にも 關 はらす、 キリスト は此 ナザレより 出て 學者パ 

リ サイの 人に 代って、 神の 選 0^ の敎導 者と 成った ではありません 乎、 叉 キリストより 直接に 敎を受 

けし 十二； f§ 子の 在りし にも 關 はらす、 彼 を 最も 廣く 且つ 深く 世界に 紹介した 者 はべ テロ、 ヤコ ブ、 

ョ ハ ネと言 はんより は 寧ろ タル ソ のパゥ E1 と 言 ふべき ではありません 乎、 羅馬 天主 敎會に 多くの 高 

識 たる 神學 博士の 在りし にも 關 はらす、 福 昔 を 其 初代の 純潔に 歸 へらしめ し 者は礦 夫の 子な りし マ 

ル チン ル ー テルではありません 乎、 英國の 端から 端にまで 逐 はれ、 敎を演 ぶる 爲 めの 一 の 高 壇 さへ 

も 有た ざり しジ ヨン、 ゥ H スレ ー が 近世の 宗敎的 新紀元 を 開いた 者ではありません か、 之に 由て 之 

を觀 ますれば 祌は 常に 敎會 を賤 め、 祌學 校を輕 蔑め 給 ふではありません 乎、 ヒレル、 ガマ リエルの 

神 學を排 して ガリラヤ湖 畔に 無智の 漁夫 を 起して 世界 を敎 化せし め、 アン セル ム、 ァ クイ ナスの 半 


希 縢 的 神學を 斥けて 曠 夫の 子に 單 純なる 罪の 赦 しの 福 昔を唱 へしめ 給 ひました、 爾 うして 此事は 過 

去の 歷史 にの み 限りません、 今日で も 其 通りであります、 最も 純粹 たる 基督 敎が 祌學 校から 出て 來 

る 乎と 思 ふと 決して 雨う ではありません、 西洋に 於て はム ー デ ー の やうな、 ヘン リ ー、 ドラモンド 

の やうた 神學 者で もな く、 牧師で もたい 者が 最も 善く キリストの 心 を 知りた る 者と して 顯 はれて • 

神 學者干 萬 人 集る も 成し 難き 宗敎 的の 事業 を爲 しました、 神學 校の 中に 大切に 育てられ、 宣敎師 に 

ず 愛 がられて. 此人 こそ は 第二の ル ー テルな らんと 望を囑 せられし 人 は、 敎職を 去り、 次に 宗敎を 

棄て、 終に は キリストの 聖 名まで を 嘲け る 者と 成りし に 代へ て、 神學 校た どへ は 一度 も 足 を 踏み 入 

れし 事な く、 宣敎師 などより して 一顧の 愛 を も 受けし ことたき 「粗野の 人」 が 返て 福音の 大官； 傳者 

とたり、 敎會に 由ら す、 敎職を 授から. やして、 神と 偕に 其 恩 惠の幅 昔 を 熱心に 說く 者と なる では あ 

0COOO0O0OOOC  000  00  CO  0000C00O0O  O0O  O000 

りません 乎、 實に 基督 敎の歷 史は敎 法師、 神學 者、 職業的 傳道師 に 取て は 常に 失望の 歷史 であり ま 

した、 彼等の 事業 は 常に 門外漢の 取て 代 はる 所と たりました * 彼等 は 神の 事業 を 人の 手に 取て、 之 

を 機械的に、 又は 組織的に 籀續 せんと 試みて、 常に 祌の 耽る 所と なりました、 靈魂 復活の 事業 は 到 

底 人間の 事業で はありません。 

斯の 如くに、 我れ 自身の 實験 に照らして 見ましても、 又 他の 人の 實 験に 就て 考 へて 見ましても、 

叉、 基督 敎全體 の 歴史より 推して 見ましても、 震 魂 救 濟の事 は、 是れは 天然 以上、 人力 以上の 事業 

であります、 卽ち 神の 特別の 事業であります、 是れは 神が 企て、 神が 成し遂げ 給 ふ 事業であります- 

我等 人間 は此 事の 前に 立て は 只 ロを噤 いで 驚く のみであります、 私共 は 勿論 豫定の 論理 を 充分に 追 

究 する こと は 出来ません、 然しながら 玆に 述べし やうた 自他の 實驗に 由て、 其 決して 據る 所の ない 
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敎義 ではない こと を 悟る のであります。 

問、 其 御 說明は 面白く 拜聽 致しました、 然しながら、 若し 此 事が 事 實 であると 致します るなら ば玆に 

大 疑問が 起って 來 ます、 卽ち 若し 神の 豫定 とか 選擇 とか 云 ふこと が 人類が 救 はれる、 救 はれない の 

原 H でありますならば、 人 は 己れ の 救， 5£ に關 して は 如何す る こと も 出来ない こと、 "疋れ が 第一 であ 

ります、 第二 は、 斯 くも 或 者 を 救って、 或 者 を 救 はざる 祌は 甚だ 偏頗なる 神でありまして、 斯 かる 

神 を 公平の 祌、 公義の 祌と稱 する こと は屮 I 来ない、 是の 事であります、 是 等の 事に 就て 贵下は 如何 

御說 明になります 乎。 

答、 御 尤なる 御 質問であります、 私は賣 下の 第二の 御 質問より 答へ ませう。 

第 四 豫 定 の 論理 

答、 豫定は 神に 取 て の 不公平なる 所爲 であ るとの 疑問 は 今の 人に， m て 始め て iP へられた もので はあり 

ません、 是れは 豫定說 が 始めて 世に出た 時に、 其 時に 直に 提屮 Z された 疑問であります、 豫定 にして 

若し 眞理 なりと すれば 神 何 ぞ尙ほ 人 を 貴む る や、 誰か 其 旨に 逆 ふこと を爲 さんと はパゥ ti が 自身に 

問 ふて 自身に 答へ た 質問であります、 雨う して 彼 は 之に 答へ て n ひま— た * 

嗟 人よ、 雨 何人 なれば 神に 言 ひ 逆 ふや、 造られし 者 は 造りし 者に 向って 爾、 何故に 我 を 斯く造 

りしと 云 ふべ けんや、 陶人は 同じ 土塊 を 以て 一 つの 器 を 貴く、 一  つの 器 を賤く 造る の權 あるに 

非す や C 羅馬書 九 章 十九， 廿、 サ 一節〕 

t^, バウ 口の 此答 辯が 滿 足の ものである や、 なきや は^ 問題と しまして、 神 は 不公平な りとの 疑問 


は 彼れ パ ゥ 口 が豫 定を唱 ふるや 否や、 直に 彼の 心の中に 湧いた 疑問であった こと 丈け は 彼の 此 問答 

に 由ても 明かであります。 

ぬし 豫定に 就て 「神 は 不公平な り」 との 疑問 を 出す 人 は 未だ 神の 何たる か を 知らない 者で あると 

思 ひます、 若し 不公平 を 以て 神 を 責めますならば 同じ やうに 天然 を 責めなければ なりません、 天然 

は 一 目して 非常に 公平で ある やうで 實は 非常に 不公平であります、 何故に 獅子 は 林の 王であって 山 

羊 や、 ^羊 は 其 餌食と ならねば ならぬ か、 何故に 或る 婦人 は 美人と して 生れて、 他の 婦人 は 醜婦と 

して 生れて 来た 乎、 生来 何の 罪 ありて 蛇 は 人に 嫌 はれて 鳩 は 人に 愛せられる 乎、 是を 思へば 天然の 

不公平 も 亦た 甚だしいで はありません か、 爾 うして 此 疑問に 對 して 我等 は バウ 0 の 言葉に 似た る 言 

葉 を 以て 己に 答へ、 若し 己が 不幸の 地位に 立つ 者であります ならば 其れ を 以て 己 を 慰めん とする で 

はありません 乎、 卽ち 「是れ 吾人の 知る 所に 非す、 吾人 は 天然 は 斯く爲 せりと 知る のみ、 其 他を識 

らす」 と、 神に 對 しても 同じ ことであります、 神が 或 人 を 貴き 器と して 造り、 他の 人 を賤き 器と し 

て 造り たれば とて、 人憐 むべき 人間 は 之に 對 して 何ん とも 言 ふこと は 出来ません、 吾人 は 「神 は 

斯く爲 し 給へ り、 其 他 を識ら す」 と 云 ふの みであります。 

次に 豫 おに 就て 祌の 不公平 を唱 ふる 人は豫 定の歡 ばし き 半面の み を 見て、 辛ら き 困し き 半面 を 見 

ない 者であります、 神に 簡 まれて 天國に 入る と 云 へば 如何にも 幸福の みで ある やうに 聞え まする が、 

然し 此幸 幅に 伴 ふ 辛苦と 申しましたならば 是れ 亦實に 普通の 人の 想像 以外であります、 基督 信徒の 

歡 喜に 伴 ふ 基督 信徒の 苦痛が あります、 二者 共に 世の 知らない 所でありまして、 若し 豫定に 伴 ふ 苦 

痛の み を 示されましたならば 世の 人 は總て 之に 與 から ざらん こと を §ェ むに 相違ありません、 迫害、 
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飢娥、 裸裎、 危險、 刀劍、 其 他言 ふに 言 はれぬ 苦痛、 敎會 より は 放逐され、 父 a 兄弟より は 悪人と 

して 侮辱され、 殆んど 唾き され、 然れ ども 擔ふ べきの 義務 は 總て擔 はせられ、 國 人より は國賊 とし 

て 斥けられ、 友人に は 偽善者と して 敵に：^ され、 然 かも 之に 對 して 一 言の 怨^ を 述べる こと は出來 

こひつじ  じ や 5 にん 

す、 只 の 如くに 忍ばなければ なりません、 其 屈辱、 其 悲痛、 到底 常人の 忍び 得る 所では ありま 

せん、 然しながら 是れ亦 確かに 豫定の 半分であります、 吾等 * 督 信徒 は 豫定に 由て 基督と 共に 榮に 

ooo^oooooo  00000000000  00OOOOOO0COOOOOOO0O 

入る の特權 のみなら す、 亦 基督と 共に 十字架に 上げられ るの 苦痛 を 授けられた 者であります。 爾ぅ 

して 苦痛 は 前き に 來て榮 光 は 後に 来る ものであります から、 若し 豫&が 私供に 前以て 吿げ 知らせら 

れ たと 致し ますれば、 私供 は 普通の 人情から 豫 定に與 から ざらん こと を 神に 切願す るに 相違 ありま 

せん、 實に キリストで すら 十字架の 苦痛 を 目前に 見られました 時には 「吾 父よ、， 若し 聖 意に 適 は t.- 

此杯を 我より 離ち 給へ」 と 三次 祈られまして、 人類の 救 主たるの 豫定 の特權 より 免 かれんと 致され 

ました、 亦、 私供の 如き 最と 微少き 者と 雖も 幾度び 「豫定 の 苦痛」 に 堪えす して、 基督 信徒た るの 

特權を 放棄 せんとし たか 知れません、 豫定の 不公平 を唱 ふる 人 は 未だ 神 を 知らないの みならす、 亦 

豫-; ii- の 何物なる 乎 を 知らない 者であります、 豫定 は樂鬨 であります、 然し 遠き 針の 4 を 越へ， て 後 6 

樂^ であります、 雨う して 樂閱に 達する までの 苦痛の 遠 且つ 犬なる を 知る 者 は、 祌が或 人を豫 おし 

たれば とて 神 を も 恨ます、 叉 其 人 を も 羨みません" 

爾 うして 實 際に 於て 神に 豫定 された 人は大 なる 不幸 者と して 世に 認められます、 

我 倚が 見るべき 美 はしき 容 なく、 美しき 貌 はなく、 我 儕が 慕 ふべき 艷色 なし、 彼 は 侮られて 人 

に棄 てられ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり、 亦、 面を蔽 ひて 避く る こと を せらる. 1 者の 如く 侮 


られ たり、 我 倚 も 彼 を 貴 まざりき (a 赛亞書 五十 三 章 二、 三 節) 

と は 昔より 今に 至る まで 神に 豫 走され たる 者の 特性で ありました、 卽ち世 は 未だ 贫て豫 おされた 者 

を 見て 其 人 を 羨んだ ことはありません、 從 つて 彼 を豫定 した 祌の 不公平 を唱 へた こと もありません、 

否な、 反て 神に 豫定 されざる こと を 以て 犬なる 幸福と 信じて 居ります、 或は 大 政府の 補助 を 受けて 

居る とか、 或は 敎會 又は 宣敎師 の 人望 を 悉く 身に 浴びて、 高 德熱信 を 以て 稱 せられて 居る とか 云 ひ 

て、 神に 特別に 簡 まれて、 政府と 社會 と敎會 とに 蛇蝎の 如くに 嫌 はれない 事 を 以て、 大に祌 に 感謝 

して 居ります、 豫 おは 祌の 不公平 を 示す との 言 は 理屈 一片の 言であって、 實際は 決して 人の 口より 

つる 言ではありません。 

問、 其 事 は 夫れ で 大分 判が りました、 然 らば 私の 第一 の 疑問に 就て は 如何お 答へ になります 乎、 卽ち 

若し 豫定 にして 眞理 なりと すれば、 人 は 自己の 救濟を 求めても 無益ではありません 乎、 亦 他人の 救 

濟を 計る の 動機 も 全く 無くなって 仕舞 ふではありません 乎。 

答、 貴下の 其 御 質問 は玆に 有益なる 問題 を 開きます、 卽ち豫 定說と 俥 道との 關 係であります。 

第五 豫定 と傳道 

問、 御說の 通りであります、 私 は 若し 豫定 にして 眞理 なりと すれば 傅 道の 必要 は 全く 無くなら ふと わ 

ひます、 何故ならば 神 は 彼が 救 はんと 欲する 者 は 人の 手 を藉ら すと も 如何 かして 必す救 ひ 給 ふに 相 

違ない からであります。 

答、 左様であります、 若し 基督 敎の傳 道なる ものが 普通、 世に 謂 ふ 所の 傳 道なる ものでありますなら 
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ば、 其れ は豫 おの 信仰に 由り て 根から 絶 たれて 仕舞 ふに 定 つて 居ります、 然しながら 基督 敎の傳 道 

と は 世に 謂 ふ 所の 傳道 ではありません、 是れは 我れ 智者に して 彼れ 愚者なる が 故に、 我れ 彼の を 

開き 吳 れんと 云 ふやうた 高ぶりた る考 から 来る ものではありません、 又、 我れ 救 はれて 彼れ 墮 落す 

るが 故に 我れ 彼 を^ 度し nJK れんと 云 ふやうな 高ぶりた る 慈悲心より 屮 いるもので もありません、 詮す 

る 所、 基督 敎の傳 道なる 者 は 人 を 目的と する 傳道 ではありません、 人 を 救 はんとす るの が 基督 敎傳 

道の 最大 目的ではありません、 私共 は 世の 敎師 として 傳道界 に 臨む のではありません、 此點に 於て 

は 基督 敎の傳 道と 他の 宗敎 の傳 道との 間に 根本的の 差異が あります、 雨う して 此 根本的の 差異 を認 

め T して 幾人の 基督教の 傅 道 師が失 §1- 落膽に 終った 乎、 數 知れない と 思 ひます。 

問、 是れは 近頃に ない 奇態な こと を 伺 ひます、 基督 敎の傳 道 は 人を敎 化せん とする ので はない と 仰せ 

られ るので あります か。 

答、 雨う であります、 實に爾 うであります、 其 事 を 知る のが 偉 道 成功の 第一 着で あると 信じます。 

問、 其 事に 就て 充分の 御 說明を 願 ひます。 

答、 基督 敎の傳 道 は 一 つ は 表白であります、 是れは r 汝、 菲を悔 ひ 改めよ」 と 云 ふので はなく して、 

「我れ 我が 神の 恩惠に 由り て斯く 成る を 得たり、 余 は 汝に此 事 を 知らせん と 欲す」 と 云 ふ 事で あり 

ます、 爾 うして 有力なる 傳 道と は 常に 斯 かる 傅 道であります、 パゥ tl の傳 道が 斯 かる 傳 道であった 

こと は 彼が 幾囘と たく 彼の 改信 の 實歷を 彼の 聽 衆の 前に 述べた こ と が 聖書 に錄 るして あるの で 分か 

ります、 雨う して 此事は 亦 彼の 書翰が、 訓誡 的で なくして、 自已發 表 的で あるので も 能く 分かり ま 

す、 基督 敎は 理屈で はなく して 實驗 であり ますから、 是を 宣べ傳 ふるため の 最も 有力なる 方法 は自 


己を標 木と して 之 を 化に 示す にあります、 祌學 研究 は 如何に 其 蘊奥に 達する とも 基督 敎の傳 道師を 

0-  0000000  0-  00000000  0-000000000000  0  0000^0  0* 

作りません、 ，に 示すべき 心 靈 的實驗 の 事實を 有たない 者 は 傳道師 として 世に出て はならない と 田ぬ 

0  0  0 

もま づ 

傳道は 第一 一に 感謝の 祭事であります、 我等 は 世の 罪惡を 憤って 傳道界 に 出陣す るので は 

ありません、 又 其 隨落を 憐んで 救^の 業に 就く ので もありません、 若し 憐 むべき 者が あれば、 其れ 

は雜 人の 首なる 我れ 自身であります、 若し 憤るべき ものが あります るなら ば、 其れ は 我が 裏に あり 

0O000O0000C0O0O0OOOO0O0 

て 我 を 神より 離さん とする 我が 罪であります、 我等の 傳道は キリストの 愛に 勵 まされて ^あります- 

我等 は 沈默を 守らん と 欲して 守り 切れないからで あります、 我が 如き ，非 人 を 救 ひ 給 ふ 祌の恩 惠を考 

へて、 居ても 起っても 居られなくなる からであります、 「嬰兒 5^ 哺 者の： ：！ に 讚美 を備へ 給へ る」 神 

が 我が 口 を も 啓き 給 ふたからで あります、 是れは 外側より 社會の 義務に 强 ひられて 從 事す る傳 道で 

はありません、 心の奥底に 卿く 神の愛に 刺激 せられて 自發 的に 着手す る 事業であります、 基督 敎の 

傳道は 義務ではありません、 特權 であります、 快樂 であります、 敵 人の 口調 を藉 りて 云へば 「道 樂」 

であります、 若し 我れ 福音 を宣傳 へずば 實に禍 なる かな ハ哥林 多 前書 九 章 十六 節)、 是 れパゥ 口の 言で 

ありまして、 總て 一一〕：： ひ盡 されぬ 歡喜を 以て 1^ 敎の幅 音の 傅に 從事 する 者の 聲 であります、 此歡 

喜がな く 此壓へ 切れぬ 感謝が なくして 基督教の 傅 道 は必す 失敗であります。 

斯く 觀じ來 つて 豫 おは 傳 道の 妨害で ある 所ではな く、 反て 傳 道の 精神であります、 豫定は 人に 對 

してぐ はなく 神に 對 して 私共の 義務の 觀念を 非常に 高む る ものであります、 亦た 豫定は 限りなき 感 

謝の 念 を 私共の 心に 起す ものであります、 「斯 かる 者 を さへ 救 ひ 給 ふの みならす、 我れ 幾度 か 彼 を 
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捨てん とせし に 彼 は 永遠の 愛 を 以て 我 を 愛せり と は 是れ 何事 ぞ 、 斯 かる 無限の 愛 は 我れ 信ぜん と 欲 

して 信じ 難し、 然れ ども 聖靈は 我が 心に 耳語いて 言 ふ、 是 れ事實 なりと、 嗚呼 我れ 如何にして 此恩 

に 報 ひん や」 と は 傅 道心 發 動の 原動力であります、 雨う して 斯 かる 愛に 勵 まされて、 迫害 も、 飢餓 

も. 裸裎 も、 刀劍も 何の 懼る \ 所 なきに 至る のであります、 總 ての 大 なる 俾道師 に 就て 尋ねて 御覽 

なさい、 是れが 彼等の 傳 道の 精神であった のであります。 

世に は 人の 愛國 心に 訴 へ て傳 道心 を 起さん と努 むる 者が あります、 是れに 多少の 效 力の ある こと 

は 私 も 疑 ひません、 然しながら リビングストン は 彼の 愛國 心に 勵ま されて、 英國 のために 新 領土 を 

得ん とて 暗黑 大^に 傅 道に 從事 しません でした、 モ レ ビヤ 派の 宜敎師 は愛國 心に 勵 まされて グ リン 

ランドの 氷山の 中に H スキモ ー 人種に 幅 音を傳 へませんでした、 愛國心 は强大 なる 勢力であります 

然 かし 傳 道の 精神と なすに は 足りません。 

又、 或 人 は社會 改良の 手段と して 傅 道 を獎働 致します、 爾 うして 基督 敎の傳 道が 第一 等の 社會改 

良の ための 勢力で ある こと は 何人も 疑 ひません、 然しながら 我等 キリ スト を 信す る 者 は社會 改良 を 

目的と して 傳 道に 從 事す る こと は 出来ません、 社會は 改まら ふが、 改まる まいが、 其れ 等の 事 は 一 i 

昔宣傳 者の 眼中に は餘り 重き をな しません、 キリス 卜の 愛、 永遠の 愛 を 以て 我 を 救 ひ 給 ひし 神の愛 ■ 

是れが 我等 傳道 者の 心 を 支配す る 唯一 の 勢力であります、 雨う して 此 愛に 逐ひ立 てられて 我等 は 世 

の 嘲笑 も 何も 忘れ て 傳 道に 從 事す るの で あります。 

問、 夫れ は 雨う と 致しまして、 救 はれる もの、 救 はれない 者が 始めから 定 つて 居る と 致し ますれば 傳 

道の 張 合 ひが 至て 尠 いではありません か。 


答. 夫れ は 決して 雨う ではありません、 私共 豫定を 信す る 者 は 信者 を 作く るた めに 傅 道 は 致しません 

が、 然 かし 信者 を發 見す るた めに は 熱心 を 以て 之に 從事 致します、 爾 うして 傳道は 信者 を 作る こと 

ではなく して 旣に豫 め 作られた る 信者 を發 見す る ことで ある こと は 永く 此聖 業に 從 事した 者の 疑 は 

ない 所であります、 主 は 救 はるべき 者 を 日々 敎會に 加へ 給 ヘリ 「使徒 行傳ニ 章お 節)、 たれが 傅 道 成功 

の徵 候であります、 キリスト は 亦た 共 * 子等に げて、 我れ 繭 曹の勞 せ ざリし 所を穫 らせんと して 

爾曹を 遣 はすな リ、 他の 人々 勞せ しに 由 リ爾曹 は其勞 したる 果を受 くるな りと 言 はれました、 此場 

合に 於て は 「他の 人々」 と は 神 を 指して 云 ふので ありまして、 我等 傅 道 師は祌 の 播き給 ふた 田に 其 

熟いた 時に 牧穫に 行く ばかりで あるとの ことであります (約 翰傳 M 章 三 五— 三 八 節參考 )、 爾 うして 此 

牧樓の 業に 擾 さるの 偸 快なる 業はありません、 傳道師 の 諷ふ歌 は 農夫の 秋の 牧種 歌であります、 卽 

ち 「禾朿 を携へ 喜びて 歸り來 る」 時の 歌であります I 詩篇 百 二十 六篇六 節〕。 

問、 有難う 厶 います、 大分 基督 敎に 就て 新 思想 を懷 くに 至りました、 勿論、 未だ 貴下の 御說 明に 由て 

疑問が 總 ベて 解けた と は 云へ ません、 然しながら 基督 敎を 全く 新 方面より 观 ふこと を 得て 甚だ 喜ば 

しく^ じます。 

答、 私 とても 勿論、 此簡單 なるお 話しに 由て 私が 今日まで 豫定 のこと に 就いて 考へ たこと を 悉く 貴下 

の 前に 述べ 盡 したと は 申されません、 私 は 殊に 今 口 私が 曾て 非常の 興味 を 以て 研究し ました、 ヴァ 

イス マ ン 進化 哲學と 豫定說 との 關 係に 就て ュ ッ タリと 貴下に 御 話し. &す ことの 出来ない の を 甚だ 淺 

念に 思 ひます、 然しながら 豫定は 全然 荒 唐 無精の ことで はない、 是れは 基督 信徒の 深い 經驗に 基く 

敎義 であり、 又、 天然 界に 於て 多く の 比類 を 見る こ と の 出来る 眞理 で あ る こ と 丈け を 今 nl 貴下 の 前 
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に述 ぶる を 得て 非常に 偸 快に 存じます、 願く は 他日 また 座 を 改めて 此 深遠なる 問題に 就て 再び 御 質 

5^ に應 じたく.^ じます、 サョ ナラ。 


人 額の 墮 落 


宗敎 並に 哲學 上の 大 問題な り、 而 かも 聖書 は 大膽に 直 白に 此 問題に 斷案を 下す、 

人類の 墮落は 其 不完全に あらす、 亦靈の 理想に 映す る 肉の 粗雜に 非す、 亦 進化の 

途 にある 道德の 程度に 非す、 人情の 存 する あれば とて 人 は 罪人た る を 失 はす、 嬰 

兒、 亦、 罪な き 者に あらす、 然 らば 人類 は 如何にして 墮 落せし 乎、 其墮 落の 原因 

如何、 之 を 論理的に 說明 する は 難し、 然れ ども 墓 督敎は 其 實際的 解釋を 供す。 

問、 奮 派の 基督 敎 で は 人類の 墮 落と 云 ふこと を唱 へる さう です が爾 うであります 乎。 

答、 舊 派に 限りません、 基督 敎と云 ふ 基督 敎で 人類 を 其 良心の 根底より 救 ひ 得る もの は 必す之 を唱へ 

ます、 大瞻 に、 直 白に 人類の 墮落 を唱へ 得ない 基督 敎は 常に 微弱なる 基督教であります。 

問、 人類の S: 落と は 短 かく 言へば 何う 云 ふ 事であります 乎。 


答、 之 を 聖書の 一一 目 葉 を 以て 言 ひま すれば 義人な し、 一人 も 有るな し (羅馬 書 三 章 十 節)、 善 を 作す 者な し、 

一人 も 有るな し C 同 十二 節.)、 人 は 皆な 旣に罪 を 犯し たれば 神より 榮を受 るに 足らず 一同 廿：： 一節/ 斯 

う 云 ふ ことであります。 

問、 其れ は隨分 過激なる 言葉ではありません 乎、 且又 深く 考 へて 見 ますれば 人類 を 痛く 侮辱した る 言 

葉ではありません 乎、 世に 惡人は 多くして 善人 は 齢し と 云 ふので はなく して、 義人な し、 善人な し、 

一人 も あるな しと 云 ふので ありま すれば、 是れ 厭世の 極でありまして、 歡 喜の 宗敎を 以て 自 から 任 

する 基督 敎が 人生 を斯 くも 悲觀 すると は 私に は 如何しても 受取れ ません。 

答、 爾 うであります、 若し 人類の 墮 落が 事 實で ありませんならば、 是れは 確かに 過激の 言であります、 

叉 斯く唱 へる 基督 敎は 人類 を 侮辱す る 者で ありませ う、 然しながら 落が 事實 である 以上 は、 是れ 

は 過言で も 亦た 侮辱で もありません、 疾病 を 知て 疾病と 稱 せざる 醫 師は不 深切なる 醫師 であります、 

爾 うして 基督 敎は 人類の 最も 善き 醫師 であり ますから、 彼 は明狀 に其墮 落を唱 へます、 彼 は 又、 此 

墮落を 癒す に 足る の 充分の 能力 を 有って 居ります から、 之を唱 ふるに 係 はらす、 矢張り 歡 喜の 宗敎 

であります。 

問、 人類の 墮 落が 事 實 であると ならば 止む を 得ません、 然しながら 是れ 果して 事實 である 乎、 其れが 

第一 の 問題であります、 又、 基督 敎は 果して 斯 かる 事 を敎 へる 宗敎 である 乎、 其れが 第二の 問題で 

あります、 爾 うして 世に 樂天 家の 多い の を 見ましても- 叉 基督 敎全體 が 希 §主歡 喜の 宗敎 である こと 

から 考 へて 見ましても- 人類の 墮 落と 云 ふが 如き は是れ 基督 敎の 何等かの 誤解より 来た 敎義 では あ 

りません 乎。 
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答、 御 尤なる 御 推察であります、 人 は 誰でも 己れ の 墮落を 聞いて 喜びません、 隨て彼 は 容易に 人類の 

落を信 じません、 然したがら 信じ 難い 此雄を 信ぜし むる のが 聖書であります、 偽の 宗敎は 偽の 預 

言 者と 同じく 常に 淺く 民の 傷を醫 し、 平康 からざる に 平康、 平 康と云 ふ 者であります (耶 利米亞 記 六 

章 十四 節)、 人類 墮 落の 敎義は 確かに 神の 默 示の 一 であります、 神に 依る にあら ざれば 我 倚 は 我 倚の 

g^- 落 を さ へ 充分に 知る ことの 屮 I 來 ない 者であります、 爾 うして 我 倚の 全然 的 墮落を 示されて 我 倚 は 

始めて 救 濟の途 に 就く のであります。 

問、 私に は ドウ も 其 事が 能く 判 分かりません、 聖書 は 實に斯 くも 墮落 したる 者と して 人類 を 示して 居 

ります 乎。 

答、 居ります、 人 は 脆い 者、 墓ない 者で あるの みならす、 亦惡 しき 者で あると は 聖書が 其始 より 終に 

至る まで 唱 ふる 所であります、 人類の 根本的 墮 落に 就て 聖書が 示す 所の 言葉 を 今、 一 々賣 下の 前に 

陳 ベる こと は 出来ません が、 然 かし 聖書 全體の 精神から 推して 見まして、 人性の 墮落 は其獨 特の敎 

義の 一 つで ある ことが 判 分る と 3 心 ひます。 

問、 先づ 聖書の 如何い ふ 所に 人類の 墮サ： ^が设 も 明かに 示して あります 乎" 

答 * 詩篇 第五 十一 篇に ダビデの 言と して 視ょ 我れ 邪曲の 中に 生れ、 罪に ありて 我が 母、 我を胎 みたり 

きと 錄 されて あります (五節)、 是れ縱 令 詩人の 言な りと は 言 へ 、 彼の 深き 實驗を 示した 者で ありま 

す、 人 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 潔 からん、 婦の 産し 者 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 義 しからん 

と は 古人の 諺. として イス ラ ェ ル 人の 屮に傳 へられた 言葉であります (約 百 記 十五 傘 十 3 節ヽ SEiK^ ィ 

ザ ャは祌 の 前に 立って、 自己の 汚^に 堪へ 得すして 叫んで 曰 ひました、 禍 ひなる かな、 我れ 滅びな 


ん、 我 は 汚れた る脣の 民の 中に 住みて 穢れ たる 脣の 者なる に 我が 眼、 萬 軍の ヱ ホバに 在し ます 王 を 

視 たりと W 赛亞書 六 章 五節〕、 人の 心 は 萬 物よ リも僞 はる 者に して 甚だ 惡し、 誰か 之 を 知る を 得ん や 

とは豫 言者ェ レ ミヤの 人生 觀 であります (耶利 米亞記 十七 章 九 節 N 主 イエ スの 前に 立てば 「聖」 ベ テ 

口で さへ も、 ィ H スの 足下に 俯して-王よ 我 を離リ 給へ 我 は 罪人な リと曰 はざる を 得ませんでした (路 

加 傳五章 八 節)、 ィ H スは其 弟子 等を敎 へらる、 に 方ても 爾曹惡 しき 者ながら 云々 と 言 はれまして、 

彼が 選み 給 ひし 十一 一 弟子す ら此 r 惡 しきもの」 の 階級の 外に 立つ 者で たいこと を 示されました (馬 太 

傳七章 十 一 節〕、 聖パ ゥ 口 は 自己 を 指して 罪人のう ち 我は苜 なりと 曰 ひました ( 提摩太 前書 一 章 十五 節)、 

彼 は 叉 基督 信者と たりし 前の 彼の 生涯に 就て 弟子 テ トスに 書き 贈って、 我惜も 前に は 愚かなる 者、 

順 はざる 者、 迷へ る 者、 諸般の 愁と樂 の 奴隸と 爲れる 者、 恨み 媚 みて 曰 を 送りし 者、 惡 むべき 者、 

又 互に 惡 みあへ る 者な りし 也と 曰 ひました 「提多 書 三 章 三 節，」。 斯の 如くに 聖書 人物の 中で 聖と稱 ばれ- 

預言者と して 崇めら る、 者が、 呰な 悉く 罪人で あり、 汚れた る眷の 者であった とのこと であります 

れば、 其 他 は 推して 知るべき であります、 聖書 は 萬 人 を 罪の 下に 拘幽 めた リ (加 拉太書 三 章サニ 節) と 

の バウ n の 言 は 聖書の 充分に 證明 する 所であります、 義人な し 一 人 も 有るな し" 羅 5^ 書 三 章 十 節)、 善 

を 作す 者な し、 一人 も 有るな し (同 十二 節 y 人 は 皆な 旣に罪 を 犯し たれば 神よ リ榮 を受 くるに 足ら 

ず (同 廿三節 y  s> 書に 依り ますれば 義人、 善人と 稱 すべき 者 は 人類 ありて より 以來、 唯一 人 ありし 

の みとの ことであります、 其 人は義 なる イエスキリストであります (約榦 第 一 書ニ，r.^ 一 節)、 其 他 は 皆 

た惡 しき 者であります (お 太 傳七章 十 一 節)、 頓の裔 であります r-m 太傳 十二 章卅四 節ヽ 滅亡に 備 へられ 

たる 器で あり ますつ 羅 HlfiE 九章サ 一 一 節：)、 ^に 生れたがら にして 神の 榮を受 く るに 足る 人 ありと は 聖書 
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の何處 にも 示して ありません、 人 若し 新たに 生れず ば 神の 國を 見る こと 能 はす f 約 翰 傳三章 ニ節ソ と 

は總て のん に 就て 言 はれた  一一 一一 E 葉で あります。 

問、 或は 御說の 通りで ある 乎 も 知れません、 然しながら： M じ 聖書が 亦、 *1 に 善人、 義人の ありし こと 

を 示して 居る ではありません 乎、 エノ クは 神と 偕に 歩めり とありまして、 洪水 前旣に 生来の 義人の 

ありし こと を錄 して 居る ではありません 乎 (創世記 五 章サ四 節)、 又 ノア は 義人に して 其 世の 完全き 者 

なりきと 書い て あるではありません 乎 C 同 六 章 九 節 y 殊に キリ ストが 非常に 小兒を 愛し 給 ひし こと 

に照らして 見ましても 人類の 全然 墮落說 を g^JE に 由て 維持す るの は 非常に 困難ではありません 乎。 

答、 爾ぅ ではない と 思 ひます、 H ノク のこと は 記事が 餘 りに 簡 短で 善く 分かりません、 然し ノアが 完 

全の 人でなかった こと は 創世記の 他の 記事で 善く 分か り ます C 九 章廿節 以下)、 小 兒の靜 、惡 のこと に 就 

て は 後でお 話し 致し ませう、 其 他、 聖書に 其 名を錄 された 人物の 屮で、 聖ぃ、 玷 なき 人物と て は 一 

人 もありません、 rn ホバの 聖旨に 適 ひし 王」 と稱 ばれし ダビデ は 御 承知の 通りの 大缺點 の 人で あ 

りました、 其 人となり 温柔 なること 世の中の 諸の 人に 勝れり と錄 るされ たる モ ー セも亦 其 憤怒の 故 

を 以て 約束の 地に 人る の 名 譽を褫 がれた 者であります、 天より 降り 来りし ィ H ス キリスト を 除く の 

外 は 一 人の理想的人物を認めなぃ聖書は實に奇^！たる書ではぁりません乎、 然しながら 是れが 聖書 

の 聖書た る 所以であります、 若し 聖書が 何處 かに 其 ソロモンたり、 ィザャ なり を 指して、 是れ 完全 

無缺の 理想的 人物な りと 錄 して 居ります ならば、 それ こそ 聖書が 聖書で ない 最も 善 き 證據と なり ま 

す、 然しながら 神の 聖書で あり ます 故に , 斯か る 矛盾 の 記事 は 其 中の 何處に も發 見す る こと は 出來 

ません。 


:. 問、 聖書の 言葉 は 御 指 明の 通りで あると 致しまして、 夫れ に は 其れ 相 應の說 明が つくではありません 

か、 雨う して 其 一は 是れ は祌 より 見た る 人生の 狀態 であると 云 ふこと は 出来ません 乎、 聖き 神より 

人生 を 觀れば 或は 斯 かる 汚れた る 者で ある 乎 も 知れません、 恰度 私供 人間の 眼から 見た る 動物界の 

狀 態の やうな ものでありまして、 神の 眼より 視 たる 人類 は 實に憐 むべき 愚かなる 不完全なる もので 

あるに 相違ありません、 現に 先程、 貴下が 御 引きに なりました、 約 百 記の 言葉の 直ぐ 後に も 

き、 S き- 0<9  もろく 

それ 祌は 聖者に すら 信 を 置き 給 はす、 諸の 天 も その 目の前に は 潔から ざるな り、 况んゃ 罪 を 取 

る こと 水を飮 むが 如くす る 憎むべき 據れ たる 人 を や (約 百 記 十五 章 十五， 十六 節)、 

と 書い てありまして、 神より 觀 たる 人間の 如何に 卑しむべき 者で あるか f 示して あるで はあり ませ 

ん乎。 

. 答、 其れ は 一 理 ある 御說 明であります、 然しながら 以て 聖書の 人生 觀を說 明し 盡す もので はない と m 心 

ひます、 神 は 勿論 我 倚 人間 を 神と 同等の 者と は 見 給 ひません、 父が 其 子を憫 むが 如く H ホバは 己 を 

畏る丄 者 を 憫み給 ふ (詩篇 百三篇 十三 節〕 と は 神が 我 儕に 對 して 取らる、 態度であります、 神 は 我 倚が 

土塊なる こと を 忘れ 給 ひません、 神の 忿怒 は 我 倚が 弱き 人間なる が 故に 我條の 上に 宿る ので はあり 

ooooooooooooooooooooooocooccoroooo-00 

ません、 神が 我 倚に 就て 恚り給 ふの は 我 倚に 何に か道德 的の 大缺點 が あるから であります、 我條は 

未だ 曾て 馬 や 犬の 罪惡に 就て 怒った ことはありません、 然 かし 神 は 我 倚の 罪惡に 就て 怒り 給 ふので 

あります、 墮落は 品性の 墮 落であります、 力量の 不足ではありません。 

若し 神の 人生観と して 視る ことが 出来ませんならば、 之を靈 なる 人の 人生観と 視る こと は屮： 來ま 

せん 乎、 御 承知の 通り 人の 靈には 理想なる ものが ありまして、 此 理想 を 以て 見 ますれば、 彼れ 自身 
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が 最も 不完全なる 者であります、 肉 は 到底 靈の现 想に 適 ふ ものではありません、 下等動物より 徐々 

と 進化し 來 りし 人類が 自己 を 自己 の 理想に 照らして 見ましたならば、 自己 は實に 聖書に 示して ある 

やうな 不完全 極まる 者で あるに 相違ありません、 基督 敎の謂 ゆる 人類の 墮 落なる もの は、 靈の 服に 

映す る 肉の 狀 態ではありません 乎。 

答、 面白い 御 質問であります、 多くの場合に 於て、 人類の 菲惡 なる もの は 其 肉 情と して 解せられ まし 

た、 バウ a の 曰 ひし そ は 肉の 慈 は靈に 逆ら ひ、 靈の慾 は 肉に 逆ら ひ、 此 二つの もの 互に 相 敵る との 

一一 一一 口 葉 は斯か る 意味に 於て 解釋 され ま した c; 加 拉太書 五せ 十 十七 節)、 人 問の S 非惡 と い ふ 菲惡は 其 多分 は 肉 

慾に 依て 顯 はれる ものであります る 故に、 終に は 肉 慾 其 物が 惡 として 認められ るに 至りました、 

然しながら 深く 考 へて 見 ますれば、 肉愁是 れ罪惡 ではない ことが 分かります、 食 ふこと は是 れ罪惡 

ではありません、 その 飽食 貪食と なる に 及んで 始めて 罪惡 となる のであります、 飮 むこと 是れ 惡 

ではありません、 其醉酒 放蕩と なる に 及んで 始めて 罪惡 となる のであります、 淫慾 亦必 しも 罪惡で 

はありません、 其 、汚穢、 苟合 となる に 及んで、 遂淫 となりて 罪惡 となる のであります、 若し 肉 慾 共 

物が §1； 惡 であると ならば、 人生 其 物が IS 惡 であります、 雨う して 若し 然 かりと すれば 罪より 免 かる 

るの 途は 自殺より 他に ありません、 然 かし 聖書 は 決して 斯 かる 背理 を唱 へません、 基 敎は 何んで 

あると も、 決して 殺愁 主義の 宗敎 ではありません、 家庭の 祌聖を 貴び、 感謝の 生涯 を勸 むる 基督 敎 

は、 肉 慾 其 物 を 以て 罪 惡とは 認めません" 

問、 肉 慾 其 物 は罪惡 でない と 致しました 所が、 人に は 下等動物より 讓り 受けた 多くの 情 性が あるで は 

ありま せんか、 卽ち 獅子の 如き 猛、 狼の 如き 貪慾、 狐の 如き 奸智が 彼に も遣傳 性と して 存 つて 居 


るではありません か、 雨う して 是れ 皆な 彼の 靈 性に 逆ら ふ ものでありまして、 彼の 墮 落なる もの は 

實に此 動物 的遺傳 性の 存在 を 言 ふに 過ぎない のではありません 乎。 

答、 斯 かる 情 性の 人に 在る こと は 能く 分って 居ります、 然しながら 是れ あるが 故に 彼は隨 落して 居る 

と 云 ふので はありません、 人の 心 は 善と 惡 との 競 爭場裡 でありまして、 暖 落と は 善が 惡に 負けた と 

云 ふこと であります、 獅子の 如き 猛 はあります るが、 然し 人 は 羊の 如く 柔和なる べき 者で ありま 

す、 狐の 如き 奸智 はあります るが、 彼 は 詭計 を 弄せす して 公明正大 なるべき 者であります、 然る を 

彼 は 罪 をして 彼の 主たら しめ、 自 から 好んで 獅子の 如くに 叉 狐の 如くに なりました， 彼は卽 ち服從 

すべき 情 性に 征服され ました、 卽ち 捕虜と なすべき 者に 生 擒られ ました、 人類の 墮 落と は 斯う 云 ふ 

ことであります。  - 

問、 然 かし 人 は 未だ 尙ほ惡 しき 情 性の 征服の 途に 在る 者ではありません 乎、 雨う して 彼の 進化と 同時 

に惡は 段々 と 其 勢力 を 減じて、 彼 は 終に は 其 主人公と なるべき 者ではありません 乎、 然る を 戰鬪中 

の 彼 を 目して 旣に 敗北した 者の やうに 見做し ますの は 彼に 對 して 甚だ 無慈悲なる 措置で はあり ませ 

ん乎。 

答、 實際爾 うであります か、 人類 は 確かに 神に 依らす して、 獨り 自然 的に 惡を 征服し つ、 あります 乎. 

私は贵 下に 豫め御 承知 置き を 願 ひます、 惡とは 無智の ことではありません、 惡とは 巾す まで もた く 

心の 狀 態でありまして、 是れは 知識の 上達 を 以て 除く ことの 出来る ものではありません、 爾 うして 

ん 類に 知識 的の 進化 は ある 乎 も 知れません が、 然 かし 彼の 靈性 は、 其れ は 進化の 法則の 外に 立つ 者 

の やうに 思 はれます、 其 最も 明白なる 證據 は是を 文明と 道德 との 關 係に 於て 見る ことが 出来ます、 
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人類 の歷. s:^ に 於て 藝術 の 最も 旺 なりし 時は必 しも 道念 の 最も 盛な る 時ではありませんでした、 否な 1 

事實 は"； だれと は 正反對 でありまして、 罪悪が 微妙 精細 を 極めし 時 は イツで も 文明が 其 高度に 達した 

時で ありました、 文 學復與 時代と 云へば 大抵 は 道心 耽 顔 時代であります、 希臘、 羅 馬の 文 學旺^ 時 

歐洲 の文藝 再興 時 代、 日本 國 明治の 新 文明 輸人 時代、 是れ 孰れ も 著しき 道德敗 額の 時代で は あ 

りません 乎、 今の 人 はよ く 道德の 進化 を說 きます が、 然 かし 彼等 は 未だ 道 德は實 に 進化すべき もの 

であるか、 無い か を 深く 究めません、 道 德は禮 儀ではありません、 又は 習慣 (獨逸 語の siuen) で 

もありません、 是 等に は 進化 はあり ませう、 然 かし 心の 固有 性なる 道 德には 進化はありません、 是 

れは 改造 さるべき 者であります、 進化す る 者ではありません、 此 事に 就て 豫言者 H レミ ャは 白し ま 

した、  ： - 

ェ テオ ピャ 人 (黑 人) その 膚を變 へ 得る 乎、 豹 その 斑駁を 化へ 得る 乎、 若し 之 を爲し 得ば Isi^ に 

慣れたる 汝等も 善 を爲し 得べ し (耶利 米亞記 十三 章廿三 節) 

と、 基督 敎の謂 ふ 善なる もの は、 是れ は惡が 進化して 終に 善と 成った ものではありません、 又、 人 

類が 努力の 結果、 終に 到達した 終局 點 でもありません、 基督 敎で謂 ふ 善と は 神の 性であります、 是 

れは 人類が 一 度 失った ものでありまして、 神の 特^の 恩惠に 由て 其 中の 或る 者が 再び 得た もので あ 

ります、 今の 人の 所謂る 道德の 進化なる もの は、 是れ 人類の 歷史と 吾人の 實驗 とが 全然 否定す る も 

の であると 思 ひます。 

問、 然しながら 玆に更 らに判 分らない 事 は 人類が 皆な 總て 悉く K 落した と 云 ふこと であります、 若し 

是れが 堕落であります ならば、 人類の 中に 墮 落しない 者が ある 答ではありません 乎、 然るに 義人な 


し、 一人 も 有るな しと 云 ひま すれば、 是れ 取り も 直さす 墮 落なる もの は 天然 性で あると 云 ふのと 同 

じでありまして、 貴下の 仰せら る、 墮 落なる もの は是れ 人類が 自 から 選んで 受けた 災で 無 い こ と を 

示す ではありません 乎。 

答、 其れ は 强ぃ御 反 ぼんであります、 若し 全般的なる ことが、 天然 的なる こと を證 明し まするならば、 

御說の 通り 人類の 墮落は 之 を 其 天然 性と 見做す より 外 はありますまい、 隨て墮 落は墮 落たら ざるに 

至りまして、 人類 は 墮落を 以て 責められ ざるに 至ります かも 知れません、 然しながら 全般的 なるこ 

と必 しも 天然 的なる と は 限りません、 全然 無病 息^の 人と て は廣き 世界に 一人 もありません が、 然 

かし、 完全なる 健康 は 全然 達し 得られない ものであると 思 ふ醫者 は、 是れ 亦廣き 世界に 一 人 も あり 

ません、 否な 天然 其 物が 決して 完全の ものではありません、 故に 或る 物が 天然 的で あれば とて 其 物 

が 完全で あると は 首へ ません、 人の 靈 性に は 事物の 檫準 とも 稱 すべき ものが ありまして、 彼 は 萬 物 

を 測る に 總て此 尺度 を 以てします、 完全の 美人はありません が、 然 かし 彼 は 醜婦を 美人な りと は稱 

へません、 蛇 は 天然 物で はあります るが、 彼 は 蛇 は^の 如くに 愛すべき ものであると は 信じません、 

全世界に 義人 は 一 人 もな くと も、 彼 は 惡人を 義人と は稱 へません、 縦し 叉 詭辯 を 以て 善惡の 差训を 

塗抹 せんとす る も、 彼の 本性 は 欺く ベから すして、 彼 は 知らす 識ら すの 中に 善 は 之 を 善と 稱び、 惡 

は 之 を惡と 呼ぶ に 至ります、 如何して 人類が 悉く M 落した か、. 其れ は 非常にば 難い 問題であります、 

然しながら 彼が 墮 落して 居る 事、 其 事實は 誰も 拒む こと は 出来ません、 吾人の 本性が 其 事 を 示し ま 

す、 人類の 歷史が 其 事を證 明し ます、 爾 うして 聖書 は 祌の權 威 を 以て 此事を 吾人に 吿 知らす もので 

あります 0 

人 US の 堕 接  七 SI 一 


^  ^  a  ^  s  い， m:  二 

問、 人類の 不完全 は 之 を 認める と 致しましても、 之を墮 落と 稱す るの は 酷ではありません 乎、 殊に 之 

を 全然の 隨 落と 言 ひます るの は 過酷ではありません 乎、 人 は 其 完全 を 去り ましたが、 然 かし 未だ 全 

然墮落 は 致しません と 思 ひます、 彼に 今 尙ほ善 を 追求す るの 心が 存 つて 居ります、 彼 は 叉 善 を識训 

する の 能力 を 失 ひません、 叉 その 親子 問の 愛情に 於て、 其 朋友 間の 眞 誼に 於て、 其 夫妻 間の 深 情に 

於て、 其愛國 心に 於て、 其 公義 心に 於て、 彼 は 多くの 美 德を備 へて 居ります、 人類の 全然 的 墮落を 

唱 へます 者 は 其 美的 半 而を觀 過す る 者でありまして * 斯 かる 者 は 萬 物の. 長た る 人 問 を 侮辱す る 者と 

外、 私に は 如何しても 思 はれません。 

答、 貴下の 人情の ための 御 熱心 (Enthusiasm  for  Humanity) は 感服の 外ありません、 人情 は 確かに 

天然の 美 性であります、 亞拉 比亞の 預言者 モ ハ メ ッ トは其 弟子に 吿げて S ひました 「汝 等に 相憐む 

の 心を與 へいお ひし 神に 感謝せ よ」 と 『人 iw』 『相憐 むの 心』、 是れ あれば こそ- 此 憂き I も 少し は 

凌ぎ 易い の であります、 人情 絶 へ て 後 は 此世は 3 典の 地 極であります。 

然しながら 少しく 人情の 何もの たる 乎 を 究めて 御覽 なさい、 其 ドレ 程 深い ものであって、 ドレ ほ 

ど賴 みになる ものである 乎 を 探って 御覽 なさい、 先づ 第一 に 人情 は 人生の 美事で あるに 相違 ありま 

んが、 然 かい、 是れ はか 類に 限った いのではありません、 是れを 人情と は 稲し ます もの、、 是れ 

！；^は動物性でぁります、 子 を 愛する の 情 は 馬に もあります、 犬に もあります、 雌雄 相 慕 ふの 情は禽 

にもあります、 獸 にもあります、 同類 相 群り、 相援 くるの 本能 は 鹿に もあります、 猿に もあります. 

勿論 是 等の 情 性が 禽獸 にも あるから とて、 是れは 貴くない と は 言 ひません、 然しながら 人類に 動物 

性が 存 つて ほれば とて、 夫れ 故に 彼は隨 落して 25 らな いと は 言 はれません、 最も 奸惡 なる 强盜は 其 


妻子に 向って は 至って 優 さしく あるとの ことであります、 他人 を 欺く に 最も 巧なる 商人で 其 家人に 

向 つ て は 最も 懇切なる 者 は澤山 在ります、 深き 濃 か な る 人情 は 惡 の 毒 勢 を 緩和す る も のなる に 相 

違ありません、 然しながら 人情 は 亦 多くの場合に 於て は 罪惡 の被援 として 川 ひられます、 壓制 家が 

虐政 を 行 ふの も 民の 人情に 訴 へて あります、 不平 家が 民 を 煽動す るの も 其 人情 を 刺激して あり 

ます、 人情 は 貴い ものであります、 然し だ危險 なる ものであります、 人情 は 道德の 所在で はあり 

ません、 是れ は道德 以外の ものでありまして 其 支配 を受 くべき ものであります、 人の 善惡を 判す る 

に 彼の 人情の 厚薄 を 以てする 者 は 犬に 誤ります、 獰人奸 物 は 人情の 甚だ 厚い 者であります、 雨う し 

て 人情の 厚薄 を 以て 善惡の 差^ を 立てる 問 は^は 惡漢の 詐術より 免 かる k こと は 出来ません。 

女子と 小人と が 讚美して 措かざる 人情なる もの を 深く 其 根柢まで 探って 見 ますれば 其 何ん と賴な 

き、 何ん と 薄弱なる ものなる か 分かります、 靑年 男女の 戀 愛の 中には 山 をも鎔 かすの 熱心が ある 

やうに 思 はれます が、 然し 其 一朝、 冷却す る 時に 方って は、 アルプス 山頂の 氷塊 も 之に 優って 冷た 

くはありません、 死 を も 約せ る戀 愛が 琪 細の 誤解の 結 5^ よりして 嫉妬の 刃に 終った 例は數 限り あり 

ません、 戀愛は 盲目で あると 云 ひます るが、 盲目なる のみなら す、 亦 片時 的であります、 ffi 花の 放 

つ 香と 均しく、 在る かと 思へば 消 ゆる ものであります、 戀 愛が 爾 うであります、 愛 國心も 亦 多く 之 

と 異なりません、 其 燃え立つ や 诲をも 煮、 陸 をも鎔 かすかと 疑 はれます、 詩歌 は 之に 伴 ひ、 美術 は 

其 後に 從 ひます、 其勵 ます 所と なりて は 惰夫も 奥 者の 死 を 遂げます、 然 かし 斯 くも 贵き愛 國心も 共 

根元 を 究めて 見 ますれば、 黨派 心の 一種た るに 過ぎません、 祈：： 學 者スぺ ンサ ー は愛國 心に 定義 を 下 

して 「私慾 を國家 大に爲 せし もの」 と 言 ひました、 愛國 心は戀 愛と 均しく 盲目であります、 愛國心 
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に 驅られ て 人 は 自國の 短所と 敵國の 長所と が 見えなくなります、 隨て 自國の 利益と なること ならば、 

lUt も美德 として 之を迎 へ、 敵國の 利益と なること ならば 美德も 惡 として 之 を 斥けます、 若し 愛 

國 心の 標準 を 以て 度り まするならば 自國の 滅亡 を豫 言して 歇 まざりし M レ ミヤ は 義人で はあり ませ 

ん でした、 愛國 者の 目より 見た る 使徒 パゥ& は 3： の惯 to もない 者で ありました、 ^の 多くの 愛國家 

が 光の 主ィ H ス キリスト を 嫌 ひます るの も、 彼れ キリストに 此愛國 の 偏 熱がない からであります、 

愛國心 存在の 故 を 以て 人類の 堕 落 を 否む 者 は 愛 國心を 其眞惯 以上に 評價 する 者であります。 

寅に 多くの場合に 於て は 人情 其 物が 罪惡 であります、 理に 依て 歩ます して 情に- S て 動き、 確信に 依 

て 決せす して 感情に 依て { 丈む、 人情 は 勿論 食 愁飮慾 以上の 情 性で あるに 相違ありません、 然しな が 

ら 人情 は 聖き靈 性ではありません、 人情 は 地より 出し ものでありまして、 地に 羁く ものであります、 

人は墮 落の 底に 在て 尙ほ 能く 彼の 人情 を 維持す る こ とが 出来ます、 少く共 其 幾 部分 を 保存す る こと 

が出來 ます。 

實に爾 うであります、 神 を 知らざる 者の 此 世に 於け る 唯一 の 依賴は 人情であります、 是れが 彼等 

を此 世に 紫ぐ 唯一 の繩 であります、 彼等 は 先 の 人情に 賴んで 其 弟子と ならん と 欲します、 彼等 は 

上 {R の 人情に 頼んで 官 P 、に 就かん と 致します、 妻の 夫に 於て 賴る所 は 唯 其 人情であります、 爾 うし 

て斯 くも 人情に のみ 賴る 彼等 は 甚だ 嫉妬深き 者であります、 弟子た る 者 は師の 唯一 の 弟子たら ざれ 

ば滿 足しません、 臣 たる 者 は 君の 寵愛 を 己が 一身に のみ 收 めんと て 凡ての 手段 を盡 します、 姑が 媳 

を 憎みます の は 我が 子の 情愛 を 他の 婦人に 奪 はれん こと を 妬んで あります、 神 を 知らざる 靳世は 

责に 人情の 奪 ひ あ ひであります、 之 を 取りたり とて 喜ぶ 人、 之 を 取られ たれば とて 泣く 人- 憤る 人 * 


之 を 得て 膠質 も啻 ならざる 情誼が あるかと 思 へ ば、 之 を 失って 怒 髮冠を 突く の 憤怒が あります、 彼 

iit は 之 を 得ん がた めに 死し、 之 を 失へば 殺します、 人情 は 疑 ひもた く、 世人 唯一 の寶 であります。 

11 るに 此 人情た る や、 決して 鐵の 如き、 磐の 如き 堅き ものではありません、 世人が 見て 以て 人生の 

^華と 做す 此 人情 は 砂漠の 聲氣樓 よりも 失せ 易き ものであります、 是れは 人生 實 在の 外面 を 蔽ふ薄 

紗に 過ぎ ま せん、 觸 はれば 消 ゆると は 實に此 人情で あり ま す、 故に 東洋の 厭世 詩人 は 歌 ふて 曰 ひま 

した 「行路 難し、 水に あらす、 山に あらす、 祇 人情 反覆の 間に 在り」 と、 人情に のみ 賴て此 骨 を 渡 

らんと する 者の 憐 さは 實に斯 の 通りであります、 貴下 は是れ でも 人情 在る が 故に 人類 は墮 落しない 

と 仰せられます 乎。 

つ， 5 

問、 去らば 貴下 は 辜な き 小兒も 罪人で あると 仰せられる のであります 乎。 

A  r  め is え 

答、 雨う であります、 嬰兒に 罪の 芽 生の ある こと は 其 保育の 任に 當る 者の 誰でも 知る 所であります、 

生れた ての 赤兒 でも、 望む が 偉に CP- を與 へられな いとて 怒ります、 或る時 は 其 不滿を 表する ために 

n に 含まされし 母の！ 首 を 吐出し ます、 彼 は 威嚇し ます、 强請 ります、 彼に 罪がない ので はあり ま 

せん、 彼 は 未だ 罪 を 犯す の 能力 を 有たない のであります、 彼の 所謂る 無邪氣 なる もの は、 彼の 無智 

と 無能と に 由る のであります、 故に 彼の 智能の 發 達する に循 ひ、 彼 は 段々 と 罪 を 犯し 始めます、 狼 

い t~ ころ 

の 子 は 普通の 狗 仔と 少しも 違 ひませんで、 いと も 可愛き ものであります、 然 かし 彼の 生長す る や 彼 

け も G 

は 直に 狼た るの 特性 を顯 はして 血 を 好む の獸 とたり ます、 人の子 も 同じであります、 其 天使の 如く 

に 見 ゆるの は 其 幼稚の 時 だけであります、 彼の 本性 は惡 であるので あります、 只、 其 發揚の 锼會が 

與 へられな いまでの ことであります。 
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斯く 巾して 私 は 小兒を 愛さない と 云 ふので はありません、 世に 愛すべ きものに して 嬰兒の 如き は 

ありません、 彼 は 力なき 者であります、 故に 我 儕 は 彼を憐 みます、 彼 は 旣に惡 の 萌芽 を備 へた 者で 

あります、 然 かし 萌 ij^ なる が 故に 之 を 摘み取る の は 木 を 折る が 如くに 難くありません、 彼に は 何 

やら に穢 されざる 前の 原始の 人に 似た 所があります、 然 かし 斯 かる 愛らしき 者 なれば とて 雜 なき 

者で あると は 一一： 一 ：！ へません、 私 は 勿論 古代の 或る. 神學 者に 傚 ふて 「地獄の 市街 は 赤兒の 頭蓋骨 を 以て 

布き 詰められて 居る」 と は 言 ひません、 然しながら 無 の小兒 であれば とて、 聖淨 無垢の 者で ある 

と は  一一 K ひませ ん、 小！： 几の 靠惡說 は 多く の 老婆 的 慈善家 を蹈 かします、 然しながら 之を證 明す る もの 

は 某： 赞敎の 聖書ば かりではありません、 1$： 人の 赏驗 も 近^の 心理 學も此 事 を 拒む こと は 出來ま せ ん 。 

問、 然 らば 人 は 勿 何して 墮 落す るに 至りました 乎、 彼の 母 は 罪に ありて 彼 を 孕みたり とのこと であり 

ますれば 彼の 堕落 は 彼れ 一人が 招いた もので はない やうに 思 はれます、 又、 世に 義人な し、 一人 も 

有るな しと ありま すれば、 人と いふ 人に して 誰れ 一 人と して 墮 落に 打 勝つ ことの 出 來る者 はない や 

う に も见 えます、 之に 由 て 之を觀 ますれば 隨落は 彼が 避けん と して 避く る ことの 出来な いこと であ 

りまして、 縱し墮 落の^ 赏は あると 致します る も、 其 故 を 以て 人を資 むる の は 無慈悲で はあり ませ 

ん乎。 

答、 御尤た る 御 質問で あ り ます、 墮落 の 路筋を 示さす し て 墮落を 責め るの は 無理 を 責める やうに 見 え 

ます、 古代の 神風 i は此 難問題 を解釋 する に 始祖 アダム- H バの墮 落の 事績 を 以てしました、 其說 明 

に 依り ますれば 人類 は 一 致 共同 的の 圃體 であるから、 一 人の S 非 は 之 を全體 して 負 はなければ ならぬ、 

雨う して アダム は 人類の 始祖であって、 其 代表^で あるから 彼の 雜は 特別に 人類の 罪であって 人類 


總體の 負 ふべき ものであると、 然しながら 此說は 一 现 ある やうに 見えて 而 かも 倫理 學上 甚だ 不完全 

なる ものである こと は 聖書の 言葉に 照らして 見ても 明かであります、 ェ ホバ の 神 は 豫首者 一，！ ゼキ ェ 

ルを 以て 宜 ひました、 \ 

夫れ 凡ての 靈魂は 我に 屬す、 父の 靈魂も 子の 靈魂も 我に 屬 するな り、 罪 を 犯せる 靈魂は 死ぬ ベ 

し (以西 紡 書 十八 章 四 節) 

罪 を 犯せる 靈魂は 死ぬべし、 子 は 父の 惡を負 はす、 父 は 子の 惡を負 はざる なり、 義人の 義はそ 

の 人に 歸し、 惡 人の 惡は其 人に 歸 すべし (同サ 節) 

明白に して 欺くべからざる 此 言葉に 觸れて 所謂る 「アダム 的 原 顯說」 なる もの は 其土臺 より 崩れて 

仕舞 ふと 思 ひます。 

依て 近 # に 到りまして、 獨 逸の 有名なる 祌 學者ジ ユリウス、 ムレル 氏 は 彼の 名著 『基督 敎的器 惡 

論』 に 於て 「前世 存在 說」 Pre-existential  theory なる もの を 提出す るに 至りました、 此 説に 依り 

ますれば、 人 は 各. -此 世に 生 を 有つ 前に、 或る 他の 所に 於て 生 を 有った 者で ある、 爾 うして 彼は旣 

に 其 所に 於て 罪 を 犯した 者であって、 彼が 此 世に 生れし は 罪より 救 はる \ の 機 會を與 へられん が爲 

めで あるとの ことであります、 爾 うして ム レル氏 は 此說を 維持す るに 方て 多くの 先哲の 説 を 引かれ 

し 中に、 殊に 英國 詩人 ヲルヅ ヲスの 前世 的 観念 を 引照せられ、 前世 存在の 決して 架空の 思想で ない 

こと を 辯 明され ました (此 事に 關 して 最も 明晰に ヲルヅ ォスの 思想 を顯 はし， たもの は 彼の 作 (Me 

OU  Immortality であります)、 然しながら ムレル 氏の 此說に は 多くの 有力なる 反對 がありまして、 

氏の 『罪惡 論』 が 基督 敎界 近世の 最大 著述の 中に^ へられる に關 はらす、 此說 丈け は 未だ 識者 多數 
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の 中に 快諾 を發 見す るに 至りません。 

原 說の說 明は實 に哲學 上の 最大 問題であります、 是を棄 てること は 鼓 も 容易く あります、 11 し 

ながら 强 健なる 思想 を 以て 世界 第 一 と稱 せられる 詩人 ブラ ゥ 一一 ング をして 

I  still, tc  suppose  it  t-ruc,  fcl- 】-y  part 

See  l.easons  and  l.easons  ；  this,  to  ^©^-^p  ； 

"Tis  tlie  faitli  ^^p^  lauuclled  point  bla-nk  Jaer  dart 

At  the  head  of  a lie  ；  taug.llt  original  Sin, 

Tls  colTlllution  of  M.an 一 s  Heali. 

の 一句 を發 せしめし 此敎義 は 容易に 棄 てられる ものではありません、 實に 詩人の 言の 如くに 心の 腐 

收を摘 指せる 原罪 說は 凡ての 虚偽の 首 を 毀つ ものであります、 此說 にして 仆 れん 乎、 人類の 强 健な 

る 道義 的 観念 は 其 植軸を 失 ふに 至りまして、 人類の 損失に して 之に 勝 さるものはありません。 

人類に i 非戾 (guilt) の自覺 があります、 是れは 打消すべからざる 事實 であります、 此自覺 は 何 か 

ら 米た 乎、 是れ 彼が 自身 此 世で 犯した 罪の 結果が に 出た ものである 乎、 然 かしながら 彼 は 何故に 

ながらに して 罪人なる 乎、 ァ 、是れ 深遠より 深遠に 響き渡る 問題であります、 私 は白狀 致し ま 

す、 私に も 此事は 判明り ません、 玆に 人生 問題の スフィンクスが あります、 是を 解かなければ なり 

ません、 然しながら 解き 得ません、 此 問題に 對 して 吾等 は 堅き 岩に 向って 吾等の 頭蓋骨 を突當 てる 

の感が 致します。 

然しながら 多くの 難解の 問題 は 其 解答 を與 へられて、 稍 や 解 釋の緖 に 就く ものであります、 罪惡 


問題の 哲理 的 說明は 未だ 供せられ ません、 或は 是れ 永久の 未決 問題と して 存 るので あるか も 知れ ま 

せん、 然しながら 其 實際的 解釋は 供せられ ました、 是れ罪 を識ら ざる 神の 獨 子の 十字架 上の 受難で 

あります、 鼓 處に 人類の 罪 は 打消されました、 玆 處に聰 罪の 犠牲 は獻 げられ ました、 聖 なる もの X 

「エリ H リラ マサ パクター こ の聲 と共に 罪の 赦免の 途は 人類の ために 開かれました (馬 太 傅 廿七章 3 

六 節〕、 是 故に (今より 後) イエスキリストに 在る 者 は 罪せら る i 事な し (罹 m 書 八 章 一節)、 是れが 罪 

惡 問題の 赏際 的解釋 であります、 爾 うして 此解釋 を 得て 後 は 吾等 は哲 學的說 明の なきの を 意に 介せ 

ざるに 至る のであります、 恰 かも 疾病 を 癒されて 後に 病人 は 藥劑の 生理的 作用の 說明を 問 はざる に 

至る やうな ものであります、 是れは 何にも 贵 下の 困難い 御 質問に 對 しての 私の 逃げ口上 では ありま 

せん、 無智の 人類が 此 難問に 對 して 供し 得る 解釋 として は 唯 此實際 的 解釋が あるの みであります、 

此 問題の 場合に 於て は 私共 は 結 ra^ に 因て 原因 を 察する のであります、 祌の聖 子の 犠牲 を 要する 人類 

の 惡の皮 想 的に 非す して、 根本的 なること、 局部 的に あらす して 全般的 なること を 知る ので あり 

ます。 

問、 貴下の 御 精神 は 能く 判明り ました、 雨う して 是れ より 後の 事 を 貴下に 御 尋ね 申しても 無益で あら 

うと 思 ひます、 人生 問題 は 物理 問題と は 違 ひ、 或る 點 まで 達すれば 其處に 「止まれ」 の 號令を 受け 

なければ ならない かも 知れません。 

答、 赏に爾 うであります、 人生 問 题の特 徵は之 を 解す るに 方て、 頭腦の 明晰の みならす、 亦 心の 健全 

なる 狀態を 要する ことであります、 罪の こと、 贖罪の こと、 救濟 のこと は、 是れは 是れを 解す るた 

めの 或る 適當 なる 狀 態にまで 心 を持來 たさる . ^にあら ざれば 解す る ことの 出來る もので はあり ませ 

人 as の 落  七 四 九 
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ん、 II に資 めら る& にあら ざれば S 非の こと は 判 分りません、 罪の 抽象的 解釋 ほど 味の ない もの は あ 

りません、 罪の 包 圍攻擊 を 受けて、 苦悶の 餘り 天の 一方に 十字架の 血路 を 見出して、 時なら ぬ 其 あ 

^に與 つて 始めて 罪の ことが 少し 判 分る のであります。 

問、 尙ほー つ 伺って 置きます が、 何故 此事 を墮 落と 云 ふて 腐敗と 云 はない のであります 乎。 

答、 夫れ に は 深い 理由が あります、 腐敗 は墮 落の 結 某でありまして、 二者 は 同一 の もので はあり ませ 

ん、 腐敗した 爲 めに 堕落した のではありません、 墮 落した 爲 めに 腐敗した のであります。 

問、 雨う して 人類 は M から 堕落した のであります 乎。 

答、 祌 から 墮 落した のであります、 彼が 天の 處 (以弗 所 書 一章 三 節) に 於て 神の 側に 於て 神と 偕に 有つ ベ 

き 地位から 墮 落した のであります、 彼に 臨みし 總 ての 悲痛 は此隨 落に 原因して 居る のであります、 

罪の 中の 罪と は 神 を 捨て去る ことであります、 盜 むこと も. 欺く こと も、 殺す こと も、 赛淫 する こ 

とも、 之に 勝 さるの 罪ではありません、 否な、 是 等の 罪 は 總て祌 を抢て 去りし 罪の 結果と して 人の 

行 爲に顯 はれて 來 たもので あります、 隨て 救濟の 何んで あるか 御 判 分りに なり ませう、 救^ は 先 

づ 第一 に 人 を 神に 連れ 還る ことであります、 爾 うして 基督の 十字架 は 神と 人との 間に 立って 此獨特 

の 用 をな す ものであります、 基督 は 道 德を說 いて 僅かに 人心の 改善 を 計り 給 ひませんでした、 彼 は 

罪 其 物 を 诚し給 ひました、 卽 基督に 依て 神と 人との 間に 在りし 離隔 は 取 去られました、 爾 うして 人 

が 再び 神に 還り 得る に 至って 罪 は 其 根元より 取 去られる に 至りました、 墮落は 淸潔を 以て 癒さる ベ 

きものではありません、 墮落を 癒す もの は歸 順であります、 父よ 我れ 天と 雨の 前に 罪 を 犯し たれ は 

雨の 子と 稱 ふるに 足らずとの 言 を 以て 天の 父の 許に 昇り 還る ことであります、 雨う して 此歸順 を 決 


行して 後 は、 罪 は 我 倚の 上に 苒び 勢力 無き に 至ります、 * 督の 供し 給 ふ 救 拯は是 より 以下の もので 

はありません、 卽ち雜 の 全滅より 以下の ものではありません、 基督 は 人 を 再び 祌の懷 に 連れ 還り 給 

ひて 我 倚の 堕落 を 疲し給 ひます、 彼 を 中保者 又は 保惠師 (約 翰 第 一 睿 二 章 一 節〕 と稱し 奉る の は 全く 是 

れが ためであります。 

*  * 

*  * 

義人な し、 一人 も あるな し、 

人 は 皆な 旣に罪 を 犯し たれば 神より 榮を受 くるに 足らず、 

聖書 は 萬 人 を 罪の 下に 拘幽 めた リ、 

是れは 人類の 赏驗 であります、 共 說明は 如何 あらう とも、 我 を 始めと して、 我が 周 園の 凡の 人に し 

すご 

て、 又 我が 知る 凡ての 人に して、 叉 我が 問き し 叉は讀 みし 凡ての 人に して、 此 暗ら き 凄き 記事に 當 

ら ない 者と て は 一人 もありません、 然しながら 此暗 黑に對 して 此 光明が あります、 卽ち、 

それ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡ぶ る 

こと 無くして 窮 なき 生命 を 受けし めんがた め 也 (約 翰 傳三章 十六 節) 

キリストの 愛 我 倚を勉 ませり、 我 倚 思 ふに 一人、 衆の 人に 代りて 死 たれば、 衆の 人、 旣に 死た 

る 也、 その 衆の 人に 代りて 死し は 生ける 者 をして 以後、 己が ためなら で 己に 代りて 死して 輕り 

し 者の ために 世 を 過 さし めんと て 也 (哥林 多 後書 五 章 十四、 十五 節) 

是れは 基督 信徒の 實驗 であります、 其 說明は 如何で あると も、 "： 疋れ。 ハウ 口、 ぺテ n、 ョ ハネを 始め 

として、 ァゥ ガス チン、 アン ブ nl ス、 ベ ルナ ー ドを經 て、 ル ー テル、 ウェス レ ー、 グ ラッド スト 
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ンに 至る まで、 凡て キリストの 十字架の 血に 其 靠を洗 はれし 者の 確き 深き 實驗 であります、 私 は 今 

日 の 貴下 の 御 質問 に對 して 私の 解答の 殊に 不完全 な る を 感じます、 然しながら 基督 敎 に關 する 多く 

の 疑問 は 是れは 地に 在て は^ 明す る ことの 出來る ものでありません、 是 れはパ ゥ a と 偕に 第三の： 大 

の 高き にまで 挈へ 行かれて、 其 處に內 身の 肌 を 11 かれて 祌に 直に 示されて 會 得し 得る もので ありま 

す、 其 默 示の 大部分 は 言 ふべ からざる 言卽ち 人の 語る まじき 言であります 林 多 後書 十二 章 一 —S 

節)、 私の 御 答 辯の 少しく 謎 的なる は 全く：： だれが ためであります。 

問、 承知 致しました、 ナ マジ 力の 哲理 的御說 明よりも 其 正直なる 御 表白と 御感 話と が 返て 私の 眼 を 開 

くに 足ります。 

答、 爾ぅ御 受け取り 下されば 誠に 1?- 難う 厶 ります、 餘は乂 他日 上げる ことに 致し ませう、 サョ ナラ。 

奇跡の 信仰 

奇跡な く/ - て宗敎 あるな し、 奇跡の 否定 は宗敎 の 否定に 終る、 然 らば 何 を か 奇跡 

と 云 ふ、 其 外形に 於て は r 奇 しぎなる 事」 なり、 然れ ども 其內容 は靈の 活動な り、 

靈其 物が 奇跡の 最も 大 なる ものな， -、 故に 奇跡 は 無私の 人の み 能く 之 を 行 ふ を 得 

べし、 S 督の 奇跡 は總て 愛の 發顯 な，^ し、 神 を 信じて 天然 は總て 奇跡的に 解釋せ 


らる、 に 至る、 而 かも 科 學は是 れが爲 めに 其 硏究の 精神 を 失 はす、 否な、 天然 を 

奇跡的に 解釋 しての み 科 學に眞 正の 與味 生す、 奇跡の 信仰 は 無益の 信仰に 非す、 

言 仰 あり て 世に i るべき もの 全 く 無き に 至る。 

ST 私 は 貴下が 奇跡 を 信ぜら る， と は 翁て 承知して 居ります 故に、 今日は 奇跡 は 何んで ある 乎、 貴 

下が 之 を 信ぜら る. -の 理由、 之 を 信す る も 近世 科學と 衝突す る こと はなき 乎、 其 等の 點に 就て 貴ド 

に 伺いた く 欲 ひます。 

答、 承知 致しました、 私 は實に 奇跡 を 信じます、 奇跡 を 信ぜす して 基督 敎は 信ぜられません、 否な、 

奇跡 を 信ぜす して 如何なる 宗敎も 信ぜられません、 私 は 未だ 世に 奇跡の 無い 宗敎の あるの を 知り ま 

せん、 然るに 今の 人 は 奇跡 を 信す るの 困難なる よりして、 或は 理學宗 とか、 或は 倫理 宗 とか 稱 へて 

. 奇跡の 無い 宗敎を 造らん と 致します るが、 然し 斯 かる ものが 宗敎の 用 をな さない こと は 誰でも 知つ 

て 居ります、 私の 考へ ます る に 奇跡 を 排斥し ます るなら ば 其れと 同時に 宗敎を 排斥す ベ きで あると 

思 ひます、 奇跡 を 否定しながら 宗敎の 必要 を說 くの は、 飮 貪の 不要 を唱 へながら^ 康の 幸福 を說く 

の 類で あると 思 ひます、 奇跡 は 宗敎の 滋養であります、 此養汁 ありて こそ、 宗敎 なる 生物 は 存在し 

ほつ 繁 |g する のであります、 奇跡 を 取 除いて 御覽 なさい、 宗教と いふ 宗敎は 皆な 死んで 仕舞 ひます- 

あざけ  ，こく/^ 

問、 私 も 雨う 思 ひます、 私 も 奇跡 を嬉 つて 得々 たる 今日の 宗敎 家なる 者 を 信じません、 然し 困難なる 

は 今の 時に 方て 奇跡 を 信す る ことであります、 私 も 人生に 取り 宗教の 必要、 缺 くべ からざる もので 

ある こと を 信す る 者の 一人であります、 然るに 奇跡 を 信す るの 困難なる よりして 今日まで 宗敎 を；^ 

奇雜の 俗 仰  七五三 
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ぜんと 欲して 信ぜ ざり し 次第であります、 若し 少し にても 奇跡に 關 する 私の 疑念が 晴れますならば、 

私 は 夫れ 丈け.：. K 化に 近いて 來 るので あります。 . 

答、 御 困難の は，：.： や. に 御 察し 巾し ます、 私も此 問題に 就て は 十數年 問の 苦 惱を經 た 者であります、 

宗 敎を棄 つ る 能 はす、 然り と て 奇跡 を 信す る 能 はすと は 近世 人士 の 特刖の 困難で あると W 心 ひます、 

往昔の 人に は此 困難はありませんでした、 若し^つ て も 私共の それに 比べ て 見 ますれば 僅少で あり 

ました、 實に 奇跡 を 信す ると 言 ふの は 容易く あります、 然し 之 を 科學の 原理と 共に 倍す るの は 非お 

に 困難い 事であります、 私 は 愛なる 神 は 私共の 感 する 此 非常の 困難 を 認め 給 ひまして、 私共が 容易 

に 奇跡 を 信じない とて 殊更ら に 私共に 就て 怒り 給 はない と 信じます。 

問、 其 御 同情 は 誠に 有難く 感じます、 然 らば 伺 ひます が、 奇跡と は 抑々 何であります 乎。 

答、 左様であります、 先づ其 問題から 定めて 行かなければ なりません、 之 を 奇跡と 云ひ靈 跡と 云 ひ、 

異跡 义は祌 跡な ど、 云 ひます るの は、 皆な 奇跡の 外形 を 云 ふたので あります、 卽ち 尋常なら ざる 事 

跡、 股 を 驚かし 魂 を 恋 ふ 底の 事跡、 天然の 法則と 稱 へて 人類が 日常 目擊 しつ. - ある 事物の 順序 を 外 

づれ たる 事跡、 是れが 奇跡であります、 爾 うして 斯 かる こと は 通常、 有るべき ことで なく、 又 若し 

有る としても、 其 事 實を钆 すの 非常に 困難なる より 是を 信す る ことが 非常に 困難なる のであります、 

私 は 少しく 逆說に 走ります るが、 奇跡 を 奇跡と 書きます る 故に、 之 を 信す るの が 非常に S 難なる の 

であると 思 ひます、 卽ち 人が 奇 積の 外形に のみ 服 を 留めて 其 內容に 注意し ません 故に、 客 易に 之 を 

信じない ので あると 思 ひます。 

問、 奇跡の 內容と は 何んで あります 乎。 


答、 奇跡の 內容と は靈の 活動で あ. ます、 若し 靈 なる もの \實 在 を 認めます たらば、 奇跡 は 厭で も 信 

じなければ ならなくなります、 靈其 物が 天然 以上の ものであります、 又 若し 靈も 天然の 一部分で あ 

ると 曰 ふ 人が あります るなら ば、 然 らば 奇跡 も 天然 的顯象 の 一種でありまして、 之に 就て 何の 疑 を 

挾む の 必耍 もなくなります、 然 かし 吾人が 通常 天然と 稱 する もの は靈 以下 の もので あります、 繭う 

して 天然 以外に 靈が 有る と 致し ますれば、 奇跡 は旣に 有る のでありまして、 其 活動が 奇異なる 事跡 

となりて 現 はれ、 時に 人目 を 驚かし まする こと は 決して 怪しむ に 足りません。 

問、 尙ほ其 事に 就て 更らに 精し く 御 說明を 願 ひます。 

答、 勿論、 此事 は哲學 上の 大問 題であります、 自由意志 を 有する 靈 なる もの あり や、 否や、 此 問題 を 

充分に 討究 せんと すれば、 ス ピノ ザ、 ライプ 一一 ッッ、 カント、 へ ー ゲル、 ショッ ペン ハウェル、 其 

他 の 大哲學 者 を 悉く 呼 び來ら なければ なりません、 然しながら 是れ必 し も 大哲學 者 の 判 斷を俟 たな 

ければ 解決の 3： 來 ない 問題で はない と 思 ひます、 自由意志と は 自由意志であります、 卽ち 外界 何物 

の 束縛 を も 受けす して、 其 上に 超然たる ものであります、 人 は パンの み を 以て 生く る 者で はない、 

正義、 眞理、 神、 愛、 是れは 全世界よりも 尊い ものである、 人が 身を處 する に 方て、 彼 は 風の 方向 

じ ぃラ お ？ て 

や 世の 潮流に 眼 を 注いで はならない、 靈には 靈界の 法則が あって、 人は此 「自由の 律法」 に循 ての 

み勒 かる k 者で あると、 是れが 自由の 精神であります、 自由意志 を哲學 的に ドウ 說明 しませう とも、 

自由と は斯 かる ものであります、 一 1 うして 自由の ある 所に は 奇跡 を 行し 得る の 力が あります、 人が 

人た るの 特權を 揮 ふ 時に 彼 は 奇跡の 可能 力 を 疑 ひません、 彼が 神の 子た る こと を 忘れて、 單に 天然 

の 子で あるとの み 思 ふ 時に、 彼 は 奇跡の 有無に 就て 彼の _ 心 思 を 非常に 惱 ますので あります。 

奇^  5 信仰  七 五 五 


e 教 SI 答  七 五六 

^、 其 事 は 判 分りました、 然 かし 若し 靈の 活動が 奇跡の 內容 でありますならば 何故に 奇跡が モク 卜 普 

§ こ 行 はれません 乎、 人、 彼 {HI 身が 奇跡で あると ならば 彼の 居る 所に は 奇跡 は 必す行 はるべき では 

ありません 乎。 

答、 左様であります、 或る 意味から 云へば 人の 在る 所に は必す 奇跡が 行 はれて おります、 然 かし 其 事 

は今爱 では 巾 上げません、 私は贵 下の 稱 はる k 奇跡、 卽ち 聖書に 記いて ある やうな 奇跡、 其れが M 

故 * 普通に 行 はれない 乎、 其 事に 就て. S. 上げ ませう。  . 

雨う して 其!^ 由 は 探る に 難くありません、 或る時、 弟子が キリストに 向 ひ、 何故、 彼等 も 其師の 

如くに 奇跡 を 行 ふ 事が 出来ない 乎と 聞きました 時に、 キリス トは 斯う 答 へられました、 

爾曹 信な きが 故な り、 我 まことに 爾 曹に吿 げん、 若し 芥 種の 如， き 信 あらば 此 山に 此^より 彼處 

に 移れと ぎふと も、 ふす 移らん、 亦、 爾曹に 能 はざる こと 無るべし C 馬太傳 十七 章廿 節」。 

信と は此 場合に 於て は靈の 能力 であります、 是れは 人が 萬 物の 靈長 として 祌 より 授かる の 特 權を與 

へられた ものでありまして、 此 能力 を以 てして 彼が 天然 界 の 上に 施さん と 欲して 施し 得 ざ る こと は 

ない とのこと であります、 然るに 人類 は 神 を 離る と 同時に 此 能力 を 失った のであります、 彼 は 八/は 

天然の 奴隸 となりまして、 斯 かる 能力の 彼の 掌 捤の屮 にある こと を 聞きましても、 之 を 荒唐無稽と 

稱 して 全然 排斥す る に 至りました、 彼 は 今 は 天然 を 支配す る 者で なくして 其^ 縛 の 巾に 苦む 者で あ 

ります、 然 かし 斯 かる 境遇 は 彼が 自 から 作った ものでありまして、 彼 は 素々 斯 かる 奴 If であるべき 

苦の 者ではありません、 雨う して キリストの 降^の 一 つの 大 なる U1 的 は 人類に 此 2 取 初の 特權を W び 

附與 せんがた めであります、 卽ち キリスト 御自身が 常に 天然の 上に 超越して 其 束縛 を 受けられ なか 


つた やうに、 我 倚 彼 を 信じ 彼 を 愛する 者に も此 同じ 能力 (R 人 をして 言 はし むれば、 奇跡 力) を與 

んが ためであります、 人間と は斯 くも 貴い 者であります、 彼 は 五 尺の 身體の 中に 近頃 發見 になり ま 

した ラヂ ュ ムも 及ばない 程の 怪力 を 供へ た 者であります、 キリ ス 卜が 人類に 就て； ぜられ たこと は 

我 倚 人類 の 想像 以外で あります。  ， 

問、 奇跡の 內容は 御說の 通りで あると 致しましても、 其 外形 は 矢張り 奇跡 卽ち 「奇 ぎなる 事，」 であり 

ます、 面う して 若し 夫れ が 信すべき 事實 であると 致しますならば I に事實 として 信じ 難い 事 は 全く 

無き に 至る ではありません 乎。 

答、 其れ は爾 うではありません、 物に 眞 偽の あるの は 御 承知の 通りであります、 眞 正の 愛國が ありま 

す、 虚偽の 愛國 があります、 國の 利益 を 計る と 云 ふて、 其 事が 總て 愛國 であると は 限りません、 奇 

跡 も 亦 其 通りであります、 眞 正の 奇跡が あります、 虚偽の 奇跡が あります、 其 外形が 奇跡で あれば 

とて、 其れ は 名のみ の 奇跡でありまして、 私共 キリスト 信徒が 稱ふ 奇跡ではありません。 

問、 然 らば 如何して 奇跡の 眞偽を 判 分つ ことが 屮 I 來 ます 乎。 

答、 其 精神に 入って あります、 恰度 愛 國の眞 偽 を 判 分つ と 同じ ことであります、 名 * 利逹を 目的と 

する 愛 圃は縱 令、 身 を君國 のために 殺しましても、 其れ は實は 虚偽の 愛國 であります、 眞 正の 愛國 

に 自已て ふ 觀念は 全く 無 い 普で あります、 己れ 國賊の 名 を 蒙りて 死す とも 國 のために 盡 さんと する 

のが 眞正 の 愛國 で あります、 其 通り に 奇 しぎなる 事 を 爲すこ と が 必 しも 我 儕 の 稱 する 奇跡 では あり 

ません、 パロの 魔術師 はモ ー ゼに 劣らぬ 奇跡 を 演じました、 然し 其 奇異なる 業なる が 故に 我 倚 は 之 

を 奇跡と は稱 しません (出 埃 及 記 第 七 章 以下 參考 )、 眞 正の 奇跡に は眞 正の 愛國に 於け るが 如く 
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「自己れ」 て ふ 觀念は 全く 有りません、 爾 うして 私共 キリスト 信徒が 信す る 奇跡 は 「愛の 休徵」 な 

る 奇跡であります。 

問、 然 らば 贵下は 奇跡 は 神 か、 又は 神に 潔め られた 者に 非 ざれば 行 ひ 得ない 事で あると 仰せられ るの 

であります 乎。 

答、 爾ぅ であります、 ^人の 奇 睛に關 する 思考 は 此點に 於て 犬に 誤ります、 彼等 は 奇跡 は 若し 行へ る 

もの でぁるならば^^にも行 へ るもの でぁると思ひます、 然 かし 其れ は 決して 雨う でありません、 奇 

跡 は 無私 無慾、 自已 のために は 何の 求む る 所な き 人に 非 ざれば 決して 行へ る ものではありません、 

是れは 前に も. E. 上げました 通り、 靈 の 能力 の發顯 でありまして 斯 かる 能力 は 若し 與 へられる もので 

あると 致し ますれば、 斯 かる 人に のみ 與 へられる ものであります、 利 慾 一方の 相場師が 如何に 望む 

とも ー據 千金の 利 を 貪らん ために 一 つの 奇跡 を も 行 ふこと は屮 H 来ません、 叉、 縱令、 宗敎 家たり と 

雖も、 自己の 勢力の 抉械を 謀り、 自己の 敎會の 擴張を 欲して、 此 能力の 微塵 だ も 得る こと は 出来 ま 

せん、 奇跡 を 行 ふの 能力 は是れ は獻身 犠牲、 自己 を 忘れて 神の 榮と 人の 善と を 計らん とする 者に の 

み與 へられる ものであります、 奇跡 は 愛と 之れ に 伴 ふ威權 との 休徵 であります、 世に 愛に 優る の權 

能はありません、 雨う して 其實に 宇宙 を も 動かす の 能力なる こと を 示さん ために、 神 は、 愛 を 以て 

充滿 する 人に 特に 此 能力 を 賜 ふので あります。 

問、 然 らば 貴下 は聖- 書に 記る して ある、 キリスト 幷に 使徒 等に 由て 行され たる 奇跡 は 皆な 貴下の 仰せ 

らる、 愛に 伴 ふたる 奇跡で あると 仰せられる のであります 乎。 

答、 勿論です、 善く キリストの 行され た 奇跡に 就て 考 へて 御 覽 なさい、 其 中に 自己の ために 爲 された 


奇跡と て は 一 つもありません、 彼 は 瞽者の 目 を 開かれました、 跛 者の 足 を 立せられ ました、 一時に 

四千、 又は 五 千の 人 を 養 はれました、 然 かしながら 曾て 自己の 飢餓 を 癒さん がた めに 一 囘の 奇跡 を 

も 施されませんで じた、 彼の 敵 は 彼 を 十字架の 上に あげて 彼 を 嘲りて 曰 ひました 人 を 救 ひて 自己 を 

救 ひ 能 はず (馬 可傳 十五 章卅 一節」 と、 キリスト は 實に人 を 救 ふために は 奇跡 を 行 ひ 得ました が、 自 s 

を 救 ふために は 之 を 行 ひ 得ませんでした、 自己 を 殺さん がた めに 来りし 敵の 傷 は 奇跡 を 以て 直に 之 

を 癒す ことが 出來 ましたが、 然 かし 自己の 脇より 流れ出 づる 血潮 を 留める こと は 出来ませんでした、 

人を投 ける ための 異能を 具備へ し イエ ス キリスト は 自己 を 救 ふために は 全然 無能で ありました、 £ お 

^を 救 はんがた めに は 風 を も叱坨 して 之 を 止め 給 ひし 彼 は 自己の 敵の 前に 立て は 之に 抗 せんとて 小 

厶 た<3厶<3厶<  厶厶厶 .：<1厶<3厶<1厶<3厶<"厶厶厶厶<"<1 

指 一 本 を さ へ も 擧げ給 ひませんでした、 キリストの 奇跡よりも 更 らに數 層倍奇 しぎなる もの は キリ 

ストの 無私の 心であります、 然しながら この 奇 しぎなる 心が あって こそ、 始めて 彼の 奇 しぎなる 業 

わざ  そとが は わ ざ 

が 行 はれた のであります、 業 は 心の 發顯で 外ありません、 然るに 世の 人 は 外形の 業に のみ 眼 を 留め 

て、 其、 之を發 せし 心に 念 ひ 及びません。 

問、 キリストの 奇跡の 精神 は御說 明で 善く 判 分りました、 然 らば 若し 其 精神が 有れば 何人に も 奇跡が 

行 はれる と 仰せられる のであります 乎。 

答、 爾 うであります、 然 かし 玆に注 意すべき こと は、 奇跡 を 行 はんと 欲する、 其 心の 旣に キリストの 

心で ない ことであります、 キリスト は 彼が 奇跡 を 行 ひ 得 たれば とて、 其れが 故に 聖 なる 者で あると 

は自覺 せられませんでした、 否な、 之に 反して、 キリスト は 人が 彼の 奇跡 以外に 於て 彼の 神 子た る 

こと を 認めん こと を 欲せられました、 キリ ス トが 奇跡 を 行 はれまし たの は 恰度 名 醫が剡 藥を用 ひま 
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する やうに、 止む を 得ざる 場合に 於ての み 之 を 行 はれた のであります、 爾 うして 之 を 行 ひ 給 ひし 後 

に は 其 決して 恃 むべき もので なき こと を 示し、 亦 廣く之 を 世に 吹聽 して、 世人の 好奇心 を 喚起せ ざ 

ふ し ぎ  わ S 

る やうに 深く 注意せられ ました、 へ p.. テ 王が イエス を 見る や、 直に 其 奇異なる 業 を 見ん と 望みし や 

うに (路加 傳ニ 十三 章 八 節)^ 人が ィ H スに 就て 第一 に 知らん と 欲する こと は 其 奇跡 如何であります、 

然し ィ H スは 不信のへ 0 デに 奇跡 を 示し 給 は ざり しゃう に 不信 の^人に も 之 を 示し 給 ひません、 奇 

跡 を&」 むお は 之 を 行 ふこと も 出来す、 見る こと も 出来す、 又、 見ても 其 神の 奇跡なる こと を 信す る 

こと は 出来ません、 奇跡の ための 信仰ではありません、 信仰の 結果た る 奇跡であります、 奇跡 を 目 

的の！ 一:^ 仰 は！：^ 仰でありません 故に、 其れが 奇跡 を 行 ひ 得な いのは 勿論であります。 

ふ し ぎ  ，C ざ 

然しながら、 其れ は 其れと して、 無私の 信仰が 奇異なる 業 を爲し 得る こと は 疑 を納れ ません、 

「雨 曹の 信仰に 循 ひて」 と は キリストの 約 _50,、」 ありまして、 我 倚の 爲し 得る 事業の 大小 は 我 倚の 有 

ち 5£ る 信仰の 厚薄に 由る と は 聖書の 明白に 示す 所であります、 爾 うして 我 倚の 信仰に して 若し パ ゥ 

口、 ぺテ B の それに 等しき ものであります るなら ば、 3： 故に 我 儕 も 彼等に 劣らざる 事 を 行し 得ない 

乎、 ；；： £ に はどうしても 分りません。 

問、 然 らば 若し 贵ド にべ テ 口 の 信仰が あれば 貴下 もべ テ B の やうに 「ナザ レの イエス キリ ストの 名に 

よりて 起て 行め」 との ー聲を 以て 跛 者 を 其 足の 上に 起た しむる ことが 屮 Z 來 ると 御 信じになる ので あ 

ります 乎。 

答、 稀 態なる 御 質問であります、 然し iSf に奇を 好まる \ 心より 出た 御 質問で はない と 信じ ましてお 答 

へ 巾し ませう、 左樣 であります、 其 場合に は 私に もべ テ II 丈け の 事業が 屮 I 來 やうと 思 ひます、 然か 


し 之 を 成就る の 方法に 至て は 一 一十^ 紀に 生れし 私が 一 世紀に 存在せ しべ テ a に 傚 ふや 否や は 全く^ 

問題であります、 跛 者 を 癒す の 法、 必 しも 大喝 ー聲を 以てする に 止まりません、 神 は 時代に 循ひ種 

極の 方法 を 以て 病 者 を 症し 給 ひます、 爾 うして 若し 私に もぺテ & の 場合に 於け るが 如く、 私が 或る 

跛 者を痊 すに 由て 祌の 1^ 光が 非常に 顯 はれ、 夫れ が爲に 全世界が キリストの 救濟の 能力 を認 むる に 

至 り ます る や うな 場合が 起り ます るなら ば、 私に も 何に かの 方法 を 以て 此病者 を痊す の 能力が 與へ 

られ やうと 思 ひま す、 或は 近頃 此 種の 病 者 を 痊すを 以て 有名なる 澳國の 某 醫師が 有つ やうな 秘訣が 

私に も 示さる」 かも 知れません、 或は 或る 神經 作用に 依て、 ぺテ a の 奇跡に も擾 るの 奇跡が 私に， S 

て 行 はる、 かも 知れません、 然 かしながら 私は斯 かる 假ぉ を設 くるの 何の 必要が ある 乎、 其 事 を 解 

しません と 同時に、 叉斯 かる 推測 を 以て 之に 應 じます る 私 も 潜 妄の幾 を 免れまい と 思 ひます。 

問、 御注意の 段 は 承知 致しました、 然し 私の 特に 伺 ひたいの は 若し 贵 下の 御 說明 にして 間違な くば、 

天然と 奇跡との IHll^ が 全く 消えて 仕舞 ひまして、 何に が 天然であって、 何に が 奇跡で あるか、 全く 

釗 分らな くな るで は あるまい 乎と 思 ひます、 若し 醫術 に 由 る も 奇跡 であると 致し ますれば 夫れ で奇 

跡 問題 は 消 減して 仕舞 ふではありません 乎" 

答、 興味 ある 御 質問 で あります、 實に 天然と 奇跡と は 其 外形に 於て は 少しも 違 ひません と 思 ひます、 

贫て 博士 ハク スレ ー が 曰 ひました 通り、 奇跡が 若し 有りと しま すれば 是れ亦 天然 的 現象と して 攻究 

すべき もので ありませ う、 天然 を 透う して 現 はれる 奇跡 は 天然 的 現象と して 現 はれる 外 はあり ませ 

ん、 べサ イダの 野に 於て 魚と パンと を 以て キリストに 奇跡的に 養 はれし 五 千の 男女 は、 その。 ハンと 

との. E 來に 就て は 何の 知る 所 もなかった らふと 私 は 思 ひます、 彼等 は 唯、 パンと 魚と が 何等かの 
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方法 を 以て 彼等の 前に 置かれし を 見ました、 然れ ども 如何にして 一 尾の 魚が 五 千 尾と なりし 乎、 其 

祕密に 就て は 吾人 近世の 動物 學 者が、 如何にして 一 尾の 鍵 魚が 四百 萬 粒の 卵子 を 生み 得る か 其祕密 

を 知らざる が 如くに 知らなかった らふと 思 ひます、 唯 其 奇跡な りし 事 は 是れを 行 ひし ィハ スと彼 を 

信ぜし 彼の 弟子の みが 知って 居りました、 今 若し キリストが 世に 現 はれ 給 ひまして、 死者 を 廼らせ 

給 ひしと 致し ますれば、 之 を目擊 せし 醫學者 等 は 其 奇跡なる こと は 認めす して、 直に 其 天然 的 理由 

の發見 に 着手す るに 相違ありません、 卽ち神 を 信ぜざる 者の 眼に は 奇跡なる ものはありません、 若 

し乂 有る とする も 彼 は 其 奇跡なる こと を識り 得ません、 奇跡 は 矢張り 天然 的 現象と して 現 はれる も 

のであります から、 之 を 識別す るた めに は 信仰の 眼 を 要します、 何が 奇跡であって、 何が 奇跡で な 

い 乎、 是 れは眞 正の 信者の みが 見 分く る ことの 出来る ことであります。 

問、 雨う 仰せられ ますれば 止む を 得ません、 然 かし 若し 信仰の 眼 を 以て 見 ますれば 凡の 事が 奇跡と し 

て 見 ゆるに 至りません 乎。 

答、 雨う であります、 奇跡と は祌の 能力の 發顯 であり ますから、 神の^ 在と 活動と を 信す る 者の 限に 

は 奇跡 天然の 別はありません、 彼に 取りて は實に 天然と 稱 して、 神より 全く 離れ、 惟り 活動いて 惟 

り 生す る 者 はない のであります、 彼に は 唯 二種の 奇跡が あるので あります、 尋常 的 奇跡、 是れ が！ X 

然 であります、 非常 的 奇跡、 是れが 聖書に 示して ある やうな 奇跡であります、 今日まで 萬 物 を 天然 

的に 解し 來 りし 彼 は 今 は 意志的に、 卽ち 奇跡的に 之 を 解す るに 至りました、 彼の 宇宙 觀は祌 を 信す 

るに. m りて ー變 致しました。 

問、 多分 爾ぅ であらう と 思 ひます、 然 かし 其 結果と して 萬 事 萬 物は氣 儘なる 意志の 遂行と 化し、 天然 


に 法則と 順序と は 絶えて 科 學は其 研究の 精神 を 失 ひ、 叉、 人は勞 働の 無用 を 感じて、 たぐ 密室に 籠 

つ て 偏に 祈禱に 由ての み祌の 援助に 與 からん と 欲する に は 至りません か。 

答、 共 御 心配 は 全く 御 無用であります、 祌を 信じて 天然 は 決して 渾沌と は 化り ません、 隨て科 學は其 

研究の 精神 を 失 ひません、 否な、 神 を 信す るに 由て * 科學の 精神が 始めて 起る ので あると 思 ひます、 

科舉の 精神 は 天然の 統御 並に 征服に あります、 爾 うして 天然 を 懼れ、 其奴 隸と 成りし 者に 此 精神の 

起り やう 害はありません、 人 は先づ 天然の 主人公と ならなくて はなり ません、 爾 うして 彼が 神 を 信 

する に 由ての み 此權能 は 彼に 賦與 せらる.^ ので あ ります、 靈が 物に 勝つ まで は 物の 科學的 研究 は始 

まりません、 爾 うして 宗敎は 人に 靈の 自由 を 供し、 彼に 天然に 打 勝ち、 之 を 治めん とする の 意志 を 

起します、 科學 研究 第一 の 要素 は此 自由の 意志で ある こと は 深く 之に 從 事した 者の 誰でも 認 むる 所 

であります。 

而已な らす、 神の 意志と は i 漱儘 なる 意志ではありません、 意志と は 菊 儘 なる ものな りと は 之を不 

究入 小： なる 人に 於ての み 見た 者の 一一 目 ふこと であります、 ^に 信賴 すべき ものにして、 義 者の 意志の 如 

きはありません、 天然 は 其 期 節 を 誤りて 五穀 實ら す、 民、 爲 めに 飢餓に 泣く ことが 有りましても 1 

義者は 決して 其 約束 を 違へ ません、 泰山 は 崩れて 海と 成りましても、 義者は 決して 其 志 を 曲げ ませ 

ん、 變り 易き もの は 意志ではありません、 病める 意志であります、 健全なる 意志 は 天然の 成 行より 

も；！： する に 足る 者であります。 

人の 意志で さへ も爾 うであります もの を、 祌の 意志 は 尙更ら のこと であります、 世に 久 不易の 

ものにして 神の 意志の 如きはありません、 天と地と は廢 らん、 然れど 我 言 は廢ら じと は 神の 聲 であ 
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ります C お 太傳廿 四章卅 五節〕、 若し 祌の 意志が 變幻恆 なきものであります るなら ば、 I に 信賴 なる も 

の は 全く 迹を 絡つ に 至ります、 神 を 信す ると は 谊久を 信す る ことであります、 雨う して 天然 は 神の 

此 ^ 久 性の 一面 を 現 はす ものであります る 故に * 我 倚 は 非常の 興味 を 以て 之 を 研究す るので ありま 

す、 te 久と稱 ふても 勿論 神の 如く te 久な るので はありません、 山の 恒久なる も 勿論 神の 恆久 なる に 

は A びません、 然しながら 人事の 槿花 一朝の 榮の. 如くなる に 絞べ て 山嶽の 千秋に 其 姿を變 へざる を 

a て、 我 倚 は 祌を我 儕の 「磐」 と 稱んで 彼の 恆久を 讚へ まつる のであります、 天然 を 神の 意志の 發 

顯と 見て、 我^ は 始めて 天然の 眞相を 悟り、 隨て虔 んで之 を 研究 せんと 欲する の 念が 我 儕の 心に 起 

るので あると 思 ひます、 然 かし 意志で ある 以上 は 神の 意志で あるに もせよ 之 は 永久 不易の 規則で は 

ありません、 雨う して 規則で ない 以上 は、 時に 其變更 せらる &のは 決して 怪 むに 足りません、 天然 

の 法則 を 規則と， 解して、 天然 は 我 を 縛る 桎榜 となります、 然 かしながら 愛の神の 意志の 發顯 であり 

ます 以上 は是は 虔んで 服從す べき ものでありまして 强 ひて 其 束縛 を受く べき ものではありません、 

祌を； すると 同時に 犬 然が我 倚の 敵た るを歇 めて- 我 倚の 友、 又は ホ I ム たるに 至ります るの は 全 

く是れ がた めであります。 

意志 は 其 中に 愛 を 含みます、 夫れ 故に 神の 意志 の 發顯た る 天然 は 亦 神 の 愛の 發顯 とし て 我 憐の吸 

に 現 はれます、 雨う して 愛 は 熟 心の 唯一 の發動 者であります から、 天然に 神の 意志 を 認めて 我 儕 は 

熟 心 を W て 之に 對し、 を 以て 其 奥義 を 究めん と 致します、 キリスト 信者の 天然の 研究なる もの は 

不 ii:- 者の それと は 全く 違 ひ、 彼 は 面， H 半分に 之に 從事 する のではありません、 我 倚 は 父の 造りし 庭 

園に 其 奇石珍 草 を 探ぐ るの 心 を 以て 嬉しく 之に 從事 する のであります、 天然 を 奇跡と， して 天然の 


研究 は歇 むと 云 ふ 人 は 朱 だ 之 を 繭う 解した ことのない 人で あると 思 ひます、 驚嘆 は 確かに 科學 研究 

のた めの 一大 刺激であります、 爾 うして 信仰 は 天然の 研究に 此健 全なる 刺激 を 供す る もので ありま 

奇跡 を 信じて 私共が 勞働を 魔め る に 至る であら ふとの 御 心！^ も 亦據る 所な き 無益 の 御 心. K であり 

ます、 我 倚 は 萬 物 を 奇跡的に 解しての み 始めて 勞 働の 何たる 乎が 解かる のであります、 勞働は 飢寒 

を 怖れて 止む を 得す 厭々 ながら 我 儕が 從 事すべき 害の ものではありません、 勞 倒と は其眞 正の 意味 
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に 於て は、 神と 偕に 働ら くこと であります、 或は 神 をして 我に 在て 働ら かしむ る ことであります、 

我が 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ、 我 もまた 働くな り (約 4.. 傳五章 十七 節 との キリストの 言葉 は 能く 勞 

辆の眞 意 を 鍵した ものであります、 我が 裹 に；： ；=る. 僅少ば かりの 力に 由て 我が 職務 を識 さんと すれば 

こそ、 私共 は 非常に 勞働 の 苦痛 を感 する の で あります、 然しな が ら祌は 我が 要す る 能力 は總 て 之 を 

我 に 下し 給 ふと 信じ て 私共 は 能力 の 不足 を 全く 感ぜ ざるに 至り、 隨て勞 働の 苦痛な る も の は 私共 の 

念頭より 全く 迹を絕 つに 至る ものであります、 神の 奇跡 を；^ ぜ ざる t ゲプ働 者の 生-;^ は此點 より 考 へて 

見て 實に 氣の審 なる ものであります、 私共 は勞 働お を 助けん と 欲して、 彼の 赏銀 の增加 を 求 ひ、 彼 

の勞勵 時間の 滅少を 計る のみで は 足りません. 彼に 奇跡の 祌を 紹介し、 彼 をして 上より 新たなる 能 

力の 供給 を 受け、 走れ ども 疲れす、 步め ども まざる 者たら しむる の も 亦、 彼^ 慈む の 一 つの 方法 

であると 思 ひます、 奇跡の 祌が 在せば とて、 唯 n を 問い て 呆然と して 祌の 自己 を 養 はんこと を 待つ 

者の 如き は 未だ 眞の 祌を發 見した ことのない 者であります。 

困窮 は發 明の 母で あると 云 ひます るが、 然し 眞 正の 發 明の 母は闲 ではなく して 感謝の 心で あり 
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ます、 人類が 危急に 迫りて 已むを 得す 絞り出す 智慧 は 以て 到底、 宇宙の 深奥に 達し、 其 虚に其 秘密 

を 探 出す に 足る の 智慧ではありません、 大 なる 發明は 神の 恩 惠を悅 び、 天然と 和して 造 主の 指導の 

下に 其寶 庫の 屮に 入て、 欣然、 解 鏡 を 得て、 探り 得た 發 明であります、 天然 を大 なる 謎と 解し、 奇 

才を 以て 其 秘訣 を竊 出す を 以て 發 明と は 稱 へられません、 天然 を 奇跡と 見るならば 學術 上の 發 明が 

止む であら ふとの 心配 も 全然 杞 愛に 過ぎません。 

問、 種々 の御說 明に 依て 奇跡の 哲理 は 大分 判 分りました、 然 かしながら 之 を 信じ たれば とて 何の 實益 

があります 乎、 奇跡 を 信ぜす して 宗敎は 信じられますまい、 然しながら 貴下 とても-往昔の 聖人の 奇 

跡 を 其 儘 繰 返さん と 御 欲 召さる、 のではありません から、 其れ をお 信じに なりたれば とて 夫れ で責 

下の 御 生 鹿に 何に も 直接 の實 益が あら ふと 仰せられ るので は あります ま いと 思 ひ ます、 如何 で す 乎。 

答、 奇跡 信仰の 實益、 是れ は近顷 珍ら しい 御 質問であります、 然し 全く 益の ない 御 質問で はあります 

まい、 信仰が 信仰であります る 以上 は、 現 生涯に 全く 關係 のない 信仰と て は 無い 普であります、 爾 

うして 若し 奇跡が 眞に 有る と 致し ますれば、 之 を 信じて 私共の 生涯に 何に かの 利益が 無い とも^り 

ません、 私 は 未だ 曾て 宗教 上の 信仰なる 者 を 一 の氣 休と して 解釋 した ことはありません、 信仰 は 人 

の 主義 確信でありまして 彼の 生命の 眞髓 であります、 奇跡の 信仰 も 亦 其 中心的 重要の 地位 を 動かさ 

るべ きものではありません リ 
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奇跡 を 信仰して 私共 は 大膽に 大事に 當る ことが 出来ます、 之に 由て 私共 は 自己の 能力 を 計らす、 

若し 正義で あり、 大道で あると 信じ ますれば、 天の 大 能に 頼って、 臆せす 懼れ す、 其 實行を 以て 自 

から はする ことが 出 來 ます、 奇跡の 神 を 信じて 不可能 事 は 私共の 念頭に 全くなくなります、 私共 は 


先づ 神意の 在る 所 を 探 ぐれば それで 問題 は盡 きる のであります、 後 は 能力の 問題であります、 雨う 

して 能力 は 私共 は 之 を 奇跡の 神に 仰ぎます、 斯く. E. 上げて 責下は 私の 無謀 を 御 笑 ひに なり ませう が、 

然し 世界の 大 なる 偉人と は 皆な 此 一種の 「迷信」 を 有った 者であります、 ル ー テルで も、 コ ロム ゥ 

H ル でも、 ゥ H スレ ー でも 皆な 自己の 能力 を 計って 彼等の 眼前に 横 はりし 大事に 當 つた 者で はあり 

ません、 彼等 は 皆な、 「神、 若し 我と 偕に 在らば 我れ 何 を か 爲し得 ざらん や」 との 奇跡の 信仰 を以 

て 彼等の 大任 を擔 ふた 者であります、 奇跡 を 信ぜざる 者は此 f に 在て 臆病者 たらざる を 得ません * 

斯 かる 人 は先づ 自己に 省み、 周圍に 鑑み、 時勢 を 計りて 然る 後に 動く 者であります から 注意 深く あ 

る やうで 實は 何にも 大 なる 事 は 之れ を爲し 得ない 者であります、 勿論 奇跡 を 信す る ことに 大 なる 危 

險 があります、 奇跡 を 信ぜす して、 十字架に 懸けら る、 の 心配はありません、 然しながら 力 ー ライ 

ルの. & します やうな 「火の車に 駕 して 天に 昇る の 生涯」 は 奇跡 を 信ぜざる ものの 遂 ぐる ことの 5： 來 

る 生涯ではありません、 叉、 奇跡 を 信じまして 私共に 永久の 忍耐が 生じます、 我が 裏 をお みま すれ 

ば實に 軟弱 汚據、 取る に 足らざる 者で はあります るが、 然 かし 上 を 見 ますれば 昴 宿 參宿を さ へ 自己 

の 掌の 中に 自由に 動かし 給 ふ 神が 在る と 信じます る 故に、 私共 は 此祌を 仰ぎ 瞻て 自己 を 潔め 且つ 强 

め、 以て 如何なる 難事業に も當る ことが 出来ます、 かの 世に 多く 存在す る、 他人の 缺點を 摘 指す る 

の 外、 自己の 可能 力 を 自覺し 能 はざる 批評家と 稱 する 人士の 如き は、 皆な 此 信仰 を 有たない 者で あ 

ると 思 ひます、 無限の 能力の 所在 を 知り、 亦 之 を 獲る の途を 知る 者 は 他人の 缺 點を發 見して、 自己 

に 滿足を 買 ふの 必要はありません、 斯 かる 人 は 直に 大 能力に 至り、 其處に 新たなる 能力 を 得て 自己 

の 缺を補 ふと 同時に、 亦 他人の 缺 まで を 補ひ吳 れんと 欲する の 慈悲心 を 起します、 實に 奇跡の 信仰 
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は 私共 を 積極的の 人物と 作し ます、 私共 はぎ 力の 不足 を感 する 瘦 犬の 如き 不平 家た るを歇 めて、 糧 

食 足りて； 4" 油 滴る ばかりの 肥馬の 如き 者と なりまして、 險に 際して 躍り、 難に 遭 ふて fS? む 者と なり 
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共れ のみではありません、 奇跡の信仰は私共をして希§l^!の人たらしめます、 死に 勝つ の 希 は奇 

跡の 信仰に m ります、 天に 掉 るの 希 S ポも亦 奇跡の 信仰に. E ります、 奇跡の 信仰な くして 墓の 彼方 は 

眞 暗であります、 又 奇跡の：：^ 仰な くして^ 界の未 來も眞 暗であります、 若し 數字を 列べ て 人類の 將 

來を考 へま すれば 私共 は マ ル タスの 人口 論の 結論に 達する より 外はありません、 然しながら 人の 靈 

の 自. E を； ！；^ じ、 - 靈に .£ て顯 はる k 祌の 與能を 信じまして , 私共 は此地 の 將來に 就 て 少しも 疑懼 を懷 

かざる に 至ります、 私共 は 只 天 國と其 義とを 求 むれば 足ります、 共 他の 事 は 神が 何に かの 方法 を以 

て 私共に 加 へ ら る」 と 私共 は 堅く  ii;^ じます。 

I ぐろ. S ん 

小 7 跡の 信仰な くして 高潔なる 詩歌 も 美術 もありません、 奇跡の ：！：^ 仰な くして 人 は 皆な 算術 一 方の 

商人と 化り ます、 人の 人た る 所以 は 彼に： 大然に 凌 篤す るの 能力が あるから であります、 或る 詩人の 

一一 H ひました 通り 

人にして若し人以上たり5^^.ば、 

人と は 如何に 憐 むべ きおなる ぞ。 

と、 我が 財 妻の 底に ある 金と、 我が 筋骨に 在る 力と が 我が 所有の 總て あるならば、 我 は 如何に 憐 

む ベ き^ ぞ と 、 何人も 喊ば ざる を 得ません、 私 は 貴下が 奇跡の 信仰 を 以て 僅かに 宗敎家 の 贅澤品 で 

ある やうに 見做れ ざらん こと を^み ます、 サ ョナラ 0 


神 癒 に 就て 

問， 先生、 貴下 は 神 癒 をお 信じになります 乎。 

答、 勿論 信じます に祌 I りし 气ま、 神が 其？ を まし 待ない とい ふ i はあり ま t、 キリストよ 

今も ほ； fl4 くぶし ます、 彼の 能力に 昔 も tf はありません、 若し 蟹に 適 はば 彼：？ も 昔 ^ 

く 性 来の 盲人の 目 を 開く ことが 出来ます、 死にた る人& す ことが..^ 來 ます。 

問、 去らば 力 生 は 何故に， お 氣に權 られた 時に 醫者 にお m りな さります か。 

答、 醫 者に 恃る のが 神の I であると 信す るからで あります、 私は靳 かる こと は 霧の 言に まま ご 

もな く 私の 常識に 由て 決します。  - 

問、 然 かし 讓 E はヱホ バは汝 のす ベての 疾を いやし ij いて あるではありません 乎 (詩篇 |璧5、 

^雅各1 は汝 等の 中 ま 病める 意る 乎、 tifil 招くべし、 彼 I の 名 C ，て 

其 人 化？ ポを ほギ 一之が 爲 めに 祈らん 云々 と 書いて あるではありません 乎 g 早. 下.)、 其 M;。， ス 

よ 錄 i^、  1, 血 漏 其 他す ベての 疾を癒 された こと を 聖書 は澤 山に 羅 して 居で はあり ませ， き。 

蒙 は 私 も 承知して 居ります、 私 も 神に 依らす して 如何なる 疾と雖 も 決して 癒す：； との 來； -、 

こと を E  く 信じます、 H ホバ 養に 8 のす ベての 疾を 癒す 神であります、 然 かしな がま ホバま 

神 に a て 

七 六 九 


^  e  ^  ™™  ^„  七 七 〇 

我等の 疾病 を 如何にして 癒し 給 ふ 乎、 それが 問題で あるので あります、 神が 疾を 癒し 給 ふ 方法 は 一 

ッ にして 足りません、 所謂る 奇遗を 以てする のみが 醫 癒の 唯一 の 方法ではありません、 醫術を 以て 

する の も祌が 私共の 疾を 癒し 給 ふ 一 ッの 方法であります、 雨う して 今日の 如くに 醫 術が 比較的に 進 

步 したる 時に 方て は 神に 感謝しながら 之 を 使用す るの が 常識に 適 ふたる 信仰の 途 であると 思 ひます。 

問、 然 かし 聖書に 疾病に 概 りたる 時は醫 者に 行けと 何處に 書いて あります 乎、 聖書 は醫 者の 無能 を唱 

へて 止まないで はありません 乎、 汝等は 只 嫌 言 を 造リ設 くる 者、 汝等は 皆な 無用の 醫師 なりと (約 

百 十三. s:f™I 節)、 此婦 多くの 醫者 のために 甚だ 苦め られ、 其 所有 を も盡く 費し けれども 何の 益 もな 

く 却て 惡し かりきと (el 可傳五 f んサ六 節 3、 架 書の 首 其 俊に， m れば醫 者 は <f- く 無用の：^ ではありません 

乎。 

答、 雨う であります、 iv^, 書に はまた 汽車に 乘れ とか、 憲法 政治 を 採用せ よと か、 銀行 を與 して 金融の 

途 を^け と 害いて はありません、 叉若し§^書が醫者の無川に就て述べ て居るとしまするならば、 智 

者 安くに 在る 學者 安くに 在る、 此 世の 論者 安くに 在る、 祌は此 世の 智識 をして 愚かなら しむる に 非 

ず や (^林 多 前き-一^ サ節 \ 又 我 (祌) 智者の 智を 減し、 慧き 者の 慧 きを 廢 くせん (1; 卜 九 節) とも 記 

して- ります、 パゥ 口 在世 當 時の 智者と 云 ひ、 慧き 者と 云 ふ は 今 口の^ 學 者科學 者に 當 ります、 爾 

う，^ て S も-書に 斯う 書い て あるから、 我等 キリ ス ト 信者 は 力 ントの 折 n 學もダ ー ヴヰ ンの 進化 說も 顧み 

て はならない とい ふので あります か、 若し 雨う であると します ると 私共 は 近世 科 學の結 たるす ベ 

て の 發明を も 利 川す る こ と は 出来ません、 叉 近世 哲學 の 結論た るす ベ て の 進歩的 思想 を 懐く こと も 

來 なくなります、 贲下は 私に 醫 者に 恃 つて はならない と 仰せられて、 私に カントの 平和 論 を も 信 


するな、 近世 科 學の發 明に か、 る 汽車 電車 にも 乘る なと 仰せられる のであります 乎。 

ir 然 かし 醫 術に 多くの 誤謬の あるの は 貴下 も 御 承知で ありませ う、 贵下は 今日の 醫 術が 神の 像に 象 

りて 造られた る 人の 身體を 悉く 解し 得る と 御 信じになります 乎。 

答、 勿論 爾 うは 信じません、 私 は 今日の 醫 術に 多くの 假 想が ある こと を 信じます、 故に 私 は 多くの 注 

意 を 以て 私の 身體を 醫師に 托します、 然しながら 同じ やうに 令 日の 政治 學 にも 社會學 にも また 多く 

の 誤謬が あります、 立憲 政體 なる 者が 栗して 完全の 政體 なるや 否や は 未だ 大疑 問であります、 それ 

のみではありません、 今の 基督 敎に もまた 多くの 誤謬の ある こと は 明かであります、 今の 醫學の 全 

く 信す るに 足らない やうに 今の 祌學も 今の 聖書 學も 未だ 全く 信す るに 足りません、 若し 誤謬 多き の 

故 を 以て 醫術を 排斥 するならば 同じ 理由 を 以て 令の 神學. • 聖書 學をも 排斥し なければ なりません、 

我等 人 問 は 我等の 有つ 丈け の 智識に 頼る より 外に 送はありません、 醫 術に 誤 謹 多き は 決して 之を惡 

魔の 術と して 排斥す るの 理由と はなり ません U 

問、 然 かし 醫師の 誤診に 由て 生命 を楚 はれた 者 は澤山 あるではありません 乎、 政治 や 哲學は 直接の 生 

命 問题 ではありません、 然 かし 所謂る 醫學に 至て は是れ 吾人の 生命に 係 はる ことであります、 雨う 

して 贵|311、 否な 神聖なる 吾人の 生命 は是れ 人に 住 かすべき もので はない と 思 ひます、 貴下 は爾 うは 

お信じに なりません 乎。 

答、 醫師の 誤診に 由て 生命 を 奪 はれた 者は澤 山あります、 然 かし 叉 醫師の 診察 を 受けす して 生命 を 失 

ふた 者も澤 山あります、 試に 醫 術に 種痘の 發 見がなかった として 御覽 なさい、 幾千 萬の 小兒が 成長 

に 至らす して 死んだ か 判りません、 人類の 發見 中に 種 瘦の發 見 は 其 最も 犬なる もの、 一 つで あると 

神^に 就 て  七 七 一 


s  問笞  七 七 二 

思 ひます、 叉 近頃に 至りまして ヂブ テリ ャ 病の 血 精 療法が 續々 と 功 を 奏して 居る ではありません 乎" 

其 他 不完全ながら も 醫術は 人類の 苦痛の 多く を 拭 ひつ K あるではありません 乎、 醫術 とても 神の 特 

^の 指導な くして 今日の 進歩に 達した もので はない と 思 ひます、 多くの 醫學者 は 最も 熱心なる 基督 

信者で ありました、 彼等 は祌に 事へ 同胞 を 救 はんとの 熟 心より 彼等の 研究に 從 事した のであります、 

OOOCOOOOOC  OCO000O00  0  0  0^  0  ^-  0'  0  P  C  ^  0  0  0  0  ^  ^  0  ^  0、  。o  0 

私 は 信じて 疑 ひません、 醫 術の 多くの 發見 も、 他の 技術の 發 見の 如く 神よりの 直接の インス ヒレ 

にンが 、バ^.! 卜， i い I- ひ，^ を、 私は醫 術に 誤謬 多き の 故 を 以て 絕對 的に 之 を 排斥す るの 甚だ 沒 常識 

なる を i? へざる を 得ません。 

問、 然 らば 貴下 は 雅各書 五 章 十四 節以ド を M う 御 解釋に な ります か。 

答、 文字通りに 解釋 します、 私は義 者の 篤き 祈 禱はカ ある 者なる こと を 信じて 疑 ひません、 私 は 人の 

疾病 は 直接、 間接に その 罪の 結 菜た る こと を 信じます、 故に 疾病に 棍 りたる 時 は祌に 罪の 懺悔 を爲 

して 其 赦免 を 乞 ふの 必要なる こと を 信じます、 私 は又靈 魂の 疾病 は 之 を 神に 任 かし、 肉體の 疾病 は 

之 を醫師 にの み 委ねる 人の 能く 事理 を 解す る 人に あらざる こと を 認めます、 私 は 肉體の 疾病に 確り 

し 時に も 又 祈禱の 最も 必要なる こと を 信じます、 然 かしながら 雅 各の 此 言葉の 中に 醫 者に 恃 つて は 

ならない と は 一 つも 書いて ありません、 叉藥を 用いて はならない とも 書いて はありません、 否な、 

^^21&げと書ぃ て あるの を 見 ますれば 適當の 療法 は 之 を 施すべし と 云 ひ る やうに も兒 えます、 御 

承知の 通り 今より 二 千年 前の ユダヤに 於て は 今日 世に 稱 する 醫 術なる 者はありませんでした、 其 時 

はの 藥" 2 とて は 少数の 香料と 香油と に^られました、 ギレアデに 乳香 あるに あらず や、 彼 處に醫 者 

あるに あらず やと は M レ ミヤ 時代の 醫 術の 有様 を 示した 言葉であります (耶利 米 亞記八 章廿ニ 節〕、 强 


盗 に 打擲 かれ 瀬 死 になり し 旅人 を 或る サマリ ャ 人が 救 ひし 時に 彼 は 其 傷に 油と 酒と を沃ん で やった 

と 書 い て あります (： 路加 傳十 章卅四 節)、 故 に 雅 各が 玆 に 病人に 膏を沃 げと云 ふた のも此 意味で 云 ふた 

ので あら ふと 思 ひます、 勿論 膏を沃 ぐと は聖 める との 意味に も 取れます、 然 かしながら 穩當 なる 聖 

書學者 E、  H、 プラム プタ ー 氏の 如き も、 雅备 書の 玆 にある 膏を沃 ぐと いふ 首 葉 を藥品 使用の 意味 

に 取て 居ります (ケ ムブ リツ ヂ 聖書 雅各書 百 三 頁 を 見られよ)、 勿論 私 は 聖書の 此 一節 を 取て 基督 

信者に 薬品 使用 を 義務と して 强 ひんと は 致しません、 然しながら 雅 各が 玆に藥 品の 使用 を 禁じて 居 

ない こと 丈け は 明かで あると 思 ひます。 

長老 を 招け と は 勿論 今日の 或る 敎會 にある 長老 職 を 招け と 云 ふので はない こと は 明かであります、 

長老と は 勿論 信仰の 長者であります、 祈 禱の實 力 を 知り、 力 ある 祈禱を 神に 捧 ぐるの 秘訣 を 知って 

居る 人であります、 斯 かる 人 を 病氣の 時に 招いて 其 祈 禱を乞 ふの は 最も 適當 のこと であります、 私 

は雅 各の この 一一 一一 II 葉の 中に 何にも 解し 難い 敎理 を發 見す る こと は 出来ません、 私と 雖も 疾病に 權りま 

した 時 は 大抵 は雅 各が 兹に敎 へた 通りに 實 行して 居る 積り であります。 

問、 然しながら 人が 醫 者に 頼れば それ 丈け 神に 賴ら なくなる の は 解かり 切って 居る ではありません 乎、 

神に のみ 頼つ て こそ 眞 正の 信仰が 出る のではありません 乎。 

答、 必 しも 爾 うと は 限りません、 善く 萬 物の 理を辨 へた 者 はすべ ての 方法 を 取りつ k すべての ことに 

於て 神に 賴 ります、 智識 ある 信仰 は 其 熟 心の 度を增 さんがた めに 神の 供へ 給 ひし 明白なる 手段まで 

を 放棄し ません。 

問、 然 かし 祈禱で 疾病が 癒える ものである 以上 は、 ^に醫 術の 助け を藉 りる の 必要 はないで はあり ま 

砷疲に 就て  七 七三 


せん 乎、 若し 贵 下の 御 說 明の 通りで ありま すれば 祈禱に 曲り て 疾病 を 癒さん とする の 場合 は 全くな 

くなる ではありません 乎。 

答. 決して 爾 うではありません、 若し 醫 術が 完全 無缺の 者であります るなら ば 或 ひ は爾ぅ 成る 乎 も 知 

れ ません、 然 かし 醫 術が 人間の 術で ある 以上 は 之に 全く 賴る ことの 出来な いのは 勿論であります、 

雅 各 在世 當 時の 如く 醫 術の 今日よりも 更らに 不完全な りし 時には 祈禱の 必要の 今日よりも 更らに 多 

くあった こと は 能く 判ります、 然か し 今日と て も 疾病の 時に 於け る 祈禱の 必要 は 決して 失せません、 

今日 とても 未だ 尙 多くの 不治の 疾病が あります、 瘤」 おの 如き、 胃癌の 如き、 肺結核の 如き、 脊髓病 

の 如き、 今日の 醫術を 以てして は 到底 治す ことの 出来ない 疾病が あります、 雨う して 斯 かる 疾病に 

稱 りました 時 は、 唯 祈禱を 以て 神に 頼る のみであります、 此時 こそ H リャの 如き 信仰 を 有った る 人 

の 祈 禱を乞 ふて 其 治療 を 計る より 他に 途 はありません、 醫 術の 比較的に 進步 せる 今日に 在ても 信仰 

治療の 範園 はま だ 澤山淺 つて^ります、 神 は 人類 をして 其 造 主 を 忘れ ざら しめんが ために 疾病 治療 

に關 する 秘密 を 未だ 悉く 彼等に 示し 給 ひません、 吾等 はす ベ て の 場合 に 於て 直接 間接 に 神に 賴らな 

ければ なりません が、 然 かし 直接 彼に のみ 親らなければ ならない 場合 は兮 日と 雖 もま だ澤山 ありま 

す。 

問、 贲 下の 御 說を伺 ひます ると 何んだ か 判った やうで 少しも 判りません、 贵ドは 神 癒 を 信ぜられる や 

う で も あり 叉 信ぜられない やう で もあります、 此 問題に 對 する 貴下 の 御 態度 は 何う も 明瞭 を缺ぃ で 

居る やうに 思 はれます。 

答、 雨う 仰せられますならば 此 問題に 對 する 私の 態度 を 貴下に 明白に 中 上げ ませう、 私 は 神 を 信す る 


上に 於て 祌 癒なる ものに 餘り 重き を 置き ま せ ん 、 貴下 方 の唱 へられる 祌 癒な る もの は 私 の 信仰 茵條 

と はなり ません、 私 は 神が 私の 祈禱 を聽 いて 私の 肉體の 疾病 を 癒し 給 ふが、 給 ふまい が、 それに 由 

て祌の 私に 對 する 聖 意の 程 を判斷 致しません * 私 は 私の 肉體の 疾病 を 癒されん がた めに キリ ス トを 

信じた のではありません、 私 は 私の 靈魂を 救 はれん ために 彼の 弟子と なった のであります、 私の 肉 

體は 罪の 故に 旣に 死んだ ものであります (羅馬 書 八 章 十 節)、 是は 一 度 癒されても 終に は必す 死すべき 

よみ *v 一  し. 

ものであります、 甦らされし ラザロで すら 終に は 死んで 了い ました、 キリストに 肉體の 疾病 を 癒さ 

る K こと は靈 魂の 罪を赦 さる， - やうな 大 なる 救 濟 ではありません、 私 は 私の 靈魂さ へ 癒さ るれば 私 

の 肉體は 何うな つても 宜 いのであります。 

靈 魂の ため を 思 ふて 疾病 は必 しも 惡ぃ ことではありません、 然 かり、 多くの場合に 於て は 疾病-」 ひ 

恩惠 であります、 重き 疾病に 罹りし 結果と して 罪の 線拽 より 救 はれた 人は澤 山あります、 或る時 は 

疾病 は實 に歡迎 すべき ものであります、 感謝すべき ものであります、 疾病 をす ベ て惡 事との み 解す. 

る 者 は 未だ 深く キリ ス トの 恩惠を 味った ことのない 人で あると 思 ひます。 

や * ひ な .>  S  しつべ； -ぃ ゆ 

祈禱で 疾病が 治る と 定まりますならば 基督 敎は速 かに 俗化して 了 ひます、 疾病 醫 癒の 願 ひ は 決し 

て 無私 無慾の 願 ひではありません、 疾病 を 癒されん と 欲する 願 ひ は 何人に も 有る 願 ひであります、 

爾 うして 若し キリストが 肉體 の醫師 であると 判 かりましたならば、 利 慾 一方の 官吏で も、 商賣 人で 

つ ざもと  ちゃ- つど 

も、 爭 つて 彼の 膝下に 來る であり ませう、 丁度 濱ロ 某なる 者が 金剛力 を 以てすべ ての 病氣を 治す と 

唱 へました 時に 都下の 衆愚が 爭て 彼の 許に 走った やうな ものであります、 キリ スト は 萬 物の 造 主で 

あります から 勿論 容易に 肉體の 疾病 を 治す ことが 屮 I 来ます、 然 かし 人の 靈魂を 救 ひ、 彼等 をして 永 
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久に 活かし めんと する のが 彼の 目的であります から、 彼 は 或る 特別の 場合に 於て 1- なければ 肉體の 

疾病 を 治し 給 ひません、 彼 は 若し 靈魂を 救 ふために 肉體を 癒す の 必要が あると 認め 給 ひま すれば、 

之 を 癒し 給 ひ ます、 然 かし 其 他 の 場合に 於て は 之 を 癒し 給 ひません。 

キリス トが 肉體の 疾病 を 癒し 給 ふ からと言って 彼 を 信じ、 給 はない からと言って 彼の 恩 惠を疑 ふ 

が 如き は是れ キリ ス トを 信す るの 途を 知らない 者の 爲す ことであります、 或る 大臣が キリストの 許 

に來り 力べ ナウ ンに 下りて 其 子 を 醫し給 はんこと を 請 ひし 時に キリスト は 彼に 問 ひ 給 ひました、 汝 

等 休 徵と異 能と を 見ず ば 信ぜ じと C 約 翰 傳四章 四十 八 節」、 肉 體に醫 癒の 恩惠を 受けし が 故に キリス 

トを 信す るの は 彼 をつ 吠ば し 奉る の途 ではありません、 私共 は 私共の 靈 魂に 於て キリストの 偉大の 能 

カを感 すべきであります、 爾 うして 此處に 之 を 感じさ へ すれば 私共 は 肉 體の醫 癒 如何に 由ら すして 

彼に 感謝して 止またい のであります、 彼 (祌) 我 を 殺す とも 我 は 彼に 依賴 まんと 言 ふの が眞 正の 信 

仰であります (約 百 記 十三 章 十五 節 J>、 使徒 パゥ n も 或る 苦痛より 免 かれん こと を祌に 求めました、 然 

かし 神 は バウ 口の 其 祈 禱を聽 人れ 給 ひませんでした、 其 時パゥ a は 何う 言 ひました か、 哥林多 後書 

士 一章 七 節 以下 を讀ん で御覽 なさい、 

我に 賜 はりし 多くの 默 示に 因りて 我が 高ぶる こと 無 からん 爲にー つの 刺 を 我が 肉 體に予 ふ、 卽 

ち 我が 高ぶる こと 無 からん 爲に我 を擊っ サタンの 使者な り、 我れ 之が 爲に 三た び 主に 之 を 我よ 

り 去らん こと を 求めたり、 彼れ 我に 言 ひ 給 ひける は 我が 恩 惠汝に 足れり、 そ は 我が 力 は 弱き に 

於て 全く なれば 也と， 此 故に 我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん、 是れ キリストの 力、 我に 寓 

らん 爲 たり。 


是 れが眞 正の 基督 敎的 信仰であります、 肉體の 治療に 餘り 重き を 置いて、 神 癒 を 信す る を 以て 信仰 

强 しと 言 ひ、 信ぜざる を以 て 信仰 足らす と 言 ふが 如き は、 甚だ 低い 且つ 淺ぃ 信仰で あると 思 ひます- 

私 は 私の 信仰 を斯 かる 程度に 止め 置かん こと を 望みません、 私 は ヨブ ゃパゥ II と共に、 私の 肉體の 

疾病 を lg されす とも 篤く 神に 依頼む の 信仰に 達した く 思 ひます。 

問、 御 說或ひ は 御尤も かも 知れません、 然 かし 貴下の 御說は 何んだ か學 者の 說の やうに 聞え まして、 

私に は 未だ 充分に 之 を 受け 納れ る ことが 出來ま せ ん 。 

答、 多分 雨う であり ませう、 私 は 今、 貴下の 「祌 癒」 に關 する 御 信仰 を 毀た うとす るので はあり ませ 

ん、 只、 今後 私が 疾病に 罹りた る 時に 私が 醫師の 援助 を 求 むれば とて それが ために 無 信仰 を 以て 私 

を 責めないで 下さい。 

問、 それ は 委細 承知し ました。 

答， 雨う さへ 爲て 下されば 私は此 問題に 就て 最早 貴下に 何ん にも 申 上げません、 サョ ナラ。 


安息日 聖 守の 動機 

問、 先生、 貴下 は 今でも 安息日 を 御守りになります 乎。 

答、 守ります、 私 は 三十 年間 之 を 守り 繼 けた 積り であります、 少く とも 之 を 憶えた 積り であります 0 
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問、 貴下 は 安息日 を 如何 御守りになります 乎。 

答、 左様であります、 先 づ出來 得る 丈け 俗事 を 避けます、 金錢の 受渡で あると か、 物品の 取引で ある 

とか、 其 他家 族の 中に 混雜を 起す やうな 事 は 勉めて 之 を 避けます、 私は此 日に 聖書 を 研究し ます、 

之 を 人に 敎 へます、 病院に 病人 を 見舞 ひます、 遠方に ある 友人に 書 を 認めて 其 安否 を 問 ひ、 其 苦痛 

を 慰めます、 天氣歷 かなる 時には 郊外に 出て 或 ひ. は 森の 木蔭に 於て、 或 ひ は 小川の 邊に 於て、 神 を 

讚美し、 彼に 祈ります、 私 はまた 子供 や 召使の 者に 休日 を與 へる ために 此 U を 守ります、 是れが 安 

息 日聖 守の 主なる 目的の 一 つで あら ふと 思 ひます、 汝の 僕婢 も汝の 家畜 も然 りと 聖書に 書いて あり 

ます (出 埃 及 記 二十 章 十 節〕。 

問、 貴下 は 何う いふ 動機から 安息日 を 御守りになります 乎。 

答、 训に 何う いふ 動機から とい ふので はありません、 私 は 基督 信者で あるから 安息日 を 守る ので あり 

ます J 

問、 贵下は モ ー 七の ト誡に 安息 口 を 憶えて 之 を聖く 守る ベ しと 書いて あるから 之 をお 守りになる ので 

あります 乎。 

答、 夫れ も 確かに 動機の 一 つであります、 然しながら ユダヤ人 ならぬ 私 は 摩，， 西 律に 悉く 從 はねば なら 

ない 義務 は 有ち ません。 

問、 然 かし キリスト は 度々 安息日 嚴 守の 誤 謹を說 かれた ではありません 乎、 安息日 は 人の 爲 めに 設け 

られ たる 者に して 人 は 安息日の 爲に 設けられ たるに 非す と 云 はれ、 叉、 人の子 は 安息日に も 主たる 

也と 曰 はれて、 キリストに. m て 安 a^u 制度 は廢 止せられ たやう にも 聖書に 書い て あるで はあり ませ 


ん乎 (E^ 可傳 ニ章廿 七， 廿八 節)。 

答、 それ は 安息日の 誤用と 濫用と を誡 めら れた 御言 葉であります、 然 かし キリ スト 御自身が 安息！！ I を 

守られた こと は 聖書の 所々 に 書いて あります、 試みに 馬可傳 一章 廿 一節 以下 三 七 四 節まで， 約翰傳 

五 章 一節 以下 十七 節まで、 馬太傳 十二 章 九 節 以下 十三 節まで、 路加 傳 十三 章 十 節 以下 十七 節まで 等 

を御覽 なさい、 其 中に キリ ス トが 如何して 安息日 を 守られた か 示して あります。 

わ か  ぜん 

問、 其 事 は 善く 判りました、 安息日に 善 を爲す こと は 善い ことで ある こと は 判りました、 然 かし 何故 

に 其 曰に 店 を 開い て商賣 を爲 して は惡 いのであります 乎、 何故に 日曜日に 田地 を 耕して は惡 いので 

あります 乎、 又 何故に 此 日に 少しく 娛樂に 耽りて 肉體に 休養 を與 へて は惡 いのであります 乎、 私に 

は 其 事が 刹 りません。 

答、 何故に 乎 その 理由 は； 5# にも 善く は 判りません、 然 かし 基督 信者に 取りて は 安息 口 は 律法 的の 休息 

日ではありません、 是 は-王の 日 (默 示錄 一章 十 節) と稱 へられまして、 我等の 救 主 を 記憶す るた めの 

日であります、 彼は此 日に 墓 を 破りて 復活され ました (馬 太 傳サ八 章 一節、 約榦傅 二十 章 十一 節〕、 所謂 

七日の 首の 日 C 侮可傳 十六 章 二 節) 叉 は 一 週の 首の 日 は是れ キリ ス ト 復活の 紀念 日でありまして、 又 基 

督敎 建設の 紀念 日であります、 此日 を聖く 守る の は キリスト を 憶 ゆる ことであります、 彼の 復活の 

證人 として 立つ ことであります、 卽ち 我が 信仰と 希望の 基礎 を 世に 向て 發 表す る ことで あり ます、 

^は 序に. & 上げて 置きます が 基督 信者の 安ま^ 日 (主の日) は ユダヤ人の 安息日と 日 を 異にします、 

1 般に 信じられる 所に 由り ますれば ュ ダャ 人の 安息日 は 一 週の 終りの 日でありまして 今の 土曜日で 

あります、 故に 私共 基督 信者が 「安息日」 を 守る と 云 ふの は 甚だ 誤解され 易く あります、 私共 は 主 
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の 日卽ち 一 週の 始めの 日 を 守る のであります、 卽ち ュ ダャ 人が 其 安息日なる 土曜日 を 守りし やうに 

私共 は 主の日なる 日曜日 を 守る のであります、 日曜日 は 基督 信者の 安息日で あるので あります。 

問、 多分 雨う であり ませう、 然 かし 何故に 普通の 業 を 休んで 此紀念 日 を 守らなければ ならない ので あ 

ります 乎。 

答、 それ は 信者 各自の 信仰に 由て 決せら るべき 問題であります、 我等 口 本人が 紀元節 や 天長節に 業 を 

休まない とて 日本 政府 も 天皇陛下 も 我等 を 罰し 給 ひ は 致しません、 然 かし 日本 國を 愛し、 天皇陛下 

に 忠赏な る 者は自 から 進んで 其 業 を 休ん で 此日を 祝し ます、 其 如く 我等 基督 信者が 安息 日 に 商賣 し 

たれば とて キリスト は それが ために 特^に 我等に 向て 憤怒 を 發し給 ひ は 致しますまい 、然 かし 我等 

^を 愛する 者は自 から 我等の 業 を 休んで 此日 を聖く 守りた く 欲 ひます、 主の日の 如何なる 日で ある 

乎 を 知り、 又 主 キリストが 我等の ために 何 を 爲し給 ひし かを覺 りし 者 は 一週に  一 n、 此日を 彼のた 

めに 獻じ、 彼の 聖業を 祝し、 その 我等に 施し 給 ひし 偉大なる 救拯を 感謝せ すに は 居られません、 安 

息 日 は 信者に 取りて は 感謝 日であります、 是れは 義務的に 嚴 守す る 日で はなく して 感恩 的に 記憶す 

ベ き 日であります、 其點に 於ても ュ ダャ 人の 安息日と 基督 敎の 主の日と は 全く 其 性質 を 異にします-^ 

問、 其 事 は 能く 判りました、 然 かし 此 問題に 就て は 尙ほ伺 ひたい 事が 澤 山あります、 それ は 他日 伺 ふ 

ことに 致し ませう。 

答、 雨う 願 ひます、 安息日 問題 は 至って 込 入った る 問題であります、 私 も尙ほ 能く 攻究した 後で 御 質 

問に 應じ ませう、 サョ ナラ。 


傳道師 の處世 問題 

或る 若き 傳道師 の 質問に 對 して の應 答な り 

問、 先生に 第一 に受玉 はりたい 事 は 日本 今日の 敎 會に關 する 先生の 御意 見であります、 先生 は 之に 就 

て 如何う 御考 へ なさります 乎。 

答、 然れ ばです、 牧師と か宣 敎師 とか 傳道師 とか 神學 生と か 云 はる &方々 は 私に 會 はれます ると 大抵 

は此 質問 を 掛けられます、 雨う して 私が 彼等に 對 する 應答 は是れ であります、 卽ち 私に 取りて は敎 

會 問題 は 第 四 か 第五の 問題であります、 私 は敎會 問題 を 第一 位に 置く 人 は 未だ 基督 敎の 眞理を 深く 

咏 はった ことのない 人で あると 信じます と、 私 は 多くの 信仰の 篤い 基督 信者に 出會 ひました、 雨う 

して 其 人達が 私に 懸ける 質問 は 敎會に 就て はありません、 基督 信者の 第一 に究 むべき 問題 は 信仰 

問題で 有ります、 爾 うして 其 信仰 さへ 確かで あれば 其 他 は 措いて 問 ひません、 私 は 天主 敎會、 又は 

希瞧 敎會、 叉 は英國 監督 敎會の 篤い 信者に 會 ひました、 雨う して 彼等と 私との 間に 神と キリストに 

關 する 信仰に 於て 犬なる 一 致の ある ことが 判明って 私 は 彼等の 善き 友人と なりました、 信仰 問題 を 

措いて 先づ 第一 に敎會 問題に 就て 語らん とする 人に は敎會 問題に 就て 語る も 無益であります、 私 は 

責 下が 若し 私の 信仰 に 就て 御 尋ねに な りますなら ば 喜ん で 御 答へ. m- さう と 思 ひ ます、 然し 先づ 第 一 
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に敎會 問題に 就ての 御 質問 は御斷 はり 巾 上げます。 

？ T 夫れ では 敎會 問題に 就て は 伺 ひますまい、 次ぎに 私の 伺 ひたい こと は 基督 敎を餘 り 深く 信 すれば 

i と 全く 離れる に 至る の 危懼はありません 乎、 其 事に 就て 御意 見 を 伺 ひたく：^ じます。 

答， 其れ は 無益の 疑權 であります、 然 かし 政治的の in 本人の 多くが 懐く 疑潘 であります、 彼等 は 何よ 

り も隱遁 者と なること を懼れ ます、 彼等 は此 世の ことに 携 はらない こと を：^ よりも 恐し い ことで あ 

ると 忍 ひます、 然しながら 眞 正に 共」 督敎を 信じて 此世を 全く 宽 去った 者 は何處 にあります 乎、 中古 

代の 院附で すら 全く 世と 關係を 絶つ に は 至らなかった ではありません 乎、 以：^ 所 書の やうな 超 現 

^的の 書 を 書いた パゥ n で すら 常に 此 世と 接觸 して つたではありません 乎、 基督教の 精神 其 物が 

隱遁 的でありません、 私共 は 基督 敎が隱 遁者を 作り はせ ぬかな どと 云 ふ 無益な 心配 は 全く 之 を 放擲 

して 全身 全力 を 擧げて 之 を 信す 可き であると 思 ひます。 

然 かしん.' の 世に 於て パン 問题 はま 要 問題で あるではありません 乎、 今の S- に 於て 此 問題 を 等閑に 

附 する こと は出來 ないで はありません 乎。 

答、 や- 昏には 何ん と 書いて あります 乎、 爾 曹 生命の ために 何 を 貪 ひ 何 を飮み 又身體 のために 何 を 衣ん 

とて 憂慮 ふ 勿れと 書いて あるではありません 乎、 是に 由て 觀 ますれば パ ン 問題 は 某一督 信^に 取りて 

は 京 要 問題であって はならない 竿 n ではありません 乎、 基督 信者 は 共靈魂 のみな らす亦 其 肉 體をも 神 

に 任 かし 奉るべき 者であります、 故に 彼はパ ン 問題に 彼の 思考の 大部分 を はれて はなり ません、 

斯く云 ひて 彼 は 勿論、 遊飮坐 食して 他人 をして 自己 を 養 はし めんと は 致しません、 彼 は 常人の 通り 

商 fs! にも 儘 業に も 工業に も從 事し ます、 外から 见 たる 彼 は 世の 人と 少しも 變 りません、 然しながら 


=^ 督信 者の 農、 商、 ェに從 事す るの は 世の 人と は 全く 異 つた 精神 を 以てします、 彼 は 所謂る 渡世の 

業と して は 之に 從事 しません、 彼 は 神の 命と して 之に 從事 します、 彼 は 彼の 職業に. m て 自己と 自己 

の 家族 を 養 はんと は爲 しません、 其 事 は 彼 は 之 を 神に 任 かし 奉ります、 彼 は 唯 神の 命に 從ひ、 神の 

事業と して 彼の 職業に 從事 します。 

畢竟す るに 敎會 問題と 云 ひ、 パン 問題と 云 ひ 等しく 是れ 肉の 問題でありまして、 此 世の 問題で あ 

ります、 雨う して 斯 かる 問題に 常に 頭 腦を腦 さる &の は是れ 我等の 懷く 信仰の 甚だ 不健全なる 證據 

であります、 我等が 若し 眞 正の 基督 敎を 信じたならば 我等 は 旣に斯 かる 問題 を 以て 自己 を 苦しめな 

い：^ 3 であります、 爾 うして 基督 敎を 信す る 旣に五 年 又 六 年、 而 して 今 尙ほ斯 かる 問 题に惱 さる k の 

は 我等に 傅 へられし 基督 敎の眞 個の 基督 敎 でない 證據 であります、 雨う して 我等 をして 今日 尙ほ我 

等の 靈魂を 塵に つかしむ る譯は 我等が 米國 人の 基督 敎を 受けた からであります、 肉體 のこと に 就て 

最も 深く 心配す る 者 は米國 人であります、 彼等 は 夏 は籍を 避けす に は 居られません、 衣食 問題 を 重 

要視 せざる が 如き は 彼等に 取りて は大 惡 であります、 彼等が 敎會 問題 を宗敎 問題 巾の 第一 位に 置 

き ます る の も 全く 是れ がた めで あります、 彼等 は 眼 に 見えざる 超 現世 的の 宗敎を 信じ 得な いからで 

あります、 パン 問題が 彼等の 最大の 注意 を惹 くの は 敢て怪 むに 足りません、 不幸に して 物質的なる 

米國 人より 始めて 基督 敎を 聞いた 我等 は 今や 其 束縛の 覊 終より 脫 せんと 欲して 脫し 得ません、 然か 

しながら 我等 はすべ ての カを盡 して  一 口 も n 十く 此 有害の 感化より 脫却 しなければ なりません、 。ハ ン 

問題の 如きに 就て は 舊來の 我國の 武士道の 方が 遙 かに 米 國 宣教師に 由て 傅 へられし 基督 敎に勝 さつ 

て 居ります。 

傳 S3 師 の.？ s 世 rasa  お八 三 
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私 は 常に 思 ひます、 日本 國にニ 大敵 國 があります と、 其 第一 は露國 であります、 彼 は 其併吞 主義 

を 以て 外から 我等 を應 伏せん としました、 故に 我等 は 劍を拔 いて 彼 を逐攘 ひました、 其 第二 は米國 

であります、 彼 は 其 物質主義 を 以て 衷 から 我等 を 腐らせん とします、 故に 我等 は 信仰 を 以て 此 第二 

の 敵 を逐攘 はなければ なりません、 斯く云 ひて 私 は 勿論 米國 人は侗 人と して 悉く 我等の 敵で あると 

云 ふので はありません、 同じ やうに 露國 人の 中に も 個人と して は 尊敬 親愛すべき 者が 多くあります、 

然しながら 併吞 主義が 露國の 主義 傾向で ある やうに 物質主義 は 米國の 主義 傾向であります、 我等 は 

此 有害なる 二つの 主義 を 代表す る 露 國と米 國とを 排斥すべき であります、 是れ誰 君、 誰さん の 問題 

ではありません、 米 露 兩國に 充溢す る 主義 精神の 問題であります。 

故に 我等の 敎會？ ^題 を 決する に 方ても、 又 我等の 身の 獨立を 計る に 就ても 我等 は米國 人に 傚って 

はなり ません、 我等 は 基督 敎を其 眞髓に 於て 解し、 玆に超 現世 的の 信仰 を 我等の 巾に 作らなければ 

なりません、 サ ョナラ 0 


日 英 問 答 

或る 知名の 英 n 钟士と 余 紫との！ i- に 交されし 問答で ある. 彼の 誠 货 と K 量 と 寬容と は 余輩の 敬服して 止ま， さ 

る 所で ある。 


英國人 贵下は 基督 敎を 信じ 之 を 他人に 傅 ふると 仰せられます、 贵下は raK して キリス 卜の 復活 又 彼の 

處女 マリヤより 生れたり と 云 ふやうな isl- をお 信じになる のであります か、 彼の 「ガリ ラャの 私 生 

兒」 が 全^界に 感化 を 及ぼして 今日に 至った の は 彼の 卓越せ る 道德に 因る のであります、 私 は 貴下 

が キリストの 道德を 信じ 之 を 世に 傳 へらる、 と閒 いて 怪 みません、 乍然、 基督 敎を ii:; じて 之 を傳へ 

ら るると 聞いて 甚だ 許しく 思 ふので あります。 

日本人 英國の紳士なる^.;只下ょり斯る質問を受けまして私も驚かざるを得なぃ の であります、 贵下は 

基督 敎と 云へば 旣に 時代 後れの 者、 識者の 信すべからざる 者の やうに 巾され ますが、 抑 も 貴下 をし 

て 貴下の 祖父の 宗敎 なる 斯敎 に對 して 斯る 見を懷 かしむ るに 至らし めし 其 理由 は 何で ありませ う 

ooooooooooooooon-ooc_,-oooooooooooooooooooooo 

乎、 夫れ は 贵下は 基督 敎を 敎會 の權 威の 下に 學ば しめられ たから 今日 に 至 て 之に 對 して 斯 かる 侮蔑 

f-ooooooocoooo〇ooo  厶厶  <"<:,:厶厶<"<- 

の 念 を 懐かる &の ではあります まい 乎、 復活 又は 奇蹟 的 出生と 云 ふやうな 事 を敎義 として 敎 描を以 

て强 いられます 時 は 3: 人 も 之に 對 して 反抗せ ざる を 得ません、 自分が 任意 的に 受く るので はなく、 

外から 權威を 以て 敲き 込まれまして、 如何なる 贵き眞 理も大 なる 壓制 として 感ぜら る、 ので ありま 

す、 貴下 方英國 人の 多數 が基脊 敎に對 して 惡感を 懐かる、 理由 は 全く！ 一 おに 在る と 思 ひます、 然し 乍 

ら 私供 は 雨う 云 ふやう にして 基督 敎を學 ばない のであります、 私供 は 之を學 ぶに 方て 何の 壓迫を も 

加 へられない のであります、 又壓 迫の 加 へらる.^ こと を 許さない のであります、 私供 は基哲 敎を敎 

會 の敎義 として 受けない のであります、 私供の 實驗 として 之を受 くるので あります、 叉 之 を 他人に 

傳 ふるに 方ても 同じであります、 私供 は 何等の 權 威の 下に も 之 を 他人に 强 いないので あります、 私 

供 は 他人に 對ひ 「是れ 神の 眞理 なり、 之 を 信 すれば 可し、 信ぜ ざれば 地獄に 墮っ べし」 と は 一一：  一！： ひま 

HI お 問答  七 八 五 
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せん、 私 佻 は 私供が 眞理と 信す る こと を 他人の 前に 提供し ます、 而 して 彼が 之 を 信す ると 否と は 全 

く 之 を 彼の 自由 選 擇に任 かします、 私供 は 敎會の 敎權を 用 ひざる は 勿論 …… 幸に して 私供に は敎會 

なる 者はありません …… 共 他の 植威を も 用 ひません、 信仰の に關 して 私供 は 親と しても 親 權を用 

ひません、 主人と しても 主 權を用 ひません、 縦し、 神の 福音に 神權 が附隨 して 居る としましても、 

000O0OO0OOO0O00O000O0OO0O0OO 

私供 は 之 を 川 ひんと は 致しません、 世に 權能を 用 ひて 宗敎を 俺 へんと する に 勝 さるの 害毒 はあり ま 

せん、 其の 必然の 結 は 懐疑であります、 不信であります、 背 ii;! であります、 私供 は 歐米諸 國に於 

て 到る 處に此 害毒 を 目撃す るので あります、 故に 前車の 覆 轍に 省み 後車の 之に 傚 は ざらん やう 努む 

るの であります。 

英國人 其 匕よ. 爾 うと 致しまして 責下は rai^ して 基蝥敎 で說く 所の 奇接 をお 信じになる のであります 乎- 

s 本人 雨う であります、 若し 敎會 の敎義 として 盲： ni 的に 之 を ii:^ する ので はなく して、 私供 自身の 實 

驗 として 之を份 じまして 3： の惡ぃ 所があります 乎、 監督 や- K 敎師の 機嫌 を 取らん がた めで はあり ま 

せん、 又は 敎 きの 補助に 與 からん がた めではありません、 叉 貴下の 御 11 に 於け るが 如く 之に 由て 社 

^的 便宜 を 得ん がた めではありません、 私供 自身 の 深き 心靈 的實驗 に 由て 之 を眞理 として 信す る に 

至りましたならば 如何です か、 貴下 は 自由 を 愛する 英國 人と して 私供に 信仰の 此 自由 を 担む こと は 

出来ない と E わ ひます、 假令 如何なる 眞理と 雖も之 を 敎權の 下に 敎義 として 受 くれば 犬なる 誤謬と し 

て 感ぜられます、 眞理 は眞理 として 之 を 味 ふに 完全なる 自由 を 要します、 私 は 他の 事に 於て は英國 

人 を 羨んで 止みません、 然し 乍ら 基督 敎の 信仰の 事に 於て は 英國人 は だ氣の 毒なる 地位に 於て あ 

AAAAAAA^  AAA  A  A  A  A 

ると & ひます、 英國人の誇る其の大敎會が信仰の大なる妨害でぁると田.^ひます 基督 敎カ社 會にひ 5- 


十る 其の 大 なる 勢力が 信仰の 大 なる 邪魔で あると 思 ひます、 3： の 利益に も 誘 はれす して 其 反 對に多 

くの 不利益 を 冒して、 之 を 信す る ことで ありま すれば、 基督 敎は 英國に 於て より は 日本に 於て 遙か 

に 健全なる 狀 態に 於て 在る と 忍 ひます。 

英國人 贵下は 多く 基督 敎の 功績に 就て 述べられます、 然し 貴下の 述べら る， - 基督 敎の 功績なる 者 は 

是れ純 道德の 功績に 過ぎません、 贵 下が 個人の 向上 又は 社會の 改善に 關 する すべての 功績 を 基督 敎 

に歸 せらる k のが 私に は 解らない のであります。 

s 本人 貴下 は 明確と 基督 敎と道 德とを 1h ^別な さりまして、 基督 敎が なくと も 道德が ある やうに 仰せ 

られ ますが、 私の 貴下に 伺 ひたき こと は責 下の 謂 はる k 道 德は元 來何處 から 來た 者であります か、 

其 事 を 伺 ひたいので あります、 貴下 方英國 人の 道德は 是れ英 民族が 生れながら にして 有て 居た もの 

ではない と 思 ひます、 是 は叉贵 下方が 拉 典文學 又は 希 臘哲學 から 疲られ たもので はありません、 是 

れは やはり 貴下 方が 古い 希伯來 人の 聖書から 進ら れた 者ではありません 乎、 貴下 方英國 人の 唱 へら 

る i 道德 なる 者 は是れ 世界 何れの 處 にも 在る 者ではありません、 是は 人類の 固有 性で は 無い と 思 ひ 

ます、 是れに は 明白なる 出 所が あるので あります、 今で こそ 贵 下方 は 「古い 聖書」 と 呼びて 埃の 

下に 藏し 置かる k なれ ども、 責 下方が 基督 敎 よりも 貴い 者と 唱 へらる & 其の 道 德 なる 者 は 是れ此 古 

い 聖書より 來た 者で はありますまい 乎、 失禮 ながら 貴下 方 は 道德を 重んじ 基督 敎を 輕ん じて 責 下方 

の 老いた る 母 を輕ん じて 居らる i ので はありますまい 乎。 

英國人 爾ぅ 承た ま はります と 私に も思附 くこと があります、 私 は 日 木に 來 りまして 以來 私に 解し 難 

い 一 つの 事が あるので あります、 私 は 多くの 立派なる 日本 紳士と 交際し まして、 何やら 彼等と 私と 

日英 問 答  七 八 七 
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そ つ 5  けん  て：， ちょ， ひ  もてなし 

の ii に疏 通しない：；^ が あるの を 見ます、 現に 先日 或る日 本 紳士に 招かれまして、 鄭 tsii なる 饗應 を受 

けました が 其 席に 藝 者が-居りまして、 私供 を樂 まして 犬れ ましたが、 主人公の 藝 者に 對 する 態度 を 

兑 まする に 少しも：： ：！^ 等 の 憐む ベ き 少女 等の 將來 に關し 心配 さる、 やうなる 容 子が：：^ えません でした、 

喷 彼等 をして 客を樂 ましめ、 其 他に 彼等に 就て 何の 顧慮す る 所がない やうに 見えました、 然し 私 は 

藝 者の 接待 を 受けまして、 甚だ 喜び ましたが、 翻って 彼等の 將來を 思へば 一 種の 恐 i  (holTolo を 

感ぜざる を 得ませんでした、 然るに 私 を 招いて 吳れた 日本 紳士に は 此の 恐慄の 痕跡 だ も 無い やうで 

ありました、 私に は 如何しても 此 事が 解からない のであります。 

日本人 去れば です、 其恐慄 であります， 己が 金 を 出して 聘び來 りし 藝 者の 將來に 就て 懐く 其 恐慄で 

あります、 貴下 は其贵 ぃ恐慄 を何處 から 得られた のであります 乎、 何が 贵下 をして 辜な き 少女の 將 

來に 就て 慮 はしめ、 之 を 慮 ふて 恐慄を 感ぜし めます 乎、 又敎育 ある 日本 紳士 は …… 彼 は 何故に 此恐 

慄を 感じない のであります 乎、 何が贵 下に 人 は 人と して 價 値の ある こと を敎 へました 乎、 贵國の 詩 

人バ ー ンスの 歌 ひし 

Man  S  man  fcr  a-  that 

の Iw 葉 は. M 處 から 来た の で あります 乎、 惡を 憎み 善 を 喜ぶ の 心 を 起す の 能力 は是は 之れ 何れ の 宗敎 

又 何れの 道德 にも 在る 者で はない と 思 ひます、 而 して 貴下 は 英國人 特種の 道德を i; へ て 基督 敎道德 

を唱 へ て 35 ら る-ので あると 思 ひます、 贵 下は贵 下の 道德を 某- 督敎 より 受けながら 其の 基督 敎を不 

要： g せらる、 のであります、 ：！：：^ だ失禮 なる. m. 分で はあり ますが、 貴下 は斯の 如くに 基督 敎を极 はれ 

て贵下 御自身の お母様 を 足に て j 蹴て 居らる、 ので はありますまい 乎 (Are  VOU  not  thus  kicking 
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英國人 或 ひは爾 うか も 知れません、 然し 英國に 在て は敎職 (clergy) なる 者 は實に 役に立たない 者 

であります、 彼等の 多く は 自分の 信ぜざる 敎義を 信す る 振り をして 說 くので あります、 私が 滅多に 

敎 會に屮 I 席 しないの は是れ がた めであります、 私 は 彼等の 明白なる 偽善に 堪えられ ないから であり 

ます、 又是 等の 敎職は 常に 進歩の 妨害 者であります、 議會に 提出 せらる &社會 の 進歩 改善 を 目的と 

する 議案に して 未だ 曾て 一 囘も是 等敎職 輩の 反對を 受けない 者はありませんでした、 然し 社 會は彼 

等の 妨害 あるに 關 はらす 駸々 として 進む のであります、 故に 我等 は 今 は 彼等 を 措い て 顧みない の で 

あります、 社會は 彼等 を 置 去に して 行く のであります、 彼等 は棄て 置けば 終に 自 から 滅 ぶる ので あ ■ 
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り ませう、 而 して 我 英國に 於て 不用に なりし 彼等 を 我等 は官： 敎師 として 日本に 送る のであります、 

厶厶厶 .3<"<3厶<"<1 

實 にお 氣の 毒であります。 

日本人 私 は キリストの 福音の 辯 護 者 (apologist) であります、 敎職叉 は 宣敎師 の 辯 護 者で はあり ま 

せん、 彼等に 對 する 私の 態度 は 私の 敵 も 味方 も 能く 知って 居ます、 私自身が 福音の { ー且傳 者で ありま 

すが 私は敎 職ではありません、 私 は敎職 ORev.) の 稱號を 嫌 ひます、 私は是 は褻瀆 的の 稱號 (blps- 

l>liemous  title) であると 思 ひます、 私は敎 職の 中に ありて 自分 は外國 人で ある やうに 感じます (I 

feel §  a  strang.er  among-  t-llem)、 若し 私の 同情 を 首 ひますならば、 私は敎 職に 對 してより は 寧. 

ろ 偏理 主義者 (Ratiolmlists) 叉 は 倫理 主, 者 (Ethicists) に對 してより 深い 同情 を 持ちます、 若し 

貴下が 英國の 監督 叉 は 宣教師で ありましたならば、 私に 斯 くも 自由に 語る こと は 決して 許して 吳れ 

ません、 彼等 は 敎權を 以て 私供 日本人に も 臨みます、 彼等 を 嫌 ふ點に 於て は 私 は 貴下に 讓 りません、 

日英 答  七 八 九 
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然 し英國 に 於て 旣に 不用に な りし 彼等 敎職を 宣敎師 と して 日本に 送らる、 の は、 其れ は 餘り御 親切 

なる 仕方で はない と 思 ひます、 英國に 不用なる 者 は 日本に も 不用であります、 私 は 彼等が 日本に 來 

りて 叉 日 木 を 英國の やうなる 「基督 敎國」 と爲さ ざらん こと を §1.^ みます、 私 は 曾て 贵 下の やうに 基. 

督敎 に對し 冷淡に なりし 私の 友人なる 英國人 某に 言 ふたことが あります 「若し 私が 英國に 生れた な. 

らば 私 も 多分 偏理 主義者 か 叉 は チヤ— ル ス • ブラ ッド 口 1 の やうなる 無神論者と 成った であり ませ 

う、 然し 幸に して 日本に 生れて 基督 者と なる を 得まして 此 災害より 免 かれました」 と。 

英圉人 其れ は爾 うと 致しまして、 私の 基督教に 對 する 首 要なる 異 議は、 其れが 人 をして 來 i の 事 

をのみ 思 はしめ て此 世の 事 を 怠らし むる 事であります、 人は來 世の 有無に 心 を 配らす して、 活社會 

の活 問題に 其 力 を： 汗ぐべき であります。 

日本人 御 同意であります、 然し 乍ら 貴下 をして 斯 かる 異議 を 提出せ しむる 理由 は 貴下が 英國々 敎會 

の 敎權の 下に 偏頗なる 基督 敎を學 ばれた からで あると 思 ひます、 眞の 基督 敎は人 をして 斯 かる 偏頗 

心 を 起さし めまいと 思 ひます、 單 純なる キリストの 福音 は 人の 全 性に 1  心へ まして、 彼の 一 部に 觸れ 

.ま せん、 彼 をして 來世を §11.: ましめ ます、 同時に 叉此 世の 利益 を 思 はしめ ます、 私 は社會 改良 を 目的 

として キリストの 福音 を 傅へ ません が、 然し、 其の 實に 人に 受けられし 場合に 於て、 其 結果が 直に 

健全なる 社會的 事業と して 現 はれざる 場合 を 見た ことはありません、 私 は 福音の 宣傳 と社會 事業と 

を 相 離して 見る こと は 出来ません、 若し 私供の 說く 福音が 眞の 福音でありますなら ば、 其れ は 最上 ■ 

„f 取大 の 社會的 勢力であります。 

英國人 私に は 如何しても 其 事が 解りません、 私 は 貴下が 言 はる k 社會 事業 は 道 德を說 いて 擧げ る亊 


が 32 來 ると 思 ひます。 

日本人 貴下が 若し 强 いて 雨う 仰せられますならば 私 は反對 致しません、 然し 私 は兹に 貴下と 賭を爲 

したく 欲 ひます、 今より 1 一十 年間 貴下が 此 日本 園に 居られて 只の 道德を 以て 日本人の 社會 改良 を 計 

つて 御覽 なさい、 私 は 之に 對 して 同年 月の 間に 古い 舊ぃ キリストの 福 昔を傳 へまして、 責 下と 競爭 

して 見 ませう、 多分 一 一十 年の 後に は 勝利 は 私に 歸 しまして 賭 金 は 私の 手に 落ちる だら ふと 思 ひます、 

如问 です、 責下は 私と 此賭を 爲る氣 はありません 乎。 

英國人 私 は 今年 中に 私の 英國 に歸ら なくて はなり ません、 故に 貴-卜と 其 賭 を爲る こと は 出来ません、 

殘 念です。 

日本人 其れ は 困りました、 然し 私 は 今日までの 私の 經驗に 由り まして、 社會 改良の 最大 勢力 は キリ 

ストの 福音なる こと を 信ぜざる を 得ません、 私 は 其の 證據 を幾箇 でも 擧げる ことが 出来ます、 若し 

其實 例を責 下にお 話し 致しますならば、 十日 間も賁 下と お 話を績 けなければ なりません、 實に 驚く 

べきであります、 人の 靈魂を 救 ふ キリス 卜の 福音が 彼の 肉 體をも 救 ふので あります、 天國に 入る の 

資格 を與 ふる 基督 敎が 地上の 生活 を改 むる のであります、 私 は 信じます、 眞の 基督教 は 人の 全部の 

ャ くひ  --ー せん,？」 ii ち 

救濟 であります。 文明 進歩の 今日と 雖も 貴下の 御 先祖 等が 死 を 以て 學 ばれし 古い 舊ぃ 福音が 國民を 

救 ふ 唯 一 の 力であります。 

我等の 議論 は玆に 一時 終結 を 告げた、 然し 翌朝に 至りて 再び 開始され た、 彼 は 道德を 維持し， 余輩 は 福 昔 を 

にちえいと ころ か  つき 

辯 明した、 nl 英所 を換 へての 論戰 であって- 興味 湧て 51 ずであった， 共に 在る こと 三十 六 時間， 我等 は 相 

互に 對 する 厚き 敬愛と？， I かき 握手と を 以て 別れた。 
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第八卷 內容 年譜 

敎義 研究の 必要 聖書 之 研究 第三 四ー號 昭和 一一 一年 (一九二 八 年) 十二月 敎现 研究の 必要 卜 題シテ 

。ハウ 口 船り せば 聖書 之 研究 第 七九號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年〕 九月 研究 十 年再錄 

神に 關 する 硏究 

神に 關 する 思想 聖書 之 研究 笫 一 一七 號 明治 S 十三 年 (一九 一 〇 年) 二月 研究 十 年再錄 

神に 關 する 思想 

其 一 無神論と 不可思議 論 ^書 之 研究 第一 一一 四九號 昭和 四 年 ( 一 九 二 九 年) 八月 

其 二 自然 神敎 ssa 之 研究 第三 四九號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 八月 

其 三 祌敎 聖書 之 研究 笫三 四九號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 八月 

其 ra 基督 敎 有神論 之 研究 第三 s 九號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 八月 

祌に關 する 思考  ， 

祌の 存在の 證明 聖書 之 研究 访 二八 一 號 大正 十二 年 (一 九 ニー 一一 年) 十二月 

祌と 天然 ^書 之硏究 第二 八 一 號 大正 十二 年 (一九二 三年) 十二お 

父なる 神 聖書 之 研究 is- 二八 一 號 大正 十二 年 ( 一 九 二三 年) 十二月 

第 八 《 内お 年 Si  七 九 三 
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攝现の 神 梨甞之 研究 i め 二 九 一 號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 十月 

神の # 在の 確證 聖害之 研究 第 SI 七號 明治 三十 六 年 (一九 0= 一年) 十二月 感想 十 年 W 錄 

祌 の 在る 證據 聖 * 之 研究 4 ち 一八 一 號 大正 十二 年 (一九二 三年) 十二月 

神の # 在の 誇據 聖書 之 研究 第二 九九 號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 六月 

神の 單 一 聖書 之 研究 笫 一一 ニ號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 九月 研究 十 年再錄 

神の 全智 全能に 就て en 書 之 研究 第一 三三號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 八月 

人格 的の 神 牵： 書 之 研究 第二 八 二 號火正 十三 年 (一九二 四 年) 一月 

神 は 愛な り 聖書 之 研究 笫八 八號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 六月 研究 十 年再錄 

神の 忿怒に 就て 犁書之 研究 第一 0 五號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 十二月 研究 十 年再錄 

神の 努力 聖書 之 W 究笫 一 一七 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 二月 研究 十 年再錄 

イエス キリ ストの 父なる 祌 犁書之 W 究第 一一 一 二 〇 號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年) 三月 

イエス. キリス トに關 する 硏究 

イエ ス キリスト 之 W 究笫ー 五九號 大正 二 年 (一九 一 三年〕 十月 

偉人 ィ ェ ス 聖書 之 W 究笫三 五ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 十 一 月 

4* こ.； 

異の イエス 聖書 之 研究 第一 六六號 大正 三年 (一九 一 四 年) 五月 

ユダヤ人 としての イエ ス 聖書 之 W 究笫ー 一 七號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 二お 


イエ スの 先生 聖書 之 研究 第一 二三 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年〕 九月 

自己に 關 する イエスの 無能 書 之 研究 第二 一一 七號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 十二月 研究 第二 之 十 年 

再錄  ， 

イエスの 矛盾 聖書 之 研究 笫 七八號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年〕 八月 研究 十 年再錄 

イエスの 過激 聖書 之 研究 第 一 七五號 大正 三年 (一九 一 四 年) 九月 

イエス は 何故に 人に 憎 まられ し 乎 聖書 之 W 究 第一 〇 八號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 四月 研究 十 年 

姦淫 罪に 對 する イエスの 態度 聖書 之 研究 笫 1 1 八號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 四月 研究 十 年 再録 

ィ ェ ス の 愛國心 聖書 之 研究 第一 ニニ 號 明治 四十 111 年 (一九 一 〇 年) 八月 

偉人 以上の ィ ェ ス 聖書 之 W 究第 1 七七號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 四月 

キリスト は 誰 乎 書 之 研究 第二 九ニ號 大正 十一 一一 年 (一 九 二 四 年) 十 一 月 

人なる キリス ト 聖書 之 研究 第一 一一 一 六號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 十 一 月 

ィ ェ ス は 如何なる 意味に 於て 神の 子で ある 乎 聖書 之 研究 第三 三九號 昭和 三年 C 一九二 八 年) 十月 

キリストの 神性に 關 する 新約聖書の 明言 聖書 之 研究 笫 一八 四 號 * 第一 八七號 大正 四 年 (一九 一 五 年 > 

十一月， 大正 五 年 (一九 一六 年) 二月 研究 第二 之 十 年再錄 

第 八 ©内«5： 年譜  七 九 五 


八お 内容 年 七ォ. 7 

キリス 卜 は 如.. = 'なる 意味に 於て 萬 物の 造 主なる 乎 之 研究 笫ー 一 一 號叨治 四十 二 (一九 U 九 年) 

七月 研究 十 半再錄 

處 女の」！^ 眙は 果して 信じ 難き 乎 聖書 之 W 究第 九四號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年〕 十二月 研究 十 年再錄 

キリス 卜の 死 sss 之 研究 第一 〇 七號叨 治 四十 ニハキ (一九 〇 九 年) 三月 硏究十 年再錄 

キリスト は 何の 爲に 世に 降りし 乎 新 希？,^ 第 六 八 號叨治 三十 八 年 (一九 〇 五 年〕 十月 研究 十 年再錄 

聖霊に 關 する 研究 

加で 藍と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第一 〇 ニ號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年) 九月 研究 十 年再錄 

g せ靈と は誰ぞ 聖書 之 研究 笫 一一 〇 號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 六月 研究 十 年再錄 

パラク レ ー トス esa 之 研究 第一 一四 號明抬 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 十一月 研究 十 年再錄 

g^-璽の進化 iii 書 之 硏究第 一 〇 九 號叨治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 五 力 研究 十 年； 冉錄 

聖 靈に關 する 研究 書 之 研究 第二 五四號 第二 五 五 號火正 十 年 (一九二 一年) 九月、 十月 苦痛の 福 昔 再 

錄 

如何にして saiw を 受けん 乎 之 研究 〇 一一 一 號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年) 十月 研究 十 年再錄 

靈を 授かる の途 聖書 之 研究 第三 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 一月 

人に 關 する 硏究 

人の 三 性 聖書 之 研究 第一 ニ四號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 十月 


人の 三分 性 之 研究 笫 二八 八號 大正 十三 年 ( 一 九 二 四 年) 七月 

靈魂實 在の 露義 聖書 之 研究 第一 〇 ー號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年) 八月 研究 十 年再錄 

靈 魂の 貴 尊 聖書 之 W 究笫ニ 九九 號大 fii 十四 年 2 九 二 五 年〕 六月 

I 毅 魂の 父 聖書 之 研究 第三 五 〇 號 昭和 四年 (一 九 二 九 年〕 九月 

靈 魂の 獨立 聖書 之 研究 笫三四 0 號 昭和 三年 ( 一 九 二八 年) 十 一 月 

聖書に 於け る 人 聖窨之 研究 第五 三號 明治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年〕 六月 研究 十 年再錄 

人と 天然 ise 之 研究 第三 五三 號 昭和 四 年 ( 一 九 二 九 年，) 十二月 

人命 は 何故に 貴重なる 乎 聖書 之 研究 第 八ニ號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 十二月 研究 十 年再錄 

神人の 乖離 聖 一書 之 研究 第一 三ニ號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年〕 七 = - 

噴 落の 敎義 聖： 書 之 研究 第三 〇 五號大 K 十四 年 (一 九 二 五 年) 十二月 

罪と 救 ひに 關 する 硏究 

罪と 其 根絶 聖書 之 研究 笫三五 〇號 昭和 四 年 (：ー 九 二 九 ハゃ) 九月 

罪と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第一 ニー  號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年〕 七月 研究 十 年再錄 

罪の 目錄 ^書 之 研究 i?u〇 九號， 笫ー 一 〇 號、 笫ー 一 ー號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年〕 五お， 六月， 七 刀 

研究 十 年再錄 

赦 さるべからざる" 4  書 之 研究 第 一 〇 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 六月 

第 八卷内 【ぉ年譜  七 九 じ 
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扉の 處分 聖書 之 研究 三 一 七號 大正 十五 年 (一九二 六 年〕 十二月 

誤^されし 敎義 蜜 書 之 研究 笫 一 〇〇號 明治 四十 一年 (一 九 0 八 年〕 六月 研究 H 年再錄 

キリストの. a こ， 就て 聖書 之 研究 第一 〇 六號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 二月 ぉ究十 年？. a 

瞎 lij- のぼ 〈義と 其事實 聖書 之 研究 第一 〇 七號 明治 四十 二 ^(一九 〇 九 年) 三月 研究 十 年再錄 

晴 罪の 辯 誇 *¥甞 之 研究 第一 二 一 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 七 刀 

神の 忿怒と 贖 揮 聖書 之 研究 第一 八九號 大正 五 年 (一九 一 六 年〕 四月 

复义贖 g§ に 就て 書 之 研究 第二  0 七號 大正 六 年 (一九 一 七 年〕 十月 

〇 聖書 之 研究 第二 六 0 號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年) 三月 

コンボ ルショ ン の實驗 聖書 之 研究 第三 五六 號 昭和 五 年 (一九 三 0 年〕 一一 一月 

ip とし 給 ふと は 何ぞゃ 聖書 之 研究 笫九 七號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年) 三月 研究 十 年再錄 

義 なる キリスト 春 之 硏究笫 二 〇 ニ號 大正 六 年 (一九 一七 年) 五月 研究 第二 之 十 年再錄 

我等の 萬 事なる キリスト 聖書 之 研究 笫 一六 三 號 大正 三年 (一九 S 年) 二月 研究 第二 之 十 年再錄 

完全なる 救扬 聖書 之 研究 笫 二三 五號 大正 九 年 (一九二 0 年〕 二月 

恩 惠の解 聖書 之 W 究笫 一六 七 號 大正 三年 (一九 一四 年〕 六月 研究 第二 之 十 年 "冉錄 

誰の 功 か 聖書 之 W 究笫 九ニ號 明治 四十 年 (一九 0 七 年〕 十 研究 十 年再錄 

純 福音 ©f- 書 之 研究 第一 七六號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 三月 


純 福 昔に 就いて ffi 書 之 W 究笫三 三ニ號 昭和 三年 (一九二 八 年〕 三月 

載場ケ 原に 友人と 語る 聖書 之 研究 第一 〇 三號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 十月 歡 喜と 希望 W 錄 

余の 信 w の眞髓 聖書之研究^^^ 一 一  號明治四十ニ年 (一 九〇九年〕 七月 歡 喜と 希 M, 再錄 

再び 萬 人 救 拯說に 就て 聖書 之 研究 第三 一 七號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 十二月 

復活と 來 世に 關 する 硏究 

贖 と 復活 ^！-書之研究笫ー 七ニ號 大正 三年 (一九 一 四 年) 十 一 月 

罪と 義 聖書 之 研究 第一 七七號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 四月 

復活と 其狀態 書 之 研究 第一 六八號 大正 三年 (一九 一 四 年〕 七月 復活と 來 世再錄 

如何にして 復活す る 乎 聖書 之 研究 第一 八ー號 大正 四 年 (一九 一 五 年〕 八月 復活と 來 W 再錄 

三分 ±1 と 復活 saE 之 研究 第二 八八號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年〕 七月 

ェ マオの 出来事 書 之 研究 第二 〇 ニ號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 五月 

基督 敎の來 世 觀に關 する 明白なる 事實 新 希望 第 六七號 明治 三十 六 年 (一九 〇 五 年) 九月 研究 十 年 再 

錄 

キリストの 來^ 觀 聖書 之 研究 第一 〇 五號 明治 四十 一年 (一九 0 八 年) 十二 刀 研究 十 年再錄 

來世 問題の 研究 蜜 書 之 研究 第三 三 五號、 第三 三六號 昭和 三年 (一九二 八 年) 六月、 七月 

來 世の 能力 楚： 書 之 研究 第三 五 〇 號 昭和 四年 (一 九 二 九 年〕 九 = - 
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靈魂 不滅に 就て §F* 之 研究 第 第一 二三 號 明治 四十 nu や (一九 一 〇 年〕 九月 研究 十 年再錄 

祝すべき 死 之 研究 第一 四 一 號叨治 四十 五 年 (一九  一二 年〕 四ガ 復活と 來 世再錄 

死後の 生命 楚睿之 研究 笫 ニニ 七 號 大正 八 年 (一 九 一 九 年) 六月 

不死の 生命に 就いて 犁： 書 之 研究 第二 八七號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 六 力 

死に 關 する 聖書の 敎示 書 之 研究 第三 四 〇 號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 十 一 月 

死後 生命の 有無 犁喾之 研究 第三 四六號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年) f 

聖書に 所謂る 希望 §1. 書 之 研究 第五 四號 明治 三十 七 年 (一九 0 四 年〕 七お 研究 十 年再錄 

我等の 希 書 之 研究 笫 一三 八 號 明治 a 十五 年 (： 一九二 一年) 一月 

未来の 裁判 書 之 研究 笫 一四 四 號 明治 四十 五 年 (一九  一二 年) 七月 復活と 來^ 再錄 

我等 は來 世に 就て 若干 を 示されし 乎 聖書 之 研究 第一 九七號 大正 五 年 (一九 一六 年〕 十二月 復活と 來 

せ冉錄 

基督 敎 問答 

救、 tIM 問答 犁_ 書 之 研究 第二 六號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 十月 

キリストの 神性 架 書 之 研究 第 四ニ號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三 ハ牛) 七月 

聖書と 獨立 ^省 之 研究 笫四 四號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) 九月 

來世は 有 邪 無 邪 書 之 研究 第 四五號 明治 三十 六华 (一九 〇 三年) 十 刀 某： 督敎 問答 再錄 


永遠の 刑罰と 永生 聖書 之 研究 第 四六號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年〕 十 一 月 

キリストの 神性 (再び) 聖書 之 研究 第 四七號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 十二月 基督 敎 問答 再錄 

聖書 は 菜して 神の 言なる 乎 聖書 之 研究 第 四八號 明治 三十 七ハゃ (一九 〇 四 年 ) 一 月 某： 箭敎 問答 再錄 

三位 一 體 の敎義 聖書 之 研究 第 四九號 明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 二月 甚督敎 問答 再錄 

敎會 問題 聖. 書 之 W 究 第五 〇 號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 年) 三月 ^^督敎問答再錄 

豫定 の敎義 ®f 書 之 研究 第五 ニ號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 ハキ〕 五月 基督 敎 問答 再錄 

人類の 落 聖書 之 研究 第五 三號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 年) 六月 某： 督敎 問答 再錄 

奇跡の 信仰 聖書 之 研究 第五 四號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 年〕 七月 基督 敎 問答 再 錄 

神 癒に 就て 新希5^,笫七 一 號明治三十九年 (一 九0六年〕 一月 

安息 B 聖 守の 動機 聖書 之 研究 第 七 六 號叨治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六 年) 六月 

傳道師 の處世 問題 聖書 之 研究 笫八 0 號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 十月 

日英 問答 S 書 之 研究 第一 八 〇 號 大正 四年 (一九 一 五 年) 七月 
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